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自  序 

神皇 正統 記 はわが 國家 必須の 至寶 にして、 上下 一 般の必 讀の經 典た る こと は 余輩の a 

言 を 耍 せざる 所な， 9。 余 乙の 書に つきて 衍義の 出で む 乙と を 冀ふ事 多 年、 或 は 自ら 其の 

事に 從 ふこと をせ むかと も考 ふること 屢 にして 多少の 準備 を 施した る 乙 ともあれ ど， そ 

の 事の 重く して 責の大 なる を 知る が 故 に、 I れを果 す こと 能 は ざ ft- き。 昭和 四 年 秋 蘇 峰 

先生 その 秘 庫に 存 する 古寫 の神皇 正統 記 を 示し て、 こ れが 衍義を ものせ よと 勸 めら る。 

佘 上述の 素志 を 述べ、 しか も、 輕 々しく 赏 行すべき 事に あら ず、 又 容易に 成就すべき 事に も 

あらざる にょうて 固辭 す。 蘇 峰 先生 聽 されず  >し て勸 めら るる 乙と 益 切なみ。 こ 乙に 於 

いて 意 を 決して その 勸 めに 應 ずるに 至れ も。 かくて 著 手せ むと する にあた ，9、 そ の 本文 

の 上に 於いて、 從來 流布の 板 本 はすべ て 杜撰に して とるべからず。 玆 に古寫 本に ついて 

いづれ を 基底と すべき かに 惑 ふこと 數ケ 月、 研 究の結 果、 本 誊の 如き もの を 作成せ り。 か 

くて その 述義の 著作に 筆 を 執ら はじめし は 昭和 五 年 夏の 頃な り。 ■ 爾來 公務の 餘暇 を偷 

みて 筆 をと b  、辛 うじて 昭和 六 年 一 月に 至 もて 略 稿 を 了 し、 三 月に 至， 9 て 一 旦脫 稿と し^ 

1 


I  "くて"？ 蘇 峰 先生 s し-印刷に 附し、 本年 二月 て 本文の 印？ 了へ 7。 

おる に その 成れる もの. i る K 不備の llf 多 くぽ 慊ら ずと する，. と 深し。 一 旦 ま 

？- れを拋 ちて 更に 稿 を 起さむ かと S  / 

^  i さむ 力と も ひし 力と 恣 にさる わざ を も爲し 得ぬ 事 なれば、 な 

こに 世に 公に する ことと しぬ。 然れ ども 、かくの 如き 不完全の もの If 

^is く， との 多大 5 は 二 I たず， rs 者の 5S して ISI 

れず 1 は讀者 各位に 罪 を 蒙らむ。 これら ま 菲才 自ら I み，、， ゝ _g き 〜び P を兗 

ネ f 阂习 自ら 亂 みすし 力 も 短時日の 間に 之 を 了 

せむ としたる が爲 にして-明かに 余の 不敏の 致す 5 實に 余が 一身に 在ら， 

勵 U 更に 努力 を 加へ-この 重大なる 責任 を果さ むこと を 期す。 こさ 謹んで？ 上下 


に 請 ふ 

昭和 七 年 四月 十二 日 


例 . 言 

, 本書の 本文 は 德富氏 應永本 を 基礎と し、 次 に 梅 小路 本. を 以て、 これが 誤 脫を訂 し、 これ 

に參 する に、 靑蓮 院本、 淸家本 を 以て し， 更に 白山 本、 北 畠 本、 群 窨類從 本 等 を 以てしたり。 

而. >し て その 訂せ ると ころ は 頭注に 於い て^れ を說 け. 5。 但し、 そ の 送ら 假名に 至み て 

は 便宜 加へ たる 所少 からす。 

、 この 書の 卷の 分ち 方 は、 正 しから や。 應永 本に より く 上 下 二 本と し、 そ のうち を四册 

本の 如く 分ち たれば なみ。 四 冊に 分た むに は、 應 永 本の 卷 首に 示す 如 く、 淸 家 本の 分ち 

方の 如くに すべ かりし ものなら。 これ 明かに 著者の 迂濶と 疎漏と による。 次に 各 節 

目の 分ち 方 は、 記 事の 脈絡に よ 6- て 便宜 分ち たる ものなる が、 今 に 至， 9 て 見れ ば、 な ほ 改 

むべき 點少 からざる を 見る。 これら はすべ て述 者の 責任に して、 深く 罪 を 謝する 所な 

, 目次 は述 者の 試み に 加へ たる も の、 こ れ にもな ほ、 改 修 すべ き點少 からざる を 見る • 

Z れ 亦、 世 の 敎を俟 つ 所な え.  ， 

神皇 正統 記述 義 例言  、  一 


祌& 正統 記述 義 例言  一一 

一 本書の よみ 方 は古寫 本に 存 する もの は 努めて これに よれら。 乙の よみ 方 は通途 の 

ものと 異なる 點少 からざる を 見る。 その他の よみ 方 は 成る ベ く、 こ の 時お 若く は 以前 

の 古典に 證を 求めた う。 され どもな ほ 不備 少 からざる を 見る。 將來 一層の 淸撰を ® 

さむ M と を 期す。 

r 本書の 述義は 釋と說 とよら 成立す。 

一 釋は 語句の 意義と 事 實の說 明と よう 成る ものなる が、 そ の 節 全體を 一 括して 嗶 する 

時には 釋と いふ 標目を かかげて、 その 下に 釋を 施し、 然ら ざる もの は釋 すべき 語句 を か 

か げ て、 そ の 下に 釋を 施す。 

r 語句の 意義 は 普通の 辭誊に 載す る もの は敢 へての せず。 それらの 辭誊の 解の みに 

て說 力れ ぬ 部 分、 又 普通の 辭誊に 見えぬ 語 はこれ を說 き、 或 は 又從來 の說に 於いての 說 

明 の 當 らず と 思 はるる もの は これ を 特に 說 き、 そ の 他 著者の 意 を 解明ず るに、 ふ 要な も 

と 思 はるる 點 はっとめ てこれ を 明かに せら。 

1、 事 宵の 說明は 中小 學 校の 敎科 書に 說く 如き こと は 一々 說 明せ や、 又 その 事實を 本書 

が 正しく 傳 へ たる もの は その 出典 を 明かに 示す に 止めて、 委しき 說明を 加 へ ず、 蛇 足 に 

似 たれば なら。 ただ 世に 傳 ふる 所の 誤、 又 世に 傳 ふる 所の 說 明の 誤 並に 不備 は、 なる ベ 


く 明 力に 示さむ とつと めた 又 本書に も往々 誤謬. 若く は 誤解 存す るが 故に、 それら 

は 典據を 示して その 誤 を 正しう せら。 

1, 說と標 する 部分 は述 者の 意見 を 以て 述べた る 部分なる が 、これに は 著者の 意 を ぼ 度 

して、 その 說 明の 脈絡、 又 著者の 思索 上， の 理路 を 示し、 更に 著者の 微意の 存 する 所と 信ぜ 

ら るる 所を闡 明し-或は 著者 論旨の 要 を 摘出して 讀 者の 心眼に 訴へ むとし、 更に 亦 著者 

の 意見に ついて 賛同し かぬ る もの は 私見 を 加へ て 批評せ る 所 あ み。 要するに、 この 說 

と標 する 部分 は 明 白に 述 者の 責任に 屬 する 所に して、 讀者は 自由の 境 池よ らして 述者 

の 言 を取舍 せられむ 乙と を冀 ふ. 

r 述義の 方法 は 大體釋 を 先にして 說を 後に せる が、 時として、 釋の 間に 說を加 ふること 

あ，^ 次の 節目 を 導く 所の 說を 前の節 目の 末に 加 ふること あ も。 これら は更宜 こよ 

れ 6- 

一， 附錄 として、 親 房 卿の 系譜と 年譜との 略なる もの、 及 本書お 草す るに 祭して 披_€ し 2 

る 諸 本の 說. 明と、 佘が 正統 記 論と を 加 ふ。 これ 本書の 讀 者に 多少の 便 あらむ と 思 ふに 

よ る • 

ここに 本書 を 草す るに あた^て 秘藉を 自由に 披閱 する 乙と を 許されし 各 S に 謹み 

祌皇 正統 記述 義 例言  三 


神 SH 正統 記述 義例 首  四 

て 深さ 感謝 を捧ぐ •  マ，.， 

昭和 七 年 四月 十二 曰 

山 田 孝 
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0  ^  •  n 

國の 位置  い  一 五 

印度 震旦の 世界 建立と 比較して 國體の 特色 を說く  二 〇 

印度の^ 1 界 建立  二 一 
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蟹： 受太 神宮の 鎭座  ，•  一 七 九 
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宣化 天皇  一 九 七 

欽明 天皇  一 九 八 
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目.^  七 
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元 正 天皇  二 四 二 

聖武 天皇  二 四 四 

東大寺 建立  二 四 四 

天皇 出家  二 四 七 
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光仁 天皇  二 六 二 
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光孝 天皇  三 三 一 
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0  ^  1 o 
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仁 和 寺の 法 流  三 四 七 
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山 田 孝雄述 

卷ー 

ォホ ャ マト ハ 力 ミノ クニ ナリ アマ ッミ オヤ ハジメ モト t ラ  ヒノ カミナが  45- , ッ？'  .  ^  ►  o  —  k 

大日 本 者神國 也。 天祖 始て基 を 開き 日 神 長く 統を傳 へ 給 ふ 我國 のみ 

ti ノコ トァ  ィ チウ  ソ ノタゲ t ナ  n  ノ ュヱ  力 ミノ クュ  ィ  ナリ T- 

此事 有り。 異朝に は 其類无 し。 此 故に 神 固と 云 ふ 也 

o  . 

(說) これ は 本書の 提綱 にして 同時に わが 國體の 本源 を 喝破した ものである。 而 して 本書】 篇の 精神 この 1 節に 約 せらる 

る 所で ある。 本 篇を讀 み 了へ た 後に、 顧みれば、 述 者が いふ 所の 浮言に あらぬ を さとると 共に、 本書 著作の 本 3  口 を さ 

とる であらう。 

(神 國) 意味 は 著者の 說 明で 明かで ある。 わが 國を 神國 とい ふ 事 はこの 時に 始まった もので はない。 日本 紀卷 九に 「新緙 

王曰ク 吾聞ク 東-一有 一 一 神國 W 一一 日本一 亦 有 一 一聖 王 一 謂 一-天皇 こ と 見えた のが 最も 古く、 又 三代 實錄に 載せて ある 貞 f 十 一 年 

十二月 伊勢大神宮 及び 石淸 水神 社に 奉られた 告文に は いづれ も 「我 日本 朝 彼 所謂 神明 之國奈 利、 神明 之 護 賜^: 乃兵宼 * 

可 一一 近來 1 岐」 と ぁリ、 それから 後に は屢見 ゆる 語で ある。 

(天祖) 次の 文に ある 通リ、 國常立 尊 を さす。 この 說は 日本 紀の傳 に 基づく もので、 同時に 赏 時の 神道 說 によった もので 
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ある。 天 股火 御 神 は 本書に は 皇祖と 書いて ある。 

(日 神 畏く統 を 傅へ 給ふゾ いふまで もな く。 日 神 は 天 照大御 神で ある。 三 善淸 行の 意見 十二 箇倏の 序說に rK 伏 記 一 

我 朝家 神明 傅, 統 云々」 と ある。 

(異朝) 外國の 朝廷 をい ふ。 

(說) 我國 にの み此 事が 有って 異靭に は その 類の無い とい ふこと は、 これから 下 數節を へだてて 後 (三 五 K 以下) に說ぃ 

て あるから、 そこ を 読んだら、 著者の かやう に 言って ゐる 意味  力 明 力に わ 力る であらう • 

カミ ョ  トヨ ァシ ハラ  チイ ホ アキ  ミヅ ホ  クニ  ィ  ァメ ツチ カイ ビヤ ク  ハジメ  n ノナァ 

神代に は豐 葦原の 千 五 百 秋の 瑞穗の 國と云 ふ。 天地開闢の 始 より 此名有 

アマ ッミ オヤ クニ トコ タ チノ ミ コトテ ガミ メ ガミ  サヅ  タマ  ？/n ト ノリ. キ  アマ テラス ォホ ミカ ミア メミマ 

り。 天祖 國常立 尊 陽 神 陰 神に 授け 給 ひし 勅に 聞こえたり。 天 照 太 神 天孫 

の 尊に 讓り ましく しに も此名 有れば 根本の 號 也と は 知ぬ ベ し。 

(說) これから 神國 たる 事 赏を說 き 逸め ようとす る 所で あるが、 最初に この 國の 神代から 旣に 在った とい ふこと を 示した 

ので ある。 何故と いふに 凡そ 名と いふ もの は赏が 在って 後に つくもの である。 神代に 上の やうな 國 名が ある 以上 その 

名 を 以てさされた 國の 在った こと は いふまで も 無い とい ふこと は 明かで あるから である。 

(賢！ * 尿の 千 五 百 弒の瑞 穂の 國) これが わが 國の 古い 名で ある こと は 誰も 知って ゐる。 これ は 下に ある 神勅 を见て も わか 

る ことで ある。 (七 八 頁) この 語の 意呔は 「璺 葦原」 とい ふ は、 释 日本 紀に 「凡 肥 美 之 地 葦原 多生 故 取喩レ 之」 と 云つ 

て あるので わかる。 千 五 百 秋の 千 五 百 は數の 多い ことの 1 例と して 云った もので 千 ^百に 限る とい ふお ではない。 秋 

は 一 年に 1 囘づ 、來 るから、 秋で 年の 意味に もなる が、 農業で は 秋が 敉穫 時で 最も 大事な 季節で ある。 これ を 以て^ 

をかぞ ふる 語と して ゐ るの は 日本が 神代から 農業 を 重大視し たことの 證據 である。 瑞 II はうる はしい 見^な 稻 穂の こ 

とで ある。 卽 ち璺. かな 肥沃な 土地で うる はしい 稻 がよく 熟し、 しかも、 いつまでも， 豊年の 續 くよ ぃ國 であると いふ 


意味の 名で ある * 

(天地 開 闕の始 よ リ此名 有リ) 開闢と いふ こと は 漢語で 天地の はじめ をい ふの を 借りた までの こと、 天地の はじめ からこ 

. の 名が あると いふので ある。 

(天 國紫立 尊) 天祖 卽ち國 常 立 尊と いふ ことで ある。 國常立 尊の 事 は 下の 文に 見 .Si て ゐ る. 

(陽 神 陰 神に 授け 給 ひし 勅) 陽 神 は 伊 弗諾尊 を、 陰 神 は 伊 弗 冉尊を さす。 この 事 も 下の 文に 見 ゆる。 この 時の 勅 は 日本 紀 一 書 

にも 見えて 居る が、 ここ は 恐らく は舊事 本 紀に據 つた もので あらう。 その 文 は 「天祖 §i 一 1 伊 弗諾、 伊 姅冉^ 1 曰 有^ i. 葦原 

原 千 五 百 秋瑞穗 之 地 r 宂 -I 汝往條 T 之、 賜 一 1 天瓊矛 一 詔 寄 賜 也」 と ある。 日本 紀 一 書に も 略 同じ 文が あるが、 それに は 「天神」 

とあって 「天祖」 と は 書いて ない。 

(天照大神) ゆ すまで もな く、 人 知って ゐる ことで、 この 祌の事 も 下の 文に 見 ゆる。 

(天孫の 尊に 篛リ ましく しにも^々) 天孫の 尊と は 天照大神の 御 孫瓚々 杵尊を s す。 この 時の 神勅 は 日本 紀 1 書に 「因 

シテ 二 ク  ィテ シ ラセ • 

勅 一一 皇孫 1 曰牮原 汗 五 百 秋之瑞 穗國是 吾子 孫 可 A 王 之 地 也、 宜爾^ 孫 就 而治矣 云々」 と ある。 

(說) ここに わが 國の楝 めて の 古代から 在った こと を 云 はう として 國 名の 古いと いふ こと を證據 としたの であるが、 國名 

を あげた ものであるから、 その 序に、. わが 國の名 稱の說 明 をせ うとい ふ 事に 方面 を 少しく か へ た の が 次の 文章で あ 

る o 

マタ  ォホ ヤシ マノ クニ  ィ  n レ チガ ミ メガ ミコ ノクュ  ゥ  タマ  ャッ  シマ 

又は 大 八洲 園と 云 ふ。 是は陽 神 陰 神 此國を 生み 給 ひしが、 八の 嶋 なりし 

に 依りて、 名 けられに けり。  . 

(說) 前文に^ 名の 神代より 有った 事 を 云った によって、 序に わが 國に 種々 の 名が ある。 その 名の 事を說 くので ある。 これ 

は 近 顷の學 者が、 何 かの 說明 をす るのに、 最初に 名義 を說 くと いふ 方法に も 1 致す る もの であるが、 ^時で も 佛敎の 

^問 上の 說 明の 什 方 はか やうな 方法 を 取った。 これ も 著者の 學識 のす ぐれて ゐた 事を考 ふる 1 端になる であらう。 
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(大 八洲 國) これ も 日本の 古名で ある。 名義 は 八の 大 なる 島&ら 成立って ゐ る國 とい ふ 事で ある。 その 事 は 下の 文に 說明 

して ゐ るから ここで はい はぬ。 陽神隐 神の この 國を 生みな された 事 は 日本 紀 にも 古事記に も 見えて ゐて、 誰でも 知つ 

てゐ るの みならず、 下の 文に も 見 ゆるから、 こ X に は その 文 を あげぬ。 

マタ  ャ マト  ィ  n レ  ォホ ヤシ マ  ナカ ツクユ  ナナ リ  タイ ハチ  ァタ  ァ メ ,  "\  -ソ. 巧, 

又は 耶麻 土と 云 ふ。 是は大 八洲の 中 國の名 也。 第 入に 當る たび 天 御 虚空 

トヨ アキ ツネ ヮケ  ィ  カミ  ゥ  タマ  コレ  ォ ホヤ マト トヨ アキ ッシマ  ナジ —イマ  シ ジフ 

豐秋津 根 別 V！ 云 ふ 神 を 生み 給 ひし 是を 大日 本豐秋 津洲と 名く 今 は 四十 

C チ 力 コク  ワカ  チカ ツクユ  ゥへ  ジン ム テン ワウ トウ セィ  ョ、  ク ワウ トナリ T- ヨリ 

八 箇國に 分て り。 中洲たり し 上に 神武 天皇 東征より 代々 の 皇都也 仍て 

ソノナ  ト  アマ リシ チシゥ  ス  ャマト  ィ  モ II コシ  i ゥ  クー 一 

其 名 を 取りて 餘の 七洲を も惣べ て耶麻 土、、」 云 ふなる ベ し。 唐に も 周の 國 

より ia でたり しかば 天下 を 周と 云 ひ、 漢の 地より 起り たれば 海 內を漢 と 

ナヅ ゴト 

名け しが 如し。 

(銳) この 段 は 「キ マ ト」 とい ふ國 號を說 明した 倏 である。 

(耶痲 土) これ はャ マトと いふ 音 を 萬 葉 假名で 書き あら はした だけの ものである。 「土」 の 字は釋 日本 紀には 「止」 と^い 

て ある。 萬 葉 假名と して は 「止」 の 方が 正しい。 恐らく は 寫し傳 へた 人の 誤った ので あらう。 

(大 八洲の 中國) かくい ふ は 今の 奈良縣 の 大和 國を いふので ある。 

(中 國) とい ふの は 地勢 上から は 中央に 位する 國と いふ 意で、 統治 上で は 政治の 中心地で ある 國と いふ 事で ある • 

(第 八に 営る たび) 陽 神 陰 神の 大 八洲 を 次々 に 生み 耠 ひし 時、 その 最後の 國產の 時の 事で ある。 この 國產の 順序 は 日本 紀と 


古事記と 1 致せぬ。 こ、 に 云って ゐ るの は、 古事記に ある 順序に よった ものと 考 へらる る。 舊事紀 も 頫序は 古事記に 

似て ゐる けれど、 下の 國の 名が 違 ふから、 やはり 古事記が 本で おらう。 

(天 御 虚空 靈弒 津祖別 云々) これ は 上に いった やうに 古事記に 國產の 最後の 條に 「次 生-一大 倭^ 秋^ 螅ー亦 名 E-I 天 御 虛空璺 秋 

津根 別： 故 2： 一 一 此八嶋 先 所 T 生 謂 一 一大 八 嶋國こ と 見えて ゐる 文で よく わかる であらう。 ここに r 祌を 生み 耠 ひし」 と ある 

ォホ ミワ 

の は 古 は國を 即ち 神と 考 へたので あつたから である。 三輪 山が、 官 f 大社 大 神神 社の 神體 であった 事を考 へても わか 

るで あらう。 さて この 島 は 筆者 等の 今 住んで ゐる、 所謂 本. 州の ことで ある。 これらの 名義の 事 は 下の 文に 再び この 名 

が 出る から そこに 讓る。 

(今 は 四十 八 菌國に 分て り) この 本州 を 當時は 四十 八 箇國に 分けて ゐ ると いふので あるが、 この 時 は 本州 は 五十 國に 分れ 

てゐ た。 親 《ss 公の 誤算で ある こと は大町 桂月の いった やうに、 六十 六 國ニ嶋 とい ふこと を 忘れて 六十 六よ リ、 佐 渡、 

隱岐、 淡路、 四國、 九州、 壹岐、 對 島の 十八 を 引きた る數を あてられ たので あらう。 

(神武 天 東皇征 より 云々) 神武 天皇の 樓 原の 宫ょ" 奈良 朝の 末まで、 千 三百 年 以上 b 間 皇居の 在った 地 だから その 名 をと 

つて、 仝 國の總 名と したと いふので ある。 

(麿に も 云々) 唐 は 「もろこし」 とよんで 古 支那 を さした 語で ある。 唐 (タウ) とい ふ 1 の 時代 を さすので はない。 

(周の 國ょリ 云々) 周の 土地 は 今の 陕西省 鳳 翔府の 地で ある。 周 は 文 王の 時代まで は その 土地の 諸侯で あつたが、 武 王の 

時に 天下 を 一統し、 周の 名 を 支那の 國號 にした。 この 說明 は釋 日本 紀 にも 出て ゐる。 

(漢の 地より 云々) . 漢と いふ 地 は 陕西省 漢中府 である。 漢高^ は この 地の 住人で あつたが、 天下 を統 一 して 國號 を漢と い 

つた。 日本 仝國を 「 ャ マト」 とい ふの も、 一 部の 名 を 以て 全體の 名と した 事 は 同じで あると いふ 意。 ここに 「海 內」 

とい ひ、 前に 「天下」 とい ふの は 同じ 意味で あるの を 文章の あやの 爲 にことば を かへ ただけ の 事で ある。 

ャ マト  ィ  コトパ  ャマ アト  ィ  ナリ  ム カシア メ ヅチ ワカ  7 アイ  ウル ホ イマ  カヮ 

耶麻 土と 云 へ る 詞は山 迹と云 ふ 也。 昔 天地 分れて 泥の 濕ひ 未だ 乾かず、 

ャマ  ユキ、  ソノ アト ォホ  ャマ アト  ィ  ァ ルイ  コ，、 、  キヨ ヂゥ  ト 

山 をのみ 往来して 其 跡 多 かりければ、 山 迹ミ云 ふ。 或は 古語に 居住 を 止 

卷】 序論  五 


神， U 正統 記述 義 
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〜  ャマ  キョヂ ゥ  け マ- ト4  >  ^ 

と 云众。 山に Qpffi せし によりて 山 止な りと も 云 〈り 


§ これ は 「 ャ マト」 とい ふ 語の 意義の 說 明で、 上の 文に 附屬 した 部分で あるが、. 述 者が 說 明の 便利 の^に、 こ& にわ 

けたので ある。  —  ， 

(山 迹) この 說は釋 H 本紀に 引いた 弘仁^ 記 序に 見 ゆる^で あ w。 その 文 は 「弘仁 私記 序 曰 天地 剖 判 泥 濕未レ 乾， 是 以栖レ は 

往來、 闪 多-一波 跡-故 曰 一 一耶 麻 止？ 又 古語 謂 一一 居住 ー爲レ 止、 言.； 止 住-於 山 一也」 とい ふので ある。 しかし、 この 說は 確かと はレ 

は 江 ない。 卞々 宜長 はャ マト はャ マツ ホの 約った もので w 方に 山が あって 中が 含まって ゐ るから レュ ので あらう とレ 

つて ゐ るが、 これ も 確かで あると は考 へられぬ。 


ガ おとも： Rs ^とも i 曰く は 此國に 漢字 傳 りて 後 國の名 を 書く に、 字 を 

ば Sci おと^めて、 ^もず 歐 f  せた る 也。 大日 霎の 御す 國 なれば、 

^きを もト 取れる か、 ^^の ィ i る S に^ければ 1^ へる か。 義 はか  >れ ど 

ャ マト  クン  ヮガ クー 一 カン ジ  ク ン 

も， のま、 に t 日の がと は讀 まず、 耶麻土 ビ訓ぜ り。 我國の 漢字 を^ず る 

Si ォ 4 くかく の^し； S に S おな ど 「w へる は た，に儉 れる 也。 國の 名と せ 

るに^ず。 巧お へより Si おと i£ はおの， を^へ ず、 日本と も喾 けり 〔 

，の^を ぉ£ かき 鎖^と^ ふ。 sri、isj£s の 御 S  ^大日 本の 字 有 


I ネ」札 ，1! お 

北に よる。 

本 「名字」 とす。 

ife なに 

よる" 他 本 は 

「镞」 とす。 


底本 「孝 元」 の 

下に 「開化」 あ 

り、 |g なり、 

他 本に なし。 

f  。 
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^ィ ニン テン ワウ  オン ムス メャ マト ヒメ  ィ  ,タ  nm 

仁 天皇の 御 女 大日 本 姬と云 ふ。 これみ なかの あり。 K ま iiiss^ 

I イン P ネ  ノ  ォ ホソラ  カケ  ソラ ミフ V マト クニ  a,  .  ？ィ o  O 

の 磐 船に 乘り大 虛を翱 りて 虚空 見 日本の 國、 こ の^ふ。 ,！fii の她 ふ,！^ か ト 

磐 余 彥と號 し 奉る。 if お をャ 日お^  ^^を^ 曰ャ おと >i し、 Isln お^の 

rtv 1  コ チゝゥ b ミ. コ  ャ マト タケ ノミ コト ナジ タテ マツ  コレ ダ，！ ジ  ク、 o 

f 子 ペ碓 皇子 を 日本 武 尊と 名け 奉る。 是は 大字 をき へざる^。 彬 g を, 

、，  ォホ ヒ.^  メ  u-k 

じく やまと、 讀 ませ たれ ど、 大日 霎の義 を 取らば- お ほや まと、 索ても 

カナ  ，- ン，、  o  さ 6- 一 

叶 ふべ きか。 其 後 漢土より 字書 を傳 へけ る^^と 截て： の^こ 難ひヒ 

スナ ハチ リャゥ ナフ  マ タコノ  .S ン  マ、. 'クノ  , 

る を 即領納 して 又此字 を耶麻 土ご訓 じて、 nb おの^く にお を：！ へて k 

マタ ゾソ  ォ ナジ クン ッゥ ヨウ 

叉 除きても 同訓に 壞 ffl: しけり。 


(說) ここ は、 上に 國名を 5 た 序 を 以て 濃 を 書く のに 用ゐる 大日 本と か大 f か 云 ふ 文字 5 いての I に 移つ S 

である。 が、 先づ 大日 本の 文字の 說明 をして 次に 大 倭の 說 明に 移って ゐる。 

(大日 本と も 5) これ はか やうな 字 を 書く の は その？ 以てした のでなくて 、字 だけ かやう に 定めた の？ よみ 1 や 

はリ ーャ マト」. であると いふので ある。 

(大日 5 こな 天照大神の 御名で ある。 大 IQ 神の 治めた まふ 國 であるか きの 神の S と. いふ 裏 を 以て I とい 

え 字 を 用 ゐ？」 とに したので あるか、 或は 又 わが 國 は 東方に 在って 日の出る 所に 近いと いふ 意味で かやう にした の 

力、 どちら かで あらう とい ふ實。 


神皇 正統 記述 義  八  ^ 

(義 はか、 れ ども 云々) 日本と いふ 文字の 意義 は 上に いった やうで ある けれど、 よむ 時には 文字の 通に 直譯 して 「ヒ ノモ 

ト」 と はよ まずして、 古からの 通り r ャ マト」 とよんで ゐ るが、 我が 國で 漢字 をよ むこと はかう いふ 風な 事が 多 い。 

ヒノ モト 

(自ら 日本な ど 云へ る は 云々) どうかす ると、 ーヒノ モト」 などと いふ こと も あるが、 それ は、 文字に よって 直譯 的に よ 

むので あって わが 國の 名と したわけ ではない。 

(洲の 名を大 B 本 暨秋津 とい ふ) これ は 前に 「是を 大日 本瞥： 秋 津洲と 名 付く」 と あるの を さす。 

(酷 德) この 天^の 御諱は 「大日 本 彥耜友 尊」 とい ふ。 

(章 趣：) こ の 天& の 御諱は 「大日 本 根子 彥太瓊 尊」 と い ふ。 

(W 元) この 天皇の 御諱は 「大日 本 根子 彥國牵 尊」 とい ふ。 

(御 譎) 「謚」 は 「ィ ミナ」 とよ ませて ある。 「諱」 の 意義で 用ゐ たもので 「オタ リナ」 の 意で 用ゐ たので はない やうで ある。 

ォ ホヤ マト 

懿德、 孝靈、 孝 元三 天皇の 御名に 「大日 本」 の號が ある こと は 上に あげた 通りで ある。 

(垂仁 天皇の 御 女 lh々) この 方は伢 勢の 齋 王の 第二 代と して 名高い 方で ある。 この 方の 事 は 下に 見 ゆる。 この 方の 御名 は 

日本 紀に は倭姬 命と あり、 古事記に は 倭比賣 命と あって 大日 本 姬とは 書いて ない。 この 說は 何に よられた もの かわか 

らぬ。  • 

ク ルュ  テ  カケリ テオ ホゾラ テコノ クニ チミ テア マ クタ リタ マフ. タレ 

(天神 饒 速曰鑌 天の 磐 船に 乘リ 云々) これ は 曰 本紀に 「及， 至 ft 速 曰 命乘， 1 夭 磐 船 1 而翔， I 行 太虚 1 也、 睨， I 是鄉 一而 降. I 之、 故 

ヨリ テ十 ッケテ フ ソ ラミ ツヤ マト ノ 

因 目 之 曰 一一 虛 ^見 日本 國！ 矣」 と あるのに よった こと は 明かで ある。 饒速日 尊の 事 も 下に 出て ゐる。 

(神 t§ 御名 云々) 神武 天皇の 御名 は 申す まで もない。 

ャ マ トタ ラシヒ コ クニオ シヒト ノス メラ ミコト 

(5; を 云々) 孝 安 天皇の 御名 は 「日本 足 彥國押 人 天皇」 と 申し 泰る。 古事記 も 文字 は 違 ふが、 同じ 名に 傳 へて 

ゐる C 

ワカ ャマ ト ネコ ヒ n ォホヒ や ノス メラ ミコト 

(開化 を 云々) 開化 天皇の 御名 は r 稚 日本 根子 彥大 日日 天皇」 と 申し 奉る。 古事記 も 文字 は 違 ふが、 同じ 詞で 

ある。 

テウス 

(是行 天皇の 御子 云々) これ は 世人の 熟^す る 日本 武 尊の 事で あるが、 その 御 本名 は小碓 尊と 申し上げ たので ある。 この 

尊の 事 も 下に 見 ゆる。  - 

； (是等 は 云々) 上の 「虛空 見 日本の 國」 から 後の方々 の 御名に ある 日本と いふ 語に は 大の字 を 加へ ない とい ふので ある。 


，(彼是 を s々) 大日 本と 書いた の も、 ただ 日本と 書いた の も、 1 樣に 「やまと」 と諌 ませて ゐ るが、 大口 蔞 の御國 である 

とい ふ 意味に とるならば 「おほ^-まと」 とよんでも、 その 本義に 叶 ふで あらう かと 思 はるる と 著者 はい^。 

(其 後 f» 土よ リ 云々) さて 「やまと」 とい ふ 語 は 上に 云った 通りに II 名と して 久しく 用ゐ來 たので あるが、 後世に なって 

支那から 漢字の 書物 (字書と いふ 語 は 今 もい ふ 字書の 意で も あらう か、 正確に はわから ぬ) を傳 へた 時に、 その 支那 

の 書物に わが 國 の 名 を 「倭」 とい ふ 文字で 書き あら はして ゐ るの をば、 わが 國でも それ を そのまま 受け入れて、 又 こ 

の 「倭」 とい ふ 字 を r ャ マ ト」 とよんで、 「日本」 とい ふ 文字の 揚 合と 同じ様に r 大倭」 と窨 いたり、 又た だ 「倭」 と 

書いたり して、 しかも 同じよ み 方 をして 通用して きた。 

(說) 以上 は 國號を 云った 序に 國號に 用ゐる 文字に ついて 說 いたので あるが、 これから 一 轉 して その 「倭」 と 名 づけた 事 

情に 入り、 それから 再轉 して、 本邦と 支那との 交通の はじめ を考 へて 見る 事と なる ので ある。 

カン ド  ヮ ナジ  コト ムカ シコノ クニ  t ト ハジ  力 ド イタ  トン デ ク-ー 

漢土より 俊 ご 名け たる 事 は 昔 此國の 人 始めて 彼の 土に 至りし に 汝が國 の 

ナ *  ィ  ト  ヮ * カク-一. ィ  キ  スナ ハチ ヮ ナジ 

名 を はいか ダ 云 ふそと 問 ひける に、 1^ロ 國 はと 云 ふ を 聞きて 即 倭と 名け た 

i  o  o  o 

りと 見 ゆ 

(說) これ は 上より うけて、 「倭」 とい ふ 文字が どうして 本邦の 名に 用ゐら るる やうに なった かと いふ 事に ついて の 考を述 

ベ たので ある。 

(釋) この 說は釋 日本 紀 によると、 弘仁 私記の 序に 出て ゐる說 である。 その 文に 曰く 「日本 國自ー 一大 唐 lm 去 萬 除 里。 日出 一一 

, ヨリ， .  ノ ス カナ ラ ハク  ノ ッ クル 

^方 一昇 一 一 于 扶桑 一 故 云 一一 日本？ 古 者 謂 一一 之倭國 4 佤倭義 未 レ詳或 云 取 一一 稱, 我 之 一 S 漢人 所, 名 之 字 也」 と ある 。「倭」 の 字に は 

「順」 とい ふ 意が あると 字書に は ある けれど、 これ は 意味に は無關 係で、 「倭」 の 音 は 「烏 和^」 と 字書に あるから 

「ヮ」 である。 その 「ヮ」 とい ふ 音 を 「我」 の r ヮ」 にあて たもので あるが、 ある 國の名 をば 外國 人が 呼ぶ のに はこれ に 似 

た 例が あるから この 說は 大方 當 ってゐ るかと 思 はるる。 
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0 これから、 支那と 本邦との 交通の はじめ を考 ふること になる。 上に 「倭」 とい ふ 名が 支那 人の 本邦 人に 逢って 「わ」 

とい ふ 語 をき いて 國名 としたと いふ 說が 出た から、 それで はいつ ごろから 本邦 人が 支那に 接觸 した かとい ふ 事が 問題 

となる の は 自然の 勢で ある。 


「IK 浪郵」 「ラ 

クラウ キ ン」 

と訓せ り。 


「祌 功な^ 以 

下」 底本 本文 

の 如くす。 他 

^本に よりて 

改む 

「末」 底本、 本 

とせり^ なれ 

ば、 他 諸 本に 

よ りて 改 む。 

「も」^ 本な し 

他 Is 本に より 

て 加 ふ。 


「4nss」 底不 

「お 說」 とす、 

^北^に ょリ 

て改む 

「も ろ こし」^ f 

本 「モ 麼」 とす 

他 諸 本に よ り 

て改 む。 


カン ジョ ラク ラウ  カイ チウ • ヮ* ジン ァ  ヒャク ョコク ワカ  ィ  モシ 

漢書に 樂浪の 膽|| 储^ 海中に 倭人 有り • 百 餘國を 分て りと 云へ り。 若ュ 


r ンゼン 


-キ ス. テ 


ゴ カン ジ 


ダイ ヮ ワウ  ャ マ 


キ ョ 


漢の 時已に 通じけ るか。 HLS^f ぶお？^ 後 漢書に 大倭王 は 耶麻堆 に 居す 

ミ  一  コレ  モ シス. テ  コノク 一 一  シジン ホン ゴク  レイ  ダイ ヮ ショウ 

と 見えたり 畴 f|5 是は若 已に此 國の使 人 本國の 例に より 大 倭と 稱 する に 


山と 也 

,  f^.- ^一ら、。 神 功 皇后の 新 鏠百濟 高麗 を 順へ 給 ひし は 後 漢の末 ざまに 當 れリ。 卽ち漢 地に は通ぜ 

ズ 力 ゼスカ られ た" と 見え たれば、 文字 も 定めて 傳 はれる か。 ー說に は秦の 時より 書籍 を傳ふ 

ダイ ヮ  ィ  コ トイ テゥ  リャゥ ナフ  シ ョデン  ノ  コノ クー 一 

泸 も云大 倭と 云 ふ 事 は 異朝に も領納 して、 書傳に 載せ たれば、 此國 にの み 


J 


タウ * ショ  カウ ソゥ カン カウ ネン チウ 


フ つ 


-カ t ハジ 


讃 めて 稱 する に 非ず。 00s^ 唐 書に 高 宗咸亨 年 e. に倭國 の使始 

ァ ラタ  ュ ホン ガウ  ヅノ クニ ヒガシ ァ  ヒノ ィヅル トコ 口 チカ  ィ  ノ 

めて 改めて 日本と 號す。 其國 東に 有り、 日出 處近 きを 云 ふと 載せたり 

コノ コト ヮガ クニ  コ キ  タシカ  スィ コ テン ワウ  オン トキ  ズィ テゥ  ッ カヒア 

此事我 國. の 古記に は燧 ならず。 推 古 天皇の 御 時 もろこしの 隋 朝より 使 有 

o  O  O  o  O 

ショ  ォク  ヮ クヮゥ 力  シャゥ トク タイ シ ミ-ッ カラ フテ ト  ヘン テフ  力  タマ 

りて 書 を 送れり しに 陵 皇，、 」 書く。 聖德 太子 自筆 を 執りて 返牒を 書き 給 ひ 

O  O  o 

トウ テン ワウ ゥャ マヒ テマ テス セ イク ワウ テイ- 1  ァ  カノ クニ  ワカ  - 

しに、 東 天皇 敬白 一一 西 皇帝 一と 有りき。 彼國 より は^と 書き たれ ど 
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「送れり」 底本 

「送 ラ レ j とせ 

り 他 諸 本に よ 

りて 改む。 


こ は 日本と も委 とも 載せられず。 是 より 上代に は牒 有りと も 見えさる 也。 

タウ カン カウ コ。 テン デミ ョァタ  一い^- ク ゾン>  ,コが  ュ プキ- ^ 

唐の 咸亨の 比 は 天智の 御代に 當 りたれ は 誠に 件の 比より 日本と 書て 送 

ら， d ける に や。 


カミ ッ ョ 


テフ ァ 


(說) わが 國の 事の 支那の 史籍に 見えた の は 漢書が 一番に 古い。 それで あるから 漢書から 說き はじめた ので ある， 

(澳甞 に 云々) 漢書 は 支那の 前漢の 歴史で 後 漢の班 固が 撰した もので、 帝紀、 表、 志、 列傳 から 成り立ち 百 二十 卷 ある。 そ 

のうち、 ここの 文 は 地理 志 下に あるので ある。 その 文 は r 樂浪 海中 有 一一 倭人 7 分爲 一-百 餘國 ことい ふので ある。 樂 浪は漢 

の武 帝の 時 朝鮮 を 討ち 平げ て 置いた 四 郡の 1 であって 今の 平 壤の邊 に その 政廳を 置いて あった。 (この 時の 朝鮮と いふ 

の は 今の 遼東牛 島から 朝鮮の 北部に かけての 地で、 今の 朝鮮 南部 は 三韓であって、 當 時の 朝鮮で はない ので ある) 漢 

書に かやう に 書いて あるから、 もしかすると、 前漢の 代から 旣に 支那に 交って ゐ たので あるかと いふので ある これ 

は 或は さう いふ 事實が 在った かも 知れない が、 朝廷から 公に 交られた こと は 無い ので ある。 

(一書に は秦の 代よ リ 云々) 秦 は前漢 より 1 代 前の 朝で ある。 この 事 は 「下に 記せり」 と あるが、 それ は孝靈 天皇の 段に 

在る。 

(後 |2» に 大倭王 は 云々) 後 漢書 は 後漢の 歴史で 六 靱の宋 の 范曄の 撰であって、 本 紀と列 傅と 合せて 九十 卷 ある。 ここに 引 

いて ゐ るの は 東夷 列傳の 文で、 その 文 は 次の 通りで ある 。「倭 在 一 一 韓柬南 大海 中？ 依-山 島 - 爲レ 居、 凡百 餘國 云々。 其 大倭王 

居 一一 邪馬臺 國 1」 と ある。 これに は r 耶 麻堆」 と はない が、 上の 文の 注に 「按今 名 一一 耶摩堆 一 音 之 訛 也」 と あるので、 ^記 

の 上で、 二者 を 一にして、 本文の やうに 書かれた ものと 思 ふ。 耶麻堆 が 「ャ マト」 の 宛字で ある こと はいふまで もな 

レ 

(是は 箬已に 此國の 使 人 云々) 支那の 正史に この やうに、 大倭 王と いふ 字 を 用ゐ. てゐ るの を 見る と、 日本 國の 使者が 本國 

に 用 ゐてゐ る 例に よ つて 記した もの だら うとい ふ ので ある。 
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(神 功 皇后の 云々) 神 功 皇后の 三韓 征伐の 時 は 後漢の 最後の 皇帝 献 帝の 建 安五 六 年であって、 あと 二十 年 程で 後漢が 亡び 

るので ある。 

(即ち 澳 地に は 通せられ たリと 云々) この 三韓 征伐の 後に 支那に 通 ぜられ たとい ふ說は 日本 紀の神 功 皇后 三十 九 年、 四十 

年、 四 十三 年の 條に魏 志 を 引いて 三十 九 年に は 倭 女王が その 大夫 を魏に 遣した 事、 又 四 十 年に は魏の 使が 倭 國に詣 つ 

た 事. 又 四十 三年に は 倭 王が、 使 を魏に 遣した 事 を 載せて ゐる によった もので あらう。 これ は 近 顷の學 者 は 多く 反對 

して ゐる。 而 して それ は 九^の 土 豪 を さすので あらう とい ふ。 いづれ にしても わが 國 から 誰かが、 使者 を IS つた 事 は 

事實 であらう。 さて さう いふ 風に 使者 を やらる る 以上、 文書の 交通 も あるべ きで あるから 「文字 も 定めて 傳 はれる か」 

とい はれた 譯 である。 

(一 說には 云々) これ も孝靈 天皇の 條に 見えて ゐる。 

(大 倭と 云 ふ 事 は 云々) 大倭 王と い^ 事が 後 漢書に あるから、 大 倭と いふ 事 をば、 支那で も尤と 認めて その 正史に 載せた 

ので あるから、 日本 だけで 自ら 讚め て稱 へる 譯で はない との 事で ある。 そこで、 注に 支那で、 大漢大 唐な どい ふの は 

大 なりと ぼめ て いふ 意味で あると い ふ こと を 示した。 

(唐 窖に高 疾咸^ 年中に 云々) 麼 書に は 新 舊のニ 書が ある。 ここに 引いて ゐ るの は 新 唐 書 マ ある。 これ は 宋の時 詔あって 

お 唐 書 を 改修した もので、 本紀、 志、 表、 列傳の 部類 を 立て 二百 二十 五卷 あって 本紀、 志、 表、 七十 五 卷は歐 陽 修が馔 

し、 列傳は 宋祁の 撰した ものである。 今の 文 は その 東夷 列 傅の 文で ある。 その 文 は r 咸亨 元年 遺レ使 贺レ平 一一. 高麗？ 複稍 

習 一 一 夏 一昔 IP 倭 名 號 一一 日本？ 使者お 言 國近 _ 一日 所 _ 出 以爲, 名。」 と あるので ある。 

ハ此搴 云々) さて 咸亨 元年と いへば、 鹿で は 高宗の 世で、 日本で は天智 天皇の 即位 三年で ある。 しかし、 この 時に 遣^^ 

の 44 つた 事 は史に 見えない のみならず、 この 時に 日本と 改めた とい ふ 事 も^かな 證據を 見ない。 それで^ 者が かやう 

に いった 譯と考 ふる。 

(推 古 天 良の 御 時 もろこしの 嗨 朝よ リ 云々) これ は 推 古 天皇の 十五 年に 小 野 妹 子 を 隋に遣 はされ た 其の 報 答に 隋の 裴，^ 

が來 朝した 時の 事で ある。 その 時の 隋の阈 書に は 「皇帝 問倭皇 云々」 とい ふ 文句が あつたと 日本 紀 にある。 この 國書 

の 文句に ついて 當時 本朝に 議論の あった 事が、 本書 推 古 天皇の 段に 出て ゐる。 それ はこ こに はい はない から、 その 段 


序 

urn 


「天^」 底本 

「天 王」 とす、 

他 諸 本に よ， り 

て改む e 


を兑て いただきた い。 

(聖德 太子 自毫を 執リて 云々) こ ひ 事 は 日本 紀に は聖德 太子 筆 を 執りた まうた と は 書いて ない。 しかし わが 國ょリ 出した 

國誊の 文句 は r 柬 天 ^ 敬白 一一 西. M 帝 一 云々」 とあって 堂々 たる ものであった。 返 牒とは 返事の 爲の牒 (公文書) である。 

(彼 國ょリ は 云々) 即ち 支那からの 國 書に は 「倭」 と 書いた が、 日本からの 返 牒 に は 上の 通リ、 日本と も かかず、 倭と も 

書き 載せられな いとい ふので ある。 

(as ょリ 上代に は 蹀有リ とも 云々) 牒と いふ もの は ここで は 公式の 官 文書 を さした ものである。 上の 返牒と いふ も その 意 

味で ある。 即ち この 推 古 天皇より 上の 代に はわが 國 よりの 公文書 を 支那に 送った とい ふ 事 は 見えな いとい ふので あ 

る o 

(唐の 咸亭の 比 は 天智の 御代 云々) 唐の 咸亨 年中が 天智の 御代に 當る事 は いかにも そ C 通りで ある 事 は旣に いった。 この 

時に 日本と いふ 文字に 改めた とい ふ 唐 書の 傳は赏 際で あるか も 知れぬ と いふ 著者の 考 へ である。 注 者 も 恐らく はそん 

アキ ッ ミカ ミト ァメノ シタシ ラス ャ マト ノ 

な 事 かと 思 ふ。 大寶 令の 公式 令に は 「明 神 御 宇 日 本 夭 良 詔 旨」 とい ふの は 大^ を 以て 蕃國の 使に 宜 ぶる^ 

也と 規定せられ、 朝廷の 大事に 用ゐら るる 詔書に は 「明 神 御 宇大 八洲 天皇 詔 旨」 とい ふ 事に 规定 せられて ゐる。 これ 

によっても 「日本」 とい ふ 文字 は對 外的の 文字で あると いふ 事が わかる が、 この 大寶 令の 制 は大體 天お 天な の 近 江 朝 

時代の 制度 を整顿 完成した ので あるから、 天智 の^に 日本と 改めた とい ふの は 畢竟 對 外の.^ 文書の 上に 日本と 改めた 

とい ふ 事で あるから、 それ は事赏 として 認めら るる ものと 考 ふる。 

(說) 以上 は 「ャ マト」 とい ふ 名目から、 それ を 大日 本と も大 倭と かき、 いづれ も r ャ マト」 とよむ とい ふ 事から 轉 じて 

倭と いふ 文字 日本と いふ 文字 を 用ゐる 事情と 時代と を 推定した ので あるが、 これから 乂 もとに もどりて、 前にい つた 

秋 津洲の 名義に うつ り、 又 他の 名目に も 及ばう とする ので ある。 

コ /クニ アキ ッシマ ィ  ジン ム テン ワウ クニ カタ チ メグ ノゾ タマ  アキ ッ ト. ^ 

此國を 秋 津洲と 云 ふ は 神武 天皇 國の形 を 回らし 望み 給 ひて、 蜻蛉の 臀 

〇 〇 

ゴトァ  カナ  タマ  コ ノナァ  シカ  力 ミヨ  トヨ アキ ツネ 

の 如く 有る 哉との 給 ひしょり 此名 有りと ぞ。 然れ ど、 神代に 豐秋津 根 
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§^ と 云 ふ 4! をれば、 素^に： g めざるに や。 も 躯タの 4* り。 ぼ 

也 やに J より  V  o  o  o  ク I  二 I  ノ 1 1 1 

0.^  .^-0  シ r 力- ォッ マノ クニ  タマ カキ ノウ チック 二 ィ  マタ フサ ゥコク  ィ ナァ 

「# ^さる ま とも 磯輪 上 秀眞國 とも 玉垣 內國 とも 云 へ り。 叉 扶桑 國とも 云 ふ 名 も 有る 

-  ^  n  トウ カイ  ナカ  フ サゥ  キア  ヒ  ィ  トコ ロナ リ  f  二お ン ヒ ガン  ， 

北 ク^よ s か。 東海の 中に 扶桑の 木 有り 日の出 づる處 也と 見えたり。 日本 も 東に 有 

「^  二 氏木 「否」  ィ  コノ クニ  カノ キア  ィ  コ トキ  タシカ  ナ 

しす V 他 I 本 れは よそ へ て 云 へる か 此國に 彼 木 有りと 云 ふ 事 聞こえねば 餘 なる 名に 

ァラザ  . 

は 非るべし。 

(又 此國を 秋 津洲と 云 ふ は 云々) わが 國を アキ ッシ マと いふの は祌武 天皇の 國 見し 耠 うた 故事から tei つたと^ ふ說 をち ゲ 

. 3  -  マス リテ リマ シテ ヮキカ ミノ ホ、 マノ チカ-一  >  クァ 4.--- し】  ^ 

た^^^  ras- ンマ声 上 ナ赚間 丘- ga 狀 乎 g ま 

醮 -I 內 木 綿 之^ 迮 國 f 猶ー 一如 蜻蚣之 臀 帖 1 焉。 是有 一-秋 津洲之 號 一 也」 と あるに よって いはれ た 事 は 疑が な 

い。 蜻蛉の 臀帖 とい ふの は 蜻蛉の みづ から 臀を なめて 丸き 環の 形 をして ゐる形 を 以て 大和の 國の啻 山が 四周に あって 

阊く 境を爲 して ゐる狀 にたと へ られ たので ある。 

(然れ ど 神代に 云々) 秋 津洲の 名の 起り は 神武 天皇の、 上の 話に 基づく とい ふ 事 は 一般に 唱 ふること だが、 しかし、 上 r- 

云って ゐる やうに 神代に、 天 御 虚空！ ！J: 秋津 別と いふ 祌 名が あるの を 見る と 、神武 天皇の 事に 始 つたので はない や 5 だと 

いふので あるが、 如何にも 尤もの 事で ある。 

(此. ^^も^^^? 有リ。 云々) 以上の 外に も 多くの 名が あると いふので あるが。 その 名 は、 日本 紀 神武 卷に 「昔 f# ぎ 尊 

目 I- 此國 1 日本 者、 沛安國 、細 戈 千 足國、 磯輪 上 秀眞國 。後 大已赏 大神目 之 曰 玉 |J 內國」 と あるに よられた 事が 明かで ある。 

細 戈と いふの はす ぐれた 戈の 義 であるが、 「ホ n」 に は 乳が あるから、 細 戈 を 以て 「千 足」 の r チ」 の 枕詞に した もので あ 

る 千 足と いふの は 何事 も 足りと とのうて ゐ ると いふ 意義で ある。 「磯輪 上」 は 枕詞と^ はるる が、 その fti 分らよ 


「ことば」 梅 本 

による。 弦 本 

「書 ハ」 に謖 


る 


いと 先哲 も 云って ゐ るが、 今 もや はリ わからぬ。 「秀 眞」 とい ふ 詞の義 は r ホ」 は 「上」 r ッ」 は r ノ」 ミ いふに 同 

じい 古語で 『マ」 は 「眞」 の義 で、 すぐれて まことの 國と いふ 意味で あらう。 玉垣^: 國と いふ は 玉垣 は 今 は 神社の 

垣の 一 種に いふが、 古 は 神宮 も皇宫 も 一 であって 同樣 であった。 それで、 皇宮の 御 垣の 內の國 とい ふ 意味で あらう。 

即ち 支那で 帝 畿の內 とい ふのに 似た 意味で あらう。 

(又 抉 桑 國と云 ふ 名 も 有る か) 又 日本 を 扶桑 國 とも 云 ふ 名 も 有る とい ふや. うだと いふので あるが、 それ は 支那から いった 

のが 始めの やうで ある。 たと へ ば 王 維が 朝衡 即ち 安倍仲麿 を 送る 詩に も 文苑 英華 にある 方 干が 「送 一一 ー佾歸 一一 日本 一 詩」 徐玆が 

「送-一日 本 使 還 一 詩」 などに も 旣に見 ゆるが、 日本で も、 平安朝の 初^に は 扶桑 集と いふ 詩集が 出來、 又 名高い # 明 親王 

の 文に も 日本 を 扶桑と いふ 事が 出て ゐる。 然 らば 扶桑と いふの は 何で あるか。 そこで 扶桑と いふ 事の 說 明が 次に 來る。 

(東海の 中に 扶桑の 木有リ 云々) 扶桑と いふの は元來 木の 名で、 淮南 子に 「立 一一 登 保 之 山 ー搏桑 在 一一 東方 こ と ある 搏桑 も、 

又 同書に 「扶木 在-一陽 州 1 日 之 所 レ曠」 と ある 扶木も 扶桑で ある。 陽 州 は 束 方の 事で ある。 又 柬方朔 s 十 州 三 島 記に 「扶 

桑 在-一 碧 海 之 中 一地 多- 一 林木： 葉 皆如レ 桑、 又 有-一 椹 ま樹 長者 數千 丈、 0 三 千圍、 樹雨 々 同 レ极偶 生、 更相依 倚、 是 名-扶桑 1」 と あ 

る。 大體 これらに よって 扶桑の 事 は 世に 喧しく 傳 へらる るので、 ここの 文 も 同 檬の譯 である。 

(日本 も 東に 有れ ぱ、 よそへ て 云へ るか。 云々) これ は 日本 を 扶桑と いふに 至った 事 愦を考 へて 云った 說 であるが、 如何に 

も 尤もな 事で、 確かに 日本に その 扶桑の 木が 在った ともい へない が、 それが 東方の 國 にある とい ふ點 から 曰 本 を なぞ 

らへ てい つたと 見る の が穩 である。 

(說) 以上 段々 說が 進んで、 支那の 說で、 日本 國の地 を どうい ふ 風に 說く かとい ふこと になって 來た關 係から、 次に は 印 

度の 古 傳說に 及ぶ ので ある。 
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凡內 典の 說に須 彌と云 ふ 山 有り、 此山を 周りて 七の 金山 有り。 其^^ は 

ミナ カウ ス イカ イナ リ  コン セン  ヅト  シ タイ カイ ァ  コノ カイ チウ  シ タイ シゥ シゥ  マタ 

皆 香水 海 也。 金山の 外に 四 大海 有り。 此 海中に 四大洲 有り。 洲 ごとに 又 

一の 中洲 有り。 南洲 をば 膽 部と 云 ふ。 gss^l お 同 是は樹 の 名 也。 南洲の 

o  o  o 
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チウ シン  ァノク • タツ  ィ  ャマァ  ャマ イタ-.、 キ ィケ ァ  ィケ 

中心に 阿耨 達と 云 ふ 山 有り。 山の頂に 池 有り。 認滤 ^fisn 。な^ E 池の 

カタ ハラ コノキ ァ  メグ リシ チュ ジ ユン タカ イチ ヒャ クュ ジ ユン ナリ  コノ 

傍に 此樹 有り。 周 七 由 旬 高さ 一 百 由 旬 也。 一^れぶ てお^ ピー 一 I を此 

キ シゥ， チウ シン ァ モ トモ タカ ョ シゥ， ナ  ァノク タツ ミナミ タイ セッ セン 

樹洲の 中心に 有りて 最高し。 仍 りて 洲の名 とす。 阿耨 達の 南 は 大雪 山、 

キタ ソゥ レイ ナリ ソゥ レイ キタ コ コク セッ セン ミナミ ゴ テン ヂク トウ ，ポク ョ  シン タン 

北 は葱嶺 也。 葱 嶺の北 は 胡國、 雪山の 南 は 五 天竺、 東北に 依りて は 震旦 

コク  サイ ホク  アタリ  、， シ n ク ナリ  コノ セン ブ シゥ  ジゥ ワウ シチ セン ュ ジ ユン リ  カゾ  カブ 

國、 西北に 當ては 波斯國 也。 此膽部 洲は縱 橫七千 由 旬、 里 を 以て 算 ふれ 

-I ジフ ハチ マンリ  トウ カイ  サイ カイ  イタ  ク マンリ  ナン カイ  ホク カイ  イタ 

ば 二十 入 万里、 東界 より 西 海に 至る まで 九 万里、 南海より 北海に 至る ま 

マ タク マン リ テン デク シャゥ チウ  ヨリ セン ブ チウ ゴク  チ メグ リマ タ ク マン 

で 又 九 万里。 天竺 は 正中に よれり、 仍て贍 部の 中國 とす。 地の 周 叉 九 万 

リ シン ダン ヒロ ィ  ゴ テン ヂク ナラ  イチ ヘン セ ゥコク チリ— 

里、 震旦 廣 し、、」 云へ ども、 五 天竺に 雙 ぶれば、 ー邊の 小國也 

(內 典) 佛敎の IM1 のこと をい ふので ある。 この 語 は 元 來佛敎 家の 側で 外典に 對 してい ふ 事で あるが、 それが^ 1^迎 川の 

語に なった ので ある。 

OS 彌と いふ 山 あ =0 須彌 とい ふの は 梵語 (sumerlu の音譯 であって 新譯で 蘇迷盧 とい ふ。 領彌 とい ふの は ^ 譯 である。 

この 梵語 は 支那で 意譯 して 妙 高と 云って ゐる。 印度の 古傳說 では この 山が 宇宙の 中央と なって ゐて、 その 周^に 次に 

いふ やうな 七 金山 八 海 等 を 有し、 日月 諸 天 も 亦 これ を 中心として 囘轉 する ものである とする ので ある。 

(此山 を 周リて 七の 金山 ぁリ 云々) 以上の 世界 構造の 說は大 髖俱舍 諭 を 見れば わかる が、 著者 は 13 接 何に よられた か 分-り 

ぬ。 七の 金山と いふの は 須彌山 を. 中 、いとして その外 圍を 取りまい てゐる 七の 外輪山であって、 その 名 は须彌 山の すぐ 


近く を 取りまい てゐ るの が持雙 山、 その外が 持 軸 山、 それから 次 笫に擔 木 山、 善 見 山， 馬 耳 山、 ^礙 山と なって、 その 

外が 持 地 山で ある。 高さ は いづれ も 外に 行く に從 つて 前の 山の 牛 減になる。 さう して これら は いづれ も 金色で 光明が 

ある 所から 七 金山と いはる る ので ある。 この 事 は 佛祖統 記に 出て ゐる 四 州 九 山 八 海 岡 を 見れば わかる。 

(其 中間 は 皆 香水 海) これ は、 その 領彌 山と 七 金山との 間に 各ーづ つの 海が 取りまい てゐ るが、 その 海の 水に は淸ぃ 香が 

あると いふ 所から 香水 海と 名づ くる。 これ も 佛祖統 記の 九 山へ 海 岡 を 見る とわ かる。 

(金山の 外に 四 大海 ぁリ) 七 金山の 最後の 持 地 山の 外に 今 1 の 外輪山た る鐵圍 山と いふの があって、 それと 持 地 山との 間 

が大 鹹水 海で あると いふ。 その 中に 東南 西北の 1： 洲が あるに よって、 e: 洲を界 として M の 大海に 分る るので ある。 こ 

れも佛 矶 統 記の I： を 見れば 一 目して わかる。 

(此 海中に 四大 洲有リ 云々) 上の 大鹹爪 海中に 四の 大洲が あると いふので あるが、 それの 名 は東滕 神州、 南^ 部 州、 西 牛 

货洲、 北 俱盧洲 とい ふ。 その 大洲 に附屬 して、 左右 各 ーづっ 都合 ニづ つの 中洲が ある。 それ も、 佛祖統 記の 岡 を 見れ 

ば わかる。 

(說) ここまで は 大宇宙の 構造 を說 いたが、 目的 は元來 日本に あるから、 1 轉 して 日本が 屬 するとい はれて ゐ る南洲 のこ 

まかな 說明 にう つる。 

(南 洲をぱ 云々) 上に 云った 四 大洲の 中の 南方の 洲 をば、 膽部洲 とい ふ。 又 閻浮提 ともい ふが、 これ は元來 梵語 (Jamb- 

dvipa) の 音 譯の新 (膽部 洲) 舊 (閻 浮提) の 差 だけの 事で 別の 語で はない ので ある。 

(是は 樹の名 也) 南洲の 名の 膽部 とか、 閻浮 とかい ふの は 元 來樹の 名で あると いふので ある。 玄 慮の 一切 鯉 音^に r 膽郜 

洲從, 樹爲レ 名。 舊言 一一 剡浮 一 或 云 一 一 閻浮 一^一  也」 と ある。 

(說) これから はこの 樹の 所在と 有樣 と、 それが 洲の 名に なった 次第と を 述べよう とする。  、 

(南洲 の 中心に 云々 池有リ 云々) 阿耨建 池と いふの は 西域 記に 「膽部 洲之中 池 者 阿 那波答 多 池、 唐： 無 熱 惱 1"祛 曰， 一 阿耨 達！ 

訛 也」 と ある。 これ も 梵語 (ADavadapta) の音譯 で、 淸凉 で熱惱 のない とい ふ義 だとい ふ 事で ある。 

(外 篛に崑 ^云々 ) 外 書と いふの は內 典に 對 して 支那の 儒道 等の 書 をい ふので、 これ ももと は佛 家の 首で ある。^^ 山と い 

ふ赏 際の 山 はパミ ー ルの 高原に ある けれども、 ここにい ふの は、 それで はなく、 支那の 古傳說 に^ 界の 中心 だと 考へ 

た 山で ある。 その 山は史 記の 大宛 傳赘に 「禹 本紀 言、 河 出 一 lis^ 嵐 崙其高 二 千 五百餘 里、 日月 所 w 相^ I ^^一光 i-l 也。 其 
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上 有 一一 醴枭 瑶池 こ と あるが、 この 阿耨 達の 說 に似て ゐる 所から かやうな 說も 生じた ので あらう。 

(池の 傍に 樹ぁ リ、 云々) この 事 は 慧苑の 音篛に 「閻 浮提正 云， 1 膽部提 1 膽部樹 名 也、 提此 云， 洲。 謂 香 山上、^: 耨池南 有， 二大 

樹 T 名， ー膽部 一 其 葉上閼 下狹。 此南洲 似, 彼 故爲， 名」 と ある。 この 樹の大 さの 事 は 起世經 にも あるが、 佛祖統 記に 長 阿舍經 

を 引いて 「有 一一 大樹 1 名 一一 閻浮！ 園 七 由甸、 高 百 由 旬、 枝葉 M 布 五十 由 旬」 と あるに よって いはれ たので あらう。 由 旬と いふ 

の は 梵語で、 犬な 長さの 單位 をい ふ 語であって、 その 實數 につ いて は說々 あるが、 ここに は 四十 里說 をと つて ある。 

その 1 里と いふの は 支那の 一里で、 三百 六十 步卽ち 日本の 六 町で ある。 

(此 樹洲の 中心に ぁリ 云々) これ は この 樹の名 をと つて 南洲の 名と した 事を說 いたの だが、 - これに は 上に あげた やうに n 

の樹の 葉の 形に 似て ゐ るから 名 づけた とい ふ說も あるが、 普通に はこ この 說の 通りに いはれ てゐ る。 

(阿耨 達の 南 は 大雪 山 北 は 葱 « 也) 大雪 山 は 今の ヒマラヤ 山脉で 常に 雪 あるに よりて 名づ くる。 葱嶺は 大雪 山より 北に 在 

り亞細 亞洲の 中央に 東西に 互る 大山 脉 であって、 その 東部の 支 脉が天 山と も崑崙 山と もなる。 山上 到る 所 葱 を 自生す 

るに よりて この 名 をつ くる。 以上の 二 大山 は實 有の 山で あるが、 その 中間に 在る とい ふ 阿耨達 池と いふの は事赏 とし 

て 存在し な いもので ある。 

(胡 凼) 支那で 北狄 の通稱 で、 匈奴 を 主と したが、 今の 蒙古、 通古斯 など も 胡の 種類で あらう。 

(W 天竺) 夭竺は 印度で、 東， 南、 西、 北、 中央の 五部に 分れて ゐ るから 五 天竺と いふ。 

(展 且國) 支那の 事、 梵語 雜 名に r 漢國梵 名 支那 泥舍」 と ある。 卽ち 梵語で 支那 を さした 語で ある • 

(波 斯國) 今の ペルシア 國 である。 

(此瞻 部洲は 云々) これ は 南 膽部洲 の廣袤 をい つた もの だが、 これ も 佛祖統 記に 「長 阿 合 云 須彌山 南 有 一 一 天下一 名 一一 閻浮提 一 其 

土 狹北廣 縱撗七 千 由 旬」 と ある。 その 七 千由甸 をば 里 を 以て 換算す ると、 二十 八 萬 里になる とい ふので あるが、 そ 

れの 東西 九 萬 里 南北 九 萬 里と いふの は 何に よった かわからない。 

(天 せ 一は 正中に よれ リ 云々) これ は、 印度 は 夏至の 日に 日 正中 時に 唇 (日時計) を 立つ るに 影 無し。 所謂 天の 中 なれば なり 

とい ふ 事 (梁 高僧 傅に 出づ〕 よりいった もので、 赤道 直下の 國 である 事から 來てゐ る。 それで 贍部洲 の中國 とすると 

いふので ある。 しかし、 元來 この 贍部洲 とい ふの は はじめは 印度 だけの 事であった やうで ある。 

(地の 斑リ九 万里) これ は 西域 記に 「五 印度 之 境 周 九萬餘 里」 と あるのから 出て ゐる。 


序 


「€ 洲」 梅、 群 

北に よる。 底 

本 「中 國」 とせ 


(震旦 廣 しと 云へ ども 云々) これ は 支那 は大國 であると 誇れ ども、 五 天竺 は それよりも 廣大 であると いふので ある。 

(說) 以上 は 印度の 古傳說 による 世界 を 述べて、 その 說 によりての 大宇宙よ" 南 膽部洲 に 及び、 更に そのうちの 印度 幷に 

支那に お 及し、 さて 日本に 及ぼさう とする ので ある。 


i 本 は 彼 土 を 離れて 海中に 有り。 ^都の 護 命 • 僧正、 北嶺の 傳敎 大師 は 中 

洲也、 こ 記されたり。 然 らば、 南洲 と東洲 との 中なる 遮 摩羅と 云ふ洲 なる 

.ケ ゴン キヤウ トウ ボク カイ チウ ャマ ァ  コ ンがゥ セン ィ  ァ" マ 

べきに や。 華 嚴經に 「東北の 海中に 山 有り。 金剛 山と 云 ふ」 と 有る は 今 

ャ マト コン ガウ セン コト チリ  コノ クニ， テン -チク  シン タン  ^-ゥ ► ボク 

の大 倭の 金剛 山の 事 也と ぞ。 されば 此國は 天竺よりも 震旦よりも 東北の 

タイ カイ  ナカ  ァ.  ベ ッ，. シゥ  シン メイ  ク ワウ トウ  ッタ  タマ  ク- ーナリ o 

大海の 中に 有り、 別洲 にして、 神明の 皇統 を傳へ 給へ る國也 


カノ ド 


カイ チウ  ァ 


ゴ ミヤ ゥソ ウジ ャゥ 


ギン * ケゥ タイ シ 


(南都の 獲 命 僭 正) 南都 は奈 良で ある。 護 命は奈 良の 元 興 寺の 僧で、 淳和 天皇の 天 長 四 年に 僧正に なった 人で ある。 

(北峩 の傳敎 大師. } 北嶺 は比敫 山延靜 寺の ことで、 傳敎 大師 は、 延曆 寺の 開墓最 澄の 謚 である。 

(中洲 也と 記された リ) 護 命 ゃ傳敎 がか やうに 云った とい ふので あるが、 護 命が 勅 を 奉じて 撰 進した 大乘 法相 W 神 草の 中 

に 「南 洲之屮 有 一三 中洲？  二 中洲 中 遮末羅 洲者當 -I 於 日本 之國 一也」 といって ゐる。 傳敎 大師の 說は、 天 ムロ法 罪 宗^ 生 

問答に 「問 式 d 今 我 東 州但有 一一 小 像 一 未レ PI 大類 1 者 其柬州 者 何 處 云々」 と ある その 答に 「答 曰 其 柬州者 南 膽部州 

海、 i 之 ま、 f 州、 西 海 之 西 遮 末羅州 は 械細ー | 錢 一一 5れ賺 一」 と ある。 これ を さした ので あらう。 

(南洲 と東洲 との 中なる 遮 肇羅と 云 ふ洲) これ は 佛祖統 記 南洲の 次に 「順 正 理論 有-三 中洲 二 遮 末羅、 二 筏羅遮 縫^ 有 レ 人 

^ _ と ある その 東方に ある 中洲 を さした ものであるが、 その 位置 も 佛祖統 記の 圆を 見れば わかる。 
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(蕪 厳綏に 云々) これ は 花厳鸫 s 十五 菩薩 住處 品に 「東北 方 有レ處 名- 淸谅山 1 (中略) 海中 有 レ處名 _ 一 金剛 山 1 現 菩薩 名 曰.. 法 

起こ と ある 文 を さした ので あるが、 その 金剛 山と い ふ の はわが 國の 大和 河内の 界 にわた る 金剛 山の 事で あると いふ 說 

が あると いふ ので ある。 さう して その 山に ある 金剛 山寺 は寶 山と も 云って 法 起 菩薩の 住する 所と 云ひ傳 へ て古來 名高 

かった ので ある。 さて この 說は いっ^から 起った もの か、 よく はわから ぬが、 行 基 菩薩 撰と 傳ふ る 大和^ 城寶山 記な ど 

いふ もの は^ら この^ 想で 書かれた ものであって、 それが 汎く 信ぜられて ゐ たやう に 思 はるる。 元々 集な どに もこの 

K 山 記が 引用せられ てゐ る。 

(され ぱ此圉 は 云々) 以上の 說 によると、 日本 は 印度と も 支那と も關 係の ない 別洲 であって、 それらの 國と 成立 を 異にし 

た 神^で あると いふので ある。 

(銳) ここに 「神明の 皇統 を傳 給へ る國 也」 といって ゐ るの は 本書の 最初に 「大 C! 本 は神國 也」 又 「^朝に は 其颡无 し。 此 

故に 祌國と 云 ふ 也」 といった のと 首尾 相應 じて 「神 國」 の神國 たる 所以 を 外國の 成立と 對 照して 述べた ので ある。 然 

るに、 著者の この 文の 精祌を 察せず して、 或は 「少しも 我 國に關 係の なき 事 なれば、 准 后の 原文に は あらで" 佛 者な 

どの 加筚 せし なるべし」 とい ひ 「或は 卓識の^ 后に してな ほ 此の 如き 邪說 を尙 ベり」 とい ふ 人の 如き は 撰者の 羁"ぉ を 

も 文お. を も 解し ない ものと いふべき であらう。 ただ今 泉定介 氏の 講義に r 實 にこの 說の 如し、 もし 前段よ W 述べられ 

し說 のみなる 時 は 我が 阈は 天竺な どに 附屬 したらん 如くに も 見 ゆれば、 更に かく 斷 わられた るなる べし。 又 儒者のと 

も すれば 我が 國を 支那の 支配 下に ある 如くい ふと 同じく、 佛家も 我が 國の 天竺に 屬 せらん やうに いふ をみ て かくお か 

れ たる ものなる べし」 とい はれた のが、 親麼 公の 精神 を 知って ゐ る 人の 言 だとい ふべき である。 これ だけの 文章で も 

今枭 氏の 昨まで 誰も 心づ かずして 撰者の 本意と 反對の 事を考 へて 來 たとい ふ 事 は 頗る 粗漏な 事で、 批難 はか へ つて 論 

老が 受けなければ ならぬ 事で、 誠に 畏れ 慎まねば ならぬ 事で ある。 自分が、 本書の 本旨 を闡 明しょう と 企てた の も、 

こ の やうな 誤解が 隨分 世に 廣 がって ゐる やうで あるから、 それ を 正したい と 思 ふからの 事で ある。 

ォナ ■ セ カイ ゥチ  ァメ ツチ カイ ビヤ ク ハジメ イタ  サン ゴク 

同じ 世界の 中 なれば、 天地開闢の 始は 何く も か はるべき ならね ど、 三國 
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セッ オノ  コ トナ： V  テン ヘヂク  セッ  ョ  ハジ マ  コフ ショ  ィ  ジャゥ デゥて クウ 

の 說各異 也。 天竺の 說には 世の 初り を 劫 初と 云 ふ。 Igpm ^。一 t ま：^ 

クヮ ウォン  ィ  テン ジュ クウ チ ゥ  コ ンジキ  クモ  ォコ  ボン テン  へ ン プ 

i 0^ 光音^ 云 ふ 天 衆 空中に 金色の 雲 を 起し、 梵天に 遍 布す。 

； ^ハペ^^^  フゥ リン ゥへ ツモ ス ン ナ ゾゥ チャウ テン ジャゥ イタ 

.即 大雨 を ふらす 風 輪の 上に 積り て 水 輪と 成る 增 長して 天上に 至れり。 

マノ タイ^, ァ  マ " ， "」 タ *  ,  い ク チウ ひ i ォ. 3 スナ ハチ タイ ボン テン クウ.： プン—  , ^ 

又大厕 有りて 沬を 吹き 立て ゝ 空中に 擲け 置く。 即 大 梵天の 宮殿、、」 成る。 

ミ、 ジン ► タイ  タ イタ  ョク カイ  ショ クウ 7 アン  ナイ シ シュ i セン  シ タイ シゥ -テ卞 t, セン  チ 

其 水 次第に 退 下して 欲 界の諸 宮殿、 乃至 須彌 山、 四 大洲、 鐡圍山 を K す。 

マ ン ォク  セ カイ ドウ ジ  ナ  コレ  ジャゥ コ フ 

かくて 万 億の 世界 同時に 成る。 是を成 劫^ 云 ふ。 ISIS ぜ^ 

(說) 前段に は 空間 的に 日本が、 支那 印度と 違った 事 を 述べた から、 これから は 更に、 國の 成立から^ て も m 本 は、 他：！ 

と 建 ふとい ふ 事 を論證 しょうと する ので ある。 

(世界) これ は. 2 兀佛 書の 語で ある。 楞嚴綏 四に 「世 爲ー 一 遴流 一 界爲 一一 方位 r 汝 今當, 知、 東： €： 南北 束 南西 南 上下^ レ界、 過去 未 

來 現在 爲, 世」 と ある。 卽ち世 は 時の 遷り 流れ 行く を 云 ひ、 界は 空間の 意で あるが、 世界 はこれ を 1 にした 語で 漢語 

の國 土と 云 ふに 同じ 意 を あら はす。 

(一一 ー國) 日本、 支那、 印度 をい ふ。 當 時の 智識での 世界中の 國 名を盡 したので ある。 

(天 $H の說に は) これから 印度の 開闢 說を 述べよう とする。 

(动紉 ) これ は 劫の 初と いふ だけの 事で. ある。 劫と いふの は梵誥 (Kalpa) の 音 譯で、 正しく は 劫 波と かく。 長 時と も大時 

とも 分別 時節と も譯 する ので ある。 その 時間と いふ ものの 最初 を 劫 初と いったの である。 劫の 事 は俱舍 論の 說 によ リ 

注に のべ て ある。 

(幼に 成 佳 壌 空の 四有リ f 云々) これ はもと よ W 俱舍 の說 であるが、 佛 _威 統記 に耍を あげて ある。 曰 はく 「過去 莊 餱劫此 

劫 有-一成、 住、 瓌，^ 1 各 二十 小 劫」 と。 この 成 劫、 住 劫、 攘劫、 空 劫の 說明は 下に あ. るから、 ここに は 述べない。 この 四 

劫に 各 二十の 小 劫の あるの をば 「各 二十の^ 減 有り」 といった ので ある。 その 事 は 次に 說く。 

卷 一 序論  I  Tn 


神皇 正統 記述 義   ニニ 

(I 增ー减 を I 小 幼と 云 ふじ これ は 佛祖統 記に 「以乂 * 八 萬 四千 歳 1 百年 命 減- 1 一  年 1 減 至-十 歳 t 百年？ 一  暴 * ま 萬 四 

千歳？ 如レ是 1 減  一^ 爲 一二 小 劫？」 とい ふ說 明が ある。 この 說 明がなくて は 分らぬ 箬 である。 著者 は.： H, 化に 分って ゐた 

から、 この 計^の 基本 を 示されなかった のか も 知れぬ が、 これが 無ければ. 何の^ 減 か 分らぬ 事で ある。 

(二十 減 を 云々) これ は 上の 暂 減の 二十 间 に 建す る こと 即ち 二十 小 劫 を 1 中 劫と いひ、 その 中 劫が、 成 劫. 住 劫 等の 劫 

になる とい ふので ある。 佛祖統 記に. 「二十^ 減爲 一二 中 劫； 惣 一一 成、 住、 续、 空 四 中 勃 一 爲 一二 大 劫？ 今 論 一一 過去、 見 在、 未來 

三世 一 各 一 大劫」 と ある。 

(說) 以上で、 劫 即ち 時間 上の 過去 現在 未來 を通說 したので あるが、 これから 、各論に 入って その 成 劫、 住 劫、 壤劫、 

^劫の 仔細 を說 かう とする & であるが、 次に は 先づ成 劫から 說を 起して ゐる。 

(光 音と いふ 天 衆 云々) 古 印度の 說で光 音 天と いふの は色界 第二 禪 天の 最上に ある 天で あるが、 そこに ある 天 衆 は 一音 聲を 

絕ち、 語らう とする 時には 口から 光 を 放って 言語の 用 をす ると いふので ある。 こ この 文 は 佛祖統 記に よられた ものと 

思 はるる。 次に その 文 を あぐる。 「光 音 天空 中 布-一 金色 雲 一遍 覆 一一 梵天 - ( 梵天と は 色 界初禪 天 なれば、 笫ニ禪 天の ド にあ 

る) 注， 一大 洪雨 ー猶 如， 一車 軸 S-1 風 輪 上 一 結 S 水 輪 一 (上 に 云 つ た 須彌山 の 外の 七 金山の 外 を 園む 小 鐡圍山 の 外に 乂大 鹹冰悔 

ぁリ て、 その外 を 圔むを 金輪と し， その外 輪が、 水輸、 その また 外が、 風 輪で、 その外が 空 輪で 空 輪 を 最後の 外园 であると 

する。 その 關係は 佛祖統 記の 三千 大 千世 界圆を 見れば わかる。 それで これ は 光 音 天で 起した 雲が、 その 下の 梵天 を 

筏うて、 それが 大洪 雨と なって、 下界に 降り注いで、 大千 世界の 風 輪の 上に 積って、 その 水が 集って 所謂 水 輪と なる 

とい ふので ある。)^ 長 至 一一 天住界 i  ( これ は その 水が、 水 輪で 止まら ず^して 高まり、 七 金山 を こえて、 1 天の 住 ル^ 

. まで を 浸した とい ふので ある。) 雨 斷水返 有 一一 大風 起 1呎レ 水生， 沬擲 一一 置 空中 一 作-一 梵天 宮殿 一 七黉間 成。 水復返 ^如レ 前 風^、. 

吹， 一擲 水沬 一成， 一 魔 波甸宫 殿 i 次 造 _1 他 化 自在 天 一展 轉至， 一夜 摩 天 宮殿？ 水 復退下 大風 吹レ洙 造-一 须彌山 i 四 钦所 成」 復^-水^ 

ま 一 三十-一二 天 七寶宫 殿？ 復於， 一 山腹 一 造-四天王 宫及曰 月 星 天 七 寶宫殿 1、 及造ぁ 居： 仅叉 颇梨宫 S 乂 於- - 須彌 s 而 1 作- ァ城キ I 

七寶 莊餱。 又 吹 -I 水沫 一作-七 金山、 四 大洲、 八 萬小洲 - 周 匝 安- 一 置 小 輸閬山 1 金剛 所 成。 如， 是大 風お-，； 地- 1 漸深 k@ 

テス  テル  ノ チ  ニクス  二-一  テ  ラッヾ t 

大水 1 聚成 II 七 香水 海及大 鹹水 海？ 又 於 11 地下 1 造  >1 閻 摩羅 宮殿、 地獄 住處 t 如レ是 三千世界 一 時 同 成" 此外更 造-大輪 闹 U: お， - 

裹此大 千界？ 其 中 六 欲、 須彌、 日月、 四洲 乃至 小 鐵圍山 各 有 一 1 萬 億 1 此約經 一一 歷 二十 ％ 減-次第 而 成。」 と ある。 即ち これ は 世界 

が 水 を 基と し、 風の 作用 をう けて 成立つ とする 說 である。 


(是を 荧动と 云 ふ) 上の やうに して 空 劫から 世界が 成り 上る とい ふ の で 成 劫と いふ 名 をつ けたので ある。 

0* 万 億の 世界 を 云々〕 上の やうに して 成った 世界 を 三千 大千^ 界と いふ。 (万 億 は 1 千の 三乗で これ を 三千 大千 とい ふ。) 

須彌山 を 中軸と して、 日月、 四 大洲、 六 欲 天 乃至 梵天 を附 翳した の を 1 世界と し、 それの 千個橥 合した の 小 千 世界と 

し、 小 千 世界の 千侗 集合した の を 中 千 世界と し、 中 千 世界の 千 個 築 合した の を大千 世界と いふので ある。 これが 大 

宇宙の 意味で ある。 

(說) これから 成 劫に 次いで 起る 住 劫の 說 明になる。 


「蜜」 底本 

「. お」 に 作る 

^著し けれ 

ば改 む。 


クヮ ウォン テン * シゥ ゲ シャゥ 


シ ダ. 


ヂゥ コ フ 


ヂゥ コー 


ァ匕ダ  A ジー 


光 音 天 衆 下 生して 次第に 住す。 此を住 劫と 云 ふ。 此の 住 劫の 間に 二十の 

ズゥ ゲン 了  ソノ ハジメ  ヒト  ミ ク ワウ ミヤ ゥ トホ  テラ  t ギヤ ウジ ザィ チリ  クワン ギ 

增減 有るべし とぞ。 其 始には 人の 身 光明 遠く 照して、 飛行 自在 也。 歡喜 

モ . ジキ  ナン -ーョ  サゥ  ノチチ  カン セン ュ シュッ  ァ ヂハヒ ソ ミツ  ゴト. 

を 以て 食 2 す。 男女の 相な し。 後に 地より 甘 泉 涌 出す。 味酥 蜜の 如し。 

,  .  〇 

チミ コ レナ  i チヤ ク シャゥ  ヨリ  ジン タウ  ゥシナ  ク ワウ ミヤ ゥ キ  セ カイ ナホ キ 

ぱ | ほと 是を甞 めて、 味 著 を 生ず。 仍て神 通 を 失 ひ、 光明 も 消えて 世界 大 

クラ  ナ  シュ ジ ャゥム クイ シカ  コク フ ゥゥミ  フィ  ニチゲ ヮチニ リン  へゥ シュッ 

に 暗く 成りぬ。 衆生 報 然 らしめ ければ、 黑風海 を 吹て 日月 二輪 を 漂 出 

シ ユミ  ハン プク  ォ  シ テンが  テラ  コレ  ハジ  チウ ャ クヮ イサク シ ユン シゥ 

す。 須彌の 半 腹に 置きて 四 天下 を 照 さしむ。 是 より 始めて 晝夜. 晦朔 春秋 

ァ  チミ  フケ  ガン ショク カジ ケ  オト 口  チミ マ タウ  リン トウ  ィ  モノ 

有り。 地味に 耽りし より 顏色 憔悴て 衰 へき。 地味 又 失せて 林 藤と 云 ふ 物 


リン トウ マ 


ジ ネ ン 


カウ タウ ァ 


モロ モロ ビ 


ァ  チヒ シ ュジャ ゥマタ ジキ 

有り。 と 衆生 又 食と す。 林籐叉 失せて 自然の 秔稻 有り 諸の 美味 を 


0 1 序 
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二三 


皇 
正 

統 
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「糠」 宇 底本 

木 13 とせ リ." 

他^ 本に より 

て 正す。 


「さへ」 他^ 

本に よる 底本 

「押へ」 に 作 

「ゆ ふ」 他 諸 本 

による。 底本 

「ゆ ィ」 に 作 

る o 

底本 「衆」 の 下 

に 「ト」 あり、 

他^ 本に よつ 

て钊 る。 


ァシタ 力 


ュフべ ジュ 


コ ノ タウ マ ィ 


ザンヱ イデ キ 


備 へ たり。 朝に 刈れば 夕に 熟す。 此稻米 を 食せ しにより 身に 殘穢 出来ぬ。 

コノュ ヱ ハジ  ュ ダウ ァ  ナンニ ョ  サゥ. カク べッ I  ッ匕  イン ョク  ヮザ  ナ  フゥフ 

故に 始めて 二道 有り。 男女の 相 各 別にして、 竟に姹 慾の 態 を 成す。 夫婦 

ナ  シャ タク  力 マ  ト モス  クヮ ウォン， ショ テン ノチ  ゲ シャゥ  モノ ュョ ユン 

と 名 づけ、 舍宅を 構へ て 共に 住みき。 光 音の 諸 天 後に 下 生す る 者 女人の 

タイ チウ  ィ  タイ シャゥ シ ウジ ャゥ  ナ  ゾノ  ノチ カウ タウ シャゥ  シ ウジ ャゥ ウレ  ナゲ  すノく 

胎 中に 入りて 胎生の 衆生と 成る。 其 後狖稻 生ぜず。 衆生 愁へ 嘆きて、 各 

サカ t ワカ  チ . ！プン  シュ  ホドコ ゥ  ジキ  タ ニン  7 アン シュ  ゥパ  ヌス 

境 を 分ち て 地 田に 種 を 施し 植 ゑて、 食と す。 他人の 田 種 を さへ 奪 ひ 偸む 

モノ  デ キ  タガヒ ゥチ ァラソ  コレ  ケッ  ヒト 十 力  シゥ トモ  ハ カラ  ヒト ゾ 

者の 出来て、 遞 に打爭 ふ。 是を 決する 人 無り しかば、 衆 共に 計 ひて 一 人 

r  f  o  o  - 

ビヤ ゥ ドウ ワウ  タ  チヅ  セッ ティリ  ィ  -デ ンシュ ゾノ ハジメ ワウ  ミン シュ ワウ  ガウ 

の 平等 王 を 立つ。 名け て剎帝 利ビ云 ふ。 ^^お 其 初の 王 を 民主 王と 號 しき。 


ジフ ゼン 

卜 


シャゥ パフ 


J 心 也 ( 

ン ミン n レ 


キヤウ ァ. 


ヱン プ タ. 


テン ガ 


善の 正 法 を 行 ひて、 國を 治めし かば， 人民 是を 敬愛す。 閻浮提 の 天下 

ブ ラク アン チン  ビヤ ゥゲン オヨ  タイ カン ネッァ  コトナ  ジ ユミ ャゥ  キハ  ヒサ  ，, 

豐 樂安穩 にして 病 患 及 び 大寒 熱 有 る 事 無 し。 壽命も 極 めて 久しく 無 

るりき 


ム リャゥ ザ- 

1 一. 

や 


(光 音 天 衆 一 K々) 成 劫が 二十 小 劫で 終る と 住 劫になる ので あるが、 それ は 最初に 光 音 天に， 住む 天 衆が、 この 世界に 下リて 

人と 生 るるとい ふこと から はじまる ので ある。 この 人が 世界に 住んで ゐる間 を 住 劫と いふので ある。 それ故に、 この 

傳 說に從 へば、 今 も 住 劫で あると いふ 事になる。 この 住 劫の 間 も 二十 小 劫が あるので ある。 


r 


(說) 「其始 に は」 云々 から 住 劫に 於け る 人の 生活 を說 くこと になる- 

(其 始には 一 K 々男女の 相な、 し) これ も 佛祖統 記に よられた ものら し い。 「時 光 音 諸 天福 盡來下 化生 a, 人、 或樂, 觀_ 一新 地？ 

光明 遠 照、 飛行 自在、 無レ有 一-男女 之 相？ 衆 共生 故 名 一一 衆生 こ 男 夂 の 相と いふの は 男女の 區別を 示す 外形 をい ふので ある。 

(後に 地よ リ甘泉 を 出す。 云々) これ も 佛龃統 記に ある。 「地 涌-一 甘 泉お 如 一- 酥 蜜？」 酥と いふの は 牛 羊の 乳の 精 をい ふ 。「或 

は 地味と も 云 ふ。」 は、 この 事 は 佛祖統 記の 下の 文に も 見 ゆるが 大和 葛 城寶山 記に この 事 を 記して 「^劫 初 地 建立 以降 

地 肥 地味。」 と ある。 

(是を a- めて-味 著 を 生ず) . 味 著と は 美味に 執着す る 心 をい ふ。 佛祖統 記に 「以レ 指 試 甚遂生 一一 味 著 I」 

(仍て 神 通 を 失 ひ 云々 暗くな りぬ) 祌 通と は 通 即ち 無礙 自在なる 神變 不可思議の 力 をい ふ。 これ も 佛駔統 記 上文の つづき 

に 「失 一一 其 鉀足及 身 光 1 世間 大闇」 と ある。 

(衆生の 雜云々 畫 夜晦朔 春秋 有リ) (衆生と いふ こと は 上の 佛祖統 記に 見えて 人間 をい ふ) 上の 如くなる の も 衆生の 果報 

の然 らしむ る 所で あるが、 その 結 茱黑風 吹き荒れ たとい ふ。 黑 風と いふ は 天地 も閽黑 になる まで 荒れて 吹く 風。 かや 

うな 風が 吹いた 爲に、 日と 月と を 空中に 漂 はし 出す とい ふ 結果に なり、 それが 須彌 山の 半 腹に 漂 ひて g: 大洲即 四 天下 

を 照し、 ^時に、 運行 を 初めた ので (即ち 漂うて ゐ るので ある。 )1 日中の 畫夜、 1 月 中の 晦朔、 一年の^ S 秋 冬と い 

ふ變 化が 生ずる 事に なった とい ふので ある" これ も 佛祖統 記の 上文の つづきに ある。 「^風 吹レ海 I！ 一 一 出 日月 1 箧 ー1 須彌山 

半 腹 i 照-四 天下？ 時 諸人 輩 見, 出 則 喜 見， 入 則 憚。 自， 玆之後 乃 有. - 畫夜 晦朔 春秋 歳數 1 終而復 始。」 

(地味に 耽りし ょリ 云々) これ も 佛祖統 記に 「由レ 耽 一一 地味 一 頷 色 憔悴」 と ある。 「かじけ」 とは衰 ふるこ。 

(地味 又 失せて 云々) これ も 佛祖統 記に 「地味 旣隱乃 生 一一 林 藤 こ その 注に r 樓炭經 云兩枝 蒲萄」 と ある。 これで 觅 ると 林 

藤と いふ もの は 葡萄の 樣な もの を いふと 見 ゆる。 

(衆生 又 食と す 云々 自然の 秔稻 有リ) 其の 钵藤を 衆生が 食して ゐ たが、 それが 盡 きて 自然の 钪稻即 うるち いねが 生じた。 

これ も 佛祖統 記に 「復共 耽 食 林 藤 復隱、 便 生 - 自然^ 稻こ 

(諸の 棻 味な 備 へた 屮。 云々) そのうる ち は 諸の 美 缺を備 へて ゐて、 自然に 生じた が、 しかし これ は 多少の 不純物 を 合 

むによ つて これ を 食した^ に、 身 體の內 部に 不耍の 排泄物 (残りの 穢 いもの) が出來 た。 これ も佛 m 統 記に 「無, 有レ 

糠 檜 r 備 一一 衆 美味？ 此食稍 粗 殘穢 在， 身」 と ある。  ， 
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. OK に 始めて 二道 ぁリ〕 その. 殘穢物 を 排泄す る爲 に、 身 體內に 大小 二 便 を 通ず る 道が 生じた。 佛胭統 記に 「爲レ 欲 一- 蠲除 一 便 有- > 

ニ逍 1 成 一一 男女 极 1」 と ある。 

(男女の 相各别 にして 云々 共に 住みき) さて 大小 二 便の 道が 通ず ると 同時に 男女の 外形が 區別を 生じ、 つ いで 男女の 交 

り をす る ことが 起り、 ここに 夫婦 共に 棲む とい ふこと も 起った とい ふので ある。 佛祖統 記に 「成 一一 男女 根 1 情 恣多者 

便 @| 女人！ 宿 習 力 故 便 生&欲 1 夫妻 共 住」 と ある。 

(光 眘の諸 天 云々 胎生の 衆生と 成る〕 この やうに 夫婦と いふ 事が 起る と、 その後 は 光 音 天の 天 衆が、 この 世界に 來り 生る 

る もの も f 來の やうに 自由で なく、 いづれ も その 母と なるべき 人の 眙內 にや どり、 ここに 胎生の 衆生と なった。 佛. ま 

統 記に 「光 音 諸 天後來 生者、 入 一一 母胎 中 ー遂有 一-胎生 1」 と ある。 、 -ー -ー ステ -. ス  ュ 

(其 後秔稻 生ぜ.^) これ は 佛視統 記に 委しく 書いて ある。 「自然 杭 稻朝刈 慕 熟 刈後隨 生。 米 長 四寸、 時、 衆生 並 取-二 n お 1 

乃至 取 一一 五日 糧 f 漸生 一一 糠 槍 1 刈 已不レ 生」 と ある。 即ち 衆生が 慾 心 を 逞しく した 爲に 生ぜぬ やうに なった とい ふので ある。 

(衆生 愁嘆き て 云々 食と す. - そこで 人々 が愁へ 嘆いて 各 その 受 持の 田地 を 定めて、 種 を 蒔き 苗 を 植えて 稻を 作って まとす 

る ことに 成った， 佛祖統 記に 「衆懷 _|憂 惱 1 各 封 一 一 田 宅 一 造 一一 作 田 種 1」 と ある。 

(他人の 田 種 を さへ 云々 遞 に打爭 ふ) 上の 樣に初 は 受持を 定めて 居た が、 後に は 他人の 稍 をぬ すむ ものが 出 來て爭 が 生じ 

た。 佛祖統 記に 「其 後 多 有, 盗-他 田稻 一 便 相 拳鬪」 と ある。 

(是 を决 する 人 無かリ しか は 一 K 々平等 王 を 立つ) この 爭を 止める 爲に 衆議の 結果 一 人の 平等 王 を 立てた。 平等 王と いふ 

の は • 公平無私に 田 を 分つ 王と いふ 意味で ある。 佛駔統 記に 「便 相 拳闘 無 一 一 能 決 者？ 議 立-二 平等 王 こ (卷 三十 一) とも 

「於, 是議立 二人 有. - 烕德 一 者 ょ賞レ 善 罰 レ 惡號 一一 平等 王 一 衆 共 供給 遂有 一一 民主 之 名 こ (卷 一) とも ある。 

(名け て刹蒂 利と 云 ふ) 刹 帝 利と いふの は 梵語 (Ksatriya) の 一音 譯で、 略して 刹 利と もい ひ、 意譯 して 土 田 主と いふ。 注 

維摩に 「刹 利 も 種 也。 秦首 田 主？ 劫 初 人 食-一地 味 一 轉 食-自然 粳米 <  後人 情 漸僞各 有-封 疏？ 遂 立-一有 德者 一 處 平分い 田、 此王 

者之始 也。 故 相承 レ名 焉」 と ある。 田 主と いふ 意 も 上の 說 明で わかる。 佛龃統 記に は 「賞 レ善觀 レ惡、 便 有 一 一 刀 杖 殺戮 一 

衆 共 供耠。 號_| 刹 帝 利 一 | お 自後 諸王以 &爲，首」 と ある" 

(其 初の 王 * 民 一 HI 王と 號 しき) この 句の 出典 は 佛祖統 記の 卷ー である こと は 上の 平等 王の 條に見 ゆる。 

(説) ここ は 印度の 王と いふ もの はわが 國の 天皇と は 根本的に 違って ゐる こと を 一 言で 明かに 示した ので、 この 一 節の 眼 H 


「久しく」 梅、 

群 北に よる。 

底本 「久 キ」 に 

作る。 白 本 こ 

の 字な し t 

「君たり」 他^ 

本に よる。 底 

本 「君 ナリ」 と 

す 


「銀 銅鐵 の」 の 

「の」 底本な し 

他 諸 本に ょリ 

て 加 ふ。 


「小」 字 宫本白 

本に よりて 加 

ふ 他 本な し。 


である。  - 

广十 善の 正 法 を 行 ひて 云々) 「十 善」 と は 十戒 を 完全に 保つ こと を いふ。 佛祖統 記に 「時^ &提、 天下 富樂安 隱 八 萬 

都 國、 人民 聚落、 雞鳴相 聞 無レ有 一一 病患 大寒 大熱 1 王 行 一 1 十 善 正 法 1 治 レ國、 人民 愛敬) 壽械 大久」 と ある。 これ は その 壽が 

無 紫であって、 未だ 增 減 を はじめぬ 時 を 云った ので あらう。 

(說) これから、 住 劫-の 二十 增 減の 說 明に 入らう とする。 


民主の 子 1 相瓚 して 久しく 君たり しが、 漸く 正 法も衰 へ しょり 壽命も 減 

oooooo,  f  ；メ. '7 

ハチ マン シ セン ザィ  i  タケ ハチ チャウ  ソ〃 ァヒダ ワウ ァ  *  ：プ々 リ/  クン 

して 八 万 四千 歳に いたる。 身の 長 入 丈な り。 其 間に 王 有りて 轉 輪の 果 

お ゥ  グヅク  マ  テン  コン リン ホウ ト  クダヅ ワウ  マへ  ゲン ザィ  ヮ ウイ *  ^ マ ， コ. ト 

I を 具足せ り。 先づ 天より 金輪 寳 飛び 降て 王の 前に 現在す。 王 出て 給 ふ 事 

ァ  n ノ リン テン  ュ  モ I! モロ セゥ ワウ ミナ ムカ  ハイ  ァ  タガ， モ，ノ ナ： ► ス  1^ 

有れば、 此輪轉 じ 行く。 諸の 小 王皆迎 へて 拜す。 敢 へて 違 ふ 者 無し 即 

シ ダ f シゥ  シュ  マタ ザゥ メ  -ンュ ギヨ クニ ョ コ ジ シュ ヒャゥ トウ  タカ ラァ  コノ シチ ホウ ジャ巧 * 力 ！i 

ち 四 大洲に 主たり。 又 象 馬 珠玉 女 居士 主 兵 等の 賓 有り。 此七寳 成就す る 

コン リン ワウ  ナ  ツギ ツギ  ゴン ドウ テチ  テン リン ワウ ァ  I フク リキ  フ ドウ  * 

を 金輪 王と 名づ く。 次々 に 銀 銅 鐵の轉 輪 王 有り 福 力の 不同に よりて 


ソン サゥ ゾク 


ャゥャ シャゥ * ハ- 
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ジュ i ャゥ 


ゲン 


ホウ 


シ ダノ 


O 

ジュ ミヤ ゥ  イチ t ャ クネン  .1 チ ネン  ケン  ミ  タケ 

果報 も 次第に 劣れる 也。 壽命も 一 百年に 一 年 を 減じ、 身の 長 も 同く 一  尺 

ジフ 


ォナ  イチ シャク 

く 


ヒャ クー 一 ジフ サイ 


-キ -ンャ 力 プッ ィ 


を 減じけ り。 百 ニヤ 歳に 當れ りし 時 釋迦佛 出で 給 ふ。 Isri^^lf き 十 

サイ イタ  コ" ホ セゥ サン サイ ィ コトァ  ニン^ ュホ トン づ  Y リイ ザ  一. i  ニン、， 

歳に 至らん 比 ひに 小 三災と 云 ふ 事 有る ベ し 人種 殆^ 盡 きて 唯 一 万人 を 
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アマ  ソノ ヒ トゼン  ォコナ  マタ ジュ ミヤ ゥ マ  クヮ ホウ  スス  -ー マン ザィ  イタ  トキ 

餘す。 其 人 善 を 行 ひて 又壽 命も增 し、 果報 も. 進みて 二 万歳に 至らん 時、 

テチ リン ワウ ィ  ナン イチ -ンゥ  リャゥ  シ マン ザィ  トキ  ドウ リン ワウ ィ  トウ ナン ュ シゥ， 

鐡輪王 出で て 南 一 洲を領 すべし。 四 万歳の 時、 銅 輪 王 出で て 東南 ニ洲を 

リャゥ  ロタ マン チイ  トキ ゴン リン ワウ ィ  トウ サイ ナン サン -ンゥ  ^ャゥ  ハチ マン シ セン サイ  トヰ コン リン 

領す。 六 万歳の 時 銀輪 王 出で て 東西 南 三 洲を領 し、 八 万 四千 歳の 時 金輪 

ワウ ィ  シ テ ン ガ  トウ リャゥ  ソノ ム クイ カミ  ィ  ゴト  カノ トキ マタ ゲン  ムカ  ミロ ク 

王 出で て 四 天下 を 統領す。 其 報 上に 云へ る 如し。 彼 時 又 減に 向 ひて 彌勒 

ブッ ィ  タマ  n  ノノ チジフ ハチ 力  ゲン ゾゥァ 

佛 出で 給 ふべ し。 此後 十八 ケの 減增 有るべし。 

(民- M の 子孫 云々 籙^ も- 1 じて 八 万 四千 漦に S る 云々) 上に 述べ た 所では 人の 壽 命が 未だ 限られなかった が、 ここに K 法 

の衰 ふるに つれて 減じて 八 萬 四千 歲に 限らる る ことにな つた。 これから 減じ また^す と いふ 劫が はじまる。 佛祖統 記 

に 「後 王 不レ行 一一 正 法お § 漸減 至 一 一 八 萬 四千 歳； 時 身長 八 丈」 と ある。 

c 其 間に 王 有 リて轉 輪の 粱報を 具足せ リ) これ 即ち 轉輪 王と いふ ものである。 果報と は、 業因に よりて 報いら るる 結^ を 

いふ。 轉輪 王と は 须彌の 天下 を 統領す る 王で、 王位に 即く とき 輪寶を 感得し、 その 輪 寶を轉 じて 一切 を 成 服す る 故に 轉 

輪 王と いひ、 略して 輪 王と もい ふ。 その 感得す る 輪賓の 種類に よって 金輪 王、 銀輪 王、 銅 輪 王、 鐵輪 王の 四の 別が あ 

る。 この 事 は 下の 文に 見 ゆる。 

(先づ 天よ リ 金輪 赘 飛び 降て 云々 金輪 王と 名づ く) 輪 資 とい ふの は 輪 王の 感得す る寶 器で、 下に 显 ゆる やうに 王の 遊行す 

る 時 は 必ず 前に^ん で、 大地の M 凸を 平坦に し、 一切の 障碍 を破碎 するとい ふ。 それに 四 種 あ， o うち^、， つす r れ たの 

が、 金輪 齊 であって これ を 得た 王 を、 金輪 王と いひ^ 彌の四 大洲を 統領す ると いふ。 この 金輪 王 は その 人 森の^ 減の^、 

せして 人 萬 四千 歳に 至る 時に あら はるる とい ふので ある。 佛祖铳 記に 「^至 一一 八 萬 四千^ 一 名 一お il^ 劫之械 1 ー诚 1 ^" 終 

而復始 。^至. -八萬 四千 ^一時 有 „1 金輪 王 出- 七 寶千子 治-四 天下： 國土^ 樂女年 五百^ 方 嫁 此後凡 遇 劫 之 初 ^有. - 金輪 


王 一 出 ^一と ある。 こ X に七赘 とい ふの は 何かとい ふに、 佛祖统 記に 「至 一一 八 萬 四千 歳 一時、 金輪 王 出 治-一四 天下？ 輪 王 

成就 七 一^ 輪 ST 若 聖王出 天金 輪寶忽 現.？ 前」 輪 有-千 S 天 匠 嘴 輪徑丈 四、 聖王見 VM, 手 摩^ 曰、 

可.. 向- 1 東方 1 如法 而轉. I。 輪即 來轉- 王 tllM 兵 1.P1 其 後-行。 朿方諸 小 王 來詣ぎ IT 善哉 大王、 願 淤レ此 治 時^ 王苜、 改 

等ず 以_ 一正 法 一治 化 勿&、 偏：？ パ諸王 之。 即き聖 ： 土 1 巡 -I 行 諸 If 至 11 ま 海 S 南西 北方 隨_| 輪 所 1、 亦復如 ,是" 二. GJ 

象寶者 王^ 6 丄？ 忽 現.？ 前。 即 試お 乘 _1 其 上 I 淸且 出レ城 周-行 四海； 食時已 還。 三 紺 馬 寶者 忽然 現前し 涛且乘 行 食 時 

卽 返, 四 神 珠寶者 勿，； 現在， 前。 S ひ 一 高幢 上： 光照 I- 一由 甸？ 城 中 人民 虹 作務。 謂-一 是鲞 日？ 五 玉女寶 者、 忽然 出現。 餌 色 

端正、 六 居士 寶者 忽然 出現" 地中 寶ー 1 传悉 知見。 七 主 兵袞者 忽然 出現、 智謀 ® 猛^ 任-一 討伐 t 是爲 U 輪 王 七^ 

成就 1」 と ある。 

(次々 に 銀 銅 鐡のー SS 王 有リ 云々) 佛祖統 記に 「^至-三 萬 歳 一時 鐡輪王 w、 獨治 1 一 南洲！  ^至- -i: 萬^ 一時 銅 輪 王 a  、治- lm 南 

ニ洲？  ^至 一一 六^ ^一時 钹輪王 出、 治 一 一 お 西南 三洲こ と ある。 卽ち この やうに 差違の 生ずる の は 福 力 (卽 ち赛 業の 功力) 

の 同じから ぬに よ つて 枭報も 次笫に 劣る ので ある。 

(お Is も 云々 一尺 を^ じけ リ) この 文 は 稍 誤って ゐる。 佛 祖統 記に 曰 はく 「其壽 漸減 至-一八 萬 W 千き 時 身長 八 丈。 百年 命诚 _| 

1 年 一 身 減 一 寸。 如, 是減至 一一 十 歳 一 身長 一 尺。 名レ爲 一一 減 劫 之 極 1」 と あるから、 「 一 尺に 減じけ り」 と 原文に あつたの をお 傳 

の 際に 「に」 を 「を」 に 訛った ものに 相違ない。 それで、 この 增減は 毒 命 は 八^ 四千 歳から 十 歳まで、 身長 は 八 丈 か 

ら 一尺までの 兩 おの 問 を 消長して ゐ ると いふ 傳說で ある。  ノ 

(Isn 一十 歲に 曾れ リし 時釋^ 佛 出で 給 ふ) これ は 何の 說に 基づく か 不明で あるつ 佛靦統 記に は 「诚至 一 - 1 百^ 一時 第 W 釋, 牟 

尼 佻 出世」 と 見 ゆる。 ここに 笫 四 と あるの は その 前に 三佛 があった. とい ふので ある。 その 三佛は 佛祖統 記に よると、 笫 

一、 拘留 孫佛、 第二、 俱 那含牟 尼佛、 第三、 迦葉佛 である。 ~ 釋迦 牟尼佛 はいふまで もな く、 佛^ の開視 である。 

(十 歳に らん 比 ひに 小一 一一 災とー K ふ 事 有べ し 云々) 壽 減じて 十 歳に 至れば、 減 劫の 極で あるが、 その^に は 小 三災と いふ 

恐るべき 事が 行 はるる。 それ は大 三災に 對 して 小と 云った もの だが、 甚だ 恐るべき 举 であるに は相遑 ない。 その 三 の 

笫 一 は 人.： ぎ 二十歳に 減じた 時に 起る 飢饉で ある。 佛祖統 記に 「減 至 一一 三十 歲 f 入 一一 末法 一 三千 一 百年 t 人 長 三尺。 時 饑饉 

災起。 由 M 人民 铐 十惡 J 草茱 米穀、 五 稀 上 味 悉锊隱 沒。 唯 煎 >1 朽骨 燕^ 若 粒 栗 稗？ 藏 護如& ？。 六 七年來 

テ  テャ 

天不 fes  、尙， 不^^ 水。 何況飮 食。 人 多 餓死。 都邑 空 荒。 七 年 七月 七日 其お _方总。 時 有 二人？ 合.^ 男女 有 a 鎮德， 一 者/ 
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凡 得 一一 萬 人 ふッぉ 一人 稀 一 云々。」 その 第二 は 人壽が 減じて 二十歳に なった 時に 疫病の 起る ことで ある。 これ も 佛祖統 記に 

「減 至-三十 歲 一入-一 末法 千 一 百年。 人 長 二 尺。 時 疾疫災 起。 由-人 行- 惡 復盛俱 遇- 1 病死 一 無-一人 送埋 一郡 邑空荒 唯少家 在。 

^一一 七月 七日 t 其災方 or 唯贸 Iwf 人 S レ嵇 云々」 その 第一 二 は 人 毒が 減じて 十 歳に なった 時に 起る 爭鬪 の災 である。 これ 

も 佛組統 記に 見 ゆる。 「減 至- 1十歲1 入-一 末法 一 五 千 一 百年、 人 長 一尺、 女人 五月 便 嫁、 時 刀兵災 起。 由-人 行 &轉盛 一 各 起- 

殺害 能 行, 惡 者^, 人所レ 敬。 隨 執- 萆木瓦 石 - 皆 成- - 刀劍 r 史相殘 害、 撗死 無数" 亦 有 _1 厭， 惡入， 山隱藏 一七 日 七夜 其災方 

户^ 唯，！ ^人 1爲, 種。 人從， ー隱處 一 而出、 更互相 見 起-慈 愍心 一 共 行-善 法 一 衣食 所へ 須天卽 雨 下。 由-能 行 善 一壽 能^ 長。 復 

從 百^。 命 增_| 

(其 人 善 を 行 ひて 云 々其 報 上に 云へ る 如し) これ は鐵輪 王、 銅 輪 王、 銀輪 王、 金輪 王 出現の 事 を 云った ので あるが、 その 事 は 

上に 云った。 

(彼 時 又 滅に向 ひて 云々) さて 金輪 王 出現の 人 壽八萬 四千 歳の 時より 減に 向って 彌勒佛 が 出る であらう とい ふ。 彌 勒は釋 

迦滅後 五十六 億 七 千 萬 年の 後此 土に 下 生して 衆生 を濟度 するとい はれて ゐ るので あるが、 その 出現の 時が、 この 時に 

赏 ると いふので ある。 佛祖統 記に 「減 至 一一 八 萬 歳 一 時 第五 彌勒 出世。 云々」 と ある。 

(此後 十八 ケの 滅增 有るべし) 此 前にい つた 二の^ 減と 後の 十八 ケの^ 诚 とで 二十 小 劫が 満ちて、 所謂 住 劫が 完結す る。 

(說) これから 续 劫を說 かう とする ので ある。 


，已上 謂 之 小 三災 但壤 一一 正^ - とちる 

年 一 若 値 一 一大 三災 1 則 依 正俱缓 也」 と ある 


「穴」 梅、 群、 北 

「雲」 とせり 

「を へ て」 底本 

SI テ」 に 作る 

驟れる こと 著 

し 白 本 r ヲ綞 

テ」 とし 他 諸 

本 「を へ て」 と 

す 


タイ クヮ サ. 


コト ォ n 


シキ カイ 


ショ ゼン ボン テン 


サン ぜン ダイ セン セ カイ 


力 く 

ドウ ジ 


て大 火災と 云 ふ 事 起り て色界 の初禪 梵天まで 燒 きぬ。 三千 大千 世界 

メッ ジン  コレ  ヱコフ  ィ  セ カイコ クウ コ クケッ  ゴト  o コ^ 

同^に 滅盡 する、 是を壞 劫と 云 ふ。 かくて 世界 虛空黑 穴の 如くなる 是 

クウ コフ ィ  ゴト  コ トシ チカ  ダイ コ し  ペイ』 スメ サイ *  o  . 

を 空 劫と 云 ふ。 かくの 如くす る 事 七 ケの大 劫 をへ て 大水 災 あり 此度は 


o  o  o 


r 此」 底本 「是」 

とす C 一 他 諸 本 

により 改む I 

「火災」 の 「災」 

底本、 梅 本、 宫 

本、 淸本、 脫す 

群 北に よりて 

&S  、  0 

「を へ て」 上に 

同じ。 


ダイ 

第 


I までぎ す。 七 七の 火災 七 七の 水災 をへ て 大風 災 有りて、 第三 禪ま 

コレ ダイ サン サイ ィ チリ I 

で壞 す。 是を大 の 三 I ビ云ふ 也 


タイ フゥ ィ ァ 


ダイ サン ゼン 


o  o 


(大 火災と 云 ふ 事) この 事 は 下に 引く 佛祖統 記の 文に 見 ゆる。 

(色 界の初 樺 梵天) 色界は 三界 (欲 界、 色界、 無色 界) の 一、 欲界の 上に ある 天界 で、 欲界 の 穢惡を 離れて はゐ るが、 ま 

だ、 五 蘊の色 心 を 有する 境界で ある。 大別して 四 層と する が、 すべて 禪定の 地で ある 故に 禪天と 名 づけ、 下よ" カぞ 

へて 初禪； 大、 ニ禪 天、 三禪 天、 W 禪 天 とし、 なほ 十八 天に 細別す る。 その 笫 一層、 初禪 天に は大梵 天 梵輔ァ 梵ま 

天の 三 夭が ある。 この 三 天 を總稱 して 梵天と いふので ある。  ノ  -ー 

(壤 幼) この 事 は 本文の 通りで あるが、 佛祖統 記に 「火災 壤至 一一 初禪 ^ 始從 一一 地獄 一 終 至 一-梵天？ 有情 世， f- 十九 增減 一次 第, 

盡。 唯 器 世間 (有情 を 受け 容る 》 山河 大地 等の 世界 即ち 依 報)^ 曠而 住。 乃至 三千世界 一切 有情 都盡 最後-一一 ^诚劫 方褸- 一 

器 世間？ 有， -七曰 1 ，海底 1 出、 大海 盡竭 船 彌崩嫿 つ 風^ 猛^ 1 燒 上- 1 梵天- 悉 成-灰燼？ 乃至 三千世界、 一 時 燒盡。 此？ 依 

正俱壤 一 名爲 一一 壤劫こ と ある。  -ーシ テシ 

(空 幼) 壤 劫の 後 は 空 劫で ある。 その 意 は 本文で わかる。 佛祖統 記に 「自 一一 初 禪梵世 一己 卜 世界 空虚 猶如 一一 黑穴 一 無-一 ま 1.： 仅日 

月 一 唯 有 一 一大 冥 t 如， 是 二十 增诚 之久 名爲ー I 空 劫 1」 と ある。 

(七 ケの大 幼) 成住壤 空の 四 中 劫 を 以て 1 大劫 とする が、 それが 七 囘くリ かへ さるる をい ふ。 その 七大 劫の 間に 七の リ災 

があって、 七 囘初禪 天を壤 つて、 また 1 大劫を 絡て 1 の大 火災が 起って、 第二 禪 天に 及ぶ ので ある。 

(二 碟) 色界の 第二 暦、 初禪 天の 上に 位する 天で 光 普 天、 無量 淨天、 少光 天の 一一 一天に 分れて ゐる。 上に 云った 大水 災 はこ 

のニ禪 天まで を壤 すと いふので ある。 

(大風 災) さて ニ禪 天を壤 した あと、 又 1 大 劫を綞 て、 今度 は 大風 災が 起って、 第！ 一一 禪 天まで を 攘 すと いふので あるく この 

事 も 佛祖統 記に 見 ゆる。 

(三 躍) 色界の 第一 一一 層、 ニ禪 天の 上に 位する 天で、 遍淨 B<、 無量 光 天、 少淨 天の 三 天に 分れて ゐる。 
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X； 其) ノ 首 


「i 本 「大」 

とす。 他 諸 本 

に よりて 正す 


「して」 底本な 

し、 他 諸 本に 

よりて 補 ふ。 


「小 災大災 一 

他 諸 本 は r^. 

大 ノ災」 とせ 


C. 是を大 の 三災と 云 ふ 也) 以上の 大 火災、 大水 災、 大風 災 によって 初 禪、 ニ禪、 三禪の 天まで が壤 さるる。 この 三の 災を前 

の 小の 三災に 對 して 大の 三災と いふので ある。 佛祖統 記に r 大 三災 者、 一 大 劫終必 一 火災 起。 如, 是經 一一 七大劫 一七 火災。 

凡 七 接-初 禪 i 複！^ 一  大劫 一有 一 一 1 水 災起ー 壤至， 三禪？ 如， 是七七 火災 相 _| 間 七水災 f 復經 - 七 火災 1 凡 五十六 番火锾 _1 初禪； 七 

番水壞 三 禪ー復 1 一一 一 大劫 一 有 一  風災 起？ 總之爲 一 一 六十 e 大劫 4 爲ー 一大 三災 始終 之 相 1」 と ある。 

(投) 以上で、 三 禪天以 ドの相 を 云った から、 これから は 常住 不壞の e: 禪天 以上の 事 を 說く點 にう つる。 

ダイ シゼン イシ ャゥ  ナイ ゲ  クヮ ケンァ  n トナ  コ ノシ. せン  ゥチ  ゴ テン  ョヅ  ボン 

wsg: 禪 以上に は內 外の 過 患 有る 事無し。 此四禪 の 中に 五天 あり。 四 は 凡 

o 

プ  ヂゥ ショ  ヒ トツ  ジャゥ n テン  ショウ クヮ  シャゥ シャ  ヂゥ ショ ナリ  コノ ジ ャゥコ  ス  マ ケ イシ ェ 

夫の 住處、 一 は淨居 天と て 證果の 聖者の 住處 也。 此淨居 を 過ぎて 摩醯 

ラ テン ワウ  クウ . デン ァ  シキ カイ  サ イチ ャゥ  キヨ  ダイ セン セ カイ  トウ リャゥ 

羅天 王の 宮殿 有り。 swj^。 色 界の最 頂に 居して 大千 世界 を 統領す。 

o  o 

テン  ヒロ  力  セ カイ  ヮタ  n  ノウへ  ムシ キ カイ  テン ァ 

天の 廣さ 彼の 世界に 亘れ り。 此 上に 無色 界. の 天 有り。 

シ チ  ワカ，  ィ  コレラ  テン  セゥ サイ ダイ サイ  ァ  ィ  ゴ フリキ 

四 地 を 分て りと 云へ り。 此 等の 天 は 小 災大災 に 逢 はずと 云へ ども、 業 力 

o  o  o  o 

サイ ゲン ァ  ホウ ッ  タイ モッ  ミ 

に 際限 有りて、 報盡 きな ば返沒 すべし と 見えたり。 

ハ 笫四禪 以上に は iK々) 第 四禪に 色界の 最上 層で、 ここに は、 色究竞 天、 善 現 天. 善 見 天、 無熱 天、 無 烺天、 無想 天、 廣 

果天、 福 生 天、 無^ 天の 九天の 區別 をす る。 これら は 佛駔統 記の 圆 による。 さて この 事 は 佛祖統 記に 「四 禪內外 過 患 

1 切 佇 無」 と ある。 過^ はとが あやまち やうれ ふべき 事で あるが、 四禪 天に は それらが 1 切 無い とい ふので あるから 


その上の 諸 天に はもと よりな い 事 は 明かで ある。 

(此 四 樺の 中に 五天 ぁリ) 四禪 天の 中に 九の 天が あると いふ 事 は 上に 云った が、 ここに 五天 とい ふの は、 淨居 天と 他の 四 

とに 分けた からで ある。 淨居 天と いふの は無烺 天、 無熱 天、 ^現 天、 善 見 天、 色 究竟 灭の 五天の 綠稱 で、 三 果の聖 

人の 居處 であるから 名 づけた ので ある。 他の 四 天 は 外 逍乂は 凡夫の 居住す る處 であると いふ。 これ も 佛組統 記に 見 ゆ 

る。 「證 果」 とい ふ 語 は 煩 惱を斷 破して、 眞 斑の 果を證 得する をい ふ。 

C. 楚 jg 首錁天 王の 宮殿 云々) 摩 醸 首羅は 梵語で 支那に 譯 して 大自 在天と いふ。 印^の 諸 神 中 首位 を 占む る ものと せられ、 

. これ は說々 區々 たるが、 ここに は大千 世界の 統颌 であると する。 佛祖^ 記に 「華厳 鸫云大 千^ 界主摩 酷 首 維。」 乂 「^^ 

疏 云摩醯 首羅， 居 一一 色界顶 一 主-一大 千世 1」 と ある。 

(此 上に ai 色 界の天 有リ。 云々) 色界の 頂上に 糜 醯，； Ml 維の 住處 があって、 その上が 無色 界の 天で ある。 無色 界とは 色な. を 

離れ、 心識 のみ ありて 住する 故に 名づ く、 三界 中の 第 1 なる が 故に 有頂天と もい ふ。 これにも^ 無 逡處、 

無 所有 處、 非 想 非 非 想 處の四 地 を 分く る。 

(此 等の 天 は 小災大 災に逯 はずと 云へ ども 云々 退沒 すべし と 見えた リ) これらの 第 四禪天 以上の 諸 天 は 上に 云った パの  一二 

災、 大の 三災と いふ 如き ものに 逢 はない が、 しかし 業 力 (果報 を惹き 起す 業 3! の 力) に 限りが あり、 又 翁 命に 限り 

が あるから、 その 果報が 盡 きて しま へば やはり そこ を 返 いて 下界に 沒 する であらう と 經 ii に 見えて ゐ ると レ ふので あ 

る o 

(說) 以上で、 印度の 創世 說 から 世界 變轉の 理論 を說 いて、 それらに はな ほ 一定 不變の 姿と いふ ものがない とい ふ 事 を 明 

かにして、 下の わが 國體 と對 照させる やうの！？ 神で 書かれた ので ある。 然るに この 精祌を さとらずに、 印^の S 想に 

迷って ゐ ると いふ 事で、 ^者 を 批難す る 入が 往々 あるが、 これ も 上に 述べた のと 同じく 笛らない 事で ある。 

大町 桂月 曰 はく 「以上 印度の 世界 创造 說を舉 ぐ。 親 ^は 皇祖 皇宗 以前に 遡りて 世界の 創造 を窮 む。 谩に 佛欽ゾ -知訪 

を 振リ舞 はす ものと 誤解す る こと 勿れ。 ^^をして 今日に あらしめば、 和漢の みならず、 K 米 學問货 地 を W ぶ. L て 

世界的なる べし。 ^時に 在りても 世界的な リき。 親 ほの 所 IS 三 國とは 日本、 支那、 印^ 也。 卽ち^ 時の 世界 也」 とレ 

つて ゐる 信に この 一 百の 如くで ある。 

さて こ こで 印 皮の 事 は 打ち切り にして、 次に は 支那の 創世 說 にう つるので ある。 

卷 1 序 諭  三 三 


it 皇正铳 JS 逸義 


三 四 


r»OK 本 5」 

に 作る。 他 諸 

本に より 正す 

「ど」 底本 「ば」 

に 作る" 他^ 

本に よりて 正 

す 

「は」 梅、 群、 北 

によりて：^ ふ 


シン ダシ 


ショ ケ. 


セ カイ n ン リフ 


n 卜 タシカ 


震旦 は 殊に 書 契 を 事^す る國 なれ^、 世界 建立 を 云へ る事璲 ならず。 儒 

o  o 

ショ  フッ キシ  ィ  ワウ  アナ タ  ィ  タタ シ イシ ョ  セッ  コント ンミ ブン 

書に は 伏 犧氏さ 云 ふ 王より 以前 をば 云 はず。 但、 異 書の 說には 渾沌 未 分 

カタ チ  テン チ ジン  ハジメ ィ  カミ ョ  ォコリ ァ匕 二  アル ィ  マタ パン コ  ィ  ワウ 

の 形、 天地人の 始を 云へ る は 神代の 起に 相似たり。 或は 又 盤 古と 云 ふ 王 

ァ  メ  ジッゲ ツナ  バウ ハツ  サゥ モク  ナ  ィ  n トァ  ゾレ 

有りて， 目 は 日月と 成り、 毛髪 は 草木と 荧れ りと 云へ る 事 も 有り。 其よ 


シモ 


o 

テン ク ワウ チ ク ワウ ジン ク ワウ ゴ リ ヨウ トウ 


モロ〜.. 


ゥデ ゥチ ッヅ 


ォ ホ 


ワウ ァ 


ソノ ァヒ ダス 


り 


マ ン 


下つ かた 天皇 地皇 人皇 五 龍 等の 諸の 氏 打 連き て 多くの 王 有り。 其間數 


万歳 を經 たりと 云 ふ 


(霰且 は 云々) 「書 契」 は 文字の こと。 支那 は 文字 を 以て 事 を 記し 傳 ふる 國 であるが、 世界の 釗造を 云 ふ 事 はたし かで な 

、 o 

レ  . 

(^富に は 云々. - 儒 書 は 儒 敎卽ち 周 公 孔子の 道を修 むる 者の 書 をい ふ。 儒敎で 最初の 正史と する 史記に は 所謂 艽 帝から 初 

めて、 ここの 伏 犧氏を も 載せない。 これ は 怪力 亂神を 語らず とい ふ 孔子の 語に 則った もの かも 知れぬ。 

(伏 猫 氏) この 王の 事 は 正史に は 載せなかった が、 唐に 至って、 司 馬 貞が三 皇本紀 を 作って その 爲に 補った。 これに は 伏 

慷 氏 を包犧 氏と 書いて ある。 これ は 三皇の はじめて、 蛇の 身 人の 首が あって、 八卦 を畫 し、 書 契 を 造り、 嫁 娶の蹐 を 制 

し、 佃 漁を敎 へたと いふ。 

(但、 異 せの 說には 云々) 異 書と いふの は 異端の 書の ことで あらう， - 異端と は 聖人の 逍に 非ず して 別に 1 端 をな す ものと 

いふ 意で 儒敎 以外の もの を いふ。 

(渾沌 未 分の 骸 云々) 渾沌 は 混沌と も 書く。 世界の 未だ 開けぬ 以前の 象 をい ふ。 鵜 冠 子に 「雨 搽 (陰陽) 宋レ 分其氣 混沌」 と 

あり、 易 乾 鑿 度に 「太陽 者 未見 氣也、 太初 者 氣之始 也、 太 始者形 之 似 也， 太 素 者 笪之始 也、 氣似 質具而 未-相 離？ 謂-之 


混沌 こ と ある。 渾と 混と は 通用す る 字で ぁリ、 未 分 は その 渾沌と 意 は 同じい。 さて 異 書に は 天地 未 分の 前、 天地人の 

始を說 くこと が、 わが 國の 神代の 起り を 說く說 に 似た ものが あると いふので. あるが、 如何なる 書 を さした ので あるか、 

分明で ない。 しかし 淮南 子な どに 云って ゐる 語が 日本 紀の 開购說 に似て ゐる もの 往々 見 ゆる。 たと へば 「天地 未レ 剖、 陰 

陽 未, 判、 E1 時 未， 分、 萬 物 未， 生 云々」 C. 俶 眞訓) とい ひ、 「宇宙 生 i 氣、 氣 有- 1 涯垠 I 淸陽者 薄 靡 而爲, 天、 重 « 者 凝滞 而^^ 地。 脔 

妙 之合専 易、 重 濁 之凝竭 難。 故 天 先 成而地 後定」 (天文 訓) とい ひ、 「有 一 一 ニ祌 一^生！^ 天蕾レ 地」 (精神 訓) とい ひ 或は 三 

五 暦 記に 「天地^ 沌 如-鵜 子 T 盤 古 生-一 其 中？ 萬 八千歳、 天地開闢 陽 精爲^ < 、陰 濁^ レ 地盤 古在： 一 其 中二 日 九變神 レ於レ 天、 ffi> レ於 

レ地」 など あるの が、 日本 紀の 開闢 說と 似通うた 點が あるの を さした ので あらう。 

(盤 古と 云 ふ 王 云々) 盤 古と いふ 王の 事 は 上に 引いた 三 五 暦 記に も 見 ゆるが、 述異 記に は 「昔 盤 古 氏 之 死 也、 頭笾ー IW 岳 一目 

D2 月 一 脂膏爲 一一 江 海 『毛 髮& 草木 1」 と ある。 

(其よ リ下 つかた IK々) 憨 古が 人類の 始祖で、 それより 以後 天皇 氏 地皇氏 人皇 氏 五 龍 氏 等の 多くの 王が あると^ 書の 傳を 

あげたの である。 今史 記の 司 馬貞の 三阜； 本紀を 見る に t 1 說三皇 謂 一 1 天皇、 地 人， Ml 爲； I 三^? 旣是 開闕之 初^^ 之 所レ載 

不レ可 一一 仝弃 一」 と 云って ゐ るし、 又 「自 一一 人皇 1 巳 後 有. -五龍 氏 1」 と あるが、 その 注に r 按 五 龍 氏 兄弟 五 人並 乘, 龍 上下 故 

曰 一 一 艽龍氏 1」 と ある。 なほ その外に 燧 人氏以 卞無懷 氏まで 十六 氏の 名 を あげ rf^l 一一 皇巳來 有 一 一天 下 一之 號. 一と ある。 

(其 間 數万截 を 經たリ と 云 ふ。) 天皇 氏 は 兄弟 十二 人 立って 各 一 萬 八千歳、 地皇氏 は 十二 人で 各 一 萬 八 千 歲、 人 泉 氏 は 九 

人 凡べ て 百 五十 世 合せて e: 萬 五 千 六 百年と 史 記の 三 皇本紀 にある。 

(說) 以上 は 支那の 開闢 說を あげたの であるが、 それからの 世代 を 述べて、 わが 國 との 國體の 異同 を 示すべき であるが、 

文章が. 半 板になる のを婊 つた 爲 でも あらう。 一先 づ これで 打 切って、 次に わが 阔體を 論じ 初めて、 印度支那の 國 のす 

がた を あげつ つ 比較 論斷 しょうとして ゐ るので ある。 


ヮガ テゥ ハジメ ァ マッカ i シ ユウ  セ カイ コン リフ  スガタ テン デク セヅ 二  カタ 

我 朝の 始は 天神の 種 を 受けて、 世界 を 建立す る 姿 は 天竺の 說に 似た る 方 

卷 1 序 論  三 五 


「ただ」 梅 北 

C よ る ^ 本 

「仉」 とし、，：：、 

群 二 本 「唯」 と 

「遝」 ，= 本に よ 

る。 g 本 は 

「掼」 に 作る 


「選」 上に 同じ 

「なる ままに」 

底本 「成 テ マ 

ゝ」 とす ヽ 他 

諸 本に よりて 

正す。 

「しのぎ」 底 

本 「忍 キ」 と 

あり、 「忍」 字 

不^ なれば 他 

^本 S 假名 齧 

なる に從ふ f 

「かへ」 底本 

「換」 字と し、 

群 北 二 本 「巷」 

7 とす な：^ 

二 本の 假名 

なる に^-人 

r 甚 本 「其 一 

に^る. c 本 

「甚」 に 作り、 

他 本 假名に て 

かけり。 


^  £ 正 統 き" 、- 、も W 


ァ マ ッ：、 ォて 


-カタ ケィ タイ タガ 


-チ シュ 


-チ シュ 


も^る にや。 され ども 是は 天祖より 以來 繼體違 はずして、 ただ 一 種 まし 

o  o 

コト テン ヂク  リ ノ タグ ヒナ  カノ クニ  ハジメ  ミン シ ュ ワウ  シ ユウ タメ  エラ  タ 

ます 一^ 天竺に も 其類无 し。 彼 國の始 の 民主 王 も 衆の 爲に 選び 立てられし 

〇 

サ ウダ ク  マタョ クダ  ゾノ シュ シャゥ  ォホ  ホ ロボ  セィ リキ ァ  --グ レツ 

より 相續 せり。 又， 下りて は 其 種 姓 も 多く 滅 されて 勢力 有れば、 下劣の 

シュ  r- クシ ュ  ナ  ァ マサへ ゴ テン ヂク  トウ リャゥ  ャ カラ ァ  、ンン ダン マタ コト サラ ミ ダリ ガハ 

種 も國 主と 成り、 剩 五 天竺 を 統領す る 族 も 有りき。 震 且又 殊更 叨 しき 

クニ ナリ  ム カショ ス ナホ ミチ タク  トキ  ケン  エラ  サヅ  コトァ 

阈也。 昔 世 淳に道 正し かりし 時 も 賢 を 選びて 授 くる 事 有りし により 

O 

サダ  コト十  ランセ ィ  チカラ  モ  クニ  ァラソ  カレラ  ミン カン 

を定 むる 事无 し。 亂 世になる ま、 に、 力 を 以て 國を爭 ふ。 彼等 は 民間よ 

〇 〇 〇 o 〇 

ィ  クラ ヰ  ヰ  ァ  ジゥ テキ  ォコ  クニ  ゥパ  ァ  ァ ルイ  ルイ 

り 出で て 位に 居た る も 有り。 戎狄 より 起り て國を 奪へ る も 有り。 或は 累 

セィ  ニン  ソノ キミ  ッ匕  ュヅリ  ェ  ァ  フ ッキシ  ノチ テン シ 

±1 の臣 として 其 君 をし のぎ、 竟に讓 を 得た る も 有り。 ^犧 氏の 後天 子の 

o 〇 o 

シ 、ン ャゥ  コト ス. r ァ  サン ジフ ロク  ミ ダレ  ハナ ハダ  ィ  タ  モノ 

氏 姓 を かへ たる 事已に 三十 六。 亂の甚 しさ、 云 ふに 足らざる 者 を や。 


o  o 


(說) これから わが 國體の 特色 を說 かう として、 先づ 印度との 比較から はじむる。 

(我 朝 Q 始は 云々) わが^ 朝の はじめ 天神の 血統に して、 しかう して 世界 を 建てられた 樣子は 天竺の 說に 多少 似た 點がぁ 

る けれども、 お 、王が お^: 一系で いらせられ ると いふ こと は 印度に も 類がない とい ふの である。 

(繼鳞 ^1 ばず して 云々) 「櫞 體」 は 支那で は 天子の 位 を緞ぐ ことで ある。 漢書 外戚 傳に 「a レ古受 命 帝王 及 f 體守文 之 君 

非 一一 ^£德 茂 一也、 蓋 亦 有 一一 外戚 之 助 1 焉」 又 同書 師丹傳 に 「陛下 旣蠛ー 1 體 先帝 1 特甫： 一 1 大宗 1 承 一 1 宗廟 天地 社稷 之祀 一」 と あるが、 


その 用例で ある。 しかし、 わが？ I では 正しい 血統 を 以て 天皇の 位 を 攒 承す る こと をい ふので ある- 

, (ただ I 種 まします 辜 云々) 皇統 一系で、 萬 世に わたって か はらぬ 事 をい ふ。 これ は 天竺に かぎらず 世界中に 類の 无 いこ 

と は 古 もな マ も 同じで ある。  . 

(民 ま 一王 云々) 上に いった 印度 最初. -の 民主 王 も その はじめは 民衆の 選擧 によった が、 その後 は 子孫が 相 練した ので ある。 

佛祖統 記に、 「初 民主 王， 號 一一 犬 人？ 第二 王號 _| 珍？ ベ 中略) 乃至 三十 三 王 名 _1 善 思 ことあって、 その後に r 此三 十三 王^ 

子孫 相承」 と ある。 

クタ  ス シャゥ 

(又 世 下 リては 云々) 然るに 後世に なると 、その 穂 姓 (その 血铳 をう けた 種族) も 多く は 他の ものに 滅 されて、 勢力が あ 

れば、 下^なる 稗 姓の もの も國 の主權 者と なり、 甚 しいの は 五 天竺 を 統べ 領 する もの も 起った。 

(說) 以上 印度の 國體を あげたから、 これから 支那の 國體を 稍く はしく 云って 本邦の 國體と 比較す る。 

(豳 且又 殊更 s しき 國也) この 一句に て 支那^ 體の耍 は^きて ゐる。 

(普 世淳に 道 正し か リし時 云々) これ は 儒 数で、 理想と する 堯舜の 時代 を さした ものである。 資者を 揮んで、 王位 を 授け 

ると 云って、 堯が、 その子 をす てて 舜に讓 り、 -舜も その子 を さしお いて 禹に讓 つた 事が あって、 必ずしも 帝王の 一 系 

を定 むる とい ふ 事が なく、 これ を 賢い 事と した。 

(亂 世になる ままに 力 を 以て 國を爭 ふ。) 夏殷 周から 後 は 支那の 歷史 はた だ 力 を 以て 國を爭 ふことの^ 史と いってよ い。 そ 

の 事 は 次に  、 

(彼等 は 云々) と 云って ある 如く、 民間より 出で、 戎狄 から 來り、 累世の 臣が 君に 迫り 又は 殺しな どして 王位に 上る とい 

ふ有樣 である。 

(伏犠 氏の 後、 天子の 氏 姓 を かへ たる 事已に 一二 十 穴) これ は、 支那の 略史に 十八 史略と いふ 名の 書が ある やうに、 支那の 

主櫞 者の か はった 事 は 親！ ^卿の 時の 元まで 三十 六 王朝で ある。 それ は 支那の 歷史を 見れば 直に 分る 事で あるから 證を 

あげぬ。 

(亂 の甚 しさ、 いふに 足らざる 者 を や) この 1 句に て 支那の 國體の 言語 逍斷な ものである こと を 喝破し 去った。 

(說) 以上 印度支那の 國體の 言 ふに 足らぬ 事 を 明かに して、 これからい よく わが 國體に 論及し ようとい ふので ある。 

卷 1 序論  三 七 
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統 

IB 
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rs」2 上に 底 

本 「本」 字 あり 

他^ 本に なし 

r ォ ホン】 とよ 

ましむ る^に 

加へ しなり。 

而 底本 「*」 の 

下に ヒと 注す 

ra^JC 本に よ 

る 底本 「殊」 と 

せり。 

r 顯」 c 、群、 北 

による。 底本 

「彰」 とせり。 

「弊」 底本 5」 

とす 今 白 本に 

よる。 他 二 本 

は 假名と せり 

「述」 梅 本に よ 

る。 底本 は 

「仲 一とし 他 本 

は 「直」 とせり 

「事 をば」 梅 本 

による。 底本 

ノ 葉プ」 と 

する は諷 なり 

白 群 北 は 「事 

ハ」 に 作る。 


(只 我國 のみ 天地 開けし 始めよ リ 云々) 只我國 だけ は 印度支那 などの みだり が はしい 國々 と は 違って、 天地 開關の 始め か 

ら 今の 世の 今日の 日に 至る まで、 天皇の 御 位が 正しく 1 系の 皇統に よりて 傳 へられて、 同じ 皇統の 中に 於いても 時と 

して は 何 かの 事情で 傍より 傳へ耠 うた もの も、 いつしか 正し い 方に 歸 ると いふ 道が 不知 不識の 間に 行 はれて わが M 位 

が 正しく 今日まで 維持 せられて 來てゐ ると いふので ある。 これが、 神皇 正統と いふ 思想で、 この 書 仝體を 貫いて ゐる 

. 根本原理 である。 

(併) r しかしながら」 とい ふ は 今日の 俗語の 意味で はなく、 「 1 切」 「悉皆」 の 意味で ある。 

(神明の 御 誓) 誓 は 約束の こと、 これ は 天照大神の 天壌無窮の 神勅 を さす。 

(新に して) その 效驗の 常に 明かで 年月 を 經ても か はる ことの 無い の を いふ。 


タク ヮガ クニ  ァメ ツチ ヒラ  ハジ  ィ .3.  ンニチ ， イリ  、 t^u ゥ V 

只我國 のみ 天地 開けし 始めより 今の 世の 今日に 至る まて 日嗣を 受け 給 ふ 

コ トヨコ シマ  イチ シュ シャゥ ゥチ  ォキ  オノ- ッ カラ カタ ハラ  ッタ タマ  ナホ タダシ キ 力へ 

事 邪なら ず、 一 種 姓の 中に 於ても 自 傍 より 傳へ給 ひしす ら猶 正に 歸る 

ミチ， ス  タモ  コ レシ カシ ナガ シン メイ  ォ ホン チカ ヒア ラタ  ョ コク  コト 

道 有りて ぞ恃 ちまし^^ ける。 是 併ら 神明の 御 誓 新に して、 餘國に 異な 

、、ス  ーノ  一  ^  、  o  o  o  o 

ィハ ナリ  ソ モ，. .\ シン タウ  コト  タ ヤス  ァラハ  ィ  コ. t  * ァ  9 コンク ン  シ 

るべき 謂れ 也。 抑 神道の 事 は 容易く 顯さ ずと 云 ふ 事 有れ ざ も 根元 を 知 

ミ ダフ ガ 、  、シ  ナ  ソ  ッヒ エス ク  タメ  ィサ 、 シル  ハべ 

ら ざれば、 ゆしき 端と も 成りぬべし。 其の 弊を濟 はん 爲に 聊か 勒し 侍り。 

カミ ョ  シ ャゥリ  ゥ ケッタ  ィ ハレ ノ  コト ココ P ザ  けネ jf コ  >ト , 7  J 

神代より 正理 にて 受傳 へ つ る 謂 を 述べ ん事を 志して 常に 聞 ゆる 事 を は 載 

シカ  シン ク ワウ シャゥ トウ キ  ナジ  ハべ 

せず。 然れば 神皇の 正統 記と や 名け 侍るべき 


「、1 本 「立」 

とす。 他 諸 あ 

によりて 正す 


(餘 B) 他の 園々 

r*- 道. W 辜 * 云々) 神道の 寧 に ^多 く：：；； つ 神秘た も の で W りに^べ て はた、 しぬ とい ふ^で は あるが、 わが^ 汆の 源は祌 M 

に？ する ので あるから、 これ を 知らねば 國 家の 根元 を 知らず、 それが 爲に みだり が はし い 事の 起る ％と なるとい ふ瞜が 

ある。 それで さやうな 間違 を た^し 濟は うと 思 ふから、 神道の 重大 事 を も 聊かし るすので ある。 しかし これ はた だ祌 

道を傳 ふるのが 目的で はなく、 神代から 皇位が 正しい 皇統に、 正しい 道理に よって 受け 傳 へられた 謂を逑 ぶる こと を 

主眼と して ゐ るから、 世間に 誰でも 知って ゐる樣 な 事で、 この 神 &の • 正統に 深い 關 係の 無い 事 は 載せない とい ふので 

ある。 それで あるから、 この 書 をば 

神皇の 正統 記 と名づ くるの が適當 かも 知れぬ とい ふので ある。 

(說) ここで、 本書お 述の 本旨 を 明かに した。 ここまで が、 本書 仝體の 冒頭と いふべき 部分で ある。 

最初より ここまでの 間が おの づ から 二 大部に 分れて 最初の 一 大部 は 「大日 本 者神國 也」 とい ふことの 說 明で、 

一 大部 はわが 國 體の總 論で、 同時に 本書 を 莨いて 居る 极本 原理 を 示した。 


TN レア メ ツチ イマ  ト AT コ- トン  - I,  H  ノー- 

夫 天地 未だ 分れ •  さりし 時 渾沌と して 圓 かれる 事雞 子の 如し 溟滓 りて 萠 

フク  コレ イン ャゥ グ ワン ソ i ブン イチ キナリ ソノキ ハジメ  ワカ  キヨ アキラ 

を 含めり き。 是 陰陽の 元 初 未 分の 一 氣也。 其氣 始めて 分れて 淸く 明かなる 

ァメ ナ  ォモ  ュゴ  ツチ  ナ  ソノ ナカ .7 チ^ 

はたな びきて 天と 成り、 重く 濁れる はつ づきて、 地と 成る， 其 中に 一物 

ナ  ィ  カタ チア シカビ  ゴト  スナ ハチ ケ  カミ  ナ  クニ  ノト コタ チノ、 づト マテ 9 

成り 出で たり。 形 葦 牙の 如し。 卽 化して 神と 成りぬ。 國常立 尊と 申す 

マタ  ァ メノミ ナカ ヌシノ 力；、  ガウ  タテ マツ  コノ カミ  モク クヮ ド コン スィ  ゴ ギヤ ゥ トク  3 

又は 天 御中 主神と も號し 奉る。 此 神に 木 火 土 金 水の 五行の 德 まします 

o  • 

マジ  スィ トク  カミ  ァ -フハ  タマ  クニ  ノサ ッ チノ ミコト ィ  ツギ  クヮ トク  カミ  トヨ ク. * スリ ミコト 

先、 水德の 神に 彰れ給 ふ を 國狹槌 尊と 云 ふ。 次に 火 德の神 を豊斟 i: 尊と 


，キ n ン トン 


キ *i シ 
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神^ 正統 記述 義 I  I        I  .  ,wo  

ィ  ァメ  ミチ ヒト  -ジ ャゥ  コノ ユエ ジ ユンナン  ツギ-一  モク トク  力 i 

云 ふ。 天の 道獨り 成す。 故に 純 男に てます。 お^。 次、 木 德の祌 

ゥ ヒヂ 一一 ノ ミコト ス ヒ. ヂ ニノ、. 、ロト  ィ  ツギ 二  コ ン トク  カミ  ォホ ト ノ チノ ミコ トォホ トマ へノ ミコト  ィ 

を 泥. S 煮 尊、 沙土煮 尊と 云 ふ。 次、 金 德の神 を 大戶之 道 尊^ K 苫邊 尊と 云 ふ。 

,  o  o 

ツギ-一 ド トク  カミ  ォモ タル ノミ コト カシ コネ ノミ コト ィ  ァメ ツチ  ミチ ァヒ マジ ハ  オノく I- イン ャゥ  カタ チア 

次、 土德の 神 を 面 足 尊、 惶根尊 ^云 ふ。 天地の 道 相 交 り て 各 陰陽 の 形 有り。 

シカ  ソノ フルマ ヒナ  ィ  コノ モロ カミ マコト  クニ トコ タチ  ヒト ハシラ 

然れ ども 其 振舞 无 しと 云 へ り。 此諸 神實に は國常 立の 一 神に てまし ます 

ゴ ギヤ ゥ トク オノ-力 ミ  ァラハ タマ  コレ ロク タイ  カダ  チリ  ュ サン セ 4 

なるべし。 五行の 德各 神と 彰れ給 ふ。 是を六 代と も算 ふる 也。 二三 世の 

シ タイ  タ  ァラ 

次第 を 立つべき に は 非ざる にや。  、 

c^s) これから 本書の 主と する 所 即ち わが 國 家の 事 を 專ら說 く 事と なる が、 こ V に は その 最初と して、 天地 未 剖の 時から 

諸 神の 出現の 事を說 いたので ある。 

(天 地 未だ 分れ ざ y し 時 云々 卽化、 して 神と 成 リぬ國 常 立 籙と 申す。) 「渾沌」 の義は 前に ある。 「鶏 子」 は 鵜 卵で ある。 この 

一文 は：：： 本 紀の文 を 主として、 著者の 信ずる 神祇 說を 交へ て說 いて ある。 日本 紀の文 は 次の 如くで ある。 

「古 天地 未， 割、 唸 陽不， 分、 渾沌 如， 一 鷄子？ 溟淬 而舍, 牙、 及， 一 其 淸陽者 薄 靡 1 而爲， 天重 濁 者淹^ 而爲地 …… 于時 天地 之 中生-  i 

物 1 狀如 _1 葦 牙 T 便 化^ 神號 一一 國常立 尊 ここれ に對 して そのく X もりて 萠しを 合め る を さして 「陰陽の 元 初 未 分の 1 氣也」 と 

いふ 文 は 日本 紀の 文で はなく、 親 房の 祌祇說 より 出た 說明 であるが、 これ は 恐らく は、 易の 槃辭の 「有 一 一太^ ー是ま 一^^ こ 

の說 明と して 孔穎 建が 疏に 「太 極 謂 一一 天地 未 分 之 前つ 兀氣. 混而爲 二。 一 氣旣分 之 後陽氣 居， 上^, 天、 陰氣 sg、 ト^, 地。 居レ 

上 者輕活 、居^-者 重 濁 如-止水 一 於， 是 天地 位焉、 乃 謂 一一 兩儀こ とい ふに 基いた もの^ あらう。 (これ は 度會家 行の 類聚 神 

, 祇 本源に 出で、 又 元 々集に も 引いて ある) 


(又は 天 御中- W 神と も號し 奉る) この 說は 正しい 古 傅に 見えぬ。 恐らく は當 時の 祌紙說 によられ たので あらう。 この 說を 

なす もの は. 神 皇實錄 であるが、 これ は 種々 の說 があって その 著者 もとより 明かで ない が、 類聚 神祇 本源に 引用して 

ゐ るから、 相當に 古い ものである。 しかし これ は 純 神道で は認 むる ことの 出来ぬ 說 である。 

(此 神に 木 火 土 金 水の 五行の 逋ま します) これ も 支那の 五行 說を わが 神道に 習 合した 說で 正しい 古傳 ではない • この 說も 

^時の 神道 說に 基づいた ものであるが、 この 說は 類聚 神祇 本源に、 「然則 國狭槌 尊 以下 五代 水 * 火、 木、 金、 土 者國常 

立 尊 之 具德」 とい ひ、 又 元々 集に も 見 ゆる。  - 

(先 水逋の 神に 彰れ給 ふ を 云々 次に 火铯ー K々) この 水德、 火德 等の 語は當 時の 祌道說 によった もの だが、 その他 は H 本紀 

によった ので ある。 日本 紀に 上に 引いた 「號國 常 立 尊」 の 文の 次に 「次 國狭槌 尊、 次^ 斟淳 尊。 凡 三 祌矣。 .1 と ある。 

こ \ の 水火の 德の事 は 下に 1 括して いふ。 

(天の 道獨リ 成す。 故に 純 男に てます) これ は 曰 本紀に 上の 文に 引つ ビ いて、 「乾 道 獨化以 成 一- 此純男 こ と ある 文に よった 

事 は 明で ある。 易で いへば、 乾 は 天で あるから 乾 道 を 天の 道と わかり 易く した ものである。 この 文 は 日本 紀 にある が、 

それ は 日本 紀の 原本に はなかった ものであると いふ 說が ある。 その 說の第 1 の證據 とする の は、 長寬勘 文に 引いて あ 

る 日本 紀に はこの 文が 無い とい ふ點 である。 然るに、 これ は根據 のない 事で、 長 寛 勘 文の 日本 紀の 文に は 明かに この 

十字が ある。 やはり、 これ は 日本 紀の 原文で ある。 さて 乾 は 易で は 男に あつたから、 純 男と いったの である。 

(純 男と 云へ ども 云々) とれ は 本文に 純 男と いったの を說 明す る爲の 注で ある。 純 男と いふから これらの 祌が 男の 形 を あ 

ら はして ゐら るる かとい ふに、 必ずしも 男の 形 を あら はして ゐら るると 決定的に は いひが たいとい ふので ある。 

(次 木 德の神 を 云々、 次 金 铕の神 云々、 次 土 铕の神 を 云々 メ これ も 日本 紀の 上の 文の つ ^ きに 「次 有レ 神、 逞土煮 尊、 沙， H 

煮 尊。 次 有 レ神大 戶之道 尊、 大苫邊 尊。 次有レ 神、 面 足 尊、 惶恨 尊」 と あるに よった。 その 德の事 は 次に いふ。 

(天地の 道 相 交て 各 陰陽の 形 有リ) それ は 日本 紀 上文の 次に 「次 有レ 神、 伊弗諾 尊、 伊羿冉 尊。 凡 八 神 矣。」 とあって、 そ 

の 次に 「乾坤 之 道 相參而 化。 所以 成 一一 此 男女 こ と ある 文に よられた ものである こと は 著し い。 而 して 易で は 乾 は 天、 坤 

は 地で あるから 天地の 道と いひ、 男 は 陽、 女 は 陰で あるから 陰陽の 形 ありと いひ かへ たもので ある。 しかし、 これ は 

日本 紀の 文の 說 明に 止まらないで、 やはり 1 種の 哲學說 となって &る。 日本 紀の 乾坤 は、 抽象的の 乾坤で あるが、 ここ 

では 天地と いって ゐ るの は、 た^ いひ か へた だけで はなく、 多少 思想が か はって ゐ ると 思 はるる。 しかし、 委しい こと 
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lie-  W1 正 4^  ふん 


四 二 


こ 


はこ >f に いはぬ e 

(然れ ども 云々) 男女の 形 は あら はれ たれ ど、 夫婦の 關係を 以ての 御 振舞 はない とい ふ 傳說が あると いったの である 

れは 夫敲の 交り は 次. の伢 弗諾、 伢穽冉 二 神から 初 まった とい ふ 古 傳說に 基づく ので ある。 

(此諸 神 云々) これ は。 古神 典に は 見えぬ 事であって、 中古の 神道 說 から 生じた 說 である。 この 說は、 上に 引いた 類聚 柳 

紙 本源に^ えて ゐる。  . 

(五行の 德 云々) これ も 當時行 はれた 祌道說 に 見 ゆる 說 である。 それ は 類聚 神 紙 本源 * 元々 集 等 を 見れば わかる。 さて こ 

れら の祌々 を 水、 火、 木、 金、 土の 順序に した 事 は、 支那の 五行 說の 影響で あらう。 五行 大義に 「經云 天生 レー 始-! 於 

北方 水 T 地 生， ニ始， 一 於 南方 火 T 人生 ヒー ー始， 一 於 東方 木 T 時 生 レ四始 II 於 西方 金 T 五行 生 レ五始 - 於 中央 土 1」 と 見え、 祌風和 記 

に 「謂 國狭槌 尊 ハ水德 ノ始、 豐斟淳 尊 ハ 火德 ノ始、 泥土 瓊尊ハ 沙土瓊 尊 ト同ク 木 德ノ始 、大戶 之 道 尊、 大苫邊 尊 ハ金德 

ノ始、 面 足 尊、 惶根尊 ハ土德 ノ始、 仍此 五行 ヲ竪樣 -I 開 ィテ、 中ノ 五枉ノ 神代 ト 、ノ 申也ト 次第 ス レドモ 撗ニソ ナフ レ 

バ ス ベ テ 前後 ノナキ 故 一一 或 次第 モ不レ 問或ハ 互 -1 異名 トモ 成 レリ」 と いって ゐ るので、 その 思想が 略 わかる。 

(是を 六 代と も算 ふる 也) この か ぞへ方 は、 日本 紀に r 是謂ー 一 神 世 七 代 者 一 矣」 とい ふのと は 趣が ちが ふ。 これ は 伊弗諾 尊、 

伊 姅 冉尊を 次の 一代と して こ > に 加へ ないから である。 而し てこの か ぞへ方 も 亦、 當 時の 神 逍說に 基づく ので ある。 

類聚 神？ i 本源 卷 一 は 天地開闢 篇 であって、 卷ニは 本朝 造化 篇 である。 元々 集 も 同じく、 最初 は 天地 開-！ i 篇で、 次 は 本 

朝 造化 篇 である。 さう して、 二 書と も、 本^ 造化 篇の 最初に 伊 弗 諾伊獰 冉ニ尊 を 叙し 奉る ので ある。 それ故に、 その 

前 六 代 を 以て 天地開闢 篇に說 くので ある。 本書 も 亦 この 法式に 據 つたこと は 明かで ある。 

(ニー 一  I 世の 次第 を 云々) これ は 世代の 次第が あるので はない とい ふので あるが、 上の 五行の 德云々 の 下に 引いた 神風 和 記 

の 說明を こ v にも 注と して 考 ふれば、 明かに わかる であらう。  * 

(說) 以上で、 わが 國に傳 はった 天地開闢 說を 述べた ものであるが、 この 次に いよく 本朝の 元始 を說 かう とい ふので あ 

る。 大綱 を 提げて 後 次第に 細目に 入らう とする。 順序 正しい 論法で ある。 


「^姅 諾尊」 の 

「尊」 宇 底本な 


ツギ ケ シャゥ タマ  カミ ィザナ ギノ ミコ トイ ザ ナ ミノ ミコト マテ  コレ マサ  イン ャゥ フ タツ 

次に 化生し 給へ る 神 を 伊穽諾 尊 伊 莽冉 尊と 申す。 是は 正しく 陰陽の 二！ 


f ゥ クヮ 、ジメ  ナ  タマ  カミ  ゴ ギヤ ゥ チホ t ト  トク ナリ  コノ ゴ トク  ァハ 

分れて 造化の 元と 成り 給 ふ。 上の 五行 は猶ー つづつ の德也 此五德 を 合 

パン ブッ  シャゥ  ハジメ  D 

せ て 万物 を 生ずる 始， とす 

(說) 前の 天地開闢の 說明 をう けて、 その 天神 七 代の 最後の 祌 であって 人類の 祖 となり 賜 ふ 伊 羿諾伊 弗冉ニ 尊の 事に 入る。 

(次に 化生し 給へ る 神 云々) この 事に つ いて は 日本 紀の文 を 上に 引いて お いた。 

(是は 正しく 陰陽の 一一に 分れて 造化の 元と なリ給 ふ) 伊 弗諾、 伊 弗 冉のニ 神が、 國土萬 物 を 生み 袷うた 事 は、 日本 紀 にも 

古事記に も傳, へ てゐる 所で、 こ の 二 神が 男女の 外形 を 明かに 具へ、 夫婦の 逍を行 はれた 事 は古傳 說の傳 ふる 所で ある。 

(上の 五- IJ 云々) これ は 上述の 五行の 祌は いはば、 各 r つ \ の德 で、 それ <\ の 力 を 具備 せられて あるが、 未だ その 德の 

赏 行まで は 進まぬ 姿で あると いふので ある。 元々 集の 本朝 造化 篇の はじめに 「國常 立 尊以還 天神 六 代 之^ 形 器未レ 明、 

非レ 有、 非 レ无、 或 存否」 といって あるの を こ X の說 明に 供す る。 

(此 五德を 合せて 云々) これ は 伊 弗 諾、 伊 弗 冉のニ 神に 五行の 德が、 合せ 備 りて 生々 の 妙 用 を 生ずる こと を說 いた。 

(說) 以上 は、 伊 弗諾、 伊 羿冉ニ 神の 德用 を說 明した ものであるが、 これから わが 古傳說 によって、 わが国の はじめ を赏 

地に 說明 する 段と なる。 


し、 他^ 本に 

よりて 


「秋」 の 下 底本 

「津」 とせ リ， 

他 諸 本に より 

て 「の 一 と改 

む。 

「しらす」 底本 

「然 ス」 に 作 

る、 他 本に よ 

りて 改む C 

「矛」 底本 「戈」 

とせ リ， 上の 


アマ ッミ オヤ クュ トコ タ チノ ミコト 


ザ ナギ 


ザ チ- 


フタ C シラ 


チヨ ク 


タマ 


ーァシ ハラ  チ 

3!  is. 原の 千 


此に 天祖 國常立 尊、 伊 羿諾伊 弊 冉のニ 神に 勅しての 給 はく 

f 'ホ アキ  ミヅホ  チア  イマ シ ユキ  スナ ハチア メノ ヌホ n 

五^ 秋の I 雷の 地 有り。 汝往て しらすべ し。」 とて 即天瓊 矛 を 授け 給 ふ 

o  o  o  o  o 

フタ ヘシ ラコ ノホコ  サ タカ  アマ  ゥキ ハぉ. ゥ<  け〜 ズ  ゆコ  サ  t-p 

^SMU 一 ー神此 矛を授 りて 天の 浮 橋の 上に 竚 みて 矛 を 指し 下して 

タマ  ァ チウ ナバラ  ァ  —ソ リ.^ コ  1》 

かき さぐり 铪ひ しかば、 滄诲 のみ 有りき 其 牙の さきより したたり 落つ 


タ マ 


o  o 


o  o  o 
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四 四 


文字に よって 

「矛」 とすべ き 

なり、 白、^、 

北 三本 かくの 

如し C 

「さき」 魔 本 

「峰」 の 字と す 

今 他 本に よ 

りて frc とす 

「したた り J 底 

本 「溜」 とし 群 

北 二 本 「滴」 と 

す。 今 梅 白 二 

本に よって 假 

名と す。 


-シホ コ 


-ッ シマ 


才 ノ  3 


n  ノ ナ 


セプ r 


：り 


る 潮 凝りて 一の 嶋と 成る。 是を繳 馭盧嶋 と 云 ふ。 此 名に 就て 秘說 有. 

ョ ボン ゴ  カヨ  力  ソノ トコ 口  アキラ  シ  t ト ナ  ャ マト  クニ ホウ ゼン ナリ  ィ 

神代 梵語に 通へ る歟。 其 所 も 明かに 知る 人无 し。 大日 本の 國賓山 也と 云 


フタ：： シラコ ノシマ  ク ダリ ヰ  スナ ハチ クュ ナカ  ハ，、 ごフ  タテ  ャヒ 口  トノ  ケサク  トモ 

ふ。 ^有 二 神 此嶋に 降 居て 即國の 中の 柱 を 立て 八 尋の殿 を 化 作して 共に 


.ン ャゥヮ ガフ 


栖み給 ふ。 さて 陰陽 和合して 夫婦の道 あり， 


(此に 天祖 國常 立筠 云々) これ は 日本 紀 古事記の 傳に違 ふ。 舊事紀 によった ものと 思 はるる。 その 陰陽 本 紀に曰 はく 「天 

祖詔， 1 伊 弗 諾伊弗 冉ニ尊 1 曰、 有- -帶： 葦原 千 五 百 秋 瑞穗之 地 1 宜 _! 汝往修 _ 之、 則 賜- 1 天瓊戈 1 而詔寄 賜 也。 伊 弗 諾、 伢弗冉 二 

尊 f. レ詔 立- 1 於 天 浮 稅之上 I 共 計 謂 有い 物、 若 II 浮膏 1 其 中 蓋 有い 國乎。 ^以 II 天瓊矛 - 而採 之、 獲- -滄海 f 則 指 U 下 其 矛 1 而畫 _1 滄海 1 而 

引 レ上之 時， 21 一 一  矛 末 1 落 垂滴邂 之 潮 凝結 而爲レ 島、 名 曰 一一 礮駄盧 島 こ と あるのに よった ので あらう。 この 倏の事 は 日本 紀には 

二 神の 單な る發 意と して あり、 古事記に は 天神の 命に よりて 二 神が この 漂 へ る國を 修理 固成せ よと 仰せられ たと あつ 

て、 璺 葦原 云々 は いづれ も 天孫 降臨の 時の 神勅の 語に なって ゐる。 しかし、 これ は 必ずしも 舊事紀 のつ くり 事で はな 

いので、 日 $s の 1 書に も ある。 た^その 文 「天神 謂」 とい ひ 「二 神」 の 二の 字が なく、 「則」 が 「廼」 になって ゐる だけの 

違 ひが ある だけで ある それ 故 これ も 1 の古傳 である こと は 疑がない。 國常立 尊 を 天祖と いふ 事 は 上に も 例が あった。 

(天瓊 矛) 瑰は 「-こ とい ふ。 赤 玉の 事で あるが、 古、 矛に 瓊で 飾った ものが あつたの であらう。 これが 「ヌ ホコ」 とな 

るの は 熟語と なった 爲に 音の 變じ たもので あらう。 

サカ 

(此 * 又は 云々) この 矛の 別名 は 古 淳には 見えぬ。 中古からの 唱 であらう。 大和 葛 狨寳山 記に は 見 ゆる" 逆 矛 は 恐らく は 

サカホ コ 

宛字で、 榮 戈の 義 であらう し、 魔 返と は 惡魔を 追 ひかへ す靈 妙な 功力が あると いふ 意味で あらう。 

(一一 祌此矛 を 授リて 云々) これ は 舊事紀 によった ものであるが、 しかし、 日本 紀 にも、 新 章 的に は 出典 は ある。 即ち 「伊 

弗諾、 伊 羿冉尊 立 一一 於 天 浮 橋 之 上 1」 と あると 「廼以 一 一 天 瓊矛？ 指 下而探 之、 是獲 一一 瀹溟 f 其 矛 滴 瀝之潮 凝 成 一二 島 一 名 之 曰 


礅敉盧 島 こと あると がそれ である、 天の 浮 橋と いふ もの は 如何なる 物 か 明かに はわから ぬ。 天に 昇る 橋 だとい ふ說が 

ある けれど、 浮 橋と いふ 名に は相應 しない。 平 田 篤 甩の說 に は 神の 天より 降り 耠ふ 時に 大空に 浮べて 乘り耠 ふ もので 

あると いふ。 先づは 空中に 浮ぶ 船の やうな ものと 見るべき であらう。 靑 海原 は靑々 と 見 ゆる 大洋 をい ふので ある。 

その 大洋 中 を かき さぐり 耠 うた 天 項 矛の さきより 落ちた る 潮水の 凝り固ま つてな つた 島で あるが、 自凝 島と 名 づけた 

とい ふので ある。 

(此 名に 就て 一 K々) この 祕說 とい ふの は 何で あるか。 祕 密の傳 であるら しいから、 今から は 分らない が、 類聚 祌祗 本源に 「或 

云 緞馭盧 島 晻呼噱 呼 IT 神明 召請 之國 也」 と あり、 元々 集に も 同じ 趣に 見 ゆる。 これが その 秘 說 であるか も 知れぬ。 

梵語 云々 と 云 ふの は 「オン n  口  n  口」 とい ふ 梵語が 即ち 「オノ  n  口」 と 同じ 語 だら うとい ふ 事で あらう。 しかし これ 

はもと より 附會 の說 で、 信ずべき 限りで はない。 

(其 所 も 明かに 知る 人无 し) 礅馭盧 島の 所在の 明かで ない こと を 云った ものであるが、 或は 淡路の 西南の 隅に あると か、 

又 淡路の 東方の 海中に ある 沼 島で あると か、 淡路の 西北 隅に あると か 云 ふ說々 あるが、 果して 信ずべき か、 疑 はしい 

ものである。 

(大日 本の E1K 山 也と 一 K ふ) 大日 本 は 今の 奈良縣 の 大和 國を さすので ある。 その 寶 山と いふの は葛狨 山の ことで ある。 神皇 

系阖 にこの 緞馭盧 島の 下に 注して 「 瓧記 曰、 大日 本日 高見 國神 紙齊山 今此虚 也」 と ある。 その 社^と は 如何なる もの 

かわからない が、 行 基 菩薩 撰と 傳 ふる 大和 葛 城寶山 記と いふ ものが あって、 この 說を 述べて ゐる。 類聚 神祇 本源 卷三 

に 引いて 釋 家の 說 として ゐる。 しかし これ も 亦 僧侶の 附會說 である。 

(二 神此 |« に 降 居て 云々) これ も 恐らく は 日本 紀の 一 書に よった もので あらう。 その 文 は 「二 祌 降 一 一居 彼嶋 一 化 一一 作 八 尋之殿 一 

又 化 作 天柱 こ と ある。 八尋 殿と 云 ふの は廣大 なる 宮殿と いふ 程の 意で ある。 

(さて 陰陽 和合して 云々) これ は 二 神が 夫婦の 交 をな した まふ こと を 云った ので ある。 

(說〕 これから 所謂 大 八洲 を 生み 耠ふ 事に 說明を 進む るべき であるが、 その 前に、 上述の 天瓒 矛に ついて 粍々 の說が ある 

こと を 述べ て、 祌 道に ついて 正し い 見解 を 立 つ ベ き 心得に 論及した の が 次の 節で ある。 
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f 祌」 3- ト t、 

「二 」 あり 衍 

なる ことぎ し 

他 本に なし。 

「五十 金 鈴 天 

^の 岡 形」 底 

本 「鈴」 及 「天」 

の 下に 各 「ノ」 

ありて 「お」 に 

下に 「の」 な 

し。 他^ 本に 

よって 改む。 


P  ノ  4iJ  ジタ  ァメ ミマ  シタガ  アマ クタ  タマ.  ィ  マタ， スィ • ユン * テン ► ワウ * ギヨ ゥ 

此矛 は傳へ て 天孫の 順へ て 天降り 給へ りと も 云 ふ 又垂仁 天皇の 御宇に 

ャマ ト ヒメ ク ワウ-一 ョ アマ テラス ォホ ミカ ミ ォ ホン チシ  クニ グ-ー ソば ィにセ J ク J1 "ャ びコロ 

大倭姬 の 皇女、 天 照 太 神の 御敎へ のま まに 國々 を 巡り 伊勢の 國に宮 所 を 

もト  タマ  トキ  ォホ タノ ミコト ィ  力 ミマヰ  ァ  ィ  スズ  力 ハカ ミ  レイ * モヅ  マポ  ォ 

求め 給 ひし 時、 大田 命と 云 ふ神參 り 逢 ひて 五十鈴の 河 上に 靈物を 守り 置 

トコ 口 シメ  マテ  カノ アマ  サカ ホコ  ゴ ジフノ キン レイ  ァメノ ミヤ -ッ ギヤ ゥ  1 ャ マト 

ける 處を 示し 申し、 に、 彼 天の 逆 矛、 五十 金 鈴、 天 i 呂の圖 形 ありき 大 

^/  oooo  ooooo 

ト ヒメ ミコ トヨ p コ  ソノ トコ p サタ  , 力 ミノ リャ タ .  o レ；， ：， 7- , ス. - ^  ；: ザ 

倭姬 の命悅 びて、 其處を 定めて 神宮 を 立て &る 靈物は 五十鈴の 宮の 

ナ 5 ト  』サ  ィ  マタ タキ マツリ  f  マチ  リウ ジン ナリ  ソ  カミ アジ 力  チ 

W 殿に 納められ きと 云 ふ。 又 瀧 祭の 神と 申す は 龍神 也。 其の 神預 りて 地 

4-ク  チナ  ィ  ヒ トツ 二 ャ マト  タッタ  タ i  コ  タキ マツリ ドウ タイ  J 

中に 納めたり とも 云 ふ。 一 は大 倭の 龍 田の神 は 此の 瀧 祭と 同體 にます 

コ， 7i  r^y^v  ィ  ヨリ  ァ メノミ ハシラ クニ  ノミハ シラ ィ  オン チ  ィ  _ 

此 神の 預 りと も 云 ふ。 仍て 天柱 國 柱 ビ云ふ 御名 ありと も 云 ふ 

(此矛 は 云々) 伊羿諾 尊の 滄溟を さぐりた まひし 時の 天 瓊矛 は瓊々 杵 尊の 降臨の 時、 この 國に 持ち 降り 給へ りと いふ 傳說 

が あると 云 ふので あるが、 これ は 古語 拾遺に 天孫 降臨の 事 を 記して、 天祖より 八 咫鏡及 草薙劍 二種の 神寳を 授け 賜 ひ 

て 天 璽と した まふ 事 を 記し 「矛 玉 自ら 從ふ」 といって ゐる。 これ は 一種の 異傳 であるが、 三 穂の 神器が 二種に なって 

ゐる。 しかし、 他の 一種の 八尺瓊 曲玉 は その ，E ら從 ふといって ある 玉に 相 逢ない。 その 玉と 共に 傳 はった 矛が、 こ \ 

にい ふ天瓊 矛で あらう。 さう であると すれば、 この 說は 後世の 附會說 ではなく、 古から 在った 一種の 異傳 である。 

(又垂 仁 天皇の 御宇に 云々) 大倭姬 の 事 は 後に 委しく 出て ゐる。 ( 1 二八 頁) 太 田 命と いふ は 猿田彥 神の 子孫で、 こ、 に 土 著 

した 人で ある。 さて この 傳說 は倭姬 命^ 記に 見えて ゐる。 しかし。 そこに は 「從 一一 天上 1 志 天 投降 坐 比 志 天 之 逆 太刀 逆 


梓 金 鈴 等 也」 とあって、 天の 宮の阖 形と いふ もの は 見えない。 類聚 神祇 本源に は 神 記と いふ もの、 說を 引いて ある。 そ 

れには 「神 記 曰 天 之 逆 太刀、 天 逆鋅、 大小 之 鈴 五十 口、 天 宫之圃 形等是 也」 と ある。 これらの 說が、 こ >- に 記された も 

ので あらう。 逆 太刀と いふ もの は 何 を さす か 分らない。 逆鋅は 前に 出た 天瓊 矛で、 五十 口の 鈴 は 五十鈴川の 名に 因ん 

で 生じた 傳說 であらう し、 天 宫の阖 形と は- 大照大 御 神の 宮殿の 繪圆 であらう。 さりながら、 上に あげた 所の 諸の 書 は 

中古 附會 の說 によりて 生じた もので、 著者 も 云って ゐる 通り 信ずべ き 限りで はない。 

(大倭 姫の 命 5々) これ は 伊勢神宮 (內宫 ) を こ に 齋ひ鍈 め 奉られた 事 を 云った ので、 この 事に は異說 はない。 

(靈物 は 云々) 籁 物と いふの は、 上述の 逆 矛、 金 鈴、 阖形等 を さす。 それ を內宮 の洒 殿に 納められ たとい ふので ある。 洒 

殿 は 神域 內に 在って、 供進の 神酒 を 酸 造す る 所で あるが、 これに 屬 する 倉が 二 宇 ある。 古、 神の 貢 進物 はこの 倉に 納め 

られ たもので ある。 そこから この 傳說が 生じた もので あらう。 

(瀧 祭の 神と 申す は 龍神 也) 瀧 祭神と いふの は、 內宫の 神域 內に 祭らる \ 神 であるが、 古來 神殿がなくて、 石 港 だけが 築 

かれて ある.' 今 は 五十鈴川の 東岸に 祭られて あるが、 古代 は 西岸に あつたと いふ。 倭 姬命世 記に 瀧祭宮 に 注して 「無- 寶 

殿 r 在 一一 下津 底？ 水神 也。 一名 澤 女神 亦 名 美 都 波 神」 と あるの は 虚構で はない と 思 はるる。 かく 水神で あるから 印度の 

龍神に 附會 した もので あらう-。 

(其 神 預リて 一 K々) これ も その 石疊の 下に その 靈物を 納めて あると いふ 傳說が 在った 事 を 記した ものである。 この 說は例 

の黉山 記に 見 ゆるが、 信ずべき 限で は あるまい。 

( 一 は大 倭の 篛 田の神 は 云々) 大和 生 駒 郡 龍 田 神社の 祭神 は 風神で ある 事が、 延喜 式の 祝詞で 見ても 疑 はない。 それと 瀧 祭 

と同體 であると いふ 事 は 疑 はしい が、 中古に この 說が 在った ので あらう。 これ は 類聚 神^ 本源に 引く 二 所 太 神お^ お 

とい ふ もの に 載せ て ある。 

(天ノ 桂 國ノ桂 IK々) この 號は龍 田 風神の 名で あるが、 そ の 名稱を 以て、 伢勢 神宮で いふ 所の 心の 御 柱に 附會 した もので あ 

る。 これ も 二 所 太 神宮 麗氣に 見 ゆる。 

(說) 以上 中古からの 附會說 を あげたが、 これより 親 房 卿の それにつ いての 見解 を 述べよう とする ので ある。 
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神皇 正統 記述 義 I  四 八 

ムカシ ォ ノコ d ジマ  モチ クタ  タマ  コト  アキラ.  ョッタ  ィ  n ト 

昔、 繳馭盧 島に 持 下り 給 ひし 事 は 明かな り。 世に 傳 ふと 云 ふ 事 はお ほつ 

ァメミ マ  シ タガ タマ  力 ミヨ  サン ジュ  ジン ギ  ゴト  ッタ  タマ 

かなし。 天孫の 順へ 給 ふなら ば、 神代より 三種の神器の 如く 傅へ 給 ふべ 

サ  ハナ  イス ズノカ ハカ ミア  タダシ ァメ ミマホ n タマ 

し。 指し 離れて 五十鈴 河 上に 有りけ む もお ぼっかな し。 但 天孫 も 矛 玉 は 

ミヅ カラ シタガ タマ  ィコ トミ  シカ  ホコ  ォホ ナム チ  カミ タテ マツ クニ タヒラ 

自 順へ 給 ふと 云 ふ 事 見えたり。 sf。 遣の 然れ *ま、 矛 も 大汝の 神の 奉る 國平 

ホコ  イジ  ィコ トシ  ガタ  ホウ セン  ト* 、マ ■ フ ドウ 

げし 戈 も あれば、 何れと 云 ふ 事 を 知り 難し。 蠻 山に 留 りて 不動の しるしと 

ナ  コト  シャ ウセ ッ  タツ タ  ホウ セン チカ  トコ 口  サゥ ジン ァメ ノミハ シラク ニノ 

成り けん 事 ゃ正說 なる ベ からん。 龍 田 も賓山 近き 處 なれば 龍神 を 天柱 國 

ミハシ ライ  ジン ビ  コ コ&ァ  ォ ホョソ シン ショ  イセ ッァ  ュ 

柱と 云へ る も 深秘の 心有るべき にや。 凡 神 書に さま/^ の異說 有り。 日 

ホン ギ  クジ ホン キ  コゴ シフヰ トウ  ノ  コト  マツ ガク  トモ ガラ ヒトへ シン ヨウ  ガタ 

本耙、 舊事 本紀、 古語 拾 遣 等に 載せ ざらん 事 は 末 學の輩 偏に 信用し 難 か 

カノ ショ  ゥチ  ナホ イチ ケッ  コト ォホ  ィ ハン イシ ョ  ォ  タタ シ 

るべ し。 彼 書の 中に 猶 一決せ ざる 事 多し。 況ゃ異 書に 於き て は 正と すべ 

力 

からさる 攀 

(挽) 上の 天瓊矛 をば、 伊 弗諾尊 伊弗冉 尊が 緞馭盧 島に 持ち 下り 給 ひし 事 は 疑 ひない が、 それが、 この 世に 傳 はると いふ 

こと は 信じ 難いと いふので あるが、 これ は 如何にも さう である。 而 して 天孫の 順へ 耠 ふなら ば 神代から 三種の神器の 

如く 傳へ耠 ふべき であるに、 その 事の なくて、 それらの 靈 物が 天孫の 御身と 別にな つて 五十鈴 河の 上に 在った とい ふ 


こと も 疑 はしい とい ふので あるが、 これ はわが 國體 から 云っても さう あるべき で、 おぼつかなく 疑 ふべ く從ひ 難い 異 

說 である。 

(但し 天孫 も * 玉 は 5々) これ は 古語 拾 遣の 說で、 上に も 述べて おいた 通りで ある。 

(然れ ど 矛 も 云々) さて 古語 拾遗に 云った 矛が、 或は 天瓊 矛で あるか も 知れない が、 大汝の 神が、 自己が 國 平げ に 用ゐた 

矛 を 天孫に 奉った とい ふこと が、 日本 紀に 見えて ゐる。 その 矛の 事 も あるから、 1 槪 にかの 矛 玉と いった 矛 を 天瓊矛 

ときむ る 事 も 出来まい とい ふので、 これ も 穩當な 見解で ある。 

(R 山に «8 リて 不動の しるしと 成リ けん 事 や 云々) この 事 は 例の 寶山 記の 說 であるが、 これ も附會 であらう。 親 房 卿が こ 

れ を正說 なるべき とい はれた の は 首肯す ベ からぬ 事で ある。 

(«5 田 も 云々) 龍 田と 葛狨 山と はさ ほど 隔 つて は 居ない。 しかし、 これらの 間に 祌祕の 心 在りと いふ 事 はもと より 信じ 難 

い。 それ故に、 これらめ 說々 は 今日に 於いて 信じ 難い こと はいふまで もない。 親 房 卿が さばかり の 人で ゃはリ この 樣 

な 事に 多少な りと 信 をお かれた 事 は 時世の 然 らしむ る 所で あらう。 しかし これから 下の 意見 は 立 破な ものである。 

(凡 神 S にさ まくの 異說 ぁリ) 當時、 旣に 神道 五部 書 はじめ 多くの 神 書が あって、 さま，^ の異說 があった 事で ある。 

それらに 對 して の 著者の 意見 を こ X に 述べようと いふので ある。 

(B 本紀、 S 事 紀、. SHS 拾 遣 苺に 云々) わが 國の 正しい 古 傳說は これら 三 書に ついて 見るべき で、 それらに 載せぬ もの は 

信用すべからず とい ふので ある。 (日本 紀は 111 十卷 で、 元 正 天皇の 時代、 舍人 親王 等が 勅 を 奉じて 撰した もの、 古語 

拾遺 は 1 卷で平 城 天皇の 御世に 齊部廣 成が 古道の 衰へを 歎いて 上奏した ものである。 舊事紀 は十卷 で聖德 太子の 撰で 

あると いふが、 これ は 後世の 僞撰 である。) しかも これらの 三 書の 中で も、 なほ その 說區々 で、 1 定 しかねた もの も 

見 ゆると いふので ある。 されば、 それら 三 書 以外の 異說は 正しと すべきで あるまい とい ふので あって、 これ は 正々 堂 

々の 意見で ある。 (但し、 舊事紀 の 僞撰を 知らず して これ を 信用した 事と 古事記と いふ ものに 重き を 置かなかった と 

いふ 事は當 時の 學問 として 止む を 得なかった 事と 思 はるる が、 しかし、 それ は 犬なる 锹點で 惜むぺ きこと である。 さ 

りと てこれ が爲 に、 その 本旨 を 否定す る こと はもと よ リ出來 ぬ) 久米幹 文 この 段の 說を 評して 曰 はく 「此 1 段 はまこ 

とに 正しくい はれたり。 我 古の 學は 中古いた くお とろへ てえ せ學者 ども 愚なる^ をつ くり 出で、 却て 祌典を 汚す 樣な 

る說は 幾ば く 出た るか 知るべからず。 こ 》 に 正しと い へ る 舊事紀 すら、 實は僞 り 作れる ものたり。 されば、 こ、 は 古 
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なまに き 者 こ 小 7 り 本 S 

ら 乂 かが のれく <f 

む を く  、案 はか 字^ 止の 
c 收か 古な^ け と 本1" 下 
フ めけ 事る 本り しの 字に 
亡 しる 霞 巳べ 編 "てみ あ 該- 
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事 記 を 以て 舊事紀 にかへ たき 處 なり」 と 誠に この 言の 通りで ある。 

§ 以卜： 天 逆 矛に つ いての 種々 の 異說を あげ、 最後に 多くの 神 書に 異說 の少 くな， いこと を 論じて、 正しい 古 傳說は それ 

らの神 書に ある ものでなくて、 日本 紀、 舊 事紀、 古語 拾 遣 等に あると いふ こと を 示した。 それ は 1 見す ると 傍系に 入 

り 込んで、 祌& 正統 記と して は 多少 脫 線した 氣 味が ある やうに 見 ゆるが、 よく 考 ふれば 決して さやうな 事で はない。 

これ は 多くの 神 書に 異說紛 々であるが、 それらに 拘泥して は神皇 正統の 正し い 說を述 ぶる に 甚だ 妨 になり 何事も^ 宫 

に 入った 樣 になる。 それ故に、 正し い 說を述 ぶる に は それらの 附會說 を 1 切 排除して おかねば ならぬ。 そこで、 天 逆 

矛に 事よ せて、 先づ これ を 論じ、 これから 後の 神代の 事柄 は 主として 上述の 三 書に 傳へ たものに 據 るので あって、 紛 

々たる 雜 多の 祌 書の 說は 一切 顧みない ので あると いふ こと を こ  >- に 明かに したので ある。 それ故に こ \ をば 著者が 中 

古 附會の 神道 說に迷 はされ て かやうな 說を 述べた の だと 見る やうな 人 は、 本書の 精神 を 正反對 にと つて ゐる 近視眼 者 

であると いふべき である。 かやう に考 ふると、 本書の 一 言 1 句 も 漫然と 讀ん ではなら ぬと いふ 事になる であらう。 

n  ノ フタ r シラ ァヒハ カラ  ャヅ  シマ  ゥ  タマ  マジア ハヂ  シマ  ゥ  ァハ  >ヂ/ 

かくて 此ニ神 相 計 ひて 八の 嶋を 生み 給 ふ。 先 淡 路の洲 を 生みます。 淡 道 

ホノ サヮケ  ィ  ツギ  ィ ョ  フタ ナノ シマ  ゥ  t トツ ノミ  ョッ ノォモ テア  ヒ トツ 

穗之狹 別^ 云 ふ。 次に 伊 與のー 一名 洲を 生みます。 一 身に 四面 有り。 一 を 

ェ  ヒメ  ィ  コレ  ィョ ナリ フ タツ ィヒ ヨリ ヒメ  ィ  コ L  サス キ ナリ  ミ， ン  ォす 

愛 i 一  比 賣と云 ふ。 是 は伊與 也。 二 を 飯 依 比 賣と云 ふ。 是 は讚岐 也。 三を大 

ゲッ ヒメ  ィ  コレ  ァ ハナ リ  ョッ  ハヤ ヨリ ヮケ  ィ  コレ  トサ. ナリ r- ッズ  クク 

〔 且都比 賣と云 ふ。 是は 阿波 也。 四 を 速 依 別、、」 云 ふ。 是は土 佐 也 次に 筑 

シ  シ マウ  マタ ヒ トツ ノミ  ョッ ノォュ テア  t トツ シラ ヒヮケ  ィ  コレ  ッ クシ 

紫の 洲を 生みます。 又 一身に 四面 有り。 一 を 白日 別^ 云 ふ 是は筑 紫 

チリ  ノナ  チク ゼン チク ゴ  ィ  フ タヅ  トヨ ヒ ヮケ  ィ  コレ  トヨ クニ ナ リコ ノチ  プ ゼン プ 

也。 後に 筑前、 銳 後と 云 ふ。 二 を豐日 別と 云 ふ。 是は 豐國也 後に 豐前豐 


3 ク 


は上萆 の符號 

たるに.^ まる 

「に」 白 群 北 三 

本に よりて 補 

、 o 

「塞」 底本 「書」 

に 作る e 梅、 

白、 北 三本に 

よる。 群 本 

「速」 と せる は 

編者の 正せる 

ならむ され ど 

誤の ま、 なる 

が 本來の 姿な 

らむ。 

「津」 底本 脫 

す。 他 諸 本に 

よって 補 ふ。 

「悉」 底本 「書」 

に 作る 他 諸 本 

C よ る。 


後と 云^。 三 を晝日 別と 云 ふ。 是は 肥の 國也。 後に 肥 前、 肥 後と 云 ふ 四 

, にョ ク ズヒネ ヮ.^  ヒゥ ガ ナリ  ノチ  ヒ ゥカ  ォホ スミ  サッ マ  ィ  3  ？ 

を豐 久^ 比 泥 別と 云 ふ。 是は 日向 也。 後に 日向、 大隅、 薩 摩と 云 ふ 纖難 

ツギ ニイ キ  シマ  ゥ  ァメ  t トツ ハシラ  ィ  o ツギ. 二け シマ 

，の 御 次壹岐 の洲を 生みます。 天 比 登 都 柱と 云 ふ 次對 馬の 

シマ  ゥ  アマ ノサテ ヨリ AJ  メ  ィ  ツギ -ォキ  シマ  ゥ  O  • アマ i  ノ- 

洲を 生みます。 天 之 狹手依 比 賣と云 ふ。 次に 隱岐 の洲を 生みます 天 之 

オシ コ P ヮケィ  ソギ サド  シマ  ゥ  タケ ヒヮ ゲイ  ツギ ニォ ホヤ マ トー ^3 

忍許呂 別，、」 云 ふ。 次に 佐 渡の 洲を 生みます。 建 日 別と 云 ふ。 次 大日 本豐 

アキ クシ マ  ゥ  ァメ ミソラ トヨ アキ ツネ ヮケィ  ス  コレ  ォ ホ，. ャ」. uliL  パ-- 

秋 津洲を 生みます。 天 御 虚空 豐秋津 根 別と 云 ふ。 惣 ベて 是を 大八^と 云 

チリ n ノホカ アマ タ シマ ゥ  タマ  ノチ ゥ； -ャマ 力 h  • キト けャ i 、け サ， けャ *  .rr」7 や 

ふ 也。 此外も 數の嶋 を 生み 給 ふ。 後に 海山の 神 木の 父 草の 父 まて 釆 | 

く!^ みまして けり。 何れも 神に ませば、 生み 給へ る 神の 洲をも 山 を も 作 

タマ  シマ ャマ ゥ  タマ  カミ アーリ ハ  ゆ 6 はョ 1 . ) ^ 

り 給へ るか。 はた 洲山を 生み 給 ふに 神の 彰れ ましく ける 歟 神 世の 態 

なれば、 眞に 計り 


ガタ 


(說) これから 大 八洲 國 生の 說 話に 入る ので あるが、 これからの 說は 専ら、 日本 紀、 舊 事紀、 古語 拾逍 等に 據 つて、 他の 

神 書の 異說に は觸れ ない ので ある。 

(かくて 云々 惣. ベて 是を大 八洲と 云 ふ 也) こ X の 文 は 何に 據っ たかと 考 ふるに、 大體舊 事 紀に據 つた ものと 考 へらる る。 

もとよ リ舊事 紀とは 多少の 出入が ある けれど、 日本 紀 ではこ^ 樣な說 はない。 さて 舊事紀 はこの 國 生の 傳 はニ樣 あつ 
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五 1 
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て、 はじめの は その 順！ i だけ を 示して、 島の 神 名 は あげない。 次の は 1 々神 名 を あげて あるが、 その 順序 は はじめの 

分と 一 致しない。 この 書の 記事 は 順序 は はじめの 分に より、 次の 分に よって 神 名 を 加へ たもので ある。 この 神 名の 記 

事 も 舊事紀 の 文 その ま X でなくて 異同が ある。 しかし、 やはり 舊事紀 から 出た もの である と考 ふる。 即ち 「讚 岐國 

謂, 一飯 依 比 古 こ と あるに、 こ 》 に は 飯 依 比贾と ある。 これ は 古事記に もない 事で 、全く 撰者の 記憶 違 ひに 相違ない。 

土 佐 國を速 依 別と いふの は、 蘀事紀 以外に は 無い 事で ある。 又 「愛 上 比 w」 の 上 字 を 加へ て あるの は 古事記に この 神 

の 名の 發音を 示した のに 據 つたので あるが、 舊事紀 にも その ま >? とって ある。 しかし、 こ X の は 古事記から 出た ので 

なくて やはり 舊事紀 から 来た もので あらう。 筑紫 島の 記事 も 大體舊 事紀に 1 致す る。 そのうち 肥 國を畫 日 別と いふ 事 

は 如何なる 古典に もない。 舊事紀 に 「肥 國 謂., 速 日 別 こと あるの X 誤記で あらう。 但し、 舊事紀 に は 別に 「次 熊 襲國謂 n 建 

曰 別 ことい ふの を 採らない。 これ はこの 1 頊を加 ふると、 筑 紫が 五國 になって、 面 四 ありと いふのに あはない。 これ 

は 舊事紀 の 矛盾で あるから 採らぬ 方が よ ぃ譯 である。 又 佐 渡 島の 神 名 は 舊事紀 の 本文に はなくて、 「熊 襲國謂 一一 建 日 別 1」 

の 下に 「一 云 佐 渡 島」 と 注した 說を探 用した ものと 考 へらる る。 

(後に 海山の 神木の 父、 革の 父まで 云々) これ は 日本 紀に 八州 國產の 次に 「次 生 JT 次生レ 川、 次 生， 山、 次 生- 一 木祖 句句 迺馳 f 

ュ  カャ 

次 生 一一 荜祖 草野姬 一 亦 名 野槌」 と あるのに 大體據 つた もので あらう。 海の 神は大 綿津見 神で あり、 山の 神 は 大山 津見^ 

である。 

(何れも 神に ませ ぱ 云々) この 見解に つ いて 久米幹 文が 曰 はく 「この 國 土の 事に 付いて はさま，^ の異說 あれ ども、 准 后 

のかく の耠 へる は赏に 卓見な り。 天地 を鎔 造し、 萬 物 を 生成す る 天神の 御 わざ を 我々 凡 下の 繫が百 分の 1 も はかり 知 

るべき にあらず。 然るに 凡慮 を 以て 今の 世 中に 神代 を くらべて 論 ふ は 愚な りと いふべ し。 矛 鋒より 滴る 潮の 沫の 凝て 

島と なりし 例 を も 思 ふべ し。 國と 成べき 元 質 を 生み 耠 はんに 何の 難き 事 か ある。 其 元 質に 種々 の 物の 寄付て 數十萬 年 

ふる 間に 大 なる 島と 成り、 國 となる は理 の當然 なり。 然るに 國 魂の 神 在りて、 其國を まもり 助け 耠 へれば 祌 異なる 國と 

はなれる なり。 其 他も昝 この 例な り。 さて 此八 嶋まづ 成た る 故、 我國の 古名 を大 八洲 國と いふなり。 其 後 海山 草木の 

祌 を生耠 へ るが、 其 萬の 神た ち もみな 祖神を 助け 奉て、 島 を も 山 を もつ くれる なるべし。 または 洲山 をつ くり 給へ る 

に祌 たちあら はれた るか、 神 世の 事 なれば、 今の 凡慮 を 以て は 針り がた しとな り」 と 云って ゐ るが、 こ >- の 撰者の 

心 をよ くい ひ あら はして ゐ ると S3 ふ。 


「如何して」 梅 

本 r ィ カテ 力」 

白 本 「ィ カソ」 

群 本 「如何て」 

北 本 「何 ソ」 に 

作る。 

「御子」 底本 

「尊」 とし、 梅 

本、 c 本 r ミ 

コ」 とし、 北 本 

「王」 とす、 今 

群 本に よる。 

「の」 「は」 他 

本に よりて 加 

、 o 

「まし ませ」 底 

本 「在」 字 を か 

け り。 


「妾」 底本 「錦」 

に 作る 誤なる 

こと 著し、 他 

諸 本に よりて 

正す。 下 铐 同 

じ 0 


フタ ハシ ラマ タ ハカ- 


ヮレ スデ， 


ォ ホヤ シマゲ -ー オヨ  ャマカ ハク サキ 


1 一 神 又 計 ひての 給 はく、 「我 己に 大 八洲 國 及び 山川 草木 を 生めり 如何 

o  o  o 

ァメ ノシタ  キミ  モ ノウ  マ  ヒノ カミゥ  コノミ コヒ 力 

て 天下の 君た る 者 を 生ま ざらん や。」 とて 先 づ日神 を 生みます。 此 御子 光 

o  o  o 

ウル f  クニ  ナカ  テ  トホ  フタ ハシ ラョ コ 口  ァメ  ォク  ァ  テ ンジ ャゥ  3 ト 

り 麗しく して、 國の 中に 光り 透る。 ニ神悅 びて 天に 送り 上げて 天上の 事 

サ.？ \ タマ  コ ノト キア メッ チア t サ  コ トトホ  ァメ- ミ ハシラ モ  ァ  タマ  コ 

を 授け 給 ふ。 此時 天地 相 去る 事 遠からず。 天の 御 柱 を 以て 上げ 給 ふ • 是 

ォホ ヒル メノ ミコト マテ  0  0  マタ  アマ テラス ォホ ミカ ミ  マテ 

を 大日 霎 尊と 申す。 ，t はま^ I はせ 1^?: ^ひと も 又は 天照大神 とも 申す • 

0  0  0  0 

ュョ ジン  チリ  ツギ  ツキ ノカミ  ゥ  ソノ ヒ カリ ヒ  ッ  ァメ  ノボ 

女神に てまし ます 也。 次に 月 神 を 生みます。 其 光 日に 次げり a 天に 上せ 

ョル  マツリ ゴ トサヅ  タマ  ツギ  ヒ ゃコゥ  ミ トセ  ナ  ァシ タ 

て 夜の 政 を 授け 給 ふ。 次に 蛭 子 を 生みます。 三年に 成る まで 脚立たず。 

ァ メノィ ハク スフ ネ  ノ  カゼ  ハナ  ス  ツギ  スサノ チノ ミコト  ゥ  ィサ 

天磐樟 船に 乘 せて 風の まに く 放ち 捨っ。 次に 素 戔烏尊 を 生みます。 勇 

o 

タケ  ィ フリ  チチ ハハ  ミココ &  カナ  ネノ クュ  タマ  コ ノ  ミ i シラ 

み 猛く不 忍に して 父母の 御 心に 叶 はず。 根國 にいね、、」 の 給 ふ。 此の 三 柱 

ヲ ガミ  ョ  イチ ュョ サン ナン  マテ  ナリ  ス  ァラ  力 ミミナ 二 ジン 

は 男 神に まします。 仍 りて 一女 三男と 申す 也。 惣 ベて 有 ゆる 神 皆 二 神の 

き， ま" fx«,. や- リ  ^ 

ショ シャゥ  クュ  アル ジ  ゥ  タマ  コ トサラ コ  ョ ハシラ 

所 生に まし ませ ど、 國の 主たるべ しとて 生み 給 ひし かば、 殊更 此の 四 神 

を 申し 傳 へけ るに こそ。 其の後 火 神軻倶 突智を 生み ましし 時 陰 ！s 燒 かれ 
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「した V り」^ 

本 「溜 ハ」 と 

せり。 他 本に 

よる。 

「そ V いて」 

底本 「洒 テ」 

に 作る。 他^- 

に  よる。 

「まで」 底本 

r  -1 テ」 に 作 

る。 ； s 本に よ 

る o 

「の」 底本 「人」 

の 上に なくし 

て 「國」 の 上に 

あり。 他 本に 

よ る。 

&」 の 上 底本 

梅 本 「河」 字 

あり、 白 本 

「阿^」 に 作 

W て r ァハ キ」 

と訓 す。 ^本 

北 本 は 「橘 摘」 

に 作る。 今 こ 

れ による。 

「けり」 栴 本に 

よりて 加 ふ。 
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カム サリ タマ 


チ ガ- 


ヒ^ • 力- 


ミ キダ オノ  >\ カミ 


て、 神 返 給 ひに き。 陽 神 恨み 怒りて 火 神 を 三 段に 切る。 其の 三 段 各 神と 成 

L-  カミ  ナ  フッ ヌシノ カミイ ハ t ヌシ  タケ ミカ-ツチ ノカミ 

る。 血の したたり そ、 いで 神と 成れり。 經津 主神 1:1 お 1 サ。. 健 甕槌神 

oooooooo  ノ  一， flt 

C  • 1 I  -  0  トホッ オヤ +-リ テ ガミ ナホ シタ  ョ ミノ クニ  *  チカ t 

の祖 也。 陽 神猶慕 ひて 黃 泉までお はしまして さまく の 誓 

o 〇 

ァ  メガ ミウラ  コノ クニ  ヒト  イチ 二 チ  チカ シラコ 口  タマ  チガミ 

有りき。 陰 神 K みて 此國の 人 を 一 日に 千 頭 殺すべし との 給 ひけれ は、 陽 神 

o 

チカ シラ アマ リイ ホカシ ラシ ャゥ  タマ  ョ  ヒャ クシ ャゥ  ァメ  マス K ト  ィ 

は 千 五 百 頭 を 生ずべ しとの 給 ひけり。 仍 りて 百姓 をば 天の 益 人と も 云 ふ。 

シ  モノ  シャゥ  モノ  ォホ  ナリ  ヲ ガミ 力へ  タマ  ヒゥ ガ  チト  タチパ +  ノア ハギ 

死す る 者よりも 生ずる 者 は 多き 也。 陽 神 返り 給 ひて 日向の 小戶の 橘檍が 

ハ ライ  トコ E!  タマ  コノ トキ マタ アマ タカ ミケ， ンャゥ  タマ  コ、 

原と 云ふ處 にて みそぎし 給 ふ。 此時又 敷の 神化 生し 給へ り。 2: 一 I お ほ。 れ 

ィ ザ +ギ ノミ コ ト カン コ トス.； プ  チハ  テン ジャゥ ノボ  アマ ッミ オヤ 力へ リゴト マテ  スナ ハチ！^  メ 

伊羿諾 尊 神 功巳に 終りに ければ、 天上に 上り、 天祖に 報 命 申して 即 天に 

ト ドマ  タマ  アル セッ  ィ-サ ナギ  ィ ザ チミ  ボン ゴ ナリ  ィ ジャ ナ テン  ィ ジ^- 

留まり 給 ひけり とぞ。 或 說に伊 羿諾、 伊 莽冉は 梵語 也、 伊舍那 天、 伊舍 

o  o 

那后 也と も 云 ふ。 


(一一 神 又 計 ひて 云々) この 段の 事 は 日本 紀 によられ たものと 思 はるる。 曰 はく 「旣而 伊 弗諾尊 伊弗冉 II 共議 曰、 吾已 生， 一 

大 八洲 國及 山川 草木 一 何不, 生 ，1 天下 之 主 者 1 歟。 於， 是 共生-日 祌 大日 雲 赏ー此 子 光華 明 彩 照 _ 一徹 於 六合 之內？ 故 ニ祌^ U 

吾 息雖, 多 未， 有 _1 若此靈 異之兒 T 不 &|_| 久留 _1 此國 T 自？ 早 送-子 天 I 而授以 * 天上 之 事. 1。 是時 天地 相 去未& 故以 _1 天柱-? 
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於 天 ヒー： s- と ある 。「天の 御 柱」 とい ふの は 何で あるか、 中古の 說 では その 托を登 橋と する ので あると 云 ふ？ で、 そ 

の 柱 は 上に ある 國 中の 柱で あると する ので あるが、 又 1 說には 天の 御 柱 は 風神の 名で あるから、 風 氣に乘 じて 天に 昇 

るので あると いふ。 いづれ にしても 今日で は 確定した 事 はい ひえな い。 

OKB 鑿籙) 天 照大御 神の 御名で ある こと は 申す まで もない。 日本 紀の 本文で は 大日 雲赏 となって & るが、 その 注に 「一 

書 云 天 照 大日 雲 尊」 と ある。 

は 云々) この 注は霎 の 字 は 普通に 見なれ ぬ 字で あるから 特に 說明 する 爲に加 へ られ たもので あらう こ ク字 に說 

文に 「女 ノ^」 ナと あれば. 元來 深い 意味 は 無い ので あらう。 しかし 靈 字と 通用 するとい ふ 證據を 知らない。 恐らく は 

雷 字に 似て 「女の 字」 と あるから 神 名の 「メ. 一  とい ふ 語に あてた ので あらう。 陰 氣を靈 とい ふ 事 は 大戴禮 に 「陰 之精氣 

曰 レ靈」 と ある。 されば、 女神に 靈と いふ 字 を用ゐ たの も 自ら 適 ふとい ふので ある 

(次に 月 神 を 生みます 云々) これ も 日本 紀 によった ものである。 その 文に 「次 生 一一 月 神 1 其 光彩 亞レ 日。 可- 以配 レ日而 治？ 故 亦 

送 一 I 之于天 こと ある 「夜の 政を授 く」 と は 夜 を 司り 賜へ と 仰せられ たの をい ふ。 

(次に 蛭 子 を 生みます 云々) これ も、 日本 紀 によられた ものである。 天 獰榥樟 船と いふの は樟で 造った 船で ある。 磐 は 堅 

固な 事 を ほめた 稱 である。 

(次に 棄笺 烏鎵を 生ます 云々) これ も 日本 紀 であるが、 文意の 要 をと つて ある 。「不 忍」 を 「ィ フリ」 とよ ませて あるが 

日本 紀には 「安 忍」 と ある 。「安 忍」 は左傳 にある 字面で 「不仁に 安ん ず」 とい ふ 意で、 その 「忍」 は 廣韻は I も-一 ィ 

仁 r 曰レ 忍」 とあって、 「残忍」 とい ふ 熟語 をな す 字で ある。 それ故に 「不 忍」 では その^ 對 になる。 恐らく は^^が, 

つた か、 寫傳の 際に P 、つた もので、 やはり， 「安 忍」 の 意で あらう が、 しかも それ は 「安 忍」 とい ふ 文字の 示す およ リ 

も 「ィ フリ」 とい ふ 語 を あら はす 爲に 用ゐ たもので あらう 。「ィ フリ」 とい ふ 語の 意 は 明かに 分らな レ ので、 從來 種々 の 

說が ある。 神代 口 訣には 「安 忍 憤 也」 と あり、 類聚 名義 抄に 「逸」 字に 「ィ フリ」 の訓 をつ けて ゐる。 これらに よると、 心の 

はや リ かで 憤り 易い の を いふ 語で はなから うか。 若し さう だとす ると 、「常 以， ー哭泣 1^ レ行」 と ある ことが その 說明 とし 

て 役立つ ことになる。 さう すれば、 「不 忍」 の 字 も 忍耐力な く 怒り 易い 意と して 通用せ ぬで もな レ 

(根國 にいね 云々) 极國は 私記に 「根 國謂ー 一 黃泉 こと ある。 黃 泉と は 地中の 事で あるから 結局 地底 をう す ことで あらう 

(一女 一一 一男 云々) 一女 は 天 照 大御祌 * 三男 は 月 神、 蛭 子、 素 戔嗚尊 を さすの. であるが、 かく 並べて^ ふるの は 古傳說 にに 

卷 一 伊 宑諾伊 宑冉の 二 五 五 


神皇 正統 記述 義 —  a 力 

ない。 これ も 中古からの 事で あらう。 

(惣 ベて あらゆる 神 云々) 神と いふ 神 皆 伊 弗諾伊 弗冉ニ 神の 生みました 神で あるが、 そのうち にも 國の 主と せう とて 生み 

ましたが 故に、 上の- 四 神 を とりわけて 別に 申す の である。 この 事 は 日本 紀の 書きぶ り を 見ても いひうる ことで ある。 

(其の後 火 神軻俱 突智を 生み まじし 時 云々) これ は 日本 紀の 1 書に よられた もので あらう。 陰 神 は 伊弗冉 尊で ある。 祌返 

と は 崩御せられ たこと。 

(陽 神 恨み 怒リて 云々) この 事 は 日本 紀 にも 舊事紀 にも 見 ゆるが、 日本 紀 によった もので あらう。 

C. 其の 一二 段 各 神と なる 云々) 曰 本紀の 1 書に 「遂拔 一一 所 i 帶十 握劍 一 斬-一 軻 遇突智 1 爲 一一 三 段？ 此各化 一 一 成 神 一也。」 と ある。 しかし、 

ッミ  ォ.？ t 

その 三 段の 成った 神の 名は傳 へて ゐ ない。 舊事 記に は 「三 段 各 化 爲レ神 一 段爲 _| 雷神 一 一 段是爲 _| 大山 祇ニ 段 是^ 一高 露 こと 

ある。 

(血の じた、 リ そ. * いて 神と 成れ リ 云々) これ も 日本 紀 一 書 上文の つ e きに 「復劍 刃 垂血是 爲_ 一  天 安河 邊 所在 五 百箇 

i 石 一也。 即此綞 ^主 祌之祖 也。 復劎鑤 垂衂 激越 爲， 神號 曰， 一 甕 速 日 神 T 次 燠 速 日 神。 其聽速 日祌是 武甕槌 神之祖 也」 と 

あるに よった もので あらう。 

(鋰津 一 Hi 神 云々) これ は 今 下 總國香 取に 鎭 座す 官幣 大社 香 取 神宮の 祭祌 である。 この 神の 事 は 下に 見 ゆる。 

(健 蹇槌神 云々) これ は 今 常 陸國鹿 島に 鎮座す 官幣 大社 鹿 島 祌宫の 祭神で ある。 この 神の 事 も 下に 見 ゆる。 

(說) この 軻遇突 智神を 斬り 耠 ひし 際に 化り 耠 うた 神 は、 上の 文の つ^きに まだ 澤山 あるが、 香 取 鹿 島の 龃神 だけ を あげて 

他を峪 したの は、 この 二 神が、 後に 活躍 せらる るから、 豫め、 その 下地と して この 二 神の 出自を 示して おいた ので あ 

る。 これ を 以て もこの 記の 文字に むだの 無い 事を考 ふべき である。 

(陽 神猶慕 ひて 一 K々) この 事 は 日本 紀の 一書で も 舊事紀 でも 古事記で も 委しく 出て ゐ るが、 それ は 略してい はれぬ ので あ 

るが、 今 も それ を 委しく いふの は 撰者の 本旨で あるまい から、 必要の 人 は それらの 書 を 見られよ とい ふ 事に 止めて お 

力う 

(陰祌 恨みて 云々 仍リて la 姓をぱ 天の 益 入と も 一 K ふ。 一 K々) この 事 は 日本 紀の 一書に 「時 伊 弗 冉尊曰 愛也 吾夫 君， f 如 

此ー者 吾 當レ縊 _| 殺汝所 治 國民日 將千頭 t 伊 羿諾尊 乃 報 之 曰 愛也. 吾妹、 貢-如 此ー 者" 吾 則 當レ産 一一 日 將千艽 百 頭 こと あるのに 

よられた の で あらう。 
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(百姓 をぱ 天の 益 人と も 云々) 百姓と は 支那で 庶民 即ち 人民 をい ふ 語で あるが、 こ 、では 汎く 人類と いふ 程の 意に 用ゐて 

ある。 「天の 益 人」 とい ふ 語 は 延喜式 祝詞の 大祓詞 に 見 ゆる 語で あるが、 死す る 者よりも 生る、 者が 多い から 益 人と い 

つたので ある。 即ち 生々 發展の 本義が こ \ にあら はれて ゐ るので、 尊い 詞 である。 

(陽 神 退リ給 ひて 云々) 伊弗諾 尊が 黄泉から 歸り耠 うて、 その 穢 をす >| が うとて み ふぎ レ^うた 事 を 記した ので ある。 「日 

向の 小戶の 橘檍が 原」 これ も 日本 紀 によられた ものである。 古事記に は r 竺紫 日向 之 橘 小 門 之 阿波 岐原」 と ぁリ、 舊 

事 紀には 「日向 橘 之 小門檫 原」 と ある。 この 地 は 今の 宫峪市 附近に あると いふ 說が あり、 又 今の 筑前國 那珂郡 住吉社 

の邊 にある とい ふ說 など 種々 あるが、 日向と ある 以上、 筑前說 はう けられぬ もので あらう。 但し、 正しく ここで ある 

と 今日で は斷 言で きない or みそぎ」 は 「身 滌」 で、 海 川の 邊に 出で、 水 を 以て 身を淸 むる わざ をい ふ • 

(此時 又數の 神化 生し 給 ヘリ 云々) これ は 古傳說 いづれ にも ある 事で あるが、 日本 紀の 一書に よって、 その 化生し 耠ぅ 

ヮ タツミ 

た 神の 名 を あぐれば、 八十 枉津日 神、 祌直日 神、 大直日 神、 底 津少童 命、 底 筒 男 命、 中 津少童 命、 中 筒 男 命、 表津少 

童 命、 表 筒 男 命の 九祌 である。 

(日 神月 神 も 一 K々) この 注 は 上の 日祌、 月 神 等の 出現と 異なる 傳の ある こと を 示した ものであるが、 これらの 神が このみ 

そぎの 際に 現れ 給うた とい ふ 事 は 日本 紀の 一書に ある。 それ は 「然後 洗 一一 左 眼 一因 以生 神號曰 一一： 大照太 神？ 復 洗-右 眼 一 z 以 

生 神號曰 一一 月讀尊 T 復洗レ 鼻 2： 以生神 曰 一一 素 戔嗚尊 一 凡 三神矣 云々」 と ある。 これ は 古事記の 傅と 同じで ある。 

(伊^ 諾筠 神功已 に終リ にければ 云々) 伊弗諾 尊が 天祖の 勅 をう けて 行 はれた 事業が、 旣に 完成して 復命 せられた 事 をい 

ふので あるが、 これ は 日本 紀に 「是後 伊 弗 諾尊神 功 旣畢、 靈 運當， 遷。 是以構 一 一 幽宮 於淡路 之洲？ 寂然 畏隱 者矣。 亦 曰 

伊羿諾 尊功旣 至矣、 德亦 大矣。 於 レ是登 レ天 報 命。 仍留 ー| 宅 於 日 之少宮 一 矣」 と あるに よって 約め 書かれた もので あらう。 

(或 說に伊 穽諾尊 云々) この 說は神 皇系阖 と いふ ものに 「伊 弗諾尊 則^ 方^ 持^ 愛護 善 通. S 贺神梵 所, 名 之 伊邪那 天 也 伊 

姅冉尊 則 南方 妙法 藏愛鬉 行 識亦名 一一 之 伊 舍那后 一也」 と あるの を さした ので あらう。 これ は 類聚 神^ 本源に も、 元々 集 

にも 引いて ある。 しか レ もとより 附 會の說 である。 

(說) 以上で^ 羿諾伊 弗 冉ニ祌 の 御 事 は 終った。 說明 はこれ.. から 所謂 地 神の 御 事に 遷 つて 行く。 
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五八 


「の」 「を」 群 本 

北 本に よりて 

RM  、  o 

もュ 


「に は」 の 「に」 

他^ 本に より 

て 補 ふ。 
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地 神 ^一  代 大日 1安 尊 是を天 照 太 神と 申す。 又 曰 神と も 皇祖と も 申す 也。 

コ  カミ  ゥマ  クマ  サン セッ  ヒ トツ  ィ ザ ナギ  ィ ザ ナミ  ミコト ァヒハ カラ  ァメノ 

此の 神の 生れ 給 ふこと 三說 あり。 一に は 伊 羿諾、 伊 莽冉の 尊 相 計 ひて 天 

下の 主 を 生ま ざらん やとて 先 づ日神 を 生み、 次に 月 神、 次に 蛭 子、 次に 


o  o 

ス サ ノチソ 


タマ 


マ タ 


マスミ 


カガ- 


素 戈 戈 烏 尊 を 生み 給 ふと 云 へ り。 又は 伊 弊 諾尊左 の 御手に 白銅の 鏡 を 取り 

ォホ ヒル メノ ミコト  ケ シャゥ  ミギ  ミテ  ト  ツキ ユミ ノミ コト シ ャゥ.  ミ カウべ  メグ ラ  力 ヘリ 

て 大日 窭尊を 化生し、 右の 御手に 取りて 月 弓 尊 を 生じ、 御 首 を 回して 顧 

タマ  ァヒ タス サノ チノ ミ n トウ  ィ  マタ  ィザ ナ ギノミ n トヒ ゥが  チド  カハ 

み 給 ひし 間に 素 戔烏尊 を 生む. とも 云 へ り。 又は 伊 羿諾尊 日向の 小 戶の河 


-キヒ タリ i 


アマ テラス ォホ ミカ ミ 


ケ シャゥ 


、ギ 


にて みそぎし 給 ひし 時 左の 御 眼 を 洗 ひて 天 照 太 神 を 化生し、 右の 御 眼 を 

ァラ  ヅキ ョ ミノ ミコト シャゥ  ミ ハナ  ァラ  ス サノ テノミ コト  ウタ マ  ィ  ジッ * ケッ 

洗 ひて 月 讀尊を 生じ、 御 鼻 を 洗 ひて 素 戔烏尊 を 生み 給 ふと も 云 ふ。 日月 

ノ^ ミ i ナ  ミツ ァ  ケ シャゥ タマ  トコ 口 ミツ ァ  ボン リヨ ハカ  ザタ  マタ オハ シマ トコ 口 

神の 御名 も 三 有り、 化生し 給 ふ 處も三 有れば 凡慮 計り 難し。 又 御 在す 處 


タカ マノ 


フ タク 


ワカ ミヤ 


ィ  ミツ  ヮガ ャマ トノ ク-ー n レ チリ  ャ タ 

も 一 に は 高天原と 云 ふ。 二に は 曰 小 宮と云 ふ。 三に は 我 日本 國是 也。 Asp 


o 

力が- 


?< コ ト ノリ タマ 


n ト ヮ 


の 徇鏡を 執らせ ましまして、 我れ を 見る が 如くせ よと 勅し 給 ひける 事 和 

ク ワウ  ミ. チカ ヒ ァラハ  n トサラ  フカ  ミ チア  ミト n  口 ショウ レツ  ギ  ゾン 

光の 御 誓 も 彰れて 殊更に 深き 道 有る ベければ 三 所に 勝 劣の 義を は存 すべ 


か ら ざ る 者 也。 

ハ說) これより 天照大神の 御代の 事 を 申す ので あるが、 こ X に は 先づ、 この 神の 出現に ついて 說く。 . 

(地祌 第一 代) これ は、 俗に 所謂 天神 七 代地 祌 五代と いふ 說に 依られた ものであるが、 この 說は 何時から 有る か。 古典に 

は 全く 見えない ことで ある。 中古の 神道 說で いひ 出した 事で あるら しいが、 神. M 系 岡に は 明かに この 區別を 立て &ゐ 

る。 これ は 類聚 神-紙 本源に も 元々 集に も 引いて ゐ るから、 親 房 卿 以前の 書で ある。 久米幹 文 曰 はく 「この. 地！ t とい ふ 

事 下に も說 あれ ど 心得ず。 祌代卷 にも 天祖と は あれ ど、 地祌 としたる 處 はなし、 作者の 意に はこの 御國 にて 生れ 給へ 

れば地 神な りと いふ 說 ならめ ど 天上に 上， せて 天 ッ國の 事 を 掌ら しむと あるから は旣に 天神に なり 給へ るな リ」 とい ふ 

最もの 說 である。 但し これ を 作者の 發 意の やうに とった の は 正しい と は いはれ ぬ。 

(此の 神の 生れ 給 ふこと 一二 說ぁ リ。 云々) この 三說の 第一 は 日本 紀の 本文で、 上に あげて ゐる。 第二 は 日本 紀の 一書の 說 

である。 第三の 說も 日本 紀. の 一書の 說で、 古事記 も それで ある こと は旣 にいうた 通りで ある。 

(日月 神の 御名 も 一一 一有 リー K々) 御名 も 三 あると いふの は、 日本 紀 本文に 日 神の 御名に 大日 葉 貴 1 書 云 天照大神， 一 書 云 大日 

霎 尊と ぁリ、 月祌の 御名に 月 弓 尊、 月夜 見 尊、 月讀 尊と あり、 素戔鳴 尊に 又 神 素戔嗚 尊、 速素戔 嗚^と いふ 名 を 注して 

あるの を 云った ので ある。 化生し 耠ふ處 も 三 あると いふの は、 上述の 三の 傳を いったの である。 凡慮と は 凡人の 思慮 

とい ふ 事で、 凡人の 考へ では 推測が 出来ぬ とい ふので ある。 久米幹 文 曰， はく 「かくさ ま- <\ -に傳 へ たる は あやしき^ 

なれ ど、 古人 はみだり に 我意 を 以て 決斷 せず、 ありの ま > -に傳 へたる は 却て 古へ を 重く 尊びた る 故な り。 今人の かけ 

て も 及ぶべき 事に あらざる なり」 と。 誠に この 說の 通りで ある。 

(又 御 在す 處も 云々) 天照大神の 御し 座す 所 も、 本文に いふ 如く 說々 あって 三處 となる ので ある。 高天原 は 汎く天 を さし 

たもの、 日 小宫は 太陽 中の 宮殿と いふ 事で ある。 かやう に 御名 も 三、 化生の 傳も 三、 御在處 も三說 あれば、 これらす 

ベて 凡慮の 計り 難い 事と いふので ある。 

(八 Si の 御 鏡 を. 云々 和 光の 御 誓 も 彰れて 云々) この 神勅の 事 悉く は 下に 出て ゐ るが、 かやう に 勅せられ たの は 所謂 御 光 を 

和げ て、 世 を 助け 給 はう とい ふの は 深い 道理の ある 事で あらう とい ふので ある。 和 光と いふの は 老子に 「和レ 光 同一-其 塵 こ 

卷 1 天照大神  .  五 九 


厶 
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とい ふ 語から 出た 語で、 いつも その 意 を 以て 用ゐら れてゐ る。 即ち その 神威 を 和げ て、 假に 種々 のさ まに 現れた まふ 

の であるから、 その あら はれ 給 ふ 所に 三 所の 異傳 があって も それに 勝り 劣りの 差別 を 立つべき でない と いふので ある。 

0 この 說は赏 に 最もの 事であって、 神の 妙 用から 見れば 機に 應 じて 然るべ く 現れた まふので あらう から、 凡人の 淺ぃ 

糜 では その 本旨 はわから ぅ喾 がない。 久米幹 文 はこれ につい. て 「實に 此說の 如し。 神 は 御 魂 を 分ち て、 いづく にもお 

はします ベ ければ、 千里の 外 も 眼前 も同樣 なれば、 廣 異なりと て 異志を 抱くべからず と い へ るな り」 と 云って ゐる。 

誠に その 通りで ある。 

ココ  ス サノ チノ ミ n トカゾ イロ フタ ハシラ  ネ  クニ  クタ  タマ  チン ジャゥ 

此に 素戔烏 尊父 母 一 一 神に やら はれて 根の 國に 下り 給 ふ ベ かりし が。 天上 

マウ  ァネミ n トミ  タテ マツ  マテ  タマ  ュ ル 

に詣 でて 姉の 尊に 見え 奉りて ひたぶ るに いなんと 申し 給 ひければ 許しつ 

タマ  ョ  テン ジャゥ  ォホ ゥミ トドロ  ャマ チカ ナホ  コノ カミ 

との 給 ふ。 仍 りて 天上に のぼります。 大海 轟き 山岳 鳴り 吠えき。 此 神の 

サガ タケ  シカ 

性猛 きが 然 らしむ るに なん。 

o 

(說) こ \ に 端 を 改めて 素戔嗚 尊の 事 を 述べて あるの は 或は 傍系 的の 說 話に 紛れて ゐる やうに 見 ゆる かも 知れない が、 こ 

の 素 戔嗚鎵 の 天上に 於いての 振舞が 皇統の はじめな リ、 神道の 種々 の 行事の 起源な りを說 明す る爲に 重要な 關係を 有 

する ので あるから、 これ は 決して 傍系に 入って ゐる ではない。 

(此 に繁戔 烏驥 父母 一一 神に やら はれて 云々) これ は 日本 紀に 「故 其 父母 二 神勅， | 素戔嗚 尊 T 汝甚 無道、 不, 可 =1 以对， 一 臨 字. W 

1： 當 M 遠 適-一之 於极國 1 矣 o 遂逐 之」 と あるのに よられた らしい。 

(天上に 詣て 姉の 籙に 見え 奉リて 云々〕 これ も 日本 紀に 「於 是素戔 嗚尊請 曰、 吾 今 奉 &將, 就， 一 极國？ 故 欲 暂 向-一高 天 原ー與 

姉 相 見 而後 永 返よ 矣。 勅許 之。 乃 #ー1 詣之於 天 一也」 と あるのに よられた ので ある。 この 永 字 をば r ヒタ ブル-こ とよ ま》 


せて ゐ るが、 この 意 は御會 して 後 永久に 极 11 に 退かう とい ふこと であらう。  . 、，t 

ォホキ ゥミ  チ リ ホ ェキ 

C 大海 讎き 山岳 鳴リ 吠えき 云々) これ も W 本紀に 「始素 戔嗚尊 昇， 天 之 時^ 渤以之 鼓^、 山^お 之 鳴^。 此則 神性 难健使 a 

之然 ー&」 あるに よった ので ある。 


「ける」 底本 

「けれ』 に 誤 

る。 他 諸 本に 

よりて 正す。 

「に」 底本な し 

他 諸 本に より 

て n  、  o 

「頸」 底本 「項」 

に 作る e 梅 あ 

r ク ヒ 」 とす。 

今、 白、 群、 

北 三本に よ 

る o 

「神」 の 下 底本 

r ヲ」 ぁリ、 

他 本に ょリて 

削る。 

「生れ 給 ふ」 の 

下 底本 更に 

「生れ 給 ふ 一 と 

あり、 他 諸 本 


アマ テラス ォホ ミカ ミオ ド P  クハ モノ ソ ナヘ  マ： *\ マ 3  ^ノ rv- ひキ J ナ コ i- 口 叶 i  n  、 

天 照 太 神 驚き ましくて 兵の 備 をして 待ち 給 ふ 彼尊黑 き心无 き. ffl をお 

タマ  ゥケ ヒナ  キヨ  キタナ  シ  *  ウー グヒ  ナカ 

こたり 袷 ふ。 さらば 誓 钓を爲 して、 淸 きか 黑 きか を 知るべし。 誓約の 中 


チムナ ゥマ 


キタナ 


チ トコ ゥ マ 


n  n  口 


ス サノ チ- 


に 女 を 生せば 黑き 心なる ベ し。 男 を 生せば 淸き 心ならん とて 素戔烏 尊の 

タテ マツ  ャサ 力- 一 タ マト タマ  ソノ タマ カン  チガミ ケ ー シャ *ゥ タ、 

奉られけ る 八 坂 瓊の玉 を 執り 給 へ りし かば、 其 玉に 感じて 男 神化 生し 給 

〇 〇  o 

ス サノヲ ノミコ トヨ 口 コンマ サャ ァレ * カチス  タマ  ミナ  マサ々 ァゾ ッ カラ ハヤ ヒ 

ふ。 素 戔烏尊 悅で正 哉 吾 勝との 給 ひける によりて 御名 を 正 哉 吾 勝々 速 日 

ァメ  ノ オシ ホ ミノ ミ コ ト  マテ  マタ  セッ  ス サノ チノ ミコト アマ テラス ォホ ミカ. ミ  i クビ  力  ^'マ 

天 忍穗耳 尊と 申す。 |ま§|。 又の 說には 素 戔烏尊 天 照 太 神の 御 頸に 懸け 給 

へ るぎ 統 のま を 乞 ひ 取りて 天の 眞名 井に 振り 濯ぎ 是を嚙 み 給 ひし かば、 

マヅ ァ カツ ノミコ トウ マ  ソノ  ノチ ナホ ョハ シラ  チガ ミゥマ  タマ  モノ  サネヮ ば モノ  •  > つば 

先 吾 勝 尊 生れます。 其 後猶四 柱の 男 神 生れ 給 ふ。 物の 核 我物 なれ は 我 

o  o  o  o  o 

n  アマ テラス ォホ ミカ ミ ミ n  ナ  タマ  ィ  ： ， - ,3  1  T 力 ^ リ コマ • , 

子な りと て 天 照 太 神の 御子に 爲し給 ふと 云へ り。 0^ 此の 吾 勝 尊 を は 

ォホカ ー  ツネ ミ ヮキ  スヱ タマ  ヮ キ n  ィ』 - T マ 

太 神め ぐし とお ぼして 常に 御腋 もとに 座 給 ひし かは膨 子と 云 ふ 今の 世 


^ 1 天 照 太 神 


六 1 


祌 a 正統 記述 義 


六 二 


になし、 衍な 

る こと I なり 


チサ ナ コ  n  ィ  ヒ ガゴ トナリ 

に 幼き 子 を わか子と 云 ふ は 僻事 也- 


(天 照 太 神 驚き ま， しく 云々) この 事 日本 紀の 本文に 委しく 記して ある。 即ち 女神に まし ませ ど 丈夫の 裝を なし、 弓矢 を 

携へ劎 の 柄 を かたく 握りて、 責め 問 ひ 賜うた と ある。 

(彼 瓤黑き 心 无き由 を 云 々• ) これ も 日本 紀の 本文に 委しく 記して ある。 

(さら ぱ 誓約 を 爲 して 云々) これ は 日本 紀には 委し い 事 を 記して あるの を 單に耍 を 摘んで 書 いたので ある。 r ゥ ケヒ」 とい 

ふの は その 禱る 所の 神に 誓 ひて 其のし るし を 得む 事 を 乞禱リ 申して、 その しるしに よりて 吉凶、 是非、 眞僞、 成否、 (： 口 

否 等を徴 する 神事で ある。 さて この 條の說 話 は大體 日本 紀 によって あるが、 その 眼目た る 男 神化 生の 件 は 日本 紀の傳 

と は 異なる ものである。 これ は 下に 注した 通り 古語 拾 遣の 說 である。 古語 拾遺に は 「於 是素戔 嗚神欲 |ー1 奉 一 一 辭日神 一 昇レ 

天 之 時、 櫛 明 玉 命 奉 レ迎以 一 一 瑞八 坂瓚之 曲玉？ 素戔嗚 神受， 之轉奉 一 一日 神 一 仍共約 誓 即感ー 一 其 玉 一生 一 一 天祖 吾滕尊 こと ある。 

(棄荽 烏 糠悅て 云々) この 「正 哉 吾 勝，」 とい ふ 語 は 日本 紀の 一 書に ある もので 古語 拾 遣に はない。 その 文 は 「則 稱之曰 正 

哉^ 勝。 故 s: 名 之 曰 一一 勝 速 日； 大忍穏 耳 尊 こと ある。 

マ サカァ 力 

(正 哉 吾 勝々 速 B 天 忍 穂 耳鏟) この 御名 は 日本 紀の 本文の 傳 である。 ^名の 正 哉吾滕 々速 日の 意義 は 素 戔嗚祌 が 正 哉 吾 勝 

ちぬと 勝 速ひ耠 うたより 加 へられた 稱號 で、 天 忍穗耳 尊が 根本の 御名で あらう。 

(又の 說には 云々) これ は 日本 紀 本文の 說 である。 下の 注に 日本 記 之 1 說と あるの は 日本 紀に傳 へた 說で、 他 書の 說に對 

して 一 說と 云った のと 考 へらる る。 日本 紀の內 の 1 說と いふ 事で は あるまい。 その 耍を 略取して 云って みると、 素戔 

嗚 尊に 對 して 天照大神が どうして 汝の 心を證 明す る 事が 出來 るかと 問 ひ 給うた 時に、 素戔嗚 尊が 姉 尊と 共に 誓約 をし 

ませう。 誓約の 中に 必ず 子 を 生むべし。 もし わが 生む 子が 女なら ば 濁った 心の 有る の だと 思 召せ、 又 その子が 男なら 

ば淸ぃ 心の 有る の だと 思 召せ、 とい はれた。 そこで 天照大神が 素戔嗚 尊の 十握劍 をと りて 一一 一段に 折って 咀嚼して 吹き 

棄て たまうた 氣 息に 後に 宗像 神社に 祭らる る 三女 神が あら はれた。 又 素戔嗚 尊が 天 照 太 神の 八 扭瓊の 玉 を 乞 ひ 取って 

咀嚼して 吹き 棄 てられた その 氣 息に 男 神 五 柱 あら はれた まうた と いふので ある。 

(物の 核 我物な れぱ 云々) これ も 日本 紀 本文の ま乂 である。 


(： 此の 吾 勝 鎵をぱ 云々) これ は 古 詰 拾 遨の說 である； 是以太 神 育-吾 勝^ ー特甚 鍾愛常 懐- 1 腋下^-一 腋 子-今 俗號- 稚子 I 謂-和 可 

古 一 是其轉 語 也」 と ある。 しかし r ヮ キコ」 と 「ワカ コ」 と は 語の 成立が 違 ふから 古： 諳 拾遺の 說は 誤で ある。 なほ 又 准 

后が 「幼き 子 を わか子と 云 ふ は 僻事 也」 と いはれ たの は 一 層の 「僻事 也」 、間違った 事) である。 しかし、 これら は 枝 

葉の 問題で、 本文に は 何等 關係 のない 事で ある。 

(說) この 天 忍 穗耳尊 は 皇室の 掏龃に まします が 故に、 特に これ を 委しく 記し 奉った のであって、 たビ 素戔嗚 尊の 事 を 記 

した だけの 事で はない。 この 短篇の 中に、 わが 國體の 本旨 を洩 さず 說 かう とする 撰者の 苦心 を 察すべき である。 


「を かし」 底本 

「侵」. とす。 

今 梅 白 二 本に 

よりて 假名と 

す 


「神 皇產靈 次 

を」 底本 脫す 

他 諸 本に より 

て 補 ふ。 


「議」 底本 儀と 

す。 他 本に よ 

りて 正す。 


ス サ チノ ミコト ナホ テン ジャゥ 

力 く 

アマ テラス ォホミ カミイ 力 


卜ガ 


タ マ 


て、 素戔 每尊猶 天上に ましけ るが、 さま/ \ の 過 を を かし 袷 ひき。 

o  o  o 

ォホミ カミイ 力  ァメ ノィハ ャ  コモ  タマ  クュ ノウ チ トコ ャミ  ナ  ヒル ョル  ヮキマ ナ 

^ 昭 『太 神 怒 りて 天 石窟に 籠り 給 ふ。 國中長 暗に 成りて 晝 夜の 辨へ无 かり 

モ UX-  ノカミ  ウレ  ナゲ  タマ  ゾノ トキ ショ ジン. シャ ゥシュ  タカ i ムス ピノ ミコト ィ  力 i 

き。 諸 神た ち、 愁へ 嘆き 給 ふ。 其 時 諸 神の 上 首に て 高 皇產靈 尊と 云 ふ 神 

ムカシ ァメノ ミナ カヌ シノミ コト  一 t ハシラ  る コ  チサ  タカ ミムス ビ  ィ 

まし/^ き。 昔 天 御中 主 尊の 三 柱の 御子お はします。 長 を 高 皇產靈 と 云 

ツギ  カン ミムス ビ  ヅギ  ッ ハヤ ムス ビ  ィ  i  イン ャゥ 二 ジン  ハ 

ふ。 次 をば 神皇 產靈、 次 を 津速產 靈と云 ふと 見えたり。 陰陽 二 神 こそ 始 

〇 o  o 〇  o  C 

ショ ジン  シャゥ タマ  ヂキ  ァメノ ミナ カヌシ  ミ n  ィ  コト 

めて、 諸 神 を 生じ 給 ひしに、 直に 天 御中 主の 御子と 云 ふ 事お ぼっかな し。 


一 1 ノ カミ ァメ 


ヤス カハ 


ャ ホ ヨロ ヅノ カミ 


II 一 は ^。は 曰 此神 天の 安河の 邊 にして、 八百万 神 をつ どへ て 


本 紀には 見えず、 古語 拾 遗の說 な- 

ァヒギ  タマ  ソ ノミコ ォ モヒカ ネ  ィ  カミ  ョ  イシ コ" 

相 議し袷 ふ。 其 御子 思 兼と 云 ふ 神の たばかりに 依りて 石 凝 姥と云 ふ 神 を 


力 i 


卷 1 天照大神 


六 三 


神皇 正铳 記述 義 


六 四 


「II せし む 丁ぼ 

本 「銥 させし 

む」 とす。 他 

^本に よって 

I さ」 を 傲る。 

「材」 底本 「§」 

とす。 他！ S 本 

によりて 正 

「しむ」 底本 

「シ メ」 とす。 

他 諸 本に より 

て 改む。 

「山の」 の 「の」 

他お 本に より 

て 加 ふ。 

「懸け」 底本 11 一 

所と も 「懸テ 一 

に 作る。 他^ 

本に よって 改 

む。 

「，：： 锵 お」^ 本 

脫 せり。 他 諸 

本に よって 補 

「灭太 玉 命」 底 

本 「命」 を 「尊」 

に 作る。 他 諸 

本に よりて 改 

む。 

「天兒 厘拫神 

命」 の 「根」 字 

梅、 群 北 三本 

なし。 

「の」，：：： 他 1:^ 

本に よりて 補 

、 o 


力 クチ 力.^？. 


ハジ メナ 


カガミ 


ョ ジン 


n  n  口 ァ 


して 日 神の 御 形の 鏡 を 鑄せ しむ。 其の 初 成りたり し 鏡 は 諸 神の 心に 合 は 


- クマ ツギ 


o  o  o  o 

タ マ  力が ミ ウル ハ シ 


ず。 f ま^ ^前^に 鑄 給へ る 鐘 厥う ましく ければ 諸 神悅び 崇め 給 ふ。 0 

マ タァメ ノア カル タマ  カミ  ャサカ ニノ タマ  ック  ァメノ ヒヮシ  カミ 

sstf か §1%- 又 天明 玉の 神 をして 八 坂 瓊玉を 作らし め 、天日 鷲の 神 


鈴の 宫に いっかれ 給 ふ、 ^也。 

ァチニ ギテ シ ラニ ギアツ  —  I 

をして 靑幣 白幣を 作らし め、 手 置 帆 置、 彥狹 知の 二. 神 をして 大峽 小峽の 

キ  キ  ミヅノ ミア ラカ ック  ソノモ ノス. デ  ヅ十"  ァメノ 力 ゴャマ 

材を 切りて 瑞殿を 作らし む。 有 其 物 己に 備 りに しかば 天 香 山の 


ォキ. W  ォ 


サ シリ 


フタ ハ シラ 


ォホ 力 t チ 力 


o  o 


タ  o 

ホッ  マサカ キ  ネ  力 ミツエ  ャ サカュ  タマ  ト  力  十 力^ エダ 

一 J 


五 百 箇の眞 賢 木 を 根 こじに して、 上 枝に は A 坂 瓊の玉 を 取り 懸け 中 枝 

o 〇 

ャ タ  力 ガミ ト  力  シ タツ エダ  ァチニ ギテ， ヒフ 1 ーギテ  ト  力  ァメ ノフト ダマ ノミ B ト 

は 八 咫の鏡 を 取り 懸け、 下 枝に は 靑和幣 白 和幣を 取り 懸け、 天 太 玉 命 

Co  oco  o  o  o 

ササ  モ  >メ ノコ ャ ネノ  ？コト  キ 

^^9 をして 捧げ 持た しむ。 兒 屋根 命 難 ssml 傷；^:^。 をして、 祈 

タウ  ァメ ノウ ズ メ ノミコ トマ サ キノ カツ ラ  t カゲノ カツ ラ タ スキ  タケ ノハ オケ キ 

禱せ しむ。 天 鈿目命 眞辟葛 を かつらに し、 蘿葛 を手鏹 にし、 竹 葉 飫憇木 

ハ  タ グサ  チマ キ  ホコ  モ  ィ ハヤ  マへ  ヮザ チギ  ァヒ トモ  ウタ 

の 葉 を 手 草に し 著 鐸の矛 を 以て 石窟の 前にして 俳優 をして、 相 共に 歌 ひ 

o 

マ  マタ ニハビ  アキラ  トコ ョ  +ガ ナキ ドリ  タガヒ ナガ 十キ 

舞 ふ。 又 庭燎を 明かに し 常世の 長 鳴 鳥 をつ どへ て、 遞に長 鳴せ しむ。 

アマ テラス ォホ ミカ ミ  ヮ  コ  コ ロイ ハヤ  カク  テ  ァシ ハラ  十 カツ クニ  トコ 

，起 天 照 太 神き こしめ して 我れ 此の 比石窟 に隱れ 居り。 葦原の 中 國は長 

i  o 


に "~ 1 
'                   'に （KT に 

上す 

V つ 

X  J. 
Y\ 

V  I 

ハ 1 
ン し ~ 1 

し 1ffi に一 n 
； fep まに 朋 

て ' V" 

り つ 

て 他!!!： 

て 他 

舰 し 

ふ 本本 か 
Cf^- なに 

加認 

ふ不底 

-                                               柿 諸 底 

ふ 本 

に 本 

よ しし 

ふ 本 冬 

o に 

よ な 

つ ° の 

暗な らん。 ta 何 ぞ天鈿 目 命 かく えらぐ や、、」 おぼして 御手 を 以て ほそめに 

ミ タマ  コノ トキ  ァ メノタ チカラ ヲノ ミコト  ィ  カミ  ィハ ト  ヮキ  タ  タマ 

あけて 見 給 ふ。 此 時に、 天 手 力 雄 命と 云 ふ 神。 0^ 磐 戶の腋 に 立ち 給 

o 

ヅノ ト  ヒキ ァ  ュヒ トノ ゥッ  タテ マツ  チカ トミノ カミ  ィ ムべノ 力；. 

ひしが、 其 戶を引 開けて 新 殿に 移し 奉る。 中臣神 5^ ゆ 根 忌 部 神 ^^命 

シ リナハ  t  メグ ラ  力へ 

^<  <  日本 紀には 端 出之繩 とかけ り。 註に は 左 繩の端 出 也と 云 ^ き蜀. o て、 な SIi-SNHV6 し 

<  〈さ K$ ふ C 古語 拾遺に は 日御繩 とかく。 是は 日影の 像 也と 云 ふ c  an さ 一  7  i 

マチ  シャゥ テン ハジ  ハ  モロ  > -. "トモ ァ t ミ  ォモテ ミナ アキラ  シ H  テ  き 

そと 申す。 上天 始めて 晴れて 諸共に 相 見る。 面 皆 明かに 白し。 手 を 伸べ 

o  o 

ウタ  マ t  ォ モシ 口  タン » 

rt^>M-r、  fei 天の 明かな. fe^ls4TT.、 古語に 甚 切なる を 皆 あなと 云 ふ ^ あな^し あ 

マ 郭0萝 つ ？ ( ^x. るな り。 さ/ rffi^t 面白と は 諸の 面 明かに. H きなり。 さズ. xls  od 

さや- 7、 竹の 葉の ，tj-,bs。 木の 名 也。 其の 葉 を 掘る 一音 也。。 天 

る さ 音 也。 44- y の鈿 目の 持ち 耠 へる i 草な り。 

ァハ ナチ 

(.S くて 緊戔 嗚筠 云々) この 哓にを かし 耠 うた 過 は 古典の いづれ にも あるが、 古語 拾 澄に よって あぐる と、 毀畔 (田の 畔を 

ミダ ウメ  ヒハ ナチ  シキ マキ  / 

毀す こと) 埋溝 (田の 溝を埋 むる こと) 放 樋 (灌漑 用の 水 を 通す 樋 を 毀す こと) 赏播 (稗 子 を彌が 上に 重ね 播 くこと) 

クシ サシ  ィケ ハギサ カハギ  クリ 《 

刺 串 (田に. &を さしお いで 農業の 妨を する こと) 生 剝逆剝 (生き馬の 皮を剝 ぎて 機 殿に 投げ入れ たこと) 屎戶 (淸 

淨を 貴ぶ 新卷の 屋に屎 を 塗る こと) 等で ある。 

(天 照 太 神 怒リて 云々) この 事 も 古典 いづれ にも 傳 ふる 所 だが、 こ \ は 古語 拾 遣に よった と考 へらる る。 その 文 は 「于レ 

時 天 照 太 神 赫怒 入- 于天石 窟一閉 II 窟戶 一而 幽居 焉ン 爾乃 六合 常閽晝 夜不レ 分。 群 祌愁迷 手足 罔レ 措」 

(其 時 諸 祌の上 首に て高皇 産靈籙 と 云 ふ 神まし^ \ き) これ は 高 皇產钹 神が この 時に 議長の 職務 を とられた によって、 先 

づ その 神の 由來を こ、 に說 いたので ある。 

(昔 天 中- M 璲の I 一一 桂の 御子お は， します、 一 K々) この 說は 古事記に も 日本 紀 にも 見えない。 下に これ は 古お^ 逍の說 である 

卷 一天 照太祌  六 五 


と 注して ある けれど、 古語 拾遺に は 「又 天地 剖 判 之 初、 天 中 所 生 之 神 名 曰- 1 天 御中 主神 I 次 高 皇產靈 神 ♦ 次 神皇產 M 祌」 

と ある だけで、 父子の 關係を 示す こと もな いし、 津速 產靈の 御名 も 見えない。 た^こ \ に いはれ たやうな 事 は祌& 系 

割に 出で ゐる。 即ち、 この 書 3 系 圖に髙 皇產靈 神、 神 皇產靈 神、 津速產 靈祌を あげた 次に 「件 三 柱 靈祌者 天 御中 主神 

听 匕，、 名^ レ子、 父子 道 今時 露^ 矣」 と ある。 さう して 見れば、 これ は 神皇系 阖の說 であった の を 撰者が、 古語 拾遺 

だ つ たと 思 違 ひせられた ので あらう。 

(陰陽 二： 1: こそ 云々) これ は その 祌皇 系圖の 父子 說を 信ずべ からず とい はれた ので 妥當な 見解と 評して 可な りで ある。 こ 

れを 兌ても、 撰者の 見識が 高かった 事 を 知るべし である。  t ス 

(此神 天の 安 g の邊 にして 云々) この 事 は、 古語 拾遺の 傳 である。 その 文に 曰 はく 「高 皇產 靈神會 一一 八十 萬 神 於 天 八 1湿 河 

原 t  II 一一 奉 謝 之 方 こと ある。 他の 古典に は 高 皇產靈 神が 會議の 長た る ことが 見えない。 

- ま 子 思 兼 神と 云 ふ 神の た ぱかリ に 依リて 云々) 思 兼 神が 高 皇產靈 神の 子で あると いふ 事 は、 古語 拾 遣に は 見えない が、 

古事記に ある。 「たばかり」 は 思 ひ はかる こと、 「た」 は 接頭 辭で 深い 意味 はない。 この 段 も 古語 拾 遣に よってし かも 耍 

を 采られ たものと 思 ふ。 その 文 を あぐる と、 「爱思 兼 神 深 思 遠慮 議曰、 宜 ゝ PI-太 玉祌 率-一 諸 部 神 一造 中和 幣上。 仍 令.. 石凝姥 

神 取， 一天 I ゲ 山.， 銅 1 以鑄 * 日 像之鉞 一 令 下 長 羽 神穂レ 麻以爲 * 靑和 幣ハ今 天 H 梵 神津咋 見神 穀木穂 喊之以 作 *, 日和 幣上、 令-. 天羽槌 雄 

神 織 * 文 布お？ 天 棚 機 姬神綠 * 神 衣 所謂 和 衣お 櫛 明玉祌 作-八 坂 瓊五百 箇御統 玉 一 令ニ宁 置 帆 負、 彥狭知 ニ祌以 --天 御せ が 1 

大. i 小 映之材 一而 造- -瑞殿 1 兼 作 * 御笠 及 矛盾 上、 令 卞天 目 一箇 神 作 中 雜刀斧 及鐡鐸 上」 と ある。 この 記事の 中、 御 鏡の 事と 曲 

玉の 事と が、 後の 三種の神器 となる ものであるから、 重要な ので ある。 その他 を 多く 哲 かれた の も、 その 本意が うか 

はるる。 

つ 其の 初 成 リじ鏡 は 云々) これ は 神鏡の 由來 につ いて 委しく 述べた ので あるが、 これ も 古語 拾 遣に 次の やうに 云って ゐる。 

初 度 所レ鰭 少不公 n 意 是紀， 國ョ辩砷 也. 次 度 所レ鑲 其狀美 麗是 伊勢 大神 也」 と ある。 かくて その 鏡に つ いて こんに 說明を 注して あ 

るの は、 これが、 一 一一 種 神器の 一で ある こと を 明かに したので ある。 この 神鏡 はは じめ 崇神 天皇の 御代まで はお 中に 祭 

られ たが、 その 御代から 別の宫 に 祭られ、 後に 伊勢の 神宮に まつられて まします とい ふので ある。 

(其 物已 に慷リ にし かぱ 云々 相 共に 歉ひ舞 ふ) 神 祭の 設備が 出來 上った から、 これから 祭祀 を 行 ふ； に^；;" た、 ここに そ 

の 次第 を 記した^ となった) これ も 亦 古語 拾遺に よった ものである。 その 文に 曰 はく 「其 物旣 備^-一天 番山之 五 箇 


(S はサ ネコ ジ ノネ n ジ-ー シ テ とよむ。) 而上 枝懸， 玉、 中枝懸 レ鎗、 下 枝 膝 一 一 靑和幣 一 令. - 太 玉 命 捧持 稱讚 t 亦 令. i 天 兒屋命 相 

副 祈禱？ 又 今- - 天 鈿女命 一 以 _1 眞 辟^-^ k 以 _| 蘿^ -爲- 手襁 1 以-- 竹 葉、 飫憩木 葉 手亨手 持-著 鐸之矛 一 而 於-石 窝戶ノ 前-後- 

誓 槽ー舉 _| 庭燎 一巧 作 一-俳優 一 相與欲 舞」 とこれ を 以て その 由来す る 所 を 知るべし である。 五百箇 の眞資 木と は 枝の 多く^ 

つた 稱 をた、 へ た 語、 极 こじと は根附 のま、 に 掘りと る こと。 

(天 太 玉 命) は齊部 氏の 龃 であるが、 高 皇產靈 神の 子で ある こと は 古 訝 拾遺の 說 である。 . 

^  n コ トム ク ビ 

(天兒 屋根 命) は中臣 氏の 龃 であるが 津 速產靈 神の 子で あると いふ こと は转事 紀の說 であり、 與合產 理祌の 子で あると い 

ふこと は 日本 紀 一 書の 說 である。 

(天 細目 命) は 猿 女 君の 祖 であるが、 この 神 態 は 後世の 神樂の 起源で ある。 眞辟^ は常綠 木質の 蔓草に 今 も 「つるま さき」 

とい ふ ものが あるが、 それで あらう。 蘿葛は 今 もこの 名で 通って ゐる石 松 科の 蔓性 植物で ある J 飫憇木 は 何 か、 詳 かで 

ない。 著鐸の 矛と は鐸 (鈴の 一 種) を 飾に つけた 矛で 突く 度 毎に 音響 を 立つ る ものである らしい。 

(石窟 の 前にして 俳優 をして s々) 俳優 は 滑稽の わざ をして 人 を 笑 はしむ る をい ふ。 

(又 庭铰を 明かに じて) これ も 石窟の 前の 神 態で あるが、 神樂に 庭燎の 曲の あるの もこれ に 基づく ので ある。 

(常世の 長 鳴 鳥 をつ どへ て 云々) これ は 古語 拾遺に は 見えぬ。 日本 紀の 本文に 「故 思 兼 神 深謀遠慮 遂聚 _1 常世 之 長鳴^ 一 使 

互 長嗚こ と あるの が、 その 據 である。 この 鳥 は 鵜の 事で ある。 

(天 照 太 神き- ヒ しめ-して 云々) 天照大神が、 その 石 窟戶の 前に 天鈿女 命が 俳優 をな し、 八十 萬 神の 集 ひて 各が 面. R さう に 

笑 ひさ 1- めき、 又鷄が 多く 集つ て 互に 長 鳴す るの を 聞き 耠 ひて 不審に 思しめ すと いふので ある。 

一 我れ 此の 比 云々」 これ は 天 照 太 神の 思 召す 御 心の 內を 押し はかり 申した ので ある。 この 所 は 日本 紀の 本文に よられた も 

ので ある。 それ は 「是時 天照大神 聞 之 曰、 吾 比 閉_ 一居 石窟？ 謂當 =1 覺 葦原 中 國必爲 一一 長夜 1。 云 何 天 鈿女命 嘘- 樂如 T 此者 乎。 

乃以ー 一 御手 一 細 一 一 開 磐 戸一 窺 之」 と ある。 

(此 時に 天 手 力 雄！ W と 云 ふ 神な 鑤リ まじ そと 申す 云々) これ も 日本 紀の 本文に よった ものである。 「時 手 力 雄 神 則^ ュ承： 大 

t キ ヮタシ 

照 太 神 之 手 1 引而奉 出。 於 是中臣 神、 忌 部 神則界 一一 以端 出之繩 1。 乃 請 曰 勿 復^ 幸」 と ある。 天 手 力 雄 命が^ 兼^の 子で 

あると いふ こと は 正しい 古典に は 見えないで 神皇實 錄に見 ゆる。 尻く ぺ 索と いふの は 後世い ふしめ 索で ある。 その 注 

に 書いて ある 事 は、 いづれ も 原本に 1 致す る。 
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, 上天 始めて 晴れて 云々) これ はせ^ 拾 遗 によった ものである。 その 文に 曰 はく 「上天 初喷、 衆俱相 見、 而^ 明 S り 

仲 手^ 舞。 相 與稱曰 ：！： 波禮言 也 阿 那於茂 志 呂 古語 事 之 阿那 裏面き 也 阿那 多能 志  一一？， チレ 而舞 今き Is?? そ 51 此 5- 

阿那佐 •： 仅通竹 f おお 跃恕木 名 也お 一一 其 葉 1 之 調 也 と ある。 これ は 一 々解せ ずと も 明. G であらう。 而し てこれ は神樂 の 起-源で あ 

る ^  、 

說) 以上、 素戔， 0 尊の す さびより 高天原の 大事 變を 起した の を 叙した が、 そのうちに 三種の神器 中の 鏡と 玉との 出现と 

祭祀の 偽 式 乂祌樂 の 起源と を說 いて ゐる。 こ の 二 大事 は實 にこの 大事 變を說 くに あら ざれば 明かに する ことの 出來ぬ 

ものである。 從っ てこの 段の 說 明の 中心 點がこ X にある こと はいふまで もない。 撰者が、 他の 事件 はなるべく (1^ に 

叙し つ、 も、 この 二 事件 を 委しく 述べ た 精神 を 推察して みるべき である。 次に はこの 大事 件 を 起した 素 ffgtu の虚 分 

^おに 入る が、 それ を も 委しく 述べて ゐる。 その 理由 は その 條 下で いはう。 


「お ほす る」 底 

本 「仰 スル」 と 

かけり， „ぉ ら 

されば 他^ 本 

によりて 假名 

こす。 

r 首の」 の 「の」 

他 諸 本に よ り 

て. 

「はら ひ  一^、 

本 北 本 「掃 ヒ」 

とす、 他 三本 

によりて 假名 

とす 


ス サノ チ. 


チ クー 


ォキ 


カウべ 力， 


かくて 罪 を 素戔烏 尊に 寄せて、 お ほす るに 千 座の 置戶を 以て、 首の 髮>  手 

,  o  O  c  o  o  O 

ァシ  ッメヌ  ァガナ  ヅ ノッミ  カム 

足の 爪を拔 きて 贖 はしめ、 其 罪 を はら ひて 神 やら ひに やら はれき。 

o  o  o 

(耧) この 條も 古語 拾遺に よった ものである。 その 文 は 「仍歸 < 罪過 於 素 戔嗚神 一而 科 之以ー 1 千 座 髭 戸一 令 レ拔ー I 首髡及 手足 爪 J 

以^ レ之 リ仍^ 一 I 除 其 罪 1 遂降 焉」】 と ある。 「お ほす る」 と は 負 はする 意で 今の 語で は負擔 させる 事で ある。 「千 座の S 戶」 の 

置 戸と は、 置 所の 意で、 祓物を 座 ゑ 置く 所で ある。 その 置 所 をかぞ ふるに 幾 座と いふので あるが、 千 座と は械 めて 多 

い. s を 示した ので ある。 祓物は 罪過 ある 人が、 その 罪科 を 祓ひ贖 ふ 意で 解除の 爲に 出す もので あり、 その 罪過の 巧 穴 

な もの ほど、 その 量 を 多く 置く ので ある。 祓 除の 爲に髮 爪 等 を 出す は 釋紀に 「身代の 義也」 と あるの が 常って &ると お 

はるる T 神 やら ひに やら はれき」 とい ふ 「神 やら ひ」 は 神 わざとして 「神」 の 語 を 冠した もの だが 「やら ひ」 とい ふ 

は 「やら ふ」 とい ふ 語の 體ー W 化した もので、 永久に 追放す る ことで ある。 

(說) これから 素 戔 鳴 尊の 地上の 活動が はじまらう とする。 これが また わが 國體の 上に 大關^ が あるので ある。 


「出 雲の」 の 

「の」 底本な 

し、 他 諸 本に 

よりて 加 ふ。 

」 をと め」 底本 

「乙 姬」 とか 

く、 梅 a  二 本 

によりて 假名 

とす。 

「かきな で つ 

つ」 他 諸 本に 

よる r 底本 r 搔 

撫」 の 二字と 

「國ッ 神」 底本 

「國 ノ祌」 とす 

白 本に よりて 

改む。 

「をと め」^ 本 

「姬」 とす。 他 

本に よりて 改 

む： 下 同じ" 

「 つ まくし」 の 

「つ」 底本 脫す 

他 諸 本に ょリ 

て 補 ふ" 

「みつら」 底本 

『自ら - に 作 

る。 他 本に よ 

りて 正す C 

「の」 他 四 本に 

よりて 補 ふ。 

「つねに」 梅 


-ヅ モ 


カハ 力- 


彼 尊 天より 下りて 出 雲の 簸の 川上と 云 ふ處に 至り 給 ふ。 其處 

*  o 

と軀と 有り。 一 の をと め を 居 ゑて、 かきな でつつ 泣きけ り。 


一 J 


t トリ ォキナ 


の 翁 


o  o  o 


O  o  o  O  o  O 

タレ  タマ  ヮ  コ  クー 一？' カミナ リ  ァシ十 ツチ  テナ ツチ  コ 

誰 ぞと問 ひ 給 ふ。 我れ は 是れ國 神 也。 脚 摩 乳、 手 摩 乳と いふ。 此の をと 


ス サチ 


コ ナ； 


シ ナ 


サキ  ャ タリ 


チ トメ ァ 


Y マ 


め は 我が 子 也。 奇稻 田姬と 云ぶ。 先に 八 ケの小 女 有り。 年 ごとに、 入岐 

の 大蛇の 爲に 呑れ き。 今此 をと め 呑まれなん とすと 申しければ、 尊 我に 

o  o  o 

くれん やとの 給 ふ。 勅の ま  >  に 奉る ^申しければ、 此の を^め を 湯津の 

トナ  ャ  サブ  ャッ  フネ  モ 

の つまく しに 取り 爲 してみ づら にさし， ^しほりの、 酉 を 八の 槽に 盛りて 

o  o  o  o  O  O  o 

マ  タマ  ハタ  カノ テロ チ キタ  カシ ラオ ノ/\ ヒ トツ  フネ  ィ  ノヱ  ネブ 

待ち 給 ふに、 果して 彼 大蛇 来れり。 頭 各 一 の槽に 入れて 呑み 醉 ひて 眠 

ミコト  トツ カツ ^ギヌ  キ  チ  イタ 

りけ る を、 尊 はかせる 十 握の 劎を拔 きて つた/ \ に 切りつ。 尾に 至りて 

ゾルギ ハス n  力  サ  i タマ  t トツ ツル ギア  ヅ ノウへ  ゥン キア 

劎の^ 少し 缺 けぬ。 割きて 見 給へば、 一の 劎 有り。 其 上に つねに 雲氣有 

o  o  o  o 

ァ マノ ムラ ク モノ ツル ギ チヅ  コ  ツル ギナリ  ヮレ 

りければ、 天 叢雲 劎ご 名く。  是れ あやしき 劎也。 我 

ナン  ァへ  ヮ タ^シ ォ  タマ  アマ テラス ォホ ミカ ミ タテ マツ  ァ 

何 ぞ敢て 私に 置け らん やとの 給 ひて、 天 照 太 神に 奉り 上げられに けり。 


卷 1 天照大神 


六 九 


神皇 正統 記述 義 


七 〇 


本に よりて 捕 

「あやしき」^ 

本 「怪」 に 作 

る。 今. n 梅 二 

本に よりて 假 

名と す。 


-チ イジ モ 


イタ 


ナ タ 


ォホ. ナム ヂ 


： 大汝と 


其 後出 雲の 淸の 地に 至りて 宮を 立て ゝ稻田 姬と栖 み 給 ひ、 大已貴 神 も 云 ふ。 

を 生まし めて、 素 戔烏尊 は竟に 根の 國に 出で ましぬ。 


(彼 籙 天よ リ下リ て 云々 一 つの 劍ぁ リ〕 これ は 日本 紀の 本文 を 多少 要約して 書かれ. たもので ある。 今 原文 を 略して あげな 

い。 「出 雲の 簸の 川上」 は 出 雲に 「ひ」 とい ふ 地あって、 そこ を 流る る 川を簸 川と いふので あるが、 その 川上の 地 は 古事記 

に 「肥 河 上 在 鳥 上 地」 と ある。 この 遺蹟 は 今 分明に は 知られな い T 八岐の 大蛇」 は 八の 頭 ある 大蛇 だとい ふ。 「湯^の つま 

ぐし」 湯 津とは 五 百箇で 数の 多い こと をい ふ。 爪 櫛 は 爪の 形した 櫛の 意で、 竹の 薄い 齒を 多く 並べて、 牛より 折り合 

せ 編んで 爪の 形に した 櫛で、 古墳から 時々 發掘 する。 その 櫛 は 太古 男女 共 髮に剌 した ものである。 「み づら」 は 上古の 男 

子の 髮の 結び 方で、 髮を 左右に 分けて、 各 角の やうに 耳の 上の 邊に 結んだ もの。 「八し ほりの 酒」 は 日本 紀に 「八 I！ 洒」 と 

書いて ある or しほ」 は洒を 醸す こと を いふ。 八し ほりと は 八 度 折り か へ し釀 した 酒と いふ ことで、 醇 厚な 酒 をい ふ。 「十 

搌斂」 その 斂の 身の 長さが、 十 握 許 ある 斂と いふ 意で、 美稱 である。 

(其 上に つねに 雪 氣ぁリ けれ ぱ 云々) これ も 恐らく は 古語 拾遺に 依った もので あらう。 

オケ ラン 

、是れ あや， しき 铋也云 々ゾ これ は 日本 紀に 「素 戔嗚尊 曰 是神劎 也。 吾 何 敢^ 以安 乎。 乃上献 一一 於 天神 一 也」 と あるに よった の 

である。 さて この 劎が、 三種 神器の 1 となる ので ある。 

(其 後出 罌 の涛の 地に 至りて 云々) これば 日本 紀の 本文の 耍を 摘んで あげた ものである。 「出 雲の 淸の 地」 出^ 風土記に 大 

原 郡须我 山と あり、 又須我 社と ある。 その 須我 社が その 宮 の遣址 かも 知れぬ。 r 大已 貴祌」 は 日本 紀の 本文で は 素^ 鳴 

尊の 子と あるが、 同書 や 古事記に は 素 戔嗚尊 六 世と ある。 

(稅) 以上で 素戔鳴 尊が、 父母 二 神の 命ぜられた 根國に 落ちつき 給うた 事に なり、 これから はこの 尊の 事 は 出で 來 ない。 

しかし これらの 叙事の 主眼 は 三種の神器の 由来と 皇孫 瓊々 杵 尊の 御 父 天 忍穗耳 尊の 出現と を說 くこと にある とい ふ 事 

は 明かな 事であって、 その他の 事 はなる ベ く 略筆して あるので ある。 


天 

耳 
尊 


て 第 

饒 5  二 
速;、 代 


¥f まの ま S 蒙に S りて 天下 を經營 し 葦原の 地 を 領し給 ひける に 

おり、 ^を? の， ともおす。 お ハの 幸魂奇 魂は大 倭の il 一輪の 神に ます。 

(說) 上に 大已 貴祌の 事が 出た 序 を 以て、 この 神の 事 を略說 した。 この 祌も亦 わが 國の祌 として は 偉大な t であ リ、 又國 

體の由 來を說 く 上に 重大な 關 係の ある 神で あるから、 略す る 事の 出來な いのは 赏然 である。 

(弋. ^の ！》. ン r 汝」 は 「ナム ヂ」 で 「己 赏」 とかくと 同じ 意義で、 即ち 上に 云った 大已賁 神で ある。 これ は 出雲大社の 祭祌 

である こと は 今更い ふに 及ぶまい。 • 

(大國 一 W 神と も 申〕 大國 主神と は その 偉大なる 功績に よって 稱 へた 神 號 である。 この 神 は その 功績に よって、 多くの 稱號 

が ある。 日本 紀の 一書に r 大國 主神、 亦 名大 物 主神、 亦 號國作 大已貴 命、 亦 曰 葦原 醜男、 亦 曰 八 千 戈 神、 亦 曰 大國玉 

神、 亦 曰 顯國玉 神」 と ある。 その 國土經 營の事 は 同じ 書に 委しく 見 ゆる。 

(幸 魂奋 魂) 幸 魂と は その 人 を 守りて 幸 あらしむ る 魂の 作用 をい ひ、 奇 魂と は靈 妙の 功 用 を 有する 魂の 作用 をい ふので、 

結局 これ は靈 魂の 作用 を 云った ものである。 

(大 倭の 一一 一輪の 神) 大和 國 三輪 町鑕 座の 官幣 大社 大祌祌 社の 祭神で ある。 この 神 は 大物 主神と いふ 御名 を 以て 祭られて あ 

るが、 大已貴 命の 幸魂奇 魂で ある 事 は 日本 紀 1 書に 見えて ゐる。 

ダイ 二 タイ マサヤ ァ カツ カチ ハヤ t アマ ノォ シホ ミミ ノミ コ ト タカ ミ ムス ンノパ！^  ；" スメ， タク^ タ^ チ t  メノ ヽコト ァ 

正 哉 吾 勝々 速 日 天 忍 穗耳尊 は 高 皇產靈 尊の 女栲幡 千々 姬 命に 逢 ひ 

ヒ ノミコ トー 一 一一 ギノ ミコト ゥマ  タマ  ァ カツ ノ ミコト ァ-ン ハラ ノナ カツ クニ クダ 

日 尊瓊々 杵尊を 生し め 給 ふ。 吾 勝 尊 葦原 中^に 下ります ベ かりし 

i ゥマ  タマ  カレ  クタ  マテ タマ  テン.； ソャゥ トド 

が、 御子 生れ 給 ひし かば、 彼 を 下すべし と 申し 給 ひて 天上に 留 ります 
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皇 

iE 

総 

m 

義 


にに 底つ ス 
よお 本て ご 
り く 數加梅 
改他字 ふ 本 
む 諸 を ° に 
° 本 上 よ 


(正 哉 吾 勝々 速 日 天 忍 链耳萆 は 云々) この 記事 は 日本 紀の 本文 を 基と した ものである。 その 文 は 「天 照 太 神 之 子、 正^^: 

勝 勝 速 日 天忍穗 #尊¥ 高 皇產靈 尊 之 女栲幡 千千 姬 一 生 一 一 天津 彥火瓚 瓊杵尊 こと ある。 しかし これに は t: 速 ロ^ の 事 は 見 

えな い。 この 尊の 事 は舊事 紀の傳 によつ て 加へ られ たもので あらう。 

(吾 勝 珐蒼 原 中洲に 下リ ますべ かリ しが 云々) この 事 は 日本 紀には 明かに か いてな く、 古事記に は 明かに 見 ゆる。 しかし 

古事記 は 引かぬ が 故に、 ここ は舊事 記に よって か X れ たものと 思 はるる。 いづれ にしても、 この 古 障 は、 異議の 無、， 

事で ある。 

ュギ ハヤ t ノ ミコト  クタ  タマ  トキ  グヮ イソ タカ i ムス ビノ ミコト ト クサ  ミヅ タ カラ  サヅ  タマ  ォ t 

先 饒速日 尊 を 下し 給 ひし 時、 外 祖高皇 產靈尊 十 種の 瑞蠻を 授け 給 ふ。 遍 

ッ カ^パ ヒトぃ へ？， ツカ^-！ ヒ トツ.. ャッ カノ ツル ギヒ トツ イク タマ ヒ トツ ナホ リカ ヘシ タマ ヒ トツ タル タマ ヒ トツ ミチ 力 ヘシ タマ ヒ トツ 

津鏡 一 邊津鏡 一 八握劎 r 生 玉 一、 死 反 玉 一、 足 玉 一、 道 反 玉 一 、 

, P  o  o  o  o  o  ^ 

チロ チノ ヒレ t トツ ハチ ノヒ レ ヒトッ  シナ モノ ノヒ レ t トツ コ レ ナリ  コノ ミコト ハヤ  カミ サ  タマ  < 

蛇 比 禮ー、 蜂比禮 一、 品物 比 鱧 一、 是也。 此尊 早く 神 去り 铪ひ にけ り。 

o  o  o 

オヨ ソ^.^  7 ルジ  クダ タマ  ァ カツ ノミコ トク ダ タマ  トキ アマ テラス 

凡國 の. 主と て は 下し 給 は ざり しに や。 吾 勝 尊下り 給 ふべ かりし 時 は 天 照 

ォ.. ホ/ 力 ミサ ンジ ュ.， ジン ギ ■ クタ  タマ  マ タノ チ  - 一二 ギノ ミコ トサヅ  二  f 

太 神 三種の神器 を 傳人給 ふ。 又 後に 瓊々 杵尊 にも 授け ましく しに、 饒 

ハヤ t  ノ ミコト  コレ  エタ マ  シカ  ヒ ツギ  カミ 

速 日 尊 は 是を得 給 はず。 然れば 日嗣の 神に はまし まさぬ なるべし。 mM 

說也。 日本 紀 

に は 見えず。 

(說) 以上の 饒速日 尊の 記事 はこの 注の 如く 日本 紀に 見えぬ 事で、 古事記に もな く、 舊事紀 にだけ 見 ゆる 所で ある。 し 

かし、 かの 十 種の 祌貲の 事 は 後世まで 鎮魂祭の 起源 をな す ものであるから、 中世の 虚構で は あるまい。 舊事杞 とい ふ 


た 
て 
ま 

つ 

る 


書 そのもの は僞 撰で あるが、 その 中の 記事に は 正しい 占 傳も存 する ので ある。 つま リ、 種々 の 古 傳說を 集めて、 辍っ 

たお 窨 で、 その 內容に は 玉石^淆して ゐる もの. とい ふべき である。 その 記事 は 「天神 御龃敎 詔、 校-天重 瑞黉十 稀？ 謂 

(名目 本文に 同じ) 是也リ 天神 御 祖敎詔 曰、 若 有-痛 處 1 令， I 玆十寳 1 謂, 二  二三 四 五六 七 八 九十 一而 布 瑠部、 由 良 由 良 止布瑠 

部。 如 此爲之 者 死人 反 生矣。 是則 所謂 布 瑠之霄 本矣」 と ある。 この 十 種の 神 突に ついては 久米幹 文の 說 明が 簡明で あ 

るから それ を 次に 引く。 曰 はく 「おきと いひ 迻と いふ も 海の 緣：^ なれば、 さる 所 由 ある 銃なる ベ じ 生 玉 足 玉と いふ 

タタ  イタ  シニュ 

も只稱 へたる 名ば かりに は ある まじく、  K 地の 生く 足る 所. S あるべし.。 死 反 玉 は 死去く を 引かへ す義 なるべし。 道 反 

玉 は あしき 道に 陷 るべき を 引かへ す義 にや、 蛇 比^ 蜂 比 醴は蛇 蜂 を 禳ひ鎭 る ものなる べし。 品物の 比罎 はいかなる 義 

ともしら ね ど、 さま^, \ 'はら ひ鎮る 用の 物 にゃあらん J 上代の 物 なれ ばくはし く 知るべき 樣 なし。 さて 舊事紀 によれ 

ば此寶 物授給 ひて 天祖 神の 敎へ给 へ る は 如し、 痛む 處 あらば、 この 十 種の 黉を  一 二三 四 五六 七 八 九十と いひて ふるへ.. 

ゆらくと ふるへ、 斯 くせんに は 死人 も 生かへ らんと 勅耠 ひきと あり。 これ 即ち 禁 厭の 法に して 後に 物 部 氏が 此術を 

相傳 して 鎭 魂の 御祭 仕へ 奉る 事の もとな り」 と 云って ゐる。 

(凡 國のー W として は 下し 給 は ざリ、 しに や 云々) これ は 撰者の 意見で ある。 即ち かやう に 神寳を 授けられ、 乂 舊事杞 によれ 

ば 三十 二 神、 五部の 造、 二十 五部の 天の 物 部 を そへ 耠 うたと あれば、 その 儀 は 盛大で あつたと 思 はるる。 然るに 三種 

の 神器 は 吾 勝 尊 又 その 御子の 瓊瓊杵 尊に は傳 へ 給うた に關 せず、 その 前に 降臨 せられた 饒速日 尊に は 授け 耠 ふとい ふ 

こと は、 いづれ の古傳 にも 一切 見えない。 されば 直大な 意義が 有った としても 天日 嗣 ではなかった と考 へら るるとい 

ふ の である。 

(說) こ、 に 饒速日 尊の 記事 ある は、 祌皇 正統の 記と して は 傍系に 屬 すると 考 へらる るが、 これ は 古来 この 尊の 事に 就い 

て その 御名に 「尊」 の 字 を 用ゐる 程に 重く考 へて ゐる 一部の 考へ 方が あるに よって、 皂統 との まぎれ を 生ずる 虞が な 

いで も 無い。 それで あるから、 こ \ にこれ を 明かに 斷じ 去った ので、 決して これ は餘 計な 言 を 弄した のでない。 

アマ テラス ォホ ミカ ミ ァ . カツ ノ ミコト テン. ジャゥ ト ドマ タマ  チ ジン タイ イチ ズィ - 一  カダ 

天 照 太 神 吾 勝 尊 は 天上に 留り 給へ ど、 地 神の 第一、 第二に 數 へたて まつ 

.  o  c  o  C 
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七 
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すり 梅 マ 底 

。て^ ッ本 


ソ ハジメ ァメ ノシタ アル ジ  ゥマ タマ  ュヱ 

る。 其の 始は 天下の 主たるべ しとて 生れ 給 ひし 故に や。 

(說) これ は 天照大神 吾 勝 尊 を 地 神と して かぞへ 奉る ことにつ いての 論で あるが、 その 理由 を こ \ に 推論した ので ある。 こ 

れ につ いての 久米幹 文の 論が 參考 とする に 足る から 次に あぐる。 曰 はく 「又 天照大神 吾 勝 尊 を 地 神の  一二に かぞへ 奉 

る は 初め 天下の 君 たるべし とて 伊穽 諾大 神の 生み 給へ る 故 にゃあらん といへ るな リ。 され ども 前に せる 如く、 天 照 

太 神 を 地 神と する 事 は 古書に 證 例なければ 信じ 難し。 但し 第一 代の 始祖と して、 吾滕 尊より 以下 第二 第三と 天皇の 御 

世代 数に かぞへ 奉る は 卓見な り。 後世 神武 天皇 を 始祖と する は あやまり なるべし」 とい ふ。 但し、 この 地 神說は 撰者 

の 時代 以前から 行 はれた ので あるから 撰者の 創意で はない 箬 である。 

ダイ サン タイ ァメ ッ ヒコ ヒ n ホノ  二  二 ギノ ミコト ァメ ミマ  スメ ミマ  マチ  スメミ オヤ アマ テラス ォホ ミカ-.、 タカ ミ 

第三 代 天津 彥々 火瓊々 杵尊、 天孫と も 皇孫と も 申す。 皇祖 天 照 太 神、 高皇 

ムス ビノ ミコト  .X ゲ  ァシ ハラ  ナカ ツクユ  アル ジ ナ  アマ クダ  タマ 

產靈 尊い つき 惠 みまし /\ て、 葦原の 中洲の 主と 爲 して、 天降し 給 はん 

コ、  ソノ クニ  ，ジャ ジン ァ  タ ヤス  クタ  タマ  コト カタ  ァメ ワカ ヒコ 

>J す。 此に 其國の 邪神 荒れて 容易く 下り 給 ふ 事 難 かりければ、 天 稚彥と 

ィ  力-,、  クダ  -I  タマ  ォホ ナム ヂ ノカミ ムス メシタ テル ヒメ  トヅ  力へ リコ 卜 マテ 

云 ふ 神 を 下して 見せしめ 給 ひしに、 大汝 神の 女 下 照姬に 嫁ぎて 返事 申さ 

ずして 三と せに 成りぬ。 仍 りて 名 无し雉 を 遣 じて 見せられし を 天 稚彦射 

コロ  ゾ ノヤ テン ジャゥ ノボ  ォホ ミカ ミ  ミマ ヘア  チ 

殺しつ。 其 矢 天上に 上りて、 太 神の 御前に 有りつ 血に ぬれたり けれ は、 

アヤ シ  十  クダ  ァメ ワカ ヒコ ュヒ ナメ  フ  ムネ  ァタ  ミ 

怪み給 ひて 擲げ 下されし に、 天稚 彥新嘗 して 臥せりけ る 胸に 當 りて 死ぬ 


「立 タ テ 

ル 」 とす。 

二 本に よ 

假名と 


世に 返し 矢 を 忌む は 此の 故な り。 

(天津 彦々 火 a- 々杆萆 云々〕 ^孫と も 天孫と も 申す の は、 天照大神の 御 孫に まします からで ある。 この 二 語 は H 本紀 にも 

古語 拾 遣に 同じ 意に 用 ゐてゐ るから 古くから 同義で あつたと 思 はるる。 皇孫 は國 語に 「ス メ ミ マ」 とよみ、 天孫 は 「ァ 

メミ マ」 とよむ。 厳密に い へば、 瓊.々 杵尊を さし 奉り、 汎くは その後の 代々 の 天お を も 申す ので あるが、 こ 、はもと 

より 魂々 许尊を さし 奉る。 

(皇祖 天 照 太 神 は 云々) これ は 正し ぃ古傳 一 切の 傳 ふる 所で あるが、 書に よって 多少の^ 傳 があって、 日本 紀 では、 皇 ® 

高皇 產靈尊 一 柱の 御 事と し、 古事記で は 天 照 大御神 高木 神 二 柱の 御 事と する。 こ  >- は 恐らく は 古語 拾 遣に よった もの 

であらう。 即ち その 文 は r 旣而 天照大神 高， M 產靈 尊崇 一一 養^ 孫 一 欲 一-一 降^- 一 豐 葦原 中 國主こ と ある。 

(比に 其圉の 邪神 荒れて 云々) この 事 も 正しい 古傳に いづれ も 同じく 傳 ふる 所で ある。 邪神と は 日本 紀に 「彼 地 有 一一 螢火 

光 神 及蠅萆 邪神 一 後 有-一草 木咸能 言語 こ と あるな ど を さした ものである。 

(天 佳彦 云々) 日本 紀の 本文に よれば、 天稚彥 よりも 前に 天 穗日命 を 遺 はされ たが、 三年まで 復命し なかった から、 更に 

遣され たのが、 天稚彥 であると いふので ある。 日本 紀の 一 書に は 最初から 天 稚彥を 遣され たと ある。 しかし それ は、 

た^ 國 神の 女子 を 多く 娶 つて 八 年まで 復命せ ぬと ある。 それで あるから、 こ、 は 撰者の 思 ひ 違が 多少 あるので ある》 

. しかし 大局に は 大きな 關係 はない or とつぎて」 は 婚姻す る こと。 「新瞀 して ふせりけ る」 新嘗の 祭 をな して さてお L て 

ゐ たの もい ふ。  • 

(退， し 矢 を 忌む は 云々) わが 古代の 風習に 返 矢 を 忌んだ の であった らう。 その 風習の 由 來をこ \ に 求めて 說 明した ので あ 

るが、 これ は 日本 紀 以下の 古典に あるの を傳 へたので ある。 返 矢と いふの は 先方から 放し こした 矢 を 更に 此方から 射 

返す ことで ある。 

^にやさるべき i を えらびぎ ひし i、  おぶ 。神武 甕槌雾 0^ 御 

o  o  0 
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I 神 ICH 正統 記述 義    七^ 

コト  ゥ  クタ  ィヅ モノ クニ  イタ  ハカ  ツル ギヌ  チ 

言 のりを 受けて 下り ましけ り。 出 雲國に 至り、 帶 せる 斂を拔 きて 地に つ 

タ  ソノ ゥへ  キ  ォホ ナム- f- ノカミ  ォホ ミカ ミ ミコト ノリ ッ  シ  ゾ ノコ  ヅミ、 ャ 

き 立て、 其 上に 座て、 大汝 神に 太 神の 勅 を 告げ 知らし む。 其 子 都 美 波 八 

へ コ トシ 口 ヌシ ノカミ o  ァヒ トモ  シタガ マチ  ヅギコ タケ i ナ カタ ト ミノ カミ 

重 事 代 主神。^ おや 相 共に 隨ひ 申しぬ。 次の 子 健 御名 方 刀 美 神 


シタガ  -ー  タマ  スハ  ミ ヅゥミ  ォ  セ  マ タシタ が 

隨 はずして 北げ 給 ひし を 詉訪の 湖まで 遂 ひて 攻められ しかば、 又 順 ひ 

モ p>\ ァシキ 力. I  マヅロ  ホ  テン ジャゥ ノボ 

ぬ。 かくて 諸 の惡神 をば、 つみな へ、 順へ る をば、 讃 めて 天上に 上りて 

0^  >。 オン モ^^つ， 1<ぉ め. ^ぬ. 此ゃ國 ^去 リ. て隱^ 給 ひぬ と 見 ゆ。. 此の に ips: ノ^: r ァ， 

一. 3 

Y ゾ ヨロ ヅ 力 i  ヒキヰ ァメ  マウ  . ォ， ホ ミカ ミ コト  タマ  ヨロ  ャソョ ログ 


7y  f  J  ノ V13  /*。  v>  J llci' ブ おに 一 & ^畑に 属を まりて i わお ひに と^ゅ -X  f う っバ 7 ヒ t 

返事 申し 給 ふ 大物 主神 大物 主 は 先に 云 ふ 所の 一一 一輪の 祌 にます なるべし。 事 代 主； w 相 共に 

Y ゾ ヨロ ヅ カミ  ヒキヰ ァメ  マウ  . ォ， ホ ミカ ミ コト  タマ  ヨロ  ャソ ヨロ ジ カミ 

八十 万の 神 を 率て 天に 詣づ。 太 神 殊に ほめ 給 ひき。 宜しく 八十 万の 神 を 

リャゥ  スメミ マ  マモ タテ マツ  マ  力へ  クダ 

領 して 皇孫 を 守り 奉れと て 先 づ歸し 下さる。  . 


(經逮 一 Hi 命 X 武甕槌 神) 共に 上の 火 神 を 切られた 時に なり 出で た 神の 子であって 古來 武神と して 崇敬 せられて ある。 この 

時の 事 も 古典に 傳 ふる 所 は 大差なくて、 本窨は ぞの耍 を 摘んで あげて ゐ るので ある。 

(都 美 波 八重 事 代-王 神〕 日本 紀には 事 代 主神と 云 ふ。 古事記に は 八重 言 代. 王祌と あり、 舊事紀 の 地 祌本紀 に は、 都 味齒八 

重 事 代 主神と ある。 こ X は舊 事紀 によった ものである。 延喜 式祌名 帳に 「鴨 都 波 八重 事 代 主命 神社」 と ある。 こ ち 

大和の 葛 城の 鴨に ますと 注した 社で、 今 は， 高鴨祌 社と 云って 縣 社に 列して ゐる。 

一 健 御名 方 刀 美 神 云々) この 神の 事 は 古事記に あるが、 日本 紀には 見えない。 こ、 は 恐らく は 舊事紀 によられた もので あ 

ひう、 事實は 古事記 も同樣 である。 さて この 神の 名 も それらの 古典に は 睫 御名 方 神と だけで 「刀 美」 の 字が な ひ。 こ 


「巾し ぬ」 底本 

「巾 又」 と あ 

り。 他 本に 又 

r.E '又」 と ある 

「父」 は 「ぬ」 な 

るに よりて 改 

む、 

「神に」 s 「に」 

^本な し。 他 

本に よりて M 

、 


ミチ カタ I ミ 

れも神 名帐信 浪詖訪 の祌を 南方 刀 美 祌瓧と あるに よって 加 へられた もので あらう。 この 誠訪 神社 は 今、 官幣 大社で あ 

る0 

(大物-王 神 云々) この 事 は 日本 紀の 1 書に 見 ゆる。 その 文 は 「是時 歸順之 首^者 大物 主 祌及事 代 主神 乃 合-八十 萬 祌於天 高 

市 1 帥以昇 k 陳 -1 其誠欵 之 至？ 時 高 皇產靈 尊 勅-大物 主神 f 汝若以 _| 國祌- 爲レ妻 吾猶 謂- -1 汝 有- -疏 心？ 故今以 --吾 女 11 ー穗津 姬-配 

レ 汝爲， 妻。 宜領 一一 八十 萬 神 一永？ 皇孫 1 奉 護 仍使 一一 還 降 こと あるので、 これが 要 をと つたので ある。 この 大物. 王 神 は 上に 

あげた 大已貴 命の 幸魂奇 魂に まし まナ ので あるが、 撰者が 注して 「大汝 の 神 は 此國を 去りて 隱れ耠 ひぬ と 見 ゆ。 この 

大物 主 は 先に 云 ふ 所の 三輪の 祌 にます なるべし」 とい はれた の は 簡にして要を得た 說明 である。 さう して これが 原因 

になって、 大和 國の大 神神 社、 高 鴨神瓧 等が 出來 たものと 考 へらる る。 

(說ン 以上で 國內の 平定した 事 を 記した から、 次に 天孫 降臨の 事に うつる。 


I 相 計 ひて」 
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r テ 一 のみ を 加 
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同じ 語 を 見合 

せて よみつ。 

「天 太」 底本 

「大」 に 作る。 

他 諸 本に より 
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「鈿 女」 底本 

「靱 日」 に 作 
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つて 改む C 
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す。 今 掏 白 二 
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其 後天 照 太 神、 高 皇產靈 尊 相 計 ひて 皇孫 を 下し 給 ふ。 八百万の 神 • 勅 を 

o  o  o 〇 

ゥケ タマ ハ  ,1 トモ ッカ マウツ  ショ ジン  シャ ゥシュ サン ジフ 二 ジン ァ  ソノ ナカ  イツ トモ  f  ィ 

承りて 御 共に 仕る。 諸 神の 上 首 三十 二 神 有り。 其 中に 五部の 神と 云 ふ 

ァメ ノコ ャネノ ミコト  ァメ ノフト タマノ ミコト  ァメ ノウ ズメノ ミコト  イシ コリ トツ ノ ミコト  タマノ ヤリ^ コト 

は、 天兒屋 命^ 天 太 玉 命 錢 天鈿 女命錢 石 凝 姥命認 玉屋 命^ 也 此 

チカ  ナカ トミ ィムべ  -ー ジン  シン チヨ ク  ゥ  スメ； 、マ  タス  マボ  タマ 

中に も 中臣忌 部の 一 一 神 はむ ねと 神勅 を 受けて、 皇孫 を扶け 守り 給 ふ 


o  o 


o  o 


(說) これから 天孫 降臨の 事 を 叙す るので ある。 天孫 降臨の 事 はすべ ての 古典に これ を說 き、 しかも それが、 わが 國の最 

大事 件で あるから、 古典の 說 は大牴 一致し ゐる。 しかし その 傳に詳 略の 差 は ある。 今 こ  にあげた うち、 三十 ニ祌に 

つ いて は 特に 論ずべき 點が あるが、 その他 は大體 日本 紀の說 によった ものである。 

(諸 神の 上 首 一一 一十 二 神 有リ) この 事 は 天孫に 從屬 した 神と しての 傳は 古典に は 見えな い。 一 一 一 十二 神 を 下された とい ふ傳說 
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は^ 事 紀に饒 速 日^ 降臨の 條に 「高 皂產篛 尊 勅 曰、 若 有 _ 葦原 中 國之敵 拒 I- 祌人 「€ 待 戰者ヽ 能お -I 方便 一 誘 欺 防 拒^ 令, 一 

^平ぺ 令, 一三 十二 人 一 並^-防 衞 一 天降 供牵 矣」 とあって、 天 香 語 山 命、 天鈿賫 命、 天 太 玉 命、 天兒屋 命、 天 櫛 玉 命 以下す 

ぺ て 三十 二 神の 名 を あげて ゐる。 これ 以外に は 倭 姬命世 記に は 天孫 降臨の 記事 中に 「三十 ニ祌 前後 相 副 從比天 各 IV 大 

闕ー * 披： 虞路天 云々」 と ある だけで ある。 撰者 は^: 事 紀の傳 を 誤と して 倭 姬命世 記に よった ので あらう。 これにつ いて 

は 撰者の 見識 を 窺 ふべき であ、 りう。 後世、 大 日本史の 兵 志 も 亦 撰者と 同じ 意見 を 述べて ゐる。 

ォ.. ンォャ 

(五部の 神) 上の 三十 ニ祌 中の 特に 主立った 神 を さすので あるが、 日本 紀の 一書に 「又以 一一 中 臣上祖 天兒屋 命、 忌 部上祖 

太 玉 命、 猿 女上祖 天， 1 女 命、 銃 作上祖 石凝姥 命、 玉 作上祖 玉屋 命 凡 五部 神 1 使 一一 配 侍！ 焉」 と ある。 古事記の 趣 もこれ に 

同じい。 

(此 中に も 中臣忌 部の 一一 神 は 云々) 中 E の 祌は天 兒屋、 忌 部の 祌は天 太 玉 命で あるが、 この 二 神が その 五部 神のう ちで も 

W に 重任 を 託せられ たの は 神 紙の 祭祀 を 司る が爲 である。 それで あるから、 日本 紀の 一. 書に は 「故以 一 一天 兒屋 命、 太 玉 

命 及^ 神 部 等 悉^ 相 校」 とい ひ、 なほ 他の 一 書に は 「汝天 兒屋命 太 玉 命 ニ神宜 持- 1 天津神 籬 1 降 _1 於 葦原 中國 1 亦 多せ 孫 

「奉 齋焉」 リ 又 曰 はく 「復天 兒屋命 太 玉 命 惟 爾ニ神 共 侍 一一 殿內 1 善爲 一一 防護 こと ある。 むねとの 神勅と はこれ を さした ので 

ある or むね」 と は 重要なる こと をい ふので あるから 「むねとの 神勅」 と は 重要なる 神勅と いふ 義 である。 

マタ サン ジュ ジン ホウ サヅ  マヅ ァラ カジ スメ ミマ ミ n ト ノリ  け マ  、 ァシ ハラ ノー  ィ _ 

叉 三種の 神蠻を 授け まします。 先豫め 皇孫に 漱 しての 給 はく 葦原 千 五 

お アキノ  ；、 ヅホノ クニい コ レワ ガウ ミノ コノ キ；、 タルべ キト コロナ リヨ ロシ クイ マシ メス-,、 マユ キテ シラ セ サ キク ユキ タマへ アマ ッヒッ vi  ノサカ エマ サム 

百 秋之瑞 穗國是 吾子 孫 可. 王 地 也宜爾 皇孫 就而 治焉。 行矣。 賓 祚之隆 

コト マサニ ァメ ツチ トキ 〔マリナ カルべ シ  マタ ォホ ミカ ミミ テ  ホウ キヤウ モチ  スメミ マ  サ ダ  不  ヮ え コ 

當，， 與天壤 &に窮 者矣。 又 太 神 御手に 寶鏡を 以て 皇孫に 授けて 祝ぎ て吾兒 

コノ タカ ラノ カガミ テミマ サム コ トマサ-一 チ ホヮレ IKi ル ガゴ トク スべシ トモ 二 ユカ テオ ナジ クシ ミア ラカ テヒ トツ 二 シティ ハヒノ 力が ミ トスべ シ  クマ  ャ サカ ► 

視，ー 此寳 鏡， f 猶 P 吾。 可. 與同. 床、 共. 殿 以爲， 齋 鏡-，、」 の 給 ふ。 人 坂 

マガ タマ  ァメ  ムラ クモ  ツル ギ クハ  サン. ジュ  マ タコノ 力 ガミ ゴト  フン ミヤ ゥ  モ 

の 曲玉、 天の 蕖 雲の 劎を加 へて 三種，、」 す。 又此 鏡の 如くに 分明なる を以 


テン 力 


セゥ リン 


ャ サカ 二 


キヨ ク.. 'ゥ 


テン 力 


rw」 字 白 本 

「慮」 とし、 北 

本 「鹭」 とす。 

梅、 群 二 本 底 

本に おなじ。 

「傳は る lg 本 

梅 本 「傳」 一 字 

とす。 


て 天下に 照臨し 給へ。 八 坂瓊の ひろがれ るが 如くに 曲 妙 を 以て 天下 をし 

ミツル ギ  t キサ  マツ ロハ ザ  モノ  タヒラ  タマ  ミコト ノリ 

ろしめ せ。 神劎を 提げて は 不順る 者 を 平げ 給 へ と 勅し ま し ける と 

コノ クニ  シン レイ  ク ワウ トウ イチ シェ タタ シ  コト マコト  コレラ  ミコト ノリ i 

ぞ。 此國 の神靈 にして、 皇統 一統 正く まします 事 誠に 是 等の 勅に 見え，； 

サン ジュ  ジン ギヨ  ヅタ  コト t ツキ ホシ  ァメ  ァ  ォナ  力が；、 ヒ  タイ ナリ 

り。 三種の神器 世に 傳 はる 事 日月 星の 天に 有る に 同じ。 鏡 は 日の 體也。 

〇 o  o 

タマ  ツキ  セィ ナリ  ツル ギ  ホシ  キ チリ  フカ  チラ  ァ 

玉 は 月の 精 也。 劎は 星の 氣也。 深き 習 ひ 有るべき にや。 


ニー 一種の 神 突 を 云々) この 三種の 名目 は 下に 示して ある。 この 神贅を 授け 給 ふ 時に 同じく 次の 神勅 を 下された ので ある。 

(皇猱 に 勅しての 給 はく 云々) この 祌勅は 日本 紀の 一書の 語 その ま である。 この 勅語の 意味 は 世間に 周く 知れた 事で あ 

るが、 これ を 課すれば 「葦原の 千 五 百 秋の 瑞穗の 國は天 照 太 神の 子孫が 君と してし ろしめ すべ き國 であるから、 爾皇孫 

サキ 

は その 國に ゆきまして しろしめせ、 さらば， 分れむ、 幸く いで ませ。 天日 嗣の さかえん 事 は 天地の あらん 限は窮 りな 

いで あらう」 とい ふので ある。 

(又 太 神 御手に 寶鏡を 以て 云々) これ も 日本 紀の 一書に ある 神勅 を その ま、 記して あるので ある。 齋 鏡と は 大 神の 御镞 代と 

して 齋き 祭る 鏡と いふ ことであって、 床 を 同う し、 殿 を 共に するとい ふの は、 天皇の 宮殿 內に天 照 太 神 を 祭り 奉り、 

それに は 神鏡 を 以て 神體 とせられよ とい ふこと で、 この 神勅が、 賢所 又 伊勢神宮の 起源 をな す ものであって、 國體上 

甚だ 重大な 事 を 示して ゐる。 

(八 坂の 曲玉 云々) 上の 神鏡に、 こ >J に 云 ふ 曲玉と 斂とを 加へ て 三種の 祌寳 とも 神器と もい ふ。 この 三種の神器 はわが 國 

體の 特異 を 表する 重大な 祌器 である こと、 これ またい ふ を またない。 

(又此 鏡の 如くに 云々) この 三種の神器に つ いて 賜 はった とい ふ 神勅 は 古典に 明記して はない。 しかし これ は 古くから い 

ひ傳 へられた ので あらう。 元來 この やうに、 これら 三種 を 以て ある 精神 を 表明した の はわが 太古の 風儀で あつたので 
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あらう。 日本 紀を兑 ると、 鞏行 天皇が 筑 紫に 巡狩 せられた 時に、 謦： 國の渠 帥祌夏 磯姬が 榊に、 八 尺斂、 八咫 鏡、 八 尺 

瓚を かけて、 船に 樹て參 つて 歸 順の 意 を 表した 事が 見え、 又 日本 武尊 J 東夷 を征 せられた 時に、 大鏡を 御船に かけ 

られた 事が 見え、 又仲哀 天皇が 筑 紫へ 巡狩せられ 時に も 伊 覩縣主 五十 迹 手が 榊に 八 尺 瓊" 白銅 劎、 十 握劎を かけて、 船 

の舳 艫に 立て、 獻 つた 事が ある。 この 時に 五十 迹手 がそれ を献 つた 時に 奏した 言が ある。 それ は 「臣敢 所 ー_! 以献 一一 是物 1 

者、 天皇 如 一一 八 尺 瓊之勾 一曲 妙 御， 宇、 旦 如- c 銅鏡 ー以 分明 看 一 一 行 山川 海原 T 乃提 一一 是 十握劎 一平 一一 天下一 矣」 とい ふので ある、 さ 

てこれ と 略 同様の 語が、 神 皇實錄 にこの 神器 を 授けました 時の 記事に 出て ゐる。 その 文 は 「惟 皇天 御中 主神 與 一一 大日 靈 

尊 ー盟宜 又 天皇 孫 尊 如， 一八 坂瓊. 之 勾 一 以， 一 曲 妙 一治-天下 f 且 如-白銅 鏡 一 ^分明 一 看 _1 行 山川 海原 T 乃き 是靈靱 一 平-天下 一 矣」 と あ 

る。 神， M 系圆 にも； 大口 事 書に も 元々 集に も 略 同じ 文が 出て ゐる。 これら は大體 日本 紀の 五十 迹 手の 語と 同じで ある。 

思 ふに、 これ は 五十 迹 手が はじめて いひ 出した 事ではなくて、 太古から かやう に傳へ て來 たもの が、 五十 迹 手の 語と し 

て そこに 登錄 せられた もので あらう。 それ故に 中古 以來 9 神道 家の 說は 虚構で は あるまい と 思 はれ、 撰者 も それ を 正 

し いと 信じた わけで あらう。 さて この 神勅の 意味 は その 語で も 明かな の だが、 そのうち 「八 奴瓊の ひろがれ るが 如く」 

とい ふの は、 前に あげた 曲 妙の 文字に 相當 すべ き 語の 喾 であるが、 曲 妙 は ッ バラカと いふ 語に あてた ものら しいが、 

「ひろ かれる」 とい ふの は、 多くの 玉 を 1 の 緒に 貰いた のが 行渡らぬ 所の ない 點を とって いった ものと、 思 はるる ので 

ある。 

(此國 の神靈 に、 して 云々) 三 穂の 神器が わが 國の 神靈 であると いふので ある。 が、 これ は 重大な 事柄であって 神器が 神聖 

なる， お； 位の！！ 徵 である 以上に これ を 祌靈と 崇め 奉る 事が、 國體の 尊厳 を 示す 所以で ある。 さて この やうに 一一 一種の 神器 

がわが 國 家の 神靈で あると いふ 事と、 それが 傳へ ら るる ことによって 保證 せられて ゐる 一 系の 皇統が 正しく 傳 はり ま 

します と いふ 事 は 上に あげた 神勅に 明かに 見 ゆると いふので ある。 

(三種の神器 世に 傳 はる 事 云々) 三種の神器の 世に 傳は る 事 は HT 月 星の 天に 有る に 同じくて 神の なしの まに く傳 はる も 

のであって 入力の 左右し うる 所でない とい ふの が、 この 一節の 本旨で ある。 それにつ いて、 今是を 以て 三種の神器に 

あて 說 かう としたの であらう。 

(說) この 段 は 本書 中 最も 重大な 段であって、 わが 國體の 尊厳 を 明かに する 最 第一の 段で ある。 卽ち 所謂 天壤 無窮の 祌勑 

は 宇宙 間 唯一 の 神聖な わが 國體の 本旨 を 明かに せられた もので あり、 一， 二種の 神器 はこの 國體の 祌聖を 表明す る 神聖 無 


「の 命」 底本な 

し。 他 諸 本に 

よ リて補 ふ。 


比の 唯一 の證據 であ リ、 この 神器に 附隨 した 神勅 は 天皇が 國家 を統へ 治しめ す 政事の 耍道を 示された ものである。 そ 

れ であるから、 わが 國家 はこの 祌 勅の 事 赏 上の 展開で あり、 又 それの 證據 でも ある。 即ち わが 國家 發展の 原理と、 政 

治の 本義と が こ、 に 示された ものである。 爾 下の 記事 は 即ち この 一段 を祸軸 として 運用した 結果の 記錄 であり、 爾前 

の 記事 は こ の 一 段 を 導き出す 爲の 誘導 篇 であると いひうる の である。 神皇 正統 記の 本 旨 が こ の 1 段に 存 するとい ふ 事 

は 決して 過言で はない。 

以上 は事實 につ いての 撰者の 記述で あるが、 これから 次 は それにつ いての 撰者の 見解 を 述べ ようとす る。 


？ モヅモ カノ ホウ キヤウ サキ 


：ン r- リ ド. 


ャ タ 


力が- 


抑 彼 寳鏡は 先に 記し 侍る 石 凝姥の 命の 作り 給 へ りし 入 咫の御 鏡 ^ls。 口 玉 

o  o 

ャサカ 二  マガ タマ  タマノ ヤノ ミコト  ヅク  タマ  チリ  ツル ギ  スサノ チノ ミコト 

は 八 坂瓊の 曲玉、 玉屋 命の は H 作り 給へ る 也。 ^龍 まひ 劎は 素戔烏 尊の 

ェ タマ  ォホ ミカ ミ タテ マツ  ムラ クモ  ツル ギ十リ 

得 給 ひて 太 神に 奉られ し蘩雲 の 釗也。 


(說) まづ こ、 に 三種の神器の 由来す る 所 を 述べ た。 これらの 事 實は旣 に 上の 段々 に 述べて あるの を こ、 に 1 括して 說明 

したので あるが、 それらの 段々 の 記事の 意味が こ &に 至って 明かになる。 


コノ. サン ジ ュ 


シン チヨ ク 


カガ- 


此 三種に 就きた る 神勒は 正しく 國を 持ち まします ベ き 道なる ベ し。 鏡 は 

イチ モッ  タク"  リタ クシ  コ コロナ  マン ザゥ  テラ  ゼ ヒ ゼン ァク  スガタ ァラハ  ィ 

一物 を貯 へず、 私の 心无 くして 萬 象 を 照す に、 是非 善恶の 姿彰れ ずと 云 

コト ナ  ソノ スガタ シタガ  カン ォゥ  トク  n  シャ ゥヂキ  ホン ゲン ナリ  タマ  ユウ 

ふ事无 し。 其 姿に 順 ひて 感應 する を德 とす。 是れ 正直の 本源 也。 玉は柔 
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八 


rs 底本 「宗」 

とす。 A 山 本 

によりて 改 

む。 

「宗」 のドに 底 

本 「ノ」 ぁリ、 

他 本つ し C  0 

「うつし」 底 

ド^ せり、 也 

本に よりて 補 

J, 

「制」 底本 「製」 

とせり • 他 本 

によりて 改 

む。 

「靈」 底本 「雲」 

に 作れる 誤な 

る こと 著し。 

他 本に よりて 

正せ リ。 
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八 二 


ヮ ゼンジ ユン トク  ジ ヒ  ホン ゲン ナリ ツル ギ ガウ リ ケッ タン トク  チヱ  ぉン * ケン 十リ 

和 善 順を德 とす。 慈悲の 本源 也。 劎は剛 利 決 斷を德 とす。 智慧の 本源 也 ( 

サン トク ァハ  ゥ  テン 力  チサ マ  コト マコト カタ  シン チヨ ク アキラ 

此の 三德を 翕せ 受けず して は 天下の 治らん 事 誠に 難 かる べし。 神勅 明か 


- 、 し 


コト パッヅ マ 


ムネ t  - 


ァ マサ ジン ギ 


ァラハ タマ 


カタ ジケ 


ナカ 


て詞約 かに 旨廣 し。 剩へ 神器に 彰れ 給へ り。 いと 忝な き 事に や  <  中 

o 

カガミ  モト  ソゥ ベ ゥ  シャゥ タイ  ァフ  タマ  カガミ メイ  カタ チ  シ ン シヤゥ アキラ 

にも 鏡 を 本と して、 宗廟の 正體と 仰がれ 給 ふ。 鏡 は 明 を 形と せり。 心性 明 


ケッ タン 


ソ ノウ チ 


マタ マサ 


かなれば、 慈悲 決 斷は其 中に 有り。 叉 正しく 御影 をう つし 給 ひし かば、 

,  o  o  o 

フカ  ミココ P  トド  タマ  ァメァ  モノ ヒ ツキ  アキラ  ナ  ョ 

深き 御 心 を 留め 給 ひけん かし。 天に 有る 物 日月より 明かなる は无 し。 仍 

モン ジ  セィ  ジッ ゲ ッァハ  メイ  ィ  ヮガ カミ  タイ ニチ  ミ タマ 

りて 文字 を 制する にも 日月 を 合せて 明と す^ 云へ り。 我 神、 大日の 靈に 

o  〇 

メイ トク  モ  セゥ リン  タマ  コト イン ャゥ  ォ  ハカ  ガタ  ミヤ ゥケン  ッ 

まし ませば、 明德を 以て 照臨し 給 ふ 事 陰陽に 置きて 計り 難し。 冥 顯に付 

タノ  ァ  キミ  ォミ  シン メイ  クヮ ウィン  ゥ  ァ ルイ  マサ  ミ n ト ノリ ゥ  カミ タチ 

きて 憑み 有り。 君 も臣も 神明の 光胤 を 受け、 或は 正しく 勅 を 受けし 神 達 

へゥ エイ チリ  タレ  コレ  ァフ  マツ  コ ノコ トヮリ サト  ソノ ミチ  タガ  ナイ 

の 苗裔 也 誰か 是を 仰ぎ奉らざる べき。 此理を 覺り其 道に 違 はずば、 內 

ゲ- テン f ^ク モン  n  、キ ハマ  コノ ミチ  tp  コト  ナイ ゲ 

外典の 學問も 此に窮 るべき にこ そ。 され ど、 此 道の弘 まるべき 事 は內外 

テン ル フ  チカラ ナリ  ィヒ  ゥチ  ゥ  コト  アミ  イチ モク  シゥ モク 

典 流布の 力 也と 云つべし。 魚 を 得る 事 は 網の 一目に よる なれ ど、 衆目の 


チカ ラナ 


n 卜 カタ 


ォゥ ジ ン テン ワウ 


ジ ュ シ 


「さか 9」 底本 

「壯 リ」 とかけ 

り、 他. 4 に よ 

りて 假- 名と 

「我^の 道」 底 

本 「我 カ逍」 と 

せ リ 他 本 に 

よりて 改む C 


カ无 ければ、 是を 得る 事 難き が 如し。 應神 天皇の 御代より 懦 書を弘 めら 

シャゥ トク タイ シ  オン トキ  シャ クケゥ  タマ  コレ ミナ ゴン ゲ  シン セィ 

れ、 聖德 太子の 御 時より 釋敎を さかりに し 給 ひし、 是皆櫂 化の 神聖に ま 

o  o  o 

7 マ テラス ォォ ミカ ミ  ミコ、 口  ゥ  ヮガ クニ  ミチ  ヒコ  フカ  タマ 

しませば • 天 照 太 神の 御 心 を 受けて ^« の 遒を弘 め 深く し 給 ふなる ベ 

、し。 


c  o  o  o 


(說) これより 撰者の 三種 神器に ついての 見解 を述 ぶる ので、 撰者の 見識、 ことに、 政治 上の 耍諦を 述べよう とする ので 

ある。 

(此 三種に 就きた る 神勅 は 云々) この 神勅 は 上に あるが、 それ を 敷衍して、 次 下に 撰者の 見解 を 述べて ゐる。 

(鏡 は 云々) 鏡 は 一 の 物 を も 自身に は貯へ ない 即ち 虚心で 私の 心が 少しもな くして- 萬の 外物の 象 を 照 す^に はよ しあ 

しの 姿が ありの ま \ にあら はれ、 一 も その 問に つくろ ひかざる ことがない。 其の 對 象の 姿に 順って 感 I- する のが 鏡の 

德 である。 これが 正直と 名づ くる も ®  、本と なる の であると いふので ある。 

(玉 は 云々) 玉 は 柔和に して 溫 順な のを德 とする が、 これが 慈悲と いふ ことの 本と なる ので あると いふ。 

(钿は 云々) 劍は その 質が 剛く銳 利で、 その 作用と して は 物 を決斷 する ので あるが、 この 德が 智慧の 本と なる ので あると 

いふので ある。 ここに いふ 智慧と は單 なる 知識ではなくて、 佛敎 にい ふ 所の 一 切 事顼の 正邪 を辨 別し 惑 障 を斷っ 心の 

作用 を いふの である。 

(此の 三德を 云々) 正直、 慈悲、 智愨の 三德を あはせ 有せず して は 天下の 治まらん 事が 闲難 であると いふので あるが、 元 

來 この ！  二種の 神器 は 天位の しるしで あるから、 それにつ いた 祌勅は . 天皇の 御 心得と し. て 下された ものに 相^な つ 

それ故に こ こに 天下の 治まる か 否かの 分れめ が、 こ の 三 德を具 へ 給 ふか 否かに 關 すると いふ 事になる 譯 である。 され 

ば、 この 點. から 見る と、 この 著 は 天， M 乃至 治國の 位置に 立つ 方々 の 心得と なるやう に 論じて あると いふべき で、 との 

本旨が、 仝卷 に？ i じて ゐ ると 考へら るる。 


卷 一 彥火瓊 々杵尊 
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(神勅 明に * して 云々) 神勅が 神器に 寄せて あら はれて ゐ ると いふ こと は 信ずべ き 事で >  心 を 物に 寄せて あら はすこと は 太 

古 一 般の 風で あつたと 考 へらる る。 後世 人智が さかし くな つ て は、 太古の ままに すごされ なくなつ て、 こ X に說 明す 

る 必要が 生ずる。 親 房 卿の 時代 は 特に この 必要が 有った の， である。 

(中に も 鏡 を 本と， して 云々) 三種の 中に も 御 鏡 を 本源と して 伊勢の 大神宮の 御正 體と 仰がれ 給 ふとい ふので ある。 宗廟と 

いふの は 支那に て 祖先 を 祭る 所 を いふので あるが、 こ、 に は 伊勢神宮 を 申し 上ぐ るに 借り 用 ゐてゐ る。 

(鏡 は 明 を 形と せリ 云々) これが 鏡 を 本源と する 现 由の 說明 である。 鏡の 德は 一言で いへば 明と いふべき であるが、 人の 

心 も 明かで あれば、 慈悲 も 決斷も その 中から あら はるる こと は 明瞭で ある。 又 殊更に 天 照 大御祌 が 正しく 御影 をう つ 

し 給うた 鏡で あるから、 この 鏡に は 深い 大御心 をと e め 給うた もの であらう とい ふので ある。 

(天に ある 物 云々) これ は 明と いふ 文字の 剁 作^ら、 上述の 事を說 明せ うとす るので ある。 即^ 日月の 二字 を 合せて 明と 

いふ 字 を 作った が、 「明」 は それ故に 日月の 德を あら はした 字で あると いふので ある。 

(我 神 大日の 趣に まし ませ は、 云々) 我 神と はわが 大御 神と いひて 親しく さし 奉った ので あるが、 天照大神 は 太陽の 祌靈 

に まします が 故に 明德を 以て 天下 を 照臨した まふ こと は 陰陽の 道理に 就いて 考へ て も 人間の 量り 知る を 得ざる 道理が 

ぁリ、 又 幽冥界 又顯 世に 於いて 信じ 憑み 奉る ベ き 事柄で あると いふので ある。 

(君 も 臣もー K々) 光胤 は光榮 ある 血統 をい ふ。 君の 御 事 は 申す まで もな く、 臣下 も 亦 神明の 血統で あり、 或る もの-は 正し 

く 天照大神の 神勅 を 受けた 神々 の 子孫 である。 されば 何れの 人 もこれ を 仰ぐ であらう とい ふので ある。 

(此理 を さと リ 云々) 此の 大 なる 逍瑰を さとり、 又 この 大 なる 道理に 違 はずして これ を^り 隨ふ ものである ならば 即ち 逍 

を 知って ると いふべき であって、 內 外の 學問 をす る 目的 もこ \ に存 する ので あると いふので ある。 內 外典と は內 典と 

外典との 事で あるが、 內典 は佛敎 9 書で、 外典 は 佛敎の 側から 儒敎 等の 書 を さした 名稱 である。 

(され ど此 道の 弘 まるべき 事 は 云々) 此 道と はわが 皇國の 大道 を さす。 上の 如くに はいふが、 やはり 皇國の 大道の 弘 まる 

べき 事 は佛敎 儒敎の 助力 も あると 云っても よいと いふので ある。 これ は 或る 意味から 見れば、 穩赏な 見解で ある。 そ 

の 大道と 儒 佛の敎 との 關係 をば 網と 目との 關係 にたと へ て 魚 をと るの は 網の 目の いづれ かにより て 得らる る 事で ある 

けれど、 しかし 多くの 目が、 寄り合って、 相互に それらの 目 をな して ゐ るので なければ 網が 網で なくなり、 その IB 

で 魚 を 得る と いふ 事 も 出来なくなる と 同じい 有樣 であると いふので ある。 


「鉋 女」 底本 

「鈿目 女 一に 作 

る e  ；§ 本に よ 

りて 正せり。 

「申」 の 「の」 

梅、 群、 北 三 

本に よりて 加 

「し つ まり」 底 

本 r 靜 マ リ」 と 

す、 他 本に よ 

つて 改む。 

「の」 梅 群、 

北 三本に より 

!■  j  fin  .t 


(應神 天皇の 御代よ リ 云々) 上に 述べ た 事から して わが 國に儒 敎佛敎 をと り 入れられた 事 も それく^い 理由の 有る 事で 

あらう と 述べた ので ある。  ク 

(權匕 D 神聖) 壌 化と は 佛敎の 語で、 祌佛が 人世 を 救 ふ 爲に權 に 人に なった の をい ふ。 されば 儒敎を 受け入れられた 應祌 

天皇 も 佛敎を 盛んに せられた 聖德 太子 も 我 國の大 逍を弘 め、 亦 その 逍を 深く する 爲 にせられた 事で、 畢竟 それ は 天 照 

太 祌の御 心 を 受けて 行 はせられ た 事で あらう と いふので ある。 . 

(說) 以上 は馔 者の 道 德觀、 政治. の 理想、 又 わが 國の 文化に 關 する 見識 を 述べた 點 であって、 この 道 德觀、 及び 理想 見識 

は 亦、 本書 を 一貫して 流れて ゐる 主たる 思想で ある。 而し てこれ によって 撰者が、 偏狭な 國家 主義者で なく、 包容 的 

進步 5： な gll^ 家で ある 事が わかる。 ほ 分 は 撰者に 共鳴す る 點の大 なる ものと して この 點をも 力 强く說 きたいと 思 ふ。 

以上、 一往の 譲 論が すんだ から、 撰者の 筆 はこれ から、 再び 厫 史上の 事 赏を 叙す る 方面に 韓換 する。 


ニュ  ギノ？ * コト アマ ク ダリ  T. " 1 ：  二  -  J 

て 此の 瓊々 杵尊 天降 まし/ \ しに、 猨田彥 と 云 ふ 神 參り逢 ひて 城 S 

--,  力 ズ  ァハ  力；、 チ  ァメ ノウ ズメノ カミュ  ァ  スメミ マイ ヅ 

たの 祌 照り 齄 きて 目 をき する 神无 かりし に、 天鈿 女神 行き 逢 ひぬ。 皇孫 何 

なり FJ  、ァ  ノ  O  O 

^  ト  ッ クシ  ヒゥガ  タカ チホ  クシ フル  ミネ 

くに か 至ります ベ きと 問 ひし かば、 筑 紫の 日向の 高 千穗の 穂 觸の峯 に ま 

ヮレ  イセ  ィ  スズ  力 ハカ ミ  イタ-  マテ コ カノ カミ  マチシ 

しますべし。 我 は 伊勢の 五十鈴の 川上に 至るべし ご 申す 彼 神の 申の ま 

， ， "ン  弋  ，マ クズ  タマ  トコ 口  モト  n ト カツ クニ 

まに 漶觸の 碌に 天降りて、 しづ まり 給 ふべき 處を 求められ しに 事勝國 

o  o  o  o  , 

カノ  ィゥミ  マ ヰ  ヮヰ  ァタチ ガサ  ミサ キ  ョ 口 

勝と 云 ふ 神 ^膨 sf§s，。、 參 りて 我が 居た る 吾田の 長 狭の 御崎なん 宜し 

かるべし と 申しければ、 其處に 住ませ 給 ひけり。 


サ タ 


カミ マ ヰ 


力 


く 
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「住」 底本 「榊」 

に 作り、 本 

こよる。 ；g は 

假名に てかけ 


(說) 次 上 は 天孫の 此の 1 に 降臨 まし ましし 事 を 叙した ものであるが、 大體は 日本 紀 によって 略說 した ものである。 しか 

も それ は ある 所々 を 要 をと つて 記して ある。 次に それ を 分解して 說く。 

(此の 瓊々 杵籙 天降 ま、 し/ \ しに、 云々 伊勢の 五十鈴の 川上に 至るべし と 申す) これ は 日本 紀の 一書に よって 耍を とって 

か いた ものである。 

(接 田彥と 云 ふ 祌 云々) この 神の 事 は 上の 一書に 「有！ ニ祌 1 居-天 八衢 一 其 鼻 長 七咫、 背 長 七 尺餘、 當レ首 - 一七 尋 4 且ロ. K 明 

耀眼如 II 八咫鏡 1 而龅然 似- 1 赤 酸替こ と あるから、 頗る 異樣な 容貌であった 事で あらう。 この 神 をち またの 神と いふ こ 

と は 天 八衢に 待ち 奉って 居た からの 名で、 日本 紀 にも 衢 神と 書 いて ある。 

(日向の 高 千 穗の摁 18 の 峰) この 地の 所在に つ いて は 古来、 定說 がない。 そのうち 日向 國臼杵 都の 高千穗 山で あると する 

說と 大隅國 (この 國は奈 良 朝の 初まで 日向のう ちであった) 恰莨 都の 霧 島山で あると いふ 說 とが 有力で ある。 

(彼 神の 申の ま、 に 云々) これ は 日本 紀の 他の 一書に よった ので ある。 

(事 勝國 勝と 云 ふ 神) この 神の 名 は 日本 紀の 本文に 「事 勝 長 狭」 とい ひ 一書に 「事 滕國勝 長 狭」 と あり 笫 四の 一書に は 「寒 

滕國勝 神 者^ 伊 弗 諾尊之 子 也、 亦 名鹽土 老翁」 と ある。 本書 はこれ によった ので ある。  ノ 

(吾田の 長 狭の 御崎) これ は 事勝國 勝の 本 居で あつたの を 天孫に 奉った ので あるが、 その 地 は 日本 紀 本文に は 「吾田 長屋 

笠 狭 之硫」 と あると 同じ 地で、 今の 薩摩國 川 邊郡加 世 田 港の 邊 であると いふ。 


「I；？ 石の」 の 

「の」 梅？ 一本 

による。 


S にがの Kffi^ のフ ー1 の り。 嫩を と ¥ ふ。 I 

サク ャヒ  <  ィ  フ タリ  メ  5- タマ  ァネ  カタ チミ ニク  力へ  o 

開 耶姬と 云 ふ。 f|  ，木 二人 を 召し 見 給 ふ。 姉 は 形 醜 かりければ 歸 しつ 

ィ モウ ト ト，， タマ  ィハ ナガ ヒメ ゥラ  イカ  力 I-  メ  ,5-11 ) t  r  S 

妹 を 留め 給 ひしに、 磐長姬 恨み 怒りて、 我 を も 召さ まし 力 は 世の 人り 

イノ チ  パン ジマク ゴト ァ  タ ダイ モウ ト メ  ，  ♦  .、  T ノ  ノコ-.、 1コ>  I 1  ノパ 

命な がくて 磐石の 如く 有ら まし。 只 妹 を 召し たれ は 生らん 子 は 木の 花 


_ チミジ 力 


「居』 底本な 

し <  他 本に よ 

りて 加 ふ t 


の 如くに 散り 落ちなん と詛 ひける によりて 人の 壽 短く 成れり とぞ。 木 花 

サクャ ヒメ  メサ  ヒトョ  ハラ  ァメミ マ アヤ タマ  ハ ラタ  ゥ r\ ムロ 

開耶姬 召されて 一夜に 姙 みぬ。 天孫 怪め給 ひければ * 腹立ちて 無 戶室を 

ック  コモ  ヰ  ミヅ カラ ヒ  ハナ  ミ タリ  ミ コ ゥマ  タマ  ホノホ  ォ n  トキ 

作り、 籠り 居て 自火 を 放ちし に、 三人の 御子 生れ 給 ふ。 炤の 起り ける 時 

ゥマ  ホ ノス セ リノ ミコ トイ  t  サカ  ゥマ  ホ ァ カリ ノミ n ト ィ 

生れます を 火闌降 命と 云 ふ。 火の 熾り なりし に 生れます を 火 明 命と 云 ふ。 

後に 生れます を 火 出 見 尊と 申す。 此 三人の 御子 をば、 火 も燒 かず、 母の 

カミ  ソコナ  タマ  チチ  カミ ヨロ コ 

神 も 傷 はれ 給 はず。 父の 神悅び まし ましけ り。 


(說〕 前段に 天孫 降臨し まして この 土に 都 を 定められ たこと を 述べ たれば、 こ \ に 御 婚姻の 事を述 ぶる。 これが、 また 神 

皇 正統の 上に 重大 事で ある こと は いふまで もない。 

(此に 山の 祌 大山 眛 の 二の 女 ぁリ。 云々) これ も 日本 紀の 1 書に よって 耍を 摘んだ ものである。 

(磐 長姬 云々) この 祌は 磐の 精と いふ 傳說 ありて、 伊豆 國賀茂 郡 伊波 乃 比賣祌 社の 祭神で あると いふ。 

(木 花 開 耶姬) 木 花と は 櫻の 花で サクャ 即ち 樱の義 であると いふ。 官幣 大社 富 士淺間 神社の 祭神で あり、 天孫の & 后で、 

わが， お； 室の 祖神 である。 

(詛 ひける) ト コ フとは 人に 凶事 あれと 祈り 請 ふこと である。 この 詛 ひから 人の 壽 命が 短く 成った と いふ 古傳が あるから、 

こ  >  に それ を も あげたの である。 

(無 戸室) 室 は塗リ 籠め たる 部屋で、 それに 出入の 戶 口が なく、 中が ゥッ 口で ある もの をい ふ。 

(火閬 降 命) 日本 紀に褒 能須素 里と 云 ふと あるが、 古事記に は 火 須勢理 命と 書いて ある。 名の 義は焰 の 起り 進む 意で ある。 
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この 命 は 日本 紀に 「隼 人 等 始祖 也」 と ある。 

r 火 明 命) 日本 紀の 本文に は 第三の 御子と して ある。 この やうに 第二の 御子と する は 日本 紀の 一書の 說 である。 名の 義は 

火が 燃え 進んで 明くなる 意で ある。 この 命 は 日本 紀に 「尾 張 連 等 始祖 也」 と ある。 

見 載) 日本 紀 本文に は 笫 二子と して 彥火々 出 見 尊と いふ。 この 名 は 火の 方に 關係 のない ので、 この 神の 一名 を 火 折 

尊と 日本 紀 1 書に あるの が、 火の 勢の 衰 へた 意の 命名で ある。 この 祌は笫 W 代に まします。 なほ その 條に いふ。 

n/ ミ n トテン 力  チサ タマ コ ト サン ジフ マン ハチ セン ゴ ヒャ クニ ジフ サン ネン M  。 コ， ノ  サキ ひン， ジャぺ 

此尊 天下 を 治め 給 ふ 事、 三十 万 八 千 五 百 二十 三年と 云 ふ 是 より 先天 上 

ト，、 マ  力：. タチ  オン コト ネ ンジョ ハカ ガタ  ァメ ツチ ワカ  n  ノ 力け  1-ー  イリ， - 

に留 ります 神 達の 御 事 は 年 序 計り 難き にや。 天地 分れし より 以来の 事 幾 

年を經 たり^ 云 ふ 事 見えた る文无 し。 

(此 K 天下 を 治め 給 ふ 事 一 K々) こ の 三十 萬 八 千 五 百 二十 三年と いふ こと は 古典に は證 のない 事で あるが、 かく 書され た の 

は據る 所があった であらう。 弘仁歷 運 記に は 次 下 二 代 を 合せて 一 百 七十 九 萬 二 千 四百 七十 餘歳 として ゐ るが、 それら 

より^ 出した ので も あらう， 倭 姬命世 記に は 三十 一 萬 八 千 五 百 四十 三年と して ゐる。 それによ らば、 本書の 年数に は 

誤寫が あると せねば ならぬ. され ど、 これら はもと よ" 信ずべき 限りで はない。 

(是 ょリ先 云々) 祌 代の 年数の 明かなら ず、 はかりが たい 事 は 本書に いはれ た 通で ある。 

ソ モリ モ テン 尹 ク セッ ユン ジュ ム リャゥ  ハチ マン シ セン ザィ チ  プ *  ^ャ ク^ン ィ.. チ 

抑 天竺の 說に 人壽无 量な りしが、 八 万 四千 歳に 成り 其れより 百年に 一 

ネン  ゲン  ヒャ クニ ジフ サイ トキ  シャ 力 ブッ イタ マ  ィ  コノ オト ケ シ 「-ヅ .マ* 

年 を 減じて、 百 二十歳の 時 sl^- 釋迦佛 出で 給 ふと 云へ る 此佛の 出世 


「尊」 底本 脫 

す、 他 本に よ 

りて 補 ふ C 

底本 「年」 の 下 

に 「辛 酉」 あ 

5C 衍 なり。 


ゥ  ザヤ フ キアへ ズノミ n ト  スヱ  n ト  ヒャ クネン  イチ ネン 

は 鹧鵜草 葺不合 尊の 末 ざまの 事 なれば、 謎^ «f 妯嶒 お！/ yy.it に 百年に 一 年 

o 

マ  n  〈力  n  - 一- 1 ギノ ミ n ト ハジメ  カク  カセフ  ィ  ホトケ ィ 

を增 して 此れ を 計る に、 此の 瓊々 杵 尊の 始っ 方は迦 葉と 云 ふ佛の 出で 給 

トキ  ァタ  ハべ  ユン ジュ 二  >ン ィ  トキ ホトケ ィ  タマ 

ひける 時に ゃ當り 侍らん。 人壽 一 一万 歳の 時佛は 出で 給 ひけり とぞ。 


(說) 上に 神代の 年数の 明かで ない 事 を 云った 序に、 印度の 說を參 照して 考 へて 見ようと せられた ので ある。 

(抑 天竺の 說にー K 々釋 迦佛 出て 給 ふと 云へ る 一 K々) この 釋迦佛 出世の 說は 上に 出て ゐ るが、 それが、 鷓鷀萆 葺不合 尊の 

末の 御代の 事と いふ 說が あるから、 (それ は 神武 天皇 元年 辛 酉が 釋迦滅 後 二百 九十 年に 當 ると いふ 事から 逆^した ので 

ある) それから 印度の 說 により 百年 毎に 1 年を^して はかる とこの 尊の 始の頃 は 印度で いふ 迦葉佛 の 出た 顷に當 ると 

いふので ある。 

(迦 葉と 云ふ佛 云々) 迦葉佛 は贅劫 千佛の 第三、 過去 七 佛の第 六で、 釋迦佛 の前佛 である。 人 壽ニ萬 歳の 時世に 出る とい 

ふので ある。 それ故に この 說が あるので ある。 


ダイ -ン タイ ヒ n ホ ホ デ ミノ in ト マチ  オン ァュ ホノ スゾ リノ ミ n トウ ミ  サチ  n  in ト r マ  サキ 

第 四代彥 火々 出 見 尊と 申す。 御 兄 火 闌降命 海の幸ます。 此の 尊 は 山の幸 


タ マ 


オノ  7\ソ ノサチ  オト ゥト ミコト  ュ ミヤ  ァュ 

ましけ り 試に 相 換へ給 ひしに 各 其 幸な かりき。 弟の 尊の 弓箭に、 兄 

ミコト ッリ パリ  力  タマ  ユミ ャ  力へ  ォ トウ トミ n トッリ バリ ウテ  ク 

の 命の 釣 鈎 を換へ 給へ りし を、 弓箭 をば 返しつ。 弟の 尊 鈎 を 魚に 食 はれ 

ゥシナ タマ.  セ  タマ  カタ  ゥミべ  *- マョ 

て 失 ひ 給 ひける を あながちに 責め 給 ひしに、 すべき 方なくて、 海邊に 4r 


fe^Jl 彥^々 ffi 見 尊 


八 九 


神 ，は 正統 記述 義 


九 〇 


「あ ひすみ」 底 

本 「相 染」 に 作 

る e 梅 s  二 本 

によりて 假名 

とす。 群 北 二 

本 「あ ひ 住」 に 

作る • 


「女」 底本 「魚」 

に 作る" 他 諸 

本に よりて 改 

む。 

「ける」 底本 

「け り」 とす。 

他^ 本に より 

て改 む。 


タマ 


マ ヰ  ァ.  ァ ハレ 

先に 見 ゆ" 

口 ォク  .ヅ ノ ムス メ トヨ タマ ヒメ 


マ ！h 


ハカ リゴト ノゲラ 


カイ ジン 


シホ ツチ  ォキナ 

ひ 給 ひき。 鹽 土の 翁 參り逢 ひて 憐み 申して、 謀 を 回して、 海 * 


ァ マッカ i 


タテ マ ッ 

り 


綿嵇 命の |g ひも 處に 送りつ。 其 女 を 豐玉姬 ^云 ふ。 H< 神の 御 孫に めで 

チチ  カミ  ッ  ト,， マウ  ッヒ  ソノ ムス メ  タマ  ミ トセ 

て、 父の 神に 告げて 留め 申しつ。 竟に其 女、、」 あ ひすみ 給 ふ。 三年ば かり 

o 〇 〇 o 

ァ  フル サト  ミケシ キア  ソノ ムス メチチ  ィ  ァハ  力へ タテ マツ 

有りて、 故鄕 をお ぼす 御氣色 有りければ、 其 女 父に 言 ひ 合せて 返し 奉る。 

ダイ セゥ ゥロ クタ  ト  クチ メ  ィ  ウテ ャマ  ァ  ミ 

大小の 鱗 をつ どへ て、 問 ひける に、 口 女と 云 ふ 魚 病 ひ 有りと て 見えず。 

シ  メイ  プノ クチ ハ  n レ  サゲ  ゥ  ッ リパリ サグ 

强 ひて 召し出 づれ ば、 其 口 腫れたり。 是を 捜り しに、 失せに し 鈎 を 捜り 

ィ  o  カイ 、ジン イマ シ  クチ メ イマ  ッリ  マタァ メミマ  チ モノ 

出づ。 お Km^KS 。の 魚 海神 戒めて 口 女 今より 鈎く ふな。 又 天孫の 饌に 

マ ヰ  ィ  フク  マタ カイ ジン ヒル タマ ミッタ マ タテ マツ  n  ノカミ ニタガ  タマ 

參 るな^ なん 云 ひ 合め ける。 又 海神 乾 珠滿珠 を 奉りて 兄 を 頓へ給 ふべ き 

o  o 

カタ チ  チ シ  マテ  フル サト  力へ  ッ リパリ  力へ  ミツ タマ  イタ 

形 を敎へ 申しけ り。 さて 故郷に 歸 りまして、 鈎 をば 返しつ。 滿珠を 出し 

タ マ  シホ ミ  キ  n ノカミ オボ  ナヤ マ  ヮザ テギ  f  ナ  チカ 

てね ぎ 給へば、 鹽 滿ち來 て、 兄 溺れぬ。 惱 されて 俳優の 民、、」 成らむ、、」 誓 

タマ  ヒ^タ マ  モチ  シホ  ，ン リゾ  タマ  n レ  アマ ッヒ ツギ  ッタ 

ひ 給 ひし かば、 乾珠を 以て 鹽を 退け 給 ひき。 是 より 天日 嗣を傳 へまし ま 

しける。 


#1 彥火々 出 見 尊  九 1 


(第 四 代、 彥 火々. 出 見 接) 古事記に は 「御名 火 遠 理命亦 名 天津 日 高 日子 穗穗出 見 命」 と ある。 本 居宣長 はこの 御名 は 火の 緣 

の 御名でなくて 、天津日嗣 しろしめしての 御 稱號で 天津 口 嗣に由 ある 稻穗を 以て 稱へ 奉った 御名で あると 云って ゐる。 

(御 兄 火 閬降命 云々) この 事 も 日本 紀 によって 要 を あげられた ものである C 

(海の幸) 海での 漁撈 をい ふ。 

(山の幸) 山野での 狩獵 をい ふ o 

(幸.) 得物 をい ふ。 

(海神 綿 積 命 云々) 小童 は 支那で、 海神 を 海 童と いふ ことから 出た 文字で、 日本， 紀にヮ タツミに 借" 用 ゐてゐ る。 

(大小の 蝼) 「イロ タヅ」 は 魚の ことで ある。 

(口 女と 一 K ふ 魚) 日本 紀には 赤 女と あって 「鯛 魚 名 也」 と 注して ある こ  > -は舊 事紀 によられ たと 思 はるる。 口 女と いふの 

ナ シ ョ 

は鲻^ であると 注して ある。 

(乾珠 滿珠) 日. 4 紀には 潮 滿瓊潮 涧璨と ある。 潮を滿 させ 又は 乾さす る靈 妙な 作用の 珠と いふ ことで あるが、 如何い ふ 物 

であるか、 今日で は 分らぬ。 

(俳優の 民) 俳優 をな して 人 を 慰む る を 業と する もの。 

(是 によ リて 天日 嗣を傳 へま、 し/ \ ける) 兄の 命が はじめ 無理 をせられ た 結果、 弟 命の 從 順な 奉仕者と なり、 弟 命が 天日 

嗣を傳 へ たま ふ 事に なった ので ある。 

(說) この 1 段 も 皇統の 傳を 明かに する のが 本旨で あるが、 これ を緣 として 次の 1 段が 一層 必要な ものと なる" 

チウ  トヨ タマ ヒメ ハラ タマ.  ゥムガ ツキ イタ  ゥミ ベ ゥプ ャヅク  マ 

中に て 豐玉姬 姙み給 ひしが、 產 期に 至らば、 海邊に 產屋を 作りて 待ち 

マテ  ハタ  ソノィ モウ ト タマ ヨリ ヒメ ヒキヰ  ゥミべ  ュ  ァ  ャ  ック  ウ 

へ と& しき。 果して 其 妹 玉 依姬を 率て 海邊に 行き 逢 ひぬ。 屋を 作りて 鷗 

鹚の 羽に て葺れ しに、 葺 きも あ へ ず、 御子 生れ 袷 ふに よりて、 鷂鹚 草葺不 


神な 正統^ 述^ 


为ニ 


マタ ゥプ ャ 


ュ ヱ ナ" 


合 尊 ^ 申す。 又產屋 を うぶやと 云 ふ 事 も 鷓鹚の 羽 をせ 耳き ける 故 也と なん。 

さても 產の時 見 給 ふな ビ 契り 申しし を のぞき 見 まし けれ は 龍に 成りぬ。 

愧ぢ 恨みて 我に 歐見せ 給 はず は、 海陸 をし. て 相 かよ はし 隔 つる 事 無ら ま 

しとて 御子 を 捨て置きて 海中 へ 返りぬ。 後に 御子の きら しくまし ま 

す 事 を 聞きて 憐み 崇めて、 妹の 玉 依姬を 奉りて 養 ひま ゐら せけ ると ぞ。 


(說) これ も 日本 紀に 見えた のを耍 約して あげられ たので ある。 而 して、 これ また 皇統の か >T る 所で あるから • これ を 主 

として か \れ たもので ある。 


n ノ ミ コ ト テン 力  チサ  タマ  n ト&ク ジフ サン マン シチ セン ハチ t ャク クジ フ-ー ネン  ィ 

此尊 天下 を 治め 給 ふ 事 六十 三 万 七 千 八 百 九十 一 一年と 云 へ 


(說) この 年數も 古典に 明かな 證據が 無い。 た ヾ倭姬 命 世 記に この 通の 數 字が 見 ゆる だけで ある。 しかし これ は 信ずべき 

限りで ない こと は 前の 場合と 異ならない。 


「はなれ」 底本 

「分れ」 とす 諸 


ン タン 


タン  a  ハジメ ィ  パン プッ n ンゼン  ァヒ  n レ  n ン トン  ィ 

日 一の世の 始を 云へ るに、 万物 混然 ミ して 相 はなれず。 是を 混沌と 云 ふ 


o  o  o 


本に よりて 改 

む。 


「なり」 底本な 

し。 他 諸 本に 

よりて 補 ふ。 

「ft &」 底本 

I 二 に^: 

る。 他 諸 本に 

よりて 改 む。 


テン 


ォモ 


チウ ク ヮ 


也。 其 後 輕く淸 き 物 は 天と 成り、 重く 濁れる 物 は 地と 成り、 中和の 氣は 

t ト  ナ  コレ  サン サイ  ィ  ソノ ハジメ キミ パン コ シ  テン 力  チサ 

人と 成る。 是を三 ォピ云 ふ。 = お^^ 其 始の君 盤 古 氏。 天下 を 治 

コト イチ マン ハチ セン ネン テン ク ワウ チ ク ワウ ジン ク リウ  ィ  ワウ サゥ ヅク  ク ジフ イチ タイ イチ 

むる 事 一万 八千年。 天皇、 地皇、 人皇な ど 云 ふ 王相續 して 九十 一代、 一 

t ャク ハチ マン 二 セン 、ン 手 ヒャ クロ クジフ ネン  サキ  ァハ  イチ ヒャ クジフ マン シチ 匕ャ クロ ク ジフ ネン  o  。 

百 八 万一 一千 七 百 六十 年。 先に 合すれば 一 百 十万 七 百 六十 年 || お^;!^ 

s^il^^^^l^^ 獲. 然ら ば、 盤 かの, は： S の&ト のき^ 

スヱ  カタ  ァタ 

の 末つ方に 當る べきに や。 


(說) 前の 御代の 條の 末に 天竺との 年代の 比較 を 試みられ たから、 この 年代の 條の 末に 支那との 年代の 比較 を 試みようと 

したの であるら し い。 

(霧 且の 世の 始を 云々) 支那の 開闢 說は旣 に 述べて あるが、 その. 混沌と いふの は 開闢 以前の 狀態を さした もので、 駿冠子 

に、 「兩儀 未 i 分、 其氣 混沌」 と ぁリ、 又 その他の 事 は 略 上に 述べ た 通りで ある。 而し てこ X にあげた 年 數も赏 は 明かで な 

い 事 は 撰者の 注に 見 ゆる 通りで ある。 

(廣雅 と 云 ふ 書に は 云々) 廣雅 は魏の 張揖の 著した 字書で ある。 「獲 麟」 と は 春秋に 魯の 「哀公 十四 年 舂西狩 獲. 1| と ある 

事 を さすので、 周の 敬 王 三十 九 年で、 わが 懿德 天皇の 三十 年に 當る。 それで 開闢より 獲麟の 年まで、 二百 七十 六 萬 年 

とい ふの は廣雅 ばかりでなく、 春秋 命塍 序な どに も 見 ゆるので ある。 その 年数 を 以て 逆 弊して この 說 をせられ たと 見 

ゆる。 


卷 一 彥火々 出 見 lit 


九 三 


神 

皇 
正 

統 

述 


九 
四 


一 21M ヒに 年- 
f 本本よ 

す 百？ r  °s 

°H —  二 
十 年 本本 


「の^」 底本に 

なし。 梅、 0 

北 n 一本に より 

て 加 ふ。 

「堯」 の 下 底本 

「名」 とす。 他 

路本 によりて 

改む。 

「四百 三十 二 


タイ ゴ クイ  ヒコ チ.： ゃサ タケ ゥ ガヤ フ キアへ ズノ ミコト  マチ  オン ハハ トヨタ マ ヒメ  ナジ  マチ  I 

第五 代、 彥波瀲 武鷓鹚 草 葺不合 尊と 申す。 御 母 豐玉姬 の 名け 申しけ る 御 

ナナ リ  オン ヲパ タマヨ リ匕メ  トツ  ョ ハシラ ミ n  ゥ  タマ  ヒ- イツ セノ ミコト  イナ t  ノ 

名 也。 御姨玉 依姬に 嫁き て 四 柱の 御子 を 生まし め 給 ふ。 彥五瀨 命、 稻飯 

ミコト ミ ケ イリ ノノ ミコト 力 ミヤ マ トイ ハレ ヒコノ ミコト  マヲ  ィ ハレ ヒ コノ、 乂コト タ イシ  タ  ァ マッド- 

命、 三毛 入 野 命、 神 np 本 磐余彥 尊と 申す。 磐 余 彥尊を 太子に 立て 、天日 

gp をなん 繼 がしめ まし^, \ -. ける。  ； 

§ この 事 も 日本 紀を據 として 記された ので ある。 

コ， カミ i ョ シチ ジフ 二 チ マン ョ ネン  ホド  モ nn シ サン ク ワウ ハジメ フク キ  ィ  ワウ ァ 

此 神の 御代 七十 七万餘 年の 程に や、 唐の 三皇 の始、 伏 犧と云 ふ 王 有り。 

ツギ 二 シン ノウ シ  ツギ  ケン ヱンシ サン ダイ ァハ  ゴ マン ハチ セン シ ヒャク シ ジフ 一一 ネン 

次 神 農 氏、 次に 軒轅氏 ニニ 代 合せて 五 万 八 千 四百 四十 二 年。 

0  0  ソ ノノチ  セゥ カウ 二  セン キヨ ク シ  カウ シン 

八十 万餘の 年に 赏る 也。 親綞の 中钠言 新お 今 築の 序 を 書く に 状義ト の^ 德 i!i 、麦- ート 桑 氏、 If! 頃 氏、 .InFyf 

i 基し で 十万 年と 云へ り。 何れの 說に 依れる にかお ぼっかな き 事 也 /iTNP-  imvH  HIVrT 

シ  タウ タウ ン  ィゥ ゲ 二  ィ  ゴ ティ ァ  ァハ  シ ヒャ クサ ンジフ 二 ネン  ソノ ツギ 

氏、 .陶唐氏、| 有 虞 氏 I  S 云 ふ 五 帝 有り。 合せて 四百 三十 一 一年。 其 次に 

o 

力 イン シゥ  サン ダイ  力  ジ フ^チ シュ  シ ヒャ クサ ンジフ ュ ネン  イン  サン ジフ シュ  ロク ヒャク 

夏殷 周の 三代 あり。 夏に は 十七 主、 四百 三十 二 年、 殷には 三十 主、 六 百 

二 ジフ ネン  シゥ  ョ  ナ  ダイ シ タイ * シュ  セゥ ワウ  ィ  ソ ノュジ フロク ネン キノ エトラ 

二十 年。 周の 世と 成りて 第 四 代の 主を昭 王と 云 ひき。 其 二十 六 年 甲 寅の 

トシ  シュ ォ n  イチ ヒャ クニ  -ジフ ネン  n  ノ トシ  フキ ァへ ズノ ミコト  ハチ シフ サン マン ゴ セン ロク 匕 ャク P ク 

年まで は、 周 起り て 一 百 二十 年、 此年は 葺不合 尊の 八十 三 万 五 千 六 百 六 

o  o 


底本 「三 万」 の 

下 更に 「11 一^」 

あり 衍 なるこ 

と 著し。 

「年」 ノ下 底本 

「ノ」 あり。 他 

本に 從 つてけ 

づる。 


ジフ シチ ネン  ァタ 


コ ノト. ン テン ヂク  シャ 力 プヅ シュ クシ ャ- 


ォナ 


ハチ ジフ サン マン ゴ 


十七 年に 當れ り。 此年 天竺に 釋迦佛 出生し まします 同じき 八十 三 万 五 

k ン ^チ ヒャク ゴ ジフ サン ネン  ホ トケミ トシ ハチ * シフ  ュフ メッ  タマ  モロ  n- ン  セゥ ワウ  コ ボク ワウ 

千 七 百 五十 三年に 佛御年 八十に て 入滅し 給 ふなり。 唐に は昭 王の 子穆王 

ゴ ジフ サン ネン ミヅ ノエ サル ァタ  ソノ  ノチ 二 ヒャク ハチ ジフ ク ネン ァリ  カノ ノエ サル ァタ  コノ カミ カク 

の 五十 三年 壬 申に 當れ り。 其 後一 一 百 八十 九 年 有て 庚申に 當 りて 此 神隱れ 

o 

ス  テンカ  チサ  タマ  n ト ハチ ジフ サン マン I！ ク セン- ン ジフ サン ネン  ィ 

させ まします。 惣べ て 天下 を 治め 給 ふ 事 入 十三 万 六 千 四十 三年と 云 へ り。 


(親錢 の 中納首 云々) 新 古今 集の 眞名序 をい ふ。 

(說) この 段の 初の 方 は、 支那の 年代との 比較 を 示し、 次に 天竺との 比較 を 示された ものであるが、 その 比較の 基礎た る 

もの は、 この 尊の 御代 を 八十 三 萬 六 千 四十 三年と 立て >• の 事で ある。 而し てこの 年 數は倭 姬命世 記に 記された 所で あ 

る o 

さて 以上 三代の 年 數は倭 姬命世 記の 傳 によって 合^す ると 1 百 七十 九 萬 二 千 W 百 七十 七 年と なる が、 この 數は 日本 

紀祌 武卷の はじめに 「自ー 1 天祖 降 跡 ー以逮 一一 于今 1 1 百 七十 九 萬 二 千 四百 七十 餘歳」 と あり、 义弘 仁歷運 記に 「按 一一 本 紀等諸 書 7 

昔 者 天津 彥火瓊 々杵尊 初從， 降始 王-西土？ 次彥 火々 出 見 尊、 次彥 波瀲武 鶊鷀荩 葺不 合尊挝 三代 經. 1 1 百 七十 九 萬 二 千 四 

百 七十 餘歲ー 云々」 と あるに 同じくて、 た^  r 餘歳」 と ある を 「七 歳」 とする だけの 相違で ある。 それで 考 ふるに、 

この 年代 は 中古の 神道 家の 捏造した ものでなくて 日本 紀. 編纂の 頃に 旣に行 はれて ゐた說 であると 考へ ら るる。 もとよ 

り その ま & 信ぜら るる 說とは 思 はれない が、 撰者の 妄說 でな いと いふ こと は 認めなければ ならぬ。 古事記に は ロ子穗 

々手 見 命が 五 百 八十 歳 まし ましたと 見 ゆる。 この やうに 古代の 神々 の 御 歳に は 穂々 の 傳說が 在った ので ある。 

以上で 所 li 神代の 記事 を 了へ たから、 次に は總括 的の 意見が 述べて ある。 

n レ  カミ ■ カタ  チ ジン ゴタィ  マテ  ナリ  二 タイ  テン シャゥ ト *、 マ タマ  サン ダイ  ニシ 

是 より 上つ方 を 地 神 五代 V！ は 申す 也。 二 代 は 天上に 留り給 ふ。 三代 は 西 


卷 一 鵡鹚草 葺不合 尊 
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皇 
正 
統 

IB 
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補 文く り 底 はに 1 
ふ 字- 。 。本 かし ま 

。に 今 他に に以 し 
よ 梅 本 ゆし Y( 

り 本传; DC ま _^ 
ての 杏せ でに し 


ノ クニ  ミ>-  ォホク トシ  ォク  力 ミヨ  コト  ソノカ ウセ キタシ 力 

州の 宫 にて 多の 年 を 送りて まします。 神代の 事な れぱ 其行迹 燧 ならず。 

フ キアへ ズノ ミコト ハチ ジフ サン マン ヨネ ン  ,z コ ィ ハレ ヒコノ ミコト  ミ ョ 

葺不合 尊 八十 三 万餘年 ましく しに、 その 御子 磐佘彥 尊の 御代よりに は 

二 ン ワウ  ョ  ナ  レキ スゥ  ミジカ  十  コ ト ウタが  ヒト  ァ 

かに 人 王の 代、、」 成りて 曆數も 短く 成りに ける 事 疑 ふ 人 も 有る ベ きに や。 

シ ン タウ  コトォ  ハカ  がタ  マコト  ィ ハ十ガ ヒメ  トコ  * ジ ユミ ャゥ 

され ど、 神道の 事 押して 計り 難し。 眞に磐 長 姬の詛 ひける ま 、に 壽命も 

ミジカ  ナ  力 ミフ^ マヒ  ャガヒ トヨ  士  テン 

短く 成りし かば、 神の 振舞に も か はり、 纏て 人の 代と 成りぬ るに や。， 天 

ヂク  セヅ  ゴト  ，ン ダイ ァ  ゲン  ミ  マタ ヒャク ワウ mn' 

竺の說 の 如く、 次第 有りて、 減じたり と は 見 ず。 又 百 王 まします べし 

マ i!ml8  - ，一一 一一  ： ：應 暑-, i.^T  ^  -  -  ィ =  二 - .  it ヤググ ワン ヒャク ャ ゥ 

と 巾め る、 十 十の！ H に は 非ざる ベし。 極り 無き を 百と 云へ り。 百官 百姓 

な te$ ふに て 知るべき^。  | 曰 白 IE 天照大神、 天孫 尊に 御言の りせ しに 资 

ヒ ツギ ノ サカ エマ サン コ ト ァメ ツチ トキ ハ マリ ナカ^べ シ  ァ  ァメ ツチ  ム^^ t ツキ  ヒ カリ 

祚之 隆 き と 4fi り。 天 也 i 曰 二 かまら W 日 弓 もた を 

T ラ， ダ， .  ィ ハン  サン ジュ  ジン ギ a  ゲン ザ.，' タマ  キ ハマ ァ "J フ  三  ヮ纩 ■ クニ 

改めず。 況ゃ 三種の神器 世に E^fexst^ffLK^ ざる は， 我國 

ウタ  ホウ ソ十 リア フ  タフト マツ  ヒ ツギ  ゥ  タマ  * 

を傳 ふる 寳^ 也。 仰ぎて 貴び 奉る ベ き は 日嗣を 受け 給 ふす ベ らぎ になん 

お はし^ K  ■ . きぎ |  ■  ノ；？ っぽお にき-" J: 一 


「か はらず」 底 

本 r 換らず j と 

あり、 他^. 小 

によりて 假名 

褰 とす" 

「に」 他 諸 本に 

よりて 袖 ふ。 


(地 神 五代) これ は 上に いった 通りで あるが、 その はじめ 二 代 は 天上に 留 りた まひ、 瓊々 杵尊 以来 は 西國に 都せられ たと 

いふので ある。 

(行迹 云々) その 事蹟が 明かに 傳 はって ゐな いとい ふので ある。 

(躉 不合蓴 八十 一一 一万 餘年 まし/ \ 云々) 以上の 傳 によれば 葺不合 尊の 御代 は 甚だ 永く あって、 その 御子 神武： 人^に 至って 

曆數 (下に 說く) が 俄に 短くな つて、 所謂 人 王の 御代と なった とい ふ 事 は 常識で は考 へられぬ 事で あるから 疑 ふ 人 も あ 

るで あらう か。 然れ ど、 神道の 事 は 深遠の 道理 も ある 事で あらう から. 淺ぃ 人智で は 推し測り 難いと いふので ある。 

(屨數 ) 書經大 禹謨に 「天 之暦數 在-一 汝躬こ と あり、 天 之 曆數と は 天道 をい ふと 注に は あるが、 天命 を 受けて 天下 を 治む 

るお-数 を さす ので あらう。 

(眞に 磐 長姬の 33 ひける ままに 云々) かやう に 曆數の 短くな つたの は 或は 磐長姬 のま の^に 起った 事 かも 知れない。 しか 

し、 印度の 說の やうに 人 毒の 次第の^ 減 ある 爲に かやう になった と は考へ られ ない とい ふので ある。 

(說〕 こ 乂 に 於いても 撰者が 印度の 說 に肓從 する 人でなかった とい ふこと が考 へられて 面白 い。 

(又 RB 王 まします べしと 申め る 云々) これ は 百 王と いふ 熟語が 古く 支那に あって (禮記 や 漢書 等に 屢々 見 ゆる) それ を 我 

が國 でも 借用して 来たので あるが、 鎌倉時代に はこの 百 王 を 限定 數の 百と 解释 する 僻說が 生じて、 たと へば、 憑 管抄 

などに 「人 代と なりて 神武の 御代 百 王と 聞 ゆる、 旣に 殘少く 八十 四 代に もな りに ける」 などい ふやう になった。 撰者 

はこれ を 否定して こ X に 十々 の 百 即ち 限定 数の 百と いふ 事ではなくて、 多数に して 無窮の 意 だとい つて、 百せ 百姓な 

どい ふ 語 を證據 として あげ、 なほ 天壌無窮の 神勅 を あげ、 天地 日月の 存 する 限り 寶祚は 無窮で ある 箬 だと いふ こと を 

示し、 更に 三種の神器 も 現在して ゐら るるとい つて、 わが 寳祚の 無窮と 天日 嗣の 尊厳と を 祝して この 神代の 部の 終と 

したの である。 

(說) この 百 王 は 支那の 本義が、 もとより 百官 百姓の 如く 百 は數の 多い とい ふ 意 を 示す 語で ある こと は 爭ふ餘 地 も 無 い 事 

である。 然るに、 わが 國で 百 王 を. K 際の 数の 百と 考 ふる 者の 生じた 事 は 如何にも 情な ぃ考へ 方であって、 慈鎭 和- 3： が^ 

g で 前の やうに 云った の は 八十 四 代順德 天皇の 御宇の JSJnrs ので ぁ& か、 なほ 「今 百 王の 十六 代の こりた る 程」 

とも 云って ゐる。 これで は 天， M の 御代が 進む ごとに わが 日本 國の 運命が 縮まって 行く とい ふ 事 を考へ ねばならぬ 事に 

なる ではない か。 これ は 慈 鎭和尙 が天ム 口座 主と いふ 當 時の 思想界の 王者の 地位に 在る 人の いふ 事 だから その 影^す る 

^1 鹧鷀 葺不合 尊  九 七 


祌 a 正統^ 述義    九 八  

所 至 太であった であらう。 それ故に、 群小 は 大抵 この 限定 思想に 毒せられ てゐ たと 思 はるる。 日蓮の 如き も 豪語 はする 

けれども この fJT 王說を へて ゐる。 かやうな 世の中であった から、 後醍醐 天皇が、 九十 五代 だとす ると 玆り 五代で 口 

本！： の 述命は 終る と いふ やうな 心細 い 思想 を 生ずる こと は 必然で ある。 自分 は 南北朝の 大混亂 はか やうな 思想の 導き 

出した^ 1 相で あると 信じ、 この 意見 を^に 公に した 事も旣 にある。 かやうな 思想 は何處 から 生じた かとい ふに、 その 

源 は^ 一  が、 佛 法の 末法？ I 亂の S 恕 であると 考 ふる。 即ち この 鎌倉時代 は 佛敎の 正 像 末 三時の 說に從 へば- 末法に 入 

つてし まった 時で ある。 今一 つ は 支那の 尙古 主義 の 累 である。 支那の^ 古 生義は 事毎に n 一代 文武 周 公 孔子 を 完全な 理 

想と して、 古人に は 企て 及ぶ ベ からず とする ので あるが、 この 思想が 後の 世を澆 季と考 へ さする に 力 ある も ので ある。 

この 二の 思想 相 合して この^ i は 末世 澆季で 濁惡な 世と 考 ふること が、 百 王 の 誓が 八十 代 九十 代の 帝王 を經 過して 殘少 

になった とい ふ 果敢ない あはれ さ を 感じさせ たので あると 考 ふる。 かやうな 時^に 當 つて、 その 弊 を 救 はう として、 

^  J  r 窮 なき. を 丙と いへ り」 とい ひ 「齊祚 之哓^ 與天壤 無窮」 とい ひ 「天地 日月 は 昔に か はらず」 とい ひ 、「三 穂の 神器^に 現 

在し 耠へ り」 と いって、 世の 迷妄 を覺 まさせようと せられた の は 實に言 語に 絕 した 偉大な 事 功と いはねば ならぬ。 而し 

て 儒 敎 にも 佛敎 にも 人一倍に 造詣の 深かった 撰者が、 その 弊 をば、 少しも 受けず して、 伋々 として その 弊 を 矯め 世 道 

人心 を 正しき に 導かう とせられ たの は 眞に 驚嘆す ベ き 事であって 千古に 輝く 偉人と いふべき である。 
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二  - ワウ ダイ イチ タイ  カミ ャマ トイ ハレ ヒコ  ス メラ ミコト マ 千  ►  ^  クン」  - ？  厂 7. 

人皇 第一 代、 神 日本 磐 余彥の 天皇と 申す。 後に； i 武 とふけ ある。 き 綱^ 

鶴 草 奪不 合の まの^ 四の や。 鞭 ま ^t^sA の £-1 の がま。 ^4 

+ギ  ミコト  ロクャ ィ  ォホ ヒル メ  ミコト  ゴ.？ ィ  -L ソ，， \  7 

諾の 尊に は 六 世、 大日 雾の 尊に は 五世の 天孫に まします。 ；！み あ 敷 4 ま 

と す は 神代よりの 大倭 ことばな り。 神武 は 中 かご 4? て & が %ト ひよ リ 

サダ  タテ マツ ミ ナ チリ  o  —  o 

て 定め 奉る 御名 也。 

(人皇 第一 代) 神代に 對し てこの 天皇より 後 を 人の 代と し、 その 人の 代と なりての 天， M とい ふ義で 人^と いひ、 この 天皇 を 

第一 代と かぞへ 奉る ことと したので ある。 この 人皇と いふ 語 は 何時 何人が 云 ひ 出した もの か 明かで ない が、 日本 紀の 

SI 纂の 昨に 旣 にこの 區別を 立てて ゐられ た 事 は 明かに 考 へらる る。 神^系 I！ に は 人 王と いふ 文字 を 用 ゐてゐ る。 

(神 日本 磐 u^jK 皇) これ は 日本 紀の 書法に よられた ものである。 御名の 義は， 日^: トの國 を 平げ て 神聖の 位に つきました 

力ら の f あで ある 天皇 は r ス メラ ミ コト」 とい ふ 同 語に あてた^ 字で ある。 俵 制令に よるに、 天 A+: に關 して 用ゐ， o 
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文字 を 列^して 天子、 天皇、 皇帝、 陛下、 太 上 天皇、 乘輿、 車駕を あげたが、 天皇の 下に 注して、 「詔書 所， 稱」 と 


あり、 「夭 子」， の 下の 注に 「凡 8_ 一天 子 一 至 辨是 書記 所, 用。 Mil 風俗 所 で 稱別 不レ 依-文字！ 假如 _1皇 御 孫 命、 及须明 

染类 御徳 一 之 類 也」 と ある。 詔書と いふの は 漢文で 書かる る ものであるから、 それ は 書記す 上で 天皇と は 書く が、 よむ 時 

は r ス メラ」 「ス メラ ミ コト」 とよみ 來っ たもので ある。 されば. 天皇 は 文字の 上で かやう に 書く だけで、 よむ 方で 

は古來 r ス メラ ミコ 卜」 とよみ 來っ たものと 考 へらる る。 それが、 神武 天皇な ど 支那 風の 謚號が 起って から、 それにつ 

づけて 「テン ヮ ゥ」 と 音讀 にす る ことにな つた もの と 思 はるる。 それで、 ここで も 「力 ミヤ マ トイ ハレ ヒコ ノス メラ ミ 

n 卜」 とよむべき である。 

(神武) この 御 稱號は 後^ 1 になり て 奉られた ものであると いふので ある。 この 事の 說明は 下に ある。 

(地 神 鵜^ 萆葺不 合の 练の第 四の 子) これ は 日本 紀 本文に よられた ので ある。 

(御 母 云々) この 玉 依姬が 海神の 第二 女で あると いふ こと は、 正確 かどう かわからない。 日本 紀には 「海 童 之 小 女 也」 と 

ある。  - 

(神 B 本 磐 余彥と 申す は 神代よ リの大 倭 ことばな リ) この 國 語の 尊號は 神代よりの 遺風で、 日本 固有の 風で ある こと を 明 

一一：" したので ある。 「日本」 は 大倭國 で 磐 余 は 大和の 地名で あるが、 神と いふ 語 は 神聖なる 事 を 示す 爲に 冠した の で 

ある。 

(神武 は 中古と なリて 云々) 神武と 申し 奉る こと は 支那の 風に 傚った 謚號 で、 古くはなかった 事であって、 中古に 来られ 

た稱號 だとい ふので あるが、 これが 定まった の は 何時頃 か 明かで ない。 釋 日本 紀に 引いた 日本 紀私 記の 說 では 「神武 

等 謚號淡 海 御船 窣レ 勅撰 也」 とい ふ 事で ある。 これに は 種々 異說 もないで もない が、 今 は 略す る。 伍し 略 その^  (御船 

は 延曆四 年、 六十 四 歳で 歿した) に 成った ものと いふ 事に 疑 ひ はない。 
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f 御」 字，：：： 山 本 

北 本 群 本に よ 

りて 補 ふ。 

「柊され しか」 

の 「し」 底本 脫 


マタ n 


、ャト n 


ソノ卜 n 
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又此 御代より 代 ごとに 宮听を 移されし かば 其 處を 名け て 御名と もす。 此 

o  o  (  ■ 

天皇 をば 欞 原の 宫と 申す、 是也。 


o  o  o  o  o 


す。 他 諸 本に 

よりて 補 ふ。 


「祌」 の 上に 底 

本 「天」 ぁリ。 

諸 本な し。 衍 

なること 著 

し <* 


、K) 比 天皇より 後、 奈良 朝まで は 代 毎に 宫所を 移された から、 その 御宫所 を 以て 天皇の 御名と もした とい ふので ある。 

この 天 垒を樓 原の 天皇と 申し、 仁德 天皇^ 難 波の 帝と 申し、 欽明 天^ を璣城 島の 宮と 申し、 天智 天皇 を 淡 海の 御門と 

申すな どが これで ある。 

(濯 床) この 夭 皇の宮 所 は 畝 傍 山の 東南 檯 原に 定められた。 


タ カミ 


イタ 


ソノ ツギ 


又 神代より 至て 尊き を 尊と は 云 ひ、 其 次 を 命と 云 ふ。 人の 代と 成りて は 

テゥ ワウ  ガウ タテ マツ  シン 力  ァソ ミス ク ネオ ミ  ィ  ガウ ィ  キ  ジン 

天皇と も號し 奉る。 臣下に も 朝臣 宿禰臣 などと 云ふ號 出で 來に けり。 神 

ム  オン トキ  ハジ マ  コ トナリ  シ ャゥコ  ミコト  ミコト  力  ショウ  i 

武の御 時より 初れ る 事 也。 上古に は 尊と も 命と も 兼ねて 稱 しける と 見え 

ョ クタ  テン ワウ  ミコト マテ  コト  ミ  シン 力  ミコト ィ  コト 

たり。 世 下りて は 天皇 を 尊と 申す 事 も 見えず、 臣下 を 命^ 云 ふ 事 もな し。 

古語の 耳 なれず 成り 侍る ゆ ゑに や。 


(神代よ リ 至て 據きを 云々) これ は 日本 紀の はじめに 「至 貴曰レ 尊、 自 餘曰レ 命、 並訓. - 美舉等 こと 注して あるの を さされた こ 

とと 思 はるる が.、 これ は 別に 神代からの 習 はしと いふ 事で ない。 ただ 日本 紀の 記載 法と して この 方針に よった とい ふ 

の に 止まる ので ある。 ここに いはれ た 事 は 思 ひ 違 ひで あらう。 

(人の 代と 成 リては 云々) 人皇の 代に なって は 至尊 を 天皇と 申し 奉る 事に なった とい ふので あるが、 これ も 天皇と 書く 字 

面 は 必ずしも 古い ものでなくて、 國史 では 推 古 天皇の 時に 隋に遣 はされ た國 書に 「東- 大皇」 と 書かれた の を 初見と する 

伹し 「天皇」 とい ふ 熟 字 は 本邦の 創意ではなくて、 支那の 古書に 旣に見 ゆる。 それ を かりて わが r ス メラ ミ コ ト」 を 

あら はす 文字と レた ので ある。 


卷 二 神武 皇 


0 


とに 假す 【'i 本 

す ま S リは 

倜 ニ本ピ と し 底 
名 本の と し 梅 本 


神^ 正統 記述 義，   L£n  

(臣下に も 朝臣 宿禰臣 など 云々) この 朝臣 宿禰 などい ふ 臣下の 號が、 神武 天皇の 御代に 初 まった とい ふ 事 は證を 見な い。 

ただ 遒 K 命、 吉野 ^1、 又 國造躲 主な どい ふ 名 稱が見 ゆる だけで ある。 されば これ は 「神武の 御 時より 以後に 初 まれる 

事 也」 と いふ 意で あらう。  f マト.、 

(世 下 リては 云々) 天な に 某^と. E- し窣る こと は、 奈良 朝の から 段々 に少 くな り、 仁 明 帝の 時に 淳 4 天皇に 「日本 极， 

ゃァ JSIl:! ュ I, 彌 ゆ；?^」 とい ふ謚を 奉られ (これ は 類聚 國 史に見 ゆる) 又 仁 明 天皇に 「日本 根子 天 靈聰齄 尊」 (これ は 

一代 要^^に 见 ゆる) とい ふ謚を 奉られてから 後 は略絕 えた 事になる。 臣下 を 命と いふ こと は、 神武 帝の 時には まだ 

あるが、 その 以後に は^ど 見えない。 神武 天皇 以後 某 命と ある は 皇族に 限られて ゐる やうに 思 はるる。 それ も 大體推 

4c: 人な 以後に は 見えぬ やうになる。 てれ は 撰者の 言 の 如く 古 詰 の やう や くに 耳 なれず 成 つた 爲 であらう。 

(說) 以上 主として、 稱號 にっきての 說明 をした ので あるが、 これが 一往 片づ いたから、 次に 又 史實に 入る ので ある。 

n  ナン ワウ オン トシ ジフ ゴ  タ イシ  タ  >  ゴ ジフ イチ  チノ 力 h  9 ク^^斗， 

此の 天 白 Hi 御 年 十五に て 太子に 立ち 五十 一 にて 父の 神に か はりて 皇位 

ヅ  タマ  コ トシ 力 ノト トリ トシ ナリ  产 

に卽 かしめ 給 ふ。 今年 辛 酉の 歲也。 

(年 十五に て 太子に^ ち) これ は 日本 紀の傳 である。 

(五十 一 にて 父の 神に か はリて 皇位に 即 かしめ 給 ふ) 日本 紀 によるに、 この 天皇 四十 五 歳で 東征の 途に 上られ、 六 年 かかり 

て その 功 を 終 へられ、 辛 酉の 年に 即位せられ たから、 五十一 歳で 卽位 せられた ので ある。 しかし， 父の 神の 位 をう けら 

れ たのが その 卽位 の歲 であるか 否か は 明かで ない。 何と なれば、 東征の 途に 上られた 事の 紀 事に 「是年 也 太歲甲 寅」 

と ある。 日本 紀の 例に よるに 太 歳と 云 ふの は 天皇 卽 位の 歳 を さすので ある。 それ故に この 甲 寅の 錢が祌 武天. M の赏際 

の盘位 網 承の 歳で あると いはねば ならぬ。 それによ ると 今の 紀元々 年より 七 年 以前に 神武 天皇 紀元が 無ければ ならぬ 

M 理 である。 

(今年 辛 酉 © 歲也) この 檯原 宫に即 K の 式 を あげられた 歳が 辛 酉の 歳で あると いふ ので ある。 これ は 日本 紀 によるの であ 


神 
武 
天 
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(筑紫 日向の 宮 崎の 宮) 古事記に は 「祌倭 伊波 鱧毘 古命與 一一 其 伊呂兄 五瀨命 ニー 柱 坐- 1 高 千穗宮 一而 議云」 とあって お： t おと 

は 見えぬ。 ロ本紀 にも 宫峪宫 の 名が 無い。 しかし、 これ は その 土地に 昔から 傳 へて ゐた事 があって、 そこに 神武 天皇 

を 祭って 宫： t 宫と稱 へて ゐ たが、 明治の 御^に 官幣 大瓧、 宫峙 神宮と せられた。 この 宮の 名の 古書に 見 ゆるの は、 現 

今では こ の 正統 記 を 最古と する。 これ は 古來の 傳說を この 書に 採錄 せられた もので あらう。 

(兄の 神 達及垦 子 群臣に 勅して 云々) これ は 日本 紀 によ リて要 をと り、 且 敷衍せられ たので ある。 

(此. K 八洲 は 皆 是王也 也 云々， - 大人 州 はすべ て 王 地で あるから いづ この 國 にもます ベ き逍顼 であるが、 神代 は幽昧 (物の 隱 

カタ ホ トリ 

れて朗 からぬ さま をい ふ) であった によって 日向と いふ 西の 偏の 國に 於いて 多くの 年 所 (本書に は 年 序と ぁリ- 舊 

事紀 にも 年 序と あるが、^ 通に は 年 所と いふ。 年 序と いふ 語 は 出典が あらう と 思 ふが、 未だ 據を 知らぬ。 ^葉 集 や 三代 

K 錄に觅 ゆるから 叨 りに 作った 語で は あるまい。 支那に 「歳 序」 とい ふ 語が あるから 「年 序」 とも 云った 事と 思 ふ。 

その 意味 は 日本 紀に 「年 所」 とか いて あるが それと 同じく^. 數と いふに 同じ い 支那の 熟語， であらう) を 送られた ので あ 

らうと いふので ある。 「にこ そ」 とい ふ 語の 下に 「あれ」 とい ふ 語 を 略して ある。 

(說) これ は 日本 紀の 中の 天皇の 語に 「時鐘 一 一 草昧こ 「治 一一 此西偏 こ 「多 歴 一一 年 所 1」 とい ふ 文字 を 用 なられた 文で は あるが 

趣旨 は 撰者の 袁見を 述べ たもので ある。 


つて、 今の 紀元の 元年が この 年で ある- 


プク シノ  *- ゥ y  ir ザキ ir  .ォ ハシ マ  コノ カミ 力 i タチ オヨ ビヮ ウジ ゲン シン  ミコト ノリ 9 トウ 

筑紫 日向の 宮 崎の 宫に 御座し ける が、 兄の 神 達 及 皇子 群臣に 勅して 東 

セィ  コトァ  コノォ ホヤ シマ  ミナ コ レワ ゥチ チリ  ジン ダイ ィゥ マイ  ， ユミ ホ トリ 

征の事 有り。 此大 A 洲は皆 是王地 也。 神代 幽昧 なりし によりて 西の 偏 

ク 二  ォホ  木 ン ジョ  ォク  o 

の國 にして、 多くの 年 序 を 送られけ るに こそ 


「の」 他^ 本に 

よりて 補ュ 

「饒」 5 下^ 本 

ベ .14- つ ノ 」 

ぁリ。 斜北ニ 

本に よ リて刨 

「命」 底本 「尊」 

とす、 銥他 本 

によりて 改む 

「る」 底本 「也」 

とす、 諸 他 本 

によりて 訂す 

「し はし は」 底 

本 「數」 字 を か 

きて カナ をつ 

く 今 他^ 本に 

よりて 假名 書 

と す . 

r 痳み」 底本 

「病 一 一 」 とせり 

梅 本の 假名な 

るに よりて よ 

む。 


神^ 正统 m 述義 


1 OS 


テン ワウ シゥシ 一 
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天皇 舟檝を 調へ 甲兵 を 集めて、 大日 本 洲に向 ひ 給 ふ。 道の 次の 國々 を 平 

げ大 日本に 力り まさん とせし に、 其國に 天の 神饒速 日の 尊の 末 宇 間 志 間 


力 i ァ 


o  〇 

ハ、 カタ ノテデ ナガ スネヒ n  ィ  ァ マッカ ミ  ミ n リャゥ シュア 

見の 八 叩と 云 ふ 神 有り。 外 舅 を 長 髓彥と 云 ふ。 天神の 御子 兩種 有らむ やと 


フセ タ テマ 


ソノィ クサ 


ク ワウ ゲン 


ゥシナ 


マ タ ジャ ジン ドク 


て 軍 を 起して 防ぎ 奉る。 其軍强 くして 皇軍 しばしば 利 を 失 ふ。 又 邪神 毒 

o 

氣を 吐きし かば、 士卒 皆 K み 臥せりき。 


o  o  o 


o  o 


广天皇 舟楝を 調へ 云々) これ は 事 赏の耍 を あげて 書かれた ものである。 大日 本洲と いふの は r ャ マト ノ クー この ことで あ 

る o 

(道の 次の 國々 云々」 日本 紀 によれば、 口 向から 豐 前の 宇佐へ、 次に 筑 前の 岡の 水門へ、 次に 安藝 國を經 て 吉備の 高 島に 

三年 まし まし、 次に 難 波 を 經て河 內國ょ り 膽駒山 を經て 大和 國に 入らう とした まうた ので ある。 

(其國 に 天の 神饒速 B の 苺の 末 云々) この 事 は 日本 紀に長 髓彥が 天皇に 申させた とい ふ 語に 明かに 出て ゐる。 その 言 は r 甞 

有 n 天神 之 子^-天 磐 船 1 自， 天降 止。 號 曰-櫛 玉^ 速 曰 命 1 是娶- 吾妹 三 炊屋嫒 1 遂 有- 兒息 【名 曰 _1 可 美眞手 命？ 故 否 以 - 饒 

速 日 命 一 爲 レ 君而 奉焉。 夫 天神 之 子豈有 _1 兩種 一 乎、 奈何 更稱 >ー 天神 子 一 以奪 _1 人 地 一 乎。 吾心 推 之 未- 必爲- 信」 とい ふので あ 

る o 

(饒速 B の 苺) この 神は舊 事紀 によれば、 天 忍穗耳 尊の 長子であって 皇孫 瓊々 杵 尊の 兄に 當る。 しかしながら、 日本 紀に 

も 古事記に も 古語 拾 遣に も 饒速日 命の 名 は ある けれども、 その 系統 は 明記して はない。 日本 紀の 他の 記事に よれば、 

天神の 子孫で ある こと は 疑 ふべき でな いけれ ども、 舊事紀 の說は 信じが たいので ある。 

(宇 間 志 間 見の 命) これ は 日本 紀には 上に あげた 通り、 可 美 眞手 命と 書いて r ゥマシ マデ」 とよむ こと を 注して ゐる。 古 

事 記に は 宇 麻 志麻遲 命と ある。 ここに あるの は 舊事紀 に 「宇 麻 志 麻 治 命」 に 注して 「亦 云 一一 眛間見 命 1」 と あるのに よ 
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〇 
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つた もので あらう。 この 神 は 後の 物 部 氏の 耝で ある。 この 命の 母が 長 链彥の 妹で ある こと は 日本 紀に 見えた 通りで あ 

る o 

(天神の ® 子兩種 有らん やと 一 K々) 長 as 彥は饒 速 日 命 を 天神の 钩 子と 信じ 忠誠 を 以て 奉 事して ゐた 所へ、 天皇が 出で たま 

ふに 依って、 他に 天神の 御 血統が ある 答がない と 疑った のであった。 それ故に、 その 軍隊 も 力強く 反抗して 皇軍 もこ 

れに なやまされた。 

(其 軍 » くして 云々) 長 糠彥は 上の 様な 信念が 有った から、 どこまでも 抵抗した。 從 つて その 軍も强 力であった。 膽駒山 

の戰は 皇軍 利 を 失 ひ、 皇 兄五瀨 命が 流 矢に 中り たま ひ、 返却せられ なければ ならぬ やうに なった。 それからして 天皇 

. は 方略 を か へ て 海路に 沿うて 紀伊國 から 伊勢 國の 方面に 至り、 東方より 大和 國に 人ら うとせられ たので ある。 

(又 邪神 褰氣を 吐きし かぱ 云々) これ は 天皇が 熊 野から 東して 丹 敷 浦に 出で ま • した 時に 起った 事であって、 日本 紀に 出て 

ゐ るが、 古事記に は 熊 野での 事と して ゐる。 これ は 土地 を 大略に いふのと 精し くい ふのと の 違 ひでおら う。 


「に」 梅 本. a 

本に よりて ® 

、 C 

「みことのり」 

底本 「御#  ノ 

り I とかけ り。 

他 本に よりて 

假名と す。 


底本 「武津 之 

身 ノ命」 の 下 

に 「又 ハ鴨武 

$1: ノ命 トモ 


アマ テラス ォホ ミカ ミ タケ ミカ ツチ 


ァシ ハラ 


ナ身 ツクユ 


ナ ンヂュ 


此に天 照 太 神 健 甕 槌の神 を 召して、 葦原. の 中洲に 噪ぐ おとす。 汝 行きて 

タヒラ  タマ  タケ，.、 カヅチ  カミ マチシ タマ  ムカ シクュ タヒラ  トキ 

平げ よと みことのりし 給 ふ。 蹉甕槌 の 神 申 給 ひける は、 昔國を 平げ し 時 

o  o 〇 o  o  o  ； 

ッレ ギア  カレ  クタ  オノ， ッ カラタ t ラ  キ ノ ク ニナ クサ  ムラ  タカ クラ ジ 

の劎 有り。 彼 を T さば、 自平 ぎなん と 申して、 紀伊國 名 草の 村に 高 倉 下 

ミコト  ィ  カミ  シメ  コノ ヅルギ タテ マツ  テン ワウ ヨロ コ タマ  i ソッ  ャ 

の 命と 云 ふ 神に 示して 此劎を 奉りければ、 天皇 悅び給 ひて 士卒の 病み 

フ  ミナ ォ  マ タカ ミムス ビ  ミコト  ソン タケ ッ ノ  ；、  ミコ トォホ カラス  ナ 

臥せりけ る も、 皆 起きぬ。 又 神 魂の 命の 孫 武津之 身の 命大 烏と 成りて 

ィ クサ i サキッ カウ マツ  テン ワウ  ャ タ カラス ガウ is マ  マタ コン ジキ  トビ クタ  ク ワウ キゥ 

軍の 御前 仕 る。 天皇 ほめて 八 咫烏ミ 號し給 ふ。 又 金色の 鷓 下りて 皇弓 


祌皇 正統 記述 義 


0 六 


云」 と あり、 他 

本に なし。 後 

人の 加笨 なら 

ん。 


「もて」 底本 

「居て 一 に 作 

る。 他 本に よ 

りて 惲 名と 

す。 

「の」 白 本、 群 

本 北 本に より 

て 加 ふ。 

「し」 底本な 

し。 他 本に よ 

りて 補 ふ。 

「產」 底本 白 本 

r 彥 一とす。 梅 

群 北 三本に よ 

りて 訂す。 

「持 タリ」 底本 

「持 タル」 に 作 

る" 他 <8 本に 

よりて 訂 す。 


t カリ 


ク ワウ グン ォホキ 力 


の はずに 居たり。 其 光て りか M やけり。 是 によりて 皇軍 大に 勝ちぬ。 宇 

マシマ ミ  ミ コトソ ノテヂ  nn ロシ  コ U  ソノィ クサ t 

麻 志 間 見の 命 其 舅の ひがめる 心 を 知りて たばかりて 殺しつ。 其 軍 を 引き 

シタガ マチ  テン ワウ ハナ ハ  ホ  ァメ  クタ  シン ケン  サヅ  ソノ タイ 

ゐて隨 ひ 申しに けり。 天皇 甚だ 讃 めて 天より 下れる 神劎を 授けて、 其大 

o  o 

クン  コタ  タマ  コノ ツル ギ  トヨ フッ  カミ ガウ  ハジメ ャマ ト  イソ 

勳に答 ふと ぞの給 はせ ける。 此劎 をば 豐布 都の 神と 號す。 初 は 大和の 石 

o 

ノカミ  ノチ  ヒタ チ.  カシマ  .ジン グゥ  カノ ゥ マ シ マミ 

上に まし/^ き。 後に は、 常 陸の 鹿 島の 神宮に ましす。 彼 宇 麻 志 間 見の 

in トマ タ ニギ ハヤ K ミコト V- マクダ  トキ  ゲヮ イソ タカ i ムス ビノ ミコト サヅ タマ  ト クサ  ミヅタ カラ 

命 又饒速 日の 尊 天降りし 時、 外祖高 皇產靈 尊の 授け 給 ひし 十 種の 瑞寳を 

.  o  o 

ッタ  モ  テン ワウ  タテ マツ  テン ワウ タマ シ- クメ  ミヅタ カラ  ソノ マツリ ； 'ジ 

傳へ 持たり ける を 天皇に 獻る。 天皇 鎭 魂の 瑞寳 なりし かば、 其 祭 を 始め 

o  o 

コノ タカ ラ  スナ ハウ マシ マミ  タマ  ャ マト  イソ ノカミ  アン ヂ 

られ にき。 此寳を も 即ち 宇 麻 志 間 見に あ づけ 耠 ひて、 大和， の 石 上に 安置 

マタ  フ^  - ガウ  コノ ミヅタ カラ  ヒ トツ  ョ  ジ ュ千ン  ァ 

す。 又は 布 瑠と號 す。 此瑞寳 を 一 づっ 呼びて、 呪文して ふること 有る に 

よれる なるべし。 


(此に 天 照 太 神 ま々) この 事 も 日本 紀 にも 古事記に も 見えて 大體 同じで ある。 

(昔國 を 平げ し 時の 钿) これ は 日本 紀には 飾 靈 とい ふ 名で あると 出て ゐ るし、 古事記に はこれ を佐士 布都祌 亦の 名羝布 

都 神 又 布 都 御 魂と 云って 石 上 神宮の 祭神で あると 云って ゐる。 


名箪の 村に S ま 下の 命^々) 高 倉 下の 命 は 天 香 山 命の 一名で あると 云 ふ。 これ は 日本 紀には 熊 野 高 倉 下と あり、 

古事記 も同漾 であるから 名 草 村の 人と いふの は 誤で ある。 撰者の 思 違で あらち。 

(叉 神瑰の 命の 孫 云々) 八咫 烏の 事 は 日本 紀 古事記に. は 神と して は 見えて ゐ ない。 しかし この 烏が 嚮導と して 熊 野から 險 

難の 道 を こえて、 大和の 中州に 出で ます やうに なった 趣 は 諸 書す ベて 一致して ゐる。 

(武^ 之 身の 命 云々) この 事 は 姓氏 錄に 出て ゐ るので ある。 それ は 山城 神 別鴨縣 主の 祖 であるが、 その 文に 「跡 日本 磐余彥 

天皇 謚祌武 欲 レ向- 中洲 一之 時、 山中 險絶 、跋渉 失 レ路、 於 神 魂 命 孫 鴨 建津之 身命 化爲- 一大 烏 一 翔 飛 遂 達-中洲 『時 天皇き 

其 有力 ー特厚 褒賞。 八咫烏 之號從 レ是始 也」 と ある。 八 咫烏は 尋常と 異なる 大 さなる^ とい ふ 意り 名稱 である。 

(金色の 镇下リ て 云々) この 事 は 大和に 入りまして 後長 髓彥の 本 居 を 攻めて 對陣 ありて 苦戰の 時に 突發 した 事件で ある。 

日本 紀に見 ゆる。 この 故事に 基つ いて 今の 金鵄勳 章の 制定が あつたの である。 

(宇 麻 志 間 見の 命 云々) 日本 紀 にこの 時の 事が 委しく 見 ゆる。 長 髓彥は 前に あげた 樣に 天神の 子 二種 あらん やといつ たに 

よって、， 天皇の 方から， そちらが 實際 天神の 子と いふなら 然るべ き 證據が あらう から 見せよ と 仰せられたら、 饒速 日の 

天 羽々 矢と 步靱と を 御 目に かけたら、 天皇 は 如何にも これ は 天神の 御子 ミ いふに 違 はない と 仰せられ、 やがて、 天皇の 

方から も 同じ もの を 見せられ たので ある。 長 髓彥は それ を 見て、 心に 恐縮した ので ある けれど、 騎 虎の 勢 頑冥の 態度 

をと つたので ある。 そこで、 宇 麻 志 間 見 命が、 天神の 本宗 たる 天皇に 抵抗す るの は 不條理 であるに より、 止むを得ず、 

長 链彥を 殺して 歸 順せられ たので ある。 この 宇 麻 思 間 見の 命が 忠誠 を 以て 奉仕せられ たから、 上の 師逮の 赉劍を 授け 

てこれ を ほめられた。 これが 物 部 氏の 祖先で ある。 

(此劎 を は 重 布 都の 神と 號す 云々) 此劍 はかの 武甕槌 神が 天 照 太 神の 神勅に よって、 高 倉 下命に 授けて 天皇に 奉らし めた 

铈甚 である。 これの 事 は 上に も 云った が、 豊布都 神と いふ 名は舊 事 紀には あるが、 日本 紀には 無い。 しかし、 古事記 

に 、「建 御 雷神」 の 一名と あるから、 この 傳も强 ち 誤で は あるまい。 しかしながら、 この 劍が、 後に 常 陸の 鹿 島に まし 

ましたと いふの は 如何 かと 思 はるる。 但し、 これ も、 釋 日本 紀に 「先師 之說、 云 石 上 社 者 鹿 島祌お 同體 也」 とい ひ、 舊 

事 紀には 「建 遨槌之 男祌」 の條に 「今 坐-常 陸 國鹿島 一大 神、 即石 上布 都 大祌是 也」 と あるから、 中 比から この 說が起 

つた ものと 思 はるる。 元来 石 上 神宮 は 物 部 氏の 奉仕した 社で、 この 寳劍を 主神と して 多くの 武器 を尙藏 せられた 社で 

あるが、 物 部 氏の 社で ある 所から 次の 傳說も 生じた ので ある。 この 石 上 神宮 は今官 幣 大社で 昔の ま 1 大和 國山邊 郡に 
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在る。  . 

(後 宇 旒志間 見の 命 又饒速 日の 尊 天降 リし時 外祖高 垦産靈 尊の 授け 給 ひし 十 種の 端饔を 云々) この 十 種の 瑞寳の 事 は 上に 

も 述べた 所で あるが、 その 瑞寶を 石 上 神宮に 納められた 事 は 日本 紀 にも 古事記に も 見えない。 舊事紀 に はこの 瑞寶と 

かの 弒齊と を 共に 齊き 奉る とあって、 それ はは じめ 宫 中に あつたの を 崇神 天皇の 朝に 石 上に 神宫 をた てて 遷し 奉った 

と ある。 廿ニ社 本 緣には 宇 麻 思 間 見 尊が 右上に 奉祀せられ たと ある。 いづれ にしても 物 部 氏の 齋き 祭る 神で あるから 

この 事が 在った ものと 恩 はるる。 

(又は 布 现と號 す 云々) これ は 石 上の 社 を布瑠 社と いふ 事に つきての 說明 であるが、 これ は事實 さう であるで あらう。 廿 

二 社 本 緣の說 が この 進り である • 


「II」 底本 懾名 

とす、 群 北 二 

本に よりて 漢 

字と す。 

「に」 底本な 

し、 他 諸 本に 

よりて 補 ふ。 

「i 本 「時」 

とす、 他^ 本 

によりて 改 

む。 


テンカ コト ゴト 


クニ 力 シ ハ ラ 


ミヤ タク 


力 く 

セィ ト テ ン シャゥ 


て 天下 悉く 平ぎ にし かば、 大 倭國欞 原に 都 を 定めて、 宮 作りす。 其 

i ン シャゥ ギ  ゴト  アマ テラス ォホ ミカ ミ  ッタ タマ  サン ジュ  ジン ギ  ミ ァラカ アン ヂ 

制度 天上の 儀の 如し。 天 照 太 神より 傅へ 給へ る 三種の神器 を大 殿に 安置 

ユカ  ォナ  ク ワウ クウ ジン グゥヒ トツ  クニ クニ  ( ツキ モノ 

し、 宋を 同じく しまし ます。 皇宫； W 宮ー なりし かば 國々 の 御調 物 を も 

o 

イミ クラ  チサ  クワン モッ ジン モッ  ナ  ァメ ノコ ャネ  i コト ソン ァメノ タネ n 

齋藏に 納めて、 官物神 物の わきため 无 かりき。 天兒 屋根の 命の 孫 天 種子 

〇  X 

ミコト ァメ  フト タマ  ミコト ソン ァメノ トミ  ミコ トモ ハラ ジン ジ  ッカサ  カミ ョ  レイ  コト 

のム 叩、 天の 太 玉の 命の 孫 天 富の 命專 神事 を 主 どる。 神代の 例に 殊 ならず。 

マタ ミヤ トコ 口  トミノ ャマ  ナカ  タ  ァ マッカ ミク ニツカ ミ  マツ  タマ 

叉 靈畤を 鳥 見 山の 中に 立てて 天神地祇 を 祭らし め 給 ふ。 


(かく  C 天下 悉く 平ぎ にし か は 云々) 檯 原に 都 を 定めて 宮 作りの あった こと は 日本 紀、 古語 拾遺に 委しく 見 ゆる- 


「七」 底本 「八」 

に 作る。 他 本 

によりて 改 

む。 

「の」 白 本、 北 

本に よりて 補 

「は」 底本な 

し。 他 本に よ 

りて 補 ふ。 


(天 照 太 神よ リ傳へ 絵へ る 一一 一種の 神器 を 云々) これは^ 神 天皇の 時に それまでの 三 稀 神器 を 奉安せられ たさ ま を 以て 說^ 

せられた ものであるが、 これ を 簡明に 示した のが、 古語 拾 遣で ある。 その 文に 曰 はく 「赏 -1 此之時 1 帝 之 與レ神 其 際 未レ遠 

同 fe 共 レ床以 i 此爲 i 常。 故祌物 (お 物 亦 未 一一 分別 一宮 內立 レ藏號 曰-一 齋 蔵-令 一一】 齋部氏 永 任-其 職 こ と ある。 これによ つて か、 れ 

たものと JS はるる。 

(天兒 屋根の 命の 孫 天 種子 命 云々) 天 種子 命 は 天兒屋 命の 子 天 押 雲 命の 子で 中臣 氏の 祖 であ リ、 天 富 命 は 天 太 玉 命の 孫で 

ほ 部 氏の 祖 である。 この 二 氏が 神事 を 掌る こと も 古語 拾遺に 見 ゆる。 . 

(靈畤 を 鳥^お の 中に 立て 一 K々) 雲畤は 祭場と いふに おなじ。 鳥 見 山の 所在 は諸說 あるが、 大和 國 磯 城 郡に あると いふ 說 

が 普^ 二言 ぜら れてゐ る。 この 事 は 日本 紀に 委しい。 曰 はく 「詔 曰 我^ 瓶 之 雹 也、 降鑒 光-一助 朕窮？ 虡已 平、 海內 

無事、 可,： 以郊 祀天祌 -申* 大孝 i 也。 乃 立 _1靈 畤於^ 見 山中？ 其地號 曰-一 上 小野榛 原、 下 小 野榛原 一 用 祭 _1皇 祖天祌 -焉」 と 


ある- 


此の 赞 代の 初、 辛 酉の 年、 唐の 周の 世 第 十七 代に 當る 君、 惠 王の 十七 年 

チリ ゴ ジフ シチ ネンヒ ノト ミ シゥ ュジフ イチ タイ ？, ティ ワウ t 'ン * ネっ J タ， o  ひ" ン し- 

也。 五十 七 年丁已 は， 周の 廿 一 代の 君 定 王の 三年に 當れり 此の 年老 子 

タン ジャゥ  コレ タウ ケゥ ソナリ テン デク シャ 力-一 ョ ライ ニフ； S リ タマ  ,  o ノン J?>1^iT 

誕生す。 是は道 敎の祖 也。 天竺の 釋迦 如来 入滅し 給 ひしょり 元年 辛 酉 ま 

o 

二  t ャク ク ジフ ネン  ナ 

では 一 一 百 九十 年に 成れる か。 


モロ コシ シゥ 


タイ ジフ シチ タイ 


ケィ ワウ  ジ フシ チ ネン 


(說) この 和漢 年代の 比較 は 當時行 はれた 年代記に 記入して あった もの に 主として 依られた ものと 考 ふる。. 扶桑 略記 や 愚 

膂抄 やに も 同じ 趣に 見 ゆる。 

(老子) 支那 楚の 人、 姓 は 李 名 は 耳， その 著に 老子 ニ卷 ある。 

(違 教) 支那の 民族的 宗敎 であって、 今日に も 勢力 を 有して 居る。 老子 を その 開龃 として 仰ぐ。 
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r 此」 底本 「此 

ノ」 に 作る。 

他 本に よりて 

r  ノ」 を^る。 


p ノ テン ワウ テン 力 チサ タマ 


シチ ジフ & ク ネン イチ ヒャ クニ ジフ シチ サイ ォマ シマ 


此 天皇 天下 を 治め 給 ふこと 七十 六 年、 一 百 一 一十 七歲 御座し き。 

(釋) これ は 日本 紀の傳 である。 古事記に は、 御齡百 三十 七 歳と して 治世の 年 數を傳 へない。 


「は」 雠北ニ 本 

によりて 補 

r5」a、 群 北 

：; 本に よりて 


ジン ム ダイ 二 


スズ ヒメ 


n 卜シ a 


第二 代、 綏靖 天皇 | お^れ？ 神武 第二の 御子。 御 母 は 鞴 五十鈴 姬、 事 代 

ヌ i ひミ  ムス メナ リ  チチ  テン ワウ  ミト セァ  ソクヰ  タマ  力 ノエ タツ  トシ 

主の 神の 女 也。 父の 天皇 かくれまして 三年 有りて 即位し 耠ふ。 庚 辰の年 

ナリ  ャマ トノ カツ ラ キノ タカ テカ  ミヤ  I 

也。 4<^ 葛 城 高崗の {呂 に まします 


カム ヌ ナカ ハミ ミ ノス メラ ミコト 

(緩 咪 天皇 云々) この 天 曳は國 語の 尊 號は神 獰名川 耳 天 皇 であるが、 ここに は それ を 略して いはない。 下の 注文 は 

その 事を斷 つた もので、 この 天皇 以下 は 和語 即ち 大倭 語の 尊號 をば 本書と して は 載せない と 云った ので ある。 この 國 

語の^ 號 のこと は、 旣に 神武 天皇の 御代の 條に 大略の ベて お いた 通り-である。 

(神武 第二の 子) これ は 日本 紀には 「祌 日本 磐余彥 天皇 第三 子 也」 と ある。 これ は、 手 研 耳 命と 神 八 井耳 命と この 天皇と 

を あげ 桊 つて 笫 ヨ子と かぞ へた もので あらう。 然 らば、 本書 は 誤 かとい ふに、 必ずしも さう では あるまい。 これ は 恐 

らく は帛ー ：5 の 所 出 だけにつ いて かぞへ 奉った ので あらう。 手 研 耳 命は最 年長者で あつたが、 皇后 册立 以前に 生れた ま 

うたので あつたから 別にし 奉った もので あらう。 さう すれば、 笫 二子と いふか ぞへ方 も强ち 誤と もい はれぬ。 

(御 母は篛 五十鈴 姬 云々) 御 母 は 前に 云った やうに 正 后に まします。 この 皇后 は 日本 紀には 事 代 .干- 神が 三 島 溝 橛耳祌 の 女 

玉 櫛 嫒に婚 して 生れた 兒で、 媛蹈赣 五十鈴 嫒 命と 云 ふと ある。 古事記に は 大物 主神の 女と して ある。 御名 はこ こに は 

嫒蹈雜 云々 の 「媛」 を脫 して あるの は 異例で ある。 故意に 脫し たもの か、 或は 思 ひ 違 ひか、 いづれ にしても 正しい と 

は いはれ ぬ。 


「の」 梅" 群、 

北靑四 本に よ 

リて補 ふ。 

「の I 底本な 

し、 同上 

「此 年」 底本 

「卅 年」 に 作 

る。 他 本 r コ 

トシ」 乂 「今 

竿」 に 作る。 

r 卅」 は 「此」 の 

訛なる こと 著 

し o 

「おはし」^ 本 

「ヲ カシ 一と あ 

リ。 也.； 4- によ 

リて なす。 

「耠 ひし」^ 本 

「，4S フ 一とす」 

他 諸 本に より 

て改む C 


(父の 天皇 かくれまして 云々) 日本 紀 によれば、 この 天皇 は 神武 天皇の 四十 二 年に 皇太子に 立ちた まひ、 神武 天 a 崩御の 

^に は 四十 八 歳に まし ましたが、 御 性質 純 孝に ましく 悲慕已 むこと なく、 喪に まします こと 一 一 I 年 その 間 庶兄手 研 耳 

命に 大政 を 委任せられ てあつた が、 手 研 耳 命が あらぬ 望 を 懐いて 禍を 起さう とせられ たから 御 兄祌八 井耳 命と 力 を 併 

せて これ を滅 して 皇位に 即き耠 うた。 神武 天皇 崩御 は 丁 丑の年で、 この 天皇の 御 即位あった のけ 庚^ e ある こと は 日 

本 紀に見 ゆる。 その 間に 三年 を隔 つる。 久米幹 文 曰 はく 「上古の 風俗 は 上 も 下 も 同じ 樣に 父母 をした ふ 情の いと 切な 

る 故に、 御 父 天皇 神さリ まして 三年の 間 は 御 かなしみの あまりに 御 位に のぼらせ 耠は ざり し赏 時の さま を 思 ひやる ベ 

し」 と。 或は さやうな 事で も あらう か。 

I  ハン タ ガウ 

(大倭 葛 城高崗 の宮) これ 日本 紀 古事記 一致して 傳へ てゐ る。 その 宮趾は 今の 大和 國南^ 城 郡 吐 田 鄕衬字 森 脇に あると 傳 

へられて ゐ るが、 その 地 は 東の 方 大和 國の 平野 を 一眸の 下にな がめ、 高！： の 名に ふさ はしい 土地で ある" 

ュ ジフ イチ ネン カノ エイ ヌ  トシ モロ コシ シゥ  二 ジフ シ ダイ キミ レイ ワウ -ー ジフ イチ ネン ナリ  コ トシ コゥ シ 

二十 一年 庚 戌の 歲、 唐の 周の 二十 四 代の 君靈 王の 二十 一年 也。 此年 孔子 

〇  o  o  o 

タン ジャゥ  コレ  シチ. ジフ サン  ジェ ケフ. un  n ノ ミチ  ムカシ ケン 

誕生す。 是 より 七十 三までお はしけり。 儒 敎を弘 めら る。 此道は 昔の 資 

c  o 〇 

ワウ  タウ ゲゥ  グ シ ユン  力  ハ. ジメ ゥ  イン  ハジメ タウ  シゥ  ハジメ  プン ワウ  ブ っゥ  シゥ コゥ 

王、 唐堯， 虞舜、 夏の 始の 禹、 殷の始 の 湯、 周の 始の文 王、 武王、 周 公 


クニ  テサ  タミ  ナ 


コ n  n タタ 


ナホ 


の國を 治め 民 を 撫で 給 ひし 道 なれば、 心 を 正しくし、 身 を 直く し 家 を 

o  o  o 

を さめ、 國を 治めて、 天下に 及ぼす を宗 とす。 されば 殊 なる 道に は あら 

スヱ  ョ  ナ  ヒト フ セィ  ナ  ュヱ  ヅノ ミチ  チサ  ，ジュ  IKi へ 

ね ども、 末の世^ 成りて 人 不正に 成れり し 故に、 其 道 を 治めて 儒の 敎を 

立てら る、 也。 


卷ニ 綏靖 天皇 


1 1 


神皇 正铳記 逢,   LLU  - 

(說) ここに 孔子の 生誕 を說 かれた の は 儒 敎の祖 であるが 爲 である。 その 儒敎 はわが 國 の文敎 として 重大な 位置 を 占めて 

ゐる ものであるから、 これ を 心得る こと は爲政 者の 一大 任務で あるから である。 されば、 この 節 は 決して 空き" を 弄せ 

ら れてゐ るので はない。 心 をと めて 讀 むべき である。 

(二十 一年 云々 此年 孔子 誕生す 云々) 孔子 は 支那 周 末 春秋の 頃の 魯の 人、 姓 は孔、 名 は 丘、 字 は 仲 尼と いふ。 孔子と は その 

門弟 子より して 呼ぶ 尊稱 である。 周の 遝 王の 二十 一 年に 生れ、 敬 王の 四十 一年に 歿す。 年 七十 三。 儒敎の 狐で ある。 

この 周の 鹩 王の 二十 1 年が この 天皇の 三十 1 年に 當 ると いふので ある。 扶桑 略記に はこの 天皇の 三十 二 年 周の. 靈王ニ 

十二 年に 孔子が 生れた と ある。 しかし、 それ は 誤った 說に 依った ので この 說が 正しい。 本書に 廿 一年と 上に あるの は 

1 二十 一 年と あるべき であって、 誤りで ある。 

(懾教 を はじめら る 云々) 孔子 は 儒敎の 開祖と いはる る。 然し、. それ は 孔子の 創意で は 無い ので、 ここにい はれて ある 通 

り 支那 人の 所謂 先王め 道 を糚述 した ものである。 その 先王の 道と いふの は。 支那の. 昔の 聖人 賢人と いはれ た堯舜 の 二 

帝、 S の禹 王、 殷の湯 王、 周の 文 王、 武 王又武 王の 時の 政 を 助けた 周 公な どの 國を 治め、 民 を 安んじた 道であって、 

孔子 は それ を 祖述して、 一の 敎を 開いた ので ある。 それ を儒敎 とい ふので ある。 

(心 を 正しくし、 身 を 直く し 云々. >  これ は 儒 敎の耍 を あげた ものであるが、 これ は大學 に、 「古 之 欲レ明 一一 明徳 於 天下一 者先抬 一一 

其 H 欲 w 治 其 國-者 先ぎ 其 家 一 欲， 齊-- 其 家-者、 先 修-- 其 身 7 欲 ，修- 其 身 1 者 先 正 - 其 心 T 欲， 正-其 心-者 先 P- 其 意 - 云々」 と 

あるに よって その 意 をと り耍を 記した ものである。 儒 敎の耍 を 簡明に あげて あると 云って よから う 

(されば 殊 なる 逮には あらね ども 云々) 儒敎 はまこと にこ こにい はれた 通り、 世の常の 道であって、 佛 敎が來 世を說 くの 

などと は 遠って、 異なる 道で はない が、 世が 亂れ て、 人が 不正に 成った 故に 忠孝 仁義な どい ふ 名目 を 立て \敎 へられ 

たので あると いふので ある。 これ は 孔子の 本旨 を いったの であるが、 當然の 言 だと 考へ ら るる。 

(投) ここに 儒敎 の大耍 をい つたの は、 前に もい つた 通り、 この 敎 はわが 道 德の敎 の 助と して 採用せられ たもので あるか 

ら、 その 大要 を 知る とい ふこと は國 民た る もの、 ことに 社會の 上位に 立つ 人の 知らねば ならぬ 事で あると いふ 見地 力 

ら 出た 事 は 疑 ひがない。 
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「は」 群 北 二 
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サン- ジ フサ ンネン - ハチ ジフ シ サイ 

二十 三年、 八十 四^ 烕 おはし ましき _ 


天皇 天下 を 治め 給 ふ 事、 

(K) この 御 治世と 御 年齢と は ロ本紀 によられた ものである。 古事記で は 御 年 四十 五 歳と ある 


タイ サン タイア- 


テン ワウ 


セィ ダ. 


オン 


スズ ョ！ 


P ヌシ 


第三 代 安寧 天皇 は綏婊 第二の 御子。 御 母 は 五十鈴 依姬、 事 代 主の 神のお 

o  ゾゅ， *  C 

5、 ヅ ノト ゥシ トシ ソクヰ  ャ マト  カタ シホ ゥキ アナ - ミヤ  テン 力  ヲサ 

とむ すめ 也。 癸丑の 年卽 位。 大 倭の 片攄浮 穴の 宮に まします。 天下 を 治 

o  o  o  o 

タマ  n ト  サン.； ソフ ハチ ネン  ゴ ジ フシ チ サイ オハ シマ 

め耠ふ 事、 三十 八 年。 五十 七 歳 御座し き。 


(安 S 天皇 は綏靖 第二の 御子) 日本 紀 にも 古事記に も綏靖 天皇の 御子 はこの 天皇 御 1 柱 だけし か傳 へて ゐ ない。 而 して、 

その他の 書に も 本書と 同じ 傳 はな い。 これ は 撰者の 思 ひ 違 ひで あらう。 

(御 母 は 五十鈴 依姬 云々) これ は 日本 紀の傳 であるが、 日本 紀には 「母 曰， 一 五十鈴 依嫫命 一事 代 主神 之 少女 也」 と ある。 こ 

れ は綏靖 天皇の 御 母に 「事 代 主神 之 大女 也」 と 記した のに 對 して 曰った ものである。 古事記に け 御 母 を r 師木艉 主 之 

オヤ 

0, 河^ 毘賓」 と傳 へて ゐる。 

(癸丑の 年 s 位) 繁靖 天皇 崩御が 五月で その 年の 七月に 即位あった ので ある。 

(大 倭の feja 洚. k の宮) これ は 日本 紀も 古事記 も 同じ 傳 である。 この 宫の趾 は 今の 大和 國北葛 城 都 浮孔村 一二 倉 党に 大 殿と 

い-.. 所 だとい ふ說が ある。 が、 この 浮孔 村と いふの は 明治に なって からの 命名で あるから、 信ぜられない。 帝王 編 年 

記に は 大和 阈离市 郡 畝 火山 北 也と 注して ゐる。 その 場所 は 不明で あるが、 その 說は 容易に 棄て 難い ものである。 古事 

記傳に 河內國 だとい ふ說が あるが、 それ はもと より 論の 外で ある。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 一一 一十 八 年 云々) これ は 日本 紀の傳 によった ものである。 古事記で は 御 年 g 十九 歳と ある。 

ダイ シ ダイ ィ ト. ク テ ン ワウ  ァ ン ネィ ダイ -t  コ  オン ハハヌ ナソコ 十 カツ ヒ メ  n トシ ロヌシ  力 •*、 マゴ 4 リ 

第 四 代、 懿德 天皇 は 安寧 第二の 子。 御 母 淬 名 底 中 媛、 事 代 主の 神の 孫 也。 


卷ニ 安寧 懿德 天皇 


一： 一 


神皇 正統 記述 義  .  .■   一  」 四  

カノ トウ  トシ ソクヰ  ャ マト  カル  マ ガリチ  ミヤ  .テン 力  テサ  タマ  コト  サン 

辛 卯の 年 即位。 大 倭の 輕の曲 峽の宫 に まします。 天下 を 治め 給 ふ 事。 三 

ジフ シ ネン  シナ ジフ シチ サイ オハ シマ 

十四 年。 七十 七歲 御座し き。 

(眩 镲 天皇 は 安 寒 第二の 子) これ は 日本 紀も 古事記 も 同じ 傳 である。 

(御 母、 淳名底 .0- 嫒 云々〕 これ は 日本 紀の傳 によられた ものである。 曰 はく 「母 曰 一 一 獰名底 仲嫒命 一 事 代、 王 祌孫鴨 王女 也」 

と。 .k:^ 記 は 河 设^^ の 兄 師木縣 主 波 延の女 阿久 斗 毘賣を 御 母で あると 傳 へて ゐる。 

(辛 卯の 年卽 位) これ も 口 本 紀の傳 である。 安寧 天皇 崩御の 翌年の 即位で ある。 

(大 倭の 輕の 曲峽 の宮) これ も 日本 紀の傳 である。 この 宫の趾 は 欞原宫 よりも 東南の 地で、 今 白檯村 大字 大輕 とい ふ 地で 

ある。 古事記で は 輕之境 岡せ " と あるが、 畢竟 同じ宫 の 名が 異 つて 傳 へられた もので あらう。  - 

(天下 を 治め 給 ふ 事！ 一一 十四 年 ) これ も 日本 紀 の傳 である。 

(七十 七逮 御座し き) この 事 は 日本 紀に 明記して ない。 古事記に は 四十 五 歳と ある。 七十 七 歳と いふの は 水鏡 や、 皇代記 

や、 皇¥ 代 略. 記に あるが、 日本 紀に 安寧 天皇の 十 1 年に 十六 歳で 皇太子に 立ちた まうた 時から 計算した ので ある。 

タイ ゴ タイ  カウ セゥ テン ワウ  ィ トク ダイ イチ  コ  才ン ハハ  アマ ノト ョッ ヒメ  すキ シ ミミ ノ ミコト ムス メナ リ 

第五 代、 孝昭. 天皇 は懿德 第一 の 子。 御 母 は天豐 津姬、 息 石 耳 命の 女 也。 

チチ  テン ワウ  ヒト トセ ァ  ヒノ エトラ  トシ 5s クヰ  ャマ t  ヮキ 力 ミノ ィケ ノコ コ P 

父の 天皇 かくれまして、 一 年 有りて、 丙 寅の 年 即位。 大 倭の 掖上池 心の 

S- ャ  テン 力  テサ  タマ  コト  ハチ ジフ サン ネン  ヒャ クジフ シ サイ オハ シマ 

宮に まします。 天下 を 治め 給 ふ 事、 八十 三年。 百 十四 歲 御座し き。 

(孝 昭 天皇 は il 德 第一 の 子) この 事 は 古事記に よれば 事實 である。 日本 紀に は懿德 天皇の 御子 はこの 天皇 1 柱 だけにな つ 

てゐる 


1 


「乙」 底本 「巳」 

とす、 他 本に 

よりて 訂す。 


オヤ フ トマ ワカ 

(御 母 は 天 騭津姬 云々) これ は 日本 紀の傳 である。 古事記に は 師木縣 主 之祖、 賦登麻 和 訶比資 命と ある • 

(父の 天皇 かくれまして 云々) この 事 も 日本 紀 によった ので ある。 

(大 倭の 掖上池 心の 宮) これ も 日本 紀 によった ので ある。 古事^に は 葛 城 掖上宮 と あるが、 實は 同じ 所で ある。 この 宫 の 

址は 今の 南 葛 城 郡 掖上村 玉 手の 北に ある。  • 

(天下 を 治め 給 ふ 事 八十 一一 一年) これ も 日本 紀の傳 である。 

(KD 十四 歳 御座し き) 御 年 は 日本 紀に 記して ない。 古事記に は 九十 三 歳と ある。 この 百 十四 歳 は 水鏡 ゃ皇 代紀の 1 說ゃ、 

皇 年代 略記に あるが、 それ は 日本 紀 にある 立太子の 時に 年 十八と ある 所から 推算した ので ある。 


ダイ 口 ク タイ カウ アン テン ゥゥ 
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第 六 代 孝 安 天皇 は孝昭 第二の 子。 御 母 世襲 足姬、 尾 張の 連の 上祖、 減津 

ョ ソ  ムス メナ リ  キノ トウ シ  トシ ソクヰ  ャ マト  アキ ッ シマ  ミヤ  テン 力  テサ 

世襲の 女 也。 乙 丑の年 卽位。 大 倭の 秋津島の 宫に まします。 天下 を 治め 

タマ  コト  イチ ビヤ ク 二 ネン  ヒャ クニ ジフ サイ ォ ハシマ 

給 ふ 事、 一 百 二 年。 百 二十歳 御座し き。 • 


(泰安 天皇 は 孝昭 第二の 子) この 事 は 日本 紀も 古事記 も 1 致して ゐる。 

(御 母 世襲 足姬 云々) これ は 日本 紀も 古事記ん 一致して ゐ るが、 ただ それらに よれば 「女 也」 と あるの は 「妹 也」 の 誤で 

あらう。 

(乙 丑の年 卽位) これ は 日本 紀の傳 である。 孝昭 天皇 崩御の 翌年の 即位で ある。 

(大 俘の 秋津島の 宮) これ は 日本 紀に 「遷 一一 都 於 室 地 一 是謂 一一 秋^ 岛宮こ と ぁリ、 古事記に 「^城 室 之 秋^^ 宮」 と あるが、 

同じ 地で ある。 この 宮の址 は 今の 南 葛 城 郡 秋 津村字 室の 宫 山と 云 ふ 地で ある。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 一 百 二 年) これ は 日本 紀の傳 である。 

(百 二十歳 钾 座し き) この 御^-は 日本 紀に 明記し ない。 古事記に は 百 二十 三^と ある。 この 百 二十^ 說は 何に 據っ たもの 
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か叨 かで ない。 日本 紀の 立太子の 時の 年 二十の 文に よって 推算 すれば、 百 ー11 十七 歳と なる 喾 である。 水鏡、 皇代 記、 皇 

年代 峪ぉ にある のが それで ある。 本書の 據る所 は 明かで ない。 


ダイ シチ ダイ  カウ レイ テン ワウ  カウ アン  タイ シ 


ァネ オシ 4J. メ  アマ タ ラシヒ n クユ オシ t ト ミコト ムス メ 


第 七 代、 孝靈 天皇 は 孝 安の 太子。 御 母 は 姉 押姬、 天 足 彥國押 人の 命の 女 

ナリ  力 ノト t ッジ  トシ ソクヰ  ャ マト  クロ ダ ィホ ト  ミヤ 

也。 辛 未の 年卽 位。 大和の 黑田廬 戶の宮 に まします。 


(孝 靈 天皇 は 孝 安の 太子) これ は 日本 紀も 古事記 も 1 致して ゐる。 

(御 母 は 姉押姬 云々) これ は 日本 紀 のこの 天皇の 條には 「母 曰 一 1 押嫒 一 蓋 天 足 彥國押 人命 之 女 乎」 と あり、 孝 安 天皇の 條に 

は 「立 一 一 姪 押 嫒一爲 一一， M 后 こと ある。 この 「蓋 云々」 とい ふ 文字 は、 後人の 攙入 であると いふ 說も あるが、 姪なる 押嫒と 

あるから、 それ は 孝 安 天皇の 御 兄の 天 足 彥國押 人命の 御 女 だら うかと 云った ので、 後人の 攙入 であると しても 其の 說 

に は IT か あると 云ふ譯 ではない。 古事記の 孝 安 天皇の 條には 姪 忍 鹿比賣 命を娶 りて 云々 と ある。 御名の 傳は違 ふが 姪 

とい ふ點は 1 致して ゐる。 本文の 「姉」 とい ふ 文字 は 上の 理由に よって 疑 ふべき である。 「姪」 とい ふ 字 を 後世の 人が 

誤った か、 若く は 「姉 押 媛」 とい ふ を 1 の 人名と 考 へられた かのうち を 出で ないで あらう。 正しく は 「姉」 の 字 は 除 

くべき である。  、 

(辛 末の 年卽 位) 孝 安 天皇 崩御の 翌年の 即位. である。 

- 大和の 黑 田腹戶 の宮) これ は 日本 紀も 古事記 も 1 致して ゐる。 この 宫り址 は 今 磯城 郡 都 村の 字に 黑田宫 古の 二部 落が 相 

接して ゐ るが、 そこで ある。 
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三十 六 年 丙午に 當る 年、 唐の 周の 國 減て 秦に 移りき 四十 五 年 乙 卯， 秦 
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シク ワウ ソクヰ  n  シク ワウ セン ハウ  n  ノ  チャウセ ィ フシ  クス リニ ホン  モト  二 ホン 

およりて の 始皇卽 位。 此の 始皇仙 方 を 好みて、 長生 不死の 藥を 日本に 求む。 日本 

ゴ ティ サン ワウ  ヰショ  カノ ク -I  モト  シク ワウ コト ゴト  コ レ  ォク  ソノ  ノ チサ ンジフ ゴ 

より 五； 帝 三 王の 遣 書 を 彼國に 求めし に、 始皇 悉く 是を 送る。 其 後 三十 五 

ネンプ  カノ クニ  ショ  ャ  ジュ  ゥヅ  コゥ シ  ゼン キヤウ ュ ホン  トド 

年 有りて、 彼國、 書 を 焚き、 儒を埋 みに ければ、 孔子の 全經日 木に 留ま 

ィ  コ ノコ トイ テゥ  シ ョ  ノ  ヮガ ク 二  -  ジ ン ゲゥク ワウ.. コ ゥ サン カン タヒ ラ  タマ 

ると 云へ り。 此事 異朝の 書に 載せたり。 我 國には 神 功 皇后 三韓 を 平げ 給 

ィ n ク  ッゥ  ォゥ ジン  5. 'ョ  ケ イシ  ガウ ッタ  マテ 

ひしょり、 異國に 通じ、 應 神の 御代より 經史 の學傳 はれり ，こぞ 申しなら 

J ゝ也 it こ t  /  OOOO 

^!4<F  カウ レイ  オン トキ  コ  クニ  プン ガクァ  キ  n ト  シ ャゥコ 

りて 改む はした る。 孝 靈の御 時より 此の 國に 文學 有りと は 聞かぬ 事 なれ ど、 上古 

コ ト  シル トド  ォゥ ジン ミヨ ヮタ  ケィ 二  イマ 

の 事 はたし かに 記し 留めざる にや。 應 神の 御代に 渡れる 經史 だに も 今 は 

ミナ ミ  i ャゥム  オン トキ キビ  ダイ ジン ニフ タウ  ッタ  ホン  ル フ 

- 皆 見えず。 聖武の 御 時 吉備の 大臣 入唐して、 傳 へたり ける 本 こそ 流布し 

♦  コ  ；、 3  ッタ  n 卜.  ウタ ガ 

たれ は 此の 御代より 傳 へ けん 事 も あながち 疑 ふま じきに や。 

(說) ここに 又 支那との 交渉の 事を說 かねば ならぬ 事實が あるに よって、 又 支那との 年代の 比較から はじめた ので ある。 

(一一 一十 穴 年 丙午に 曾る 年 云々) この 丙午の 前年 乙 巳に 周の 赧 王が 秦の昭 王に 降って その 國家を 亡した ので あるが、 秦の； 人 

下に 完全に 號 令した の は その 翌年から であるに よって こ こに 丙^の 年 を あげた ので あらう。 

(四十 五 年 乙 卯秦の 始皇卽 位) 秦昭王 は 周 を 亡した が、 なほ 周の 遣 民が 東 周と いふ を 立てて 七 年 ほど、 綾いて ゐ たが、 そ 

れ もやが て秦に 亡ぼされた。 秦は昭 王の 後に 孝 文 王 ( 一 年) 莊襄王 (三 年) 等 を 經て始 皇帝に 及ぶ。 その 始皇 帝が 秦 王の 
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位に 上った のが、 乙 卯の 年で ある。 その 即位 當時 はま だ 所謂 六國 があって、 秦は 天下 を壓 倒した とい へ、 まだ 統 一 し 

てゐ たので はない、 そこで 始皇の 十八 年に 韓を滅 し、 二十 二 年に 魏を 併せ、 二十 五 年に 趙と楚 と を 亡し、 二十 六 年に 

燕 を 亡して 皇帝と 稱へ 二十 七 年に 齊を滅 して 天下 を統 1 したので ある。 

(此の 始皇仙 方 を 好みて 長生 不死の 藥を B 本に 求む」 ^方と は 仙人と なる 方術で ある。 仙人と は 老いても 死なざる もの を 

レ ふので ある。 長生 不死の 藥と いふの は その 仙 方の 主なる もので、 これ を飮 めば 永久に 死なぬ とい ふ仙藥 である。 秦の 

始皇が 仙 方 を 好んだ 事は史 記の 始皇 本紀に 明記して ある。 又 方術の 士徐市 (又徐 福と も 書く) とい ふ 者 を 海に 入って 不 

死の 仙藥を 求めさせた 事 も 始皇本 紀に見 ゆる。 但し そこに は徐 市の 上書 中の 言と して 「海中 有 一一 三 神 山 一方 曰-蓬 萊、 方 

丈、 瀛洲 1馄 人 居 之、 請 得.. 齋戒與 童 男女 1 求 さ 之」 と あり、 なほ 史 記の 封禪 書に は 「蓬萊 方丈 瀛洲三 神 山 在- 渤 海中 一 諸 仙人 

及 不死 之槳皆 在焉」 と ある。 しかし、 この 三 神 山が 日本で あると レふ事 は それらの 書に 見えない。 この 徐市は その 地に 

止まって 還らなかった とい ふ。 括 地 志に よれば 徐 福の 至って 止まった 地 は亶洲 といって 東海の 中に あり、 その 洲 人が 

會 接の 地に 至って 交易す る 者が 在る といって ゐる。 ここに は その 地 を 日本で あると して ゐる。 この 說は 次に 述 ぶる。 

(B 本よ リ五蒂 三 王の 遺書 を 一 K々) この 事 は 支那の 正史に は 見えな い 事で あるが、 後世の 書に 載せた 事 かも 知れぬ。 

(其 後一 二十 S 年 有 リて彼 國書を 焚き 慊を埋 みに けれ ぱ) これ は 有名な 事で あるが、 それ は始 皇帝の 三十 四 年に 詩誊百 家の 

書 を 焚き、 三十 五 年に 儒生 を坑 にして 殺した ので あるから 日本に 書を傳 へて 後 三十 五 年と いふ 意味であるなら ば、 事 

货 では ある ま い。 

(孔子の 全經 B 本に 堪 まると せ ヘリ。 此事 異朝の 書に 載せた リ。) この 事 は旣に 述べた やうに この 徐 福が 日本に 來 たの だ 

とい ふ說は 日本の 書で は 天 書に 見 ゆる。 しかし これ は 必ずしも 信ぜら るる 事で はない。 支那で は 五代の^ にさう いふ 

說が出 來てゐ たと 見えて 義楚六 帖に旣 に 出て ゐる。 宋に 成って はます く 多く 見え、 太平 御覧な どに も 見 ゆるが、 1 

番 名高 いのは 歐 陽永叔 が 日本刀 歌に 「徐福 行 時 書未レ 焚、 逸書 百篇今 尙存」 と 歌って ゐ るので ある。 

(我 國には 一 K々) さて わが 國 では 徐 福が 支那の 書を傳 へたと いふ 傳は 無い が、 神 功 皇后が、 三韓 を 平げ 給うて から 外國に 

交際 をな しはじめ たとい ふので あるが、 こ こに 喑に 支那の 文字に 觸れ たで あらう と い ふ 事 を ほのめかして ある 譯 であ 

らう。 又應神 天皇の 御代から 漢學 が渡來 したと 國史 に傳へ てゐ ると いふので ある。 されば この 孝靈 天皇の 御世から 日本 

に 文學が あると いふ 事 は 日本で は 聞かぬ 事 だが、 上古の 事 は 確な 記錄が 無い から 何とも 斷言 しかぬ ると いふので ある。 


广應神 天皇の 御代に 渡れる 理史ー K々) 應祌 天皇の 靱に 阿^岐、 王 仁な どい ふ學 者が 傳 へて 来た 漢籍 は 何で あつたか、 古事 

記で は 論語と、 千 字 文と であるが、 日本 紀には 諸 典籍と あるから、 その 何で あつたか は 明かに 知られない。 この 事 を 

撰者 は 云って ゐ るので あるが、 今 流布して ゐる本 は 主として 聖武 天皇の 御 時吉備 眞備が 唐國に 行って 傳 へて 来た 本で 

ある。 この 事から 推して 考 ふれば、 昔あった 本で も 今 わからな いものが 多い ので あるから、 孝靈 天皇の 御代から 傳へ 

たとい ふ 說も强 ひて 疑 ふに 及ばな い 事 かも 知れぬ とい ふ ので ある C 

0 さて わが 國に徐 I が 漢籍 を傳へ たとい ふ 事 は 信ぜられな い 事で あるが、 わが 國に 現在 支那で 滅びた 漢籍 を 多く 傳へ 

てゐる こと は事赏 であって、 德川 幕府の 時 林 衡が編 寡した 佚存 叢書 又 明治時代に 涛人楊 守 敬の 苦心に よって 出来た 古 

逸 叢書な ど を 見ても わかる。 しかも それら 以外に まだ^ \-澤 山の窨 が * 彼に 亡びて 我に 存 して ゐる。 それ故に 歐陽永 

叔の 「逸書 百篇 今^ 存」 と 云った 事 は、 更に 溢 美の 言で はない ので ある。 加 之宋の 時に 旣に 支那に 逸して わが 國に存 

した 漢籍の 多かった 事 はこれ によって 知らる る譯 である。 . 

著者 はな ほ 前に 不死の 藥を 求めた とい ふ 說の序 を 以て わが 國を 君子 不死と いふ 說の ある 事 を 述べ てな ほ わが！： のす 

ぐれた 事を說 かう として ゐる。 ここに も 著者の 用意が 窺 はるる 譯 である。 
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凡 比の 國 をば。 君子 不死の 國 とも 云 ふ 也。 孔子 世の 亂れ たる 事 を 嘆きて、 

o 
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九 夷に 居らん との 給 ひける、. 日本 は 九 夷の 其 一 なる べし。 異國に は此國 

を 東夷と す。 此國 より は 又 彼 國をも 西蕃と 云へ るが 如し。 四海と 云 ふ は、 
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東夷、 南蠻、 西羌、 北狄 也。 南 は 蛇の 種 なれば、 虫を隨 へ、 西 は 羊 をの 
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み 飼 ふなれば， 羊を隨 へ、 北 は 犬の 種 なれば、 犬を從 へたり 
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祌 a 正统^ 述， 義 I  .  1 二 0 

ァ  イノ チ ナガ  ョ  ダイ キゥ  シ  シタガ  ィ  n ゥシ  トキ 

有りて^ 畏し 仍 りて 大弓の 字を從 ふと 云へ り。 孔子の 時 すら， こなた 

コ トシ  タマ  シン  ョ  ッゥ  コト アヤ  タ  コト 

の亊を 知り 給 ひければ、 秦の 世に 通じ けん 事 怪しむ に 足らぬ 事に や 

(凡 此の 國をぱ 君子 不死の 国と も 云 ふ 也) ここ は 大體後 漢書 東夷 傳の 文に よって 說 かれた ので ある。 先づ 「王制 云、 東方 曰 

レ夾、 夾者柢 也。 首仁而 好， 生、 萬 物柢， 生而 出、 故 天性 柔順、 易 一一 以レ道 御 1 至 レ有ー 一 君子 不死 國ー 焉」 と あるの は、 ここに 「^ 

子 不死の 國 とも 云 ふ 也」 とい ふことの 據り 所で ある。 なほ 淮南 子に も 「東方 有 一一 君子 之國 こと 見え。 山海 經 にも 「君子 

國 衣冠 帶劍、 其 人 好 レ讓不 レ爭」 と ある。 三善淸 行の 意見 十二 箇條 の序說 にも 「故 范史謂 一一 之 君子 國 こと ある。 「范 史」 と は 

「范 曄」 の 著した 史で後 漢書の 事で ある。 この 君子 國を 以て 確に、 日本に あてた の は 唐人で ある。 その 證は 文武の 朝に 

粟 E5R 人が 逍^ 使と して^に 行った 時の 事に 唐人が、 我 使に 謂って 曰 はく 「 聞 海 東 有 一 一大 倭 國ー謂 一一 之 君子 國？ 人民 

整樂體 俵敦行 今^ 一一 使 人 容儀 一大 淨、 ^不, 信 乎」 と ある。 (續 日本 紀慶雲 元年 倏) 

(孔子 世の 亂れ たる 事 を きて 云々) これ も 後 漢書 柬夷 傅の 文に 「夷 有-一九 種 1( 中略) 故 孔子 欲 レ居ー 一 九 夷 こと ある によった 

ものであるが、 孔子の 語 は 論語 子 罕篇に 「子 欲 レ居ー 一 九 夷？ 或 曰 陋如ー 一 之 何？ 子 曰 君子 居レ之 何陋之 有」 とい ふので ある 

イカ ダ 

が、 孔子 は槎に 乘て柬 海に 浮ばう とい はれた 事 も ある。 

(異國 に は 此困を 東夷と す) これ は 支那の 正史た る 後 漢書 ゃ魏志 以下に すべ て 東夷 列 傅の 中に わが 國を 叙して ゐる 事實を 

以てい ふので ある。 

(此國 よ リは叉 欲 國をも 西蕃と 云へ るが 如し) これ は 支那が 我が 國を 東夷と 呼ぶ の は 多少 我を卑 めた とい ふべ きで ある 

が、 それ は K はお 互の 話で、 我國 では 支那 を 西蕃と いうて ゐる やうな ものであると いふので ある。 西蕃 は西番 とも 書い 

て、 支那で、 西戎の 一種に 名 づけた もので、 唐で 吐蕃 (今の 西藏、 靑海 等の 地) とい ふの がそれ である e 元來 蕃^と 

いふの は 周禮に 九州 (即ち 畿內の 外) 之 を 蕃國と 云った に 基づく ものである。 わが 國 では 外 國 はすべ て蕃と 云った こ 

と は 官廳の 名に 玄蕃^ とい ふ 名が あるので も わかる。 これ は 支那の 鴻臚 寺に 傚って、 更に その 赘格を 一 段お として 寮と 

した C 寺 はわが 省に あたる) ものであるが、 - 佛敎の 事と 外國の 事と を 掌る 役で あるが、 玄は緇 衣の ことで 僧侶 を さし 
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(此 天皇 天下 を 治め 給 ふ 辜 七 十六 年) これ は 日本 紀 によった ので ある。 

(百 十歲 座し き) この 事 は 日本 紀に 明記して はない。 古事記に は 百 六 歳と ある。 百 十^と いふ 說は愚 膂鈔の 一本に 兑 ゆるの 

であるが、. 日本 紀の 立太子の 時 「年 二十 六」 の 文に よって 推せば、 百 二十 八と なる 。皇ギ 代 略記 等の 說 がその 通りで ある。 


卷 ニ孝靈 天皇  1  一二 


蕃は蕃 客 即ち 外國 人の 事で ある。 それ故に 玄蕃 寮を國 語で は 「ホ フシ マラ ウド メッカ サ」 とよむ。 即ち 支那が 東夷と 

いへば、 日本 は西蕃 とい ふとい ふ 事で、 お 互に 大差ない 取^ 方に なって ゐ ると 云 ふので ある。 

(四海と 云 ふ は 一 w々) これ は 東夷と いふ こと Q 意義 を 明に せう として 加へ た 事で あらう。 四海と いふの は W 方 の^の 內の 

義 であるが、 爾雅に は 「九 夷、 八狄、 七戎、 六蠻謂 一一 之 s: 海 こと も ある。 これ は 四方の えびすの 義 であるが 東夷、 西戎、 南 

蠻、 北狄 とい ふの は禮 記の 王制に ある 語で あるが、 ここに は 西戎と いはないで、 西羌と ある 點 がちが ふ 。これは^ 漢書の 

列傳に 東夷、 南蠻、 西羌と 並べて あるのに よった のかと 思 ふ。 羌と いふ は西戎 のうちの 1 種族の 名で ある。 なほこの 

蠻、 羌、 狄の說 明 は 必ずしも あたって ゐる とはい はれぬ。 但し 支那 人が それら 種族 を卑 むる 意味で r 蟲」 に從 ひ、 「羊」 

に從ひ 「犬」 に 從ふ字 を あてた 事は爭 はれない 事で ある。 

〈唯 東 は 仁 有 リて轟 長し) これ も 後 漢書の 上に 引いた 文に 「言 仁而 好, 生」 と あるに よって 、「仁 有り」 と 云った ので ぁリ、 

壽 長し は 論語に 「仁者 毒」 と あるに 依ってい はれた ので あらう。 

シタガ 

(大弓の 孪を從 ふ 云々) 夷の 字は說 文に r 大に从 ひ、 弓に 从ふ、 東方 之 人 也」 と ある をい はれた ので あるが、 ここに これ を 

あげられ たの は、 東方の 人 だけ は、 虫と か 羊と か 犬と かとい ふやうな 卑 むる 意の 字 を 用 ゐては 居ない とい ふ 事 を 明か 

にす るの が 目的で あるら し い。 

(孔子の 時す らま々) 孔子が 九 夷に 居らん とい はれた の はわが 日本 を 知て っゐ てい はれた とすれば、 それよ" 後の 秦の世 

に 交通した とい ふ 事が あっても 別に 怪 むに 足らぬ 事で あらう と 、. 'ふので ある。 
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ダイ ハチ ダイ- カウ グン テン ワウ  カウ レイ  タイ シ  オン ハ ハク ハシ ヒメ  -ン キノ ァガタ ヌ-ン  ムス メナ リ t  ノト ヰ  トつ 

第 八 代、 孝 元 天皇 は 孝靈の 太子。 御 母 細 媛、 磯城 縣 主の 女 也。 丁亥の 年 

ソクヰ  ャ マト  カル  サカ t ハラ  ミヤ 

即位。 大 倭の 輕の境 原の 宮に まします。 

0? 兀天垦 は 孝靈の 太子) これ は、 日本 紀 によった ものであって、 この 天皇 は孝靈 天皇の 皇后 所 出の 御子と して 1 人 だけ 

にお はします ので ある。 (庶 兄弟 は 五 人ます。) 

(御 母 細 嫒云々 これ は 日本 紀の傳 によった もので あろが、 皇后の 御 父 は 磯 狨縢主 大目と ある。 古事記に は 皇后の 御名 は 

同じ だが、 その 父 は 十市縣 主之祖 大目と あって 名 は 同じ だが、 氏が 違って ゐる。 

(丁亥 年卽 位) これ も 日本 紀に 依った もの だが、 孝靈 天皇 崩御の 翌年の 即位で ある。 

(大和の 輕の境 原の 宮) これ は 日本 紀も 古事記 も 同じ 傳 である。 この 宮の趾 は 前に 云った 輕の 曲峡宫 の址の 附近で、 白欞 

村 大字 1 濑の さかき はらと いふ 所で あると いふ。 

クネ ンキ ノト ヒッジ  トシ  モロ コシ- シン ホロ ビ  カン  ゥッ 

九 年 乙 未の 年、 唐の 秦 滅びて、 漢に 移リき • 

(釋) 秦は 二世 皇帝が その 三年に 亡びた。 それに 代った もの は漢 であるが、 その 第 1 世 高 皇帝が 帝位に 上った の は 乙 未の 

. 年で ある。 それが この 天皇の 九 年に 當る。 

n  ノ テン ワウ テン 力  チサ  タマ  コ ト ゴ ジフ シチ ネン  ヒャ クジフ -ンチ サイ オハ シマ 

此 天皇 天下 を 治め 給 ふ 事 五十 七 年。 百 十七 歳 御座し き。 

(此 天皇 天下 を 治め 給 ふ 事 五十 七 年) これ は 日本 紀に 依った ものである。 

(百 十七 歲 御座し き) この 事 は 日本 紀に 明記して ない。 古事記に は 五十 七 歳と ある。 百 十七 歳と 云 ふの は 水鏡と 愚 管鈔と 

に 見 ゆる。 然し 曰本紀 によりて 推算 すれば、 百 十六 歳と なる。 


タイ ク ダイ  力 イク ワテン ワウ  カウ ダン ダイ ュ  n  -ォ ンハハ  ゥッ シコメ ヒメ  ホヅ i ォ i トホヅ オヤ ゥッ 

第 九 代、 ■ 開化 天皇 は 孝 元 第二の 子。 御 母、 鬱色 謎姬、 穗 積の 臣の 上祖鬱 

シ n テノ in ト ィ モウ トナリ  キノ エサ ル  トシ ソクヰ  ャ マト  カス ガ イサカ ハ  ミヤ  「テン 力 

色 雄 命の 妹 也。 甲 申の 年 即位。 大和の 春 日 率 川の 宮に まします。 天下 を 

チサ  タマ  コト  P ク ジフ ネン  ヒャ クジフ ゴ サイ ォマ シマ 

治め 給 ふ 事、 六十 年。 百 十五 歳 御座し き。 

(開化 天皇 は 孝 元 第二の 子) この 事 は 日本 紀 によった ものである。 古事記に よるに、 孝 元の 皇后の 所 生 は 三 人まして、 開 

化 天皇 は笫三 子に ます。 

(御 母 w 色链姬 云々) これ は 日本 紀 古事記 共に 同じで ある。 

(甲 申の 年卽 位) この 天皇の 即位 は 日本 紀 によれば、 孝 元 天皇 崩御の 年で、 その 翌年が 甲 申で ある。 しかし 日本 紀には 「是 

年 也 太歲甲 申」 と あるから、 甲 申年に は 何 か 大事が あつたの であらう が、 今 は 明に しがたい。 

(大和の 春 日 率 川の 宮) これ は 日本 紀も 古事記 も 同じ 傳 である。 この 宫 の址は 今の 奈良 市子 {寸 町 率 川の 邊 であると いふ。 

(天下 を洽め 給 ふ 事 六十 年) これ は 日本 紀に 依った ものである。 

(百 十五 歲 御座. J き) これ は 日本 紀の 注に 見 ゆる。 古事記に は 六十 三 歳と ある。 日本 紀の 記事に よって 推^ すれば 百 十 1 

となる。 

ダイ ジフ ダイ  シュ ジン テン ワウ  カイ クヮ ダイ 二  n  オン ハ ハイ 力が シ n  メ ヒメ  ォホ へ 

第 十代、 崇神 天皇 は 開化 第二の 子。 御 母 伊香 色 謎姬、 tlsl^^i 大綜 

ソキ  ミ n ト ムス メナ リ  キノ エサ ル  トシ ゾクヰ  ャ マト  シキ  i ヅ カキ  ミヤ  3 

麻杵の 命の 女 也。 甲 申の 年 即位。 大 倭の 磯城の 瑞籬 の宫に まします： 

(饞神 天皇 は 開化 第二の 子) これ は 日本 紀の傳 である。 古事記で は 第 何 子に おはす か 明かで ない。 

I  -  匿  .  - 

卷ニ孝 元 開化 天皇  1 二三 


祌 

正 
統 

IB 

m 


四 


(御 母 伊香 色謎姬 云々) これ は 日本 紀の傳 であるが、 古事記 も 略 同じで ある。 

(E. 申の 年卽 位) これ は：：！ 本 紀の傳 に 依った ものである。 開化 天皇 崩御の 翌年の 即位で ある。 

(大 俘の 磯城の 瑞歸 の宮) これ は 口 本紀も 古事記 も 同じ 傳 である。 この 宮の址 は 磯城 郡 三輪 町の 東南 金屋 とい ふ 所に ある 

と 云 ふ。 

n  ノォン トキ カミ ョ  サ  コ トヨ  ト  トシ  ロク t ャクァ マリ . ナ  ャゥャ  シン ヰ  ォソ 

此御時 神代 を 去る 事、 世 は 十つ ぎ、 年 は 六 百餘に 成りぬ。 漸く 神威 を 恐 

「く  hj ゝ HL  一  hi  タマ  ソク ヰ ロク ジフ ロク ネン  ツチ ノト ゥシ トシ  カミ ョ  力が ミック リ ィ ニコ リ トメ 

ぎ 「s" れ給 ひて、 即位 六十 六 年、 已 a の 年 お |。| 神代の 鏡 造、 石凝姥 

本 か，、？ し の 神の 裔を めして、 鏡 を寫し 鑄せ しめ、 天 目 一 箇の 神の 裔 をして * 劎を 

「"十 te3」 冗 is1  . 

「ド^ 一とす。  ック  ャマ 1  ウタ ノコ ホリ  コ  "ャゥ ，ン ュ  ァ ラタ  コレ  ゴ 

蜓本多 に」 よりて 作らし む 大和の 宇陁 郡に して 此の 兩種 をう つし 改められき。 是を護 

も  o 〇 

シ -  ニル. ン  ドウ 7 アン  アン チ  カミ ョ  ホウ キヤウ オヨ  レイ ケン  ク ワウ ニョ トヨ スキ 

身の 璽と して、 同 殿に 安置す。 神代よりの 寶鏡 及び 靈劎 をば、 皇女 豐鋤 

に^1  r\* は？ T  o 

こよりて 改  イリ ヒメ ノミコ トツ  ャ マト  力 サヌヒ  ムラ  ィ  ト nu ヒ ボロギ  タ  ァガ  タテ マツ  コレ 

む。  入姬 命に 付けて 大和の 笠 縫の 邑と云 ふ 所に 神籬を 立て、 崇め 奉らる。 是 

-ンン グゥ ク ワウ キヨ カク ベ ツナ  ソノ  ノチ ォホ ミカ ミ テ-ン ヘア  トヨ スキ イリ ヒメ ミ コ ト シン タイ 

より 神宮 皇居 各 別に 成れり き。 其 後 太 神の 敎 有りて、 豐鋤 入姬の 命神體 

チャウ ダイ  トコ ロド コロ  メグ  タマ 

を 項 戴して 處々 を 回り 給 ひけり。  、 

(此御 時 神代 を 去る 事 世 は 十 づき 云々) これ は 神武 天皇より 崇神 天皇まで 十代に して、 年 數は崇 神 即位の 年までと して 五 

K: 六十 四 年、 崩御の 年までと して 六 百 三十 1 年と なった の をい ふ。 
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(漸く 神威 を 恐れ 絵 ひて) これ は 下に 神器 模造の 事 をい はう とする ので あるから、 こ X の 神威 は 、皇祖の 神 靈の御 威光 を 

さす。 もと 祌と 天皇と 相 去る 事 遠くなかった 時代 は 所謂 床 を 同じ く.. -、 殿 を 共に して 奉齋 せられた が祌 人の 間が 段々 

隔る ことに 成って 神威 を 恐れ 耠ふ樣 になった から、 この 神靈 をば、 別の 宮 地に 奉齋 せらる る 事に なり、 別に 宮中に 牵齊 

せらる る爲、 その 代理と しての 神器 を 模造 せられた 事 をい ふので ある。 

(卽位 六十 穴年已 丑の年 云々) この 年の 事 は、 流布の 神皇 正統 記 大多数 は 六 年と. し、 て ある。 而 して 天照大神 を笠鏠 邑に遷 

し齋ひ 奉られた 事 は 日本 紀には 六 年と して あるから、 その 六 年と あるめ は 正し いので あらう。 併ながら、 六 年と すれば 

注の 六 百 二十 九 年で は あはぬ。 六 年 も 巳 i では あるが それ は 神武 紀元 五 百 六十 九 年で ある。 それ故に、 六十 六 年 はも 

とよ" 六 年の 誤で ある 事 は 疑がない ので あるが、 それ は 親 房 卿の 原本からの 誤で あると いはねば ならぬ。 多くの 正統 

記傳 本が こ の 六十 六 年 を 六 年と 訂正しながら 注の 六 百 二十 九 年 を その ま >f にしておくの は 不合理と いはねば ならぬ。 

さて この 誤 は^として それ は 撰者の 思 違 か 若く は 他の 誤を傳 承した かと 考 ふるに、 神道 五部 書に しても、 類聚 神 祗 本 

^にしても、 皆 六 年と あるから 傳承 的の 誤で はない。 これ は 恐らく は 巳 丑の年と いふ 事を覺 えて ゐて、 年表 を 繰って 

干支 一 囘を 下げて 諜り あてられ たので あらう。 これらの 諜を 以て も 本書が、 r 最峪 の皇代 記」 を據 とし 記憶 を たどりて 

撰せられ たと いふ 編者の 言の 眞 である こと を 思 ふべ きで ある。 

(神代の 鏡 造 石 凝姥の 神の 裔 をして 云々) この 神鏡と 神劍 との 模造の 事 は 古 詰 拾 遗の傳 ふる 所で ある。 その 文に 曰 はく 「至 

_| 于 磯城 瑞垣朝 1 漸畏 _1 神威-同, 殿不, 安。 故更令 K 齋部氏 率， 一石 凝 姥神裔 、天 目 一 箇神裔 二 氏 1 更鑄レ 鏡 造. U 劍 以^, 一 護身 御 

是今踐 祚之日 所レ献 神璽 斂也」 と ある。 これによ つて 本書の 文 もこれ に 基づく とい ふ 事が 考 へらる る。 

(大和の 宇陀 都に して 云々) この 宇陁 郡に 於いて 模造せ しめられ たとい ふ 事 は 二十 二 社 本 緣に見 ゆる 事で ある。 その 伊勢 

事の 條に 「人皇 第 十代 崇神乃 御宇 乃 初 免 麻 天 披同殿 仁 坐 給。 此乃時 神代 乎 去つ 漸遠シ 犬 戴 威仁 畏給天 石凝姥 * 裔召天 大和 阈宇 

陀郡仁 天神 鏡 乎 令-一天 鑄改免 一 護身 璽 登 之 給 此乃時 天 乃聚雲 力 劍毛同 久鑄改 *」 と ある。 

(是を 護身の 璽 として 云々) 今まで 同 殿に ました 神鏡の 代りに その 模造の 神鏡 を 御正 體と して^ 中に 奉齊 せらる る ことと 

なった これが 後世 賢所と 申し 奉る 所の はじめで ある。 又 模造の 祌劍も 同じ 宮中に あって、 八 尺 勾玉 だけが 模造 せら 

れず にあった。 この 三種が、 これから 皇位の 御 しるしと なる。 

(神代よ リの S 鏡 及び 靈劍 をば 云々) 神代よりの 寳 鏡と いふの は 天照大神の 親しく 傳 へ て 我 を 見る が 如くせ よと 仰せられ 
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た八咫 鏡で ぁリ、 靈铋 とい ふの は 同じく 授けられた 天 叢雲 斂 である。 この 二種 をば 大和の 笠鏠邑 に 新に 神宮 を眢ん で 

窣齋 せられた ので あるが、 その 笠鏠邑 とい ふの は 今の 何處 にあた るか 未だ 詳 でない。 璣狨の 祌籬と あるから、 當 時の 

瑞ぉ ぶお より さほど 遠くな い 所であった らう。 

(皇女 靈 揪入姬 命に 付けて 云々) これ 即ち 齋 王の はじめで あるが、 この頃 は 未だ 伊勢神宮の 出來ぬ 頃で ある。 齋王は 天皇 

の大 御手 代と して、 天 照 太 神 を 祭らる \ 神聖な 職で ある。 

(大和の 笠 縫邑) 十 市 郡 (今 高 市 郡に 合す) のうちに 在った とい ふが、 今 は 明確に は 分らぬ。 但し、 大和 志に は 「在, 一 十 市 

新 木 二 村 1 小^-何 存」 と あり。 又 大和 國 町村 志集に は その 小 祠を春 日 神社と 傳 へて ゐる。 

c§ を 立てて 云々) 神 籬は元 來神靈 の やどり 鎭り 座す 杜の 樹立 を さす 名稱 であって、 淸淨な 土地に 常 磐 木 を 植ゑ樹 て 

神の 鎭 ります 所 を さすが、 轉 じて は 神社 を もさす。 この 時の 神籬 が、 後の 伊勢神宮の 源 をな すので ある。 

(是 ょリ 神宮 皇居 各 別に 成れ リき) これから、 天照大神の 祌宮と 天皇の 皇居と が 各 別にな つたので あるが、 それまで は區 

別せられ なかった とい ふので ある。 

(其 後 太 神の 教有リ て 一 K々) 日本 紀 によれば 豐鋤 入姬命 は垂仁 天皇の 二十 五 年まで、 齋 王の 職に 居らせられた 由に 見 ゆる 

が、 それ ま e は 神.^ の 御 動 座が あった やうに は 見えぬ。 こ  >, に 見 ゆる 事 は 類聚 神祇 本源 や、 倭姬 命^ 記に 見 ゆる 事 を さ 

*  カク 

したので あらう が、 こ \ の 文 は 甘 二 社 本線から 出て ゐる であらう。 その 文 は 次の 通りで ある。 「右 天神 代與 利乃寶 鏡 好靈叙 

5 汲 別 所^^. M 女 入 姬乃命 乎 之 天 令、？ 齋。 太 神宮 有 一一 天 託宣 一 彼 乃 皇女 頂戴 シ天國 乎 遍歷耠 宇」 これ は、 神慮に 適うた 

宮 處を 求めて 彼方此方 を 歷 めぐられた 事 をい ふので ある。 

(說) こ \ は 三^の神器の 事 及び 伊勢神宮 賢所の 起源 を 示した ので あるから 注意 を 要する。 

^フ *y ノ  アキ， * ォ ホヒコ  ミコト ホク 口 ク  ッカハ  タケ ヌ ナカ ハ ヮケ >tn ト トウ カイ  キビ ヅ 41 コ 

十 年の 秋 大彥の 命 を 北陸に 遣し、 武浮川 別の 命 を 東海に、 吉備 津彥の 

ノコ ト ^イダ ゥ  タ -ーハ  ミチ ヌシ  ミ コ ト  タ ニハ  ッカハ  トモ  イン ジェ  タマ  シャ ゥグン 

命 を 西 道に 丹 波の 道主の 命 を 丹 波に 遣す。 共に 印綬 を 袷 ひて 將軍 とす。 


5」 底本 5」 

に 課る c 


「平げ ぬる」 底 

本 「率 スル」 に 

誤る。 他 本に 

よりて 改む。 


テン ワウ  シ ュクフ  タケ ハ -I ヤス ヒ n  ミコト -テゥ ティ  カタ プ  ハカ  ，ン ャゥ ゲン トウ 

天皇の 叔父， 武埯 安彥の 命、 朝廷 を 傾けん と 計りければ、 將軍等 


マヅ ツイ タウ 


o 

フ ュ ジフ グヮッ 


- ャゥグ ン ミチ タチ 


ジフ イチ ネ ン 


ナツ -ン ダウ 


シ ャゥゲ ンジゥ 


を 留めて 先 追討し つ。 冬 十月に 將 軍發路 す。 十一 年の 夏 四 道の 將軍戎 夷 

タヒラ  ョ-シ 力へ リゴト マテ 

を 平げ ぬる 由 復命す。 


o  o  o  o 


(十 年の 秋 云々 8E 軍と す) これ は 所謂 四道將 軍の 事 を 記した ので あるが、 日本 紀に據 つたで ある。 古事記で は、 大毘古 命 

を 高 志 道に 建 沼 川 別命 を朿方 十二 道に、 日子 坐 王 を 旦波國 に 遣す と ある。 又 「印綬 を耠 ひて 將軍 とす」 と あるの も 日 

本紀の 文の ま \ であるが、 印綬と いふの は 元来 支那の 制度で、 印 は 官吏の 身分 を證 明す る しるしで、 綬は その 印 を 持 

っ^に 印の 鈕 につけた 絲 組の 紐で その 色 や 織 方に よって 官吏の 身分の 高下 を 示す やうに した ものであるが、 赏時 さう 

いふ 制度が わが 國に 有った とい ふ證は 無い。 恐らく は 何 かしる しの 物 を 授けられ たの を、 日本 紀で 文飾した ので あら 

う。 (古事記に は 倭 建 命 東征の 時に しるしと して 比比耩 木の 八 尋矛を 賜 はった 事が ある。) 又將： 束と いふ 漢語の 職名 もこ 

の 時に 實際行 はれた とは考 へられぬ。 これ も 然るべ き國 語の 職名 を漢譯 した もので あらう。 

(天皇の 叔父 武埴安 彥の命 云々) これ も 日本 紀 によった ものである。 武埴安 彥は孝 元 天皇の 子で、 大彥 命の 弟で ある。 

(冬 十月に 將 軍發路 す) これ は 日本 紀の 文の ま である。 發路 すと は 旅路に 出發 する の をい ふ。 

(十 一 年の 夏 云々) これ も 日本 紀 によって か \れ たもので ある。 


口 クジフ ゴネン アキ  ミ マナ  クニ  ッカ AJ  サ  ミ  タテ マツ 

六十 五 年 秋、 任那 の國、 使 を 差して、 御つ きを 奉る 


筑紫を 去る こと 二 

千餘 里と 云 ふ。 


(釋」 これ も 日本 紀 によって か \れ たもので あるが、 その 注 も 同じく rw 本紀 によった ものである。 任那は 朝鮮 南端の 地で 


卷ニ 崇神 天皇 


1 二 七 
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爾來 日本の 內鹧 地と なって 永く 日本 莳を 置かれた ので あるが、 その はじめ を こ X にあげた ので ある。 この 時の 使 は 蘇 

那 叱^と いふ 人であった ことが 日本 紀に見 ゆる。 

テン ワウ テン 力  チサ  タマ  コト  p ク ジフ ハチ ネン  ヒャ クニ ジフ サイ ォマ シマ 

天皇 天下 を 治め 給 ふ 事、 六十 八 年。 百 二十歳 御座し き • . 

(天皇 天下 を 治め 給 ふ 事 六十 八 年) これ は 日本 紀 によった ものである。 

(KD 二十 鹿 御座し き) これ は 日本 紀の傳 である。 古事記に は 百 六十 八歲と ある。  . 

ダイ ジフ イチ ダイ  スィ ニン テン ワウ  シュ ジン ダイ サン  n  オン ハハ  ミ マキ ヒメ ォホヒ n  -,、  n ト 

笫十 一 代、 垂仁 天皇 は崇神 第三の 子。 御 母、 御 間 城姬。 大彥の 命 H の 

ムス メナ リ ，《 ヅ ノエ タツ ト， ンソク ヰ  ャ マト  マ キム クノタ マキ  ミヤ 

女 也。 壬 辰の年 卽位。 大 倭の 卷向珠 城の 宮に まします。 

(垂仁 天皇 は镊神 第一 二の 子) これ は 日本 紀の傳 である。 

(御 母御 問 城入姬 云々) これ も 日本 紀の傳 である。 古事記 は御眞 津比賣 命と いふ 御名に してなる。 

(壬 辰の年 卽位) これ も 日本 紀の傳 であるが、 崇神 天皇 崩御の 翌年の 即位で ある。 

0K 倭の 卷向珠 城の 宮) これ は 日本 紀の傳 である。 古事記に は師木 玉垣 宮と あるが、 同じ 宮の 異稱 であらう。 この宫 の址 

は 今の 磷城都 纏 向村 大字 辻 にある とい ふ。 _ 

コノ オン トキ  ク ワウ 二ョ ャマ ト ヒメ  ミコト  トヨ スキ イリ ヒメ  カハ  アマ テラス ォホ ミカ ミ  タテ マツ  力 ミ. 

此御 時、 皇女 大倭姬 の 命、 豐鋤 入姬に 代りて 天照大神 をい つき 奉る。 神 


卷 


天 


九 


9 す 5 

に 白に ぶ 
よぶ 作？ 
る ^る 底 
。北 e 本 

ふ 等^ 
。に 2 
よ 梅 

； fEsfr.Ssi^  ~ 1 し 

名 本に 梅， ぎ 
と に 作 群 * 

し'、 I  "  ^rf  ，  j  y\ 

； よる 二  | \ _ 

よ る 

り、 しし 

て 、底 

て 他む め 

改他本 
む 本^ J 
.  "に， 

り本 

改 1 ^しし 

暴1， き 

て靑 

む 本に 底 
。に 作 本 

補 本 

。り 。本に 底 

チ，^  〈  9  * ナホ クニ グニ  メグ  二 ジフ- ロク ネン ヒノ トミ フユ ジフ グヮッ キノ エネ  イセ  ク-ー  ヮ I ラ 

の敎 により 猶國々 を 回りて、 二十 六 年 丁已冬 十月 甲子に 伊勢の 國、 度 

"ノコ ホ^- ィ  スズ  カハ カミ ミヤ ドコ P  タカ マ  ぃラ  チギタ &  i フ  シ， ク -、 ..  ，ホ Y 

會郡 五十鈴の 河 上に 宮所 をし め、 高 天の原に 千木 高 知、 下都螫 根に 大宮 

) " i フ-ュ 口, ."、 ク  ,  n  ノ トコ a ム カシア メミマ アマ クダ -マ  トキ  サタ 

柱廣敷 立てて しづ まり まし ましぬ。 此處は 昔 天孫 天降り 給 ひし 時、 猨田 

彥の神 參りぁ ひて、 我 は 伊勢の 狹長 田の P 十 鈴の 河 上に 4 土る べし、、 っ4 し 

y Itlpi^o  " に ひ， ぺメ 1 ノコ ト リヤド コロ  タマ  ォホタ ミコト ィ ヒト  ォキ タマ 

ける 所 也 大倭姬 の 命 宮處を 尋ね 給 ひしに、 大 田の 命と 云 ふ 人、 ，。興 玉 も 

n  rr^  .  »  〔パト，コし  一  マテ  n ノ ミコト ムカシ サタ 力 i ベ ウェイ チリ 

參り逢 ひて 此處 を敎へ 申しき。 此命は 昔の 猨田彥 の 神の 苗裔 也と ぞ。 

. 力、 カハ カミ  ィ  スズ  テン ジャゥ  ヅ ギヤ ゥ  ァ  o ひ  、チマ x ザィ， ヒダ マボ 

彼の 川上に 五十鈴、 天上の 圖 形な ざ 有り。 ^，T 難 競1 入^ 歳の 間 守り 

ター ァ  ッ  マテ  3  ナカ トミ  オヤ ォホ カシマ ミ コ トマ ヅ リノ ヌシ  マタ 

崇め 奉りき さなん 申しけ る かくて 中臣の 祖大鹿 島の 命 を 祭主、、」 す。 又 

ォ 1ホ>_ ハム" JV ン ィ r ヒト』 "4 カム ヌふ ナ  タマ  コレ  スメ ォホ i カミ ァガ マツ  テンカ f 

大幡 主と 云 ふ 人を大 神主に 爲し給 ふ。 是 より 皇太 神と 崇め 奉り、 天下 第 

イチ  ソゥ べゥ 

1 の 宗廟に まします。 

(此御 時 皇女 大倭姬 の 命 云々) これ はすべ ての 古典の 傳 ふる 所で あるが、 日本 紀 では 二十 五お に 登 鋤 入姬に 代リて 奉仕せ 

しめ^ ふ. S に傳 へて ゐる。 倭姬 命^ 記に はこの 事 を崇神 天皇の 五十八 年に して ゐ るが、 これ は HI 本紀の 方が 正しい の 

であらう。 
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(神の 教 によ リて國 々を 回リて 二十 穴 年 丁已冬 十月 甲子に 云々) これ は、 上に 豐鋤 入姬が 宮處を 求められた 事 を 叙して あ 

るに 對 して その 引つ にきと して 行 はれた とい ふ 意で r 猶國々 を めぐりて」 と 云った ので あらう。 さて この 二十 六 年に 

伊勢の 五十鈴川 上に 今の 祌 おの 神域 を 占めて 永く 鎮座し 奉らる る やうに なった 事 を 述べ たもので ある。 こ に 述べて 

ある 時日 は 日本 紀の 二十 五 年 三月の 條の 注に 見 ゆる 說と廿 二 社 本緣の 文と に 同じで ある。 

(高 天の原に 千木 高 知 下 都 磐 根 云々) これ は 古代から、 天皇の 御宮 居の 建築 を ほめ 奉る に 用ゐた 語で ある。 千木と いふの 

は宫 の楝の 上に 左右に 聳 ゆる 交叉した 木で あるが、 それ を 天に 高く 著しく 見 ゆる やうに つくり、 地 は 底の 大籍 石の 麁 

まで 掘り、 そこに 太い 扛を 丈夫に 築き 立つ ると いふ 意で ある。 かくの 如く 偉大な 宮殿 をつ くって そこに 鎮座し 給うた 

とい ふので ある。 

(此處 は 昔 天孫 天降 リ給 ひし 時 云々) この 猨 s 彥 神の 話は 神代 天孫 降臨の 條に 出て ゐた。 こ \ にあげて ある 語 は 日本 紀の 

1 害に 饺 E 彥 神の 語と して あげて ある。 即ち 「吾 則 應レ到 一一 伊勢 之 狭 長 田 五十鈴川 上 こ と あるので あるが、 その 地が、 

即ち 後神せ！： となった とい ふの である。 

(大僳 姬の命 宮處を 尊ね 絵 ひしに、 云々) この 事 は 古典に は 見えぬ が、 倭 姬命世 記な どに よって 書かれた ものと 思 はるる。 

彼の 川上に 五十の 鈴、 天上の 阖形 があった とかい ふ 事 又 天の 逆 矛の 話と いふ 事 も 本書の はじめの 部分に も旣に 出て ゐ 

る。 又ん 萬^ 守って ゐ たとい ふこと は 倭 姬命世 記に 見 ゆる 事で ある。 これらの 事 は 必ず 信ずべき ではない が、 かやう 

な 傳說も あると いふ 事 は 差 支 もない。 

(かくて 中臣の 齟 大鹿 島の 命 を 祭 一王と す.； 大鹿島 命 は 天 種子 命 七 世の 孫で、 神宮 祭主の 始 であるが、 これから 代々 中臣 氏の 

世锼 となった。 祭主 は 祭 {!3 の 總弒を 司る 官 である。 しかし、 この 職名 は その はじめから、 かう いふ 名であった かどう 

か 疑 はしい。 倭 姬命世 記に は 「大鹿 島 命 祭 官定給 ま」 と ある だけで ある。 而 して 正史に はこの 事 さへ もない。 恐らく 

は事货 はこの 時に あったら うが、 祭主と いふ 名 は 後に 出來 たもので あらう。 

(又 大幡 全と いふ 人 を大神 -Hi になした まふ) これ も 正史に はなくて 倭 姬命世 記に 見 ゆる ことで ある。 大幡 . 干： とい ふ 人 は 如 

何なる 系統の 人で あるか、 わからぬ が、 倭 姬命世 記に 度 會大幡 主命と あるから、 その 度會の 地の 土人であった のでな 

いか。 次に 大 神主と いふ 職 は 神主の 頭た る もの \ 稱號 で、 神主と いふの は 神事に 奉仕す る 人 をい ふので あるが、 後世 

には大 神主と いふ 職名 はない。 しかし 昔 は 有った 事 は 二 所 大神宮 例文、 詔刀師 沙汰 文 等に 明かで あるが、 それらに よ 


ると、 天武 天皇 元年に 大 神主 を 停めて 鹂 宜を^ かれた とい ふ 事で あるから 大體 騸宜の 如き 職と 見て 差 支 あるまい。 

(是ょ リ皇太 神宮と 崇め 奉リ、 天下 第一の UK 廟に まします) 

(說) これ は解釋 する 必要ない 程 明かで あるが、 その 所在から は 伊勢 神宫と 申し 上ぐ るが、 ^ちに 神宮と 申す もこの 皇太 

神宫の 事で ある。 その 祌 をば 皇太祌 と 申し 奉る は延喜 式の 祝詞に 見 ゆる 所で あるが、 この 「皇」 とい ふ 語 を 加へ 牵る 

は 最も 貴み 奉る 無上の 稱號 である。 後世 この 大神 を奉齋 した 地方の 神瓧 で、 た 神明 宫と 申し 奉る もの も その 絕 封に 

して 他と 比較す る 必要がない からで ある。 明治 以後 東京の 神明 宮を ズ祖祌 社な ど >r 改めた の は 一 知 牛 解の 生物 識の神 

道家の さか しらで、 神祇 崇敬の 本旨 を 知らぬ 輩の しわざで ある。 宗廟と いふ 漢語の 意味 は旣に 言った が、 日本の 用法 

は 拾 芥抄に 「皇帝 祖神號 一一 宗廟 こと あるの が正丄 いと せらる る。 即ち 太祌宫 はこの 意味での わが 國笫 一 の 宗廟で ある。 

n ノ テン ヮフ テン 力  チサ  タマ  ク ジフ ク ネン  t ャク シ ジフ サイ ォ マシ 

此 天皇 天下 を 治め 給 ふこと、 九十 九 年、 百 四十 歳 御座 ましき。 

(此 天皇 天下 を 治め 給 ふこと 九十 九 年) これ は 日本 紀の傳 である。 

(百 四十 歳 御座 ましき〕 これ も 日本 紀の傳 である。 古事記に は 百 五十 11 一歳と ある。 


「王の 一の 「の I 

靑群北 三本に 

よりて 補 ふ。 


タイ ジフ 二 ダイ  ケィ カウ テン ワウ  スヰ ュ ン ダイ サン  コ 


J-  >  -----  -.  ；'  y  J->  /  Jr.  •:  ：  f  t.  -ノ  J  -I  :  J\  ノ—  J: ：  ：  オン んハ 4J  ス  t  >  タ  -ー "ノ ミチ ヌシ  ワウ  ムス/ 

笫 十二 代 景行 天皇 は垂仁 第三の 子。 御 母 日 葉 洲姬、 丹 波 道主の 王の 女 

ナリ  力 ノト ヒッ. ：ン トシ ソクヰ  ャ マト  マキ ムク  ヒ -ンロ  ミヤ  o 

也。 辛 未の 年 即位。 大 倭の 纒 向の 日 代の 宮に まします。 


ス ir 


(景行 天皇 は垂. 仁 第三の 子) これ は 日本 紀の傳 である。 

(御 母 日 菜洲姬 云々) これ も 日本 紀の傳 である。 古事記 もこれ に 同じい 


卷ニ景 行 天皇 


三 


神 

皇 
正 
統 
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(辛 末の 年卽 位) これ も= 本 紀の傳 である。 垂 仁天& 崩御の 翌年の 即位で ある。 

(大 倭の 錁 向の 日 代の宮 ) これ も 日本 紀古^ 記 同じ である。 この 宫は垂 仁 天皇の 珠城宫 に 程遠から ぬ 所で あつたと 考 へら 

るる。 

ジフ ユ ネン アキ  クマ ソ  ヅム  ミ  タテ マツ  ハチ グヮッ テン ワウ ヅク シ  ミユキ  n レ 

十二^ 秋、 熊 襲^に 背きて 御つ き 奉らず。 八月に 天皇 筑 紫に 幸して、 是 

セィ  タマ  ジ フサ ンネン ナツ コト ゴト タヒラ  タカ ャ  ミヤ  ジ フク ネンァ キック- ン 

を征し 給， ふ。 十三 年 夏 悉く 平げ て 高 屋の宫 に まします。 十九 年秋筑 紫よ 

力へ タマ  • 

り 還り 給 ふ。 

(释) これ は：：： 本紀 によって その 耍を あげられ たもの である。 高屋宮 と は 日向 國兒湯 郡 都 於 村の 邊 であると い^。 

ュ ジフ シチ ネシ アキ クマ ゾ マタ ソム ヘン キヤウ チカ  ワウ ジ チ ■ ウス ミコト i トシ ジフ I! ク 

二十 七^ 秋 熊 襲 又 反き て 邊境を 侵しけ り。 皇子 小碓の 尊、 御 年 十六、 を 

/ チ シ  ケ  ヨウ バウ ク ワイ 斗  £  タケ  ィチデ ャゥ  チカラ ョ  ^ナヘ  ァ 

さなく より 雄 略き 氣 まして、 容貌 魁偉、 身の 長、 一 丈、 力 能く 鼎 を扛げ 

タマ  ク マソ  ゥ  タマ  フユ ジフグ ヮッヒ ソカカ  クニ  イタ  キ ボウ 

給 ひし かば、 熊 襲 を 打た しめ 給 ふ。 冬 十月に 密に 彼の 國に 至り、 奇謀を 

モ  ソノ タケル トリ- ンカャ  ィ  モノ  コ H  タマ  タケ ル ホ  タテ マツ  ャマ ト タケ  チヅ 

以て 其^ 帥 取 石 鹿 文と 云 ふ 者 を 殺し 給 ふ。 梟 帥讃め 奉りて、 日本 武と名 

マチ  コ 卜ゴト ョ タウ  タヒラ  力へ  タマ  トコ P ドコ 口  アマ タァク ジン  コ P 

け 申しけ る。 悉く 餘黨を 平げ て、 返り 給 ふ。 所々 にして、 數の恶 神 を 殺 


行 

天 


むに 本 あ ル本れ _! 
° よ 及り ホ 又ば 噪 

n  、  0 卜，— し 
で 他 そ 二 噪底か 
て 諸の1" シ 本り 
改本ィ と ケ 、け 


「つか はす」 底 

本 「使 ス」 とか 

けり。 ^ 本 群 

北. a 本 北 本に 

よりて 假名と 

す。 c 本 


二.： ソ- ノ；' チネン ハル 力へ リゴト マテ タマ  テン ワウ ソ ノコ ゥ ホ  メ,'  I マ ， トノョ 一 

しつ。 二十 入 年 春 復命し 給 ひけり。 天皇 其 功を讃 めて 惪み給 ふ 事 諸子に 

n 卜 

殊 なり 

(一一 十七 年 秋 云々、 二十 八 年 春 復命し 給 ひけ =o これ も大體 日本 紀の 二十 六 年、 二十 八 年の 條 によって か、 れ たもの だが、 

「容貌 魁俾 云々」 とい ふこと は 二 年の 條 にある 文で ある。 

(日本 武と 名け 申しけ リ) 日本 武尊、 本名 は小碓 尊で あるが、 日本 武の 御名 はこ \ にある 通り、 煎 襲 梟 帥が その 勇武 を稱 

へ て 奉った 名で ある。 この 事 は 日本 紀 にも 古事記に も 見 ゆるが、 古事記に は 熊襲枭 帥が 「西方に 吾 二人 (枭帥 二人で 

ある) を 除いて 健 强な人 は 無い。 然るに、 大倭國 に 吾に まさりて 建き 男に 坐し けり」 とて この 名 を 奉った と ある。 こ 

の 意で あきらか である。 

(天皇 其 功を讃 めて 惠み給 ふ 事 諸子に 殊なリ .：* これ も 日本 紀の 二十 八 年の 條 にある 語 をのせ たので ある。 

、シ ジフ ネン ナヅ.  トウ ィ ォホ  7.- ム  ヘン キヤウ サヮガ  マ  ャマ - ケ 

四十 年 夏 東夷 多く 反き て、 邊境噪 しかりければ、 又 日本 武の ilp をつ 

* ビノ タケ ヒコ ォホト モノ タケ ヒ t ダリ、^  ,  -；, ？ゥゲ o ン o  o  o  ^ 

K 吉備 武彥、 大伴武 日 を 左右の 將軍、 こして、 相 副へ し め^ふ。 4. 

グヮッ ヨギ ミチ ィ セ ジ， ン グゥ マウ ャマ ト ヒメ  ：、 コト • . 

月に 枉 道して 伊勢の 神宮に 詣 でて、 大倭姬 の 命に まかり 申しき ふ。 

神劍を 授けて、 謹め、 な懈り そと 敎へ給 ひける。 駿 河にィ 至る に、 賊き^ 二 

火 を 付けて 害し 奉らん と 計りけ り。 t の IT ひ 瑕れ 難 かりけ るに、 § せぎ 

o  o  o 


本り に つす に し 本 7 レス 
な^  、^  。よめみ こご1" 
し>^ 河 りしな と 底と 
°i,f^L- 1 につす 本す 
本 注の に 作つ 。^  0 
北 あ 下 訂 るつ 他 2 
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ムラ クモ  ツル ギ ミヅ カラ ヌ  カタ ハラ クサ  ハラ  コレ  ナ  ァ ラタ  クサ ナギ  ツル ギ 

ふ叢罢 の劍 を自拔 きて の 草 をな ぎ拂 ふ。 是 より 名 を 改めて 草 薙の劍 と 

o  o 

ィ  マタ t ゥチ  モ  ヒタ  ムカヒ  ゾ クトャ  コロ 

云 ふ。 又 火 打 を 以て 火 を 出して 向 ひ 火 をつ けて、 賊徒 を燒き 殺しに き。 

コレ  フネ  メ  タマ  カツ サ  イタ  テン  ミチ ノクノ クニ  ィ  ヒ タカ i  クニ 

是 より 船に 乘し給 ひて、 上總に 至り 轉 じて 陸 奧國に 入り、 日 高見の 國 は I 

イタ  コ トゴト ェ ビス  タヒラ  タマ  力へ  ヒタチ  へ  カヒコ  マタ 

g 。あ に 至り、 悉く 蝦夷 を 平げ 給 ひて、 返りて 常 陸を經 て、 甲斐に 越え、 又 

ム サ-ン カウ ッケ  へ  ウス t サカ  イタ  オト タチ パナ ヒメ  ィ  ォモヒ ビト  タマ 

武葳 上野 を 經て碓 日 坂に 至りて、 弟 橘 媛と 云 ひし 妾 をし のび 給 ふ。 51 トほ 

o  o  o 

ネ ^ 卜えら ゝ：； 'り 〕 こ、 iH つ. ご タツミ  カタ ノゾ  ァづマ ハヤ  タマ  セント ゥショ 

^^F^.^u0 東南の 方 を 望みて 吾 蠕者耶 との 給 ひしょり 山 東の 諸 

コク  ィ ナリ コレ ミチ ヮ キビ ノ タケ ヒコ t-シ クニ， ッカハ 

國を あづまと 云 ふ 也と ぞ。 是 より 道 を 分け， 吉備 武彥を 越の 國に 遣して 

不順の 者 を 平げ しめ 給 ふ。 尊 は 信 濃より 尾 張に 出で 給 ふ。 彼國に 宫簀媛 

ィ テン チア  チ ハリ イナ タネ スク ネ ィ モウ ト チリ コノ テン ナ メ  ヒサ シクト ドマ タマ  ァヒダ 

と 云 ふ 女 有り、 尾 張の 稻 種の 宿 禰の妹 也。 此女を 召して • 淹留り 給 ひし 間 

フキ ャマ アラブ ルカ ミア キコ  ヅルギ ミヤ ス ヒメ ィへ ト ，、、 力 チ 


五十葺 の 山に 荒神 有りと 聞え ければ、 劍 をば {m 簀 媛の 家に 留めて 徒歩よ 

ィ  ャ マノ カミケ  n へビ  ナ  オン ミチ  ョコタ  ミコト 

り 出で ます。 山 神化して 小 蛇に 成りて、 御 道に 橫 はる。 尊 またぎ こえて 

o  o  o  o  o  o 

ス  タマ  ャ マノ カミ ドク キ  ハケ  ミココ 口 ミダ  ヅレ  イセ  ゥヅ 

過ぎ 給 ひしに、 山 神 毒氣を 吐け るに、 御 心亂れ にけ り。 其より 伊勢に 移 


「敬せ 給 ふ」 他 

本 「ハカ セル」 

に 作る。 

「を」 底本な し 

梅 n  二 本に よ 

りて 補 ふ。 

「しのび」 底本 

「忍」 と あり。 

梅 本、 w$ 

本に よりて 假 

名と す。 

「あら かり」". K 

本 「悪ら かり」 

とかけ り。 他 

本に よりて 假 

名と す。 

「またぎ こえ 

て」 底本 「又 

心符テ - とし、 

，本^ 本 群 本 

「マ タ n ェテ」 

とす。 誤なる 

こと 著し 今. H 

本に よる。 


「を さめ」 底本 

「收 メ」 に 作 

る。 他 本に よ 

つ て 假名 書と 

す。 


ハナ ハダ 


タケ t  n 


り 給 ふ。 能褒 野と 云ふ處 にて 御 病ひ甚 しく 成りに ければ、 武彥命 をして， 

テン ワウ  コト  ヨシ  ヅゥ  ヅヒ  タマ  i ト、 ン サン ジフ サイ 十リ  テン ワウ キ コシメ 

天皇に 事の 由 を 奏して、 竟 にかくれ 給 ひぬ。 御 年 三十 歲也。 天皇 ii 召し 

カナシ タマ  コト カギ  クン ケィ ヒャ クレゥ ォホ  ィ セノク ニノ ボ ノ  タテ マツ 

て 哀み給 ふ 事 限りなし。 群 卿 百 寮に 仰せて、 伊勢 國能褒 野に を さめ 奉ら 

o  O  o 

-ン P トリ  ナ  ャマ トノ クニ  サ  コト ヒキ  ハ ラ  トド マ  ソノ トコ 口  マ タ ミサ 、 キ 

れ しに、 白鳥と 成りて、 大倭國 を 指して 琴彈の 原に 留る。 其 處に又 陵 を 

ヅク  マタト  カフ チ  フル イチ  トドマ  ソノ トコ 口 ミサ、 キ  サダ 

作ら しめられければ、 又 飛びて 河内の 古市に 留る。 其 處に陵 を 定められ 

マタト  ァメ  ノボ  ョ  ミツ ミサ、 キア 

しかば、 又 飛びて 天に 上りぬ。 仍 りて 三の 陵 有リ。 


(四十 年 夏 東夷 多く 犮 きて 云々 左右の 將軍 として 相 副へ しめ 給 ふ) これ も 日本 紀 によられ たので あるが、 吉備武 彥と大 伴 

武日 連と を 副 へ て 遣され た 事 は あるが、 左右の 將 軍と いふ 語 は 撰者の 說明 として 加へ たもので ある。 

(十月に 枉 道して 云々 賊徒 を燒き 殺しに き) これ も 日本 紀 にある 耍を摘 記した ものであるが、 この 節に は 天 叢雲の 铋が 萆 

薙の斂 とい ふ 名に なつたい はれ を說 いて あるから、 これ を 逸して はならなかった 譯 である 

(是 ょリ 船に 乗じ 給 ひて 云々 山 東の 諸國を あつまと 云 ふ 也) これ も 亦 日本 紀 によられ たので あるが、 曰 高 见の國 について 

其處に 異說が あると いふ 事 は 撰者の 語で あり、 又 甲斐から 「武藏 上野 を經 て」 碓氷 坂に 至る と ある 武： ま 上野に は、 撰 

者の 說明 として 加へ た 語で ある。 

(日 高見 國) これ は 日本 紀景行 天皇 二十 七 年の 武內宿 禰東國 視察の 復命の 語の 內に見 ゆるので 「東夷 之 有 一一 日 高見^ こ と あ 

るに よって こ \ に 書かれた ので あらう が、 日本 武尊 東征の 條に はない。 恐らく は 意 を 以て 捕 はれた ので あらう。 これ 

はこ \ に 注した 通 古 來異說 多い。 延喜 式の 神 名 帳に 陸 奧國桃 生 郡に 日 高見 神社の 名が 見 かるから その 邊が日 高. 兑國の 

1 部で あらう とい ふ說が 最も 有力で ある。 


卷ニ 景行 天皇 


1 三 五 


神 

正 
統 

IB 
述 


(是ょ リ道を 分け、 吉備 武彥を 越の 國に 遣して 云々 筠は信 濃よ リ尾 張に 出て 給 ふ) これ も 日本 紀 によられ たので ある，^ 

(彼 國に宮 贅姬と 云 ふ 女ぁリ 云々) これ も 日本 紀 によられた ものである。 此の 山 は 近 江 美 濃に 亙る 伊吹山の ことで ある。 

仉し、 こ >1 に 山 神が 化して 小 蛇に 成った と あるが 日本 紀には 大蛇と ある。 

(銳) こ、 に ロ本武 尊の 事が 比較的に 委しく 書いて あるの は 偶然の 事で はない。 この 方 は 後の 皇統の 出で させ 耠ふ 所で あ 

るから、 他の 並の 皇子 方と 1 に取投 ふべき 所でない。 又 草 薙斂の 事 もこの 尊の 御 事蹟に つれて 起った 事で あるから、 

それらの 點 いづれ から 云っても この 尊の 御 事蹟が わが 國體に 大關^ が あるので ある。 


クサ ナギ 


ヅルギ 


-ャ ス ヒメ ァガ タテ マツ 


チ ハリ 


彼の 草 薙の劎 は 宮簀媛 崇め 奉りて 尾 張に 留り給 ふ。 今の 熟 田の； t に まし 

ho 


力 i 


(說) この 事 も 日本 紀に 見えて .ゐ る。 即ち こ、 にも 云 ふ 如く 今の 熱 田 神宮であって、 かの 神代から 傳 つた 三 種の 祌 器の 1 

である 所の 天^ 雲斂 即ち 草 薙斂の 鎮座した まふ 所で ある。 


「う つ り」 底本 

「贩 り」 とす。 

他 本 こよりて 

改む。 

「事」 底本 耽 


ゴ ジ I 


.チ * ン アキ ハチ グヮッ タケ ^チノ スク ネ 


卜ゥ リャゥ 


ゴ ジフ サン ネン アキ 


チ ウス- 


タ iM フ 


五十 一 年 秋 八月、 武內宿 禰を楝 粱の臣 とす。 五十 三年 秋、 小 維 命の 平げ し 

クエ  メグ  ミ  トウ ゴク  ミエ キ タマ  ジフ ュ グヮッ  力へ  イセ 

P を 巡り 見 ま さん^て 東國に 幸し 給 ふ。 十一 一月に あ J つまより 返りて 伊勢 

カメタ  ミヤ  ゴ ジフ， ンネン アキ  イセ  ャ マト  マキ ムク  ミヤ 

の 綺の宮 に まします。 五十 四 年 秋、 伊勢より 大和に うつ リ、 纒 向の 宮に 

， /  O  o  o 

力へ  タマ  テンカ  ヲサ  タマ  コ トロ ク ，ジフ ネン  ヒャ クシ サイ ォマ -ン 

返り 給 ふ。 天下 を 治め 給 ふ 事 六十 年。 百 四 歳 御座 ましき。 


す。 他 本に よ 

りて 補 ふ。 


(五十 一年 弒 八月 云々) この 事 日本 紀 による。 棟梁 之臣卜 ある はこの 文字の 通の .{K 職で は あるまい。 恐らく はム ネト アル 

臣と いふ 語であった の を 漢字に 譯 した ので あらう。 而 して それが 當 時相 當の 意味 ある 職名と して 通用した ので あらう。 

(五十一 一一 年 秋小碓 命の 平げ し國を 巡リ見 まさん とて 云々) これ また 日本 紀 によられた ものである。 

(綺 の宮) 綺の宫 は 伊勢 國鈴鹿 郡高宫 などで あらう とい ふが 詳 でない。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 六十 年). これ も 日本 紀 によった ものである。 

(百 四 歳 御座 ましき) これ は 日本 紀に百 六 歳と あり、 古事記に 百 一ー1 十七 歲と ある。 こ >f に 百 四 歳と ある は 何に よられた の 

であるか、 その 據を 知らぬ。 或は 撰者の 記憶の 違 ひか も 知れぬ。 


「八 坂 入」 底 

本脫 す、 梅 本 

の 記入 等に よ 

りて 補 ふ。 


底本 「皇居 ハ 

有ラ ス 一とす。 

梅 本に よりて 

改む。 

「仲」 底本 「伊」 

とす 誤なる こ 

と 著し C 他 本 

^仲」 とする 

に よ る。 


タイ ジフ サン み ィ  A. ィ J. -フ 2  r  メち  AVH  if>  ，--  ォ , ン ；'" Y サカ イリ ヒメ  ャ サカ イジノ？, コ 

第 十三 代、 成務 天皇 は 景行第 四の 子。 御 母 八 坂 人姬、 人 坂 入 皇子 I， の 

o 〇 o 

ムス メナ リ  ャマ ト タケ ノミ コト ヒ ツギ  ゥ  タマ  ョ、 ャ 

女 也。 日本 武尊 日嗣を 受け 給 ふべ かりし に、 世 を 早くし ましく しかば、 

n ノ  i カド タ  タマ  力 ノト ヒッジ トシ  ソク ヰ  ァフ ミ  シ . ガ  タカ アナ ホ  ミ r 

此 御門 立ち 給 ふ。 辛 未の 年、 即位。 近 江の 志 賀の高 穴 穗の宮 に まします。 


セィ ム テン ワウ 


ケィ カウ ダイ 


ジ ン ム 


ジ フ ュ ダ.. 


ャ マ 


ク 二 


ft  -h  ) 111  l^c+l-Jyv^s^ こ に \  5  o 景行 天皇の 末つ かた 此の 高 穴穗に まし コ：^ st-vi  ) 

； g 武 より 十一 一竹 は. K 儀國に まし， き くし かど 定まれる £s に は あらず。 此時ー 初め 


サン ネン ハル タケ ゥチ _ 


f ジン 


ジフ ハチ ネン ハル 


て 他國に 移り 給 ふ。 三年 春武內 宿禰を 大臣と す。 は 據^。 是ょ 四十 ル 年眷、 

チヒ ナカ タラ- ンヒ コノミ コト  タ  クヮ ウタ イシ  テン 力  チサ . タマ  コト ロク -ジフ イチ 本ン  こャク 

姪 仲 足彥尊 ^^を 立て  > 皇太子と す。 天下 を 治め 給 ふ 事 六十 一 年、 百 

シチ サイ ォ マ シ 

七 歳 御座 ましき。 


卷ニ 成務 H< 皇 


1 三 七 


神^ 正 統^ 述義  I  1 三  

(成務 天皇 は景行 第 四の 子) これ は 日本 紀 によられ たので ある。 

(御 母、 八 坂 入姬、 八 坂 入 皇子 云々) これ は 日本 紀 古事記 共に この 通で ある。  ♦ 

(日本 武筠、 日嗣を 受け 給 ふべ かリ しに、 云々) この 事 は 日本 紀 にも 古事記に も 明かに は 書いて ない。 しかし、 これ は 古 

よりい ひ傳 へられた 事で あらう。 その 心 を 以て 古典 を 見る と、 この 事 は 浮いた 事で ない とい ふ 事が わかる。 先づ 日本 

紀を 見る と、 景行 天皇の 御子 多く まします うち、 日本 武尊、 稚足彥 天皇 (成 務) 五 百 狨入彥 皇子 以外の 皇子 は^ 國 郡に 封 

じて 其國に 行か しめられ たと 云 ふ 事が、 四 年の 紀に見 ゆるが、 古事記に この 三 王が 太子の 名 を 負 ひた まふと ある。 又 

その 神 さり 耠 ふこと を 日本 紀も 古事記 も 「崩」 と 書いて あり、 その 御 墓 を 「陵」 と 書いて あるな ど は 天皇と 同じ 書き 

ざまに なつ， Q てる。 これら は いづれ も、 こ、 に 云って ゐる 傳の虛 でない 事の 證據 である。 

(辛 未の 年卽 位) 景行 天皇. 崩御の 翌年の 即位で ある。 日本 紀に 依った ものである。 

(近 江の 志 贺の高 穴 穂の 宮に ま. J ます 云々) この 宫には 下の 注に ある 通り、 景行 天皇の 崩御 前 三年に 都を遷 された ので あ 

つて、 こ、 で景行 天皇の 崩御 もあった。 それで 日本 紀に は、 こ. の 御世に 於いての 奠都の 記事が 見えない。 しかし、 古事 

記に は 「^一一  近 淡 海 之 志贺高 穴穗宮 一治 一一 天下一 也」 と ある。 この 宮は <Jr の 近 江 國滋賀 郡 阪本村 穴 太の 地に 在った ので ある。 

(神武よ リ 十二 代 は 云々 此時 初めて 他國に 移リ給 ふ) こ >• にい はれた 通りで あるが、 これ は 日本 武 尊の 東征の 結果 皇烕東 

山 北陸に 廣く 及んだ 爲に、 琵琶湖の 水面 を 交通に 利用 せられた 爲と いふ 說が あるが 尤もと 思 ふ。 注に 量 行の 高 穴穗宫 

に まし ましたの は 定まれる 皇居に あらす と は あるが、 さやうな 譯で なく やはり、 この 遷都が、 次代に 引つ i- いて 都と 

な つ たも の と 思 はるる。 

(三年 春武內 宿矚を 大臣と す。 云々) これ は 曰本紀 によられ たもので あらう が、 古事記に も年號 こそな けれ、 同じ 趣に 見 ゆ 

る。 これ は赏時 「ォホ ォミ」 と 云った もので あらう が、 後世 太 政 大臣、 左大臣、 右大臣な どい ふ 大臣と いふ 官名 もこ 

の r ォホォ ミ」 にあて た 文字 を その ま > -用ゐ たので あるし、 今の 國務 大臣、 内大臣、 宮內 大臣の 大臣と 云 ふ 文字 もこれ に 

基づく ので ある。  - 

(四十 八 年 春 云々) これ も 日本 紀 によられた ものであるが、 日本 武 尊の 御子 を 皇太子に 立てられ たの は 上に ある やうに 日 

本武 尊が 當然皇 位に 即 かるべき であった 爲 であらう。 

(仲 足 * 尊) 足仲彥 尊の P 、である。 


「か はれる」 底 

本 「替 レル」 と 

かく、 他 本に 

よりて 假名と 

す。 


(天下 を 治め 給 ふ 事 穴 十 一 年) これ も 日本 紀に よられた ので ある。 

(Kn 七 m 御座 ましき) これ も 日本 紀 によられ たので あるが、 古事記に は 九十 五 歳と ある- 


ダイ ジフ 


ダイ ジフ -ン セ， 


チウ アイ テン ワウ 


ャ マト タケ ノミ 


ダイ -1 


ケィ カウ 


オン マ， n チリ 


オン 


第 十四 代、 第 十四 世、 仲哀 天皇 は 日本 武尊 第二の 子、 景 行の 御 孫 也。 御 

ハハ フタ チイ リ ヒメ スィ * ン テン ワウ ムス メナ リ タ イソ ジン ム  ダイ、 ジ 7  -ー  オイ， 力, ゥ *  y  ) 

母兩道 入姬、 垂仁 天皇の 女 也。 大祖 神武より 第 十一 一代 景行ほ 代の ま 

まに 繼體し 給 ふ。 日本 武の尊 世 を 早くし 給 ひしに よ hi て、 K 務是 を紹ぎ 


^ふ。 比 天皇 を 太子と して、 i りまし^-しょり 代と 世と か はれる, 初 也 


ハジメ ナリ 


o  o  o  o 


I hk  9 i t ^r-t し- \，  -fu  <  ；?. ttr 代と^と は 常の 義 差別 无し。 然れ ども、 凡の 承 運と まこ 

是 より は 世をネ として 1記 し 毒る へ き ttl x の繼 瞍とビ 分 I せむ 爲に 書き分けたり。 sf 書に も 其 


謂无 きに 非ず。 代 は 更の義 也。 世 は 周禮の 

注に 父 死して 子 立つ を 世と 云 ふと あり。 


(第 十四 代、 第 十四 世) 前の 成務 天皇まで は 第 何 代と だけ 有って、 第 何 世と は 無かった が、 これから 代と 世と を S 別して 

しかも 合せ あぐる 方式に なって ゐる。 これ は 如何なる 理由で あるか。 この 事 は 下に 撰者が 說 いて 居る から、 そこに 至 

つて 述 ぶる。 

(仲哀 天皇 は 日本 武鑌 第二の 子、 景 行の 御子 也) この 天皇の 日本 武 尊の 御子で ある こと は 古事記 も 日本 紀も 一 致す るが、 

第二 子と いふ こと は 日本 紀の傳 である。 

(御 母兩 道入姬 云.々) これ も 古事記 日本 紀 共に 同じ 傳 である。 

08SB し 給 ふ) 繼體 とい ふ 語 は 前に もい つた 如く、 支那で 昔から 用 ゐた熟 字で、 「嗣レ 位」 をい ふと ある。 しかし これ はた^- 


卷ニ 仲哀 天皇 


三 九 


む。^ 

ぶ i た 
りすき 

よ^  71 
つ す,. * 

ン フ '   , 

て 、底 

改他本 

~r-     (  i,V-- 

ひ个 rp 
。に^ 

翳 他 本 

神 a 正統 記述 義   一  四 〇 

位 を 受け 繼ぐ とい ふだけ ではなく、 血統 上の 系統 を 以て 位 を 受けつ ぐと いふ 意で ある こと は 疑がない。 

(日本 武塞世 を 早くし 給 ひしに ょリて IK々) ^を 早くす とい ふの は 漢文で 「早世」 とかくの を直譯 したので、 若 死す る こ 

と をい ふ。 日本 武 尊が 若 死 をな され たれば、 御 弟の 成務 天皇 位に 即き給 ひ >  成 務天皇 に 御子が まし まさぬ によって 天 

^を： n 本武 尊の 御子た るが 故に 皇太子と して 禪り 給うた とい ふ ので ある。 

(代と 世と か はれる 初 也) 代と 世との 事 は 下の 注文に 見 ゆる。 これ は、 字義 を 通常の 解釋 からい へば、 國 語に 等しく 「よ」 

と 云って ゐる やうに 差別ない ので ある。 しかし、 「世」 に は 父子 相繼ぐ をい ふ 所の 特別の 意義が ある。 世 家、 世 及、 世襲、 

^職と いふ 如き 場合が それで あるが、 こ \ に 周 禮の注 を あげて ある。 これ は 秋官大 行人の 文中 「世相 朝 也」 に對 しての 

鄺玄の 注に 「父 死 子 立 曰 レ^」 と ある をい つたので ある。 そこで 本書に は 代 は 凡べ ての 御代 を 順次に かぞ ふる 語と し、 

世 は 血統の 次笫 をかぞ ふる 語と して 使 ひ 分けた 譯 であるが、 さう いふ 意味から 見る と、 この 御代が 世と 代との わかれ 

た はじめで あると いふので ある。 而 して、 本書 は その 御 血統の 御つ e きを 主と する によって その 世 を 本と して 記し 奉 

るべ しとい ふので ある。 實際 本書 は その 精神で 讀 めば、 了會 しうべく、 然らぬ 時 は 十分に 了會の 出來ぬ 事^ 少 くない 

ので ある。 

n  ノ テン ワウ オン  オン タケイ チヂ ャゥ  i タノ エサ ル  ひ シソク 

此 天皇、 御 かたちい ときら-,^ しく 御 長 一 丈 まし ましけ リ 壬 申の 年卽 

o  o  o  o 

ヰ 

位。  *  ノ 

(此 天皇 御 かたち 云々) この 事 は 日本 紀 によって 記された ので ある。 

(壬 申の 年卽 位) これ は 日本 紀の傳 である。 成務 天皇 崩御の 翌々 年の 即位で ある。 

コ ノ オン トキ クマ ソ マタ ホン ラン  テゥ コゥ  テン ワウ ィ クサ  メ  ミ タカ ラセイバ ヅ  タメ  タク S  ムカ 

此御時 熊 襲 又反亂 して 朝貢せ ず。 天皇 軍 を 召して 自 征伐の 爲、 筑 紫に，： 1： 


ワウ ゴ ゥォキ 十が タラ- 


ヱ产 ゼン 


ュ ケ 


ホク カイ 


「耠」 底本な 

し C 他 本 こ よ 

りて 補 ふ。 

「伐ちて」 底本 

「伐 一一 」 とす。 

梅 本に よりて 

f  -ー  し を r て j と 

改む。 

「あり」 底本 

「^」 とす。 今 

假名に 改む。 

「五」 底本 腚 

す。 他 諸 本に 

よって 補 ふ。 


ひ 給 ふ。 皇后 息 長足 姬の尊 は 越 前國笥 飯の 神に 詣 でて 其より 北海 を 廻り 

ユキ ァ  タマ  コ、  力 ミア  ク ワウ ゴ ゥ  カタ タテ マツ  コレ ヨリ 二 シ  タ カラ ク 二 

て 行 合 ひ 給 ひぬ。 爱に神 在りて 皇后に 語り 奉る。 自， 是 西に 賓の國 あり。 

o 

ゥ  シ タグ タマ  クマ ゾ  セゥ コク チリ  マ タイ ザ チギ  ィ V  チミ  ゥ  タマ  クニ， 

伐ちて 隨へ 給へ。 熊 襲 は小國 也。 又伊穽 諾、 伊弊冉 の 生み 給へ りし 画な 

o  o  o 

ッヒ  シタガ タテ マツ  テン ワウ  タマ 

れば、 うたず とも 終に は隨ひ 奉りなん，、」 ありし を、 天皇う けが ひ 給 はず、 

o  o 

コト  カシ 匕  ミヤ  カク  タマ  ナガ ト  チサ タテ マツ  コレ  アナ ト トヨ ラ 

事なら ずして 擾 日の 宮 にして 隱れ給 ふ。 長 門に 納め 奉る。 是を穴 戶豐浦 

ミヤ  マテ  アンカ  チサ  タ.'  コト  クネン  ゴジ フニ サイ 

の 宮^ 申す。 天下 を 治め 袷 ふ 事、 九 年。 五十二 歳お はし ましき。 


零 


(此御 時 熊 襲 叉 友亂 して 朝 莨せ ずし 熊 襲の 反亂 は、 景行 天皇の 御宇に もあった。 今度 また 反亂 したので ある。 この 事 は 日 

本紀 によった ので ある。 

(天皇 軍 を 召 して 云々 行 合 ひ 給 ひぬ) これ は 日本 紀に 依って その 耍を あげた ものである。 

(皇后 息 長足 姬 の蓴) 神 功 S 后の 御名で ある。 この 皇后の 御 事 は 後に 委しく 述べて ある。 

(越 前國笥 飯の 神) 今 も 越 前國の 敦賀に まします 神で、 せ幣 大社 氣比 神宮の ことで ある。 

(0W に 神 在リて 皇后に 語 リ泰る 云々 ン この 事 も 日本 紀に見 ゆるが、 少しく 違 ふ點が ある。 1 は 西に ある 寶の國 とい ふの は 

rn 本紀に 明に 新羅 國と名 を あげて ある。 二 は 熊 襲 は 伊 弗 諾^ 弗冉の 生み 耠 うた 國 である からと いふ 語 は 日本 紀には 見 

えない。 恐らく は 撰者の 加へ た說 明で あらう。 

(天皇う けが ひ 給 はずして 檁 日の 宮 にして 隱れ給 ふ) これ ももと 日本 紀の傳 であるが、 樓日宮 は筑 前^ 糟： ^郡^ 椎の 地に 

衣った ので" 天皇が 親征 して この に ましまして、 そこで 崩御せられ たので ある。 この 地に 御^所 を^んで 祌繁を 鬼 

齋 せられた が、 今 は背幣 大社 香椎 神宮と せられて ある。 


卷ニ 仲哀 天皇 


四 1 


神皇 正統 逑義 


1 四 11 


(長 門に 納め 搴る。 是を. k 戸 a 浦の 宮と 申す：) この 時 喪を祕 して 竊に 天皇の 御 遣 體を穴 門の 豐浦宫 に遷し 奉つ て瓚 をな し 

本った と： w 本紀に 書いて あるの を さした ので ある。 穴 門 は 後-、 長 門と いふ 名に 改められた 國 である。 こ、 の 豐浦宫 は 

天， M が 先に^ 后と 共に 廻り 合ひ耠 うて、 詧 まれた 行宮であって、 その 遣趾は 今の 長 門國豊 浦 郡長 府璺 浦濱に 忌^ 祌瓧 

として 傳は つ てゐ る。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 九 年) これ は 日本 紀に 依られた ものである。 

(S 十二 歲 おはし ましき) これ も 日本 紀に 依られた もので あらう が、 古事記 も 同じで ある。 


「ありて I 底本 

「在 テ」 に 作 

る。 靑本白 本 

群 本に よる。 


ダイ ジフ ゴ ダイ  ジン ゲゥク ワウ ゴゥ 


ォ キ ナガ 


スク ネ 


ムス メ 


カイ クヮ テン ワウ シ セィ オン マゴ リ  C. ナガ ター 


第 十五 代、 神 功 皇后 は 息 長の 宿禰の 女、 開化 天皇 四 世の 御 孫 也。 息 長足 

ヒメ ノミ n ト マチ  チウ アイ タ  ク ワウ ゴゥ  チウ アイ 力？ *  チ シ  ョ  ョ  ノヤ 

姬尊ビ 申す。 仲哀 立て、 皇后と す。 仲哀 神の 敎 へに 依らず、 世 を 早くし 

給 ひし かば、 皇后 ハ きど ほりまして、 七日 ありて 別殿 を 作り 齋り こもら 

o  } 

せ 給 ふ。 比 時應神 はらまれ させ ましく けリ 


o  o  o 

o 


(第 十 五代) これから 下 は、 御 血統の 現代 天皇に 直系の 關 係の ある 方々 に 世 を 書き 加へ、 その他の 方々 に は 代 だけで 世 を 

加へ ない ので ある。 この 例 を 知らぬ と、 本書の 代と 世と を 並べたり 並べなかった りする 事が 十分に 明らぬ であらう。 

§ さて 神 功 皇后 を御展 代に かぞへ 奉る の は 正しい 見方と はい はれぬ。 これ は 日本 紀 にこの 皇后の 爲に 1 卷を獨 立 させ 

て 記して あるに よって、 後世 多く は 御 一代に かぞへ 奉る 習慣が 出 來てゐ たから、 それに 從 はれた ものら しい。 しかし 

ながら、 御 即位の あつたと いふ 記事 はなく、 明かに、 「攝 政」 と 記して あるから、 日本 紀で、 神 功 皇后 を 天皇と 認め 奉 

つたこと は斷 じて ない ので、 これ は 後人の 誤で ある。 古事記で はこの 皇后の 行 はれた 事 はすべ て仲哀 天皇 卷 のうちに 


述べて ある。 これが 正しい 叙述の し 方で ある。 本書 もこの 俗の 見方に よられた ので あるが、 さばかり 大義名分 を 明か 

にす る 主義の 本書に 於いて かやう の 事の あるの は 誠に 惜 むべ き 事で ある。 

.(祌 功 皇后 は 云々 仲哀 立て. - 皇后と す) この 事 は 日本 紀 によった ものである。 古事記 とても この 事柄に 舆說 はない。 

i  (仲哀 神の 教 へに 依らず 云々 齋リ こもらせ 給 ふ) この 事 は 日本 紀に よられた ので あるが、 その 齊宫を 小山 田邑に 造られた 

と 日本 紀に 見えて ゐ るが、 そこ は 筑前國 糟屋郡 小山 田 村に あると いひ、 又 同 郡 伊野 村に あると い^て 明か i でない が、 

樓 日から 程遠から ぬ 所で あるに 相違ない。 

(此 時應神 はらまれ させまし^ \ けリ) 仲哀 天皇 崩御の 際、 旣に應 神 天皇の 胎 中に ましました とい 卜ので ある。 

カム  ミび ク, J マ 3  n ノカミ ゥハ ッッ ノチ ナ カッツ . ノチ V 3 ッッ ノチ ナリ 

神 かかりて さまく の 道 を 敎へ給 ふ 此神は 表 筒 男、 中 筒 男 • 底 筒 男 也 

タマ-  コレ  ィザ ナギ ノミ n ト  ヒゥ ガ  ヲト  カハ  ァへギ " ラ  • 

となんな のり 給 ひける。 是は伊 弊諾 尊、 日向の 小戶の 川、 檍が 原に てみ 

タマ  トキ ケ - ンャゥ  カミ ナリ ノチ  ッノク -I ス ミヨシ  タマ 

そぎし 給 ひし 時化 生し ましけ る 神 也。 後に は攝津 國住吉 にいつ かれ 給 ふ 

カミ コ レナ リ 

神是 也。  . .  ，ノ. 

(神. a V リて さまく の 道 を 教へ給 ふ) この 際の 事 は 委しく 曰 本紀に 載せて あるが、 その 耍を とって 書いて あるので ある。 

その 大要 をい へば、 皇后が 先日 敎へ耠 うた 大 神の 御名 を 知り 奉りたい と 申されたら、 答へ て、 吾 は 伊勢 阈度會 睬の五 

•*  ノ  J- サカ J- ィ.； -ノ 

十 鈴に ます 神 撞^ 木^の 御 魂 天 さかる 向^ 嫒 命と 仰せられた。 (此神 は 天照大神の 荒 魂で ある) 又 外に 祌が いらせら る 

ァハノ  ワカ ヒル ヒメ ノ 

るかと 問ひ苯 ると、 尾 田の 吾田 節の 淡 郡に ます 神、 御名 は 稚日女 命と 仰せられた。 又 其 外に 祌が まします かと 問 ひ 奉 

卷ニ 种功 皇后  -  .  fiuj 


祌皇 正统， m 述義 


四 四 


ると * 玉ぐ し 入 彥事代 主神と こた へられた。 又 外にお はします かと 問 ひ 奉る と、 日向 國の橘 小 門の 水底に 出 居る 神、 

名 は^^ ET 巾简 男、 底 筒 男 神が ある。 今 まことに 其の 國を 得ようと 恩 召すならば 、天神 地？ i 又 山川の 神た ちに 幣^ 奉 

り、 我 御 魂 を 船の 上に まさせて わたり 給へ と敎へ 給うた と ある。 その外 種々 の 神託が あって 新羅 征伐の 方法 を 敎へ耠 

うたので ある。 

(此神 は 云々) これ は 上に 旣 にあげた 通りで あるが、 そのうちに 著しい のが 住 吉の三 神で あるから、 これ を 主として あげ 

たのであって、 この 時に あら はれた 神々 の 祭って ある 神社 は 住吉の 外、 生 田、 長 田な どの 祌々 などが あり、 又 攝津の 

敏 馬の 神、 紀 伊の 丹 生津 姬の祌 など も あら はれて 助け 奉られた ので ある。 こ >f の住吉 神社 は 今の 官幣 大社 住吉 神社 を 

さすので ある。 


「不測」 底本 

梅 本の 訓 によ 

る C 


シ ン ラ ハク サイ カウ ライ  ゥ 

かくて， 听. 羅 Is 齊 な！？ 一 S3 此三 ケ國を 三韓と 云 ふ • 正しく は 新羅に 限る か。 辰諱馬 韓弁韓 をす ベて 新 を 戈ら 

\ ズ H き卞 r 一 f 羅と云 ふ 也。 然れ ども ふるくより 百濟 高麗 を 加へ て 三韓と 云 ひなら はせ り。 ま^-て 

-レ タカ  タマ  、  カイ. ジン カタ チ  ァラ  フネ  マボ  マテ シ  ォモ  ゴト 

隨へ. 給 ひき。 I 海神 形を顯 はし、 御船 を はさみて 守り 申し かば、 思 ひの 如 

カノ クニ  タヒ ラタ マ  力 ミヨ  ネ ンジョ ヒサ  ツモ  シン 4- .  ァラ 

く 彼 H を 平げ 給 ふ。 神代より 年 序 久しく 積れ りしに、 かく 神威 を顯 はし 

ハカ ラザル オン コト  カイ チウ  - ーョィ タマ エタ マ. 

給 ひける 不. 測 御 事なる べし。 海中に して 如意の 珠を得 給 ヘリき。 


秦 


(かくて 新羅、 苗濟、 高薰を 伐ち 隨へ給 ひき) これ も 日本 紀の傳 によって 要點 だけ を あげられた のであって、 本紀 には頗 

る 委しく 出て 居る。  f 

(此 一一 一 ケ國を 一二 韓と云 ふ。 云々) 新羅 百濟 高麗 を 三韓と いふの は 日本 紀の傳 である。 正しく は 新羅に 限る かとい ふの は-. 

三韓と いふ 名稱は 新羅 だけ をい ふの が 正しい のでない かとい ふので ある。 それ は 何故かと いふに * 靱鮮ゃ 支那の 歷史 


で 三韓と いふの は 辱韓馬 韓弁韓 のこと であるが、 これら 三 箇國を 併せて 新羅と いふから であると いふの だ。 これ は 何 

によられ たので あるか、 未だ 詳 にしない。 然し 日本 紀の 昔から、 三韓 をば、 上の 樣に いって ゐ ると いふので ある。 

(海神 形 を 額し 云々) これ も 亦 日本 紀に 委しく 出て ゐ るが、 これ を 一言す ると、 祌の 御敎の 如く 御 軍 をと のへ、 御船 を 

つらねて 海 を わたり 給 ふに、 大小の 魚 ども 悉く 浮て 御船 を脊負 ひて 飛鳥 も 御前 を さへ ぎらず、 顋風 さかりに 吹いて 御 

船の 浪が 新羅の 國 中までお し 上った と ある。 こ の やうな 勢であった から 新羅！： 王が 歸 伏して 钧貢を 奉る こと を 誓つ て 

仝く 平定した ので ある。 

(神代よ リ年序 久しく 穣れリ しに 云々) この 時 神武 紀元 八 百 六十 年で あるから 年 序 久しく 積れ り， しとい つたので あるが、 

然る にも拘らず、 神の 铰烕の 著しくて 韓 國 を わが 國に 寄せ 耠 うた 事 は 凡人の 測り 得ざる 神業で あると いふので ある 

(海中に L て 如意の 珠を得 給 ヘリき) この 事 は 日本 紀仲哀 天皇 二 年 七月の 條 にある が、 璺浦津 の 海中で 得 給 ひし もので あ 

る。 これ は 如 河なる ものである かわから ぬが、 かの 神代の 滿珠 干珠の やうな ものら しいと いふ。 


ワウ ジ 


タン ジャゥ 


ォゥ ジ ン テン ワウ 


「反」 底本 「叛 一 

とす" 梅 本に 

よ リて改 む、 


さて 筑 紫に 歸 りて 皇子 を 誕生す。 應神 天皇に まします。 神の 申し 給 ひし 

ョ  コレ  タイ チウ  テン ワウ  マテ  ク ワウ ゴ ウセ ッ シャゥ  カノ トミ  トシ  テン 力 

に 依りて 是を胎 中の 天皇と も 申す。 皇后 攝 政して 辛已の 年より 天下 をし 

タマ  クヮ ゥゴ ウイ マ  ゥ クシ  トキ  ワウ. ジ  イボ  n  ノカミ  4^ . ン クマ  ワウ ム 

らせ給 ふ。 皇后 未だ 筑 紫に ましく し 時、 皇子の 異母の 兄、 忍 熊の 王 謀 

ホン  ォコ  マチ  ヮ ウジ  タケ ゥチ  ダイ ジ ン  イダ  タテ マ ヅ 

反を發 して、 ふせぎ 申さん としければ、 皇子 をば 武內の 大臣に 懷 かせ^. 

〇 

キ  ミナト  ク ワウ ゴゥ  ナ ニハ  ッ  タマ  ホド  ゾノミ タレ 

り、 紀 伊の 水門に つけ、 皇后 はすぐ に 難 波に 付き 給 ひて、 程なく 其亂を 

タヒラ  ワウ ジ  タマ  ク ワウ タイ シ  タケ ゥ チノ ダイ ジン モハ 

平 げられ にき。 皇子お となび 給 ひし かば、 皇太子と す。 武內 大臣^ら 朝 


^二 祌功 皇后 


g: 五 


砷皇 E 铳^ 述篛  ,  一  四 六 

セィ  フサ  マチ  ャ マト  ィ ハレ ワカ サ クラ  ミヤ 

政 を 輔佐し 申しけ り。 大 倭の 磐余稚 櫻の 宮に まします。 

(さて ！ に 鑤リて 皇子 を 誕生す。 應神 天皇に まします) 皇子 御 誕生 は 日本 紀 によれ は、 新羅より 歸り耠 ひて、 その 年の 

十 W にあった ので ある。 

(神の 申し 給 ひしに 依リて 是を胎 中の 天皇と も 申す) これ は 日本 紀仲 哀卷 に仲哀 天皇が 神託 を 信ぜられなかった から 神が 

怒り 給 うての 神託の 中に r 汝不レ 得 一一 其國 一 唯今 皇后 始之 有, 眙其 子有レ 獲焉」 と あるの を さす。 又胎 中の 天皇と 申し る 

事 も 日本 紀 に， 見えた 事で、 繼體卷 に は r 胎中譽 田 天皇」 と あり、 宣化卷 に 「 胎中之 帝」 と ある。 

(皇后 攝 政して 辛已の 年よ リ 天下 を しらせ 給 ふ) この 事 も 日本 紀 によられ たもので、 そこに は r 是年也 大歳辛 巳、 即 爲., 

攝政元 * こ と ある。 

(皇后 未だ 筑 紫に ましく し 時 々程なく 其 亂を苹 げられ にき) この 事 も 日本 紀に見 ゆる 所 を 要 をと つて 記された ので あ 

る。 

(皇子お となび 給 ひし かぱ 皇太子と す) これ は 神 功 皇后 攝政 三年の 記事に 見 ゆる。 

(武內 大臣 奪ら 朝政 を 輔佐し 申しけ リ) 武內 宿禰が 大臣に なった の は成務 天皇の 御世で あつたが、 引つ e き 大臣と して 钥 

廷の 大政 を 輔佐し 奉って ゐ たので，、 所謂 國 家の 元老であった こと は、 日本 紀 古事記に 明かで ある。 

(大 倭の 磐 余 維 櫻の 宮) 三韓 親征後 大和に 歸っ てこ X を 都と 定められ たので あるが、 それ は攝政 三年の 事で ある。 この 宫 

の址は 今の 磯城 郡 安倍 村 池の 內の 地で あると いふ。 

3 レ  サン^ン  クュ トシ ゴト， ミ ツキ  n ノクュ  カノ クュ  チン ジュ 

是 より 三韓の 國年每 に 御調 を そな へ、 此國 よりも 彼 國に鎭 守の つ かさ を 

おかれし かば、 西蕃相 通じて 國 家と みさか リなリ き。 


(释) この 事 も 亦す ベての 古典に 傳 ふる 所で あるが、 日本 紀に は、 「是 以新搽 王常以 a 八十 船 之？ 貢 一一 于 日本 國こ 又 高麗 百 

涛ニ國 の 王が 「|^レ 今後 永稱- ー西蕃 一 不レ絕 _| 朝貢 こ 又、 「故定 一一 內官家 こ と 把して あるの ほ よられた ものである。 


クカ t ッカ 〔 


ニョ ワウ ッカヒ テツ カハシ ライ テ. 


ゴ カン ジ 


「滅 し」 の 「し」 

白 本に よりて 

「は」 底本な 

し t 他 本に よ 

りて 補 ふ。 

「る 一 底本 r ン」 

とす。 梅 本 等 

によりて 訂す。 


又もろ こしへ も 使 を 遣され ける にや。 倭國 女王 遣， 使て 來朝 すと 後 漢書に 

i  グ ワン ネン カノ トミ  トシ  カン  カウ ケン ティ ュ ジフ サン 木ン  ァタ  カン  ョ 

見えたり。 元年 辛 已の年 は漢の 孝獻帝 二十 三年に 當る。 漢の代 はじまり 

ジフ シ ダイ ィ  トキ ワウ マウ ィ シン クラ ヰ  ジフ シ ネンァ 

て、 十四 代と 云 ひし 時、 王 莽と云 ふ臣、 位 をう ば ひて、 十四 年 在りき。 

ヅノ  ノチ カン  力へ  マタ  ジフ サン ダイ カウ ケン  トキ  カン  ホ &  コノ  *t ョ  ジフ ク ネン ツチ ノト 

其 後 漢に歸 りて 又、 十三 代 孝獻の 時に 漢は 滅びに き。 此 御代の 十九 年已 

ヰ  ケン ティ クラ ヰ サ  ギ  ブン ティ  ュジ  n レ  テン 力 ミツ  ギ ショク 

亥に 獻 帝位 を 去 リて魏 の 文 帝に 譲らる。 是 より 天下 三に わかれて、 魏蜀 

ゴ  ゴ  t ガシ  クニ  二 ホン  ッカ匕  マ ヅッゥ  ゴノ クニ 

吳、 となる。 吳は 東に よれる 國 なれば、 日本の 使 も 先 通じけ るに や。 吳國ょ 

ミチ ミチ  タクミ  ヮタ  マタ ギノ クニ  ッゥ  ミ 

り 道々 の 巧みな V- まても 渡されき。 又奠國 にも 通 ぜられ ける ビ 見えた リ。 

シ ジフ ク ネンキ ノト トリ  ィ  トシ  ギマ タメ ッ  シン  3  ゥッ 

四十 九 年 乙 酉と 云 ひし 年、 魏又滅 して 晉の 代に 移りに き。 


より 後まで 在リ しが、 應祌 十七 

年 辛 丑ず ばの ために ほろぼさる。 

o 


o  o 


(說- 上に 三韓 内^の 事 を 云った 序に 當時 支那との 交通が 有った か 否かと いふ ことに 論及し、 同時に その後の 支那の 變暹 

を略說 したので ある。  . 
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(又もろ こしへ も 使 を 遣され ける に 云々) この 皇后の 御 時に 支那へ も 使 を 遣され た 樣に考 へ ら るるとい ふので あるが、 そ 

れは 何に 據 るかと いふと、 後 漢書 柬夷 列傳の 中に 倭國の 記事が あって、 倭國の 使が 支那に 入った とい ふ 記事が あると 

いふので あるが、 しかし 倭國に 女王 庫彌 呼と いふが あると いふ 記事 は あるが、 その 女王が 使 を 遺して 來朝 すと いふ 記 

事 は 無い ので あるから この 點は 撰者の 記憶の 誤で あらう。 しかし 光武帝 中元 二 年に 倭 奴 國が奉 貢 朝賀した から 印 終 を 

賜 ふとい ふ 記事が ある。 この 時の 印で あらう。 天明 年間に 筑 前志賀 島から 「漢委 奴國王 印」 とい ふ 丈の ある 金印 を 見 

出して、 今 は^ E 侯 家の 所藏 品で ある。 しかし これ は 後 漢書に その 奴國を 倭國之 極南界 也と あって、 わが 國 中央 政 

ぬの 使者で はない。 女王 卑彌 呼が 支那に 使 を 遣した 事 はむしろ 魏 志の 倭人 傅に 見 ゆる 事で あるから、 或は これ を 誤り 

て 後^ 普と 云 はれた のか も 知れぬ。 

〈說) この 倭 王卑彌 呼と いふの は 神 功 皇后で あるか、 どうかと いふ 事に つ いて は 歴史家の 間に 議論が まちく であるが、 

自分 はや はりこの &后を さし 奉った ものと 思 ふ。 而 して、 その 使 を 支那に 遣 はされ た 事 もあった であらう と 思 ふ。 た 

だ、 その 記事に 奉 貢と か來 朝と かとい ふ 文字 を 用ゐて 屬國の やうな 取扱 をして 書き、 又倭國 王の 上表と いふ ものが は 

從の 形式に なって 居り、 支那からの 詔書と いふ もの も 頗る わが 國 家の 體面を 傷つく る やうに 見 ゆるから、 本お. K-妊 が 

これら は 大和 朝廷の もので はない。 西 國の土 豪が、 中央政府 であると 冒稱 した もので あらう と 云った ので あつたが、 

後に わが 國の事 を 成るべく 惡く云 はう とする 主義の 1 淤の 歴史家が この 宣長 說を循 にと つて、 大和の 中央政府 を 認め 

ないで、 常時の 日本 はた ヾ 九州の 1 部 だけであった とい ふ 樣な僻 說を唱 へ てゐ るが. それ は魏 志の 文 を 正しくよ まず、 

又 支那の 正史の 書き ざま を も 十分に 考 へない 說 である、 支那 人 は 自ら 今でも 中華と か中國 とかいって ゐる 通り、 ^大 

にす る 風が 古 來傳統 的に あって、 外國 人と 貿易す る こと をも戟 貢と か 貢献と かいふ 文字で 書き、 又 掠 略せられ た 事 を. 

ば 恩賜な ど >- 書く 風で あるから 文字 だけで は 眞相は 分らぬ。 わが 國の 外交文書の 文字 とても. 彼等が 史を修 むる 時に 如 

何に 變史 した か 分らぬ。 加之當 時文. を 掌った もの はすべ て、 歸化 人であった から、 彼等の 手加減で 何 をした か 分らぬ 

事 は德川 氏の 時に 朝鮮 國に與 へた 文書 を對 馬の 役人が 中途で 變 造した 事な ど を 見ても 分る。 活眼 を 開いて 歴史 を兑な 

ければ 正し い 事 は 分らぬ ものである。 さて これから 編者 は 支那の 變遷を 叙す る 。 

(元年 辛 已の年 は 云々) この 事 は 何に よられた ので あるか。 辛 巳の 年 は後漢 の孝献 帝の 建 安 六 年で、 その 卽 位から は 十二 

年に 當 るので 扶桑 略記に も その 通り 記して ある。 


(漢の 代 はじま リて 云々) 前 漢は高 皇帝から 十四 代つ ぐいて 孝 平 帝に 至り 王莽の ST か 在って 1 且 亡び、 漢の 王族で ある 劉 

秀が兵 を 起して 王莽を 亡して 漢の 王室 を復 して 光武帝と 稱 へてから が後漢 であるが、 その 十三 代孝献 帝の 時に 漢が滅 

亡した。 それから 所謂 三國 となる ので ある。 そのうち、 魏の 曹丕が 後漢の 孝献 帝に 迫って その 讓を 受け 帝位に つ いて 

文 帝と 稱 したので、 蜀は漢 の 王族 劉 慊が漢 が 亡びた について 魏が讓 を 受けた 翌年 四川 省の 地で 獨 立した ので あ ひ、 吳 

は „JK の孫權 が、 南方に あって、 魏蜀 に對抗 して、 その 又 翌年に 獨 立した。 これが 三國 である。 

(吳は 東に よれる 國 なれば 云々) 吳は 今の 淅江、 江 蘇 等の 地 を 中心として 所謂 江 東の 地 を 占めて 居た ものであるから、 か 

うい はれた ので あるが、 これ は 距離の 遠近 だけ でな く 古 の 航海 は 風と， 會 流と の 關 係に よる ことが 多大で あつたが 爲こ、 

日本と 支那との 交通に は、 この 江 東の 地が 最初に 開かれた 要路であった。 それ は、 今でも 上海に 赴く のが、 最も 便利 

であると 同じ 理由で ある。 それ故に 日本の 使 も 先づ吳 の國に 通じたら しいし、 又吳國 から も 種々 の ェ藝に 達した 工人 

ェ 女な ども 渡した とい ふので あるが、 この 事 は 次の 應祌 天皇 以後の 事ら しいが、 しかし、 その 源 はこの 時に あるから 

ここに も か、 れ たの であらう。 

(又 魏國 itp 通せられ ける と 見えた リ) この 事は魏 志に 見 ゆるので， 旣 にいった。 

(四十 九 年 乙 酉と 云 ひし 年 魏又滅 して 晋の 代に 移リ にき 云々) 魏の 元 帝が、 その 臣司馬 炎に 迫られて、 帝位 を 譲って 滅 

び、 司 馬 炎が 帝位に 上って 武 帝と 稱し國 號を晋 と 改めた ので、 それ は 乙 酉の 年で、 この 攝政 六十 五 年に 赏る喾 である。 

こ  >- に 四十 九 年 乙 酉と あるの は 不審で ある。 乙 酉なら ば 六十 五 年で あり、 四十 九 年なら ば、 己巳で ある^: である。 そ 

の 四十 九 年が、 誤算 か 誤記 かで あらねば ならぬ。 注の 文 は 他の ニ阖の 始末 を 記した ので あるが、 蜀は魏 の 亡びた 年の 

二 年 前 癸未に 魏に 亡ぼされ たので あるから、 この 攝政 六十 三年に あたる。 こ  >- に 三十 年と あるの も誤リ である。 nv 、は 

その 天紀 四年晋 の太康 元年 庚 子に 亡びた ので、 應神 天皇の 十 1 年 庚 子に あたって、 辛 丑 は その 翌年で ある。 

以上 年代の 齟齬が 往々 見 ゆるの は，、 その 用 ゐられ た 年代記に 多少の， IT かあつた のか も 知れぬ • 


n ノ ク ワウ ゴゥ テン 力  チサ  タマ  f- ト 口 ク ジフ ク ネン  イチ ヒャク サイ 

此 皇后 天下 を 治め 給 ふ 事 六十 九 年。 一 百 歳お はし ま t き。 

卷ニ神 功 皇后 
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五 〇 


「第 十五 世」 底 

本脫 す。 他 本 

によりて ふ， 


底本 r 輕島」 の 

下に 「ハ」 あ 

り。 他 本に よ 

WS て 削る。 


(此皇 1!  口 云 *ン この 御 治世の 年数と 御壽 命と は 日本 紀に 依った ものである. 


オン ハへ ジン ゲゥ ク ワウ ゴゥ ナリ 


チウ 


ダイ ジフ ロクダ 1 ダイ ジフ ゴ セィ ォゥ ジン テン ワウ チウ マイ ，マ1 シ  コ， 

第 十六 代 第 十五 世、 鹰神 天皇 は 仲哀第 四の 子。 御 母 神 功 皇后 也 胎 中の 

--ノ ワウ  マ o タ o  ^  .^  テン ワウ  ナヅ タテ マツ  カノ エトラ トシ リク ヰ  ャ マト  カル シマ h ョァ カリ 

天皇と も 又は 蒼 E 田の 天皇と も 名け 奉る。 庚 寅の 年 即位。 大 倭の 輕嶋豐 明 


の宫に まします 

(應神 天皇 は 仲哀第 四の 子) これ は 日本 紀 によった ので ある。 

(胎 中の 天皇と も 又は 譽 田の 天皇と も 名け 泰る) 眙 中の 天皇の 事 は 上に 云った。 譽 田の 天皇 は 古事記に 品 陀和氣 命と ある 

のが、. そのよみ 方 を 示して ゐる。 日本 紀に はこの 夭蛊 の 御 腕に 鈉の 形の 肉が 盛り 上って ゐ たから 名 づけ 奉った。 それ 

は 上古に 鈉 を褒武 多と 云った からで あると いふので あるが、 それ は 誤で あらう とい ふ說が ある。 その 理由 は、 古事記に 

はこの 天皇の 御名 を 「大鈉 和 氣命亦 品 陀和氣 命」 と あるから、 その 鈉の 名に 因んだ 御名 は大 辆和氣 命であって、 猙田 

とい ふの は 何內國 古市 郡譽田 村の 地名で、 そこに この 天皇の 御陵が 在る から 出た 御名で、 鈉の 古名が 「ほむ だ」 であ 

ると いふの は 非で あると いふので ある。 然し、 日本 紀に鈉 の 古語 を ホムダ とわ ざ，/^ 注して ゐ るの を 否定す るの は 

古典 を 私意 を 以て 議す るので 從ひ雞 い。 やはり この 日本 紀の說 を 正しい として、 譽 田の 地名 は、 この 天皇の 御陵が あ 

るから 起つ たと 見るべき である。 

(庚 寅の 年卽 位) これ は 日本 紀 によられ たので ある。 これにつ きて は 議論 も あるが、 こ  に は 略す る 

(大 倭の 輕 6盟 明の 宮) この 遷都の 事 は 日本 紀には 見えないで、 同紀に はたぐ、 この 天皇 崩御の 記事に 「夭 皇^ ュ于^ 宫こ 

と ある だけで ある。 古事記に は 「坐 一一 輕島 之明宮 1 治 一 - 天下 一 也」 と ある。 これらで 見る とこの 宮の名 は 明宫と レ ふの 力 正し 

い 名 かも 知れぬ。 しかしながら、 古語 拾遺に は 輕島豐 明朝と あり、 舊事紀 に は 豐明宮 と あり、 續 日本 紀卷卅 二に 輕島 

赞 明 宫钗宇 天皇、 又卷 四十に 輕島豐 明 靭又仙 覺の萬 葉抄に 引いた 攝津國 風土記に は 「輕. 島 登 阿岐 羅宮御 字 天皇」 と あ 


應 

祌 
天 


五 


「種」 底本 「 樣」 

とせり、 他 本 

によりて 改 

む。 


(比 時 KB 濟 より 博士 をめ し 云々 ソ この 事 は 日本 紀 十五 年に 百濟 から 阿 直 歧と云 ふ 人が 來 たが、 これが 學 問の ある 人で あつ 

たから 皇太子が それに 就いて 學 ばれた が、 その後 更に 阿直岐より 勝った 博士が あるなら ばと いふので 王 仁と いふ 人が 

徵 されて 十六 年に 来朝した。 太子 これに 學 びて、 博く 通 ぜられ たと ある。 こ、 に 太子 以下と あるの は史に 明文 はな t 

が 意 を 以て 書かれた もので あらう。 

(此國 に經史 及び 文 ま を 用 ゐる事 は 一 K々) これ は 古来の 傳說を 書かれた もので あらう が、 然るべき 事で ある。 

(說) こ  >- にこれ を あげたの はわが 國の 文敎の はじめ を說 かれた ので、 又當 時の 治 國の耍 道 はこの 文敎を 基と する もので 

あるから、 これ を 重大 事と して 說 かれた ので ある。 

• 次に はこの 支那の 學 問の 輸入に つれて 日本の 國を 支那の 書に 記して ある ことにつ きての 見識 を 養 ふべ きこと も 載せ 

て ある。 


ィ テゥ イチ ショ  ゥチ  ュ ホン ゴ  タイ ハク  ノチナ リイ  o ひへ,. スカ ヘス  i 

、異朝の 一 書の 中に 日本 は 吳の太 伯が 後 也と 云 ふとい へ り ^々あたらぬ 

コト ナリ  ム カシュ ホン サン カン ドウ- ン ュナリ ィ /1 1U/ 1. IPC  /V かノ  J"  Ji  I クワ^^ば  V  ^  ^  -  ^ba 

lir^r  日本 は 三韓と 同種 也と 云 ふ 事の 有りし 彼 書 を 桓武の 御代に 燒き 

ス  . チリ. ァ ノッチ ヒラ クチ ス サノ チノ ミコト カン チ イタ -.^ マ ， <k  、 1 f 

捨てられし 也。 天地 開けて 後、 素戔烏 尊韓の 地に 到り 給 ひきな と 云 ふ 事 


るから、 登 明宫 とい ふの も 誤で はない、 この 宫の址 ば 高 市 鄱白搔 村 大字 大輕 の內 にある とい はれて ゐる。 

、ナ  、カセ  S ィ-ン  ッタ  タイ シ イタ コ レ  ャナ  ナラ  タマ 

が, ^薪より^  士を めし、 經 史を傳 へらる。 太子 以下 是を學 び 習 ひ 給 ひ 

き。 此國に 經史 及び 文字 を 用ゐる 事は是 より はじまれ りと ぞ。 
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1 s  二 


「用ん ざる」^ 

本 「不 ffl」 に 作 

る。 他 本に よ 

りて か き改 

む。 

「ある」 底本に 

は r.tL る I と 

す、 他 本に よ 

りて 改む 


カレ ラ 


一一 グ -I 


ぺゥ 千 


あれば、 彼等の 國々 も 神の 苗裔な らん 事 あながち 苦み なきに や。 それす 

ムカニ  モチ  コト ナリ ァメッ チノ 力 ミミ スヱ  ョ  ゴ ノ 

ら 昔より 用ゐ ざる 事 也。 天地 神の 御 末 なれば、 なにし か、 代く だれる 吳 


o  o 


3  ノ カタ 


ォホ 


サン カン シン ダン 

太： が 後に は あるべき。 三韓 震旦に 通じてより 以來、 異國の 人 多く 此國 

o  o 

キ クヮ  シン  ス. ェ  カン  スヱ  カウ ライ  ハク サイ  ，ンュ  ハン . ジ， シ ソン 

一 J 


歸 化しき。 秦の 末、 漢の 末、 高麗、 百濟の 種、 それならぬ 蕃人の 子孫 

キタ  シンク ワウ  ミ スェ  コン ラン  ヨリ  シ ャゥシ ロク  ィ  フミ  ック 

も來 りて、 神 皇の御 末と 混亂 せし に 依て 姓氏 錄と云 ふ 文 を 作られき。 そ 

-ーン ミン  トリ  コト  ィ テゥ  t ト ， ココロ マチ/ \  ィ ガク  トモ ガラ  ィ 

れも 人民に 取ての 事なる べし。 異朝に も 人の 心區 なれば、 異學の 輩の 云 

イダ  コ ト  ゴ カン.. ショ  コノ クニ  コト  ァラァ ラシ ル  フガフ 

ひ 出せる 事 か。 後 漢書より して、 此國の 事 をば 荒々 注せる、 符合した る 

コ ト  ァ  マタ  ココロ  コト  ァ  タウ -ジョ  ュ ホン  ク ワウ ダイ キ  力 ミヨ 

事 も 在り、 又は 心えぬ 事 も 在る にや。 唐 書に は 日本の 皇代記 を 神代より 

ク ワウ カウ  一 i ョ  アキラ 力 • 

光孝の 御代まで 明に のせ 


り 


へ 異朗の 一喜の 中に B 本 は 吳の太 伯が 後 也と 云 ふとい ヘリ) この 異朝の 一書と は 何で あるか。 太 卒御覽 に 魏志を 引いて 說 

いて ゐ るが、 今の 魏 志に は その 文がない。 日本 紀纂疏 に は 晋書の 文 を 引いて 論じて 居る が、 恐らく はこ X の 一書と い 

ふの も その 晋書で あらう， 晋書の w 夷 列 傅の 倭人の 條に 「自謂 一 I 太 伯 之 後 こ と ある。 又 北 史の列 傅の 倭 阈の條 にも、 「n 

云 II 太 伯 之 後 こと ある。 梁 書の 諸 夷 列傳の 倭の 條 にも 同じ 樣の 文が ある。 これらで 見る と、 こ の說が 頗る 汎く行 はれて ゐ 

たやう に 見 ゆるが、 よく 見る と、 必ずしも さう ではない。 晋書と いふの は 唐 大宗の 勅撰で あ"、 北史は 唐の 李 延^の 


撰で ぁリ、 梁 * は 唐の 沸思廉 の 撰であって、 いづれ も 大宗の 勅撰で あるから、 その 出 所 は 一 しかない ので あらう。 し 

かし、 同じ 北史の 中に、 隋 の開皇 二十 年に 遣され た 使の 言と して、 「王 以レ： 大笾 1 兄、 以 レ日爲 i 弟」 とい ふ 事 を 載せて ゐ 

る。 これ は陏 香に 載せて あるの を轉 載した ので ある。 かやうな 譯 であるから。 これ は 支那 人が 日本 を さやう に 貶した 

のではなくて、 <ro* にも ある やうな 輕 薄な 徒輦が 古代に も 在って 支那 人に 諂って かやうな 霄を 弄した のが、 支那 人 

に は 快く 瞜 かれた ので、 これ を載錄 して 後に 傳 へたので あらう。 それ は 「自 謂」 の 文字に 目 を 付 くれば、 よく わかる 

箬 である。 

(S 々あたらぬ かやうな 說の事 實に赏 つて ゐ ない 事 は 云 ふまで もない 事で あるが、 こ \ にこれ を 特に ことわられた 

心事 を考 ふると 誠に 凄 傖の感 にうた るる。 昔 も 今 もこの やうな 說を 吐く 徒輩が 多くて、 思想 を混亂 せしめ、 國 家を危 

殆に陷 らしむ るので あって、 所謂 達識の 人 をして、 寸時 も 油 K せしめな いので あるから である。 

(昔 B 本 は 一一 ー鞣 と 同種 也と 云 ふ 事の 有し 彼 書 を 一 K々) 桓武 天皇の 御世に この 事が あつたと いふ 事 は 國史に は 所見が 無い。 

しかし 續杞 は桓武 天皇の 延麼十 年で 終り、 日本 後紀 (四十 卷 のうち 殘存 する もの 十卷) の卷十 n 一まで が、 桓武 1K 皇紀 

であるのに、 これ は、 第五、 第 八、 第 十二、 第 十三の 四卷 だけ 存 して、 他 は 佚して しまったから、 委しい 事 は 分らぬ。 或は 

その 佚した 九卷の 分に 載せあった 事 かもしれ ぬ。 然るに 日本 後 紀の平 城 天皇 大同 四 年 二月 の^に 「倭 漢惣睹 帝 譜圆、 

夭 御中 主 尊 檁爲， 一 始祖 一 至 ,如ュ 魯王、 吳王、 高麗、 漢 高祖 命 等 1 接， | 其 後 S 倭 漢雜糅 敢垢. - 天宗？ 愚 は 迷 執輙誚 _| 實錄？ 諸 

司 官人等 所 JI 皆 進？ 若 有. fe, 情隱 n、 乖， 旨 不レ進 者. -、 事覺之 日 必處. - 重科 ことあって、 同じ 樣の 事と 考 へらる る。 弘仁私 

記の 序に 「更 有， 一 帝王 系阖 一 天孫 之 後 悉爲， 一 帝王 一而 書 云 或 到. - 新羅 高麗 一 爲. -國王 一 或 在-民間 一 爲_ー 帝王 i 有。 き玆 延曆 年中 下レ符 

令 _| 諸國 一 令レ焚 レ 之 而猶在 民間 一也」 と あるから 延曆 中に その 事の 在った と いふ ことに 疑がない。 さやう にして 考 へて みる 

と、 日本 後紀第 八の 延藤 十八 年 十二月の 勅 ありて 來年 八月 を 期限と して 天下に 布告して 本 系 帳 を 進ら しめられた 事が 

見 ゆる。 それらの 時に 上述の 事が 行 はれた か、 或は 燒き棄 てなければ ならぬ 樣な 不都合な のが 在った から、 その 調査 

を 廣く行 はるる やうに 至った か 二者の 一 を 出ないで あらう。 

(天 地 M けて 後 *戔 烏 藤韓の 地に 云々) これ は 日本 紀の 一書に 「素 戔嗚尊 帥， 一 其 子 五十猛 神 一 降-一到 於 新羅 國 一 居-一 曾 戶茂梨 之 

處こ と あり.、 又 五十猛 神が 韓國 から 木 種 をと リ 返り 紀 國に植 ゑら れ たとい ふ 事な ども あるの を さして、 かやうな 國で 

あれば、 それらの 國々 が、 わが 國の 神の 子孫で あると いふの はさして 大事と いふ 程で もない と 思 はるる が、 それさへ 

卷ニ應 神 天皇  1 五 1 ェ 
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も 昔から 採刖 せられない 事で あると いふので ある。 

(天地 神の 御 末な れぱ 云々) わが 國は 天地開闢の 神の 御 末で ある 事 は上來 述べた 所の 如くで あるから、 何の 故に か、 後世 

の 吳の太 伯の 子孫で あるべ きか。 さやうな 譯 はない とい ふので ある。 

(三韓 驟且に 通じてよ リ以來 云々) この 事 は事實 であって、 下にい ふ 姓氏 錄を 見れば、 その 數も少 く はない と 云 ふ 事 を 知 

るので ある。 秦始皇 の 末と いふの は秦 沽禰、 秦忌寸 などが 著しく、 又秦川 勝な どい ふ 人が ある。 漢の 高祖の 子孫と いふ 

の は 有名な 文 宿禰、 文忌寸 で、 王 仁の 子孫が それで ある。 又 後 漢の靈 帝の 子孫 も 頗る 多い が、 その子 孫 中で 著しい のが 

扭上 氏で 田 村 麿な どが その 血統で ある。 高麗 王の 孫で は 高麗 福 信が あり、 百濟 王の 子孫で は 後の 大內 義隆 などが ある。 

(それならぬ 蕃人の 子孫 も來 りて 云々) その外の 外國 人の子 孫の 事 も 姓氏 錄を 見れば、 古代の さまが 一 通 見ら るる。 姓氏 

錄は嵯 ^天皇の 弘仁六 年に 勅命が 在って、 萬 多 親王 藤 原圚人 等が. 撰錄し 上った 書で、 畿內 に籍の 在った 諸氏 をば M 別 

神別蕃 別の 三 稗に 區 分して その 系統 を 正し 錄 した 書で、 三十 卷ぁ リ、 今も傳 はって ゐる。 この 書の 序の 中に 「三韓 蕃 

賓稱 日本 之 神 胤 こ とい ふ ことがあ リ、 又 この 撰錄 は桓武 天皇の 御 志を繼 がせられ たので あると 見 ゆる。 それ は 上に あ 

げた 延曆 十八 年 十二月の 勅に 見えた 事 を さした ものと 思 はるる。  - 

(W れも 人民に 取ての 事なる べし) 三韓 震旦 等の 人々 の 子孫が 日本人の うちに 混じて あると いふ こと は 否定の 出来ぬ こと 

で、 姓氏 錄の 編纂 も 起った ので あるが、 それらの 事 も、 日本 臣民に つ いて 起った 事で、 皇室の 御 血統に 關 係して いふ 

事で はない との 意。 

(異朝に も 人の 心區 なれ ぱー K 々ン この 倭が 吳太 伯の 後と いふ 事 は 支那 人の 云った 事 だと 撰者 は 謂って 居らる るが、 「自 謂」 

と ある 以上、 わが 國 人の いひ 出した 事 かも 知れない こと は 上に 述べた。 

(後 澳^ ょリ して 云々) 支那の 正史で わが 國の事 を 記した の は 前に も あげた 樣に、 後 漢書 を はじめと して、 殆ど 代々 の 正 

史に宽 々と 記して あるが、 その 內には 事赏に 一 致した 事 も あり、 又 合點の 行かぬ 事 も 在る とい ふので ある。 その 事實 

共 を 一 々はこ 、にあ * くる 事 は出來 ぬから 今 は 省 X。 

(唐 書に は B 本の 皇代記 を 神代よ リ 光孝の 御代 まて 明に のせた リ) 唐 書に 舊新ニ 書 あるが、 こ X は 新 唐 書 を さす。 新^^ 

は宋 代に 編纂した もので、 本紀、 志、 表 は 歐陽修 が 撰し、 列傳は 宗祁の 撰した ものであるが、 その 柬夷列 傅 中、 日本 

の 傅が ある。 そこに 「其 王 姓 阿每氏 • 自言初 主號ー 一天 御中 主 一至 一 | 彥激 一 凡 三十 二世 皆以， 尊 爲レ粒 居 一一 筑紫 城？ 彥瀲子 神武 立 • 
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更以 一一 天.：^ き狨 徙 一-居 火 和洲？ (中 a? 次 文德、 次 蓆 和、 次 陽 成、 次. 光孝 直 一-光啓 元年 こと ある。 光啓 元年 は 唐の 僖宗 

の^ 1 で、 わが 仁 和 元年で 光孝 天皇の 即位 第二 年で ある。 さて この 記事 は 誤がない とも 言 はれぬ が、 大體は 事實に 合し 

てゐ るので ある。 これらが、 前に 「符合した る 事 も ぁリ」 といった うちの 最も 確かな 部分で ある。 それで これ を 例に 

あげられ たの であらう。 


コ ノォュ <r  3  » ^う VTT-  メ  ィ、、 ,,  一 メメ， 、-  う 1  ■>  '  ，-  ノ  ^  4  > 

さても 此御 時武內 大臣 筑紫を 治めん ために 彼 國に遣 はされ ける 比 弟の 

ョ  スデ  ッヰ タウ  ダイ. ジン  ャッコ マネ n  ィ  J ト 

依りて、 旣に 追討せられ し を、 大臣の 僕眞 根子と 云 ふ 人 あり かほ 

んィ ジン  -ー  ァ t  チウ  タイ. ジン シノ  ミヤ n  ノ^  t ト， ガ 

形 大臣に 似たり ければ、 相 か はりて 誅 せらる。 大臣 忍びて 都に 上りて 科 

ヨシ  アキ  * シャ， リ コ シン レイ ア^. ジ ナホ 

なき 由 を 明らめら れ にき。 上古 神靈 の主猶 かかる あやまち まし/^ しか 

ば、 末代 爭 かつつ しませ 給 はざる べき。 


-キ タケ ゥ チノ ダイ ジン ック 


す トウ. 


ザン 1 

カタ チダ イジ ン 


(さても 此御 時武內 大臣 云々 斜 なき 由 を 明らめら れ にき) こ の 事 は 日本 紀 この 天皇の 九 年の 紀に 記して ある 事 を 要 を あげ 

たので ある。 その 弟と いふの は 甘美 內宿禰 である。 眞 根子 は 壹伎^ ^根子と いふ 人で あるが、 この 人 は 武內宿 翻の. ト 

僚で はあった が、 僕と いふの は 稍 違って ゐる であらう。 

(神靈 の 一王.) 神霊に まします 主上と いふ こと。 この 天皇 八幡 大 神と あら はれました によって 神靈の 主と 申した ので あらう 

(說) この 末の 上古 神霊の 主 云々 と ある の は 上古 神霊の 主で まします 天^に もな ほか やうに 讒を 信じて 忠臣 を誅 せう とせ 

られ たやうな 御 過失が ある ことで あるから、 これに 鏗 みて、 末代の 帝王 は愼 みたま はずして は あるべからず と 御 訓誡 

にわた る xj と を 注意した ので、 かくの 如き 所で、 著者の 用意の ある 所 を 窺 ふべき である。 
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テン ワウ テン 力  チサ  タマ  コト  シ 、ジフ イチ ネン  ヒャ クジフ イチ サイ 

天皇 天下 を 治め 給 ふ 事、 四十 一年。 百 十一 歳お はし ましき。  . 

(天皇 天下 を 治め 給 ふ 事 四十 一年) これ は 日本 紀の傳 である。 

(百 十 一康お はし ましき) これ も 日本 紀 によられ たものと 思 ふが、 流布本に は 「時 年 一 百 一十 歳」 と ある。 但し 永享 本に 

はこ、 の 通り 百 十 一 歳と あるし、 本紀 によって 推算して もさう であるから、 流布本 は 誤って ゐ るので ある。 古事記に 

は 百 三十 歳と 傳 へて ゐる。 

(說) 以上で 應祌 天皇の 御世の 記事 は 終へ たので あるが、 この 天皇が 後に 八幡 大神 として 現れ まします によって、 事の 次 

手に それ を 述べられ たのが、 次 節で ある。 而 して それから それと、 治 國の要 道にまで 話 は開展 して 行く。 


「あり」 底本 

「在」 とす 他 

本に よりて 改 


テン ワウ 


ァラハ 


タク シ 


ゴ ノクュ t シ カタ ノィケ 


- n  P ァー 


欽明 天皇の 御代に 初めて 神と 顯れて • 筑 紫の 肥後國 菱形 池と 云 ふ 所に 顯 

タマ  ヮレ  ュ ン ワウ ジフ P ク ダイ ホ ン ダ ノヤ ハタ マル ナリ  タマ  ホンダ  モト  ミナ  ャ 

れ給 ふ。 我 は 人皇 十六 代譽田 八幡 丸 也との 給 ひき。 譽田は 本の 御名、 八 

ハタ  スィ ニヤ ク  ガウ チリ  シャ ゥム テン ワウ トウ タイ ジ コン リフ  ノチジ ユン レイ  タマ  ヨシ タク セン 

幡は 垂迹の 號也。 聖武 天皇 東大寺 建立の 後 巡. 鱧し 給 ふべき 由詫宣 ありき。 

.  o  o 

ヨリ  ヰギ  ト， ノ  ムカ  マチ  マタ シン タク  ゴ シ ュッケ  ギ  ャガテ カノ テラ 

仍て 威儀 を 調へ て迎へ 申さる。 又 神 詫 ありて 御 出家の 儀 ありき。 纏 彼 寺 


ナホ チヨ ク シ 


ゥ サ 


マ ヰ 
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に勸 請し 奉らる。 され ども 猶 勅使な ど は 宇佐に 參 りき。 淸 和の 御 時 大安 
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寺の 僭行敎 宇佐に 詣 でたり しに 靈告 ありて 今の 男 山石淸 水に 移ります • 

シカシ m リ コノ カタ ギヤ ゥ カウ ホウ ヘイ  ィ ハ-シ ミヅ  イチ ダイ イチ ドウ サ  チヨ クニ  タテ マ ッ 

爾來 行幸 も 奉幣 も石淸 水に あり。 一 代 一 度 宇佐 へ も 勅使 を 奉らる。 


(欽明 天皇の 御代に 云々) これ は、 八幡 大 神の 現れ 給うた こと を 記した ものであるが、 直接に 據られ た 典據を 知らない。 

扶桑 峪記 にも 似た 記事が、 欽明 天皇 三十 二 年の 倏に 出て ゐ るが、 それに は 「出 彼緣記 文」 と あろから 宇佐 八幡 铢起 によ 

つたと 思 はるる が、 ここ も、 さう かも 知れぬ。 然しながら それに は 「我 者是醴 日本人 盘第 十六 代譽 田廣幡 八幡 麿」 と 

あって、 

(我 は 人皇 十六 代！ » 田 八幡 丸 也) と は 見えぬ。 二十 二 社 本緣の 石淸水 事のう ちに は 「垂跡 之初ハ 我お 眷田乃 八 播丸奈 利 登 勅 

之 耠志禽 W 八幡 《 "新 申 也」 と あるが、 この やうな ものからの 影馨が あるので あらう。   

(卷田 は 本の 御名、 八幡 は 垂迹の 號也) この 說明は 二十 二 社 本緣の 石淸水 事のう ちに 「眷田 a 往昔 乃御號 八幡 糊 和 光力 御稱 

也」 と あると！： じ い。 これ は 八幡と いふ は 神と して あら はれ 耠ふ 方の 名で あると いふので ある。 垂 u. は.^ 地と 對 す..^ 語 

で 佛敎が 神道に 習 合しよ.. うと し 術語で ある。 即 ぢ本 地た る佛 £m が、 ある 方便の 爲 に此 世に 迹を 垂れて 穂々 

の 身 相 を 現す るの を いふ。 

(聖武 天皇 東大寺 建立の 後 云々) この 事は績 日本 紀卷 十七に 天平 勝寶 元年 十 1 月に 「八幡 大神 託宣 向， 京」 と ぁリ、 十二月に 

京に 着き 給 ふと あるが、 その 時には 參議石 川 朝臣 年 足， 侍 從藤原 朝臣 魚 名 等 を迎神 使と し 兵士 百 人 以上 を 以て 迎へ奉 

リ、 更に 京に 入りた まふ 時には 五位 十 人、 散 位 二十 人、 六 衞府舍 人 各 三十 人 をして 迎へ させられ たと 見 ゆるが 「於 一一 宫南 

梨原宫 一 造 一一 新 殿 一 以爲 一一 神宮 こ- と 見 ゆる。 而 して 東大寺の 大佛の 造 立の 成功した の は 八幡 大 神の 神助で あると いふ こと 

は績 日本 紀 その他 諸 書に 見 ゆるので、 この 神と 大佛と は 深い 關 係が あるので ある。 

(又 神 詫 あ リて御 出家の 儀ぁリ き) これ は 八幡 大 神が 受戒 あらせられた 事 をい ふので あるが、 その 事 は 宇佐 八幡 宫緣 起に 

見えて、 天平 二十 年 九月 一日に 託宣が あつたと ある。 

(醸 彼 寺に 勸 請し 奉らる) これ は 東大寺 鎭 守の 八幡宮で 今 手 向山 神社と 申す の を さすので あるが、 これ はこの 神が 最初 上 

京せられ た 時に 梨 原宫の 南に 營 まれた 神宮と いふの がそれ であるが、 後大佛 殿の 東南に 移" 建 長 二 年 更に 移づて 今の 

處に 鎮められ たので ある。 

(され ども as 勅使な ど は 字 佐に 銮リ き) この 事 は 有名な 和氣淸 麿が 勅使と して 宇佐 祌宮に 神託 を 請 ひに 赴き、 復命して 皇 

某 を 萬 世に 動きな くした 事 を はじめ、 累代、 八幡宮への 重大 事件の 奉告 祈念 は その 本た る 宇佐 八幡宮に 奉られた ので 

ある。 
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底本 「神」 の 下 

に 「プ I あり、 
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(滴 和の 御 時. 大安 寺の 僭行教 宇佐に 詣 てた リ- しに 云々) これ は 男 山 石淸水 八幡宮の 起源 を 云 ふので あるが、 その 事 は 石 

^水 八幡宮 護 國寺 略記に 見 ゆる。 

(爾來 行幸 も表幣 も石涛 水に ぁリ) 男 山への 行幸 は阒融 天皇の 天 元 二 年 三月 廿 七日に 在った のが 始めで、 それから 後屢々 

行幸が あつたが、 白 河 天皇の 承 保 三年から 毎年 三月 を 以て 行幸の 期と 定められ、 恒例と なって、 この 記の 出來 た^ま 

では 行 はれて ゐ たので ある。 又 奉幣 も 歴代 頻繁に 行 はれた が、 朱 雀 天皇の 朝、 平 將門藤 原 純 友の 亂 ありし 時の 御 祈願に 

よって、 亂平 ぎて 後天 慶五ギ 四月 二十 七日に 臨時 祭 を 行 はれた が、 圆融 天皇の、 天 祿ニ年 三月 八日に その 祭 を 再興せ 

られ てから この 臨時 祭が^ 年の 恒例と なって、 所謂 南 祭と 云て 重大な 儀式の 一 となった。 これ は 南北朝の 戰亂 中も^ 

えな か つたので ある。 

(一代 一 度 字 佐へ も 勅使 を 奉らる) この 一代 一 度の 宇佐 勅使 は 御 即位 毎に 行 はれた もので 和氣淸 麿の 復奏 事件 以後 恆 例と 

なり、 主として 和氣 氏の 人 を 以て その 使に 充てられた。 これが 所謂 宇佐の 和氣 使であって、 この 正統 記 撰述の 時に も 

勿論 行 はれた。 これ は 和氣淸 麿が 皇基を 安くし 奉った 事と 深い 關 係が あるので 重大な 事で あるが、 中 ^絶えた の を 文 

化の 顷 から 再興 せられて、 六十 一年 目每に 奉幣せられ、 大正 十二 年 は 正に その 事が 在るべき であって 行 はれなかった 

の は 如何なる 理由で あるか。 草莽の 間に 在る ものに は 窺 ひ 知る 事 は出來 ぬが、 確かに 聖代の 1 不祥事であって 誠に 殘 

< ふな 事と いはねば ならぬ C 

(說) 以上 八幡 神の 事赏を 大略 述べた から、 これから、 その 神の 誓 を 述べよう とする ので ある。 
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昔 天孫 天下り 給 ひし 時 御供の 神、 入 百万 在りき。 大物 主の 神隨 へて、 天 
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へ 上れり しも 八十 万の 神 7J い へ り。 今まで も 幣帛 を 奉らる ゝ神 三千 餘座 
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也。 然るに、 天 照 大神宮に 並びて、 二 所の 宗廟と て 八幡 を 仰ぎ 申さる ゝ 
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とた ふとき 御 事 也。 八蹯と 申す 御名 は 御 詫宣に 
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ノ シ ュ シャ ウテ ゲダッ スル n ト チ エタ リコ ノュ ヱ-一 ハチ マ ンダ ィ、 ポサヅ ト ガウス 

，解，， 脫苦 衆生； 故， 號 A 幡大 菩薩： 

ハチ シャゥ  ナイ テン  シャ ゥケン シャゥ シュヰ  シ ャゥゴ  シャ ゥゴフ シャゥ ミヤ ゥ シャゥ シャゥ ジン ミヤ ゥヂ ャゥ. 

と あり。 八 疋とは 内典に、 正 見、 正 思惟、 正 語、 正業、 正 命、 正 精進、 正定、 

o  o  o  o  o 

シャゥ ヱ コレ "チ シャ ウタ ゥ ィ  ォホ m  F-np シャゥ  シンク  オノ ヅ カラ キヨ  サン ゴフ  ョコシ マ 

正 惠是を 八 正道と 云 ふ。 凡そ 心 正 なれば、 身 口 は自淸 まる。 三業に 邪な 

十ィゲ シン シャゥ  ショ ブッシュ ッ セ ホン ク ワイ  シン メイ ス イシ ャク マ タコレ タメ 

くして 內外眞 正なる を諸佛 出世の 本懷 とす。 神明の 垂迹 も 又 是が爲 な 

3 マタ ハチ ハウ ャ イロ ハタ タ  コト  ミツ ケゥ ナラ匕 サイ ハウ アミ， タ サ 

るぺし 又 入 方に 八 色の 幡を 立つ る 事 あり。 密敎の 習、 西方 阿 彌陁の 三 

マ ャ ギヤ ゥナリ  ソノ ュヱ  カウ ケ ゥクヮ シャゥ  ミ ダ サン ヅン  カタ チ  ミ  タマ 

昧耶形 也。 其 故に や、 行 敎和尙 に は 彌陁三 尊の 形に て 見えさせ 給 ひけり。 

ク， ヮ， ^：^: ゥへ  <  チャウ ダイ  チ トコ ャマ  アン や  マヲ 

光明 袈裟の 上に うつらせ まし，^ ける を 頂戴して、 男 山に は 安置し 申 

o  o  o  o  . 

、ン-  メイ  ホン チ  ィ  n ト  タシ  タグ ヒォホ  ダ イボ サノ 

しける とぞ。 神明の 本 地 を 云 ふ 事は燧 かならぬ 類 多 けれ^も、 大 菩薩の 

オ^/.) ^ゥ ム "シ  アキラ  ショ^ n  ァ ルイ マタ ムカ シリャ ウジ ユウ セン 二 オイ テ  メゥ 

應迹は 昔より 明かなる 證據 おはします にや。 或は 又 「昔 於， ー靈鷲 山， 說，， 妙 

ホケ キヤ ウテ トク  ァ ルイ -t  口 クナリ  ダイ ジ ザ イワ ゥボ サ ッ十リ  - タク セン  タマ  Jv 力  〔チ 

法 花 經，」 ごも 或は 彌勒 也と も大 自在 王 菩薩 也と も 詫 宣し給 ふ。 中に も 八 

シャゥ  ハタ  タ  ハチ ハウ  シュ ジャゥ  サイ ド  タマ  ホン セィ ョク ,、 ォモ  イリ ッ カウ マノ 

正の 幡を 立てて- 入 方の 衆生 を濟 度し 給 ふ 本 誓 能 々思 ひ 入て 奉るべき に 


や 
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(昔 天孫 天下 リ給 ひし 時 御供の 神 八百万 在 リきー K 々今 まても »帛 を泰ら る > 神 1= 千餘座 也) これ はわが 國に 多くの 神々 ま 

します 事 をのべ たので ある。 八 百 萬 神と いふ 事 は、 跺 詞ゃ 古典に 屢見 ゆる 所で あるし、 大物 主神が 八十 萬 神を颌 して 

皇孫 を 守り 奉る こと も 前に 述べて ある。 今まで 幣帛 を 奉らる \ 神と いふの は、 延喜 式の 神 名 帳に 登錄 せられた 神が す 

ベて 三千 1 百 三十 二 座で あるの を さ 、れ たので ある。 

(然るに 天 照 大神宮に 並びて 二 所の 宗應 とて 八幡 を 申さる $ ことい とた ふとき 御搴 也) これ は その 數 多い 神々 のうちで 天 

照大 神の 絶對 至尊で まします こと は 申す まで もない が、 この 大神宮に 並んで こ の 八幡 大 神が 二 所 宗廟と 云 はれて 仰ぎ 

奉られて ゐら るるとい ふの は 非常な 事で あると いふので、 八幡 大 神の 御 事 を これから 特に 申して 見ようと する ので あ 

る。 二 所の 宗廟と いふの は 伊勢 八幡の 二 神宮 を さすので あるが、 伊勢神宮 を 宗廟と いふ こと は旣 にあげた。 八幡 を宗 

廟と いふ 事 は 廿ニ社 本緣中 石淸水 事の 條に 「淸和 天皇 御宇 貞觀 年中？ 自， 是擬 一一 之 天 宗廟 一仁 被 献 一一 官幣 I 乎」 とい ふ 所 か 

ら後 漸くに 生じた 事で あらう が、 大江匡 房の 宮峰宫 記に は 「本國 之 宗廟 也」 と ある。 二 所 宗廟と 云 ふ 事 は 本書の 外、 

拾 芥抄に 「兼璺 注進 云 宗廟 事大 神宮 石 淸水御 事 也」 と あるが 卜 部 兼訾： は 親 房 卿と 略 同時の 人で ある。 八幡 愚 童 訓には 

第二 宗廟と 云って ゐる。 

(八幡と 申す 御名 は. 御 詫宜に 云々) この 託宣 は、 二十 ニ瓧 本緣 にも 見 ゆるが、 宫寺 緣事抄 によると、 光仁 天皇の 皇子 勝 尾 

寺の 開基の 開 成 皇子が 寫趑の 時に 衣冠の 人が あら はれた に對 して 誰 人 ぞと問 奉った 時に 偈を 以て 答 へられた とい ふ、 

その 偈 である。 その 意 は 「得道して よりこの かた 法 性 を 動かさず、 八 正道 を 示して 權迹を 垂れ、 皆、 苦の 衆生 を解脫 

する こと を 得た リ。 故に 八幡 大 菩薩と 號す」 とい ふので あるが、 これ はもと より 垂迹 說 によって 說 くべき もので 純 神 

道で はない が、 しかし、 全く 無意味で は 勿論な く、 相當に 深い 精神が こもって ゐ るので ある。 このうち 主 耍な點 は 撰 

者 自身の 說 明が あるから、 こ、 に はいふ 必要がない が、 要するに 八幡の 號は 八の 幡を 以て その 本 懷の標 幟と したから 

起った 名稱 で、 その 八の 幡は八 正道 を 示す ものであるから、 八幡 大 菩薩と いふ 號は、 八 正道の 具象 化した ものと いふ 

べきで ある。 それ故に 次に は 八 正道 を 主として 說 いて ゐる。 

(八 正と は 云々 是. を 八 正道と 云 ふ) 八 正道と は俱舍 諭に 出て ゐる 道德 修行 上の 名目で ある 。大蔵 法數に 曰 はく 「八 正道、 謂 

此八 法不， 侬， I 偏 邪 一而 行 故 名爲レ 正。 復能通 至， i5H 槃 一 故 名爲， 道。 一、 正 見、 謂 人 修., 無 漏 道 一 見， 1W 諦 一 分明、 破 外道 有無 等 

穂 種 邪見 1 是 爲., 正 見？  二、 正 思惟、 謂 人 見， 1 四諦 1 時、 正 念 思惟、 觀察篝 量、 令. -觀增 長 T 最爲 正^ 惟？ 三、 正 詰、 謂 人 


以- 無 漏智漦 i 常攝. "口 業 T 遠-離 一 切 虚妄 不實之 R 是爲- 正 語？ 四、 正業、 謂人以 _1 無漏智 蒹ー 修-- 攝其心 一 住-於 淸淨 正業 I 

蹄-除 一切 邪 妄之打 r 是爲 _| 正業？ 五、 正 命、 謂 出家 之 人、 赏 離-五 種 邪 命 利 養 - 常以 _| 乞食 1 自 * 活其 命/ 是爲 _- 正 命？ 六、 

正 精進、 不& 名お、 無 名 レ 進、 謂 人 勤- - 修戒 定蒹之 道？ 一  心專精 無， 有-間 欲？ 是 名- - 正 精進？ 七、 正 念、 謂 人 思. -念戒 

定禁正 遒及五 停 心 助 道 之 法 1 堪&進 至-涅槃 f 是 名-正 念 一八、 正定、 謂人攝 &散亂 - 身心 寂靜、 正 住- 1 眞空 之理- 決定？ 移 

是 名-一正 定？」 と ある。 八 正道と 名づ くる は、 この 八の 法 は 偏らず、 邪なら ず、 中正に して、 之 を 行へば 涅槃に 至る 道 

の義 で、 出家 修行の 善と 世間 道德の 善と を 含んで ゐる。 本書の は 名目が 少しく ちが ふ。 次に その 耍を 示す。 

正 見 正 善なる 見解の 義で、 苦集滅 道の 四諦 の理、 因果 應 報の 理法 等 を 信ずる こと。 

正 思惟 . 正 善なる 思慮 分別の 義、 四 諦 等の 理に 明かな 上に、 更によ くその 義理の 存 する 所 を 思慮 分^す る こと。 

正 語 正 善な 言語の 義で、 惡 業と なるべき 1 切の 語を發 せぬ こと。 

正業 正 善な しわざの 義で、 殺生、 偸盜、 邪姹 等の 行爲 をせ ぬ こと。 

正 命 正 善な 道に 依って 生活す る こと。 

正 精進 正業 正 命 を 行 ふ爲に 勇猛心 を 起して 精進す る こと、 即ち 未 發の惡 を 防 ざ 末生の 善 を 助長す る こと • 

正定 心 を 寂静の 境に 止めて 亂散 せしめぬ こと。  ， 

芷惠 (養) 眞智を 起して 正 法 を 思念す る こと。 

(凡そ 心 正 なれ ぱ身ロ は自涛 まる) これ は 上の 八 正道 を耍 約して 云った ものである。 この 身體と 言語と 心意と でな す 作業 

を、 三業と いふ。 

(三業に 邪な くして 內外眞 正なる を諸佛 出世の 本懷 とす) 1 切の 諸佛が 衆生 を 敎化濟 度せ むが 爲に 人間 世界に 出づ ると こ 

ろの 本来の 目的 は この 八 正道に あると いふので ある。 

(神明の 垂迹 も 又 是が爲 なるべし) 神の この 世に あら はれた まふ 本懐 も それと 同じで あらう とい ふ。 これ は 即ち 本 地 垂迹 

說 の赏然 導き 至るべき 點 である。  • 

(又 八方に 八 色の 幡を 立つ る寥 ぁリ) 佛敎の 道場、 灌預の 戒壇の 上に 八方に 八 色の 幡を 立つ る 事が ある。 それ は柬 方に 白色 

束 +E に.^, 色、 南方に 黑色、 西南に 烟色 • ゆ 方に 赤色、 西北 方に 靑色、 北方に 黄色、 東北に 赤 E 色の 幡を 立つ る 事に な 

つて ゐ るが、 それらの 幡の形 は顯敎 では 頭 首 は 三角形で あるが、 それ は 佛智を 表し、 地體は 四角形の もの 三箇 である 

卷 ニ應祌 天皇  1 六 1 
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が、 それ は、 大定、 智、 悲の 三德を あら はし、 左右に 八の 手が 下って ゐ るが、 それ は 八 正道 を あら はし、 その 手が 各 二 

枚から 成って ゐ るの は 自利 利他の ニ義を 表した もので、 足が 四 あるの は 四 神 足 を あら はすと いって 居る。 そこで これ 

らの幡 が、 八 正逍の 表示で あると 見ら るる 譯 になる。 

(密教の 習、 西方 阿 彌陀の 一一 一 昧耶形 也) 密敎は 眞言 祕密 の敎 にして、 それに 對 して 他の 宗派^ 顯敎 とい ふ。 密敎 では 三昧 

耶形 とい ふこと をい ふ。 これ は佛が 衆生 化 益の 爲に 種々 の 本 誓を發 し、 その 本 誓に 依りて 各々 現ずる 所の 諸^ 所持の 

器 仗、 印 契 等の 形 をい ふ。 その 三 眛耶形 を圆に 配した 曼荼羅に 於いての 西方 阿 彌陀佛 の 三昧 耶 形が、 幡 であると いふ 

の であらう。 

(其 故に や 行 教和尙 に は 見えさせ 給 ひける) 行 敎は武 內宿禰 の 末裔で 紀兼弼 の 子で あつたが 出家して 大安 寺に 住して ゐ 

た。 ^觀 元年に 宇佐 八幡宮に 1 夏 九十 日の 間、 晝夜參 籠して 祈請した 時に 八幡宮が 阿彌陀 如來の 形で あら はれ 給うた 

とい ふので あるが、 それ は 二十 二 社 本 緣に傳 ふる 所で ある 「淸和 天皇 貞觀 年中 大安 寺 僧 行 敎參詣 シ天彼 乃 夏 九 旬 

乃 間 叮嚀 仁 奉 シ仁法 施 1 大 菩薩 感應シ 天 阿彌陀 一一 5 乃 形 仁 S 化 現 之 多 „?」 と ある。 陀三 尊と は 本尊 阿彌陀 如来と その 脇 侍の 

觀世音 菩薩と 大勢 至 菩薩と を 云 ふので あるが、 これ は その 祭神が、 八幡 大 菩薩と 比 賣祌と 大帶姬 との 三 座で あつたか 

ら であって， 石^水 八幡宮で は 古 は その 本 地 佛を中 御前 何 彌陀、 東 御前 觀音、 西 御 i 勢 至と 傳 へて 來 たので ある。 

(光明 袈裟の 上に うつらせ ま、 しくけ る を 云々 男 山に 云々) この 事 も 二十 二 社 本 緣に見 ゆる。 かやう にして 男 山の 石淸水 

八幡宮が 出來 たので ある。 

(說) 以上 は 八幡 大祌 が、 宇佐に あら はれた まひ、 男 山に その 別宮 が出來 るまでの 事 を 叙した ので あるが、 これから その 

八幡 宫 垂迹の 本懷を 述べて 王者の 參考に 供しょう とする ので ある。 

(神明の 本 地 を 云 ふ搴は 云々) 本 地 垂迹の 說は元 來佛敎 者が、， その 布敎の 方便と して わが 神と その 佛とを 融合せ しめよう 

とい ふ 事から 起った ものであるから、 たしかで な いのは 當然 である。 撰者が これに 論及した の は、 さすがに 佛 敎心醉 

家で はない と 批評すべき である。 しかし、 この 八幡 大 菩薩 は、 元来が わが 國の "大 皇の 垂迹で ある ことで 他の 場合と は 

^なる 譯 であるし、 又 昔から 明かな 證據 がお ありになる やう だとい ふ ので あるが、 述者は その 證據が 何で あるか を 未 

だ 知らぬ。 應迹 は應現 垂迹の 約で あらう。 應 現と は佛 菩薩が 衆生の 幾に 應 じて 身 を 示現す る ことで ある。 

(或は 又 云々 詫 宜し 給 ふ) こ の うち 「昔 於黧 驚山說 妙法 花經」 と い ふ の は 本 地が 釋迦佛 であると い ふ 事になる の^あるが、 


宫寺綠 事抄に 載す る芷宫 碑文に 「^於-一透 鷲 山 一 說 一一 妙法 花鸫 一^^度 一一 衆生 一 故、 示, 一 現大 菩薩 こ とも 見え、 又 正宫柱 虫食 文 

にも 略！ E 樣の 文が あって それ は 明かに 本 地が 釋迦佛 であると いふ 事 は 八幡 宇佐 {S 御 託宣 集に も 見 ゆるし、 元慶 元年 

十一月 十二 日の 託宣で あると 載せて ゐる。 又 本 地が 彌勒 であると いふ 事の 文献 は 未だ 見ない が、 宇佐 八幡の 神宮 寺が 

神託に 依って 彌勒を 本尊と して 彌勒 寺と 稱し、 又 各地に も 八幡宮に 緣 故の 在る 彌勒 寺が 少 くない。 それ故に 彌 勒が本 

地で あると いふ 信仰 も 生じて ゐ たので あらう。 又大 s 在 菩薩と いふの は^ 國^ 驗 威力 祌通大 自在 菩薩と いふ 稱號の 略 

であるが、 この 號は 八幡 宇佐 宫 託宣 集に よると、 當 初からの 御名の 樣で， あるが、 東大寺 耍錄卷 四に 引いて ゐる弘 仁 六 年 

十二月 十日の 太 政^ 符 によれば， これ は天應 年間に 護國^ 驗 威力 神通大 菩薩と いふ 尊號を 上られた。 これに 和^ 淸麿 

が署前 守で ある 時に、 かの 雜國 の大 託宣が あった 事に よって 上らる る やうに 取 計った ものと 思 はるる が、 延曆ニ 年 五 

月 に 託宣が あつ て 昔 名是大 自在 王 菩薩 云 々とあった によって 奉られた ものである ことが 明に 知らる る。 

(中に も 八 正の 幡を 立て. * 云々) 上の 樣に 種々 の 本 地說も ぁリ、 又 祌號も あるが、 その 中に もへ 幡の號 は 八 正の 幡を 八方 

に 立て、 以て 八方の 衆生 を 正しい 道に 導き 給 ふとい ふ 本 誓 をば、 國民 たる 者 はよ くく 深く 思 ひ 慮り 奉って、 

逍を ふみ 違 へぬ やうに すべきで あると いふので ある、 - 

(說) 以上 八幡宮の 事より 八幡の 名義に 及び、 轉 じて 八 正道 を說 き、 再轉 して 國民の 正の 道 を 守るべき を說 く。 これによ 

つても 撰者が 佛 說に溺 る、 愚人で なく、 經 世の 達人であった 事が よく 窺 はるる。， 

さて これから 前に 二 所の 宗廟と いった その 因み と、 こ、 に 正道 を說 いた 緣と によりて、 天照大神の 敎を說 かう とす 

るの が 次 節で ある。 

アマ チ ？ スォホ ミカ ミ  タダシ ャ ゥヂキ  i ココ P  タマ  ジン キヤウ  ッタ  n ト 

天照大神 も ロハ 正直 をの みぞ 御 心と し 給へ る。 神鏡 を傳 へまし くし 事の 

ォ 1.". サキ  ハべ  マタ ィゥ リャク テン ワウ 二 ジフ 二 ネン  フユ ジフ イチ グヮヅ ィ セ  ジン グゥ 

起 は 前に もしる し 侍りぬ。 又 雄 略 天皇 一 一十一 一年の 冬 十 一 月に 伊勢の 神宮 

-ー ヒ十メ  マツり ョ フ  ヒトビ トマ 力  ィ  ノチ  カンヌ， ン モノ イミ ドモパ カリ ト S マ 

の 新 甞の祭 夜深けて かたへ の 人々 返り 出で て 後、 神主 物 忌 等計留 りたり 

卷 ニ應祌 天皇  1 六 三 


て 北し^ 
加 三 、ご 
ふ 本 ffe 底 
。に 、本 
よ に 
り 、な 
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スメ ォホ ミカ：、 トヨ ケノォ ホカミ  ャ マト ヒメ ノ ミコト  タク セン  タマ  ヒト  スナ, テン 

しに、 ^大神 豊受大 神、 倭姬 命に かゝ りて 詫 宣し給 ひしに • 人 は 則ち 天 

力  ジン モッ ナリ  シン 、ンン  ャプ  コト  カミ  キ タウ  モ  サキ  ミヤ ゥ 

下の 神 物 也。 心神 を 破る 事な かれ。 神 はたる、 に 祈禱を 以て 前と し • 冥 

クハ  シャ ゥヂキ モ  モト  ォ ナジ. キ-ー ジフ サン ネン 二 グヮ. ッカサ  タク セン  タマ 

は 加 ふるに、 正直 を 以て 本と すと あり。 同 二十 三年 二月 重ねて 詫 宣し給 

o 

ジッ ゲッ  シ シゥ  メゲ  リク カフ  テラ  ィ  シャ ゥデキ イタ^ キ テラ 

ひしに、 日月 は 四 州 を 廻り、 六合 を 照す と 云へ とも、 正直の 頂 を 照す ベ 

しと. K り 

(說) 前に も 云った 通リ、 これから 皇大 神の 敎の 正直の 遨を說 かう とする ので ある。 

(天照大神 も 只 正直 をの みぞ 御 心と し 給へ る) この 事 は 次々 に說 いて ゐる。 

csg を傳 へまし くし 事の 起 は 云々) これ は 天孫 降臨の 際の 神勅で ある。 

(又 雄 略 天皇 二十 一一 年の 冬 十一月に 云々) この 事 は 御 鎭座傳 記に 見えた ものである。 その 文に 曰 はく  I. 雄 略 天皇 即位 ^ 二 

年倭姬 命磷宫 座。 冬 十 一 月 新 卷祭之 夜 深 天 雜人等 退出 之 後、 神主 部 物 忌 部 等 宣久、 吾 今夜 承-一 皇大神 及 止 由 氣皇大 神勅- 

所-託宣？ 汝正 明， 聞耠 倍、 人 乃 天下 乃 神 物 也り 英， 傷， I 心神 T 神， 垂以 _1 祈禱 1 爲, 先、 冥加 以- 正直 1 爲, 本、 皆 令い 得-大道 一 云々」 

と ある 「「神主」 は禰^ 祝 部 等の 稱。 「物 忌」 は 神に 奉仕す る 童 男 童女の 總稱 で、 名義 は 忌み 淸 まりて 奉仕す る 意。 伊勢 

祌. K のが 最もよ く 知られて ゐ るが、 賀茂、 春 日、 平野、 香 取、 鹿 鳥に もお かれて ゐた。 

(人 は 則ち 天下の 神 物な リー K々) これ 度會 神道 家の 說く 所の 神道の 要旨で ある。 「人間 は 心中に 祌性を 具足して ゐ る，. 從 

一  つて 人の 精神 は 神と 本質 を 同じく する もの 故に、 これ を 損 ひ 破って はならぬ。 神 は祈禱 するとい ふ 事に 於いて 幸を垂 

れ 下し 給 ふに よって、 祈禱を 先と すべき ものである。 又 幽冥 即ち 神 は 正直な 者 を 加護し 耠ふ」 とい ふので ある。 

(同 二十 一二 年 二月 重ねて 詫 宜し 給 ひ、 しに 日月 は 四 州 を 廻 リー K々) これ は 倭 姬命世 記に 出て ゐる 事で ある。 曰 はく 「天皇 即 


神 
天 


「されば」 ^ 

本， 本文に 「ケ 

レ ハ 」 とし 「ザ 

レ ハ ィ」 と 注 

し、 梅、 白、 群 

三本 は 「大方」 

とし、 北 本 「さ 

れば」 とす。 

^「されば」 を 

とる。 

「あ リと ある」 

^本 「在ト 在 

ル」 とす、 他 本 

によりて 假名 

とす。 

「丹」 底本 「キ 

ョ キ」 と 創す 

れど、 r ァカ 

キ」 なること 

明か なれば 訂 

しつ。 


位廿 三年 已未 三月 倭姬命 召-集 於 宮人 及 物 部 八十 氏 等- 宣久、 云々 心神 則 天地 之 本 基、 身體則 五行 之 化生 奈利肆 元匕兀 入., 

元 初 t 本レ本 任-本心- 舆、 祌垂以 祈 禱ー爲 い 先、 冥加 以- 正直 - 爲レ本 巧 夫 尊レ天 事， 地、 券 神 敬お、 則不 * お-宗廟 Ipi 天 

業 一又 屏 一一 佛法 息-奉 レ再ー - 拜 神祇 Is 、日月 廻-四 洲<  雖レ照 一-六合 一 須レ 照-一正 直 頭 一止 詔 命 明矣) 云々」 と ある。 このうち の 一 節 

を AJ  、にあ げられ たので ある。 「四 州」 は 印度で いふ 四大洲 のこと、 「六合」 は 上： 卜 四方の こと。 これ は 口 月 は W 大洲又 

上下 四方 を 普く 照す もの なれ ど、 わけても 正直の 者 を 照し 護る とい ふ 意。 

(說) 以上 天照大神の 敎の 一斑 を あげたから、 これから 二 所 宗廟の 敎を總 合して 論ぜう とする。 

フタ トコ 口 ヅ ウベ ゥ  ココ&  ォモ  タダシ ャ ゥデキ  サキ  チリ 

されば、 二 所の 宗廟の 御 心 をし らんと 思 はは 只 正直 を 前と すべき 也。 

ォホ カタ ァメ ツチ ァ t ダ  ヒト イン ャゥ キ： ゥ  I フ シャゥ  タ 

大方 天^の 間、 ありと ある 人き 陽の 氣を 受けたり。 不正に して は 立つ ベ 

o  o  o  o  o  . 

コト チラ  コノ クニ  力 ミノ ク -I  I シン タ ゥ  タガ  イチ -ーチ  ジッ ケッ イタ ダ 

からず。 殊更に 此國 は神國 なれば、 神道に 違 ひて は 一日 も 日月 を 戴く ま 

f ハ  ナリ  ャ マト ヒメ ミコ トヒト  チシ  タマ  キ タナキ ココ&  ァカキ nnp モ 

じき 謂れ 也。 倭 姬の命 人に 敎へ給 ひける は、 黑 心なく して、 丹心 を 持ち 

キヨ クイ サ ギヨ ィ i ヅッシ ヒダリ モノ ミギ ゥッ  ミギ モノ ヒダリ ゥッ  ヒダリ 

て淸 潔く 齋愼 め、 左の 物 を 右に 移さず、 右の 物 を 左に 移さず して， 左 を 

ヒダリ  ミギ  ミギ  ヒ ダリ  メギ  メグ  コト  ョ cl ダノ  n トタガ  コ ト 

左，^ し、 右 を 右と し、 左に かへ り， 右に 廻る 事 もな く. 万事 違 ふ 事な く 

ォ. 1,、.. 、力；. ッ カウ マツ ハジメ ハジメ  モト モト  ェ ヱナリ  マコト キミ 

して 大 神に 事れ、 元 を 元と し、 本 を 本と する 故 也と なん。 誠に 君に つか 

カミ  クニ  テサ  t トテシ  n ト  す ポハぺ 

へ、 神に つ. かへ、 國を 治め， 人を敎 へん 事 も か、 るべ しと ぞ覺ぇ 侍る。 


「親」 梅 本 r 臣」 

とす。 
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六 六 


ス フシ 


づ 口 


ォホキ アヤ 


モト ナ  シ ゥャク  シモ フン カタ キ 

少の事 も 心に ゆるす 所 あれば、 大に誤 まる 本と 成る。 周易に 霜 を 履で 堅 


シ シャク 


、ン r ク 、；^ ン 


キヤウ 


シ ャクフ ゼン 


氷に 至る と 云 ふ 事 を 孔子 釋 しての 給 はく、 積善の 家に 餘慶 あり。 漬不蒙 

ィへ  ョァゥ  キミ ,  TT5  3TI コ P  コト  イチ テゥ イチ セキ  ュ ヱァラ  ィ 

家に は餘殃 あり。 君 を 殺し、 父 を 殺す 事 も 一 朝 一 夕の 故に 非ず と 云 へ の， 


ガウ リ 


n  n  口 


カナ ラズラ ン シ ン 


ァク タパ カリ オヤ 


毫釐 も 君 をい るかせ にす る 心 をき ざす 物 は 必亂臣 となる。 芥恭も 親 をお 

カタ チア  モ. c(  r«  l^v^  JH){1/IJ*  n ノュヱ  ィニシ へ  セイジ ン  ミチ  シぺ ラク 

ろかに する 形 在る 物 は 果して 賊子と なる。 此 故に、 古の 聖人、 道 は 須臾 

も 放るべからず、 離るべき は 道に i!k ずと 說 けり。 伹、 其 末を學 びて 源 を 

明め ざれば、 事に 望みて 覺 えざる 誤 あり。 其 源と 云 ふ は、 心に 一物 を貯 

ィ  シカ  キ ヨブ  ゥチ  ト ドマ  テン チ  クン シン  ゼン 

へざる を 云 ふ。 然も 虛无の 內に留 るべ からず。 天地 あり、 君 親 あり。 善 

惡の報 影響の 如し。 己が 欲 をす て、 人 を 利す る を 前と して、 境に 對 する 

n ト カガミ  モノ  テラ  ゴト  メイ メイ  マョ  マコト シャゥ タウ  ィ 

事 鏡の 物 を 照す が 如く、 明々 として 迷 は ざらん を 誠の 正道と 云 ふ ベ きに 


ョ クダ 


ミヅ カライヤ シ 


ァメ ツチ 


ケ フ  ハク 


_ トヮリ 


や 代 下れり，、」 て、 自賤 むべ からず。 天地の 初 は 今日 を 初と する 理 あり。 

シ カノ ミナ ラ J キミ  シン  カミ  サ. コ トトホ  ツネ  ミヤ ゥ チ ケン  力 ヘリ  力；. ホン セィ 

如 之ず 君 も 臣も祌 を 去る 事 遠からず。 常に 冥の 知見 を 顧み * 神の 本 誓 


「思 ひ 給 ふべ 

し」 底本 「可 

田し」 に 作る。 

他 本に よって 

*5! す 


サト 


-ャゥ 


キ ョ 


ココ ロザ 


3  n 


\  . ... 


ォモ 


を覺 りて 正に 居 せん 事 を 志し、 邪な からん 事を& 5 ひ 袷 ふべ し。 

o  o  o  t  o  o 

(され ぱニ 所の 宗廟の 御 心 を 云々) 以. 上 云った 通りで、 八幡 大 神の 敎も 「正」 とい ふこと に歸 し、 天 照 太 祌の敎 も 「正直」 と 

い ふ ことで あるから 二 所の 宗廟の 御 心 を 知らう と 思 は ^  、 只 正直 を 第 1 とすべき であると いふので ある。 

(天地の 間 ぁリと ある 人 云々) 「ありと ある」 は ある 限りの 意。 

(不正に して は 立つべからず) これ は 千古に わたる 金言で ある。 

(殊更に 此國 は神國 なれば、 神道に 違 ひて は 一日 も 日月 を 戴く まじき 謂れ 也) 神道 は 正直 を 根本と する が この 神道に 違つ 

て は 日本人と して 一 日 も 生存し 得ぬ 道理が あると いふの は 神國の 本質 を やぶる ものであるから である。 

(倭 姬の命 人に 敎へ給 ひける は 黒 心なく して 丹心 を 持ちて IK々) これ は 倭 姬命世 記に 出て ゐる 事で ある。 曰 はく (崇祌 ) 六 

十 年の 條に 或る 童女に あ ひて 御供して 神に 仕 奉る かと 問 ひ 袷うた 時 仕へ 奉リ ませう と 申し上げた 時に 敎へ 給うた 語で 

ある。 その 文に 曰 はく 「無- 1 黑心 1 量 以,, 丹心 1 天 淸潔久 齋愼美 左 物お 不, 移, 右須右 物不レ 移, 左 志-. -左レ 左右 レ右、 左 歸右廻 事 毛 

萬 事 違 事 奈久志 ま 太 神 M 奉仕" 元レ 元本, 本 故 也」 とあって、 この 文の ま >- に あげられ たので ある。 その 意叨 c で、 語 を 加 

ふる 必耍 はない が、 その 事 は 道理 至極して ゐる。 神道の 敎の 極致 はこ、 にある ので あらう。 それ故に、 次に 

(誠に 君に 仕へ 神に つかへ 國を 治め、 人を敏 へん 搴も か、 るべ しと ぞ 翳 ゆる) とい はれた ので、 これ も 亦 別に 語 を 加 ふる 

まで もな い。 

(說) 以上の 事に 引つ ヾ いて こ 》 に 正直の 遒を修 むる につ いての 心得 を說 いて ある。 その 言 また 誠に 至 一一 a である。 

(少の 事 も 心に ゆるす 所 あれ ぱ大に 誤 まる 本と なる) 「ゆるす | は r 縱す | とい ふ 文字に あたって、 油斷 する  ことで ある。 

これ は 大學の 「誠レ 意」 とい ふ敎、 又 中庸の 「其の 獨を 慎む」 とい ふ 事 を 誠 を 養 ふ 道と した 事^ 某に した ものと 考 へら 

るる。 以下 は それの 說明 である。 

(周易) 周の 文 王が 編して 周 公が これ を 述べ、 孔子が その 義を 敷衍した もので、 陰陽 消長の 理を說 いた ものである。 

(霜 を 履て 堅 氷に、 至る) これは^ 易の 坤の卦 の 初 六の 爻辭に 「履 レ霜堅 氷 至」 と あるの を さす。 これ は その 象傳 にこれ を說 

いて 「暧レ 霜 陰始凝 也、 馴 一一 致 其 道 一至 一 一 堅 氷 一也」 と ある やうに、 ある 事柄の 生起す るの は、 その 萠 しが 先づ あって、 は 

じめ は 何でもない 樣に見 ゆるが、 漸次に それが、 進んで 後に は 容易なら ぬ 事になる とい ふ 道理 を 示した ものである。 
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(孔子 择 しての 給 はく 糗 善の 家に 餘麋ぁ リー K々) これ は 孔子が 周易の 意 を 敷衍した 十 翼 中の 文 言 傅の 坤の說 明 中の 語で 

ある。 その 語 は 「棟レ 善 之家必 有-一 餘慶 一 積 一-不善 一之 家必有 一一 餘殃 S 弑 一一 其 君 一 子弑 一一 其 父-非, 一 一 朝 一 夕 之 故 こ と あるの を その 

ま X あげたの である。 善事 を 引つ いて 行 ふ 時にはた とひ その 善事が 極めて 小で 目に 見えぬ というても、 積もりて は 

大 なる 功德 となる が 故に、 その 德の餘 が、 その 家門に も 及んで 慶 となり、 又た とひ その 不善 事が 極めて 小で、 さし 當 

り大な 不都合が 無い というても、 積もりて は大 なる 罪障と なる が 故に、 その 罪障が その 家に も 及んで、 狭と なるとい 

ふこと を 言った ものであるが、 なほ 君を弑 し、 父を弒 すと いふ やうな 最大 惡 事な ども 遽に 起る ものではなくて その 惡 

事の 行 はるる やうに 至る までに は その 源が ある 喾で、 よく 調ぶ ると、 やはり、 その はじめは 極めて 些細と 恩 はるる や 

うな 事から 出立して ゐ ると いふので ある。 

(* 接 も 君 をい るかせ にす る 心 をき ざす 物 は必す as 臣 となる、 云々) 毫釐と いふ は 度に 於いて 一尺の 千分 一 を釐と いひ 萬 

分 一 を亳 とい ふ 如くに 極めて 微細な こと をい ふ。 芥蒂も その 義に 近い。 さて これ は禮 記に 「君子 は始を 慎む。 差 毫釐の 

若く にして 鏐 千里 を 以てす」 と 云って ゐる 精神で、 この 語 を 云 はれた ものである。 亂臣と 賊子と は亂 賊の臣 子と いふべ 

きを 文章の 上で 二に 分けて 對語 にした もので、 國家を 亂り君 父 を そこな ふ 者 を いふ。 「果して」 は 「終に」 とい ふ 程 0 意。 

(此 故に 古の 聖人 道 は 須^ も 放るべからず 云々) これ は 中庸に 「道 也 者不， 可 _| 須臾 離 一 也。 可レ離 非， 道 也」 と あるの を さ、 

れ たので あるが、 中庸 は 孔子の 孫子 思が 孔子の 意に 基づいて 誠の 道を說 いた 書で ある。 道と は 天地の 理 によって 人性 

に備 はった すぢ みちであって、 人た る もの >- しばらく も 離る る ことの 出來ぬ ものである。 もしし ばらく でも 離 I てよ 

いとい ふ 事なら ば、 それ は遒 ではない とい ふ 意で ある。 

(但其 末 を 學ぴて 源 を 明め ざれば 事に 望みて « えざる 誤 あり) これ は 大學に 「其 本 亂而末 治者 か矣」 と 云って ゐ ると 同じ 

精神で ある。 

(其 源と 云 ふ は 心に 一物 を貯 へざる を 一 K ふ。 然も 虚 无の內 に SB るべ からず) これ は その 道の 源た る もの を說 明した ので あ 

るが、 その 源と いふ は 人 その 心に 一毫の^ 心の ない の をい ふので あって、 それ を 心に 一物 を貯 へない と 云った。 しか 

し 一物 を貯 へない と 云 ふの は虛无 とい ふ 事で はない とい ふので ある。 虚无 とい ふの は 種々 の 意味 も ある 樣 であるが- 

ここ は 消極的 否定 主義 を さした もので あらう が、 こ & に いふ 事 はさ やうな 虚无の 內に留 る やうな 事 を いふので なく 明 

銃 止水の 如き 淸朗 で、 しかも 曇の 無い 絶大の 積極的な 不偏の 心的 態度 を さした ものである。 


(天地 ぁリ、 君 親 ぁリ) これ は 人 は その 本 づく所 を 見れば、 .Q 然界 にして 見れば 天と地と が 在って はじめて 人が あるので 

あり、 人間界に して 見れば、 君と 親と が 在って はじめて 我が あるので あるから、 その 本源 を 忘れて はならぬ こと を さ 

とらせよ うとして の 首で ある。 

(善 惡の報 影 S の 如 * し) 身 口 意 三業の 善悪に 應 じて それ，^ -の 報の ある こと は 形に 應 じて 影が あり、 g に從 つて 導が ある 

やうに 必然的であって 離れ 得な いもので あると いふので あるが、 これ は 明 錠の 外物 を 照す 作用 を 以て 比喩的に 知る 事 

が 出来る。 そこでな ほ 次の 說を 下した。 

(巳が 欲 をす て、 人 を 利す る を 前と じて 境に 對 する 專 鏡の 物 を 照す が 如く iK々) 境と は 已が逋 遇する 外界 を さす。 己が 欲 

をす て 公平無私の 心 を 以て、 人 を 利し 世 を濟ふ 精神 を 第 一 として 外界の 境^に 對 する 事が、 平にして 暴の ない 鏡が 物 

を 照す が 如くで ある こと を 眞赏の 正道と 云 ふべき であらう と 思 はるる と いふの であるが、 こ \ に 

(正 a) とい ふ 一 語 を 以て、. 祌 道の 正直の 道と 佛敎の 八正逍 と、 中庸の 誠の 道と を統 1 して 說か うとした 點に 著し い 特色 

をみ る。 學 者の 活眼 を 開いて 見る を 要する 點 である。 

(代 下れ リ とて 自ら 賤む ベから ず。) この 一 句 は、 時弊に 對 する 一 大螯吿 である。 支那で も 天竺で もす ベて 古代 を 以て 完全 

な 理想 時代と して、 年 數を經 るに 從 つて 世 は 次第に 衰へ、 人 も 亦 次第に 劣る ものと した 風が あって、 末世と か 澆季と 

かいふ 語が 盛んに 行 はれ、 佛敎 では 正 像 末の 一二 時說 さへ ある 位であって、 鎌倉時代 は旣に その 末法！ 惡の 時代に 入つ 

たと 信ぜられて ゐ たので ある。 それらが 人心の 糜亂を 導いて かの 南北朝. の やうな 大亂 を惹き 起した ものと 自分 は 常に 

思 ふ ので あるが、 その やうな 渦の 中に 立 つて 敢然と して こ の やうに 喝破して 世人の 迷夢 を さまさう とした 撰者 は眞に 

絕 世の 偉人と いはねば ならぬ。 しかし この 撰者の 懷く 思想 は 曰 本の 生命た る 中心思想であって、 太古から 日本人の 中 

心に は絕 えず 傳 はって ゐた もので、 これが あるに よって 天壤 無窮の 皇運も 萬 世 1 系の 皇統 も 維持 せられて 來 たもので 

ある。 今 こ \ にこれ を 委しく 述 ぶる 遑を もたない が、 特に 一言して おく。 

(天地の 初 は 今日 を 初と する 理 あり) この 語 は 上に いたった 日本の 中心 忠恕から は 導かれ 得べ き 思想で あるが、 これが 基 

づく 所あって、 それに 據っ たもの か 撰者の 獨特の 思想で あるか は 未だ 知らぬ が、 實に 偉大な 思想で ある。 これは^ 常 

平凡 者 流の かけても 思 得ない 思想で ある。 而し てこの 思想が 建武の 中興の 際に 發揮 レて^の, を 見る。 

(加 之ず、 君 も 臣も神 を 去る 事 遠からず) わが 皇室 も 臣下 も 神の 血統 を 受けて、 しかも 神 を さほど 遠く離れて は 居ない。 

卷ニ應 神 天皇  1 六 九  . 
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然 らば 神代と て もさ ほどに 遠い とはい はれぬ とい ふので ある。 

(常に 其 の 知見 を 顧み 云々) 冥の 知見と は 神明の 幽冥界から 照覧 ある こと。 神の 本 誓 は祌の 根本の 誓願が 正と いふ 事に あ 

る こと。 かくて、 その 神の 本 誓に 隨 つて、 正の 地位に 止まって 動かず、 邪道に 陷らぬ やうに 恩 ひ 給へ とい ふので ある 

(說) 正道 を說 くこと 到れり と 評すべき である。 而し てこれ 王者 治 國の要 道を說 いた ものである。 最後に 「思 ひ 給 ふべ し」 

とい ふ 語 を W ゐてゐ るの を 見ても、 本書の 目的 那邊 にある か を 察する 事が 出来よう。 

ダイ ジフ シチ ダイ  ユン トク テン ワウ ォゥ ジン ダイ イチ  コ  オン ハ ハチ カツ ヒメ ノミ コ.. ト ィ ホ キ， 'イ^-  4 コ i  -コ， C 

第 十七 代、 仁德 天皇 は應神 第一の 子。 御 母 仲姬命 五百城 入彥の 皇子^ 

ムス メナ リ  ォホ サ、 キノ ミコト  マテ 

I。 御子 の 女 也。 大鹪鹩 尊と 申す。  ， 


也 


(仁德 天皇 は應神 第一の 子) これ は 日本 紀には 「譽田 天皇 之 第 四 子 也」 とあって 1 致しない 

- 何 か據が あるの か、 思 ひ 誤り かを詳 にしない。 

(御 母 仲姬命 云々) これ は 日本 紀 にも 古事記に も 1 致す る • 

(大 SPSISD これ は仁德 天皇の 御諱 である。 


舊事紀 にも 第 四 子と ある- 


「なん」 底本 

「ナ シ 」 に 作 

る。 他 本に よ 

りて 改む。 


ォゥ ジン 


チノ ワカ ノミ 3 


サイ マ？ N 


磨 神の 御 時、 冤 道稚 皇子と 申す は最 末の 御子に てまし^^し をう つくし 

タマ  タイ シ  タ  オボ シ メ  コ ノカミ i コ タチ  or 

み 給 ひて、、 太子に 立てん と 思 召しけ り。 兄の 御子 達う け かひ 給 はさり し 

コノ テン ワウ ヒト  マ _K  ■ タマ  ョ  ォゥ ジン ヨロ コ  , ゥ- チノ ヮゾ： 

を此 天皇 獨 りうけ が ひ 申し 給 ひしに 依りて、 應神悅 びまして 菟道稚 を 

タイ シ  コ ノ ミコト  フサ  サダ  タマ  ォゥ. ジン カク  は ァ- 一 I タチ 

太子と して 此尊 を輔 K になん 定め 給 ひける。 應 神隱れ まし ク か は 御 兄 達 


o  o 


タイ シ  ゥシナ  n ノミコ トサト  タイ- a  nnp  t トツ  カレ  チウ 

太子 を 失 はんと せられし を、 此尊覺 りて 太子と 心 を 一 にして 彼を誅 せら 

ココ  タ イシ テン ヰ  ミコト ユタ  タマ  ミコト カタ  タマ  I トセ  ナ 

れ にき。 爰に 太子 天位 を 尊に 讓り給 ひ、 尊 固く いなみ 給 ふ。 三年に 成る 

タガヒ  ュダ  ク ラヰ ムナシ  タ イシ  ャ マ- ン n  ゥデ  ミコト  ッ  ナ ュ 

まで、 互に 讓 りて 位 を 空く す。 太子 は 山城の 宇治に ます。 尊 は 攝津の 難 

ハ  ク -ーグ ユミ ツキ モノ  ゥケ ト  タミ  ウレ 

波に ましけ り。 國々 の 御調 物 も あなた こなたに 請 取らず して、 民の 憂へ 

タイ シ ミヅカ ラウ  タマ  ミ n ト  タマ  n ト カギり 

となりし かば • 太子 自失せ 給 ひぬ。 尊お どろき なげき 給 ふ 事 限な し。 さ 

ドモ ノガ  ミチ  ミヅ ノト トリ トシ ソク ヰ  ッ ノクュ タカ ッノ ミヤ 

れ 共遁れ ますべき 道なら ねば、 癸 酉の キ 即位。 攝津國 高 津宮に まします。 

(應 神の » 時 蓮 道锥 皇子と 申す は 云々) 蒐道稚 皇子と は、 茺 道稚郎 子と 日本 紀 にある 皇子で ある。 この 皇子が 皇太子に 立 

ち 給 ふやう になった 事情 は、 日本 紀の應 神 天皇 四十 年の 條に見 ゆるが、 本書 は それによ つた もので あらう。 古事記に 

も 同じ 趣に 見 ゆる。 

(贜神 隙れ ましし かぱ、 御 兄 逢云々) こ \ に 兄 達と は あるが、 日本 紀 にも 舊事紀 にも 古事記に も 大山 守 命 一 人と して ゐる • 

それが 正し いので ある。 

(爰に 太子 天位 を 尊に 譲リ铨 ひ、 云々) この 太子と 仁德 との 互に 譲られた 事 は 日本 紀 にも 舊事紀 にも 古事記に も 見て ねる 

が、 本書 は その 耍を とって あげてる e 

(jw おどろき なげき 絵 ふ 事 瞜 なじ。 され 共通れ ますべき 道なら ねぱ 云々) 蒐道 稚郎子 命が 自殺 せられて 仁德 はいたく 驚き 

嘆き 袷うた が、 さて 皇位 は 空しく してお くべき 事で ないから 仁德 天皇が 即位あった とい ふので ある。 三年の 癸 酉と い 

ふ こと は 日本 紀 によった ものであるが、 應神 崩御の 第 四 年 目に 當る。 

(攝 津國萬 津宮) これ は、、 名高い 宫で 日本 紀 古事記 はすべ て 同じ 傳 であるが、 その 舊地 は大體 今の 大阪 城の 邊 にあた ると 
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いはれ て ある。 確かな 事 は 分らな 


t ツギ 


「汜 め」 庇 本 

「SE め」 とす、 

栴本 による。 


「お 人」 底本 

「お ノ 人 | と 

t  、 しゅ、 ポ、 匕 

す おぶ， TT 

1 二 本に よりて 

改む U 


t  nl *. »  s  i  _  、  * タミ 7 尸 レタ マコト  マレ  オン 

日嗣を 受け 給 ひしょり 國を しづ め 民 を 哀み給 ふ 事た めし も 希な りし 卸 

事に や。 民間の まづ しき 事 をお ぼして、 、三年 御調 を 止められぬ。 g きに 

ノボ  タマ  o  o  , 

上りて 貝 給へば. - にぎ は A しく 見えけ るに 依りて 

タカ  ャ  i  ケブ リ  タミ 

高き 屋 にの ほりて 見れば， 烟 たつ 民の かまど はに ぎ は ひに けり。 

ョ  十ホミ トセ  ミヤ  ゥ. ！■ ャブ 

とぞ讀 ませまし^-ける。 さて 猶 三年 を ゆるされければ、 宮の 中昏れ て、 

雨露 もた まらず。 宮人の 衣 やつれて 其粧も 全から ず。 椒門は 之を靜 とな 

ドメ  o  .5 ト， セ 1  T  V. ク-ー グ-ー  タミ オノ 才ノマ ヰ アツ マ ォホ、 ，-ャ ック  イロ 

ん思 召しけ る かくて 六 年ビ云 ふに 國々 の 民 各參り 集て 大宮 fe: り、. 色 

イロ  ミ ツキ  ソナ  ァリ ガタ  オン マツ； V コト 

色の 御調 を備 へけ ると ぞ。 有難 かりし 御 政なる べし。 


(說) この 仁政の 御 事 は 日本 紀四 年の 倏と七 年の 條と十 年の 條 とに 見 ゆるの を 略取して 記された ものである。 その 七 年の 

條の 末に 「故 於 レ今稱 _| 聖帝 一也」 と あり 又 古事記に は 本文に 「故稱 一一 其 御世 一 謂， 一聖 帝 世 1 也」 とい ひ 序文に も 「ぎ 烟而撫 一一 

黎元 1 於 レ今傳 II 聖帝こ とも ぁリ、 その後 かやうな 讃辭は 絶えない ので ある。 さて こ & にある 

(「离 き屋に のぼりて 見れ ぱ」 云々) の 歌 は 日本 紀 にも 古事記に も その他 一 切の 古典に は 見えぬ。 口 本紀 党^ 和 耿に左 火 ほ 

藤 原 時 平が、 この 天皇の 事 を 詠 じた 欲に 「高殿に のぼりて 見れば 天の下 四方に けぶりて 今ぞ 富みぬ る」 とい ふ 欲が あ 


る。 これ をつ くり かへ て 御製と 誤り 傳 へたので あらう とい ふ說が あるが、 果して 如何で あるか。 これ 說には 必ずしも 

赘 成しかぬ る。 いづれ にしても 後人が、 天皇の 御製に 準へ て 御 心 裏 を 忖度し 奉った もので あらう と は 思 はるる。 この 

跃の 物に 見えた はじめは 和漢 朗詠 集の 刺 史の條 にあげた ので あるら しい、 次に は 新 古今 集に 載せて ある。 いづれ もこ 

の 天皇の 御製と して ゐる。 

テン 力  チサ  タマ  n ト ハチ ジフ シチ ネン  t ャ クジフ サイ ォマ シマ 

天下 を 治め 給 ふ 事 八十 七 年。 百 十 歳 御座し き。： 

(天下 を 治め 絵 ふ 事 八十 七 年) 此れ は 日本 紀の傳 である。 

(百 十歲 御座し き) これ は 日本 紀には 明記して ない。 古事記に は 八十 三歲と ある。 本書と 同じく 百十歲 としたの は 水鏡、 

皇代 記、 皇 年代 略記 等で ある。 


底本 「代」 を脫 

す。 他 本に よ 

りて 補^ 


ダイ ジフ ハチ タイ  リ チウ テン 一 ワウ  ユン トク  タイ シ  オン ハ ハイ ハ レ ヒメ ノ， It- ト タカキ ゾ ツ tn  ，為スン チリ 

第 十八 代、 履 中 天皇 は 仁德の 太子。 御 母 磐余姬 命、 高 城 襲津彥 のか 也 ~ 

力. ノ エネ  トシ ソク ヰ..' マ タヤ マト  ィ ハレ ワカ サ クラ ノ ミヤ  ォマシ マ  ノチ  ワカ サ クラ ノミャ マチ  テンお 

庚 子の 年 即位。 又大 倭の 磐 余 稚櫻宮 に 御座す。 後の 稚櫻宮 と 申す。 天下 

テサ  タマ  コト 口 クネン  £1 ク， ジ フシ チ サイ ォマ シマ 

を 治め 給 ふ 事 六 年。 六十 七 歳 御座し き。 


メナ： 

ス 100 


(履 仲 天皇 は 仁德の 太子〕 これ は 日本 紀 古事記 共に 同じで ある。 

カン ラキ 

(徒 母 螌 余姬命 云々) 憨余姬 は 磐 之 媛の 謎で、 高 狨襄津 彥は葛 城 襲津彥 の， 認 である。 この 誤 を 正せば 日本お 古事記に 1 致 

する。 

(庚 子の 年卽 位) これ は 日本 紀の傳 であるが、 仁德 崩御の 翌年の 即位で ある。 

(大 倭の 權宮) 磐 余 稚櫻宫 は 神 功 皇后の 時に も 同じ 名の 宮が ある。 そこで、 これ を^の 稚權宮 とも 稱す るが、 その 
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すに に 
。よ 誤 
つる 

6』 他卄 
て 本^ 


せ：： 地 は 大體问 じ 地であった らうと いふ。 古語 拾遺に は 神 功 皇后の 御世. を 「磐 余稚櫻 朝」 とい ひ、 この 御世 を 「後 磐 余 

稚機 朝」 と 云って ゐる。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 穴 年) これ は 日本 紀の傳 である。 

(六十 七康 御座し き) 日本 紀には 「時 年 七十」 と 注して ゐ るし、 古事記に は 六十 四 歳と ある。 本書の やうに 六十 七 歳に し 

てゐ るの は 水鏡で ある。 

タイ ジフ ク ダイ  ハン セィ テン ワウ  ユン トク ダイ サン  n  9 チウ ドウ ボ ノオト ゥトナ y  t  ノエ ゥマ トシ TS ク 中  カフ 

第 十九 代、 反 正 天皇 は仁德 第三の 子、 履 中 同 母 弟 也。 丙午の 年卽 位。 河 

チノ クニ タヂ ヒノ シパ 力 キノ ミヤ  ォマシ マ  テンカ  チサ  タマ  コト  口 タネン  &ク ジフ サイ ォマ シマ 

內國丹 比 柴籬宮 に 御座す。 天下 を 治め 給 ふ 事、 六 年。 六十 歲 御座し き。 

o  o  O  O  o  O 

OA 正 天皇 は 仁徳 第一 一一の 子 云々，) 日本 紀には 履 仲の 同 母 弟と ある だけで 仁德の 第三 子と いふ こと は 明かで ない， 

(丙午の 年靱 位〕 丙午 は 日本 紀の傳 であるが、 反 正 崩御の 翌年の 即位で ある。 

(河 內園丹 比柴雜 *0 日本 紀 古事記 同じ 傳 であるが 河 內國丹 比 都 (今 中河內 郡) 松原 村 大子植 田と いふ 所が その 舊地 である 

二、 「 o 

(天下 を 治め 給 ふ 事 穴 年) これ は 流布の 日本 紀の說 である。 然るに 舊事記 類聚 國史に は 五 年と ある。 これ は 日本 紀の 干支 

の 計算 を 誤った 爲 であると して 大 日本史 は 五 年 を 正し いとして ゐる。 

(穴 十歲 御座 * しき- >  日本 紀には 御齡を 記さない。 古事記に は 六十 歳と ある。 本書 は舊事 記に よった もので あらう。 

ダイ ュジフ ダイ イン ギヨ ゥ テン ワウ  ユン トク ダイ シ  n  ハン セィ ドウ ボ  オト ゥト ナリ  ミ プノ エネ トシ ゾク ヰ  ャマ 

第廿 代、 允恭 天皇 は 仁德第 四の 子、 反 正 同 母の 弟 也。 壬 子の 年卽 位。 大 

倭の 遠 明日 香の {呂 に 御座す。 . 


庇 本 「冶 事」 と 

あり。 他 本に 

よって 補 ふ。 


「比」 底本 「 


(允恭 天皇 は 仁徳 第 四の 子 一 w々) これ も 日 ネ紀に は 前 帝の 同 母 弟と ある だけで ある。 

(壬 子の 年卽 位) 日本 fe によられ たので あらう が、 反 正 崩御の 翌年の 即位で ある。 但し 反 正の 崩御 を 五 年と すれば 中 一年 

空しくなる。 

(大倭 塞 明日 香の 宮) この 都の 事 は 日本 紀には 見えぬ。 古事記に は 「逮 飛鳥 宫」 と ある。 この 宮の趾 は 大和 國高市 郡 飛鳥 

村 大字 飛鳥 字 大垣內 にある とい ふ。 これ を 「遠 飛鳥 宫」 と いふの は 後の 顳宗 天皇の 飛鳥 八 釣 宮に對 しての 名稱 である。 


n ノ オン トキ 


サン カン  ミ ツキ トシ ド シ 


セゥ セゥ 


此御 時まで は 三韓の 御調 年々 にか はら ざり しに、 是 より 後に は少々 おこ 

たりけ りと なん。 

(釋) この 事 は 日本 紀 この 天皇 四十 二 年の 條に 出で ゐ るが、 この 天皇 崩御の 時 新羅より 例の 通り 朝貢した が、 その 使の 語 

を 誤解して 大泊瀬 皇子 (雄 略 天皇) が 推 問せられ たの を 恨んで、 それ を 口 黄と して 貢 上の 品物の 種類 及び « の 數を減 

じたと いふので あるが、 これ は皇 威の 稍衰 へた こと を 物語って 居る ので ある。 


「後」 底本 「漢」 

誘る、 梅、 他 

諸 本に よりて 

改む。 


ハチ ネン ツチ. 


-タジ ァタ 


モ P コシ i ンホ P 


ナ ン ボク テゥ 


リャゥ チン 


入年已 未に 當れ りし 年、 唐の 晉 滅びて、 南北朝と 成る。 宋 1 齊、. 梁、 陳 

ァ t ツイ  ナリ  n レ  ナン テゥ  ィ  n ウギ  ホ クセィ  コ ゥシゥ ツギ ツギ ォ n  水ク 

相次で おこる 也、 是を 南朝と 云 ひ、 後魏、 北齊、 後 周 次々 起れ りし を 北 

o 

テゥ  ィ  ヒ ヤクシチ ジフ ョ ネン  ナラ  タ 

朝と 云 ふ。 百 七十 餘年は 並びて 立ちたり き。 


(釋) これ は 上祌功 皇后の 條に、 支那の 世代の 事 をい つて、 晋の 世に 移った 事まで あげて あるから、 それ を 受けて、 こ、 

に 又 そのつ 1- きを 述べよう とする ので ある。 この 天皇の 八 年 己 未に 亡びた の は東晋 であって、 晋の 元の 朝廷 は仁德 e: 


^二 1 ^正 允恭 天皇 


七 五 


神 


統 


述 


七 


「給 ひ」 底本に 

脫 せり、 他 本 

によって 補 ふ 


年に 赏る丙 子の 年に 一た び 亡び、 晋の 王族が、 江 東の 建 業に 在って 帝位に ついて 元 帝と 稱 したが、 その 勢 は 一局部に 

偏在した。 これ を東晋 と 云って、 その他の 地に は 群雄が 割據 して ゐた。 それが 百年 許つ V いて、. この 時には その^ 晋 

も 亡びて 所謂 南北朝の 並立と なる。 その 南朝 は 主として 漢人 系統の 政府で あり、 北朝 は 概して 外から 侵入した 種族、 

北 胡、 西羌 などの 政府であった。 それが 隋 によって 統 一 せらる るまで 百 七十 餘年、 似た 樣な 有樣 でっ^く ので ある。 


P ノ テン ワウ テ ン 力 


チサ  タマ  コ トシ ジ フユ ネ， 


ハチ ジフ サイ ォマシ マ 


此 天皇 天下 を 治め 給 ふ 事 四十 二 年。 八十 歳 御座し き- 


(此 天皇 天下 を 治め 給 ふ 事 四十 二 年) これ は 日本 紀の傳 であ る。 

(八十 歳 御座， しき) 日本 紀には 御 年 を 記さぬ。 古事記に は 七十 八 歳と ある。 八十 歳と あるの は 扶桑 略記、 一代 要 記、 帝王 

編 年 記 等で ある。 


ダイ 二 ジフ イチ ダイ 


アン カウ ナン ワウ 


-ン ギヨ ゥ ダイ-一 


オシ サカ ォホ ナ カツ ヒメ 


ケ フタ マ- 


第二 十一 代。 安康 天皇 は 允恭 第二の 子。 御 母 忍坂大 中姬、 稚野毛 ニ派皇 

ジ  ムス メナ リ  カノ ェゥマ  トシ ゾクヰ  ャ マト  ァ ナホ  ミヤ  ォマ シマ  ォホ クサ カノ ワウ ジ 

子 II のの 女 也。 甲 午の 年 即位。 大 倭の 穴 穗の宫 に 御座す。 大草香 皇子^ f 

コロ  ゾノメ  -ト  ク ワウ ゴゥ  カノ ワウ ジ  コ マユ ヮノ ォホ キミ  ハハ 

を 殺して、 其 妻 を 取りて、 皇后と す。 彼 皇子の 子 眉 輪 王 を ざな くて^に 

i タガ  キゥ チウ  シュ ッニフ  テン ワウ タカ ドノ  ゥへ  ヱ t フ  タマ-  ゥカ *、  サシコ 口 

隨 ひて 宮中に 出入し けり。 天皇 高樓の 上に 醉 臥し 給 ひける を 窺 ひて 指 殺 

〇 o 

ダイ ジ ン カツ ラギノ ップラ  ィへ  コノ テ；^ ワウ テンカ  テサ  タマ  コト サン ネン  ゴ 

して 大臣 葛 城圓が 家に にげこ もりぬ。 此 天皇 天下 を 治め 給 ふ 事 三年。 五 

十六 歲， おはし ましき。 


(安康 天皇 は 允恭 第二の 子) これ は 日本 紀 によった ので ある。 

(御 母 忍 坂 大中^ HK々) これ も H 本紀の 文に よった ものである。 

(甲 午の 年 節 位) これ は 日本 紀の傳 によった ものである。  . 

(大 倭の. KIS の宮) 古事記に は 「石 上 之 穴 穗宮」 と ある。 日本 紀 にも 「遷， -都于 石 上 一 是謂 _ 一穴 稳宮こ と ある。 この 宮 址は山 

邊郡丹 波 市町 大字 田 村に ある。  . 

(大草 香 皇子 を 殺して 云々 大臣 甚城圃 が 家に にげこ もリ ぬ) この 時の 事、. 日本 紀 にも 古事記に も 出で ゐる。 その 耍を こ、 

にあげた ので あるが、 その 事の めを峪 して あるから 一 言す る。 天 & が 御 叔父の 大荩香 皇子の 妹の 幡俊 皇女 (古事 

記に は 若草 香 女王) を 皇弟大 泊瀨皇 子 (雄 略) に 妻 はせ ようと 思し召して 根臣 とい ふ 者 を 使と して 請 はせられ たが、 大 

ヰ ャ シ P  , 

草 香 皇子が 甚だ 喜ばれて 禮物 として 押 木 玉縵を 奉った の を根臣 が、 その 玉縵を 私に 竊んで 大草香 皇子が 妹 を 奉る こと 

はい や だと 云って 惡ロを 申し ましたと 讒言 を 申した。 天皇が それ を 信じ 怒り 賜うて、 兵 を. 遣 はされ たので ある。 さて 

チカ シ ヒメ 

幡梭皇 女 を 弟の 妃 とし、 大草香 皇子の 妻 中 蒂姬を 納れて 皇后と せられて、 その子 屑 輪 王 も 母に 從 つて 宮中に 入れられ 

たが、 いつしか その 父が 天皇に 殺された 事 を 聞き 知って 父の 饕を報 ゆると して 天皇 を弑し 奉った。 古事記に よると こ 

の 昨に 眉 輪 王 は 年 七 歳であった とい ふ。 

(天下 を 治め 給 ふこと 一一 一年) 日本 紀の傳 である。 

(五十六 歳お はし ましき) 日本 紀に御 年 を 載せぬ。 古事記 舊事紀 に 五十六 歳と あって 本書に 同じい。 

(說) この 天皇の 事國 家の 大變 であった。 その はじめは 讒言から 起った ので ある。 はじめ を 慎むべき 事 はこ、 にも 考 へさ 

せらる る。 


「耠 ひし」 底本 

「耠 ひ」 とす。 


タイ -ー ジフ -ー ダイ 


ィゥ リャク テン ワウ 


-ン ギヨ ゥ ダイ ゴ 


アン カウ ドウ ボ 


オト ゥト ナリ 


ォホ ハツ セ 


第二 十二 代、 雄 略 天皇 は 允恭 第五の 子、 安康 同 母の 弟 也。 大泊瀨 の 尊と 

マヲ  アンカ 力 コロ  タマ  トキ  マユ ヮ  ォホ キミ オヨ ビッ ブラ ダイ ジン  チウ  ァ マサ ソ ノコ ト 

申す。 安康 殺され 給 ひし 時、 眉 輪の 王 及圓の 大臣 を誅 せらる。 剩へ其 事 


o  o  Q 


卷ニ 安康 雄 略 天皇 


1 七 七 


神皇 正統 記述 義  】 七 八 In 

イチ ベ オシ ハ  ヮ ウジ  コ 口  クラ ヰ ッ  タマ  3 トシ 

にくみせられ ざり し 市邊押 羽の 皇子 を さ へ に 殺して 位に 卽き給 ふ。 今年 

ヒ ノト ノト リノ トシ ナリ ャマ ト ハツ セ アサ クラ  ミヤ  ォマ シマ  コノ テン ワウ セィ タケ 

丁酉 年 也。 大倭泊 瀨朝倉 の 宮に 御座す。 此 天皇 性猛 くまし く けれども、 

神に 通じ 給 ヘリと ぞ。 

(雄 天皇 は 云々 大泊 瀬の 萆と 申す) この 天皇の 名 は、 安康 天皇の 條に 云った。 允恭 第五の 子と いふ 事 は 日本 紀の傳 であ 

る o 

(安康 殺され 給 ひし 時 云々 位に 即き給 ふ) この 時の 事 日本 紀 にも 古事記に も 見 ゆる。 市邊押 羽の. 皇子 は 後の 顯宗仁 賢 二 帝 

の 御 父で ある。 この 皇子 はこの 眉 輪の 事に は無關 係であった にも 關 せず、 殺された の は 苛 刻と いふべき である e その 

精神 を 知らす る爲に 「さ へ に」 とい ふ 語 を 加へ て 示した。 

(今年 丁 西 年 也) この 即位の 年が 丁酉の 年で あると いふので あるが、 それ は 日本 紀の傳 である。 

(大悸 泊 瀬 朝食の 宮) これ は 日本 紀 によって か \れ たので あるが、 古事記に は 「長 谷钥 倉宫」 と ある。 文字が 少し 違 ふだ 

けで 同じ 所で ある。 その 宮址は 磯城 都 朝 倉 村 大字 黑 峰に 在て 字 天 森が その 一部で あると いはれ てゐ る。 

(此 天皇 性 癒く まし （ - けれども 云々) この 天皇の 性猛 くまし ました こと は 日本 紀 古事記に 直筆して ゐ るから それでよ く 

わかる から 一 々あげぬ。 神に 通じ 耠 ふとい ふ 事 は 四 年 二月に 天皇が 葛 城 山で 1 首 主神と 共に 遊 獵し耠 ひ、 還 幸の 時 1 

言 主神が 天皇 を來目 河まで 送られた 事が 日本 紀に見 ゆるの を さした (古事記に も 見 ゆるが、 話が 少し 違 ふ〕 ので あら 

う。 この やうに 兩械端 を 持て ゐられ た 天皇であった 。それで、 日本 紀を 見る と、 「天下 誹謗して 言 はく 大惡 天皇 也」 と 申し 

上げた と あるが、 又 1 方で は 「百姓 咸く言 はく 有德 天皇 也」 と ある。 しかも 諫を 聞いて はよ く納 れられ た。 これら は^ 

日本 紀に 直筆して ある。 「雄 略」 の御謚 は 頗る 意義が 在る やうに 思 はるる。 この 御世の 事 はわが 國史の 上に 重大な 韓槻 

であった と 思 ふが、 やれ i 議論に わたる からこ X に， ST¥5。 


「皇」 底本 二 11」 

とす。 他 本に 

よりて 訂す。 


ユ ジゥ イチ ネン 


i フユ ジフ グヮッ 


ス メォホ ミカ- 


ャ マ ト t  メ. 


タ ュハ ノク -13 サ 


一十 一 年 丁已冬 十月に 伊勢の 皇大 神， 大倭姬 命に 敎 へ て、 丹 波國與 佐の 

マナ ヰ  ハラ  トュ ケノ ォホ カミ  ムカ タテ マツ  ャマ ト ヒメ  ノミコ トソゥ モン  タマ  ョ 

眞 井の 原より して 豐受大 神を迎 へ 奉らる。 大倭姬 命 奏聞し 給 ひしに 依リ 

ミヤ ゥネン ツチ ノエ ゥマ  アキ シチ グヮッ  チヨ クシ  タ  ムカ タ テマ ク  ク グヮッ  ヮタ ラ t ノコ ホリ ヤマダ ノ ハラ  -It 

て 明年 戊 午の 秋 七月に 勅使 を 立て  >迎 へ 奉る。 九月に 度 會郡山 田 原の 新 

ミヤ  タマ  スィ ユン テン ワウ  i ョ  スメ ォホ ミカ ミ ィ  スズ  ミヤ  ゥッ  タマ 

宮に しづ まり 給 ふ。 垂仁 天皇の 御代に、 皇大神 五十鈴の 宮に 移らし め 袷 

o 

シ ヒャク ハチ ジフ シ ネン  ナ  ジン ム  ハジメ  ス.！ ァ  セン t ャクョ ネン 

ひしょり 四百 八十 四 年に なん 成りに ける。 神武の 始 より は 旣に千 百餘年 

ナ  マ タコレ  ャ マト ヒメ ノ i コト ゾン ジャゥ タマ  ナイ ゲ クウ ククリ 

に 成りた るに や。 又是 まで、 大倭姬 命 存生し 給 ひし かば、 內 外宮の 作 も 

ヒノ ワカ ミヤ  ヅ ギヤ ゥ モン ギヤ ゥ  ョ  タマ  ， 

日 小 宮の圖 形 文 形に &リ てな させ 給 ひけ リ とぞ。 


(丹 波困與 佐の 眞 井の 尿よ リ して IK々) 延曆の 儀式 帳に は 「丹 波 國比治 乃眞奈 井爾坐 云々」 と ある。 この 地 は延喜 式の 祌 

名 帳に 丹 後 國丹波 都の 神社に 「比 沼 麻奈爲 神社」 と あるが、 その 舊 地に 近い あたりで あらう。 

(二十 一年 丁已冬 十月に 伊勢の 皇大神 云々) これ は 倭 姬命世 記に よった もので あらう。 それに は 「泊 瀬 朝倉宫 大泊 瀨稚武 

天皇 即位 廿 一 年 丁已冬 十月 倭 姬命夢 敎覺給 久皇太 神 吾 一 所 不在 波 御饌毛 安不， 一 聞 食 一 丹 波 國舆佐 之 小 見 比 沼 之 魚 井原 坐 道 

主 子 八 乎 止 女 齋奉御 饌都神 止 由 居 太 神 乎 我 坐國欲 止誨覺 耠伕」 と ある。 しかし 延曆の 儀式 帳に は堆略 天皇の 御 夢に 皇大 

神の 敎へ覺 し 給うた と ある。 御 鎭座本 記に は 一 曆 委しく 出て ゐる。 一 事ニ傳 であるが、 撰者 は 倭 姬命世 記 御 鎮座 本 記 

によられた ので あらう。 


f 1 雄 略 天皇 


七 九 


祌皇 正統 m 述義  一八 〇 


• (大倭 姬命奏 M し 給 ひしに 依リて 云々) これ は 倭姬命 K 記に 前の 文に 引つ ぐ いて、 「爾時 大若子 命 乎 差 使 朝廷 仁 令 一 一 參 上^ 御 

夢 狀令巾 袷 ま 云々 而 明年 戊 午 秋 七月 七日 以_1 大佐々 命 一 天從ー 一 丹 波國余 佐都眞 井原 一志 天 奉， 迎 _| 止 由 氣皇太 神 一 云々」 と ある。 

御^ 座 本 記 は 一層 委し い。 それらに 據 つたので あらう。 

(九月に 度 會郡山 田 原の 新 宮 に しづ まリ給 ふ. } 以上の 樣に、 倭 姬命世 記 豊受宫 儀式 帳 共に 山 田 原 鎮座の 事 を 述べて ゐ るが、 

「九月」 とい ふ 月 を 明言して は 居ない。 御 獄座本 紀には 「戊 午 秋 九月 望從 一一 離宮 一 遷 一一 奉 山 田^ 之 新 殿 一 奉， 鎖 一 一 御船 代 御 樋 代 

之內ー 云々」 と ある。 これに 據っ t もので あらう。 

(垂仁 天皇の 御代に 云々) これ はいふまで もない。 雄 略 天皇の 二十 二 年 は 紀元 一 千 1 百 三十 八 年になる 〔 

(又是 まて 大悸姬 命 存生し 絵 ひし かぱ 云々) 大倭姬 命 この 世まで 生き 永ら へさせ 給うた とすれば、 四百 歳 以上の 年齡 であ 

る喾 である。 然るに、 倭 姬命世 記に は景行 天皇 二十 年に 倭 姬は老 者 仕 ふること 能 はず、 とて 五百野 皇女 久須姬 命に そ 

の 職を讓 りまして 宇治 機 殿 乃 磯 宮に居 給へ りと ある。 しかも この 世 記に ほ垂仁 天皇 廿 三年に 石隱り ましき (薨去の こ 

と) と 記して ゐる。 この 說颇る 異なる 事で あるが、 今傳 のま、 にあぐ る。 さて この やうに 倭姬 命が これまで 存生で あ 

つたから 內.^ 外宮の 作り も その 傳へ られた 高天原の 日 小 宮の圆 形に ょリて それに よられた であらう とい ふので ある。 

(內 外宮) 內宫は 鬼 大神宮、 外宮 は 譬-受 大神宮， この 稱は村 上 天皇の 御世に はじまる と 神 名 秘書に 見 ゆる。 しかし 古事記 

に旣に 外宮の 名稱が ある。 

(B 小 宮の圔 形 文 形) これ は 上に 見えた (四 六 頁) 天 宫の圃 形 文 形と いふの を さす。 

(說) 以上 外宮の 由 來を說 いたから、 これから、 その 祭神に ついての 異論 を あぐる。 

ソモ ソモコ ノカミ オン n ト ィ セツ  ゲ クウ  アマ ッミ オヤ ァ メノミ + 力 ヌシ  カミ  マテ  ッタ 

抑此 神の 御 事異說 まします。 外宮に は 天祖 天 御中 主の 神と 申し 傳 へたり。 

スメ ォホ ミカ ミ  タク セン  , コノ ミヤ  マツリ  サキ  カミ  タテ マジ  マ プ 

されば、 皇大 神の 詫宣 にて 此宮の 祭 を 前に せらる。 神 を をが み 奉る も 先 

コノ ミヤ  サキ  ァメ ミマ 二  二 ギノ ミコ トコ ノミャ  ァヒ ドノ  ョ  ァメ ノコ ャネノ ミコト 

此宮を 前にす。 天孫 瓊々 杵尊此 宮の相 殴に まします。 依りて 天兒屋 命、 


「天 太 主命」 の 

「命 一 底本 「尊」 

とす、 他 本い 

よりて 改む) 

「あり」 底本 

「在」 とす、 他 

本に より て ea 

名と す。 


ァメ フト タマ 


-ト ァメ ミマ 


ァ U ド- 


フタ トコ 口 タイ ジ ングゥ 


天 太 玉 命 も 天孫に 付き 申して 相 殿に， ます 也 是 より 一 一所 大神宮と 申す。 

O 

ター i ベ  ゥヅ  タマ  n ト  ム カシト ョ スキ イリ ヒメ  ノミ コト アマ テラス ォホ ミカ ミ チャウせ ィ  タニハ  ョ 

丹 波より 移され 給 ひ ける 事 は 昔 豐鋤入 姬命 天照大神 を顶 戴し て 丹 波の 吉 

i- ノ ミヤ  ゥッ  タマ  n  P コノ カミ アマ クダ  ヒトヅ トコ 口  ョ トセ 

佐宮に 移り 給 ひける 比此神 天下りて、 一所に おはします。 四 年 ありて、 

アマ テラス ォホ ミカ ミ  マ タヤ マト  力へ  タマ  コノ カミ  タニ ハ  ト "、マ  タマ 

天照大神 は又大 倭に 歸らせ 給 ふ。 それより 此. 神 は 丹 波に 留らせ 給 ひし を 

道主 命と 云 ふ 人 い つ き 申しけ リ。 


(抑此 神の 御 事異說 まします。 外宮に は 天龃天 御中- W の 神と 申し 傅へ たリ) 璺受 大神宮の 祭神 は延曆 儀式 帳に 天照大神の 

神勅と して 「我 御 饌都神 等 由氣大 神」 と あるから して、. 璺受大 神で ある こと は 明で あるし、 古事記に 「登 由 宇氣神 

此 者^.: 一一 外宮 之 度 相 I 神 者 也」 とも 見えて 古來 一定の 說 となって ゐ たもので ある。 然るに、 鎌倉時代に 行 はれた 伊勢の 

祌 道家の 間で は、 外宮の 祭神が 天 御中 主神で あると いふ. 說が 起って ゐた。 その 說の 起原 は 今 こ、 に述 ぶる遑 もない が、 

それらの 神道 家 は 大抵 外宫の 神官の 家から 出て ゐ るの は 注意す ベ き 現象で ある。 而 して それら 神道 家の 鯉 典と する も 

の は 神道 五部 書で ある。 今 この 五部 書に つ いて、 外宮の 祭祌を 如何に 說 いて ゐ るかと 見る に、 御 鎮座 次第 記に 「天 照 

坐 止 由 氣太神 一座」 と 題目 を あげて、 「名 曰 一一 天 御中 主神 f 故千變 萬化受 一一 一 水之德 一生 一 I 績命之 術 1 故 名 亦 曰 一 I 御 饌都神 1 也」 と 

いひ、 御 鎮座 傳 記に は 「璺受 皇太神 一座」 と 題目 を あげて 、「天地開闢 之 初 於-高天原 一成 神 也」 とい ひ、 「御^ 都 神： 大御屮 

主 尊」 と い つて ゐる。 御缵鹿 本 紀は悉 しく は i> -受皇 太 神^: 御 鎭座本 紀と云 ふので、 專ら 外宮の 事 を 記した ものであるが 

「名號 一 一； 大 御中 主神 1」 「亦 因以曰 一一 豐受皇 太 神 一也」 とい ひ、 倭姬 命^ 記に は r 璺受大 神 一 座」 の 下に 注す る 言の 中に、 「御^ 

都祌亦 名倉稻 魂^ 也」 とい ひ、 又. 「天 御中、 干： 靈」 と ある。 然るに、 鎌倉時代の 末に 出た 度會家 行の 類聚 神 紙 本源に は... 

「天 御中 主 尊」 に 注して 「神風 伊勢 百 船 度 會山出 原 之大神 坐」 とい ひ、 又 「亦 名 御 氣都神 一と 說 いて ゐる。 この 家 行の 祌 


？ 雄畧 天皇 
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神 皇- 正統 記述 義 I  ^    1 八 II   

逍說 はこの 書の 撰者に 影 春して ゐる こと は 親 © 卿が 類聚 神祇 本源 を手寫 して ゐる事 や、 元々 集が 類聚 神-紙 本源に 基づ 

いて ゐ ると いふ 事賁で 明かに 考 へらる る。 

(されば 患大 神の 詫宜 にて 此宮の 祭 を 前に せらる) この 託宣と いふの は 御 鎭座傳 記に 「皇大 神 託宣、 吾 祭 奉仕 之 時 先須レ 祭., 

止 由 氣大神 1 也。 然 後我宮 祭神 可-勤 仕 1 也 W 故 則 諸 祭事 以_ 一止 由氣宫 1 爲 i 先 也」 と 見え、 又 御 鎮座 本紀、 倭 姬命世 記に も 同 

文が 見 ゆる。 さて この 祭祀に 外宮 を 先にして 後 內宮に 及ぼす こと は 延曆の 儀式 帳 及び 延喜 式に も 明かに 見 ゆるから そ 

の 由來は 古い 事で ある。 

(神 を をが み 泰るも 先 此宮を 前にす) これ は 公私の 奉幣の 時 も 外宮 を 前にす る を 例と する こと を いったの である。 

(天孫 々杵藤 一 K 々相 殿に ます 也) 主なる 神の 副と して 同じ 神殿に 鎮 ります 神 を 相 殿の 神と いふ。 延喜式 神 名 帳に は 「度 I 

宫四 座」 とあって、 「蟹： 受大神 一座、 相 殿 神 1H 座」 と あり、 延曆 儀式 帳に も 同 殿 坐 神 111 座と ある。 その 相 殿 神 は 「左 一座 fK 

津彥彥 火璦々 杵尊 右二 座 天 兒屋命 太 玉 命」 と 倭 姬命世 記に ある。 本書 はこれ によった もので あらう。 二十 二 社本緣 にも 

この 三 神 を 相 殿と して あげて ゐる。 

(是ょ リニ 所 木 神宮と 申す) この 雄 略の 御世に 外 宫御鎭 座あって から 二 所 大神宮と 申す ことにな つたと いふの である。 こ 

の 語の 古く 見た のは延 曆の皇 大神宮 儀式 帳で ある。 二十 二 社本緣 にも 見 ゆる。 

(丹 波よ リ 移され 給 ひける 事 は 昔豐鋤 入綑命 云々) この 事 は 御 鎮座 次第 記に 見え、 又 御 鎭座傳 記、 御 鎮座 本紀、 倭 姬命世 記 

等に 見 ゆるが、 正史に は 所見がない しかし 豐受大 神の 元お はしました 地 は 今の 與謝 都切戶 であると いふ 。(この頃に 

は 丹 後國を 分けられぬ 前で あるから すべて 丹波國 であった。) 

(遒ー W 命と 一 K ふ 入い つき 申しけ リ) これ は 四道將 軍の 1 である 所の 丹 波 道主 命で あるが、 この 事 も 上の 御 鎭座傳 記に 見る 

ところで ある。 

.^ニ シへ； -パ ミヤ  ミケ ト、 ノ  ナイ クウ  マイ-一 チ ォク タテ マツ  ジン キ ネン チウ 

古 は此宮 にて 御饌を 調へ て 内宮へ も 毎日に 送り 奉リし を、 神龜 年中より 

外宮に 御 饌殿を 立て ゝ內宮 の を も 一 听 にて 奉る となん。 かやう の 事に 依 


ミ ケ  カミ  マチ  セッ  ミケ  ミケ  リャ ウギ ァ  イン ャゥゲ ワン ソ 

りて 御饌の 神と 申す 說ぁ れ^ も 御饌 と御氣 との 兩義 在り。 陰陽 元 初の 

け J 匚 s° ふ。  o  o  o  つ 

よりて. S" ュ  I ケ  ァメ ノサキ リ クニ  ノサキ リ  マヲ  ミナ  + ホ サキ  セッ  シャゥ 

r 義」 底本 「儀」 御氣 なれば、 天狹 霧國狹 霧と 申す 御名 も あれば、 猶 前の 說を 正と すべし 

とす- ^オヤ  ァメ 丄、  ァヒ ドノ  ミケ カミイ セ ツモ チ  コト 

より て改 む とぞ。 天孫 さへ 相 殿に まし ませば、 御饌の 神と 云ふ說 は用ゐ がた き 事に 

や。 

• 

(古 は此宮 にて 御 饌を謂 へ て內宮 へ も 毎日に 送 リ奉リ し を 神 塞 年中よ リ云 々) 伊勢 祌宫に は 日 別 朝夕 大御饌 を 奉ら る る 儀 

があって 毎日 朝夕に 登受 大神宮の 御饌 殿で 兩宫の 大御祌 に 大御饌 を 奉る ことが、 昔から 今に 至る まで 钹 重に 行 はれて 

ゐる。 元 來覺受 大神鎭 座の 本旨 はこの 御饌 にあった ので あるから、 この 儀が その 御鍈 座の 當初 からの 重大 事であった 

事 は 疑がない。 而 して その 御饌の 調進 はは じめ 外 宫の內 で 行 はれた ので あると いふの が この 書の 說 である。 今 その 當 

否 を 知らないが、 後に 御 饌殿を 別に 建て、 そこにて 內 外ニ宫 の 御饌を 調進 せらる る 事に なった。 その 御饌 殿の 出来た 

の は祌癍 年中と 云って ゐ るが、 神 宫諸雜 事 記に よると、 聖武 天皇 神龜六 年に 御饌 物に 不淨の 事が あった 爲に その 御 怠 

の爲に 勅あって 御 僕 殿 をば 創立せられ たと ある。 

(かやう の 事に 依リて 云々 御饌の 神と 云 ふ說は ffl ゐが たき 事に や) 璺受大 神が 御饌の 神に まします こと は 古典の 明かに 傳 

ふる 所で これ は 動かす 事が 出来ぬ ことで ある。 然るに 撰者が この 說を なすの は、 これ は 前に も 云った 通り 外宮 を 中心 

とし！； 5. 起った 度 會家祌 道の 說に從 つたから である。 次に その 說を轺 介す る。 

(御饌 と御氣 との 兩義 在リ) 御饌の 神と いふの は古來 からの 古典の 說 であるが、 御氣の 神と いふの は 類聚 神祇 本源に 「御 氣 

津神」 と 書いて それ は 「水 德號 也」 とい ひ、 又 「御 氣津 古語 也 水 者 略語 也」 といって、 水 を 以て 道の 源流 萬 物の 父母 

とする 一種の 哲學 に據 つて ゐ るので ある。 

(陰陽 元 初の 御氣 なれ ぱ 云々) これ は 神 皇實錄 とい ふ ものに、 「天 御中 主神」 の 下に 「天地開闢 之始 含， 一精 氣 一而 應化 之」 と 
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「御座し き I 虔 

本 「御座 ス」 に 

作る。 他 本に 

よりて 改む」 


「誕」 底本 「挺」 

に 作る レ 他 本 

によりて 改 

む。 


一 /シ. フ ノネ ペイ； テン ► ワウ  ィゥ リャク ダイ サン  コ  オン ハ ハカ ラ匕メ カツ ラギ ッ プラノ ダイ ジン ムス メナ リ 

第一 一十三 代 淸寧 天皇 は 雄 略 第三の 子。 ， 御 母 韓姬、 葛 城の 圓 大臣の 女 也。 

づソ エサ ル f トっ ソクヰ  ャ マト ィ め レミカ クリ ミヤ ォ マ.， -マ  タン ジャゥ ハジメ  ：ク ハツ 

庚 B. の 年卽位 大 倭の 磐 余 甕 栗の 宮に 御座す。 誕生の 始 より 白髮 おはし 

-プ ン ワウ  マ ヲ 

ければ しら かの 天皇と ぞ 申しけ る。 . 

(»§«. 天皇 は 雄畧第 一 一一の 子) これ は 日本 紀 によった ものである。 

(御 母 韓姬葛 城の 園 大臣の 女 也) これ は 日本 紀 * 古事記 共に 同じ 傳 である。 

(庚申の 年 即位) これ は 日本 紀の傳 であるが、 雄 略 崩御の 翌年の 卽位 である。 


いひ、 又 「亦 曰 天 狭霧 國狹 霧」 とい ひ、 又 類聚 神-紙 本源に 「亦 名 天 讓日國 讓月天 狭霧 國 狭霧 尊 也」 とも あるな ど を 云 

つた もの であらう。 

(說) 以上 說 明の 委し いのは、 豐受大 神が 伊勢神宮の 外宮と して 尊崇 極めて 厚い ので あるから、 その 由來 とその 祭神と を 

明かに する こと は、 又 神 良 正統 記の 本旨と して 重要な 事で あると 思 ふからで ある。 

コノ テン ワウ テン 力  チサ  タマ  コトュ ジ フサ ンネン  C チジフ サイ ォマ シマ 

此 天皇 天下 を 治め 給 ふ 事 二十 三年。 入 十 歳 御座し き。 

o  o  o  o 

(此 天皇 天下 を 治め 給ふ搴 二十 三年) これ は 日本 紀の傳 である。 

(八十 歲 御座し き) 日本 紀に 御壽を 記さぬ。 古事記 舊事紀 共に 百 二十 四と ある。 その他 諸 書區々 であるが、 本書と 一致す 

るの は 見ない。 本書 は 何に よられた のか 未だ 知らない。 


ヅ シ 


(大 倭の 磐 余 甕 栗の 宮) これ は 日本 紀、 古事記 共に 同じ 偉で ある。 この 宮の 舊址は 磯城 郡 安倍 村 大字^ 內の 御厨 子と いふ 

邊 であると いふ。 

(誕 生の 始ょリ 云々) この 事 は 日本 紀の傳 である。 御名 を 「しら か」 と 申し 奉る こと は 古事記 も 同 接で f 白菜 命 j とも 「白 

髮大 倭极子 命」 とも ある。 日本 紀 では 「白 髮武廣 國押稚 日本 根子 天皇」 と ある。 


「二人」 9 「人」 

底本 脫す。 他 

本に よりて 補 


ク 7 ウィン  タ 


P タマ 


ク -I グュ  チヨ クシ 


御子の なかり しかば、 皇胤の 絕 えぬべき 事 を 歎き 給 ひて、 國々 へ 勅使 を 

ッカ"  クヮ ウィン  モト  イチべ  オシ ハ  ワウ .ジ  ィゥ リャク  コロ  タマ  トキ  ク ワウ 

遣して 皇胤 を 求めら る。 市 邊の押 羽の 皇子、 雄 略に 殺され 給 ひし 時、 皇 

二 ョ ヒ トリ  ヮ ウジ フタ リオ マシマ  タ-ー ハノク ュ  カク  タマ  モト  イダ 

女 一人、 皇子 二人 御座し ける が、 丹 波 固に 隱れ給 ひける を 求め 出して、 

o  > 

御子に して 養 ひ 給 ひけり。 


(釋) この 際の 事 は 日本. 紀 古事記に 委しく 出て ゐる。 本書 は 日本 紀の傳 によって その 要 をと つて こ、 に 述べられ たので あ 

る。 古事記で は 天皇 崩御の 後に、 飯 替-靑 尊が 攝 位し 給 ひて 皇胤 をば 求められ たと ある- 


テンカ  チサ  タマ 


ゴ ネン  サン ジ フク サイ ォマシ マ 


天下 を 治め 給 ふ 事 五 年。 三十 九 歳 御座し き ( 


(天下 を 治め 給 ふ 事 五 年) これ は 日本 紀の傳 である。 

(一一 I 十九 歳 御座し き) 日本 紀 にも 古事記に も 御 齡の傳 は 無 い 


水鏡、 1 代 耍記等 は 四十 一 歳と いひ、 暖代 皇紀に は 四十 ニ歲 


卷 11 涛寧 1K 皇 


八 五 
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と あるが、 本書と 间 じ傳は 未だ 見ない。 本書 は 何に よられた かわからぬ。 

ダイ -ー ジフ シ ダイ  ケン ヅゥ テン ワウ  イチ ベ  オシ ハ  ワウ ジ  ダイ サン  n  リ チウ テン ワウ  ャゴ ナリ 

第一 一十 四 代、 .顯 宗 天皇 は 市 邊の押 羽の 皇子の 第三の 子、 履 中 天皇の 孫 也。 

オン ハハ  オト ヒメ  ァリ  ォミ  ムス メナ リ  オン コノ カミュ ンケン マ タクラ ヰ  ッ  タマ  ァヒ トモ 

御 母、 弟 媛 ^ 蟻の 臣の女 也。 御 兄 仁 賢 先 位に 卽き給 ふべ かりし を、 相 共 

ュヅ  ドウ ボ  オン ァ ネィヒ トヨノ ミコ トシ パラ クラ ヰ  ヰ タマ 

に讓り ましく しかば * 同 母の 御 姉 飯豐尊 暫く 位に 居 給 ひき。 され ども 

ャカテ ゲン ソゥ ダマ ォマ シマシ  ョ  ィヒ トヨ テン ワウ  t ツギ  タテ マツ  ナリ  キノ トウ シ 

纏 顯宗定 り 御座し に 依りて 飯豐 天皇 をば 日嗣に はか ぞへ 奉らぬ 也。 乙 丑 

トシ ソクヰ  ャ マト  チカ ッァス 力 ャッリ  ミヤ ォマシ マ  . テ ン 力  チサ タマ  コト サン ネン 

の年卽 位。 . 大和の 近 明日 香 八 釣の 宮に 御座す。 天下 を 治め 給 ふ 事 三年。 

シジフ ハチ サイ ォマシ マ 

四十 八歲 御座し き。 

(顯癍 天皇 は 市 通の 押 羽の 皇子の 第一 二の 子 一 K々) これ は 日本 紀の傳 によった ものである。 但し 御 父の 名 は 日本 紀に は市邊 

押 夥皇. 子と ぁリ、 古事記に は 市 邊忍齒 別 王と ある。 

(御 母 弟 媛 云々) 弟 媛 は 類從本 以外に 皆 この 通に なって ゐ るが、 それ は r 荑姬」 の 誤で ある。 恐らく はこれ は 原本に 正し 

く 書いて 在った の を r 荑」 とい ふ 字 は 見馴れな いので、 寫し傳 ふる 間に 「弟」 の 字に 誤った もので あらう。 さて これ 

は 日本 紀の傳 によった もので あらう。 瞋臣は 葦田 宿 漏の 子で 葛 城の 襲 津彥の 孫で ある。 

(御 兄 仁資先 位に 即き給 ふべ かリ しも 5 々) この 事 は 日本 紀 によって 書かれた ものである。 古事記で は 钣登靑 尊 は 顯宗仁 

^の 御 叔母で、 淸寧 崩御 後 一 時 皇位 を攝 行して この 二 帝 を 尋ね 求められ たと ある。 但し 兄弟 相 譲られた 事 は！： じ樣に 

傳 へて ゐる。  • 


(隨顯 宗定リ 御座し に 依リて 云々) 仁贅 天皇 は、 二 皇子 龍 潜の 時に、 その 皇胤た る 事 を あら はされ たの は 弟 皇子の 御 力で 

あるから と 云って 同辭 せられた 爲に弟 皇子が 終に 先だって 皇位に つかれたの である。 飯蹙 天皇が 一 時 皇位に 居られた 

事 は、 日本 紀 古事記 共に 同じく 傳 へて ゐ るが、 歷 代に かぞへ 奉らぬ とい ふので ある。 これ は 如何い ふ 理由で あるか、 

自分に は 分らぬ。 水鏡に は 明かに 一 代と して かぞへ 奉って ある。 

(乙 丑の年 卽位) これ は 日本 紀の傳 である。 淸寧 崩御の 翌年の 卽位 である。 

(大和の 近 明日 番八 豹宮) 日本 紀には 近 飛鳥 八釣宫 と 書き、 古事記に は 近 飛鳥 宮と 書く、 同じ 所で ある。 この 宫址は 高 市 

都 飛鳥 村 大字 八 釣字宫 下に ある。 「近 飛鳥」 と 名 づけた の は 古の 飛鳥宮 (允恭) に對 して 云った 名で ある。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 三年) これ は 日本 紀の傳 である。 古事記に は^ 歳と ある 

(四十 八歲 御座し き) 日本 紀には 御齡を 載せない。 古事記 水鏡に は 三十 八歲と ある。 四十 八歲と あるの は 一代 耍記、 歴代 

皇紀 等で ある。 


「さきた て Is 

本に 「先ッ 立」 

に 作る、 他 あ 

によりて^ 

む。 


ダイ ュ ジフ ゴ ダ， 


ュ ン ケ ン テ ン ワウ 


ケン プゥ ドウ ボ 


オン コノ カミナ 9 ィゥリ ャク 


ヮガ チチ 


ワウ ジ 


第二 十五 代、 仁 賢 天皇 は 顯宗同 母の 御 兄 也。 雄 略の 我 父の 皇子 を 殺し 給 

コト  ゥラ  ミサ、 キ  ホ  ミ 力 パネ  ノ タマ  ケン ゾ ウイ サ 

ひし 事 を 恨みて、 御 浚 を 堀り て 御 屍 をはづ かし めんと 宣 ひし を. 顯宗諫 


オヤ シマニ  》r ク  一-  ✓  -V ノ：、  ；- - 

め 御座し に 依りて 德の 及ば ざ る こと を 恥ぢて 顯宗を さきた て 給 ひけり 

'  o  、  o 〇 

ツチ ノエ サル トシ ソク キ  ャ マト  イソ ノカミ ヒ 0- タカ  ミヤ  ォマシ マ  テンカ  ヲサ  タマ  コト ジフ イチ ネン 

戊 申の 年卽 位。 大 倭の 石上廣 高の 宮に 御座す。 天下 を 治め 給 ふ 事 十 一 年 一 

ゴ ジフ サイ ォマ シマ 

五十 歲 御座し き。 


ケン ソゥ 


タ マ 


(仁 賢 天皇 は IK々) この 事 異傳が 無い。 


卷ニ 顯宗 仁 賢 天皇 
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(雄 略の 我 父の 皇子 を 殺し 給 ひし 事 を 恨みて 云々) この 事 は 日本 紀 古事記 共に 略 同じ 樣に傳 へて ゐる。 但し この 事 は顯宗 

卽 位の 後の 事と 傳 へ てゐ るから 德の 及ばぬ 事 を 恥ぢて 顯宗を さぎた てられた とい ふ 事 は事實 にあ はぬ 樣 である リ 

(戊 申の 年 即位)， 口 本 紀には 戊辰と ある。 申 は 辰の 誤で あらう。 顯宗 崩御の 翌年の 卽位 である。 

(大 倭の 石上廣 高の 宮) 日本 紀、 古事記 共に 同じ 傳 である。 この 宮の址 は 山邊郡 二階 堂 村 大字 嘉幡字 都 田の 地で あると い 

、 o  ^>、J, も 

^ ふ. J  ： ベ^ ゾ  V, な-  . . く 父 

(天下 を 治め 給 ふ 事 + 一年) これ は 日本 紀の傳 である。 

(五十 歳 御座し き) 日本 紀 古事記 共に 御齡を 記さない。 水鏡、 歴代 皇紀、 愚 管 抄等は 本書と 同じ 傳で、 一代 要 記、 帝王 編 

^^に は 五十 1 歳と ある。 


ダイ -ー ジフ ロク ダイ 


プ レツ テ ン ワウ 


ュ ン ゲ ン 


ォ ホイ ラッメ  ク ワウ 二 


-ゥリ ャク 


オン ムス メ チリ 


第二 十六 代、 武烈 天皇 は 仁 賢の 太子。 御母大 娘の 皇女、 雄 略の 御 女 也" 

ツチ ノト ゥ  トシ ソク斗  ャ マト  ハッセ ナミ キ  ミヤ  ォマ シマ 

,已 卯の 年卽 位。 大和の 泊瀨列 城の 宮に 御座す。 


「祚」 底本 「組」 

とす、 他 本に 

よりて 訂 すし 


〈武烈 天 直 は 仁 8K の 太子) これ は 日本 紀の 文に よった ものである。 仁 贅の男 皇子 は 一 方の みで ある。 

(御 母大 娘の 皇女 云々) 舂日大 娘 皇女が 正し い 御名で ある。 本書 は 略して 書いて ある。 これ は 日本 紀 古事記 共に 同じで ある。 

(巳 卯の 年 即位) これ は 日本 紀の傳 である。 仁 賢 崩御の 翌年で ある。 

(大和の 泊瀨列 城の 宮) 日本 紀の 文字に よった ので ある。 古事記に は 長 谷 之 列 木宮と ある。 所 は 同じで ある。 この 宫の址 

は 今 磯城 郡 初 瀨町字 出 雲 十二 神 地の 地で あると いふ。 

シャゥ  ァク  ィ， コ ト  3  テン ソ  t サ 

性 さがな くまして、 惡 としてな さず と 云 ふ 事な し。 S りて 天^も 久し か 

o 

ュ ン トク  セィ トク ォマ シマシ  ドモ  コノク ワウ イン コ、 タ  セィ トク  カナ ラ  ハ ク 

らず。 II 德 さし も聖德 御座し か 共 • 比 皇胤 爰 に^えに き。 聖德は 必ず 百 


「おほれず」 底 

本 「ヲ ホサレ 

ヌ」 とす t 他 

本に よりて 訂 

す 


シ ：• ン 


ホ ロボ 


代に まつらる ffH とこ そ 見え たれ 共、 不德の 子孫 あらば、 其 宗を滅 す 

セ ン ショウ： ナ ハ ダォホ  -、 ーャゥ n  セィ ケン  コ  ドモ ジ アイ  ゥッ ハ 

べき 先蹤甚 多し。 されば 上古の 聖賢 は 子 なれ 共 慈愛に は おぼれず、 器に 


ゲゥ 


n タン シュ フ セゥ 


シ ユン 


o  o  o  o 


シ ユン 


非 ざれば 傳 ふる 事な し 堯の子 丹朱 不肖な りし かば 舜 にさ づけ 舜の 

n シャゥ キン マ タフ セゥ  力  ゥ  ゴト  ゲゥシ ユン  n チタ  ナホ 

子 商 均 又 不肖に して、 夏の 禹にゅ づられ しが 如し。 堯舜 より 此方に は猶 

テンカ  ヮタ クシ  ュヱ  カナ ラシ ゾン  ッタ  コト  ナ  ゥ  ノチ 

天下 を 私に する 故に や、 必ず 子孫に 傳 ふる 事に 成りに しが、 禹の 後に、 

ケッ ボウ ギヤ ク  クニ  ゥ i ナ  イン  タウ セィ トク  ドモ チウ  トキ ム ダウ  チが 

桀 暴虐に して、 國を失 ひ、 殷の 湯聖德 ありし か. 共紂 が時无 道に して、 永 

ホロ  テン ヂク  プッ メッ ド ヒャ クネン  ノチ ァ イク  ィ  ワウ  ウギ  ク ジャ クシ 

く 亡びに き。 天竺に も 沸 滅度 百年の 後 阿育と 云 ふ 王 あり。 姓 は 孔雀 氏。 

ワウ ヰグ  t テチ リン ト クダ  テン リン ヰ トク ェ  ェン プ ダイ トウ "ャゥ ァ マサ 

王位に 即 きし 日鐵輪 飛び 降る。 轉 輪の 威德を 得て、 閻浮提 を 統領す。 剩 

モロ モ P キ ジン シタガ  シャゥ ハフ モ テンカ チサ  プッ リ ッゥ  サン ボウ 

へ 諸の 鬼神 を隨 へたり。 正 法 を 以て 天下 を 治め、 佛堙に 通じて、 三賓を 

ハチ マン シ セン タフ タ  シャリ I アン ヂ  ク ジフ P ク ォク セン コガネ ス 

あがむ。 八 万 四千の 塔 を 立て  > 舍利を 安置し、 九十 六 億 千の 金 を 捨て ゝ 

ク ドク  セ  t ト チリ  ソノ サン セィ マゴ  フ シャ ミツ タ ラ ワウ  トキ ァク シン  ス、 メ ョ 

功德に 施す る 人 也き。 其 三世の 孫、 弗沙密 多羅 王の 時恶臣 の勸に 依りて、 

ソ ワウ  タ  タフ パ  ハヱ  ィ  ァ タネン  ォコ モロ モロ  テラ  ャプ  ビ ク 

祖 王の 立て たりし 塔婆 を破壞 せ ん ，二 云 ふ 惡念を 發し諸 の 寺 を 破 り、 比丘 


卷ニ 武烈 天皇 


八 九 


神曳 正^^ 述義 


九 0 


「徳」 底本 「患」 

に 作る、 他 諸 

本に よりて 改 

む。 


セッ ガ. 


ァ イク 


ケィ ジ ャクジ 


プッ * ケ シ 


を 殺害す 阿育 王の あがめ し 雞雀寺 の 佛牙齒 の 塔 を こぼた むと せし に 護 

,ノ フジ ュ  タイ セシ  ケ  ワウ オヨ  シ ヒャゥ シゥ  オシ コ 口  コレ  ク ジャク 

法 神い かり をな し 大山 を 化して 王 及び 四 兵の 衆 を 押 殺す。 是 より 孔雀 

タネ ナガ  タ  セン ゾォ ホキ  トク  フ トク  シ ソン ソゥ ，、ゥ  マクリ 

の 種 永く 絕ぇ にき。 先祖 大 なる 德 あり，、」 も、 不德の 子孫 宗廟の 祭 をた > 

o 

n トウ タガ 

ん事疑 ひなし。 


(性 さがな くまして 惡 としてな さず と 云 ふ 事な し) 「さがな く」 と は 善から ぬ ことで ある。 この 天皇の 惡 行の 事、 曰 本紀に 

^肇 して ある" 伹 しこれに つ いて 多少 議論 も 史家の 間にあるが、 今 それ を 論ぜぬ。 

(仍リ て 天齚も 久しから ず) 天祚は 天皇の 位に ゐ たま ふこと を いふ。 この 天皇の 御 在位の 少 かった の は その 惡 行の 報で あ 

ると 撰者が 觀 たので ある。  . 

(仁镝 さし も 聖徳 御座し か 共 云々) 仁德 天皇から、 この 天皇まで 五世で ある。 この 天皇 御子が 無くて 仁 德の御 血統の な統 

を 受けら るる ことが こ 、に絕 えた。 

(聖德 は 必ず 百 代に まつらる 云々) この 語 は 「春秋に 見 ゆ」 と あるが、 春秋の 經 文に は E ^えぬ。 左 傳昭公 八 年の 傅に、 晋 

侯が 史趦に 「陳は 遂に 亡びん か」 と 問うた 時に 史趙 が、 陳は 急に は 及ぶまい と 答へ た その 言の 中に ある 語で ある〕 

ク广  ラル 

曰に く  r 臣聞 盛德必 百世 祀」 と 云った。 これ は陳は 虞舜の 後で あるに よって 一 W つたので ある。 それによ ると こ 、に r 聖 

德」 と あるの は 「盛 德」 の 誤で ある。 

(說) 「盛 德は 必ず 百 代に まつらる 云々」 から は 人 主たる もの &鑑誡 とすべき 議 諭であって、 祖先に 盛德 があって も、 其 子 

孫に 德が なくば これ を 受け つぐことの 出来ぬ ものである こと を 論じて、 自ら 德を 修めて その 祖先の 盛徳 を繼ぎ その 迹 

を傳 ふる 責任の ある 事 を 論じた ものである。 

(され ぱ 上古の 聖賢 は 子 なれ 共 慈愛に は おぼれず 云々) これ は 堯舜の 事 を 主として 述べた ものである。 堯 がその 子 丹朱に 


位を傳 へずして、 舜 にさ づけ、 舜が又 その子 商 均に 傳 へずして 禹に 譲った の は いづれ も その子が 父の 後 を 受けて 帝業 

を 仝く する 器でなかった からであった からで あるが、 こ の 事は史 記に ある。 

(桑 舜ょリ 此方に は 捱 天下 を 私に する 故に や 云々) これ は 夏の 禹が、 子孫に 傳へ、 股の 湯 も 亦 子孫に 傳 へた 事 をい つたの 

であるが、 禹の 末の 桀王、 湯の 末の 紂王 いづれ も 暴虐 无 道で 亡びた とい ふので あるが- これ その 始龃が 有德で 天子の 

位 を 得、 子孫が 無道で これ を 亡 やた 事 を 謂った ので ある。  • 

(說 ：>  以上 は 支那での 事で あるが、 次に は 印度の 事を說 いて ゐる。 

(天竺に も佛 滅度 g 年の 後 阿育と 云 ふ 王 あ リー K々) これ は 佛祖統 記に 出て ゐる。 周の r 厲王 三十 三、 佛滅後 百年 中 天竺 華氏 

城 阿育 王 遣 =h 使 白， ー毬毛 1( 優波毪 多で ある) 欲， 一 來問 訊？ 種 多往， 一至 王 所 一摩， 頂說， 偈指， 一 示如來 往昔 行 住 之 處ー悉 令, 起， 塔- 

後 於， 河 龍 宫1 坂， 1 蹈王所 レ 藏釋 迦舍利 1 作- 八 萬 四千 寳塔ー 勅-諸 鬼神 1 於， 1 閻浮提 1 城郭 滿 ，- 一 億 家 1 爲ぃ 立- 一  塔 1 云々 初佛在 _| 王 

舍城 1 乞食 有， I 童子 1( 中略) 世 尊 微笑 吿, 一 阿難 一 曰我滅 百年 此 童子 統, 一 領 一 方 一 爲， ー轉輪 王？ 姓" 孔雀 氏、 名 阿育。 正 法治 化廣 布,, 

我舍利 一造-一八 萬 四千 法王 之 塔 こ と 見 ゆる。 委しく は 阿育 王經、 - 阿育 王 傳を 見よ。 

(其 三世の 孫 弗 沙密 多羅 王の 時 云々) これ は 雜阿舍 鯉に 載す る 阿育 王 施 半 麻 勒果因 緣餒に 出で た譚 であるが、 弗沙蜜 多羅 

は 阿育 王の 血統で はない。 阿育 王の 沒後 群臣が 法 益と いふ も の^子 三 波提を 立て \王 とした、 それより 子孫 相つ ぎ 四 

^の 王が 沸沙蜜 多羅で ある。 

(龃 王の 立てた リし 塔婆 を 破 壌 せんと 云ふ惡 念を發 し、 云々) これ は雜 阿合綞 によるに 時に 沸沙蜜 多羅が 諸臣に 問うて 如 

何なる 事 をせば、 わが 名 德を存 すべ きかと 曰うた 時に 善臣は 阿育 王の わざに 傚へ と 云った が、 阿育 王に は 大威德 有って 

よく 此事を 行った が、 自己に は それ は 行 ひ 得ない から、 他の 事を考 へて 見よ と 云った。 その 時に 惡臣が 王に 啓して い 

ふに、 間 二種 法、 傳 t 不レ 滅、 一 者 作, 善、 二者 作&。 大王 阿育 作， 一 諸 善行？ 今當 k 行， ー惡行 一 打 * 壤八萬 g 千 塔 上。」 そこで 

(諸の 寺 を破リ 比丘 を殺窖 す) となった ので ある。 雜 阿含經 前文に つ いで 曰 はく 「時 王 用-佞臣 語 一 即令 一一 四 兵 衆 一往， 一 詣寺舍 1镇ー 

諸 塔 寺？ 王 先往， 1 雞雀寺 中？ 寺 門前 有， 一 石 師子ー 即作， ー師 子吼？ 王 聞, 之 即大驚 怖。 非， 一 生 獸之類 一 而能吼 鳴： 還 入， 一 城 中？ 如是 再 

三 欲レ壤 一一 彼 寺 二と ぁリ、 なほ その 次に 「時 王 呼 fe 比丘 ー來、 云々。 時 王 殺 一 一 害 比丘 一 及续ー 一 塔 寺 一如, 是 漸漸. き 一 婆 伽羅 國 こと あ. る。 

(阿育 王の あがめし 雞雀 寺) 鷄雀寺 は 天竺 摩 揭陀國 波 吒釐子 城に 在って、 阿育 王の 建立す る 所で あるが、 その 寺の 門前の 

石の 獅子が 吼 えたので、 か の 寺を缓 たうと した 事 は 上文に 見 ゆる。 
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C 佛牙齒 の 塔 を こぼた むと せし に) この 文で は その 塔に 釋迦佛 の 牙齒を 納めて ある やうに 考 へらる る。 然るに、 雜 阿舍經 

の 文で は 「如是 漸進 至 一一 佛塔 門邊？ 彼 所 塔 中 有 一一 一 鬼神 一 止 一一 住 其 中 1 守 一一 護佛塔 1. 名 曰 一 一 牙齒こ とあって 牙齒 とい ふの は雞雀 

寺の 塔の 守護神の 名で ある。 編者 か 又は 編者の 據 とした 本に 誤解して 記した もので あらう。 

法 神い かリ をな し、 大山 を 化して、 王 及 四 兵の 衆 を 押 殺す。 是ょリ 孔雀の 種 永く 絕ぇ にき) 護法 神 は 即ち 上に いふ 牙 

齒と いふ 名の 鬼神で ある。 雜 阿舍經 上文の つぐき に& はく 「彼 鬼神 作 一 一 是念？ 我是佛 弟子、 受ー 一 持禁戒 一 不, 殺 一 一 害 衆生 『我 

今不， 能， 殺-害 於 王？ 又復 作， 念 有 t- 一  神 1 名 曰 5 蟲？ 行， 1 諸惡行 一 児 暴 勇健、 來_| 索 我 女 一 我不， 與， 之" 今者爲 &11 正 法 1 故 赏丁嫁 

,1 與彼 1 令 巧 其 守 佛法 I" 即 呼_1 彼 神 1 語 言、 我 今 嫁 レ女與 レ汝、 然 共立， 1 約 誓？ 汝耍當 &:, 1 伏此王 1 勿-使.， 興 _ー諸 惡行 1 壤 * 滅正 法よ。 

時 王 所有， 一 一 大 鬼神 一名 曰， 一房 茶？ 威德 具足、 故 彼 神不， 一奈， 王 行^ 時 牙齒神 作-方便？ 今日 王 威勢 自然 由-此^ 祌？ 我 今 誘 誑 

共 作， 一親 厚 一 如， 是^., 彼 神 一 作-知識 一 極 作 _1 知識 一已。 即將， 一 此神 一至-於 南方 大海 中？ 時 彼 蟲神排 _ ー攩 大山 一 推ュ迮 王 上？ 及 四 兵 衆 

無， 不一 一 死盡？ 衆人 S1  一 c 快哉 快哉。 是世 人相 傳名爲 一一 快哉？ 彼 王 終 亡、 孔雀 苗裔 於 レ 此永 終」 と ある。 四 兵の 衆と は 轉輪王 

出遝 する 時に 隨 ひて 護衛す る 象 兵、 馬 兵、 車 兵、 歩兵の 四 種の 兵 衆 をい ふ。 

(先祖 大 なる 瑭ぁリ とも 不逋の 子孫 宗廟の 祭 をた たん 事 疑な し) この 斷案を 示して、 有德の 君の 子孫の ます- (-德 を 磨く 

ベ きを 示す。 


梅 白 二 本 「五 

十八 歳」 とす C 


n ノ テン ワウ テン 力  チサ  タマ  コ ト ハチ ネン  ジフ ハチ サイ ォマ シマ 

此 天皇 天下 を 治め 給 ふ 事 八 年。 十八 歳 御座し き 


(此 天鱼 天下 を 治め 給 ふ 事 八 年) これ は 日本 紀も 古事記 も 同じ 樣に谆 へて ゐる。 

(十八 歲 御座し き) この 天皇の 御 齢 日本 紀 古事記 共に 載せぬ。 十八 歳と いふ は 水鏡に も 見 ゆる。 歷代 皇紀、 皇 年代 略記 等 

は 五十 七歲 として ゐる。 しかも いづれ も 理に合 はず 信ぜられぬ こと は大 日本史に 論じて ゐる。 


ダイ ュ ジフ シチ ダイ 


ダイ ュ 


ケィ タイ テン ワウ 


ォ ゥ ジ ン ゴ 


オン マゴ チリ 


ォゥ ジン ダイ ハチ 


第二 十七 代、 第二 十 世、 繼體 天皇 は應神 五世の 御 孫 也。 應神第 入の 御子 


「ちかき」 底本 

「せ キ」 とす、 

他 本み な 上の 

如し e 


ハヤ ブサ ヮケ  ヮ ウジ  ソノ コ ォホ ト  ォホ キミ ソノ コシヒ  ォホ キミ ？ ノコ tn ゥ シ  ォホキ ミ ソノチ 

隼總 別の 皇子、 其 子 大迹の 王、 其 子 私斐の 王、 其子彥 主人の 王、 其 子 男 


ォホ キ- 


テン ワウ 


マ シ 


スィ ユン シチ セィ 


オン マ ゴナリ 


ヱチ ゼン 


クニ グニ 


セン リー 


大迹の 王と 申す は此 天皇に 御座す。 御 母 振 媛、 垂仁七 世の 御 孫 也。 越 前 

ノ クニ  マシマ  ブ レツ カク  タマ  ク ワウ インタ  ゲン シン ウレ  ナゲ 

國に 御座し ける。 武烈 隱れ給 ひて、 皇胤 絕 えに しかば、 群臣 愁へ 歎きて 

二  メゲ  クヮ ウィン  モト タテ マツ  コノ テン ワウ  ワウ シャ  タイト 

々に 廻り、 ちかき 皇胤 を 求め 奉りけ るに、. 此 天皇、 王者の 大度まして 

o  o 〇 

リヨ ウイ キホ ヒョ  キコ  タマ  グン シン ァヒギ  ムカ  タテ マツ  ミタビ  ゲン. ジ ヨウ 

潜 龍の 威 世に 聞え 給 ひける にや、 群臣 相議 して 迎へ 奉る。 三度まで 謙譲 

し 給 ひけれ ども、 終に 位に 即きタ 給 ふ。 ことし 丁亥 年 也。 |§認 ほお 一二 大 

ト  ィ ハレ タマ ホ  ミヤ  マシマ  ユン ケン  オン ムス メタ シラカ  ク ワウ ニョ  ク ワウ ゴ ゥ  リク キ 

倭の 磐 余 玉 穗の宫 に 御座す。 仁 賢の 御 女手 白 香の 皇女 を 皇后と す。 即位 

タマ  マコト ケン ワウ  マ シ マ 

し 給 ひしょり 誠に 賢 王に 御座し き。 


(第二 十七 代 第二 十世繼 S3 天皇 は應神 五世の 御猱 也) 代と 世と 記し わけられ たの は仲哀 天皇からで、 その 次に は應祌 天皇 

であるが、 それから 下 武烈 天皇まで はなくて こ V に 又 書いて あるの は、 前に も 首った 樣に、 後代に つ く 繼體の 次第 

を 知らう とする^で ある。 

鑛神第 八の 御子 箄趣 別の 皇子 云々) 繼體 天皇が 應神 第五 世の 孫で ある こと は 古典の すべてが 傳 ふる 所で、 古事記で は 「 品 

太 天皇 五 ^之 孫」 と 記し、 日本 紀には r 譽田 天皇 五世 孫、 彥 主人 王子 也」 と 記して ゐる。 しかし、 その 御 系統 は 明記 

して はない。 釋 日本 紀には 上 宮記を 引いて、 

應祌— 若 野 毛ニ误 王— 大郎 子— 汗斯王 I 繼體 
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とし、 なほ 「櫞體 天^ 之？ i 考上宫 記 之 外更無 一一 所見 こ と 言って ゐる。 本書の 傳は 古典に 見えぬ が、 何に よった ものである 

か 明かで ない。 水鏡に 載す る 所 は 本書と 同じで ある。 然れ ば、 中古から かう いふ 一 の傳 があった ので あらう。 

(御 母 振 媛 云々) これ は 日本 紀の傳 であるが 上宫 記の 傅と 合 ふ。 

(越 前國に 御座し ける) この 天^の 御父彥 主人の 王 は 近 江國に 住まれた ので あるが、 御 母の 故 鄕は越 前 國三國 であった。 

天 良 は 幼に して 孤と なられて 御 母が 故鄕に 伴って 育て 奉られた ので ある。 

(武烈 隱れ給 ひて 皇胤 絕 えに しかば 云々) この 即位までの 事情 は 日本 紀に 委しく 書いて あるの を こ、 に耍 をと つて 記され 

た ので ある。 

(潛雔 のい き ほひ) 潜 龍 は 易の 乾 卦の辭 にある 語で、 龍 は 天子の 象で あるが、 天子の 德を備 へながら 潜み 隱れて その 威の 

未だ 見れ ぬ を いふ。 

(ことし 丁亥の 年 也 云々： - ことし は 即位の 年 を さす。 これ は 日本 紀の傳 である。 武烈 崩 じて の 翌年め 即位で ある。 こ X に 三 

^と あるの は^ 算 であらう。 

(大 俘の 磐 余 玉 穂の 宮) この 天^のお 城 はは じめ 山城の 筒 城 (辍喜 郡) にあり、 次に 弟國 (乙訓 郡) にう つされ、 最後に 磐^ 

玉 穂^に うつされた 事が 日本 紀に見 ゆる。 古事記に は 「伊波 禮之玉 穗宫」 と ある. この 宫の 址は詳 かで ない が、 磯城 

郡 安^村 池の 內の迻 であらう とい はれて ゐる。 

(仁 E の 御 女手 白 香の 皇女 を 皇后と す) この 事 は 日本 紀 古事記 共に 同じで ある。 

(即位し 給 ひしょ リ 誠に 賢 王に 御座し き) この 事 は 日本 紀に 委し い。 本書 は その 耍を あげたの みで ある。 

ォゥ ジン  f コ ォホ  キコ， タマ  ユン トク ケン ワウ  ？\タ  オン スヱ タエ 

應神、 御子 多く 聞え 給 ひしに、 仁德賢 王に て傳 へまし しか ども、 御末絕 

ハ ャ ブサ ヮケ  オンス ヱ  ョ  タ マコト  ュヱ 

にき。 隼縐 別の 御 末 かく 世 をた もたせ 給 ふ 事、 いかなる 故に かとお ぼつ 

-I ン トク  ォホ サ サ キノ ミ コト マテ  ダイ ハ チ  ワウ ジ  ハ ャ ブサ ヮケ  マテ  ニン トク 

か なし。 仁德 をば 大鶬鶴 尊と 申す。 第 八の 皇子 をば 隼總 別と 申す。 仁德 の 


體 

天 


九 

五 


「隼の I 底本な 

し、 他 本に よ 

りて 縦 ふ。 

「を」 梅 底本 

なし、 白 北 三 

本に よりて 補 

、 o 

〔。の」 底本な 

し 他 本に よ 

りて 補 ふ。 

「擇」 梅 本 はよ 

ひ 乍^^. 「撰」 

に 作る，. - 


キヤ ウダ イタ ハ ム 


サ ササ 


「皇」 他 本に よ 

る。 底本 「王」 

とす。 


ハヤ プサ ォホ トリ チリ 


ァラソ タマ 


ハヤ プサ 


御代に 兄弟 戯れて、 鵜鹩は 小鳥 也、 . 隼 は大烏 也と 爭ひ給 ふ 事 ありき つ 隼 

ナカ  スヱ  ヨウ ケッ  タマ  タメ シ 

の 名に 勝ちて 末の世 を 請 次ぎ 給 ひける にや。 もろこしに も か A る檨 あり 


こ ナ  ^Ll  ^ ッ、 シ ォモ，  コト  オノ ヅカ ラテン メイ チリ ィ 

gwr 名 を 付く る 事 も愼み 重く すべ き 事に や。 それ も自 天の 命 也と 云" ま 


ボン リヨ 


コノ テン ワウ 


ゴ ゥン 


凡慮の 及ぶ ベ きに 非ず, 此 天皇の 立ち 給 ひし 事ぞ思 ひの 外なる 御 運と 見 

ハべ  タダシ クヮ ウィン タエ  トキ  グン シン エラ  モト タテ マツリ  .K ン メイ  ョ 

え 侍る。 但 皇胤 絕 えぬ ベ かりし 時、 群臣 擇び 求め 奉りて、 賢 名に 依りて 

テン ヰ  ッ タタ マ  アマ テラス ォホ ミカ ミ ゴ ホン ィ  ミ  ク ワウ トウ ソノ  t ト 

天位 を傳へ 給へ り 天照大神の 御 本意に こそと 見えたり。 皇統に 其 人 ま 

トキ  カシコ  ショ. ワウ  イカ. テ ノゾミ  タマ  クヮ ウィン タ  タマ 

しまさん 時 は 賢き 諸 王お はすと も 爭か望 を 成し 給 ふべ き。 皇胤 絕ぇ給 は 

—  ト,  ず オン  ァ にッヒ ツギ  タマ  コ トス ナ ハチ マタ テン  トコ P ナリ 

んに 取りて は 賢に て 天日 嗣に そな はり 給 はん 事 則 叉 天の ゆるす 所 也- 

コノ テン ワウ  ヮガ クニ チウ n ゥ  ソソゥ  ァフ タテ マツ  モノな 

此 天皇 をば 我國 中興の 祖宗と 仰ぎ奉る ベ き 者 哉。 


(說) これ は 仁 德の御 末が 絶えて この 天皇が 繼體 しまし くした につ いての 論で あるが、 隼 總別皇 子の 御 末と いふ 事 は 誤 

傳 であるから、 それに 基づいての 論 はした かふべき でない。 

(もろこし にも かかる ためし ぁリ) この 左 傅に 見 ゆと いふの は桓 公二 年の 傅に 「初 nil 穆侯之 夫人 姜氏 以， 一條 之 役 一生-穴子 一命 

レ之 曰， 仇、 其 弟以， 一千 畝之戰 一生、 命， 之 曰-成 師 や 師服曰 異哉君 之 名， 子 也、 其名以 制， 義、 義以出 レ躞. 禮 以體， 政、 政 以正レ 

民、 是以政 成、 而 民聽、 易 則 生 レ亂、 嘉耦 曰， 妃怨耦 曰， 仇 古 之 命 也。 今 君命， 一大 子 一 曰い 仇 弟 曰， 一成 師ハ始 兆， 亂矣。 兄其替 乎」 
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と 果して そ の 言く 如くに なつ たとい ふ こと を さすの である。 

(皇統に 其 人 まし まさん 時 云々) こ、 の 皇統と いふの は 見 在の 天皇の 御 血統 即ち 御子 孫と いふ 意で、 汎く いふ 皇統の 意で 

はない。 從 つて 諸 王と いふの は 旁 系の 末々 の 皇族 を さした ので ある。 即ち 現在の 天皇の 御 血統が まします 場合に は 賢き 

^族が 他に おはしましても 天位に 望 を かけ 耠 ふべき 道理 は 無い。 但し、 皇胤が 將に絕 えようと いふ 場合に 末々 の 皇統 

の 中から 選ばれた まふ 樣な 場合に は賢德 がまし ますと いふ 事が 條件 となって 皇位に 備り給 ふ 事 はこれ は 天の 許す 所で 

あると いふので ある。    .   

(說) 親^ 卿の， M 位に 關 する 主義 は 血統 を根栻 として、 それに 內 容的條 件と して 德の存 すべき こと を 要求して ゐる。 その 

論 を ここに 述べた ので、 これ は 本書の 君 德に關 する 議論 を 1 貫して ゐる 主義で ある。 そこで この 天皇が 今の こ の 論に 

全く 一  致せら るる 贅 王であって 繼體 せられた ので、 かやう に繼體 あらせられ たのが、 天照大神の 思 召に よるとい ふこ 

とに 歸 する。 

(此 天皇 をぱ 云々) ^統 と皇德 とが 危殆に 瀕した のが、 この 天皇の 出現に よって 皇統 も 永く つた はり、 皇 德も完 くな つ 

て、 こ V に 皇位が 形式 內 容共に 整うた ことになるから 中興の 祖宗と 仰ぎ奉るべき 者で あると 云って 不都合 はない。 撰 

者の この 議論 は古來 何人もい はぬ やう だが、 確に 卓說 である。 而 して r 繼體」 とい ふ 御謚號 も、 亦よ くその 意 を あら 

はした ものである。 r 繼體」 とい ふ 語は史 記の 外戚 世 家に r 自レ 古受命 帝王 及 繼體守 文 之 君、 非 一一 獨内德 茂 一 也、 蓋 亦 有 一一 外 

戚之助 ー焉」 とい ふ 文から 出た ので あるが、 その 注に は 「索隱 曰 繼體謂 非 一一 創業 之 主 一而 是 嫡子 ま 一 先帝 之正體 一 而立 者よ 

也」 と ある。 

テンカ チサ タマ コト - ジフ ゴ ネン ハチ ジフ -I サイ ォマ シマ 

天下 を 治め 給 ふ 事、 二十 五 年。 八十 ニ歲 御座し き。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 二十 五 年) これ は 日本 紀の傳 である。 

(八十 ニ歲 御座 しき) これ は 日本 紀の傳 である。 古事記に は 四十 一 二 歳と ある。 この 古事記の 傳は 道理に 合 はぬ。 


以芷 今のと さ 
下 字 他 宛す さ 
同 を;^  4 底 

じ 用に な ド本 


y ィ 二  * シフ ハチ ダイ  アン カン テン ワウ  ケィ タイ  タイ シ  矛 ンハハ  メノ  メ  fs" リ  クサ 力  ムラ ジ 

第二 十八 代、 安閑 天皇 は 繼體の 太子。 御 母 は 目 子姬、 尾 張の 草 香の 連の 

ムス メナ リ キノ エトラ トシ ソクヰ * ャ マト マ ガリ 力 十ハシ ミヤ ォマシ マ テンカ ヲサ タマ コト 

女 也。 甲 寅の 年卽 位。 大 倭の 勾の 金 橋の 宮に 御座す。 天下 を 治め 給 ふ 事 

o 

ネン  シチジ フサ ィォマ シマ 

二 年。 七十 歳 御座し き。 

(安閑 天皇 は 纏氇の 太子) これ は 古典に 異說が 無い。 

(御 母 は 目子姬 云々) これ は 日本 紀の傳 である。 古事記に は 尾 張 連 等 之 祖凡連 之 妹 目子郎 女と ある • 

(甲 寅の 年 即位) これ は 日本 紀の傳 である。 然しながら、 この 傳 によりて 干支から いへば 繼體 天皇 崩御の 後 第 一ー一 年 目の 即 

位になる。 然るに 日本 紀 では 繼體 天皇が この 天皇に 御讓 位が あって 即日 崩御に なり、 翌年に 御 即位が 在る ことにな つ 

てゐ る。 然 うすれば、 この 即位の 年の 傳が誤 か、 若く は繼體 天皇 崩御の 年の 傳が 誤って ゐ るかの いづれ かで あるで 

あらう。 

(大 倭の 勾の 金 « の宮) これ は 日本 紀 古事記 共に 同じで あるが、 古事記に は 金 箬宮と ある。 この 宮の址 は 高 市 都 金 橋 村 大. 

字 曲 川に ある。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 一 1 年) これ は 日本 紀の傳 である。 

(七十 歳 御座し き) これ も 日本 紀の傳 である。 古事記に は 御齡を 記なさい。 

ダイ ュ * シフ ク ダイ セン クヮ テン ワウ  ケィ タイ ダイ ュ  コ  アン カン ドウ ボ  オト ゥト 4 'リ t ノエ タツ  トシ ソク チ 

第二 十九 代、 宣化 天皇 は繼體 第二の 子、 安閑 同 母の 弟 也。 丙 辰の年 即位、 

ャ マト  ヒノ クマ ィホ リ ノ  ミヤ  ォマシ マ  テンカ  ヲサ  タマ  コ トヨ トセ  シチ. ジフ サン サイす オシ 7 

大 倭の 檎隈廬 入 野の 宮に 御座す。 天下 を 治め 給 ふ 事 四 年。 七十 三歲 御座 

しき 
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「を」 底本 「伐」 

とす。 蓋 「^」 

を 稱番の 如く 

せるな り。 他 

本み な 「を」 な 


九 < 


祌 ^ 正統 記述 義 

(宜化 天皇 は繼體 第二の 子 云々) これ は 日本 紀の 文に よった の だが、 古事記 も 趣旨 は 同じい 

(丙 g の 年 即位) これ は 曰 本 紀の傳 である。 安閑 崩御の 翌年の 即位で ある  . ま 

(^ の^^ 入 野の 宮) これ は 曰 本紀も 古事記 も 同じ 傳 である。 この 宫の址 は 高 市郡坂合 村 大字 椅 前の 地で あらう と 思 

はるる。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 四 年) これ は 日本 紀の傳 である。 

(4JJ- 三歲 御^しき) これ も 日本 紀の傳 である。 古事記に は 御 齢 を 記さな レ 

0^  iflTTi^gts は lis 一の チ。 i¥&s¥mi の 皇女 

八 ラニー  ノ  .  .-.  , 广ン フク i スヱ ョ  タモ タ. マ； tiX 


の；^。  ましく しか^  "此 天皇の 御 末世 ゆ 持ち 給 ふ。 御 

お ト， ジキ  サ ダマ タマ 


、卍 ト-ゾ -V  サ ダマ  タマ 

の ぼ せ ば U  ,もぉハ遣1  德 きずし て かく 定り給 ひける にや 

おお ¥ik  ^^の 营 霧嶋 の 金 剌の宮 に 御座す。 . . 


(i 十代、 第一 一十一 世) これ も 前に 云った 譯で 世代 をノ わけて 示して ある  クーマ 

(11 は镧趣 第一 一一の 御子) B 本 紀には 「男 大迹 天皇 嫡子 也」 と ある。 本書に 第一 一一の 子と あるの は 御^ um!; 

？ します 故に 云った ので あるが、 曰 本紀に 嫡子と あるの は 一 5 の 兄 i は I の 所 出で なく、 この i 力， 

出で あるから である。 

(御 母 云々) この 事 は 日本 紀、 古事記 共に 異論がない。  、  -、  >,,/も つ 印 ？、、 

(兩兄 ましく かま々) 安 i 宣 化の 一一 天皇 皇位に 即 かせられた けれども、 御 後 は If けられず ^ァ S 御^; ら 

蠢をぅ け傳 へらる る 事に なった の は、 * 御 母が i 天皇の 御 血統で ある g 、その is きな』 力 s£ ま 


« 


れ たので あらう とい ふので ある。 

(庚申 年 即位) これ は 日本 紀の傳 である。 宣化 天皇 崩御の 翌年で ある。 

(大 倭の 磯狨 if の 金 刺の 宮) これ は 日本 紀 によった ので ある。 古事記に は師木 島大宮 と ある。 しかし 所 は 1 つで ある。 こ 

の 宫の址 は 磯城 郡 三輪 町 大字 金屋、 山； S- の 內で、 そこに かな さしと いふ 地名が 昔の 名殘を 止めて ゐる。 

(設) これから この 御世の 大事 件た る佛法 傳來の 事を述 ぶる。 


* シプ サン ネン i タノ エサ ルジフ グヮッ クダ ラノ クュ 


ブッ ハフ ソゥ 


コノ クュ 


ギン ラ. 
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十三 年 壬 申 十月に 百濟國 より 佛法僭 を 渡しけ り。 此國 に傳來 の： ^也。 釋 

力 ュョ ライ メッ ゴ イチ セン ジフ 口 ク ネン  ァタ  ト、 ン  モロ コシ ゴ カン  メイ ティ エイ ヘイ. ジフ ネン  プッ ハフ ハジメ 

迦 如來滅 後一 千 十六 年に 當れる 年、 唐の 後 漢の明 帝 永 平 十 年に 佛法 始め 

カノ クニ  ッタハ  コ ノミヅ ノエ サル  トシ  シ ヒャク ハチ， ジフ ハチ ネン モロ  n シ  ホク テゥ 

て、 彼 國に傳 る。 それより 此壬 申の 年まで、 四百 八十 八 年。 唐に は 北朝 

o 

セィ  プン セン ティ ソク ヰ - サン ネン  ナン テゥ  リャゥ カン ブン ティ  ソク ヰ サン ネン ナリ  カン ブン ティ  チチ 

の齊の 文宣帝 即位 三年、 南朝の 梁の 簡文 帝に も 即位 三年 也。 簡文 帝の 父 

プ ティ  マテ  ォホキ プッ ハフ  ァガ  コノ ミ ョ  ハジメ  カタ  ブ ティ ドウ ，ジ 

をば 武帝^ 申しき。 大に佛 法 を 崇められき。 此 御代の 始っ方 は武帝 同時 

ナリ  n ノ ハフ ハジ  ) プン ライ  トキ  タコク  カミ  タマ  コト ヮガ クュ  シン リヨ  タガ 

也。 此法 始めて 傳來 せし 時、 他 國の神 を あがめ 給 はん 事 我國の 神慮に 違 

ヨシ グン シン カタ  ィサ  マヲ  ョ  ス  ド モコノ クニ  サン 

ふべ き 由 群臣 固く 諫め 申しけ るに 依りて 捨てられ にき。 され 共 此國に 三 

ボウ  ナキ  コ トコ ノ トキ  ハジ  マタワ タ クシ  タテ マツ ヒト  ァ  テン ワウ セィ 

寳の名 を 聞く 事は此 時に 始まる。 又 私に あがめ 奉る 人 も 在りき。 天皇 聖 

ク マ  ^  .  サン ボウ カン  グン シン ィ サメョ  ソノハ フタ 

德 御座して、 三寳を 感ぜられけ るに こそ。 群臣の 諫に 依りて 其 法 を 立て 
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ィ  ドモ  テン ワウ  エイ ，ン  ァラザ  ムカ シブッ ザィ セィ  テン デク  ゲヮッ カイ チャウ 

られ ずと 云へ 共、 天皇の 叙 志に は 非る にや。 昔佛 在世に、 天竺の 月 蓋 長 

？  o  つ 

よる  ジャ  イタ テマ ッリ ミダ  サン ゾン  コン ザゥ  ッタ  ヮタ  タテ マツ  十二 ハ  ホリ ェ  ス 

者、 鑄 奉し 彌陀の 三 尊の 金 像 を傳へ 渡し 奉りけ る、 難 波の 堀江に 捨てら 

「い-一：^ ffc '「勿 I  ゼンク ワウ  ィ  モノ  k ト  タテ マツ  シ ナノ ノ クニ  アン デ  マチ  イマ  ゼンク ワウ 

¥s れ たりし を 善 光と 云 ふ 者 取り 奉りて 信 濃國に 安置し 申しき。 今の 善 光 

よりて 改む c  o  ノ  r  i  ノ 

ジ コ レ ナリ 

： ■ 寺是 也。 . . ノ  .  i;^.H だ；；； かあつ t 舊震ぽ ps^ll 

(十 i 一一 年 壬 申 十月に 百 濟國ょ リ佛法 僧 を 渡しけ リ。 此 國に傳 來の始 也) これ はこ、 にい ふ 如く 佛敎 がわが 國 に傳來 した 始 

め を 云った ものである。 この 事 は 日本 紀 のこの 天皇の 十三 年の 紀に 委しく 出て ゐる。 

(佛 法！！) この 三 を總稱 して 三齊 とい ふので あるが、 この 時には 佛金 銅像 1 軀と經 論 若干と を奉獻 したので、 佛と法 (鯉 

論) と は 見る が 僧 は 見えない。 しかし、 後 間もなく 僧 も 入朝した ので ある。 

(說) こ * で佛敎 渡. 來 につれ て 支那に 佛敎が 渡って からの 事 を略說 する ので ある。 

(釋迦 如來滅 後一 千 十 穴 年 に^れる 年 云々) 佛 法の 支那に 入った の は 後 漢の明 帝の 永 平 十 年で、 (わ， が垂 仁の 九十 六 年に 當 

る) 蔡愔 等が、 迦葉 摩騰、 竺法 蘭と 云 ふ 者 を 伴って 佛 像梵經 を 齎し歸 つたの が はじめで あると いはる る。 その 佛敎が 

支那から 三韓に 入り、 轉 じて わが 國に傳 つたので あるが、 その 永 平 十 年から、 この 欽明 天皇の 十三 年まで 四百 八十 八 

年で はじめて わが 國に 入つ たとい ふので ある。 

(唐に は 北朝の 齊の 文宜蒂 云々) こ >f にわが 國に佛 法傳來 した 年 を 支那の 年代に 比較して 示して ゐ るので あるが、 その 序 

に梁武 帝の 事 を 1 言した。 それ は 梁の 武帝は 支那で も 有名な 崇佛 家で、 菩提 達磨に 歸 依し、 自ら 三齊の 奴と 稱 して、 

^塔 を 盛に 建築して 終に 國 庫の 空 乏を來 し、 梁の 滅亡 を 招いた 人で ある。 

(此法 始めて 傳來 せし 時 云々，) この 時の 事 は 日本 紀に 委しく 記して ある。 

(此國 に 一二 g の 名 を 聞く 事 は此 時に 始まる ) 以上の 如く 一  旦は佛 法 をす てられた が、 しかし 日本で 佛法 僧の 名 をき くこと 


は この 時に はじまる と いふので あるが、 こ、 にか や-うな 事 を 云った のは佛 法に は 未だ 歸依 せず とも その 名 を 聞く だけ 

でも 功德が あると いふ 佛說を 下に かまへ て いはれ た 語で ある。 

(又 私に あがめ * る 人 も在リ き〕 これ は 蘇 我稻目 その子 馬子 等 を さすので ある。 

(天皇 ess 御 直して 1 一 i 費 を 感ぜられけ るに こそ 云々) 佛 法の 傳來 はこの 天皇の 聖德の 致す 所と いひ、 又 群臣の 諫めに よつ 

て 佛法を 採用せられ ぬの は 天皇の 钩本 志で は ある ま いとい ふので ある。 

(* 佛 在世に 天！ -I の 月 藍 長者 鑄 奉し 云々) これ は 善 光寺 緣 起の 文に 據っ たもので ある。 

(雞 波. の as 江) これ は 日本 紀、 仁德 天皇の 卷に 見え、 その 御世に 營 まれた 運河で ある。 こ、 にかの 佛 像を棄 てられた ので 

ある。 然るに 別に 佛像 を棄 てられた 難 波 堀江と いふの は 大和 高 市 郡 飛鳥 川の 西、 璺浦 寺の 東に あつたと いふ 說が、 嫌 

倉 時代に 旣に 生じて ゐ た。 

(蕃 光と 云 ふ *) これ は俗說 では 本 多 善 光と いふ 者が、 その 佛像を 負うて 信 濃に 至って、 佛堂 をつ くりて 崇めた のが はじめ 

だと あるが、 確かで あると は 思 はれない。 扶桑 略記に 引いた 或 記に は 推 古 天皇の 時 壬 戌年 四月 秦 E 勢 夫夫と いふ もの 

が 信 濃に 送り 奉った と ある。 同書に 引く 善 光寺 緣起 も同樣 である。 

n  ノ オン トキ ハチ マン ダイ ボ サッ ハジ  スィ シャク 

此御時 八幡 大 菩薩 始めて 垂迹し まします 

(說) この 事 は 旣に應 神 天皇の 條 にあげて ある。 

チン 力  チサ  タマ  n ト サン ジフ -ー ネン  ハチ ジフ イチ サイ ォマ シマ 

天下 を 治め 給 ふ 事 三十 二 年。 入 十一， 歲 御座し き e 

(天下 を 治め 給 ふ 事 一一 一十一 一年) これ は 日本 紀の 像で ある。 
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(八十 ー疲 御座し き) 日本 紀 にも 古事記に も 御齡は 記して ない。 1 代 要 記、 皇 年代 略記に は 六十 二と あり. 水鏡、 皇代記 

.  に は 六十 三と ある。 本書の 記載 は據を 知らぬ。 

ダイ サン ジフ イチ ダイ タイ- 一 ジフ -ー セィ ビ タツ テン ワウ キン メイ ダイ !\  。  t4  ィハ. ,1メ>  > ク ，ヮ>-ー% 

0^ 第三 十) 代、 第二 十二 世、 敏達 天皇 は欽明 第二の 子 御^石 媛の 皇女 

け、 て舰 ザに よ sgK^ のお ま。 ST% の^^^、 ぉト倭 i ぎ^ 語タ 田の So に マ き^す。 

(第一 二十 一代、 第二 十一 一世) この 天皇の 御 末が、 後の 繼體の 君に まします こと は 前の 通り。 

天皇 は欽明 第二の 子) これ は 日本 紀の傳 であるが、 古事記 も 同じ 趣で ある。 

(御 母 石 媛の 皇女 云々) これ は 日本 紀、 古事記 共に 同じで ある。 

(壬 辰の年 即位) これ は 日本 紀の傳 であるが、 欽明 天皇 崩御の 翌年 サ^ ある。 ャ 

(大倭 磐 余譯語 田の 宮) 日本 紀には 「宮 を譁語 田に 瞀 みたま ひ 是を幸 玉 宫と云 ふ」 と あり、 古事記に は 他 汗〈 呂と ある 

扶桑 略記 等に は本蹇 と 同じ 名 を あげて ゐ るが、 所 は 同じで ある。 その 址は 磯城 都 城 島 村 大字 戒重 にある。 

-ー ネン ミヅノ トミ トシ テン ワウ f ノオト ゥ" トヨ ラ ワウ ジ t  -rf-  t!v シ- クウ, 。 1U- リ >  "p.t  ： 

二 年 癸已の 年、 天皇の 御 弟 豐日 皇子の 妃 御子 を 誕生す 厩 戸の 皇子に 

f  -r/  ヒト  マシマ  i 

「iy 也 人人 f 本 御座す。 生れ 給 ひしょり さまぐ の 奇瑞 あり。 た  >  人に は f 座さず 徇 

す、 也 本に t  テ  タマ  ュ サイ  トウ ハウ ム  ナ ム： プッ  タ V マ t  j  y  t  ^  \ 

りて g む。 手 をに ぎり 給 ひしが、 一 一歳に て 東方に 向きて 南無 佛 とて 開き 給 ひし 力 は 

t トツ - ンャリ ァ  ブッ ハフ ル フ  ゴ. ン ケ I ひ マ ， ガヒ ノ。 "パ^^. か， rc 

一の 舍利 在りき。 佛法 流布の ために 權 化し 給へ る 事 疑な し 此 佛舍禾 W 


天 アン 
下 力 

、/口 サ 

め 

給ミ 

ふ 

事ト 

十ぎ 

四シ 
年ネン 

r  »p 

ハク 


卷ニ 敏達 用 明 天皇  二 o 三 


イマ  ャ マト  ハフ リウ. ジ  ァカ  タテ マツ  ， 

今に 大 倭の 法隆 寺に 崇め 奉る。  - 

(二 年 癸 S の 年 天皇の 御 弟 置 日 皇子の 扭 云々) これ は聖德 太子の 御 誕生 を 記した ので ある。 璺日 皇子 は 後の 用 明 天皇で あ 

る。 正月 一日に この 皇子 は 誕生あった ので ある。 これらの 事 は聖德 太子 傳暦 によった ものである。 

(生れ 給 ひしょ リ さま/ \ の奋 瑞ぁリ 云々) これらの 事 も聖穂 太子 傳暦 によつ たもので ある。 

(此佛 舍利は 云々) 舍 利は佛 骨で ある。 この 舍利を 納めた とい ふの が法隆 寺の 舍利 殿で ある。 

ジフ イチ サイ ォマ シマ 

十一 歲 御座し き • 

(天下 を 治め 給 ふ 事 十四 年) これ は 日本 紀 にも 古事記に も 同じく 傳へ てゐ る。 

(六十 ー歲 御座し き) これ は 日本 紀 にも 古事記に も 傅がない。 皇代 記、 皇 年代 略記 等 は 四十 八歲 として ゐる， 如是 院 年代 

記 は， 本書と 同じ 傳 である。 

ダイ サン ジフ 一一 ダ ィ  ヨウ メイ テン ワウ  キン メイ ダイ シ  ，  オン ハハ キタ シ ヒメ  3  メ  ダ T  /シン 

第三 ト 二 代、 用 明 天皇 は 欽明第 四の 子。 御 母堅鹽 媛、 蘇我稻 目の 大臣の 

ムス メナ y  トヨ ヒノ ミコ卜  マテ  ゥ マヤ ト  ヮ ウジ  チチ  オハ シマ  t  ノエ ゥマ  トシ ソクヰ  ャマ ► ト i ィ々 

女 也。 豐日 尊と 申す。 厩 戸の 皇子の 父に 御座す。 丙午の 年 即位。 大倭池 

邊列槻 の宮に 御座す • 

(用 明 天皇 は 欽明第 四の 子) これ は 日本 紀の傳 である。 


神^ 正統^ 逑義 


二  o 四 


(御 母 云々) これ は 日本 紀も 古事記 も 同じ 傳 である。 廐戶 皇子の 父に おはし ますこと は 上に も 見 ゆる。 

(丙午の 年 K 位) これ は B 本 紀の傳 である。 敏建 崩御の 翌年で ある。 

(大倭 池 邊列槻 の |«) これ は 日本 紀の傳 である。 古事記に は 池 邊宫と あるが 同じ 所で ある。 この 宫の址 は 高市鄹 安倍 村大 

字 阿倍の 內畏 門と いふ 所に ある。 


「と」 底本 「に」 

とす、 他 本に 

よりて 改 む。 


プッ ハフ 


ヮガ ク 二 


ュ ゲ 


モリ ャ 


ォホ ムラ ジカ タム 


佛法を あがめて、 我國に 流布 せんとし 給 ひける を、 弓 削の 守 屋の大 連 傾 

マテ  ッヒ  ホン ギヤ ク  オヨ  ゥマ ャトノ ワウ ジ  ソ ガノ ダイ， ジン  ココロ  ヒ トツ  チウ リク 

け 申す。 終に 叛逆に 及びぬ。 厩戶 皇子、 蘇 我 大臣と 心 を 一にして 誅戮せ 


らる。 則佛 法を弘 めら れ にけ.^ 


(佛法 を あがめて 我 謹に 流布 せんとし 給 ひける を 云々) この 事 は 日本 紀に見 ゆるが、 天皇 病 を 得て 佛に歸 依せ うと 思 召し 

て 群臣に 議 せられた のであった。 大連物 部 守 屋と中 臣勝海 連と は國 神に 背いて 他 神 を 敬 ふ 道理が 無い とて 諫めた が、 

大臣 蘇 我 馬子 は天臬 の 御意 を赘 し、 兩者相 譲らず して 終に 戰に 及ばう とし、 その 間に 天皇 崩御に なり、 御^: 儀 を餘所 

にして この 戰 私が あり、 守屋の 1 黨が滅 されて、 崇佛黨 が滕を 制して 1 段落が つ いて、 さて 天皇 を 葬り 奉った ので あ 

る。 誠に あさましく 厭 ふべき 世であって、 皇 威の 衰へ たこと を 見るべき である。 


ナン 力  チサ タマ コ トニ ネン 


ジフ イチ サイ オハ シマ シ 


天下 を 治め 給 ふ 事 二 年。 四十 一 歲 御座し き 


(天下 を 治め 給 ふ 事 一一 年) これ は 日本 紀の傳 であるが、 古事記に は 三年と ある。 これ は實 際の 即位 は 丙午の 前年であった 


から それから いへ ば 古事記の 通りになる。 

(四十 I 歲 御座 しき) 徇年は 日本 fc にも 古事記に も 見えぬ。 四十 1 歳と いふ 事 は 如是 院 年代記に も ある。 皇代 略記 皇 年代 

略記に は 六十 九 歳と ある •  • 


「娘」 底本 rsl 

とす、 他 本に 


よる- 


ダイ サン ジフ サン f シュシ ユン テン ワウ キン メイ ダイ ジフ ュ 


オン 


n ァネ キ- 


第三 十三 代崇峻 天皇 は 欽明第 十二の 子。 御 母 は 小 姉 君 娘、 これ も稻 目の 

C  . 

ダイ ジン  ムス メナ リ  ツチ ノエ サル トシ ソクヰ  ャ マト クラ "シ  ミヤ  マシ マ  テン ワウ ワウ シ  サゥ ミ 

大臣の 女 也。. 戊 申の 年 即位。 大倭倉 橋の 宮に 御座す。 天皇 橫 死の 相 見え 

給 ふ、 愼 みますべき 由 を 厩戶の 皇子 奏し 給 ひけり とぞ。 天下 を 治め 給 ふ 

コト ゴ ネン  シ チジフ ュ サイ ォマ シマ  アル ヒト ィ  ハ ハカ タノ チデ ソガ  ゥマ コ  ダイ ジン  オン チカ 

事 五 年。 七十 ニ歲 御座し き。 或 人 云 はく、 外 舅 蘇 我の 馬子の 大臣と 御中 

あしくて 彼 大臣の ために 殺され 給 ひきと も 云 へ リ。 


(頃崚 天皇 は欽 BP 第 十二の 子) これ は 日本 紀の傳 である。 古事記で は その 順序の 次第 はわから ぬ。 

(御 母 は 小 姉 君 |» 云々) これ は 日本 紀の傳 である。 

(戊 申の 年 S 位) これ は 日本 紀の傳 であるが、 用 明 天皇 崩御の 翌年で ある。 

(大 倭倉梯 のさ) これ は 日本 紀 によった ものである。 古事記に は倉梯 柴垣 宫と ある。 この 宫の址 は 磯城 郡 多 武峯村 大字 食 

橋 字 天皇孽 敷で ある。 

(天皇 横死の 相 見え 給 ふ 云々) この 事 は聖德 太子 傳 暦に 見 ゆる。 . 

(天下 を 治め 給ふ搴 五 年) これ は 日本 紀の惮 である。 古事記に は 四 歳と ある。 

(七十 一一 歲 御座し き) 御 年 は 日本 紀 古事記 共に 記さない。 一 代 要 記、 皇代 記、 如是 院 年代記 、水鏡、 扶桑 略記 等 は 本書と 


卷ニ 崇峻 天皇 


二  0 五 


神皇 正統 Si 述 義  二  0 六 


同じ 傳 である。 

(或 人 云 はく 云々) 蘇 我 馬子の 弑逆を 行った 事 は 日本 紀に 明記して ある。 本書 は 憚 かって わざとお ぼめ かして 書いた ので 

あらう < 

ダイ サン ジフ シ タイ  スィ .コ テン ワウ  キン メイ  オン ムス メ  ヨウ メイ ドウ ボ  オン ィ モウ トナ w  I ケ カシ キヤ ヒメ ノミ コ ト 

第三 十四 代、 推 古 天皇 は欽 明の 御 女、 用 明 同 母の 御 妹 也。 御 食 炊 屋姬尊 

マテ  ビ タツ テン ワウ ク ワウ ゴゥ  タマ  シュシ ユン カク  タマ  ミヅ ノト 

と 申しき。 敏達 天皇 皇后と し 給 ふ。^ おま^、 崇峻 隱れ給 ひし かば • 癸 

ゥシ  トシ ソクヰ  ャ マト  ヲ ハ リタ  ミヤ  マシ マ 

丑の年 即位。 大 倭の 小 墾田の 宮に 御座す。 

(推 古 天 は欽 明の 御 女 云々) この 事 は 日本 紀、 古事記 共に 同じで ある。 

(御 食 炊 康姬 載) 日本 紀に璺 御 食 炊屋姬 天皇と ある。 古事記 も同樣 である。 本書 は 豐の語 を 略して ゐる。 

(敏達 天皇 & 后と し 給 ふま々) これ は 日本 紀、 古事記 共に 同じ 傳 である。 注 は 御 妹 を 皇后と せられた 事に ついての 注意で あ 

る。 わが 國の 古風 は 同 母の 兄弟 姉妹の 婚姻 は 厳禁せられ たが、 異母の 間柄 は 禁ぜ レれ なかった。 これ は 太古の 母系 時 

代の 風習の なごりで あらう。 仁德の 異母 妹と ある の は 八 田 皇女 を 皇后と せられた の を さす。 

(癸丑の 年卽 位) これ は 日本 紀の傳 であるが、 崇峻 崩御の 翌年で ある。 

(大 倭の 小 墾田の 宮) これ は 日本 紀も 古事記 も 同じ 傳 であるが、 古事記 は 小 治 田宮と 書いて ゐる。 この 宮の址 はよ く は 分 

ら ぬが、 後の 飛鳥 地方が 古小懇 田と いはれ たので あらう とい ふ。 

參 

ムカシ ジン グゥク ワウ ゴゥ II ク ジフ ョ ネン テン ガ  チサ  タマ  ST モ  セ シャゥ マヲ  チン 7 ゥ  ガウ 

昔 神 功 皇后 六十 餘年 天下 を 治め 給 ひし か 共、 攝 政と 申して 天皇と は號し 


*- テマ ッ  コノミ カド  シャゥ ヰ  ッ  タマ  D 

奉らざる にや。 此 御門 は 正位に 即き給 ひに ける にこ そ 

暴 

(說) これ はこの 天皇が わが 國の 女帝の はじめで ある こと を說 いた. ものである。 祌功皇 后 は その 實 際に 於 いて は 天皇の 事 

を 行 はれた が、 日本 紀に明 SS して ある 通り 攝 政であって 天皇で は 無かった。 こ i に 時世の 變化を も 示して ゐ ると いふ 

べきで ある。 

スナハ チウ マヤ トヮ ウジ  ク ワウ タイ シ  パン キ  マ タリ ゴト マ 力  セッ シャゥ  マチ  タイ シ  ケン n ク 

即厩戶 皇子 を 皇太子と して 萬 機の 政 を 任せ * 衞 政と 申しき。 太子の 監國 

ィ  コトァ  ドモ  シ バラク コト ナリ  コレ  t トへ  テンカ  ヲサ  タマ  タイ 

と 云 ふ 事 も 在れ 共、 それ は 暫の事 也。 是は 偏に 天下 を 治め 給 ひけり。 太 

シ セィ トク  テンカ  ヒト  コトヒ  ゴ. ト  ァフ  n トク モ  ゴト  タイ 

子聖德 ましく しかば、 天下の 人つ く 事 日^ 如く、 仰ぐ 事 雲の 如し。 太 

シ イマ ダ ワウ ジ  トキ ギヤ ク シン モリ ャ  チウ  タマ  ブッ ホフ ハジ  ルフ 

子 未 皇子に てまし し 時、 逆臣 守 屋を誅 し 給 ひしょり 佛法 始めて 流布し き。 

マツリ ゴト  サン ボウ  ゥャマ  シ ヤウホ フ  タマ  コト ブッ セィ  コト 

まして 政 を しらせ 給へば、 三 寶を敬 ひ、 正 法 を 弘め給 ふ事佛 世に も 異な 

マタ ジン ヅゥ ジ ザィ  ォ ホン ミグ カラ ハフ フク  チヤ ク  キヤウ  カウ  タマ 

らず。 又 神 通 自在に ましく き。 御自も 法服 を 著して、 經を 講じ 給 ひし 

テン  ハナ  ハウク ワウ ドウ チ  ズィァ  .テン ワウ ゲン シン 

かば、 天より 花 を ふらし、 放光 動 地の 瑞 在りき。 天皇 群臣た ふとみ あが 

タテ マツ  コト ホトケ ゴト  ガラン  タ  コト  -ンジ フヨ 力、 ンョ  オヨ  マ タコノ クー！ 

め 奉る 事佛の 如し。 伽藍 を 立てら る、 事、 四十 餘ケ 所に 及べり。 又此國 

卷ニ 推 古 天皇  二 o 七 


砷皇 正铳！ ii  * 義 


二  o< 


ムカシ  ヒト  ハフ レイ  サダマ  * シフ- 一 ネン キノ エネ  ハジ  クワン ヰ 

に は 昔より 人すな ほに して 法令な ども 定ら ず。 十一 一年 甲子に 始めて 冠位 


「さたす る」 他 

本 「さたむ る」 

に 作る。 


サダ 


力 ミシモ 


ジフ シチ ネン ツチ ノト ミ 


ケン (フジ フ シ チ ザ 一 


と 


云 ふ 事 を 定め、 ^ひ 十七 年 已已に 憲法 十七 條を 作りて 奏 


タ マ 


タ マ 


テン ワウ 3 


たす るに 十二 階 あ 

ナイ ゲ テン  フカ  ミチ  サグ  ッジ マヤ 力 

給 ふ。 內 外典の 深き 道 を 捜り てむ ね を 約に して 作り 給へ る 也。 天皇 喜び 

テ ン 力  シギ ャゥ  タマ 

て 天下に 施行せ しめ 給 ひき 


(卽 厩戶 皇子 を 皇太子と して 萬 機の 政 を 任せ 攝 玖と 申しき) この 事 は 日本 紀に 明記して ある。 神 功 皇后 は 事實攝 政で あつ 

たが、 赏時攝 政と いふ 語 は 出 來てゐ なかった と 思 はるる。 まさしく 攝 政と いふ 語 はこの 時から はじめられ たと 思 はる 

る。 しかし この 時 また その 前後に 見 ゆる 攝 政と いふの は 後世の 藤 原 氏の 攝玫と は 違って、 一定の 職名で は 無くて、 そ 

れに伴 ふ 一 定 の事赏 は あるが、 た^その 事 黄 を いひ 表 はす 爲の 語に すぎなかった であらう。 この 阜； 太子の 攝 政の 事 は 

rw 本 紀用明 天皇 條に 「總攝 萬 機 一行 一 一 天皇 事 こ と ある 通り 天皇に 代りて、 天下の 政事 をす ベ 持ちて 行 ふこと をい ふ。 攝 

とは說 文に 「引 持 也」 と 注して ゐる。 而 して 攝政は 天皇 幼 冲で政 を 執り 耠ふ 事が 出来ぬ か、 又は 御 病 久しくて 政 を 執り 

耠ふ 事が 出来ぬ 時に 止むを得ず 髭 かるる 臨時 應急の 方法で ある。 然るに この 時には 女帝 を 立て \ 皇太子が 天皇の 事 を 

代り 行 はる  とい ふ 事であって、 わが 國の 政治の 上に は甚 しい 1 激 である。 何故に かやうな 變 藤の 政治が 行 はるる や 

うにな つた か 大に考 ふべ く鎩 みるべき であるが、 今 それ を 諭ず る遑を もた な い。 

(太子の E 國と云 ふ 事 も 在れ 共 云々) 皇太子の 監國の 事 は 令に 見えて ゐ るが、 義 解に は 「謂 天子 巡行 • 太子 留守 是爲 _ ー監國 こ 

とあって、 儀 制令、 公式 令に その 監國に 際しての 政務の 取扱 方の 規定が 少しく 見 ゆる。 この iffi 國と いふ 語 は 左 傳閔公 

二 年 冬 十二月に 「晋侯 使 u 大子申 生 伐 , 東 山阜落 氏.,。 里克諫 白、 大子耒 _1 祀冡 社稷 之粢盛 一 以 朝夕 視. -君^ 一 者 也。 故 曰-一 冡 

子？ 君 行 則 守 有レ守 則從。 從曰, 一 撫軍ハ 守 曰, - 監國 一 古 之 制 也」 と あるのから とった ので あらう。 語の意味 は 君に 代りて 國 

に監臨 するとい ふ義 であるが、 政治 上の 取扱と して 一 時限り の 小事 件 を處理 する に 止まった ものである らしい。 


(是は 偏に 天下 を 治め 給 ひけ リ) 太子の 監國と は 違 ひ、 又 天子 幼 冲の爲 の 1 時の 攝 政と は 違 ひ、 道理 上 筋道の 立ちが たい 

ものである。 とにかくに、 古來 かって 無かった 新 儀であって、 後の 中 大兄 皇太子の 行 はれた 事の 手本が こ 、にある- 

(太子 聖德 ましし か は， 云々) これらの 事 は聖德 太子 傳麿 1 部が これ を傳 へて ゐる。 

(又 神 通 自在に ましく き) これ も 太子 傳厣 にさ ま）^ の 事が 出で ゐる。 たと へば 甲斐の 黑 駒に 乗って 雲 を 铋んで 富士山 

に至リ 三日 目に して 信澳 より 三越 (越 前、 越 中、 越後の 據稱) を 轾 て歸 りた まうた とい ふ 如き ことで ある。 . 

(御自 も 法服 を 著して 云々) 日本 紀 によるに、 十 w 年 七月に 聖德 太子が 天皇の 請に よって 勝^ 綞 を說， かれた 事が あり、 又 

その 年 法 華 絰を岡 本官で 講ぜられた 事が ある。 その 勝 « ^を 講ぜら. *i た 時の 事 を上宮 法王 帝說に は、 「其 俸 如 レ佾」 と 書 

し、 太子 傳曆 にも その 通り^って、 なほ 「講竟 之 夜 蓮 花 零、 花 長 二 一一 一寸、 而溢 一一 方 三四 丈 之說場 こと ある。 かやう の 事 

を さした ので あらう。 

(伽 蜜 を 立てら るる 事 四十 餘ケ 所に 及 ベリ) 伽藍 は 梵語で、 僧侶の 集りて 道を修 むる 所 をい ふ。 日本 紀に はこの 御世に 寺 

E 十六 所 僧 八 百 十六 人^ 五 百 六十 九 人あった と 見 ゆる。 

(又 此國に は 昔よ リ人 すなほに して 法令な ども 定らず 云々) これ は 昔 はわが 國は 血統の 政治、 不文律の 政治 をと つたので 

あるが、 この 時代よ い 支那に 傲って 官職の 政治、 成文法の 政治に 改めようと せられた ので、 それが 爲に 冠位 十二 喈を 

定め 憲法 十七 條を 作られた。 この 冠位と 憲法との 事 は 日本 紀に 明かに 見 ゆるが、 冠位 を 定められ たの は 十 1 年で、 憲 

法 を 作られた の は 十二 年で ある。 本書に いふ 所 は 年代の 相違が ある。 本書の 年代 は 何に よった か 明かで ない。 

(內 外典の 深き 逢 を 捜リて 云々) これ は 憲法の 編 募に ついての 說明 であるが、 これが 佛敎 及び 儒敎、 老莊 S 想 等に 基づく 

所の 少 くないの は 明かで ある。 

(天皇 喜びて 天下に 施行せ しめ 給 ひき) この 事 は 日本 紀には 明記して をらぬ。 

n ノコ 口  モロ コジ  ズィ  ョ ナリ  ナン ボク テゥ ァヒ ワカ  ミナミ シャゥ トウ  キタ 

此比 ほひ は 唐に は 隋の世 也。 南北朝 相 分れし が、 南 は 正統 をう け、 北 は 

ジゥ テキ  ォコ  ドモ  チウ ゴク  ホ クテゥ  テサ  ズィ  ホ クテゥ  コゥ シゥ 

戎狄 より 發 りしが 共、 中國 をば、 北朝に ぞ 治めけ る。 隋は 北朝の 後 周と 
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「侯」 の 下靑白 

群 北 W 本 「王」 

あり、 底本 A 

梅 本な し。 

「錄」 底本 「錄」 

とす、 他 本に 

よりて む改。 


ユタ： 


テ ン テ ゥ 


チン 


ゥチ タヒラ 


云 ひしが、 讓を 受けたり き。 後に 南朝の 陳を打 平げ て、 一統の 世ビ なれ 

コノ テン ワウ  グ ワン ネン ミヅ ノト ゥシ ブン ティ イツ トウ  ノチ ョ トセ ナリ  ジ フサ ンネン キノ トウ シ  ャゥ タイ  ゾクキ 

り。 此 天皇の 元年 癸丑 は 文 帝 一統の 後 四 年 也。 十三 年 乙 a は煬 帝の 即位 

グヮ ンネン ァタ  カノ クニ  ハジ  ッカ t ォク ヨシ ミ ッゥ  ズィ ティ ショ ク ワウ ティ 

元年に 當れ り。 彼國 より 始めて 使 を 送り 好. を 通じけ リ。 隋 帝の 書に 皇帝 

ゥヤゥ ヤシク ワク ワウ ュ トフ ァ  コ レモ ロコシ テン シ -ン ョコゥ ッカハ レイ ギナリ  ゲン シン 

恭 問，， 倭皇 一と 在りし を是唐 の 天子の 諸侯 に 遣す 鱧饞也 ビ て ， 群臣 あやしみ 

マウ タイ シ タマ クヮ ウジ  モチ. コトバ 

申しけ る を 太子の 給 ひける は 皇の字 はたやす く用ゐ ざる 言 なれば とて、 

へ ン ホウ  タマ  キヤウ 口 ク  タマ  ッカ t 力へ  ^力  コ ノ クニ 一 

返報 を も か ゝせ給 ひ、 さまく 饗祿を 給 ひて、 使 を 返し 遣 はされ、 比國 

o 

よりも 常に 使 を 遣 はさる。 其 使 をば、 遣隋 大使と なん 名づ けられし に、 

二 ジフ シチ ネン ツチ トウ  トシ  ズィ ホロ  タウ  ョ  ゥッ 

二十 七年已 卯の 年、 隋 滅びて 唐の 世に 移 り ぬ。 


(說) こ 、に 前の 允恭の 下に 支那の 南北朝に 分れた 事 を 云った. に 引つ いて その後の 沿革 を略說 して、 隋の 世に 及んだ の 

であるが、 目的 は隋と 直接に 國交を 修められた 事 を いはう とすな にある。 

(此比 ほひ は 唐に は 隋の世 也 云 々此 天皇の 元年 癸丑 は文蒂 一統の 四 年 也) 支那の 南北 戟を 合せ 一統の 天下 を 創めた のは隋 

の 文 帝で あるが、 その 開皇九 年に 天下 を 一 統 したので あって、 それより 四 年す ぎて、 推 古 天皇の 元年になる。 

oh 二 年 乙 丑は熳 帝の 卽位 元年に SW れ リ) 爆 帝 は その 文 帝の 子で、 卽位 元年 は 乙 丑で 大業と 改元した ので ある。 

(此 國ょリ 始めて 使 を送リ 云々) これ は 十五 年に 小 野 臣妹子 を 隋に遣 はされ たのに 對 して、 翌 十六 年に 隋の 使臣 裴& 淸以 

下 十二 人が、 答 鱧 使と して 来朝した の を さした。 


(ほ！ 帝の 喜に 「皇 ©恭 問 倭 皇」 と在リ しも 云々) その 文 U 日本 紀及 太子 傳胖に は 「皇帝 問 倭皇 云々」 とあって r 恭」 の 字 

が 無く 「倭 皇」 とだけ ある。 この 時に この 國 書の 文句に ついて わが 朝廷に 議論が 起った と あるが、 この 事 は 日本 紀に 

は 見えぬ。 太子 傳曆に 「天皇 問， 一 太子 一 曰此書 如何. 太子 奏曰、 天子 賜 諸^ 王 一 書式 也。 然皇帝 之 字 天下一 耳。 而 用-倭 

皇字 一 彼 有 _1 其禮？ 1. "一一 恭而修 I 天皇 善レ 之」 と ある。 さう して、 返書 を 送られた 事 は、 日本 紀 にも 太子 傳曆 にも 見え、 又 

支那の 正^た る隋 書に も 見 ゆる。  . 

(其 使 をは逮 晴 大使と なん 名づ けられし に) 遣隋 大使と いふ 名稱は 本書 以外に は 未だ 見ない • 

(二十 七年已 卯の 年 云々) これ は その 隋が まもなく 亡びて 唐に なった 事 を 云った ので あるが、 唐との 交通が 引つ V いて 起 

るから 先づ その 國の 興起 を 示した ので ある。 

二 ジフ ク ネン 力 ノト i トシ タ イシ カク タマ  オン トシ シジ フク テン ゥゥ へジ タテ マツ  テン 

二十 九 年 辛已の 年、 太子 隱れ給 ふ。 御 年 四十 九。 天皇 を 始め 奉りて、 天 

力  ヒ卜 カナシ  チシ  マテ  コ トフ ボ  モ  ゴト  ク ワウ ヰ  ッ 

下の 人 悲み惜 み 申す 事 父母 を 喪す るが 如し。 皇位 を も 次ぎ まします ベ か 

ドモ * ゴンケ オン コト  サダ  ュヱ  オン オケ リナ シャゥ トク ナヅ 

リ しか 共 權 化の 御 事 なれば、 定めて 故 あり けんかし。 御 謚を聖 德，、 J 名 

タテ マ ッ 

け 奉る。 

(二十 九 年 辛 已の年 太子 瞜れ給 ふ) これ は 日本 紀の傳 である。 上宫 法王 帝 說の說 では 三十 年に 當る • 

(天皇 を 始め 搴リて 天下の 人悲み 情み 云々) 日本 紀には r 是時諸 王 諸臣及 天下 百姓 悉、 長老 如， 失-愛 兒 一而 鹽酢 之^ 在， ロ不 

レ甞、 幼 者 如， 亡. i 慈父 母 一 以哭泣 之萆滿 _| 於 行路？ 乃 耕 夫 止， 莉、 舂 女不， 杵、 ^曰 日月 失， 輝、 天地 旣崩 s 今 以後 誰恃 哉」 

と ある。 太子 傳膺に は 「是時 大臣 已下 群臣 百 {gH< 下 衆生、 悉如， 亡 一一 父母 T 哭 泣 之萆滿 一一 行^ T 天 之舉， 音大 哭、 車駕 

臨 レ宫失 レ聲叫 躍。 大臣 已下 復大擗 踊、 相 謂 曰、 日月 失, 輝 天地 旣沒」 と あるの を さした ので ある。 
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(皇位 を も 次ぎ まします ベ かリ しか 共 云々) 皇太子に ましました ので あるから 天皇の 位に 即 きた まふべ きかと 思 はれた の 

に その 事の 無かった は 如何なる 故 か 凡人に はわから ぬが、 何 か 深い 譯 があった であらう とい ふので ある。 「權 化』， と 

^VGPM^WFT©  Mi! 、佛^ 薩が IsaE^tefei^  ^WTyossr よ り はこの 太子 ^.8 音.. の ゆ 身と 信ぜられ 

てゐ る。 かやう に權 化の 御身 だから 直 位に 即 くべ くして 即 かれなかった の も 理由が あつたの であらう とい ふので ある。 

(御 謹 を 聖德と 名け 峯る) 聖德の 御名 は 日本 紀には 生前に 旣に 記して あって 御 課と いふ 事 は 見えぬ。 

n ノ テン ワウ テン 力  チサ  タマ  n ト サン ジフ ロク ネン  シチ ジフ サイ ォマ シマ 

此 天皇 天下 を 治め 給 ふ 事 三十 六 年。 七十 歳 御座し き。 

(此 天皇 天下 を 治め 給 ふ 事 三十 六 年) 日本 紀の傳 である。 古事記に は 三十 七歲と ある。 これ は 例の 如く 計へ 方の 差で ある。 

(七十 * 座 しき) 日本 fc に は 七十 五 歳と ある。 1 代 要 記、 皇代 略記、 皇 年代 略記、 水鏡 等 は 七十 一 ニ歲と ある。 本書 は 何に よ 

つたの か 分らぬ。 

ダイ サン ジフ ゴ ダイ  ダイ ュ ジフ シ セィ  ジョ メイ テン ワウ  オシ サカ ォホ ェ  ワウ ジ  n  ビ タツ  オン マゴ 

第三 十五 代、 第二 十四 世、 舒明 天皇 は 忍 坂 大兄の 皇子の 子、 敏 達の 御 孫 

チリ  オン ハハ ヌカテ ヒメ  コ レ  ビ タツ  オン ムス メナ リ  スィ コ テン ワウ  シャゥ トク タイ シ  ？、 コ  ッタ 

也。 御 母 糠 手姬、 是も敏 達の 御 女 也。 推 古 天皇 は聖德 太子の 御子に 傅へ 

タテ マツ  オボ シメ  ドモ マサ  ビ タツ  マゴ  キン メイ  チヤ クソゥ ソン  マシ 

奉らん と 思 召しけ るに や。 され 共 正しき 敏 達の 御 孫、 欽 明の 嫡 曾孫に 御 

マ  マ タタ イシオン ャマ t  フ  タマ  トキ テン ワウ コノヮ ウジ  ッカヒ  ト ブラ 

座す。 又 太子 御 病に 臥し 給 ひし 時、 天皇 此 皇子 を使ビ して 訪 ひましし に、 

o 

テンカ  コト タイ シ  マテ シッ  タマ  ミヅ ノト ゥシ トシ ソクヰ  ャ マト  タケ チノ コホリ 

天下の 事 を 太子の 申 付け 給へ りけ ると ぞ。 癸丑の 年 即位。 大 倭の 高 市 郡 

o 


1 


テカ モト ミヤ マシマ  n ノソク ヰ  ト -、\  タウ  タイ ソゥ  ハジメ ヂ ャゥグ ワン サン ネン 

岡 本の 宮に 御座す。 此 即位の 年 はもろ こしの 唐の 太宗 の始、 貞觀 三年に 

ァタ  テンカ  ヲサ  タマ  コトジ フサ ンネン  シジ フク サイ ォマシ マ 

當 れリ。 天下 を 治め 給 ふ 事 十三 年。 四十 九歲 御座し き。 


(第一 一一 十五 代、 第二 十四 世) 世代 を 記す 理由 は 上に 述べた 通りで ある。 

(舒明 天皇 は 云々) これまで は 日本 紀と 古事記と 二の 傳 があって 往々 相 逢した から 一 々出典 を あげたが、 これから は；：！ 本 

紀 だけが 正しい 出典であって、 本書 は專ら それに 據っ たもので あるから、 日本 紀と違 はぬ もの は 1 々あげない。 

(推 古 天皇 は聖德 太子の 御子に 傳へ 奉らん と 思しけ るに や) この 事 は 日本 紀には 見えぬ。 日本 紀には 推 古 天皇 病甚 しくな 

りました 際に E 村 m 子 (即ち この 天皇) を 召して 「昇-天位 一而 韹_| 输鴻基 1駄ー| 萬槻 一 以亭 一一 育 黎元 一 本 非， 一 輙言ー 恒 之所レ 重。 故 

汝慎以 察 之、 不 レ可_| 輙言こ と 仰せられ、 山背 大兄 (聖德 太子の 子) を 召して は r 汝肝稚 之、 若雖， 一心 望 一而 勿 _| 諠 K 必 待- 

群 言 一 以宜 レ從」 と 仰せられ たと ある。 これらの 事 を さした も ので あらう か。 しかも これ だけで は 本書に 云 ふ 所と 全く 

同じ だと は いはれ な い。 

(又 太子 御 病に 駄し絵 ひし 時 云々) 太子 は聖德 太子で ある。 この 事 は 太子 傳曆の 二十 七 年 冬 十月の 倏に 太子の 疾に 罹り 耠 

うた 時に 勅あって その 疾を訪 ひ、 且所レ 思 あらば、 奏せよ と 仰せられた 時に 四 條の願 を 申し出 でられた 時に 御 使と なら 

れ たのが、 (この 天皇 即) 田 村 皇子であった。 この 事 はこの 天皇 を 推 古 天皇の 重んじて ゐられ た 事 を 物語って ゐる とい 

ふべき である。 

(癸丑の 年卽 位) これより 後 は 日本 紀の傳 だけで あるから 1 々 いはぬ。 推 古 天皇 崩御の 翌年で ある。 

(大 俘の 离市都 1： 本の宮 ) 日本 紀に は- 「蓬 一一 於 飛鳥！！ 傍 一 是謂ー 一岡 本宫こ と ある。 その 址は 今の 岡 寺の 地で あると いふの が舊 

時からの 說 である。 

(もろこしの 唐の 太 宗 の 寅 数 一一 一年 云々) この 天皇の 即位 元年 は赏に 唐の 貞觀 一一 一年に 富る ので あるが、 特に こ、 にこと わつ 

たの は 唐 大宗と いふ 人も貞 鹳と いふ 年號も 日本人に は 甚だ 親しく 知られて ゐ るからで ある。 

(天下 を 治め 給 ふこと 云々) この 治世 も 御齡も 日本 紀 によった ものであるから、 異論が 無い 限り これから は いはない。 

卷ニ纾 明^ 良  .  ニニ 1| 


「§」 の 5」 

底本な し。 梅、 

靑、 群 三本に 

よりて 補 ふ。 

「寅」 例に より 

訂正す。 
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タイ サン ジ ゥロク ，タ， 


ク ワウ キヨ クテ ン ワウ 


チヌ ノォホ キミ 


ムス メ 


オシ サカ ォホ ェ 


ビ タツ 


マゴ 


第三 十六 代、 皇極 天皇 は 茅 淬 王の 女、 忍 坂 大兄の 皇子の 孫、 敏 達の 曾孫 

十リ  オン ハハ  キビ ヒメ  ニョ ワウ  マテ  ジョ メイ テン ワウ ク ワウ ゴゥ  タマ  テン ヂ  テン ム 

也。 御 母， 吉備姬 の 女王と 申しき。 舒明 天皇 皇后と し 給 ふ。 天智， 天武 

の 御^ 也。 舒明 隠れまして、 皇子 を さなく おはし ましし かば、 壬 寅の 年 

即位。. 大 倭の 明日 香 河原の 宮に 御座す。 


(忍 坂 大兄の 皇子) 日本 紀には 押 坂彥人 大兄 皇子と ある、 これ を略稱 したので ある。 

スメ ミオ ヤノ 

(吉備 娘の 女王) 日本 紀には 吉備姬 王と あり、 又 二 年の 條には 吉備島 皇祖 母 命と も 見 ゆる。 

(壬 寅の 年卽 位) 舒明 崩御の 翌年で ある。 推 ^天皇に 女帝の 例 開けて、 間 1 代 を 隔て 又 女帝の 立ち 給 ふ。 これ この 時勢 

の變 である。 

(大 倭の 明 B 番河 尿の 宮) 日本 紀 にこの 天皇の 皇居 は 飛鳥 板盖宮 であって、 重祚して 齊明 天皇と 申し上げた 時代に 一時 飛 

鳥 川原 宫に遷 りました と ある。 本書 は それ を 混同して ゐる。 しかし これ は 撰者に はじまつ たもので なく、 一代 耍 記に 

はこの 御代の 條に 「都 一一 明日 香 川原 宮こ とあって 本書と 同じで ある。 又 太子 傳曆に は 「明日 香 川原 板盖宫 」 とあって 

二者 を 一 にして ゐる。 赏際 この 二の 宮は盼 らしい ので ある。 高 市 郡 高 市 村 大字 川原 宮山は 村 社 板 盖宫の 1 局部に 當る 

とい ふが、 川原 宮も その E- 原に 在った ので あらう とい ふ。 


n  ノ卜キ 


ナ ラビ 


n ィ ルカ 


テゥ ケン  モハ 


ク ワウ 力 


此時、 蘇 我 蝦夷 大臣 f ザ 大臣 丼に 其 子 入 鹿、 朝權を 寡に して 皇家 をない が 


の 子、 

ソノ ィへ 


カド 


シャゥ 


しろに する 心 あり。 其 家 を {呂 門、、」 云 ひ、 諸子 を 王子と なん 云 ひける。 上 


コ  コクキ チョウ ホウ ミナ ヮタ クシ ィへ  ハコ  十 力  ィ ルカ C ィゲキ  コ コロ ハナ ハダ 

古よりの 國記 重寳皆 私の 家に 運び おきてけ り。 中に も 入 鹿 悖 逆の 心甚 し。 

シャゥ トク タイ シ  ミコ タチ  トガ  マ卜ン マ  タテ マツ 

聖德 太子の 御子 達の 科な く 御座し し を も ほろぼし 奉る。 

(說) こ、 に 蘇 我 氏の 專恣 を說 いた。 蘇 我 は 皇胤の 末で、 武內宿 禱 の 餘薰に 依り、 累代 大玫 に參 して權 烕を 有した が、 佛敎 

を 崇め 聖德 太子 之に 加擔 してより、 益 その 勢と 位と 冨とを 有して ま^に 皇室 を 凌がう とする やうに なって 終に 亡ぶ る 

に 至った。 こ >t に先づ その 專横を 叙した。 

(此 時、 蔴我 gf 夷 大臣 幷に其 子 入 庇 云々) この 專恣の 事 は 日本 紀に 記して ある。 即ち 蜈 夷が その子 入 鹿に 私に 紫^  (推 古 

の 朝 所定の 笫 1 位の 冠) を 授けて 大臣の 位に 擬へ、 その 弟 をば 物 部 大臣 (蝦夷の 祖母 は 物 部 守屋の 妹で あるから) とよ 

び、 家 を甘槿 岡に 雙ぺ 建て、 蜈 夷の 家 を上宫 門と いひ、 入 鹿が 家 を谷宮 門と 稱へ、 已 等の 諸子 を 王子と 曰 ひ、 家の外 

に 城 柵 を 構へ、 門の 傍に 兵 庫 を 作り、 更に 畝 傍 山の 東に 家 を 建て、 池 を 穿り て 城と なし、 兵 庫 を 建て、 兵器 を 儲へ 氏 氏 

オヤ ノ  n ワラ ハ  ： 

の 人 をして 其の 門に 侍らし めて 祖子孺 者と 名 づけ、 恒に 五十人の 兵士 を 將ゐて 身 を 護衛せ しめて 出入し、 その 從^ を 

ァヅマ シ卜リ 

東方 儐從 者と 曰った。 なほこの 外に 全 國の民 を徵發 して 預め雙 の 墓 をつ くって 一 を蜈 夷の 墓と 定め、 こ.^ を大陵 とい 

ひ、 一 を 入 鹿の 墓と 定め これ を 小 陵と 云った。 なほ 甚 しいの は、 蝦夷が 己が 祖廟 を 葛 城の 高 宫に 建て 、八 脩の 舞 をし 

た 事で ある。 八 脩の 舞と は 八 人 一 列で 八 行に つらなって 舞 ふ (舞 人 六十 四 人) 支那 風の 舞で、 天子に あらず ば 行 はな 

いので ある。 (諸侯 は 六 脩 (三十 六 人) の 舞で ある)。 

(上古よ リの國 記 重寶皆 私の 家に 運び おきてけ リ) この 事 も 日本 紀に 明記して ある。 こ、 に 國記ま 齊 と あるが、 R 本紀に 

は 天皇 記國 記珍黉 と 書いて ある。 この 天皇 記國 記と いふの は、 推 古 天皇の 御世に、 聖德 太子と 蘇 我 馬子と 相義 して 「錄 

一一： 大皇記 及 國記臣 連 伴 造 國造百 八十 部幷 公民 等 本 記 こ と ある それで あるが、 こ \ に 大略に ついて 害いた ので ある。 

(中に も 入 鹿 悖 逆の 心甚し 云々 ソ こ \ に 山背 大兄 王 以下 聖德 太子の 御子 孫が 悉く 蘇 我 氏に 亡ぼされて 殘 なくなられた 事 を 

記した。 これ も 日本 紀に記 じて ある。 而 して その 事を决 行した の は 入 鹿であって 父の 蝦夷が これ を 聞いて^ リ 罵った 

事が 日本 紀に見 ゆる。 なほ その外に 入庫の わが ま の 事が 日本 紀に見 ゆる 

^二 良 睡^ 皇  ニー  五 
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コ.ノ ワウし ノ  » ナカ ォ， ホ 1 .1 マチ  ぶ m  メイ i コ  ャガ テコノ テン ワウ  ゴ-ン ヨシヤ ゥナリ  ^お &r 

爰に 皇子 中の 大兄と 申す は舒 明の 御子、 鑣此 天皇の 御所 生 也。 

タリ  ムラ ジ  ィ  ヒト  ココロ  t トツ  ィ ルカ  コロ  tL チ」 ミシ  *- へ  」  ， 

足の 連と 云 ふ 人と 心 を 一にして、 入 鹿 を 殺しつ。 父 蝦夷 も 家に 火 を^け 

ゥ  >  n クキ チョウ ホウ ミナ ャ  プ ，ガ  イチ モン ヒサ  ケン  ， 」 

て 失せぬ。 國記重 賓皆燒 けにけ リ。 蘇 我の 一 門 久しく 權を とれり しか |f へ 

-ン ァク  ュ ヱ，  ナホ 口  ヤマダ ノ イシ カハマ ル  ィ  ヒト ヮ ウジ  コ nn  ，*' 

積惡の 故に や 皆 滅びぬ。 山 田 石 川 丸^ 云 ふ人ぞ 皇子と 心 を かよ はし^. し 

ければ、 滅び ざ りけ る。  . 

(說) 前に 蘇 我 氏 專樣の 事 を 叙して おいて、 こ X に その 誅を 叙した。 

(皇子 中の 大兄と 申す は 云々) 中 大兄 は 後に 天智 天皇と ならる る 御 方で あるが、 その 御 血統 はこ 、 に 叙して ある • 

(中 臣鐮 足の 連と 云 ふ 人と 心 を 一 にして 入 鹿 を 殺しつ) こ の 間の 事 は 日本 紀に 委し い。 この 際の 事 は 鎌足が 主動 者で 事 を 

おぐ るに 有力な^ 子と 共が^^ いと 考 へて 中 大兄 皇子に 接近した 事情が 日本 紀 にかな り 委しく 記されて ある。 即ち 四 

年 六月 十二 口に 三 稗が 翻 を 進る 日に 大極殿の 内で 入 鹿 を 殺した。 この 事に 直接 關係 したの は、 中 大兄 皇子、 中臣嫌 Dy、 

蘇 我 倉 山 田 石 川 麿、 佐 伯 子 麿. 葛 城 稚犬養 綱 田 等で ある。 

0K 蟻 夷 も 家に 火 を 付けて 失せぬ。 困 記重寶 *1 燒 けにけ リ) 國記は 前に あげた 如く、 天皇 記國記 等の 朝廷 重要の 記錄 であ 

^0 それらが、 蘇 我が 私に その 家に 取り籠めて 置いた 爲 に锊燒 けた。 わが 國 文献の 大 災厄であった。 この 時に^ ifc 

尺が、 その 燒 かれた 國鈀の 幾 部分 をと りて 中 大兄 皇子に 献上した と ある。 その外 皆燒け 失せた。 今 ある 舊事 本紀 とい 

ふ もの は、 その 序で 見る と聖德 太子 馬子 共 撰の 天皇 記國記 等の 檬 に^って ゐ るが、 あれ は 中古の 僞 撰で、 正， しい 書で 

ない 硇は今 は 誰でも 知って ゐる。 この 時に 燒 けた 書が 後に 傳 はって ゐる喾 が 無い。 次に 船史惠 尺が 火中から 取り出し. 

て 奉った 國 記の 殘缺 とい ふ もの は 何で あるか、 それ も 今にして は 明かで ない。 た^今の 舊 事本紀 中の 國 造本 紀ゃ、 尾 


卷 


極 

天 
皇 
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むにに^ 

。よ 作 5 
りる。 S 
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張 氏 寡 記な ど は 古い 本 を 基に した ものら しいと いふ， 事で あるが.、 その 古い 部分が この 時の もの かも 知れぬ。 しかし 今 

の娄は 決して 古の ま、 ではない。 國 記の 外に 朝廷の 重い 齊が燒 ^せた ので あるが、 誠に 残念の 事であった とい ふべき 

である。 

(山 田 石 川 丸と 云 ふ人ぞ 云々) 山 田 石 川 丸 は 日本 紀皇極 卷には 蘇 我 倉 山 田 麻呂と あり、 孝 德卷に は 蘇 找倉山 ra 石 川 麻 R: と 

ある。 蘇 我 馬子の 子 雄 正子と いふ 人の子で ある。 この 人刪毅 果敢で、 入 鹿と 相容れなかった ので、 中臣嫌 足が、 その 

黨に 勤め 入れて、 その 少女 を 中 大兄 皇子に 奉り 婚姻 を 結んで 赤心 を 表した。 この 人が、 忠誠の 人であった 事 は、 孝德 

天皇の 時 その 異母 弟 日向に 讒 せられて 毫も 朝廷 を 恨み 奉らず して 忠誠 を 誓って 自ら 死んだ 事 を 見ても 知らる る。 

n ノ 力 マ タ リノ ダイ ジン  ァメ ノコ ャネノ in トュ ジフ イチ セィ  プン ナリ  ムカシ ァメ  T. マ アマ クダ  タマ  トキ  ショ ， ン，' 

此 鎌足 大臣 は 天 兒屋命 二十 一世の 孫 也。 昔、 天孫. 天下り 給 ひし 時、 諸 蒙 

シャ ゥシュ  n  ノ ミコ トコ ト アマ テラス ォホ ミカ ミ ミコト ノリ ゥ  フサ  カミ  マシマ  - 』 な ,， t 

の 上 首に て 此命 殊に 天照大神の 勅 を 受けて、 輔佐の 神に 御座す。 中臣 

ィ  コト  フタ ハシラ オン ナカ  カミ  ミココ 口  マテ  タマ  ュて 

と 云 ふ 事 も 一 一 神の 御中に て、 神の 御 心 を や はらげ 申し 給 ひける 故と ぞ。 

ソノ マゴ ァメノ タネ コノ ミ コト. ジン ム  ミヨ  マツリ ゴト ッ カサド  シ ャゥコ  カミ  キミ  t トツ  マシマ 

其 孫 天 種子 命 神武の 御代に 政 を 司る。 上古 は 神と 皇と 一に 御座し しかば、 

マ "リ ッ カサド ス& ハチ マツリ ゴト  ナリ  ？ノノ チア マテラ スォホ ミカ；、 ハジ ィ セノ クニ 

祭 を 司る は即 政 を とれる 也 ^ ほ^。 其 後 天照大神 始めて 伊勢 國 にし 

トキ  タネ コノ ミコト ス ヱォホ 力 シ マノ ミコト サイ クワン ァ  力 マ タ リノ ダイ ジン  チ. - 

つまり まし  > 時、 種子 命の 末 大鹿島 命 祭官に 在りて、 鎌足 大臣の 父、 卸 

*i 【コ *  ソノ. クワン ッカ  力 マ タリ イタ タイ クン  ョ チョウ 

食 子まで も其官 にて 仕へ たり。 鎌足に 至りて 大勳 をた て、 世に 籠せられ 

しに 依りて、 祖 業を發 し、 先烈を さかや かされけ る、 無， 止き #3 。おは 


「て」 底本 「天」 
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とす、 ，碟 なる 

こと 著し、 他 

本に よりて 改 

む： 

「然るべ き」 底 

本 「可 然」 とす 

「侍れ」 底本 

「侍 ル」 とす、 

他 本に よりて 

改む。 

「拾ら る 」 梅靑 

二 本に よる。 . 

底本 「給へ ル」 

とす。 


ズミ  …っゥ  メズ  コ トヮリ  ォォ  人へ  ノ. アナ ィ シン  二 ン 

祌 代よりの 餘 風 なれば • 然るべき 哩 とこ そ覺ぇ 侍れ。 後に 內臣に 任じ. 

〇 〇 o  o  o 〇 

ダイ ジン  テン  タイ ショク クワン  マ タ十カ トミ  ァ ラタ  フヂ ハラ  、ンャ ウタ マハ 

大臣に 轉じ、 大織 冠^なる。 ^』#の 叉 中臣を 改めて 藤 原の 姓 を 給ら る。 


内 はに 任ぜら る X 事此 御代に 

非ず。 事の 次に 注しの す。 


o  o  o 


(說) 上に 蘇 我 氏 誅滅の 事 を 叙した が、 その 大事の 決行せられ たの は 中臣嫌 足の 力で ある。 而 して その 結果 は、 一面に 於 

いて 大 化の 改新と いふ 本朝 史上の 一 大 革新の 局面 を 展開し、 一 面 は 藤 原 氏と いふ 一 大 貴族が 出現して、 後に 攝關 政治 

とい ふ變態 を 誘起す る 遠 2： をな して ゐる。 されば、 この 缣 足が 中心と なって 演じた この 一 舉 はわが 國史の h に赏に ま 

大な 多くの 事件 を 誘起した とい ふべ きで あると 共に 中臣嫌 足と いふ 一 人物の 出現 は國 史上 甚だ 影響の 大 なる もので あ 

ると いふべき である。 それで こ にこの 人の 系統と 事 歴とを 述べて ゐる。 藤 原 氏の 祖で あるから 委しく するとい ふや 

うな 事大 的の 精神から 詳說 して ゐ るので はない こと を 注意して おく。 

(此鼸 足 大臣 は 天 兒展命 二十 一世の 踩也) 嫌 足 は 皇極紀 及 孝德紀 W 年まで は 屮臣縑 子 連と ある。 同 五 年に は中臣 鎌足^と 

見 ゆる。 而し てこの 顷に はま だ 大臣で はない から、 嫌 子 連と いふべき であるが、 後の 稱を 前に 廻して 書かれた ので あ 

らう。 次に 天 兒屋命 二十 一 此の 孫と あるの は 何に よった ので あるか。 姓氏 錄には 「藤 原 朝臣 >  天兒 屋根 命 二十 三^ 孫 

內大 E 大織冠 中 臣連嫌 子、 古記 云 鎌足」 と あり、 公卿 捕 任に は 「二十 一.1 世 孫」 と ある。 尊卑 分脈の 中 臣系阖 によると 

二十 三^になる"  . 

(*、 天孫 天下 リ給 ひし 時 諸 神の 上 首に て此命 云々) この 命と は 天兒屋 命で ある。 この 神が 天孫 降臨の 際に、 諸 祌の上 

； IJ2, として 天孫 を 輔佐し 率った とい ふ 事 は事實 であらう。 日本 紀 でも 古事記で もい つも、 この 神 を 最初に 記して ゐる。 

(中 臣と云 ふ 事 も 二 神の 御中に て 神の 御 心 を や はら ゆ 申し 給 ひける 故と ぞ) 二 神と いふの は 明かに は 分らぬ が、 天照大神 

と瓊々 杵 尊と を さすので あらう。 中臣の 名義 は、 大ぽ 冠傳に r^l 掌. 1 天地 之 祭 一 相 一一 和 人 祌之間 ー仍命 一一 其 氏 一 曰-一中 はこ と 

ある。 「ナ カツ ォミ」 が 約 まって 「ナカ トミ」 とい ふ 語に 成った ので ある。 

(其 孫 天 種子 命 云々) この 事 は 神武の 條に旣 に 述べて ある。 


(上古 は 神と 皇と 一に 御座し しか ぱ 云々) 太古 は 神と 天皇と は 一 に 御座した から、 祌に 奉仕す る ことと 天皇に 奉仕す る こ 

とと は 同じ 事であった こと は 疑がない。 そこで 神に 奉仕す る こと を 「まつり」 とい ひ、 天皇に 脤事 する こと を 「まつ 

ろ ふ」 といった。 その 「まつろ ふ」 とい ふの は 「まつる」 とい ふ 事の Has 狀態を いふ 語で、 その 源 は 一 の 「まつる」 であ 

る。 それが 神に 奉仕す る 事に は 「祭」 の 字 を 用ゐ. 天 &に 奉仕す る 事に は 「奉」 の 字 を用ゐ るが、 それ は 漢字の 差 だけ 

である。 戈れ 故に 政 を 「まつりこと」 とよむ が、 その 意 は 「祭事」 と 同じで ある。 これ は 太古 祭政一致の 政 體の然 らし 

めた 所で ある。 

(其 後、 天照大神 始めて 伊 *R 國に しづ まリ ましし 時 種子 命の 末 大鹿島 命 云々) 伊勢の 神宮の 出來た 時に 大鹿島 命が 祭 王に 

任ぜられた 事 は垂仁 天皇の 條に 述べて ある。 鎌足の 父御 食 子 は 日本 紀に 彌氣と ある 人であって、 推 古 天皇の 朝に 樞機 

に參 して ゐた。 伹小德 冠 (第二の 位) とい ふ 事 は 日本 紀に 見えぬ。 藤 原 氏 系 圆の傳 である。 

(鎌足に 至 リて大 動 を 立て 世に « せられし によ リて祖 業を發 し) 「祖 業を發 し」 と は 祖先の 遺業 を發揚 する こと、， 「先^ を 

さかや かす」 とは駔 先の 功業 をして ますく 名譽 あらしむ る こと j こ \ に いふ 事 は 祭政 - 致の 世に 於いて 祭 を 司る は即 

ち 大政 を 司る ことで ある。 嫌 足が、 世の 渴亂を 救 ひ、 天ドを 革 正した 事 はこれ、 その 祖先 以來の 傳統的 職分た る 大政 粱 

赘の 本旨. を 發揚し 祖先の 事業 を 維ぎ、 以て 大功 を 立て、 覼 先の 名 眷をも 高めた 事であって、 誠に 負むべき 事で あると 

、 、 0 

レ ュ 

(且は 神代よ リの餘 風 なれ は 云々) 餘 風と は 遺風と いふ 程の こと。 中臣 氏が 大政 を 司る は 神代からの 遺風で ある 故に、 鎌 

足が 大勳を 立て、 世に 重く 用ゐ られ、 天下の 大 玖に 參與 する やうに なった の も 然るべき 道理と 思 はるる とい ふので あ 

る o 

(後に 內臣に 任じ 一 K々) 注に も ある 如く 內臣に 任ぜられ たの は孝德 天皇の 御^の はじめで ある。 又天智 天皇 八 年 十月に そ 

の 病 重った 時に、 大織 冠と 內 大臣と 授け、 姓 を 賜 ひて 藤 原 氏と せられた ので ある。 この 時の 內 大臣 は 後^の 內 大臣と 

は 違って 左右 大臣の 上に 位した ので ある。 又大 織. 冠と いふの は、 大化 新政の 冠位で 第一位に ある ものである。 それ 故 

にこ X に 正 1 位の 名 也と ある。 これ は 後の 正 1 位に 同じと いふ 意で ある。 
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n ノ テン ワウ テン 力  チサ  タマ  n ト サン ネン ァ  ドウ ボ  オン オト ゥ トカル ノォホ キミ  ュヅ  タマ  ミ 

此 天皇 天下 を 給め 給 ふ 事 三年 在りて、 同 母の 御弟輕 王に 讓り給 ふ。 御 

ナ  スメミ オヤ  ミコト  マチ 

名 を 皇祖 母の 尊、、」 ぞ 申しけ る。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 一一 一年 在リ て) これ は 前の 例に よれば、 四 年と あるべき であるが、 在位 年數は 11 一年 六 ヶ月で ある。 され 

ば 三年あって 四 年 目に 讓 位あった とい ふ 事で ある。 六月 十二 日に 蘇 我 を 滅ぼされ、 同月 十四日 譲位が 在った ので ある。 

(同 母の 御弟輕 王に 讓リ絵 ふ) 輕 王は輕 皇子と かくべき である。 即ち 孝德 天皇で ある。 こ X に讓 位の 事が 見 ゆるが、 本朝 

で 譲位と いふ 事 はこの 時に はじまった ので ある。 

(御名 £ 祖母の 敏 とぞ 申しけ る) これ は孝德 天皇 御 即位の 際に 奉られた 尊號 である。 後 の 太 上 天皇と 同じい とい ふ說 

が ある けれども さう ではない。 旣に 前に も あげた やうに 皇極 天皇の 時に 御 母 を吉備 皇祖 母 命と 申し 奉った ので ある。 

(命と 尊との 字の 逄ひは 日本 紀の 記載 法の 差で、 「ミ コト」 とい ふ國 語に か はり はない) それ故に これ は 天皇の 御 親と い 

ふ 意義 だけの 尊號 である。 (祖母 はた だ 「オヤ」 とい ふだけ の國 語に あつる ので、 これ も 二世の 意の 祖母の 意で はな 

い。) 續 日本お に聖武 天皇の 御母皇 太夫 人を國 語で かやう に 申し上げ よと 詔あった 事 を 載せて ゐる。 

ダイ サン ジフ シチ ダイ カウ トク テン ワウ  ク ワウ キヨ ク ドウ ボ  オト ゥト ナリ  キノ トミ  トシ ゾク ヰ  プノ ク-ー ナガ ラ トヨ サキ 

第三 十七 代孝德 天皇 は 皇極同 母の 弟 也。 乙 已の年 即位。 攝津國 長柄 豐崎 

の宮に 御座す。 

(攝 津國 長柄 靈 崎の 宮) こ の 宫の址 は 明かで ない が、 西 成 郡 ^崎 村の 大字 南 長柄 (今 大阪市 內) に 在った ものである こと は 

疑 ふべき でない。 


ダイ ジ- 


- ダリ ミギ 


タイ ジン 


セィ ム 


オン トキ タケ ゥチ 


「やめて 」 底本 

「嬤一 に 作る、 

他 本に よりて 

改む 


此 御時始 め て 大臣 を 左右 にわかた る。 大臣 は成務 の 御 時武內 の 宿禰始 め 

コレ  ニン  チウ アイ  ミヨ  マタ * ォホ ムラ ジ  クリン  ォホォ ミオ ホム ラジ チラ  マツ：：' ゴト 

て是に 任ず。 仲哀の 御代に 又大 連の 官を おかる。 大臣 大連 並びて 政 をし 

コノ オン トゃ ォホ ムラ ジ  ヒ ダリ ミギ  ダイ ジン  マタ ハツ シャゥ ヒャク クワン  サダ  チカ 

れり。 此御時 大連を やめて 左右の 大臣と す。 又 八 省 百官 を 定めら る。 中 

o  o  o 

トミノ 力 tins リ  ナイ シン  タマ 

E 鎌足 を內臣 になし 袷 ふ。 


(說) これ は 所謂 大化 元年の 改新の 事 を いふべき 所で あるが、 その 說 極めて 大まかで、 これで は その 改新の 有樣を 想像す る 

こと も出來 ない。 何故に この 樣に 疎略に したので あるかと 考 ふるに、 これに もお のづ から 理. E が ある やうに 考 へらる 

る。 第一 の 理由 は 本書 は 、皇位の 正統 を 論ずる が 主眼で、 しかも 簡眾 にす る 必要が 在って 詳 かに 說く 餘裕が 無かった ほ 

であらう。 次に は大 化の 改新の 主義 理想 は、 この 著の 時代に は 現實の 政治の 主義 理想であって、 次 下に 時 を 見て は 撰 

者， かよりく 論じて 行く 所で あるから、 こ \ に 一時に 說く 必要がなかった ので も あらう。 然 らば、 こ、 に說 いて ある 

の は 何の 目的で あるかと いふに、 こ 、に はた 大臣の 官職に 關 しての 點 だけ を 說 いて ある。 これ は 大臣の を 正しい 

人に 正しく 任命 せら るれば、 天下 は 治まる にき まって ゐ るので あるから、 天皇と しての 第一の 耍 はこの 大臣の {R: を 知 

りた まふ 點 にあり、 又 本書 も はじめから 後まで 執政の 臣に 重き をお いて ゐる からして、 この 點 だけ は 逸する 事 をし な 

か つ たと 考 へらる る。 

(此御 時 始めて 大臣 を 左右に わかた る 云々) 大臣の 名の 出来た の は 成 務の御 時であった 事 は 本書に も旣に 述べて ゐ る， 大 

!e は； I： 本 では 何時に 始まった か 明かで ない が、 垂 仁の 二十 六 年の 倏に物 部 十 千根大 連と いふ 名が 見 ゆる。 然るに こ 

^に 仲^の 御代に 大速 の^を 置かれた とい ふの は 何に 據 つたの かと 見る と、 延喜 式の 前につ けて ある^ 運 記に 「仲 哀； 大 

草； 始置 一一 大^ こと あるのに よった ものと 思 はるる。 しかし 「大臣 大連 並びて 政 を しれり」 とい ふ 事は當 初よりの 事と は 

思 はれぬ。 初は大 K だけの 事 も ぁリ、 大連 だけの 事 も 在った であらう。 大臣 大連を 並べお かれた の は 雄 略 天 ^即位の 
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時からの やうに 思 はるる。 而 して 大臣 は皇別 出身の 大官の 名と なり、 大連は 神 別 出身の 大官の 名と なった と考 へらる 

るが、 大化 改新の 時に 全く 官職 名と して、 大臣の 名 だけ を存 して 大 連と いふ 名 稱を廢 し、 左右 大臣 を 置かる る ゃゔに 

なった と 思 はるる。 これが、 今日までつ e いて ゐる 大臣の 官名の 源で ある。 

(又 八 省 百官 を 定めら る) これ は 日本 紀大化 五 年 二月に 冠位 十九 階 を 定められ、 なほ 「置 I 一八 省 百官 こと 記して あるのに よ 

つた ものである。 八 省 は" 大齊 令に よれば、 中務、 式部、 治 部、 民 部、 兵 部.、 刑 部、 大藏、 宫 内の 八で あるが、 この 時に 

旣 にこの 通りの 名稱 であった かどう か は 明かに 分らない。 百官の 百は實 際の 数ではなくて 多数の 意で ある。 これ は 八 

省の 部 藤た る 職、 寮、 司の 類、 又彈 正臺、 地方 官、 武官 等の 多くの 官 を總稱 した ものである。 

(中 臣鏽足 を內臣 にな * し 給 ふ) この 事 は 上に 述べて ある。 

チン 力  チサ  タマ  n トジ フネ ン  ゴ ジ フク サイ ォマ シマ 

天下 を 治め 給 ふ 事 十 年。 五十 九歲 御座し き。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 十 年) この 御 S に 年號を 始められた が、 御宇 は大 化が 五 年、 白 雉が 五 年で ある。 

(S 十九 * 御座し き) 御齡は 日本 紀には 明記して ない。 如是 院 年代記に は 本書と 同じ 傳 である。 他に は 所見がない。 

ダイ サン ジフ ハチ ダイ  セィ メイ テン ワウ  ク ワウ キヨタ チョウ ソ ナリ  チョウ ソ  ィ  コト  ホン チウ  n レ  ハジ マ 

第 三寸 八 代、 齊明 天皇 は皇 極の 重祚 也。 重舴ご 云 ふ 事 は 本朝に は 是に始 

ィ テゥ  イン  タイ カフ フ メイ  ィ イン コレ  トウ キゥ  シリゾ  サン ネン 

おき r とちす ま れり。 異朝に は 殺の 太 甲 不明な りし かば、 伊 尹是を 桐宮に 返け て、 三年 

. ^本に J リて マツリ ゴト  ドモ ティ ヰ ス  タイ カフ  ク 

假名と す 政 を とれり。 され 共 帝位 を捨 つるまで はなき にや。 太 甲 あやまち を 悔い 

「^」^.^_に4*」  トク テサ  モト ゴト. テン シ  シン ョ  クワン ゲン ィ  モノ アン 

おて It に て、 德を 治めし かば、 本の 如く 天子と す。 晉の 世に 桓玄 ^云 ひし 者、 安 

o 
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「議」 梅 本に よ 

る芪本 「儀」 と 

し、 他 本 「義」 


チ f クラ ヰ ゥバ  ハチ ジフ ュチ ァ  ギ ヘイ  na  アン ティ クラ ヰ 力へ 

帝の 位 を 奪 ひて 八十 日 在りて、 義兵の ために 殺されし かば、 安帝 位に 歸 

タマ  タウ  ョ  ナ  ソク. テン ク ワウ ゴゥ ョ  ミダ  トキ  ショ シャゥ コ 

り 給 ふ。 唐の 代 ご 成りて、 則 天皇 后 世 を 亂られ し 時、 所 生の 子な りし か 

チウ ヅゥ  口 リ ヨウ ワウ  ォナ  ミコョ ワウ  タ  マタ 

ども、 中宗 をす て ゝ廬陵 王と す。 同じ 御子 豫王を 立てられし を も、 又す 

ミ タ^ラ クラ 斗 ヰ タマ  ノチ  チウ ゾゥ クラ ヰ  力へ  タウ - ソ  ョ ワウ  マタ チョウ ソ 

てゝ自 位に 居 給 ふ。 後に 中宗 位に 歸 りて 唐の 祚 たえず。 豫王も 又 重祚 あ 

コレ  エイ リウ  ィ  コレ  チョウ ソ  ュ ダイ  チウ ゾ ウェイ 

hN。 是を睿 宗と云 ふ。 是ぞ まさしき 重祚な れ^  二 代に はたて ず。 中宗睿 

クラ  ヮガ テゥ  ク ワウ キヨ ク チョウ ソ  セィ メイ  ガウ  カウ ケン  チョウ ソ  ショウ トク 

とぞ 連ねた る。 我 朝に 皇 極の 重 舴を齊 明と 號し、 孝 謙の 重祚 を 稱德と 

ィテゥ  コ レア マツ 匕 ツギ  ォモ  ュヱカ  セン ケン  ギ サダ  ヨシ ァ 

す。 異朝に か はれり。 是 天日 嗣を 重く する 故 歟。 先賢の 議定め て 由 在 

るに や。 

(K 明 天皇 は皇極 天皇の 重祚 w々) 重祚と は 一 且位を 返いた 天子が 再び 踐祚 する の をい ふ。 皇棰 天皇 は孝德 天皇に 位を讓 

られ たが、 孝德 天皇が 崩御あって 再び 天皇の 位に 即 かれた ので ある。 そこで、 前の 御 治^の 時の 御稱號 を^ 天皇と 

申し、 後の 御 治世の 時の 御稱猇 を齊明 天皇と 申す ので あるが、 この 事に つ いて は 本 害、 下に 說が ある。 

(重 鲊と云 ふ 事 は 本 期に は是 に始れ リー It 々) 本朝に は 重祚と 云 ふ 事 は 以前 は 無かった 事であって、 此 時に 起った 新 儀で ある。 

(異朝に は 云々) これから 支那での 重祚の 事 實を參 考の爲 にあげて ゐる。 殷の太 甲 は 伊 尹が 代りて 政 をと つたと いふ だけ 

で. 王位 を 捨てた のでない から 重祚と いふべき もので. ない 事 は 著者の いふ 通で ある。 東晋の 安帝の 世に ー桓玄 とい ふ 者 

權を恣 にし 帝に 迫って 位を讓 らしめ たが、 劉裕、 何 無 忌、 劉毅 等が 義兵 を 起して これ を 殺した から 安帝が^に 復 した。 
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(後の 3E 本の 宮) 飛鳥 权盖宫 で 御 即位 あり、 その 年の 冬 飛鳥 川原 宫に まし、 次いで 飛鳥！： 本 を 宫 地と. マら れ たので ある- 

それ は舒明 天皇の 舊地を 修められ たので ある。 (舒明 天皇^ 本 宫 は舒 明の 八 年に 火災が 在った ので ある)。 


r すく ひ」 底本 

「数 輩」 に 作 

る、 他 本に よ 

りて 改む。 

「阜； 太子 一 の 

「皇」 靑群北 三 

本に よりて 補 

、 o 


タク 


カウ ソゥ 


トキ 


ァタ 


カウ 


く 
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此 御世 はもろ こしの 唐の 高宗の 時に 當れ り。 高麗 を 責めし に K りて す 

o 

ヘイ  マチシ  テン ワウ 十 ラビ クヮ ウタ イシ ック シ  ムカ  タマ 

ひの 兵 を 申う けし かば、 天皇 幷に 皇太子 筑紫. まで 向 はせ 給 ふ。 され ども 

. o  o 

三韓 終に 唐に 屬せ しかば、 軍 を かへ されぬ。 其 後 も 三韓 好 を 忘る まで は 

なかり けね 


(此 御世 はもろ こしの 唐の 高宗の 時に 當れリ ) 此 天皇の 元年 は高宗 の 永徽六 年で、 崩御の 年 は 同じ 帝の 龍朔 元年で ある。 

(高 麓 を騖 めしに 依リ て，) これは^の 一 ：1, おが 高麗 を資め てこれ を 亡ぼした 事 を あげて、 それが^に わが 國の 三韓 政策に 大 

變革を 生じた 事 を略說 した。 これ は元來 新羅の 策動から 起った 事で、 新羅 は 日本の 勢力 を 朝鮮から. 除いて 自ら 朝鮮 を 

一統し ようと 企て 先 づ任那 を 亡し、 百濟を 責めた ので、 高麗と 百濟 とが 新， ま を 侵した。 そこで 新羅 は 唐に 援を 求めた 

事に 基づ * くので ある。 高宗は その 將を 遣して、 百濟を 討ちて 滅 しわが 投軍 をも^ ど 全滅せ しめ、 高麗 を も 亡した。 そ 

の 百濟を 亡した め は 顯慶五 年 (齊明 天皇 白 雉 六 年) で、 高麗 日本の 援師を 破った の は龍朔 三年 (天智 天皇 二 年) で 高麗 

を卒 げたの は總章 元年 (天智 天皇 七 年) である。 

(すく ひの 兵 を 申う けし かぱ 云々) この 事 は 日本 紀に 見えて ゐ るが、 天皇 は 六 年 西征の 準備 を 命ぜられ、 七 年 正月に 皇太 

子 中 人 兄と 共に 西征 の^に 上られ 三月に 筑 紫に 至 リ、 五月に 朝倉宮 に まし ましたが、 七月に 朝 倉 {S で 崩御に なった。 

(され ども III 韓 終に 唐に 屬せ しか ぱ、 罩を かへ されぬ) さて 齊明 天皇の 崩御が あった けれども、 中 大兄 皇太子が 軍事 を統 

督 して 高麗 百 濟を救 はせられ たが、 時 不利に して 遂に ニ國が 亡びて、 三韓の 地 は 新羅と 唐と に屬 してし まった。 而 して 
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その 新羅 は元來 唐に 臣 鳩の 禮 をと つて ゐ たから， 朝鲜 はすべ て 唐に 屬 してし まった。 そこで 天智 天皇 は 方針 を 改めて、 

兵 を 本國に 召還し 同時に 內 政に 力 を そ \ ぎ 又 新羅 唐の 来攻に 備 ふる 爲に 兵備 を漦 重に せられた。 こ \ に 至って 神功皇 

后の 遣 業が 終に 亡びた ので ある) わが 國 威の 縮小 は この 時に 極まった ので ある" 

(其 後 も 三韓 好 を 忘る る まて はな かリけ =0 こ、 に 三韓と ある けれど、 實際は 新羅 一 國 である。 その 新羅 は 上の 如く わが 

國に 反抗して 朝 鲜を統 一 して 自己の ものと してし まった が、 なほ 昔の 好 を 忘れず して、 朝貢の 禮を 修めて 奈良靭 に 及 

んでゐ る。 その 事赏を こ、 に 云った ので あらう。 

(說) 三韓 ゆ 背 叛は难 略 天皇の 朝に きざし、 欽明 天皇の 朝に 著しくな つて、 任那の 日本 府が 亡び、 遂に こ、 の 天， M の 朝に 百 

濟の 滅亡 を 見た。 高麗の 滅亡 はこの 後の 事 だけれ ど、 序 を 以て こ \ に 述べた ので ある。 

クヮ ウタ イシ  マチ  ナカ ノォ ホェ. ワウ ジ  オン コト ナリ カウ トク i ョ  タイ シ  タ  タ^- 

皇太子と 申す は 中 大兄の 皇子の 御 事 也。 孝德の 御代より 太子に 立ち 給 ふ 

セッ シャゥ  タマ  ミ 

攝 政し 給 ふと 見えた リ， 

(說) こ 、に 皇太子と 申す の は 中 大兄 皇子の ことで ある。 この 皇子 は孝德 天皇の 即位の 時に 皇太子に 立ち 給 ひ、 爾後 齊明 

天皇の 朝に も 同じく 皇太子で ゐら せられた ので ある。 攝 政した まふと いふ 事 は 明かに 正史に は 見えない が、 大 織冠傳 

に は 「悉 此以ー 一 庶務 1 委 一一 皇太子 こと あるから 事 實は攝 政した まうた と 見 ゆる。 

チン 力  チサ  タマ  n トシ チネン  & クジフ ハチ サイ ォマ ミマ 

天下 を 治め 給 ふ 事 七 年。 六十 八 歳 御座し き。 

0K 十八 歲 御座し き) 日本 紀には 御 年 を 記なさい。 一代 耍諂、 水鏡、 皇 年代 略記、 扶桑 略記 等 は 本書と 同じ 傳 である。 


「臣」 底本 「w」 

とす、 他 本に 

よりて 改むリ 


「行幸」 梅 本に 

よる、 底本 「御 

行」 につく る。 


ダイ サン ジ I 


ダイ ュ ジフゴ セィ テン ヂ テン ワウ 


ジョ メ. 


ワウ キヨ ク テン ワウ ナリ 


第三 十九 代、 第二 十五 世天智 天皇 は舒 明の 御子。 御 母皇極 天皇 也。 

トシ ソクヰ  ァフ ミノ クュ ォホ ッノ ミヤ  マシマ 

の 年 即位。 近 江國大 津宮に 御座す。 


、ヅ ノエ ィヌ 

壬 戌 


(壬 戌の 年 S 位) 壬 戍の年 は齊明 天皇 崩御の 翌年で ある。 日本 紀に はこの 年の 即位と は傳 へない。 即ち 齊明 天皇 崩御の 時 

直に 「素 服稱レ 制」 と 記して あって、 その 翌年が 壬 戌で、 これ を 元年と し. 七 年に 即位あった として ゐる。 しかし、 

扶桑 略記、 太子 傳曆、 如是 院 年代記 等 は 元年 壬 戌と して ゐる。 本書 も これらの 說 によった もので あらう。 

(近 江圆大 津ま) 天皇 は 皇太子と して 先帝 崩御 後な ほ筑 紫の 長 津宫に ましまして、 新羅 討伐、 高麗 百 濟救投 の 軍事 を骨勵 

せられ、 六 年 三月に 都 を 近 江に 遷 された ので ある。 そこで この宮 を大 津宫 と名づ けられた の は、 筑 前の 娜大津 の 名 を 

うつされ たとい ふ說が ある。 如何にも さう かと 思 はるる。 この 宮の址 は滋贺 都錦綠 村に 御所 內と稱 ふる 所が ある。 そ 

れ であると いふ。 


： 'ク ヰ 


トセ ハチ グヮッ ナイ シン 力 マ タリ 


チイ タイ ジン タイ ショク クワン 


マ タフ デハ 


ァ ソン 


力 パネ 


タ マ 


即位 四 年 入 月に 內臣 鎌足 を內 大臣 大織 冠と す。 又 藤 原の 朝臣の 姓 を 賜 ふ 

ムカシ タイ クン - ンャゥ タマ  チウ シャ ゥナラ  セン コ ゥフゥ  タマ  コト イチ マン ゴ セ * ン コ 

昔の 大勳を 賞し 給 ひければ、 朝獎雙 びな し。 先 後 封 を 給 ふ 事 一 万 五千戶 

ナリ  ャマヒ  ァヒダ  一 t ユキ  ト ブラ  タマ  > 

也。 病の 間に も 行幸して 訪ひ給 ひける とぞ 


o  o 


(卽位 四 年 八月に 內 g 鎌足 を內 大臣 大繊 冠と す 云 々) この 事の あつたの は 前に 詆 したやう に、 日本 紀 に は 八 年 十月の 事と 

して ゐる。 然るに こ  に 四 年 八月と あるの は 年 も 月 も 一 致せぬ 。日本 紀の七 年 即位の 年から かぞ ふれば、 又 二 ^十月と 

ならねば ならぬ。 大蕺 冠傳は 正に その 通に なって ゐる。 それ故に 本書の 傳は 日本 紀 以外の ものに よった もので あらう と 


卷ニ 天智 天皇 


砷 正統 記述 義 _  ニニ 八 

考 へらる る。 而 して、 他の 多くの 書 は 以上の 二の 傳 以外の もの は 殆ど 無い。 たぐ 1 つ、 如是 院 年代記 を 見る と、 「乙 丑 

四」 の 下に 「八月 以 一一 內ぉ縑 足 内大ほ ー號ー 一大 織 冠 1 大織 冠者 正 一 位 也、 賜 レ姓曰 一 一 藤 原 1」 と ある。 本書の 依った もの はこ 

の 年代記と 源 を 同じく する ものであった であらう。 

(音の 大勳を 黉し給 ひければ， 朝獎雙 びな し 云々) 朝獎雙 びなかった 事 は、 その 官位 を 見ても わかる が、 天皇 親臨して 病 

を 訪ひ賜 ひ^ 後 も 亦 親臨して 恩 詔 を 賜 はった こと、 日本 紀及大 織 冠傳を 見て 知らる る。 先 後 封. を 給 ふ 事 1 萬 五 千戶と 

いふ 事 は 日本 紀には 載せて ない が、 大 織冠傳 には大 化の はじめ 內 大臣の 位 を 授けられた 時に 二 千 戶を賜 ひ、 白 鳳 五 年 

の 秋 優 詔あって、 八 千戶を し 封 じ耠ひ 1 後 更に 五千戶 を^され 前後 併せて 一 萬 五 千 戸と ある。 

n ノ テン ワウ チウ コゥ  ソ  マシマ  n クキ  トキ  シタガ  コレ 

此 天皇 中興の祖に 御座す。 § ま 。の 御 國忌は 時に 隨 ひて， あらたまれ ども 是 

ナガ  コトナ  テンカ  テサ  タマ  n ト. ジ フネ ン  ゴ ジフ ハチ サイ マシマ 

は 長く か はらぬ 事に 成^に き。 天下 を 治め 給 ふ 事 十 年。 五十八 歲 御座し 

き 

(此 天皇 中興の祖に 御座す 云々) 光仁 天皇の 御 父 は 施 基 皇子で、 その 御 父が 天智 天皇で ある。 それで、 後の 阜； 胤の 基づく 

所で あるから 尊崇 あるの も 最もで あるが、 決して それに^ まらぬ ので、 事實 上皇 室の 危殆に 瀕した の を 救 ひ、 又 政治 

上の 革新 を 遂げて 後世の 模範と なられた から、 中興の祖と して 尊崇 せらる るので ある。 三善淸 行が： ^泰 四 年に 上った 

革命 勘 文の 中に 「遠 履， 一大 祖 神武 之 遣蹤 一 近 襲， 一中 宗天智 之 基 業 1 當 7創_| 此 更始 1 期 1 一 彼 中興 1 建 - 元號 於鳳腾 一 施 * 作 解 於 臂散こ 

と ある。 又 緩 日本 紀 にある 宣命 にも 「近 江 大津宫 御 宇大 倭 根子 天皇 乃與 天地 共 長 與 日月 共 遠 不改常 典 立 賜 比 敷 賜 法 

乎 云々」 とい ふやうな 語が 屢々 あら はれて、 國家 法制の 基づく 所が. この 天皇に ある こと を宣 ベら れて ある。 これ 即ち 

中興の 風た る 事 實がこ 》 に存 する ので ある。 

(國忌 は 時に 隨ひ てあらた まれ ども 云々) 國 忌と は國 家の 忌日の 義で、 先皇、 祖皇、 母后 等の 忌日に 齋會を 行 はるる ので あ 


る。 これ は持統 天皇の 時天武 天皇の 爲に修 せられた のが 國 史上の 初見で あるが、 二 年 二月の 詔に よって 永世の 則と な 

つた。 大賓令 及び 延喜式 等に は その 規定が ある。 この 國 忌の 制 は元來 支那 風の もので， 支那で は 七癍の 制が あって、 

大駔の 外^ 六嗪、 その 時代に よりて 古き を 除き 今上に 近き を 加 ふるので あるが、 國忌も それに 同じく 後に 至る につれ 

て 古き を 除いて 今上に 近き を 加 へらる \ 規定で あるが、 この 天皇の 御 忌日 だけ は 永く 除かる る ことが な い 事に なって 

ゐた。 延喜 式の 治 部 式に 國 忌の 倏には その 第 1 に 「天 智天良 十二月 六日 忌崇福 寺」 と ある。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 十 年) 壬 戌より 十 年で あるが、 七 年 即位より 四 年で ある。 

(五十八 歲 御座し き) 御齡 日本 紀には 載せぬ。 皇 年代 略記、 興 福 寺 年代記、 如是 院 年代記 等 は 本書と 同じで ある。 


「在りし I 底本 

「在 ル」 に 作 

る。 他 諸 本に 

よりて 改 む。 
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ク ワウ タイ シ 


第 四十 代、 天武 天皇 は 天智同 母の 弟 也。 皇太子に 立ちて 大 倭に 御座し き。 

テン デ  ァ フミ  >  、ンマ  オン ャマ ヒア  タ イシ  ョ  マチ  タマ  ァ フミ  チウ 

天 智は近 江に 御座す。 御 病 在りし に 太子 を 喚び 申し 給 ひける を 近 江の 朝 

O  o  o 

廷の臣 の 中に 告げ 知せ 申す 人 在りければ、 御門の 御意の 趣に や 在り けん、 

タイ シ  クラ ヰ ミヅ カラ シリゾ  テン -チ  5  n  ダイ ジャ ウダ イジ ン ォホ トモ  ヮ ウジ  ュ-ッ  r ンノノ 

太子の 位を自 退きて、 天智の 御子、 太 政 大臣 大 友の 皇子に 譲りて、 芳野 

tY  ィ  タマ 

宮に 入り 給 ふ。 


(象 太子に 立ちて) 日本 紀卷 二十 八に は 天 智天皂 元年に 東宮に 立ちた まふ 由 見 ゆる。 

(大 倭に 御座し き) 大倭國 吉野宫 に ましました ので ある。 

(御 病在リ しに 太子 を ir ひ 申し 給 ひける を 云々) 天智 天皇 御 病 重らせ 給 ひて、 この 東宮 を 呼び、 後事 をのた ま はう とせられ 

た 時に、 こ V にある やうに 阆辭 して 大友 皇子に 讓 つて 出家して 芳 野に 入られた ので ある。 この 時の 事 は 日本 紀に 出て ゐ 


卷ニ 天武 天皇 


ニニ 九 


l 神 ，は 正統 記述 義！ I  二三 〇 

るが、 その 事 を 知らせた 人 は 蘇我臣 安麻 侶と， いふ 人で ある。 

チンデ カク  タマ  ノチ  ォホ トモ  ワウ ジ 十ホ アヤ プ  イク サメ  ヨシノ 

天 智隱れ 給 ひて 後、 大 友の 皇子 猶危 まれけ るに や ノ軍を 召して、 芳野を 

ォソ  タマ  テン ワウ ヒソ カヨ ニノ  ィ  イセ  ィヒ タカ  コホリ 

襲 はむ と はかり 給 ひける。 天皇 密に芳 野 を 出で て 伊勢に こえ、 飯 高の 郡 

rhs4p-  イタ  ダイ ジン グゥ  ハル 力  ハイ  ミ ノ  トウ ゴク  ィ クサ メ  — ワウ シ タケ チ I 

に 至りて 大神宮 を 遙に拜 し、 美 濃へ か ゝ りて 東 國の軍 を 召す。 皇子 高 市 

と汴 す。 他 本  o  o 

て t りて KM  マ ヰ  タマ  タイ シャ ゥグン  ミノ  フハ  セキ  マモ  テン ワウ  テハ リノ クニ 

化。 て" 參り給 ひし を大將 軍と して 美 濃の 不 破の 關を守 らしめ、 天皇 は 尾 張國に 

コ  タマ  クニ ゲニ ミナ シタガ マテ  フハ  セキ  ィ クサ ゥ  力  スナ ハチ セ 

ぞ 越え 給 ひける。 國々 皆隨ひ 申しし かば、 不 破の 關の 軍に 打ち勝ち、 則 勢 

タ  カフ セン  ワウ ジ  イク サャプ  ワウ ジコロ  タマ  ダイ ジン ィ - ケ 

多に のぞみて 合戰 あり。 皇子の 軍 破れて、 皇子 殺され 給 ひぬ。 大臣 以下 

一ぎ」 とす ^  o  o 〇 

本 こよりて^  ァ ルイ チウ  フ  ァ ルイ テン ル  ィ クサ 二 タガ マチ トモ ガラ i ナ， ジナ  ョ  ソノ シャゥ 

名と す。 或は 誅に 伏し、 或は 遠 流せら る。 軍に 隨ひ 申す 輩、 品々 に 依りて 其 賞 を 

ォ n ナ 

^.  行 はる。. ，. •：  S  ..  、、い 、藝：  . , 

(天智 Si れ給 ひて 後一 K々) 天智 天皇 崩御の 後、 大友 皇太子 即位 せられた。 これ は 日本 紀には 記して ない が、 扶桑 略記、 水 

鈸、 年中行事 祕抄 等に 十二月 五日 即位の 由に 見え、 大鏡亦 即位の 事 をい つて ゐる。 本書に これ を 認めな いのは 通行の 

說に從 つた ものである。 さて こ >! に 大津の 朝廷から 芳野 のこの 天皇の 宫を襲 はう と 謀られた とい ふ 事は叨 かで ない が、 

この 天皇の 御 方に はさ やうに 信じた ので それで 兵を擧 げらる る 事と なった ので あらう。 


(天皇 宙に芳 » を 出て て 云々) これ 以下の 壬 申 Si の 事 は ほ 本 紀卷廿 八の 1 卷が詳 に 述べて ゐる。 今 これ を 一 々述べぬ。 本 

書に 就 いて 見るべき である。 

(皇子の B* 破れて 皇子 殺され 給 ひぬ 云々) 弘文 天皇の 崩御に なった の は 壬 申の 年の 七月 二十 三日で ある。 去年 十二月 五日 

に 即位あって より 八 ヶ月で ある。 

(說) 弘文 天皇 即位の 事實は 日本 紀には 認めて ゐな いが、 上記の 外に も 明かな 證據が あるので ある。 それ故に、 大 日本史 

が これ を特箪 して 本紀を 立てた の は 條理に 叶 ひ 名分 を 明かに したので 國體上 重大な 事で ある" 明治 五 年に 大友 帝に 弘 

文 天皇と いふ 諶を 奉られた の はこれ を 確認せられ たので ある。 本書が これに 論及せ ぬ は 通行の 說 によった と は いへ、 

惜むぺ き 事で ある。 

ミヅノ エサ. * トシ ゾクヰ  ャ マト ノア ス カノ キヨミ ハラ ミヤ マシマ ►  — テゥ テ-メ ハ. ヅ ト 一 ォホ サダ- 

壬 申の 年 即位。 大倭 飛鳥 淨 御原の 宮に 御座す 朝廷の 法度 多く 定められ 

力 ミシモ  力 ブリ  n ト  コノ オン トキ  ハジ  テンカ.. チサ 

にけ り。 上下うる しぬ りの 頭巾 をき る 事 も此御 時より 始まる， 天下 を 治 

タマ  コトジ フゴ ネン  シ チジフ サン サイ ォマ シマ 

め 給 ふ 事 十五 年。 七十 三歲 御座し き。 

(壬 申の 年卽 位) 壬 中の 年 はかの 大亂の 年で その 亂後 直ちに 天皇の 實を備 へられた ので あるが、 日本 紀に はこの 年 を 元年 

とし 翌ニ年 癸 酉の 年の 即位と 記して ゐる。 

(大倭 飛鳥 淨御屎 の宮) この 宫の址 は 高 市 都 飛鳥 村 大字 上 居と もい ひ、 又 高 市 村 大字 阪田字 都に あると もい はれて ゐる。 

(朝廷の 法度 多く 定められ にけ リ) この 事のう ち、 著し いのは、 十 年に 律令 を 定め 法式 を 改めむ として、 これ を 修めし め 

られ、 又 帝紀及 上古の 諸事 を 記し 定め しめられ、 又 鼸傣を 改定せられ、 諸氏の 族 姓の 制度 を 改定せられ、 位階の 制定 

を 改めて、 諸王已 上の 位 十二 喈、 銥臣の 位 四十 八喈を 定められた 等 甚だ 多い。 委しい 事 は 日本 紀に兌 ゆる。 

(上下うる しぬ リの 翊 巾 をき る 事 も此御 時よ リ 始まる ノ、 この 御世に は結髮 衣服 等に もさ まぐ の 制 を 定められた。 そのう 
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ちに 本文の 事 もあった ので ある。 これ は 十一 年に 「男 夫 始結レ 髮仍着 一一 漆 紗冠こ と あるの を さす。 漭紗 冠は紗 でつくり 

漆 を 塗った かぶりもの である。 これ を 頭巾と 云って あるの は 衣服 令に r 禮服曰 レ冠朝 服 曰 一一 頭 巾 こ と あるので も わかる 

が、 古來 これ を ウル シヌ リノ ウス ハ タノ カプリと 訓 んで來 た。 即ち 後世 烏帽子と いふ もの である C 

c 七十 一一 ー歲 御座し き. - 日本 紀に 御齡を 記さぬ。 一 代耍 記、 皇胤 轺運錄 に は 六十 五と ある。 如是 院 年代記 は 本書と 同じで あ 

る。 何に よった もの かは詳 かで ない が、 この 如是 院 年代記が 1 番に 近い。 

ダイ シ ジフ イチ ダイ  デ トウ テン ワウ  テン ヂ  オン ムス メナ リ  オン ハハ チ チノ イラ ッメ  ソガ  マ s_5. イシ &、  f  ， 

第 四十 一代、 持統 天皇 は 天 智の御 女 也。 御 母越智 娘， 蘇 我の 山 田 石 外 丸 

ダメ ジン  ムス メナ リコ テン ム テン. ワウ タイ シ  ヒ  タマ  ノチ  ク ワウ ゴゥ 

の 大臣の 女 也 天武 天皇、 太子に ましく しょり 妃 とし 給 ふ。 後に 皇后 

3 ヮ ウジ 0 サ * 力べ-ワカ  マシ マ  ク ワウ ゴ ウテ ゥ  タマ  ツチ ノエ ネ  トシ ナリ 

とす 皇子 草 壁 若く 御座し しかば、 皇后 朝に のぞみ 給 ふ。 戊 子の 年 也。 

カノ エトラ  ハル シャゥ グヮッ ツイ タチ ソクヰ  ャ マト フデ ハラ  ミヤ  マシマ  i 

庚 寅の 春 正月 一 日 即位。 大和 籐原. の宮に 御座す。 

(天 管の 御 女 也 云々) 日本 紀に 見えて、 異傳 がない。 

(息子 箪齄 若く 御座し しかば 一 K々) 草 壁 皇子 は 天武の 御子で、 この 天皇の 所 生で ある。 天智 天皇 元年 大津宮 で 誕生あった 事 

が 日本 紀に見 ゆる。 而 して 天武 天皇 十 年 二月に 皇太子に 立ちた まふと 日本 紀に 見えて ゐる。 されば、， この 天 武天& 崩. 

御の 時 は、 十九 歲で ゐられ たので ある。 

(戊 子の 年 也) 日本 紀 によれば 「皇后 臨レ 朝稱レ 制」 せられた の は 丙 戌の 年であって 戊 子 は その後 二 年で ある。 これ は 何に 

よられた かと 考 ふるに、 如是 院 年代記に 同樣 にある。 これで あるから 前に も 云った やうに、 この 年代^の 源に なった 

書が こ の 書の 據る 所に なつ たと 思 はるる。 

(廣 寅の 春 正月 一日 卽位) 庚 寅 は IW 本紀に 所謂 四 年で 記事 は 一致す る。 この 前年に 草 壁 皇太子の 薨去が あって、 即位 を 決 


行せられ たので あらう。 

(大和 蘼屎 の宮) この 宫址は 高 市 都 鴨 公 村 大字 高殿 字 宫所字 大宮字 京 殿 字 南京 殿 字 北京 殿 等が その 1 部に あたる。 

クサ 力べ  ヮ ウジ  タイ シ  タ  タマ  ョ  ハヤ  タマ  3  ヅ ノミコ カ^ 

草 壁の 皇子 は 太子に 立ち 給 ひしが、 世 を 早くし 給 ふ。 仍 りて、 其 御子 輕 

ォホ キミ クヮ ウタ イシ  モン ム  マシマ  サキ  タイ シ  ノチ  ッヰ ガウ ァ  ナガ チカ 

の 王 を 皇太子と す。 文武に 御座す。 前の 太子 は 後に 追號 在りて、 長 岡の 

テ ン ワウ マテ 

天皇と 申す。  , 

(箪 壁の 皇子 云々) 前に 云った。 

(其 御子 輕の王 を 息 太子と す) 輕の王 は 草 壁 皇太子の 第二 子、 天皇の 御嫡 おで、 文武 天皇で ある。 この 立太子の 事 は 日本 

紀に缺 けて ゐ るが、 十一 年 二月に 東宮 大傳、 春 宫大夫 等の 任命が あり、 釋 日本 紀に 私記に 王子 枝 別記 を 引いた 文が あ 

るが、 それに は 「持統 天皇 十 一 年 春 二月 丁 卯朔壬 午立爲 皇太子」 と ある。 

(前の 太子 は 後に 追 號在リ て 云々，) 前の 太子 即ち 草 壁 皇太子 は 生前に 皇位に は即き 給はなかった が、 その 御子 孫が、 奈良 

朝の 諸 天皇に まします。 そこで 天平 寳字ニ 年 八月に 淳仁 天， M の 詔 ありて 岡宫 御宇 天. M と 追 尊せられ た。 長 岡 天^と い 

ふ稱號 はいつ 奉られた か 不明で あるが、 本書の 外に 二 所 大神宮 例文、 ^日本 紀の帝 良 系鬪、 皇胤 紹運錄 、帝王 編 年 記. 

如是 院； 中 代 記 等に も 見 ゆる。 

n  ノ テン ワウ テン 力  チサ  タマ  n ト * シフ ネン  クラ ヰ  タイ シ  ュヅ  タイ シャゥ テン ワウ  マチ  タイ 

此 天皇 天下 を 治め 給 ふ 事 十 年、 位 を 太子に 讓 りて 太 上 天皇、、」 申しき。 太 

シャゥ テン ワウ  ィ  コ トイ テゥ  カン  カウ ソ  チチ  タイ コ ゥ  ィ  ソン ガウ ァ  タイ シャゥ テン 

上 天皇 ^云 ふ 事 は 異朝に 漢の 高祖の. 父 を 太 公と 云 ふ。 尊號 在りて 太 上天 

ワウ  ガウ  ヅノ  ノチ  コゥ ギ  ケン ソ  タウ  カウ ソ  エイ ソゥ  ゲン ゾゥ トウ ナ 9  ホン テゥ  ムカシ 

皇と號 す。 其 後 は 後魏の 顯祖、 唐の 高祖、 睿宗、 玄宗等 也。 本朝に は 昔 
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とす、 他 本に 

よりて 改む。 


祌^ 正統^ 述義 
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スメミ オヤ 
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は 其 例な し。 皇極 天皇 位 を 遁れ給 ひし も、 皇祖 母の 尊と 申しき。 此 天皇 

タイ シャゥ テン ワウ  ナ  ハべ  ゴ ジフ ハチ サイ ォマ シマ. 

より 太 上 天皇の 名 は 侍りけ る。 五十八 歲 御座し き 


(天下 を 治め 給 ふ 事 十 年) 日本 紀には 十一^と ある。 しかし、 その 讓 位の 年 を 文武の 御宇と すれば 十 年と もい ひうる。 

(位 を 太子に 讓リて 太 上天 息と 申しき) 御 讓位は 十 一 年 八月 朔日 である。 

(太 上 天皇と 云 ふ 事 は 云々) これ は 太 上天^の 御 尊號に つ いて の由來 をい つた もの だ。 支那で は 秦始皇 が 莊襄王 を 追 尊し 

て 太 上皇と いひ、 漢 高祖が 帝位に 即 いてから 父の 太 公 を 尊んで 太 上皇と 云った。 それが はじめで ある。 本書に 太 公 を 太 

上 天皇と 云った とい ふの は 少しく 誤って ゐる。 其の後の 後魏の 顯祖、 唐の 高 1、 高宗、 玄宗は 一度 帝位に 即 いて 遜 位 

の 後の 尊號 であるから 太 公の 場合と は 趣が 違 ふ。 しかし それ も 太 上皇と はいった が 太 上 天皇と いはぬ。 太 上 天皇と い 

ふの は 本朝 特別の 語で ある。 

(本朝に は 普 は 其 例な し。 云々) これ は 太 上 天皇の 本靭 にての はじめ を 云った の だが、 譲位の 事 は^ 極 天皇から はじまつ 

たが、 その 御 遜 位 後 は 皇祖 母鎿と 云った ので 太 上 天皇と は 申さぬ。 この 天皇 御 遜 位の 後 太 上 天皇と 电し 上げた のが^ 

國で この 尊號の はじめで ある。 儀 制令に は 「太 上 天皇」 の 目が あって、 その 義 解に 「讓位 帝 所稱」 と ある。 この 规定 

によって、 持 統天皇 御 遜 位の 後 は 特に 尊號を 奉る といはなくて も、 當然太 上 天皇と 申し 奉った ので あらう。 それで 緩 

日本 紀 にも、 萬 葉 集に も 太 上 天皇と いふ 名稱で この 天皇 を 申し上げて ゐ るので ある。 

(五十八 歲 御座し き) この 天皇 は 大寳ニ 年の 崩御で あるが、 績日本 杞には 御壽を 記さぬ。 皇胤 轺運 錄、 歴 代 要 記 等 は 本 害 

と 同じで ある。 
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第 四 4«ー， 一代、 カ武 fR 白 王 は #1! 太子 第二の チ、 天武の 嫡孫 也。 御 母 阿閉の 

ク ワウ 二 ョ  テン ヂ  オン ムス メ トリ  ヒ ノト トリノ トシ ソク ヰ  ナホ フデ ハラ  ミヤ  マシマ 

皇女、 天 智の御 女 也。 丁酉 年卽 位。 猶藤 原の 宮に 御座す 


(^^天皇 は 一 tf々) これ は 綾 日本 紀 によった ものである 。以下 光仁 天皇まで は績 日本 紀に よった ものである らし いが、 そ 

れと 異なる 點が 無い 時には 注せぬ。 

(丁酉の 年卽 位) これ も 上と 同樣 である。 

(猶藤 に 御座す) 持統 天皇まで は 代 毎に 宮城 を 改められ たが、 この 天 & は持統 天皇の 營 まれた 藤 原宫に その ま、 居 

られて 1 やの 間 か へられなかった。 これ は 後世 遷都の 容易に 行 はれぬ 樣 になった 端緒 を 開かれた ものと 見ら るるが、 

かやう になった の は 1 は 皇位 II 承の 方法が 御讓 位であった のと、 1 は その 宫 城が 大規模に なって 變史 せらる る ことが 

容易で なくなった 爲 であらう。 

が 蒙 のま を 移して 宮室 を 作り、 文 武官の 衣服の 色まで も 定められ 

き。 化お^ より^めて 年 i あり。 大寳 と^ふ。 是 より 前に 孝德 

ョ  , A  ヽ. T  テン^  オノト- V  ヽク ホウ  テン ム  ミヨ  i ュシ ャク  シ ュテゥ 

「天 武」 底本 の 御代に 大化、 ii 雉、 天 智の御 時、 白 鳳、 天武の 御代に 朱 雀、 朱 鳥な ど 

「文武」 とす  r-?  o  ト  ョダィ ホウ 

.S3 ェこ ts»- 广、  ィ  ナ ァ  ダイ ホウ  ノチ  タ  つ ー  う  D  -  • 』 t 

ss。 - 云 ふ 名 在りし かど、 大寳 より 後に ぞ絕 えぬ 事に は 成りぬ る 仍 りて 大寳 

「£  ： &. K" 「良 |  ネン ガウ 、ジメ  ハリ  マタ ヮ ウジ  シン ワウ  ィ  n トコ ノト キ  ハジ  マタ フけ リラ、 

とます」、 底 |ぉ を 年 號の始 とする 也。 又 皇子 を 親王と 云 ふ事此 時に 始まる 又籐 原の 內 

よ！ て ？a も  o  o  h , 

ダイ ジン 力 マ タリ コ フヒト  ダイ ジン シッ セィ シン  刀" "ャゥ  _ ェぉ ： 崎 メ  >  . ン o 

大臣 鎌足の 子不比 等の 大臣、 執政の 臣 にて 律令な ど を も擇び 定められき 

(此御 時 唐 國の鱧 を 移して 宮室 を 作リ、 文 武官の 衣服の 色 まても 定められき) 支那の 制度 を 採用 せらる る 端緒 はいつ にあ 

つ たかは 明かで た いが、 聖德 太子の 攝 政の 時には 大分 その 兆が あら はれ、 大 化の 改新で は それが 一 新の 根抵 になった リ 

卷ニ 文武 天 &  二三 五 


神 皇正铳 記述 義  二三 六 

爾來 その 主義が、 段々 に 進んで 來て， 此の 天皇の 時に 確定 不動の ものと 成った。 それ故にこ^ にこれ を 述べられ たの 

であらう。 親 日本 紀を 見る と、 即位 二 年 八月に 朝 儀の 禮を 定められ、 大寳 元年 正月 元日に 大極殿に 御して 朝贺を 受け 

たま ふ 事が 記して あるが、 それに は 「其 儀 於 一一 正門 一樹 11 烏形幢 I 左 日 像、 靑龍、 朱 雀幡、 右 月 像、 玄武、 a 虎幡、 蕃夷 使者 

陳. - 列 左右-文物 之 儀 於レ是 備矣」 と ある。 これ は. 支那の 禮を うつされ たので、 後世まで 元日の 朝賀 及び 即位の 鱧の 芘づ 

く 所で ある。 又 位階の 制度 を も 改められ、 從前は その 位階 相 當の冠 を 賜 はった の を 位記 を 賜 はる ことに 改められ、 同 

^に、 醴服朝 服の 制 を 立て、 位階に よって 服 色 を 一定 せられた。 これ を 委しく 示した のが 衣服 令の 規定で ある。 こ 

れら の， は大寳 元年の 記事に 見 ゆる。 た^ 「宫室 を 作り」 と あるの は 如何い ふ 意味 か 明かで ない。 藤 原宫は 前代に 出 

來 たもので、 この 御代に は 遷都はなかった ので あるし、 遷都の 事で な いのは 明かで ある。 然 らば^ 者の 勝手の 語 かと 

いふに 左 樣な事 は 有るまい。 如是 院 年代記に は 「依 _1 唐制禮 一 作 一 一 宫室 一定 一 一 文武 官僚 服 色 一 皇子 曰 一一 親王 一 始 一一 於此時 こ と あ 

つて 本書と 袷 ど 同じで ある。 恐らく はさ やうな 傳が 在った ので あらう。 そこで 宫室を 作る とい ふの は 大極殿 等 を 唐 風 

の 建築に 改められた 事 を 云った ので あらう。 

(又 卽位五 年 辛 丑よ リ 始めて 年 號ぁリ 云々) この 天皇 即位あって はじめの 四 年間 は 年號が 無かった。 第五 年 目の 辛 丑の年 

三月に 大寶と 改元せられ たので ある。 年號は 本文に 云って ゐる樣 にこの 時に はじまつ たので はなく、 孝德 天皇の 御^ 

に釗 めら れて大 化と いひ、 それから 白 雉と か 白 鳳と か 朱 鳥と か 云 ふ 年號が 建てられ たが、 それら は その 時々 の 事で あ 

つて、 永く 糠かなかった。 年號が 永世の 制度と なった の はこの 大寳 からであって 爾來 今日に 至る まで 年號の 無い 時が 

無い と 云 ふ 事に なった。 大寶を 年號の はじめと 云 ふの はこの 意味で 云 ふので ある。 如是 院 年代記に も 「大黉 元」 の 下 

に 「年 號始 一一 於此こ と 云って ゐる。 皆 この 意味で 云 ふので ある。 

(又 皇子 を 親王と 云 ふ事此 時に 始まる) この 事 は 如是 院 年代記に も 注記して ゐ るが、 その 初見 は 日本 紀の 天武 天皇 八 年の 

^で その後 屢 見ら るるので あるが、 その後 も 皇子と 書いた の も 多 いの を 見る と 定まった 制度で はな か つ た ので あらう。 

然るに 糠 日本 紀の 文武 天皇 四 年 六月 以降 はすべ て 親王の 文字に 1 定 して ゐ るから、 その^に 定められ たので あらう。 

令の 制で は 「凡 皇 兄弟 皇子 皆爲. i 親王 こ と ある。 

(又 藤 啄の內 大臣 鎌足の 子不比 等の 大臣、 執政の 臣 にて 律令な ど を も 撰び 定められき) 不比 等は缣 足の 第二 子で ある。 大 

突の 律令 撰定は 文武 天皇 四 年 六月に 勑を 下され、 翌大寳 元年 八月に 出來 上った ので あるが、 その 時の 委員^ は 刑 部 親 


「 
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「去 一とす。 他 

本に よりて 改 
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「も」 底本 「-こ 

とす、 他 本に 

よる。 

「續」 底本 「談」 

とす、 他 本に 

よる。 


王で、 委員の 筆頭に 不比 等が 居り、 下 毛 野 朝臣 古 麿、 伊吉 連 博德、 伊 余 部 連馬赞 等が 重なる 人であった。 それ故に、 

不比 等が、 この 撰 定には 有力な 地位に 立った 事 は 勿論で あるが、 當時は 執政の 臣と いふ 程の 地位ではなかった。 公卿 

甫任 によるに、 大齊 元年に 大納言に なった ま、、 文武 天皇の 御世に は 大臣に はならなかった。 而 して その上に は左大 

臣多治 比眞人 島、 右大臣 阿倍 朝臣 御主人、 又 右大臣 石 上 朝臣 麻呂、 知 太 政 官事 刑 部 親王 等が あつたの である。 不比等 

が 右大臣に なった の は、 元 明 天皇の 慶雲五 年で、 それから 靈龜： 一一 年まで 左大臣 石 上 麿が 上に 居た。 養老 二 年から 四 年 

までの 間が、 右大臣 一人の 時代で ある。 本書 は 後 を 以て 前にめ ぐらした ので 多少の 誤が あると いはねば ならぬ。 

(說) こ、 に不比 等の 名が 出た. について、 次に 藤 原 氏の 源 委を說 く。 


フデ ハラ 


ゥヂ コノ ダイ ジン 


シ モ ン 


籐 原の 氏 此 大臣より 彌 盛に なれり。 四 人の子お はしき。 是を四 門と 云 ふ 

イチ モン  ムチ マロ ダイ ジン ナ ガレ ナン ケ  ィ  -ー モン  サン ギ チウ ユイ 刀ィ /ン4 ゥフ -サ， サキ、 ts-^. 

一門 は武智 丸の 大臣の 流、 南 家と 云 ふ。 二 門 は參議 中衛の 大將房 前の^ 

ホク ゲ  イ  イマ シッ ヘイ ダイ ジン オヨ  フげ ハラ ヒ トビ ト パナ つ スヱ  、 o 

北 家と 云 ふ。 今の 執 柄 大臣 及び さるべき 籐 原の 人々 は皆此 末なる へし . 

サン モン -ンキ ブ キヤウ ゥマカ t ナ ガレ シキケ  ィ  -ン モン  サ キヤウ ノ^  、フ： マ&ロ  ^*uu  ^vsv 

三門 は 式部 卿 宇合の 流、 式 家と 云 ふ 四 門 は 左 京大 夫 麻 呂の流 京 家と 

ィ  ハタ  ナン ケシ キケ  p ュ イン  イマ サゥ TJV  M  -.  W 

云 ひしが、 早ゃ铯 えに たり。 南 家 式 家 も li 胤に て 今に 相續 すと 云 へ とも 

o  o 

タ ダホク ケ  ハン ジャゥ  フサ サキ  タイ シャゥ t-r  コ ト  イン トク  i- o  . 

只 北 家の み 繁昌す。 房 前の 大將 人に 異なる 陰德 こそれ はしけめ 


(藤 原の 氏此 大臣よ リ彌 盛に なれ リ) 績 tH 本紀 文武 二 年の 倏を 見る と、 嫌 足に 賜 はった 藤 原の 姓 は 不比等 をして 繼承 せし 

めら れ、 意 美 麿 等 は 神事に 供す るに よって 舊姓中 臣に復 すべし とい ふ 詔が 出て ゐる。 即ち 藤 原と いふ 名 は不比 等の 一 


f 1 文武 1K 皇 


二三 七 
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門の 專ら櫞 承す る 所と なった ので ある。 而 して 不比 等の 四 子から して 家門が いよ いよ 廣く なった。 

(是 を 四 門と 云 ふ) 不 比^の W 子が 各 一家 を 立て X、 門 流が っ^いた からの 名で あるが、 大鏡 では 四 家と 云って みる。 

(一門 は武智 丸の 大臣の 流 云々) 武智麿 は不比 等の 長子であった。 武 智麿傳 によると、 「以 =1 宅 在 一一 宫南 1 世號曰 一一 南 卿 こ と あ 

る。 今昔 物語に 龃の 家より 南に 住んで ゐ たから 南 家と 云 ふと あるの は 後世の 俗說 であらう。 この 南 家 は武智 麿が 左大 

E までにな り、 その子 豐成は 右大臣、 仲 麿 即ち 惠美押 勝が 大師 (太 政 大臣の 改名) にまで 成って 奈良 朝で は榮 達した が、 

柙 勝の 亂 があって から は 振 はなくな つた。 しかし、 下にい ふやう に 子孫 はもと より 永く 續 いた。 

(一一 門 は參議 中衛の 大將房 前の 流 北 家と 云 ふ 云々) 房 前 は不比 等の 第二 子であった。 この 人は參 議中衞 (後に 近衞と 改ま 

る) 大將で 終って 兄に 及ばなかった。 北 家と いったの は 兄の 南 家に 照して 考 ふると、 宮の 北に 家が 在った ので あらう。 

夭 平 齊字 八月の 勅の 中に 南北の 兩 大臣、 又 南. 魏、 北 卿と ある。 南 は武智 麿、 北 は 房 前で ある. から、 この 南 卿 北 卿と 

いふ 名稱は 生前からの 稱 であった であらう。 さて 平安朝 以後に 榮 えた 藤 原 氏の 本流 はこの 房 前の 子孫で ある。 その 事 

赏は 後に 次第に あら はれて くる。 

(一一 一門 は 式部 鋤 宇合の 流 式 家と 云 ふ) 宇合 は不比 等の 第三 子で、 參議 式部 卿まで 土って 天平 九 年に 終った。 この 家 も 後 ま 

. で績 いて 大臣な ど， も 出た が、 北 家の 盛んになった 時代から は それに 壓 倒せられ た。 これ を 式 家と いふの は 式部 卿の 家 

とい ふ義 であるが、 當 時の 稱 呼で あるか どうか わからぬ。 大 鏡に は 見 ゆる。 

(四 門 は 左 京大 夫 麻 呂の流 京 家と 云 ひしが 早 や 絡え にた リ) 麻 呂は不 比 等の 第 四 子で 參議兵 部 卿 兼 左 京大 夫まで 上って 宇 

合と 同じ^に 終った。 これ を 京 家と いふ の は 左 京大 夫であった からで あらう が、 これ も當 時からの 號 であるか どうか 

は 分らぬ。 大 鏡に は 見 ゆる。 この 人の子に 太 宰帥濱 成、 その子に 刑 部 卿 繼彥、 その子に 治 部 卿貞敏 (琵琶の 名人) など 

があった が、 次第に 衰 へて、 後に は 歌人と しての 興 風、 伶人と しての 忠^な どが 名 を 知られて ゐる 位の もので、 終に 

は 地下に なりはてた。  - 

(南 家 式 家も慊 胤に て 今に 相 緩す といへ ども 只 北 家の み 繁昌す 云々) 藤 原 氏の 四 門と いはれ たうち、 京 家 は 上の 如くに し 

て絕 えてし まった。 他の 三 家 は 如何と 云 ふに、 南 家 は 押 勝に 至って、 祖先に 未だ 聞かなかった 榮達 をした が、 ^長し 

て败 死し、 その 兄 右大臣 豐 成の 後に は、 參議保 則の 如き も 出た が、 これ も 後に は 地下に なった。 又武智 麿の 第三 子 乙 

麿の 流に は 右大臣 是 公が 出た が これ も 後に は衰 へた。 しかし 南 家の 流れ は 儒者の 家と して 永く 傳 はった。 それ は 後の 


高 倉 家な どが 著し いもので、 文章 博士、 大學碩 、式部 少輔、 東^ 學士 などに 任ぜら るる 例と なった。 そのうちで 著し いも 

ので は季 辆、 信 西 入道、 などが ある。 又 式 家 は 宇合の 子廣 繼 は 玄昉を 除かう として 敗 死した が、 その 弟に 內 大臣 良 繼、 

右大臣 田 麿. 參議百 川、 參議藏 下 麿が ある。 しかし、 これらの 子孫 は 後に は 大抵 地下に なった。 藏下 麿の 末に 有名な 明衡 

が 出て、 それから その子 孫が 儒家と して 荣 えた。 そこで、 藤 原の 祖業 を轺ぐ ものと して は 北 家 だけにな つた。 これに 

ついては 前の 陰德が 報いた ので あらう とい ふので ある。 この 思想 は 藤氏 累世の 信條 であった と 見えて、 かの 光明 皇 

后の 書かれた、 筆蹟の 正 倉院に 保存せられ たる ものに は 「積善 藤 家」 の 印 を 紙背 繼 目に 捺 して あるの みならず、 武智 

麿の 傳に は賛の 語に 「積善 之 後、 餘慶餑 郁」 と ある。 これら は爵 前に 對 しての 語で はない が、 藤 原 氏の 榮は 積善の 餘 

铙 であると いふ 信條が 後世まで 傳 はり、 北 家の 榮も その 龃房 前の 陰德 によると 信ぜられ たもので あらう。 
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又不比 等の 大臣 は 後に 淡 海 公，、」 申す 也。 輿 福 寺 を 建立す。 此 寺は大  11 冠 

コン^ フ  ャマシ P  ノク ニヤ マシナ  ァ  コノォ トド ヘイ ゼィ  ゥッ  ョ  ャマ シナ. テラ 

の 建立に て 山背 國山 科に 在りし を此 大臣 平 城に 移さる。 仍 りて 山 科 寺と 

マテ  チリ  ノチ  ゲン パゥ  ィ  ソゥ タウ  ヮタ  ホッ サゥ シゥ  ッタ  コノ テラ  ヒ P 

も 申す 也。 後に 玄昉と 云 ふ 僧 唐へ 渡りて 法相 宗を傳 へ て此 寺に 弘 めら れ 


カスが ミヤ ゥ ジン 


づ ノ シゥ 


ォゥ ゴ 


しょり 氏の 神、 春 日 明 神 も 殊に 此宗を 擁護し 給 ふと ぞ。 tll^sis# 。す。 春 

日 に^り 铪ふ事 は 神 護 景雲 年中の 事 也。 云々。 然 らば、 此 大臣 以後の 事 也" 又舂 日の 第一 の 御殿 は 常 陸の 鹿 島 

神、 笫ニは 下 練の 香 取 神、 第一 一 一は 平！：、 四 は姬御 神と 申す。 しかれば、 藤 原 氏の 神 は 三の 御殿に まします なり。 


(又不 比 等の 大臣 は 後に 淡 海 公と 申す) この 事 は纘紀 天平 黉字四 年 八月の 勅で 「近 江國 十二 都 を 以て 封 じて 淡 海 公と なす」 

と あるの を さした。 

(興 SI 寺 を 建立す 云々) こ \ に 興 福 寺の こと を 述べた。 この^ はこ にい ふ 如く、 もと 齊明 天皇の 時 鎌足が 山城 國 宇治 郡 


卷ニ 文武 天皇 


ニー 二 九 
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山 階に はじめた ものであるから 山 階 寺と いったの であるが、 その後 大和 國高市 都 廐扭の 地に 移し 建て k 廐 坂 寺と 云つ 

たが、 都を奈 良に 遷 された 後 更に 今の 地に 移して、 さて 興 福 寺と 云った ので ある。 

(後に 玄昉と 云 ふ懂 唐へ 渡リて 法相 宗を傳 へて 云々) 玄昉は 靈龜ニ 年に 唐に 赴き 智 周に 就いて 法相 宗を學 び、 天平 七ギに 

歸 朝して 興 福 寺に 居た。 法相 宗とは 諸 法の 性 相 を 決 判す る 故に 名づ くると 八宗 綱要に 云 ふ。 この 宗は 玄昉 以前に も 二 

囘 わが 國に傳 へられた が、 それらに は後繼 者がなくて 第三 囘の玄 昉の傳 が 永く 與福 寺に 傳 はり、 今 も與福 寺が 法相 宗 

の 本山の 一 である。 

(氏の 神 春 日 明 神 も 殊に 此 CK を 擁護し 給 ふと ぞ) 興 福 寺 は 藤 原 氏の 氏寺であって、 春 日 神社 も 藤 原 氏の 氏神で あり、 しか 

も、 同一 境内と 云っても よい 關 係に あるので あるから 本 地 垂迹 說の 神道 觀か らいへば、 この 事の ありうべき である。 

卄ニ社 本 緣には 春 日の 神 をば 明に 興 福 寺の 鎭守 にて 坐す と 云って ゐる。 而し てこの 法相 宗を 擁護した まふと いふ 事 は 

1 部の^ 日 權現驗 記を繙 けば わかる。 その 第 1 卷には 「終に 神 護 骨-雲 二 年 春 法相 擁護の ために 御笠 山に うつり 耠て、 

一二 性 五^の^、 花 を もて 遊び、 八 門 二 悟の 秋、 月 を あざけりた まふ」 と ある。 

(春 日 神 は 天兒屋 神 を 本と す 云々) 春 日の 祭神が 四 座で ある こと 延喜 式祌名 帳に は 明かで あるし、 その 祭神の 名 は 鹿 島 神、 

香 取 神、 枚！： 神 坐 天 之 子八极 命、 比資 神で あるし、 鹿 島 神 香 取 神が 笫ー笫 二で 天兒 屋根 命が 第三で 比賣 神が 笫四 であ 

る こと は嘉祥 三年 九月の 策 命で も 明かで ある。 それ故に 祭神に つ いて は 一 說 として あげた 方が 正しい ので ある。 然ら 

ば、 天兒 M 祌を 本と すと いふ 說は 著者の 獨斷 かとい ふに さう ではない。 この 說は 二十 二 社本緣 によった ので ある。， さ 

て 春 日 社の こ >f に澳 座の 年代 は 神 護 景雲 二 年で あると 帝王 編 年 記、 一代 要 記、 大鏡 裏書 等に 見 ゆる。 しかし、 又 神宮 

雜例 集に は 和 銅 二 年 都を奈 良に 遷 された 時と 云って ゐる。 但し 和 銅 二 年に はま だ 遷都がなかった ので ある。 これ は 神 

護 景雲と いふ 說が 正しい ので あらう。 

n ノ テン ワウ テン 力  チサ  タマ  コ トジフ イチ ネン  ュ ジフ ゴ サイ ォマ シマ 

此 天皇 天下 を 治め 給 ふ 事 十 一 年。 一 一十 五歲 御座し き。 

(天下 を 治め 絵 ふず 十一 年) 御 即位の はじめ 元號の 無い のが 四 年、 大寶が 三年、 慶雲四 年 六月の 崩御で ある。 


(二十 五 歳 御座し き) 铳. 日本 紀には 御壽を 記さぬ。 懐 風 藻に 「年 二十 五」 と ある。 水鏡、 扶桑 略記、 1 代 耍記等 も 同じで 

ある。 
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ダイ シ ジフ サン f  ゲン メイ テン ワウ テン ヂ ダイ シ  ムス メ デ ト ウイ ボ ィ モウ ト オン ハハ ゾ， ガノ  ^ ン I コレ< 

第 四十 三代、 元 明 天皇 は 天智第 四の 女、 持統 異母の 妹。 御 母 蘇我嬪 是 

ャマ ダ イシ カハ マロ ダイ ジン ムス メナ リ クサ 力べ タイ シ  ヒ  モン ム  オン ハハ  マン マ • コ t ノト ヒけ， リ. 

山 田 石 川 丸の 大臣の 女 也。 草 壁の 太子の 妃、 文武の 御 母に 御座す 丁 未 

o  o  o  o 

トシ プクヰ  ツチ ノエ サル カイ ゲ ン 

の 年 即位。 戊 申に 改元。 


(丁 未の 年卽 位) 文武 天皇 崩御の 年で ある。 

(戊 申に 改元) 即位の 第二 年で ある。 元 號は和 銅と いふ。 武蔵 國秩父 都から 熟 銅 を 奉った からだと いふ _ 


サン ネン カノ エイ ヌ ハ .ジ 
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二 シへ 


ョ ゴト  ミヤ コ ァ ラタ 


三年 庚 戌 始めて、 大 倭の 平 城の 宮に都 を 定めら る。 古に は 代 毎に 都を改 

ス尸ハ ゾノ  -I カド  ；. ナ  ョタテ マツ  ヂ トウ テン ワウ フヂ ハラ  ミヤ  モン 

め、 則ち 其 御門の 御名に 喚び 奉りき。 持統 天皇 籐 原の 宮に ましし を.' 文 

ム r , ジ  ァ ラタ  タマ  コノ ゲン メイ テン ワウ ヘイ ゼィ  ゥッ  マタ -ンチ ダイ ：、 ヤコ 

武 始めて 改め 給 はず。 此元明 天皇 平 城に 移リ ましし より 又 七 代の 都に な 

れり き。 

(一一 一年 庚戍 始めて 大 倭の 平 城の 宮に都 を 定めら る) 和 銅 三年 一 二月に この 遷都が あった。 これ は 文武の 慶雲四 年に^ 都の 議 


^二 元 明 天皇 


二  E1 


神皇 正統 記述 義      ニ^ニ 

が 起って ゐた、 その 結果で あらう。 この 平城京 は 今の 奈良 市の 西に 大規模に 營 まれた 事 は 人の 熟知す る 所で ある。 

(古に は 代 毎に 云々) 古代 は 天皇の 御代の 改まる と共に 都 も 改まった。 そこで その 宫の名 を 以て 天皇の 御名と して 呼び 奉 

つ た。 槿原宫 御宇 天皇と か泊瀨 天， M とか 申す やうな ことであった。 

(持統 天皇 云々) 持統 天皇が 藤 原宫に まし ましたの を 文武が その ま i 受け 繼 がれて、 改められなかった。 それ を 「始めて 改 

め 袷 はず」 といった ので ある。 即ち 天皇の 御代が か はっても 都 を 改めぬ とい ふ 事例 を 始めて 開かれた とい ふ 事で ある。 

(此元 明 天 裏 平缄 に移リ ましし よ リ又七 代の 都に なれ リき) 藤 原の 都 は持統 文武 元 明の 三代の 都で あつたが、 この 平 城の 

都 も 又 七 代つ e いた 都に なった とい ふので ある。 七 代と は 元 明、 元 正、 聖武、 孝 謙、 淳仁、 稱德、 光仁まで をい ふの 

であらう が、 實 は桓武 天皇の 延曆 三年まで はや はり 平城京に 居られた ので ある。 

チン 力  チサ  タマ  コト シチ ネ ン  g ン ヰ ァ  タイ シャゥ テン ワウ  マチ  p ク ジフ イチ サイ ォマ シ,. - 、 

天下 を 治め 給 ふ 事 七 年。 禪位 在りて 太 上 天皇と 申しし が、 六十 一 歲 御座 

しき。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 七 年) 鹿 雲 四 年 七月の 即位から 靈龜 元年 九月の 譲位まで 滿八^ をす ぎて ゐる。 こ \ に 七 年と あるの は 

和 銅の 年數 だけで 云った もので あらう。 如是 院 年代記が その 通リ になっ^ ゐ る。 

(嗨位 在 リて太 上 天皇と 申しし が 云々) 太 上 天皇と して、 養老 五 年まで まし ましたが、 十二月 七 曰に 崩御せられ たので あ 

る。 御歲は 六十 1 歲と 續紀に 明記して ある。 

ダイ S  •* シフ シ ダイ  ゲン. ンャゥ テン ワウ  クサ 力べ  タ イシ  オン ムス メ オン ハハ  ゲン メイ テン ワウ  モン ム ドウ ボ 

第 四十 四 代、 元 正 天皇 は 草 壁の 太子の 御 女。 御 母 は 元 明 天皇。 文武 同 母 

+ リコ キノ ト ゥ  トシ シャゥ グヮッ セッ シャゥ  ク グヮッ  ジ ュゼン スナ ハチ ヒ  ソクヰ  ジフ イチ ゲヮッ カイ * 

の 姉 也 乙 卯の 年 正月に 攝政。 九月に 受禪。 即の 日、 即位。 十一月に 改 
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、、ム チ 
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ゲン  、ィゼ イノ ミヤ  マシマ  n ノ オン トキ t ャク クワン シャク  ゲ  テン 力 

元。 平 城宮に 御座す。. 此御時 百官に 笏を もた しむ。^！,^ はは 木！！ 天下 を 

タマ  コト  クネン  ゼンヰ  ノチ  ュジ フネ ン  &ク ジフ. n サイ ォマシ マ』  ) 

給 ふ 事、 九 年。 禪 位の 後、 二十 年。 六十 五 歳 御座し き。 

(乙 卯の 年 正月に 攝政) 乙 卯の 年 は靈龜 元年で この 年に 讓位 のあった ので あるが、 攝 政の 事 は 弒紀に 見えず、 他の 書に も傳 

へて ゐ ない。 かやうな 說が何 所から 出た ので あるか。 歴代 皇紀の この 天皇の 條に 「遴龜 二 年 改元」 の 次に 「以 -1 東宮 1 攝- 一天 

下 政 こと 書いて ゐ るが、 これ も その 意味が 不明で ある。 この 歴代 皇紀の は 恐らく は^ 紀の養 老 三年 六月に 「皇太子 始 

鏢 _1 朝政 こと あるの を 書いた ので はない か。 而 して 歷代 皇紀の 基に なった 本に この 様に 記して あつたの 〔か、 段々 に 誤つ 

て來 たもので も あらう か。 

(九月に 受 st 卽の日 卽位ー K々) 即の 日と は その 日直ち にと いふ ことで ある。 九月 二日で ある。 

(十一月に 改元) 靈龜と 改められ たので あるが、 改元 は 即位の 詔勅 中に 宣 せられた ので あるから 九月 二日で ある。 十 1 月 

とい ふの は 何に よった ので あるか、 明かで ない。 然るに この 御世に は 今一度 改元が あって 養老と 改められた。 その 養 

老 となった の は靈龜 一二 年 十 一月 十七 日の 詔で ある。 本書 はこの ニ囘の 改元のう ち 靈龜の をお としたの であらう。 

(此御 時 百官に 笏 ももた しむ 云々) これ は 養老 一一 一年 二月に 命ぜられ たので ある。 五位 以上 は 牙笏、 六 位 以ドは 木 笏と云 ふ 

こと も 續紀に 見 ゆる。 笏 はもと 支那に て 事 を 記して 忽 忘に 備 ふる 爲に 手に した 板で あつたが、 後醴 服に は 必ず 把るべき 

ものと なった。 その 風 を 移して こ \ に 命ぜられ たので ある。 もとは 束帶 にだけ 用ゐ たが、 後に は 衣冠 直 衣の 時 も 把る 

ことにな つた。 笏は 音コッ であるが、 骨と 音が 似て ゐ るの を 忌んで シャク とよむ。 その 牙笏 とい ふの は 象牙と か 太 魚 

の 骨と かで 作り、 木笏は 一 位の 木で つくる。 

(鏵 位の 後 二十 年) 在位 九 年で 神龜 元年 二月 四日に 聖武 天皇に 位 を 譲られ、 太 上 天皇と して 二十 五 年 ましく、 天平 二十 

年の 四月 廿 一 日に 崩御 あらせられた。 こ >! に 二十 年と あるの は 恐らく は 天平 二十 年の 崩御 を 誤った ので あらう。 

(六十 五 歳 御座し き) 績 日本 紀に 「春秋 六十 有 九」 と 明記して ある。 本書 は 誤で ある。 
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第 四十 五代、 聖武 天皇 は 文武の 太子。 御母皇 太夫 人 藤 原の 宮子 淡 海 公 

フ t ト  ダイ ジン  ムス メナ リ  トヨ サ クラ ヒコノ ミコト  マテ  WJ.V  ^  ^  W  -  9  ノン メ 

不此 等の 大臣の 女 也。 豐櫻彥 尊と 申す。 を さなく 御座し しに 依りて 元 

メイ ゲン シャゥ マジ クラ 斗 キ タマ  キノ エネ トシ ソ クキ， ，ィゲ ,( ィ 〃ミヤ Pi  , o 

明、 元 正、 先 位に 居 給 ひき。 甲子の 年 即位 改元 平 城宮に 御座す 
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(罌武 は 文武の 太子 云々) 文武 天皇 崩御の 時 この 皇子な ほ 幼く ましました から、 御 母 元 明 天皇 即位した まひ 和 銅 七き 六 

月に 皇太子に 立た せ 給うた が、 御 歳 は 十四であった。 その 翌年 元 明 天皇、 この 天皇の 御 姉 元 正 天皇に 位 を 讓られ たので 

ある。 今 御 即位の 時 は 二十 W 歳で 入らせられた。 

(甲子の 年卽位 改元) 二月 四日の 御 譲位で 同日に 即位、 神龜と 改元 せられた。 
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^き^おに 他&を 3 宗め給 ふ 事 先代に 超えたり。 東大寺 を 建立し、 金銅寸 

。ク デャゥ ホトケ ック  マ タショ コク n クプン ぶ  オヨ コ クブリ 二 つ： 、 ^u-  K-  -  I 

六ガの I を 作らる。 又 諸 國に國 分 寺 及び 國分 尼寺 を 立て 國土 安穏の 


タメ  ホッ ケ  サイ ショウ リ ャゥフ  •  -  J  I  I  o 

爲に法 花、 最勝兩 部の 經を講 せらる。 又 多くの 高僧 他國 より 來 朝す 南 

テン ヂク  ，、 ラ モン ソ ウジ t ゥ  リン f ゥ  リウ プッ テツ  タウ カン ジン クヮ シャゥ ゥ - レー ナノ 0 シレ パン  ゾ •  ^19 

天竺の 彼羅門 僧正^。 と 林 邑の僧 蹄哲、 唐の I！ 眞和尙 等是也 眞言の 祖師 

ら ゥ チノ ヂク  ビン ム サン ザゥ  キタ y タ マ  ミツ キイ マ ダジ ュク  N へ  ジマ 

中 天竺の 善 無 畏三 蒇も來 給 へ りしが、 密機 未熟せ ずと て 歸り紿 ひに けり 

ィ  n ノクュ  ギヤ ウギ ボ サッ ラウ！^ づ ウジ ャゥ  ば, i-ュ  >  ヒ いは. -。 クン、 ヮぃ 1、 t 

と ip 云 ヘリ 此國 にも 行 菩薩 易, 僧  正な ども 權 化の. <  也 天 白 W  ^ 
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ラ モン ソゥ ジャゥ ギヤ ウギ + ラビ  ラウ ベン  シ シ.^ ゥ マテ-) ヅ. タ  o 

羅 ぼ 僧正、 行基幷 に朗辨 をば 四聖と 申傳 へ たリ 

(此 御代 大に佛 法 を 崇め 給 ふ 事 先代に 超えた リ 云々) 天武 持統兩 朝より して 佛 法が 甚 しく 朝廷に 用 ゐられ たが、 この 聖武 

天皇に 至りて は 前代未聞の 事で ある。 そめ 最も 著し いのは 東大寺 を 建立し、 その 本尊と して 十六 丈の 金 銅の 毘盧 遮那佛 

の 像 を 作られた 事と、 日本 六十 六箇國 に國每 に國分 寺と 國分 尼寺と を 設けられた 事と、 國土 安穏の 爲に、 それらの 寺 

に 於いて 妙法 蓮華 經を 講じ、 又 金 光明 最勝 王經を 講ぜ しめられた 事^で、 それらの 事 は 1 々あぐる にたへ ぬ。 辯 日本 

紀を 見るべし。 さて それにつ いて 三善淸 行の 意見 封 事に 次の 如く 言って ゐる。 「降 及 一 1 天平 1 彌以 尊重、 逮傾 II 田圜 1 多 建-一 

大寺 ー其 堂宇 之崇、 佛像 之大、 ェ巧之 妙、 莊漦 之奇、 有レ 如-鬼神 之 製 1 似 人力？ 又 令- S 七道 諸國逑 _| 國分ニ 寺-造作 之 費 各 用- 

其 國正稅 一 於 i 是 天下 之 費十而 五」 と ある。 實 にこの 時代 は 神國變 じて 佛國 となった 趣で ある。 

多くの 高 僭他國 ょリ來 朝す 云々) その 僧の 名 は 下に 記して ある。 波羅門 僧正 は 名 は 菩提 馄那、 その 來就は 天^ 八 年で 

あって 正史に 名が 見え、 又 南 天竺 波羅門 僧正 碑の 文が 傳 はって ゐる。 東大寺 大佛 開眼の 導 1 をつ とめた。 林邑 (支那の 

南方) の佛 哲は來 朝の 年月が 明かで ない が、 所謂 林邑 榮を傳 へた。 鑒眞 和尙は 唐の 僧で 天平 勝寳六 年に 来朝して、 唐 招 

提 寺に 住して はじめて 菩薩 戒壇 を 起した。 その外 名僧の 来朝した のが 史乗に 散見す る。 

(眞 首の 祖師 中 天竺の 善 無 畏三 蔵も來 給へ りしが 云々) 善 無 畏三 藏は中 天竺の 王族で、 十 歳に して 王位 を嗣 いだが、 間 もな 

く 位 を 去って、 密敎を 修め、 唐の 開 元 二 年に 支那に 入り、 密 敎を傳 へ て 開 元 二十 一 二-牛に 死んだ。 支那の^ 贯々 小 は： 無 

から 1 行に、 次に 不空、 次に 慧 果と傳 はり、 慧果 から 本朝の 弘法 大師に 傳 はるので ある。 この 善 無畏が 日本に 來 たと 

いふ 事 は 正史に は 載せない。 しかし 三 國佛法 傳通緣 起に は 日本に 來て久 米 寺の 東に 1 の 塔 を 立て、 そこに^ 敎の. i を 

納れて 支那に 歸 つたと ある。 扶桑 略記に は 「或 記 云大 唐善无 畏三 藏 養老 元年 人 朝」 と 記し、 その 注に 「延^ 二十 §： 年 

八月 廿七 曰內 侍宣稱 天竺 上人 自 P 一 降臨 一 不レ勤 一一 訪受 一 徒 f 一 一 壑舟 一 遂令 一一 眞言 妙法 絕而无 I. 傳」 と あるの を 引いて この 傳を信 

ずべき であると 云って ゐる。 果して 信ずべ きか どうか は 知らぬ が、 本書 は これらの 說に 基づいた もので あらう。 

(此國 にも 行 基 菩薩、 朗辨僭 正な ども 權 化の 人 也) 行 基 は 和 泉國の 人、 十五で 出家した が、 聖武 天皇が 崇 信せられ、 天平 

. 十七 年に 大僧正に 任ぜられ、 二十 1 年に 大 菩薩の 號を賜 はった。 朗辨は 近 江國の 人、 東大寺の 開基と して 重んぜられ 


卷ニ 聖武天 皇  二 四 五 
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「と」 他 本に 

より て^ふ。 

「叨」 底本 「內」 

とす、 他 本に 

よりて^ す。 

「又」 他 本に よ 

り て^ふ。 


天平 寶字四 年に 僧正と なった。 さて 行 基 は 文殊 菩薩の 化身で あると 信ぜられて ゐた事 は 拾遺 集 や 東大寺 耍錄に 見えて 

ゐ るし、 朗辨は 乂彌勒 菩薩の 化身 だと 信ぜられた ことが 東大寺 耍錄に 見 ゆる。 これらの 事 を 以て 權 化の 人 也と いはれ 

たの であらう。 

(天皇. 波羅！ SS 正、 行 基幷朗 辨をぱ 四聖と 申傳 へた リ) これ は 東大寺 建立に 因んでの 言ひ傳 へで あらう。 帝王 編 年 記に 

は r 然則 東大寺 四聖 所 建立 御堂 也」 とあって、 「聖武 皇帝、 觀音。 良辨 僧正、 彌勒。 波羅門 僧正、 普賢。 行 基 菩薩、 文殊。」 と あ 

る。 東大寺に は 四聖 御影と いふ 賓像も 在った。 畫は建 長 八 年に. 僧聖 守が かき、 賛は菅 原 長衡が 作った。 

此御時 太宰少 ま籐原 i 繼と^ ふ 人 sil 謀叛の 聞え おり て 追討 せらる。 

キ タウ  ィ セ ジン ゲゥ ギヤ ゥ カウ ァ  マタサ 

s^^s^s^ 祈禱 のために、 伊勢の 神宮に 行幸 在りき。 又 左 

o  o  o 

^ィ ジ ン十 ガヤ ワウ  ッ ミア  チウ  マ タミ チノ クノ クュ  ハジ  ワウ ゴン タテ マツ 

大臣 長屋 王#„ 臣^^^ 罪 在りて 誅 せらる。 又 陸奧國 より 始めて 黃金を 奉 

コノ テゥ  n ガネ  ハ， ジ メナ リ  クニ  ッカサ ワウ  シ ャゥァ  サム ミ  ，ジョ  ブッ ホフ ハン ジャゥ 

る。 此 朝に 金 ある 始也。 國の 司の 王、 賞 在りて 三位に 叙す。 佛法 繁昌の 

カン ォゥ チリ 

感應 也と ぞ。 


(此御 時 太宰少 K 藤 原 廣繼と 云 ふ 八 云々) 廣繼は 注に ある 通り、 宇合の 長子で、 當時太 宰少贰 として 筑 紫に 居た が、 天平 十 

二 年 八月に 表 を 上りて、 時 政の 得失 を議し 天地の 災異 を陳べ て 僧正 玄昉と 右 衛士督 吉備眞 備とを 除かう と 言った が、 

顧みられなかった ので、 九月に 兵 を 起した。 そこで、 大野 東 人 を 大將箪 として 兵 二 萬を發 して 追討せられ、 十月 廣繼 

を 捕へ て 斬に 處 した。 廣繼 の叛は 如何なる 事情に よる かわから ぬが、 玄昉に は 醜行が あった やう だし、 ^備は それと 

迎合して ゐ たらしい。 そこで この 二人に 含む 所があって、 餘 憤の 洩 しゃう がなくて した 事の やうで、 その 形 迹は惡 

むべき であるが、 世人から 多少の 同情 を 受けて ゐ たらしい。 それで その 死後 肥 前 松 浦の 鏡 社に 祭られて ゐ るし、 玄防 


が、 太宰府の 截世音 寺の 落成の 法會の 導師 を 勤めて ゐて、 頓死した のを廣 蟻の 亡 霰の しわざで あると 一般に 信ぜられ 

てゐ たので ある。 

(靳 禱 の爲に 伊勢の 神宮に 行幸 在リ き) これ は 繽紀に 明記して ある。 即ち この 年 十月に 伊勢に 行幸が あつたの である。 

<JX 左大臣 長屋 王 IS 在 リて誅 せらる) 長屋 王 は 天平 元年 二月に 謀叛の 罪に よって 死 を 賜 はった ので あるが、 それ は 中臣宫 

處連東 人と いふ もの  >- 讒言に よった の であった。 

(又 睦奥國 より 始めて 莨 金 を 奉る 云々) 陸奧國 の少田 都から 黄金が 出て これ を 奉った の は 天平 二十 1 年 二月であった。 こ 

れ より 先 文武 天皇の 御世に 對馬國 から 黄金 を 奉った 事が 在つ て、 そ^によ つて 大寶 とい ふ年號 まで も 建てられ たが、 

それ は 詐欺であった 事が 續 日本 紀に 記されて ゐる。 それ故に わが 國に K 正に 黄金の 出て 来たの はこの 時が はじめで あ 

る。 國の 司の 王と いふの は 陸 奧國守 百濟王 敬蹢の 事で ある。 これ を 王と いふの は 元 來百濟 王の 子孫で あるが、 本國が 亡 

びて 歸 化して 朝廷に 奉 事した が、 昔の 榮稱を その子 孫に も唱へ しめられ たもので、 王 は 1 種の 族稱 である。 この 時に 

詔あって 從五 位下 百 濟王敬 颺を從 三位に 叙せられ、 その他 關係 者に それ^ \ 賞 賜せられ た。 

(佛 法鼸 g の感應 也と ぞ) 當時大 佛の塗 金の 爲に、 黄金の 需要が 多大であった 爲に搜 索して 發 見した ので あるから 佛 法の 

感應 とも いひうる であらう。 當時 その やうに 信ぜられて ゐた事 は、 この 時に 天皇 東大寺に 參詣 あり 左. K お 橘 諸兄 をして 

佛に白 さしめ て その 恩 を 感謝せられ、 又 天下に 宣命を 下して その 旨 を 諭して 恩賞 を も 行 はれた のであった。 

テン 力  チサ  タヤ  コト  ュ ジフ ゴネン  テン ヰ  オン ムス メタ カノ ヒメ  ク ワウ ニョ  ユ^  リ ャ；？ ァ 々 

天下 を 治め 給 ふ 事、 二十 五 年。 天位 を 御 女 高 野姬の 皇女に 譲りて 太 上天 

ワウ  マテ  ノチ  シ ュッケ  タマ  テン ワウ  シ ュッケ  ハジメ ナリ ムカシ テン ム トウゲ ゥ  クラ. t 

皇と 申す。 後に 出家せ させ 給 ふ。 天皇の 出家の 始也。 昔天武 東宮の 位 を 

ノガ  ミ  タマ  シパ ラク コト ナリ  ク ワウ ゴゥク ワウ ミヤ ゥシ  ォナ  シ ュ ウ ケ 

遁れて 御ぐ しねろ し 給へ りし かど、 暫の事 也。 皇后 光明 子 も 同じく 出家 

タマ  コノ テン ワウ ゴ ジフ P ク サイ ォマ シマ 

せ させ 給 ふ。 此 天皇 五十六 歳 御座し き。 

纖   
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二 四 八 


(天位 を 御 女 高 野姬の 皇女に 孃リて 太 上天垦 と 申す) 天平 勝寶 元年 七月 二日の 讓位 である。 

(後に 出家せ させ 給 ふ 云々) この 天皇の 讓 位の 後に 出家せられ たとい ふこと は史に 見えない。 東大寺 耍錄に 引いた 或 記に 

よれば T 天平 廿年 正月 八日 天皇 皇后 御 出家、 四月 八曰受 一一 菩薩 戒 一名- 滕滿 一 以， 一行 基 菩薩 一 爲 一一 戒師 1」 と あり、 扶桑 略記に は 同 

樣の事 を 天平 廿 1 年 正月 十 EI 日の 事と して ゐる。 而し てこの 勝滿 とい ふ 御名 は績紀 天平 勝寶 元年 潤 五月の 詔の 中に 太 

上 天皇 沙彌 滕滿と あり、 又 正 倉院に 現存す る 銅 版 詔書に も 同樣に 署名 せられて ゐる。 これらに よって 見る と、 御 出家 

は 布 位の 時と 考 へらる る。 

(* 天武 東宮の 位 を 通れて 云々) 天武 天皇が 天智 天皇 崩御の 際、 近 江 朝廷の 婊 疑を遝 けんが 爲に 一時 出家せられ たが、 壬 

申の 亂 平いで は その 事 は 跡 方 も なくなって ゐる。 まさしく 天皇に して 出家せられ たの はこの 天皇が はじめで ある 事 は 

いふまで もない。 これ も 時世の 變 である。 

(皇后 光明 子 も 同じく 出家せ させ 給 ふ) この 皇后 は 藤 原不比 等の 女で、 臣下の 家から 出て 皇后に なられた 最初 5 方で ある。 

この 皇后の 佛法 信仰 は 名高 い 事で ある。 この 皇后 も 天皇と 共に 出家 受戒 せられた 事 は 上に あげてお いた。 

(五十六 歲 御座し き) この 天皇 は 讓位後 八 年 天平 勝 寳八年 五月 二日に 崩御。 績紀に 御 年 を 記さない。 一 代耍 記、 歴代 皇紀 

等 は 本書と 同じく 五十六 歳と する。 これ は糈紀 に大寳 元年に この 天皇の 降誕 及び 立太子の 年 十四と 合 ふから 正しい の 

である？ 


ダイ シ * シフ ロク ,タィ 


底本 「光明 子」 

のドに 「也」 あ 

り、 他 本に よ 

りて 改む； 

底本 「改元」 の 

下に 「年」 字 を 

加 ふ。 され ど 

他 本に なし。 


カウ ケン テ ン ワウ- 


シ ャゥム 


ク ワウ ゴゥク ワウ ミヤ ゥシ 


タン カイ コゥ 


第 四十 六 代、 孝 謙 天皇 は 聖武の 御子。 御 母、 皇后 光明 子、 淡 海 公 不比等 

ダイ ジン ムス メナ リ シ ャゥム  ワウ ジ ァ サ カノ シン ワウ ョ  ハヤ  ノチ ナン シマシ マ  ョ 

の 大臣の 女 也。 聖武の 皇子 安積 親王 世 を 早くして 後、 男子 御座さず。 仍 

コノク ワウ ニョ タ  タマ  ツチ ノト ゥシ トシ ヅクヰ  カイ ゲン  ヘイ ゼ イノ ミヤ  マシ マ  テンカ  チサ 

りて 此 皇女 立ち 給 ひき。 已 丑の年 即位、 改元。 平 城宮に 御座す。 天下 を 治 

タマ  コト  ジフ ネン  ォホ ヒ  ォホ キミ  ャゥ -レ  ク ワウ タイ シ  クラ 斗  ュヅ  タイ シャゥ テン 

め 給 ふ 事、 十 年。 大 炊の 王 を 養子と して 皇太子と す。 位を讓 りて 太 上天 


皇と 申す。 出家せ させ 給 ひて 平 城の 西宮 になん ましく ける- 


(牽謙 天皇 は 武の 御子 云々) この 天皇 は 上に 見 ゆる 即ち 高 野姬の 皇女で、 女帝で ある。 御 母 は 光明 である • 

(聖武 の 皇子 安 糖 親王 一 K々) 聖武 天皇 は 皇子が 二人お 在りに なった。 一人 は 瑷 紀には 祌龜四 年 潤 九月に 御 誕生あって 皇太 

子に 立 たれた が、 その 御 母 は 藤 原 夫人 光明 子であった。 i 太子の 母と まします とい ふ 理由の 下に 翌 天平 元年 八月に 皇后 

に なられた ので ある。 然るに 皇太子 は その 前年 祌弒五 年 九月に ニ歲で 薨ぜら れてゐ たので ある。 しかも 御名 を 記して 

ない。 而 して 安積 親王 は 天平 十六 年 潤 正月に 薨 ぜられ た。 年が 十七と あるから 神龜五 年の 御 誕生で ある。 母 は 夫人 縣 

犬 養 宿 鑭廣刀 S である。 

(仍リ て此蛊 女 立ち 铨 ひき ソ この 皇女の 皇太子に 立ち 耠 うたの は 天平 十 年で あるから 安積 親王 绪後 止むを得ず、 立太子の 

儀が あつたので なく、 やはり 光明 皇后の 勢力で、 その 所 出 を 女ながら 立てようと せられた ので あらう。 

(乙 丑の年 卽位 改元) 即ち 改元して 天平 勝齊 元年と いはれ た 年の 七月 二日の 事で ある。 

(大炊 王 を 養子と して 皇太子と す) 大炊王 は 次の 淡路睃 帝で ある。 天平寶 字 元年に 皇太. f に 立てられた。 

(位 を 讓リて 太 上 天皇と 申す) 天平 寳字ニ 年 八月 一 日の 讓位 である。 

(出家せ させ 給 ひて 平 城の 西宮 になん まし ましけ る) この 御 出家の 事 は 扶桑 ゆ 記に 天平 黉字 六^に おった と 記し、 法名 を 

法 基 尼と 申した と ある。 鑌紀 にば この 事 を 記して は US ない が、 同年！！ 月の宜 命に 出家し 給うた it を せられて ゐるか 

ら事赏 に 相違ない。 


「皇子」 底本 

「王子」 とす、 

他 本に よりて 

改む。 


タイ シ ジフ シチ ダイ 


ァハ ヂ 


-チ ホン ト ネ リノ シン ワウ 


テ ン ム 


オン マ ゴ十リ オン 


カツ サノ スケ 


第 四十 七 代、 淡 路廢帝 は 一品 舍人 親王の 子、 天 武の御 孫 也。 御 母上 總介、 

タイ マ  ォキナ ムス メナ 9  ト ネ リノ シン ワウ  ワウ ジ  チカ  オン ミ  サイ 

當嚇の 老が女 也。 舍人 親王 は 皇子の 中に、 御身の ォ もまし ましけ るに や、 


o  o 


卷ニ 孝錄天 皇、 淡 路廢帝 C 淳仁) 


二 四 九 
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二 五 〇 


「給 ひき」 の 

「き」 底本な 

し。 他 本に よ 

る •* 


チ ダイ ジ ャゥク ソ ンジ 


サタ 


フ サ 


タ マ 


ホ ン ギ 


知 太 政 官事と 云 ふ 職 を 授けられ、 朝務を 輔佐し 給 ひけり。 日本 紀も此 親 

チヨ ク ゥケ タマ ハ 


ェ ラ 


ッヰ が. 


ジン キヤウ テン ワウ 


カウ ケン テン ワウ ミ 


王， 勅 を 承りて 撰び 給 ふ。 後に 追號 ありて 盡敬 天皇と 申す。 孝 謙 天皇 御 

コ マシマ  マタゴ キヤ ウダ ィ  ハイ タイ  ミ n  ュヅ  タマ 

子 御座さず、 又 御兄弟 もなかり ければ、 廢帝を 御子に して、 讓り給 ふ。 

タダシ 木ン ガウ  ュョ タイ  オン  ツチ ノエ ィヌ トシ ゾク ヰ  テン 

伹年號 など も 改められず、 女帝の 御 ままな りしに や。 戊戌の 年 即位。 天 

力  チサ  タマ  コト  口 クネン  コト  f ハ ヂノ ク -I  ゥッ  タマ  サン ジフ サン サイ ォマ i マ 

下 を 治め 給 ふ 事、 六 年。 事 ありて 淡 路國に 移され 給 ひき。 三十 三歲 御座 

o 

しき。 


(淡 路騣^ は 云云) この 事 は 績紀の 記事に 略 同じで あるが、^ 上總 介と あるの は 弒紀に h 總 守と あるの を 正しと せぬ ばなら 

ぬ。 これ は 恐らく は 後世 上總は 親王の 任國 となって 臣下で 守になる 事が なく、 介の 名で、 守の 事を攝 行して 來 たのに 

よって 改め 書かれた もので あらう。 この 天 あは 永く 廢 帝と いふ 忌 はしい 名で 傳 へられて 來 たが、 明治 三年に 馋仁 天皇 

とい ふ 識 を 奉られた。 

(舍人 親王 は 云々) 舍人 親王 は天武 天皇の 御子で、 この 天皇の 御 父であった。 この 親王の 御 事 は 知 太 政 官事と して 政務 を 

とられ 又： W 本紀 編纂の 總裁 をせられ、 政治に も文學 にも 達せられた 方であった。 この 天^ 即位の 後天 平赘字 三年 六 

月に 追^して 崇道. i 敬袅 帝と いふ 尊號を 上られた。 本書に 盡敬 天皇と あるの は その 略稱 である。 

(求 嫌 天皇 御子 まし まさず 云々) 御 夫 まし まさねば 御子な く、 御兄弟 は 二人 まし ましたが、 锊 はやく 薨 ぜられ たので あ 

、但 年號 など も 改められず、 女 蒂の御 ままな リし にや) これ は 本書に 說く 所の 通りで ある。 年號は 天皇の 即位と 共に か へ 

ら る、 が 例で あるのに か へられなかった。 又 太 上天 & の 勅が あって 小事の み を 天皇の 勅裁に 任せ、 他 は 太 上 天皇の 御 

裁斷に 依る とあった。 これ 實に 天皇の 大權の 變の甚 し いもので ある。 


(天下 を 治め 絵 ふ 事 穴 年、 搴ぁリ てま々) 天平 寶字ム 年 十月 九日に その 位を菝 せられて 淡 路の國 に 移された。 これによ つ 

て 淡路跷 帝と 申す ので ある。 かやうな 變の 起った の は 、第一の 近 w は惠赛 押 勝の 亂の 結果で あらう。 この 天皇 は 元来 

押 勝が 擁立した のであった から、 押 勝が 叛を はかって 誅に 伏して は、 御 地位の 危 いのは 赏然 であるに 加へ て、 はじめ 

から 大 權が 御手に 十分に 歸 して ゐ なか つたので あるから^. 吏で ある。 

(一一 一十一 一一 歲 御座し き) この 天皇 淡路に 移されまして 後 翌年 淡 路で崩 ぜられ た。 御 年 は 帝王 編 年 記、 一代 耍記は 一二 十二と し 

水鏡、 如是 院 年代記 は 本書と 同じく 三十 三 歳と して ゐる。 

ダイ シ ジフ ハチ ダイ ショウ トク テン ワウ カウ ケン チョウ ソ チリ カソェ イス トシ シャカ ゲヮヅ ツイ タチ マラ - スォ ナ,^ 

第 四十 八 代、 稱德 天皇 は 孝 謙の 重舴 也。 庚 戍の年 正月 一日 更に 即位 同 

チヌ 力 カイ ゲン 

七日 改元。  ,ま に 

(稱插 天皇 は 孝 謙の 重祚 也) この 稱德 及び 孝 謙の、 御名 は 本来 所謂 謚號 ではない。 淳仁 天^ 即位の 時、 天平 突 字 二 年 八月に 

詔して 甯字 稱德孝 謙お おとい ふ 尊號を 奉られた、 そのうちの 孝 謙 を 前 即位の 時の 御號 とし、 稱德を 後 即位の 時の 御 a 

とした もの である。 

(庚 戌の 年 正月 更に 卽位) 庚 戌の 年 は 誤で ある。 この頃の 庚 K の 年 は 下 は赘龜 元年、 上 は 和 銅 三年で ある。 これ は 恐らく 

は 光仁 天皇 即位の 寶龜 元年と とり 違 へられた ので あらう。 この 天皇 重祚の 事赏は 天平 寶字八 年 十お 九日 淳仁 天皇の 糜 

位と 共に 行 はれた 事で ある。 それ故に 扶桑 峪記 及び 水鏡 はこの 日 を以こ 即位と して ゐる。 糠 日本お に は 重祚の 即位と い 

ふ 事 を 何 所に も 記して ゐな いが、 丁 丑 (十四日) の 詔に は旣 に天& としての 宣 命が ある。 而 して その^ 年に 到っても 

即位： S を あげられ たとい ふ 記事 は 見えぬ。 然るに 帝王 編 年 記. 1 代 要 記、 如是 院 年代記 等 は翌乙 巳の 年 正月 一日 即位 

と 記して ゐる。 本書 は 如此き 記に よってし かも 干支 を 誤記した もので あらう。 

(同 七日 改元) この 改元 は 天平 « 字 八 乙 巳の 年の 正月 七日の 事で、 天平 祌護， とい ふ年號 である。 庚 戌の 年が 誤で ある こと 

はこれ だけで も 明かで ある。 

卷 ニ稱德 天皇  二 五一 
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「ありし に」^ 

本 「在シ 乂」 と 

す、 他 本に よ 

りて 改む。 


タ f シ r ゥ テン ワウ t ソカ  フ产 ハラ  ムチ マロ  < タイ ュ シ  オシ カツ  カウ  タマ  タイ ，ン 

太 上 天皇 密に籐 原の 武智 丸の 第二 子、 押 勝 を 幸し 給 ひき。 大師 gl^IM 


、 

J. 


ジャゥ イチ ヰ 


フデ ハラ 


フデ ハラ 


正 一位になる。 見 給へば、 ゑ ましき とて、 藤 原に 二字 を 副へ て籐原 

て i  シ ャゥ- タマ  テン 力 マツリ ゴ トシ 力- ン ナガ ラヰ ユン  ノチ  ダウ キヤウ ィ  ハフ 

惠 美の 姓 を 給 ひき。 天下の 政 併 委任せられ にけ り。 後に 道 鏡と 云 ふ 法 

ノ  マタ チョウ カウ  オシ カツ イカリ  ハイ タイ  ススメ  シ ャゥク ワウ ミヤ  力 タブ 

師 月 1?の 叉 寵幸 ありし に、 押 勝 怒 をな し、 廢 帝を勸 めて、 上皇の 宮を傾 

ノせ  O  O  o  o 

けんとせ しに、 事顯れ て誅に 伏しぬ。 帝 も 淡路に 移され 給 ふ。 


(說) こ >- の文聿 のかき ぶり 頗る 異例で ある。 こ、 に 太 上 天皇と あるの は、 事實、 こ \ に 重祚 せられた 稱德 天^で あるから、 

太 上 天皇と 申すべき 方 は、 この 時には 無い ので ある。 これ はこの 重祚の 次第 を 述べよう として、 その 以前 淳仁 天皇の 

御^に 立 返って 述べて ゐ ると 見ねば 道理が 立たぬ。 それ故に こ 、は 先づ その やうに 解す ベ きで ある。 

(太 上 天皇 g に 藤 原の 武智 丸の 第一 一子 押 勝 を 柰し給 ひき」 武智 麿の 長男が 撗 佩右大 K 璺 成で、 押 勝 は 次男で あるが、 元の 

名 は仲麼 であって、 押 勝の 名 は 後に 天皇より 賜 はった ので ある。 これ はこの 太 上 天皇と は從 兄弟の 間お であった が、 

深く これ を 愛せられ たとい ふ 事で ある。 

(大師 云々 正 一位になる) 天平 黉字ニ 年 八月 淳仁 即位 後 直ちに 官職の 名稱を 改められ、 支那 風の ぎこちな ぃ名稱 にせられ 

た。 これ は 恐らく はこの 押 勝の 案であった ので あらう。 何故に さう いふかと いふに、 押 勝の 死饺. 間もなく  K もに られ 

たので も わからう。 さて その 改稱 のうちの、 こ X に 關係深 い 分 だけ を いはう に、 太 政 宵 を 乾 政せ とし、 太 政 大臣 を 大師、 

左大臣 を 大傳、 右大臣 を大 保、 大納： 百 を 御史大 夫と いふ 類で、 八 省 百官 みなこの 調子で 改め、 りれ た。 そこで 押滕は その 當 

時大 保に 任ぜられ たが、 兄 豐成は その 前年に 押 滕に讒 せられて、 太宰檫 帥に 左遷せられ、 大臣 は 押 勝 一 人であった。 

次いで 天平 寳字 四 年に は 大師と なり、 天平 寶字六 年に は 正 1 位に なった。 生前 正 1 位に なって ゐた人 はこの 前に 左大 


K 橘 諸兄、 このま 左大臣 藤 原 永 手、 前後 三人で ある。 なほ その外に 古く は 右大臣 藤 原 武^ 磨、 近く は內 大臣 三條^ 美 

が あるが、 この 二人 は いづれ も 死に 瀕して^ 床に 於いてぐ ある。 これ を 以て 押 勝の 榮達 如何 を 察する ことが 出来る。 

(見 給へ ぱゑ ましき とて 云々) これ は その 天平 齊字ニ 年 八月 押 勝が 大 保に 任ぜられた 時の 勅に ある。 即ち 惠笑の 二字 を 姓 

の 中に 加へ しめ 名 を 押 勝と 賜 はって、 爾来 藤 原惠美 朝臣 押 勝と 1" へさせられ たので ある。 

(天下の 政 併 委任せられ にけ リ) 「併」 は 悉くと いふに 同じい。 この 大政 委任と いふ 事 は 鑌紀に は 明記して ない。 しかし、 

太 政 大臣 は 元來、 則 闕の官 で それの 任命 は 即ち 太 政 委任の 意味で ある。 後世の 太 政 大臣と この， 頃の 太 政 大臣と は その 

重要性が 頗る 違って ゐ たもので ある。 抑 も大化 改新 以後 これまでに 太 政 大臣に 任ぜられ たの は、 天智 天皇の 御^の 大 

友 皇子、 持 統天& の 御^の 高 市 皇子 だ. けであった。 その後に は、 文武 天皇の 御世に は 刑 部 親王が 知 太 政せ 事と なり、 

次に 穗稹 親王が、 元 明天良 の 御^に かけて 知 太 政せ 事と なり 元 正 聖武ニ 天皇の 御世に 舍入 親王が 知 太 政せ 事と なり、 

次に 鈴庳 王が 知 太 政せ 事と なられた 事が あつたが、 太 政 大臣と は唱 へなかったり しかも 以上 はすべ て 皇族であった。 

臣下に して 太 政 大臣に 任ぜられ たの は 實に押 勝に はじまる ので ある。 而 して その 權 を專ら にした 事 は 世に 普く 知られ 

てゐる 事柄で ある。 

(道 鏡と 云 ふ 法 .1 云々 又 寵幸 在りし に) 道镜は 河內の 人で 姓 は 弓 削 連で 物 部 守 尾の 子孫で ある。 はじめ 佛 法に 通ず ると レ 

ふので 世に 聞え、 後宮 中に 召されて 禪師 となり、 天平 赛字五 年に 太 上 天皇、 保 良宫に 幸せられ し 時に 看病に 奉 侍して 

から 寵幸 せられた。 當時淳 仁 天皇が これに 對 して 苦言せられ たが、 それより 太 上 天皇と 天皇との 御中ら ひがよ くな レ 

やうに なった。 而 して 道 鏡が 寵を 蒙る やうに なつてから 押 勝 は 自ら 安ん ぜ ずして 終に 反逆 を 謀った ので ある それ は 

天平 餐字八 年 九月の 事で、 十一 日に 官位 を 止められ、 十八 日に 誅 せられた。 この 事に 速關 して、 淳仁 天皇 は 十月に 位 

を 謖 せられた ので ある。 


「あり」 底本 

「なり」 とす、 

他 本に よりて 

改む」 


シャゥ ワウ チョウ ソ  サキ -ン ュッケ  タマ  、 

かくて 上皇 重祚 あり。 前に 出家せ させ 給へ りし かば 

o  o 

ヒ ジャゥ キハ i 

ひける にこ そ。 非 *e の 極な りけん かし。 
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(前に 出家せ させ 絵へ りし かぱ) 太 上 天皇と して 出家せられ、 法 基 尼と いふ 法名 を 得させられた 事 は 前に 云った。 

(說) こ-に 著者 は 「尼ながら 位に 居耠 ふ」 を 述べて 「非常の 綞 なり けんかし」 といって ゐら るるの は實に 重大な 事 赏 と 

信じた からで ある。 この 時の 佛法 惑溺 は赏に 空前絶後であった。 この 天皇 重祚と 同 # に 勅あって、 天下 諸國に 糜、 狗、 

弒を養 ひて 獵を する こと を 禁じ、 御 贄の雜 肉、 魚 等 を 進つ る を 停め、 調と しての 魚、 肉、 蒜 等の 物 を 悉く 停められた。 

即ち、 天下 1 統に 後世の 所謂 精進 をす る 事に 命ぜられ たので ある。 ことに 驚くべき • は 天皇 出家の 身 を 以て 親ら 天平 祌 

鎪 元年 十 一 月に 大甞祭 を 行 はれた 事で ある。 而 して 出家の 天子の 大^に は 出家の 人 も相雜 りて 泰 仕せ よと いふ 宣命さ 

へ 出た ので ある。 わが 國體の 上に 道 鏡の 非望の やうな 非常の 起ら うとした の も か \ る 勢の 然 らしむ る 所で ある。 

さて 著者 はこ X に 支那に て 女帝で 僧侶 を 近づけた 則天武 后の 事 をつ いでに 次に 說 いて ゐる。 


唐の 則 天皇 后 は 太宗の 女御に て 才人と 云 ふ 官に居 給へ りしが、 太 宗隱れ 

タマ  アマ  ナ  カンゲ フ  ィ  テラ  カウ ソゥミ タマ  チャウ ハツ 

給 ひて、 尼に 成りて 感 業と 云 ふ 寺に おはしけ る を 高 宗見給 ひて、 長髮せ 

ク ワウ ゴゥ  ィサ  マテ  t ト ォホ  モチ  カウ ソゥ ホウ 

しめて、 皇后，、」 す。 諫め 申す 人 多 かりし かど も 用 ゐられ ず。 高宗崩 じて 

チウ プゥ クラ ヰ  ヰ タマ  シリゾ  エイ ソゥ  タ  ，  マタ シリダ  ミヅ カラ クラ ヰ ッ 

中宗 位に 居 給 ひし を 返け、 睿宗を 立てられし を も 又 返け て自 位に 卽き、 

クニ  タイ シゥ  ァ ラタ  タウ  ナ  ゥシナ  ォモ  チウ ソゥ エイ ソゥ  ヮ  ゥ 

國を大 周と 改む。 唐の 名 を 失 はんと 思 ひける にや。 中 宗睿宗 も 我が 生み 

タマ  ス  ショ ワウ  ブシ  トモ ガラ モチク -I 

給 ひし かど も、 捨て、 諸 王と し、 みづ からの やから、 武 氏の 輩 を 以て 國 

ッタ  タマ  ソノ トキ  ハ フシ  クワン シャ  チャウ 

を傳 へ しめんと さ へ し铪 ひき。 其 時に ぞ 法師 も g 者 も あまた 寵 せられて 


「そしらる」 

底本 「譏」 と 

す、 梅、 靑、 白 

三本に よりて 

假名と す。 


ョ  ォホハ ベ 

世に そしらる 、ためし 多く fez りし か 


o  o  o  o 


(唐の 則 天皇 后 は 太瑛の 女御に て才 入と 云 ふ 官に届 給 ヘリし が 云々) 則 天皇 后の 事 は 旣に齊 明 天皇の 條に 見えて ゐる。 こ 

こに は、 そこに 記さなかった 事 を 少しく あぐる C この 皇后 は はじめは 唐の 大宗の 宮人で、 才人と いふ 女官であった。 

これ はわが 國の 女御より は 位地 は卑 いもので ある。 それが 太宗崩 じて 後、 大宗の 死後 を 訪ふ爲 に 尼に なって 感業 寺に 

入って^ たもの を高宗 がその 容色に めで \、 髮を延 さしめ て 宮中に 人れ て昭儀 c-職名) とし 後に 進めて とした。 

その 時 長 孫 無 忌、 褚遂良 等の 大臣が 諫めた が聽 かれなかった。 それから 後の 事 は 前に も 云った 通で ある。 

(其 時に ぞ 法師 も宦 * も あまた ほせられ て 一 K々」 武 后が、 未だ 皇帝と 稱 へず、 皇太后と して 權を^ にして ゐた 時に 薜懊義 

と 云 ふ 僧を寵 して ゐた。 後 皇帝と 稱 へて 後 も薜懐 義を寵 用した が、 後に これ を 殺し、 更に 張 易之、 張 C 宗の 兄弟 を 愛し 

てこれ をして 烕 福を恣 にせし めた。 この 二人 は宦 者で ある。 宦 者と いふの は 去勢して、 後宮に 仕 ふる 男子 をい ふので 

ある。 この やうに して 武后は 十六 年間 唐の 天ドを 私に して ゐ たが、 結局 は 世の そしり を 買 ふに 止まった ので ある。 

(說) 女帝の 弊政 を 論じた から、 これから わが 國體未 雷 有の 變を 瞜 さう とした 當事者 道 鏡の 事に 筆を韓 ずる。 


「それ」 底本 

「フ レ」 に 作 
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ダウ キヤウ ハジメ タイ ジン 


ジ ュ ン 


ダイ ジン ゼン シ 


ダイ， ジヤゥ タイ ジン 


此道 鏡始は 大臣 に准じてお^。 大臣 大臣 禪師と 云 ひし を 太 政 大臣に 成し 給 

ョ  ツギ ツギ  ナフ ゴン サン ギ.  ハフ シ  マ. ジ  ダウ キヤウ ョ 

ふ。 それに 依りて 次々 の納 言參議 にも 法師 を 交へ なされに き。 道 鏡 世 を 

o  o 

ココロ  ァラ ソヒト  イジ ン キビ  マキ； JJ  コゥ  ゥ 

心の ま、 にしければ、 爭ふ人 はな かりし にや。 大臣 吉備の 眞備の 公、 右 

チウ ベン フヂ ハラ  モモ カハ  ァ  チカラ オヨ 

中辨藤 原の 百 川な ど 在りき。 され ども 力 及ば ざり ける にこ そ， 
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二 五 五 
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(此道 ^はじめは 大臣 に准じて 云々) 道 鏡が、 佛敎界 より 出で、 官界に 身 を 現した の は 押 滕の肷 死と 同時で ある， 即ち 押 

勝の 殺された 翌々 日に 大臣 禪師 とい ふ 位 を 授けられて、 すべ ての 待遇 を 大臣 に准じて 施行せ よと 勅せられ たので ある 

この 時の. K 命に は 出家の 天&の K に は 出家の 大臣 も 在る ベ しと ある。 誠に あさましい 世であった。 

(太 政 大臣に 成し 給 ふ 云々) さて 天平 祌^ 元年 十月に は 太 政 大臣に 任ぜられて 太 政 大臣 禪師 と稱へ しめられた。 天平 神 護 

二 年 十月に^つ て、 遨鏡は 更に 進めて 法王の 位 を 授けられ、 待遇す ベて 天皇に 准ぜら るるに 至った。 その 時には、 圓 

舰-禪 師に法 &の位 を 授けて 大納言に 准 じ、 基眞禪 師に法 參議の 位 を 授けて 參議に 准せられ た。 

(道 鏡 世 を 心の ま A にしければ 爭ふ人 はな かリ しに や 云々) これ はこ \ に 嘆息 せられた 通りの 事で ある。 こ 、に 吉備 眞備 

藤 原 百 川の 二人 を あげられ たの は、 この 顷の 人と して 有名な 人であった から あげられ たので あらう。 しかし、 吉備 

備は. Ml: が 玄昉と 併せて 二 兇と 目した 人物で ある。 天皇の 皇太子と してお はしました 時に 漢學を 敎授し 奉った 事から 

榮 建して 右大臣まで 上った ので あるが、 正義の 土で 在った とい ふ 事 は 古来 云ひ傳 へて ゐ ない。 百 川 は 後に は 活動す る 

が、 右巾辦 (今の 内 ^害 記 官位) であって 如何と もし 難かった ので あらう。 

(說) 以上 本邦に 於いて 僧侶の 世間の 事に 干渉した 事 を あげた 序に、 支那で もさ やうな 例が あると して あげたの が 次の 文 

である。 

ホフ シ  クワン ニン  コト  モ & コシ  ハジ  ソ ウジ ャ ゥソゥ トウ  ィ  コト  ァ 

法師の 官に 任ずる 事 は、 唐よ 始めて 僧正 僧統 など 云 ふ 事の 在りし、 そ 

シ ュッケ  ホン ィ  ァラ  ィ ハン  ゾク クワン  ユン  コトァ  コト 

れ すら 出家の 本意に は 非ざる べし。 況ゃ 俗官に 任ずる 事 在る ベ からぬ 事 

ナン テゥ  ヅゥ  ョ  ヱ リン  ィ  t ト マツリ ゴト 

にこ そ。 され ども、 もろこしに も 南朝の 宋の 世に 惠琳と 云 ひし 人 政に i 

コク イノ サイ シャゥ ィ  リヤゥ ョ  ヱ チウ  ィ  ソゥ  ガク シ 

じら ひし を黑衣 宰相と 云 ひき。 g ^一^。 任ず 梁の 世に 惠 起と 云 ひし 僧、 學士 


「開」 底本 「間」 

とす、 他 本に 

よりて 改む。 

「おくらる」 底 

本 「送らる」 に 

作る、 他 本に 

よる。 


クワン  ナ  ホク ナウ  ギ  メイ ゲン ティ  ョ  ホフ クワ  ィ  ソゥ  アン セィ コゥ  シャク  タマ ハ 

の官に 成りき。 北朝の 魏の明 元 帝の 代に 法 果と云 ふ 僧、 安城 公の 爵を給 


キ n 


シュ クソゥ 


タウ へ ィ 


カド n 


る。 唐の 世に 成りて は あまた 聞え き。 肅宗の 朝に 道 平、、」 云 ふ 人、 帝と、 七 

t トツ  アン 口 クザン  ラン  タヒラ  ュヱ  キンゴ シャゥ ゲン  タイ リウ 

を 一にして、 安祿 山が 亂を 平げ し 故に、 金吾將 軍に なされに けり。 代宗 

テン ヂク  フ クウ サン ザゥ  タマ  トク シン 、ン カウ a ゲイ  サヅ 

の 天竺の 不空 三蔵 をた ふとび 給 ひての あまり. にや、 特進 試 鴻爐卿 を 授け 


ギ トゥサン 


ュクコ クコゥ 


キ ジ V. . 


らる。 後に 開 府儀同 三 司肅國 公と す。 歸寂 ありし かば、 司 空の 官 をお ス 


ぐ 

o 


&  so 司 空 は 大臣 

^ の官 也。 

o  o 


(法師の 官に 任ずる 事 は 唐よ リ 始めて 僭 正僧統 など 云ふ搴 の在リ し) 法師の ^に 任ずる とい ふの はわが 國の 僧正 僧都な ど 

いふ 僧官に 任ずる こと を 云った ので あるが、 この 本邦の 僧 官は推 古 天皇の 朝に 僧尼の 間に 重大な 罪惡を 犯す ものが あ 

つたに より、 これ を 取締る^ に 僧正、 僧都と いふ 二の 官を 設けられ たのが はじめで ある。 これ は 僧侶の 社會は 世間の 法 

律で 取締る 事が 困 雛であった 爲 であった ので あらう。 しかも、 この 僧官の 制度 は 本邦に 自發 したので はなく、 やはり 

支那に その 手本が 出来て ゐ たので ある。 僧正の 官名 は東晉 の 安帝の 時に、 苻秦の 主が、 佾 g を 僧正と したのに 始まり、 

次いで 後魏の 大宗の 時に 僧師贅 に僧統 とい ふ官を 授け、 これから 又佾統 とい ふ 官名が 出来た。 隋の 世に 聖沙彌 とい ふ 

者を國 僧都に 任じた。 わが 國の 僧正 僧都の 官名 は これらに 基づく もので あらう。 

(もれ すら 出家の 本意に は 非ざる べし。 况ゃ俗 官 に 任ずる 事 在る ベから ぬ 事に こそ) 僧侶 は 元来 出世間で 平等の もので、 

しかも 不善 をな すべ き箬の もので はない から、 これが 取締の 官 などの あると いふ こと は 出家の 本旨に は 矛盾して ゐる 

とい ふので • あるが、 それ は 勿論 然り である。 然るに、 こ \ に 道 鏡 以下が^ 間の 官に 任ずる 様になつ たの は 僧侶と して 
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は 明かに 墮 落と 云 ふべき ことで、 言語 道斷の 事で ある。 

(もろこし にも 南朝の 宋の 世に 惠琳と 云 ひし 人 云々) 支那の 南朝の 宋の文 帝の 時に 沙門 慧琳 とい ふ ものが 才學を 以て 帝の 

^を^た が、 詔して、 顦延 之と 同じく 朝政 を議 せしめた。 これ は官に 任じた ので は 無かった が、 政事に は參與 した。 

そこで 孔顗 とい ふ 人が、 戯れて 黑衣 宰相と 云った と ある。 黑 衣と は 墨染の 衣の 意で ある。 

(梁の 世に 惠 超と 云 ひし 懂畢 士の官 に成リ き) 同じく 南朝 梁の 武 帝の 天監 十六 年に 沙門 惠 超に 勅して 壽光 殿學士 とい ふ官 

に 任じて、 禁中に 居て、 法集講 論し、 經文を 注解せ しめた。 (以上 二 項 は 佛祖統 記に 見 ゆる) 

(北朝の 魏の明 元蒂の 代に 法 果と云 ふ！！ 安城 公の 欝を 給る) 後魏の 太祖が 沙門 法果を 信じ. 太 宗明元 帝 も 厚く 崇 信して、 

はじめに 輔國宣 城 子と なし、 っ^いて 忠信 侯を揆 け、 後に 安城 公 を 授けた と ある。 僧 史略に は 「俗 官加, 僧初閗 一一 於此 一」 

と 云って ゐる。 

(唐の 世に 成 リては あまた ffle えき 云々) こ、 に 支那 唐 代に 於け る 例の 二 を あげた。 唐の 安祿 山が 謀叛した 時に、 金城の 沙 

門 道 平と いふ ものが 兵 を 起して 太子 を 奉じ 靈武に 於いて 太子 を 位に 即 かしめ た。 そこで 道 平 を 以て 金 吾大 將 軍に 任じ 

た。 金吾將 軍と いふの は、 わが 國 では 衛門督 の 唐 名に あて &ゐ た。 代宗の 永泰六 年に 百 座高 座 を 設け 不空 三藏 をして 仁 

王經を 講ぜし め、 特進 試鴻臉 卿の 官を 授け、 大歷九 年に 不空 三藏の 病を吿 ぐるに 及んで は 詔して 開 府儀同 三 司 を 加へ、 

粛國 公に 封 じ禽邑 三千 戶を賜 ひ、 その 寂す る や 司 空の 官を 贈り、 大辦正 廣智三 歲と謚 した。 開府儀 同一 一 一 司 は 支那で は 

最上の 位の 名で、 我國 では 從 一位の 唐 名と して ゐる。 開 府とは 官府 を 開設し 屬僚を 置く こと を 謂 ふので^ 代に 初 まつ 

た 名で あるが、 最初 は 三 公の み 開 府と稱 する こと を 得た が、 後 將軍を 以て 府を 開く こと も 起った。 儀 同 三 司と は 儀 制 三 

公に 同じと いふ 名稱 である. 

以上 僧の 官位の 事 は 直接 わが 國に關 係 もない し、 又神皇 正統の 上に は 更に 緣も 無い 事で ある。 しかし、 赏時 は佛敎 

に闞 する 事と、 漢 の史赏 の 智識と は 所謂 有識の 人と して 大切に せられた、 その 爲 にこの 語が あつたので あらう。 

ヅタ チン  テゥ  n ノュョ タイ  ミヨ  P ク ジフ ネン パカリ  リャ ゥゴク コト ァヒ- 一 

則 天の 朝より 此 女帝の 御代まで 六十 年 計に や。 兩國の 事相 似たり とぞ。 


(Bt) 則天武 后が 專權 をした のが、 略 わが 持統 文武の 二 朝に あたり、 その 死去 はわが 虔雲ニ 年で あるから、 稱德 天皇 熏胙 

の 初年 天平 神 護 元年 は それから 六十 一年に あたる。 かくて 日本 支那 共に 女帝の 爲に阈 が ai れた點 は 似て ゐ ると いふの 

である。 

テンカ ヲサ タマ コトゴ ネン ゴ * シフ シチ サイ ォマシ マ > 

天下 を 治め 給 ふ 事 五 年。 五十 七歲 御座し き 

(五十 七 歳 御座し き) この 天皇の 崩御 は 神 護 景雲 四 年 八月 四日で あるが、 績紀に は 「春秋 五十 三」 と 記して ゐる。 帝王 編 

年 記、 一代 耍記 水鏡 等 は 五十二 歲 として ゐる。 愚 管抄と 本書と は 同じい が 何に よらた のか その 據を 知らぬ。 


「ぬ 」 底本 「メ」 

とす。 他 本に 

よりて 改 む。 


テン ム シ ャゥム クニ タ. 


ブッ ハフ 


P タマ 


クヮ ウィン 


天武 聖武、 國に 大功 ぁリ、 佛法を も 弘め給 ひしに、 皇胤 まし まさず 此 

ュ ョ タイ  タ  タマ  *  > 

女帝に て 絕ぇ給 ひぬ 


(釋) これ は天武 天皇が 國に 大功 あり、 聖武 天皇が 佛法を 弘め耠 ふとい ふ 事で あらう。 天武、 文武、 聖武、 稱德四 世で そ 

の 子孫が 絕ぇ耠 ふ 事に なった。 

(設) 以上で 天皇の 御 事 を 終へ、 これから 更に 道 鏡の 事の 結末 を述 ぶる ので ある。 


ュ 3 タイ カク 


ダウ キヤウ 


シ モク ケ  カウ シ 


ナガ  クダ 


女帝 隱れ給 ひし かば、 道 鏡 をば、 下野の 講師に なして、 流し 下されに き 

ヅモ/ \ コノダ ゥ キヤウ ハフ ワウ  クラ 斗  サヅ  ナホ  ク ワウ キ  ィ 

抑 此道鏡 は 法王の 位 を 授け もれたり しを猶 あかずして 皇位に つ か んと云 


卷ニ 稱德 天皇 


二 五 九 


よと' 1 に 

りすき 

よと^? 

りす：！： 

假他 本ぶ;"： 

名 本 S ご^、 
とに？ と^ 

すよ と し^ 

て 、底 

て 、底 

• 改他本 

改他本 

む 本^ 

。に a 

む 本； 

。りす 、底 

。に 2 

て 、白 本 

神 a 正統 記述 義  二 六 〇 

ココロ ザシァ  ュョ タイ  ォモヒ ヮヅラ タマ  ヮ ケ  キヨ マロ  ィ 

ふ 志 在りけ り。 女帝 さすがに、 思 煩 ひ 給 ひける にや、 和 氣の淸 丸と 云 ふ 

t ト  チヨ クシ  サ  ゥサ  ハチ マング ゥ  マテ  * タイ ボ サヅサ マ 7\ タク セン ァ 

人 を 勅使に 差して、 宇佐の 入 幡宮に 申されけ る。 大 菩薩 檨々 託宣 在り. て 

サラ  ュル  キヨ マ II キ サン  ァリ  ヅゥ モン  ダウ キヤウ  ナ 

更に 許されず。 淸 丸歸參 して、 在の ま  > に 奏聞す。 道 鏡い かり を 成して 

キヨ マ P  スデタ  トサノ クニ  ナガ  ヅカハ  キヨ マロ ウレ  カナシ  ダ イボ サッ 

淸丸 がよ ほろ 筋を斷 ちて、 土 佐國に 流し 遣す。 淸丸 愁へ悲 みて 大 菩薩 を 

ゥラ  マテ  n へビィ  キ  ソノ キズ  ク ワウ-一 一 クラ ヰ ヅ 

恨み かこち 申しければ、 小 蛇 出で 来て 其疵 をい やして けり。 光仁 位に 卽 

タマ  ス ナハメ  力へ  -ンン ヰ  ャチ  カフ チノ クニ  テ ラタ 

き 給 ひし かば、 則ち 召. し歸 さる。 神威 をた ふとび 申して 河 內國に 寺 を 立 

ジン グ ワン ジ  ィ  ノチ  タカ ヲ  ャマ  ゥッ  タ  イマ ジン ゴジコ レナ リ クザン  コ P, 

て 神 願 寺と 云 ふ。 後に 高 雄の 山に 移し 立つ。 今の 神 護寺是 也。 件の 比 ま 

シン ヰ  イチ ジル  コト ナリ  ダウ キヤウ ッ 匕 ノゾミ ト  -ーョ タイ  マタ ホド i 

では 神威 も かく 揭焉き 事 也き。 かくて 道 鏡 終に 望 を 遂げず、 女帝 も 叉 程 

カク  タマ  ゾ ウベ ゥシャ ショク  コト  ャ ハタ  ミヤ ゥリョ  ゥへ •  クヮ ウー ト.^ 

なく E れ給 ふ。 宗廟 社稷 を やすくす る 事 は 八幡の 冥 慮たり し 上に 皇統 

サダ タテ マツ  コト  フデ ハラ  モモ カハ  ァ， プン  n ゥ  D 

を 定め 奉る 事は籐 原の 百 川の 朝臣の 功な リとぞ 

(女 蒂隱れ 給 ひし かぱ 云々) 稱德 天皇 は 八月 四日に 崩御 あり、 即日 光仁 天皇 踐祚 あり、 十七 日に 高野山 陵に 葬り 奉り、 二 

十一 日に、 道 鏡 を 造 下野 國藥師 寺別當 となして、 即日に 出發 せしめられ たので ある。 本書に 下野の 講師に なして と あ 

るの は 少しく 事 實と違 ふ。 講師と は國々 に佛 法を說 く^に 置かれた 職員で あるが、 これ は 誤り 傳 へたので あらう 


(抑 此遒鏡 は 法王の 位 を搜 けられた リしを a« あかずして &位 にっかんと 云 ふ 志在リ けリ) 道 鏡に 法王 の 位 を 授けられた 事 

は 前に 述べた。 而 して その 法王の 待遇 は 月 料 は^ 御に 准 じ、 出入 乘與 すべて 至尊に！： じく、 又 法王 宫職を 置く。 その 職 

制 中宮 職に 同じく、 造宫 卿從 三位 高麗 朝臣！ fl 信と いふ 人 その 大夫を 兼ねた。 なほ 又 正月に は 大臣 以下 をして 法王 宫 に 

拜贺 せしめられた。 かくの 如く 優遇 到らざる こと 無かった から、^ 長の 念 を 生じて 皇位に 即か うとい ふ 志 を 生じた。 こ 

の 時に、 太宰 帥であった もの は 道 鏡の 弟 弓创淨 人で あつたが、 太宰 の、 王 神 習せ 阿^: 麿と いふ もの、 道 鏡に 媚び， 宇佐 

八幡の 祌の 敎と燔 つて、 「道 鏡 を 皇位に 即 かしめ たなら、 天下 太平に ならう」 とい ふ祌 詫が あつたと S. し 上げた ので あ 

つた。 

(女蒂 さすがに 恩？ R ひ 給 ひける にや 云々) かやうな 事 は 夢に だに も 人々 の 思 ひっかぬ 事であった から、 稱德 天皇 も 道^ を 

愛せら るると はいへ、 わが 11 體 の-澄 へらむ とする 未曾有の 重大な 事で あるから、^ の 神勅 か 否か を 知リ、 a は 直接に 神 

勅 を 伺 はせ ようと 思 召して 和 氣淸麿 を 勅使と し て 宇佐 八 幡宫 に詣ら しめられた。 道 鏡 はこの 御 使 は 自分 を 皇位に 即か 

しめようと いふ 神 詫が 在った からの 勅使で あるから、 その 心して 復命せ よと いって、 重い 官職 を 授けようと 謂って 之 

れを 誘った ので ある。 

(大苦 薩檨々 託 M 在リて 更に 許されず) この 際の 樣々 の詫宣 とい ふその 詳 かな 事 は 正史に 記して ゐ ないから、 分らぬ が、 そ 

の 眼目 は糗 日本 紀 にも ある 通り 「我國 家 開闢 以來 君臣 定矣" 以, 臣爲 レ^ 未-之 有 一 也。 天 之 日 嗣必立 _|皇 緒？ 無道 之人宜 n 

早 掭除こ と 云 ふ 事であった から 淸 麿が 朝廷に 歸參 して 在りの ま、 に 憚る 所な く陛 いに^ 聞した ので ある。 この 祌詫 

によって、 前の 習宜 阿曾 麿の 奏上した の は詐僞 であった 事が わかる が、 その 阿曾 麿の 畏 官 たる 太 宰 帥が、 道 鏡の 弟 弓 

创淨 人で ある 點を 見れば 阿曾 麿の 神 詫なる もの は その 正體が 十分に 察せら るる 喾 である。 

(道 鏡い かリ をな して 濟丸 がよ ほろ 筋 を 断ちて 土 佐國に 流し 遣す 云々) ^麿の 上の 復命に よって 道 鏡の 非 紫 は 折 かれて、 

國餽は 安泰に なった が、 道 鏡 は大に 怒って その 懲罰 を 奏請した ものと 見えて、 神餽. ^雲 二： 化-七月に 宣命 があって、 和 

氣淸麿 は 別部穢 麿と いふ 名を與 へられて 返 けられた。 が、 大 隅に 流された S である。 以上 は^ 紀 によった ので あるが、 

こ \ にお 麿の よ ほろ の 筋 をた つたと いふ 事が 和氣 淸麿參 宇佐宫 繪詞に 見 ゆる。 しかし こ の 繪詞に は伢^ 國 になが した 

と ある。 土 佐國は 道鏡沒 落の 際 その 弟 弓创淨 人の 流された 所で ある。 ^は それと 混间 したの かも 知れぬ 

(光仁 位に 卽き給 ひし かぱ 則ち 召し 鎵 さる) 光仁 天皇 即位の はじめ 淸麿を 召し 歸 され、 寶龜ニ 〔±ー 一月に は 本の 位に 復 せら 
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れ、 後 次笫に 登用 せられて、 民 部 卿にまで 成った。  . 

(神戚 を. U ふとび 申して 河 內國に 寺 を 立て 神 願 寺と 云 ふ 云々) 神 願 寺の 事 は、 天 長 元年 九月 廿 七日の 太 政 官符に 見 ゆる。 

それに よれば、 お IT が 宇佐 神宫に 祈 鑄した. 時に、 國^ 平定の 後に は 必ず 後の 天皇に 奏請して 一 寺 を 建立して 国家 を 萬 

代に！： めようと 喾 つたのに 起り、 寶龜 十一 年に 光仁 天皇に この 事 を 上奏して 嘉納せられ、 詔書 を 制せられ たが 未だ 發 

布せられ ぬ 間に. 1 位の がが 在って^ 行せられ なかった。 桓武 天皇の 御^に 至って 天應ニ 年に 亦 これ を 奏した 所、 嘉納 

せられて 前に 制して あった 詔書 を 公布 せられた。 そこで 延暦 年中に 河 內國に 建てた のが、 神 願 寺 だとい ふ 事が 出て ゐ 

る。 さて 神 願 寺の 地 は 地勢が よくない とい ふので、 高 雄 山に 遷 して 神 護 寺と 改めた とい ふので ある。 

(宗廟！ y 稷を やすくす る 事 は 八幡の 冥 慮た リし 上) 宗痫 (天子の 祖先の 社) と 社稷 (社 は 土の 祌、 稷は穀 の祌) とは阈 家の 神 

位で ある。 この 國 家の 神 位の 安き は 國冢の 安き である。 それ 故 國家亡 ぶれば 宗廟 社稷 は 祭る ことなくして 廢滅 する。 

即ち こ 、は 國家を 危殆より 救って 安き に 置かれた の は、 八幡 大 神の 神慮で あると いふので ある。 

(息 統を 定め 泰る 事は蘼 原の 百 川の 翱臣の 功な リ とそ) 百 川 は 前に 云った 通り 式部 卿 宇合の 子で あるが、 その 騷の時 は 右 

大辨 であった。 淸 麿が 流されて ゐた間 は、 その 忠烈 を 愍んで 備後國 の封戶 二十 戶を 割いて 配處に 送り 充てて ゐた。 し 

かし、 こ >r に 書いて ある こと は 百川傳 によった も ので あらう。 こ の 本 は今傳 はらぬ が、 日本 紀 略に 引いて ゐる 文に こ の 

事が 見 ゆる， 即ち 稱德 天皇 崩御の 時 右大臣 眞備 等が 大納言 文 室 眞人淨 三が 長 親王の 子なる 故 を 以て 立てよう としたが、 

ゆ 三が s: く辭 したので、 その 弟の 參議文 〔主 大市を 立てよう としたが、 これ も辭返 した。 しかし K 備は 飽くまで その 意 

見 を 主張して 讓らな い。 そこで 百 川が 左大臣 藤 原 永 手 等と 謀って 白壁 王 を 皇太子と する 宣命を 作って、^ 命 使 をして 宣 

制せ させて しまつお。 こ >1 に 於いて、 議論 もなくて 結末 をつ けたので あった。 その 事 を 云った ので あらう。 


ダイ シ ジフ ク ダイ  ダイ ジフ シチ セィ  ク ワウ ニン テン ワウ  シ キノ ワウ ジ  a  チン ヂ テン ワウ  オン マゴ ナリ 

第 四十 九 代、 第二 十七 世、 光仁 天皇 は 施 基 皇子の 子、 天智 天皇の 御 孫 也 《 

オン ハハ ソゥ ク ワウ タイ ゴゥ キノ モロ コ  ヅゥ ダイ -ンャ ウダ イジ ン タビ ト  ムス メナ リ シラ 力べ  ォホキ S 

Is^i^l^s が 御 母 贈 皇太后 紀旅 子、 贈 太 政 大臣 旅人の 女 也。 白壁の 王 


r キ 一 底本 r テ」 

とす、 他 本に 

-H りて 改む。 

「えらび」 底本 

「撰」 とす、 梅 

本に よりて 假 

名と す。 

「議」 底本 「儀」 

とす e キ意改 

す。 
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と 申しき。 天平 年中に 御 年 二十 九に て從四 位下に 叙し、 次第に 昇進せ さ 

タマ  ジャゥ サム ミ クン 二 トウ ダイ 十 フゴン  イタ  タマ  ショウ トク カゾ-  ダイ. 

せ 給 ひて、 正三位 勳 二等 大納言に 至り 給 ひき。 稱 德隱れ ましし か は 大 

ジン ィ ゲ クヮ ウィン ナカ  マテ  ォ ノく ィ：^ i  、  ti ノ  3d モモ カハ 

臣 以下 皇胤の 中 を えらび 申しけ るに 各 異議 ありし かど も 參議百 川と 

o  o  o 

ィ  ヒ トコ ノ テン ワウ  n コロ  タテ マツ  n ト メグつ  づダ  マラ  o 

云 ひし 人此 天皇に 心 ざし 奉りて、 はかり 事 を 廻して 定め 申して き 


C. 第 四十 九 代、 第二 十七 世) 世代 を 合せ あぐる こと は 前天智 天皇 以後 暂く 無かった。 それ は 天武： 大 お の 御 血統で、 今の 天 

&の^ 系で たいから であった が、 この 天皇に 至りて 直系に なられた ので ある。 

(光仁 天皇 は 施 基 皇子の 子天智 天皇の 御 孫 也 云々) 施 基 親王 は天智 天皇の 第 七の 皇子で ある。 本書に 第三 皇子と する の は 

^である。 その 施 基 皇子の 笫 六の 御子が この 天皇で ある。 この 天 &御 即位の 後寳龜 元年 十 一 月に 近お して 春日宮 御宇 

天， M とい ふ 稱號を 泰られ た。 田 原 天皇と いふ は 山陵が m 原と いふ 地に あるから であるが、 この 號も續 紀赘齙 二 年の 條 

に 見 ゆる。  • 

(御 母 贈 皇太后 紀^ 子 贈 太 政 大臣 旅人の 女 也) これ は 誤で ある。 續紀に 「母 曰-一紀 朝臣 橡姬ー 贈 太 政 大臣 諸人 之 女 也、 寅毺 

二 年 十二月 十五 日 追 尊 曰 一一 皇太后 こと ある" 而 して いづれ の史 にも この 通りで ある。 

(白壁 王と 申しき 云々) こ \ は 御 即位 前の 御 鸫歷を 申し上げた ので ある。 

(珠^ 隱れ まし かし ぱ 云々) この 事 上に 云って ある。 


天武世 をし. り 給 ひしょり 爭ひ 申す 入な かりき。 然れ ども 天智、 徇兄 にて、 


オン n ノカミ 


卷ニ 光仁 天皇 


二 六 三 


神& 正統 記述 義     I  I   ^   二 六 四  

マジ ヒヅギ  ゥ  タマ  ソ ノカミ ギヤ ク シン  チウ  コクカ  ヤス  タマ  コノ キミ 

先日 嗣を 受け 給 ふ。 當初 逆臣 を誅 し、 國家を 安くし 給へ り。 此君 のかく 

ケィ タイ  ソチハ  タマ  ナホ タダシ キ 力へ  ィ ハレ 

繼體に 備り給 ふ、 猶 正に 歸 るべき 謂なる にこ そ。 

(釋) 天武 天皇 壬 申の 《! 以後 は 皇位 を爭ひ 申す 人 もなかつ たが、 自然に 御 兄天智 天皇の 御 血統に 復歸 したの は^きい はれ 

の ある ことで あらう とい ふので ある。 

マ  クヮ ウタ イシ  タ  スナハ チジュ ゼン  n トシ カノ エイ ヌノ トシ ナサ  ジフ グヮッ ヅ ク ヰ  ジフ イチ グヮ？ \ 

先づ 皇太子に 立ち、 則受禪 f まハ 今年 庚 戌年 也。 十月に 即位。 十一月に 

カイ ゲン  ヘイ ゼ イノ ミヤ  マミ マ  テン 力  ヲサ  タマ  n ト  ジプ 一一 ネン  シチ . ジフ サン サイ ォマ ，ンマ 

改元。 平 城宮に 御座す。 天下 を 治め 給 ふ 事、 十二 年。 七十 三 歳 御座し き。 

(先づ 皇太子に 立ち 云々) 神 護 景雲 四 年 八月 g 日稱德 天皇 崩御と 共に 皇太子に 立ち、 やがて 踐舴 あった。 但しな ほ 皇太子 

と稱 して 居られた。 御 年 六十 二 は 公卿 補任に も 見 ゆる。 

(今年 庚 戌年 也， 十月に 卽位、 -十 1 月に 改元) 庚 戌 は 諸 書に 一致す る。 十月 一日の 即位で、 同時に 寶龜と 改元 せられた。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 十一 一年 云々) 天應 元年 四月 三日に 病 を 以て 皇太子に 位を讓 りた まひ、 十二月 二十 三日に 崩御 あり、 拔 

紀に 春秋 七十 有 一一 一と ある。 本書と あ ふ。 

ダイ ゴ ジフ ダイ  タイ ュ ジフ ハチ セィ  クワン. 4- テン ワウ  ク ワウ ユン ダイ イチ  3  4? ノ ハハ  ク ワウ タイ ゴゥ タカ ノ 

第五 十代、 第二 十八 世、 桓武 天皇 は 光仁 第一 の 子。 御 母、 皇太后 高 野の 

二 ヒカサ  ゾゥ ダイ， ジャゥ 、ダイ. ジン オト づグ  ムス メナ リ  > 

新 笠、 贈 太 政 大臣 乙 繼の女 也。 


(桓武 天皇 は 光仁 第一の 子) この 事 は 日本 後紀、 大同 元年 e: 月 崩御の 倏に見 ゆる。 

(御 母 皇太后 离 野の 新 笠 云々) 御 母の 事 も 日本 後 紀に見 ゆるが、 「母 曰-一高 野大， M 太后 こと ある。 一代 耍 記に は 「母 皇大 夫人 

髙野 氏諱新 笠、 贈 正 一位 乙耱 朝臣 女」 と あるが、 延曆八 年 十二月に は 「皇太后 崩」 と ある。 しかし、 これ は 追記で、 

光仁 天皇の 夫人で 桓武の 御 母であった から、. 桓武の 御世に 皇大 夫人と いふ 尊號を 奉られ、 延两九 年に 皇太后と 追 尊せ 

られた 事が 記載 せられて ゐる。 

ク ワウ ユン ヅク中  ハジメ  ヰノ 力 i  ナイ シン ワウ  モ  ク ワウ ゴゥ  カノ シ 3 シヤゥ  ワウ ジ  サ ワラ 

光仁 即位の 始、 井上の 內 親王 I， を 以て 皇后と す。 彼 所 生の 皇子、 早 良 

シン ワウ  タイ. シ  々チタ マ  シカ  モモ カハ  ァ ソン  n  ノ テン ワウ  ゥケッ  タテ マツ 

の 親王、 太子に 立 給 ひき。 然る を、 百 川の 朝臣、 此 天皇に 受 次がし め 奉 

コ n  口  マタ  ゴト  メゲラ  ク ワウ ゴゥ オヨ  タイ シ  ス  ッ t  ク ワウ タイ i 

らんと 心 ざして、 又は かり 事 を 廻し、 皇后 及び 太子 を 捨てて 終に 皇太子 

タテ マツ  ソノ 十キ シ パラク フ キヨ チリ  シジ フニ チ  テン  マへ  タ  マヲ 

にす ゑ 奉りき。 其 時 暫不許 也ければ、 四十 日まで 殿の 前に 立ちて 申しけ 

タグ ヒ  チウ レツ  ミン チリ  ク ワウ ゴゥサ キノ タイ シ セ  ゥ  タマ 

ると ぞ。 類な き 忠烈の 臣也 ける にや。 皇后 前 太子 責められて 失せ 給 ひに 

チン リャゥ  ヤス  タイ シ  クチ  ヅヰ ガウ ァ  シュ ダウ テン ワウ  マヲ 

き。 怨靈を 安 めら れんた めんに や 太子 は 後に 追號 在りて 崇道 天皇と 申す 

(光仁 卽 位の 始 云々、 彼 所 生の 皇子 早 莨の 親王 太子に 立 給 ひき) これ は 誤りで ある。 井上 內 親王が はじめ 妃 として ゐらせ 

テサ へ 

られ、 天皇 御 即位と 共に 皇后と なられた こと は 相違ない が、 その 御子 は他戶 親王で ある。 この 親王 は 寶龜ニ 年 正月に 

皇太子に 立 たれた が、 寶龜 三年 三月に 井上 內 親王 は 巫蠱の 事に よって 皇后の 位を廢 せられ、 それによ りて 他戶 親王 も 

太子 を^せ. られ、 大和 國宇智 郡に 幽閉せられ 給うた。 早 良 太子と いふの は、 桓武 天皇の 同 母 弟で、 桓武 天皇の 即位と 
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同時に 桓武 H<,M のな 太子に 立た るるので ある。 しかし この 太子 も 延曆四 年 十月に 廢 せられた ので ある。 この 二人の 皇 

太子 共に 光仁の 皇子で 共に 駿 太子で あるから、 ふと 混同せられ たので あらう。 

(然る を 百 川の 朝臣 此 天皇に 受 次がし め 寒らん と 云々) この 百 川の 行った 事 はもと より 他戶 親王の 餒 せられた 事と 關聯し 

たので ある。 この 程の 事 は 正史に も 何も 傳が 無い。 水鏡に は 委しく 書いて ゐる。 しかし、 かの 水鏡の 傳 は虚赏 取り 交 

へて 寄いて あるから、 その ま \ 信ずる 事 は出來 ぬ。 この 天皇の 立太子 は 寳龜四 年 正月で ある。 

(皇后 前 太子 賫 めら れて 失せ 給 ひに き) 井上 廢后 他戶廢 太子 は 大和 國宇智 郡 沒官の 宅に 幽閉 せられて、 寳龜六 年 四月に 共 

に 逝去 せられた。 

(怨靈 を 安 めら れんた めに や 太子 は 後に 追 號在リ 天皇と 申す し 井上 內 親王の 御 墓 は 寶龜九 年 正月に 勅使 を 遣 はして 改葬せ 

しめられ、 延曆 十九 年 七月に 皇后の 位に 復 せられ * 其の 墓 を 山陵と 稱 せられた。 しかし 他 戸 太子の 事 は^えない。 崇 

道 天皇と あるの は 早良廢 太子の 事で あるが、 この 方 もこの 井上 內 親王と 同時に 崇道 天皇と いふ 追稱 と、 その 御 墓 を 山 

陵と 稱 する こと、 せられて、 日本 紀 略に は 並び 書して ゐる。 この 點 から 混同 を 生じた ので あらう。 但し 早 良 親王 は 淡 

路に 流された の で、 山陵 も淡路 にある。 なほ 井上 內 親王と 他 戶 親王との 靈を 慰めん が爲に 大和 國宇智 郡に 镞安寺 を 逑 

てられた が、 それ も 現に 存 する。  . 

力 ノト トリ  トシ ソク ヰ  ミヅ ノエ ィヌ カイ ゲン  ハジメ  ヘイ ゼィ  ャマ シ&  ナガ チ^  ゥッ 

. 辛 酉の 年 即位。 壬 戌に 改元。 始は平 城に まします。 山背の 長 岡に 移りて 

ジフ ネンパ カリミ ヤコ  マ タイマ  ヘイ アン ジャゥ ゥッ  ャマシ a  クニ，  ァ ラタ  ャマ シロ 

十 年 計 都な りしが、 又 今の 平安 城に 移さる。 山背の 國をも 改めて 山城と 

ィ  エイ タイ  タマ  ム 力-》  シャゥ トク タイ シ ハチ チカ 

云 ふ。 永代に か はる まじく なん はから はせ 給 ひける。 昔、 聖德 太子 蜂 岡 

ノボ  タマ  ウタ マサ . イマ  ミ ヤコ ミ ノゲラ  シ ，ジン サゥ ォゥ  チ チリ  ヒ ヤクシチ ジフ ョ ネン 

に 上り 給 ひて §ほ 。これ 今の 城 を 見廻して、 四 神 相 應の地 也。 百 七十 餘年ぁ 


りて、 t を 移されて、 か はる まじき 所 也との 給 ひけり とぞ 申し 傳 へたる。 

ノノ キン キ  マ タス ジフ f フ ェキ ミヤ コ ナ  マコ，. ト ワウ キサ ウォ^  ,フ ドチ， - 

ルぎ 紀も たが はず、 又數 十代 不易の 都と 成りぬ る 誠に 王 氣相麼 の 福 地 

たるに や。 

(辛 酉の 年卽 位) 辛 酉 は天應 元年で、 この 年 四 月 一二 日光 仁 天皇の 讓 位が ぁリ、 即日 この 天^ 即位せられ た。 

(壬戍 に 改元) 天 應ニ年 八月 十九 日に 延曆と 改元せられ たので ある。 

(始は 平 城に まします。 山背の 長 阀に移 リて十 年 計 云々) 延暦 三年まで、 平城宫 に まし まし、 その 十一 n に 山城 31 お！： 

の 京に 遷り給 ふ。 延曆 十三 年まで 長 岡 京に まし ましたが、 その 年 十月に 山城 為 野 都 宇 太 村に 營 まれた 新 京に 移られた。 

これが 所謂 平安京で、 明治の 初まで 動かされなかった 京都で ある。 

(山背の 國をも 改めて 山城と 云 ふ) 山城 は古來 山背と 書いて 來 たが、 この 延暦 十三 年の 遷都の 時に 詔あって、 國號を 山城 

の 文字に 改め、 京 を 平安京と 定められた。 ■ 

(昔 聖德 太子 蜂 岡に 上リ給 ひて 云々) 蜂 岡と いふの は太秦 の廣隆 寺の ある 所で ある。 その 地に 秦河 勝が 建てた のが 廣隆寺 

である。 今 こ  に 書いて ある 事 は 廣隆寺 由来 記に よった ので あらう か。 それに よれば、 太子が この 地に 假に宫 殿 を 造 

リて 居まして のた ま はく 「我 是 ところ を 見る に、 地靈 に、 形す ぐれた"。 南は豁 開けて 朱 雀、 地渺々 たり。 北 は m 塞 

し ャ 玄武、 条^々 たり、 東に は靑 龍の 河 あり、 西に は 白 虎の 路を 通ず。 e: 祌相應 じて 北闕を 擁護す。 K に是れ 扶桑 無 

二の 勝 境 也。 我 歿して 三百 歳の 後、 一 の聖皇 有りて 再、 都 を 此に遷 し、 釋典を 興隆せ む。 苗裔 綿々 として 舊 軌を墜 さじ。 

須 らく 是 我が 後 身た る を 知るべき 也」 とあって、 その 下に 「今の 平安 城是 也。 太子 赏寺を 創む る 時 豫め當 來の事 を 記 

す こと 此の 如し」 と ある。 この 山來 記の 記述 は 或は 本書より 後 かも 知れぬ が、 以上の 傳說は 古い もので あらう。 その 

r 事 は 太子 傳曆に 要 を 摘んで ある。 その 語 は 「吾 此地を 相る に、 國之秀 也) 南 開け 北 塞り、 南 を 陽に し、 北 を^に し、 河 

其 前を徑 りて 東 流して 順 を 成し、 高嶽之 上、 龍窟宅 をつ くり、 常 臨んで 擁護す。 東に 鲩神 在り、 西に 猛靈を 仰ぐ、 二 
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百歲の 後、 一 の聖皇 有りて 再び 逮 りて 都と 成し、 釋典を 興隆し、 苗 胤相續 して 舊軌 を墜 さじ。」 と ある。 

(四 神 相應の 地) この 事 は東靑 龍、 南 朱 雀、 西 由 虎、 北 玄武と 云って、 天の 星宿 を 四方に 分ち て 見た 時の 形象に 基づいた 

名稱 であるが、 これ を 地上に うつして、 地相の 語と して、 上に 言って ある 如き 地形の 場合に 四 神 具足と か 四 神 相應と 

か いふので ある。 

ハ S 七十 餘年ぁ リて都 を 移されて 云々 リ これ はかの 由來 記に 三百 年、 太子 傳曆に 二百 年と あるのに 違 ふ。 而 して、 かの 推 

古 天皇 十二 年から、 この 延麼 十三 年まで は 百 九十 年で ある。 しかし、 また 如是 院 年代記に は 「昔 聖德 太子 登 一 即 

記., 此地 一 曰 四 祌相應 之 地 後 百 七十 年！ ？s レ爲ー 一 帝都 こと ある。 本書 はこの 年代記と 一 致す る 點が少 く 無い ので あるから、 恐 

らく はこ  >- も それと 同樣の 理由に よる もので あらう。 

(王 氣相應 の IS 地) 帝王の 氣 象に 相 應 したよ き 地の 義。 福 地 は 福德を 生ずる 土地の 意で、 佛 鯉の 語で ある。 


「弘」 底本 「佛」 

に 誤る。 他 本 

によりて 訂 

す。 


n ノ チン ワウ ォホ キ 


ェ ン リャク 二 ジフ サン ネン 


1 アン ケフ 


n ゥ パフ 


チヨ ク ゥ 


此 天皇 大に佛 法 を あがめ 給 ふ。 延曆 二十 三年、 傳敎、 弘法、 勅 を 受けて、 

タウ  ヮタ  タマ  ソ ノト キス ナ ハチ タウ テゥ  ッカ t  ッカ  タ イシ サン ギ サ ダイ ベン ケン ヱチゼ ンノカ ミフ デ 

唐へ 渡り 給 ふ。 其 時 則 唐朝へ 使 を 遣 はさる。 大使 參議左 大辨兼 越 前 守 藤 

ハラ ノカド ノ マロ  ァ ソン ナリ  デン ケフ  テン ダイ  ダウ スヰ クヮ シャゥ ァ  ヅノ シゥ  ォ ナジ 

原 葛 野 丸の 朝臣 也。 傳敎は 天台の 道 邃和尙 に 相 ひて 其宗 をき はめ、 同き 


タイ .> 


.モ 


キ テゥ 


n ゥパフ ナホ カノ クュ 


ト*ト マ 


タイ ドウ ネン ヂゥ 


力へ 


一十 四 年、 大使と 共に 歸朝 せらる。 弘法 猶彼 國に留 りて 大同 年中に 歸リ 

o 

タマ 


給 ふ _ 


(此 天皇 大に佛 法 を あがめ 給 ふ) この 事 は 元亨釋 書の 資治 表の 此 天皇の 御代の 部 を 見れば、 明かで ある。 ことに 傳敎 弘法 

ニ師の あら はれた 事 は 著し い 現象で あるから、 次に それ を あげて ある。 


二十 一二 年傳教 弘法 勅 を 受けて 唐へ 渡 リ給ふ 、云々) 元来 これ はこの 時の 遣唐使が 主で、 それに 俘 はれて この ニ師も 

唐へ 渡った ので ある。 その 渡 唐す るに つけて はもと より 勅許がなければ ならぬ ので ある。 この 時の 造 唐 使 は 延^ 二十 

^八月に 任命せられ たもので、 サ 使 は 藤 原莴野 麿、 副使 は 石 川 道 益 判官 は 菅原淸 公であった。 二十 二年^ 月に 節 刀 を 賜 

はり 出發 したが、 風波の 難に 遭って 船が こ はれ、 五月に 一旦 節 刀 を 奉還し、 二十 三年 七月に 再び 出發 した。 而 して 二 

十四 年 七月に 歸 朝した。 

(傳 欲) これ は僧最 澄の 謚傳敎 大師 を 以て 稱 へたので ある。 近 江の 人で、 十二の 時 出家した。 延曆 二十 一年に 唐に 赴レて 

佛 法を學 ぶこと を 詔して 許された。 二十 五 年 七月に は 判官 菅原淸 公の 船に 乘 つて 唐に 赴いて、 天ム 口山 國淸 寺に 至って 

道 邃和尙 に 逢うて 天 ムロ宗 の 敎法を 受け、 二十 四 年に は 大使 藤 原 葛 野 麿の 舶に乘 つて 歸 朝した。 なほこの 入の 事 はドの 

嵯峨 天皇の 條に見 ゆる。 

「弘法) これ も佾空 海の 謚 弘法 大師 を 以て 稱 へたので ある。 讚岐の 人で、 十八の 年 出家した。 後 密教の 鸫を 得て これ を究 

めようと いふ 志 を 立て、 同じく 勅許 を 得て、 同じく この 時の 遣唐使に 伴 はれて 唐に 行き、 靑龍 寺の 禁果 阿闍 梨に 京レ 

て學ん だが、 この 遣唐使の 歸 朝の 時には 伴 はずして 殘り、 後平 狨 天皇の 大同 元年 八月に 歸 朝した。 この 人の 事 も 下の 

嵯峨 天皇の 條に見 ゆるから、 そこでな ほい ふ 事に する 1 

コノ トキ トウ ィ ホン ラン  サカ ノウへ  タ ムラ マ a  セ イイ タイ シヤゥ ゲン  ク， 力, 

此時 東夷 叛亂 しければ、 坂 上の 田 村 丸 を 征夷 大將 軍に なして 遣され しに 

コ トゴ トク タヒラ  力へ  コノ タム ラマ 口  プヨ ゥヒト  スグ  ハ i メ  no ヱ 

悉 平げ て歸り まう でけ り。 此田村 丸、 . 武勇 人に 勝れたり き 初 は 近衛 

シャゥ ゲン  セゥ シャゥ  ゥッ  チウ.； ソャゥ  テン  I- ゥ ニン  オン トキ  タイ シャゥ  ァガ  、 

の將監 になり、 少將に 移り、 中 將に轉 じ、 弘 仁の 御 時に や、 大將に 上り 

大納言 を 懸けたり。 文 を も 兼ね たれば にや 納 言の 官 にも 上りに ける。 子 
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孫 は 今に 文士に てぞ傳 はれる。  •  • 

(此時 東夷 叛亂 しけれ ぱ 云々) 蝦夷の 叛亂 はこ の^に 甚 しくな つたので、 桓武 天皇 はこれ を 平定せられ たので ある。 それ 

であるから r 桓武」 とい ふ 御 謚號も 奉られた 譯 である。 

(坂 上田 村 丸 を 征夷大将軍に なして 云々) 坂 上田 村 丸 は莉田 麿の 子で ある。 延曆 十三 年に は副將 軍と して 蝦夷 を征 した。 

延暦 十六 年に は 征夷 大將箪 に 任ぜ もれた。 延曆 二十 年に は 更に その 掃蕩 を 企てられて、 詔して これ を 伐た しめられた" 

二十 1 年に 之 を 平定して 歸り赛 した。 この 年の 東夷 征伐の 事 は 永く 後代に 傳 はって ゐ るか. ら、 1 々 あ、 ぐるに 及ぶ ま い。 

(初めは 近衛の 將監 にな リー K々) 將監は 近衛 府の 判官で ある。 この 人の 武功 は 人口に 膾 炎す るが、 その 官途 はこ >- にあげ 

て ある 通り、 颇る榮 建して、 嵯峨 夭 皇の弘 仁 二 年、 正三位 勳 二等、 大納言 兵 部 卿 右近 衞大將 の官に 居して、 五十 四^ 

で薨 じた。 

(文 を も 兼ねた れぱ にや 鈉 首の 宜 にも 上リ にけ る。 子孫 は 今に 文士に てぞ傳 はれる) 田 村 麿 は 武人の 典型と して 世の 仰ぐ 

所で あるが、 文官と しても 重職に つ いて 大納言まで も 上 つ た。 その 前に も 刑 部 卿、 參議、 中納 言の 官に歷 任して ゐる" 

然れば 政務に も 通じて ゐた 事で あらう。 元來 この 坂 上 氏は應 神の 御世に 來靭歸 化した 阿知 使 主 (後 漢の靈 帝の 子孫) 

の 後で、 元來 朝廷の 史官と して 記錄を 掌って 來た 家柄で ある。 田 村 暦の 曾祖父 大國、 祖父 犬 養、 父^ 田 麿と 代々 武^ 

を 以て 奉 事した 爲 に、， この 武勇の 人 を 生じた ので あらう が、 もとく、 文事 を 世 業と した 家で あるから 子孫に は 明 法 

博士と なって、 所謂 法 家と なった、 坂 上 明 兼、 中原 明 基な どが その 著しい ものである。 

チン ワウ テンカ  チサ  タマ  n ト  ユジ フシ ネン  シ チジフ サイ ォマシ マ  > 

天皇 天下 を 治め 給 ふ 事、 二十 四 年。 七十 歲 御座し き。 

鲁 

(七十 歲 御座し き) 延曆 二十 四 年 三月 十七 日の 崩御で あるが、 日本 後紀に 「泰秋 七十」 と ある。 


「漏」 底本 「滿， - 

とす、 他 本に 

よりて 改 む。 


ダイ ゴ ジフ イチ タ- 
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ワン ム ダイ イチ 


ワウ タイ ゴゥ フヂ 


オト ム 


第五 十一 代、 平 城 天皇 は桓武 第一 の 子。 御 母， 皇太后 藤 原の 乙牟 漏、 贈 

ズ イジ ヤゥ ダイ ジン ヨシ ッグ  ムス メ十リ  ヒノ エイ ヌ  トシ ソク ヰ  カイ ゲン  ヘイ アン グゥ  マ-、 一 マ 

だ 政 大臣 良 繼の女 也。 丙 戌の 年 即位 改元。 平安 宮に 御座す。 

テンカ  ヲサ タマ コ トヨ トセ タイ ティ ュヅ  タイ シャゥ テン ワウ マチ  ヘイ セィ キゥ 

天下 を 治め 給 ふ 事 四 年。 太 弟に 譲りて 太 上 天皇と 申す。 平 城の 舊 

都に 歸 りて すませ 給 ひけり。 

(丙 戌の 年卽 位、 改元) 丙 戌 は延曆 二十 四 年で、 その 三月 十七 日に 桓武 崩御、 同日 踐祚 あって、 五月 十八 日に 即位、 同時 

に 大同と 改元 せられた。 

(平安 宮に おはします 云々) この 注の 趣 は、 今まで 代々 遷都が 在った から、 御代々 に 都の 事 を 注した が、 平安京が 出来て 

から、 遷都が なく、 御代々 平安京に おはし ますから、 この 以後に は 一 々その 事 を 注さない とい ふので ある。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 四 年 云々) 大同 四 年 四月 一 日に 讓 位あって、 皇太 弟御 即位あった。 「太 上 天皇と. S. す」 もこれ は 當然の 

事で 1 々申し 上ぐ るまで もない 事で ある。 

(平 弒の舊 都に 鑤リ てす ませ 給 ひけ リ) この 天皇の 平 城の 舊都を 愛せられた 事 は 國史に 明記して ある。 日本 後紀に 「大同 

四 年 四月 天皇 遂傳レ 位、 避 一 I 病 於數處 1 宫 一一 于平城 こ と 見えて ゐる。  * 


ナイ シノ カミ フヂ ハ 


ス y  n 


チョウ 


ソ ノオト ゥト サン ギ ゥ t ャ ゥヱノ カミ ナカ チリ トウ マチ 


ス ス 


尙侍藤 原 の藥 子を寵 しまし ける に、 其 弟 參議右 兵 衞督仲 成 等 申し 勸 め て 

* ケキ ラン  コト ァ  タ ムラ マ 口  タイ シャ ゥグン  ッヰ タウ  へ ィ セィ ィ クサ ャプ 

逆 亂の事 在りき。 田 村 丸 を大將 軍と して、 追討せられ しに、 平 城の 軍 敗 

シ ャゥク ワウ シュ ッケ  タマ  ミ TI トウゲ ウタ 力 チカ  シン ワウ  ス  ォ十  シ ュッケ 

れて 上皇 出家せ させ 給 ふ。 御子 東宮 高 岳の 親王 も 捨てられて 同じく 出家 
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「如」 宇 底本 

「女」 とす：^ 群 

北 W 等 諸 本 

による， - 


「寅」 底本 「刀」 

とす o 


n ゥ ボフ タイ ミ  ティ シ  シン ニョ シン ワウ  マテ  コレ ナリ  クス リコ  ナカ ナリ トウ  チウ 

弘法 大師の 弟子に なり、 眞如 親王と 申す は是 也。 藥子、 仲 成 等 は 誅にふ 

o 


シ ャゥク ワウ ゴ ジフ イチ サイ マ シマ 

しぬ。 上 


」皇 五十 一 歲 御座し き。 


(尚 侍 i の 難 子を寵 しまし ける に 其 弟 云々) 藥子は 桓武の 朝の 中納言 種繼の 女であった。 これが、 この 上皇に す、 めて 

位に 復 して 都 を 平城京に 遷さ うとい ふ 事 を 申し上げた。 この 裏面に は 仲 成が あった。 この 遷都の 事は當 時の 人心 を甚 

しく 動した ので 弘仁 元年 九月に 詔あって、 三關を 固め 仲 成 を 執へ 藥 子と 仲 成と を 返く る 旨 を 仰せられた。 そこで 上， M 

は 東國に 赴かう とせられ c、 諸 司 並に 宿衛の 者が これに 從 つて 行った。 天皇 は 坂 上田 村 麿に 命じて、 これ を^め しめ 

られ た。 上皇 はこれ を 聞かれて 宫 にかへ りて 出家せられ、 藥子は 自殺し、 仲 成 は 京都で 殺された。 • 

(御子 東宮 高 岳の 親王 も 捨てられて 同じく 出家) 高 岳 親王 は 平 城の 長子で、 大同 四 年 四月 十 四日、 嵯峨 天皇 即位の 翌日 皇 

太子に 立 たれた が、 上の 亂で、 弘仁 元年 九月 十一 一一 日に 皇太子の 位を廢 せられた。 後出 家して 眞 如と 號 せられ、 弘法 大 

師の 弟子と なり、 東大寺に 居られた が、 貞觀 三年に 上奏して 支那に 渡り" 更に 西遊して 印度に 到らう とせられ たが、 

途羅 越國で 虎に 害せられて 終られた。 これが 日本人の 印度に 到らう として 實 行した 最初で ある。 

(上皇 五十一 歳 御座し き) 天 長 元年 七月に 崩御〕 御 年 は 類聚 國史に 赤 秋 五十 1 と ある。 この 天皇の 名 を 平 城と 申し 上ぐ る 

. の は 平弒宮 を 愛して そこに 住せられた からで ある。 類聚 11 史に 載す る諫に 「畏 哉讓 レ國而 平城宮 御座 志 天皇」 と ある。 


■ ヮンム ダイ ュ 


《イセ イド ゥボ 


オト ゥ トナリ 


ダイ ゴ ジフ ュ ィ  ダイ -ー ジフ ク セィ  サガ テン ワウ 

第五 十二 代、 第二 十九 世、 嵯峨 天皇 は桓武 第二の 子、 平 城 同 母の 弟 也 A 

タイ ティ  タ  タマ  ツチ ノト ゥシ トシ ゾクヰ  カノ エトラ  カイ ゲン 

太 弟に 立ち 給 へ りしが、 己 丑の年 即位、 庚 寅に 改元。 


(太 弟に 立ち 給 ヘリし が) 大同 元年 五月 十九 日に 皇太 弟に 立 たれた。 

(5 丑の年 卽位) 大 间 四 年 四月 一日に 受禪 践祚、 十三 日に 即位あった。 

(庚 寅に 改元) 大同 五 年 九月 十九 日に 弘 仁と 改元。 


「ける」 底本 

「け り」 とす。 

他 本に よる。 


「ありけ り 橘 一 

^ 本 「在 ル權」 

とす、 他 本に 

よりて 改 む。 

「ねむ ごろ」 底 

本 「念 比」 に 作 

る。 梅 あによ 

る o 


n ノ テン ワウ ェゥ ネン 


,ク シ m 


シ ョ ぞ 


タマ 


タケ ン * ショウ タイ 


キヤ ク 


此 天皇 幼年より 聰明に して、 讀書を 好み、 諸 藝を習 ひ 給 ふ。 叉 謙譲の 大 

ド  クワン ム  ミカ ド  ショウ ァ イブ サゥ  n  オハ シマ  チヨ クン 

度 もまし ましけ り。 桓武の 帝、 鍾愛 無雙の 御子に なん 御座し ける。 儲 君 

o  o 

キ タマ  チチ  ミ カド ケィ タイ  コ メイ 

に 居 給 ひける も 父の 御門 繼體 のために、 顧 命し まし^-け るに こそ 

式なん ども 此御 時より 撰び 始められ にき。 又 深く 佛法を 崇め 給 ふ。 先 世 

ミノ  ノ クニ カム ノ  ィ  トコ P  タフト ソゥ  キク タイ コゥ  サ キノ ョ  キフ 

に 美 濃國神 野と 云 ふ 所に 貴き 僧 ありけ り。 鬧大 后の 先 世に ねむ ごろに 給 

ジ  カン  ァ匕 トモ  サイ タン  オン イミ ナ  力. ムノ  マチ  ジ ネン 

仕し ける を 感じて 相 共に 再誕 ありと ぞ。 御 諱を神 野と 申しけ る も 自然に 

カナ 

叶へ り。 


サ キノ ョ 


(此 天皇 幼年よ リ 聰明に して 云々) この 事 は 日本 紀 略に 見 ゆる。 その 文 「幼、 聰. 好讀レ 書及& 博 S 史 一 害 賜 レ文妙 一一 草 S 

神氣ぉ 立、 有-人君 之 量 1 天皇 尤鍾 愛也」 と ある。 

(儲 君に 居 給 ひける も、 父の 御門 繼體 のために 顧 命し ましく ける にこ そ) この 事 は いづれ の史 にも 見えぬ。 伹し、 日本 

後紀の こ の 天皇の 御 S の はじめの 部 は 佚して 蓐 はらない ので あるから、 その 部に 載せて あつ た 事 かと 思 はるる： 


卷ニ 嵯峨 天皇 


神皇 正統 記述 義   .  二 七 四  

(格式なん ども 此御 時よ リ 撰び 始められ にき) 格 は 律令 制定 後、 律令の 實施 又は 變 更に 關 して 發 布せられ た 臨時の 詔勅 及 

び 太 政^: 符を いひ、 又 それら を 集めた 書 を もい ふ。 こ に は その 政 書と しての 格 をい ふ。 式 は. 今の 語で いへば 法令の 

施行 細則 や 事務 规 程の やうな ものであるが、 こ X に はこれ も それら を 集めた 書 をい ふので ある。 わが 朝で 格式の 成 書 

を 撰せられ たの は 弘仁格と 弘仁 式と が はじめで ある。 弘仁格 は 1 部十卷 あって、 大寶 元年から 弘仁十 年までの 格 を 編 

輯 した ものて、 弘仁十 1 年 s: 月 十一 日 大納言 藤 原夂. 一嗣 等が 奏 進した。 弘仁式 は 格と 共に 編輯し、 弘仁 十一 年 1： 月廿ニ 

日に^ 進した。 しかし この 弘 仁の 格式 は 昔の 形の ま.^ に 今 は傳^ わて ゐ ない。 格 は貞觀 格、 延喜 格と 共に 併せられて 

類聚；： 一代^と して 傳 はり、 式 は延喜 式の 内に 攝 取せられ た。 

(又 深く 佛法を 崇め 給 ふ 云々) この 事 は文德 實錄、 嘉祥 三年 嵯峨 太^ 太后 崩御の 際の. 記事 中に 「故老 相傳、 伊豫^ 紳^ 郡 

^も， 一お^ 名 灼然者 1 稱爲 _| 聖人 一有-弟子 名 上 仙 1 住-止 山 顶 1 精進 練 行、 過 II 於 灼然？ 諸 鬼 祌等呰 隨-頤 指？ 上 仙 筘從容 語， I 所 

親 橙 越 1 云。 我 本 在-人間 1 有 T 同-天子 1 之 尊よ 多受 -快樂 f 爾時作 _ 二心 1 我當來 生得, 作， 子、 我 余 出家 常 治， 1 禪病 1 雖 A 遣- 餘習 1 

お 分 狱殘我 如爲- 天子 1 必以 _| 郡 名 1 爲 -I 名字？ 其 年上 仙 命 終。 先， 是郡下 橘 里 有-孤 獨姥 1 號， 1 橘嫗 1 傾， 1 盡 家産 1 供， 1 養 上 仙 4 上 仙 - 

化 去 之 後姬得 11 審問 一 泣 涕横流 云、 吾與， 1 和^ 1 久爲& 越 T 願 在， I 來生 i 俱會. - 1 處 1 得， 一 相 親近？ 俄 而嫗亦 命 終。 其 後 未， 幾、 

灭皇 誕生、 有-乳母 姓 神 野 T 先 朝 之 制 毎- 1 皇子 生 1 以, I 乳母 姓 1 焉。 故 以= 神 野 Iff 天皇 諱 1 後以 S 都 名 同, 一 天皇 諱 1改_| 名 新 S 后 ， 

時 夫人 號 一一 橘 夫人 i 所謂 天皇 之 前身 上仙是 也。 橘 嫗之後 身 夫人 是也」 と あるに 依った こと は 確かで あるが、 こ-に ポ^ 

國と あるの は 伊豫 國の覺 違で あらう。 靈異記 ド卷の 末に も 同樣の 話が あるが (橘 夫人の 事 は 無い〕 それにけ 伊 與國神 

野鄕と あり、 又 その 行人の 名 を 寂 仙と して ゐる。 しかも 天皇の 御名 を 賀美能 天皇と して ゐる。 美 濃 國に神 野 郡と いふ 

の は 古今に なく、 伊豫 國神野 都 は 大同 四 年 九^に 天皇の 諱に觸 るると いふ 事で 新居 郡と 改められた 事 は 日本 紀 略に 見 

ゆる。 しかし、 この 傳說 はもと より 附會 の說 で、 はじめは 靈異 記の やうな 說 であって、 それが、 一層 嵩 じたので あらう。 

祌 野の 御名 はもと より、 御 乳母の 姓 をと つてつ けられた ものに 相違な いので ある。 

(說) これから この 御世に 佛 法の 弘 まった 事 をい ふので ある。 先づ 新興の 天ムロ 眞言 ニ宗の 事から はじむる。 

デ ン ケフ  n ゥボフ リャゥ ダイ シ. タウ  ヅタ  タマ  テン タイ シン ゴン  リャ ゥシゥ - n ノ  i ョ 

傳敎、 弘法 兩 大師 唐より 傳 へ 給 ひし 天台 眞言の 兩 宗も此 御代より こそ 弘 
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「とも 云 ふ」 底 

本 「也 」 とす、 

梅 本に よる。 

「謁」 底本 「詣」 

とす。 他. J4- に 

よる。 

「溢」 底本 「謚」 

とす。 梅 白 二 

本に よりて 改 

む。 

「こ X ろみ 一 底 

本 「心 見」 に 作 

る。 白 あによ 

りて 假名と 


「さし I 底本 

「指」 とす。 梅 

本に よる。 


ェ ザン 


まり 侍り けれ。 此 兩師、 直なる 人に おはせ ず。 傳敎 入唐 以前より 比锻山 

ヒラ  レン ギヤ ゥ  イマ  コ ン ボン チウ ダウ  チ  t  シタ 

を 開きて、 練 行せられ けり。 今の 根本 中堂の 地 を 引かれけ るに、 八の 舌 


カギ 


テン タイ サン 


っホ 


ある 鎰を 求め 出で て、 唐まで もたれけ り。 ロ^に 上りて、 智者 大師, お 口 


タイ  シャゥ トウ ダウ スヰ クヮ シャゥ ェ 


シゥ  ナ 


^^M. 六 代の 正統 道 邃和尙 に 謁して、 .其宗 を 習 はれし に、 彼 山に 

o  o  o  o  o 

5 シ.？ - キ ジャク  コノ カタ カギ  ゥシナ  ヒラ  ヒ トツ  クラ ァ  コノ カギ 

智者 歸 寂より 以來鍵 を 失 ひて 開かざる 一 の藏 在りき。 こころみに 比鎰に 

r  o  O  O  O  o 

ァ  イチ サン  カツ カウ  ョ  イツ シゥ 

て 開けら るるに とど こ ほらず。 一山 こぞり て渴 仰し けり。 乃 匁て 一宗の 

A^^.:^'/ ト * コロ  ぶ  リノ  ノチ .ジ 力 クチ ショウ リャ ウタ イシ マ タニフ タウ  テン 

奥義 殘る 所な く傳 へられた りと ぞ。 其 後慈覺 智證兩 大師 又 入唐して、 天 

タイ シン/ コン  キハ，  ナラ  エイ ザン  ヒロ  カノ モン フ ウイ ョ， \ サ カリ ナ  テンカ 

台 眞言 を 極め 習 ひて 釵 山に 弘 めら れ しかば、 彼 門 風彌々 盛に 成りて 天下 

^»  y  _^  P タ, ゥ コ クミ タ  キヤウ ケ ゥォホ  ゥ  ダウ スヰ  シ ダイ  ァタ  ギ 

に^ 布せ り 唐 國亂れ しょり 經敎 多く 失せぬ。 道邃 より 四 代に 當れ る義 

^ク^- ィ A  ヒト  タダ クワン ジン  ッタ  シ ウギ  アキ  コトタ  ゴ X ン 

寂と 云 ふ 人まで 只觀心 を傳へ て 宗義を 明らむ る事絕 えに ける にや。 吳越 

Is. ク  チ^  ワウ ：， ，- キゥ  コノ シゥ オト P  コト ナゲ  シ シ ャジフ ニン 

画の 中 &王雄 msl" し蕻 Is" 。東 此 宗の衰 へ ぬる 事 を 歎きて、 使者 十 人 を 

vi^^-KP  , オ^ \  t, ゥ /アン * モト  - コ トゴト ゥ ッヲハ  力へ  ギ . ジャ クコレ ,i 

さして 我 朝に 送り 教典 を 求めし む。 悉く 寫し畢 りて 歸 りぬ。 義寂是 を 見 


^二 嵯哦 天皇 


二 七 五 


I 祌皇 正統 m 述 義  ,  ,  二 七 六 

アキラ  サラ  コ ノシゥ  サイ コゥ  モ &コシ  ゴ ダイ  ゥチ  コゥ タウ  ス エサ マ  ヮガ 

明めて 更に 此宗を 再 輿す。 唐に は 五代の 中、 後 唐の 末檨 なりければ、 我 

テゥ  • ンュ ジャク テン ワウ  ミ ョ  ァタ  二 ホン  力へ  ヮタ  シゥ 

朝に は 朱 雀 天皇の 御代に ゃ當 りけん。 日本より 返し 渡した る宗 なれば > 

コノ クニ  テン f シゥ  力へ  ホン  十リ  オヨ ソ.？ プン ケ フカ ノシゥ  ヒ ミツ  ッタ 

此國の 天台宗 は歸 りて 本と なれる 也。 凡傳敎 彼宗の 秘密 を傳へ られ たる 

事 も llfSIS ず 悉く 1 宗の論 疏を寫 し 國に歸 れる事 も itflf^ 異朝 

の 書に 見えたり。 

C. 傅敎 弘法 兩 大師 唐よ リ傳へ 給 ひし 天台 眞言の 雨 宗も此 御代よ リ こそ 弘まリ けれ。 此兩 大師 直なる 人に おはせ ず) これ は 

これから いはう とする ことの 冒頭で ある。 「直なる 人に おはせ ず」 とは佛 菩薩の 化身と か いふべ き 英傑で あると いふの 

. である C 

(傳教 入唐 以前よ リ比截 山 を 開きて 練 行せられ け =0 傳敎 大師 は 年 十九の 時 延唇四 年に 比 叙 山に 上って 一 の草舍 をつ くり 

て、 そこに 居て 諸經 を讀ん だが、 七 年に 1 の 堂 を 建て これ を 一 乘止 觀院と 云つ.^。 これが 後に 延曆 寺の 根本 中堂になる 

ので ある。 

(今の 根本 中堂の 地 を 引かれけ るに 八の 舌 ある 鏺を 求め 出て て 唐 まても たれけ リ 云々) この 傳說 は傳敎 大師 行 狀に見 ゆる" 

曰 はく 「廿 三年 四月 入唐 之 間 得 一 I ー鎳鎰 1 隨， 身不 レ弃。 (中略) 大唐貞 元サ年 九月 到-合 州 天台 山 國淸寺 1會_ 一 逍^ 和^ 1( 中 

略) 相 語 云 昔 聞 を 者 師造宣 1 吾 寂 後 二百 餘歲從 >1 柬國！ 聖人 來、 弘_| 行 我 法 1 聖語不 &、. 今き II 此人 1 我 所- 1 披閱 1 法 門授與 

本 國闍梨 1 早 還-本朝 1 赏， 1 弘傳 1 即將 _1 於 大師 到， I 經藏戶 一伊 開， 鐡授 * 法文 上之處 藏鎰 已失不 ，能_1 求 出 1 歎息 之 間、 大師 從& ドー 

取.！ 鎩鎰 1 陳 一一 上 件 事 1 開 一 1 藏鎰 一七 合應 座、 モ彌 感即授 一一 與經論 こと ある。 いづれ も附 會の說 であらう が、 汎く 信ぜられて ゐた 

もの t. 見 ゆる。 但し この 發 見地 は 大師 行狀に はこの 鎰を 「所得 有 一 1 異說 1 或虛 空藏尾 云々 或 筑前國 博多津 云々」 と あるか 

ら、 本書 9. 說は 後出の ものである。  * 

(智者 大師 六 代の 正統 道 連 和尚) 智者 大師 姓は陳 氏名 は 智顗、 隋の 時天ム 口山に 於いて 所謂 天 ムロ宗 を 開く。 智者 大師 は隋鴆 


帝の 與 へた 尊稱 である。 智者の 後に 章 安、 法 華、 天宮 A 左溪、 荊 溪を經 て 道邃に 至る。 この 故に 六 代の 正統と いふ。 f 

邃に 傳敎が 台宗を 受け 晝夜 息まず 悉く 1 宗の論 疏を寫 して 歸 朝した 事 は 佛祖統 記に 明記して ある。 

(慈 BK) 慈覺 大師 は卣觀 六 年に 賜 はった 謚 である。 名は圓 仁、 下野の 人で ある。 年 十五に して 出家して 傳敎 大師の 弟子と な 

る。 承 和 二 年に 唐に 赴くべき 詔 を 請けて 五 年 唐に 赴き、 密敎を 受けて 承 和 十四 年に かへ り、 後延曆 寺の 座主と なる。 

(智證 ) 智證 大師 は 延長 五 年に 賜 はった 謚 である。 名は圓 珍、 讚岐の 人で、 弘法 大師の 甥で ある。 年 十五に して 延铎 寺の 

座主 義眞和 尙に附 いて 天ムロ 宗を學 ぶ？ 嘉祥四 年 唐に 赴くべき 勅 を 受け、 仁壽 三年に 唐の 商 舶に乘 じて 赴く。 天 古山 そ 

の 他に 於いて 梵 學密敎 等を傳 へて 天 安二 年に 歸 朝す。 貞觐十 年 阖狨寺 を 傳法灌 _m 道場と して 賜 はり、 同時に 天ム 主 

に 補 せらる。 わが 國の 天台宗 は傳敎 によって 傳 へられ、 慈 覺智證 によって 著しく 弘 まった ものである。 

(唐 國亂れ しょ リ理教 多く 失せぬ。 道！ I ょリ四 代に 営れ る義 寂と 一 K ふ 人 まて 只觀 心を傳 へて 宗義を 明らむ る 事 縮え にけ る 

に 云々) 義寂は 佛龃統 記に よれば、 道邃、 廣脩、 物 外、 一^ 诱、 淸竦、 義寂 となる から 五代に あたる ので ある。 而し てこ >, に 書 

いて ある 事 は 佛祖統 記に 明記して ある T 初 天 ムロ敎 迹遠自 一一 安 (祿) 史 (思 明) 挺亂 一 近從 一一 會昌 焚毁ー (武宗 の會昌 五 年に 寺院 

を 毀ち 鐽論 を 焚く) 殘編斷 簡傳者 無， 憑、 師每痛 念力 綱 一一 羅之？ (中略) 吳越 忠懿王 (中略) 以 問-一 韶 阈師？ 韶云此 ハ是敎 義可レ 

問-一天 合 寂師？ 王即召 (中略) 師曰此 出-一智 者 妙 去 一 自， 一 唐 末喪亂 一 敎籍散 毀 故 此諳文 多 在， 一海 外 f 於 レ是吳 越 王 遣，， -使十 人往， 一日 

本國 I 求 取- 1 敎典 1 旣囘。 (中略) 一 家敎 學鬱而 復興 師之カ 也。」 ■ 

(吳 越國の 忠^ 王 云々) 唐 亡びて 後 所謂 五代と なる が、 この間 海內 麻の 如く 亂れ、 中央に 所謂 五代の 興亡 ありし 外、 地方 こ 

も 亦 豪傑の 士割據 して 攻伐を 事と した。 その 著し いものが、 五代の 十國 である。 吳越國 は その 十國の 一 で、 梁の 太龃の 

時 錢鏐の 自立した のに はじまる。 錢鏐の 元年 はわが、 寬平七 年で、 その 死 はわが、 承 平 二 年で あるから、 わが 國の醍 

醐 天皇の 頃 天ムロ 敎學の 盛んな 時であった。 この 事 は釋門 正統の 義寂簿 等に も 見 ゆる。 

(五代) 唐が 衰 へてから 宋が 一統す るまでの 間に 後 梁、 後 唐、 後： 昔、 後漢、 後 周の 五代が、 三 五 年 乃至 十五 六 年 許で、 a- 

亡して 天下-の 亂れた 時代 凡そ 六十 年 程。 右の 次第で、 天 古宗は 日本から 支那べ 返し 傳へ たのであった。 

(凡 傳教 彼宗の 秘密 を傳 へられた る 事 も 云々) この 事 はこ  >- に. 注して ある やうに 佛祖統 記に 見えた ので ある こと. h 上に 

もい つた。 その 陸 淳の印 記の 文と 云 ふの は 佛祖統 記に 次の やうに 曰って ある。 「载元 二十 一 年 日本 國最澄 遠 あ t レ法 葸レ 

講受 レ誨、 晝 夜不， 息 盡寫， ニ宗 論疏 - 以歸、 將， 行詣， | 郡 庭 1 白-太守 - 求-  一 f 梦據。 太守 陸 淳嘉， -其 誠- 即署， 之 曰、 最澄閣 梨 

巒ニ 嗟哦天 皇  I  .   1  . 
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身^-^ 域 一 性 货 同， 源、 明敏 之 姿、 道俗 所， 敬、 旣 觀-- 光於 上國ー 復傳 -敎於 名資？ 邃公 法師 總- 萬 法 於 一心-了- -殊塗 於三觀 W 

而^ 泣 親 承 一-秘密 ー不， 外- -筌 蹄ー猶 慮-一 他方 學者未 T 能 S 信-一 受其說 一所 レ請印 記、 安 可 レ不レ 從。」 と而 して 佛祖統 記 はついで 曰 は 

く^ 旣泛 ，舸 東^ I 指- 一  山 天台 1 創 _ 一  一 刹 1 爲 -1 傳敎 1 化 風 盛 播學者 曰蕃、 遂遙 尊- 邃師爲 一一 始祖 一 曰 本 傳敎實 起-一 於此こ と 記し 

てゐる 。而 して この 陸^の 印 記の 文 は古來 本朝に も傳 へて， ゐる。 さて 「異朝の 書に 見えたり」 と ある は、 上に 注した i 

駔統 記に あるの を さした もので あらう。 この 書 は 五十 四卷 あって、 支那の 天ムロ 一流の 正史と 目 せらる、 ものであるが 

から 支那に わたっての 佛敎の 正史と 見るべき 書で ある。 宋の志 磐の 著した ものである。 本書の 著者 はこれ に f 通 

して ゐ たら レく、 盛んに これ を 引用して ゐる， 


「寅」 底本 「刀」 


「细」 底本 「叙」 

とす t 梅 本に 

よりて 改む。 


底本 「弘法. は」 


テン ヂク 


ヅ ゥ キタ 


ャド  9  ^  ホウ キ  ゴネン 

^ゼ は, i 蹈 のが^に 天竺の 僧 来りて 宿 を かり 給 ひけり とぞ 寳龜五 年 

キノ エトラ ロクグ ヮッジ フゴ -ーチ タン ジャゥ コノヒ つ フ ク., おび， グヮッ 1? - ーチ： |け ノ、。 1 い.^! iV 一 

キ甲^ 六月 十五 日に 誕生。 此日 唐の 大曆九 年 六月 十五 日に 當れり 不空三 

o  .5  r  ノ  x  .  r/  .  t ク  カジ  .K イク ワク ヮ シャゥ ヅゲ  ヮレ  ナン デ ヒサ シ/ -ケィ 

， リ おす。 きりて 雷 後^と ぎす^。  I は 慧果和 尙の告 にも 我と 汝と久 契 

你ぁ り。 観モ ％s をお めむ とおる も にや。 ぎ^の 時 も 或は 五 筆の 藝 

h,  3  ナ. f  r  ンン H ァ  タウ  シュ ジ ユン ソゥク ワウ ティ コト  ァフ  ラン  タ， マ も  o 

を 施し、 i んの雜 異在リ しかば、 唐の 主順宗 皇帝 殊に 仰ぎ 信じ 給 ひき 

^翳 S. は せの sks。 s  ^の^^ あり。 f 南 の 惟 上、 河北 

のギ義 ,11^  &ぼ の "惠が、 Eo^l ^龍の 義明、 日本の 空 海 

•  /  ョ、 ャ  コゥ パフ 

ギ ミヤ ゥ  タウ テゥ  クワン チヤ ゥ  ，、一  ♦»  f  -ia  i  m  o  i->T11* 

麵 1 義明は 唐朝に おきて 灌 頊の師 たる ぺ かりし 力 世 を 早くす ぶま 


シ ン ゴ ン 


シャゥ トウ ナリ 


の 三 字を脫 

す。 他 本铐ぁ 


はおお の^に 瀉 瓶たり。 iss£t 然れ ば、 眞言の 宗には 正統 也と 云 ふ 

べきに や。 是又 異朝の 書に EK えたる 也 3 


こ 


(弘法 は 母 懷胎の 始め 云々) 弘法 大師 は延喜 二十 一年に 賜 はった 謚 である。 姓 は 佐 伯 氏、 讚岐の 人、 名 は 空 海で ある 

の 母の 夢の 說は明 匠 略傳ゃ 元亭釋 書に は 見 ゆるが、 古い 傳 記に は 兑 えない。 後^生 じた 傳說 であらう。 

c: 突 亀 五 甲 寅 六月 十五 日に 誕生 云々) 寶鏃五 年の 誕生で ある こと は 寬平七 年の 贈 大僧正 空 海 和 上傳記 に 見 ゆるが、 不空三 

蔵の 後 身と いふ 說は 新しい もので あらう。 宽治 三年の 大師 御行 狀集 記に はかの 懷姙の 際の^ 相の 說が見 ゆる。 し 力し 

不空 三蔵の 後 身と は 見えぬ。 扶桑 略記の 寶龜五 年 六月 十五 日の 下に 「柑- 一 當大唐 大與善 寺 不空三 藏人滅 時-」 と 書レて 

. ゐる は、 こ- * と 同じ 說 明の 要に 供す る 爲と思 はるる から、 この頃に 旣に 生じて ゐ たらう。 

(且 は禁果 和尚の 告 にも 我と 汝と久 契約 あ リー K々) この 語 は 御行 狀集 記、 明 匠 略傳、 元亭释 書に も 出て ゐる。 

(渡 唐の 時に も 或は 五肇の 藤 を 施し、 樣々 の祌 異在リ しか ぱ 云々) 五 筆と はどうい ふこと か。 古今 著 聞 集に は 「弘法 大 i 

は 筆 を 口にく はへ、 左右の 手に もち、 左右の 足に はさみて 一同に si 筆の 字 を か >-れ けり。 さて 五 擎和佝 とも * なると 

かや」 と ある。 され どか 、る 事 ありうべきで ない。。 何 かの 訛傳 であらう。 

(彼 臻果は 箕首 第 七の 祖師 也 一 K々) 眞言 宗は 大日 如來、 金剛 薩埵の 次、 龍猛 菩薩 を 第三 祖 とし、 龍智、 金剛 智、 不空、 0 

果 とか ぞ ふる、 これ 東 寺の 傳 である。 

(弘法 は 六 入の 中に 溏 瓶た リ 云々) 瀉 瓶と は 佛敎の 語に、 敎 法を傳 承して、 遣 漏ない 事 を 水 を 別 器に うつす にたと へて レ 

ふので ある。 この 事 は 眞濟の 弘法 死去の 年に 書いた 空 海 僧都 傅の 中に 「故 吳殷纂 云 今 有 日本 沙門 來 求- 一 聖敎 ★ 所 レ學如 < 

瀉瓶 一 云々」 と ぁリ、 これが 次に 示す 如く、 吳殷の 募に 明かに 見 ゆる ことで ある。 

(臻果 の 俗 弟子 吳 殺が 纂の詞 ぁリ) 吳殷 とい ふ は 俗人で、 慧杲に 多年 師事した 門人で ある。 この 吳 股が、 籙枭ゅ 行^ を 記 

錄 した 書が、 こ \ に 謂 ふ 所の 吳 殷の纂 である。 これ は 正しく は 「大唐 神 都 靑龍寺 東 塔院灌 頂國師 慧^ 阿闍梨 行狀」 とい 

ふべき ものであるが、 佛祖統 記に 吳殷 の纂と 記して ゐる。 これ は その 著者の 名を署 して 弟子 哭殷 寡と ある (ォ あに 


卷ニ 嵯峨 天皇 


二 七 九 


「あ ひて」 底本 

「相 テ」 とす。 

^本に よりて 

假名と す。 下 

同じ。 

「潤」 底本 「湖」 

に 靱る梅 本に 

よりて 訂す。 


祌 a 正統 詆述義 


二八 〇 


傳 ふるもの は吳慇 であって 吳殷 ではない) の を略稱 して ゐ たので あらう。 これ は 支那の 元 和 元年 (わが 大同 元年) 正 

月 三日に 記した ものであって その 1 部分 は 佛糚統 記に も 見 ゆるが、 仝 文 は 秘密 漫荼 糴敎 付法傳 (ニ卷 あって、 宽永八 年 

の 版本が ある〕 に 載せて 傳 へられた。 今こ^-に 引いて ある 文 は 「常 謂 一一 門人 一 曰 金剛 界大悲 胎藏兩 部大敎 者諸佛 祕蔵即 

クク ハジ テュ セン r!s ヲノ  ノュ ハー ーク  テ  ノ  ノニ ハク  ノ 

身 成 佛之路 也。 普 願 流， ー傳 法界 一 度 1ー 脫 有情 一 訶陵 (國 名) 辦弘、 新羅 惠日 並授 _1 眙藏師 位 I、 劍南惟 上、 河北 義闾 授， 一 金剛 界 大 

法？ 義明 供奉お 携- -兩部 大法 一 今 有- 1 日本 沙門 空 海 一 來 求- 聖敎 - 以 _1 兩部祕 奧壇儀 印 契 一 漢梵 無， 差悉受 _ 一  於 心 1 猶 如- 攛瓶？ 此 

是六人 堪レ傳 一一 吾法燈 4 吾 願 足矣」 と ある。 これが 上の 文の 據り どころ であらう。 

(然 れぱ眞 首の 蒺には 正統 也と 云 ふべき にや 云々〕 佛祖 統記卷 三十に 曰 はく 「不空 弟子 有- 一 慧果者 一 元 和 中 日本 空 海 入-中 國ー 

從レ果 學歸， 國盛 行-其 道 こ と あり、 その 注に 「唐 末亂離 經疏銷 毀。 今 其 法 盛 行-於 HI 本 一而 吾邦 所謂 瑜伽 言^ 宗) 但 

存_1 法事 一 耳」 と ある。 本文に 云って ゐる ことの 意 はこれ で 明かで ある。 

(股) 以上 眞苜密 敎の事 を 述べた から、 ムロ密 の 事 を 次に 述べて ゐる。 


デン. ケゥ 


デ シ ジ ユンゲ ゥ 


シン ゴン 


クタ 


ザィ タウ イク パク 


傳 敎も不 空の 弟子 順曉 にあ ひて、 眞言 を傳 へられし かど、 在 唐 幾な かり 

〇 O  o 

フカ  カク  キ テゥ  ノチ  コゥ パフ  ト ブラ  マタ 

しかば、 深く 學 せられ ざり しに や。 歸 朝の 後、 弘法に も 問 はれけ り。 又 

イマ  コノ ナガ レタ  ，ジ カク チ ショウ ケィ クヮ  ティ シ  ギ サゥ ハ フジ ユン  キ n  ティ シ 

今 は 此流絕 えに たり。 慈 覺智證 は 慧果の 弟子、 義操法 潤と 聞え しが 弟子 

法 全に あ ひて 傳へ らる。 


(® 教も不 空の 弟子 噸蹺 にあ ひて 云々) 傳敎が 支那に て 越 州 龍 興 寺に ゆ いて 順 嘵阿闍 梨に 三部 灌頂 密敎を 受けた 事 は その 

傳に悉 しい、 又 弘法 大師に 密敎を 問うた 事 は、 高难 山に 傳 へて ゐる弘 仁 三年の 弘法 大師 自輋 の^ 顶 記に その 名 を笨頭 

に 記して ゐ るので も わかる。 この 傳敎の 台密 は 後に 絕 えて 傳 がな い。 


I 


(慈 «SWI51S» 栗の 弟子 義操法 » と 聞え しが 弟子 法 全に あ ひて 傳 へらる。) これ は 少しく 事 S に 違 ふ。 慈覺が 密敎を 受けた 

の は全雅 とい ふ 僧であって、 法 仝に 學ん だの は智睽 大師 だけで ある。 

,rm ノ-、  \  -r ゥ レ フ  シゥ ィ *-  • ンチ シゥ ナリ  コノ ナカ  シン ゴン テン タイ  二 シゥ  ヅシ  ィ * ケゥ モ ハラ 

だお 朝 流布の 宗、 今 は七宗 也。 此中 にも 眞言 天台の 一 一宗 は 祖師の 意 樂專、 

. ' r  t  ^  -»  ココ p  t  ェザン 

sinj^-o' こ， o」T^-vu さ r- ナるこ や。 比统ぉ てま 比 救と 云 ふ 事、 桓武 傳敎、 ^を 一 にし 

0 護 BMi#£/ めと- =? ささ わ ヒス はぶ よ 眷. IL にヒ て與隆 せられし 故に 名く と 彼 山の 輩是 

ゲン ミク ナラ  セゥ リウ  n ト  テン シ ホン ミヤ ゥ ダウ デャゥ タ  ゴ ゲ ワン 

B0kM9 顯密幷 びて 紹隆 す。 殊に 天子 本命の 道場 を 立て、 御 願 

ィ， チナリ  マ タコン ボン チウ ダウ  シ クワン ヰン  ィ  ホッケ  キヤウ モン  ヅ  テン 

を 祈る 地 也。 |^§。 に 又 根本 中堂 を 止 觀院と 云 ふ。 法 花の 經文 に付き 、天 

ダイ  シゥ ギ  カタ チン ゴ  ジン ギ 

台の 宗義 により 旁鎭 護の 深義 ありと ぞ 

(凡 本 8?濂 布の * 今 は七荣 也) こ \ に七宗 とい ふの は、 本書に 說く 所に よると 天 合、 眞言、 花餱、 11 一 論、 法相、 律、 禪を 

いふので、 «然 の八宗 編 耍に說 く 所と 違 ふの は 黄 際 行 はれて ゐ るの を 主にした からで ある。 

(此 中に も 眞 首 天台の ニ荣は 祖師の 意欒專 鎮護 國 家の ためと 心 ざされ ける にや) 祖師と は、 その 宗の 開祖 をい ふが、 こ、 

では 厲苜 宗の祖 弘法 大師， 天ムロ 宗の祖 悸敎 大師 を さす。 意 樂の樂 は ネガ フ ことで ある。 澳護國 家の 國 家と は 人 主 を さ 

す 語で ある。 佾尼 令に 「語 及 一一 國家こ と ある 義 解の 文に 「不一 * 敢 斥.！ 尊號 1 故 託 曰 11 國家 一也」 と ある。 敫岳耍 記に 引いた 延暦 

寺緣 起の 文に 「奉- 爲桓武 天皇 一兼 欲 佛法 1 鎭&國 家 &曆七 年 i* 辰 故 十 禪師前 入唐 贈 法 印 大和 佝位 最澄大 * 初 所 

迭立こ と あり、 又柬賓 記に 引いた 弘仁 十四 年 十 1 月 二日の 官符に 「夫 東 寺 者 遷都 之 始爲, 鎖-護 國家 1 柏 原 先 朝 所, 建 也」 

と ある。 

(比 18 山に は 云々 顯 W 並びて 紹隆 す) この 注に 云って ある 事 は 當時行 はれた 俗說 であらう が、 奮^ 記に 比 叙の 神の 掏 事が 
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見 ゆるに よって この 說は 信ぜられぬ とい ふので ある。 但し 舊事記 は 後の 僞 書であって 證に はならぬ。 古事記に は 「近 

あ 海 之 ロズ山」 と ぁリ、 又 懐 風^に は 「ft 觑山」 と あるから、 この 名 は 古くから あった 事 は 確で ある。 馐^ 抄には 本 

書の 文 を 引いて、 上の 說を馼 して ゐる。 f 寺 はもと より 天 ムロ宗 の 本山で あるが、 その 學 する 所 は、 圓頓戒 、止觀 業、 

遮那粱 、 违糜付 法の 四 穂の 法 門で ある。 その 圓頓戒 と止觀 業と は 即ち 天 ムロ宗 の本體 で、 遮那業 は密敎 で， 達磨 付 法は禪 

宗 である。 それ故に 顯密袢 びて 轺隆 すと 云った。 

c 殊に 天子 本命の 道壤を 立てて 御 願 を 祈る 地 也) これ は柬塔 總持院 のこと を さす。 東塔緣 起に 『承 和 十四 年慈覺 大師 歸朝 

(中略) 仁锋 元年 初 建, 一 立 總持^ 准-一大 唐靑 龍鎭國 道場 一 爲 - 一 皇帝 本命 道場 一修-眞言 法 - 興-一隆 佛法 一 云々 自レ爾 以降 以- -赏 山- 

な^ 本命 逍場こ と ある。 この 本命と いふ 語 はもと、 陰陽道で いふ 語で、 その 人の 生れた 年の 干支 をい ふ。 かくて その 本 

命に 當る星 を 祭って、 聖壽の 無疆を 祈る ので あるが、 この 本命 を 祭る とい ふ 事 は 密敎の 事相に 屬 する 事で あるから 

下の 注に r 是は密 に 傅くべし」 とい はれた ので ある。 

(又 根本 中堂 を 止 觀院と 一 K ふ 云々) 根本 中堂 は延曆 寺の 中樞 でし かも 最初に 營 まれた 區 である ノ 敫岳耍 記に ひく 逑立當 寺 

緣起 事に は 「率-^ 桓武 天， Ml 創建 一-根本 一 乘止觀 一 m^lsil^g 长」 と ある。 三部 大乘と は 法 華 玄義、 法 華 文句、 摩 訶止觀 

の 所謂 天台宗の 三 大部であって、 いづれ も 天ムロ 大師の 著作で、 天台宗の 依りて 立つ 所で ある。 即ち 法 華經を 主と し、 

天 合 大師の 宗義 によって 國家 を鎭護 するとい ふ 深義が ある。 ， 

ト ウジ  クワン ム ヤン ト  ハジメ クヮ ウジ ャゥ チン ゴ  コレ， A-  .  o コ,、 A  メ は 、 

東 寺 は桓武 遷都の 始、 皇 城の 鎭 護の ために 是を 立てら る 弘 仁の f 時 

n ゥ パフ  タマ  ナガ ，、- ン ゴン  テラ  ショ -ンゥ  ザ フヂ ゥ  ユ^  チ チリ。 コノ しひ 

弘法に 給 ひて 永く 眞言の 寺と す。 諸 宗の雜 住 を 許さざる 地 也 此宗を 神 

ヅ ショウ  ィ  ニョ ライク ヮ シャゥ  ホフ モン  ショ ケフ  コ  ゴク ヒ ミツ  ォモ 

通 乘と云 ふ。 如來果 上の 法 門に て、 諸敎に 超えた る 極 秘密と 思へ り 就 

ツキ ヮガ クニ  カミ ョ  ェン ギ  コノ シゥ  ショ セッ  フガフ  I コノ ュヱ  f,. ゥ t.fl  ^-,  J 

y 中 我國は 神代よりの 緣起、 此宗の 所說に 符合せ り 此故 にや 唐朝に 流 


フ  -ン バラ  コト  スナ ハチ 二 ホン  ト ドマ  サゥ ォゥ  シゥ ナリ  ィ  コ トヮリ 

布せ しは暂 くの 事に て、 則 日本に 留 りぬ。 相 應の宗 也と 云 ふも堙 にや。 

ダイ タウ  +ィ タウ ヂャゥ ジ ユン  キゥ チウ  シン ゴン ヰン  タ  ダイ シ ゾゥ モン  マイ 

大 唐の 內 道場に 准 じて、 宮中に 眞言 院を 立つ。 =1 飾？ 大師 奏聞して、 毎 

ネンシ ャゥグ ワク n ノト コロ  i シ ホ  コク ド アン チン  キ タウ  力 シ ョクブ ネゥ  ヒ ホフ チリ 

年 正月、 此所 にて、 御 修法 あり、 國土 安穏の 祈醻、 稼 稷豐饒 の祕法 也。 

マタ ジフ 、 チニチ  クワン オン ク  ッゴ モリ  ゴ ネン -ジュ トウ  シゥ  ョ  ジン ィ ァ  サン リウ 

又 十八 日の 觀音 供、 晦日の 御 念誦 等 も宗に 依りて 深意 在るべし。 三流の 

眞言 何れと 云 ふべき ならね ども、 眞言 を 以て 諸宗の 第一 とする 事も宗 と 

トウ ジ  ェン ギ  ギヨ ゥ  カウ ショ  イン ヤク  トウ ジ  イチ  ァ ジャ V  ァヅ 

東 寺に よれり。 延 喜の 御宇に 綱 所の 印 鎰を東 寺の 一 の阿闍 梨に 預けら る。 

ョ  ホフ ム  コト  チ ギヤ ゥ  ，ン ヨシ ゥ  イチ ザ 

仍 りて 法務の 事 を 知行して、 諸宗の 一 座たり。 ， 

(東 寺 は桓武 i の 始め 皇搣の 鎮護の ために 是を 立てら る) 東 寺の 出來 たの は桓武 天皇の 平安京 を 建てられた 時に 羅 城門 

の 左右に 東 寺 西 寺の 二 を 建てられ、 左右 二 京の 安鎭 として かねて 柬西兩 國の衞 護と せられた とい ふ 事が 東寶 記に 出て 

ゐる。  . 

(弘 仁の 御 時 弘法に 給 ひて 一水く 眞言の 寺と す) この 事 は弘仁 十四 年 十月の 官符 によって 知らる る。 その 官符の 大要 は、 眞 

言 宗僧 五十人と 定められた、 その 僧 は 自今 以後 東 寺に 住せ しめられ、 密敎 を： 辱と して、 他宗の 僧 をして 雜 住せし むる 

こと 勿れと ある。 

(此宗 を 神 通 乘と云 ふ。 如來果 上の 法 門に て 云々) 眞言 宗を 一名 神 通 乘と云 ふ は 金剛 頂綞に 「如來 平等 智、 神 境 通 無上 大 

乘」 と 云つ. て、 法身 如来 神 通 所 現の 無上 大乘 であると 讃 嘆して あるのに 基. づく。 未だ 佛果に 至らざる を SS 分と いふに 

對 して、 佛果を 如來果 上と いふ。 即ち 凡夫の 智識 を 以て 測 知すべからざる 最上 無上の 敎法 であると いふ。 秘密 はこの 
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法 門の 深奥に して、 餘 人の 容易に 知り 得ざる をい ふ。 

(就中 我 國 は 神代よ リの緣 起 此荣の 所說に 符合せ リ 云々) 神代よりの 傳が 眞言 宗の說 く 所に 1 致 するとい ふので あるが、 

これ は K 霄宗の 方が. わが 國の傳 說に習 合附會 したので あるから、 かやう の 事實の あるの は當然 である。 

(大 唐の 內遂壤 に^じて 窗* に 眞首 院を立 っ云 免) 內 道場と は 禁中に 於け る 寺と いふ 意で ある。 これ は 支那で は 南北朝の 

後魏に 始まり、 隋の煶 帝の 時內 道場の 名が 出来た。 縻に 至って その 制 甚だ 盛んであった。 わが 國 にあって は聖武 天皇 

の時旣 にこれ を 設けられ、 玄昉が これに 入り、 稱德 天皇の 時には 道 鏡が これに 入り、 共に 醜聲 を洩 した。 その後 暂く 聞え 

ない が 恐らく は 道 鍵 以後 中絶した ので あらう。 そこで 弘法 大師が 支那の 內 道場に 准ず ると いふ ことにして 眞言 院と い 

ふ 名 を 以て 宮中に これ を設 くる 事 を 願って 許された。 それ は淳和 天皇の 天 長 六 年で あつたが、 その 爲の 建物 を 特に 設 

けられた の は 仁 明 天皇の 御世で 勘 解 由 使の 魔 を 改めて それに あてられた ので ある。 

(大師 赛 聞して 毎年 正月 此所 にて 御 修法 ぁリ 云々) これ は 所謅後 七日の 御 修法で ある。 後 七日と いふの は桓武 天皇の 時 か 

ら 恒例と せられた 御裔 剪に 對 しての 名目で ある。 御 齋會は 毎年 正月 八日より 十四日まで 1 七日 間 金 光明 最勝王 經を講 

, 說 せらる \ が 、一 それ は艱敎 であるが 爲に 密敎の 修法 をも與 されむ こと を 請うて 許された ので あるが、 御 齋會の 行 はれ. 

ると 同時、 一 七日 間 内 道場た る 眞言 院で 金剛 界眙 藏界の 曼荼羅 を 本尊と して 埯を 飾って 行 はる、 修法で ある。 

(又 十八 日の 觀# 供、 晦日の 御念！ S 等 も 宗に依 リて溧 意 あるべし) 十八 日の 糠 音 供と は、 毎月 十八 日に 宮中 淸凉 殿の 御座 

所の 第二の 間に 於いて 如意 輪お 音 を 本尊と して 行 はる V 修法で あるから 二 間の 觀音 供と も いふ。 これ は 弘法 大師の 時 

から 起って、 東 寺の 長者の 修 する 法で ある。 念誦と は 念 佛誦餒 の 略で、 佛 名を稱 念し、 綞 典を讀 誦する こと。 晦日の 

御 念誦の 事 は 大師 御行 狀集 記に 見 ゆる。 「於 _1宫 中 眞言 院 一 准， 一 大唐內 道場 一 臨-毎月 晦 一 三箇日 御 念誦 奉， 祈， 一天 長 地久 一之 由、 

若 有 一 一 大阿閣 梨 障 - 以, 一次 人 一 令 一 一 勤 仕 1 仕佾. 二  口 召 之 云々」 と ある。 . 

(一二 流の 萬 雷 何れと W ふべき ならね ども 眞蓄を 以て 諸 宗の第 一 とする 事 も 泉と 東 寺に よれ リ) これ は 三 國佛法 傳通椽 起に 

「古 來諸德 入唐 傳ぉ 前後 連 I 總 有，, 八 家 1( 中略) 雖, 有 _ 一八 家 1 朝宗 所, 歸不， 過-東 寺 天 ムロ兩 流 一 傳敎、 慈覺、 智證 三流 並 是天ム n 

餘皆東 寺 云々」 と あると 同じ 考で、 その 傳敎、 慈覺、 智證の 三流の 眞言 は 何れ 甲乙 ありと はいふべ くもなく、 いづれ も 

貴い ものであるが、 言のう ちで 第 1 とする の は、 東 寺の 眞育 であり、 义 眞言 を專 とする の も 東 寺で あり、 K 首 を 諸 

宗の 第一と する こと も、 東 寺が その 專門 道場で ある 點 であると いふので ある。 即ち 三 國佛法 傳通緣 起に も 「然所 レ立 


義淦 听ぃ 屬 奥旨、 孤絕 獨步、 建 興 高 卓、 唯是 弘法 大^所 レ傳柬 寺 5 一 ni^ 趣 而已」 と ある。 

(S; 喜の 御宇に 親 所の 印鳅を 東 寺の 一 の 阿 園 梨に 預けら る 云々) 辆 所と いふの は、 僧 II の 職務 を 執行す る 所で、 奈良朝 時 

代に は 藥師寺 を 以て これに あてられ、 平安京に なつてから は 東 寺 西 寺 を これに あてられた。 而 して 辆 所の 職務 を 執行 

する， 枨を與 へ ら るるに は その 印と 餒とを 預けら るる。 これ を 法務と いふので ある。 釋家官 班 記に は 「僧正 眞 I- の 

下に 「貞觀 十四 年 三月 十四日 補 于レ時 東 寺 一 長者、 東 寺 法務 始也」 とい ひ、 又 「自今 已後 1 長者 已爲， 一正 法務 I 他 寺 僧爲. - 

樓 法務 こ と ある。 これによ ると、 延喜の 御宇と あるの は 誤と 恩 はるる。 


サン モン ジ モン 


テン ダイ 


「なる」 底本 

「ァ 一とす、 

他 本に よりて 

改む。 - 


ケン ミジ 


山門 寺 門 は 天台 をむ ねとす る 故に や、 顯密を 兼ね たれ ど、 i 示の 長 を も 天 

台座 主と 云 ふめり。 此 天皇 諸 宗を雙 ベて 興せ させぎ ひけり。 おに も 館 き 

^  ^1  ^C7S^  >  。マノ， ケ：： >  っン  ユン ドン カイ ダン タ  ヨシ ソゥ 

弘法 f 歸依深 力り き 傳敎 始めて 圓頓め 戒壇 を 立つ べき 由 奏せられし を、 

南京の 諸 宗表を 上げて 諍 ひ 申しし かど も、 鎮に の 難 S を まされ、 ^ 

朝四ケ 所の 戒壇と 々ス 弘法 は 殊更 師資の 御 約 在りければ、 Si くし： i ひ 

ける とぞ。 


o  o 


(山門 寺 門 は 云々) 山門 は 比 数 山延曆 寺の こと、 寺 門 は 園狨寺 即ち 三 井寺の こと。 阖城寺 は その 創立 は延曆 寺より 古 けれ 

ど、 中顷^ 廢 したの を貞觀 年中 智證 大師が これ を 再興して より 延曆 寺の 管下に 屬 した。 然も 其の 勢 盛んなる につれ て、 

別に 寺 門の 1 淤を 立てて 山門と 相鬩ぐ ことにな つた。 しかし、 未だ 一宗と して 獨立 はしない。 さて この 宗は 顯密を 兼 
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ねた こと は 前に も 述べ た 通り だが 、天台宗が 主と なって ゐる爲 であらう。 その 宗の 長者 を 名 づけて 天ム 口座 主と 云った。 

(此 天皇 餚 荥を雙 ベて 興せ させ 給 ひけ リ云々 ) 弘 仁の 御世に 奈 良の 佛法を も 重んぜられ たが、 傳敎 弘法 ニ師 に御歸 依が 深 

かった。 それが 爲に、 天ムロ 眞言 ニ宗が この 時から 勃興して 平安朝 思想界の 主潮に なった。 

(傳 i« は 始めて 圆頓 の戒壤 を 立つべき 由 奏せられし を 云々 本朝 四ケ 所の 戒壚 となる) 圓頓の 戒壇と は圓頓 戎を授 くる 戒埂 

とい ふこと。 阒頓戒 と は 法華經 圓頓實 相の 理法に 依って 立てた 梵網經 の 十重 戒四 十八 輕戒 をい ふ。 戒植と は 壇 を 設け 

て 戒を挖 くる、 その 式場 をい ふ。 弘仁十 年に 傳敎 が延暦 寺に この 戒壇 を設 くる こと を 許された いと 出願した。 元來ゎ 

が國に は柬大 寺、 筑前 の觀音 寺、 下野の 藥師 寺が 三の 戒壇と して 許されて ゐ たので、 この 数 山の 戒壇 を 出願した 時に 

は 南都の 僧綱 大 僧都 護 命を箪 頭と して 連署 上表して その 1不 可なる 由 を 上奏した が、 傳敎は これに 對抗 して 顯戒論 を 著 

して 上り、 護 命 等が これ を 再び 馼 して 上表し、 容易に 決定し なかった。 弘仁 十一 一一 年 六月に 傳敎が 寂して 後、 この 戒壇 を 

設 くる 事 を 許されて、 こ、 に 本朝の 戒壇が 四ケ 所と なった。 

(弘法 は 殊更 師資の 御 約在リ けれ は、 重く し 給 ひける とぞ) 師赘 とい ふ は 老子に 「善人 不善 人師 不善 人^人 資」 と あるよ 

りと りて、 師匠と 弟子と を さす 語と する。 こ、 に 天皇と 空 海と 師資の 御 約が 在った とい ふが、 その 事の 確證は 未だ 知 

らぬ。 忒 は 平 城、 嵯峨、 淳 和の 一二 帝が 灌預を 受けさせられた 事 を さした もので あらう か。 

n ノ リヤゥ シゥ  ホカ  ケ ゴン サン ロン  トウ ダイ ジ  n レ  カノ ケ ゴン  タウ  ト ジュン タヮ. ゥ 

此兩宗 の 外、 花嚴 三論 は 東大寺に 是を弘 めら る。 彼 花嚴は 唐の 杜順 和尙 

サ カン  一一 ホン  ラウ ベン ヅゥ ジャゥ クタ  トウ ダイ ジ  コゥ リウ  コノ テラ スナ ハチ 

よ り 盛に なれり し を、 日本の 期辨 僧正 傳 へて 東大寺に 興隆す。 此寺は 則 

此宗に 依りて 建立せられ ける にや。 大花嚴 寺と 云 ふ 名 あ リ， 

(此 兩癀の 外花嚴 S 鎵は 東大寺に 是を弘 めら る) 東大寺 は 所謂 大佛を 本尊と する 寺で、 昔から 八宗兼 學と唱 へらる V が、 

中に も 三論 華厳 律の 三宗を 主と する。 そこで、 こ \ にこの 花婊 三論の 二 宗に話 をう つし、 次に 花 胺宗の 事を說 いた。 


r 


(欲 花嚴は 唐の 杜 顯 和尚よ リ盛 になれ リ しも B 本の 朋辩 傕 正傳 へて 東大寺に 興隆す。) 花 狻宗は 華！ 齄を所 依と する 宗旨 

で隋の 末に 杜順 によつ. てはじめて 1 宗の 成立 を 告げ 智儼を 經て贅 首 國師に 至って 大成した の を 天平 八 年 唐 僧道增 によ 

つて 本朝に 傳來 し、 次いで 慈訓が 唐に 赴いて、 資首國 師に從 つて これ を傳 へ、 歸 つて 朗辦に 付した。 朗辨は 東大寺の 

開基で ある 故に 東大寺が 華厳宗の 本山と なった。 東大寺 を 1 名大 華厳 寺と いふの は その 故で ある。 

サン ロン  トウ シン  ド ウジ  r ゥ シン  ィ. クュ  ラ ジフ サン ザゥ  ィ  シキタ  n  ノシゥ xm フ 

三論 は 東晉の 同時に 後 秦と云 ふ 國に羅 什 三蔵と 云 ふ師來 りて 此宗を 開き 

ョヅタ  カウ トク  ミヨ  カウ ライ  ソゥェ クワン ライ テゥ  ヅタ  ハジ 

て 世に 傳 へたり。 孝德の 御世に 高麗の 僧 惠觀來 朝して、 傳へ 始めけ る。 

シカ  サイ ゼン ル フ  チシへ  プノ  ノチ ダウ. ジ リツ シ シャゥ ライ  ダイ アン ジ  t P 

然 らば、 最前 流布の 敎 にや。 其 後 道 慈 律師 請 来して、 大安 寺に 弘 めて、 

イマ  ケゴン  ナラ  トウ ダイ ジ 

今 は 花 嚴と雙 びて 東大寺に ぁリ。 

(一一 一 論 は 東醫の 同時に 後 奏とー K ふ國に 云々) 三論 宗は中 論、 百 論、 十二 門 論の 三論に 依って 立てた 宗旨で、 諸法铐 空の 理 

を 主と する ものである。 これ は、 鳩 摩羅 什と いふ ものが これ を 支那に 傳 へた。 隋 の嘉祥 大師 吉藏に 至りて， 大成せられ 

た。 日本に は 吉藏の 弟子 高麗の 僧慧灌 (本文に 惠觀と ある は， 誤で ある) が これ を 傅へ たのが 始めで ある。 これ は 推 古 

三十 三年の 来朝で ある。 本書 孝德の 御世と する の は 誤で ある" それ故に 本邦に は 最も 前に 流布した 宗旨と いふべき で 

ある。 

(其 後 道 慈 律師 諝來 して 大安 寺に 弘 めて 今 は 花 嚴と雙 びて 東大寺に ぁリ) 三論 宗の 本邦に 傳 はった の は 一一 一度 ある。 笫 一 は 

前に 云った 慧灌の 傳で. これ を元與 寺め 傳と云 ふ。 第二 は 吉藏の 弟子 唐人 智藏 が天武 天皇 b 朝に 來 朝して 傳へ た。 第 

三は智 蔵の. 弟子 道 慈が、 唐に 行き 吉藏の 法 孫 元 康に敎 を 受けて 歸 朝した。 これ を 大安 寺の 傳と いふ。 然るに 法相 宗が 

入って か、 ら この 宗は衰 へて、 東大寺に 傳 竹る だけにな つた。 
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ホッ サゥ コゥ プクジ  タウ * ケン ジャゥ サン ザゥ テン ヂク  ッタ  クニ， ヒロ  -ー 

法相 は 興 福 寺に あり。 唐の 玄弊 三葳、 天竺より 傳 へて 國に弘 めら る。 日 

ホン  ヂャゥ ヱ クヅ シャゥ  カノ クニ  ゲン， ジャゥ  テ イシ  キテ ウノ チ 

本の 定惠 和尙ぉ | 彼國 にわたり、 玄羿の 弟子たり しか ど、 歸 朝の 後、 

ョ  ハヤ  イマ  ホ ッサゥ  ゲン パゥ プゥ ジャゥ  ィ  ヒト -ーフ タウ  シシゥ  チ シゥ メイ シ 

世 を 早くす。 今の 法相 は玄昉 僧正と 云 ふ 人 入唐して、 泗 州の 智周 大師 ffw 

コレ  ッタ  ルフ  カス ガ  カミ  コト i サラ コノ、 ンゥ  ォゥ ゴ 

W 弟 にあ ひて、 是を獰 へて 流布し ける とぞ。 春 日の 神 も 殊更 此宗を 擁護 

一一  o  o  o  o  o 

し 給 ふなる べし。  \  ，  . 

(法相 は 興 潁 寺に ぁリ 云々) 法相 宗の名 は 諸 法の 性 相 を 決 判す る義 であるが、 唯識 中道の 理を說 いて 宗旨と する 故に 唯讒 

宗 ともい ふ" 支那で は玄弗 三蔵が 印度から 傅へ て 來て之 を唱へ 廣 めた。 我國 では 道昭 が、 入唐して 玄 弗に 遇 ひて これ 

を傳 へ、 歸 つて 元與 寺に 住して 弘 めた。 又 智通智 達の 二人 も 入唐して 玄 弗に 學 んで歸 朝して 弘 めた。 次に は 智鳳智 驚 

智 雄と いふ 三人の 僧が 入唐して、 玄 弗の 法孫智 周から 受けて 歸 朝した。 次に は智 鳳の 門に 義淵 あり、 これ また 入唐し 

て^ 周の 敎を 受けて 歸 朝した。 その 門人が 玄昉 である。 この 玄昉の 流が 興 福 寺に 傳 はって ゐる 法相 宗 である。 

(春 日の 神 も 殊更 此宗を 擁護し 給 ふなるべし) 春 日の 神 は 藤 原 氏の 氏神で あり、 法相 宗は興 福 寺の 宗旨で、 興 福 寺 は 藤 原 

氏の 氏寺で あり, 同時に 興 福 寺の 僧が、 春 日神瓧 にも 闘 係 を もって ゐた 所で あらう が、 春 日の 神と 法相 宗とは 深い 關 

係 を 生じた やうに 見え、 この 宗を 擁護した まふと いふ こと は缣倉 時代に 著しくな つて ゐた。 その 事は舂 日 權現驗 記に 

屢見 ゆるし、 又明惠 上人な どの 傳 記に- ^見 ゆる。 

n ノ サン シゥ チン ダイ クヮ  シ ケノタ イジ ヨウ ィ  ク シャ ジャ ウジ ッ  ィ * セ ウジ r& ナノ o  W ゥ，' 

此三宗 に 天台 を 加へ て 四 家 大乘と 云 ふ。 俱 舍成實 など 云 ふ は 小乘也 道 


シ ォナ 


ェ ガク 


ベジ 


n  ノシ. 


慈 律師 同じく 傳 へて 流布せられ けれども、 依 學の宗 にて、 別に 此宗を 立 

コト  ヮガ クニ タイ. ジョ ウジ ユン ジュク  チ  セゥジ ヨウ  ナラ  ヒト  チリ 

つる 事な し。 我 國大乘 純 熟の 地 なれば にや。 小 乘を習 ふ 人の なき 也。 


(此 一一 一宗に 天 合 を 加へ て H 家 大乗と 云 ふ) 大乗と は大 苦を滅 し、 大 利益 を與 ふる 敎門。 即ち 菩薩の 大 機が 佛果 の大湼 ^を 

得る 法 門 をい ふ。 こ  にい ふ 大乗 四 家の 名目 は 何に よられた か 明かで. ない。 元亨釋 書に は傳敎 の傳の 中に 「時 大乘四 

家華漦 法相 三論 律 也 及 此並爲 一 一 五宗こ と ある。 

(俱 舍成實 など 云 ふ は 小乗 也 云々； * 俱舍宗 は 俱舍論 を 所 依と して これによ りて 阿羅漢 果を證 し、 無餘 湼槃に 入る を 要と す 

る 法 門。 成 實宗は 成 實論を 所 依と し、 我 法 二 空 を說く 宗旨。 その 傳は 不明で あるが、 本書の 說の やうに^ 慈が 入唐した 

時に この 宗も 共に 傳來 したと いふの が齊 通の 說 である * この 二 宗は八 宗の內 に 入れて ある けれども、 其の 赏は獨 立の 

宗 として は 取扱 はない ので、 唯 東大寺に 傳來 して 兼學の 宗門と なつた。 そのうち 俱舍は 後世に 至る まで、 諸宗 の滎學 

する 所と なった。 


「もの」 梅 本に 

よる。 底本 

「物」 とす C 


「人」 底本 S 

す。 他 本に よ 

りて 補 ふ。 


マ タ リヅ シゥ 


ダイ セゥ 


ン ジン クヮ シャゥ ライ テゥ 


トウ ダイ ジ オヨ 


又 律宗は 大小に 通ず る 也。 鑒眞 和尙來 朝して 弘 めら れ しょり 東大寺 及び 

，ンモ ヅケ  r ク 、ン ジ  ック シ  クワン オン ジ  カイ ダン  タ  / コノ カイ  ゥ  ゾゥ セキ 

下野の 藥師 寺、 筑 紫の 觀音 寺に 戒壇 を 立て  > 此戒を 受けぬ もの は 僧籍に 

o  o 

ヅ ラナ  コト  ナ  チウ n  コノ カタ ソノ ナ パ カリ  カイ ティ  マボ  コト タ 

連らぬ 事に 成りに き。 中古より 此方 其 名 許に て、 戒體を 守る 事絕 えに け 

ナン ト  シ ヱン シャゥ ユン トウ シャ ゥショ  ミ アキラ  カイ シ  パク ケィ  ガ ゼン シャゥ ニン ニフ 

る を 南都の 思圓 上人 等 章 疏を見 明めて 戒師 となる。 北京に は我禪 上人 入 

ソゥ  カノ ド  リツ ホフ  ッタ  コレ  ヒ n  ナン ボク  リツ サイ コゥ  カノ シゥ  ィ  トモ ガラ 

宋 して 彼 土の 律法 を傳へ て 是を弘 む。 南北の 律 再興して 彼宗に 入る 輩 は 
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ヰギ グソク  コト  ゴト 

威儀 を 具足す る 事、 ふるきが 如し • 

(律 は 大小に 通ず る 也) 律宗 は專ら 戒律 を 守り、 滅罪生 善 を 旨と する 宗旨で ある。 律 は 元 來佛敎 1 般の 制度で 大乘 にも 小 

乘 にも 通じて 守るべき ものである 故に， かやう に 云った。 

(鑑 a: 和尚 来朝して 弘 めら れ しょ リ 云々) 律宗 の傳來 について は 傳通緣 起に 說く 所の 耍を あぐる と、 佛 敎渡來 してより 二 

百 三年^ は戒緣 未だ 具せ ず律宗 未だ 弘 まらず。 然るに 聖武 天皇の 御宇 天平 五 年に 至りて 元 興 寺の 永敫、 大安 寺の 並 = 照 入 

唐して 十 年の 間留學 し、 將に歸 朝せ うとす る 時に 揚 州の 大明 寺の 鑀 眞和尙 に 謁し 伴 ひて 來り、 天平 勝 寳六年 二月に 東 

大 寺に 請 入す る。 聖武 天皇 勅して 毗盧 舍那の 前に 戒壇 を 築き、 天皇 皇后 を 初め 百官 悉 受戒した。 後に 大佛 殿の 西に 別 

に 戒壞院 を 建てた。 この 事 は 支那の 佛祖統 記に も 載せて あって、 「日本 律 敎始行 一一 於此こ と ある。 又 東大寺、 藥師 寺、 

觀世 一 昔 寺の 戒壇の 事 は 上に も あるが、 延喜 式に その 規定が 見 ゆる。 即ち 足 柄 坂 以東、 信 濃 坂 以東の 人 は藥師 寺で 受戒 

し、 西 海道の 人 は 觀世音 寺で 受戒すべき 規定であった。 さう して 公式に 受戒せ ぬ もの は 僧侶と して 認められぬ 规定で 

あった。 

(中古よ リ 此方 其 名 許に て 戒律 を夺 る事絕 えに ける を 南都の 思圓 上人 等 章 疏を見 明めて 戒師 となる) 中 比から 戒律の 敎が 

みだれて、 寺々 で 私に 僧侶と する ことが 起り、 破戒 無 惭の徒 も 多くな つた。 從 つて 律 宗も 亦衰 へた T 戒體を 守る」 と 

は 受戒 者の 心中に 發 得する 無 作 (爲 さんと 欲する 意識な くして 事 を 行 ふこと」 をい ふ。 これの 力に よって 戒 を相獠 せし 

むる ので ぁリ、 これが 無ければ 戒は眞 正に 維持せ ぬ。 

(南都の 思圃 上人 云々) 思圓 上人 は 大和の 人、 名は歙 尊で 思圓は 字で ある。 十一 歲の時 醍醐 寺に 入り、 十七 歲で 出家し、 

眞言 宗 を學ん だが、 戒律の 敎 の廢れ たの を 嘆いて これ を 興さう と 決心し、 嘉禎ニ 年に 同志 者 四 人が 共に 東大寺 顥索^ 

で、 大乘三 聚の戒 を自誓 受戒し、 それから 西大 寺に 居て、 盛んに 戒 法を弘 め、 上下の 歸依を 受け、 五 朝の 國師 となり、 戒 

律の 敎 がまた 盛んになった。 正應 三年に 歲 九十で 寂した。 正 安二 年に 興 正 菩薩の 謚を賜 はった。 

(北京に は我曄 上人 入荣 して 云々) 我禪 上人 は 俊 f$ の 事で、 我禪は 字で ある。 肥 後の 人。 幼より 佛 典を讀 み、 十八 歲 にて 

出家し、 十九 歳の 時、 觀世音 寺で 受戒して から、 戒律の 衰 へたの を 嘆き、 京都 奈 良に 往來 して 大小の 戒を學 び、 建久 


の 

き 


十 年に 宋に 渡って、 天台、 禪、 律 等の 奥旨 を棰 め、 建 1H ハ 年に 歸 朝し、 京に 入リ、 仙 遊 寺に 居り 戒律 を弘 めた が、 朝廷 

の 御歸依 あつく、 貞應 三年に 勅して、 仙 遊 寺を官 寺と し、 嘉祿 元年に は 堂塔 を^ 築し 泉 涌 寺と 改稱 せられた。 安貞 元年 

六十 二で 寂した 。時の 人が ムロ 律の 中興で あると 稱 した。 

(南北の 律 再興して 云々) 南都の 律 は與正 菩薩に より、 北京の 律 は 俊^ 上人に よりて、 いづれ も 再興して、 この 著者の 比 は 

たしかに 俊剌 たる 勢が あつたの である。 

ぜン シゥ  プッ シン シゥ  ィ  ホトケ ケゥタ べヅ T プン  シゥ ナリ  《 'ヤゥ ョ  テン ヂク  ダ * ャ 

禪宗は 佛心宗 とも 云 ふ。 佛の敎 外 別 傳の宗 也と ぞ 梁の 代に 天竺の 達磨 

ダイ i キタ  ブ ティ キ  カナ  カウ  ヮタ  ホク デゥ  イタ  スゥ 

大師 来りて 弘 めら れ しに、 武帝 機に 叶 はず。 江 を 渡りて 北朝に 至る 嵩 

サン  ィ  トコ 口  トドマ  メ ンへキ  トシす ク  ノ チヱ カコレ  ヱ 力 

山と 云 ふ 所に 留 りて 面壁して 年 を 送られけ り" 後 惠可是 をつ ぐ。 惠 可よ 

シモ  シ セィ  ク ユン ゼン シ  キ n  シ ハフ ナン ボク  ァヒ ワカ  ホク シゥ チ ガレ  デン ケゥ 

り 下、 四 世に 弘忍 禪師と 聞え し。 嗣法 南北に 枏 別る。 北 宗の流 をば、 傳敎 

ジ カク  ヅタ  キ テゥ  アン ネン クヮ シャゥ  ケ ウジ シャゥ ロン  ィ  ショ  ケゥリ  セン 

慈覺、 傳 へて 歸 朝せられ き。 安然 和尙 慈| の 敎時諍 論と 云 ふ 書に 敎堙 の淺 

シ ジ ハン  -ンン ゴン ヅッ シン テン ダイ クラ  ゥ ッタ t ト 

深 を 判す るに、 眞言、 佛心、 天台と 連ねたり。 され ど、 受け 傳 ふる 人な 

タ  キン ダイ ナ  ナン シゥ チ ガレ ォホ ッタ  ィ テゥ， チン シゥ i モ 

くて、 絕ぇ にき。 近代と 成りて 南 宗の流 多く 傳 はる。 異朝に は 南 宗の下 

ゴ ケ  ソノ ナカ  リン ザィ ，ンゥ ，ンモ  マタ ュ リウ  n レ  ゴ ケ シチ シゥ ィ 

に 五家 あり。 其 中に 臨 濟宗の 下より 叉 二流と なる。 是を 五家 七 宗と云 ふ 

ホン テゥ  ャゥ セィ ソ ウジ ャゥ  ワウ リヨ ゥ  ナガ レ ク  T プン ライ  ノチ  シャゥ イチ シャゥ -I ン セキ サゥ  ，ンモ 

本朝に は 榮西僭 正、 黃 龍の 流 を 汲みて、 傳來の 後に、 聖ー 上人 石 霜の 下 
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底本な し、 他 

本に よる。 
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つかた？ 虎 丘の 流 を 無 準に うく。 彼 宗の弘 まる 事 は 此兩師 よりの 事 也。 

うちつづき 異朝の 儈も あまた 來 朝し、 此國 よりも 渡りて 傳へ しかば、 諸 

家の 禪 多く 流布せ り。 五家 七 宗とは 开 へど も、 ィ 以前の 顯 密權實 等の f ^同 

に は 相似るべからず。 何れも 直 指 人心、 見 性 成 佛の門 をば 出で ざる 也。 


(SS 宗は 佛心宗 とも 云 ふ 云々) 禪宗は 座？ J 專ら とする 所から 名づ けられた ものである。 これ を 佛心宗 とい ふの は、 所謂 

不立 文字、 敎外別 傅で、 佛の心 印 を單傳 する が 故の 名で ある。 敎外別 傅と いふの は、 「不立 文字、 敎外 別傳、 ^指 人心、 

見 性 成佛」 の 句に 基づく ので、 この 四 句 は 達磨の 唱へ たもの だとい ふ 傳說が あるが、 その 實否 はさて おき， 禪 宗の宗 

義を 最も 簡明に 示した ものである。 不立 文字、 敎 外別傳 とい ふの は、 趑 論の 文句に よらず、 佛 1 代 時敎の 外に 別に 佛 

の 心 印 を單傳 するとい ふ義 である。 佛滅 後、 遺敎の 研究が 盛んで 種々 の經 典が 出で、 人々 の 見解 信仰が、. 依る 所の 經典 

の 差に よって 區々 であった が、 達磨が 支那に 渡った 時には、 一 卷の經 論 を も 持たず、 一定の 敎判を も 立せ ず、 唯佛祖 

單傳の 法 門を傳 へ て、 座禪 によつ て 人 をして 直に 自己の 心性 を徹 見して 佛果を 成せし むる を宗義 とした。 

、(梁の 代に 天竺の 達磨 大師 來リ て弘 めら れて 云々) 達磨 大師 は 菩提 達磨と いふの が 本名で ある。 禪宗 では 印度 相承 第二 十 

八祖で 支那 禪宗 の初祖 として ゐる。 支那 9 南朝 梁の 武 帝の 普通 元年に 支那に 入り 武 帝に 謁した。 が、 時に 武帝は 盛ん 

に 寺 を 造り、 趑を寫 し、 僧 を 度して ゐ たから、 武帝 はこれ を 以て 何 だけの 功德が あるかと 聞いたら、 達磨 は 人 天の 小采 

のみと 答へ た。 なほ 問答 數^ あつたが、 武 帝の 思 ふ 所と 達磨の 心と は 1 致しない。 それで， 去って 北朝の 魏に 入り、 篱 

山の 少林 寺に 止まり、 日夕 唯 面壁 座禪 する だけであった。 九 年の 後に 慧 可の 來 たのに あ ひ 大法 及び 佛 袈裟 佛鉢等 を授 

けた。 

(後 惠可是 をつ ぐ) 惠 可は洛 陽の 人で、 もと 神 光と 云った。 少林 寺に 赴き 達磨に 道 を 求めた が、 顧みられなかった 爲に、 


厂 


雪中に 立ち 左臂を 新って その 赤心 を 表し、 遂に 印 可 を 得て、 SS 宗の 第二 龃と なった。 

(專 可よ リ下四 世に 弘忍 a 師と H えし、 銅 法 南北に 分る) 惠 可から 僧璨、 道 信、 弘 忍の 順序で 禪 宗が傳 はった が、 弘 忍の 

門下に 慧能、 祌秀 とい ふ 二人の 大德が 出た。 慧能は 南方に 敎を弘 めて 支那の 禪宗 が大に 興った が、 これの 流 を南宗 又は 

南 揮と 云った。 祌秀は 北方に 敎を弘 めた、 これ を 北宗、 又 北禪と 云って、 これから 支那 禪宗の 系統 は 二流に 分れた。 

(北 宗の流 を^, 傳教慈 «?傳 へて 鑤 朝せられ き) 傳敎 は、 入唐の 前に 大安 寺の 行 表 , つ いて、 北 宗の禪 を學ん だが、 唐に 

入って 沙門 脩 然と 云 ふ 人から 同 じく 北 宗の禪 法 を 受けて 歸 朝した。 慈覺は 靑州府 判官 蕭慶 中と 云 ふ 人から 北 宗の禪 を 

受けて 歸 朝した。 - それ故に、 そ， の はじめは 延曆 寺に 禪宗 が傳は つて ゐた事 は 確かで ある。 

(安然 和尚 云々 教時 諍；！ と 云 ふ * に 云々) 安然 は 慈覺の 弟子の 僧正 遍昭の 弟子であって、 學殖の 深かった 僧であって、 その 

著述 は 甚だ 多い。 ことに 天ムロ 宗所傳 の密敎 即ち 所謂 ムロ密 の 敎理は 安然に よって 完成し、 永く 後の 眞言 宗 一般に 大きな 影 

赛を與 へた。 その 敎時諍 論と いふ 著 は 日本に 傳 はった 佛の敎 法の 成立 淺 深の 次第につ いての 異議 まち- なの を 論定 

した もので 、古来 頗る 名高い 書で 貞享 頃の 板 本 も ある。 この 本の 末に 「次 依. - 敎理淺 深 ことい つて、 次第した 所に 「初 

眞言 宗、 云々 最爲 _1 第 If 次 佛心宗 云々 爲 _1 第二 S 華宗云 々爲， 一 第三 こ 以下、 華厳宗 第 四、 無相宗 (三論 宗) 第五、 法相 宗 

笫六、 毘尼宗 (律 宗) 第 七、 成實宗 第 八、 俱舍宗 第 九と やうに 次第して ある。 

(され ど 受け 傳 ふる 八なくて 港え にき、 近代と 成 リて南 宗の流 多く 傳 はる) かやう に 高遠な とはい はれた が、 この 禪宗の 

うち 北 宗の禪 が 数 山に 傳は つたので あった。 後に は それが 絕 えた。 現今 傳 つて ゐ るの は 锊 南宗の 流れで あると いふの 

であるが、 支那で 慧 能が、 禪宗の 中興と いはれ ただけ あって、 南 宗の禪 が 專ら榮 えたので ある。 從 つて わが 國に傳 はつ 

たの も南宗 が專ら となった ので ある。 

(異軔 に は 南崁の 下に 一 K 々是を 五家 七 fR と 一 K ふ) 支那の 南宗の 禪は蘐 能の 門下に 南 嶽と靑 原との 二人が 共に 祌 足で 優劣 無 

かった 爲に、 二人 を 正嫡と して こ に 二流と なった。 南嶽の 後に 百 丈が 出た が、 その 弟子に 黃蘗、 潙 山の 二人が あつ 

て 又 二流に 分れた。 その 黃蘗 の. 門に 臨濟が 出た、 これが 臨濟 宗の祖 で、 潙 山の 弟子が 仰山で この 1 流 を 漉仰宗 と いふ。 

靑 原の 後 石頭の 門に 藥山、 天皇の 二 俊才が 出て 二流と なった が、 藥 山から 再傳 して 洞 山に 到りて 曹洞 宗と號 した。 天 

皇の後 は ml! 峰の 門に 雲 門と 玄沙 との 二 俊才が 出て 又 二流に 分れ、 雲 門の 流 は 雲門宗 とい ひ、 玄沙の 流 は再傳 して 法眼 

• に 至って 法眼 宗 といった" 以上 南 宗の禪 は 臨濟、 潙仰、 曹洞、 雲 門、 法眼の 五宗 になった。 これ を 禪宗の 五家と 云つ 
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た。 さて 又 臨濟宗 は臨濟 から 六傳 して 石 霜に 至り、 その 門に 楊岐、 黃 龍の 二人が 相 並んで 出で、 又 それらの 名で ニ淤に 

分れた。 これ を 五家 七宗 とい ふので ある。 

(本朝に は榮西 僧正 黃 龍の 流 を 汲みて 云々) わが 國の禪 宗は敫 山に 傳 へられた 外に も 時々 支那に 入って これ を傳 へた 人 も 

あつたが、 相承 者がなくて 世に 弘 まらずに 終った。 わが 國の 禪宗 の永績 する 樣 になった は榮 西に はじまる。 榮 西は備 

中の 人で、 仁 安三 年に 宋に 行って、 半年に して 歸リ、 文治 三年 再び 宋に 赴いて、 黃龍 八肚の 法孫虛 庵に 就いて、 その 

印 可 を 受けて 建久ニ 年に 歸 朝し、 京に 入りて 禪 宗を唱 へた。 建 仁 寺の 開山であって、 建 保 元年 僧正に 任ぜられた。 これ 

が 臨濟宗 の傳は つた はじめで ある。 

(聖ー 上人) 聖ー 上人 は 名 は 辨阆字 は 圆爾、 駿 河の 人で ある。 嘉禎 元年に 宋に 入り、 無 準に 禪宗を 受け 六 年に して 歸 朝し 

て.. 泶福 寺の となった。 

c 石 霜の 下つ かた 虎 丘の 流 を 無 準に うく) 石 霜 は 支那 臨 濟宗の 六 世、 名 は楚圓 とい ふ。 石 霜 山に 居た から 石 霜と いふ。 

その 門； 卜より 极岐、 黃 龍の 二 派生ず る。 虎 丘 は 名 は 紹隆、 居所 を 以て 名 づけた。 法を阒 悟に うけた。 無 準 は 名 は 師範、 

謂^の 第 六 世で ある。 即ち、 石 霜、 楊岐、 白雲、 法演、 阆悟、 虎 丘、 應庵、 密庵、 破 庵、 無 準、 聖 一 となる ので あ 

る o 

(彼 親の 弘 まる 事 は 此兩師 よ リの事 也 云 々.- 禪宗の わが 國に弘 まった の は 上述の ニ師 からで あると いふので あるが、 これ 

から^お が 盛んになり、 逍元 禪師が 支那に 入って、 曹洞 宗を傳 へた 事 も あり、 又 臨濟宗 では、 支那から 來た 名僧 も少 

くない。 蘭溪道 ir か逑长 寺の 祖 とな リ、 祖 元が 阒覺 寺の 祖 となり、 又 寧 一山が 来朝した 事な ども 著しい 事で ある。 

(五家 七 荥とは 云へ ども、 以前の 顯 密權實 等の 不同に は 相似るべからず 云々) 禪宗は 上の 如く 五家 七宗 とい ふやう に 多く 

の 分派が ある けれども、 それ は、 その 以前の 顯密の 別、 櫂實の 差と いふ やうな 著しい 差別が あるので なくて、 多く は傳 

統の 差別に すぎな いので、 「直 指 人心 見 性 成佛」 とい ふ ことの 範圍を 出ない ものであると いふので ある。 

(直 指 人心、 見 性 成佛) これ は 上に いった 如く 所謂 不立 文字 敎外 別傳の 要旨で あるが、 座禪の 一 の 行に より 直ちに 自己の 

心性 を徹 見して 成佛 せし むる こと。 見 性 成 佛は見 性即成 佛の義 である。 
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I- ゥ ニン  ギヨ ゥ  シン ゴン テン タイ  サ カン  ナ  コト ィササ 力  i ベ  ッ  ォホ カタ 

「「紅 5」 しと」， 本 弘 仁の 御宇より 眞言 天台の 盛に 成れる 事を聊 しるし 侍る に付きて 大方の 

「注し」 の 誤な  シゥ シ ゥデン ライ ォモ. ムキ  キハ  アヤ マ  ォホ  ハべ  タダシ  f  イタ 

^に^ S 名 宗々 傳來の 趣 をのせ たリ。 極めて 誤り 多く 侍らん。 但、 君と して は 何れ 

ミゥ  タイ ガイ  ス  コト  コク 力 * シャ ウサイ  オン ハカ リゴト 

の宗を も大槪 しろしめして 捨てら、 れ ざらん 事 ぞ國家 攘災の 御 計 なる ベ 

ボ サヅ ダイ シ  ッ カサド  シゥ  ヮが テゥ  シン メイ  トリ ヮ  すゥ ゴ  タマ  チシへ  イチ 

き。 菩薩 大士も 司る 宗 あり。 我 朝の 神明 も 取 分き 擁護し 給ふ敎 あり。 一 

シゥ ココ ロザ シ  ヒト ョ シゥ  ゾシ  ィ ヤシ  ォホキ  アヤ マリ チリ  ヒト  コンキ ニナ ジナ  ケゥ "フ 

宗に志 ある 人 餘宗を 謗り 賤む 、犬なる 誤 也。 人の 根 機 品々 なれば、 敎法も 

ム， ジン チリ  ィ ハン  ヮガ シン  シゥ  アキラ  イマ ダシ  チ-ン へ  ゾシ  キハ 

無盡 也。 況ゃ、 我 信ずる 宗を だに 明めず して、 未知らざる 敎を 謗らん 極 

ザィ n フ  ヮレ  コノ、 ンゥ  キ  ヒト  マ タカ ノシゥ  n コロ  トモ  ズィ 

めた る 罪業に や。 我は此 宗に歸 すれ ども、 人 は 叉 彼 宗に心 ざす。 共に 隨 

ブン  ェ キア  コレ ミナ コン ジャ ウイ チセィ  チ ゲ  ァラ  クニ  アル ジ  フ セィ 

ヌぶ、 群、。 北 分の 益 有るべし。 是皆 今生 一世の 値遇に 非ず。 國の 主と もな り、 輔 政の 

本に よる  C 

M 「過 一に 卞  ヒト. 1  、レ ョケフ  ス  キ  モラ  トク ェキ  15  コ トォモ 

^1。 本 「偶」 人 ともなり なば、 諸敎を 捨てず、 機 を 漏さず して 得 益の 廣 からん 事 を 思 

ひ 給 ふべき 也。 、  - :、>#gp 

(說) 前節までに は、 弘 仁の 御宇から 眞言 天ム ロニ 宗の 盛んに 成った 事 を 注した 序に 大體の 佛敎の 宗旨の 傳來 した 樣子を 載 

せた とい ふので あるが、 著者 は 極めて 誤り 多く 侍らん と 謙遜して ゐる。 しかし、 これ は 極めて 大略で あるが、 誤 は 多く. 

は ある ま レと思 はるる。 しかも 何の 爲に、 かやう に 佛敎の 事を悉 しく か >|れ たので あるかと いふに、 それ は赏に 
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(君と して は 何れの 宗をも 大概し ろしめ して 捨てられ ざらん 事 ぞ國家 瓖災の 御 計なる べき) とい ふ 事に 存す るので ある。 

この 事 は 二重の 意味が ある やうに 思 はるる。 その 1 は 王者の 道 は 所謂、 王道 蕩々 たり、 王道 平々 たりと いふ 精神で、 

いづれ の 道 を も 1 視 同仁の 葸度を 執らるべき であるし、 又 わが 國爲 政の 大本た る 「知ろ しめす」 とい ふ 精神から は、 そ 

れ らの大 鋼に 通じて ゐられ ねばなら ぬと いふ 點 である。 他の. 一 は當 時の 信仰と して 又 古来の 傳統的 精神と して 佛道は 

國家 據災の 計で あると 信ぜられて ゐた爲 でも ある。 この 二の 點で， 佛敎の 各宗に 通じ、 或る 宗に 偏頗の 所 置 を とられ 

ぬ やうに せらるべき であると いふの が、 こ の 節の 本旨で あらう と 思 はるる。 

(菩薩 大士も 司る 宗ぁリ ) 大 士は大 菩提心 を與 した. 士の義 であるが、 菩薩の 1 名と する から 結局 こ > 'は 菩薩 を さして ゐる 

ので ある。 菩薩 は 梵語 菩提 薩埵の 略で、 大心ぁ リて佛 道に 入った 人 を さすので あるが、 こ \ は 法身の 菩薩で >  觀音、 

地藏、 勢 至、 辨才 天な ど を さすが、 その 宗旨に よって、 某々 の 菩薩が これに 屬 して それ を 擁護 するとい ふ ことがある。 

(我 朝の 神明 も 取 分き 擁 11 し 給ふ教 ぁリ) これ は 兩部習 合の 神道で は 盛んに 唱 へた 所で ある。 たと へば、 前に も講々 出た 

如く、 東大寺、 大安 寺に は 八幡の 神、 法相 宗には 春 日の 神、 天 ムロ宗 に は 日吉の 神な どの 如きで ある。 

(©) 以上 佛敎の 事 を 述べ をへ たに つれて、 他の 儒 敎道敎 その他に ついても 同 樣の心 持 あるべき を 次に 說 くので ある。 


「しめ」 の 下 底 

本 「ス」 あり、 

衍 なること 著 

し、 他 本な し。 


プヅ ケフ 


ジ ュ ダウ 
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且 は佛敎 にか ぎらず、 儒道の ニ敎 1 乃至 諸の 道、 賤き藝 まで もお こし 用ゐ 

セィ ダイ  ィ  ナリ  オヨ  ナン プ  力 ショク  ット  ォ ノレ  ショク  t ト  ァタ 

る を 聖代と 云 ふべき 也。 凡そ 男 夫 は 稼 穡を勸 めて 己 も 食し、 人に 與 へて 

ゥ  二 ヨシ  ハウ セキ  コト  ミヅ カラ キ  ヒト 

飢ゑ さら？ J め 女子 は 紡績 を 事と して 自も 衣， 入 をして 

も あた  >  力なら 

O  o 

しむ。 賤 きに 似 たれ ども、 人偷の 大本 也。 天の 時に 隨ひ、 地の利に よれ 

り。 此 外商 沽の利 を 通ず る も ぁリ。 ェ 巧の 態 を 好む も あり。 &官 に、 いざ 


「坐」 底本 「座」 

とす C 梅 白 二 

本に よる。 


シ クワン 


ニー」 底本 「 一 」 

に 誤る。 他 本 

によりて 改 

む。 

「かくの ごと 

く」 底本 「如 

此」 


プン プ 


二 ダウ 


す も あり。 是を 四民と 云 ふ。 仕官す るに 取りて 文武の 二道 あり。 坐して 

モ  ミチ  ロン  ブン ，、-  ミチ ナリ  n ノ ミチ  アキラ  シャゥ  タ 

以て 道 を 論ずる は 文士の 道 也。 此 道に 明かなら ば、 ， 相 とする に堪 へ たり。 

ュ  コ ウタ  プ * シ ン  ヮザ  コ ノ ヮザ  ホ マレ  シャゥ  タ 

征 きて 功 を 立つ るは武 尺の 態な り。 此 態に 譽 あらば、 將 とする に 足れり。 

プン ブ  フ タツ シ バラク ス  タマ  ョ ミダ  トキ  ブ  I ギ 

されば 文武の 一 一は 暫も 捨て 給 ふべ からず。 世亂れ たる 時 は武を 右に し、 

O 

ブン  t ダリ  クニ テサマ  トキ  ブン  I ギ  ブ  ヒ ダリ  ィ 

文 を 左に す。 國 治れる 時 は 文 を 右に し、 武を 左に すと も 云へ り。！^ gSJjM 


サマザ マ 


モチ 


へ ヤス 


オノ オノ ァ _ 


I。 ふ かくの ごとく 樣々 なる 道 を 用ゐて 民の 愁を 息め、 各の 諍な からしめ 


o  o  o  o  o 

モ- 


フ レン 


nn 口 ホシキ ママ 


ラン セ. 


ん事を 本と すべし。 民の 陚歛を 厚く して、 自の 心を恣 にす る 事 は 亂世亂 

コク  モト ヰナリ  ヮガ クニ  ワウ シュ  n ト  マツリ ゴ トミ ダ  レキ スゥ ヒサ 

國の基 也。 我 國は王 種の か はる 事 はな けれども、 政亂れ ぬれば、 曆數久 

ケィ タイ  タ V；  トコ ロド コ P  でー ル  "ベ  ィ ハン  ヒト  シン  ゾノ ショク 

しからず、 繼體も 違 ふためし 所々 に 注し 侍リ ぬ。 況ゃ 人の 臣 として 其 職 

を 守る ベ きに おきて を や。 


(«道 の 一 一教) 儒 敎は周 公 孔子の 敎、 詩害禮 樂を經 として、 治國平 天下の 道を究 むる 敎。 道敎は 支那 民族 有の 宗敎 であ 

るが 黄 帝 老子の 敎と稱 せらる る。 わが 國に は佛敎 にも 混じて 傳 へられ、 又 陰陽道と しても 傳 はった ので ある C 

(稼 穡) 宋を 種うる を 稼と いひ、 禾を收 むる を穑 とい ふ。 惣 じて 農業 を さす。 
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紳& 正統 記述 義  二 九 A 


(紡 錢) 紡 は 糸 をつ むこと、 績は苧 をう むこと。 

(接き に 似 たれ ども 人倫の 大本 也) この 稼穡 紡績の わざ は事賤 しきに 似 たれ ど、 人倫の 大本で あると いふので あるが、 こ 

れは 帝範に 「夫 食 爲_ 一人 天 1 農爲 11 政 本 こ と 千古に わたる 金言で あるに 基づいた かも 知れぬ が、 人偷の 大本で あるとまで 

は 云って ゐ ない。 

(天の 時に 隨ひ 地の利に よれ リ.： >  書經の 注に 「順 一一 天 時 一分 一一 地 利 こ と ある。 農 桑 は 時季に 隨っ てこれ を 行 ひ、 土地の 宜しき 

に隨 つて これ を植 ゑて 利用 するとい ふので ある。 

(此外 云々 是を 四民と 云 ふ) 四民 は 書 綏 に 出て ゐる 語で あるが、 士農工商 をい ふと 注に ある。 

(仕官す るに 取リて 文武の 二道 あ =0  士は職 を 受けて 官に 居る 人 をい ふので あるが、 それに 文武の 二道が ある。  • 

(坐して 以て 道 を 論ずる は 文士の 道 也 云々) 書經周 官篇に r 玆惟 一 一一 公論 i 道 經レ邦 焚-一理 陰陽 こと あるに よった ので あらう が、 

文士と は 今の 俗にい ふ 文士の 意に は あらず、 文 道 を 以て 君に 仕 ふる 士 即ち、 政務 を 司る 高官 をい ふ。 

(文武の 二 は暫も 捨て 給 ふべ からず) 帝 範に曰 はく 「文武 二 途捨匚 不可。 與， 時 優劣 各ぎ-一 其宜ー 武士 儒 人焉可 fe」 と。 

(世 亂れ たる 時 は武を 右に し 文 を 左に す 云々) 史記平 津侯傳 に 「守成 尙, 文、 遭遇 右, 武」 と あると 同じ。 古、 右 を 上に すと 

あるの は 支那の 事で ある。 日本で は 左 を 上に する 故に、 左右 大臣 左右 近衞府 左右 京 等す ベて 左 を 先にす るので ある。 

こ X は 漢語の 右文 左武の 語に つ いて いはれ たから この 言 をな す 必要が あつたの である。 

(かくの 如く 種々 なる 道 を 用ゐて 民の 憋を 息め 各の 諍な からし めん 事 を 本と すべし) こ \ に說く 事が わが 皇道 政治の 极本 

的信條 であった 事 は 古典に あら はれた 實 例で 明かで あるが。 * 今 1 々例 を あげぬ。 

ヅ モ ソモタ i  i チビ  ッ  ショ ダウ ショ ゲイ ミナ ェ ウス ゥナリ  ィ -I シへ  シ ショ レイ ガ モ  ク -I  ラサ 

抑 民 を 導く に付きて 諸道 諸藝 皆要樞 也。 古に は 詩 書 禮樂を 以て 國を 治む 

シ ジュッ  . ホン チウ シ ジュジ ガク タ  コト タシカ  ,  *  ^ン i  9 

る 四 術と す。 本朝 は 四 術の 學を 立てら るる 事 隨 なら ざれ ども 耙傳 明 

ギヤ ゥ ミヤ ゥ パフ サン ダウ  シ ショ レイ  セッ  サン ダウ  クハ  シ ダウ  ノ  ,  0 

經、 明 法の 三 道に 詩 書 鱧を攝 すべきに こそ。 I 下道 を 加へ て 四 道と 云 ふ 


m 
m 

天 


九 


「とどめん」 g 

本 r 留メ ン 一に 

作る。 梅 本に 

よりて 假名と 


代々 に用ゐ られ、 其 職 を 置かる 、事 なれば、 委く する にあた はず。 醫， 陰 

ャゥ  リャゥ ダウ マタ n レ クニ  シ ェ ゥナリ  キン セキ シ チク  ガク  シ ガク  ヒ トツ  モ ハラ マツリ ゴト  モト ナリ 

陽の 兩道又 是國の 至要 也。 金石 絲 竹の 樂は 四學の 一 にて 專政 をす る 本 也。 

イマ  ゲイ ノウ  ゴト  ォモ  ムネン  コト ナリ  フゥ  ゥッ  ヅク  ガク 

今は藝 能の 如くに 思へ る、 無念の 事 也。 風 を 移し 俗 を かふる には樂 より 

イチ オン  ゴ セィ ジフ 二 リツ  テシ  チ ラン  ヮキマ  コゥ スィ 

よき はなしと 云 へり。 一 音より 五聲 十一 一律に 轉 じて、 治 亂を辨 へ、 興衰を 

シ  ミチ  マタシ フカ  エイ  フゥ  イマ  ヒト  コノ  トコ 口  二ガク 

知るべき 道と こそ 見え たれ。 又 詩陚歌 詠の 風 も 今の 人の 好む 所、 詩學の 

本に は異 也。 然れ V- も、 一心より おこりて、 万の 言の葉と なる。 末の世 

なれ ども、 人 を 感ぜし むる 道 也。 是を よくせば、 僻 を やめ、 邪 を 防ぐ 敎 

ココ& ミナ モト アキ  シャゥ 力へ  ジュヅ 

なるべし。 か、 れば いづれ か、 心の 源 を 明らめ、 正に 歸る 術な からん。 

リン ヘン  ヮ  ケヅ  セィ  クワン コゥ チシ  キゥ コゥ  ユミ  ック  タウ  タイ ゾゥ  サト 

輪 扁が輪 を 削りて、 齊の桓 公を敎 へ、 弓 ェが弓 を 作りて、 唐の 太 宗を覺 

タゲヒ  チ イシ ヰゴ タン キ  タ ハフ レ  ォ ロカ  nnp チサ  力 a 力 P  ヮザ 

らしむ る 類 も あり 乃至 圍碁彈 碁の 戯ま でも 愚なる 心 を 治め 輕々 しき 態 

ナリ  タダシ ソノ ミナ モト モト  イチ ゲイ  マナ  コト 

をと どめん がた め 也。 伹其 源に 本づ かずとも、 一 藝は學 ぶべき 事に や。 

o  o  o  o 

n ゥシ  ァ  クウ  ヒネ モス  n コ ロモチ  トコ n  パク ェキ 

孔子 も 飽くまでに 食て 終日に、 いの 用ゐ る 所な からん より は 博奕 を だに せ 


を 

ぶ iL ト 


祌 a  ^ 統 記述 義 


三 〇〇 


はるめり 」 梅 

ネ による。 底 

本 「ィへ ルナ 

リ」 とす。 


^  o  ィ„チ W ゥ， -  イチ グイ  タ ジサハ  ヒト モト  アキ  n トヮリ 

よと 侍る めり まして 一 道 をう け 一 藝に も携 らん 人、 本 を 明ら， o、 哩 

o  o  7  ^ 

是 より 堙 世の 要と もな り、 出 離の はか リ ごとと も咴リ 

キ〜 イツ シン モト  ゴ タイ ゴ ギヤ ゥ  サゥ コク サゥ シャゥ .  ミヅ カラ i- ト 

なん ー氣丁 心に 本 づけ、 五大 五行に より、 相 尅相生 をし リ、 自も 覺リ、 

他に も覺 らし めん 事 万の 道、 其理 一なる べし。 

(說) 上來君 遒を說 いたが、 こ \ に 民 を 導く についての 心得 を說 いたので ある。 これ は 上の 「儒道の ニ敎 乃至 諸の 道賤し 

き藝 まで もお こし 用 ゐるを 聖代と いふべ きなり」 に應 じたの である。 

(古に は 詩 g 雜樂を 以て 國を 治む る 四 術と す) この 古 は、 支那の 古代 を さす ひ樂. 記 王制 篇に 「樂 正崇 一一 四 術 一 立 一一 g: 敎ー顺 一一 先 

王 詩 書 鱧 樂ー以 造， 士」 と 見 ゆる。 

(本朝 四 術の 舉を 立てら るる 塞惬^ ら ざれ ども、 紀傳、 明經、 明 法の S 道に 詩 書 躂を攝 すべきに こそ、 ^道 を 加へ て 四 道 

と 云 ふ) 本邦の 學 令に は 明 鸫、 明 法、 秀才、 進士、 書、 箅の 六道 を 立て 、仝く 唐の 制に 依った ものであるが、 後に は 明經、 

紀傳、 明 法、 箅の W 道と なった 。明 經道は 專ら經 書を修 むる 科で あり、 紀傳道 は 支那の 歷史 を學び 兼ねて 文 車 を修 むる 

科で ぁリ、 明 法 道 は 本邦の 律令 を修 むる 科で ある。 書道 はいふまで もない。 支那の 四 術 はすべ て經 として 立てた もの 

であれば、 明鸫 道の うちにお のづ から 入り、 なほ 又 紀傳明 法 等に 詩 書 蹬は攝 せらる >t であらう とい ふので ある。 

(^々に 闬 ゐられ 云々) 四 道の 事 は それ^ \ 官職 ありて、 代々 任命 も ある 事で あるし する から、 今一 々 これ を あげて 論ずる 

こと は 出來な い。 

(醫 陰陽の 兩道又 是國の 至要 也) S 道 は 疾病 を 除き 生命 を 保つ 道で あり、 陰陽 逍は 陰陽 五行の 理を 究め、 同時に 天文 暦數 

の 事 を も 司る 道で あるが、 大寶の 令に は醫 道は宫 内省の 典藥 寮で 掌り、 陰陽道 は中務 省の 陰陽 寮で 掌って ゐ たが、 こ 

れを 醫陰兩 道と 云って 重んぜられた。 醫道は 小宇宙た る 人の 陰陽の 亂れを 正す もので あゆ、 陰陽道 は 大宇宙の 陰 場 を 


掌る もる であるから 共通す る ものと 認めて 重んぜられ たの であらう。 

、說) 以上 詩 書 鐘 を 主として 云った が、 樂には 及ばなかった。 これから 樂に 論及しょう とする ので あるが、 その 論 は 頗る 

高尙 で、 當 時の 俗耳に は 入り 難かった ので あらう が、 今日に 於いても 俗人 は 眞意を 了し 得ない かも 知れぬ。 

(金石 絲 竹の 樂は四 舉 の 一 にて 專政 をす る 本 也) 金石 絲 竹と は 所謂 八 音た る 金 (鐘：) 石 (磬) 絲 (琴瑟 •) 竹 (箫 笛) 匏 (笙) 土 

(壎」 革 (鼓) 木つ 状) の略稱 で、 正しい 樂を 云った ものである。 この 正樂は 上の g: 術の 學の 一 つで、 政 をな す 根本で あ 

る。 この 事は禮 記に 樂記篇 があって これ を熟讀 すれば 了會 せらる るの. である。 その 中に 「禮樂 刑 政其棰 1 也、 所 T 以 

同一 一民 心 一 出 4S 道 上 也」 とも 「生 民 之 道樂爲 vK 焉」 とも ある。 

(今 は藝 能の 如くに 思へ る 無念の 事 也) これ は 今日に 於いても その 通りで あるが、 それ は樂の 大本 を 忘れて、 末 枝に 拘泥 

する 故で ある。 

(風 を 移し 俗 を かふる に は 樂ょリ よき はなしと 云 ヘリ) 孝 經に曰 はく 「移， 風 易, 俗莫, 善 一 一 於樂 こと ある。 

( 一 音よ リ五聲 十二 律に 轉 じて 治 亂を辩 へ興衰 を 知るべき 道と こそ 見え たれ) 五萆と はお 商^ 徴 羽と いふ 五の 音 喈 をい 

ふ。 十二 律と は黃 鐘、 大呂、 太蔟、 夾 鐘. 姑 洗、 仲呂、 雜賓 林 鐘、 夷 則、 南吕、 無 射、 應鑌の 十二の 調子 をい ふ。 一 

の 音が 變 化して 五聲 十二 律に 韓 じて 音 樂を なす。 その 音 樂が治 亂を辨 へ 與衰を 知るべき 道で ある こと は樂 記に 「治世 

之 音 安 以樂、 其 政 和。 亂世之 音怨以 怒、 其 政 誰。 亡國之 音衰以 思、 其 民 困。 萆音之 道 與ぃ政 通矣」 と 見 ゆる。 

(又 詩陚歌 詠の 風 も 今の 人の 好む 所 詩學の 本に は異 也) 詩 學の本 は、 孔子が 詩經を 編した 本旨 を 云 ふので あらう。 即ち 風 

俗 を 察し、 人心の 邪 正 を 知り、 人偷を 和ぐ る媒 となると いふの が 本旨で あつたが、 後世 はた^ 風流 遊興の 具と なった。 

にれ が 本書に い つた 旨で あらう。 

(然れ どもて 心よ リ おこ リて 万の 言の葉と なる 云々) これ は 古 集の 序に 「やまと 趺は 人の 心 を 種と して、 よろ づの 言の 

葉と ぞ なれり ける。」 とい ひ T 力 を も 入れず して 天地 を 動かし、 目に 見えぬ 鬼神 を も あはれ と 思 はせ、 男女の 中 を も 和 

げ、 猛き 武士の 心 を も 慰む る は 歌な り」 と あるに よった ので ある。 

つか.' れぱ いづれ か 心の 源 を 明らめ、 正に 歸る 術な からん) 上に 述べた やうな 譯 であるから、 如何なる 些細な 事と 思 はる 

る わざで も.、 人心の 機微 を 察し、 又 人心 を 正しき 道に 導く 方法が 必ず それらに よ つて 考へ ら るる 喾 であると いふ の で 

ある。 
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神 皇正铳 記述 義   I 丽    Hlo 二   

(輪 扁が輪 を 削リて 齊の桓 公を教 へ) 輪 扁は車 をつ くる 人で あるが、 この 話 は莊子 天道 篇に 出て ゐる。 曰 はく  r 桓 公讀. - 

書 於^ 上 T 输扁 於 堂 下 T 釋 I- 椎繫 1 而上 問- 桓公 1 曰、 敢問 公之 所：， 讀爲 - 何 言 I 邪。 公 曰 聖人 之 言 也。. m 聖人 在 乎。 公 

曰 巳 死矣。 曰 然則君 之 所 レ讀者 古人 之糟 魄矣。 桓公 曰、 寡 人讀， 書、 輪 人 安 得レ議 乎。 有， 說則 可、 無 レ說則 死。 輪扁 曰、 

E 也 以., 臣之 事- 觀, 之、 劉， 輪 徐則甘 而不& 、疾則 苦 而不大 、不レ 徐不, 疾、 得- - 之 於 手 一 而應， -於心 一 ロ不, 能, 言、 有 fe 存， - 焉 

其閒 T 臣不, 能 S 以喩 _| 臣之子 T 臣之子 亦不, 能い 受 _1 之於臣 T 是以 行年 七十、 而老尙 劉， 輪、 古人 與其 不, 可, 傳也 死矣、 然則 

君 之 所 レ讀者 古人 之糟魄 巳矣」 と ある。 

(弓 H が 弓 を 作 リて唐 太宗を むる 類 ^ ぁリ) この 事 は貞觀 政耍に 載せて ある。 曰 はく、 「貞觀 初、 太宗謂 一一 蕭 ^一日、^ 

少好 11 弓矢？ 自謂 S 能 翕- 1 其 妙 T 近 得- - 良 弓十數 1 以 示- - 弓ェ 1、 乃 曰 皆 非, | 良材 1 也 睽問, - 其 故？ ェ曰木 心不, 正則 脈理皆 邪、 弓 

雖 _| 剛勁 1 而遺, 箭不, 直、 非-一良 弓 i 也。 朕始 悟焉。 睽以， - 弧 矢 1 定. i 四方 一 甩レ弓 多矣。 而 猶不, 得, 一 其理 t 況朕 有-天下 一之 日淺、 

得 10^ 理之意 i 未, 及 一 一 於 弓 1。 猶失レ 之而況 於レ理 乎」 と ある。 

(乃至 園 基撣 基の 戯 まても 愚なる 心 を 治め、 輕々 しき 態 をと どめん がた め 也) 乃至 は 中間 を 略す る 語で、 以上 述べた もの 

から その外い ろ^..^ ありて、 次に いふ 如き ものに 至る まで もとい ふ 意。 圍碁は 今 もい ふ 碁 をう つ こと。 彈蕃は 支那 睜 

來の 遊戯で、 二人が 局に 對 して、 黑白各 六 又 云 八つの 駒 を 持て 互に 之を擎 つた もの だとい ふ。 詳な こと は 分らぬ。 さ 

て かやうな、 かりそめの 戯 でも、 それに 熱中 すれば、 三昧と いふ 域に も 入り、 愚な 心 も しづ まり、 輕々 しきし わざ も 

^なくなる から、 やはり 治 心の 效は あると いふので ある。 これ は 下に 引く 孔子の 語に 基づく ので あらう。 

(其 源に 本づ かずとも 一 藝は畢 ふべき 事に や) 源に 本づ くと は、 その 根源の 精神 を さとり、 それに 本づ いて それ を 行 ふ を 

いふ。 さほどまで なくと も、 何 か 一 藝は學 ぶ 方が よ いとい ふので ある。 

(孔子 も餽 くまて に 食て 終 B に 心の 用ゐる 所な からん ょリは 博奕 を だに せよ と 侍る めリ) これ は 論語 陽 貨篇に 「子 曰 飽^ 

終 無レ所 レ用レ 心難矣 哉、 不レ有 一一 博奕 者 1 乎、 爲レ之 猶賢ー 一 乎已こ と あるの を さす。 この 博は雙 六の 如き 戯、 奕 は園棊 をい ふ 

の で、 -今 いふ 賭博の ことで はない。 

(まして 一道 をう け、 ー藝 にも 揲 らん 人、 IK々J* 一の 學問を 受け 傅へ、 又 ある】 の藝能 を學ぶ 人々 が、 その 學そ の截の 本 

源 を 究め、 その 理を 明かに 覺る 志が あるなら ば* 必ず その 目的 を 達しうべき 喾 であるし. それと 共に、 その 究めた 道 

を覺 つた 理が理 世の 耍 ともなり、 出 離の はかりごと \ もなる であらう。 


(理 世の 要) 理は 治で、 世 を 治む るに 用ゐる 事柄 をい ふ。 

(出？ s の はか リ ごと) 佛敎 にて 迷の 世界 を 離れ 出づる こと、 即ち 迷 を 轉じ悟 を 開く こと をい ふ。 

(ー氣 一心に 本 づけ) 五大と か 五行と かいふ もの も、 もとは 天地の 1 の氣、 1 の 心で あるから、 その 本た る 1 氣 1 心が 五大 

五行に 發展 する 道理 を さとれと いふので ある。 而し てこ \ に いふ 所 は 同じ 著者の 撰で ある 東 家祕傳 に詳說 して ある。 

(五大) 佛敎 でい ふ 語。 1 切の 色 法 (宇宙の 有形 的 物質 界) を 構成す る 四 種の 成分、 地、 水、 火、 風 を 四 種と いひ それに 

空 (空 問) を 加へ て 五大と いふ。 東家祕 傅に 「抑此 渾沌 (即ち 未 分の 1 氣) 所 レ具ノ 水火 ノニ 德、 委ク スレハ 五大 也。 上 

轉下轉 ノニ用 アル ヘシ。 下轉 スレハ 空風 火水 地ト 次第 ス ヘシ、 上轉ス レハ地 水火 風 空と 生起 ス。 無レ 威如レ 環。 相攝ル 

事 如, 珠。 志レ 道者更 -I 問 ヘシ」 と ある。 これ 即ち 著者の 信ずる 神道 說に 基づく 論で ある。 

(五行) 支那の 儒敎又 陰陽道で いふ 語。 世界の 構成 をな す 五 種の 成分、 木、 火、 土、 金、 水 をい ふ。 而し てこれ を 東南 中 

西北に 配し、 春 夏 土用 秋 冬に 配し、 その他 五色、 五味 等に 配して 論ずる。 これ も 東 家 祕傳に 述べて ゐる 所で あるが、 

「地 神 五代 應 一一 五行 運 一也」 と あり、 その 前に 論ずる 所少 くない。 

(相 生相尅 の理) 五行が その 質に よって 相互の 間に 一方が 他 を 生ずる 關 係に 立つ を 相 生と いふ。 木生レ 火、 火生レ 土、 土生レ 金、 

金 生, 水、 水生, 木と いふ は 相 生で、 これ は 順な 關係 である。 又」 方が 他 を 制し 伐つ 關 係に 立つ を相尅 とい ふ。 木尅, 土、 

土尅， 水、 水尅， 火、 火尅, 金、 金尅, 木 は 相尅で 逆な 關係 である。 その 相 生 相 尅の事 は 五行 大義に 委しく 論じて ゐる。 著 

者 はこの 五行の 關 係の 順逆 を 知る とい ふ 事 は 修身より はじめ 万の 道に 於 いて 重要な 事で あると 信じて ゐ たので ある こ 

と は、 東 家 祕傳に 「相 生 相 尅此爲 一 I 順逆 こ と標 出して、 「五大 者 能 生 之理、 五行 者 所 生 之德、 相 生者 是順、 相 尅者是 

逆。 順逆 之 道 悔吝之 象 也， P と說 き、 更に 委しく これ を 解して ゐ るので わかる。 その 解の 中に 曰 はく 「如 レ此ー I 配當シ 

テ相生 相 尅ノ道 ヲ得テ 身 ヲ修メ 養生 ノ法 トス。 乃至 天文、 地理、 算術、 巫醫、 音樂、 農業 ノ道 1 トシ テ此 相- 1 依ラ (ス) 

ト云事 ナシ。 若 相尅ス レ ハ 其道不 成シテ 災害 トナ ル。 相 生 ハ是順 也、 善 也。 相 尅是逆 也、 惡也。 故 王者 國ヲ 理ム、 人臣 

ノ官ヲ 守ル、 相 生 ノ政ヲ 知テ、 相尅ノ 亂ヲ濟 也。 反 レ之者 亂レ世 亡レ國 所謂 仁禮智 義信ノ 五常 如レ 次、 木 火 土 金 水 所 レ感也 

仁-一依 テ赣 プ行ハ 木生レ 火、 禮 -I 依 テ智ヲ 行ハ火 生, 土。 智 -1 依テ義 ヲ行ハ 金生レ 水。 信-一依 テ仁 ヲ行ハ 水生 レ木。 是ヲ 

相 生 ノ道ト 云。 仁 害， 智、 木尅レ 禮害， 義火^ 金。 智害レ 信 土超レ 水。 義害 ，仁 金？ 水。 信 害 レ禮 水？ 火。 是相尅 ノ法ト 云。 

明 王 相 生ノ術 ヲ得テ 天下 和平 也。 喑王相 尅ブ行 テ國家 凋弊ス 云々」 と ある は、 本書の 文 を 敷衍した ものと 見ても 差 支 
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ない ものである。 

. 万の 道其理 1 なるべし) 萬 法が 1 心から 生ずる ものと すれば、 萬の 道 は 其 源が 一 であると 考 ふるの は當然 であり、 又必 

然 である。 こ  >  に 源 を 求めて 1 氣 一心-に^り、 それ を 正しくす るの 理を さとらば、 その 理が 萬の 道 を 一貫す る もので 

ある こと を 0 分 もさと りうる であらう し、 又 人に もさと らしむ る こと を耍 する であらう とい ふ 事で あるが、 その 敷衍 

した 說明は 上に あげた 東 家 祕傳を 見れば 明かで ある。 


「铖 に」 の 「に」 

他 本より て 補 


コノミ 力 ド マコト 


ケン ミヅ 


リャ ゥシゥ 


ュ ガク 


アキラ 
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此 御門 誠に 顯密の 兩宗に 歸し給 ひしの みならず、 儒學も 明かに、 文章 も 

〇 

タクミ  ショ ゲイ  スグ  タマ  キ ウジ ャゥ  ヒガシ ォモテ ガク  オン ミヅ カラ  タマ 

巧に、 ^藝も 勝れ 給へ りし。 宮城の 東面の 額 も 御 自かゝ しめ 給 ひき。 


(顯密 の 兩宗に 歸し給 ひしの みならず) この 天皇の 顯密兩 宗に歸 依せられ た 事 は 著しい 事で あるが、 就中、 傳敎 大師の 寂 

した 時に 「哭澄 上人 詩」 を 賜 はつ た 事 や、 屢々 弘法 大師に 文 詩 を 賜 はった 事な どで も 察せら るる。 

(«* も 明かに 文章 も 巧みに) こ &に 云って ある 事 は、 宫 中で 屢々 經史の 講筵を 催された 事 や、 凌雲 集 を 小野岑 守に 編せ 

しめ、 文 華 秀麗 集 を 仲 雄 王に 編せ しめられた 事 や、 又 上の 二 集 及び 經國 集に 載せて ある 御製の 詩な ど を 見れば 知らる 

る。  ？. が 

(害藝 も 勝れ 給 ヘリし 云々) この 天皇の 書道に すぐれ 賜うた 事 は 弘法 大師 橘 逸勢と 共に 世に 三筆と 申し上げた 事赏 でも 明 

かで あるの みならず、 今 も 世に 傳 へ てゐ る御眞 筆が まさしく 見事な も ので ある。 宮城の 門の 額 を 親ら 書き 給うた 事 は、 

有名な 話で ある。 これ はこの 御世に 弘仁九 年 殿閣 諸 門の 號を 改めて 支那 風の 名稱 にせられ、 これ を 題 額せられ た 事が 

正史に 見 ゆるが、 その 時の 事で あらう。 而 して その 東面の 額 を 親ら 遊ばした 事 は 江 談抄に 書いて あるが、 衩鵝 •： ^訓抄 

に は 「陽 明、， 待贅、 郁芳 門 巳 上嵯峨 天皇」 と 記して ゐる。 而し てこの 三門 は いづれ も 東面の 門で ある。 


卞ノカ  チ ナ  タマ  コト  ジフ シ ネン  ク ワウ タイ テ T  ュヅ  タイ シャゥ テン ワウ  マチ  ティ ト  ユミ 

天下 を 治め 給 ふ 事、 十四 年。 皇太 弟に 譲りて 太 上 天皇と 申す。 帝都の 西、 

サが ノヤ,' ィ  トコ & リキゥ シ  マシマ  イツ タンク ュ ュヅ タマ 

嵯峨 山と 云 ふ 所に 離宮 を 占めて ぞ 御座し ける 一 旦國を 讓り給 ひしの み 

ならず、 行末まで も 授け まし まさん の 御 志に や、 新 帝の、 御子 恒 世の 親 

ワウ  タイ シ  タ  タマ  、ンン ワウ マタ カタ  ジ タイ  3  ソム  タマ  ァリ 

王 を 太子に 立て 給 ひし を 親王 又 固く 辭 返して、 世 を 背き 給 ひける こそ 有 

ガタ  シ ャゥク ワウ フカ ケンジ ヨウ  シン ワウ マタ  ノガ 々マ  *-  .^,4 

難 けれ。 上皇 深く 謙譲し ましけ るに、 親王 又 かく 遁れ給 ひける 末代 ま 

ビ ダン  ムカシ -ーン トク キヤウ ダイ ァ ヒュヅ  タマ  ノチ  キ I  コ 1 'ナリ r- ゴ • .1- フ 

での 美談に や。 昔、 仁德 兄弟 相 譲り 給 ひし 後に は 聞 かざりし 事 也 五十 

シチ サイ オハ シマ 

七歲 御座し き。 

(皇太子に 讓リて 太 上 天皇と 申す」 弘仁 十四 年 四月 十六 日に 御讓 位あった。 

0 帝都の 西嵯娥 山と 云 ふ 所に 離宮 を 占めて ぞ 御座し ける) この 離 宫は續 日本 後 紀仁叨 紀承和 元年 八月の 下に 「先太 上天" 

^御嵯峨 院」 と ある 所で、 後 この 所で 崩御に なリ、 御追號 を嵯峨 天皇と 申し 上ぐ るの もこの 地名に よった ものである。 

この 嵯峨院 は 文 華秀歴 集に 嵯峨 山院 とも ある。 天皇 崩御の 後、 寺と せられた、 それが 今 も あ。 大覺 寺で ある。 

( I 旦國を 讓リ給 ひしの みならず 云々) 將來 永く 淳和天 a の 御 末に 國を傳 へようと いふ 思 召であった らうと 見えて、 太 

天^の^ 召で 新 帝 即ち 淳和 天皇の 御子 恒世 親王 を 皇太子に 立てられた。 しかし 新 帝が 闳辭 せられた ので、 嵯峨 上皇の 

御子 正 良 親王 r, 仁 明 ：} を 皇太子に 立てられた。  .  . 

(說) この 事に つ いて、 著者 は 謙 ー1 の德 まします といって 稱 讃し牽 つて ゐる。 もとより、 皇位 を爭 はるる より は 見事な 事 
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では あるが、 しかし 皇位 は 私有物で ないから、 謙譲の 目標と すべき もので はない ので ある。 この 點 はさす がの 親麼卿 

も漢 意に 累 せられて ゐら るると 評すべ きで ある。 

(五十 七歲 御座し き) 承 和 九 年に 崩御せられ たので あるが、 御 年は續 日本 後紀に 1 致す る。 

ダ 1 ゴ ジフ サン ダイ ジ ユン ヮ ナン ワウ サイ ヰン ミカ ド  マテ  クワン ム ダイ サン  ココ ほ ハ-ハ ゥクヮ 

第五 十三 代、 淳和 天皇、 西 院の帝 ごも 申す 桓武 第三の 子 御 母 贈皇太 

ゴ ゥフデ ハラ ノタビ n  ゾ ウダ イジ ャゥ ダイ ジン モモ カハ ムス メ チリ ミ タノ トウ トシ ソクヰ  カノ エタ" 5T^PO  ^ン ：カ 

后藤 原 旅 子、 贈 太 政 大臣 百 川の 女 也 癸 卯の 年 即位 甲 辰に 改元 天下 

チサ タマ  コト ジフ ネン  タ イシ  ュヅ  タイ シャゥ テン ワウ  マチ  n ノト キリヤ ゥ シャゥ クワ^ J マシマ 

を 治め 給 ふ 事、 十 年。 太子に 讓 りて 太 上 天皇と 申す 此時兩 上皇 御座し 

サ ガ  サ キノ タイ シャゥ テン ワウ  n ノ ミ カド  ノ チノ タイ- ンャゥ テン ワウ  マチ  ^ 

ければ、 嵯峨 をば、 前 太 上 天皇、 此 御門 をば、 後 太 上 天皇と 申しき 嵯 

ガ  i カド  オン ォキテ  トウ グゥ  マタ コノ ミカ ド オン コ ツネ サダ  シン ワウ タ  タマ  , , 

峨の 御門の 御锭 にや、 東宮に は又此 帝の 御子 恒貞の 親王 立ち 給 ひし か 

リ. T ゥシ ャゥク ワウ カク  ノチ  ュ エア  タマ  3 ゴ ジ * フ シ， チ-サ •M.-tJ- つ", . o 

兩 上皇 隱れ まし、 後に、 故 在りて すてられ 給 ひき 五十 七歲 御座し き 

(西 院の蒂 とも 申す) この 事 は 類聚 國史に 天 長 十 年 二月 「辛 巳 (廿 四 日ソ 皇帝 遷ー 一 御西院 1 爲レ is 位 也」 と ある 如く • この 院で 

御 譲位 を 行 はれ、 その後 專ら この 院に 居た まうた から 起った 御名で ある。 この 院は 四 條の 北西、 大宮の 東に あって、 

その 址今は 葛 野 都西院 村と いふ。 この 院は天 長年 中に 建てられた 所でつ 淳和院 とい ふの が 本名であった。 それ故に こ 

の H< 皇を淳 和 天皇と 申し上げ たので、 西院 即ち 淳和院 であるの である。 

(癸 卯の 年卽 位) 癸 卯の 年 は弘仁 十四 年で、 四月 十六 日に 嗟峨 天皇の 皇太 弟と して 受禪 踐舴 あって 甘 七日に 即位の 總を行 

はれた。 
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(甲 辰に 改元) 弘仁 十五 年 正月 五日に 改元、 天 長と 號 せられた。 

(天下 を 治め 絵 ふ 事 十 年) 十 年と は弘仁 十四 年 四 月より 、天 長 十 年 二月 サ 八日に 讓位 あった 時まで をい ふ。 この 時の 皇太 

子 は嵯峨 天皇の 第二 子 正 良 親王 即ち 仁 明 天皇であった。 

(此 時兩 上皇お はしけれ ぱ 云々) これ はこの 天皇 讓位 後の 事 を 云 つた も ので ある。 

(嵯娥 の 御門の 御捉 にや 東宮に は 又 此蒂の 御子 恒貞の 親王 云々) 恒貞 親王 は淳和 天皇の 第二 子で、 仁 明 天皇 受禪と 同時に 

皇太子に 立 たれた。 さて 承 和 七 年に 淳和 上皇が 崩御に なり、 同 九 年 七月 十五 日に 嵯峨 上皇が 崩御に なった。 其の 十七 

日に 春 宫坊帶 刀 伴 健 琴、 但馬樺 守 橘 逸勢 等が 皇太子 を 奉じて 事 を 起さう とした 事が 發覺 し、 廿 七日に 皇太子の 位を廢 

せられた。 この 皇太子の 事 は史に 明記して はない が、 いかにも 嵯峨 天皇の 崩御と 大關 係が ある やうに 考 へらる る。 

(S 十七 歳 御痊 しき) 承 和 七 年 五月 淳和院 で 崩御に なった ので あるが、 日本 紀 略に は 五十 九と あり、 績 日本 後紀水 錢轺運 

錄には 五十 五と ある。 本書 は 何に よった もので あるか 明かで ない。 

ダイ ゴ * シフ シ ダイ  タイ サン ジフ セィ ユン メイ テン ワウ オン ィ？ ナ  マサ ラ 

第五 十四 代、 第三 十 世、 仁 明 天皇、 御 諱は正 良お：^^ flunm ほ 龍 

フカ クサ  ミカ ド  マテ  サ ガ ダイ ュ  コ  オン ハハ ク ワウ タイ ゴ ウタ チパ ナノ カチ シ  ゾ ウダ イジ ャゥ 

0^ 深 草の 帝と も 申す。 嵯峨 第二の 子。 御 母 皇太后 橘嘉智 子、 贈 太 政 

ダイ ジン キヨ トモ  ムス メナ リ ミヅ ノト ゥシ トシ ソク ヰ  キノ エトラ  カイ ゲン  n ノ テン ワウ  サイ ヰン  ミ カド  ィゥ 

大臣 淸 友の 女 也。 癸丑の 年 即位。 甲 寅に 改元。 此 天皇 は 西院の 御門の 猶 

o 

シ  ギ マシマ  テゥ キン  リ ャゥク ワウ  タマ  アル トキ  リ ャゥク ワウ ドウ シ 3 

子の 儀 御座し ければ、 朝覲 も兩皇 にせさせ 給 ふ。 或 時 は兩皇 同所に して 

キン レイ ァ 

親禮も 在りけ りと ぞ。 

(御 正 S 一 K々) この 注の 意 は 仁 明 天皇の 御名の 正 良と 申し 奉る はま さし い 御名の リと思 はるる が、 その 前の 各 天皇た と 

^二 淳和、 仁 明 天皇  lllo 七 
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へば、 淳和 天な の 御 諱と傳 ふる 大伴、 嵯峨 天皇の 賀美 能、 平 城 天皇の 安殿、 桓武 天皇の 山 部、 光仁 天皇の 白壁、 孝 謙 天 

皇の 安侪、 元叨天 & の 阿閉 等の 如き は 正し い 御 諱とは 思 はれない。 いづれ も 御 育て 申し上げた 乳母の 姓な ど を 御 諱に用 

ゐられ たものと 思 はるる によりて、 これまで は御諱 某と は 申し上げなかった が 、この. 天皇から は 正しく 二字の 御諱の つ 

きた まふ やうに なった からこれ から はの せ 奉る と いふので ある 力 

(溧萆 の 帝と も 申す〕 これ は 山陵の 所在地から 申し 上ぐ るので ある。 この 天皇の 山陵 は 山城 國紀伊 郡 深 草 山陵で あるので、 

その 事は續 日本 後紀 にも 載せて あるし、 今日まで も か はり はない。 

(癸丑の 年卽 位) 癸丑の 年 は 天 長 十 年で、 この 年 二月 廿 八日に 禪を 受けられ、 三月 六日に 即位式 を 行 はれた。 

(甲 寅に 改元) 天 長 十 1 年 正月 三日に 改元、 承 和と 號 せられた。 

(此 天皇 は 西院の 御門の 猶子の 儀 御座し ければ) 猶子と は 御子の 分と いふ ことで ある。 この 天皇 は 西院の 御門 即ち 淳和 1K 

& の^太 子で あらせられ たから 猶子と 云った ので ある。 

(朝觐 も兩皇 にせさせ 給 ふ) 朝觐 とい ふ 漢語 は 元来 諸侯が 天子に 謁見す る こと をい ふので あるが、 我が 國 では 天皇の 太 上 

天皇、 ，M 太后 等を拜 した まふ こと 又 皇太子が 天皇、 太 上 天皇 等を拜 した まふ ことに 限って 用ゐ る。 しかも それ は 主と 

して 正月に、 儀式 を 整へ て 行幸が あった。 これ を朝魏 行幸と 云って 年始の 重い 鱧の 1 となった。 而し てこの 行幸が 正 

式の 禮 となった の はこの 天皇の 御 時から 始まった 樣 である。 その はじめの 記事 は續 日本 後紀卷 一一 一、 承 和 元年 正月 二日 

に" 後 太 上 天皇 (淳 和) に朝觐 せられ、 四日に 先太 上 天皇 (嵯峨 ) に朝觐 せられた 事 を 載せて ある。 爾來 歴朝 この 事が 行 は 

れて 恒例の 公事の 一 となった。 

(或 時 は兩皇 同所に して 觐觼 も在リ き) 觐禮は いふ ま e もな く 朝觐の 鱧で ある。 

ヮガ クニ サ カリ  コト  コノ  n 口  ァ  ケン タウ シ  ツネ  キ テゥ 

我國 盛な りし 事 は此比 ほひに や 在り けん。 遣唐使 も 常に ありき 歸 朝の 

ノチ ケン レイモン マへ カノ クニ タ カラ モノ イチ タ  ゲン i ン タマ ハ コトァ _ リツ リぺゥ 

後 建 鱧 門の 前に 彼 國の寳 物の 市 を 立て  > 群臣に 給す る 事 も 在りき 律令 


「び 底-本 「せ」 

とす 他 本に 

よりて 改 む。 


モン ム 


は 文武の 御代より 定められし かど、 此 御代に ぞ 撰び 調 へられに ける。 天 

h, チサ  タマ  n ト  ジブ -ンチ ネン  シ ジフ イチ サイ ォ マ- ンマ  3 

下 治め 給 ふ 事、 十七 年。 四十 一歳 御座し き 


(我國 盛な リし事 は此比 ほひに ゃ在リ けん) これ はわが 國の 支那 風の 文化の 盛んであった 事 を いはれ たもので あらう。 そ 

の 他の 意味で はこの 時代より 盛んであった 時代 は 他に も 在った ので ある。 そこで 支那 風 文化の 盛んであった 事 は赏時 

の 正史に 見 ゆるが 1 々これ を あぐる 事が 出来ぬ。 文學、 儀 制、 音樂、 服飾な どが. 一面 支那 風 をう けつ  >-、 1 面 はわ 

が 特色 を發 揮せ うとした 時代で ある" 

(遒 唐 使 も 常に ぁリ き) 遣唐使 は 支那の 唐に 遣 はさる る 公の 使で、 纾明天 ^二： やに 犬 上 三 田 莉を遣 はされ てから 歴代 絕ぇ 

ず 遣 はされ た。 この 御世に はこと に 著しい 事であった から.. 著者が こ  >- にこの 言 をな したので ある。 今 この 朝の 遣 唐 

使の 大略 をい. はう。 

承 和 元年 正月に 遣唐使. の 任命が あり、 參議右 大辨藤 原 常 嗣 が 大使に 任ぜられ、 承 和 一 一 I 年 五月に 出發 したが、 九州で 

風波の 難に 遭うて 1 且歸 り、 五 年に^ 發 して、 六 年の 八月に 歸 朝した。 大體 この頃の 遣唐使 は 唐朝と 交を修 むる とい 

ふ 事 を 第一義と した ものでなくて、 その 國の 文化 を 輸入す るの を 目的と した。 即ち 學藝 とか 書籍と か 穂々 の珍货 の麼 

物 を 輸入す るの を 目的と したので あった。 その 1 行に は 大使 1 人、 副使 一 人、 判^ 四 人が 規定で あるが、 この 時には 判 

^已 下水 手已上 三百 九十 一 人と いふ 大 なる 人数であった。 (元 正の 時には 五 百 五十 七 人であった ン 

(錚 朝の 後 建 鱧 門の 前に 彼 國の費 物の 市 を 立てて 群臣に 給す る 事 も在リ き) 遣唐使の 目的の 一は 彼國 の^ 物 を 得る に 在つ 

た 事 は 前に 言った。 それ故に 遣唐使の 記事に は 扶桑 略記に 「白 雉 五 年 七月 造 唐 使 長 丹 (吉 士長 丹) 等 多 得 _ー 文書 齊物 1 歸 

朝」 と 書いて ゐる 如き ものが 少 くない。 この 承 和 六 年の 度に は 十月 癸 酉 (廿 五日) の條 「是日 建 禮！： 前 張 一 一 立 三 ま 一 置 一一 雜 

唐物 一 內 藏寮官 人 及內侍 交易 名 曰 一 一 宫市こ と あるの を さした ので あらう。 又 それらの 唐物 を 山陵に 奉納 せらる る 儀 も 在 

つた。 

(律令 は 文武の 御代よ リ 定められし かど、 此 御代に ぞ 撰び 調 へられに ける) これ は 令 義解を 施行 せられた 事 をい はれた の 


^一  I 仁 明 天皇 


三 〇 九 
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であらう。 大寳 令が 養老の 時に 多少 改められ たので あるが、 その 文義 と解釋 例と が、 區々 になり がちであった からこ 

れを 1 定せ うとい ふ 目的 を 以て 淳和 天皇の 御^に 義解 を撰定 せしめられた。 そこで 天 長 十 年 二月に 出來 上って その 委 

员長 たる 右大臣 淸原 夏野 以下 十二 人が 連署して 上った。 それ をば、 承 和 元年 十二月に 施行せ しめられ たので ある。 こ 

れが今 も 傅って ゐる 令義 解で ある。 律に 就いては この 御代に 撰び 調 へられた とい ふ 事 を 聞かぬ。 

(天下 治め 給 ふ 事 十七 年) 夭 長 十 年に 即位あって、 次 は 承 和 十五 年に 改元あって 嘉祥と 云った が、 その ー11 年 三 月に 崩御で 

あるから. 御 位 は 足 かけ 十八 年であって、 滿 十七 年と 云って よい。 

(四十 一 歲 御座し き) この 御 年は績 日本 後紀に 記す 通りで ある。 

ダイ ゴ ジフ ゴ ダイ  モン トク テン ワウ ィ ミナ ミチ ヤス  タ ムラノ ミカ ド  マテ _ ュノ メイ ダイ ィ.^  3 

第五 十五 代、 文德 天皇、 諱は 道康、 田 村 帝と も 申す。 仁 明 第一 の 子 f 

ハ" タ イク ワウ タイ ゴ ゥフデ ハラ ノジ ユン. ン  サ ダイ ジン フユ ッグ ムス メナ リ カリエ ゥ., - ト A ソク ^  カント ユウ/ シ ^ 

母 太 皇太后 籐原順 子 51， 后 左大臣 冬 嗣の女 也。 庚 午の 年 即位 辛 未に 改 

ゲン  テンカ  チサ  タマ  コト  ネン  サン ジフ サン サイ ォマシ マ  — 

元。 天下 を 治め 給 ふ 事 八 年。 三十 三歲 御座し き 

(田衬 帝と 申す) この 天皇の 山陵が 葛 野 郡 田邑亿 あるに よって その 山陵 を田邑 山陵と 申し 上ぐ るからの 御名で ある。 

(S 條の 后と 申す) この 后 は 皇后の 位に は 即き給 はなんだ ので ある。 即ち 仁 明 天皇の 皇太子に ましました 時に 春 宫に侍 I 

て、 文德 天皇 を 生み 奉り、 仁 明 天皇 即位の 後に は、 女御と なリ、 從 三位に 進み、 文德 天皇 即位の 日 御 生母の 故 を 以て 

皇太 夫人の 號を 上られ、 齊衡 元年 四月に 皇太后の 尊號を 上られ、 淸和 天皇の 貞觀 三年 二月に 太 皇太后と なられた ので 

ある。 それ故に 五條の 后と 申し 上ぐ るの は 皇太后の 尊號 あってからの 事と 思 はるる が、 それ は 皇太后と なられてから、 

^ 倏の邊 に 住ませられ たからの 名で ある。 大鏡 や、 伊勢 物語に 御名が 見 ゆる。 

(庚 午の 年卽 位) 庚 午 は嘉祥 一 二 年で その 年の 一 II 月廿 1 日に 仁 明 天皇 崩御あって、 直ちに 踐舴、 四月 十七 日に 即位の 罎を行 
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「惟」 底本 「性」 

とす、 他 本に 

よりて 改む。 


「寅」 底本 「刀」 


はせられ た。 

(辛宋 こ 改元) 辛 未 は 嘉祥四 年で、、 その 四月に 改元、 仁壽 とせられた。 それから 仁 壽四年 十 一 月に 改元して 齊衡 とせら ホ 

齊衡四 年 二月に 改元して 天 安と « せられた。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 八 年) 天 安二 年 八月に 崩御 せられた。 それ故に 御 在位 は滿 八年强 である。 

(一一 一十三 歳 御座し き) 文 德實錄 に 「春秋 骨 有 二」 と あるから 本書 は 誤で ある。 

！  ？  P ク f セ； 00.  m は^： I、 が^の i と-^ す。 ぉ^^ま のぞ。 

アキラ ケィコ o セッ シャ ウダ イジ マウ ダイ ジン ヨシ フサ ム/ メナ^ o  ^%は 、ェ シ^ 1 ク 

の 明 子、 S 帽^- 攝政太 政 大臣 良 房の 女 也 我 朝 は 幼 主位 

コノ テン ワウ ク サイ  ソクヰ  ツチ ノエ トラ ト-ゥ ナ リ，' ツチ ノト ゥ ゅメ  W ン， S 

。 此 天皇 九 歲 にて 即位。 戊 寅の 年 也 己 卯に 改元 

ン： メ  ■ 「 - " ,  o 

(水 尾の 帝と も 申す) これ は 下に 「丹 波の 水 尾と 云 ふ 所に 遷ら せ耠 ひて 練 行し ましく しが」 と ある。 その 御在所から 名 

づけ 奉った ので ある。 水 尾と いふ 地 は 丹 波と 山城との 境になる 山中で、 もとは 丹波國 桑田 都で あつたが、 今 は 山城 國 

葛 野 都嵯峨 村に 屬 する。 

(染 殿の 后) この 后 も はじめは 皇后でなかった。 乂德 天皇の 東宮に ましました 時に 其宫に 入り、 嘉祥 三年 三月に 天皇 を 生 

み 奉り、 文德 天皇 即位の 後、 從 三位 を 授けられ、 清 和 天皇 即位の 後、 天 安二 年 十 1 月に 御 生母の 故 を 以て 皇太 夫人の 

號を 上られ、 ついで 貞觀六 年 正月に 皇太后の 尊號を 奉られ * 陽 成 天皇の 元 慶六年 正月に 太 皇太后の 尊號を 奉られた。 

染 殿の 后と 申し 奉る の は、 皇太后と して 染 殿に 居られた からの 名で ある。 染殿は 染殿院 と 云って、 左 京 正 親 町の 南京 

涵の 西に 在った 第で 藤 原 良 房の 第であった。 

(我 朝 は 幼 一 W 位に 居 給 ふ 事 希 也" 此 天皇 九 歳に て卽 位) この 天皇 は 九 歳で 即位せられ たが、 わが 國 では 古來幼 主で 即位せ 

られた 例が 少 いとい ふので ある。 
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(戊 寅の 年 也) この 天， M の 即位せられ たの は 戊 寅の 年 即ち 天 安二 年 八月 廿 七日で、 その 日に 踐祚 あり、 十一月 七日に 即位 

の 式 を あげら^た ので ある。 

C. 說) 幼 主の 御世に は攝 政と いふ 事が 事赏上 必要になる ので あるが、 かやう の 時 は、 皇后 又は 皇族の 攝 政と いふ 事が 行 は 

るべき のが 理の 當然 であるのに、 こ- -に 臣下の 攝 政と いふ 事が 起った。 而 して これが、 後世に 流 例と なって、 所謂 攝 

關 執政と いふ 特殊の 政體を 生じ、 糜原專 櫂と いふ 變您の 世相 を 現して ぐるので ある。 それの 起る に 到った 遠 は 頗る 

古くから あった もので あらう が、 直接に 臣下の 攝 政と いふ 現象の 生じた のは實 にこの 天皇の 幼 主で ましました 事から 

起る ので ある。 それ故に 本書に はこの 事に ついて 頗る 多くの 言 を 費して ゐる。 時勢の 變を 見る に 必要で あるから であ 

る o 
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踐祚 ありし かば、 外 祖良房 大臣 始めて 攝政 せらる。 攝 政と 云 ふ 事 は 唐に 

〇 o 

タウ ゲゥ  トキ グ シ ユン  ァゲ モチ  マ ヅ リゴト マ カタ マ  コレセ ッシャ ウイ  サン 

は 唐 堯の時 虞舜を 登用 ゐて政 を 任せ 給 ひき。 是を攝 政と 云 ふ。 かくて 三 

ジフ ネン ァ  シヤゥ ヰ  イン  ョ  イイ ンィ  セィ シン  タウ オヨ 

十 年 有りて、 正位 をう けられき。 殷の 代に 伊 尹と 云 ふ聖臣 あり。 湯 及び 

タイ カフ  フサ  A コレ  ホウ カウ  ィ  ゾ ノコ コ 口  セッ シャ ゥナリ  シゥ  ョ  シゥコ ウタン マタ 

大甲を 輔佐す。 是は保 衡と云 ふ。 If 。とも 其 心 は攝政 也。 周の 世に 周 公 且又 

タイ セィ  プン ワウ  コ  プ ワウ オト ゥト  セィ ワウ  テ ヂ ナリ  プ ワウ  ョ  サン コゥ 

大聖な りき。 文 王の 子、 武 王の 弟、 成 王の 叔父 也。 武 王の 代に は 三 公に 

ヅ ラナ  セィ ワウ ワカ  クラ ヰ  ッ  タマ  シゥ コ ゥミヅ カラナン ノン  セッ シャゥ 

連り、 成 王 若くて、 位に 即き給 ひし かば、 周公自 南面して、 攝 政す。 賤^ 

カン  セゥ チイ マ タエ ゥ  ソクヰ  プ ティ  ヰセゥ  ハク リク コゥク ワク コゥ  ィ  AJ ト 

。り漢 の 昭帝又 幼 に て 即位、 武 帝の 遣 詔 に よ り 博 陸侯霍 公と 云 ふ 人 
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大司 馬大將 軍に て攝 政す。 中に も 周 公 霍氏を ぞ先蹤 に 申す める 本朝に 

ォゥ. ジン ゥマ  タマ  キヤウ ホウ  マシ マ  ジン ゲゥク ワウ ゴゥ テン ヰ  ヰ タマ  -ンカ 

は應神 生れ 給 ひて、 襁褓に 御座し かば、 神 功 皇后 天位に^ 給 ふ。 然れど 

セソ シャゥ  マテ  ッタ  コレ  イマ  ギ  コト ナリ  スィ コ テン ワウ  オン トキ ゥ マャド  ク ワウ 

も攝 政と 申し 傳 へたり。 是は 今の 儀に は異 也。 推 古 天皇の 御 時 厩 戶の皇 

タイ シ- セッ シャゥ  タマ  コレ  ミカ ド  クラ ヰ ソナハ  テン 力  マツリ ゴ トシ カシ ナガ ラセ ッシャ ウォン  チリ 

太子 攝 政し 給 ふ。. 是ぞ帝 は 位に 備 りて 天下の 政 併. 攝 政の 御 ま  > 也け る。 

セィ メイ テン ワウ  ミヨ  ミコ  チカ  ォホ ェ  ク ワウ タイ シ セッ シャゥ  タマ  ゲン メイ  ミヨ  スェ 

齊明 天皇の 御世に 御子、 中の 大兄の 皇太子 攝 政し 給 ふ。 元 明の 御世の 末 

カタ ク ワウ ニョ キヨタ ラシ ヒメ  ミコト  セッ シャゥ タマ  コノ テン ワウ  オン トキ ヨシ フサ ダイ ジン  セッ シャゥ 

つ 方 皇女 淨足姬 の 尊^^の 攝政 し 給 ひき。 此 天皇の 御 時 良 房 大臣の 攝政 

マサ  ジン シン  セッ シャゥ  コト  ハジ マ 

よりして ぞ 正しく 人臣に て攝 政す る 事は始 りけ る。 


(踐 鋅ぁリ しか ぱ、 外祖良 房 大臣 始めて 攝政 せらる) 良^が 攝政 になった の は 貞觀八 年で ある。 而 して 臣下の 攝 政と いふ 

事 は 日本で はこれ が 始めで ある。 それ故に 「始めて」 とい ふので ある" 

〜說) 文德 天皇 崩御 ありて 皇太子 九歲 にて 踐舴 あつたが、 未だ 幼稚に おはします によって、 親ら 政 を 執り 耠ふ事 はもと よ 

り 不可能で ある。 そこで 何人 かが、 天皇の 名に 於いで 大政 を攝 行せ ねばなら ぬので ある は いふまで もない が、 良 房は此 

時 太 政 大臣であった。 良 房の 太 政 大臣に なった の は文德 天皇の 天 安元 年 二月であった。 抑 も 太 政 大臣 は 道 鏡以來 中絶 

して その後 任命せられ なかった。 然るに、 良 房が 人臣と して 太 政 大臣と なった の は、 道 鏡の 迹を逐 つた 形であって 

この 時に 太 政 を 掌握した 形であった ので ある。 良 房 は 冬嗣の 子で、 文德 天皇の 外戚と して 伯父の 地位に 立って ゐた。 

而 して 淸和 天皇に 對 して は 外視 父で ある。 その 太 政 大臣の 攉烕 と、 外祖父の 親で は滿 朝の 群臣 誰 一人の これに 逆 ふ も 

のが 無 か つ. たもの かと 考 へらる る。 この 時の 藤 原の 實カは 恐らく は旣に 多くの 貴族 を飇 倒して ゐ たもので あらう。 當 
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時の 後 {::: を 見る と、 仁 明、 文德ニ 代と もに 皇后お はし まさず して、 女御の みであった。 而 して 宇多 天皇まで は いづれ 

も 皇后と いふ もの を 立てられなかった ので ある。 而 して、 藤 原 氏 は 盛んに 女御 を 奉った。 而 して その 女御が、 その 所 

生の^ 子の 即位 せらる と共に 皇太后と なって ゐらる \。 これが その 豫定の 政略の 著し いものであった らうと 考へ ら 

る \。 されば、 良 房が 攝政 となった の は 自然の 勢と いふ 事 は 出来ない ので、 多年 計畫 した 事が、 著々 實 現した ものと 

兑 なければ ならない。 さて 其の 良爵 が、 攝政 になった の も 單に幼 主で いらせられ たからと いふ 事に 因る ので はない と 

思 はるる。 それ は 何故かと いふに、 良 房が 攝 政の 命 を 受けた の は、 貞觀八 年で ある。 即ち 淸和 天皇 御 即位 後 九 年で あ 

つ て、 天 良 御 年 十七 歳の 時で ある。 即ち、 かれが 淸和 天皇 御 即位の 時から 大政 を專 にして この 勢 を 馴致す る こと 九 年に 

して 攝 政の 名 をば その 事實 と共に 得た ので ある。 これ はわが 政體 史上の 重大なる 變革 である。 藤 原の 專權 はこ、 に^ 

に 成立した ので ある。 本書の 著者 は、 この 點 にっきて 如何なる 考 があった であらう か。 これから 先の 議論 は 頗る^-？ I 

的で は あるが、 その 根柢に は 決して この 攝關 政治に sf 歌して は 居なくて 窃かに 眉を颦 めて 居たら うと 思 はるる ふしぶ 

しが 窺 はるる。 しかし、 當 時の 時勢と して 公に これ を 論議す る ことが 出來 にくかった であらう。 そこで 微言 これ も諷 

すと いふ 形 をと つた ものと 思 はるる。 說明 はこれ から 攝 政と いふ 事の 說 明と 沿革と にう つる。 

(描 政と 云 ふ 事 は 唐に は唐棻 の 時 云々〕 これ は堯 帝の 時に 舜を 登用して 政 を 任せた 事が あるが、 それが、 支那で 攝政 とい 

ふ 事 5 見 ゆる はじめで ある。 史 記に 「令 |_1 舜攝 一一 行 天子 之 政 一 薦ュ之 於 天 1」 と 見 ゆる。 これ は舜 が、 天子と しての 赘格を 有 

する か 否か を 試みる 爲に 政を攝 行せ しめたの であって、 後の 攝 政と は 意味が 違 ふ。 そこで その 適任と いふ こと を 認め 

た 後に 天子の 位を讓 つたので ある。 支那 は 所謂 禪讓放 伐の 國 であるから、 一 かやう の 事 は 別して 珍ら しい 爭 でも ある ま 

い。 三十 年は史 記に よれば 二十 八 年で ある。  • 

(SS の 代に 伊 尹と 云ふ聖 臣ぁリ 云々〕 伊 尹 は殷の 第一 主、 湯に 仕へ た 賢 相であった。 これ を聖臣 といった の は 聖人と いふ 

程の すぐれた 臣下であった からで ある。 これが 後の 王の 太 甲に 仕へ て、 よく 導いた 事 は齊明 天皇の 倏に 出て ゐ る.' 

伢 尹の 事 は^ 書の 太 甲 篇伊訓 篇等を 見れば わかる。 「保 衡」 とい ふ 語 は 尙書說 命 下篇に 「昔 先 正 保衡作 >1 我 先王 こと あ 

り、 「阿 衡」 とい ふ 語 は^ 書 太 甲 上篇に 「惟嗣 王不， 惠 -I 于阿衡 こ と ぁリ、 又 詩經の 商頌長 發篇に 「赏維 阿， .HI 一 一 右 商 

王 こ と ある。 その 保衡 をば 蔡傳に は 「保 銜猶ー 一 阿衡 一」 といって ゐる。 又 書 經太甲 上 篇の蔡 傳には 「阿衡 、阿 倚 衡平 天 

下 之 所 一一 倚 平 一 也。 商 之 官名、 或 曰 伊 尹 之號」 と あり、 ！說に 「保 衡猶 一一 持 衡ー莒 一一 一 宰相 持 一 |夭 下 之 平 1 也」 とも ある。 
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(周の 世に 周 公 且又 大聖お リき 云々) 周 公 は 名は且 とい ふので、 文 王の 子で 武 王の 弟であった。 この 人 もまた 聖ス とい は 

上た 人で、 孔子 は 文武 周 公と 並稱 して 理想の 聖人と した。 武 王の 代に は 仕へ て 三 公の 任に あった。 周の 世の 三 公 は 太 

師、 太 傅、 太^と いったが、 それ は 周 公の つくった 闳 禮に觅 ゆるので、 その 前に はこの 名 は 無い。 成 王は武 王の 子で 

その後 を 繼、. > で 王と なった 3 南面す ると いふの は 天子の座に 居る こと を いふので ある。 支那で は； 大子は 南面して 坐し、 

臣下 はこれ に對 して 北面す るの を禮 とした。 史記周 本 記に は 「成 王少 周初定 一-天下？ 周 公 恐 一一 諸侯 畔 一周 公 乃 攝行レ 政」 と あ 

り、 「周 公行 レ政七 年、 成 王 長、 周 公 反-一政 成 王 1 北面ぎ 1 群臣 之 上 1」 と ある。 注の 成 王 を 負 ひて 云々 は鵡 記に 「周 公朝-諸 

侯 于明党 1 天子 負 一-斧 依 1 南 向 而立」 と あるの を さす。 斧 依と いふの は、 形屛 風の 如くで 斧の 柄の 無 いもの を畫 いて ある。 

帝王の 座の 背に 備へ 立てる ものである。 成 王 を^ ふとい ふこと は 正史に は 見えない が、 漢の武 帝が、 霍 公に 賜 ふに 「周 

公 負 一一 成 王 一朝 一 1 諸侯 こ を畫 かせた の を 以てした と あるから その 傳說も 古いので ある。 

(W5 の 昭蒂又 幼に て卽位 云々) 昭 帝は武 帝の 少子で あるが、 八 歳で 太子に 立ち、 間もなく 武 帝が 崩 じて^ 帝の 位に 即 いた。 

漢書 昭帝紀 に は 「以ー 一 侍 中 奉 車 都 尉霍光 一 爲ー 一大 司 馬 大將簞 一 受 _1 遺 詔 一輔 一 一 少、 王 こと ある。 霍 公と ある は髌 光の 事を^んで 云 

つたので、 必 しも 霍 光の 誤で は あるまい。 大司馬 は 三 公の 第二の 名稱 である。 

(中に も 周公霑 氏 を ぞ先蹤 に 申す める) 舜の攝 政、 伊 尹の 阿 衡は事 ふりて、 明かで ないから、 周公霍 光の^ を 以て^ 通に 

攝 政の 先例と して ゐる やう だと いふので ある。 

(說) 以上 支那での 攝 政の 事 を 云った から、 日本の 例に うつる。 

(本朝に は應神 生れ 給 ひて 云々) これ は 旣に神 功 皇后の 條に 述べ て ある。 

(是は 今の 儀に は異 也) 神 功 皇后の 攝 政と いふ 事 は 天皇 をば 皇太子と してあった ので あるから、 今い ふ^^の 攝 政と は 同 

一 に は いはれ ない とい ふので ある。 これ は 勿論の 事と いはねば ならぬ。 

(推 古 天皇の 御 時 云々) この 事實は その 天皇の 條に 述べて ある。 この 時の 攝政は 天皇が いらせられ たのに、 大政 を 悉く ま 

かせられ たので あるから、 後世の 攝政 に似て ゐる。 その外 中 大兄 皇太子の 攝政、 元 正 天皇の 攝政 (これは^^ 違って 

ゐる こと は 上に 述べて ある) もこの 性質で ある。 

(此 天皇の 御 時茛房 大臣の 攝 政よ リ してぞ 正しく 人臣に て攝 政す る 辜 は始リ ける) 従前の 攝政 に似て はゐ るが、 從前 はい 

づれも 皇族であって、 臣下で はない。 人臣の 攝 政と いふ 1 大變 事が この 時に はじまつ たので ある。 
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(說) この 最後の 一句 はま 大な】 句で ある。 しかも、 著者 は 因果 應 報の 說を 信ずる ものと 見え、 か \ る 藤 原 氏の 榮華は 一 

朝 1 夕の故にぁらずとしてこれを次に說ぃてゐる。 

タダシ コノ フヂ ハラ  イチ モン  ジン ダイ  コク シュ  タス タテ マツ コト  サキ  トコ nsrnn 

伹、 此藤 原の 一 門、 神代より ゆ ゑ ありて 國主を 助け 奉る 事 は 前に も 所々 

シレ  ハべ  タン カイ コゥ  クチ  サン ギ チウ ヱノ タイ シャゥ フサ サキ  ソノ コ ダイ ナフ ゴン マ タテ  ソノ  3 

に 注し 侍りき。 淡 海 公の 後、 參議中 衞大將 房 前、. 其 子 大納言 眞楣、 其 子 

ゥ ダイ ジン ゥチ マロ  サン ダイ  カミ ュ ダイ  ゴト  ァ  ゥチ マロ  コ  フユ ッグ 

右大臣 內 麿の 三代 は 上 二 代の 如く さかえず や 在り けん。 內 麿の 子、 冬 a 

タイ，； ノン  0  ト ウジ  オト 口  コト  ナゲ  コゥ パフ ダイ シ  マヲ シァハ 

の 大臣 翻 ぉ经旭^ ふ。 藤氏の 衰へ ぬる 事 を 歎きて、 弘法 大師に 申合せて、 

コ ゥブク ジ  ナン ヱン ダウ  タ  イノ  マチ  コノ トキ ミヤ ウジ ャクフ  マジ ハ  * 

興 福 寺に 南 圓堂を 立て  > 祈り 申されけ り。 此時明 神 役夫に 交りて、 

フ ダ ラク  ミナミ  キシ  ダウ タ  イマ  キタ  フヂ ナミ 

補 沱洛の 南の 岸に 堂 立て、 今ぞ さかえん 北の 籐浪。 

o 

エイ  タマ  コノ トキ  * ケン ジ  ヒト アマ タウ  マテ  Kt 

と 詠 じ 給 ひける とぞ。 此 時に 源氏の 人數 失せに けりと 申す 人 あれ V- も、 

ォぉキ  ヒガ ゴト ナリ  ワウ ジ ワウ ワン  ミナ モト シャゥ  タマ  カウ クワン カウ ヰ  イタ  コト  コノ  ノチ  コト 

大 なる 僻事 也。 皇子 皇孫の 源の 姓 を 給 はり 高官 高位に 至る 事は此 後の， 

タレ ヒト  ゥハべ  カノ イチ， モン.  コト マコト  キ シヤゥ 

なれば、 誰 人 か 失せ 侍るべき。 され ども 彼 一門の さかえし 事 誠に 祈請に 

コタ  i  ォホ カタ コノ ダイ. ジン トホ  ォモハ カリ  シ ソン シン ゾク 

答へ たリと 見えたり。 大方 此 大臣 遠き 慮 おはしけ るに こそ。 子孫 親族 

o 


モ 計」 とす。 

梅 本 によりて 

改め、 訓は底 

本に よる。 

•「 める」 底本 
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改む e 
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の學 問を勸 めんた めに、 勸學院 を 建立す。 大學 寮に 東西の 曹司 あり。 菅；？ 

二 ケ コレ ツ^ サド  ヒト  ヲシ  トコ ロナ リ カノ ダイ ガク  ミナミ コ ノ キン  タ 

の 一 一家 是を 司りて 人を敎 ふる 所 也 0 彼 大學の 南に 此院を 立てられ しかば、 

ナン ソゥ  マテ  ゥデ  チャウ. ジャ  ヒ トム. c  コ ノヰン  クワン リャゥ  n. ゥプク ジ オヨ  ウギ 

南曹 、こぞ 申す める。 氏の 長者た る 人宗と 此院を 管領して 興 福 寺 及び 氏の 

o  o  i 

ヤシ 口" コト  ト  ォ n ナ  ヨシ フサ  ダイ ジン セッシ ャゥ  カノ イチ リウ ッタ  タ 

社の 事 を 取り 行 はる。 良 房の 大臣 攝 政せられ しょり 彼 一 流傳 はりて 絕ぇ 

ぬ 事に 成りに けり。 

(但、 此藤 原の 一門 神代よ リゅゑ あ リて國 一 M を 助け 奉る 事 は 前に も 所々 に 注し 侍リ き) これ は上來 述べた 所を參 照せ よと 

いふので あるが、 先天 孫 降臨の 條の 天兒屋 命の 事、 神武 天皇の 條に天 種子 命の 事、 皇極 天皇の 條の 鎌足 大臣の 事、 文 

武天^ の 條の不 比 等 大臣の 事 等の 叙事に 述べ た 所 を 綜合して みよと いふので ある。 

(淡 海 公の 後、 云々 一一 一代 は 上 二 代の 如く さかえず ゃ在リ けん) 上 二 代と は 鎌足、 不比 等の 二 代で ある。 © 前 は 參議、 その 

子眞循 は 大納言、 その子 內麿は 右大臣と いふ 譯で、 漸次に 後 ほど、 榮 達して は 居る が、 この 顷ま では 北 家 は 全^と は 

いひ 難いので ある。  .  . 

(內 蜜の 子冬嗣 の 大臣 云々) 冬 嗣は內 麿の 一 二 男で ある。 左大臣まで 進んだ。 この 笫を 閗院と 云った によって 閑院 の左大 E 

と 云った。 その 女の 順 子が、 所謂 五條の 后で 文德 天皇の 御 母で ある 爲に、 文德 天皇の 御世に 正 一 位 太 政 大臣 を 贈られ 

た の である。 

(藤氏の 衰へ ぬる 事 を 歎きて 云々) 大 鏡に 「鎌足の 御世より さかえ ひろ ごり 給へ るす ゑく やうく うせ 給 ひて この 夂- 一嗣 

の 程 は むげに 心 ぼ そくな" 耠 へり。 その ほど は 源氏の みこ そ さま？^ 大臣 公卿に お ほくお はせ しに、 このお と e 南 II 

堂 をた て 丈 六の 不空羅 索鹳音 をす ゑ 奉り 給 ふ。 さて やがて 福 緣讃經 一千 卷く やうし 給へ り。」 と ある。 この 南關^ の 

出來 たの は七大 寺巡禮 記に は r 弘仁四 年閑院 左大臣 冬 嗣公御 願 也、 鎭境者 弘法 大師 也。 本尊 不空顯 索 及 £ 天 像 者^^ 
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大臣 內麿御 願 也。 本尊 等 弘法 大師 作 也」 と ある。 弘仁四 年に は 冬嗣は 参議であって、 右大臣 藤 原 阖 人^ 下 公卿 十 一 人 

のうち 藤 原 氏 は 六 人で 過半 數 である。 その外の 五 人 は 各 姓 を 異にして ゐ るので あるから、 藤 原 氏 は 決して 衰へ て は 居 

ない。 本書に 云って ゐ るの は、 中顷 から 行 はれた 俗說 のま >記 した ものと 思 ふ。 この 南阒堂 は冬嗣 がその 父內 麿の 冥 

福 を 祈る 爲 にたてた ものと 恩 はるる。 內麿 は弘仁 三年 十月に 薨 じたので、 その 翌年に その 父の 願を果 した ものと E ふ は 

るる。 

(此 時明祌 役夫に 交リて 云々) この 觀 音の 詠と 云 ふ もの は 新 古今 集に ものせ て あるが、 それに は 「此歌 は與福 寺の 南^ 堂 

つくり はじめ 侍る 昨、 卷 日の えの もとの 明 神よ み耠 へりけ ると なん」 と 注して ゐるレ 春 日の えの もとの 神と いふの は、 

大明神 垂迹 小 記. に r 植 本明祌 所謂 女 祌號ー IE 勢 大明神 一 自 - 本社 一 坤坐」 と ある 神社であって、 延喜 式に 春 日 祭神 四 

座と ある 外に ^日 神社と ある 小社で あるが、 それが、 世に いふ 春 R 神社の 地主 社で ある- 又 此話は 袋 草子に も 出て ゐ 

るが、 それに は 「^日 御 欲」 と 題し >  「或 人云是 は南阒 堂の 壇 突 之 時 翁 出來突 一一 此壇 一 とて 誦ー 1 此^ 一 释日明 神の 變」 と ある。 

こ ^ に 明 神 役夫に 交りて と ある は その 攝 社の 舂 日明祌 即ち 禝 本社の 明 神であった ので あるが、 元亨釋 書に は 「^u 大 

明 神. 乂ー|疋 夫 一有 一 一 御詠歌 こ と 記して 誤って ゐ るが、 近頃の 注釋 は^この 誤 を 信じて ゐる。 さて この 欲の 

(補 陀洛の 南の 山 i!D  M 陀落は 印度の H: 南方に あって 觀ぼ音 菩薩の 住所と 傳 へ ら るるので ある。 かく 南方に ありと 傳 へ らる 

るに よって、 南の 岸と 云った ので あるが、 それ は猿澤 地に 臨んだ その 南の 岸の 上 を 補 陀洛に なぞら へ てこの 南 阒堂を 

臀ん であるか らいった もので あらう。 北の 藤浪 はもと より 藤 原 氏の 北 家 を かたどつ たので あるが、 その 池の 波に 詞を 

かけた ので ある。 

(此 時に 源氏の 人數 失せに けリと 申す 人 あれ ども 大 なる 僻事 也 云々) この 妄說 はよ ほど、 前に も傳 つて ゐ ると： ^ゆる。 大 

銃に は、 南阒 堂の 事 を 叙して 「そのく やうの 日ぞ かし、 こと 姓の かんだちめ あまた、 日の うちにう せ 給 ひに ければ まこ 

とに や」 と ある。 又 元亨驛 書に も 「供養 日 他姓 人 六 人 夭 一し 藤氏 殊繁 昌」 と ある。 さリ ながら、 前に 云った やうに. 藤 

氏 以外の 公卿 は 五 人あった e けで、 しかも 一人 もこの 時に 死去した 人 はない 妄 誕不； 椿の 說 で、 後^の 贾 僧の 放-; -n で 

あらう。 ことに 源氏の 姓 を 賜 はった の は 後の 村 上 天皇の 條に 云って ある やうに 磋峨 天皇が 譲位に 後に 皇子に 姓 を 賜 は 

つた 事が はじめ. である。 弘 仁の 御世に は 源氏な どい ふ こと は 何人も^ 想 だに せぬ 事であった。 本嘗に 喝破して ゐる も 

その 點 である。 


(され ども ffic のさ かえし 事 誠に 新鏔に 答へ たリと 見えた リ) 著者 はかくい ひたれ ど、 南阒 堂の 建立 はさ やうな^で あつ 

た譯 ではな いのは 旣に 云った。 但し その 善根の 報と 云 ふ 事なら ばお のづ から 別の 話で ある。 

(大方、 此 大臣 速き 慮お はしける にこ そ 子孫 親族の 畢問を 勧めん ために 勸 * 院を建 立す。 一 K々) 藤 原 氏の 盛んになった 

の は 種々 の 原因が あつたで あらう が、 その 基と する 所 は 人材に 在った に 相違ない。 然 らば、 冬嗣 がその 一 族 の^に 特 

に 私立の 學校を 設けた とい ふ 事は大 なる 阜 見と いはねば ならぬ。 勅 學院の 創立 年代 は 諸說區 々であるが、 類聚 三代 格 

に 賁觀 十四 年 十二月の 官符 をのせ て、 「件 院是贈 太 政 大臣 正 一 位^ 原 朝臣 弘仁 十二 年 所-一 建立 一 也、 即 お-一大 學寮南 曹司 こ 

と あるの を 正しい とせねば ならぬ。 この 院は左 京 三 條一坊 即ち 三條の t 壬 生の 西に あった。 而し てこの 學 校 維持の^ 

に 封 千戶を 割いて 寄附して おいた が、 その子 右大臣 K 相 も 亦 封戶を 割いて 寄附した。 これらに よって この 院は 後まで 

も IS 繽 したので ある。 

(大舉 寮に 東西の 曹司 ぁリ、 云々 南 曹とぞ 申す める) 大學寮 は當時 唯 一 の 官立 大學 であって、 その 所在 は ニ條の 南、 三條 

坊 門の 北、 壬 生の 西坊 城の 東に 在った。 こ X は 官立の^ 校で あつたが、 大江音 人 苷原淸 公二 人 奏請に 依って 大學祭 中 

に 文章 院を 設けられ、 それ を柬西 兩齊に 分けて、 東曹を 江 家の 學舍 として、 西 曹を菅 家の 學舍 とした。 その後 乂大學 

の 南に この 勸學院 が出來 たから、 それらに 對 して 南 曹と唱 へたので ある。 而し てこの 南曹は 永く 績 いた。 從っ てこ >- 

から 幾多の 人材 を 出した であらう。 

(氏の 長者た る 人宗と 此院を 管領して 興 福 寺 及 氏の 社の 事 を 取 リ行は so 氏の 長者 は 古く は 氏の 上と 云った もので、 その 

氏に 屬 する ものす ベ ての 首長であって、 氏族 政治の 時代に は、 行政 系統の 樞 耍機關 であった。 官職 政治に なつてから は 

古の やうな 植勢 はもと より 無くなつ たが、 しかし、 その 氏の 人々 の 身分の 事、 又 氏 仝 體に屬 する资 產、 又 社寺、 營造 

物 は その 氏の 長者の 管理に 屬し たもので、 その 氏の 長者 は 勅旨 を 以て 定めら るる 規定であった。 藤 原 氏攝關 たるに 及 

ん では 勅旨に よらず、 攝關 たる ものが 自ら 氏の 長者と 稱し、 後に は滕 手に これ を その子に 與奪 する やうな 事 も 起った。 

藤氏の 長者 はこの 勸學院 を 管領して ゐ、 又 興 福 寺 及び 氏の 社た る 春 日祌 社の 事 を も 资理 して ゐた。 これ は その 學校、 

社寺の 附 屬の莊 n 等の 符理が 主と なる ので あるから、 鸫濟 上の 見地から 見る と. 1 氏の 如き 榮 えた 氏の 長者た る もの は 

勢威 も あり 責任 も 亦 頗る 重大な ものであった。 

(夏 房の 大臣 攝^ せられし ょリ欲 一 流に 傳はリ て 絡えぬ 事に 成リ にけ リ) これ は 藤氏の 長者が、 良 の 子孫に 傅った 事 を 
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云った ので ある。 委しい 事 は 二 中歴を 見よ- 


ェ ゥシュ トキ  オボ  セッ シャゥ クワン パク サダマ ショク ナ  オノ ヅカ ラセ ッ クワン 

幼 主の 時ば かり かと 覺 えし かど、 攝政關 白 も 定れる 職に 成りぬ。 自 攝關 


ナ 


■AT 


ナイ ラン 


シン 


ォ 


シク セ. 


ギ 


と 云 ふ 名 をと どめら る  >  時 も內覽 の臣を 置かれ たれば、 執政の 儀 か はる 

o  o  0  . 

n 卜 


事な し _ 


(幼^の 時 ぱかリ かと 魘 えし かど、 攝政關 白 も 定まれる 職に 成リ ぬ，〕 攝 政と いふの は 天皇が 政 を 親ら せらる、 事の 出來雛 

い 止む を 得ざる 事^によ りて 臨時に 置かる >t 職で、 常置の 任で はない。 それ故に 攝 政と いふので ある。 (攝 はか リに行 

ふ 意で ある) 然るに この 時から 攝政 (關 白の 事 は 光孝 天皇の 御世の 條に云 ふ) と いふ こと も 定まった 職に なった とい ふ 

ので あるが、 これ は微言 である。 深く 著者の 胸底 を 推察すべき である。 

(自 H 關と云 ふ 名 をと どめら るる 時 あ 內覽の 臣 をお かれ たれぼ^ 政の 儀 か はる 辜な し) 攝關 とい ふの は捣 政と と を 併 

せた 略語で ある。 內覽 とい ふの は 太政官 中の 諸事 先づ、 これに 經 由し、 又奏 下の 文書 を 先 づ內覽 せしめら るるの をい 

ふ。 これ は 醍醐 天皇の 時に 關白を 置かず して、 左大臣 藤 原 時 平、 右大臣 菅 原道眞 をして 內覽 せしめられた 事に はじまつ 

た。 この 時 は 一人に 權カを 偏らせない 爲に行 はれた 事で あるが、 二人 協議し 萬 機 を- H 行した 點は 1 人の 關 白と 同じ 性 

^と 見ら るべき である。 その後 圓融 天皇の 時に 中納言 藤 原 兼 通が 內覽 となった が、 後に 關白 となった。 結：^. s: おは 閥 

白の 名な くして to 白の 赏を行 ふ もの \ ことで ある。 それ故に 本書に 「執政の 儀 か はる 事な し」 と 云った ので ある。 


テン ワウ  タマ  セッシ ャゥ  コト  力へ  タテ マツ  タイ. ジャゥ イジ ン  シラ 

天皇お となび 給 ひければ、 攝政 まつり 事 を 返し 奉りて、 太 政 大臣に て 白 


「なん」 底本 

「を」 の 下に あ 


カン キー 


グ ワイプ ン 


マシ マ 


ナホ 


ケン 


モ ハラ 


河に 閑居せられ にけ り。 君 は 外孫に 御座せば， 猶も 權を專 にせら ると も、 

ァラソ ヒ- トァ  ケ ンぷィ  ココ I！ フカ  カン テキ  n  ノ  ヅゃ  * ゥサン 

諍 ふ 尺 有る まじく や。 され ども、 謙 返の 心 深く 閑 適 を 好みて、 常に 朝參 

など もせられ ざり けり 

(天皇お となび 給 ひけれ ぱ攝政 まつ リ事を 退し 奉 リて太 政 大臣に て 白 河に 閑居せられ にけ リ) この 事 は事贲 と は 正反^で 

ある。 先に も 云った 樣に良 ^はこの 天皇 即位の はじめは 攝 政の 名な くして その 實を 行って ゐ たが、 な 觀八年 天皇 御 平 

十七 歳の 時に 正式に 攝 政の 名 を 受けて、 それから 薨去まで 攝 政の 職 を 返いた 事 は 無い ので ある。 それ故に 愚^ 抄 にも 

「幼 主の 攝政は 日本 國には いまだなければ、 漢 家の 成 王の 御 時の 周 公 且の例 を もち ゐて 母后の て、 にて 忠仁 公良 一お を、 

はじめて、 攝 政に おかれけ り。 その \ ち攝政 II 白と いふ こと はいで きたるな り。 それ も はじめた 內^ の E にお かれ 

てま ことしく 攝 政の 詔く ださる X 事 は 七 年 を へ て のち 貞觀八 年 八月 十八 日に て ありけ ると ぞ 日記に は 侍るな る」 と 云 

つて ゐる。 ことに 日本 紀略 貞觀 十四 年 三月 七日に 「太 政 大臣 患 一 一 咳 逆 三月 十五 日出 一一 自 禁中^ 盧 一 在 一一 私 第一 云々」 と あり。 

それよ リ疾 漸くに 甚 しくな り、 九月 二日に 薨 じたので ある。 然 らば 薨去の 年の 二月まで は 大政 を 見て ゐた事 は f 實で 

ある。 本書の 說の P 、つて ゐる こと は 確かで ある。 

(白 河に 閑居 せられけ =0 白 河 は 良 SISS の 別莊の 在った 所で、 そこ を 白 河 殿と 云った が、 後に は離宫 となる ので ある。 良^ 

が 白 河に 時々 居た 事 は 事 實で、 白 河のお と^とい はれた ので ある。 

(說) (君 は 外孫に て 御座せ ぱ 云々) これから 以下の 事 はすべ て 事 實に違 ふから-諭 ずるまで も 無い。 た ぐし、 かやうな 誤が 

どうして 起った かとい ふ 事 は 次の 應天門 事件に 關 して 說 明して みょう。 


ソノ コ n ダイ ナフ ゴン ト モノ ヨシ チ  ィ  ヒト チョウ ァ  ダイ ジン  ノゾ  ココ P ザシ  ァリ  ト *T 

*i、 頃 大納言 伴 善 男と 云 ふ人寵 有りて、 大臣 を 望む 志なん 有け る 時に 
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公闕 なかり き。 氅 大臣 信の 左大臣 を 失 ひて 其闕に 望み 任ぜん と 相 

、ひ  マヅォ ゥ テン モン  サ ダイ シン ョ  ミダ  ク ハダ テナ リ ザン "ゥ 

計りて、 先 應天門 を やかし む。 左 大臣 世を亂 らんと する 企 也と 讒 奏す。 

テン ワウ ォド 0  タマ  キゥ メイ  オヨ  ゥ ダイ. ジン •  メシ ォホ  スデ  チウ 

天皇 驚き 給 ひて、 亂 明に 及ばず、 右大臣に 召 仰せて 旣に誅 せらる べきに 

ナ  ダイ ジャ ウダ ィ ジン コ ノコ ト  キ I ォ ドロ  ァヮ  アマ リヱ ボウ シ ナホ シ  キ 

成りぬ。 太 政 大臣 此事を 聞き 驚き 遽 てられけ る餘に 烏帽子 直 衣 を 着な が 

o 

ハク チウ  キパ  ハ  サン  マテ  ソノノ チヨ シチ  イン ボウ 

ら、 白晝に 騎馬して 馳せ參 じて 申し なだめられ にけ リ。 其 後 善 男が 隱謀 

ァラハ  ルケ ィ  ショ  コノ ダイ ジン  チウ セッ マコト ャム ゴトナ キコト 

顯れて 流刑に 處 せらる。 此 大臣の 忠節 誠に 無. 止 事に なん。 


(其 比 大納言 伴 善 男と 云 ふ 人 寵有リ て 云々) 善 男 は 參議國 道の 子であって、 父より は 官途 大に 逸んだ ので あつたが、 ^を 

たのんで 大臣と ならう として この 非常の 事 を 企てた のであった。 この 時の 顚末は 世に 伴 大納言 紛詞と いふ ものが あつ 

て傳 へ、 又 宇治 拾 遣 物語に その 文 を 殆ど その ま& 載せて ゐ るから 就いて 見るべし である。 

(信の 左大臣 を 失 ひて 其闢に 望み 任ぜん と 相 計 リて先 應天門 を やかし む) 應天門 は 京 城 大內裡 八昝院 南面の 正門で、 東西 

の廊 凡そ 四十 六 間で その 中央 十 丈が 應天 門で ある。 二階の 樓 門で、 屋 背の 兩 端に 鹧尾を 置く。 大內裡 中 最大の 門で^ 

も 重んじた 門であって、 大儀の 時 は 太 政 官の官 人史生 二人が 隼 人す ベて、 百 七十 四 人 を率& てこ  に 陣列す るので あ 

る。 これが 燒 けたの はい M 觀 八年閼 三月 十日の 夜で ある。 伴 善 男が 「左大臣 を 失 ひて 云々」 とい ふの は 左大臣 をして その 

職 を 失 はせ うとした とい ふ亊 である。 左大臣 源 信 は嵯峨 天皇の 皇子で、 源氏と して は 第 1 の 子で ある。 

(天皇 驚き 給 ひて^ 明に 及ばず、 右大臣に 召 仰せて 旣に誅 せらる べきに 成リ ぬ) 轧明は 罪の 有無 を轧し 明む る こ 1。 右大 

臣良相 は 良^の 同 母 弟で ある。 

(太 政 大臣 此事を 聞き 驚き 遽 てられけ る餘に 烏帽子 直 衣 を啬 ながら 白畫に 騎馬して 馳せ參 じて 申し なだめられ にけ リ) こ 


の 事 は 宇治 拾 遣 物語に 「忠仁 公 (良 房) 世の 政 は 御お とうとの 西三倏 5 右大臣 (良 相) にゅづ りて 白 川 C こもり へ 

る 時に て、 この 事 をき 、おどろき 耠て钩 ^精子^ 垂 (直 衣の^で あらう) ながら 移の 馬に の リ耠て 北 o 陣 までせ はして、 

御前に まいり 耠て、 この 事 申 人の 讒苜 にも 侍らん、 大事に なさせ 耠 ふこと いと^と やうの 事な り。 か  >  る こと は^々 よ 

くた^して まこと 空 ごと も あら はして おこな はせ 給べき なりと そうし 耠 はれば、 まことに もとお 一 丈し. O して ヒ 1- させ 

給に 1 定も なき 事 なれば、 ゆるし 耠 よし 仰よ と ある 宣旨 うけ 袷て ぞぉ とど はか へ り耠 ける。 1 と ある。 こ .HiJS 時お 卷カ 

として 世に 傳 へられて ゐ たもので あるから、 恐らく はこれ によって か  > -れ たもので あらう。 烏^子 直 衣 は 公 Sit 路 服の 

姿で ある。 この 時の 事 は史に 明記して はない。 さて こ乂に r 忠仁 公世. の 玖 は 御お とうとの 西 三^の 右大臣に ゅづ りて 

白 川に こも リゐ耠 へ る 時に て」 一と 云って ゐる ことが、 「攝政 まつりごと を録し 奉りて 太 政 大臣に て c 河に 閑居せられ ナ 

り」 と 云 ふやう に訛傳 せられた 原因で あらう と考 ふる。 しかし これ は 何も 政事 を 仝く 離れて しまった とい 4^ 味で. H 

なく、 臨時の 休暇 をと つて ゐた 時の 事と 云 ふべき である。 況 んゃ大 鏡の 裏書の 趣から 察する と、 右大臣^ 相と 大納言 

伴 善 男と が糨 合しで 左大臣 源 信 を陷れ ようとして、 良^の 知らぬ 間に 決行しょう とした 事と 考 へらる るから、 良 © の 

休暇 を ねらって した 事の やうに 見 ゆるに おいて を やで ある。 さう して、 三代 實錄卷 十五 貞觀. 一" 年闆 十二月 サ气 口の 左 

大臣 源 信 薨去の 記事 を 見る と 「八 年 春 欲 _| 遣, 使 園， ー于 大臣 家 一善 男 通., 諮 右大臣^ 原 朝臣 良 相 一所 レ行 也」 「子い 時 太 政 大臣 不レ 

知レ 有- - 此事 一 及 レ 至-一 發閗 一 慢然 失, 色、 即便泰 s 探-一 認 事由 一 云々」 と あるから この 事 は 明かに 良 相と 善 男との 廿； ハ 謀に 出て、 

しかも 露顯 すると 善 男の みが 责任 をと つたので ある。 

(其 後甚 男が 隱謀 類れ て 流刑に 處 せらる) この 處刑は 貞觀八 年 九月で、 善 男、 及び その子 中庸- 紀璺 城、 作 秋 象、 伴 淨繩等 

五 人 は 死 一 等 を 減じて 遠 琉に處 せんれ、 その他 連座して 配流 せらる \ もの 八 人であった。 


r 屐」 底本 「^」 

とす。 梅 本に 

よりて 改 む。 


ナン ワウ プッ 


タツ シ 


オン コ コ 口 ザシァ 


ジ カク タイ シ 


天皇 佛 法に 歸し給 ひて 常に 臉屣 の， 御. おお りて IfftR 師に受 ^ し 1 ふ。 お 

ガウ サヅ ► タ テマ^ ゾ シン マテ ザィヰ ミカ ド ハフ ガウ タマ コト ョ-ソ 

號を 授け 奉られ、 素眞と 申す。 在位の 帝、 法號 をつ き 給 ふ 事、 尋^なら 


卷ニ 潸和 天皇 


一 一 1 二三 
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ムカ シズィ  ャゥ ダイ  シン ワウ  ィ  トキ  テン ダイ  チ シャ  ジゥ カイ  ゾゥデ  ィ 

ぬに や。 昔 隋の煬 帝の 晋 王と 云 ひし 時、 天台の 智者に 受戒して 摁 持と 云 

ナ  キミ  レイ  チ シャム カシア ト 

ふ 名 をつ かれたり し、 よからぬ 君の 伢 なれ.，.」 も、 智者の 昔の 跡 なれば、 

!b チ 

なぞらへ 用 ゐられ ける にや。 

(天皇 佛 法に 歸し給 ひて、 耮に 股屣の 御， 志 在リて 慈^ 大師に §{ 戎し給 ふ 云々.： * この 天皇の 佛敎に SI 依せられ た 事 は 御讓位 

の 後の 行動で も わかる が、 御 在位の 時に 御 受戒が あった。 この 事 は 一二 代實錄 貞觀六 年の 圓 仁の 歿 時の 記事に 「天 安二 

年 十二月 皇太子 履 レ祚、 明年 天皇 屈 一 一 阒仁於 内裏 一 受 一一 菩薩 戒こ と ある。 圆仁は 即ち 慈覺 大師で ある。 なほこの 事 は慈覺 

大師 傅に 見えて その 時 「素 眞」 とい ふ 法號を 奉った 事 も 記して ある。 

(在位の 蒂法號 をつ き 絵 ふ事尋 幣 おらぬ にや) これ も徵 言で あらう。 これより 先に 在位の 帝の 法號 つき 耠 うたの は、 稱德 

天皇の 法 某 尼と いふ 法名つ いてお はしました のが 先例で あるが、 それ は 1 且 I 位あって、 太 上 天皇と なられた その^の 

事であって、 その 法名 法體 のま  >- でま祚 あつたので あるから 趣が 稍ち がふ。 しかし、 いづれ にしても わ， が 國體上 ある 

べき 喾の 事で はなく、 確に 皇烕の 衰へを 示す ものである。 かやうな 御世で あるから 臣下の 攝政 などい ふ 忌 はしい 事が 

生じた の であらう。 

(苷 隊の n<!w の » 王と 云 ひし 時 天台の 智者に 受戒して 云々) この 事 は 佛祖統 記の 智者 大師 傅に 見 ゆる。 それ は 開 a 十 1 年 

に. 晋王廣 が、 楊 州の 總管 となった 時に、 十 1 月 二十 一一 i 日に 智者 大師 を 屈 請して 菩薩 戒を 受けて 餽 持と いふ 名 をつ い 

て以來 いつも 諸 書の 往來に 弟子 總 持と 書いて ゐ たと あるし、 又晋 王が、 即位して 後 は 願文な どに 「菩薩 戒 弟子 皇帝 楊 

總持」 と 記して ゐた 事が 同じく 佛龃統 記の 法 運 通 塞 志に 見 ゆる。 煬帝 は不偷 驕傲で 國を 亡した 暗君で ある。 かやうな 

君主の 行った 事は惡 例と いふべ き だが、 智者 大師の 行うた 先例で あるから それに 傚 はれた ので あるかと いふので ある。 

しかし、 何の 方面から 見ても わが 國體の 上から は 先例と して 煮ぶべき ことで は ある ま い • 


マタ コノ オン トキ  ゥサ  ハチ マン ダイ. ボ サック ワウ. ジャゥ ミナミ  チ トコ ャ マイ ハ シミヅ  ゥッ  タマ  テン ワウ 

又此御 時、 宇佐の 入幡大 菩薩 皇 城の 南、 男 山石淸 水に 遷り給 ひぬ。 天皇 

キ n  メシ  チヨ クシ  ッカハ  ， ソノ トコ 口  テン  モロ モ P タクミ  ォホ  シン グゥ  ック  ゾ タべゥ 

聞 召して 勅使 を 遣し、 其 所を點 じ、 諸の ェに 仰せて、 新宮を 作りて 宗廟 

にき せらる。 漣お ^上  L 

ま 

(此御 時 宇 & の 八！！ 大 菩薩 皇« の 南 男 石山 涛 水に 遷リ給 ひぬ 云々〕 これ は 石淸水 八幡宮の この 御世に はじまった 事 を 述べ 

たので あるが、 この 事 はこの 下の 注に ある 通り、 上の 應祌 天皇の 倏の 末に 述べて ある。 即ち 貞觀 元年 大安 寺の 僧行敎 

の 奏請に よって、 木工 襟 允 橘 良 基に 勅して 宇佐 宮 に准じて 正殿 三 宇 贐殿三 宇 を造營 せしめられ、 ^年に 至って 祌甚を 

鎮 祭せられ たので ある。 それより 後、 すべて 宇佐 宮 に准じて 崇敬 あらせられ たが、 後 二 所宗蹒 とい ふ 時には 伊勢 石淸 

水と 併び 稱 せらる るまでに なった。 

チン ワウ - アン 力  チサ  タマ  コト  ジフ ハチ ネン  タイ シ  ュヅ  シ リダ  タマ  チカ i トセ ぺ カリア 

天皇 天下 を 治め 給 ふ 事、 十 入 年。 太子に 譲りて 返 かせ 給 ふ。 中 三年 計 在 

シ ュッケ  ジ カク  デ シ  クワンデ ャゥゥ  タマ  タン パ  ミ ヅノテ  ィ  トコ 口 ゥン 

りて 出家、 慈覺の 弟子に て灌頂 受けさせ 給 ふ。 丹 波の 水 尾と 云 ふ 所に 遷 

タマ  レン ギヤ ゥ  ホド  カク  タマ  オン トシ サン ジフ イチ サイ ォマ ，ン マ 

らせ給 ひて 練 行し まし ましし が、 程なく 隱れ給 ふ。 御 年 三十 一 歲 御座 

しき。 

(天下 を 治め 給. ふ 事 十八 年) 天 安二 年 八月の 踐祚 で、 天 安三 年が 貞觀 元年と 改まり、 その 十八 年の 十 1 月 二十 九日に 譲位 


律皇 正統 記述 義   三 二 六  I 

あつたので あるから、 御 在位 滿 十八 年強で ある。 

(太子に 鍰 リて 退かせ 給 ふ) 太子 は 次の 陽 成 天皇で ある。 

(中 三年 針 在リて 出家 云々) 三代 寅 錄元慶 三年 五月 八日の 倏に 「是夜 太 上 天皇 落飾 入道、 于レ 時櫂少 僧都 法眼 和尙 位宗釵 

侍焉」 と ある。 この 時 は 御 讓位後 第 四 年で ある。 慈覺 大師 傳を 見る と、 この 時 落飾 入道して 法 號を素 眞と稱 せられた。 

これ は 前の^ 上の 旨に 依った ものであると 見 ゆる。 慈 覺は负 糠 六 年に 死んで ゐ るが、 即ち こ i に 「慈覺 の 弟子の^ 1^ 

にて」 と ある 理由で ある。 

(丹 波の 水 尾と 云 ふ 所に ai らせ給 ひて 云々) 水 尾の 事 は 上に 云った。 この 天皇 脫屣の 後 は 淸和院 にお はし、 次に 闺覺 寺に 

おはし まし、 こ \ で 落飾せられ、 それから、 山城の 威 觀 寺から 大和の 東大寺 を はじめて 諸 名 寺 を 廻りた まひ、 攝 ^の媵 

尾 山 を^て 山城の 海 印 寺に 歸り たまうて 俄に 水 尾 山に 入って 苦行 を 遊ばされた。 それ は 元 慶四年 W 月の 頃であった * 

それから 間もなく、 十二月に 崩御あった。 

(御 年 一一 一十一 歲 御座し き) 此御齢 は 三代 赏錄の 記事と 1 致す る • 

ダイ ゴ ジフ -ンチ ダイ  ャゥ ぜィ テン ワウ ィ ミナ サダ ァ， キラ セィ ヮ ダイ イチ  n  ， オン ハハ クヮ ウタ ソコゥ フデ 《ラ  タカキ n 

第五 十七 代、 陽 成 天皇 諱は貞 明、 淸和 第一 の 子 御 母 皇太后 籐 原の 高 子 

ゾゥ ダイ， ジャ ウダ ィ ジン ナガ ヨシ  ムス メナ リ t  ノト トリ  トシ ソク ヰ  カイ ゲン ， 

わ， f 膾太政 大臣 長 良の 女 也。 丁酉の 年 即位、 改元 

(一 一條 后) この 后 も 皇后ではなかった。 貞觀八 年に 女御と して 入內 し、 賁觀十 年 十二月 十六 日に この 天皇 を 生み 奉り、 元 

慶 元年 正月に 陽 成 天皇の 御 母と して 皇太 夫人の 稱號を 上られ、 同^に その 父 長 良に も 左大臣 を 贈られた ので ある。 元 

鹿 六 年 正月に 皇太后の 尊號を 上られた。 ニ倏の 后と いふの は ニ倏の 第に 住まれた からで ある。 この 后 は 伊勢 物語な ど 

に 名高い 方で ある。 

(© 太政大 E 長 KD 長 良 は 冬嗣の 子で、 良 房の 兄で あるが、 齊街 三年に 樺 中納言 で薨 じた。 元慶 元年 正月 陽 成 天皇の 外 餌 


として 左大臣 を 贈られ、 同 三年に 太 政 大臣 を 贈られ. たので ある。 

(丁酉の 年卽 位、 改元) 貞截 十八 年 十 1 月 二十 九日 受禪、 この 時 御 年 五 歳であった。 翌 丁酉の 年 正月 三日に 即位 體を行 は 

れ、 四月 十六 日に 改元あって 元 慶と號 せられた。 

ゥ ダイ ジン モト ツネ セッシ ャゥ  タイ ジャゥ ダイ ジン  ユン  ， -'. .  チウ ジン >  コゥ  コ 

右大臣 基經攝 政して、 太 政 大臣に 任ず。 忠仁 公の 故 

事の 如し。 

(右大臣 基經攝 政して 太 政 大臣に 任ず 云々) 基經 は中納 首長 良の 三男で あるが、 良 房の 養子と なった。 この 人の 右大臣に な 

つたの は貞觀 十 四 年で、 この 年 は 右大臣 藤 原 氏宗が 二月に 薨じ、 攝政. K 政 大臣 良^が、 三月から 病に 臥して 政事 をと る 

事が 出來 ぬ。 そこで、 大納言であった 源融 とこの 基經 とが、 八月 廿 五日に 同時に 大臣に 任ぜられ、 融は 左大臣に、 基鸫は 

右大臣に なった。 九月に は 攝政良 房が 薨 じたから、 十一月に 基綞は 右大臣 を 以て 攝 政に 補せられ た。 それ故に この 人 

攝政 右大臣であった 事 は 旣に滿 四 年であって、 その 時に 陽 成 天皇の 即位と なった ので ある- そこで 陽 成 天 &踐祚 と 同 

時に 攝政 を辭 したが、 許されなくて 引つ 1- いて 攝政 であった。 元 慶四年 十二月 四日に 太 政 大臣に 任ぜられた。 

(忠仁 公の 故事の 如し) 忠仁公 は 良 房の 謚 である。 その 薨 じた 時に 美 濃 を 以て 封ぜ られ忠 仁と 謚 せられた ので ある。 忠仁 

公の 故事と は 公卿 補任に 一 「任 レ人賜 レ@ 准 一一 三宫 一 如, 一忠 仁 公之 故事 こ と あるの を さす。 即ち 三宫 に准じて 年 官年群 を 給 ひ 

又隨身 兵仗 を 給 はった ので ある。 

n ノ テン ワウ セィ ァク  ジン -ンュ  キタ  t  タマ  セッ シャゥ ナゲ  ハイ リフ 

此 天皇 性 惡 にして 人 主の 器に 堪 へず 見え 給 ひければ， 攝政 歎きて 麼 立の 

コト  サダ  ムカシ  カン  ク ワク ク ワウ セゥ ティ  タス  セヅ シャゥ  セゥ ティ ョ 

事 を 定められ にけ リ。 昔、 漢の霍 光昭 帝 を 助けて 攝 政せ しに、 昭帝世 を 

卷ニ 陽 成 天皇  111 二 七 


神 
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X 
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シャ ウイ フ ワウ 


テ ン シ 


シャ ウイ フ フ トク 


「れ」 底本 「シ」 

とす。 他 本に 

より て^む。 


早くし 給 ひし かば、 昌邑王 を 立て 天子と す。 昌 邑不德 にして 器に 堪 へず。 

スナ ハチ ハイ リフ ォコナ  セン ティ  タ  タテ マツ  ク ワク タワウ タイ コゥ  シル  ソ々 、ベ 

即廢立 を 行 ひて {目 一 帝 を 立て 奉りき。 霍 光が 大功と こそ 注し 傳 へ 餘る めれ。 

此 大臣 正しき 外戚の 臣 にて 政を專 にせられ しに、 天下の ために， お | 我 を 

思 ひて 定め 行 はれけ る、 いと 目出度し。 


(此 天皇 性惡 にして 入 一 W の 器に 堪 へず 見え 給 ひけれ ぱ、 攝政 歎きて 廢 立の 事 を 定められ にけ リ) この 天皇 人君の 器量 まし 

まさず、 凡庸 猥雜の 徒 を 近づけて、 德 行に 於て 缺 くる 所 まし ましたと 史に見 ゆる。 そこで、 基經が この 事 を 歎いて 

廢立を 行うた とい ふので あるが、 廢 立と いふ は、 現在の 君主 を廢 めて 他の 人 を 立て 君主と する ことで ある。 

(昔 澳の S 光昭 蒂を 助けて 攝 政せ しに. 昭 一 帝 世 を 早くし 給 ひし かば 云々) この 事 は 漢書宣 帝紀 及び 霍 光の 專に見 ゆる。 霍光 

が昭 帝の 時に 攝 政した 事 は 前に 出て ゐる。 昭帝は 在位 十三 年、 二十歳で 崩 じたが、 嗣 王がない ので、 武 帝の 孫昌邑 王- 

名は賀 とい ふ 人 を 選んで 立てた が、 淫亂 にして 王者の 器でなかった から、 皇太后に 奏 L てこれ を廢 して 武 帝の 曾孫 名 

は 病 己と いふ 人 を 立てた。 これが、 宣帝 である。 

(此 大臣 正しき 外戚の 臣 にて 政 を專 にせられ しに 云々) 基 經は陽 成 天皇の 御 外 舅で ある。 それで あるから この 廢立は 骨肉 

の 親 を 度 外に 措いた と 見 ゆる 點が ある。 それ を 以て 大義 を 思 ひて 行 はれた ともい はるる ので あるが、 この 事 はな マ 日 か 

らは 批^の 限りで ない。 親 房の これ を赘 して ゐ るの は 人 主に 德を修 むる こと を勸 むる 微意が あるのと 考 へらる る。 


ン 、ほ I ィ. T や >  .  ォ f  n,  » セッ- レャゥ クワン パク n ノ タイ ジン スヱ 

され は 一家に も 人 こそ 多く 聞え しか ども， 攝政關 白 は 比 大臣の 末の み 


ツギ ツギ ダイ ジン 


タイ- ンャゥ 


ぞ絕 せぬ 事に 成りけ る。 次々 大臣、 大將 にの ぼる 籐^の 人々 も ^此 大臣 


f ジン 


「の」 他 本に よ 

りて 加 ふ。 


べゥ エイ ナリ 


シヤ クゼ ン 


キヤウ ナリ 


オボ 


の 苗裔 也。 積善の 餘慶 也と こそ 覺ぇ 侍れ- 


(») 藤 原 氏 は 四 流に 分れた るう ちに も 北 家 最も 榮ぇ、 北 家のう ちに も 流れ 多くな つたが、 冬嗣の 1 流が 最も 榮ぇ、 その 

冬嗣の 一流のう ちで も、 所謂 攝 關 となる 家柄 は 基經の 子孫 だけと なった。 これが 後に 五攝 家と なる ので ある。 その 

シ 3 ク 

外 華族と か 英雄と か 大臣 家と か 云って、 攝關に は なられな いが、 大臣 大將に 上る こと を 得た 家が 少く はない。 それら 

のラ ちに は 源氏 その他 も 少し は あるが、 大多數 は 藤 原 氏で ある。 しかも それらの 藤 原 氏 はすべ て 基經の 子孫で ある。 

こ の樣 になる の は 積善の 餘慶 であると 考 へら るるとい ふので ある。  . 

(說) 藤 原 氏と 積善の 餘慶 とい ふ 語と は 頗る 深い 關 係が ある やうで、 前に もこの 事が 見 ゆる。 

チン ワウ テン 力  チサ  タマ  n トハ チネン  シリゾ  ハチ ジフ イチ サイ  ォマ シマ 

天皇 天下 を 治め 給 ふ 事 八 年に て 返 けられ， 八十 一歳まで 御座し き。 

(釋) 元 慶八年 二月 四日に 遜 位 あらせられた。 時に 御 年が、 僅に 十七 歳であった。 これより 六十 六 年間 太 上 天皇と して ま 

しまし、 村 上 天皇の 天曆 三年 九月に 崩御あった。 御歲は 日本 紀略 扶桑 略記に は 本書と 同じく 八十 一歳と ある。 皇年 代 

略記 皇胤 轺運錄 に は 八十 二 歳と ある。 貞觀十 年の 御 誕生 だから 八十 二が 正しい。 


乙 帖 
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て 補 ふ。 


卷 三 

ダイ ゴ ジフ ハチ ^ イダ ィ サン ジフ イチ セ イク ワウ カウ テン ワウ ィ ミナ トキ ヤス コ マリ -r 力， ト  マチ o  JJ.Y;. ャゥ 

第五 十八 代 第三 十一 世 光孝 天皇 諱は 時康、 小 松の 御門 、こも 申す 仁 明 

ダイ 二  コ  オン" ハ  ゾゥ ク ワウ タイ コ ゥフデ ハラ  サハ コ  ゾゥ ダイ.； ンャ ウダ メジ ン フ^ 'ッゲ  ム， スメ十 リコ 

第二の 子。 御 母、 贈 皇太后 藤 原の 澤子、 贈 太 政 大臣 總繼の 女 也 

(小 松の 御門) 次の 文に 見 ゆる 通り 小 松の 宮に おはしました 所から 起った 御名で ある。 

(仁 明 第二の 子) 三代 實錄、 日本 紀略、 大鏡、 皇胤 貂運錄 等 第 三 子と して ある。 本書 は 誤で あらう。 

ャ ウセ イシ リダ  タマ  トキ  セゥ セン n ゥモ 口 モ b ヮ ウジ  サゥ  マヲ  3  ノ チン ワウ ィザ ホン 

陽 成 返 けられ 給 ひし 時、 昭宣公 諸の 皇子 を 相し 申されけ り。 此 天皇 一品 

シキ ブ キヤウ ケン ヒタ チノ タイ シュ  キ n  オン トシ  コ マツ  ミヤ 

式部 卿 兼 常 陸 太守と 聞え しが、 御 年た かくて、 小 松の 宮に まし ましけ る 

ュ ハカ マウ  ミ タマ  ジン シュ  キ リ ャゥョ  ワウ ジ タチ  スゲ 

に 俄に 詣 でて、 見 給 ひければ、 人 主の 器量 餘の 皇子 達に 勝れ ましけ るに 

ョ  スナ ハチ ギ ヱイ トトノ  ムカ マテ  ホン ヰ フク チヤ ク  ラン 

依りて、 sr. 儀衞を 調へ て、 迎へ 申されけ り。 本位の 服 を 著しながら 鸞 


r 
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ョ  力  ダイ ダイ  ィ  タマ 

輿に 駕 して、 大內に 入らせ 給 ひに き。  - 

(陽 成 退けられ 給 ひ * し 時 云々) 昭宣公 は 上に いって ある 藤 原 基 經の謚 である。 當時攝 政 太 政 大臣であった 事 は 陽 成 天皇の 

條に 明かで ある。 • この 時昭宣 公が 諸の^ 子 を 相し 申された とい ふ 事 は 未だ 古書に その 證を 見出さぬ。 但し 三代 實錄 

に は 嘉祥ニ 年に 渤海 國の國 使が 入朝した 時 大使 王 文矩が この 天皇の 當時諸 親王 中に 在って 拜し 起立した まふ さま を 見 

て 親し い 者に、 此 親王 必ず 天位に 登り 給 はう と 相した とい ふ 事が あり、 又大 鏡に は 基經が 幼少の 頃より この 君に 心服し 

奉って をり、 又攝政 良療の 家の 大饗に 配膳の 人が 尊者に 對 しての 配膳 を 誤った 過失 を彌 縫せ うとて この 君に 無 鱧の 事 

をした る をば 猙め たま はずして か へ リて燈 火 を 消して その 過 をお ほ ひ耠 ひし を 見て、 寛大の 度量の まします を 感じて 

ますます 心服した と いふ 事 を 載せて ゐ る。 

(此 天皇 一品 式^ 卿 兼 常 睦太夺 と 見えし が 云々) この 天皇の 當時、 一 品 式部 卿で 在らせられた 事 は、 その 時の 讓 位の 宣命 

に 見 ゆる。 常 陸 太守と いふの は 親王に して 常 陸の 守に 任ぜられた 方の 稱號 である。 この 親王の 國守 任官の 事 は 天 長 

三年に 規定 せられて、 上 總國、 常 陸國、 上野 國の 三國に 限りて 親王の 任國 として、 そこに 親王の 任ぜられた 時に 特に 太 

守と 申し 上ぐ る 事に なった ので ある。 この 天皇の 常 陸 太守で 在られた 事 は嘉祥 元年で あつたが、 貞觀六 年 十二月 中務 

卿から 上野 太守 を かね、 元慶四 年に 兼 常 陸 太守に うつりた まうた ので ある。 この 即位の 當時は 御 年 五十 四歲で 在らせ 

られ たから 「御 年た かくて」 と 云った ので ある。 

(小 松の 宮) 拾 芥抄に 「小 松 殿、 大炊 御門 北、 町 尻 東、 光孝 天皇 誕生 所 云々」 と ある。 大 鏡に 「小 松の みかどの 親王に て 

おはし ましし ときの 御所 はみ な 人し りて 侍り。 おのが おやの さ ぶら ひしと ころ 大炊 のみ かどより は 北、 町 尻より は 西 

にぞ 侍りし。 されば、 宫 のかた はらに てつね にまゐ りて あそび 侍りし かば、 いと 閑散に てこ そお はし ましし か。」. と 云 

つて ゐる。 本文に はこの 小 松 営に 基 經が參 つた 樣に 記して ゐ るが、 一一 一代 實錄に は 「子 fe- 天皇 在 一一 東 ニ倐宫 一 親王 公卿^ 

天子 璽綬 神鏡 寳劎等 一天 阜； 再 辭讓、 曾 不一 一 肯受こ と あり、 又 r 是 夜、. 親王 公卿 侍 一 一 宿 於 行在所 こ と 見 ゆる。 K 二 倐宫は 

今 明かで ない が、 太 炊 御門に ある 譯が 無い から、 小 松 殿 を さした ので はない。 それ故に、 こ V に 二の 傅が ある 事に 

なる。 しかし、 この 小 松 殿に おはし ましたと いふ 說も 古い ものである こと は大 鏡の 上の 文の つ^きに、 この 小 松 殿に 


上達部 や、 くらおき たるう まど も、 かう ぶり、 う へ のきぬ きたる 人々 など の 見え 侍りし に、 心えず あやしくて 何事 ぞ >/\ 

と 人 锊に とひさ ぶら ひし かば、 式部 卿の みや、 みかどに いらせ 耠 ふとて 大殿を 初めた てま つりてみ な 人 ま ゐり耠 ふな 

りと て いそぎ まかりし など ぞ 云々」 と 云って ゐ るので わかる。 

(卽 儀衛を 調へ て迎へ 申されけ リー K々) 三代 實錄に 「五 曰 (二月) 親王 公卿 引-一 文武 百官 一 奉レ迎 U 天皇 I 即日 聲與 入-一 御東宫 一 親 

王公 卿 扈從 云々」 と ある。 

(本位の 服) ここ は 1 品 親王の 位階 相當の 服で ある。 この 服 は大寶 令の 衣服 令に 规定が ある。 その 服装 はこの 頃 は 多少 變 

化して ゐ たと 思 はるる が、 しかし、 令に 準據 しての 服 制 は 1 定 して ゐた事 勿論で ある。 こ  >- に 本位の 服 を 着し ながらと 

ュヽカ 

いふの は 天皇 又は， M 太子の 服 を 召さぬ とい ふ 事 をい ふので あるが、 事遽 であるから、 その 準備がなかった の は當然 マ 

ある。 この 御 服装の 事 は 古書に は傳は 見えない 樣 であるが、 これ は事實 であらう。 親^ 卿 位の 高位 高^の 人々 は 史上 

に傳 はらぬ 宮廷の 事蹟 をロ傳 として 傳授 して ゐら るる 箬 であるから、 これ は 史に傳 へ ぬからと 云って 否定す る 事 は 出 

來ぬ喾 である。 

(驚 輿) 鳳輦と 云 ふに 同じく 天子の 乘輿を さす。 鸞と いふ も 鳳と いふ も、 その 御輿の 蓋の 頂に 飾りつ けた 鳥の 姿 を さすの 

である。 

§ さて この 項の 事實は 正史に は 見えない が、 古事 談に 次の やうに 云って ゐる。 「陽 成院 御邪氣 大事 御座 之 時、 依 レ不レ 御 _1 

座 儲 君？ 昭宣公 親王 達ノ モ ト へ 行 廻 ッッ見 一 一 事 體ー耠 、他 之 親王 達ハ サハ ギア ヒテ、 或 装束 シ、 或阊座 トリ テ 奔走 シ ァ ハ 

レ タリ ゲル-一、 小 松 帝 御 許 マイ ラセ 袷 タリ ケレ ハ、 ャブレ タル 御簾 ノ 内-一 緣破 タル 叠 御座シ テ、 本 鳥ニ误 一！ 取 チ無. I 

傾 動 一 氣 御座 シケレ バ、 此 親王 コ ソ 帝位 -1 ハ即耠 ハメト テ 御輿 ヲ.^ グリケ レハ 鳳輦 ニコ ソノ ラメ トテ葱 花 -1 ハ 不一 乘^ 一 

ザリ ケリ」 と ある。 この 傳說 が、 本書に 大 なる 影響を及ぼして ゐ ると 見ら るる。 

コ トシ キノ ェ タツ トシ 十リ  キ ノト i  カイ ゲン 

今年 甲 辰の年 也。 乙已に 改元。  ， 

§ この 讓 位の 年 は 元慶八 年で 甲 辰の年で ある。 その 二月 四日に 神璽 を 受けられ、 二十四日に 即位せられ たので ある。 

卷三 光孝 天皇  三 三 三 


神^ 正統 詆述 義   三 三 0  I 

さて 翌乙 巳の 年即 元慶九 年の 二月 廿 1 日に 仁 和と 改元 せられた。 

セ， ノ  ：ン/ セ クシ ャゥ ァ ラタ  クワン パク  n レ  ヮ ガテゥ クワン パク  ハジメ ナリ カン クワ^' クヮけ 

^蒙の 祢、 攝政を 改めて、 關白 とす、 是、 我朝關 白の 始也 漢の霍 光 

セッ シャゥ  セン ティ トキ マツリ ゴト 力へ  シ リブ  ソン キ マツ.^ コ" ナホけ バウ ^ マテ 

攝 政たり しが、 宣 帝の 時 政 を 返して 返き ける を 万機の 政猶 光に 關り白 さ 

ァ  ソ ノナト  サヅ  3 

しめよ と 有りし^ 名 を 取りて、 授けられに けり 

(踐砟 の 冗攝 政 を 改めて 關白 とす) これ は 元 慶八年 六月 五日に 宣命 ありて、 『應レ 奏之事 應レ下 事 必先諮 禀與朕 將-- 垂拱而 仰" 

成 止 {M; 云々」 ある を さした ので ある。 これより 先 光孝 踐祚の 際に、 別に 攝政を 委任せられ なかった から、 先帝の 時の 

攝政 はほ然 消滅と なった ものら し い。 攝 政と 關 おと は 似て ゐる がその 權限 がちが ふ。 攝政は 天皇に 代りて 炭 築の宣 命 

を 書し、 除 目 叙位の 申 文に 名字 を 書せ ずして 判 を用ゐ るな どの 事が あるが. それら は關 白の 行 ふ こと 能 はざる もので あ 

る。 光孝 天^ 政治に 練達せられ， 又 年長者で あらせられ たから、 踐祚と 同時に 攝 政と いふ 事 は 消滅した と 思 はるる。 

それで 太 政 大臣 基 經の權 限 如何と いふ 事が 當時 政界の 問題と なった。 即ち 四月 廿 二日に 即位 在って、 五月せ 六日に 左 

大臣 源融 が、 勅 を 奉じ、 文章 博士 管 原 道眞、 博士 善 淵 永 良、 助敎 淨野宫 雄、 中原 月 雄、 少外 記大藏 善行.， 明 法 博士 凡 

春宗、 大內 記！： 野 惟 背、 明 法 博士 忌 部 滹緞等 を 喚して 太 政 大臣 職掌 有無の 事に つきて 勘 奏の旨 を 問 はせられ た。 この 時 

の 奏議は 有と いひ、 無と いひ 議論 區々 であった。 そこで、 六月 五日に かの 宣命は 下された ので あるが、 この 文中に は 

「所 司ぶ p 勘 * 師範 訓導 S 非 g 删內外 之 政 无レ所 レ統き 有 勰利假 使 贫無レ 所レ職 久可レ 有， 脍耳 a 腹心せ 所レ侍 I 接特 分- 思 

自 一一 今日 If ぎ 爾座天 就 天 萬 政 頒行せ 入輔 ュ朕躬 一 出總 一-百倍^」 (以下 上 出の 文) と 在って、 こ. -に攝 政の か はりに 關白 とい 

ふ 事が 起った ので ある。 伹 しこの 時に 關 白の 實は 在った が、 未だ 關 白と いふ 名目 は 出来て は 居なかった。 關. D とい ふ 

名目 は 次代 宇多 天皇の 御代に 基 餒に對 して 下された 詔書に はじめて 見る 所で ある。 關白は 萬 機の 政を總 管す る もので 


一 切の 奏文を 至尊の 御覽に 供す る 前に 先づ、 此に關 ひ 白す によりて その 名稱 となった ので ある。 

(是我 朝 闕 白の 始也) 上に 云った やうに 事實 上から は 本書の やうに 言 ひうる 事で は あるが * 名稱 から 見れば、 この 時 まだ 

關 白と いふ 職名が 出来て ゐ なかった。 それ故に 濫觴 抄に關 白の 始を 宇多 天皇の 御代と する のが 正しい ので ある。 

(漢の S 光 云々，」 霍 光の 攝 政の 事 は淸和 天皇の 御代の 條の攝 政の 下に 云った。 宣 帝の 時の 事 は 漢書 宣帝紀 の はじめ、 本始 

元年 泰 正月に 「大將 軍 光 稽首 歸レ 政。 上謙讓 委任」 と あるの を こ に 云った。 これ を 霍光傳 では、 「光自 _| 後. 元 1 秉 _| 持 萬 

機 一 及 一一 上 即位 1© 歸 fe、 上 謙讓不 レ受、 諸事 皆 先 P 一白 光一 然後奏 一 I 御 天子 こ と ある。 關 白の 字面 はこ， - から 起った。 但し 

その 名 を R りて 授けられ たの は 宇多 天皇の 時であって、 この 御 時で な い 事 は 前に 云った 通りで ある。 


此 天皇 昭宣 公の 定めに 依りて、 立ち 給 ひし かば、 御 志 も 深 かりし にや。 

ソノ 「  ？ン プ r ゥ  メ  ゲン - フク  オン ミヅ カラ ヰ キ  ジ ャゥゴ ヰ 

k 、子 を 殿上に 召して、 元服せ しめ、 御自 位記 を あそばして、 正 五位 下に 

なし 給 ひけり さぞ。 


オン n  n  口 ザシ フカ 


(此 天皇 云々) 此 天皇と 昭宣 公基 綞と はもと、 母方の 從 兄弟で、 天皇の 御 母と 基綞の 母と は 姉妹で ある。 それに 基經 擁立 

の 功 も 在って 1 層 親しくし、 又 重んぜられ たので あらう。 

(其 子 を 殿上に S して 元服せ しめ 云々) これ は 基 經の子 時 平の 事で ある。 三代 實錄仁 和 二 年 正月 二日の 倏に 「太 政 大臣 第 

1 之 男 時 平 於- 1 仁壽殿 I 加. I 元服 1 于レ時 年 十六。 帝 手 a 取^ 加-其 首 一 (云々. >  即日 挽-時 平 正 五位 下-天皇 親筆 書-黄 紙- 以賜 之、 

(云々) 其 所 i 須冠巾 皆 是服御 之 物 也」 と ある。 


「ども」 底本 

「定」 に 作る、 


久しく 絕 えに ける 芹 河の 御幸な ど 有りて 古き 跡 をお こさる 、事 ども 聞え 


O  o 
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き 

攀  . 

(芹 河の 御幸) 芹 川 は 山 狨國紀 伊都 鳥 羽の 邊 であ-る。 こ V への 御幸 は延曆 十五 年 正月に 桓武 天皇が 遊獵 せられた 事が 初見 

であって、 承 和の 顷 まで 屢 あつたが、 五十 年間す たれて ゐた。 それ を この 天皇の 御世に 再興 せられた。 即ち 仁 和 二 年 

十二月 十四日に 芹 川 野に 御幸あって、 雪中に 放鹰 せられた 事が！ 二 代 實錄に 見 ゆる。 この 時に 在 原 行 平の よんだ 馱 「さ 

かの 山み ゆき 絕 にしせ り 河の 千代の 古道 あと はありけ り」 

(古き 跡 をお こさる V 事 ども 聞え き) これ は 大體仁 明 天皇 以後 朝廷の 公事 風流が、 大分す たれて ゐ たの を 再興せられ たの 

である。 梅宮の 祭、 御體御 卜、 諸 國詮擬 郡 司 文の 儀 等が それで ある。 芹 川 行幸 も 亦 その 1 である。 

テンカ  チサ  タマ --ト サン ネン  ゴ ジフ i チ サイ ォマ シマ 

天下 を 治め 給 ふ 事 三年。 五十 七歲 御座し き。 

(天下 を 治め 給ふ搴 一二 年) 元 慶八年 二月に 即位、 それよ" 滿 一一 一年 を 經て仁 和 三年 八月 廿 六日に 崩御に なった。 

(E 十七 歲) 三代 赏錄に は 「春秋 五十八」 と ある。 三代 實錄に 天 長 八 年の 御 誕生と 記して ゐる によれば、 五十 七 歳で ある 

べきで ある。 大鏡は 天 長 八 年の 御 誕生と して、 御 即位の 時 を 五十 五と して ゐ るの は 一歳の 違算で ある。 天 長 八 年の 御 

誕生と せば、 本書の 方が 正しい。 帝王 編 年 記に は 天 長 七 年の 御 生誕と して ゐる。 

jAT.- カタ 1 チン ワウ  3  J ノル，  フミ  ムカシ  イマ  イタ  ィへ ィ、 

大方 天皇の 世つ きを 注せる 文、 昔より 今に 至る まで、 家々 にあ また あ 

P  ,  シル  ハべ  サラ  メヅラ  コト  カミ ョ  ケィ タイ シャゥ トウ 

りて かく 注し 侍る も 更に 珍しから ぬ 事な れ ども、 神代より 繼體 正統の 


-ガ ク-ー 


「縢」 底本 「歷」 

に 作る o 必ず 

しも 誤に あら 

ね ど 他 本の 

普通た るに 從 


J 


ァ マ テラス ォホ ミカ ミ 


違 はせ 給 はぬ 一 はし を 申さん がた め 也。 我 固 は神國 なれば 天照大神の 御 

ハカ ラヒ  ド モソノ ナカ  オン アヤ マリ  レ キス ゥ  ヒサ 

計に まかせられ たるに や。 され 共 其 中に 御 誤 あれば、 曆數も 久しから ず。 

o 

マ タツ 匕  、ン ャゥ n  力へ  ドモ  イツ タン  シッ  タマ  コレ ミ十 ミヅ カラ 

又 終に は 正路に 歸れ 共、 一 旦も 沈ませ 給 ふためし も あり。 是 は皆自 なさ 

タマ  オン トガ チリ  ミヤ ゥ ジョ  ム十シ  ァラ  ホトケ  シゥ ジャゥ  カミ 

せ 給 ふ 御 科 也， 宾 助の 空きに は 非ず。 佛も 衆生 を みちびき つくし、 神 も 

ヒャ クシ ャゥ  タマ  ドモ  シゥジ ャゥ  クヮ ホウ シナ ジナ  ゥ  トコ 口 

百姓 をすな ほなら しめむ とこ そし 給へ 共、 衆生の 果報 品々 に、 受 くる 所 

シャゥ  ォ十  ジフ ..ヒ ン  カイ リキ  テン シ  ナ  タマ  ダイ ダイ  オン カウ 

の 性、 同じから ず。 十 善の 戒カ にて 天子と は 成り 給へ ども、 代々 の 御行 

セキ ゼン ァ クマ ク  ナリ  モト モト  シャゥ 力へ  ハジメ ハ.. シメ 

迹， 善恶叉 まち/^ 也。 かゝれ ば、 本 を 本と して 正に 歸 元 を 元 さし 

-ジャ . ス  コト  ソ. ジン  ミ n コロ  カナ  タ マ 

て 邪 を 捨てられん 事ぞ祖 神の 御 心に は 叶 はせ 給 ふ ベ き。 


(說) これから 著者が、 皇位の 饞 承に 就いて 懐いて ゐる 意見 を述 ぶる 所で ある。 而し てこの 1 段 は それの 發 端であって 先 

づ こ の 諭 を なす 趣旨 を述 ぶる のが こ Q 

(大方， 天皇の 世 つぎを 云々 一 はし を 申さん がた め 也) の 一 節で ある。 

(天皇の 世 づき を 注せる 文) 皇位 繼承を 主として、 代々 の 天皇の 御 事蹟 を 略記して ある 一 種の 歴史 。大 鏡の 作者が r 大 宅の 

世緞」 「夏山の 繁樹」 とい ふ 假設の 人物の 言に 託して その 時の 近代史 を 述べた の もこの 精神で、 「大 宅の W 繼」 は耍 する 

に 天^の 歴代と いふ 事で ぁリ、 この 人物 を 以て 天皇の 璲代を 語らせ、 忠 平の 家臣 夏山 繁樹 とい ふ 人物 を 以て 藤 原 氏の 

歴代の 事蹟 を 語らせた ので ある。 この 大 宅の 世繼は 漢字に 直せば 帝紀 とい ふべき であるが、 本朝 書籍 U 錄に帝 紀と題 
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して 集錄 した 書 はすべ て 漢文の ものである。 而 して 假名と 題して 集錄 した 中に、 世繼、 (これ は 今の 榮花 物語) 大鎵、 

水鏡、 今 鏡 等が ある。 それ故に 「世 繼」 とい ふの は 主として 假名 書の もの を さした ので あらう。 

(家々 にあ また ぁリ て) これ は 公の 撰でなくて 私修 のよ つぎを いったの である。 事實 又^ 繼 とい はるる 假名 誊は 主として 

私 撰で ある。 

(神代よ リ櫞體 正統の 逮 はせ 給 はぬ 一はし を 申さん がた め 也) これ はこの 論の 發端 ともい ひうる が、 又 本書 撰述の 本 3" が 

こ V にある ので ある。 されば、 この 文 は 上の 「神代より 正理 にて 受け 傳 ふち 謂を宣 べん 事 を 志して 常に 聞 ゆる 事 は 載 

せず。 然れば 神， M 正統 記と や け 侍るべき」 と ある、 それ を 更にく りかへ して、 その 要旨 を あげて ゐる ものと もい 

ひうる ので ある。 

(稅) 以上、 撰者 自らが 帝王の 世繼 をし るす は 今更い はず もがな の 事で 珍ら しく はない と 云って ゐる 如く、 何人も 知って 

ゐる こと は 勿論で あるが、 その 事 赏の底 を 流れて ゐる 主義な り 思想な り、 はた 弘く いは e 理想な りが 何人に も わかる 

とい ふ もので はない。 1 體 本書 は歷 史上の 事 實を傳 ふるだけ が 目的ではなくて その 事實の 生ずる 极 元の 條现を 叨 かに 

示さう とする のが、 第一 の 目的で ある。 これ は 何人で も 企て X 必ず 出來 ると いふ やうな 平凡な 塞で はない。 この 撰者 

によって はじめてい ひうる 偉大な 思想が、 本書の 底流 をな して ゐて、 それが、 處々 にに じみ 出る ので ある。 それ は恰 

も 地下に 存 する 水脈が 或は 泉と なり、 或は 井と なって 地上に 湧き出で 流る X やうの ものである。 もとより 本 著者の 言 

論に 一 毫も！ r かなく 議論の 餘 地が 無い と は 一 百 ひうべき では ある ま. いが しかし. 本書の 底流 を 成して ゐる极 本の 思想 

は 古今に 絕 した 偉大な 思想で、 ニーの 過 か 在った としても、 それが、 その 根柢に 累を 及ぼす やうな こと は 決して 無 

いので ある。 今 この 段の 說 にも 多少 議論の 餘地は ある。 隨 つて、 述者 も、 下に 多少の 霄 をな すが、 それで 以て、 この 

撰者の 大 議論に は累を 及ぼす もので はない と 確信す る。 

(我國 は神圉 なれ ぱ) これ も、 上、 本書の 最初に 喝破した 言 を こ \ にくり かへ した ものである。 

(天照大神の 御 計に まかせられ たるに $0 皇位と 皇統と は 天照大神の 神勅に よって 確立し、 又保證 せられた こと は 旣に蜃 

、 々 いはれ た 所で ある。 然 らば、 かの 天壌無窮の 神勅の ま に 行 はれ、 皇位の 繼承 も、 種々 の 姿に てあら はれ、 凡人の 

心で は 如何にして かやうな 事になる かわからぬ 樣な事 も往々 あるが、 すべて は 天照大神の 神慮から 出て かやう になり 

つつ 進み 行く もので あらう とい ふので ある。 こ >- に 「にや」 といって 疑問の 語 を 使って ゐ るの は、 何故かと いふに これ 


一は 臣下と して 皇統 を 論ずる のは畏 多い から 斷言 する こと を惮 つた もので あらう し、 1 は、 凡人の 心で、 神慮 を はか 

り 奉る こと はお ふけな き 事で あるから でも あらう。 しかし、 撰者が、 內 心に 確信 を 以て 言って， Q る こと は 明かで ある。 

これ を 以て 眞實の 疑問と 誤解して はならぬ。 

(され ど 其 中に 御 誤 あれ は、 曆 藪 も 久しから ず) 御 誤と いふの は、 天照大神に 關 してい ふので はない。 歷 代の 天皇の 中に 

御 誤 をな さる k 天皇が ある 時には その 御 治世 も 久しくな いとい ふので ある。 これの 赏例は 後に あげて ある。 

(又 終に は 正路に 錄れ共 一 曰 一 も 沈ませ 給 ふためし も ぁリ) 又 最後に は正理 のま \ に倏理 ある 方に か へって 肚 を 治めら るる 

が、 それまで は運惡 くて 1 時、 沈淪 した まふ 例 も あると いふので ある e これ は 上に いった、 日本 武 尊の 御 血統、 應神 

から： i 體 天皇へ の 御 系統、 天智 天皇の 後光 仁の 御 系統 等 を さすので あらう。 

(是 は皆自 なさせ 給 ふ 御 科 也。 其 助の 空きに は 非ず) かやう に 御 曆數の 久しから ぬの や、 1 時沈淪 せらる るの は これら 皆 

その 街に あたらる る 方々 の 御 科で あると いふので あるが、 この 科 はた^、 この 世に ての 過失と が罪惡 とかい ふだけ で 

なく、 佛敎に 所謂 先 世の 因果 應 報の 思想 を も 加へ て考 へらるべき ものである。 されば、 これら 悲觀 すべき 運命 は 結 « 

そ の 御 自らの 上 に 原因が 在る ので、 一 神明 の 幽冥界 か ら の 御 助 が 空しい からさうな つたと いふ 譯で はない とい ふので あ 

る。 これ を 明かに する 爲に、 次に 

(佛 も、 衆生 を みちびき つくし 云々 衆生の 果報 品々 に、 受 くる 所の 性 同じから ず) と 云った ので ある。 佛が 衆生 を 悉く 導 

いて 善に 趣 かせう とする ばれ ど、 その 衆生の それぐ の 因果 應報 によ リて同 一 に はならぬ。 又祌も 天下 萬 民 を 正^に 

導かう とせら るる けれど、 やはり、 その 受けた 性質の 相違に よって 一 樣には 至らぬ とい ふので ある。 

(4. 甚の戒 力に て 天子と は成リ 給へ ども) 十 善と は 十戒 を 正しく 守る こと を いふ。 戒 力と は その 戒を 守りた る 功力に して 

十 善の 戒功 によりて 天子と なるとい ふ說 はすべ て 佛敎で いふ 所で ある。 

(代々 の 御行 迹善惡 又 まちく 也) 代々 の 天皇の 御行 迹が 種々 樣々 であるから， 又 その 御行 迹に 基づ いて 果報が まちく 

であると いふ 意。 

(本 を 本と して 正に 録リ、 元 を 元と して 邪 を 捨てられん 事 ぞ祖祌 の 御 心に 叶 はせ 給 ふべき) これ は 前に も (應 神條) 一 百って 

ある 如く、 神道の 本旨で、 また 帝王の 治國の 大本で ぁリ、 更に 又 わが 國體の 本色で ある。 即ち、 事の 本末 を辨 へて、 

本元の 大 旨に 歸リ、 邪 をす て 正に 歸 する ことが、. 天 風の 御 本旨に 叶 はせ 耠 ふべき 事で あると 論ずる。 著者の 著した 元 

f il 光孝 K 皇  1111ー一九 


 圍 I 祌裒 正統 記述， 義  I     一一 一四 0  . 

元 鬼の 書名 もこの 精祌を あら はして ゐる。 

(說) 以上で、 冒 顼 の 論が 終り， これから、 本論で あるが、 事實を あげつ、 論 を 進む るので ある。 

* シン ム  ケィ カウ  ジフ -I タイ  ゴシ ソン ソノ  ッ  タマ  ウタが 

神武より 景 行まで 十一 一代 は 御子 孫 其 まま. に續 がせ 給へ り。 疑 はしからず。 

ケマ ト タケ ノミコ 卜  ョ  ハヤ  ョ  オン オト ゥ トセ ィム ノボ  タマ  ャ マト タケ 

「^ig 本本に 「7 日木武 尊、 世 を 早くし ましし に 依りて、 御 弟 成 務陟り 給 ひし かど、 日本 

タ タリ 」とす0  タケ  ミ コ  チウ アイ ッタ  -  チウ アイ ォゥ ジン  オン ノチ  ニン トク ッタ  タマ 

u^o  i 武の 御子に て 仲哀傳 へ まし ましぬ。 仲哀應 神の 御 後に 仁 德傳へ 給へ りし、 

ブ レツ ァク ワウ  匕 ヅギタ  マシマ  トキ  ォゥ 、ジン ゴ セィ  オン マゴ  ケィ タイ テン ワウ 

-1^1 武烈 惡王 にて、 日 嗣絕ぇ 御座し し 時、 應神 五世の 御 孫に て、 繼體 天皇え 

一 ズら はわ」. SI  o 

本 「撰」 に 作  タ  タマ  コレ  メヅ  .  ハべ  フ タツ ナラ 

る。。 他 諸 本に らばれ 立ち 铪ふ。 是 なん 珍ら しきた めしに 侍る。 さ^ど も、 ニを雙 ベて 

よる  o  o  o  ノ， 

ァラゾ  トキ  バウ シャゥ ウタが t  グン シン クヮ ウィン  コト  ウレ  モト  ィ  タテ マツ 

諍 ふ 時に こそ、 傍 正の 疑 も あれ。 群臣 皇胤な き 事を愁 へて、 求め 出で 奉 

ゥへ  ソノ ミケン  テン  メイ  ヒト  ノゾミ  カナ 

りし 上に、 其 身 賢に して、 天の 命 をう け、 人の 望に 叶 ひまし ましければ、 

ト カク  ウタが  アル  ソノ  ノチ ァ U ッ  テン ヂ  テン ム ゴ キヤウ ダイ タ  タマ 

兎角の 疑 ひ 有べ からず。 其 後 相次いで、 天智、 天武 御兄弟 立ち 給 ひしに、 

ォホ トモ  ワウ ジ  ミ ダレ  テン ム  オン ナガ  ヒサ  ッタ  ショウ トク ニョ タイ 

大 友の 皇子の 亂 により 天 武の御 流れ 久しく 傳 へ られ しに、 稱德 女帝に て、 

オン ヅギ  マタ マツリ ゴト ミ ダリ  キコ，  タシカ  オン ュヅリ  タ 

御嗣 もな し。 又 政 も亂が はしく 聞え しかば、 燧 なる 御 譲なくて 絕ぇ にき。 


「侍る」 底本 

「傅 I に 作る。 

梅 白 二 本に よ 

りて 訂す。 


- ワウ-一 ン ► タカ タ ハ 


タ ケィ タイ テン ワウ 


オン コ- 


光仁 又 傍より えらばれて 立ち 給 ふ。 是 なん 又繼體 天皇の 御 事に 似 給 へ る。 

シカ  ドモ  テン ヂ  もャゥ トウ  ダイ イチ  ミ コ ォホ トモ  アヤ マ  テン 力 

然れ 共、 天智は 正統に てまし ましき。 第一 の 御子 大友 こそ 誤りて 天下 を 

エタ マ  ドモ  ダイ -I  ワウ ジ  シキ  ミ n  オン トガ  ソノミ コ 

得 給 は ざり しか 共、 第二の 皇子に て 施 基の 御子、 御 科な し。 其 御子 なれ 

n  ノ テン ワウ タチ タマ  コト シャ. ゥリ  力へ  マテ、/' ハべ  イマ  ク ワウ カウ マタ セゥ セン コゥ 

ば、 比 天皇 立 給へ る 事 正 理に歸 ると ぞ申 侍る. べき。 今の 光孝 又昭宣 公の 

o  o 

えらびに て 立ち 給 ふと 云へ 共、 仁 明の 太子、 文 德の御 流な りし かど も I 

ぜィ ァク ワウ  *ン" ゾ  タマ  ユン メイ ダイ -I  オン コ  ケン サイ ショ シン ワウ 

成惡 王に て 返 けられ 給 ひしに、 仁 明 第二の 御子に て、 しかも 賢ォ諸 親王 

スグ  ウタ ガヒ  テン メイ  一 t  ハべ  カタ ハラ  イデ 

に 勝れ まし ましければ、 疑な き 天命と こそ 見え 侍れ。 かやう に 傍より 出 

タマ  コト  n レ  サン ダイ 十リ  t ト  コト  コ コロェ タテ マツ  チリ  サキ  シル 

給 ふ 事、 是 まで 三代 也。 人の なせる 事と は 心得 奉る まじき 也。 前に 注し 

ハべ  コ トヮリ ョ  ヮキマ  モノ 力  • 

侍る 理も 能く 辨 へ ら るべ き 者 哉。 


(神武よ リ肇行 まて 一 w々) この 十二 代 はこ X にもい ふ 通り、 御 血統の 次第の ま \ に 皇位 をつ がせられ た。 その 間に 何等の 

論議 をして 定めなければ ならぬ 樣な 紛ら はし い 事がなかった とい ふので ある。 

(日本 武苺世 を 早くし ましし に 依リて 云々) 仲哀 天皇が、 成務 天皇の 姪で 位に 即 かれた 事が、 世代の 區別を 立てねば なら 

ぬ やうに なった はじめで ある 事 は 旣に謫 じて ある。 

(仲 哀應 神の 御 後に 仁 德傳へ 給 ヘリし、 武烈 惡 王に て日嗣 綾え 御座し し 時 云々) 武烈 天皇で、 仁德 天皇の 御 血統が 絶え、 同 

じく 應神 天皇の 御 末ながら、 仁德 天皇の 御 末で ない； i 體 天皇が、 應祌 天^ 五世の 御 孫と いふ 御身 分で 天皇の 位に 即か 
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れ たの は 先例の 無かった 事であった。 それ 故 撰者 は 「珍ら しき 例」 と 云った ので ある。 

(二 を雙 ベて いふ 時に こそ 傍 正の 疑 も あれ) 皇位 櫞 承の 候補者が 二方 あら はれて、 いづれ の 方が、 繼承 者で あるかと いふ 

時に こそ いづれ が 傍系で あり、 いづれ が 正系で あるかと いふ 疑 も 生ずる ので あるが、 繼體 天皇の 御 場合 は それと は 違 

ふと いふ 意。 

(群臣、 皇胤な き 事を愁 へて 云々) この 時 は 群臣が、 皇胤 を 求めて 尋ね 出し 奉った の. であり、 又 其 御身 贅 者で まし まし、 

又 天祖の 命 をう け、 人^に も卟 ひましく たので あるから、 この 時には 何等 紛ら はしい 事 もな く 諍 も 生じなかった。 

(其 後 相次いて 天智 天皇 御兄弟 立ち 絵 ひしに 云々) 繼體 天皇 以後 又 一 系 相次いで、 天智 天皇まで 來 たが、 その 次に 大友^ 

子 即ち 弘文 天皇と 天武 天皇との 爭が 在って 大亂 となり、 終に 天武 天皇の 勝に 歸 して その 一流 だけが 榮 えて、 天， おとし 

て、 八 代、 御 血統と して は 五世まで 傳 へられた が、 稱德 天皇が 女帝で ある 爲に御 ^嗣 がな く、 又 政治 も 押滕、 逍鏡 など 

の^に 亂が はしくな り、 又憐 かな 御讓位 もな く，， - て天武 天皇の 御 血統が こ 、 に 絡え た。 

(光仁 又 傍よ リ えらばれて 立ち 給 ふ) 稱德 天皇 大漸の 時 光仁 天皇が、 赏 代と は 御 血緣稍 遠く、 天智 天皇の 御 孫と して 擇ば 

れて ：大 位に つかれた。 

(是 なん 又繼體 の御搴 に 似 給へ る。 然れ ども 云々 正 理に歸 ると ぞ申 侍るべき， - この 光仁 天皇が、 天武 天皇の 御 血統の 絶え 

た あと を 受けて 立 たれた 事 は繼體 天皇が、 仁德 天皇の 御 血統の 絶えた あと を 受けて 立 たれた 事と 似て ゐ ると 一 往は 見 

ゆる。 しかし、 それ は 全く 一 樣 であると は 言 はれぬ。 仁德 天皇 は應祌 天皇の 正系であって、 繼體 天皇の 御 血統 は どち 

ら かとい へ ば 傍系に 屬 する。 然るに 天智 天皇 は 正系であって、 天武 天皇の 方 は いは^ 傍系であった。 それ故に 穴友皇 

子 こそ 調って^ 位 を 仝く せられなかった が、 施 基 皇子に は 何等の 缺點 もない ので ある。 その 御子と して 光仁 IKeur か 天 

位に 即 かれた の は 寧ろ 正し ぃ條理 に復歸 したと いふべ きで ある。 

(今の 光孝 又昭宣 公の えらびに て 立ち 給 ふと 云へ ども 云々) 陽 成 天皇 は 仁 明の 太子、 文 德の御 血統で 嫡流と いふべ きで あ 

るが、 上に いふ 如く 返 けられ 耠ふ 事に なり、 光孝 天皇が 基 經の擇 びで 立ち 耠 うたので は あるが、 この： 大. U は 仁^の^ 

二子で、 文德 天皇の 御 血統が、 天位 をつ がせ 給 はぬ とい ふ 事なら ば- 當然 この 天皇が 立ち 給 ふべき 順位で あり、 又^ 

才と いふ 點で、 他の 諸 親王に すぐれて まし ましたが、 この やうに 天位に 服 かれた の は 疑 もな き 天祖の 祌 意に 基づく も 

の と 思 はるる と 云 ふ ので ある。 


「流」 底本 「家」 

とす。 他 諸 本 

による o 


(かやう に 傍よ リ出給 ふ 事是 まで 三代 也) かやう に、 傍系から 出て 皇位 をつ がれた の は 神武 天皇 以来 この 御代まで 維胜、 

光仁、 光孝の 三代で あると いふ。 

(人の なせる 筝とは 心得 奉る まじき 云々) この 三代の 天位 を 得た まへ る は、 外觀は 或は 群臣の 奉戴 (ま. 體)^ は贤臣 の精忠 

(光仁、 光孝) に 依る 事で あるが" それ はた^ 人事の 外貌で、 その 源 は 神慮に 基づく もので、 人の したわ ざと は 心 8- 

るべき もので はない とい ふ 意。 それに ついては 前に 「本 を 本と して 正に 歸リ 云々」 と 注した あの 道理 を 十分に 玩味し， 

て辨へ 知りた まふべき であると いふので ある。 


ク ワウ カウ 


力 ミツ カタ 


カウ シャゥ n ナリ 


ロヅ 


カン ガ 


-モッ カタ 


マチス 


和より 下方 をぞ 申め 


ス ヱノョ 


光孝より 上方 は | 向上 古 也。 万の 例 を 勘 ふる も 

る。 古す ら猶 か、 る堙 にて 天位 を 嗣ぎ給 ふ。 まして、 末世に は 正しき 御 

讓 ならでは 持たせ 給 ふま じき 事と 心得 奉るべき 也 


(光孝よ リ 上方 は 一向 上古 也) 光孝 天皇よ リ 以前 は大體 上古と いふべき 世の さまで、 その 以後の 世と は 大分 世態が 違 ふと 

いふので ある。 それ故に 

(万の 例 を 勘 ふる も 仁 和よ リ 下方 をぞ申 める) と 云った。 即ち 親 房 卿の 時代な どから 世の 政治な どの 先例と して 勘 ふる 事 

柄 も大體 光孝 天皇 以後の 事 を 先例と して 引く ので ある。 

(古す ら猶 かかる 理 にて 天位 を 嗣ぎ給 ふ 一 K々〕 光孝 以前の 人心の すなほな 時代で もや はり、 上述した やうな 道理に よって 

天皇の 位 を 嗣ぎ耠 うたので ある。 まして 末世の 人心の 濁った^で は、 正確な 御讓 とい ふ 事がなくて は 天位 をた もち 給 

ふま じい 事で あると 心得 奉るべき であると いふので ある。 これ は、 當時足 利 氏が 不當の 方法 を 用 ゐ正赏 の 手 給 を も 

弒 ずして 北朝の 帝に 御 即位な ど をせ させ 奉る こと を 批難して ゐる 下心が ある ので あらう。 


セ フ 


ゥヅ. 


セゥ セン コゥ 


此 御代より 籐 氏の 攝籙の 家 も 他流に 移らず、 昭宣 公の 苗裔の みぞた ML 
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ヅタ  カミ  ク ワウ カウ  ゴ シ ヅ ン  アマ テラス ォホ ミカ ミ  シャゥ トウ  サダ  シモ 

く傳 へられに たる。 上 は 光孝の 御子 孫、 天照大神の 正統と 定まり、 下 は 

t ゥ セン コゥ  シ ソン  ァメ ノコ ャネノ ミコト チヤ ク リウ  ナ  タマ  フタ ハシラ  オン チカ  タガ 

昭宣 公の 子孫、 天兒屋 命の 嫡流と 成り 給 ヘリ。 二 神の 御 誓 ひ 違 はずして 

カミ  ティ ワウ サン ジフ ク ダイ  シモ  セッ クワン シ ジフ ョ -一ン  シ ヒ ヤクシチ ジフ ョ ネン  ナ 

上 は 帝王 三十 九 代、 下 は攝關 四十 餘人、 四百 七十 餘年 にも 成りぬ るに や 

(此 御代よ リ 藤氏の 攝籙の 家 も 云々) 攝 籙は攝 政の 異名で あるが、 嵆 通に は 攝政關 白の 異名と する。 光孝 天皇の 御代から 

膝 原の 攝政關 白と いふ もの も 藤 原 氏 にても 基經の 1 流に 限られて、 他の 流に は 移らず なった ので ある。 これが 後の 所 

謂五攝 家の 源で ある。 上に は 光孝 天皇の 御子 孫が、 現代まで 引っ^き 皇位 をつ がれ、 下 は 基經の 子孫が、 藤 原 氏の 本 

家と なり、 天兒屋 命の 嫡流と なって ゐ ると いふので ある。 

(二 神の 誓 ひ 違 はずして 云々) 二 神 は 天照大神と 天兒屋 命と である。 この 二 神の 御 誓 ひ 即ち 御 契約と いふ 事 は 上皇 極 天皇 

の 朝の 條の縑 足の 事に 關 しても 說 いて ゐる。 その 御 誓約が どこまでも 違 はずして、 こ \ に、 上、 天位に 於いて は 三十 

九 代の 天皇 引つ e いて ゐた まひ、 下、 攝關に 於いて は 四十 餘人 がその 歷 代の 天皇 を 輔佐し 奉って、 W 百 七十 餘年 にも 成 

つたと いふので ある。 この 天皇の 代数 は 本書の かぞへ 方で、 光孝 天皇から 後村上 天皇まで 一二 十九 代になる が、 年数 は 

仁 和 元年から 四百 七十 年と すると 正 平 十 年に なって、 本書 を 草せられ たとい ふ 延元四 年から 十五 年の 後に なタ、 又 親 

房の 薨後 になる からこれ は 恐らく は 四百 五十 年の 誤算で あらう。 

ダイ ゴ ジフ ク ダイ  ダイ サン ジフ - セィ  ゥ タ テン ワウ  イミ ナ サダミ  ク ワウ カウ ダイ サン  n  オン ハハ 

第五 十九 代、 第三 十二 世、 宇多 天皇、 諱は定 省、 光孝 第三の 子 御 母、 

ク ワウ タイ ゴゥ ヘン シ  -ーョ ワウ  ナカ ノノ シン ヮ ウノ 一：) ムス メ ナリ グ ワン キヤウ  コロ ソン ワウ  ゲン ジ  シャゥ 

皇太后 班 子の 女王、 中 野 親王 g 認女 也。 元 慶の比 孫 王に て、 源氏の 姓 を 

タマ  マシマ  ソノ カミ ツネ  タカ ガリ  n ノ  タマ  アル トキ 力 モノ ォホ カミ ァラハ 

給 はらせ 御座す。 當初 常に 鷹 狩 を 好ませ 給 ひける に 或 時 賀茂大 神 顯れて 

ク ワウ ヰ  ヅ  タマ  ヨシ  シメ  マテ  セン ソ  ノチ カノ ヤシ 口  リン ジ  マツリ 

皇位に 即 かせ 給 ふ べき 由 を 示し 申されけ り。 踐祚の 後 彼 社の 臨時の 祭 を 


f ジ  ォ ホカミ  マチ  ゥ  タマ  ュヱ 

始められし は大 神の 申し受け 給 ひける 故と ぞ。 

8 この 天皇 以後 は 正史の 編纂が 無い。 それで 日本 紀略、 扶桑 略記、 帝王 編 年 記 等で 調ぶ る。 しかし、 それらの 傳と、 

本書の 傳と 1 致す る もの は 一 々あげない。 

(光孝 第一 一一の 子) 三代 實錄の 光孝 天皇 崩御の 前日の 記事に 「是 日立-第 七 皇子^-一 皇太子 こと あり、 扶桑 骆記も その 通" で 

ある。 しかし、 日本 紀略、 帝王 編 年 記に は 第三 子と ある。 本書 は 日本 紀略 等の 傳に よった ものである。 

(皇太后 班 子の 女王) この 女王 は 仲 野 親王の 御 女で、 光孝 天皇の 妃 として 裒觀十 年に 宇多 天. M をう み 奉り、 天皇 即位の 後 

元 薆八年 四月に 女御と なられ、 仁 和 三年 宇多 天皇 即位と 共に皇 太夫 人と なられ、 寬； や 九 年に 皇太后と なられた。 

(元 慶の頃 孫 王に て 源氏の 姓 を 給 はらせ 御座す) これ は 陽 成 天皇 御世の 時に、 光孝 天皇 はま だ、 親王で あられ、 その 御子 

として、 仁 明 天皇の 皇孫であった。 本文 は その 時に 源の 姓 を 給 はられた と あるが、 事^ は 小 \し 違 ふ。 それ は 元 鹿 八 年 

四月 十三 日、 光孝 天皇 即位の 後 天皇の 皇子 男女す ベて 二十 九 人に 源 朝臣の 姓 を 賜 はった ので ある。 それ 故 元慶の 時と 

いふの は 違 はぬ が、 孫 王と してで は 無く、 皇子と してで 在った。 

(當 初 常に 覽 狩 を 好ませ 給 ひける に、 或 時 賀茂大 神顯れ て、 皇位に 卽 かせ 給 ふべき 由 を 示し 申されけ リ) この 話は大 鏡に 

見 ゆる。 曰 はく 「この 御門い まだ 位に つかせ 耠は ざり ける 時、 十一月 サょ 日の 程に、 加 茂の 社の へんに 魔つ かひ、 あ 

そび ありき ける に、 加 茂の 明 神た くせんし 給 ひける やう 「この 邊に 侍る おきな どもな"。 はる はまつ り 多く 侍り。 ふ 

ゆの いみ じく つれ， 4>» なる に、 まつり 袷 はらむ」 と 申し 給へば、 そのと きに 加 茂 明 神のお ほせら る、 とおぼえ させ 耠 

ひて 「おのれ はちから および 候 はず。 お ほやけ に 申させ 耠 ふべき にこ そ さぶ らふ なれ」 と 申させ 耠 へば、 「ちからお よ 

ばせ 給 ひぬべき なれば こそ 申せ。 いたくき やう^. \ 'なる ふるま ひなせ させ 給 ひそ。 さ 申す やう あり。 ちか^. \ な "侍 

りと て かいけつ やうに うせ 給 ひぬ」 と 見 ゆる。 

(踐祚 の 後 彼 社の 臨時の 祭 を 始められし は大 神の 申し受け 給 ひける 故と ぞ) この 加茂大 神の 冬の 祭 を 請 はれた とい ふ 事 は 

上の 大 鏡の 文に 見 ゆるが 大鏡 はな ほ 上の 文につ^ いて 次の やうに 云 ふ 。「いかなる 事に かと 心えず おぼしめ す 程に、 か 

く 位に 即 かせ 給へ りければ、 臨時の まつりせ させ 給へ るぞ かし。 加 茂の 明 神の 詫 宜して まつりせ させ 給へ と 申させ 給 

ふ 日と りの！； "にて 侍りければ、 やがて 霜月の はてのと りの 日 臨時の 祭 は 侍る ぞ かし 。云々 位に つかせ 給 ひて 二 年と いふ 
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に はじま. れり」 と ある。 この 御祭 は 所謂 賀茂 臨時 祭で あるが、 日本 紀略寬 平 元年 十一月の 條に 「廿 一日 己 酉 臨時 祭、 賀 

茂 ニ社以 _1 右 近衛 中 將藤原 朝臣 時 平 1 爲レ 使」 と あるの が 初めで ある。 年中行事 祕抄に 十一月 「下 酉 日賀茂 臨時 祭事、 寬 

卒元^ 十 1 月廿 1 日 癸 酉 初 也 と ある。 (この 「癸」 は 「己」 の 誤で ある。 又 扶桑 略記に 寬平九 年に 始まる とする 

の も 誤で ある ソ この 臨時 祭 は、 後に 恒例の 神事と なった が、 名目 はいつ でも 臨時 祭であった。 


「中」 底本 脫、 

他眯 本に ょリ 

て 補 ふ。 


ユン ヮ サン ネ ン 


,ト ヒッジ アキ 


ク ワウ カウ オン ャマヒ ァ 


オン ァニ 


i  fl タチ 


仁 和 三年 丁 未の 秋、 光孝 御 病 有りし に、 御 兄の 御子 達 を 置きて、 讓を受 

タマ  マジ シン ワウ  ク ワウ タイ シ  タ  スナハ チジュ ゼン ォ ナジ *■ トシ . フユ  ゾクヰ 3 チカ 

け 給 ふ。 先 親王と して、 皇太子に 立 もて、 即 受禪。 同年の 冬、 即位 呻 

t ト トセ ァ  ツチ ノト トリ カイ ゲン  セン ソ  ハジメ  ダイ. ジャ ウダ ィ ジン モト ツネ マタ クワン パク  コノ』 

一年 有りて 己 酉に 改元。 踐 祚の始 より 太 政 大臣 基 經又關 白せられ、 此 

白薨 じて 後 は 暫く 其 人な し。 


〇 

n  ノ クワン 


(仁 和 一一 一年 丁 未の 秋、 光孝 御 病有リ しに 云々) 光孝 天皇 は 仁 和 一二 年の 秋に 御 病に か， -らせ 給うた。 その 頃に 八月 サ 二日に 

太 政 大臣 藤 原 基經. 左大臣 源融、 右大臣 源 多以ド 大中納 言參議 まです ベて 十四 人 連署 上农 して 皇太子 を 立てむ こと を 

請うた。 そこで、 廿 五日に 詔が 有って、 第 七 皇子 定省 即ち この 天皇が 源 姓 を 賜 は つて ゐられ たの を 臣籍 を 削って 親王に 

列せられ、 廿 六日に & 太子に 策 立せられ、 その 日に 光孝 天皇 崩御 あらせられて、 踐祚 せられた ので ある。 光孝 天^の 

御子の 頗る 多かった こと はかの 源 姓 を 賜 はった 時の 記事で も 明かで ある。 そのうちから この 天皇が 選ばれ 立 たれた の 

である。 

(卽 受躪) こ \ に 受禪と あるが、 譲位が あって 後光 孝 天皇 崩御の あつたの ではない から、 普通に いふ 受禪 ではない。 

(同年の 冬卽 位) 仁 和 n 一年 十 一 月 十七 日に 即位 鱧 を 行 はれた ので ある。 

(中 一年 有リて 己. s に 改元) 仁 和 三年に 卽位、 仁 和 五 年已酉 四月 二十 七日に 寬 平と 改元 せられた。 日本 紀 略に 「天 舴之後 

及 < 三年 一 改元 之 例始. -于此 時 こ と ある。 


(踐 蹄の 始ょリ 太 政 大臣 基 S 又關 白せられ、 此 關白薦 じて 後 は 暫く 其 人な し) これ は 御 即位の 後 間もなく 仁 和 三年 十 1 月 

廿 七日に 太 政 大臣 基鸫に 詔して 萬 槻を關 白せ しめられた。 その 詔の 文 は- ャの關 係の 文書と 共に 政事 耍 略に 載いて ある。 

然るに 翌 H: 閏 十一月 廿 六日 基 綞は 上表して 閼 E を辭 したが、 サ 七日に 基綞に 勅答 を 賜 はった。 その 勅答の 文中に 「宜， 

以 一一 阿 銜之任 I 爲中卿 之 任 上」 とい. や 語が 在った。 所で この 語に つ いて、 「阿 衡には 職掌が 無い 一 とい ふ 論が 起り、 基經が 

久しく 政事 を 見ず、 仁 和 四 年 五月 十五 日に 奏狀. を 上って 執奏 のせ を 定めて 萬 機 を 滞らし めない やうに せられた いと 云 

つた。 上の 詔書 は參 議橘廣 相の 起草した もので、 それ を 批難して、 基 經をそ >• のかした の は 左 少辨藤 原 佐^であった。 

而 して 多くの 儒 E は 佐 世に 加擔 して、 こ V に 天下の 一 大事 件と なった。 左. KE 源 融が勅 を 奉じて 廣相佐 世 等の 勘 文に 

よって その 疑義 を 判じようと して 決定せ ず、 又 それらの 人々 を 召して 對論 させた が、 同じく 決定せ ぬ。 終に 仁 和 1：: 牛 

六月 二日に 基 經に詔 を 下されて、 阿衡の 文は聖 慮に 背く ものであると いふ 事 を 告げ 更に 萬 槻を關 白せ よと 仰せられた。 

その 月 五日に 參 議橘廣 相が 阿衡の 文は犁 意に 背かず、 又 關 白の 意が あると いふ こと を 上 疎した。 基經 はな ほ 不平で あ 

つたと 見えて、 九月 十七 日に 勅使 を 遣 はして 慰められ、 十月 十一 二日に 大判 事 等 をして、 廣 相の 罪名 を 勘へ 申さし めら 

れ たが、 尋 いで、 其 罪 を 免され た。 基鸫 はな ほ 不平で あつたと 見 ゆるが、 諧岐守 菅 原道眞 が、 書 を 基鸫に 遣して、 こ 

れ を諷諫 したので、 廣相を 罰する こと を やめた やうで ある。 この 當 時の 事 は 政事 要略に 引いた 天 a の 御 日記に 明かに 

見 ゆる 。權 臣の專 横と それに 阿附 する 小人 等の 馄動 と眞 に淚を 以て 讀み 奉らねば ならぬ 程に 拜 見す るので ある。 か トラ 

の 事に いたく 聖 慮を惱 まされた 紡果 であらう か、 寬平 三年 正月 十三 日に 基 經が薨 じた 後に は 關白を 置かれ なくなった。 

ナン 力  チサ  タマ  コト  ジ フネ ン  クラ ヰ タイ -ン  ュヅ  タ 

天下 を 治め 給 ふ 事、 十 年。 位 を 太子に 讓 りて 太 上 天皇と 申す。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 十 年) 仁 和 三年 八月 廿六 H 踐祚、 寬平九 年 七月 三 日の 讓位 であるから、 御. ^位 は 殆ど 滿十 年で ある。 

(位 を 太子に 壤 リて太 上 天皇と 申す) 寬平九 年 七月 三日に 御讓 位。 太 上 天皇と. 3- し 上ぐ る こと は 一々 いふまで もない。 

チカ ヒト トセ パ カリ ァ  シ ュ ッケ  タマ  オン トシ サン . ジフ ナン  ワカ  ヅノ オン コ n  n ザシァ 

中 一年 計 在りて 出家せ させ 給 ふ。 御 年 三十 三に や。 若く より 其 御 志 有り 
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ォ ホセ タマ  コゥ パフ タイ シ i ダイ  ティ シ ャク シン ソ ウジ ャゥ  オン シ  トウ ジ 

きと ぞ仰給 ひける。 弘法 大師 四 代の 弟子 益 信 僧正 を御師 にて、 東 寺に し 

クワン， _fk ャゥ  タマ  マタチ ショウ タイ シ  ティ シ  ？ゥミ ヶゥ ソゥ. ジャゥ  ヒ にィ *ナ ン 

て、 灌 頂せ させ 給 ふ。 又智證 大師の 弟子、 增命憎 正に も Mint 比釵山 

ゥ  タマ  コゥ パフ ナ ガレ  タマ  • ソノゴ ハフ リウ 

にて 受けさせ 給へ り。 弘法の 流 をむ ね^せさせ 給 ひければ、 其 御 法 流と 

て 今に 絕 えず、， 仁 和 寺に 傳へ 侍る は是 也。  . 

(中 一年 計 在リて 出家 させ 給 ふ) この 御 讓位は 寬平九 年 七月で、 翌年が 昌泰 元年、 その 次の 年 即ち 二 年 十月 十五 日に、 こ 

の 上 rtr か 東 寺で 灌頂を 受けさせられ、 廿 四日に 仁 和 寺に 於いて、 出家 入道の 姿に ならせられた。 御 年 はこ X にある 通 

り 三十 三で あらせられた。 

(楚 くよ リ其御 志有リ きと ぞ仰給 ひける) この 事 は 扶桑 略記に 曰って ゐる。 今 あげない が、 その 文 はこの 天皇の 御 記 を 引 

いたので ある。 

(弘法 大師 四 代の 弟子 益 信 僭 正 を御師 にて 東 寺に して 灌 頂せ させ 給 ふ) これ は 上に 云った 御 出家 の灌 W でなくて 延喜 元年 

十二月 十三 曰に 法皇と して 後に、 東 寺に 於いて 傳法灌 頂 を 受けられた 事 を 云った ので ある。 東寶 記に 「代々 法な 於 東^ 

御 入 壇 例 事密敎 相承 抄云延 喜 元年 § 十二月 十一 一一 曰 辛 卯 ^1 於， 一 東 寺 灌頂院 1以- 法務 僧正 益 信 大阿闍 梨 一 受， 一 傳法 湮顶職 

位 一 薦き と ある。 益 信 は 大安 寺の 行敎の 弟で その 法 系 は 弘法 I 眞雅 I 源 仁 —益 信と なる るので ある。 

(又 智證 大師の 弟子、 壎命 僧正に も比弒 山に て 受けさせ 給 ヘリ) ^命 は 幼より 比毂 山に 入って 學び、 仁 和 元年に 阆珍 (智 

證 大師) から 三部 灌頂を 受けた が、 延喜六 年に 天ム 口座 主と なった。 延喜五 年 四月 十四日に 法皇 延曆 寺に 行幸あって、 戒 

壇院 で^ 命に 廻心 戒を 受けられ、 延喜六 年 十月 十七 日に 同じく 延曆寺 總持院 で、 蘇 态法を 受けられ、 同 十 年 九月 二十 

五日に 三 都 大法 灌頂位 を 受けられた。 ^命 は殁後 延長 五 年 十二月に 靜觀 とい ふ勅謚 を 賜 はった。 その 法 橋で あ， つた 時 

にこの 法皇が 灌頂を 受けられ たの は延喜 五 年の 折の 事 を さす。 


(弘法の 流 をむ ねとせ させ 給 ひけれ ぱ、 其 御 法 流と て 今に 港えず、 仁 和 寺に 傳へ 侍る は是 也) 上に いった やうに、 この 法 

皇 弘法 大師の 法^ をう けられ、 又智證 大師の 法 流 を も 受けられ たが、 その 主と せられた の は 弘法 大師の 流 即ち 眞言 宗 

であった から、 この 法皇の 法 流と して 當 時まで 絶えず、 仁 和 寺に 傳 へて ゐ るの はこの 弘法 琉 であると いふので ある。 

事實. 今日に 至る まで 仁 和 寺 は 眞言 宗 である。 


「護 特 僧」 底本 

「御 掙 僧」 に 作 

る。 他 諸 本に 

よりて 改 む。 


ォ 3 リ コゥ ハフ 


ナガ 


ホフ ワウ 


オン ティ シ 


ヮ ン ゾゥソ ウジ ャゥ 


t  P サハ  チ ノ  フタ T\  KP サハ 

凡 弘法の 流に 廣澤就 和 小 野難議 | の 二 あり。 廣澤 は^ 白 M の 御 弟子、 寬空 僧正 


クワン ダウ 


ティ シ クワン テゥソ ウジ ャゥ 


ワン テゥ ヒロ サハ 


カノ ナガ 


寬 空の 弟子 寬朝 僧正 浦 蘇 |： 寬 朝廣澤 にす まれし かば、 彼 流と 云 ふ。 其 

ノ チヨ ョ  ォ ム ロア ヒッタ  タタ ビト  ァヒ マジ ハ  ヲノ 

发 々の 至 相 春 へ て、 nr 尺 ま 相 なんらず。 法 流 を あ づけ もれて 師铯と 成 事 は兩度 野 p 

\ や 千 ノ^  ネ ,  一  5  J^vr^  3 飞ン ぁリ。 され ども、 御室 は 代々 親王 也。 /KH リ 

ナ ガレ  ャク シン  ァ 匕 ティ シ  シャゥ ボウ ソゥ ジャゥ  チ ハフ ゾ サゥ  ヒト ァ  ダイ シ  チヤ ク リウ  ショウ 

流 は 益 信の 相弟子に 聖寳 僧正と て 知 法 無 雙の尺 在りき。 大師の 嫡流と 稱 

コト  ァ  ネン カイ オト  ュヱ  ホフ ワウ ゴ クワンデ ャゥ 

する 事の 在る にや。 しかれ ざ も、 年戒 置ら れ ける 故に か、 法皇 御灌 頂の 

トキ  シキ シゥ  ッ ラナ  タン ドク  ィ  コ トツ ト  ェンギ  ゴ デソゥ  コト 

時 は 色 衆に 連り て 嘆 德と云 ふ 事 を 勤められたり。 延 喜の 護持 僧に て、 殊 

o  o  o 

ゾゥ チョウ タマ  ソノテ イシ クワン ケ ンソゥ ジャゥ ァヒッ  ゴ ヂマヲ  ォナ  y ゥ チョウ ァ 

に崇 重し 給 ひき。 其 弟子 觀賢 僧正 も 相次ぎて、 護持 申す。 同じく 崇重在 

カウ チウ  ホフ ム  トウ ジ  イチ ァ -ジャ リツ  コノ トキ  ハジ 

りき。 綱 中の 法務 を 東 寺の 一 阿闍 梨に 付けられ しも 此 時より 始まる。 ^1 


はいつ も 東 寺 一 の- 畏者 也。 諸 寺になる は 皆權の 法務 也。 又 仁 和 寺 

御室 は惣の 法務に て 綱 所 を 召 仕 はる \ 事 は 後白河 以来の 事 也。 
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(凡 弘法の 流に 廣澤小 野の 二 ぁリ) こ-に 弘法の 流と いふの は 弘法 大師から 系統 を 引く 眞言 宗 即ち 東密を 云った ので あ 

る。 これが 二流に 別れた。 その 譯は 弘法 大師の 弟子のう ちで 正しい 付 法相 承 は眞雅 實慧の 二人であった。 源 仁が、 こ 

の 二人から 受けて、 これ を 一にして 嫡流に なった が、 その 弟子に 益 信 聖寶の 二人が 在った。 この 二人に よって 二流に 

分れた ので あるが、 一は 仁 和 寺に 傳 はった ので これ を廣澤 流と いふ。. 一は 醍醐 寺 及び 勸修 寺に 傳 はった ので これ を 小 

野 流と いふ。 C- これらの 名稱の 理由 は 下に 說 明が ある. - 元亨釋 書の 寬 朝と 位 海との 傅の 後の 赘 のうちに 「南山 (弘法 大師) 

數 傳而爲 一一 信寶ー (益 信と 聖寶) 又數傳 而列爲 一一 朝 海 1( 寬 朝と 仁 海) 今 之 東 密稱ー I 小 野 廣澤ー 者 朝 海 也。 信 寶者野 (小 野) 澤 (廣 

澤) 之小祖 也」 と あるので、 略 要領 を 得らる る。 . 

(廣瀑 は 法皇の 御 弟子 宽空 僧正 云々) 廣澤流 はこ \ にい ふ 通り、 寬 朝が 廣澤に 住んで ゐた 所から 起った 名で ある。 廣澤 とい 

ふの は 仁 和 寺の 在る 御室の 西で、 有名な 廣澤 池の 在る 所で ある。 そこに 遍昭 寺と いふ 寺が 在り、 その 寺に 寬 朝が 住ん 

でゐ た。 こ の 寬朝は 字 多 天皇の 皇子 敦實 親王の 第二 子で ある。 この 人が 宇多 法皇の 御 弟子 寬空 僧正に 就いて 眞言 宗の 

%敎 を 受けて、 法， I：？； の 法 脈ん 受けられ たので ある。 この 寬 朝の 法 脈 を その 寺の 所在から して 廣澤 流と いふので ある。 

(其 後代々 の 御室 相傳 へて 只 人 は 相 交らず) 廣澤 流の 密敎は 代々 の 仁 和 寺の 住職た る 法 親王が その 法統 をつ がれて、 凡人 

•  が これ を繼 いだ こと は 無い と いふので ある。 

(法 流 を ぁづ けられて 師範と 成 事 は 雨 度な リ。) 廣澤 流で、 天子の 師範と なった の は、 益 信が、 宇多 法皇の 師 となり、 寬空 

が 村 上、 冷泉、 阃融 の國師 となった ことの 二度で あると いふ。 これ は 「され ど」 と ある 語に よれば 二度 だけに 止まる と 

いふ 意で あらう。 

(され ど、 御室 は 代々 親王 也) これ は 御室 即ち 仁 和 寺の 住職 は 代々 親王で あると いふので あるが、 絡對 にさう だとい はれ 

ぬ。 中には 多少の 例外が ある。 平安朝の 末から、 I 廣澤 流が 更に 六 流に 分れた が、 そのうちに 仁 和 寺 御 流 を こ. -に 主と 

していつ たも ので あらう o 

(小 野の 流 は 益 信の 相弟子に 聖赘僭 正と て 知 法 無雙の 人在リ き。 云々) 聖贅は 讃岐の 人で 光仁 天皇の 末孫で ある。 密敎で 

は 源 仁の 弟子で、 益 信と 並んで、 二 傑と 稱 せられ、 小 野 流の 祖 となった 人で あるが、 佛敎に 於いて その 學ぶ 所が 頗る 廣 

く、 三論、 法相、 華厳より して 顯密ニ 敎に亘 つた。 貞觀の 末に 醍醐 寺 を 開き、 寬平ニ 年に 貞觀 寺の 座主と なり、 二 年に 

^正と なリ、 九 年に 醍醐 寺 を 賜 はって 官寺 とせられた。 この 人 は 南都、 北京に わたって 法 威 を 振 ひ、 東 寺、 西 寺、 醍醐 


東大寺、 興 福 寺 を 管理して ゐた。 かくて 東密 では 弘法 大師の 嫡^と 稱 して ゐた。 しかし、 益 信より は 稍 後輩で、 年齡も 

戒菔も 劣って ゐた (五 歲の 少年) 爲か延 喜 元年 十二月 十三 日に 柬 寺で 法皇の 御灌 頂の 時に 色 衆に 逑 つて ゐた。 

(色 衆に 連 リて嘆 德と云 ふ 事 を 勤められた リ) この 年の 色 衆 は 八十 人と 東 寺 長者^ 任に 注して ゐる。 色 衆と は 法 食の 時に 

梵唄 散華 等 それ，^ の 職務 を帶 びて 1 ^ に參 する 僧 衆の ことで ある。 色 は 色目の 義 である。 東寳 記に よると この 時の 

色 衆の 笨 頭が 「大 僧都 聖寳 U 都 二」 と ぁリ、 又 r®5 大 僧都 づ顯者 令， 勤 一一 後 朝歎德 こと ある。 歎德と は密敎 の傳法 灌^に、 

灌^が 終った 時、 新阿闍 梨の 德を讃 嘆す る 文 を 誦する 役で、 • 色 衆 中 最も 名譽の 役で ある。 

(延葚 の 護持 懂 にて 殊に 崇 重し 給 ひき) 護持 僧 は その 人の 身 を祈禱 護持す る 僧。 醍醐 天皇の 御歸 依の 厚かった 事 は、 酲醐 

寺 を御靳 寺と せられ、 ^御の 後醍醐に 山陵 を營 まれた 事で も わかる。 

(其 弟子 觀賢 15 正 も 相次ぎて 護持 申す。 云々) 觀贅は 譖岐の 人で、 聖賨の 弟子 中の 第一人者 である。 延長 三年に 僧正に 任 

ぜられ た。 弘法 大師の 謚號を 奏請した 有名な 高僧で ある。 

(稱 中の 法務 を 東 寺の ー阿閽 梨に 付けられ しも 此 時よ リ 始まる) これ は 上、 嵯峨 天皇の 條に 「三流の K 言 何れと いふべき 

ならね ど、 眞言 を 以て 諸宗の 第一と する 事 もむ ねと 柬 寺に よれ."。 延 喜の 御宇に 綱 所の 印 鎰を東 寺の -1 の阿闍 梨に 預 

けらる。 よりて 法務の 事 を 知行して 諸宗の 一座た リ」 と あるが 如く、 延 喜の 御代の 事で 宇多 天皇の 御^の 事で はない • 

しかし こ >r は眞 一一 一一 n 宗の法 流の 事 を 叙した 序で も あり.、 又 こ の 法皇が 事實 この 宗の 事に は大 なる II 係 を 有して ゐられ た 

から、 事の 次に こ  >- にあげた ので あらう。 而 して 「この 時」 とい ふの は 觀贅の 時 を さした ので ある。 
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コノ ヅ ウジ ャゥ  カウ ャ  マウ  ダイ シ -ーフ ヂャゥ クッ  t ラ  オン 力 i  ソ ， ホフ フク  キ 

此 僧正 は 高 野に 詣 でて 大師 入定の 窟を 開きて、 御 髪 を 剃り. 法服な ど 着せ 
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• タテ マ 


ヒト ナリ  ソノテ イシ シ ユン ィゥ 

かへ 申しし 人 也。 其 弟子 淳祐 g 屮の內 相伴 はれ けれども、 終に 見 奉らず" 

1  o  o 

ふ  リ ゥ， ジャゥ テト  オン ミフ  シュ ン ィ ゥザィ * シャゥ イク リ  十ゲ  ヒ 

師の 僧正 手 を 取りて 御身に 觸れ しめけ りと ぞ。 淳祐 罪障の 至 を 歎きて 卑 
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ゲ ココロ  ティ シ ゲン ガウ ソ ウタ  コカ パ カリ  ジュ ショク ュル  チヨ クヂ ャゥ 

下の 心 ありければ、 弟子 元杲 僧都に^^ 許可 計に て 授職を 許さず 勅定 

ョ  ホフ ワウ  オン ティ シ クワン ゲゥ  ジュ ショク クワン ヂャゥ  ト  カノ ゲン ガウ  ティ シ ユン， 

に 依りて 法皇の 御 弟子 寬空 にあ ひて、 授職灌 頂を遂 ぐ。 彼 元杲の 弟子 仁 

カイ ジ ウジ ャゥ マタチ r フヒト  ヲノ  ィ  トコ P  ヲノ  パガ レイ 

海 僧正 又 知 法の 人な りき。 小 野と 云 ふ 所に すまれけ るより 小 野の 流と 云 

シカ  ホフ ワウ リャゥ リウ ホフ シュ マシ マ  ワウ ヰサ  - ンャク モン ィ コト 

ふ。 然れ ば、 法皇 は兩 流の 法主に 御座す 也。 王位 を 去りて 釋 門に 入る 事 

ゾノ レイ ォホ  フ リウ  シャゥ トウ  シカ  ゴ ，レ ソン ケィ タイ  タマ 

は K 列 多し といへ》」 も、 かく 法 流の 正統と なり、 然も 御子 孫 繼體し 給へ 

OOP  00  . 

ァ  タメ シ  イマ  ョ  カシコ  コト  ェンギ テン リヤク  マテ  十ラ 

る、 在りが たき 榡 にや。 今の 世まで も 賢 かりし 事に は延喜 天曆と 申し 習 

コノミ ョ  シャゥ ダイ  プ ヰ  オン マツリ ゴト  オシ ハカ 

はした れ^ も、 此 御世 こそ 上代に よれら ば 无爲の 御 政な りけんと 押 S ら 

，- ベ  カン シ  サイ メイ  ョ  ダイ 十フ ゴン タイ シャゥ  トウ ヨウ  タマ  コノ オン トキ チリ 

れ 侍る。 菅 氏の ォ 名に 依リて 大納言 大將 まで 登用し 給 ひし も 此御時 也 

(此惽 正 は 高 野に 詣 てて 大師 入定の 窟を 開きて 御髮 を剃リ 法服な ど 着せ か へ 申しし 人 也〕 この 話 は 平家物語 などに も 出て 

有名な 話で ある。 元亨釋 書に はこれ は 延喜廿 一 年に 天皇の 夢 k 弘法 大師が 上奏して 我が 衣 弊れ 朽ち たれば、 ぉ惠を 忝な 

うせんと 願 ひ 奉った によって 觑膂を 遣され たので あると 見 ゆる。 而 して、 その 時日 は 石山 耍 記に は 十 一 月廿 五日と し 

高 野 奧院耍 記に は 十 一月 廿 七日の 事と して ゐる。 按ずる に、 これ はこの 年に 觀 賢の 上表に よって 弘法 大師と いふ 謚を 

賜 はリ、 その 勅書 を もたらして 勅使が 高野山に 立った 事な どから 起った 事で その 眞僞 はわから ぬ。 

(其 弟子 洚祐 相伴 はれ けれども 終に 見 奉らず 云々) この 話 も 平家物語に 出て ゐ るから 弘く 信ぜられて ゐ たので あらう。 淳 

祐は菅 原淳 茂の 子で^ 眞の 孫で ある。 石山 寺に 住し、 內 供奉 十禪師 となった から 石山 內 供の 名で S に 知られた 佾 であ 


る o 

(弟子 元 杲！？ 都に 許可 計に て授 n を 許さず) 元杲は 淳祐の 門人で ある。 淳祐は 自己の 罪障の 至り を 歎いて 卑下す る 心が 在 

つたので、 門人の 元 杲に對 しても 許可 だけ を投 けて 授職灌 頂 を 許さなかった。 こ の 事 は 次に 引く 元杲^ 僧都 自傳に 明か 

に 見 ゆる。 さて 許可と は 何で あるかと いふに、 演密鈔 の 四に 傳敎灌 頂を說 明して 「二、 傳敎 灌^ 初 發心求 一一 阿閣 梨-^ レ欲 レ 

P 阿 闍梨位 一 故、 師 許可 已爲 造- - 立谩 荼羅 - 具-足 俵軌 一而 與 得 I- 灌 頂-己 堪 is 師 位-故 名 得- 傳敎灌 乎 名. -阿闍 梨-也」 

と ある 許可で、 傳敎灌 頂を受 くるに 足る 資格の 認定 を さす ものと 見 ゆる。 こ、 にい ふ 傳敎灌 m は 本文に いふ 授職 灌^ 

のこと である。 これ は 如法に 行 を 積んだ 人に 對 して 祕法 を傳受 し阿闍 梨の 職 位 を轺 がしむ る 灌^ を いふ。 

(勅定 に 依リて 法皇の 御 弟子 寛 空に あ ひて 授蛾灌 頂を遂 ぐ) 元杲は 延命 院 僧都と いって、 藤 原い W 敏の 孫で 晨 省の 子で ある- W 

はじめ 醍醐 寺に 入って 元方 一定の 二人に 就いて 學び、 元方 死して 後 石山の 淳祐內 供に 從 つたので ある。 その 著 元杲大 

僧都 自傳 が傳は つて ゐる が、 そ の 中 に 「於 是屬 _1 石山 淳祐內 供 T 受 _1 梵字 悉曇？ 且 習-一 學兩部 大法？ 其 未決 者 審！^ ロ說 7 即， 1 

密印 許可 一 亦 了。 猶 啓-具 支 灌頂之 志 f 內供 大師 云、 我 本垂, 惟隱 居、 今不, 堪-- 其 事 - 件 許可 事 重 行無レ 術。 其 就- 1 他師 一可, 遂 

一一 本意 4 因 レ玆終 於 一一 蓮臺 僧正 許 一 受 _| 此具 支灌頂 一 矣。 但賜ー 一 坷闍 梨官牒 一 殊行ー - 此事こ と ある。 この 時に 勅定を 受けて これ を 

行 ふとい ふ 明記 は 無い が、 「賜 一一 阿 闍梨官 牒 一 殊 行- 此事こ と ある はこれ を さした ので あらう。 さて この 自傳 にある 「蓮臺 

僧正」 とい ふ は 寛 空の 事で ある。 洛 北の 蓮臺 寺に 住した 事が あるからの 名で ある。 さう して これ はいつ の 御世の 事 か 

とい ふに、 仁 和 寺 御 傳に寬 空 僧正の 條 中に 康保 元年の 下に 「十一月 サー 日、 授與、 受 者元杲 僧都」 と ある。 然れ ば、 

これ は 村 上 天皇の 勅定 によつ たもので ある。 具 支 灌^と は 所 應の支 分 即ち 儀軌の 示す 所の 穂々 の 條件を 具足して 行 ふ 

灌頂 の 意で、 即ち 上に いふ 授職灌 頂 を さした ので ある。 

(彼 元杲の 弟子 仁 海 僧正 又 知 法の 人な リき 云々) 元亭釋 書に 「釋仁 海事-元， 杲闍梨 - 禀 _| 密學 1博錯_1綜 衆 流 1 酸 1 之 側 小 野 之 地 

海 啓 一一 密講之 席 一四 來受レ 業 之 者^ 號 一一 小 野密派 こと ある。 仁 海の 居た 所 は 小 野 隨心院 である。 これから 小 野淤の 名が 生じ 

た o しかし、 この 派の 源 は聖寳 にある とい はねば ならぬ。 

(然 れぱ 法皇 は兩 流の 法- W に 御座す 也) 東 寺所傳 の 密宗 が、 益 信 系統 の廣澤 流と、 聖寶 系統 の 小 野 流との 二流に なった が、 

その 廣澤流 は 仁 和^ を本宗 として ゐ るから もとより この 法皇の 流ね であるが、 小 野 流の 仁 海 は 元 杲に學 び、 元杲は 1 

方 この 法皇. の 御 弟子 寬 空から 授職灌 頂 を 受けた ものであるから、 この 二流 共に この 法皇の 流れと いっても よい。 それ 
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故に この やうに 云った。 

、王位 を 安って 釋 門に 入る 事 は 其 例 多し と 云へ ども 云々) この 王位 を 去って 佛 敎に歸 した 事 は 和漢に 先例 少 くない。 しか 

しながら、 その 佛敎に 於いて 法 流の 正統と なるとい ふ は 殆ど 例の 無い 事で あるが、 一方に 於いて その子 孫が 天子と し 

て 引つ どき 位 を 保って ゐら るるとい の ふ は、 これ は 1 層 例の ない 事で あらう。 

(今の 世 まても 賢 かリし 事に は 延喜天 暦と 申し 習 はし たれ ども 云々 ソ 延喜は 醍醐 天皇の 年號、 天 曆は村 上 天皇の 年號 であ 

るが、 今に 至る まで 延喜天 暦と 云って 治世の 模範に はする が、 しかし" この 宇多 天皇の 御世 こそ かへ りて 至 治の 世と 

いふべき であると いふので ある。 

(无爲 の 御 政) 論語 公冶 長篇に 「子 曰 無爲而 治者 其舜 也與」 といって ゐ るが、 民が 君の 德に 化して 何等の 作爲 する 所な く 

して 國の 治まる を い ふ。 

(苷 氏の 才名に 依リて 大納霤 大將 まて 登用し 給 ひし も 此御時 也) 菅 氏は菅 原道眞 である。 その 氏 だけ を あげて 名 を か >r ぬ 

は 深く^ 敬した ので ある。 小 倉 百 人 1 首に 管 家と あるの も 同じ 心で ある。 この 人が 儒 門から 出で 政治 上 揠耍の 地に 登 

用せられ たの はこの 天皇の 御 鑑識に よるので ある。 この 御^に は寬平 三年に 關白基 經が薨 じて 後 は 太 政 大臣が 任ぜら 

れず、 左大 E 源融、 右大臣 藤 原 良 世相 並んで 政事 を 執って ゐ たが、 融は寬 平 七 年に 薨じ、 寬平八 年に 良 世が 左大臣に 

轉じ、 間もなく 致仕し、 寬平九 年に 右大臣： # 能 有が 薨 じてから は、 大臣 は 任ぜられず、 大納言 藤 原 時 平、 權 大納苜 源 

光、 同菅原 道眞が 任ぜられ、 この 二人が 太 政官の 首班であった。 而 して 時 平が 左 近 衞大將 を 兼ね、 道眞が 右近 衞大將 

を 兼ねた ので あるから、 この 二人が、 特に 實 權を與 へられた 人々 であった と 思 はるる。 

マタジ ヨウ コク _ トキ  チシ  マテ  クワン ビヤ ゥ ギヨ カイ  クン シン ァフ  タナ マタ ショ 

叉 讓國の 時 さまさま 敎 へ 申されし 寬 平の 御 戒 とて 君臣 仰ぎて み 奉る 書 も 

ムカシ  テンカ  メイ トク  グ シ ユン  ハジ マ  ミ  タウ ゲゥ モチ 

あり。 昔 もろこし にも 天下の 明德 は虞舜 より 始 ると 見えた リ。 唐 堯用ゐ 

タマ  ョ  シ ユン  トク  ァラハ  テン 力  ミチ  アキラ 力 ナリ  ュ ダイ 

給 ひしに 依りて • 舜の德 も 顯れ、 天下の 道 も 明に 成に ける とぞ。 二 代の 


f ィ トク  モ  コノ オン n トォ  ハカ  タテ マツ  オン イノ チ  ナガ  シュジ ャク i ョ  カク 

明德を 以て 此御事 押し 計り 奉る ベ し。 御壽も S くて 朱 雀の 御代に ぞ隱れ 

タマ  シ チジフ 口 クサ ィォ マシマ 

させ 給 ひける。 七十 六歲 御座し き。 


(又 譲國 の^さ まく 教へ 申されし 寛 平の 御戎 とて 君臣 仰ぎて み 奉る w も あ リ。) この 書 は 今 も 宽平逍 誡と名 づけて、 傳は 

つて ゐる が、 群 書類 從 に收め 、あるから 何人も 0- やすくな つ た。 但今傳 は つて ゐる本 はすべ て その 端が 闕 けて 中 や； I から 

であって、 もとの 本に 對 して 幾程の 分が^って ゐ るか わからぬ。 而 して、 今 本に ない 部分が、 政事 要略 ゃギ中 行事 秘 

抄ゃ、 明文 抄， 河海抄 等に 見 ゆる。 原本 はー卷 であった と 見えて 通憲 入道 藏 書目 錄ゃ、 本朝 書籍 目 錄には いづれ もー卷 

と ある。 この 御 ^誠に は 御身の 御經驗 や、 王者の 心得、 政治 上の 實 地の 得失、 E 僚の 贤否等 數十條 を 記して、 新 帝の 

御 參考に 供せられ たも ので あるが、 その後 永く 天皇の 御 政治の 參考に 供せられ たも ので ぁィ C 

(昔 もろこし にも 天下の 明德 は虞舜 ょリ始 ると 見えた リ) これ は史 記に ある 文句で ある 。曰 はく 「天下 叨^^ a 一 I 虞 帝 1 始、 」 

これ は堯 帝が 舜の 有德の 一 人材で ある こと を 見ぬ いて、 登用せられ たによ リて舜 の 徳 も それが 爲に 世に 顯 はれ 天下の 

逍も堯 帝 の 治^に 於いて 明に 示された ので あると いふので ある。 

(二 代の 明德を 以て 此御事 押し 計リ 奉るべし) この 二 代 は 即ち 支那で 理想的の 聖 明の 德を 具へ た 君主と 信ぜられて ゐるも 

ので あるが、 堯 これ を 導き 舜 これ をう けて、 かの 聖代 を 現出した ので ある。 - その 實例を 以て、 この 宇多、 酲醐ニ 代の 

御世の 事 を 推し量り 奉る こと を 得ようと いふので ある。 

(御 毒 も 長くて 朱 雀の 御代に ぞ隱れ させ 給 ひける) この 法皇 は 朱 雀 天皇の 承 平 元年 七月 十五 日に 崩御 あらせられた。 御 遜 

位の 後 三十 四 年 在らせられ たので ある。 御 年 は 日本 紀 略に 「春秋 六十 五」 とあって、 こ > -と甚 しく 違 ふ。 しかし 贞觀九 

年の 御 誕生と あるから 六十 五 歳が 正し ぃ箬 である。 


御 諱榮花 物語 

に r ァ少 キミ」 


ダイ 口 ク ジフ ダイ ダイ サン ジフ サン セィ  ダイ -n テン ワウ  ィ ミナ アツ ヒト  ゥ タ ダイ イチ  n  オン ハハ ゾゥ ク ワウ タイ 

第 六十 代 第三 十三 世、 醍醐 天皇、 諱は敦 仁。 宇多 第一 の 子。 御 母 贈皇太 
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n ゥ  フヂ ハラ ノ タネ コ  ナイ ダイ ジン タカ フデ  ムス メナ リ  t ノ トミ  トシ リク ヰ  ツチ ノエ ゥマ カイ タン 

后、 籐原胤 子、 內 大臣 高 藤の 女 也。 丁 已の年 即位。 戊 午に 欤元。 

(贈 皇太后 藤 原 胤 子 云々) 曰本紀 略に 「母 前 女御 從三 位藤 原 钥臣胤 子、 中 納言高 藤 之 女 也」 と ある。 藤 原 胤 子 はこの 天， M 

即位の 前年 即ち 宽平八 年に 卒去せられ、 天皇 即位の 後 寬平九 年 七月に 皇太后 を 贈られた ので ある。 その 父 高 藤 は 即位 

^時 は 中納言 であった が、 昌泰ニ 年に 大納言に 任じ、 昌泰 三年 正月に 內 大臣に 任じ、 三月に 薨じ、 間もなく 太 政 大臣 

を 贈られた ので ある。 それ 故 前々 からの 例に よれば 贈 太 政 大臣と 書くべき であるが、 內 大臣 高 藤と いふ こと は 人口に 

膾炙して ゐ るから その ま X それに 依った ので あらう。 

(丁 巳の 年卽 位) 丁 巳の 年 は 寬平九 年で、 その 年 七月 三日に 受禪 踐祚、 七月 十三 日に 即位 せられた。 

(戊 午に 改元) 寬平十 年 戊 午 四月 十六 日に 改元、 昌 泰と號 せられた。  . 

ダイ ナフ ゴン サ ダイ シャ ゥフ. ヂ ハラ  トキ 匕 ラ  ダイ ナフ ゴン ゥ ダイ シャゥ カン シ  リャゥ ユン  シ ャゥク ワウ チヨ ク  ゥ 

大納言 左 大將籐 原の 時 平、 大納言 右 大將菅 氏、 兩人、 上皇の 勅 を 受けて 

フサ. マ ヲ  ノチ  ヒ ダリ ミギ ダイ ，ジ ン  ユン  トモ  パン キ  ナイ ラ ン 

輔佐し 申されき。 後に 左右の 大臣に 任じて 共に 万機 を內覽 せられけ りと 

ミ カド オン トシ ジフ シ  クラ 斗 ッ  タマ  マシマ  ソゥ メイ エイ 

ぞ。 御門 御 年 十四に て 位に 即 かせ 給 ふ。 を さなく 御座し しか ビも 聰明， 概 

テツ キ p タマ  リャ ウダ ィ， ジン テン 力  マツリ ゴト  ゥ シャゥ トシ  サイ 

哲に 聞え 給 ひき。 兩 大臣 天下の 政 をせられ しが、 右 相 は 年 もた け、 才も 

カシコ  テン 力  ノゾ  トコ ロナ リ  サ シャゥ フ タイ  ゥクハ  ス  3 アル 

賢く 天下の 望む 所 也。 左 相は譜 第の 器な りければ、 捨てられが たし。 或 

トキ シャ ゥク ワウ  ゴ ザィ ショ シェ ジャ クヰン  ギヤ ゥ カウ  ナ ホウ シャゥ マ 力  ィ  サダ ノア  スデ 

. 時 上皇の 御在所 朱 雀院に 行幸、 猶右 相に 任せら るべ しと 云ふ定 有りて 旣 


メ  ォホ  タマ  ゥ シャゥ カタ  ノガ . マチ  ャ  ゾノ コト ョ  モ 

に 召し 仰せ 給 ひける を 右 相 固く 遁れ 申されて 止みぬ。 其 事 世に 湿れに け 

サ シヤ ウイ キド ホリ  フク  サマ ザ マ  ザン  マウ  ヅヒ  力 タブ タテ マツ  コト  アサ マシ 

るに や、 左 相 憤 を 含み 檨々 の讒を 儲けて 終に 傾：^ 奉りし 事 こそ 淺 猿け 

コノキ i  ゴ イツ シヅ  マチシ ッタ  ハべ  タダシ カン ，ン ゴンケ  オン コト  マッセ 

れ。 此 君の 御 一失と 申傳へ 侍り。 但菅氏 櫂 化の 御 事 なれば 末世の ために 

ハカ  ゼンシ ャゥ n ゥ キヨ ッラァ ソン  コ ノコ トイ マ  キザ 

もや あり けん、 計りが たし。 善 相 公淸行 朝臣 は此事 未だ 萠さ ざり しに、 

サト  カン シ  ヮザ ハ ヒノガ  タマ  ヨシ  マテ 

かねて 覺 りて、 菅 氏に 災を 遁れ給 ふべき 由 を 申し けれども、 さたなくて、 

コノ コト イデ キ  サキ  マテ  ハべ  ヮガ クュ  ェゥ シュ  タチ タマ  ムカシ 

此 事出來 にき。 前に も 申し 侍りし、 我 國には 幼 主の 立 給 ふ 事、 昔 はな かり 

コト ナリ ヂャゥ クワン ゲ ワン キヤウ ュ ダイ ハジ  ェゥ  タ  タマ  チウ ジン コ ゥ  セゥ セン コゥ セッ 

し 事 也。 貞觀元 慶のニ 代 始めて 幼に て 立ち 給 ひし は、 忠仁 公、 昭 宣公攝 

シャゥ  テン 力  ヲサ  n ノ 午 ミ  ジフ シ  ゥ  タマ  セッ シャゥ 

政に て 天下 を 治めら る。 此君ぞ 十四に て 受けつ ぎ 給 ひて、 攝政 もなくて 

オン ミヅ カラ マツリ ゴト  マシマ  十 ホゴェ ゥネン  ュヱ  サシャ ゥザン  マョ 

御自 政 を しらせ 御座し ける。 猶御 幼年の 故に や、 左. 相の 讒 にも 迷 はせ 

タマ  セィ  ケン  イツ シッ  アル  ソ ノォモ ムキケ イシ ョ  ミ 

給 ひけん。 聖も賢 も 一失 は 有べき にこ そ。 其趣經 書に 見えたり。 されば、 

ソゥ シ  ヮレヒ -ー ミタ ビヮガ ミチ 力 ヘリ ミル  ィ  キ プン シ  サン シ  ィ  セィ トク  ホ マレ マシ マ 

曾 子 は 吾 日 三省，， 吾躬， と 云 ふ。 季文子 は 三思と も 云 ふ。 聖 德の譽 御座 さ 

ッケ  ィ ョィョ ッッシ  n ト ナリ  ムカ t ォゥ. ジン テン ワウ  ザン -  タマ  タケ ゥチ 

んに， 付ても， 彌愼 みますべき 事 也。 昔應神 天皇 も讒 をき かせ 給 ひて、 武內 

^三 醍醐 天皇  三 五 七 
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V  チウ  タマ  カレ  ョノガ  アキ  コノ タビ 

の 大臣 を誅 せられん とし 給 ひき。 彼 は 能く 遁れて 明らめら れ たり。 此度 

n ト ボン リヨ オヨ  ホド  カミ  ァラハ  イマ  イタ  レイ ゲン プ サウナ リ， マノ 

の 事ル慮 及びが たし。 程なく 神 ミ顯れ て 今に 至る まで、 靈驗无 雙也末 

セ  ャクぉ ドコ  ザンィ  .ダ イジ ンノチ  ナ  o ドウ シン 

世の 益 を 施さん ために や。 讒を 入れし 大臣 は 後な く 成りぬ 同心 ありけ 

タグ 匕 ミナ シン パッ  カウ プ  I 

る 類 も 皆 神罰 を 蒙りに き 

(大納言 左 大将 藤 原の 時 平、 大納言 右 大將蒈 氏兩入 上皇の 勅 を けて 輔佐し 申されき) ここの 事 は 委しく 傳 はらない が、 

日本 紀略 この 天皇の 受禪 の條に T 傳國詔 命 云 春 宮大夫 藤 原 朝臣 (時 平. }權 大夫菅 原 朝臣 (道 眞) 少主未 レ丧之 間、 1 日踩 

機 之 政 可 1 奉 可 レ請 之 事 可 i 可レ行 云々」 と あり、 又 菅家文 萆に逍 眞が太 上 天皇に 上る 奏狀 にも、 「謹檢 一-去 寬平九 年 七月 

三日 讓位詔 命 1曰 大納言 藤 原 剠臣、 櫂 大納言 苷原 朝臣 等、 可 レ奏可 レ請之 事且誨 _1 其 趣 一 奏レ之 請レ 之、 可 レ宣可 レ行之 政無レ P 邦 

逍 一宣, 之 行レ之 者」 と ある。 二者 を對照 すれば、 その 大旨 はわ かる。 この 踐祚當 時に 於いて 藤 原 時 平 は 大納言 左 近衞大 

將卷宮 大夫 であり、 菅原道 眞は權 大納言 民 部 卿 右近 衞大將 春 宮櫂大 夫で あつたが、 踐祚 と共に 春宮 の^は 消滅した の 

である。 而 して 即位の 日 共に 正三位に 叙せられ たので ある。 本書に は 大略に 云った ので ある。 

(後に 左右の 大臣に 任じて 共に 万機 を內覽 せられけ リ とぞ) 昌泰ニ 年 二月に 時 平 は 左大臣に、 逍眞は 右大臣に 同時に 任ぜ 

られ た。 然れ ども、 この 時 改めて 內覽を 命ぜられ たとい ふ亊は 史上に 見えぬ。 これ は 上に 云. つた 傳國の 詔 命 即ち 內覽 

の 命であって、 その 大納言の 時から この 命が あって その ま \ 引つ ヾ き、 大臣に なって はな ほ更の 事と して 行 はれた も 

の と考 へ ら るる。 . 

(御門 御 年 十四に て 位に 卽 かせ 給 ふ。 を さなく 御座し しか ども 聰明-ま 哲に 聞え 絵 ひき) この 天^ 十三 歳に して 踐祚、 即位 

の 時 は 十 E 歳で いらせられた。 聰明 数哲は 聖人の 德を いふ。 聰は 聞かざる 所な く、 明 は 見ざる 所な く、 叙 は通ぜ ざる 

听 なく、^: は 知らざる 所な きを いふ。 この 四 語に て 聖人の 德を備 へられた る をい ふ。 後世 延客の 聖代と 云 ふ 如く、 この 


御&は 治世の 模範と なった ので あるから、 天皇に そ-の 聖德 のまし ました 事 は 疑がない のみならず、 大銨 などに も その 

事蹟 を傳へ てゐ る。 

(兩 大臣 天下の 政 をせられ しが 云々) この 事は大 鏡に 「左大 E 御 歳サ八 九ば かり、 右大臣 御歲 五十 七 八に やお はしけむ。 

ともに 世の まつり ごとうち せしめ 袷 ひし あ ひだ、 右大臣 ざえ も^にす ぐれ、 めでたく おはし まし、 御 心お きても、 こ 

との ほかに かしこく おはし まし、 左大臣 は 御 歳 も わかく、 さえ もことの ほかにお とリ耠 へる により、 右大臣 御お ぼえ 

殊の外に おはし ましたる 樣に 云々」 と ある。 

(左 相 aw 弟な れぱ) 譜 第と は 系譜の 次笫 とい ふべき 語で、 血統の つ^きた る をい ふが、 こ、 は 家柄と いふ 程の 意で ある。 

(或 時上垦 の 御在所 朱 雀院に 行幸、 撻右 相に 任せら るべ しとい ふ 定有リ て 云々) この 赏 時の 事詳に 記した 歴史 は 傅らぬ。 

もとより 隱微の 間に 行 はれた 事で あらう から、 傳 へない のも當 然とい ふべき である。 しかし、 扶桑 略記 永觀ニ 年の 條 

に 載す る 安樂 寺 託- K とい ふ ものに は 次の 通りに 見 ゆる。 「去 昌泰 三年 正月 三日 行- - 幸 朱雀院 T 太 上皇 與 _1 今上 一 合レ铽 言談、 

召， 我 甚密々 被， 仰。 天 K 政 汝獨可 -I 奏下？ 改 -1 先 詔 一 如何。 左大臣 見-一 氣色ー 出- 陣外？ 我返奏 曰、 上 在 大臣 先 詔ド畢 是棰不 

便 有， 一 大 愁ー歟 云々。 議定 曰 有， 召 無， 事 人 成， 怪矣、 可 iferi 以， 一 春 生 柳 眼中 1 即被^ 畢， 俄 令, 默， 詩。 此曰 例祿之 上、 兩 

な^ 幷后宵 各^ 一 一 御衣 一 衆人 驚怪、 榮耀 無, 比、 左大臣 氣色^ 異也」 と ぁリ、 正曆 一二 年 十二月の 託宣と いふ ものに も 同じ 

趣に 見 ゆる。 

(其 事 世に 漏れに ける にや、 左 相愤を 含み 云々) これ は 上に 云った 正曆 の託宜 記に 「然而 彼 事 漏 聞 太 利依是 天^ 內 W 成 レ謀天 

明年 * 浚 左遷 乃 事 有 天下 騷動 寸」 とも 見え、 又 荏 柄 天神 緣 起に、 此 事を菅 丞相 はしき りに 辭返申 給 けれども 許されず、 

左大臣 この こと を いき ど をり てうら み ふかくな りて やうく の 無實を 構て、 光 卿、 定國 卿、 菅根 朝臣 もろとも に 勅-::：: 一と 

稱 して、 云々」 と ある。 かやう にして 終に、 道 眞が廢 立 を 謀リ、 その 女婿 齊 親王 を 立てう とする 旨 を fi^ した。 そ 

こで 延裒 ニ^ 正月 サ 五日に 逍眞を 貶して 太宰權 帥と して 筑 紫へ 遣 はされ た。 この 左遷の 時の 宣 命が 政事 要略に 載せて 

あるが、 それに は 寒 門 (貧窮の 家) から 出て 大臣に^- おして 終に 廢立を 行 はう としたと 明かに 書いて ある。 これ はもと 

より 無 赏の讒 であるが、 その 譜笫の 櫂 門に 忌まれて ゐた さまが、 その 宜 命の 僅かな 文句の 中に も 窺 はるる。 

(此 君の 御 一失と 申傳へ 侍リ) この 君は延 喜の 聖代と た >• へ 奉る 明主で あらせられ たが、 讒を 信じて 菅^ 迠^ を^せられ 

たこの 事 だけ は 一 の 御 過失で あると 世人が 稱 するとい ふ 事で ある。 
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(香 氏權 化の 御 事 なれば、 末世の ために もや ぁリ けん、 計リ がた し) 菅原 道眞は 死後 天滿 天神と なりた まうた 所 を 見れば、 

祌が權 に 人間に 形 を あら はされ た 御 事と 考 へらる る。 然れ ばかく 讒に あはれ たの は、 或は 神が 末世の 人々 を敎へ 導く 

方便であった のか も 知れぬ と いふので ある。 

(甚相 公涛行 朝臣 は此事 未だ 萠さ ざリ しに、 かねて 璺 リて薈 氏に 災を 遛れ給 ふべき 由 を 申し けれ S も、 さたなくて 云々) 

力 ラナ  ■  , 

善 相 公と は 三 善 淸 行の 事で ある。 淸行 は參議 であった が、 參議の 唐 名 を 宰相と 云った から、 尊んで 相 公と 稱 へた。 三 

善淸 行が、 道眞に その 權耍の 滎位を 避けて 身 を 保う せむ こと を勸 めた の は昌泰 一二 年 十月の 事で、 その 文 は 本 韧文粹 に 

載せて ある。 又 本文と 同じ 說が纘 古事 談に 載せて ある。 

(說) 以上、 菅 原道眞 左遷の 事實を 叙した が、 それ を延喜 聖代の 一失と いふに ついて、 少年の 君主の 心得ら るべき 事と 考 

へ て、 次に それの 論に うつる。 

(前に も 申し 侍リ し、 我 國には 幼 一王の 立 給 ふ 事 昔 はな か リし摹 也) この 事 は淸和 天皇の 御世の 條に說 いて ある。 

(貞 觀. 元 慶のニ 代 始めて 幼に て 立ち 絵 ひ 云々 ソ 貞觀 は淸和 天皇の 年號、 淸和 天皇 は 九 歳に て 即位、 忠仁 公良^の 攝政、 

元 慶は陽 成 天皇の 年號、 陽 成 天皇 は 五 歳で 即位、 昭宣 公基 經が攝 政した 事 は 上に 述べて ある 通りで ある。 

(此 君ぞ 十四に て けつぎ 給 ひて 攝政 もなくて 御 自政を しらせ 御座し ける。) この 事 實は旣 にあげて ある。 

(猶御 幼年の 故に や 左 相の 請に も あはせ 給 ひけん) この 讒言 は 恐らく は、 逍眞 左遷の 前年 頃から 行 はれた ので あらう。 道 

眞 左遷の 延喜 元年に は天& は 十七 歳で いらせられた。 はじめ 御 譲位の 時の 御 遺誡で 見ても、 宇多 天皇の 御 は^^ 

遒眞 1 人に 在った 事 は 明かであって、 藤 原 時 平 は 父祖の 門地から その 地位 を與 へられて ゐ たとい ふ 事 も 明かで ある。 

それ故に 醍醐 天皇の 聰明 は： 谷 易に 讒を 信じられなかった であらう が、 御 弟の 齊世 親王の 妃が逍 の 女で ある 所より し 

て 廢立を 謀らう とい ふ 最も 微妙な 點 に觸れ たのみ ならず、 大納言の 筆頭 源 光 はもと 逍^の 上位に ゐ たのが、 超えられ 

たりな ど、 滿廷 の意臣 すべ て 反菅原 氏で あつたと 思 はるる。. その上 宇多 上皇が これ を 救 はるる 餘地を 無い やうに し 

て^に 決行した から、 止む を 得なかった 場合に 天皇 を も陷れ たやう にも 見 ゆる。 それ 故 これ は强ち 天^の 御 聰明で 

無かった 結果と もい はれぬ。 現に 宇多 上皇が、 これ を 聞いて 急に 參內 せられた のに、 蔵人 顼藤^ ^板が， ぉ門 を W く 

閉ぢて 入れ 奉らず 法皇 は 終日 終； 仅 門外に 待ち 給うた が、 その 間に 萬 事 休して しまったの である。 それで、 翌卄六 口に 

菅根を 太 宰大贰 に 左遷 せられた。 これ は その 時に 宫門を 堅く 閉ぢ て菅原 道^ を 救 はう として 御 出 ま I になった 字 多 法 


皇を宫 中に 入れ 奉らな か つた 責を 問 はれた のて ある？ しかるに、 菅根 は， そのうち 間もなく、 ゆるされて、 かへ つて 界 

進した ので ある。 それ故に その 一 時の 貶黜は 法皇 へ の 申譯に 行った 事に 止まる とい ふこと は 明かで ある。 

(聖も 賢 も 一 失 は 有べき にこ そ。 其 趣經甞 に 見えた リ。) これ は 如何なる 鸫書 にある かとい ふに、 源 爲憲の 編した^ 俗 ^丈 

に 「賢者 一 失」 と 題して 「-何 書 云 賢者 之 謀萵有 一二 失？ 愚 夫 之 言 千 有 一一 1 得 T」 とい ふ 文 を 引いて ゐる。 これに よれば 轷書 

とい ふの は書經 であると いふ ことになるが、 今傳 ふる 古文 今 文 共に この 語 を 見ない ので ある。 然ると き は、 これ は 今 

の 本の 誤 か、 若く は爲憲 の 誤 かとせねば ならぬ。 而 して 著者 親^も その やうな 書^ を 見た か、 若く は 世俗 諺文に 據っ 

たかの 一 であると 考 へねば ならぬ。 按ずる にこの 所謂- 似 書と 同 1 なる もの は 未だ^な いが、 袅子 春秋に は r 晏子 e 嬰 

聞レ 之、 聖人 千慮 必有 一一 一 失 T 愚人 千慮 必有 一一 一 得 こ と ある、 それが、 最も 近い。 しかし、 聖人と 賢者との 相違が ある 上. 

晏子^ 秋は經 書で は 無い から、 他に 出典が あるので あらう。 又史 記の 准 陰 侯 傳には 「廣武 君 曰臣聞 者 千慮 必 有-一一 

失？ 愚者 千慮 必有 一一 一 得 こ と ある。 これ は 智者と あるから 更に 一 轉し たもので あ^。 

(され ぱ曾子 は 吾 日 一一 一省 吾 躬とー K ふ。 季文子 は 三思と も 云 ふ) ^語 舉而篇 に 「曾 子 曰 吾 日 三省. -吾身 T 爲レ人 謀 而不, 忠乎 

與 一一 明 友 一 交 而不レ 信 乎、 傳不 レ 習 乎」 と ある。 曾 子 は 孔子の 弟子のう ちで も 至^;^ K の 人で、 孝經、 大學を 述べた 人で 

ある。 季文 子の 事 は 論語 公冶 長 篇に見 ゆる。 曰 はく、 「季文 子 三思 而後 行" 孔子 曰^: 斯可矣 .1 と ある。 

(聖 德の眷 御座さん に 付ても 彌 慎みます べき 事 也) これ は、 こ の 書を讀 ませ 奉らう と 欲する 人に 對 して の 忠言で ある。 

(昔應 神 天皇 も謅 をき かせ 給 ひて 云々) この 事 は應神 天皇 の^に 出て ゐる。 

(此 度の 事 凡慮 及びが たし) 應神 天&の 時には 武 內宿禰 が、 その 禍を のがれて 罪の無い 事 を 明らかにせられ たが、 この^ 

菅公は 無實の 罪に あてられて、 その ま \ これ を證し 明す ことなくして 薨 ぜられ た。 明君と 賢臣 との 間 は 一 時の 過 は 在 

つても、 まさに 上の 如くで あるべき と 思 ふに、 今の 場合 はさ やうに 運ばなかった の は 如何なる 次笫 であるか、 凡人の 

思慮で は 何とも 判斷の 下し やうが 無 いとい ふので ある。 

(程なく 神と 顯れて 今に 至る まて 靈驗 無雙 也) これ は 菅原道 2M が夭滿 天神と あがめられて 北 野 神社に 祭られ、 又 諸 國に祭 

られて ある 事 を いったの であるが、 その はじめは 采雀天 S の天慶 五^七 月に 西 京の 七 條の女 文 子と 云 ふ ものが 託-: 几に 

因りて 假 りに その 宅地 を 劃り て祀 つたので あって、 その後 天曆の 年に 今の 社 地に 鏆 座し、 村 上天^の 天德 三年に 右大 

臣藤原 師輔が これ を增 築し、 一條 天皇の 永延 元年に 神敎 によって 社殿 を 改造し、 寬弘 元年^ 行幸 ありて 拜 せしめた ま 
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ひ、 官社 として 二十 ニ瓧の 列に 入り、 歴代の 天皇 又攝關 以下 藤氏の 崇敬 淺 からぬ ものが あって、 今日で は 官幣中 社 北 

野祌 社と いふ。 又 太宰府の 廟も 亦官瓧 となり、 諸國 にも 天滿宫 の瓧の 無い 土地が 無い と 云 ふ 程に なった。 これ は 何人 

も锊 現に 知る 所で ある。 

(末世の 益 を 施さん ために や) これ も 上に 「菅氏 は 櫂 化の 事 なれば、 末世の ために もや あり けん」 と 云った 語 をく りかべ し 

て 「凡慮 及び難し」 といった 事に 對應 して ゐ るので ある。 

(錢を 入れし 大臣 は 後な く成リ ぬ) 讒を 天皇に 申した 左大臣 時 平 は 延喜九 年に 三十 九 歳で 薨じ、 その子 三人、 長子 大納言 保 

忠は承 平 六 年に W 十七 歲で薨 じ、 三 子 中納言 敦忠は 天慶六 年に 三十 八 歳で 薨 じた。 いづれ も 大臣に も 到らず * 几 長命 

とはい はれぬ 所から 世人 は菅 公の 祟と 信じて ゐ たやう である。 た^ 第二 子顯忠 だけ は 右大臣に 進み、 村 上 天皇の 康保 

二 年に 六十 八 歳で 薨 じたの は 例外と 考へ ら れてゐ たもので、 大 鏡に は 平常 謹慎した 爲 であると いひ、 「是 より 外の 君 だ 

ちみな 卄ょ、 四十に すぎ 耠 はず、 其 故 はた 5- ことに は あらず、 この 北 野の 御な げきに なんあるべき」 と 云って ゐる が. 

更に 時 平の 孫 以下に 至って は 大抵 四 位 五位に 止まって 、公卿に なった 人 は 1 人 も なくなつ たので ある。 それで 大鏡は 

「かく あさましき 惡 事を审 しおこな はせ 耠へ りし 罪に より 此 おと^の 御す ゑ はお はせ ぬ 也」 といって ゐ る。 これ は當時 

の 人心の 反映した もので あらう。 

(同心 ぁリ ける 類 も 皆 神 野 を顯リ にき) この 時に、 時 平に 加擔 した W 頭 は 大納言 源 光、 中 納言藤 原 定國、 藏 人頭 藤 原菅极 

であった と傳 へらる るが、 源 光 は 右大臣に なった が、 延喜 十三 年に 狩 獵の際 馬より 落ち 泥中に 入りて 死骸 見えず、 定國 

は 大納言 兼 右近 衞大將 になった が、 四十 年で 薨 じた。 勸修寺 家譜に は 「本院 左大臣 時 平 公の むこ 君に て菅 丞相と 不快 

に まします ゆへ にやよ を はやう し耠ふ o( 中略) この 御 流 四 五代 はありし かど やがてた えに き」 と ある。 菅 枞は參 t!S ま 

で 昇った が、 延喜八 年 十月 七日 卒した が、 北野緣 起に は 雷火に うたれ て 死した と ある。 これら は昝菅 氏の 怒に 觭れた 

ものと 信ぜられて ゐ た。 

n  ノキ it サ  3  モタ  タマ  トク セィ n  ノ ォコナ  タマ  コひ シャ^^^  3  D  JV ノ 

此君 久しく 世 を 持せ 給 ひて 德政を 好み 行 はせ 給 ふ 事 上代に 越えたり 天 


力 タイ ヘイ  ミン カン アン ヲン  ホン テゥ  ニン トク  フル  アト  ィヰキ * ケゥシ ユン カシ n 

下 泰平、 民間 安穩 にて 本朝の 仁德の 古き 跡に も なぞらへ. 異域 堯舜 の^ 

き 道に もた ぐ へ 申しき。 

(铯 を 好み 行 はせ 給 ふ 事 上代に 越えた リ) 德政は 仁德の 政で ある。 この 天皇の 仁慈の 德 おはしました 事 は 多くの 史乘に 

見えて、 一 々あぐる. まで もな く 人の 知って ゐる 所で あるが、 少しく い， はば、 服 御の 常 膳 四 分 1 を 減ぜ しめられ、 或は 

寒夜 御衣 を脫 して、 民間の 凍餒 を 省みた まひ、 群臣の 奏對に は 毎に 溫顦を 以て 接した まうた 事な ど、 人口に 膾炙す る 

所で ある。  . 

(本朝の 仁德の 古き 钫 にも なぞらへ、 異域 堯舜の 賢き 道に もた ぐへ 申しき) これ は延喜 天曆 といって 治世の 手本と して ゐ 

るが、 又延喜 聖代と 平家物語に 云って ゐる などが それで ある。 

ェンギ シチ ネン ヒノ ドウ  ト-ン  タウ メク  サャゥ ィ  ク-ー  ゥ ^ 

延喜七 年 丁 卯の 年 もろこしの 唐 減して 梁と 云 ふ 國に遷 りに けり うちつ 

コゥ タウ  シン  カン  シゥ  ィ  ゴ タイ ァ 

づき 後 唐、 晋、 漢、 周と なん 云 ふ 五代 在リき 

(說) これ は 支那に 唐が 滅びた から、 それの 年代 を對 照して 示した ので ある。 

(延喜 七 年 丁 卯の 年 もろこしの 唐滅 して 云々. - 唐 は 醍醐 天皇の 昌泰 元年が、 昭宗の 第 十 年 光 化 元年で あつたが、 その後 延 

年に 雷る 年 天祐 元年に 朱 仝 忠が昭 宗を弑 して 哀帝 を 立てた が、 天祐 四 年に 帝に 逼 つて 位を禪 らしめ、 朱 仝忠 が、 

^^となり 國を 梁と 名 づけた。 これが 丁 卯の 年で、 わが 延喜七 年に 當る。 唐 はすべ て 二十 世 二百 九十 年で 亡びた。 

(うちつづき 後 唐， 晋. 漢、 周と なん 云 ふ 五代 在リ き) 梁 は 朱仝忠 の 帝と 唱 へた 國の 名で あるが、 支那 は^ 時 群雄が 各地 

に割據 して. ゐ たので、 梁 は 唐 帝に 逼 つて、 その 禪りを 受けた と は いへ、 統 1 的の 國 家ではなかった。 しかし、 自ら 正 
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統阈家 を 以て 任じた ものであるから、 これ を 主として 云 ふので ある。 さて 梁 は 太祖 末 帝 二世 十七 年で わが 延長 元年に 

亡び、 こんに 代った のが 後 唐で ある。 後 唐 は 李存勗 が、 傳國の 璽 を 得て 帝を稱 したので あるが、 莊宗" 明宗等 s: 化 十 

E:^ で 亡び、 後晋が これに 代った。 この 時が、 朱 雀 天皇の 承 平 六 年の 事で ある。 その後、 後漢、 後 周、 の 二 代 を經て 

朱に うつる。 唐から 宋 までの 間、 朝廷の か はる こと 五で あるに よって 五代の 名 を 以て 呼ばる る。 なほ 後晋 以後の 事 は 

！ & 上 天皇の 條 下で 云 ふ。 


「を」 他 諸 本に 

よりて ぎふ C 


此 天皇 天下 を 治め 給. ふ 事 三十 三年。 四十 四歲 御座し き。 

(此 天皇 天下 を 治め 給 ふ 事 一一 一十三 年) この 天皇 は 延長ん 年 九月 二十 二日に 皇子に 位 を 讓り耠 ひ、 廿 九日に 崩御に なつた- 

宽平九 年 七月 三日の 踐祚 であるに よつ て、 御 在位 は滿 三十  一！ 一年 を 少しく 過ぎて ゐる。 

(四十 四 歳 御 S しき〕 日本 紀 略に は 春秋 四十 六と ぁリ、 扶桑 略記 も 同じい。 本書 は 誤で ある。 
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御諱大 鏡に は 

I ヒ ロア キラ」 

とかけ り。 


ダイ & ク ジフ イチ ダイ シュ ジャク テン ワウ  ィ ミナ ユタ アキラ ダイ ゴ ジフ イチ 

第 六十 一 代 朱 雀 天皇、 諱は寬 明、 醍醐 十 一 


ワウ タイ コゥ フヂ ハラ 


チン シ 


の 子。 御 母 皇太后 藤 原の 穩子、 

クワン パク ダイ. ジャ ウダ イジ ン モト ツネ ムス メ十リ 3 オン コノカ ミヤ ス アキラ タ. イシ ： こ， -サゥ * セ, ィ， o  ^/rv > 1!s^\ P > タ r> 

關 白太 政 大臣 基 經の女 也 御 兄 保 明の 太子 早世 其 御子 慶賴の 太 

シ  カク マ- A マシ  ヤス アキラ t トツ ハラ オン オト ゥト  タ. 5- マ. -o 表 力 ト ^ 

子もう ちつ づき 隱れ 御座し かば、 保 明の 一 腹の 御 弟に て 立ち 給 ふ 庚 は 

トシ ソク 斗  カノ トウ カイ ゲン  ハ ハカ タノ テ. ヂサ ダイ ジン タグ t ラ -  »  ： セ^ シ， ヤ^-,  o ク S ヮ"^ f ゥ. • 

の年卽 位、 辛 卯に 改元。 外 舅 左大臣 忠平 sl^ ふ。 後攝政 せらる 寬 平に 

セゥ セン コゥ コゥ  ノチ  ヱンギ ゴ イチ ダイ  セッ クワン  コ ノ.^ ミ マ タ, JL^f ヌ -- *タ1 

昭 宣公薨 じて 後に は 延喜御 一 代まで 攝關 なかり き 此君又 幼 主にて 立ち 


タマ  3  コジマ 力  パン キ  セ^ N カウ 

給 ふに 依りて 故事に 任せて 万機 を攝 行せられ ける にこ そ 

(皇太后 藤 原の 穩子) 日本 略に は 「皇后 藤原穩 子」 と ある。 藤 原 穩子は 基經の 女で、 酲醐 天皇の 女御で あつたが、 延長 

元年 四月 廿 六日に 皇后に 册 立せられ、 この 天皇 即位の 後、 承 平 元年 十 1 月廿 八日 皇太后の 尊號を 上られた。 

(御 兄 保 明の 太子 早世) 保 明の 太子 は 醍醐 第二の 皇子、 御 母 は， M 后穩 子、 本の名 は崇 象と. a- し 上げた が、 後に 改められた。 

延喜 M 年に 二 歳で 皇太子に 立 たれた が、 延長 元年 三月 廿 一 日に 二十 一 歳で 薨ぜ られ た。 三月 二十 七日に 勅して 文献 彥太 

子と謚 せられた。 この 謚は 日本 紀略、 西宮記 裏書 * 立坊 次第に も 出て ゐ るので、 文彥 太子と いふの は略稱 であらう。 

しかし 文彥 太子と いふ 略稱 も、 古くから 行 はれたら しく、 中 右 記， 皇胤 轺運 錄、 大鏡裒 書、 辕 古今 集 等に は文彥 太子と 

あり， 又 醍醐 寺雜事 記に 引く 李 部 王 記に は 文献 太子と も ある。 

(其 御子 慶賴の 太子もう ちつづき 隱れ 御座し かば) 延長 元年 四月 廿 九日に 皇孫 を 以て 皇太子に 立てられた。 この 時 二 歳で 

あつたが、 延長 三年に 薨 ぜられ た。 

(保 明の 一 腹の 御 弟に て 立ち 給 ふ) 朵雀 天皇 は文彥 太子と 同じく 皇后 穩 子の 御子で あるに よりて 皇太子に 立ち 給 ふ 事と な 

つた。 延長 三年 十月 廿 1 日に 一一 一歳で 阜； 太子に 立 たれた。 

(庚 寅の 年卽 位、 辛 卯に 改元) 庚 寅 は 延長 八 年で その 九月 二十 二日 受禪 踐祚、 十一月 廿 一日に 即位 鱧が あり、 翌辛 卯の 年 

四 月サ 六日に 承 平と 改元 せられた。 

(外 舅 W 大臣 忠平 …… 攝政 せらる) 忠平は 基 II の 1： 男で、 (本書 三男と あるの は^で ある) 母后 穩 子の 御 兄で ある。 この 人、 

村ト： 天皇の 御世 天 暦 三年に 關 白太 政 大臣で 薨 じた。 その 時 信 濃 國に封 じて 貞信 公と 謚 せられた。 この 踐祚の 時には 左 

大臣で あつたが、 讓 位の 際 詔 あつ て 政事 を攝 行せ しめられた ので ある。 

(寛 平に 昭 宣公薨 じて 後に は 延喜御 一 代 まて 攝關 なか リき) この 事 は 上に 明かで ある。 

(此君 又 幼-王に て 立ち 給 ふに 依リ て、 故事に 任せて、 万 櫞を攝 行せられ ける にこ そ) この 時 天皇 八歲で 在らせられた から、 

攝 政を耍 する こと は當然 であった。 これ 故に 淸机 陽成兩 朝の 時の 故き 例 に准じて 臣下と して 萬 機 を 攝し行 はれた ので 

あらう とい. ふので ある o 
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神皇 正統 記述 義  H 六 六  

n ノ オン トキ タヒ ラノ マサカ ド  イ  モノ  カヅ サノ スケ タカ モチ  マゴ チリ  シッ 

此御時 平 將門ご 云 ふ 物 あり。 上 總介高 望が 孫 也。 ^ 。は SI ま のの| 苗 lls^ 執 

政の 家に つかう まつりけ るが、 使の 宣旨を 望み 申しけ り。 不 許なる に 依 

ィキ ドホリ  トウ ゴク  ゲ カウ  ホン ギヤ ク  ォコ  •  マジ  テヂ ヒタ チノ クー ーノ ダイ 

りて 憤 をな し、 柬 固に 下向して、 叛逆 を發 してけ り。 先、 伯父 常 陸國大 

ジ ヨウ  ク ユカ  セ  クニ カジ サッ  コレ  パン トウ  シモ 

掾、 國香を 責めし かば、 國香 自殺し ぬ。 是 より 坂 東 をお しなび かし、 下 

フサノ クニ サゥ マノ コホリ  キヨ ヂゥ  ミヤ n  ナ  ミ-ッ カラへ イシン ワウ  ショウ  クワン シャク 

總國相 馬 郡に 居住 をし め、 都と 名 づけ、 自平 親王と 稱し、 官爵 をな しあ 

o 

コレ  ョ  テンカ ソゥ ドウ  ザンギ ミン プ キヤウ ケン ゥ ヱ モン ノカミ フヂ ハラ ノ. タダ フン ァ ソン 

たへ けり。 是に 依りて 天下 騷 動す。 參議民 部 卿 兼 右衛門 督藤 原忠文 朝臣 

セィ トウ タイ シャゥ ゲン  ミナ モト ノヅネ モト  フヂへ ラノ ナカ ノプ  フク， ンャ ゥグン 

を征 東大 將軍 とし ノ源經 基 ，¥義御義末2^ 先， k とち。 藤 原仲舒 g 航 を副將 軍と して、 

サシ ッカ  タヒラ ノサダ モリ  フデ ハラ ノヒ. 一-アサ トラ コ コ U  ヒ トツ  マサカ ド  ホ ロボ  リノ カウべ 

差遣 はさる。 平 貞盛删 f 子 籐原秀 鄕等心 を 一にして、 將門を 減して、 其 首 

タテ マツ  シ ヨシヤ ゥ  ミチ  力へ  マ ヰ  フヂ ハラ ノ スミ トモ 

を 奉りし かば、 諸將は 道より 歸り參 りに き 藤 原 純 友 

o 

ィ  モノ  カノ マサカ ド  ドウ シン  サイ コク  ホン ラン  セ ゥシャ ウテ ノ  ノ ヨシ フ^ 

と 云 ふ 物、 彼將 門に 同心して、 西國 にて 叛亂 せし をば、 少將小 野 好古 を 

ヅカハ  ッヰ タウ  テンカ  ェンギ  ミヨ 

遣して 追討 せらる。 ^§^5，は かくて 天下 しづ まりに き。 延 喜の 御代 さ 

アン ネィ  コノ ミダ  イデ キタ  テン ワウ 

しも 安寧な りしに、 いつしか、 此亂れ 出来る。 天皇 も おだやかに ま， しま 

o  o  ― 


マタ ティ 孓ン コゥ  ミツ セィ  マヅ リゴト タガ  コト  ハべ.  トキ • サイ チン 

しけり。 又貞信 公の 執政な りし かぱ、 政の 違 ふ 事 は 像ら じ。 時の 災難に 

オボ ハべ  C 

こそと 覺ぇ る 

(平 HE と 云 ふ 物 ぁリ) 平氏 は桓武 天皇の 御子 葛 原 親王の 子、 高見 王、 その子 高 望の 時、 平 姓 を 賜 リて臣 族に 入る。 髙望の 

子に、 國香、 良將 等あって、 將門は 良將の 子で ある。 されば 桓武— 葛 原— 高見— 高^ —良將 I 將門 となって 六 代の 末 

である。 本書に 四 代と あるの は 高 望 を さした ので ある。 

(執政の 家に つかう まつ リけ るが) 執政 は 攝政關 白の こと、 こ \ では 攝政忠 平の 家に 仕 へて ゐ たので ある。 この 事 は 將門記 

に 載せて ある 將 門が 忠 平に 寄せた 書狀に r 將門 少年 之 日 奉 一一 名簿 於 太 政 大臣 殿下 一 数十 年 致 一一 勤 公誠 こ と あるので も わか 

る o 

(使の 宜旨を 望み 申しけ リ) 使 は 検非違使の 略稱 であるが、 使の 宣旨を 望む とい ふの は 検非違使 別當 とならう と 願った と 

解釋 して ゐる のが、 今の 注釋 書す ベての 說 である。 その 說 によると 「検非違使に は 長官、 次官、 その他 2 役人 あれ ど、 

天皇の 勅宣に よって 補 せらる >! は 長官た る 別當の みなれば、 使の 宣 旨と は その 別赏 となる 勅命 を いふなり」 とい ふの 

である。 しかし、 果して さう であらう か。 撿 非違 使の 別當 は參議 以上の 人が 補 せらる >r 慣例で 必ず 衞門 籽兵衞 # の 兼 

帶 すべき 職で ある。 將 門が 忠 平に 仕へ て ゐた時 は、 如何程の 身分で あつたか 明かで ない が、 別當の 候補に は 立ちう. ベ 

き 資格が 在った と は 決して 思 はれぬ。 將門は 執 柄 家の 侍であった らうから、 その 望， む 所と して 五位の 官の 補すべき 佐 

が、 その 理想であった らう。 恐らく は實際 望んだ のは檢 非違 使の 尉 位であった らう。 後世の 事ながら 源義 經は檢 非^ 

使 少尉に 補せられ、 五位に 叙せられ て 太夫 尉と 唱 へられて 得意であった。 將 門の 時には 五位の 尉 は 未だなかった らう 

と 思 はるる が、 五位 相 當の佐 を 望んだ のか も 知れぬ 。使の 宣 旨と は 上に あげた 注釋 家の 說 くやうな 事で はない。 旣 にこ 

の 本の 著者の 同じ 著で ある 所の 職 原抄に 「但 別當 以下 爲ー 一宣 下職 こ と 書いて あるで はない か。 それに ついては 如何に 

も、 西宫 記に 「捕 一 一 検非違使 一 事 上 卿 奉 レ勅仰 一一 下辨官 一 但別 當宣 旨、 佐 以下 佐官」 と あるに よりて、 宣 旨 は別當 のみで あ 

ると いふの は 一 往 道理と 聞 ゆる。 しかし、 職原抄 では 「佐」 の 下に r 爲. - 左右 衞門權 佐 一 者 蒙 一一 使 宣旨こ とい ひ、 「志」 の 
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下に 「叨法 ^輩 六 位 時 任 一一 衞門志 一 即^ 一一 使 宜旨こ とい ひ、 r 府生」 の 下に も r 仍府督 判 補 之 後 申 一！ f 使宣旨 こ とあって、 

叨 かに 別^ 以下す ベ て. H ほ を 以て 命ぜら るる こと を 云って ゐる ので ある。 なほ 又 古く は 侍 中 群耍に 「蔵人 尉 蒙 一一 使. K 

sti 之 時 不レ待 一 「吖 符 一 云々」 と あるの を みれば、 これ は 例外と して、 普通 は官符 があって 後 宣旨を 蒙る ものであると 見 

なければ ならず、 又 その {ほ 符には 明かに 宣 によりて 行 ふ 旨 を かいて ある。 さう して 見れば、 撿 非違 使と いふ もの は 特 

別の 取扱の ものです ベて 別 勅た る 宣旨を 蒙りて はじめて 職務 を 執行す る ものであって、 それ は、 別當 から 最下 扱の 府 

生に 至る まで 同樣 である 事 は 疑がない。 それ故に こ \ に 「宣旨 を 云々」 と あるの は別當 たらむ こと を 望んだ ので ある 

とい ふ證： i に はならず。 かへ りて、 この 著者 はすべ て撿 非違 使は宣 旨で 任ぜら るるとい ふ 事 を 下心に 持って ゐて、 そ 

れ によって かいたと いはねば ならぬ。 それ故に こ \ はや はり 別當 になら うとした と いふ 證據に はならぬ。 

(不 許なる に 依 リて憤 をな し 柬國に 下向して 叛逆 を發 してけ リ) この 謀叛の 動機 は 未だ 確な 證據を 知らぬ。 東阈に 下向し 

て は 常 陸： 卜 fi の邊 を根據 として ゐた。 

(先、 伯父 常陸國 大據國 香を資 めし かば、 國香 自殺し ぬ) 國 香は將 門の 父 良將の 兄で ある。 この 戰は その 源が 女に 關 して 

の 論で あつたと 將門 記に 見 ゆるが、 承 卒五年 二月に この 騷動 があって、 平 國香を 常 陸 國石田 館で 攻め 殺した ので ある。 

(是ょ リ坂東 をお しなび かし * 下 總國相 馬 都に 居 佳 をし め 都と 名 づけ 自ら 平 親王と 稱し 官職 をな しあた へけ リ) 將門は 

國香を 亡して から、 同年 十月 二十 1 日に 伯父 平 良 正 等と 常 陸に 戰っ てこれ を 破り、 その後 伯父 平 良 兼と 戰ひ などして 

坂 柬八ケ 國に威 を 振って ゐ たが、 武藏權 守 興 世 王の 勸め によって、 終に 自立して 新 皇と稱 へ、 下 總國相 馬 郡に 王城 を 

建つ る こと を 命じ、 又 左右 大臣、 納 言參議 文武 百官 を 置き、 內印外 印の 寸法 等 を 定めた が、 た^ 曆 博士 だけ は その 人 

を 得なかった とい ふ 事で ある。 これらの 事 は將門 記に 委しく 見 ゆる。 こ、 に 平 親王と ある は 新皇と あるより 出た 後の 

號 であらう。 

("« に 依リて 天下 騒動す) この 騷 動の 京都に 聞え たの は、 天慶ニ 年であった らし い。 三月 四日に はこれ に關 する 仰が 下つ 

た 事、 最初 は 同族 又は 地方 豪族の 私闘であった が、 謀叛の 形と して 日本 紀 略に 見 ゆる。 しかし、 その 明かに 朝廷に 反 

した 形の 見えた の は、 天 慶ニ年 十一 二月の 交で ある。 そこで 朝廷で は、 神佛に その 調伏 を 祈願し、 又官符 を 下し 武士 

等に 仰せて これ を 討た せられ、 天下の 大騷 動であった。 

(參議 民 部 卿 兼 右衛門 督藤 原忠文 朝臣 を 征夷 大將 軍と し 云々) この 任命 は天慶 三年 正月 十九 日であった。 副將 軍の 1 人 源 


經基 は淸和 天皇の 御 孫で 源 姓 を 賜 はった ので あるが、 父貞純 親王が 淸和 天皇の 第 六 子であった から、 六 孫 王と 稱 へら 

るる。 これが、 鎌 倉 幕府 を 開いた 源氏の 祖 であるから、 わが 國史に は 重大な 關 係が ある。 經 基の 子が 滿仲， その子が 

賴信、 賴光 等で、 賴 信の 子が 賴義、 その子が 義家、 その子が 爲義、 その子が 義朝、 その子が 頼 朝で ある。 この 將軍は 二 

月 八日に 節 刀 を 賜 はって 下向した が、 その 前に 

(平 貞盛藤 原お- 等 心 を 一にして 將 門を逋 して 其 首 を奉リ しか ぱ、 諸锊は 道よ リ歸 リ參リ にき) と 云った 如く， その 土中 

で、 將 門が 滅びた の をき いて 京に 引き か へ した。 貞盛は 國 香の 子で 當時 常陸椽 であり、 秀鄕は 下野 柙颌 使であった。 

(將門 は 承 平 五 年 二月に 事 を發し 云々) その 發端は 上に あげた。 その 亡ぼされ たの は天慶 三年 二月 十四日で ある。 

(擁 原 純 友と 云 ふ 物、 平锊 門に 同心して 西國 にて 叛亂 せし かぱ 云々」 純 友 は 筑前守 藤 原 良範の 子、 もと 伢豫掾 であった が、 

任滿 ちて 後 その 國に 居住して 海賊の 首領と なった ものである。 この 海賊 は 承 平 二 年の 頃から 史上に 見 ゆるが、 純 友が 

首領と なって ゐる こと は 承 平 五 年 六月の 日本 紀 略の 記事に^ ゆる。 これ も 神佛に 祈リ、 又 諸國に 令して 討た せられた 

. が、 小 野 好古 を天慶 三年 正月 一 日に 山陽 道 追 捕 使に 任ぜられ、 ついで 南海 道 を 兼ねた が、 天慶四 年つ ひに これ を 捕へ 

て、 亂を 平げ た。 その 月日 は 明かで ない。 純 友 は 獄中で 死んだ。 こ. ^に 於いて 天下の 大亂も しづ まった。 

(說) 「延 喜の 御代 云々」 はこの 御 治^に 大亂の 在った 事に つ いての 著者の 感想 を 述べた ので ある。 「天^も 穏 かに まし まし 

けり」 と ある はいふまで もない or 政の 違 ふ 事」 も 侍ら じと は 政治に 非理 非 法の 事はなかった らうと いふので ある。 

(時の 災難に こそと 覺 ゆる) これ は 天皇 も 執政 も 不條理 はない から、 かやうな 亂の 起った 原 囚は考 へられぬ。 大方 偶然に 

起った 災難で あらう とい ふので ある。 しかし、 これ は 前代から 當 時に かけて、 中央の 政治に のみ 心 を 注いで、 地方の 

政治に は きを 置かれぬ 有樣 で、 民間の 實狀が 廟堂に 徹底して 知られて ゐ なかった と 思 はるる から、 やはり 前代から 

の 政治 上の 欲陷に 基づく と考 へらる る。 

テン ワウ ミ コ  ヒトヅ ハラ  オン オト ゥトダ サイ  ゾ？ V  シン ワウ  タ i ティ  タ  チン ヰ 

天皇 御子 まし まさず、 一 腹の 御 弟 太宰の 帥の 親王 を 太 弟に 立て、 天位 を 

ュヅ  ゾン ガウ  ノチ  シ ュッケ  タマ 

讓 りて 尊號. あり。 後に は 出家せ させ 給 ひき。 . 
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「一 腹の 御 弟、 太 串の 帥の 親王 を 太 弟に 立て 天位 を 讓リて 尊 號ぁリ ) この 親王 は 成 明 親王で、 同 母 弟に まします。 天慶六 

年に 太宰 帥に 任ぜられ， 天 慶七年 四月 二十 二日に 皇太子に 立てられ たので ある。 本書に 太 弟と あるの は、 事實に 依つ 

た^けの 事で、 名義 は 良 太子であった であらう。 天 慶九年 四月 廿日に 位 を 讓られ 、四月 廿 六日に 新 帝から 太 上 天皇の 尊 

號を 奉られた。 

(後に は 出家せ させ 給 ひき) 天 慶六年 三月 十四日に 落飭 出家 せられて、 法 諱を佛 陀壽と 申し 奉る。 

テンカ  チサ  タマ  n トジフ 口 クネン  チン ジフ サイ ォマ シマ 

天下 を 治め 給 ふ 事 十六 年。 三十 歲 御座し き。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 十六 年) 延長 八 年 九月 廿 二日の 踐祚、 天 慶九年 四月 二十日の 讓位 であるから、 その 間は滿 十六 年に 少し 

く 足らぬ o 

a 二十歳 御座し き) これ は異說 がない • 

f  ロク ジフ ュ ダイ  ダイ サン ジフ シ セィ  ムラカミ テン ワウ  ィ ミナ ナリ アキラ ダイ ゴ ジフ ，ン  コ  シュジ ャク ドウ 

第 六十 二 代、 第三 十四 世、 村 上 天皇、 諱は成 明、 醍醐 十四の 子、 朱 雀 同 

ボ  オン オト ゥト ナリ  ヒ ノエ ゥマ  トシ ソク ヰ  t  ノト ヒッジ  カイ ゲン  キヤウ ダイ ァヒ ュヅ  タマ 

母の 御 弟 也。 丙午の 年 即位、 丁 未に 改元。 兄弟 相 譲らせ 給 ひし かば、 ま 

ゼン. ジャゥ  レイ ギ ァ 

め やかなる 禪讓の 禮儀在 リ き。 

(丙午の 年卽 位) 丙午 は 天慶九 年で、 その 四月 二十日 (これ は 十 II 一日、 十九 日 等 諸 書異說 あるが、 日本 紀略、 朱 雀 天皇^ 及 

貞信公 記に よる) に受禪 踐舴が あり、 同 二十 八日に 即位 あらせられた。 御 年 二十 ー歲。 


「繼」 梅 白 二 本 

による。 底本 

「次」 とす e 


「と」 底本な 

し。 他 諸 本に 

よ" て 補 ふ。 

r ぞ ありがた 

き」 梅 白 二 本 

による。 底本 

誤 ^あり。 


(丁 未に 改元) 丁 未 は 天慶十 年、 その 四月 廿 二日に 改元して 天 暦と 號 せられた。 

(相 讓らせ 給 ひし かば， まめ やかなる！ ！讓 の禮儀 在リ き) 「まめ やか」 と は 懇切 篤實 とい ふ 意で ある。 「禪 譲の 禮俸 在りき」 

と いふに つ いて、 諸家の 說明は 「懇 なる 御禪 りの 禮儀 作法 ありたり」 とやう にある が、 讓國の 儀式 は 定まった 儀が あつ 

て、 別に これ を變更 せらる る箬 はな い。 諸家の いふ 所 は 何 をい ふので あるか、 .a 分に は 何とも 理會 しかぬ る。 それら 

の 人の 說は 恐らく は謖 であらう。 これ は大 日本史に 「謙 讓不， 受 一 一太 上天^ 尊號 一村 上帝 同 請乃鸱 之」 と ある やうに、 太 上 

天 良の 尊號 はもと 父 帝に 上らる る ものであるから、 御兄弟の 間で は 心苦しい とて 辭 退せられ、 义新帝 は 御 兄 君で あら 

せられても 事實 先帝で あるから して！： く 請 はれた ので ある。 この 事 を さした ので、 何も 讓 位の 儀式 を この 際に、 わざ 

と 古来の 法式に よらず 行 はれた とい ふ 意で は 決してない。 かやうな 事は輕 いやう でも、 その 解釋の 正鵠 を 失した もの 

では 事實を 誤り 淳 ふる 罪 は 決して 輕 いとい ふこと を 得ぬ。 


n ノ テン ワウ ケン メイ 


オン ホ マレ セン ク ワウ 


テン 力 アン ィ 


此 天皇 賢明 の 御譽 先皇 の 跡 を繼ぎ 申さ せ 給 ひければ、 天下 安寧な る 事 も 

o 

ェン ギ ェン チャウ ムカシ  コト  ブン t ッ ショ ゲイ  コノ  タマ  コト 

延喜 延長 の 昔に 異ならず、 文筆 諸藝を 好み 給 ふ 事 も か はり まさ M りけ り。 


&ヅ  タメ 


ェンギ テ ン リャ. 


ュ ダ- 


マ  テシハ  ベ 


カシ n  メイ ワウ 


二 サン ダイ 

万の 漦に は延喜 天罾の 一 一代と ぞ申 侍る。 もろこしの 賢き 明 王 も 一 一三 だと 

o 

ヅタ  マ レ  -ンゥ  プン  ブ  セィ  カウ  カン  ブン  ケィ 

傳 はる は 希な りき。 阇にぞ 文、 武、 s、  0, ^$ 漢には 文、 景 なんど ぞ 


ク ワウ カウ カタ ハ 


ありがたき 事に 申しけ る。 光孝 傍より えらばれ 立ち 給 ひしに 打ちつ づき 

o  O  o  O  O 

メイ ワウ  ッタ  タマ  ヮガ クー I  チウ コゥ  ュヱ  ハべ  マタ ケィ タイ  タタ 

明 王の 傳 はり 給 ひし、 我國の 中興すべき 故に こそ 侍りけ め。 又 繼體も 只 

コ ノ イチ リウ  サダ 

此 一 流に の. みぞ 定まりぬ る。 
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(銳) この 御世 は 所 15 灭曆の 御世と いふ 至 治の^で あると 傳 へ られ てるる により 著者 また こ  > 'に、 それにつ いての 感想 を 

述. ぶる の である。 

(此 天皇 暨 明の 御 眷先垦 の 跡 を繼ぎ 申させ 給 ひければ 云々 ：} 先 i は 醍醐 天皇 を さす。 これ は榮花 物語に この 天皇 を 評し 奉 

りて 「かくて 今の 上の 御 心ば へ、 あらま ほしく あるべ きか ざ リ おはし ましけ り。 醍醐の 聖 帝^に めでたく おはし ましけ 

るに、 又 この 御 門 堯の 子の 堯 ならむ やうに 大 かた 御 心ば へ の 雄々 しう けだかく、 かし こうお はします ものから 御 ざえ も 

かぎりなし。 和歌の かたに も いみ じうし ませ 耠 へり e 萬に なさけ あり、 物の はえお はします ことかぎ りなし」 とい ひ、 

又 「かく 御 門 の 御 心の めでたければ、 吹 風 も 枝 をなら さず など あれば にや、 春の 花 もに ほひの どけく、 秋の 紅葉 も 枝 

と^まり、 いと 心の どかなる 御有樣 なリ」 と あるので 御 治世の 大檨を 見るべし である。 延喜も 延長 も 醍醐の 御世の 年 

號 である。 

(文筆 謐藝を 好み 給 ふ 事 云々) 文 は 韻文、 筆 は 散文の ことで あるが、 こ、 に は 和欤等 を こめて 苜っ たもので あらう。 未だ 

ひ 位に. つかれぬ 前に 大江 維時に 命じて 承 和から 延 喜までの 名人 十 人の 律詩 を 集めて 日餽集 二十 卷を 編せ しめられ、 乂 

御製の 詩文 も少 からず、 和 馱をも 好ませられて 御 歌も少 くないの みならず、 後 撰 集 を 勅撰 せられた。 又 音樂を 好ませ 

られ、 ことに 琵琶 を もよ くせられ た。 

(万の 樣 にも 延喜天 曆のニ 代と ぞ申 侍る) これ は 誰 人 も 知る 所で あるが、 たと へば 江 吏 部 集に r 延喜 天曆ニ 代聖主 云々」 

と い ふが 如き、 又 平家物語に 高 倉 天皇の 御 事 を 申す とて r いうに やさしう 人の 思 ひつ きま ゐら する 方 もお そらく 延喜天 

曆の 御門と 申と も、 いかで か是に はま さるべき とぞ人 申け る」 とい ふが 如きで ある。 

(もろこしの 賢き 明 王 も 一一 一一 一代と 傳 はる は 希な リき。 周に ぞ 云々) 文武 成康 とい ふのば 周の 文 王、 その子 武 王- その子 成 

王、 その子 碟王 をい ふ。 このうち、 文 王 は 後の 尊號 で、 周が まだ 天子に ならぬ 時代で あるから、 正位に つかず、 と 云つ 

た。 文 i は 前 漢の孝 文 皇帝と その子 孝景 皇^と をい ふ。 これら は 支那で も、 父子 相つ いだ 贅 王と傳 へられた 人々 であ 

る。 しかし さやうな 例 は 希で ある。 

(光孝 傍よ リ えらばれ 立ち 給 ひしに 云々) 光孝 天皇の 傍から 出て 立ち 給 ひし こと は 上に 述べた。 光孝、 宇多、 醍醐、 村 上 

と 打つ^ いて 驚 明な 天皇の 出で たま ふ 事 は、 我國が 光孝 天皇に よって 中興すべき わけが あった 爲 であらう とい ふ。 

(繼體 も只此 一 流に の みぞ 定ま リ ぬる) 皇位の 御繼承 も、 この 光孝 天皇 乃至 村 上 天皇の 御 一 流に 定まった とい ふので ある。 


スェ  カタ  テン トク ネン チウ  ハジ  ダイ リ  ェン シ ャゥァ  チイ シ ドコロ 

末つ方、 天德 年中に や 始めて 內 裏に 炎上 在リ て、 內侍所 もやけ にしが、 

ジン キヤウ  ハヒ  ナカ  イダ タテ マツ  ヱン キ ン  コト  フン ミヤ ゥ  ァラハ  ィ 

神鏡 は 灰の 中より 出し 奉らる。 圓規 損する 事な くして、 分明に 顯れ 出で 

タマ  ミタテ マツ  ヒ トォド 0 キ カン  ィ  コト  ギヨ キ  ミ  ハべ  コノ トキ  ジン キヤウ 

給 ふ。 見 奉る 入 驚 感ぜず と 云 ふ 事な しと ぞ御 記に 見え 侍る。 此 時に 神鏡 

+ン. チン  サ クラ  タマ  チノ ノ ミヤ  サネ ヨリ  ソデ  ゥ 

の^ 殹の樱 にか  >  ら せ 給 ひける を 小野宫 の實賴 のおと S 铀に 受けられた 

、  o  o  o 

りと 申す 事 あれ ど、 傅 事 をなん 云 ひ傳へ 侍る 也。 j 

(末つ方、 天德 年中に や 始めて 內 裏に 炎上 在リ て) 「炎上」 は 書 經洪範 に 「火 曰， 一 炎上 こ とあって、 火の 興稱 であるが、 後 

世 火事の 意に 用ゐる 例と なった。 この 火災 は 天 德四年 (天， M 即位 後 十五 年、 この 後 七 年で 1"^ の 御 此 となる) 九お 二 

十一 一一 日の 夜に 禁中に 起った ので ある。 こ >f に 「始めて」 と あるの は、 平安 奠都 以後 はじて めの 內裏燒 亡で あるの を 示 

した。 

(內 侍 所 もやけ にしが、 神鏡 は 灰の 中よ リ 出し 奉らる) この 火災に 內侍 所も烧 けたが、 ^所の 神 鋭 も 取 出し 奉る 事が 出來 

ず、 その 燒 けた 灰の 中に おはしました ので、 翌日 烧 灰の 中から 索め 出し 奉った。 その 時の 事 は；！ I 本紀 略に 「又 昨&鈸 

三^ 詰 幷 太刀 契 不，， 取 出 一 今 曰 依, 勅令 レ搜 _| 求 餘燼之 上 1 已得， 一 其 K1 但調度 燒損其 形锊不 甚^- 一 祌與 こと あ 

る o 

(圑規 損する 事な くして 分明に 顯れ 出て 給 ふ 云々) 闾規と は 圆ぃ形 をい ふ。 规は 俗にい ふブン マハシ で、 回 形を畫 する^ 

具で あるが、 その 圓き规 の 形が 一 も缺け 損ず る ことなくして 燒 灰の 中から 索め 出された とい ふ ので ある。 この 事 は 上の 

日本 紀略 にも 載せて あるが、 本書に ある やうに、 この 天皇の 御 日記に 載せて あると いふ ので ある。 この 御 日記 は 俗に 天 

曆御 記と 云 ふが、 仝 文 は 今 傅らない が、 この 時の 部分 は 扶桑 略記に 引いて あるから 明に わかる。 それに は 「茧 光朝 

來奏 之， 依- - 火 氣颇消 1PI 到 溫明殿 所 一 求 見。 瓮丄在 -I 威 一 面 1 徑八寸 許. 顼雖， 有， 1 小 瑕 「f 無， 損圓规 幷帶等 装以 分明。 露出 
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俯 一一 破 瓦 上？ 見， 之 者无， 不一 1 驚感こ と ある。 

(此 時に 神鏡の 南駿の 櫻に かからせ 給 ひける を 云々) この 俗 說は卒 家 物語の 鏡の 沙汰に も 見 ゆるが、 それ は 平家の みなら 

ず、 汎く行 はれて ゐ たに 相違な く、 古今 著 聞 集に もこの 俗說を あげて r 此事 おぼつかなし」 と 云って 本書の やうに こ 

れを 扱して ゐ る。 


r 宋の」 の r の」 

底本な し。 他 

本に よりて 補 


ォゥ ヮ グ ワン ネン 力 ノト トリ 


-シ モロ コシ n ゥシゥ メッ 


, チ ゴ ダイ 


ゴ ジフ 


應和 元年 辛 酉の 年 唐の 後周滅 して、 宋の 代に 定まる。 窘の後 五代、 五十 

r  O 

n ネン  ァヒダ カノ クニ ォホキ ，ダ  ゴ セィ  クュ  ， 、ーュ  ゴ キ 

五 年の 間 彼國大 に亂れ て、 五 姓う つ りか はりて、 國の 主たり。 五 季とぞ 

X.  ソゥョ  ケン ワウ  サン ビヤ クュ ジフ ョ ネン 

云 ひける。 宋 の^， 寶王 うつ M きて 三百 二十 餘 年まで たもて リ き。. 


(應和 元年 辛 酉の 年 云々〕 これ は 前に も 云った 五代の 事で あるが、 それ は 朱佥忠 の 起し * 後 梁が、 二世 十七 年、 その 次が、 

李 存勗の 起した 後 唐で、 四 世 十四 年で 亡び、 その 次が 石 敬塘の 起した 後晋 で、 二世 十二 年で 亡び、 これに 代った の 

は、 劉 知 遠の 後漢 で、 これ は 僅に 四 年で 亡びた。 その 次は郭 威が 自立して 太祖 皇帝と 稱 した 後 周で あるが、 これ は 三 

世 十 年で 亡びて 宋 になった。 これ は 庚申の 年で、 わが 天德四 年に 當る。 本書に その 翌年 辛 酉と する の は 誤で あらう。 

從 つて 五十 五 年 は 五十 四 年と 訂正せ ねばならぬ。 この間 は 僅に 五十 四 年で あるが- 正朝と 稱 する もの を 代 ふること 五 

であるから、 五代と も五季 ともい ふ。 而 して、 それ も 中央 だけの 事で、 地方 は 更に 群雄 割 據の娄 であった。 支那の 混 

亂 時代の 標本と 云って よい。 

(荣の 代 K 王う ちつづきて 一二 百 二十 餘年 まてた もて リき) 宋は後 周の 將趙匡 胤に はじまる ので ある。 匡 胤が 後 周の 將 とし 

て 攻伐を 事と して ゐる うちに 漸く 勢 を 得て、 遂に 後 周の 恭 帝の 讓を 受けて 帝 を 稱し國 を 宋と號 した。 これが、 この 无皇 

の 天 德四年 庚 a- の^で、 宋に は建隆 の年號 を用ゐ た。 それから 弘 安二 年 元に 亡ぼさる 、まで 三百 十九 年で ある。 これ 

はわが 國の 無窮の 皇 祚に對 すれば、 はかない ものであるが、 五十 四 年に 五代 も 王朝 を かふる 時代から 見れば、 長く つ 
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(天下 を 治め 給 ふ 事 二十 一年) 天 慶九年 四月 廿日に 受禪 踐祚、 康保四 年 五-月 廿 五日に 崩御で あるから、 御 在位 は滿 二十 一 

年と 少しで ある。 

(四十 ニ歲 御座し き) これ は異說 がない。 

(說) これから 御子 具 平 親王の 御 事 を 始めと して 汎く 源氏に 對 する 意見 を述 ぶる。 

ミコ ォホ ォマシ マ  ナカ  レイ g ン ヱ ンィゥ テン ヰ  ヅ  タヤ  >  .» マチ， - ^3-? . 

御子 多く 御座し し 中に、 冷泉 圓融は 天位に 即き給 ひし か は 申す に 及 は 

シン— ワウ ナカ  ゲ ^ ワカ 六 條の宮 と 申す。 中務 卿に 任じ 耠 ひき。 前に 兼 明 C に ペイ tvuv)j"、 

ず。 親王の 中に 具 平 親王 親王 名 雷。 御 f き。 仍て是 を 後 中 書 王と 申す。 賢 ォ文藝 の 方 

ョ ョ  オン アト  ョ  ァ t ッ  t-ls タマ  イチ デゥ ミヨ  ョ a  ， ムカシ ォ p  tt 

代代の 御 跡 を 能く 相繼ぎ 申し 給 ひけり。 一 條の 御代に 万 づ昔を 起し ム 

&チ  ォマシ マ  コノ シン ワウ ショウ. 5 プン  タマ  t  セ イリヤ ゥ.： プノ  サク * モン，， ァ 

を用ゐ 御座し ければ、 此 親王 昇殿し 給 ひし 日、 淸凉 殿に て 作文 有りし に 

タフト ブト ハコ レケン サイ ィ  ダイ  ヰン .-t  。 【パひ ワウ. - 

き^ |^沪ふ 事 所， 貴是賢 オビ 云 ふ 題に て 韻 を 探らる る 事 あり 此 親王の 

オン  オヨ  らョ ダウ  アキラ  プッ ハフ  カタ 

御た めなる ベ し。 凡そ 諸道に 明かに 佛 法の 方まで も くらから さりけ る^ 
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づ、 たとい はねば なるまい。 而 して かやう に 長つ ^きする の は その 王が 代々 に 賢明で あつたと 考 ふる 外 はない。 それ 

故に 本書の やうに いふの は 支那 史 として は常然 である。 


神皇 正統 記述 義 I  .  1 一 I 七 六  

ムカ^  ゲン ジ ォホ  コノ オンス ヱ  イマ  イタ  ダイ ジン ィ シャゥ 

ぞ。 昔より 源氏 多 かりし か ビ も、 此御 末の みぞ 今に 至る まで、 大臣 以上 

ハ， へ 


に 至りて 相次ぎ^; る。 


(御子 多く 御座し し 中に 云々) この 天皇の 御子 は 男子に 廣平 親王、 冷泉 天皇、 阊融 天皇、 昌平 親王、 具 平 親王、 永 平 親王、 

昭平 親王 ましました。 冷泉、 阒融ニ 天皇の 事 は 下に あるから いはぬ。 外の 親王のう ちで は 具 平 親王が、 著しい 方で あ 

るから. それ を 申さう とい ふので ある。 その 理由 は 下にい ふ。 

(親王の 中に 具 平 親王 云々 し 村 上の 皇子、 親王と して は 五 人 まします。 その 中に ついて 具 平 親王の 事 を 委しく いふと いふ 

ので あるが、 この 親王 は 一は 著者 親^の 祖先、 又久 我、 中院 、堀川" 土 御門 諸 流の 祖先であって、 それらの 家 は 世々 

朝臣 中の 名 族と して、 大臣 家と 稱 へられ、 華族、 英雄と 稱 せられた ので ある。 それ故に 源氏 中の 最高 地位 を 占めた 家柄 

の その 龃先を こ 、に說 いて、 さて 1 般の 源氏に つ いての 意見 を 述べ ようとす るので あらう。 

(穴 條の宮 と， 申す) 御在所が、 六 條坊門 南、 西洞院 東に あつたからの 御名で ある。 

0B 務 卿に 任じ 給 ひき 云々) 中 務卿は 親王の 任ぜら るる 官と 定まって ゐた。 それ は、 元來 機密の 文書 を 掌る 職であった か 

ら である。 さて、 前に 醍醐 天皇の 御子 兼. 明 親王が 中務 卿と して 賢明であって、 中 書 王と 稱 して 名 譽の御 方であった。 

中 書 王と いふの は中務 卿の 唐 名 を 中 書 令と いふ 所から 起った ので ある。 具 平 親王 も中務 卿で 同じく 賢明であった から. 

後 中 書 王と 申して、 並び 稱 へたので ある。 

(賢才 文 藝の方 代々 の 御 跡 を 能く 相繼ぎ 申し 絵 ひけ =0 この 事 は大； n 本史 が、 諸 書に よって 、「資性 英敏 にして 文才 あり。 

和歜 をよ くし 兼ねて 音律に ェ みなり。 陰陽 醫術諸 技藝、 通曉 せざる なし。 大江匡 ds 嘗て 曰 はく 古今の 人の子 能く 父の 

業 を繼ぐ もの は、 唯 都 在中、 菅原淳 茂、 具. 平 親王、 菅 原輔昭 のみな り」 といって ゐるを ひく。 それ故に その 薨 ずると 

き. 大學の 释奠の 宴 を 停められた。 これ 左經 記に よると、 それ は 一代の 文 宗を喪 ふ を 以て^ あると いふ ことで ある。 

これ を 以て も當 時に^ん ぜられ たさ ま を 見る べきで ある。 

(一條の 御代に 万づ昔 を 起し 人 を用ゐ 御座し けれ ぱ 云々) ー險 天皇の 御代に は 萬 事、 延喜天 暦の 御 迹を繼 ぎ、 勃 俵な どの 


中絶した の を 復興せられ、 又 人材 を 盛んに 登用 せられた 事で ある。 

C. 此 親王 昇殿し 給 ひし B 清凉 殿に て 作文 有リ しに 所貴是 賢才と 云 ふ 題に て 云々) この 時の 事 は 日本 紀略 及び 大鏡褢 書に よ 

るに、 寬弘 I： 年 四月 廿 五日に 一 倏院 皇居に 於て 行 はれた ので 、「^云、 所贵是 肇才、 王 卿 以下 屬文 之聚 多獻、 题者權 中 

納 言忠輔 卿、 序 者 文章 博士 大江以 言、 講 師東宫 學士大 江 匡衡」 であった。 委しい 事 は 法 成 寺攝政 記に 見 ゆる。 その 時 

の以言 の 序と 詩と 中 書 王の 詩と は 本朝 麗 藻に 載せて ぁリ、 序 は 又 本朝 文粹 にも 見 ゆる。 さて こ  >, に 「お 親王： ^殿し 給 

ひし 日」 と 有る を 「殿上に 昇る こと を 許さる >r こと」 と解釋 した 本が 多い が、 親王に 昇殿 を 許さる ると か 許されな いと 

かいふ こと は古來 聞かない 所で ある。 臣下の 昇殿と いふの は 普 迎^お 殿の 殿上 間に 出入す る こと をい ふので、 三位 以 

上の 人 は當然 であるが、 その 以下の 人 は 侍臣と して 勅許が あって、 はじめて それが 出來 るので、 これ を！ ^ 殿 を 許さる 

ると いふので ある。 親王が 昇殿 を 許されねば 殿上 間に 出入す る ことが 出來 ぬと いふ 事 は 無い 箬 である。 これ はた 14、 こ 

の 親王が 宮中に 參り； 大機を 奉伺 せられた 日と いふ だけの 事で ある 。淸凉 殿 は 天皇 常の 御座所と なって ゐ た殿舍 である。 

作文と いふの は當 時で は 詩 を 作る ことで ある o( 文と いふの は 韻 を踐ん だもの を いふ) 「韻 を 探る」 とい ふ は 古詩 を 一 句 書 

き、 それ を 一 字 づ  に 切りて それ を 丸めて 器に 入れ、 (此顷 は 土器に 入れたり) それ を 各 一 づ  >, とりて、 取り {ぉ りたる 

字 を 詩の 韻に ふみて 作る をい ふ。 當時 音に て 「たん ゐん」 とも 云った。 本朝 麗藻 によると、 親王 は r^l 字 を、 以- 一一：： 

は 「藤」 字 を 採り 得た と 見 ゆる。 

(中 殿の 作文と 云 ふ 事 云々) 中 殿 は淸凉 殿の こと、 淸凉 殿に ての 作詩の 會 である。 が、 これ は 時の 儀式^の 作文の 會の事 

を 云った ので ある。 

(此 親王の i ためなる ベ し) こ. の 時の 作文の 會 はこの 親王の 爲に 催された ので あらう とい ふこと である。 法 成 寺 政 記 を 

見れば 啧の會 であって、 その 臣下の 上座 は實 にこの 親王で あり、 その 題 は 結局 はこの 親王 を 賞 讚した のと 見 ゆる。 

(凡そ 諸道に 明かに) 荣花 物語に この 宫の事 を 叙して 「中 務の宫 の 御 心 もち ひな ど、 世の常に なべて にお はし まさず、 い 

ろじう 御 才力 I こうお はする 餘 りに 陰陽道 も 醫師の 方 も 萬に あさましき までたら はせ 耠 へり。 作文 和馱 などの 卞、 世 

に 勝れ めでたう おはします。 心に く  はづ かしき 事 限な くお はします」 とい ふ o 又 

(佛 法の 方 まても くらから ざリ ける とぞ) この 事 は榮花 物語に 見 ゆる。 即ち この 親王 出家せ むとの 御 本意が 在った。 けれ 

と 1 倏 天皇が その 膂才を 愛せられて、 儀式 節會 などに は 親王の 參 入す， る こと を 促さる る 程であった から、： a,: 論 出家 をキ 
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されなかった ので あらう。 それで 佛敎の 方面に も弘決 外典 鈔の 如き 大な 著書が あって その 造詣 を 見る ことが 出來 る。 

(昔よ リ 源氏 多かリ しか ども 云々) 源氏の 事 は 次に いふ。 多くの 源氏のう ちで 代々 相つ いで 尊貴の 家 を だ もち 大臣 以上に 

至る 家 は この 具 平 親王の 子孫 だけで ある。 この 事 は 上に も 云った。 


「定」 のド 底本 

「爲」 字 あり。 

他^ 本に より 

て刨 る。 


タン ジ 


ナ が 


オボ シメ 


ワウ ジ 


ワウ ソン 


： ■  J  -/  -.  J/  X  >  T>f  ^ ミ  ,5  - ンャゥ  タマ 

源氏と 云 ふ 事 は 嵯峨の 御門 世の つ ひえ を 思 召して、 皇子- 皇孫に 姓 を 給 

ジン シン  タマ  スナ ハミ コ  ゲン -ジ  シャゥ タマ  クワン ム  ミ n 

ひて、 人臣と なし 給 ふ。 則ち 御子 あまた 源氏の 姓 を 給 はる。 桓武の 御子 

カツ ラ パラ  シン ワウ  ナン タカ ムネ  タヒラ ，ン ャゥ タマ  ヘイ ゼィ  ミ コア ホ シン ワウ  ナン 

葛 原の 親王の 男、 高楝、 平の 姓 を 給 はる。 平 城の 御子 阿保 親王の 男 

ヒラ チリ t ラ トウ ァリ ハラ  -レヤ ウタ マ  コト  コ ノノチ  n ト  コレ  タマ タマ ギナリ 

平、 業 平等 在 原 の 姓 を 給 は る 事も此 後の 事 なれ ど も、. 是は適 の 儀 也。 弘仁 

ィ ゴ  ダイ ダイ  オン ノチ  ミナ ミナ モト シャゥ  タマ  ナリ  シン ワウ  セン ジ  カウ プ  ヒト  サイ フ サイ 

以後、 代々 の 御 後 は 皆 源の 姓 を 給 はる 也。 親王の 宣旨を 蒙る 人は才 不才 

に 依らず、 國々 に封戶 なんど 立てられて、 世の 費な りし かば、 人臣に 連 

ミヤ ッ 力へ モノ マ ナビ  テ ゥェゥ  カナ  ゥッハ  シタガ  ショウ、 ンン  オン ォキテ 

ね、 官 し學 して、 朝 要に 叶 ひ、 器に 隨ひ、 昇進すべき 御锭 なるべし。 

らャゥ  タマ  JJ ト. デキ  -ン斗  ジョ  .7-  -K ン  I  f 

姓 を 給 はる 人 は 直に 四 位に 叙す 


ユキ 

1 了 

,ィ 
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0$ 當 君の は 三位なる べしと 云 ふ。 

p  ^"  -  J  ョョ  ァヒダ - ンャゥ  タマ  ヒト  ヒャ クジフ ョ ユン 

ri きば？ 5jg 。も 雄^ | は 1^ 。卿 かくて 代々 の 間、 姓 を 給 ひし 人、 百 十餘人 もや 

^  o シカ  タ リウ  ゲン ジ  ダイ ジン ィ - ンャゥ イタ  二 ダイ  サ ゥゾク  tk- 

有りけ む 然れ ども、 他流の 源氏、 大臣 以上に 至りて 二 代と 相續 する 人 
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む C 


r 教」 底本 「敢」 

に 作る。 他 諸 

本 LLi リ^ 改 

「卿」 底本 脫 

す。 他 諸 本に 
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皇」 底本 「王」 

に 作る。 他 諸 

本に よりて 改 

む o 

「せ」 底本 「也」 


サ ザ 


- ンヤゥ 


の 今まで 聞えぬ こそい かなる 故な ちん ビぉ ぼつ かなけれ。 嗟哦の 御子 姓 

O 

タマ  ヒトュ ジフ イチ ニン  コノ ゥチ  ダイ ジン  ノボ  t ト  トキ ハ サ ダイ ジン  マコト  サ ダイ ジン 

を 給 はる 人 二十 一人、 此中、 大臣に 昇る 人、 常の 左大臣 聽大、 信の 左大臣、 

トホ ル  サ ダイ ジ ン  ユン メイ  ミコ  -レ ャゥ  タマ  ヒトジ フ サン ュ ン  ダイ ジ ン  ノボ  t ト  すホ シ 

融の 左大臣。 仁 明の 御子に、 姓 を 給 はる 人 十三 人、 大臣に 昇る 人、 多の 


ゥ タイ ジ ン 


モン 


シャゥ タマ 


ジ フ 二 ュ ン 


5?- ィ ジン 


.ぉ 


ヒカル  ゥ ダイ ジン 

右大臣、 光の 右大臣 聽大。 文德の 御子に、 姓 を 給 はる 人 十二 人、 大臣に 昇 

ヒト  ヨシ ァリ  ゥ ダイ ジン  セ イワ  ミ 3  -ン ャゥ  タマ  ヒトジ フヨ ニン  ダイ ジン  ノボ 

る 人、 能 有の 右大臣 | 大。 淸 和の 御子に 姓 を 給 はる 人 十四 人、 大臣に 昇る 

ヒト  ジフ セィ  ヤン スヱ  サネ トモ  ゥ ダイ ジン  ャ ゥゼィ  ミ コ  * ンャゥ  タマ  ヒト サン 

人、 十 世の 御 末に 實 朝の 右大臣 、^ま f。 陽 成の 御子に 姓 を 給 はる 人 三 

ュ ン  ク ワウ カウ  ミ コ  シ ャゥ  タマ  ヒト ジフゴ ユン  ウタ  オン マ ゴ  ，ン ャゥ タ マ  ダイ ジ ン 

人。 光孝の 御子に 姓 を 給 はる 尺 十五 人。 宇多の 御 孫に 姓 を 給 はりて 大臣 

ノボ  ヒト  マサ ノブ  サ ダイ ジン  ミゲ ノブ  サ タイ ジン  汝& ダイ ゴ  i  n  シャゥ タマ 

に 昇る 人、 雅 信の 左大臣、 重 信の 左大臣。"^ ^ ま 醍醐の 御子に 姓 を 給 は 

ヒト  一一 ジ フ - 一 ン  タイ ジン  ノボ  ヒト  タカ アキラ  サ ダイ ジ ン  カネ アキラ  サ ダイ ン ジ 

る 人、 二十 人。 大臣に 昇る 人、 高 明の 左大臣 I 大、 兼 明の 左大臣 lif^;: 

コ ノノチ  ワウ * シ  シャ ウタ マ  コト  タ  〔. ゥヅン  アマ タ  -ーン タイ ジ ン 

。此後 は 皇子の 姓 を 給 ふ 事は絕 えに たり。 皇孫に は數 あり。 任 大臣 を 

ホン  シル  ョ  コ トゴト  チカ  ゴ サン .1 プゥ  オン マゴ  ァリ ヒト  サ ダイ ジン 

本と 注す に 依りて 悉くの せず。 近く は 後 三 條の御 孫に 有 仁の 左大臣 賺は贿 

^人ぜ に 二世の 源， 氏に て 大臣に 昇れり。 かや 
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タマ タマ ダ イジ ン  イタ 

りに 適 大臣に 至りても 
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本に よりて 改 

む C 


「多くて」 底 

本 「多き」 に 作 

る。 他 諸 本に 

よりて 改 む。 


マレ ナリ 


マサノ フ 


何れ か 二 代 ^相續 ける。 ほと ほと 納言 以上に て傳 はれる だに 希 也。 雅信 

c 〇 O  o 

ダイ ジン  スヱ  オノ ヅ カラ ナフ ゴン  ノボ  ノコ  タカ アキラ  ダイ ジン  ノチ  シ ダイ ダイ 

の 大臣の 末ぞ 自 納 言まで も 昇りて^ りたる。 高 明の 大臣の 後、 四代大 

十 フゴン  ァ  タ  ュ ヱ  - コトカ  オボ  ク ワウ 

納言 にて 在りし もはやく 絕ぇ にき。 いかにも 故 ある 事 歟と覺 えたり。 皇 

o  o  o 

イン  キ シュ  ィ  ヒ トカゲ  タノ  サイ  ナ  ヒト  ォゴ 

胤の 貴種より 出で ぬる 人 蔭 を 憑み ていさ 才な V！ 無く、 あまさ へ 人に 懦 

モノ  マン  ココ 11 ァ  ジン シン  レイ  タガ  n トァ  クワン ビヤ ゥ 

り、 物に 慢 ずる 心 も 在るべき にや。 人臣の 禮に違 ふ 事 在りぬべし。 寬平 

ギ ヨキ  ゾ ノハシ  ミ  ハべ  チリ  ノチ  ョ クョク カンが  タマ  ク ワウ 

の 御 記に 其 端の 見え 侍りし 也。 後 を も 能々 鑑. みさせ 給 ひける にこ そ。 皇 

イン  マコト タ  コト  コト  ヮガ クニ  力 ミヨ  チカ ヒ  キミ  アマ テラス 

胤 は 誠に 他に 異なるべき 事 なれ ざ、 我國は 神代よ リの 誓に て、 君 は 天 照 

o 

ォホ ミカ ミ i スヱ クュ  シン  アマ ノコ ャネ  オン チが  キミ  タス タテ マツ  ゥッハ 

太 神の 御末國 をた もち、 臣は天 兒屋の 御 流れ 君 を 助け 奉る ベ き 器と たれ 

ゲン ジ  • ィ  ジン シン ナリ  トク  コゥ  カウ クワン  ノボ 

り。 源氏 は あらたに 出で たる 人臣 也。 德も なく 功 もな く 高官に 昇りて、 

ヒト  テゴ  フタ ハ， ンラ  オン  ァ  コト  ナカ ナカ  シャゥ n  ワウ ジ 

人に 懾 らば、 二 神の 御と がめ 在りぬべき 事ぞ かし。 中々、 上古に は 皇子 

ワウ ソン ォホ  ショ 3 ク  ホウ  -ン ャゥ シャゥ  -I ン  シ ユウ， ジン テン ワウ ジフ ネン  ハジ 

皇孫 多くて 諸國 にも 封ぜ られ、 將相 にも 任ぜられき。 崇神 天皇 十 年に 始 

o  o  o 

ョ タリ  シャ ゥグン  ニン  シ ダウ  ッカハ  ミナ コレ ク ワウ ゾクナ y  ケィ カウ テン ワウ ゴ ジフ イチ 

めて 四 人の 將軍を 任じて 四 道へ 遣され しも 皆是 皇族 也。 景行 天皇 五十 一 


「仕」 底本 「任」 

に 作る は な 

り。 白 本に よ 


る- 


「列」 底本 「烈， - 

に 作る。 他 諸 

本に よる。 

「しに 一の 「に」 

底本な し。 白 

本に よる。 

「恥ぢ ず」 底本 

「 ヌ 」 に 作る。 

涛家本 に よ 

る o 

「にし」 底本 

「 ヲ」 に 作る 0 

他 諸 本に よ 

る o 


ネン ハ ジ 


トウ リヤゥ 


タケ ゥ チノ ス. 


ワウ サン ネン 


ダイ ジ ン 


年始め て楝 梁の 臣を 置きて 武內 宿禰を 任ず。 成務 天皇 三年に 大臣と す。 ， 

ロク ダイ  テゥ  ヅカ  i ッセィ  コノ ダイ ジン  カウ ゲン  ソゥ ソン  シカ 

。是に 六 代の 朝に 仕へ て 執政たり。 此 大臣 も 孝 元の 曾孫な リき。 然れど 

タイ， ンョク クワン ゥデ  チウ ジン コゥ マツリ ゴト セッ •  モハ  フサ  ゥッハ 

も 大織冠 氏 を さかや かし、 忠仁公 政を攝 せられし より 專ら 輔佐の 器と し 

タチ 力  <  力 ミヨ  ィゥ ケィ  ナ  カン ヰン  ダイ ジン フユ ッゲ  ゥデ  オト 口 

て立歸 り、 神代の 幽契の ままに 成りぬ るに や。 閑院の 大臣 冬嗣、 氏の 衰 

コト  十. ゲ  ゼン  コゥ  カサ  カミ  イノ  ホトケ  キ 

へたる 事 を 歎きて 善 をつ み、 功 を 重ね、 神に 祈り、 佛に歸 せられけ る 

ソノ シルシ  ァ ヒクハ  ハべ  コノ シン ワウ  マコト サイ  タカ  トク 

其、 驗も相 加 はり 侍り けんかし。 此 親王 ぞ 誠に 才も 高く 德も おはしけ るに 

ソノ  n モロ フサ ャゥ タマ ハ  ジン シン  レジ  サイ ゲ イイ-了 ンへ ハ  メイ パゥ ョ  キコ 

や。 其 子 師房姓 を 給り て 人臣に 列せられ しに ォ藝 古に 恥ぢ ず、 名望 世に 聞 

〇  o  o  o 

ジフ シチ サイ  ナフ ゴン  ニン  ス ジフ ネン  ァヒダ テゥ ティ  コ -ジッ  レン  ダイ ジン タイ シャゥ 

え あり。 十七 歳に て納 言に 任じ、 數十 年の 間 朝廷の 故 實に練 じ、 大臣 大將 

ノボ  ケ ンシャ  ョ" ヒ  シン ワウ  ムス メギシ  -ーョ ワウ  ゥヂ  クワン 

に 上りて 懸 車の 齢まで つかう まつらる。 親王の 女祗 子の 女王 は 宇治の 關 

パク  シ ツナ リ  ョ  コノ ダイ ジン  カノ クワン パク  コ  • タマ  トウ ジ-  カス 

白の 室 也。 W りて 此 大臣 をば 彼關 白の 子に し 給 ひて、 藤氏に か はらず、 春 

〇 o 

ガノ ヤシ r.  マ タヤ ガミ ダウ  ヅ クヂョ  ァヒカ 

日 社に もま ゐ りつ かう まつ ら れけリ ビぞ。 又鑣て 御堂の 息女に 相 嫁 せら 

シ ソン  ミナ カノ グ ワイ ゾン チリ  コノュ ヱ  ミ 一 ダウ ゥ ヂ  トホソ オヤ  ゴト  ォモ 

れ しかば、 ， 子孫 も 皆 彼 外孫 也。 此 故に 御堂 宇治 をば 遠祖の 如くに 思へ り。 
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「と」 底本 「ヲ」 

とす。 他 諸 本 

に よる o 


コノ カタ ヮ カン 


ケィ コ 


ホウ コ ク 


チウ セッ 


サキ 


マシメ 


それより 此方 和漢の 稽古 を宗 とし、 報國の 忠節 を 前と する 誡 あるに 依 リ 

コノ イチ リウ  タ  ジフ ョ ダイ  オヨ  ソノ ナカ  カウ セキ ウタが  テ 

てゃ此 一流の み絕 えずして、 十餘 代に 及 ベリ。 其 中に も 行迹疑 はしく 貞 

セ ツォロ ソカ  タグ ヒ オノ ヅ カラ オト P  アト  キヤウ コゥ  ィ  ッッシ  ォモ  タマ 

節 疎なる 類 は 自 衰 へて 跡な きも あり， 向後と 云 ふと も 臈み思 ひ 袷 ふべ 

〇 

コ ト ナリ  ォホ カタ テン ワウ  オン コト -ンル タテ マ ッ  ナカ  トウ .ジ  ォコ  トコ ロド コロ マテ  ハく 

き 事 也 大方 天皇の 御 事 を 注し 奉る 中に 藤氏の 起り は 所々 に 申し 侍りぬ。 

i ナ モト け ガレ ヒけ  ナ  ゥへ  シャゥ 口  フ  イツ タン  コ np ザ  シル  へべ  ナリ 

源の 流 も 久しく 成りぬ る 上に 正路 を 踏むべき 一 端 を 志して、 注し 侍る 也。 

キミ  ^ラ カメ  ナガ レヒト トホ 1  ジフ ミチ ダイ  -  タマ  シモ  コノ オン スヱ  ゲン ジ 

君 も 村 上の 御 流 一 通に て 十七 代に ならしめ 給 ふ。 下 も此御 末の 源氏 こそ 

ァヒ ツ^  タダ コノ キミ トク  スグ  タマ  ュヱ  ョ キヤウ ァ  力  ァフ 

相傳 はり たれば、 只此 君の 德の 勝れ 給 ひける 故に 餘慶 在る 歟と こそ 仰ぎ 

マテ  ハべ 

申し 侍れ。 


(源氏と 云 ふ 事 は 嗟娥の 御門 云々) 凡そ わが 皇室に は 姓と か 苗字と か 云 ふ ものが な い。 從 つて 皇族に も 苗字が 無い。 これ は 

わが 皇室が、 絕對 的尊餱 であって、 一度 も相對 的の 地位に 下られた 事が 無い とい ふ 偉大な 事實 の證徵 で、 最も 貴む ベ 

き點 である。 そこで、 皇胤で ももし 臣籍に 下らる ると 姓と か 苗字と か を 賜 はる。 これ は 同列の 臣 K が多數 であるから 

それと 相對 的に 區別を 立つ る爲 である。 さて わが 阜； 室の 貴種から 臣籍に 下られた 方 は、 古來 頗る 多くて、 それ，^ 姓 

とか 苗字と か を 賜 は つたので あるが、 今 こ  に 論ずる ところ は 源氏で ある。 源氏 は嵯峨 天^が 弘仁 五^八 月に 勅 あり 

て 諸 皇子の 未だ 親王たら ざる 者に 皆 源 朝臣 を 賜 は つた 事から はじまる 0 である。 (新撰 姓氏 錄に見 ゆる) この 源氏と い 

； i 氏の 名義 は 皇室と 源 を 同じう する 意で あつ て、 支那の 北魏に 例が ある。 恐らく は その 意に よられた の であらう。 こ の 


やうな 所 置 を嵯峨 天皇が とられた の は 皇族に 供給 せらる、 費用が 多大な の を 思 召しての 事で ある。 こ の a 'は 下に 少し 

く說 明が ある。 この 時に 源氏に なられた 方 は 新撰 姓氏 錄には 八 人で あるが、 それから 次々 に 源氏に なられた 方が あつ 

たと 見え • 皇胤 紹運錄 では 男女 あはせ て 三十 二人で ある。 

(桓武 の 御子 葛 原 親王の 男 高 棟、 平の 姓 を 給 はる) これ は 天 長 二 年 七月に 葛 原 親王が 上表して、 その子 息の 王號を 捨てむ 

と 請 はれた ので 許されて、 高楝 王に 平 韧臣の 姓 を 賜 はった。 しかし、 後 K 榮 えた 平氏 は高楝 王の 弟 高見 王の 後で ある 

が、 これ は 後れて、 寬平 元年 五月 十三 日に 高見 王の 子、 高 望 等 五 人に 平 朝臣の 姓 を 賜 はった ので ある。 平 姓 はこの 外 

に、 萬 多 親王の 孫、. 住 世、 仲 野 親王の 孫、 好 風、 安興 等に も 賜 はった。 - いづれ も桓武 天皇の 御 末で ある。 これ は桓武 夭 

皇の 定められた、 平の 京の 名に 因んで 制せられ たもので あらう。 

(平 城の 御子 阿保 親王の 男 行 平、 業 平等 在 原の 姓 を 云々) この 人々 の 在 原の 姓 を 賜 はった の は 天 長 三年であった。 それで、 

源氏 以外の 姓 を 賜 はるの は、 いづれ も嵯峨 天皇 以後の 事で も あり、 又た まくの 事で あると いふので、 次の 源氏の 說 

明に うつ る。 

(弘仁 以後、 代々 の 御 後 は 皆 源の 姓 を 給 はる 也) これ は 源と いふ 姓が、 尊貴の 家柄 を 示す に 適した から 世に 歡迎 せられた 

からで も あらう o その 代々 の 源氏の 事 は 下に 說 いて ある。 

(親王の 宜旨を 蒙る 人は才 不才に 依らず 國々 に 封 戸なん さ 立てられて 世の 費な リ しか ぱ) 封 戶とは 令の 制に 親王、 大臣、 

大納言、 三位 以上に その 官位に 對 して 一定 額の 曰邑を 給して、 そこより 出す 庸調を 袷 せらる、 をい ふ。 その 額 は 親王 

の 一品 は 八 百戶、 二 品 は 六 百戶、 三 品 は 四百 戶、 四 品 は 三百 戸で ある。 又无 品の 親王に は 封 二百 戶を賜 ふとい ふ 規定 

が、 大同 四 年に 制せられた。 この 外に 又 位田の 制が あって、 親王 及び 五位 已 上に それぐ 一定 額の ra を 賜 はり、 それ 

から 出す 租を耠 はる。 親王の は 一 品 八十 町. 二 品 六十 町， 三 品 五十 町. TO: 品 四十 町で ある。 それ故に 親王の 數の 多い 時 

に は その 供給が 然るべき 多額に 上る 譯 である。 それ故に はじめは 皇子 女 はすべ て 親王 內親 王で あつたが、 次第に 財 敉 

上の 顧慮が 行 はれて 宣下がなくて は 親王と 稱 せられぬ やうに もな つた" それ は 一 半 は 財政 上の 斑 山に^ づ くこと は^ 

はれない。 嵯峨 天皇の やうに 皇子 女が 多く まします 場合に その 方々 にす ベ て 親王 內 親王と しての 待遇 を せらる るの は 

困難であった 爲に大 英斷を 以て、 源と いふ 榮號 を與へ て 臣籍に 下し、 以て 財政 上の 破綻 を 起さぬ やうに せられた ので 

あらう o 

卷三 村 上 天皇  三 八 三 


神 a 正 tt 記述 義   三 八 四   

(人臣に 連ね) 皇子 皇孫 も 一 且 人臣と なられた 後 は、 多少の 優遇 はもと より 在っても、 1 般の 臣下と 取扱 上大 なる 違 は 出 

來 なくなる。 そこで 才器に よるより 外、 昇進の^ が 無い 事になる。 

(官し ® して、 朝 要に 叶 ひ、 器に 隨 ひて 昇進すべき 御捉 なるべし) これ は 一般 臣下の 官途に つく 規定に 從 はする やうに せ 

られ たといん ので あらう。 要するに これ は 考課 令の 精祌 によりて 考 ふれば 明かで ある。 考課と いふ こと は考と 課と で 

あるが、 考 とは官 して ある もの 、功過 を 考察す る ことで ある。 課と いふの は その 人の 學才 伎能 を 課^す る ことで ある。 

官 して 朝 要に 叶へば、 一定の 规制 によりて 昇進. の途が あり、 その 人の 學才 伎能が、 その 器に 適すれば、 相當 の^に 進 

めら るるの が、 考課 令の 本旨で ある。 こ に 朝 要に 叶 ひとい ふ は 朝政の 要務に たづ さはる に 適する こと を いふ。 

(姓 を 給 はる 人 は 直に 四 位に 叙す 云々) 皇子 皇孫で 姓を耠 はる 人 は 直に 四 位に 叙 せら るるとい ふ 內规が 在った。 その 赏例 

は嵯峨 天. ひ； 以後で、 その 前に は 五位に 叙 せらる る。 又 その 皇子が 當 代の 天皇の 御子で あれば、 直ちに 三位に 叙 せらる 

ると いふ 內规 があった とい ふ 事で ある。 しかし その 例 は 希で ある。 嵯峨 天皇の 御子 源 定が无 位が 直ちに 從 三位に 叙せ 

られた 事が ある。 この 人 は 天 長 五 年に 源 朝臣の 姓 を 賜 はり、 天 長 九 年に はじめて 從 三位に 叙し 美 作 守に 任ぜられた。 

それが 元の^ 子で 直ちに 三位に 叙せられ た 例で ある。 しかし これ は淳和 天皇の 御世の 事で あるから 當 代の 皇子の 例に 

はならぬ。 四 位に 叙せられ た 例 は、 嵯峨の 御子 源 信が 天 長 二 年に はじめて 從四位 上に 叙せられ、 同じ 源 常が、 天 長 五 

年に はじめて 從 四 位下に 叙せられ たな どで ある。 

(かくて 代々 の 間 姓 を 給 ひし 人 百 十餘人 もや 有リ けむ) 嵯峨 天皇 以後 歴代の 天皇の 皇子 皇孫で 姓を耠 はって 臣下に なった 

人が 百 十 人 以上で ある、 とい ふので あるが、 その 著しい 人々 を 下に あげて ある。 今 その 天皇の 方から 見る と、 旣に前 

にいった 桓武、 卒城、 嵯峨の 次に は淳 和、 仁 明、 文德、 淸和、 陽 成、 光孝、 宇多、 醍醐、 村 上、 阒融、 花 山、 三倐、 

後ョ條 までが 著しく、 白 河 以後 は 多く 僧侶と ならる る惯 例が 生じた。 

(然れ ども 他流の 源氏、 大臣 以上に 至 リてニ 代と 相 綾す る 人の 今 まて 聞えぬ こそ 云々) 他流の 源氏と いふの はこの 具 平 親 

王の 血統 以外の 源氏 をい ふ。 こ \ に いふ やうに、 如何にも 二 代 以上つ 2- いて 大臣に なった 例 を 見ない。 著者 は それが 

何故で あるか、 その 理由 を 推測す る ことが 困難で あると いふ。 

(嵯 蛾の 御子 姓 を 給 はる 入 二十 一人 云々) これ は 男子 だけ をかぞ へた もので あらう が、 皇胤 轺運錄 では 十七 人で ある。 源 

常^ 嵯峨 天皇の 笫三 子で、 仁 明 天皇の 承 和 十三 年に 左大臣に 任じ、 左 近 衞大將 を 兼ね、 文德； 大&の 仁^ 四 年に 在れの 


ま  >.薨 じた。 源 信 は嗟峨 天皇の 第 一 子で、 文德 天皇の 齊衡 W 华に 左大臣に 任じ、 淸和 天皇の^ 觀十 年に 在^の ま&薨 

じた。 源 融は嵯 峨天皇 の 第 十二 子で、 良觀 十四^-に "左大臣に 任じ、 宇多 天皇の 宽平七 年に 在官の ま、 薨 じた。 

(仁 明の 御子に 姓 を 給 はる 人 十一 二人 云々) これ は 何に よった ので あるか わからぬ。 皇胤^ S 錄 では、 多 、冷、 光、 効、 ^の 

五 人の 外に、 貞、 登 をかぞ ふるだけ である。 源 多 は 仁 明 第一 の 源氏で、 陽 成 天皇の 元痠六 年に 右大臣に 任じ、 左 近衛 大 

將を 兼ね、 宇多 天皇の 仁 和 W 年に 在官の ま 薨 じた。 源 光 は 仁 明 第三の 源氏で、 延喜 元华に 右大臣に 任じ 延喜六 年に 

右近 衞大將 を 兼ね、 延喜九 年に 兼 左 近 衞大將 にう つり、 延喜 十三 年に 在官の ま、 薨 じた。 

(文惠 の 御子に 姓 を 絵 はる 人 十 1 一人 云々) これ は 皇胤 轺運錄 に 男子 は 八. < だけ のす る。 女子 を 加 ふれば 十五 人になる か 

ら、 これ も その 據を 知らぬ。 源 能 有 は文德 天皇 第一 の 皇子で、 宽平八 年に 右大臣 兼 左近衞 大将に 任じ、 翌年 藉 じた。 

(涛 s の 御子に 姓 を 給 はる 人 十四 人 云々) 皇胤 轺運錄 によると、 四 人 だけで ある。 これ も據を 知らぬ。 この 中には 大ほに 

II!*- つた 人 は 一 人 も 無い。 淸 和の 御 孫で、 源氏に なった 人 は 頗る 多い。 しかし、 大臣に 昇る やうな 事が 無く、 多い 子お 

のうちで 嫌 倉の 右大臣 實朝 1 人 だけが 大臣に なった。 實朝は 

淸 和—. M 純 —經 基— 滿仲 I 賴信— 賴義— 義家 I 爲義— 義朝— 賴朝 —實朝 

とい ふ 系統になる。 實朝 は順德 天皇の 建 保 六 年に 右大臣に 任じ 左 近 衞大將 を 兼ね、 建 保 七 年に 薨 じた。 

(湯 或の 御子に 姓 を 給 はる 人 III 人) これ は 諸 書に 傳へ てゐる 所が 一 致して ゐる。 そのうち 最も E 升 進した の は源淸 ^で 大納 

言まで なつ た。 

(光孝の 御子に 姓 を 給 はる 人 十三 人) これ は 皇胤 轺運錄 によると、 源氏が 男子 十五 人、 女子 二十 人、 滋水 氏が 一 人で ある。 

そのうち 最も 昇進した の が 大納言 源貞忸 である。 

(宇多の 御 孫に 姓 を 給 はリて 大臣に 昇る 人 云々) 宇多 天皇の 御子で 源氏と なった の は 女子 二人 だけで ある。 御 孫で 源氏に 

なった の は、 齊世 親王の 子に 二人、 敦慶 親王の 子に 二人、 敦固 親王の 子に 二人、 敦贲 親王の 子に 三人 ある。 源 难信は 

敦^ 親王の 一一 一男で、 圓融 天皇の 貞元 三年に 左大臣に 任じ、 一條 天皇の 正曆 四 年まで 官に 在って その 年薨 じた。 源 直 信 

は敦實 親王の 四 男で、 正 藤 五 年に 左大臣に 任じ、 正曆六 年に 薨 じた。 

. (醛醐 の 御子に 姓 を 給 はる 人 二十 人 云々) これ は 皇胤 紹運錄 に、 男子 I： 人 女子 二人 見 ゆる だけで ある。 これに * 明 親王 を 

加へ て も 男子 五 人で ある。 本書の 二十 人 は 誤で あらう。 源 高 明 は醜醐 天皇 笫 一 の 源氏で、 村 上天. M の康保 M 年に 左 穴 
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E に 任じ、 左 近 衞大將 を 兼ね、 冷^ 天皇の 安和 二 年に 太宰權 帥に 左遷 せられた。 源 兼 明 は 醍醐 天皇の 第二の 源氏で ある。 

阒融 H 八& の： 大祿ニ 年に 左大臣に 任ぜられ、 賢明の 聞が 在った。 藤 原 氏 は 之 を 忌んで、 貞元ニ 年に 奏して • 別 勅 を 以て 親 

王と なし、 左大臣の {R を 免じ、 後、 中務 卿に 任ぜられた。 これが 前 中 書 王で ある。 

(此 後は垦 子の 姓 を 給 ふ 事は絕 えに たリソ 朱 雀 天皇に は 御子な く、 村 上 天皇 以後に は 皇子に 姓 を 耠ふ事 は 絶えた。 

(皇孫に は教 ぁリ) これ も 前に 云った やうに 後 n 一條 天皇の 御 孫までで. 後 は 極め て 稀に なった。 

(任 大臣 を 本と 注す に 依リて 悉くの せず) 今 こ \ に は 大臣に 任ぜられた 例 を あぐる のが 本旨で あるから、 その 皇孫 賜 姓の 

例 は 1 々のせない とい ふので ある。 卽ち、 それらの 源氏に 大臣に 任じた 人が 無い から 載せぬ ので ある。 

(近く は 後一 一 一條の 御 孫に 有 仁の 左大臣 云々) これ は 後 n 一條 天皇の 第三 皇子 輔仁 親王の 男で、 鳥 羽 天皇の 元 永 二 年に 源氏の 

姓 を 賜 はり、 直ちに 從 三位に 叙した のであって、 左大臣に は崇德 天皇の 保延ニ 年に 任じ、 左 近 衞大將 を 兼ね、 近衞^ 

皇の久 安三 年に 痫 により 辭 職した。 花阖 左大臣と て 名高い 人で ある。 

(かやう に 適 大臣に 至 リても 何れ か 二 代と 相績 ける) 具 平 親王の 流 以外の 源氏で、 大臣に なった 人 も 無いで はない が、 そ 

れも 父子 二 代と 績 いて 大臣に 任ぜられた 例 を 見な いとい ふので ある。 

(ほと ほと 納言 以上に て傳 はれる だに 希 也) 納言 以上と いふの は 大納言、 中納言 をい ふ。 少納言 は 名 は 似て ゐ るが 性質の 

違った 官 である。 大納言 は 太 政官の 次官と して 大臣に 次 いだ 重職で ある。 大臣に なれぬならば 大中納 言になる 方 は ど 

うかと いふに、 それ も 代々 っ^いて なるとい ふ 事 は 殆ど 稀で あると いふ。 その 例 を 次に 示して ゐる。 

(雅 信の 大臣の 末 ぞ自納 言 まても 昇リ て殘リ たる) 上に 云った 宇多 源氏の 左大臣 源雅 信の 一 流が 大中納 一一 一一" でつ ぐ いて ゐる 

とい ふ。 それ は 綾小路 家の 事で ある。 綾小路 家は雅 信の 子 時 中を祖 とする が、 その 系統 は 

寺 中大： §2 齊政 S 位 資通從 一一 位參議 攻長民 S1® 有賢宮 內© 资賢大 is 

赘 賢の 子に 通 家と 時 置と あって、 二流に 分れ、 通 家 は 「佐々 木 野」 と 家名 を稱 へたが、 その 孫 は 承久の 難に 殉 じた 權 

中納 言有骓 であり、 時 賢の 子 は 權中納 言有资 で、 その子 信 有 も 櫂中納 言であった。 それ 故 * この 家 は この 筆者の 時まで、 

納 言に 到る 家と して 存 した。 

(高 明の 大臣の 後、 四 代 大納言に て 在リし もはやく 絕ぇ にき) 上の 事實は 次の 通りで ある。 


髙明 I 俊賢^ I 顯基 資辆 * き 一 e  - 

—隆國 sf- 隆佼 *gs 

厂佼 明大 警 

(いかにも 故 ある 事 撖と暨 えた リ し 他流の 源氏が、 かくの 如きのに、 この 流の み茱 えて ゐ るの は 何か^き^. 2 の 在る 事 だ 

らうと E=3 はるる と いふ o 

(皇胤の 貴種よ リ出 てぬる 人) 天皇の 御 血統と いふ 貴き 種族から 出た 人と いふ こと。 

(蔭 を 憑み て) 蔭と は 父祖の 威光に よりて 特殊の 取扱 を受 くる こと をい ふ。 令の 制度に は 蔭 位の 制度が あって、 親王 及び 

三位 以上の 子孫 五位 以上の 子に それ，^ 叙位の 规定 があって これ を 蔭 位と 云った。 これで 位 をお る 人 を 蔭 子 蔭 孫と も 

云った ので ある。 それ 故 皇胤に は臣 族と なっても この 蔭の 殊遇 は 在った ので ある。 

(いと 才な さも 無く) さほど 學才 もなくて 高位に 上る と いふ こと は 蔭 子 蔭 孫に はありうる 事で ある。 

(あまさ へ 人に 懾リ 物に する 心 も 在る べきに や 云々 ソ その 殊遇に 馴れて 人に おご り 自慢す る 心 も 起り おき 事で あるから 

往々 さやう の 事 も 在る であらう とい ふ。 從 つて その 僑慢の 結果、 動もすれば 人臣の 禮に違 ふ 事 も在リ がちで あらう ど 

いふ o 

(寛 平の 御 記に 其 喘の 見え 侍 リじ也 云々) 寬 平の 御 記 は 宇多 天皇の 御 日記であって、 十卷 あった ものであるが、 今 口 は 僅 

に その 逸文 を 見る だけで ある。 しかし、 花園 院宸 記に 御覽の 事が あるから、 著者の 當 時には 存 したので ある。 今 こ > - 

に 記す 事の 文 は 知られぬ が、 こ- - にか やうに 云って ある 以上 その 事 は 必ず 記して あった もので あらう。 その 趣 ほ は 後 

來 上に 述べた やうな 事が 起る とい ふ 事が あるか も 知れぬ と 思 召して その 1 端 を 記し 誡め てお かれた もので あらう。 

(說) これから 著者の 意見で ある。 さて 

(皇胤 は 誠に 他に 異なるべき 事 なれ ど 云々) とい ふ は 天皇の 血統より 出た 人々 は 世間から は 他に 異なる 待遇 も あり、 .E 分 

も 亦 他に 異なる 心がけが あるべき 事 だが、 しかし わが 國は 天照大神の 御 血統が 國 のお 主と なり、 天兒展 命の 血統が 天 & 

を 助け 奉るべき 誓が 神代に あって、 その 誓の 如く 攝政關 白と して 天^ を 輔佐し 奉る こと \ なった とい ふので ある。 そ 

れ 故に 皇胤と いへ ども、 この 點は藤 原 氏に 譲らねば ならぬ とい ふ 趣 a: であらう。 しかし、 この 藤氏 執政の 論は赏 時の 

時世と して 止む を 得なかった 言論で あらう が、 古今 を 通じた 公論と は 言 ふべ からぬ ものである。 
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(源氏 は あらたに 出て たる 人臣 也) これ は 如何にも さう である。 皇胤の 貴種と はいへ ども、 人 E として 新な ものであるに 

相違ない。 

(德 もな く 功 もな く. 高官に 昇リて 人に || らは、 二 神の 御と がめ 在リ ぬべき 事ぞ かし) これ は 臣下  となりた る もの- * 一般 

の 心得で ある。 现に 源氏の 一人と して 自ら 貴種な りと 思 ひ、 德も なく、 功 もな く、 高官に 昇りて 人に 僑る 足 利 高 氏の 如 

きもの を 貝て 在る 著者 の 言と して は 痛烈 骨 を さす 槪が ある。 具眼の 者 は その 深意 を 察す  る で あらう。 

(中々) この 語 は 古く は 却っての 意で あるが、 ここ は 後世の 用法で、 勿論と いふ 程の 意味で 用 ゐられ てゐる やうに 思 はるる。 

(上古に は 皇子 皇孫 多くて 諸國 にも 封せられ 將相 にも 任ぜられき) こ >r に いふ 上古 は 大體大 化 改新 頃まで を さす もので あ 

ヮケ 

らう。 ^子が 別と して 各地に 別ち 遣され て これらの 地方 を 統括し、 又 皇族が 諸 國の國 造と して 地方 を 治められた 事 は 

上古に 多い。 又 皇子 皇孫が 將軍 となりて 地方 を 征伐し、 宰相と なりて 中央の 政 を とられた 例 も 極めて 多い ので ある。 

それら は 一 々例 を あぐる ことが 出來ぬ 程で ある。 

(祟 神 天皇 十 年に 始めて 云々) これ は 四道將 軍の 事で。 旣に、 崇神 天皇の 條に 述べ て ある。 

(肇行 天皇 五十一 年始め て楝粱 の臣を 置きて、) これらの 事 も、 上の 景行 天皇、 成務 天皇、 祌功 皇后、 應神 天皇の 倐に兑 ゆる 

が、 武內 ^禰 が^ 行 天皇より 仁德 天皇の 钊 まで 六 代、 (神 功 皇后 も 一代と して かぞ へて ゐる) の 天皇に 仕へ て 執政の 臣 

であった。 この 大臣が 孝 元天蛊 の 曾孫で ある 事 は 上に 注して お いた。 

(說) 以上、 上古で は^ 族が 政治の 要路に 立 たれた 事 を 述べた が、 1 轉 して 近世の 藤 原 氏の 執政に 論及す る。 そこで 

(然れ 公 も) とい ふ 語 を 置いた ので ある。 

(大繊 冠 氏 を さかや か •  し、 忠仁公 政を攝 せられ、 しょ リ專ら 輔佐の 器と して、 立錚リ 神代の 幽契の ままに 成リ ぬるに や) 中 

古と なり、 鵜 原 鎌足が、 その 1 家 を與隆 し、 忠仁 公良 房が 攝 政と なリ てから 又 神代の 幽冥の 御 契約の ままに、 天兒屋 

命の 子孫が、 朝廷 輔佐の 大任 をう くる 事に なった 檬 であると いふ。 

(閑院 の 大臣 冬嗣 云々) これ は 上に 云った 南 圓堂を 建て \ 氏の 衰を 恢復せ うとして 祈った とい ふ傳說 をい ふので あるが、 

その 功 も 藤氏 を榮 かすに 與っ て 功が あった やう だとい ふので ある。 

(說) 以上 藤 原 氏の 隆盛 は 神代の 默契 による 事を說 いて、 一 轉 して 具 平 一 流の 源氏の 滎は 何に よる か を 見ようと する ので- 


ある o 

(此 親王 ぞ 誠に 才も 高く 瑭 もお は * しける にや) 此 親王 は 具 平 親王で あるが、 その 才の 高き こと は 上に 魇々 のべた。 さて 後世 

まで 子孫の 荣 ゆるに は それに 相應 すべ き 德もぁ つ た ので あらう。 而 して その  ぼ德 が 後世 子孫に 及ん たので あらう とレ 

ふので ある。  • 

(其 子 師房姓 を 給リて 人臣に 列せられ しに 云々) 師^ は 具 平 親王の 一 男で 一條 天皇の 寬仁四 年に 十一 歳で 姓 を 賜はリ 

て 大臣に 列し、 侍從に 任ぜられ 萬籙 三年に 十七 歳で 權中納 言に 任じ、 後 1 倏天皇 の 長 元 八 年に 廿六 歳で、 權 大納言に 

轉じ、 後冷泉 天皇の 康平七 年に 右近 衞大將 を かね、 康平八 年に 五十六 歳で 內 大臣に 昇り、 延久 元年に 六十 歳で 右大臣に 

韓じ、 なほ 右近 衞大將 を 兼ね、 白 河 H< 皇の承 保 二 年に 兼 左 近衞大 將に遷 り、 承 保 w 年に 七十 歳で 病に よりて せ を辭し 

たが、 許されず、 薨 ずる 時、 太 政 大臣に 任ぜられた。 納言 大臣の 任に 在る こと 赏に 五十 四 年で ある。 

(懸珐 の齡) は 七十 歲 のこと。 禮記曲 鱧に 「大夫 七十 而致 レ 事」 と あると ころから 七十 歲を 致仕の 歳と いふ。 そこで ね 虎 通 

に 「臣 七十 懸レ車 致 レ仕者 云々 懸レ車 示 レ不レ 用 也」 と あるの をと つて、 七十 歳を懸 舉 の 齢と いふので ある。 即ち 車 を用ゐ 

ずして 懸けて おくのが 懸 車で、 その 懸車 は、 {H や；！ を辭 して 仕へ ぬ こと を 示す ので ある。 

(說) この 人の 才藝に 富みた る 事 は 今 鏡に 見 ゆる。 曰 はく 、「土 御門の 右のお とぐ と 申し  >- は 始めて 源の 姓 得させ 給 ひて 師 

& のおと^と ぞ 聞こえさせ 給 ひき。 御身の ざえ も 高く、 文 作らせた まふ 方 もす ぐれ 給 ひて 云々」 と ある。 又 朝廷の 故 

實 (法令、 儀式、 作法 等の 规定ゃ 慣例 をい ふ) に 練達して、 世の 爲政 者の 手本と なった こと は 同じく 今 鏡に 「すきく 

しき 方の みに あらず、 土 御門の 御 日記と て 世の中の 鏜 となんう け 給 はる」 と あるので も わかる。 

(親王の 女祗 子の 女王 は 宇治の 關 白の 室 也 云々) 宇治 關. H は 藤原賴 通の こと、 賴 通の 室 は 具 平 親王の 女で あるが、 名は隆 

姬 女王で 紙子で はない。 これ は榮花 物語 紹運錄 共に 一 致して ゐる。 本書 は 何 かの 思 違で あらう。 それで、 ^乘に 明記 

はない が、 隆姬が 姉であった らう か。 賴 通が 左 衞門督 の 時の 結婚で ある。 (寬弘 八 年 頼 通 十九 歳) 師^が 十-五 歳で 從三 

位に 叙せられ た 時、 頼 通 は 三十 三 歳で 關白 左大臣で あつたが、 この 時 旣に賴 通の i:- 子であった。 藤 原 氏の 猶子で あつ 

たから、 藤 原 氏の 氏神 春 日 神社に も參詣 したと いふ 事で ある。 

(又鼸 て 御堂の 息女に 相 嫁せられ * しかば 云々) 御堂 は 俗に 所謂 御堂 關白藤 原 道 長で 賴 通の 父で ある。 道 長の 女^子が、 師 

© の斐 となり、 传^ 顯^ 等 を 生んだ。 即ち この 一流 は 一 面 道 長の 外孫で ある。 それ故に、 逍長賴 通 をば 遠祖の 如くに 
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思って ゐ ると いふので ある。 

(それよ リ 此方 和 澳の樓 古を宗 とし、 報國の 忠節 を 前と する 誠 あるに 依 リてゃ 云々 ：} 師^から 後の 系統 を 見る と 

^お — 顯^ i  ，實 sin ぉ定 ifti 通 i 通 親 通 光：^^ 通忠內 通 基 吶廣 道 雄 通 I 通お 太 政 大臣 

とつぐ いて、 長 通 は 後醍醐 天皇の 元弘 元年に 右大臣であった。 これが、 久 我家の 1 流で ある。 而 して 著者 親^の 系統 

は 通 親の 子 通 光の 弟の 通 方から 出て ゐる。 

(其 中に も 行迹疑 はしく 貞節 疎なる 類 は 自衰 へて 跡な きも ぁリ) これ は 著者が 自己の 過去の 延長と も 云 ふべ き 己が ^先に 

對 して の厳肅 なる 批判で ある。 その 意氣の 正しき を 見る ベ きで ある。 

(向後と 云 ふと も 慎み 思 ひ 給 ふべき 也) これ は 將來の 子孫に 對 しての 規箴を 垂れた ので ある。 而 して 後の 本書 を 讀む老 一 

般 にも 深く 反省 を 求めた ので ある。 即ち 和漢の 稽古 を宗 とし、 報國の 忠節 を 先と せざる ベ からざる を敎へ たので 

ある。 

(大方 天皇の 御 事 を 注し 奉る 中に 藤氏の 起リは 所々 に 申し 侍リ ぬ) 大體 本書 は 皇統の 正しく 傳 はる 事 を 注し 东 るが 本旨で 

あるが、 所々 に 藤氏の 興衰を 記した とい ふので ある。 

(源の 流 も 久しく 成リ ぬる 上に 正路 を 踏むべき！ 蹦を志 * して 注， し 侍る 也) この 村 上 源氏の 流れ も 久しくな つたから、 その 

家に 生れながら. s 來を 知らぬ もの も あらう かと 恩 ふ 故に 一 に は それ を 知らす る 目的 も あるが、 なほ その， にに、 これ ま 

で この 氏の 榮 えたの は、 正しい 路を 踏んで 來た 故で ある こと を 明かに して、 將來も 正しい 路を ふんで 4 國に 翁すべき 

事で あると いふ その 一 端 を 知らせた いと 思つ て 注した ので ある。 

(君 も 村 上の 御 流 一 逼 にて 十七 代に なら、 しめ 給 ふ) 天皇 は 村 上 天皇 以下 村 上の 御 血統 一 流で 他の 流 を 交へ ずして こ、 に 十 

七 代. になら せら るるとい ふ。 この 十七 代 は 本書の 所謂 十七 世で、 

村 上— 圓融— 一 倐— 後朱雀 I 後三條 —白 河 —堀 河 I 鳥 羽 —後白河 I 高 倉 —後鳥^ 1. 土 御門 —後嵯峨！ 龜山— 後 字 多 

I 後醍酬 —後村上 

となる の である。 

(下 も此御 末の 源氏 こそ 相 傳はリ たれば 云々) 輔佐の 臣 としての 源氏 も 村 上 天皇の 末の 一 流 だけが 子孫 相傳へ て か はりな 


ぃ昕を 見る， と、 上下 共に 村 上 天皇の 御 末にな つて ゐる譯 である。 これに はや はリ 深い 逍瑰が ある ことで あらう と 思 は 

るるが、 そ？ は 恐らく はこ の^の 德の 勝れ 給うた 故に 所謂 積善の 餘慶が ありての 事で はなから うかと 仰ぎ 畏 み^ると 

いふので ある。 

$0  ssi、  0$  ，ぎ のぞ。 I キ ^ip, 

saif ぉ& で 1 の 舊に SK。  ま k おはし まし 

リク ヰ  トキ タイ ゴク. 一 アン  ィ  タマ  '？  o 

ければ、 即位の 時、 大極殿に 出で 給 ふ 事 もた やす かる まじ かりけ るに や 

シ シン ギン  ゾノ レイ ァ  サン ネン パ カリ  ジャ ゥコク 3  ロク ジフ サン サイ J;J;J ふ マ ,  o 

紫^殿に て其禮 在りき。 三年 計して 讓國 六十 三歲徇 座し き 

袅院) これ は 下に 論じて ある 如く、 た ^書かれた るに あらず、 冷泉 天皇と 書かず して 「院」 と 書かれた るに 沖-目す ベ 

きで ある。 これ はこの 天皇 以下 專ら 天皇の 稱號 となった。 それ は 1 例 をい は^ 日本 紀 略が 村 上 天皇まで 亭子院 (-^ 

多 天皇) 朱雀院 (朱 雀 天皇) の 外 はすべ て 某 天皇と 記し、 この 天皇 以下. は 冷泉 院、 圆 融院、 花山院 とい ふやう に 記して ゐ 

る の でも わかる。 

(中宮 藤 原 安子」 日本 紀 略に は 故^ 后藤 原 安子と ある。 右大臣 師輔の 第 1 女で、 天皇が、 親王で 在らせられた 時に 妃 となり、 

御 即位の 後 女御と なり、 天 德ニ年 十月 廿 七日に 皇后に 策 立せられ た。 それ故に 皇后と あるの が 正しい。 中お は 本 來 

皇后、 皇太后 等の 總稱 であった ので ある。 

(丁 卯 * の年卽 位、 戊辰に 改元) 丁 卯の 年 即ち 康保 M 年 五月 廿五 日に 村 上 天皇 崩 ぜられ て 直ちに 踐祚 あり、 十月 十一 日に 即 

位の 禮 あり、 翌 戊辰の 年に 安和と 改元 せられた。 御 即位の 時 御 年 十八 歳。 

(此 天皇 邪氣 おは ，しま-しければ 卽 位の 時 大極殿に 出て たま ふこと もた やす かる まじ かリ ける にや 紫璲 殿に て 其 禮在リ き〕 


祌皇 正統 記述 篛 


三 九 二 


邪氣は 所^物 怪 である。 死靈 などの 荒れ くるひて、 祟 をな すの を いふ。 榮花 物語 月の 宴に この 天皇の 御 事 を 叙して 、「春 

ゥ：： に いとうた てき 御 も の 、けにて とも すれば 御 心ち あやまり にけ り」 と い つ て ゐる。 郎ちこ の 天皇 卸 即位 前から 御 持". 2 

あらせられた からして、 この 時の 御 即位 禮は 古来の 規定に 從 はず、 略式 を 以て 紫 凌 殿で 行 はれた。 日本 紀 略に 曰 はく 

1 曰 丙 寅 天皇 於 一一 紫 炭 殿 一 即位 依-一 不豫 一 不レ御 一一 大極殿 こ と ある。 大極殿 は 朝廷の 本 據で、 正式に 大政 を とらる る 所と 

して 設けられた 笫 一 の 宮殿であって、 大禮 大儀 は 必ず こ \ で 行 はるる 規定で あつたが、 この 時 は， 化む を^ざる 變則 とし 

てこ、 で 即位^ を あげられなかった ので ある。 紫宸殿 は本來 皇居 もとは 天皇の 平常の 御座所と して 詧 まれた ので ある 

が、 後に^ 凉 殿の 常の 御座所と なつてから は、 儀式用の 正殿と なった。 しかし、 それ も內々 の 儀式 以外に 用ゐら るる 

こと は 無かった ので ある。 紫^殿での 即位 禮 はこの 時に はじまる。 

(一一 一年 計して 驥國) この 天皇の 御 持病が 益々 甚 しくな つたから、 安和 二 年 八月 十一 二日に 位 を 皇太子に 讓られ た。 御 在位 は 

滿ニ 年と 三 ヶ月で ある。 

(六十 一一 一歳 御座し き) 御讓 位の 時が、 二十歳で あらせられ たが、 その後 は 四十 餘 年あって、 寛弘八 年に 崩御に なった 。日 

本紀 略に は 春秋 六十 二と ある。 御 誕生が、 天曆四 年と 日本 紀 略に 在る から 御 齢 は 六十 二 歳が 正しい。 
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此 御門より 天皇の 名 を 申さず。 又 宇多より 後謚を 奉らず。 遣 詔 在りて 國 

キ サン リ ヨウ ォ  コ トク ンフ  カシ n ミチ  .  ソン ガウ  „ ト 

忌 山陵 を 置かれざる 事 は 君 父の 賢き 道 なれ ども、 尊號 をと M めら る 、事 

シン シ，  ^  ァラ 3 ジン ム ィ ライ  オン ガウ  ミナ コゥ タイ  サダ メナ リ  ヂ トウ ゲン メイ  コノ カタ ノン 

臣 子の 義に 非ず。 神武 以来. の 御 號も皆 後代の 定也。 持統元 明より 以來遜 

ヰ I ァ ルイ シコ. ンケ  キミ  ォク リナ タテ マツ  テン ワウ  マテ  チウ コ  セン ケ ン  ギ 

位 或は 出家の 君も謚 を 奉る。 天皇との みこ そ&す • めれ。 中古の 先 K の議 

なれ》」 も、 、いの 得ぬ 事に 侍る 也。 


(此铒 a: ょリ 天皇の 名 を 申さず) これ は 前に も 云った 通り、 天皇 の 稱 を^き てた 1-、 某院 とい ふだけ になった。 これ こそ 

末^の あさまし さと 云 ふべき であらう。 元來 r 院」 とい ふ は、 宫 城の 別院の 義で、 讓 位の 天.： h の 御 化 所が それらの 院 

に 在った からの 名で ある。 しかし 太 上 天皇 をば、 その 在所の 名 を 以て 申し 上ぐ る こと は 宇 冬 天^ を 「亭 子院」 と a- し、 

又 朱 雀 天皇 を 「朱 雀院」 と 申した 事 は 先に も 引いた 日本 紀 略に 見 ゆる 通りで ある。 しかし それ はや はり 天 &の御 g を 下 

に 加へ て、 亭子院 天皇、 朱雀院 天皇と 申し上げた のであった。 然るに この 天& から はた^、 某 院と申 上げ、 r 院」 即ち 「天 

皇， 一 と 云 ふやうな 事に なった のは甚 しい @ 例で、 皇 威の 地に 委した こと を 示して ゐる とも 考 へらる る。 それ故に、 著 

者 これに 憤を發 して 大に 論じて ゐ るので ある。 なほ 著者の 注して その 點を 明かに して ゐる やうに、 この 冷泉 院 以後、 

著者が 天皇と 書いて ゐ るの は、 安德 天皇、 後醍醐 天皇の 二 代に 過ぎない。 この 二 代 は いづれ も院號 でない のに^ く 注 

意して、 その 條下 を熟讀 すべきで ある。 

(又 宇多よ リ後謚 を 奉らず 云々) この 事 は 先づ、 字 多 上皇が 尊 號を辭 返せられ た 事から 铖を發 して ゐる。 それ は 字 多 上な 

が 昌泰ニ 年に 屢太上 天皇の 尊 號を辭 返せられ たが 醍^ 天皇が これ を 許されなかった が、 (前後 六 度 辭狀を 上られた) 十 

月 二十四日に 出家せられ てから 一 層^く 辭 せられ、 太 上皇の 尊號を 除いて 直ちに 朱 雀 院と喚 ばれて それ を 名と せむ と 

請 はれた^に、 十一月 二十 五 口に 終に 太 上 天皇の 尊號を 停められ、 爾來た 御座所に よって 朱雀院 とも 六條院 とも 卒 

. 子院 とも 申し 上ぐ る ことにな つた。 これが 抑 も 太 上 天皇 をた 1- 院と 申し 上ぐ る ことの 起り である。 さて 朱^; 大 なの 承 

平 元^-七月 崩御の 際に 遣 詔して、 御 葬 司 を 任ずる 事、 御 葬の 料、 國忌 を骰く 事、 荷 前に 列す る 事 等 をす ベて 停止せられ 

たので ある。 天皇 はもと より 錫竚 (喪服 ) を 召された が， これが^に 御 葬儀 は 頗る 簡易に せられた と ある。 

さて この 邊の 事に ついて、 大 日本史 は 「天子 稱レ院 省 一一 尊號 一 自レ 此始」 と 記して、 その 注に 曰 はく、 「按ずる に、 帝脫屣 

の 後、 朱 雀 院及中 六 條院に 居た まふ。 故に 初め 六 條院太 上 良と 稱し又 朱 雀院太 上皇と 稱す。 旣 にして 尊 號を辭 して 單 

に 朱 雀 院と稱 せんと 請 ひた まふ。 醍醐 帝 之に 從 ひた まふ。 後 又亭子 院と稱 し、 宇多院と 稱す。 铐 其の 居る 所に W りて 號 

となす。 崩御 後謚を 停む。 故に 又 生 時の 號を闲 襲して 某 院と稱 する のみ。 陽 成 帝の 如き は 生 時 未だ 尊 號を辭 せず、 然 

れ ども 其の 崩が 帝の 後に 在る の 故に 亦 帝の 例 を 襲ぎ て 陽 成 院と稱 する 也。 帝の 後より 位に 在りて 崩ず る こと 醍醐 村 上 

二 帝の 如き は 某 天皇と 稱す。 其脫屣 して 別院に 在る 者 は 某 院と稱 す。 而 して 《泉 帝 以後 は 在位 脫屣を 論ぜず、 「"ら 某 

院と稱 し、 復た 係く るに 尊號を 以てせず、 遂に 永く 故事と 爲 す。」 と ある。 即ち 冷 泉 天皇 以後 は 後 一條、 後冷泉、 堀 

卷三 冷泉 院  三 九 一！！ 
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河、 近衞， W 條諸 帝の 如 く、 御 在位 のま、 崩御 せられ、 院. と&し 上、 ぐる 理由の 無い 方々 も院と 申し上げ、 剩へ、 天皇と も 

巾し 上げない ので、 院 とい ふ號が 恰も 天皇の 尊號の やうに なった。 然るに 一方に は、 讓位 後の 太 上 天皇 を も院と 申し 

上げ、 C 河 天皇の 時から 院政と いふ ものが 天皇の 親政 以外に 生じた のであって、 院と いふ 名が、 さま^ \- の 意味に 用 

ゐられ た。 名分の 紛 亂が甚 しいと いはねば ならぬ。 その 紛亂の 極 は 天下の 亂を 起す に 至る ものである。 この 故に 著者 

は 

(遺 詔 あ リて國 忌 山陵 を 度 かれざる 搴は君 父の 賢き 道 なれさ も、 尊璩 をと どめら る事臣 子の 義に 非ず) と 論じた ので ある。 

而 して、 これ を 始めて 實 行せられ たの は實に * 醍醐 天皇であって、 宇多 上皇の 命 を 奉じて その 尊號を 停められ むこと 

を 請 ふ狀を 草した のは菅 原道眞 である o( 菅家文 草に その 文 四 通 を 載す る. >  然 らば その 俑を 作られた の は それらの 聖主 

賢 臣に責 が 在る とい はねば ならぬ。 而し てこれ は實に 支那 風の 形式 道 德の餘 弊であって、 當 時に 在って は 美德と 信ぜ 

. -. ら れてゐ たもので あらう。 眞に 長るべき 機の 微 にある。 愼 むべ き は 君主 丼に 廟堂の 大臣の 1 言 1 動で ある。 これ 實に 

當 世の 休戚に 關す るの みならず、 百世に も その 及ぼす 所 ある を 思 ふべき である。 本書の 論ずる 所、 眞に萬 古に 亘 りて 

服膺す ベ き金苜 である。 

(神武 以來の 御號も « 後代の 定也) この 事 は 神武 天皇の 條に說 明して ある。  、 

(持統 元 明よ リ 以来 遜 位 或は 出家の 君 も譖を 奉る) 持統、 み 明、 元 正、 聖武、 孝 謙、 光仁、 平 城、 嵯峨、 淳和、 淸 和の 諸 

帝 は呰讓 位せられた 方で ある。 その 讓位 後出 家せられ たの は 孝 謙、 平 城、 涛 和の 諸 帝で ある。 さて 本書の 著者 はこれ 

らの 方々 に^ 謚 を 奉る。 と 云って ゐ るが、 事實を 見る とすべ て 1 樣には 論ぜられぬ。 この 謚を 漢語の 美稱 の謚號 とす 

れば 持統、 元 明、 元 正、 光仁の 四 帝 だけで ある。 聖武、 孝 謙、 稱德の 三の 帝 號は御 生前に 臣下よ リ 奉った 尊號に 基づく 

ものであるが、 謚號 とした こと は 前後の 諸 帝號と 同じで ある。 然るに 平 城 は 御讓位 後の 御 住所が 平 城で あるに より、 

嵯峨、 淳和、 淸和は いづれ も 御讓位 後の 御 住所が、 嵯 峨院、 淳 和院、 淸和院 であった からで あるから、 謚猇 とい ふこ 

と は 出来ぬ。 しかし、 これら 院號 から 生じた 稱號 でも 某 院とは 申 上げない 點が、 宇多院、 陽 成院、 朱 雀 院の諸 天 良と は 

違 ふ。 それ故に 宇多 陽 成 以後の 諸 帝 號とは 頗る 趣が 違 ふ。 さう して、 これらの 事 は 博識の 著者が もとより 知って ゐた 

に 相違ない。 しかも こ >f に 「皆 謚を 奉る」 と 云って ゐ るの は その 主眼と する 所が さやうな 點に存 する のでなくて 次の 

(天皇との みこ そ 申す めれ) の 1 句に 存 する。 即ち、 これ は、 いづれ も當 代の 天皇と 群臣と 相議 して 後、 某 天皇と 申し 上 


ぐると いふ 臣 子の 至情 を盡 して 謚を 奉って ゐる。 即ち これ は謚 とい ふ 形式 をい ふので なくて、 讕を 奉る とい ふ 精剩が 

在って 奉った 稱號 である。 然るに 後に は 別に それらに 何人も 心を勞 する ことなく、 この 天皇 以後 は 天皇と も 申し上げ 

ない ので ある。 淺 ましい とい ふ詞 はか やうの 時に 用ゐ るべき 詞 であらう。 それ故に 著者が 

(中古の 先賢の 議 なれ ども 心の 得ぬ 事に 侍る 也) と 批難した の は 赏然の 事で ある。 「心の 得ぬ」 と は 得心の 出來 ぬと いふ^ 

である。 

ダイ 口 クジフ シ f ダイ サン ジフ ゴ セ ィヱン ユウ ヰン ィ ミナ モリ じり .f フカ i/f-M ？ , コ *  W レ>ィ ゼ： vt^ri トウ h 

第 六十 四 代、 第三 十五 世圓 融院、 諱は守 平 村 上 第五の 子 冷泉 同 母 弟 

ナリ クチ ノト； -シ リク ヰ  カノ ェゥマ カイ ゲン  テン 力  チサ  n.t  >  ^フゴ ， ネ )o ゼ *) づ^ ク^^" ネ 

也。 己巳の 年 即位、 庚 午に 改元。 天下 を 治む る 事 十五 年 禪讓 尊號常 

ゴト  ョ クネン  ホド  ゴ シ ュッケ  エイ ェン  コロ  クワン ビヤ ゥ レイ  ォ  ト力- 

の 如し。 翌年の 程に や、 御 出家。 永延の 比、 寬 平の 例 を 追 ひて 東 寺に て 

クワンデ ャゥ  タマ オン シ スナ ハチ クワン ビヤ ゥ オン マゴテ イシ クワ^ テゥソ ウジ ャ ゥナリ t- ン/ ジ r ^ン>1>^* 1^1 

灌 頂せ させ 給 ふ。 御師 は則寬 平の 御 孫弟子 寛 朝 僧正 也 三十 三歲 # 座 

しき 

(己巳の 年卽 位、 庚 午に 改元) 己巳の 年 即ち 安和 二 年 八月 十三 日に 冷泉 天皇の 讓を 受けて 踐祚、 この 時 御 年 十一 歳で 在つ 

た 0 同年 九月 廿 三 日に 即位 禮を行 はれ、 翌年 三月 廿 五日に 改元、 天 祿と號 せられた。 

(天下 を 治む る搴 十五 年禪讓 例の 如し) 冷泉 天皇の 御子 を 皇太子に 立てられ たが、 天祿の 後、 天延、 貞元、 天 元， 永觀 の年號 

が 在って、 永 觀ニ年 八月 廿 七日に 皇太子に 位 を 譲られて 太 上 天皇と 申し上げた。 禪 讓尊號 例の 如しと 云った の は、 當時 

讓 位が 恒例の やうに なって ゐ たからで あらう が、 尊號を 上らる >- ことが 例の 如しと いふ 方が、 主で あらう。. 御 在位 は 

滿 十五 年と. 云って よい。 
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i 年の 程に や 御 出 6 讓 位の？ 即ち 寬和？ A 月 廿日に 病に ずて 御 I あ-、 金剛 法と いふ 法" を"" はに 

の 例 i ひて 環に て ill ふ 云々) 永延 一一 一年 三月に この 事が 行 はれた。 東 靈に裏相 承抄を 弓 

I、 のて frp 兀ゃ (^年 八月 八 曰 S 元で あるから 一言 まだ、 爾 ある) 一一 一月 九曰髮 於-東 寺讀 I 

法務 大 I 憂 &ー 4^鬧§ -讓 SS 位 一；」 とあって g しく 當時 S を 5 てゐ る。 

0 「II 秦-幸 東寺ー御 讓、 左右 大臣 g 早 候-御 S 大納言 以下 殿上 僧 等親。 左右 近衛、 左右 f 御 葬 

QHSi 一、 し Imls 二 年 二月 十二 曰の 崩御で ある。 御 I 十三と いふの が 正しい。 曰本紀 略. 扶桑 略記、 

帝王 編^ 記 等が さう である。 愚 管鈔に 一ー一 十四、 百 練鈔に 一一 一十 二と する の は 誤で ある。 


， のぞ。 i^iisfiv 

ilsis* おのが お。 ¥サ4 の^ 嘢 位、 0P0  K で を 治め 給 ふ 

おおりて、 ilfew して、 ilffif にて P し 給 ふ。 弘徽 殿の 女御^ 

isl!  一  ーノ 一  r\  f  ST カヌ  イマ  クラウド 

§  n ^てま タ t ましけ るが を^て 粟 H の 關白道 兼のお、、」 どの 未だ^ 人の 

女.！ P  ャマ ャマ  メグ  -レュ キヤウ 

辦 v/sk えし^に やそ  >  の かし 申して ける とぞ。 山々 を 廻りて 修行せ させ 

歡，， ま观 に^りて^ませ^ ひけり。 是も 御邪氣 在りと ぞ 中し 


1^3 

シ ジフ イチ サイ ォマシ マ  - 

ける。 四十 一 歲 御座し き 


(皇后 藤 原の 懷子) 日本 紀 略に は 「母 故 女御 從 三位 藤原檳 子、 故 太 政 大臣 謙德 公之 女 也」 と ある。 謙德 ヘム は 攝政太 政 大臣 藤 

原 伊 尹の 謚 であるが、 懐 子 は その 長女で、 .1  "泉 天^ 御 即位の 年 女御と なリ、 安和 元年 十月に この 天皇 を 生み. 奉り、 阒 

融 天皇の 天延 三年 四月に 薨 じた。 この 天お 御 即位あって から、 追 尊して 阜； 太后の 號を 奉られた ので ある。 それ故に、 

從 前の 例に よれば、 膾& 太后と あるべき である。 

(甲 申の 年卽 位、 乙 酉に 改元い 甲 申の 年 即ち 永 觀ニ年 八月 廿 七日に 阒融 天皇の 讓を 受けて 踐祚、 十月 十！！ I に 即位 あり.. 翌 

年 四月 廿 七日に 宽 和と 改元せられ た。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 二 年 在リて 俄に 發 心して 花 山寺に て 出家し 給 ふ) 寬和ニ 年 六月 二十 三日の 夜、 ^中 を 遜れて 花 山寺に 

於いて 出家せられ たので ある。 發 心と いふ は 菩提心 を發 すと いふ 事で あるが、 こ- -は 出家せ うとい ふ 御 志 を 懷き耠 う 

たの をい ふ。 花 山寺 は 本名 元慶 寺で ある。 山城 阈 宇治 郡 山 科 村 字 北 花 山に ある。 陽 成 天皇の 母后 藤 原 高 子の 逑 てられ 

た 寺で 元慶 元年に 落成した おに 元慶 寺と 名 づけ、 又 花 山に 在る によつ て 世に 花 山寺と いふので ある。 有名な 僧正 遍昭の 

居た 寺で、 . もと 天 ムロ宗 であった が、 中^ 衰へ てゐ たの を 妙 心 寺の 愚 堂 和- R が再與 してから 禪宗 になった。 さて この 天 

S の 御 遜 位 の 事愦 は 次に 著者が、 

(弘徵 殿の 女御 隱れて 悲嘆 ましけ る 折 を 得て 粟田 關白 道棻 のおと どの 未だ 藏 人の 辩と 聞え し 比に や そそのかし 申して ける 

とぞ) と 云って ゐる 通で ある。 弘徽殿 は 禁中の 殿舍の 名で. 皇后 女御な どの 住居に 宛てら るる 所で ある。 こ 》 に いふ 女御が 

この 殿に 居られた からか やうに 名 づけた ので ある。 この 女御 は 注に ある 如く 藤原爲 光一 (當時 大納言、 後に 太 政 大臣に 

至る) の 第二 女で^ 子と 名 づけた。 永 觀ニ年 十月に 入內 して 十 一 月に 女御に なった が、 御 寵愛 一 方でなかった が、 な， 

和 元年 七月に 病に よって 卒去せられ た。 その後 天皇が 女御 を 愛慕して 世 を はかなく 思 ひ 遊ばされた 弱點 につけ こんで、 

藤 原の 道 兼が、 天皇 を そ \ のかし 奉って 御 位 を 遜れ 遊ばさる \ やうに した。 道 兼 は 藤 原^ 家の 子で、 後に 右大臣で 關 

白に なった から 粟田の 闘 白と いふが、 この 時 は 正 五位 f 左 少辨藏 人であって 年 は 二十 六であった。 この 時 天 ft は 御い 

十九で あ^。 この 時の 事 を 日本 紀 略に r 廿三 en 庞 中、 今 嘵丑刻 計、 天皇 密々 w,l 禁中 一 向 一一 柬山花 山寺 一 落飾。 于， 時藏人 

左 少辨藤 原 道 兼 奉^^ 之、 先 一一 于 天皇 一 密 奉- 劍璽 於ま^ 一 出 一一 宮內 一 云々」 と ある。 而 して 道銥は 同日、 新 帝に 仕へ て、 藏人 

頭と なり、 七月に は 右 近衛 櫂 中將に 任じ、 十月に は 正三位 櫂 中納ー 百に 任ぜられた。 その In 升 逸 驚くべき ものである。 こ 

れは その 父 右大臣 兼 家が 新 帝の 踐祚の 翌日 攝政 になった 事と 重大な 關 係が ある。 即ち 新 帝 一 倏 天皇 は 兼 家の外 孫で、 

卷 In 花山院 
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七 歳で 即位せられ たので ある。 これ は元來 から 巧んで ゐた 事で、 兼 家が、 かねて この 天皇 を 除き、 己れ の 外孫た る皇 

太子 を 举 く 立て \ 己れ 權を恣 にせう として 道 兼に 旨 を 含めて 天皇 を 欺き 瞞し 奉った ので ある。 その 事情 は大 鏡に 明か 

にこれ を 暴露して ゐる。 そのうち にも 注意す ベ き 事 は その 宮庭に 立ち 出で 給うた が 、宮中 を まだ 出で ぬ さきに. 一 旦如 

何せう かとた めら はれた 時に 、「神璽 寶劎 が東宫 に 渡リ耠 ひぬ る は」 と遒 兼が. a- し 上げた 詞 である。 この 詞 によって： 大 

皇は もはや 「それまで なり」 と 思 召して 宮中 をの がれ 出 でられた ので ある。 この 點は 皇位と 神器と が 如何なる 關 係に 

在る かを考 ふるに 重耍な 事で ある。 しかし、 この 際の 道 兼の 言 はもと より 不都合であって 彼 は 「御門 出で させ 給 は ざ 

りけ る さきに 、神璽 寶 劎手づ からと りて. 東宮の 御 方に 渡し 奉りて 飴 ひければ、 か へ り いらせ 給 はむ こと は ある まじく お 

ぼして、 しか 申させ 給 ひける とぞ」 と大 鏡に 云って ゐる やうな 惡事を 働いて ゐ たので ある。 而 して 彼 は 又淚を 流して 天 

,:: 上の 御 出家 をす & めて、 花 山寺に 導き 入れ 奉る や、 父に 一 度 か はらぬ 姿 を 見せ、 やがて 立 返りて 御 出家の 御供せ うと 

^しかす めて 家に 返り、 上述の 如く、 その 日に 藏 人頭に なり、 翌日 兼 家は攝 政に なった ので ある。 朝廷の 綱紀な く、 

藤 原 氏の 專恣撗 暴、 1W 語道斷 とい ふべき である。 大鏡、 日本 紀 略の 直筆す る 所以 もこ^-に 存 すると 思 はるる。 

(山々 を 廻リて 修行せ させ ましし が、 後に は 都に 鑤リ て侄 ませ 給 ひけ リ) この 山々 御 修行の 事 は 一 々あげぬ が、 播 磨の 書 一 

寫山、 比 叙 山. 金 峰 山、 熊 野 等に 到らせられた。 世俗に は 三十三所の 觀世音 を巡拜 する こと もこの 法皇から 始まった 

と傳 へて ゐる。 

(是も 御 邪氣有 リとぞ 申しけ る) 花 山 天皇に 御物 怪 がっき 奉った とい ふ 事 は 御 遜 位の 後に 行 はせられ た 御行 跡のう ちに は 

逍心 堅！： に拜し 奉る 時と、 甚だい か^はしい 時と があった やうに 大鏡 などに 見 ゆる。 それで、 大鏡 にか やうに 一 百って 

ゐる 。「前生の 戒 力に 又 國 王位 をす て 給へ る 出家 御功德 かぎりなき 御 事に こそお はし ますら め。 ゆく すゑまで もさば か 

りに ならせ 給なん 御 心に は 懈怠せ させ 耠べ き 事 か はな。 それに いと あやしく ならせ 給 ひし、 御 心 あやまち もた e 御物 

のけの したて まつりぬ るに こそ は 侍る めり しか」 と ある。 これにつ いて 言った ので あらう。 

(四十 一歳 御座し き) 寬弘五 年 二月 八日の 崩御で、 四十 一歳と いふ 御 齢に は 異說が 無い。 
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31 T 罨ー , は 饞 仁、 wii 第 T の 子。 雠母 皇后 

—  メ  、- 「  セ；' ン  ヤッシャ ゥ ダイ. ジャゥ ダイ ジン カネ ィへ  ムス メナ リ クヮ サン  i カド ジン ギ 

籐^の 詮子、 |鷇 澄 11。 と 申す。 攝政太 政 大臣 兼 家の 女 也。 花 山の 御門 神器 を 

きて Sn を iw で 給 ひし かば、 太子の 外祖 にて 兼 家の 右大臣お はせ しかば、 

ゥら  マ ヰ  ショ モン  ジャゥ ヰ  ギ  ォ n ナ  シン シュ  ^^シ マ.^ 

內に參 り 諸 門 を かためて 讓 位の 儀 を 行 はれき。 新 主 を さなく 徇座 しか は 

O  O 〇  . 

セ クシ f ゥ  ギ フル  ゴト  ヒノ エイ ヌ  トシ ヅクヰ  ヒ ノト ヰ  カイ ケン 

攝 政の 儀 古き が 如し。 丙 戌の 年 即位、 丁亥に 改元 
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オン ハ ハク ワウ ゴ ク 
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(御 母 皇后 藤 原の 詮子 云々) 日本 紀 略に 「母 女御 正 四 位下 藤 原 詮子攝 政 右大臣 兼 家 公之 女 也」 と ある。 詮子は 兼 家の 笫ニ 

女、 天 元元 年に 入りて 女御と なり、 三年に この 天皇 を產み 奉られた が阊融 天皇 御 在位の 間 は 女御であった。 それ故に 日 

本紀 略が 正しい。 ！條 天皇 踐祚の 後、 七月に 皇太后の 尊號を 奉られた ので ある。 

(後に は 東 一一 一條 院と 申す。 后宮 院號 の始 也) 正 曆ニ年 九月に この 皇太后 疾に 罹りて 出家 せられた。 よりて 皇太后 宮職を 停 

めら れて、 東 三條院 と號し 奉った。 東三條 はもと 皇太后の 父 兼 家の 第の 名で あつたが、 皇太后が そこ を 御領 所と せら 

れ たから 名 づけた ので ある。 この 院と 申す は 太 上 天皇 を院と 申し 上ぐ ると 同じ やうな 待遇 をせられ、 別當、 判せ 代、 

主 典 代 等の 職員 を 置かる るので ある。 后宮の 院 號は實 にこの 時に はじまる ので ある。 しかし これ は 御 出家の 結果、 か 

やうな 事情 を 生じた ので ある。 

(花 山の 御門 神器 を 捨て 宮を 出で 給 ひし かぱ 云々) 花 山 天皇 は 上に 述べた 樣な 事情で 宮中 を 遁れ出 でられた の であるか 

ら、 尋常の 御 譲位と は 譯が違 ふ。 曰本紀 略に 曰 はく 「六月 二十 三日 庚申 花 山 天皇 偸 出- 一 禁中 If. 一一 斂蕙 於新皇 1? 外 .g^4< 

臣參入 令 ー禁內 瞀衞？ 翌日 行 一一 先帝 讓位 之讒？ 右大臣 藤 原 朝臣 攝 _1 行 萬 機 一如. i 忠仁公 故事 こ と ある。 即ち 天皇 七 歳で ま 

しました から 外祖父 兼 家が 攝政 となった こと は忠仁 公良 屎の 例に 傚った ので あると いふ。 

(丙 戌の 年卽 位、 丁 未に 改元) 上述の 次第で 丙 戌の 年 即ち 寬和ニ 年 六月 二十 三日に 踐祚、 七月 二十 二日に 即位 鎌 を 行 はれ、 
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翌年 四月 五日に 永延と 改元せられ た- 
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ソ ノノチ セヅシ V- ゥャマ 匕  チヤ クシ ナイ ダイ ジン ミチ タカ  ュヅ  シ ュッケ  ナホ， ジ ユン サン グゥ  セン  カウ 

お 後攝政 病に より 嫡子 内大臣 道 隆に讓 りて 出家、 猶准三 宮の宣 を 蒙ぶ る。 

執 柄の 人出 家の 始也。 其 比 出家の 人な かりし かば， 入逍 殿と なん. H. し  . 

ける。 仍 りて 源の 滿仲 出家した りし を も 憚りて 新 發とぞ 云 ひける。 

s  o  o  〇 

(其 後 攝 政 病に ょリ 摘子內 大臣 道隆に 譲リて 出家) 右大臣 兼 家 はこの 天皇 踐祚と 同時に 攝政 となり、 七月 御 即位と 共に 右 

大臣 を辭 して、 專ら攝 政と なった。 さて 後永延 一一 一年に 太 政 大臣に 任ぜられて なほ 攝 政の 任に 在った。 永 祚ニ年 五月 五 

日に 攝政太 政 大臣 を辭 し、 關 白の 詔 を 受けた が、 八日に 辭し、 病に よって 出家 入道して、 その 三條京 極の 家 を 捨てて 

寺と した。 その 寺 を 法興院 とい ふに よって 法興院 入道 殿と いはれ た。 而 して、 その 嫡子 內 大臣 道隆が 代りて 關. en とな 

• り、 間もなく 攝 政の 詔 を 受けた。 

(猶准 一 二宮の 竄を鼹 ぶる) 准三宫 と は 皇后、 皇太后、 太 皇太后の 三 宫に准 ふと 云 ふ 事で、 これ は淸和 天皇の 朝に 捣政 良^に 

賜 はった のが はじめで ある。 准 三宫は その 位次 は 三 公の 上に あり、 三宫と 同じ 樣な年 耠を給 はる。 この 年給 は 年^ (諸 

國の橡 1 人、 目 1 人、 內官 一 人 ) 年！ g  (從 五位 一 人) とて、 その 親族 側近の 人に これらの 官捋を 賜 はるをい ふ。 而し てこれ 

らの {B^ に は それ-, ^の 給 與の伴 ふ ものである 故に、 敉 入に も大關 係の ある 次第で あるが、 蓋し 人臣の 極 位で ある。 

陽 成 天皇の 時の 藤 原^ 餒の攝 政、 朱 雀 天皇の 朝 藤原忠 平が 攝政 となった 時に もこれ を耠 はった。^; 賴も伊 尹 も阀融 天皇 

の 時の i!c 藤 原， 通 もこれ を紛 はった。 兼 家 はこの 天皇の 即位 後 間もなく、 この 殊遇 を 受けた。 而 して、 出家 入道し 

て 後 五月 十三 口に 詔書が 在って 更め てこの 待遇 を 賜 は つたので ある。 これ は 非常の 例と いふべ きで ある。 

(執 柄の 人出 家の 始也) 執 柄と は 攝政關 白 の 人 をい ふ。 この 執 柄の 人の 入道した 例 は 以前にな く、 この 兼 家 を はじめと す 

る。 これより 後に 關. 隆.' 攝政逍 長 等の 出家が ある。 その 例が こ乂に 開かれた ので ある。 

(其 比 出家の 人な かリ しか ぱ 入道 殿と なん 申しけ る 云々) 入道 殿の 殿 は、 攝關を 殿下と 云った 所から 出で E: 卜と して は 至 

^の 敬稱 である。 さて 大鏡 ゃ榮花 物語に こ丄に いふ 如く 入道 殿と 云って あるが、 この 入道 殿と いふ 名稱は その 蕊後 
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よりて 改 む。 


もな ほ 有意義に 活動した ので、 後に 關白 道隆 が！： じく 出家 入道した の をば 後 入道 殿と いひ、 それに 對 して 兼 家の 事 を 

ば 大入道 殿と 稱 へたので ある。 即ち その 比 出家の 人が 無かった から 入道 殿 又 大入道 殿と いへば 兼 家に 限り、 後 入道 殿 

といへば 逍隆を さすに 限って ゐた。 その後 道 長 をば 入道 殿下と 云った。 それ故に、 その後、 これらに まねて 出家 入道 

した 入々 は * それらと^ 同す るの を 憚って、 入道と いはず、 新發 意と いったの である。 新發 意と は 新に 道心 を發 して 

出家した とい ふ 意の 名稱 である。 こ \ に 「新 發」 と 書いて ある は r シ ポチ」 とい ふ 語-音に あてた^ けの 略字で 正しく 

は新發 意と 書くべき である。 この 滿仲 をば 多 田の 新發 意と いふ 事 は 誰 人 も 知って ゐ るが、 何故に 新發 意と 云った かと い 

ふ 事の 說明は 今 ある 書で は 本書が 唯 l の 古き 資料で ある。 さて これ は 1 例と して あげたので、 當時 一般に 「入道 殿」 

を 隙って、 入道と いはずに 新發 意と いふ 語で 凡 下の 出家 者 を 云った ので ある。 それ は、 高 階 成忠の 出家した の をば、 

榮花 物語な どに 新發 意と 云って ゐる。 成忠は 式部 大輔 まで 任官し、 芷曆ニ 年 七月 退官の 際從 二位に 叙せられ て 高 二位 

とい はれた もの だが、 同 十月に 出家した ので ある。 兼 家の 入道の 翌年で ある。 源氏物語に 明 石の 入道 を新發 意と 云つ 

てゐ るの もこの 意で ある。 


此道隆 始めて 大臣 を辭 して 前官に て關 白せられ き。 f^ls， 病 在りて、 其 

n チイ ダイ. ジン コレ チカ シ パラ ァ匕  + イラン  サ ゥゾク  、クワン ハク  、一 

子內 大臣 伊周 暫く 相 か はりて 內覽 せられし が、 相續 して 關 白た るべき 

ヨシ  ゾン  ミチ タカ  ゥ ダイ ジン ミチ カヌ  ナヌカ 

由を存 せられけ るに、 道隆 かくれて、 やがて 右大臣 道 兼 なられぬ。 七 曰 

ゥ  ソ ノオト ゥト  ミチ ナガ ダイ チ フ ゴン 

とい ひしに、 あへ なく 失せられ にき。 其 弟に て 道 長、 大納言に てお はせ し 

十 イラン  セン  カウ プ  サ ダイ ジン  イタ  ェン ギ テン リけク ム ひ- ン ォ ば- ンメ 

が、 內覽 の宣を 蒙りて 左大臣まで 至られし か^も、 延喜天 曆の昔 を 居 召 

しける にや、 關白 はやめられ にき。 三 條の御 時に ゃ關 白して， 後 一條の 
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i ョ  ハジメ  グヮ イソ  セヅシ ャゥ  キヤウ ダイ ォホ  コノ タイ.， シン  ナガ ヒ ト 

御世の 初、 外祖 にて 攝政 せらる。 兄弟 多くお はせ しに、 此 大臣の 流れ 一 

セゾ シャゥ クワン パク  タマ  ムカシ  イカ  ュヱ  セゥ セン コゥ  サン ナン  ティ シン 

に 攝政關 白 はし 給ふぞ かし。 昔 も 何なる 故に か、 昭宣 公の 三男に て貞信 

コゥ  ティ シン コゥ  二 チン  モ IX スケ  オト ド  モ 口 スケ  サン ナン  トウ サン 7 ァゥ 

公、 貞信 公の 二 男に て 師輔の 大臣の ながれ、 師輔の 三男に て 東三條 のお 

〇  .o  o  o  o  o  o 

トゥサン 7 ァゥ サン ナン  ^綱の. は 一 男 赞。 さ， d ども、 三 弟に コノ  ミナ チチ  タ 

とど、 東 三條の 三男に て umiul:: 一一 一男 と£ 此ぉ 5」、 皆 父の 立て 

チヤ クシ  ジ ネン  ィへ  ッガ.  ソ ジン  ハ カラ  タマ  ミチ  ハべ 

たる 嫡子なら で、 自然に 家 を續れ たる、 祖 神の はせ 給へ る 道に こそ 侍 

ク，7り。 何れも 兄に 越えて、 家を傳 へらるべき 故 在り 

^w-lr  ^ きと 申す 事の あれ ど、 事 しげ > -れ ばし るさず。 

(此 道隆 始めて 大臣 を辭 して 前官に て關 白せられ き) 道 隆は兼 家の 後 を 受けて、 永 祚ニ年 五月 八日に 內 大臣 を 以て 關 白と 

なり、 五月 廿 六日に 更に 攝政 せしめられ たが、， 正 曆ニ年 七月 廿 三日に 內 大臣 を 罷 めて 專ら攝 政と なった。 それから 正 

曆四 年に 攝政 を辭 して、 關 白の 勅 を 蒙り、 正曆六 年に 病に 依りて 職を辭 する まで 四 年の 間、 大臣の 官を かけずして 攝 

政 又は 關白 であった。 それ を 以て、 本書に、 

(前官の 攝關も 是を始 とす) と 云った ので ある。 しかし、 この 例 は 道隆に はじまつ たので なくして 兼 家に はじまって ゐる。 

兼 家 は 一條 天皇の 踐祚 と共に 攝政 となった が、 當時 右大臣で あつたの を 御 即位の 前々 日 (七月 廿日) に 右大臣 を辭し 

て 攝政は 故の ま、 であった。 大臣の 宫に 在らず して 攝 政した の はこれ が はじめで ある。 しかし 銥家は 後に 永延 三^に 

太 政 大臣と なった から、 道 隆が前 大臣の 攝政關 白で 終った のと は 稍 例 を 異にする とい は^ いはれ ぬで もない。 

(病 在リて 其子內 大臣 伊周 暫く 相 かはリ て內覽 せられし が 云々) 正 暦 六 年 二月 廿 六日に 道隆 が、 病に よりて 辭表を 上った 

が 勅許な く、 一 一一 月廿 九日に 關. 白、 病の 間逍隆 の子內 大臣 伊周に 內 覽の宣 旨が 下った。 それで 道 降 薨去の 後相績 して 關 

白と なるべき 事と 伊^が 豫 期して ゐ たが、 闪 月廿 七日に 俄に 道 隆の弟 右大臣 道 兼が 關白 になった。 その 際 大病な の を 
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こらへ て、 參內 せられた が、 在職 僅に 七日で 薨 ぜられ たから、 口さがない 者 は 七日 閼 白と 云った とい ふ 事で ある。 

(其 弟に て 道 長大 »言 おはせ しが、 內甓 の宜を 蘩リて 左大臣まで 至られし かさ も) 道 長 は 兼 家の 五男で、 道 兼 薨去の 當時、 

權 大納言で あつたが、 長德 元年 五月 十 1 日に 內覽 の宣旨 を 蒙り、 同 六月 十九 日に 右大臣に 任ぜられ、 二 年 七月 サ 日に 

左大臣に 任ぜれ られ た。 それから 後、 この 天皇 御 布 位の 間 は、 太 政 大臣 も攝關 もな く、 道 長が 左大臣で 內覽を 承った 

とい ふ 事 だけで 終った。 それ をば、 本書に、 

(延喜 天 暦の 昔 を 思 召しけ るに ゃ關白 はやめられ にき) と 云って ゐ るので ある。 

(說) この 天皇の 御 即位の 前に あさましい 事が あり、 又 兼 家 道隆道 兼の 锒關の 時代 は、 御 幼年で あらせられ たから 如何と 

もす る 事の 出来ぬ 事情に 在った 事と 拜 察する。 道 長が 內覽を 命ぜられた 時 は 十六 歳で あらせられた。 この 時より 二十 年 

間 終に 攝關を 置かず 太 政 大臣 を 任ぜられなかった とい ふ 事 は、 この 天皇の 御 英明に 基づく こと は 疑がない。 本書 前段 

の 言 ^ 之れ を赘 して ゐ るので ある。 この 御 1 代の 後半 は 所謂 寬弘の 治で、 下に も 云 ふやう に 人才 も 萦 出した ので ある。 

藤 原 氏の 積 威が、 皇室 を壓 して 十分に、 皇烕を 張る ことが 出來 なかった けれども、 給 泉、 阊融、 花 山！ 一 一代の 衰をこ 》 

に 恢復せられ たこと は 偉と せねば ならぬ。 さて 本書の 叙述 は これから 道 長の 事を說 いて ゐる。 

a 一 一條の 御 時に ゃ關 白して、 後 一條の 御世の 初、. 外祖 にて 攝政 せらる) 寬弘八 年に 一 倏 天皇 讓位、 三條天 良踐祚 あった。 本 

書 は この 御 時代に 道 長が 關 c となった とい ふので あるし、 帝王 編 年 記に は 「寬弘 八 年 八月 廿三 日^一 ISI.n フ于時 左大臣、 

无 內覽」 と あり 、一代 耍 記に は 「寬弘 八 年 六月 十三 日 乙 卯 帝 受禪日 關白如 レ舊」 と ある。 又荣花 物語に も 「今 は關 c 殿と 

聞え て」 など あり、 今の 世まで も 御堂 關 由と 稱 へて ゐ るので、 普通に 關白 になった と 信じられて ゐる けれど、 日本 紀 

略に は 「右大臣 (顯 光) 召 一一 外 記 一 仰 云 太 政官所 レ 申 内外 文書 先 申-左大臣 1( 道 長) 可 一一 奏聞 こと ある だけで、 その 事は當 時の 

記 錄小右 記に も 1 致す る。 而 して、 三條 天皇 御 一 代 を 通じて 道 長に 關白 せしめられた 事赏 の證據 がない。 加 之 公卿 補任 

にも その 事 を 載せぬ。 されば、 その 闕白 云々 は 要するに 世俗の 稱 する 所で 正しく 關. n になった ので はない。 しかし 後一 

條天皂 踐祚の 日長 和 五 年 正月 廿 九日に 攝政 せしめられ、 六 年に 攝政 を辭 して 太 政 大臣に 任ぜられ、 同時に その子 賴通 

が 内大臣で 攝 政の 勅 を 受けた。 

(兄弟 多くお はせ しに、 此 大臣の 流 一に 攝政關 白 はし 給ふぞ かし) 兼 家の 子 は 男 五 人 女 四 人で 逍長 がその •  五男で ある。 而 

して、 長 は 右 大將道 綱で その子 孫は榮 えず、 次は關 白道隆 で、 その子 内大臣 伊周、 櫂 中納言 隆家 は稍滎 えたが、 その 
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子孫 は榮逑 しない。 三男 は 關白逍 兼で、 その子 孫 又榮逹 して ゐ ないし、 W 男 は 治部少 輔^ 茂で、 問題に ならぬ。 ひと 

り、 逍長の 子孫 は攝關 を^ 1 璲 して、 後の 五攝 家が みなこ \ より 出る ので ある。 

(昔 も 何お る 故に か昭宜 公の 三男に て 云々) こ \ に 云った 事赏は 次の 表で 見れば 早く わかる。 


昭宣公 (某 鸫： r 


—時 平 

— 小 キ 

ノ メ  tr 


I き 信 公 r 忠年) 


(太？ $：  一二 男と する がノ 


男が 正し. 


- AH 家 


—伊 

—兼 通 

I 東 三 條大殿 (兼 家 > 


—道隆 

I 道 兼 

I 道 茂 

—御堂 關白 (道 長) 

(本書に 三男と する の は 大臣に なった 人 をのみ かぞ へた 事 は 注に 云 ふので わかる) 

(この 大臣) これ は 上の 文に つ^けて 「東 三條の 三男に て此 おと ど」 とよむ べきで、 道 長 を さすので ある。 ある 注に これ 

を 「仲 平 師輔、 逍長を さす」 と あるの は、 文脈 を考 へぬ 過失で ある。 次の 「皆」 とい ふ 語で T 貞信 公」 r 師輔の 大臣」 

「此 おと ど」 を 一 括す る ので ある。 

(嫡子) これ は 今日い ふ 意味と は 違 ふ。 父が 總颌と 定めた 嗣子 をい ふ。 大寶 令に 旣に その 明文が ある。 

(自然に 家を艤 ぎた る) 父の 定めた 緞铽 でなくて、 自然に 家を績 いだの はとい ふ 意で あるが、 それに は 家 を 興した とい ふ 

おも、 合 まれて あると s』 ふ。 

(龃 神の 計 はせ 給へ る 道に こそ 侍リ けめ 云々) 藤 原 氏の 先祖 天兒屋 命の 神慮に. よった 事で あらう とい ふ 意で ある。 「事 しげ 


けれ *は 云々」 とい ふ は 事 長く 犋し くなる から 略して か  >- ぬと いふ^。 

n ノ  i ョ  カン ダチ メ  -ンョ ダウ  ィ ヘイへ ケン ミツ  ゾゥ  スグ  t ト ォホ 

此 御代に はさる ベ き 上達部 諸道の 家々 顯密の 僧まで も 勝れた る 人 多 かり 

o  o 

き。 されば、 御門 も われ 人 を 得た る 事 は延喜 天曆に まされり とぞ自 歎せ 

させ 給 ひける。 

(さるべき 上達部) 「さるべき」 と は 才智 學藝 のす ぐれた 人ケ をい ふので あらう。 上達部 は 公卿の こと、 即ちせ では 參 f| 以 

上、 位で は 三位 以上の 貴人 をい ふ。 當 時の 上達部の うち、 ことに 名高 いのは 櫂 大納言 藤原齊 信、 同 公任、 權中納 言 藤 

原 行成、 同源 伎 賢の 四 人で、 世に これ を四納 言と いふので ある。 

(諸道の 家々) 諸道と は 文學、 技藝等 をい ふので あるが、 その 名人 は 下に あげて ある。 

(顯密 の 僭まで も 勝れた る 人 多かリ き) 以上の 名人 どもの 委しい 事 は 矢 江 匡 房の 著した 綾 本朝 往生 傳に見 ゆる。 この 書に 

は 最初に この 天皇の 御 事 を 載せ 奉って ゐ るが、 その 文中に 「時 之 得レ人 也、 於レ 斯^ レ盛。 親王 則 後 中 書 王 (具 平) 上 則 左 相 

(道 長) 儀 同 三 司 (伊 風) 九 卿 則右將 軍實資 、右 金吾齊 信、 左 金 吾 公任、 源納言 俊賢、 拾遣納 言行 成、 左大丞 扶義、 平納言 

惟 仲、 霜臺相 公有 國等之 ま、 朝 杭-一議 廊廟 一夕 預 _1 參 風月？ 雲 客則實 成、 鎮定、 相 方、 明理。 管 絃則道 方、 済 政、 時 中、 高 

遠、 信 明、 信義。 文士 則 医衡、 以言、 齊名、 宣義、 積善、 爲憲、 爲時、 孝道、 相 如、 道濟。 和 欲 則 道 信 ^方、 畏^ 

輔親、 式部、 衞門、 曾禰 好忠。 畫ェ則 巨勢弘 高。 舞 人 則 大伴兼 時、 秦身 高、 多 良 茂、 问政 方。 ^能 則私完 平、 一;KVU 昨 

弘、 伊勢 多 世、， 越智 11^1、 公侯 恒世、 參^ 時 正、 眞上 勝闷、 大井 光遠、 秦 鸫 正。 近衞則 下野 ま 行、 お張^ 時、 拊 ^保 

信、 物部武 文、 尾 張 銥國、 下野 公 時。 陰陽 則贺茂 光榮、 安倍晴明。 有 驗之僧 則 觀修、 滕お、 ^覺。 ^言 則宽 朝、 麋 

圓。 能 說之師 別 淸範、 靜昭、 院源、 覺緣。 學德則 源 信、 甍運、 實因、 慶祚、 安海、 洁仲。 醫方训 丹 波重谁 和^^^。 

明 法則 允亮、 允 正。 明 經則善 澄、 廣澄。 武士 則滿 仲、 滿正、 維衡、 致賴、 賴光、 锊是 天下 之 一 物 也」 と ある。 
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(され ぱ 御門 も われ 人 を 得た る 事は延 喜天曆 にも まされ リとぞ 自穀せ させ 給 ひける) 自 歎と は 目 己の 事 を 自ら 感歎す る こ 

と。 十 訓抄第 一 にこの 天^の 御世の 女麼の 話が 見 ゆるが、 その 末に 「すべ て 帝の 賢 王に てお はしける 故に ゃ才 E 智偕 

より 始めて 造々 のた ぐ ひに 至る まで^ その 名 を 得たり ける。 ：：： か \ りければ、 帝 も 我人 を 得た る 事、 延喜 天曆 にも 

越えたり とぞ 御ほ讃 ありけ る」 と 見 ゆる。 この 御 自讃 は 一 層 古い 出典が ある こと X 思 はるる， が、 未だ 詳か にせぬ。 

テン 力  チサ  タマ  n ト -ー ジフ ゴ ネン  オン ャマ t  ホド  ジャゥ ヰ ァ  シ ュッケ  タマ 

天下 を 治め 給 ふ 事 二十 五 年。 御 病の 程に 讓位 有りて、 出家せ させ 給. ふ 

サン ジフ サン ネンォ マシマ 

三十 三年 御座し き。  -  - 

(天下 を 治め 給 ふ 事 二十 S 年) 寬和ニ 年 丙 戌に 踐祚、 寬弘八 年 辛亥に 御讓 位、 その 間 殆ど 滿ニ 十五 年で ある。 

(御 病の 程に 讓位 有リて 出家せ させ 給 ふ) 寬弘八 年 五月 二十 二日に 病に か \ らせ給 ひ、 六月 十三 日に 皇太子に 位 を 讓らせ 

給 ひて 後 御 出家 あり、 一條 院に おはしました が，' 六月 二十 二日に 崩御あった。 

(一一 一十一 二 年 御座 しき) 日本 紀略、 榮花 物語 等 三十 二 歳と して ゐる。 天 元三 年の 御 降誕で あるから、 三十 二 歳が 正しい。 


^ は 人 

^によれ リ。 

科 迎には r ォ 

キ サダ」 と. E- 


ダイ ロク ジ フシ チ ダイ 


サン デゥ ヰン 


-ナ ヰ サダ 


-ィ セン ィ 二 


- ワウ タイ ゴゥ フデ 


テゥ シ 


第 六十 七 代、 三 條院、 諱は居 虞、 冷泉 第二の 子。 御 母 皇太后 藤 原の 超 子、 

コレ  セッシ ャゥ カネ ィへ  ムス メナ リ  クヮ ナンキン ョ  ノガ  タマ  タイ シ  タ  タマ 

是も攝 政 兼 家の 女 也。 花 山 院世を 遁れ給 ひし かば、 太子に 立ち 給 ひしが、 

オン ジャ キ  ュヱ  チリ ヲ リオン メ  ォマ シマ  力 ノト ヰ  ト i  ソク ヰ ミヅ ノエ 

御 邪氣の 故に や、 折々 御 目く らく 御座し ける とぞ。 辛亥の 年に 即位、 壬 

ネ  カイ ゲン  テンカ  ヲサき タマ  コト  ゴネン  ゾ ン ガウ ァ  シ ジ フ ュ サイ ォマ シマ 

子に 改元。 天下 を 治め 給 ふ 事、 五 年。 尊號 在りき。 四十 ニ歲 御座し き 


(御 母 皇太后 睡 原の 超 子 云々) 日本 紀 略に は 「母 故 夂御從 四 位 上 藤 原 朝臣 超 子 故人 道 太 政 大臣 兼 家 朝臣 之 夂也」 と ある。 

超 子 は 兼 家の 長女で、 安和 元年に 入內 して 女御に なり、 天 元 五 年 正月に 卒せられ たが、 n 一條 天皇 御 即位の 後、 皇太后 

の 尊號を 上られた ので ある。 

(花 山 院世を 通れ 給 ひし かぱ. 太子に 立ち 絵 ひしが) 花 山 天皇が 世 を 通れ 耠 うて、 1 條 天皇が、 踐砟 あらせられ たによ 

つて 皇太子に 立ち 耠 うたと いふので ある。 寬和ニ 年 七月 十六 日に 年 十 1 で 皇太子に 立 たれた。 

(御 邪氣の 故に や 折々 御 目く らく 御 接， しける とぞ) 御物 怪の しわざで あるかと 見えて、 時々 御 目の 喑 くなら せ 耠ふ御 病が 

あつたと いふ ことで ある。 

(辛亥の 年に 卽位、 壬 子に 改元) 寬弘八 年 辛亥の 六月 十三 日に 讓を 受けて、 踐祚、 十月 十六 日に 即位式 を 行 はれ、 翌年 十 

二月 二十 五日に 長 和と 改元 せられた。 

(天下 を 治め 給 ふ搴五 年) 長 和 五 年 正月 二十 九日に 御 譲位が あった。 この 御 讓位は 天皇の 御 本意で なく 道 長が これ を 諷し 

奉った 爲に 遂に 決心せられ たので ある。 親 房 これ を 正しく 書く に 忍びず、 何もい はずに、 本文の 如き さまに してす ま 

.  した ものと 考 へらる る o 

(尊 號ぁリ き) その 年 二月に 後 一 倏 天皇より 太 上 }K 皇の 尊號を 上られた。 

(四 +ー 一歳 御座し き) 御讓 位の 翌寬仁 元年 五月 九日に 崩御、 御 年 は異說 がない。 

ダイ & ク ジフ ハチ ダイ  ゴ イチ 7 ァゥ ヰン  イミ ナ アツ ヒラ  イチ 7 プゥ 夂 ィ -ー  3  オン ハハ ク ワウ ゴゥ フヂ ハラ ノシ ャゥ, \ 

第 六十 八 代、 後 一 條院、 諱は敦 成、 一 條 第二の 子。 御 母、 皇后 籐原彰 子、 

セク i ャゥ ミチ ナガ  オト ド  ムス メナ リ  t  ノエ タツ  トシ ヅク キ  t  ノ トミ  カイ ゲン 

| じ 5， 門攝 政道 長の 大臣の 女 也。 丙 辰の年 即位。 丁 巳に 改元。 

(御 母 皇后 藤 原の 彰子 云々) 日本 紀 略に 「母 皇太后 藤 原 朝臣 彰子、 攝政 左大臣 道 長 朝臣 第 1 女 也」 と ある。 長 保 元年に 入り 

て 一條 天皇の 女御と なり、 二 年に 中宮と なる。 中宮 はもと 后に 通ず る總 名で あつたが、 こ >! に 后宮の 一 の 名目と な 
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つた。 この 時 關，： ：： 道隆 の女定 子が 旣に皇 后と なって 居られた から、 止むを得ず- 中宮の 名 を とられた ものら しいが、 

ここに， セ.^ と、 中お と 二人の きさきが W 匹敵す る 尊貴の 地位 を 後宮に 占めて ゐられ たので、 古來 かって 無い^ 例で あ 

る。 これ も 藤 原 氏の 烕權の 致した わざで ある。 さて 後三條 天皇 御 即位の 後 * 長 和 元年 二月に 皇太后の 尊號を 上られた。 

それ故に 日本 紀 略の 方が 正し い。 本書 は 中宮 を 皇后と 同 一 と 見なしての 說明 であらう。 

(後に 上 東 門院と 申す) さて、 この & 太后、 長 和 二 年 正月に 太袅 太后と なられ、 後 一 條 天皇の 萬壽 三年に 御 出家が あった ひ 

そこで、 ，-東 三 倐院の 例に 傚って、 太 皇太后の 尊號を 停めて 院號 をつ けられ、 御 待遇 も それに 准 ぜられ た。 上柬 門院と 

いふの は逍 長の 第が 上來門 第であった からで ある。 

(丙 辰の年 卽位丁 巳 is 元) 長 和 五 年 丙 辰の 正月 廿 九日に 三條 天皇の 讓を 受けて 踐祚、 二月 七日に 即位 鱧 あり、 翌年 四月 

廿 三日に 寛仁と 改元 せられた。 

ゲ ワイプ ！ チナ^  セッシ け.^  ノチ  セッ シャゥ  チヤ クシ ヨリ ミチ  ナイ ダイ ジン 

外祖道 長のお とど 攝 政せられ しが、 後に 攝政 をば、 嫡子 賴 通の 内大臣に 

ュ ナホ »  ^>メ ジ ノウ ダイ ジン  テン ワウ オン ゲン ブク ヒ  カク ワン リ ハツ フシ ナラ 

おはせ しに 讓り 尙 太 政 大臣に て 天皇 御 元服の 日、 加冠 堙髮、 父子 並 

びて 勤 仕せられ しこ そ 珍ら しく 侍りし か。 

(外祖 道 長のお とさ 攝 政せられ しが 云々) 長 和 五 年 正月、 廿 九日 新 帝 踐祚と 同時に 攝 政の 詔が あり、 長 和 六 年 (寬仁 元年) の 

三月 十六 日に 攝政を 免ぜられ、 同日に 道 長の 子內 大臣 賴 通が 攝 政の 詔 を 受けた ので ある。 

(尙太 政 大臣に て 天皇 御 元服の B、 加冠 理髮 父子 並びて 勤 仕せられ しこ そ 珍ら しく 侍リ しか) 逍 長は暂 く散從 一位と して 

閑地に 在った が、 同年の 十二月に 太 政 大臣に 任ぜられた。 後 一條 天皇 は 即位の 時 九 歳で いらら れ たが、 寛仁 二 年 

^月 三日に 天皇が 紫宸殿に 於いて 元服 を 加 へられた。 元服と は 少年が 成人になる を 表する 儀式で ある。 この 時の 重大 


な 役と して 加冠、 理髮 とい ふ 役が ある。 加冠 は 元服す る 人に 冠 を 蒙らし むる 役で ある。 童 形の 時 は 冠 を 蒙らない。 冠 

を 蒙る ことが、 元服の 儀式の 本體 になる。 それ故に 加冠が 主たる 役と なる ので ある。 理奖は 冠 を 蒙る 準備と して 頹奖 

を 梳り理 むる 役で 加冠に 次いで 重い 役と する。 日本 紀 略に r 理髡 攝驭內 大臣、 加冠 太玫 大臣」 と ある。 天子の 御 元服に 

攝關 大臣が 加冠 理髮の 役 を 奉仕す る 例 は 珍ら しく も 無い が、 この度 は 父子 並びて 勤められ たの は 珍ら し い 事で あると 

いふので ある。 

レイ セン ヱン ユウ リャゥ リウ  タマ  サン ！h ゥ ヰン カク  タマ  ノチ  t  n 

冷泉 圓融の 兩流か はるく しらせ 給 ひしに、 三條院 隱れ給 ひて 後、 御子 

アツ アキラ  一 t コ  タイ シ  ヰ タマ  ココ P  ノガ  ヰン ガウ カウ プ  コ イチ デゥ  ヰン 

の敦 明の 御子、 太子に 居 給 ひしが、 心^ 遁れ て院號 蒙りて 小 一條の 院と 

マウ  コレ  レイ セン  オン ナガ レ  タ  レイ セン  コノカ i  オン スヱ  シャゥ トウ 

申しき。 是 より 冷泉の 御 流は絕 えに たり t 冷泉 は 兄に て 御 末 も 正統と こ 

マウ  ムカシ テン リャク オン トキ  モト カタ  i ン ブ キヤウ ムス メ  -t ヤス ド nn  イチ  ,1 

そ 申す ベ かりし に、 昔 天 曆の御 時、 元方の 民 部 卿の 娘の 御 息 所、 一の 御 

n  ヒロ ヒラ シン ワウ  ゥ  タテ マツ  ク 1 プゥ ドノ  二 ヨウ ゴ マキ  タマ  ダイ 二  ワウ ジ 

子、 廣平 親王 を 生み 奉る。 九條 殿の 女御 參り給 ひて、 第二の 皇子 ^，ま 

ィ  キ タマ  コロ  ァク "ャゥ ナ  n ノミ n  ジャ キ 

出で 來給 ひし 比より 惡靈に 成りて、 此 御子 も邪氣 にな やまされ ましき。 

クヮ チン ヰン  二 ハカ ョ  ノガ  サン デゥ ヰン  オン メ  コノ トウ ゲゥ  ミヅ カラ シリゾ タマ 

花 山院の 俄に 世 を 遁れ、 三 條院の 御 目の くらく、 此 東宮の かく 自 退き 給 

ァクリ ャゥ 1 ヱ ナリ  ヱン ユウ ヰン t トツ ハラ オン オト ゥト  コレ 

ひぬ る も 恶靈の 故 也と ぞ。 圓融院 も 一 腹の 御 弟に おはし ませ V- も、 是ま 

マテ  シカ  ケィ タイ  ゴ ゥン ォマ シマ 

ではな やまし 申さ S りけ る も然 る ベ き繼體 の 御 運 御座し け るに こそ。 
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(冷泉 圃融の 兩流か はる/ \ しらせ 給 ひしに) 「しらせ 給 ふ」 と は 世 を しらせ 耠ふ ことで 天皇に 立 たれた こと を. > ふ。 ここ 

にい ふこと は 前々 から 述べて 來た 事で、 新しくい ふまで もない が、 その 關係を 表で 示す と 次の 通りで ある。 


2  3  5 

6  6  6 

村 上 Jl 冷泉 IP 花 山 

一— 三條— (小 1 倏) (as 

4  6  8 

6  6  6 

—阊融 I 一  條 JI 後 一 條 


9  o 

I 後朱雀 I 後冷泉 

ニニ 慷院 隙れ 給 ひて 後、 御子の 敦 明の 御子 太子に 居 給 ひしが、 心と 通れて 院 號麵リ て 小一 條院と 申しき) 後 一條 天^ 踐称 

の 時 先帝 三條 天皇の 皇子 敦明 親王 を 立て、 皇太子と せられた が， 寬仁 元年 五月に 三條 上皇が 崩御に なった その後、 八 

月 九：！ 1 に敦明 親王が、 皇太子の 位を辭 返した いと 請 はれたら、 即日に これ を 許して、 皇弟敦 良 親王 を皇太 弟と せられた。 

「心と」 とい ふの は 御自身の 御意 志から 出た こと をい ふので あるが、 四 園の 事情が 皇太子 を 不安の 地に 陷れて ゐた事 は 

大鏡 などに 歴然として しるして ゐる。 しかし 前 皇太子 敦明 親王に は 院號を 奉って 小 1 條 院と號 して、 待遇 は 皇太子 在 

位の 時と 變ら なかった ので、 かへ つて 安堵せられ たと 大 鏡に 見 ゆる。 これ も 藤 原 氏の 威權の 致す 所で ある。 

(是 ょリ 冷泉の 御 流は絕 えに たリ) この 小 1 條院が 皇太子 を 退かれてから 冷泉 天皇の 御 血統が 皇位 を繼 がるる 事の 絶えた 

事 を 云った ので ある。 

(冷泉 は 兄に て 御 末 も 正統と こそ 申す べかリ しに) 「冷泉 天皇 は阒融 天皇の 御 兄で いらせら るるから、 その 御子 孫 も 正統と 

申すべき であった のに」 とい ふので、 あと は 首が 略せられ て、 下に 續 いて ゐる。 こ、 は 「上述の 譯合 であらう と 思つ 

たのに、 その 御 末が 永續 せずに 絶えた の は 如何なる 譯 であるかと いふに、 下にい ふやう に 元方 民 部 卿の 惡菓の 祟 だと 

いふ 事で ある」 とい ふ 意で ある。 

(昔、 天 暦の 御 時、 元方の 民 部 鄉の姮 の 御 息 所 一の 御子 廣平 親王 を 生み 奉る) 藤 原 元方 は 村 上 天皇の 朝に 仕へ て 大納苜 兼 

民 部 卿で 在った。 その 女、 祐^が 村 上 天皇の 更衣と なって 第 1 の 皇子 廣平 親王 を 生み 奉った。 元方 大に 喜んで 廣平親 

王の 皇太子に 立た るる こと を豫 期して ゐ たとい ふ 事で ある。 

(九條 殿の 女御 參リ給 ひて 第一 一の 皇子？ Si ま 出で 來 させ 給 ひし 比よ リ惡靈 に 成リて 御此子 も邪氣 にな やまされ ましき) 九 


後 

條 
院 


条 殺の 女御と は九條 右大臣の 女の 安子の 女御 を さす。 この 方 後に 皇后に 立 たれた 事 は 上に 云った。 この 女御の 裨 腹に 

第二 皇子 即ち In 泉 天皇が 生れた ま うて か ら廣平 親王の 立太子の 望な しと 失望して 元方が 惡靈 となった とい ふので あ 

る。 元方. I 天 藝 七 年に 薨 したので あるが、 その 惡靈 になった とい ふこと は大 鏡、 榮花 物語 等に 見 ゆる。 その 惡靈 の爲 

に、 赏 面の 冷泉 天皇が 侵されまして、 御病體 であらせられ たとい ふので ある。 

(花. U 院の 俄に 世 を 貭ト、 一一 一條 院の御 目の くらく、 此 東宮の かく 自 退き 給 ひぬ るも惡 S の 故 也と ぞ) 以上の 事 は 元方 民 部 

卿つ 怨靈が 祟って 起した わざで あると 信ぜられて ゐた。 又 その 惡靈の 有無 は 知られず としても、 この 御 1 流に 一 だけ 

御 災厄が つきまと ふ 事 は 不思議の 事と も考へ ら るる。 

(圃 融 院も 一旗の 御 弟に おはし ませ さも 云々) これ はこの 著者の 意見で ある。 

トウ ゲゥシ リズ タマ  コノ テン ワウ ドウ ボノ オン オト ゥトァ ヅナ： ^メ 二り ワウ タ タマ  >ン ワ^  ^  3 

東宮 返き 給 ひし かば、 此 天皇 同 母御 弟敦良 親王 立ち 給 ひき 天皇 も f 子 

カノ トウ ゲゥ オン スェ ケィ タイ  タマ  — テン： 力  けサ タ， マ „コ， け- J- 1 1ノひゃ3 

なくて、 彼 東宮の 御 末 ぞ繼體 せ させ 給 ふめる。 天下 を 治め 給 ふ 事 二十 年 

ュ - シフ ク サイ す マ シマ 

二十 九歲 御座し き。 

(東宮 退き 絵 ひし かぱ 云々) この 事 は 上に 述べて ある。 

(天皇 も 御子なくて 彼 東宮の 御 末ぞ繼 睡 せ させ 給ぶ める) この 天皇 も 御子が 無くして、 皇太 弟敦良 親王 即ち 後朱雀： 大皇の 

御 末が、 皇位 繼 承の 御 血統と ならせられた やうで あると いふので ある。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 二十 年) 長 和 五 年 正月 廿 九日に 踐舴、 長 元 九 年 四月 十七 日に 崩御に なった。 それで 在位 は 殆ど 滿 二十 

年に 近い。 

(  =  .1 歲 御座し き〕 これに 異說は 無い。 
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ダイ ロク ジフ ク ダイ  ダイ サン ジフ シチ セィ  ゴ シュ ジャ クヰン  ィ ミナ  アツ ナガ  VT イチ 7 プゥ ドウ ボ  オト ゥト ナリ  t ノエ 

第 六十 九 代、 第三 十七 世、 後朱雀 院、 諱は敦 良、 後 一條 同 母の 弟 也。 丙 

ネ  トシ ソク ヰ  a ノト ゥシ カイ ゲン  テン ワウ ケン メイ  ォマ シマ  ゾメ ココ 

子の 年 即位、 丁 丑に 改元。 天皇 賢明に 御座し ける とぞ。 され ども、 其 比 

シッ ヘイ  ケン  ホシキ マ、  オン マツリ ゴト アト  ムネン  コト 

執 柄、 權を 恣 にせられ しかば、 御 政の 跡き こえず。 無お なる 事に や。 

(丙 子の 年卽 位、 丁 丑に 改元) 長 元 九 年 丙 子 四月 十七 日に 後 一條 天皇 崩御に よりて 踐祚、 七月 十日に 即位 鱧 あり、 翌年 四 

月廿 一 日、 長 暦と 改元 せらる。 

(天皇 贊 明に 御座し ける とぞ 云々) この 天皇 賢明に 御座した が、 その 賢明の 跡が 御 政に 見聞えない。 如何なる 理由 かとい 

ふに、 その 時の 關，： n 頼 通が 權を恣 にして、 天皇の 親政 を 被うた 爲 であると いふ。 殘 念なる 事で あると いふので ある。 

大鲩に 前代 後 一 條； 大^の 御代 を 評して 「むかし も 今 もみ かど かしこしと 申せ ど臣 あまたして かたぶけ まつる 時 はかた 

ぶき 耠ふ ものな り」 と 云って ゐ るの は、 この 御代に も あてはまる 評で ある。 

チャウ キゥ  n  H  ダイ リ  t ァ  -ンン キヤウ  タマ  ナホ レイク ワウ  ァラハ タマ 

長久の 比、 內 裏に 火 在りて 神鏡 やけ 給 ふ。 尙靈光 を 現し 給 ひければ、 

ハ t  アツ  アン ヂ  テン 力  チサ  タマ  n ト ク ネン  サン ジフ シチ サイ ォマ シマ 

灰 を 集めて 安置 せられき。 天下 を 治め 給 ふ 事 九 年。 三十 七歲 御座し き。 

(長久の 比內 裏に 火 在リて 神鏡 やけ 給 ふ) この 火災 は 長久 元年 九月 九日の 夜に 在った。 この 時內侍 所の 神鏡が 災 にか \ ら 

れた辜 は 百 練鈔に 「內侍 所 神鏡 在， 一 灰燼 中 一 燒損、 神鏡 在， 一 灰燼 中 f 遣， 一 藏 人頭 左 中將贅 左少將 經季等 一 令， 求 VN」 と あ 

る。 而 して その 赏 時の 事情 は 勅 を 奉じて 求め 奉った 贅^の 日記 春 記に 委しく 記しで ゐる。 さて 神鏡 は燒 損せられ たが、 

本書に 其 灰 を 集めて 云々 と 云った の は、 少しく 實に違 ふ。 舂 記に は 「燒殘 五六 寸許」 又 「一切、 二 三寸 許」 「次々 得 


二 三寸 許 一 各 段々 也」 又 「如. I 玉 金 1 之物數 粒」 と ある。 即ち こ、 に 其 灰と いふの は 灰燼と いふ 意で、 燒け 損じた もの を 

いふので、 塵 灰の 灰で はない。 この 時 神鎵に 就いて 朝廷に 重大なる 評議が 在った が、 結局 「叉定 _| 申 神鏡 燒損事 1 任 _|寬 

弘ニ年 例 一可 レ被レ 行 之由定 申 了」 と 百 鍊鈔に 記して ゐる やうな 事に 落着した ので ある。 

rIK 下 を 治め 給 ふ 事 九 年 云々) 長 元 九 年 W 月 十七 日の 踐舴 で、 寛 德ニ年 正月 十六 日に 御讓 位、 御 在位 は滿九 年に 近い。 御 

年齢に 異說は 無い。 

ダイ シ チジフ ダイ ゴ レイ セン ヰン ィ ミナ チカ t ト  ゴ シュ ジャク ダイ イチ n  —  "ハ ク ワウ タイ ゴゥ ，フ 一、 け 

第 七十 代、 後冷泉 院、 諱は親 仁、 後朱雀 第一 の 子 御 母 贈 皇太后 籐原 

キ シ  セッ シャゥ ミチ 十が  ダイ サン  ムス メナ リ キ ノト トリ  トシ ゾク ヰ  ヒ ノエ ィヌ  カイ 々ン— 

の 嬉子、 II 攝 政道 長 のおと どの 第三の 女 也。 乙 酉の 年 即位。 丙 戌に 改元 

(御 母 贈 皇太后 藤 床の 0? 子 ま 夂) 百 鍊鈔に 「母 贈 皇太后 嬉子、 入道 太 政 大臣 長女 也」 と ある。 嬉子は 扶桑 略記に は 道 長の 

笫四 女と ぁリ、 今 鏡 等に は 第 六 女と ある 。榮花 物語に よれば 第 W 女が 正しい やうで ある。 宽仁ニ 年に 尙侍 として 奉仕し 

治安 元年に 皇太子 (後朱雀〕 の宫に 入って、 御 息 所と なった が、 萬壽ニ 年に 後冷泉 天皇 を 産み 奉った 際に 薨 じた。 後 冷 

泉 天皇 即位の 後に 追 尊して 皇太后 を 贈られた ので ある。 

(乙 酉の 年卽 位、 丙 戌に 改元) 乙 酉の 年 即ち 寬德ニ 年 正月 十六 日に 後朱雀 天皇の 讓を 受けて 踐祚、 四月 八日に 即位、 翌年 

四月 十四日に 改元して 永 承と 號 せられた。 

3/  i  a  スヱ  カタ 3  ナカ  キ n  i チノ ク  サダ タフ • ム ネ タフ  ィ 

此 御代の 末つ方 世の中 やすから ず 聞え き。 陸 奥に も貞 任、 宗任 など 云 ひ 

し #、  ^を S しければ、 まモ4§ に 做せて^; i せらる。 職 。守き IBJ きま 冊 
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祌臭 正統 述義  .  四 一 四  

■IT ^議^- 十二 年 在りて なん しづめ 侍りけ る。 . 

(此 御代の 末つ方 世の中 やすから ず 聞え き) この 天皇の 御代の 末つ方に 疾疫、 火災、 盗賊、 騷 擾が少 くな く、 ことに 地方 

は 將門純 友の 亂後、 十分に 鎭靜 せず、 所々 に 騒擾が 絶えなかった。 そがう ちに も 著し いのは 後 一條 天皇の 御世の 平忠 

常の 饭で あって. これ は ra: 年に して 源賴 信の 力で 征服した のであった。 

(睡奧 にも 貞任宗 任な さ 云 ひし 物、 國を亂 しけれ ぱ、 ， 源 賴義に 仰せて 追討 せらる 云々) 貞任宗 伍 は 安倍 氏で 賴 時の 子で あ 

る。 頼 時が 父 龃以來 俘 凶の 長と して 世々 陸奧 (今の 磐 城、 岩 代、 陸 前、 陸 中、 陸奧) に 居りて、 家 富み 兵强 く、 勢 を恃ん で、 

H 守の 制 を f. ぜ ず、 永 承 年中、 國守藤 原 登 任、 数千 人の 兵を發 し、 秋 田 城 介 平 重 成の 兵 を 合せて 討った が甚 しく 破ら 

れた。 天 喜 I： 年に 朝廷 は、 そこで、 源 賴義を 陸 奧守兼 鎮守府 將 軍に 任じて これ を 討た せられた。 鎭守府 は 陸 奧國に 置か 

れ て^ら^ 爽の 鎮定 を 掌る 軍將の 役所で、 將軍は その 長官で ある。 淸和 源氏が、 鎮守府 將 軍に 任ずる の は 賴義が 始めで 

ある。 源氏 はこれ より 後に 武人と して 榮達 したが、 昔 はさ ほどで も， なく、 鎮義の 曾祖經 墓は將 門の 亂の睹 は征柬 副 將 

^たるに 過ぎなかった。 さて 賴義 は翌五 年に 賴 時を誅 した けれど、 貞任、 宗任は 容易に 征服す る こと を 得ず して、 镞平 

五 年に い 貝 任 を 誅し宗 任 を 降した。 その 間 九 年 を 費した。 これ を 前 九 年の 役と いふ。 その後 淸原武 則が 源賴 義に從 ひて 

武功の 有った によりて 镞守^ 將 軍に 任ぜられ たが、 その 孫 武衡に 到りて 又 勢强大 であった が、 その 異母 弟 家 衡淸衡 と 

相爭 うて 陸 奥の 地が 騒し かった。 永 保 三年に 賴義の 子、 義家、 陸 奧守兼 鎮守府 將 軍に 任ぜられて、 任地に 下った が、 

その 爭を鎭 めんと して 戰鬪 となり、 三年に して これ を 平げ た。 これ を 前 九 年の 役に 對 して 後三年の 役と いふ。 而 して 

(十一 一年 在リ てなん しづめ 侍リ ける) と ある は. • それ を 通じて 一緒に 說 明した ものと も i ゆるが、 後三年の 役 は賴義 に關 

係がない ので あるから、 さやう であると も 思 はれぬ。 而し てこの 十二 年 云々 とい ふこと は赏 時人 口に 膾炙して ゐ たも 

のと 思 はれて、 しかも、 それに は 後三年 役 を 加へ て は をらぬ。 抉 桑 略記 康平 七年閼 三月の 條に 「伊豫 守 源 賴義從 陸 

奧 1 參洛。 奉， 一 使節 1 之 後 全經， 1 十 一箇年 1 歸來。 去年 誅， 1 罸賊 安倍 貞任 一之 日 所 レ獲生 口 同宗 任 正 任 等 i 人 各 引 率 其ぎ お々」 

と ある。 これに よれば 天 喜 元年に 征討の 命 を 奉じた ことになる 譯 である。 又 古今 著^ 集に も 「$ ^豫守 源賴義 朝臣、 良 

iH 宗任等 をせ むる 間 陸 奥に 十二 年の 春秋 を 送りけ り」 と ある。 本書 は 恐らく は これらから 出た もので あらう が、 抉 桑 


「かねて」 底本 

「兼」 に 作る 梅 

本に よる。 


略記よ その 時 を 多く 隔てない 時代の 著で あるから して これ を 容易く 否定す る 譯には ゆかぬ。 


ゴ シ ュ ジャク ヰ ゼゥ 


ゴ サン .！ プゥ  トウ グゥ  ヰ タマ 

後 三條、 東 S に 居 給 


テン 力 


チサ  タマ 


此君 御子 まし まさ M りしう へ、 後朱雀の 遣 詔に て、 

へりし かば、 繼體 はかね てより 定まりけ るに こそ。 天下 を 治め 給 ふ 事、 

o  o  O 

ュ ジフ サン ネン  シ ジフ -ン サイ ォマシ マ *  f 

二十 三年。 四十 四歲 御座し き 


(此君 御子 まし まさ、 > -リし うへ 云々) 後 冷ま 天皇に は 御子 一 人 も 御座し まさぬ が、 なほ その上に、 後朱雀 天な の^? i で、 御 

弟の 後！ ニ倏 天皇が 東宮に 立ちて ゐられ たが、 皂位繼 承の 御仁 は豫 てからき まって ゐた。 「後朱雀の 遺 詔」 とい ふ 事は委 

しい 事 は 分らぬ が、 榮花 物語に 後朱雀 天 是の御 譲位の 際の 遺 詔 を 記しで 「がくな 泣き そ。 上 m 門院に よく 仕う まつり 

給へ。 二の 宫 (後 三條) 思 ひ 隔てず おはせ など、 (後朱雀の〕 申させ 給へば、 (後冷泉) 御^に 袖 をお しあて 、おはします」 

と ある。 なほ 後三條 天皇の 下で いはう。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 二十 一一 1 年 云々) 寬德ニ 年 正月 十六 日に 踐祚、 治 曆四年 W 月 十九 日に 崩御。 御 在位 は滿 二十！ 二 年と 三月 

餘 である。 御 年齢に は 異說が 無い。 


「中宮」 底本な 

し、 他 諸 本に 

よって 補 ふ。 


ダイ シチ ジフ イチ ダイ ダイ サン ジフ ハチ セィ  ゴ サン ^ゥ ヰン 


-ナ タカ 


ゴ シュ ジャク ダイ -ー 


オン ハハ 


第 七十 | 代、 第三 十八 世、 後 三 條院、 諱は尊 仁、 後朱雀 第二の 子。 御 母 

チウ グゥ ティ シ ナイ シン ワウ  サン -デ ゥヰン  ク ワウ-一 ョ チリ  ゴ シ ェ ジャク  オンつ ィ  タメ ティ  タ * 

中宮、 禎子內 親王 s 帽^ 三 條院の 皇女 也。 後朱雀の 御 素 意に て 太 弟に 立 

〇 o 

タマ  マタ サン. テゥ  オンス ヱ  ゥ  タマ  ムカシ  ノーへ  H: ャゥ 

ち 給 ひき。. 又 三 條の御 末 を も 受け 給へ り。 昔 も か； る ためし 侍りき 兩 
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リウ  トイ ゲ  ゥ  タマ  ゲイ タイ ァ -4 ジ  ツチ ノエ サル トシ ソク ヰ ツチ ノト トリ 

流を內 外に 受け 給 ひて、 繼體の 主と なり まします。 戊 申の 年 即位 已酉 

カイ ゲン 

に 改元。 ■  一 謹ま 一 ま：， き.  . ，.、 ノ藝 に. 

(御 母 中宮 弒子內 親王 IK々) 禎子內 親王 は三條 天皇 第三の 皇女で あるが、 扶桑 略記に は 「母 三 條院之 女 皇太后 賴子 也」 と 

あり、 後 1 條 天皇の 御世、 長 元 七 年 七月 十八 日の 條に 「東 宫妃 1 品內 親王 產 H 第二 皇孫 於 春 宫亮源 後任 宅 こ と あるの 

が、 この 天皇 御 降誕の 記事で、 この 時に 禎子內 親王 は 東宫妃 であらせられた。 又 後朱雀 天皇の 御 即位 後長 元 十 (S 賸 

元) 年 二月 十三 日に 「弒 子內 親王 立 爲_1 皇后 T 三條 天皇 女、 御 母 前 皇太后 妍子 也」 と あり、 その 三月 一日に 「女御 藤^ 

源 子 立-中宮 こ と あるから、 本書に 中宮と あるの は 誤で、 皇后 禎子內 親王と あるべき である 。後冷泉 天皇の 永 承 六^ 

二月 十三 日に 皇太后と なり、 治 朥四年 四 月 十七 日に 太 皇太后と なり、 後三條 天皇 御 即位の 治 曆 五 年 (延久 元) 二月 十 

七日， に 院號を 奉られて 陽 明 門院と 申し 上ぐ る 事に なった。 

(朱 雀の 御繁 意に て 太 弟に 立ち 給 ひき) この 天皇 は 後冷泉 天皇の 皇弟 とし 儲 君に なられた の は 寬德ニ 年 正月 十六 日で ある 

が、 扶桑 略記に は 皇太子と あり、 帝王 編 年 記に は皇太 弟と ある。 本書 は皇太 弟と いふ 說 によった ものである。 後朱^ 

天^の 御 "おで 位 を 後冷泉 H<^ に 譏られた 時に 「二の 宮 (後 三條) 思 ひ 隔てず おはせ」 と 仰せられ たと 榮花 物語に 見えて 

ゐ るが、 外戚の 助がなくて、 其の 事が 實 現しに くかった が、 今 鏡 司 召の 條に はこの 先帝の 御言 を 重んじて 大納首 藤 原 

能 信の 言に よりて、 藤 原 氏の 忌む の を 憚らず、 急に 皇太子に 立て 耠 うた 事情 を簡單 ながら 述べて ある。 

(X 三 條の御 末 を も 受け 給へ =0 この 天皇 は 次の 如く 

II 花 山 

村 上 =!= 冷泉 LI 三倏 |( 陽 明 門院) (母系) 

!= 阊融 = 一 條= 後朱雀 = 後三條 

父系で は 圆融、 一條、 後朱雀と いふ 順序に 血統 をつ がせられ て あるが、 一方で 母系 は 冷泉 h< 皇の 末で 三條 天皇の 血統 

を 受け て いらせら るる。 


後 

條 

院 


四 
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(普 も かかる ためし 侍リ き) これ は 武烈 天皇、 欽明 天皇の 御 事な ど をい つた もので あらう。 

應神 J= 仁德 1 履 仲" gss^= 仁 賢 =rr 武烈 


"允恭 = 雄 略 £ し  一 r 手 白 香 皇女— 一 

 繼 體 一 欽明 

(兩 流を內 外に 受け 給 ひて 繼體 のまと なリ まします) 内 は 父方、 外 は 母方で ある。 內には 阀 融、 一條、 後朱雀の 御 血統で 

あり、 外に は 冷泉、 三 條の御 血統で、 阊融、 冷泉の 二流 を 父方 母方に うけて、 いづれ から 言っても、 正しき 御 血統の 

君と して 御繼 ぎに なった とい ふので ある。 

(戊 申の 年卽 位) 戊 申の 年 治 曆四年 四月 十九 日 後冷泉 天皇 崩御の 後 をう けて 踐鲊、 七月 廿 一日に 即位 在った • 

(己 酉に 改元) 翌年 四月 十三 日に 改元 延久 と號 せられた。 

n ノ テン ワウ トウ グゥ  ヒサ  ォマシ マ  シヅ  ヮ カン  プン- ケン "プ チ b  s  , 

此 天皇 東宮に て 久しく 御座し ければ、 靜 かに 和漢の 文、 顯 密の敎 まても 

クラ  シ  タマ  シ イカ  ギヨ セィ  アマ タ t ト  クチ  ハべ  -ゴ *  ^ ィ セ 

闇から ず、 知らせ 給 ふ。 詩歌の 御製 も數、 人の 口に 侍る めり 後冷泉の 

スヱザ マ  ョ  ナカ ァ  ミン カン  ウレ ヘア  ゥ ツキ  クラ ヰ ヰ. - タマ  •  イン ♦ 

末樣、 世の中 荒れて 民間の 愁 在りき。 四月より 位に 居 給 ひし か は 未た 

アキ  オヨ  ョ  ナカ  ゥ トク  キミ 

秋の を さめに も 及ばぬ に 世の中の なほり にけ る。 有德の 君に てまし まし 

ける とぞ 申し 傳へ 侍る。 始めて 記 錄所ミ 云 ふ 所 を 置かれて、 國々 の衰へ 

コト  ェンギ テン リャク  コノ カタ  マコト カシ n  オン コト 

たる 事 をな ほされき。 延 喜天曆 より 以来に は 誠に 賢き 御 事な りけん かし。 
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(此 天皇 東宮に て 久しく 御座し ければ) 寬德ニ 年に 皇太 弟に 立 たれた 時には 十二 歳で いらせられ、 三十 五 歳で 踐祚 あらせ 

られ たから、 かぞ へ 年 二十 g: 年 春 宫 にあら せられた ので ある。 

(靜 かに 和漢の 文、 顯 密の敎 まても 鬮 からず 知らせ 給 ふ、 詩歌の 御製 もま々) 長い間 東宫 であらせられた わら、 その 間 心 

靜に 日本 や 支那の 舉^ 义佛敎 まで も 明らめ 耠ひ、 詩歌の 笾 にも 達せられた。 それらの 御製 も 人々 が 云ひ傳 へて ゐ ると 

いふので ある。 その 和漢の 學 問に^ T せられた 事 は 今 鏡に 「御身の 才 はやん ごとな き 博士 どもに もま さらせ 給へ り」 と 

シ ャ ゥ 

いひ、 綾 往生 傳に 「和漢 才^ 誠 絶 一一 古今 一 雖， 一 者 儒 元老 ー敢 不一 一 抗論こ とい ひ、 續 古事 談には 「後 三條院 ハイ 力 程ノ學 生 

(學 者の こと) ソ卜人 ノ^ケ レ バ 江 中納言 (大江 匡 爵) ォ モヒ マウ ケ タル 事 ノヤ ウー 一 佐國 (大江 佐國) 程 -I ャ オハ シ ケント 

ィ ヒケケ 。^方 卿 ハ是 ヲキキ テナ キケ リ。 國王 ノサホ ドノ 學生 ニテ オハ シマ シケン n トヲ 感シ テケリ」 又 「後 三 條院ハ 

春^  - 一  テ サ年 マデ オハ シマ シ テ 心 シ ヅ 力 二 御學 問ァリ テ 和漢 ノ 才智 ヲ キハ メ サセ耠 フノミ 二 ァラズ 云々」 とも ある。 

而 して^ 祕^ 抄と いふ 御 著書 もあった .. うで ある。 この 御 書 は 今は傳 はらない が、 本朝 書籍 目錄の 公事 部に 敉め て、 「後 

三倐院 御抄、 ^公事」 と 注して あるから 朝廷の 公事 を 記 注せられ たものと 考 ふる。 次に 佛敎 に： i じて ゐられ た 事 は^ 

往生 傳に 載って ゐる 事で 考へ て も わかる が、 それに は 「深歸 一一 1 乘こ と あり、 今 鏡 「みのりの し」 に は 「むかしみ この 宫に 

おはし ましし 時より 法の 遨をも 深く 知ろ しめされ けり」 とあって、 この 帝の 佛 道に 明らかに おはしまして 學識 ある 顯 

密の 法師 を 多く 召して 硏究 せられた 事 を 叙して ゐる。 又 詩歌の 御製の 人口に 膾炙す る もの も少 くない。 そのうちの 1 

二 をい は^、 柬ぉ にお はしました 時に 日野资 業の 子實 政が 春 宫學士 として 侍讀 する こと 十五 年、 その 親しくし 維る こ 

と は 朋友の 愦の やうで あつたが、 實 政が 出で、 甲斐 守と 成った 時に、 天皇が 餞と して 詩 を 賜 はって 「州 民縱發 _| 卄棠 

詠 1 英レ忘 多年 風月 遊」 と 遊ばされた。 その 忝い 御愦を 今でも 思 はしむ る ものが あるが、 古來 これ は 人口に 臉 炙して ゐ 

る。 又 御 諫 位の 後 住 吉に詣 で 袷うて よみ 給 ひし 歌 

dil よしの 神もう れ しと 思 ふらんむ なしき 船 を さしてき たれば 

とい ふ を あげて、 「みかどの 御淤 とおぼえて、 いと 面白く も 聞え 侍る 御製なる べし」 と 云って ゐる。 これ は 後 拾^ 第に 

載って ゐ るが、 この 外 御製 は 新 古今 集、 綾 古今 维、 玉 葉 集に も， 載って ゐる。 

(後冷泉の 末檨 世の中 荒れて 民間の 愁在リ き) この 事 は旣に 後冷泉 天皇の 條に 記して ある。 

(四月よ リ； M に 居 ^ひし かば 未だ 秋の を さめに も及ぱ ぬに 世の中の なほ リに ける) この 夭皇 の 踐舴は 四月 十九 口 である。 


秋の を さめと いふ は 漢^で いふ 秋敉 で、 秋に 稻の 熟して 刈り入れ をす る 時 をい ふ。 卽ち 秋の 末に も 及ばぬ うちに 御 位 

• につかれて 半年 許の 間に 世の中が 稳 かにな つたと いふので ある。 その 一 例 は 御 即位の はじめに、 石淸水 八幡 宫に 行幸 

せられた が、 赏時都 人士の 風俗が 甚 しく^ 侈であって、 簿を拜 する に^に 金の 飾 をす る ものが 多かった の を 御覽ぜ 

られ、 これ を 禁ぜられ たが、 次の 賀 茂の 行幸の 時には 絶えて その 風が 無くなって ゐ たとい ふ 事で ある。 

(有德 の 君に てまし ましけ ると ぞ 申し 傅へ 侍る) 今 銃に 次の 如くい つて ゐる 。「此の 帝^ を しらせ 給 ひての ち、 世の中み な 

治まりて 今に いたる まで、 其のな ごり になん 侍る。 たけき 御 心に おはし ましながら、 又な さけ 多く ぞ おは しまし け 

る。」 C て 崩御の 後人々 の 惜み慕 ひ 奉った さま は 同じく 今^に 「ある 人の 夢に こと 11 の そこな はれた る を^さん とて 此 

の國 をば 去らせ 給 ふと 見た る 事 も 侍りけ り」 とい ふ、 又績 往生 傳に 「宇治 前 大相國 聞 一一 天皇 崩御 一 曰、 此 本朝 之 不幸 之甚 

也」 とも ある。 有德の 君で あらせられた 事 はこの 記事で も考 へらる るで あらう。 

(始めて 記 錄 所と 云 ふ 所 を 置かれて、 國々 の衰 へたる 事 をな ほされき〕 記 錄所は 土地の 訴訟 を裁斷 する 役所で ある。 ^時 

横臣贵 族が 土地 を 私有して 多く 莊 31( 公^に 入らぬ 私有地) を 占め、 民の 害 を^す こと 甚 しかった から、 天 & が、 その 

家々 に 仰せて、 各々 その 莊 園の 契 券 (所有 權を證 する 文書) を 上らし めて、 記錄 所に 於いて その 虛赏を 取 調べられた。 

常時 莊 園が 甚だしく^ 加して、 赏租に 妨害 を與 へた 事が 颇る大 であった から、 延久 元年に 勅して 宽德ニ 年 (後冷泉 天 

阜： 即位の 年) 以後 新に 立てた 莊 II は 1 切に これ を罷 め、 その 前に あっても 契 券が 明かで なく、 國務に 妨げの ある もの 

は 停止 せられた。 この 記 錄所は 太 政 官の內 に 別に 設けられた 役所で、 その 職： H; も 特別に 擇んで 任命せられ たもので、 

この 天皇の 時に はじめて 出來 たもので あるが、 これによ つて 櫂臣 の^ 恣も 制限せられ、 國 家の 財政 も 大分 整 ふやう に 

なった ので ある。 

(延喜 天 曆ょリ 以来に は 誠に 賢き 御 事な リ けんかし) この 事 は大な 医^の 續 本朝 往生 傳の 文に 委しく 說 いて ゐ るから、 そ 

の 文 を 次に ひく。  r 聖化 被， 世殆 同-承 和 (仁 明：」 延喜 (醍醐) 之 朝？ 相傳 曰、 冷泉 院後政 在-孰 柄？ 花 山 天皇 ニ箇 年間 天下 

大治。 其後權 又歸， 一 於 相 門 ー皇烕 如， 廢。 爱天皇 五箇 年 之 間、 初 視_| 萬 機 1 俗 及 _| 淳素 1 人知- 禮義？ 日 域不レ 及-塗炭 一 民于, 今受. i 

其 賜 一 之 故 耳」 と ある。 
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テン 力  チサ  タマ  コト  ョ トセ  タイ シ  ュヅ  ソン ガウ  ノチ  シ ュッケ  タマ 

天下 を 治め 給 ふ 事、 四 年。 太子に 讓 りて 尊 號 あり。 後に は 出家せ させ 給 

ふ。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 四 年) 治 暦 四 年 四月 十九 日に 踐祚 * 延久四 年 十， 二月 八日に 讓位、 その 間滿四 年と 八月 許で ある。 

(太子に 譲 リ て箨號 ぁリ) 延久四 年 十二月 病に よって 皇太子に 讓 位せられ、 新 帝から 太 上 天皇の 尊號を 上られた。 

(後に は 出家せ させ 給 ふ) 御 譲位の 翌年 延久五 年 四月に 病に よって 出家 せられて 法名 金剛 行と つかれた。 

n ノ オン トキ  シタ ヘイ  ケン  キミ  オン ミ.； s カラ マツリ ゴト シ  タマ -コ ト  力へ  ハべ 

此御 時より 執 柄の 櫂ね さ へられて 君の 御自 ^を 知らせ 給 ふ 事に 歸り侍 

ソノ コロ  ジャゥ n ク ノチ  ヰン チウ  セ ィムァ  ミ 

りに し。 され ども 其 比まで も 讓國の 後、 院中 にて 政務 在りと は 見えず。 

シ ジフ サイ ォマ シマ 

四十 歲 御座し き。 

(此御 時よ リ執 柄の 權 たさ へられて 君の 御 自政を 知らせ 給 ふ 事に 鑼 リ侍リ にし) 攝關の 政治 を やめられて 天皇の 親政に か 

へ つた 事 を 云った. ので あるが、 その 事 は 上に 引 いた 綾 往生 傳の大 江 匡蒡の 言で も わかる 。榮花 物語に はこの 天皇の 政治 

を 評して 次の やうに い つ てゐる 。「この 內 (天皇) の 御 心 いとすく よか (健〕 に 世の中の 亂れ たらん こと を 直させ 給 はんと 

思し召し、 制な ども きびしく、 末の世の 御門に は餘り めでたく おはし ますと 申しけ り。 人に 從 はせ 耠 ふべ くもお はし 

まさず、 御 ざえ などい み じくお はします。 後朱雀 院を すくよ かにお はします と 思 ひ 申し >f に、 これ はこよ なく 勝り 奉 

らせ耠 へり。 世の 人お ぢ 申した る ことわり なり 。大方の 御 もてなし、 いと 氣 高く おはし ましけ り。 女院 (御 母 陽 明 門院) 

の 申させ 耠 ふこと を もさる まじき こと を も、 更に 聞かせ 耠 はず 一 と ある。 この 御世に は その 時までの 關.： ： 頼迎が 返け 


られ て、 その子 敎 通が 關 白に 任ぜられて はゐ たが、 それ はた^ 榮譽の 地位に 備 はって. ゐる だけで、 昔の 墓經 乃至 頼 通 

の 關白 と は 全く 違った 事に なった。 それ故に、 これから 後の 政治 は 攝關の 任命 はあって も攝關 政治と いふ 事 は 出来ぬ。 

(され さも 其 比 まても 讓國 の後院 中に て 政務 あ リとは 見え *0 これ は攝關 政治に 代って 起った のが- 白 河 上^ 以後の 院政 

であると いはる る 所から して、 この 天皇の 時に 院政が 旣に 起って ゐ たとい ふ！^ 解 を 起し 易い から、 それ を 明かに， L た 

ので ある。 即ち 執 柄の 櫂 を 抑 へられた が、 この 天皇 以前に はもと より、 この 天皇の 顷に 至る まで も讓 位の 後院 中で 政 

治 を とられた と いふ こと は 見えな いとい ふので ある。 

(說) 愚 管抄に はこの 天皇が 讓 位の 後 院に 居て 政 を 決せられ たが、 幾 もな くして 崩御に なった と 云って ゐ るが、 これ は 必ず. 

しも 信ぜられない。 親 房の この 言 は 喑に愚 管 抄の說 を 否定して ゐる とも 見ら るるが、 もとより この 說の 方が 正しく、 

剛健 正義 を 重んぜられ たこの 天皇が、 太 上 天皇の 御身 を 以て 政務 を 左右せ うと は 遊ばされぬ こと は その 御 性格から し 

て考 へらる るの みならず、 若し 院 中で 政務 を とらる るべき なら、 讓位後 直ちに その 事が あら はれて ゐ るべき である。 

これ は 政 櫂 を 私し 来った 藤 原の やうな 我儘 者の 觀察 法であって、 正しき 見方で はない。 然るに 今の 歴史家が、 多く こ 

の 愚 管抄の 說に從 つて ゐ るの は 正義 を 重んじて 母后の 御詞を も輕々 しく は容れ たまはなかった 御 精神 を 知らぬ ものと 

いはねば ならぬ。 

(四十 歳 御座し き) 延久五 年 五月七日に 疾 によりて 崩御。 御 歳 は 扶桑 略記 百鍊鈔 以下 異說が 無い。  . 

タイ シチ ジフ ュ ダイ ダイ サン ジフ ク セィ シラ 力 ハヰン イミ ナ サダ t ト ゴ サン デゥ ダイ イチ a  オン 、 ,. ダウ 

第 七十 二 代、 第三 十九 世、 白 河院、 諱は貞 仁、 後三條 第一 の 子。 御 ai? 

ク ワウ タノ ゴゥ フギ ハラ  モチ n  ゾゥ ダイ ジャ ウダ イジ ン ヨシ ノブ  ムス メ， ジッ  チウ ナフ ゴン キン チリ  ムス メナ リ ミヅ/ エト 

皇太后 藤 原の 茂 子、 贈 太 政 大臣 能 信の 女、 實は 中納言 公成の 女 也。 ^子 

トシ ソクヰ  キノ エトラ  カイ ゲン 

の年卽 位。 甲 寅に 改元。  . 

(御 母贈垦 太后 藤 原の 茂 子 云々) 百 鍊鈔に 本書と 袷と 同じ 文に 記して あって 但、 「赏權 中納言 公成 女」 と ある 點が違 ふが、 
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櫂 中納言 が 正しい。 茂 子 は 後三條 天皇の 東宮に ましました 時に、 御 息 所と して 參ら れ、 天 喜 元年に この 天皇 を 生み 奉 

られ たが、 康平五 年に 皇太子妃 として 薨ぜ られ た。 この 天皇 御卽 位の 後、 延久五 年 五月に 追 尊して 皇太后 を 贈られた 

ので ある。 

(壬 子の 年卽 位) 壬 子 即ち 延久四 年 十二月 八日に 後三條 天皇の 譲 をう けて 踐祚。 同月 二十 九日に 即位 鱧 を 行 はれた。 

(甲 寅に 改元) 御 即位の 翌々 年、 延久六 年 八月 二十 一一 一日に 改元あって、 承 保と 號 せられた。 

ィュシ へ  ォコ  ノ ギヤ ゥ カウ  マタ シラ カハ ホヅ ショウ ジ.： 

古の あ、 こ を 起されて、 野の 行幸なん ども あり、 又、 白 川に 法 勝 寺 をた て 

ク ヂゥ タウ パ  ムカシ ゴ ゲ ワン テラ テラ  タメ シ ホド ック トトノ 

九重の 塔婆なん ども 昔の 御 願の 寺々 にも こえ、 檨 なき 程に ぞ 作り 調へ さ 

タマ  n ノ  ノチ  ョゴト  ゴ ゲ ワン ジ  タ  ザ ウジ シ ジャヵ 

せ 給 ひける。 此 後に 代每に うちつづき 御 願 寺 を 立てられし を 造 寺 熾 盛の 

ソ シリア  ザゥ サク  ショ コク  デゥ ユン  ィ  n ト ォホ  ジ ユリ ャゥ  つゥ クヮ 

謗 在りき。 造作の ために 諸國の 重任な ど 云 ふ 事 多くな. 9 て、 受領の 功 課 

フ コ 、ンャ ゥヱン  ョ  ォ  マコト クニ  ッヒェ  -,  ハへ 

もた M しからず、 封 戶庄圜 あまた 寄せ 置かれて 誠に 國の費 さ こそ 成り 侍 

りに しか。 

(古の あと を 起されて) 藤 原 氏 攝關の 世に は 靱廷の 公事 儀式 もす たれた ものが 少 くなかった。 後三條 天皇 は 親政の 昔に か 

へされた けれども、 御 在位の 間が 少 くて 公事な ど はま だ 十分に 恢復せられ なかった と 見 ゆるが、 この 天皇に 至って は 

それら を 恢復 せられた。 今 鏡に 「此 御時ぞ 昔の あと を 起させ 耠ふ事 は 多く 侍りし」 といって、 「釣りせ ぬう らく」 の 

に それらの 搽々 を あげて ゐる。 


(野の 行圭 なんども ぁリ) 野の 行幸 は 光孝 天皇の 御^に 行 はれた 芹 川の 行幸の 亞 流であって、 その後 また 陵せられ て もた 

の を 再興せられ たので あるが、 それ は 承 保 三年 十月 二十 四 日に 大 井川に 行幸して 嵯峨 野に 獵し 給うた 事 を さす。 

(X 甴 川に 法 勝 寺 をた て、 九重の 塔婆なん^も 昔の 御 願の 寺々 にも こえ、 樣 なき 程に ぞ作リ 調へ させ 給 ひける ) 法 勝 寺 を 

建て 始めた の は 承 保 二 年であって、 その 落慶の 行幸 は 承 磨 元年 十 1 月であった。 その 地 はもと 藤 原 良^の，：；： 河 第で あ 

つて、 代々 藤 原 氏の 別莊 として 傳 へて 来たの を 左大臣 師 實が默 じたので あった。 この 寺 は 元麼ニ 年の 大地震で こ はれ 

てから 衰 へた。 ^の 京都市 岡 崎の 地に 在った ので あるが、 塔 壇と か 何とかい ふ 地名に 名殘を 留めて ゐる。 この 寺は大 

ャォ モテコ n  ノコ シ 

きな 構へ であった と 見 ゆるが、 こ  > "に は 今 鏡の 「白 河の 御寺 も 勝れて お ほきに、 八 面 九 層の 塔な ど 建てさせ 耠ひ、 

百體 の御佛 など 常 は 供養せ させ 耠ふ」 とい ふだけ を あげる。 

(九 S の 塔婆 云々) こ G 寺の 塔婆 は 今 鏡に いふ やうに 珍し い 構であった らし い。 永 保 三年に 建てられた。 

(#» の 御顔の 寺々 にも こえ 云々) 御 願の 寺と は 天阜； 若く は 皇后の 御發 願に よって 創められた 寺で ある。 そのうち、 天皇の 

御發顚 による もの を 勅願寺と いふ。 それ は 昔から 少 くな い。 今にも その 著し いのは 東大寺、 仁 和 寺、 醍醐 寺、 大覺 寺な ど 

が ある。 それらの 大 寺に もこえ、 又 先例の 無い 程に 作り 調 へられた とい ふので める。 その さま は 扶桑 略記に 見 ゆる。 

(此 後に 代 毎に うちつづき 御 願 寺 を 立てられし を 造 寺 熾 盛の 謅在リ き) この 後の 代々 の 御 願 寺と いふの は 主として 六 勝 寺 

を さす ものと 見 ゆる。 六 勝 寺と はこの 法 勝 寺、 堀 河 天皇の 御 願 寺た る 尊 勝 寺、 待 賢 門院の 御 願 寺た る阆勝 寺、 鳥 羽 天 

皇 の御顋 寺た る 尊 勝 寺、 崇德 天皇の 御 願 寺た る 成 勝 寺、 近衞 天皇の 御 願 寺た る延勝 寺の 總稱 である。 なほ その外に は 

鳥 羽 上皇の 御 願 寺た る寶莊 漦院、 得 長 壽院、 後白河 上皇の 御 願 寺た る 蓮華 王院等 頗る 多い。 それで 

(造 寺燼 盛の 誘在リ き) とい ふの 一で ある。 これ は 新に 寺院 を 造らる、 事が 餘 りに 熾んで ありすぐ ると いふ 非難が 在った と 

いふので あるが、 それ は單に 寺が 多く 出來 たとい ふ 事に 止まらず、 同時に 天下の 財力 を 費す とい ふこと が 非難 せらる 

る の である。 

(造作の ために) 造作と は 建築と いふに 似た 語で、 今 もい ふ 語で ある。 その 土木 建築の 費用が かさんだ 爲に 

(諸國 の 重任な ど 一 k ふ搴) が 多くな つたと 云 ふので ある。 これ は國 司の 長官た る 守の m 任 を さす。 國 司の 任期 は 1 任 四 年 

を 規定と して、 任期 過 ぐれば、 當然 解職と なる ので、 古來 この 規定 は 遵奉 せられて 來 たが、 この頃 賣官の 弊風が 生じ 

て、 財物 を獻 じて 朝廷の 用途 ことに 造 寺の 用途に 供す ると、 其の 功に よって、 官爵を 賜 はる 樣な 事が あった。 それで 
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國の守 もこの 方法で、 任期 を 更に 重ねて その 國 司に 任ぜら るる。 これ を 重任と いふ。 元 來國司 は 所謂 膏^の 職と 云つ 

て、 敉 入の 多い 上に、 ^利 を營 むのに 都合が よい 爲に 重任 を 望む 者が 多かった ので ある。 此天阜 ； 崩御の 當時 右大臣で 

あ つ た 藤 原宗忠 の 日記 (中 右 記) の 裏書に 「法皇 御 時 初出 來事」 と 題し て 記して ゐ るう ちに、 「受領 功 萬 石萬疋 進上 事、 十 

餘歲人 成 一一 受領 一事、 卅餘 國定任 事、 始 W 自 一 1 我 身 1 至 _1 子 lis 人 1 同時 成-一 受領 一事」 と ある。 これらの 事 は その 曰 記に 到る 所に 

記して その 非 を指捣 して ある。 それ故に 

03H 額の 功 課 もた. X しからず) とこの 著者が いはれ たので ある。 受領 は國 守の ことで あるが、 元来 官吏の 考課 (功 課と あ 

るの は 正しくない。 音と 意味と が 似て ゐ るから、 中世から 誤って 來 たので、 著者 一 人の 誤りで はない。 現に 中 右 記に 

も 功 課と 記して ある) に は 1 定の 法令が ある。 即ち 大寳 令の 考課 令で ある。 その 課と は 才藝を 課し 試みる ことで、 考 

とは^ 吏と しての 行、 能、 功、 過 を考へ 校ぶ る ことで ある。 即ち その 行狀、 才能、 政治 上の 成績 を考 勘して 官吏の 任 

免陟黜 をす るの が 令の 規定で あるが、 上の やうに、 獻納 する 金穀の 量に よって、 任免 せらる る 事に なれば、 その 考課 

の 正しく 行 はるる 道理の 無い 事 は 云 ふまで もない。 さう して、 又 それらの 寺々 に 

(封 戸 庄園 あまたよ せ 置かれて 誠に 國の 費と こそ 成 リ侍リ にし か) と 著者の いはれ た 通の 事に なった。 これで は 先帝 後 三 

倏 天皇の 莊阏 を停廢 せられた 聖慮も 空しくなつ-たと いふべき である。 
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天下 を 治め 給 ふ 事 十四 年。 太子に 讓 りて 尊 號 あり。 世の 政 を、 始めて 院 

チウ  、ン  タマ  ノチ  シ ュッケ  タマ  ナホ ソノ  オン イナ ゴ  スゴ 

中に て 知らせ 給 ふ。 後に は 出家せ させ 給 ひても 尙其 ままに て 御 一 期 は 過 

o  o 

ョ  シ  タマ  コト  ムカシ  ナリ  カウ ケン 

させまし^^ き。 おり ゐ にて 世 を 治らせ 給 ふ 事、 昔 はな かりし 也。 孝 謙 

o  o  o 

タツ シ  ノチ  んィ タイ  クラ ヰ ヰ タマ  ハ カリ  ミ  コ ダイ  コト  タシ 

脫屣の 後に ぞ廢帝 は 位に 居 給 ふ 計と 見え たれ ども、 古代の 事 なれば 燧か 


サ ガ 


セィ ヮ 


テン ワウ 


「おと ど」 底本 

「從」 の 草書の 

如くす、 他 諸 

本に よる。 


「こと 一 底本 

「事」 に 作る。 

梅 本に よる。 


タダ ュヅ リ 


ヱン ユウ 
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ならず。 嵯峨、 淸和、 宇多の 天皇 も只讓 ての かせ 給 ふ。 圓融の 御 時 はや 

シ  タ マコト  ァ  ヰン  オン マへ  セッ シャゥ カネ ィへ  ゥケ タマ ハ 

うく 知らせ 給 ふ 事 も在リ しに や、 院の 御前に て 攝政兼 家のお，、」 ，、承り 

ミナ モト トキ ナカ  ァ ソン  サン ギ  チノ  ノ ミヤ ノサ ネス ケ ノオト ド 

て、 源の 時 仲の 朝臣 を， 參議 になされ たると て 小 野 宮實資 大臣なん ど は 

カタ プ  マチ  シャク ワウ  シュジ ャゥ  ォマ シマ  トキ 

傾け 申されけ ると ぞ。 ざれば 上皇 まし ませ ど、 主上 を さなく 御座す 時 は 

t トへ  シッ ヘイ マツリ ゴト  ゥ ヂ  オト ドョナ  サン ダイ  キミ  ^ッ セィ  ゴ 

偏に 執 柄の 政な りき。 宇治の 大臣の 世と 成りて は 三代の 君の 執政に て 五 

ジフ ヨネ ンケン  モ ハラ  セン ダイ  クワン パク  ノチ  ジョ サイ  レイ  ァ  ァ マリ 

十餘年 權を專 にせら る。 先代に は關 白の 後 は 如 在の 禮 にて 在りし に、 餘 

ホド  ナ  ゴ サン .i プ ゥヰン バウ  オン トキ  オボ シメ  ヨシ 

なる 程に 成りに けれ はに や、 後 三 條院坊 の 御 時より あし さまに 思 召す 由 

キ n  ナン ナカ  ァ、 ン  アヤ プ オボ シメ  ホド  コ ト  ァ  セン ゾ  トキ 

聞え て、 御中ら ひ恶 くて 危み思 召す 程の 事に なん 在りけ る。 踐舴の 時、 

スナ ハチ クワン パク  ゥ デ  オト ゥト -ー .1 ァゥ  ノリ ミチ  オト ド クワン パク 

即關白 を やめて 宇治に こもられぬ。 弟の 一 一條の 敎 通の 大臣 關 白せられ し 

ホカ  ソノ ケン  マ  n ノ ミヨ  ヰン  マツリ ゴト 

が、 ことの 外に、 其 櫂 もな くお はしき。 ^して 比 御代に は^にて 政 をき 

o  o 

タマ  シッ ヘイ  タダ- ンョク ソナハ  パカ リナ  コレ  マ タフ ！4 

かせ 給へば 執 柄 は ロハ 職に 備 りたる 計に 成りぬ。 され ども、 是 より 又 古き 

スガタ イチ ヘン  ハべ  二ッ ヘイ ョ  ォコ十  セン ジ  テン 

姿 はー變 する にや 侍り けん。 執 柄 世 を 行 はれし か ビ も、 宣旨 にて こそ 天 
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力  コト  シ カウ  コノ オン トキ  ヰン ゼン  チャウ ノク ダシ フミ ォモ  ョ 

下の 事 は 施行せられ しに、 此御 時より 院宣、 廳下文 を 重く せられし に 依 

ザィヰ  キミ マ タクラ ヰ ソナハ タマ  パ カリ ナリ  ョ  スヱ  ナ  スガタ 

りて、 在位の 君 又 位に 備り 給へ る 計 也。 世の 末に 成れる 姿なる べきに や。 

(天下 を 治め 給 ふ 事. 十四 年) 延久四 年 十二月 八日に 踐祚、 應德 三年 十一月 廿 六日に 御讓 位。 この 閒滿十 年に 近い。 

(太子に 讓リ て鎵號 ぁリ) 太子 は 御受禪 後の 堀 河 天皇で ある。 應德 三年 十二月 二日に 太 上 天皇の 尊號を 奉られた。. 

(世の 政 を、 始めて 院中 ！4 て 知らせ 給 ふ) 御 遜 位の 後、 院の 中で、 世の 政 を 治らせた まふ ことが、 この 天皇の 院に 居られ 

た 時から 始まった ので、 これ を 院政と いふ。 

(後に は 出家せ させ 給 ひても 尚 其 ままに て 御 一期 は 過 させ ましく き) 御 出家の あつたの は 御讓位 後、 十 一 年 目 永 長 元年 

八月で、 郁芳 門院の 崩御 を 哀悼せられ ての 事で ある。 それまで も院 中で 政 をき 、耠 うたので あるが、 その 出家 後 も 同 

じく 院 中で 政 を 執られて、 かくて 御 一 生 を 過し 遊ばされ たとい ふので ある。 

(お リゐ にて 世 を 治らせ 給 ふ 事 昔 はな かリし 也) 「お リゐ」 と は 天皇の 位 を 下りて ゐ たま ふこ， 0 で 太 上 天皇の こと。 太 上天 

臬 となられ て は、 天下の 大政に 御關 係な くせら るるの が、 主 櫂の 絕對唯 1 の 本義であって、 上皇の 政治に 關 せらる る 

とい ふ 事 は 昔から 無かった 事で、 上表 をせられ たる 時の 如き は 「臣」 とまで 稱 へられた 程で ある。 た 

(孝 嫌 脫屣の 後に ぞ理帝 は 位に 居 給 ふ 計と 見え たれ ども) と 著者が ここに 云って ゐ るが 如く、 又 その 御世の 條に 云って ゐ 

る 如く、 上皇が 大政 を 左右せられ たので あるが、 しかし それ は 古代の 事であって、 如何 樣に 政治が 行 はれた かの 委し 

い 事 はわから ぬ。 それで 姑く 論ぜぬ と 著者 は 云 ふ。 

(嵯 蛾、 逮和、 宇多の 天皇 も只讓 ての かせ 給 ふ) こ 》 にい ふ 三 上皇の 外、 平 城、 陽 成 等 も あらせられ たるが、 この 方^ は 

種々 の 事情が 在っての 事で あるから それ はい はぬ 事と して、 嵯峨 天皇 は 太 上 天皇で 十九 年、 淸和 天皇 は 太 上 天皇で 五 

年、 宇多 上皇 は 五十 七 年 ましまして 大政に 關 係せられ たかと いふに、 さやうな 事 は 無く、 單 純に 御 譲位に なって、 政 

權 から 離れて ゐ 給うた。. 

(圑融 の 御 時 はやう く 知らせ 給 ふ 事 も在リ しに ゃ院の 御前に て 攝政兼 家のお とど 彔リて 源 時 仲の 朝臣 を參議 になされ た 


ると て 小 野 宮實資 大臣なん ど は 傾き 申されけ ると ぞ) 阒融院 の 御 時に そろく 院の御 政と いふ やうな 事 も 起り かけた と 

見えて 上の やうな 話が 傳 はって ゐ ると いふので ある。 この 話に 出て ゐる源 時 仲 は 時 中と 書く のが 正しい。 この 人 は 

左大臣 雅 信の 子で 音樂の 達人と して 名高い 人で 大^ JIS まで 上った 人で ある。 この 人が 參議に 任じた の は 花 山 天皇の 寬 

和 二 年 十月 十五 日で ある。 この 任命 は當時 多少の 物議が あつた 趣で ある" 即ち この 前 十三 日に (扶桑 略記に は 十月 十 

日と 記す) 阒融 法皇が 大 井河に 御幸 あち せられて、 かの 名高い 三 船の 興 を 催された ので あるが、 その 時に 時 中 も 召さ 

れ てあつた が、 勅命に よりて 紅葉 を 挿 頭して 舞 ひかな でた。 その さま 人 をして 感歎 措く 能 は ざら しめたに より 法皇 御 

感の あまりに、 攝政兼 家に 勅 詫 ありて、 參議に 列すべき 旨 仰せられて、 その 時に、 時 中が 恩命 を拜 して ニ拜 したと い 

ふ 事が、 時 中の 笛譜の 裏書に 見 ゆる。 而 して それが、 正式に 發 表せられ たのが 十月 十五 日の 除 目で ある。 この 事赏は 

百鍊鈔 にも 古事 談 にも 績 古事 談 にも 見えて 有名な 話で ある。 さう して これに. 批雜 のあった 事 は 古事 談に 「非 一一 主上 御前 一 

奉 一一 法 &仰 1 任. I 參議 1 如何 之 由、 人々 多 傾 一 I 欹之 1 云々」 と あるので も わかる。、. 續 古事 談には 「人々 ヒソ 力-一 云 ゲル、 主上 

ノ 御前 -ー ァラズ 、タチ マチ に參木 ブナ サル 、事 イカ アル へ キト 办タ フキ ケリ、 今日 ノ事 何事 モ興 ァリ ティ ミシ カリ ケル 

-1、 此 n ト -I スコ シ興サ メ  -1 ケ 3」 とも 見 ゆる。 小 野 宫實資 は 藤 原實賴 (阊融 冷泉の 時の 攝政、 太 政 大臣) の 孫で、 後 

1 條 天皇の 時に 右大臣と なった 人で、 剛直 正毅の 人で、 賢人 右府 とよ ばれた 人で ある。 かやうな 人で あるから 上の 樣 

な 不條理 の 事に は 不服 を唱 へたで あらう と考 ふる。 どの 任命の 時 は、 實资は 中宮 大夫左 近 衞中將 であった。 この 人の 

日記 は 小 右 記と 云って 今に 大部分が 傳 はって ゐ るが、 この 寬和ニ 年の 部分 は 散佚して ゐる爲 に、 この 事の 赏否を 確む 

る. 事が 出來 ぬが、 本書の 著者 は それ を 知って この 文 を 草した ものと 見 ゆる。 他 書に は 未だ^な いが、 信ずべき ことで、 

小野宫 赏资 ならぬ 人々 もこれ を 批難した 事 は 古事 談、 績 古事 談に 明かで ある。 

(されば 上皇 まし ませぐ. I、  -W 上 を ざな く 御座す 時 は 偏に 執 柄の 政な リき) 上皇 は 政 權に閼 係 遊され ぬが、 古の 法であった 

から、 天皇が 幼少で あらせら るる 時にはい つも 攝政關 白の 政治で あつたと いふ。 そのうち にも 著し いのは 次に いふ 賴 

通で ある。 

(宇治の 大臣の 世と 成 リては 一二 代の 君の 執政に て 五十 餘年 權を專 にせら る) 宇治の 大臣と いふの は 藤原賴 通で ある。 宇治 

の 平等 院に 居た からの 名で ある。 賴通は 後 一條、 後朱雀、 後冷泉の 三 天皇の 御世 を 通じて、 五十 1 年 許 或は 攝政 とし 

て 或は 關白 とし て 引績き 天下の 大權を 己が ま 、にして 來 たので ある。 
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(先代に は關 白の 後 は 如 在の 纏に て在リ しに) 「先代」 と はこの 賴 通の 攝關 たりし よりも 前の 時代、 即ち 一條 天皇 一二 倐天 

ぉ顷 まで をい ふので あらう 。「關 白の 後 は」 とは攝 政の 時 は 天皇 幼少に まし ませば、 その 思 ふま >1 に 政 をと つたが、 君 

御成 人の 後に 關白 とな W て 後 は、 さやうな 事 は 無く、 元來 が、 天皇の 御 親政 を輔け 奉る のが 職務で あるから、 政務に 

關 して、 意見 を 申す とはいへ、 どこまでも 天子が 上に まします とい ふ 精神 を 失 はず、 それ 相當 の禮、 作法 は 守って ゐ 

たのに、 とい ふので ある。 「如 在」 とい ふ誥は 論語の 八 佾篇に 「祭 如 i 在 祭 レ神如 11 神 在 こと ある 語から 起った ものである 

が、 本邦に は 神 を 祭る に 十分に 慎み、 敬ふ義 に用ゐ た。 それ は 類聚 國史貞 觀八年 四月 十四日 「勅宣 令-五 畿七逍 1 奉 一一 幣境 

內諸祌 i 仍 須.. 長官 潔 齋躬向 一一 社頭 一敬 心 奉 進必致 i 如 在 上」 と ある。 又貞永 式目の 第 一條 は 神社の 祭祀で あるが、 その 文 

中に も 、「如 在 之禮奠 英レ令 H 怠慢 こ と ある。 下學 集に は 「尊敬 之義 也」 と 注して ゐる。 これ は 塵 袋に 云って ゐる 如く 祌 

を 蔑に せず、 どこまでも 神の 在し ますと いふ 精神 を 以て 祭 をす るの が 如 在之禮 である。 即ち 天皇 を 蔑に せず どこまで 

も 天皇が 主權 者で おはし ますと いふ 精神 を 以て 政 をな し、 禮を 1K 皇に盡 すの が 如 在の 醴で あらう。 

(餘 なる 程に 成リ にけ れぱ) 餘りは 1 定の度 以上になる をい ふ。 臣下と して 節度 を 超えた 振舞 をす る 程の 事に なった から 

とい ふ ので ある。 

(後一 二 條院坊 の 御 時よ リ あし さまに 思 召す 由 聞え て 御中ら ひ惡 くて 云々) 坊とは 元来 春宫坊 (皇太子の 宮の 役所) の 略で あ 

るが、 こ&は 東宮 即ち 皇太子 を さす。 後三條 天皇が 皇太子で あらせられた 時から、 關 白が 攝 政で あるかの やうに 振舞 

ふこと を 不都合と 思 召す とい ふ 事が 關白賴 通の 耳に 入って、 賴 通と 皇太子との 御 間柄が 面. E  くな い 事に なって ゐ たの 

で 皇太子の 御 位 も 或は 鎮 通が 動し 奉る やうな 事 は 無い かと 危 みな ざれた 程の 事にまで なって ゐ たとの 事で ある。 この 

事 は榮花 物語な どに その 趣が 見 ゆる。 

(踐祚 の 時、 卽關白 を やめて 宇治に こもられぬ) これ は 少しく 事實 にち がふ。 賴 通が 關白を やめて、 その 弟 左大臣 敎 通が、 

關白を 命ぜられ たの は 後冷泉 天皇が、 御病氣 とはいへ、 御 在位の 時で、 治 曆四牟 四月 十六 日の 事であって、 その後 三 

日 即ち 十九 日に 後冷泉 天皇 崩御 後三條 天皇 踐祚 とい ふ 事になる。 勿論 その 間 僅に 三日の 差で あるが、 踐祚の 前で ある。 

頼 通 は 恐らく は 後三條 天皇の 御世に なるべき を豫め % じて、 先んじて 返いた もので あらう。 それで 賴通は 宇治の 別莊 

に 返いて、 後三條 天皇 を 憚り、 っ^め て 婊疑を 避く る やうに して ゐ たので ある。 

(弟の 二 條の教 通の 大臣 關 白せられ しが、 ことの 外に その 權も なくお はしき) 前に レふ 如く 敎 通が 左大臣 を 以て SMn にな 


つたの が、 後三條 天皇 踐舴の 三日 前であった。 この 人 は 二 條の邸 を 造って そこに 居た から、 ニ條 殿と 云った ので ある。 

この 人 は 延久ニ 年 三月に 太 政 大臣に 上リ、 同年 三月に 辭 したが、 S? 白は舊 の通リ であった。 しかし、 關 白 は 名 だけで 

あって、 何等の 權をも 振 ふこと はしなかった。 これ は 後 三 條大皇 が 英邁で あらせられ たからで ある。 しかし、 これよ 

り 後 は、 關 白の 實權と 云 ふ もの は 昔の やうに は 無くなった。 

(增 して 此 御代に は 院 にて 政 をき かせ 給へ ぱ、 執 柄 は 只 職に 備リ たる 計に 成リ ぬ) 此の 白 河： 大^が、 譲位の 後 太 上 天皇と 

して 院に 居て 政 を 執らる る 事に なった から、 執 柄 即ち 攝政關 白 はも はや、 實際 上の 必要が なくなって、 た^、 職名が 

あるから、 その 名義 を與 へられた とい ふだけ の 事に 成った。 

(され さも 是ょリ 又 古き 姿 はー變 する にや 侍リ けん) かやう にして 攝政關 白が、 名目 だけにな つた 以上 天& 政の 昔に か 

へった かとい ふに、 さう ではない。 こ \ に院 中の 政と いふ 事が 起って、 攝政關 白の 政治で もない し、 又 その 以前の 天 & 

の 親政で もな く、 古來 かってなかった 政治の 方法が 起った ので ある。 卽ち 院政と いふ 一種 特別の 政體 が、 こ 、に 起つ 

て 天下の 政 體がこ \ に 1 變す るので ある。 これ を おだやかな 語で いひ あら はす 爲に、 「 1 變 する にや 侍り けん」 と 疑問 

の 語法 を用ゐ たので ある。 

(說) こ、 はわが 國 政體史 の h で、 重大な 點 である。 親爵 卿が、 この 天皇の 御世の 條に 多くの 言 を 費して ゐら るるの 4 

この 政體 の變更 とい ふ 事が 重大で あるから、 それの 起る に 至った 事情 を 知らせた いためで あらう と 思 はるる。 隨 つて 

次に いふ 所 は その 院政と いふ ものが 政治 上の 變態 である こと を 明に 示して ゐる。 語が 簡單 である けれど、 深く 味 ふべ 

きもので ある。 

(執 柄 世 を 行 はれし か^も、 宜旨 にて こそ 天下の 事 は 施行せられ. J に) 攝政關 白と か 云 ふ ものが、 正しい 耩祌で 政治 を^ 

つた 時 は 勿論、 又 それらが、 專撗 をして 大權を 干した とい はるる やうな 事が 在った 時で も、 それら 攝關は どこまでも 

天 & の 詔 勅宣 旨卽ち 天皇の 弒 接の 勅命で あると 云って、 その 形式 を 守って ゐ たので、 攝政關 白 自身の 名 を 以て も、 ヌ 

その 職名 を 以て も 天下に 命令 を發 するとい ふ 事 は 絕對に 無かった。 攝政關 白た る 人が、 若し 自己の 名で 命令 を： 卜した 

とすれば それ は その 自己の 私領 たる 莊 園に 下した ヾ けの 事であった。 又 詔 勅宣 旨 を 以て 行 はる \ ほ どの^ W で 無い 事 

項 は 太 政せ 符 (太 政 官が八 省 諸 司諸國 その他 下級 官廳に 下す 公式の 文書で ある。 それ を 略して 官符と 云 ふ) を 以て 天 

下の 政事 を 執行した。 太政官 はもと より 天皇の 大權 によりて 委任 せられた 铋 鬩 に 於いて. 符を 下す ので あるから、 天 
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夂 の 火 褪の發 動で ある。 即ち 攝政 關，：： の 政治と いふ もの は、 大 權の實 行を遂 ぐる 實質 上の 機關 であって、 法理 上の 形 

式 は どこまでも 天皇の 親政で、 天皇の 大 權の發 動で ない もの は 1 も 無かった のであった。 然るに 

(此御 時よ リ 院宣、 廳下文 を 重く せられし に 依リて 在位の 君 又 位に 備リ 給へ る 計 也) とい ふ 姿に なった。 院宣と は 天皇の 

勅命 を傳 ふるの を 勅宣と いふ に對 して 太 上 天皇 即ち 院の 直接の 命令 を傳 ふるの を いふので ある。 廳下 文と は 院の廳 か 

ら發 する 命令書で ある。 院廳と は 太 上 天皇の 院の 事務 を 行 ふ 所であって、 別當 (長官) 執事 (次官： * 判官 代、 主 典 代の 職 

EI があった。 これら は女院 にも 在る ので、 別に、 この 院政の 爲に 新に 設けられ たもので はない。 それら は本來 ただ、 

その 院に屬 する 內 外の 事務、. 又 その 院の 職！ a; に關 する 事務、 院の 所領 財政に 關 する 事務 等 をと り- その 下 文と いふ も 

の も それらの 範阐に 阪られ たもので あって、 いは^、 家職と いふべき ものである。 それらの 事 は 攝關の 家の 事務と 大 

せんの 無かった もので あつたが、 院政 を 行 はるる やうに なって は、 この 院廳は 太 政官の やうな 櫂 カを與 へられ、 その 下 

文 は 太 政せ 符と： 等^く は 以上の 效カを 有する ことにな つた。 かやう に 詔 勅宣 旨に 對 して 院宣、 太政官 符に對 して 院廳 

の 下 文が 存 布し、 面して その 政治 上の 實際 上の 欽 力が、 詔 勅宣 旨、 太政官 符 よりも 重く、 且つ 有力に あると いふ 世の 有 

樣 になった。 こ、 に 於いて 天皇 はた ヾ 名のみ となり、 多くの 官職 もた^ 名のみ 貴く 實カ のない ものに なった ので ある。 

(說) 親 &卿は 「在位の 君 又 位に 備り 給へ る 計 也」 と 云って ゐら るる こと はもと よりその 通りで あるが、 しかし、 法理 上 

よりいへば. わが 國 家の 主權者 以外に、 名實 共に 主權を 行^す る 者が 生じた 事に なった ので、 實に、 わが 國體上 ゆ ゆ 

しき 大事 件であった ので ある。 凡そ 後の 平氏の 專撗、 源氏の 專權、 幕府 政治の 起る やうな 間隙 を 生ぜ しめたの は 恐らく 

はこの 院政に あるで あらう。 た^この 院政が、 事實 上天 照皇太 神の 正統で あらせられ、 1 度 天皇で あ-, 5 られた 御 方 

が 行 はせられ たので あるから して、 萬 世 一系の 皇統に も、 天壤 無窮の 皇位に も大 なる 危害 を 加へ なかった やうに 認め 

られ、 當 時の 人々 も 太 上 天皇の 遊ばさる. 乂事 であるに よって 讓んで 服從し 奉った ので はあった らうと 思 ふ。 しかし、 

古の 太 上 天皇の やうに 眞に 政治に 關 せず、 在位の 天皇が、 眞實 の主權 者で あらせら るる こと を名赏 共に 示さる る やう 

に 隱微の 間に 御 助力あった ならば、 どれ 程 かわが 國の 姿が、 そこな はれず して 來た であらう と 思 はるる。 或は 事！！；： 上 

院政 を 行 はれても、 その 形式 は どこまでも 天皇 親政の 形式で、 勅宣 以上の もの は 世に なく、， 大政 は 太政官 以外に 執る 

もので ない とい ふ 事 を どこまでも 守って おかれたならば、 當 世の 變 則の 政 體の發 生 をよ ほど 減じた であらう し、 わが 

國體史 も、 今よりも 見事な ものと なって 說 きうべ きも のであった らうと 考 へ ら るるが、 今更 言つ て も 詮な い 事で ある。 


か へす がへ す も、 天皇 及び 天皇の 委任 せられた 太政官 今の 內閣 以外に 大政 を 左右す る もの 》 存在して はならぬ のに、 

こ >, には實 質の みか、 形式 上まで も 勅 a 又官符 以上の 效カ ある ものが、 天下に 横行した とい ふ 事 は それ こそ 古来 未だ 

曾て 無かった 政治の 大變 であると いはねば ならぬ。 されば 

い へ る も 尤もの 事で ある。 著者 はこ X にも 微言 を用ゐ てはゐ るが、 その内 心に は慷 

い。 亂 世の 端が 實に實 にこ >1 に發 して ゐ るので ある。 讀 者の 三思 を耍 する。 


(世の 末に 成れる 姿なる べきに や) と 

慨 淋漓たる ものが 在った に 相違な 


「お りゐ」 同上 


「は^かり」 底 

本 「隙」 に 作る 

他 本に よる 0 


マ タセィ ナン 


-n  P 


叉 城 南の 鳥 羽と 云 ふ 所に； 

キミ  シ ュジャ クヰン  ォマ シマ 

ゐの君 は 朱 雀院に 御座す。 


キゥ  ト ボク  ォホキ  イト ナ iT  ムカシ 

：宮 をた て、 土木の 大な， る營 在りき。 昔 はおり 


o  o 

然の字 火事の は^か 《= 


ロド n  口 


是を後 院と云 ふ。 又 冷然 院 にも 在りて 泉の 字， 改む。 

ス  タマ  シラ カハ クチ トパ モ シャゥ 

おはしけ るに、 彼 所々 に は 住ませ 給 はず、 白 河より 後に は 鳥 羽 を 以て 上 

ク ワウ ギヨ ザ  ホン ジョ  サダ 

皇 御座の 本 所と は 定められ にけ リ。 


(又 城 南の 鳥 羽と 一 K ふ 所に 離宮 をた て、 土木の 大 なる 營在リ き」 城 南と いふ は京狨 (平安京〕 の 南と いふ 義で あるが、 鳥 羽 

村は羅 城門の 南に あるから いふので あるが、 一 面 文選の 長 門 賦に城 南 之 離宫と ある 所から 名づ けられた と 思 はるる。 こ 

こに 離宮 を營 まれた の はこの 天皇 御 在位の 末の 年應德 三年 七月から であって 寬治 元年 二月に 至って 成就した。 土木の 

大 なる 營とは 土木 普請の 大工 事 をい ふので あるが、 その 大規模であった 事 は 扶桑 略記に 記して ある。 その 耍を い へ ば、 

九條 以南 鳥 羽の 山莊、 百 餘町を かぎりて、 敷地と し、 近臣 以下 庶 人に 至る まで 宅地 を 賜 ひ、 五畿 七道に 徭役を 課して 

池 を 穿ち、 山 を 築き、 壯 大巧 麗のも のであった。 殿 舍は南 殿 北 殿と て 二 所に 分れ、 規模 宏大の ものであった。 今 は そ 

の址 荒れた るが、 大體 今の 下 鳥 羽 竹 田の 二 村に わたりて、 御所 內、 秋 山、 院 馬場な どい ふ 地名 殘り、 又狨南 神社、 この 天 
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皇の 山陵 も ある。 

(昔 はお リゐの 君 は 朱 雀院に 御座す) おり ゐの君 は 天皇 讓位 後の こと を 申す。 即ち 太 上 天皇で ある。 朱 雀 院は拾 芥抄に 「朱 

雀院は 累代の 後院 * 成 は 四 條の後 院と號 す。」 と ある。 三 條の朱 雀の 西 四 町、 四條の 北面、 坊 城の 東と ある。 朱 雀院が 

太 上 天皇の 御在所と 定まる やうに なつ た始は 宇多 天皇から である やうに 思 はるる。 即ち 昌泰 元年に 朱 雀 院太上 天皇と 

中し 上げた が、 御 出家の 後 は 太 上 天皇の 尊 號を强 ひて 辭 せられた 事 は 前に も 云って あるが、 それから 朱 雀院と 申し 上 

げた。 後に は 仁 和 寺に 遷ら せられ 又 宇多院に も 居させられ たので ある。 が、 朱 雀 天皇 御讓 位の 後 また こ k を 御 住所と 

せられた。 それによ つて 後世まで 朱 雀院の 天皇と 申し上げ たので ある。 その後、 冷泉 天皇 以後、 御 譲位 後の 當座は いづ 

れも この 朱 雀院に 取り あ へ ず 御 入りに なった 事で ある。 

(是を 後 院と云 ふ) 後院 とい ふ もの は 元来 は 天皇 臨時の 御 立 退 所と して 定めお かれた 所の 意味で あつたが、 後、 讓 位の 君 

の 御 住 ひと 定められた 所 を さす やうに なった と 思 はるる。 新 儀式に 「天皇 遷御 事」 の條に 「又 若 可レ御 一一 後院 I 云々」 と 

あり * 又 「代々 多 有 一一 後院 ぺ先點 一一 定其院 一又 定 一一 補院司 I 云々」 と ある。 こ では 後 院が朱 雀院に 1 定 してからの 事 を 云つ 

てゐ るので 著者の 誤で はない。 

(又 冷然 院 にもお はしける に) 冷然 院は拾 芥抄に 「大炊 御門の 南、 堀 河の 西」 と ある。 此院 は嵯峨 天皇 の 御 時に 出來 たと 

あって、 「累代 之 後院」 で弘 仁の 亭 であると ある。 注 は 本名 冷然 院 であった が、 然の字 を 泉と 改めて 冷泉 院 とせられた 

事 を 云った ので あるが、 この 事 は 拾 芥抄に 「本名 冷然 院云々 而依 一一 火災 1 改 11 然字 1 爲レ 泉、 天^ 御 記、 然者改 _| 冷然 冷 

泉 一也」 と ある。 冷然 院は 拾芥 抄の說 によれば 弘仁 年間に 營 まれた もの だ。 こがが、 貞觀 十七 年の 火災 以後 屢 火災に か 

かり、 村 上 天皇の 天曆 三年の 十 1 月に もまた 燒 けた。 それで r 然」 はもと 「乇 ュル」 とい ふ 文 宇で あると いって、 音 

の 似て 水に 緣 § ある 「泉」 の 字に 改められた とい ふので あるが、 天 德ニ年 正月の 九曆に はも はや 冷泉 院と あるから、 

天曆 三年 十 一 月 以後 天 德ニ年 正月 以前に 改められ たもので あらう。 

(彼 所々 に は 住ませ 給 はす) 即ち 冷 泉 院太上 天皇の 冷泉 院に 住み 耠 うたの は 古の 例 をつ がれた ので あるが、 その後 は圓融 

天皇 は圓融 寺に、 花 山 天皇 は 花 山寺に、 1 條 天皇 は 一 條院 に、 三條 天皇 は 三條院 にと いふ やうに、 後院と 定められた 

所に は 住ませ 耠 はぬ 事に なった。 

(白 河よ リ 後に は 鳥 羽 を 以て 上皇 御座の 本 所と は 定められ にけ リ) 白 河 天皇が、 上皇と なられ、 上述の 鳥 羽 離 宫を詧 まれて 


白 
河 
院 
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から は こ X を 以て 御座所の 本 所と 定められ、 烏 羽 上皇 も御讓 位の 後專ら こ丄を 御座所と せられた によって 鳥 羽院と い 

ふ 御名 も 起った ので ある。 


二の 「の」 他 本 

によって 補 

ふ。 


I- ホリ カハ 


オン マゴ 


カド  オン tn シュ トク  ゴ ザィ ヰ 


シ ジフ ョ *- ン 


御子 堀 河の 御 かど、 御 孫 鳥 羽の 御門、 御 彥崇德 の 御 在位まで 四十 餘年、 

o  o  .4 

^お： s¥ 世 を 知. らせ給 ひし かば、 院 中の 禮 なんど 云 ふ 事も是 より ぞ定 

スべ  ミ n コ P  ヒサ  タマ  ミヨ ナリ  シチ ジフ シチ サイ 

まりに ける。 都て 御 心の ままに 久しくた もたせ 給 ひし 御代 也。 七十 七歲 

ォマ シマ 

御座し き。 


サダ 


(御子 港 河の 御 かど、 御 孫 鳴 羽の 御門、 御彥崇 德の御 在位 まて 四十 餘年世 を 知らせ 給 ひし かば) この 上皇 在世の 間、 堀 河、 

鳥 羽、 崇德 三代の 天皇の 御宇 四十 餘 年に 直りて、 上述の 所謂 院政 を 以て 天下に 號 令せられ たので ある。 注 は 御 在位と 

院政との 年數を 示した ので ある。 即ち 御 在位 は 上に も ある 通リ 十四 年。 院政 は 堀 河 天皇の 御世 二十 1 年、 鳥 羽 天皇の 

御世 十六 年、 崇德 天皇の 御世 は 大治四 年までで、 七 年、 その 間、 1 の 年が、 二 天皇の 御世に またがる のが あるので、 

實 際の 年數は (紀元 千 七 百 四十 六 年 十 一 月から 千 七 百 八十 九 年 七月まで) 滿 四十 三年に 少しく 足らぬ。 

(院 中の 禮 なん さ 一 K ふ 事も是 ょリぞ 定ま リに ける) 院は 元来お りゐの 帝の 御在所であって、 萬 事 安易 を 旨と せられた ので 

ある。 もとより、 君臣 上下の 次第 は 正された 事 は いふまで も 無い が、 こ X に いふの はさう いふ 程度で なく、 厳重な 禮 偽作 

法 を さすので ある。 この 時の 院 中の 鱧と いふの は詳に 記した もの は 未だ 見ない が、 弘安鱧 節に は、 書札 禮、 僧 中醴、 院 

中禮、 路頭 禮、 路^ 下馬 禮、 僮 僕 員数 事と あって、 院中禮 の 规定を あげて ゐる。 これらで その 一斑 を 見るべき である。 

(都て 御 心の ままに 久しくた もたせ 給 ひし 御代 也) 今 鏡に 「此の 院は 父の 太 上 天皇 世 を 知らせ 給 ひし 事い くばく もお はし 

まさず、 さきの 陴 なごりに て 一 の 人の わが ま >- に 行 ひ耠ふ もお はせ ねば、 若く より 世 を しらせ 給 ひて、 院の後 は 堀 何院、 
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鳥 羽院、 讚 畋院、 御子う まご ひ& こうちつ^き 三代の みかどの 御世、 法皇の 御 まつりごと のま \ 也。 かく 久しく 世 を 

知らせ 給 ふ 事 は 昔 も 類 ひなき 御有樣 なり」 と 云って ゐる。 

(七十 七 歳 御座し き， } 崇德 天皇の 大治 四 年 七月 七日に 崩御せられ たので、 御 歳 は 七十 七 歳に おはしました 事 は 他の 諸 書に 

1 致す る。 

ダイ シチ ジフ サン ダイ  タイ シ ジフ セィ  ホリ カハ ヰン  イミ ナ タル ヒト -ヒフ カハ ダイ -ー  n  オン ハハ  チウ グゥ 

-第 七十 三代、 第 四十 世、 堀 河院、 諱は善 仁、 白 河 第二の 子。 御 母、 中宮 

.k ン シ  ゥ ダイ ジン ミナ モト ノア キ フサ ムス メ  クワン パク モロ サネ  ィゥ シ ナリ  ヒノ エトラ  トシ ソク ヰ 

賢 子、 右大臣 源顯 房の 女、 關 白師實 の. おと》」 の 猶子 也。 丙 寅の 年 即位。 

t ノ トウ  カイ ゲン 

丁 卯に 改元。 

(御 母、 中宮 賢 子 云々) 百 鍊鈔に 「母 中宫賢 子、 前 太 政 大臣 師實女 湖」 と あり、 扶桑 略記 延久六 年 六月の 條に 「女御 

藤 原 賢 子 册爲- 一 中宮？ 右大臣 藤 原 朝臣 師實之 猶子、 實是 大納言 源 顯房女 也」 と ある。 藤 原 師實は 後三條 天皇の 時から 左 

大臣で あつたが、 白 河 天皇の 承 保 二 年に 敎 通に 代って、 關白 となった ので 太 政 大臣に なった の はこの 天皇の 寬治ニ 年 

である。 又 源 顯爵は 具 平 親王の 孫で、 土 御門 太 政 大臣 師 房の 子で ある。 白 河 天皇の 永 保 n 一年に 右大臣に 任ぜられ たの 

であるから、 本書の 文に 誤 は 無い。 猶子 は禮 記に 喪服の 制 を 云って 「兄弟 之 子 猶子 也」 とい ふより 起り、 千 字 文に 「猶 

子 比, 兒」 ともい つたが、 本邦 中世に は 養子の 義 とした。 後に は 猶子と 養子と 意義が 少しく 違って 来たが、 こ の^は 養 

子の 義 であって、 その 事 は 扶桑 略記に 源氏と せず して 藤 原 賢 子と して ゐ るので も わかる。 

(丙 寅の 年卽 位。) 丙 寅の 年 即ち 應德 三年 十 一 月 二十 六日 白 河 天皇の 讓を 受けて 踐舴、 十二月 十九 日に 即位 鱧 を 行 はれた。 

この 時に 御 年 八 歳であった。 

(丁 卯に 改元) 應德四 年 四月 七日に 改元。 寬 治と 號 せられた ので ある。 


4. 


コ ノ  カド ヮ カン  サイ ォマシ マ  n ト クワン ゲン エイ キヨタ プ ガク  カタ アキラ  t ヤシ マ  力 

此 御門 和漢の 才 御座し けり。 殊に 管弒郢 曲、 舞樂の 方、 明かに 御座す。 神 

ゲラ  キヨ ク  イマ  ョ  ヂゲ  クタ  rv ノ オン セッ ナリ  テン 力  チサ  タマ  コ ト 

樂の 曲な ど は 今の 世まで 地下に 傳 へたる も 此御說 也。 天下 を 治め 給 ふ 事 

ュ ジフ イ^ ネン  二 ジ フク サイ 

二十 一年。 二十 九歲 おまし ましき。  ， 

(此 御門 和漢の 才 御座し けリ) 和漢の 才と は和馱 詩文の 御學才 をい ふ。 和 欲の 事 は 今 鏡に 「和 耿を もた ぐ ひなく よませ 耠 

ひて 云々」 といって、 堀川 百 首 その他の 多くの 事實を 載せて ゐる。 又 詩文の 事は宫 中に 屢 作文 (即ち 詩 を 作る こと) の 

^を 催された 事で も わかる し、 又學才 ある 公卿 殿上人が 多く 出た ので も わかる。 今 鏡に 臼 はく 「時の 人 を 得させ 耠へ 

る、 誠に さかりな りけ り。 一 のかみ にて 堀 河の 左のお とど 物 かく (詩文の 才能の ある ことし 宰相 (參議 のこと) 通 俊、 匡 

0. 藏 人頭に て季仲 あり、 昔に 耻ぢぬ 世な りな どぞぉ ほせられ ける。 や ちくの 博士 すぐれたる 人 多 かる 世に なむ 侍 

りし」 と ある。 又 大江匡 房 を侍讀 として 讀書 作文の 才を 研き 耠ひ、 漢書 左傳 まで も 講ぜ しめられた。 

(殊に 眷鉉^ 曲、 舞 樂の方 明かに 御座す) この 事 は 今 鏡 「たま づさ」 に 「このみ かど 御 心ば へ あてに やさしく おはし ましけ 

り。 その 中に 笛 をす ぐれて 吹かせ 給 ひて あさ 夕に 御 あそび あれば、 瀧 口の なだい めんな ど 申す も 調子た かう とて、 曉 

になる をり もぁリ けり、 その 御 時、 笛 ふき 耠ふ 殿上人 も、 笛の 師 など 皆 かの 御 時給 はりた るふみ などい ひて、 末の世 

まで 持ち あはれ 侍るな り。 時 元と いふ 笙の ふえふき 御覺 えに て 夏 はみ づし 所に 氷め してた まふ。 おの づ からな き 折 あ 

- りけ るに はす しき 御 扇な りと てた ま はせ などせ させ 給 ひけり。 宗輔 のお ほきお とど、 近衞 のす け (次 將) にお はし 

ける ほどな ど、 夜もすがら 御 笛 ふかせ 給 ひて ぞ あかさせ 耠 ひける。」 と ある。 その外、 音樂の 道に すぐれ ましくて 當 

時 及ぶ ものの なかった こと は 本邦 音 樂の專 書と して 重んぜら る、 績敎 訓抄、 體源抄 など を i て 知らる る。 膂絃 とい ふ 
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の は 分けて い へ ば 管 は 吹く 樂 器で 笛、 笙、 箠 築の 類、 较は彈 ずる 樂 器で 和 琴、 箏、 琵琶の 類 をい ふので ある けれども 

この^ 管絃と 云つ だの は、 音樂の ある 種類の 名目で ある。 即ち 舞 樂に用 ゐらる \樂 曲 をば 舞 を 伴 ふこと なく 器樂 だけ 

で 奏する ものである。^ 曲は雅 樂に對 して 歌曲 をい ふ 名目で あるが、 これ は、 神樂催 馬樂の 聲樂を 主と する もの をい 

ふ。 舞樂 は維樂 で、 音樂 につけて 舞 人が 舞 ふの を本體 とする。 これらの 道に すべて 通じて 入らせられ たとい ふ 事 は、 

上述の 通で ある。 

(神樂 の 曲な S は 今の 世 まて 地下に 傳 へたる も 此御說 也) 神樂は 神代より 傳 はる 音 樂で、 歷代 賢所の 御祭に 奏せられて 連 

綿と して 今日に も傳 はって ゐる 。その 神樂も 1 時絕 えようと する やうな 危 い 事が あつたが、 幸に この 夭 皇が學 ばせられ 

て、 それ を 祌樂の 家の 者に 傳 へられて 中絶す る 歎 を 免れた ので ある。 この 事 は 古事 談 にも 緩 古事 談 にも、 體源抄 にも 

載って わが 國の 音樂 史上 著名の 事柄で ある。 續 古事 談の耍 を 採って 曰 は^ 「神 樂は 近衞合 人の しわざな り。 その 中に 

多の 氏の もの、 むかしより、 ことにった へった ふ o( 中略) 時 助が 子助忠 これ を傳 て、 ことに 堪能な りければ、 堀川 天 

皇 階下に 召て うけなら ひ 給て、 つねに この 神樂 ありけ り 。(中略) か \ る ほどに 時 助時忠 父子 かたきの ために ころされ 

にけ り。 君より 始て此 道の たえぬ る 事 をな げき 袷て、 助忠が 末の 子、 忠方近 方い まだ いとけ なき 童に て ありけ る を 召い 

でて をと こに なして 忠方は 趺の骨 あるに よりて 神樂の 風俗 をうた はしむ。 ゆた ちみ や 人と いふ 敬 は 助忠が ほかし る.^ 

なし。 助忠 かたじけなく 君に さ づけ たてまつれ リ。 內侍所 御 神 樂の時 本 拍子 家 俊 朝臣 末 拍子 近 方つ かう まつれり ける 

に、 主上 御簾の 內に おはしまして、 拍子 をと りて 此歌を 近 方に おしへ 耠 ひけり。 まことに 稀代の 勝 事い まだ 昔に も あ 

らぬ事 也 。父に 習った へんに は よのつねの 事 也。 いやしき みなしご にて、 か 》 る 面目 を ほどこす 事、 この 逍の 絶え ざ 

る 拿 を 世の 人感淚 をな がしけ り」 と ある。 地下と は 四 位 以上 を 殿上人と いふに 對 して その 以下の 人々 をい ふ。 神樂の 

家 は 地下で あるから いふ。 

(天下 を 治め 給 ふ-事 二十 一年 云々) この 天皇 嘉承ニ 年 七月 十九 日に 二十 九 歳で 崩御に なった。 八 歲で御 即位、 御 在位 は、 

. 二十 1 年であった。 
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第 七十 四 代、 第 四、 十一 世、 鳥 羽院、 諱は宗 仁、 掘 河 第一 の 子。 御 母贈皇 
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太后 藤 原の 茨 子、 贈 太 政 大臣 實季の 女 也。 丁亥の 年 即位。 戊 子に 改元。 

テンカ  テサ  タマ  コトジ フロ クネン  タイ シ  ュジ  ソン ガウ 

天下 を 治め 給 ふ 事 十六 年。 太子に 讓 りて 尊號ぁ リ。 

(御 母 贈 皇太后 藤 尿の 茨 子 贈 太 政 大臣 實季の 女 也) 百 鍊鈔に 「母 女御 茨 子、 權 大納言 實季卿 女 也」 と ある。 茨 子 は 承 德ニ年 

に 女御と なり、 康和五 年 正月に この 天皇 を 生み 奉りて 間もなく 卒去せられ たので ある。 この 天皇 御 即位の 後 嘉承ニ 年 

, 十二月 十三 目に 追 尊して 皇太后と 申し上げられ たので ある。 その 父 實季は 後 一 條 天皇の 時の 太 政 大臣 公季の 曾孫で あ 

る。 その、 茨 子の 入 內前七 年、 寬治五 年に 正 二位で 薨 じたので ある。 此 天皇 御 即位の 後外龃 父た る を 以て 茨 子の 贈 太 

后と 同時に 太 政 大臣 正 1 位 を 贈られた。 

(丁亥の 年卽 位) 丁亥 即ち 嘉承ニ 年 七月 十九 日に 堀 河 天皇 崩御に よって 皇太子と して 踐祚。 同年 十二月 一 日に 即位式 を あ 

げられ た。 時に 御 年 五歲。 

(戊 子に 改元) 翌嘉 承！ 一！ 年 八月 三日に 改元、 天 仁と 號 せられた。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 十六 年) 嘉承ニ 年 七月 十九 日から、 保安 四 年. 正月 廿 八日まで 御 在位、 十六 年で ある。 

(太子に 讅リ て萆號 ぁリ) 保安 四 年 正月 廿 八日の 御讓 位で、 崇德 天皇が 皇太子と して 禪を 受けられた。 二月に 崇德 天皇 か 

ら太上 天皇の 尊號を 上られた。 

シラ カハョ  シ  タマ  シン ヰン  トコ &ド nBt ユキ  ォナ • クル マ  ァ 

白 河 世 を 知らせ 給 ひし かば、 新院 とて 所所の 御幸に も 同じ 車に て 在りき。 

ユキ i  ミユキ  ヒ  オン ヱ ボウ シ チホシ  フカ ゲッ  オン ゥマ  ホン ヰン  オン クル マ 

雪見の 御幸の 日、 御 烏帽子 逭 衣に て深沓 をめ し、 御馬に て 本院の 御 車の 

前に まし ましけ る、 世に めづら かなる 事 なれば、 こぞり て 見 奉りき。 昔 
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弘 仁の 太 上皇、 嵯峨院 に 遷らせ 給 ひし 日に や、 御馬に て 都より 出て 來さ 
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せまして、 宮城の 內をも 通らせ 給 ヘリと 云 ふ 事の 見え 侍りし かやう の 

例に や 有り けん。 

(白 河 世 を 知らせ 給 ひし かぱ、 新院 とて) この 天皇 御讓 位の 後まで も、 白 河 法皇が 院 中に ましまして 政 をと つて ゐられ た 

ので ある。 そこで 院がニ 所お はします によ リて、 白 河 法皇 をば 本院と 申し、 この 上皇 をば 新院と 申して 區 別し 奉った。 

(所々 の 御幸に も 同じ 御 車に て在リ き) 本院 新院 一つ. 御 車に 召して、 各所に 御幸の 在った 事 は 百鍊鈔 によれば 天 治 元年 二 

月 のれ 河邊の 雪見の 御幸、 同年 閛 二月の 法 勝 寺の 花見の 御幸、 大治 元年 十 1 月の 熊 野 御幸、 同 十六 日の 白 川 殿 雪見の 

御幸、 同 二 年 十月の 高野山 御幸 等で ある。 これらの 事 は 今 鏡に も 見 ゆる o 

(雪見の 御幸の B、 御 烏 權子直 衣に て深沓 をめ し 御馬に て 本院の 御 車の 前に まし ましけ る 云々) こ の 事 は 委し い 事 は今詳 • 

かで ない。 百 鍊鈔に は 天. 治 二 年 二月 十日の 白 河邊へ 雪見の 御幸の 時の 條に 「新院 於-一白 河 殿 一 騎馬 渡-御 法 勝 寺 一 爲-- 希代 

之 壯觀こ と あるのと、 大治 元年 十二 I 十六 日の 白 河 殿 雪見の 條に r 攝政以 f 騎馬 扈從、 新 院同御 騎馬、 人 々装束 盡レ 善^ 

k 美」 と あるのと 二度に 記して ゐる。 しかし 今 鏡に は 一 囘 しか 記して ゐ ない。 さう して それ は 次の やうに 云って ゐる 。「そ 

の 後 (法 勝 寺の 花見の 後) いづれ の 年に か 侍り けん、 雪の 御幸せ させ 給 ひしに、 (中略) 西 山 船 岡の かた 御覽じ めぐりて 

法皇 も院も 都のう ちに は ひとつ 御 車に てまつ りて、 新 院御直 衣に くれな ゐ のうち 御衣 (打 衣) いだ させ 給 ひて 御馬に 

たてまつり ける こそい とめ づ らしく 繪 にも か \ま ほしく 侍り けれ」 と ある。 御 烏帽子 直 衣 は 立 烏帽子 を 被リ、 ^衣 を 

召さる るので あるが、 深窓 秘抄に 「御 立 烏峭子 オリ ヰ 御 時 御用 也」 と 見 ゆる。 これ は 天皇が 騎馬で 通 御 あるので、 棰 

めて 例の 希なる 事であった によって 世人が 驚いて こぞり て 見 奉った ので あらう。 

(昔弘 仁の 太 上皇 嵯峨院 に 遷らせ 給 ひし B にや 御馬に て 都よ リ 出て 來 させまして 宮城の 內をも 通らせ 給 ヘリと 云々) この 

事 は 類聚 及び 日本 紀 略に 出て ゐる 記事で 大體 はわ かる。 それ は弘仁 十四 年 九月 十二 日の 事で ある。 曰 はく 「太 上天 
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皇 CS) 幸， 一 嵯峨莊 一 先， 是中納 言 藤 原 朝臣 三守奏 T 可-一せ 奉 1 狀. 1。 皇帝 即 勅-有司 1 令 候舆及 仗衞？ 太 上 天皇 辭而不 i 受。 皇 

帝 再三 苦 請。 太 上 天皇！！ 辭。 遂騎 一一 御馬 一 無- - 前駔並 兵仗 こ (日本 紀略) と ある。 これ は 冷泉 院に ましまして そこが ら嗟峨 

にう つられた ので あるから、 宫 城の 內をも 通られた ので あらう が、 その 委しい 事 は 未だ その 文獻を 見ぬ。 この 上皇の 

騎馬に めしたの はこの 前例に よられた ので あらう と いふので ある。 

オン ョ ウギ メ  .1 プ タク ォマ シマ  コノ  . タマ  3 シャ ゥヅク 

御 容儀 目出度 御座し ければ、 きら を も 好ませ 給 ひける にや 装束の こ は 

ヱ ボウ シ  t タ t  ィ  コト  ソ ノコ P  イデ キ  ハナ ソノ  ノア リ じひ 

くな り、 烏帽子の 額なん v> 云 ふ 事 も 其 比より 出來 にき。 花圜有 仁のお と 

マタ ョ ウギ ァ  ヒト  ォホ  ァハ  シャゥ 力 ォナ  フゥ  十  マチ  o 

ど、 又 容儀 在る 人に て 仰せん 口せ て 上下 同じ 風に 成りに ける さぞ 申す める 

(御 容儀 目出度 御座 しければ) 鳥 羽 天皇 は 御 かほ すがたが 麗 はしく おはしました からと いふので ある。 今 鏡に 「御み め も 

淸ら に」 と あるの はこれ を證 して ゐ る。 

〈きら を も 好ませ 給 ひける にや) 「きら」 は 綺羅の 字音の やうに 思 はるる が、 こ >f は 華やかな 事 をい ふ。 

(裝 束の こはくな リ) 所謂 强 装束で、 装 來に强 い 糊 をして 折目 正しくし、 着用の 時に かどた つやう にす るつ くり 方で ある 

が、 これ は、 平安朝の 末期に 起った もので、 其の 前にはなかった 事で ある。 

(烏帽子の 額なん さ 云 ふ 事) 烏 幅 子 や 冠 はもと 紗の やうな 薄い 絹織物で つくって、 漆 を 塗りな ど はしたら しいが、 しかし、 

タカ クポ 

柔 かなもので 額な どい ふ もの は 無かった。 烏帽子の 額と いふの は、 立 烏帽子の 正面、 緣の 上の 高 K の ある 所で あるが、 

そこ を 塗り 固めな どした の をい ふ。 冠に も 同樣に 額と いふ ものが 出来て 厚 額と か 薄 額と か いふ やうに つくり 方が 種々 

になった。 これら いづれ も 上の 强 装束と つりあ ふやう にした ものであった。 

(其 比よ リ 出来に き) この やうな 强 装束と いふ ものが、 この 天皇の 頃から 起った とい ふので あるが、 それに は 次に いふ やう 

に 花園 有. 仁が 大に關 係 を もって ゐ るので ある。 


尙紊 月艮ク 白 

、 を 河 

世3 着キ 院 
をさ隱 

W せ れ 

ら 小口 マ 糸口 

せひ ひ 

^けて 
ひり 後 
さ 。 、 

° 是コレ 政 
さも を 

h 院ミ知 
ば 中 ミ ら 
、 に せ 

完 まて 給 
お ニニ ふ 

D 十ぎ 。 
お 餘3 御 
き 年 J 孫 


祌 0 正 


已 


述 義 


四 四 o 


〈花園 有 仁のお とど) この 人 は 上に も 云って ある 通り、 後三條 天皇の 皇子 輔仁 親王の 男で、 臣籍に 下って 源 有 仁と いひ、 

^徳 天^の 大治六 年に 右大臣に 任じ、 保延ニ 年に 左大臣に 任ぜられ たので あるが、 父の 親王が、 仁 和 寺の 花園に 隱棲 

せられた 所から 花園の 左大臣と よばれた。 

(又 容« ある 人に て) この 人の 容貌の 美しかった こと は 今 鏡に 「光る 源氏な ども か \ る 人 を こそ 申さ まほし くお ぼえ 耠ひ 

しか」 ともい ひ、 又 その 元服 姿 をば 「御み めの 淸ら かさ、 おとなの やうに、 いつしか、 おはして、 見 たてまつる 人よ 

ろ こびの 淚も こぼしつべく なむ ありけ る」 ともい つて ゐる。 又 藤原鎮 長の 合 記に も その 美容の 事 を 云って ゐる。 

(仰せ 合せて 上下 同じ 風に 成リ にけ ると ぞ申 すめる) 鳥 羽 上皇と 花園 有 仁と が 御 談合に なって、 右の やうに 華美な 装束の 

風 ふ はじめられ、 それが 上下 1 般の 風に なった と 申し 傳 へ てゐる やう だとい ふので ある。 この 事 は 今 鏡に 委しく 記して 

ゐる。 曰 はく 「この 大將殿 (有 仁) はことの 外に 衣紋 をぞ 好み 給 ひて、 上の きぬな どの 長さ 短 さの ほどな どこ まかに し 

たため 給 ひて、 その 道に すぐれた まへ りけ る。 大方む かし はか やうの 事 もしら で、 指貫 もなか ふみて、 烏帽子 もこ は 

く 塗る こと もなかり ける なるべし。 此の s-こ そ さびえ ぼし、 きらめきえ^ しな ど、 をり-/.^ か はりて 寺る め. d  | とレ 

ひ、 又 「鳥 羽院、 この 花園のお とヾ、 お ほかた も 御み めと りくに 御 姿 もえ もい はず、 おはします 上に、 こまかに さ 

たせ させて、 世の さがに なりて 云々」 と ある。 
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ながら 御子の 饞なれ ば、 重 
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其 間に 御 出家 在りし か ど、 

-メシ  シラ カハト パ—  二 ダイ  マ チ 

に は 白 河 鳥 羽の 一 一代 を 申 

ハべ  ナリ  ゴ ジ フシ サイ ォマシ マ 

し 侍る 也。 五十 四歲 御座し き。 


(白 河 院隱れ 給 ひて 後 政 を 知らせ 絵 ふ) 白 河 法皇 は 大治四 化-七月 七日に 崩御に なった。 その後 は、 鳥 羽 上皇が、 院政 を 行 

はれた。 

(御 孫ながら 御子の 儘な れぱ重 腺 を #8 させ 給 ひけ リし 前に も 申した 如く 、鳥お 天皇 御 降誕の 際に、 御 母が 薨ぜ られ たからし 

て、 白 河 天皇が 掷迎 ひとりに なって 御 養育に なり、 五 歳に して 父 天皇に 御 別れに なった ので ある。 それ故に、 この 二 帝 

の 間の 御 情愛 は 父子に 少しも 異ならぬ 有樣 であった。 C 河 法皇の 御幸の 折 もい つも 一 つ 御 車で いつも 御 一 緒に 御幸 も 

あらせられ たので ある。 それ故に 又、 白 河 法皇 崩御の 際 は 御子の 儀と して、 重脤 を着耠 うたので ある。 重 服と いふの 

は輕 服に 封して 重い 喪に ある 人の きる 喪服で あるが、 父母の 喪 を 重 I とする ので ある。 賴長 のムロ 記に は 「上皇 居,，、 

哀容過 レ節」 とまで 云って ゐる。 如何に 悲しませられ たかを 推し 奉るべき である。 

(是 も院 中に て 一一 十餘年 云々) この 上皇 も院 中で 政治 を とらせた まふ 事が、 白 河 法皇 崩御の 後から 保 元元 年 七月 二日に 崩 

御 あらせら るるまで、 彼是 二十 八 年、 院政 を 行 はせられ たので ある。 その 出家せられ たの は 永 治 三年の 三月であった 

が、 その後 近衞 天皇 御 即位あって 後 十五 六 f 院政 をと つて ゐられ た。 

(院 中の 古き 樣には 白 河烏 羽の 二 代 を 申し 侍る 也) 後世 院政の 先例と して は 白 河 鳥 羽 二 代の 院政 を あげて 證 とする 事に な 

つたので ある。 

ダイ I- シチ ジフ ゴ ダイ  シュ トク ヰン  ィ ミナ アキ ヒト. . ト パタイ-一  コ  オン ハハ  チウ グゥ フヂ r ラ  シ. r ゥシ 

第 七十 五代、 崇 德院、 諱は顯 仁、 鳥 羽 第二の 子。 御 母、 中宮 藤 原の 璋子 

-I フ ，タウ ダイ ナフ ゴン キン サネ  ム ス メナ リ  ミヅノ トウ  トシ ソク ヰ  キ ノエ タツ  カイ ゲ ン 

^ 入道 大納言 公 實の女 也。 癸 卯の 年 即位。 甲 辰に 改元。 

(鳥 羽 第二の 子) 百 鍊鈔、 帝王 編 年 記 等に 「鳥 羽院第 一 皇子」 と あり、 今 鏡に も r 一  の 御子」 と ある。 系譜 類に もさう あ 

る。 ここに 第二の 子と あるの は 思 ひ 誤で あらう。 

(御 母 中 宮 藤 原の 璋子ー K々)  月 SL*^ 賢 《r 院て ある この 方 はは じ 3« 白^' 天皇の 宮中に 育てられ、 長 じて 羽 天皇の 祀 とな 

られ たので ある。 永久 五 年に 女御と なり、 元 永 元年に 中宮と なられた。 崇德 天皇 御 即位の 後 待 賢 門院の 尊號を 上られ 
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た。 その 父 公 赏は權 大納言で あつたが、 嘉承ニ 年 鳥 羽 天皇 踐祚の 後 間もなく 薨 じた。 

(癸 卯の 年卽 位) 癸 卯 即ち 保安 四 年 正月 廿 八日 鳥 羽 天皇の 讓を うけて 踐祚、 二月 十九 日に 即位の 禮 があった 。御 年 五 歳。 

(甲 辰に 改元) 翌、 保安 五 年 四 月 三日に 改元、 天 治と 號 せられた。 


ゴ ネン ツチ ノエ サル 


ソ ウノ キン ヅゥク ワウ ティ セィ カウ サン ネジ 


ゾゥ マツリ ゴト ミダ 


ホク テキ 


五 年 戊 申の 年、 宋欽宗 皇帝 靖康 三年に 當 る。. 宋の 政亂れ しょり 北 狄の金 

o  o 

コク ォ n  -ン. ^ゥク ワウ キ ソゥナ ラビ  キン ソゥ  ト  キタ  力へ  ク ワウ ティ カウ ゾゥ カウ 

國 起り て 上皇 徽宗幷 に 欽宗を 取り て 北に 歸 りぬ。 皇弟高 宗江を わたりて 

カウ シゥ  ィ  トコ 口 ミ ヤコ  アン ザィ ショ  ナント  ィ  コレ ナリ 

杭 州と 云 ふ 所に 都 をた て、 行在所と す。 南 渡と 云 ひし は是 也。 


(五 年 戊 申の 年、 宋钦 宗皇 - 帝瞎康 一一 一年に 當る) 戌 申の 年 は 天 治 改元 後 五 年に 當 るから 五 年と 書いた ので あらう。 五 年 を 誤 

りと する 說は 心無い 事で ある。 これ は 即ち 大治 三年で、 支那で は宋 の靖康 三年に 赏 るので ある。 

(說) こ V にこれ を說 くの は、 前々 から ある 通り、 支那の 史上に 大變 動が 起った から、 それ を 注して おく 爲 である。 

(* の 政亂れ しょ リ) 宋の 政の 亂れ はじめた 事 は 堀 河 天皇と 世 を 同じう した 哲宗の 時からで ある。 哲宗の 位に 即 いた 時 は 

幼年であった から. 太 皇太后 高 氏が 政 を 執って 頗る 治績が あがり、 高 氏 崩 じて 後 哲宗の 親政と なって、 心 を 用 &て治 

を はかった。 けれども 朝臣の 間に 黨を 立て &爭 つた 爲に國 威 を 損した 事が 少くは 無かった。 次 は徽宗 であるが、 帝 は 

奢侈 を 好み、 蔡 京と いふ 大臣 權を專 にして 政が 甚 しく 亂れ、 國家 は內外 多事で 土 崩 瓦解の 危に 瀕して ゐ たが、 ^おは 

繪を かく 事に 熱中して これ を さとらなかった。 

(北^の 金國 起り て) 金 は 昔の 女眞 で、 黑龍 江上に 在った 部族で あるから 北 狄と稱 へらる \ ので ある。 五代の 顷 から、 同 

じく 北方の 部族で ある 契 丹の 勢力が 大きくな り、 國號 を遼と 改めて、 宋の 世に なっても 勢が 盛んで、 いつも 宋に對 し 

ての 1 大 脅威であった。 女 真 は その 遼の 背後に 興りて、 勢が 盛んにな るに つれて、 先づ 遼と爭 つて これ を 破り、 rt?^ 

天皇の 永久 一二 年、 支那 宋の政 和 五 年に 國號を 立て \ 金と 云った。 それから 十 年を經 て、 宋の宣 和 七 年 (わが 天 治 二 年〕 


に遼を 亡して その 地 を 併せ、 直ちに 宋に 迫った ので ある。 

(上皇 襯宗幷 に 钦宗を 取リて 北に 錄リ ぬ) 金 は、 遼を 亡さぬ 前から 宋を脊 して ゐ たが、 遼を じして はます く甚 しくな つ 

て、 兵 を 率ゐて 帝都に 迫った。 徽宗 は遽に 諸の 土木 等 を やめて、 勤王の 兵 を 募リ， 位 を欽宗 に讓り 金に 使 を 遣りて、 

禪 位した 事 を 告げて 交 を 結ばう と 請 ひ、 內は蔡 京 等 を 返け て、 天下に 謝した が、 事旣に 後れて、 金の 勢に 抗 しがた く、 

靖康ニ 年に 上阜； 徵宗、 今 帝 欽宗幷 に、 太子、 親王， 后妃、 皇族 111, 千 人と 共に 金 人の 營に 至り、 金 人に 率 ゐられ て 北方 

に 赴き、 宋の 王室 1 且 こんに 亡ぶ る 事と なった。 

(皇弟 高宗、 江 を ホたリ て 杭 州と 云 ふ 所に 都 をた て、 行在所と す〕 靖康ニ 年に 宋の 帝王が 金 人に 捕 はれて、 君主な きに 至 

つたから、 宋の 遺臣 等^ 議 して、 欽宗の 弟、 構を迎 へて、 皇帝に 立てた。 これが 高宗 である。 然れ ども 金 人の 勢 盛ん 

で、 これ を攻 むる こと 急であって、 如何と もしが たくな つた。 それ故に、 その 翌年 即ち 靖康 三年に 當る年 (高 宗は即 

位と 共に 改元して 建 炎と 云った から、 その 建 炎 二 年で ある) に 高宗は 急に 南に 逃れて、 楊子 江 を 渡りて 杭 州に 行き、 

纔に 1 時の 安 を 得た。 そこで 杭 州に 帝都 を 定めて、 行在所と した。 これが 南京の はじめで ある。 

(南 渡と 云 ひし は是 也) 宋の南 渡と 世に 云った の はこの 事で あると いふので ある。 南 渡の 後 は宋は 衰世の 運に 向って、 再 

び 振はなかった。 

n ノ テン  ンカ  チサ  タマ  コト  ジフ ハチ ネン  シ ャゥク ワウ オン ナカ  nn 口  シリゾ 

此 天皇 天下 を 治め 給 ふ 事、 十八 年。 上皇と 御中ら ひ 心よ からず して、 退 

タマ  ホウ ゲン  コトァ  オン、 ンュづ ケア  サヌ キノ クニ  ゥッ  タマ  シ， シフ 

き 給 ひき。 保 元に 事 在りて 御 出家 在りし が、 讚岐 國に遷 され 給 ふ。 四十 

& ク サイ ォマ シマ 

六歲 御座し き。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 十八 年) この 天皇 は 保安 四 年 正月 廿 八日に 踐祚、 永 治 元年 十二月 七日に 皇太弟 近衞天 S に 御 譲位。 そ 

の 間 十八 年餘 にして 滿 十九 年に 近い。 
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(上皇と 御中ら ひよ からすして 退き 給 ひき) 近衞 天皇に 皇位 を 讓り耠 うたので は あるが、 その 實は、 鳥 羽 上皇が 院 中で 政 

をと つて ゐら れ、 しかも、 上皇と この 天皇との 御 仲が 阒滿に ゆかず、 心ならず して 位 を 返き 遊ばされ たので ある。 そ 

の 事^ は 鳥 羽 上， M が、 この 天皇の 御 母 待 賢 門院に 御 疑の 事が 有った やうに 古事 談に 云って ゐ るが、 果して どうか は斷 

言 出來 ぬが、 鳥 羽 上皇が、 早く 近衞 天皇の 御 即位 あらん 事 を 望まれた の は事實 であらう。 

(保 元に 事 在 リて御 出 象在リ しが) 所謂 保 元の 亂を さす。 保 元々 年 七月 二日 鳥^: 法皇の 崩御あって、 後 間もなく この 亂が 

起り、 ぉ德 上^の 御 方 不利と なりて、 仁 和 寺に 遁れて 御 出家 遊ばされ たので ある。 

(is 岐 國に遷 され 給 ふ) かく 出家 遊ばされた けれど、 朝廷 は 宥恕し 奉る ことなく、 讃岐國 に遷し 奉ら，^ た。 

(四十 六歲 御座し き) この 天皇 五歲 にして 皇位に つき、 二十 三歲 にして 位 を 返いて 太 上 天皇と なり、 三十 八 歳に してきぶ 

にう つされ、 長 寬ニ年 八月 一.1 十六 日 讃岐で 崩御に なった o 御 年に は異摩 はない。 


「贈 左大臣」 底 

本に 「贈 太 政 

大臣」 と あり、 

他 諸 本に より 

て 改む" 


ダイ シチ ジフ I！ ク ダ，. 


コ ン ヱノ ヰン 


チリ Khf 


^9/  > ぶ ，, i  ^9  /に 1\ 1-r に 表， 厂>  ,* い 1 づ  ， ダイ ノゅ  一一- - i> 人 パ  ク ワウ， n ゥ フヂ ハ ラノ トク シ 

第 七十 六 代 近衛 院 諱は體 仁、 鳥 羽 第 八の 子。 御 母、 皇后 藤 原 得 子。 

5  ！  , リウ i ダイ ジン ナガ サネ  ムス メナ リ  力 ノト トリ  トシ ヅク ヰ  ミヅ ノエ ィヌ カイ ゲン  テンカ  子. K  »  ？ 

ほ； ，ま^お 長 實の女 也。 辛 酉の 年 即位。 壬 戌に 改元。 天下 を： さめぎ 

ふ 事、 十四 年。 十七 歲 にて 世 を 早くし まし ましき。 


し 力し 


代 要 記、 歷代皇 記 等に は 第 八 皇子と す 


(鳥 羽 第 八の 子) 百 鍊鈔、 帝王 編 年 記 等に 「鳥 羽 院第六 阜； 子」 と ある- 

る。  それ故に 本書 は 必ずしも 誤で なく、  ニ傳 あった ものである。 

(御 母 皇后 濂原得 子 云々) 帝王 編 年 記に 「母 美 福 門院 藤 得 子 櫂 中納言 長實卿 1^ 女 也」 と ある。 この 皇后 は、 白 河 上な 御 

法體 の後院 中に 參り、 女御と なり、 保 延五年 五月に 近衞 天皇 を 生み 奉り、 永 治 元年に 三宫 に准ぜ られ、 近衞： 人， 乂御即 

位の 後 皇后の 號を 上られた が、 久 安五 年に 美 福 門院の 院號を 上られた ので ある。 その 父 藤 原 畏. お は ^德 一 人 M のお^  二 

年に 權中納 言で 薨 じた。 その 贈官は 外祖父た るが 故と 思 はるる が、 諸 書に 贈 左大臣と ぁづ て、 膾 太政大 E と あるの は 


1 


本書 底本 以外 は 未だ 見 及ばない。 それ故に 改めた。 "  ， 

(辛 酉の 牟 卽位) 辛 酉 は 永 治 元年で あるが、 その 十二月 七日に 皇太 弟と して 崇德 天皇の 譲 を 受けて 踐胙、 二十 七日に 即位 

式 を 行 はれた。 御 年 三歲。 

(壬 戌に 改元) その 翌永治 二 年 I； 月 二十 八日に 改元、 康 治と 號 せられた。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 十四 年) 永 治 元年 十二月 七日から * 久壽ニ 年 七月 二十 三日まで 御 在位。 この間 十四 年 九月に S る。 そ 

の 間 鳥 羽 法皇の 院政であった。 

(十七 « にて 世 を 早くし ま L_ ^ -き) 久壽ニ 年 七月 二十 三日に 崩御。 御 年齢に は 異說が 無い。 


ダイ シチ ジフ シチ タイ  ダイ シ ジフ 一一 セィ 


ゴ シラ カハヰ ン 


、ナ マサ 


ダイ シノ  n 


シ ュ トク ドウ ボ 


第 七十 七 代、 第 四十 一 一世、 後白河 院、 諱は雅 仁、 鳥 羽 第 四 子、 崇德同 母 

オト ゥト ナリ 

の 弟 也。 


(說) 以上 諸 書異說 がない 


「ぬ」 底本 「又」 

に 作る。 他卞 

によりて 改 

む。 


コン H 


シ ャゥク ワウ ショウ アイ >t 


サゥ セ. 


近衛 は 鳥 羽の 上皇 鍾 愛の 御子な りしに、 早世し ましく ぬ。 崇德の 御子 

o 

シゲ t ト  ，レン ワウ ッ  タマ  モト  オン ナカ コ コ 口  シ ャゥク ワウ 

重 仁の 親王 續 がせ 給 ふべ かりし に、 本より 御中 心よ からで やみぬ。 上皇 

オボ シメ  ヮ -ッラ  コノ ミカ ド  タマ  リツ タイ- ン  スグ  ヰ  タマ 

思 召し 煩 ひけれ ども、 此 御門た たせ 給 ふ。 立太子 もなくて 直に 居させ 給 

イマ  コノ オンス ェ 

ュ 今 は此御 末の みこ そ 


ケィ タイ  タマ  ふ 力  テン メイ  オボ 、ノ  \ 

體し 給へば、 然るべき 天命と ぞ覺ぇ 侍る。 
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(镊德 の 御子 重 仁の 親王 接がせ 給 ふべ かリ しに、 本よ リ御 中心よ からて やみぬ) 重 仁 親王 は 崇德； 大皇の 御子で あるが、 藤 

原賴 おの^ 記に よれば、 ^福 門院が 養うて 己が 子と せられ、 永 治 元年に 親王と なられ、 久安六 年に 三 品に 叙せられ た。 

近衞： 人^の 御 早世に より 御子 もまし まさぬ し、 この 親王 は 美 福 門院の 養子と なって ゐら るる 關係も あり、 又 崇德： 大皇 

の 御子 でも あり、 當然 御繼統 の^と あるべき であり、 又 世人 も 思って ゐた が 鳥 羽 法皇と 崇德 上皇と の 御中が 心 よくな 

かった^に、 その 事が 行 はれずに 止められた。 これが 後に 保 元の 亂の 重な 動機と なる。 

(上皇 思 召し 傾 ひけれ^ も、 此 御門た たせ 給 ふ) 崇德 上皇が、 この 事に ついて、 重 仁 親王が 御 繼嗣に 立た せ耠 ふべ く 御 配慮 一 

も^った けれど、 その 御望が 實 現せられ ずして、 此 後白河 天皇が 天皇に なり 耠 うたので ある。 

(立太子 もなくて 直に 届 させ 給 ふ) 古からの 慣例 は先づ 皇太子に 立ち 耠ひ、 それから 踐祚 せらる る 例であった。 それ故に 

如何に 事 急であって もこの 順序と 手續 とを踐 ませられた。 一二 例 をい へば、 孝 謙 天皇 は 御 病 重らせ 給うて 寳龜 元年 八 

月 四日に 崩御 あらせられ、 遣 詔に よって、 即日に 光仁 天皇 を 皇太子に 立て.. 同時に 踐祚 あらせられた。 光孝 天 CP! は 仁 

和 三 年 八月 廿 六日に 宇多 天皇 を 皇太子に 立て X その 日に 崩御に なり、 即ち 皇太子が 踐祚 せら るるとい ふ譯 である。 崇德 

天皇から 近衛 天皇に 御讓 位の 時 も、 永 治 元年 十二月 七日に 近衛 天皇 を皇太 弟に 立て、 郎日讓 位 あらせられ たので ある。 

然るに この 後白河 天皇 は その 立太子の 儀がなくて、 た^の 親王から 直ちに 天皇の 位に 上られた ので、 當 時として は 著 

し い 興 例の ことで ある。 

(今 は此御 末の みこ そ 繼趙し 給へ ぱ、 然るべき 天命と ぞ璺ぇ 侍る) 此御 末と いふの は 後白河 天皇の 御子 孫 を さす。 今では 

この 後白河 天皇の 御子 孫 だけで、 皇位 繼承 あそばせられて ある ことで ある。 これ を 以て 考 ふれば、 この 天皇の 御 即位 一 

になった とい ふこと は、 凡慮に は 及びが たいが、 これ も 然るべき 天つ 神の 御 はから ひから 出で た 御 運命と おも はるる 

とい ふので ある。 

キノ トヰ  トシ TV クヰ  ヒノ エネ  カイ ゲン . ネン ガウ  ホウ ゲン  ィ  ト パアン ガァ  テン 

乙 亥の 年 即位。 丙 子に 改元、 年 號を保 元と 云 ふ。 鳥 羽晏駕 在りし かば 天 

下 を 知らせ 給 ふ。  一 


(乙 亥の 年卽 位) 乙 亥 即ち 久壽ニ 年 七月 二十 一 一 一 日に 近衞 天皇の 崩御、 二十 四 口に この 天皇 踐祚、 十月 二十 六日 即位 禮を行 

はれた。 

05 子に 改元、 年號を 保 元と いふ) 丙 子 は久專 三年、 その 四月 二十 七日に 改元が あった。 

(說) 改元の 事 は 前より 御代 か はり 毎に その 最初の 改元の あった 事 を 干支で 示した ぐけ て、 新定の 年猇を あぐる 事 稀で あ 

るが、 こ 、 に 特に 保 元の 年號を あげたの は 有名な 保 元の 亂の 起った 事 を これから 云ふ爲 であらう。 

(鳥 羽晏 駕在リ しか ぱ 天下 を 知らせ 給 ふ) 晏駕 とい ふの は 字義から 云へば、 晏く駕 して 出づ ると いふ 義 であるが、 天子の 

崩御 を 云 ふに 用ゐ る。 その 心 は臣子 の 心、 天子 を 崩ぜリ とする に 忍びず、 宫車 常に 晏く駑 して 出づ べしと する 所より 起 

る。 この 天皇 御 即位の 後 も 鳥 羽 法皇の 御 院政で あつたが、 法皇 崩御の 後、 この 天皇の 親政に なった。 - 

(說) これから 次 は 保 元の 亂の顚 末にう つる。 


「蒙る」 芪本 

「蒙 ラ ル」 に 作 

る。 他 諸 本に 

よりて 改む。 


ホフ シャ ウジ クワン バク タダ ミチ 


サ タイ ジン ヨリ ナガ  キ3  チ ヅク ヰン  -ーフ ^ゥ クワン パク タダ サネ  ジ ラウ ナリ 

左大臣 賴 長と 聞え し は 知 足院の 入道 關白 忠實 の次郧 也。 法 性 寺 關白忠 通 


コ ノ オト ド 


3  ノ 力- 


ヮ カン 


サイ タカ 


シッ へ 


のおと M、 此 大臣の 兄に て、 和漢の 才 高くて/久しく 執 柄に て 仕 へられ 

n ノ オト ド  カン サイ  タカ  キコ  ホン- ンャゥ  チチ 

き。 此 大臣 も 漢才は 高く 聞え しか ども、 本性 あしく おはしけ ると ぞ。 父 

アイ シ  マ ヲ シゥ  クワン パク  ォ  トウ ジ  チャウ 

の 愛子に て、 よこさまに 申 受けられければ、 關白を 置きながら、 藤氏の 長 

ジャ  ナイ ラン  セン ジ  カウ プ  チャウ. ジャ  タ ニン  ヮタ  コト ヤッシャ ゥ クワン パク ハジ  ソノ 

者に なり、 內覽の 宣旨を 蒙る。 長者の 他人に 渡る 事 攝政關 白 始まりて は 其 

〇 o 

レイ  ナイ ラン  ムカシ ダイ ゴ  ミ ョ  ハジ  カタ  ホン ヰン  オト ド  カン ケ マツリ ゴト タス 

例な し。 內覽は 昔 醍醐の 御代の 初めつ 方、 本院の 大臣と 菅 家と 政 を 助け 
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「まま」 廣本 

「任」 に 作る。 

他 本に よる" 


「かねて」 同上 


「の」 他 諸 本に 

よ つて 籼ふ。 

「にて」 底本 

「マ テ 」 とす。 

他^ 本に より 

て改 む。 


「客死」 顯铯本 

に 「害 死」 と あ 

る はとる ベ か 

らず。 


ト ァヒ チーフ..  O  ノ. Kf  Ts  r  - フ  -*,，："-: 

られし 時、 相 並びて， 其號 在りき と 申す めれ ど、 本院 も關 白に は 非ず。 

ヅノ レイ タ-カ  n ノカミ  ホン シャゥ  ォモ  ィ ， 

其 例 違 ふに や。 兄のお とど は 本性 おだやかに おはしければ、 思 ひ 入れぬ 

サマ  スゴ  コンヱ  ミ カド. カク  タマ  チイ ラン 

檨 にて ぞ 過され ける。 近衞の 御門 隱れ給 ひし 比より 內覽を やめられたり 

ゥラミ  フク  ォホ カタ テンカ  ヮガ  ハカ  シ^: トク  シ ャゥク ワウ マヲ 

しに K を も 含み、 大方 天下 を 我 ままに 計られけ るに や 祟德の 上皇 を 申 

o  o  •  - 

スス  ョ  ミダ  チチ  ホフ ワウ アンが  クチ  シ チカ ニチハ カリヤ ァ  -チ  一 

し勸 めて、 世 を亂ら る。 父の 法皇 晏駕の 後、 七ケ 日計 哉 在り けん 忠孝 

ミチ 力  コト i  ホフ ワウ  サト  タマ  タ ヒラゾ キヨ モレ.. 

の道缺 けにけ る 事と 昆 えたり。 法皇 も かねて 覺 らしめ 給 ひしに や 平淸盛 

o  o  o 

ミナ モト ノ ヨシ トモ ラ  メ  ォホ  ダイ リ  マモ タテ マツ  ヨシ チヨ ク メイア  0 シャ- ゥク パウ^』，.' 

源義朝 等に 召し 仰せて 內ー暴 を 守り 奉る ベ き 由 勅命 在りき とそ 上皇 鳥 羽 

ィ  タマ  シラ カハ ォホ ヰ ドノ ィ  トコ 口  スデ クハ モノ アツ：  /  一-  *  ョ 

より 出で 給 ひて、 白 河の 大炊 殿と 云 ふ 所に て 旣に兵 を 集められ けれ は 淸 

o  o  o 

モリ ヨシ トモ ラ  チヨ ク  シ ャゥク ワウ ミヤ  セ  クワン ゲン  ン，  , ♦  ミヤべ ク^ウ 

盛義朝 等に 勅して 上皇の 宮を 責められ、 官軍 かつに 乘り しか は 上皇 は 

ュシャ マ  カタ ノガ  サ タイ ジン ナガ レャ  ァタ  サ ラ， ザ" に \  •  >r  *  \  )  J  » 

西 山の 方に 遁れ、 左大臣 は 流 矢に 當 りて 奈 良坂邊 まで 落ち ゆかれけ る 力 

ク t カク シ  シ ャゥク ワウ ゴ シ ュッケ ァ  ナホ. ■  ヌ 4  ノレ-一  ゥ <1\  メ" %  a 

終に. 1  各 死せられ ぬ。 上皇 御 出家 在りし かど も、 尙 讃岐 國に遷 され 給 ふ 

o  o  .  ：  _  ノ 

オト ド  コ ド七 ク， ーゲュ ッカ  ブ シ * トモ オホチ^ フ  ""ナカ 、モ ；..；；， タ.. り ,3% 

大臣の 子 共國々 へ 遣 はさる。 武士 共 も 多く 誅に 伏しぬ 其 中に 源 爲義と 


ソノ ガウ ァ 


ホン ヰン 


キ,,  ヨシ トモ  チチ チリ  オン ココ &ザシ ァ  シ ャゥク ワウ  ミ カタ  ヨシ トモ 

聞え しは義 朝が 父 也。 いかなる 御 志 か 在り けん、 上皇の 御 方に て、 義朝 

カク べクナ  ョ  コ ドモ + チチ  ゾク  イク サャプ  タメ ヨシ i ュッ 

と 各 別に 成りぬ。 餘の子 共 は 父に 屬 しける にこ そ。 軍 敗れて、 爲義も 出 

ケ  ヨシ トモ アジ 力  チウ  タメ シ  n ト  ハべ  サガ  ョ  ナ 

家したり し を 義朝預 りて 誅 せし こそ 樣 なき 事に は 侍れ。 嵯峨の 御代に 奈 

ラ サカ  タタ 力 t 丫  ノチ  i ヤコ t ャ ゥガク  ィ  n ト  3 レ  ミタ  ソ 

良 坂の 戰 在りし 後 は 都に 兵 革と 云 ふ 事な かりし に、 是 より 亂れ 初めぬ る 

ジゥン  クダ  スガタ  オボ  ハ ベ 

も 時運の 下りぬ る 姿と ぞ覺ぇ 侍る。 

(左大臣 賴 長と 聞え し は 知 足院の 入道 關白 忠實 の次郎 也) 知 足 院の關 白と は 關白藤 原 師^の 子で、 天 永 三年に 太 政 大臣と 

なり、 永久の 初關 白と なり、 保安 元年 事に よりて 白 河 法皇の 怒に ふれ、 關白 を子忠 通に 命ぜられて、 宇治に 蟄居し、 

法皇 崩御の 後、 鳥 羽 上皇の 御 旨に 從 ひて 又內覽 となった が、 後に 入道した ので、 保 元の 亂後、 奈 良に 退いて 與福 寺の 

知 足院に 住んだ によって、 この 名が ある。 賴長は その 次男で あるが、 近衛 天皇の 久 安五 年に 左大臣に 任ぜられ てこの 

天皇の 御^に 及んだ。 

(法 性 寺 關白忠 通のお とさ 云々) 忠通は 忠實の 長子で、 賴 長の 兄で ある。 法 性 寺の 御堂の 側に 別莊を 作って 住んで ゐ たに 

よりて 法 性 寺 殿と 呼ばる >! の である。 

(和漢の 才 高くて) 和歌の 才、 漢詩 文の 才 をい ふ。 今 鏡に 「昔より 攝政關 白つ^き てお はし ませ ど、 身の 御 才は類 ひなく 

おはし ましき。 才學 もす ぐれて おはし ましけ る 上に、 詩な ど 作らせ 耠 ふこと は いにしへの 宫 (前 中 書 王 兼 明 親王 後 中 

書 王 具 平 親王 を さすな らん) 帥 殿 (藤 原 伊周 を さすな らん) などに も 劣らせた ま はず やお はしけん。 趺 よませ 給 ふ 事 

も、 心た かく 昔の 跡 をね がひ耠 ひたる さまな りけ り」 と ある。 この 人の 趺は金 葉、 詞花、 千載、 新 古今 以下 代々 の 勅 

撰 集に 入り、 法 性 寺 殿御 集と て 今に 傳 はり、 群 書類 從に 入れて ある。 

(久しく 執 柄に • て 仕 へられき) この 人、 鳥 羽 天皇の 御世、 保安 二 年 三月に 關白 となり、 崇德 天皇 踐祚 の時攝 政に うつ リ、 
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大治四 年に 關. m となり、 近衛 天皇 即せの 時に 又攝 政と なり、 久安 三年に 關白 となり、 後白河 天皇の 保 元三 年 八月に 及 

んだ。 その 間 货 に 三十 八 年で ある。 

(此 大臣 も 漢才は 高く 聞え しか & も) 賴 長が 非常な 勉強家で 又 漢學の 造詣 深く、 當 時の 第一人者と 云っても よかった 事 は 

そ の 日記 台 記 乂保元 物語に の せ て ある 少納言 通 憲の苢 を 見ても わかる。 

(本性 あしく おはしけ ると ぞ) 本性 あしく と は 性質の よからぬ ことで あるが、 この頃に は漦厲 にして 怒り 易き を 主として 

惡 といった。 この 大臣 はこの 厳格に すぎた 爲に惡 左府と あだ 名せられ た。 その 惡は 不道德 とい ふ 意味よりも、 厳 刻の 

^が 强 かった ので ある。 

(父の 愛 子に て よこさまに 申 受けられければ、 關白を 置きながら 藤氏の 長者に な リ內覽 の宜旨 を蒹 る) 賴長は 少年より 才 

名著し かった から、 父 忠赏が 特に 深く これ を 愛し て 居た。 それが 爲に賴 長が 種々 道理に は づれた 事 を 父忠實 に^ 求 

し、 忠赏が これ を ゆるして、 その 望 を かな ふるやう に 取 計った 事は少 くはなかった。 そのうちに、 關白忠 通が 居る の 

に それ を 差お いて 賴長を 藤氏の 長者に した。 忠實は 藤氏の 長者 は 素より 勅投 にあらず して 我が 譲る 所 なれば と 云って、 

忠 通の 長者で あつたの を楚 つて 賴長を 長者に した。 又 仁 平 元年に は 詔あって 太 政官の 文書 を內覽 せしめられた。 

(說) この 氏-お 者と 內鹽 とを賴 長に うつした 事 は 頗る 異例で あるから、 次に それ を 諭 じて ある。 

(長者の 他人に 渡る 事 攝政關 白 始ま リては 其 例な し) この 長者 は いふまで もな く 藤 原 氏の 長者の 事で ある。 抑 も 氏の 長者 

. は 古の 氏 上の 名殘で 各の 氏に 昔から あった ものである。 氏族制度の 時代に は 氏 上 は 公務 上に も 義務と 權 能と を 负 うて 

ゐ たらしい が、 官職 制度に なつてから は、 公務 上に は 認められ なくなつ たが、 各 氏族の 內部 では 依然として 大 なる 權 

力 を 有して ゐた。 それで 藤 原 氏の 長者 も * その 氏の 家柄の 最も 正しくて 位置の 最も 高い 人が なった ので、 攝政關 白の 制 

度 始まって から 攝關 たる 人が 長者になる のが、 定例で.、 その外の 人が 長者に なった 例 でに なかった。 それで、 

賴 長に 至 つて はじめて 異例が 行 はれた とい ふので ある。 次に 藤 原 氏の 長者の M を あぐる。 


嫌 足 I 〇 不比等 iMSI—o 武智麿 f  |§ 

一— OB 前參 長者 oj^gg 大 jg-gggg つ SI 右大臣 ggg っ冬嗣 左大臣 &5*>0良淳_?«太政4<臣 氏 _sg 

一 q 墓!^ aRa 白太 政 大臣 a 長者 D 時 平 左大臣 氏 長者 

一— 忠 平- i:KMMM;sl〇 實領摄 * 太 政 大臣 B もき 

一- lis  IS 右大臣 o 伊 尹攝政 太 政 大臣 & お 者 


ID  i.  i 麗 白太 R 大臣 氏！ ft 者 

1 うお ま aga 白太 .K 大臣 氏 5 者^； -隆 g 政 a さ 内大臣 Iff  内. KE 

—公季 太 R 大臣  兼 M,= 左大臣 


1)^  Jigaw 白太 玫 大臣 氏 長者 o  gyggw 白太 政 大臣 氏 長者 o  p  5:1 槻白 内大臣 氏 長者 f}  £  |據 白攝政 太 政 大臣 氏 長者う £  >Ha 奴 太& 大臣 氏 長者 


1—0 敎 is 白太 玫 大臣 氏 長者  |_〇鎮 長 左. K 臣& 長者 

(內覽 は 昔 醒醐の 御 化の 初めつ 方 本院の 大臣と 菅 家と 政 を 助けられし 時相 並びて 其 號在リ きと 申す めれ^、 本院 も關白 

に は 非ず 其 例 達 ふに や 本院の 大臣 は 藤 原 時 平で ある。 菅家 は菅原 道^で あるが、 天滿 天神で あるに よって、 これ を 敬 ひ、 

その 名 を いふ を 憚って 菅家 とだけ 云って 來 たので、 小 倉 山 莊の百 人 1 首に 旣に その 例が 見えた。 さて 關. □ が あるの に、 

內 覽の臣 を 置かる る は 異例で あると い へ ば、 それ は、 昔 醍醐 天皇の 御代に 時 平と 道眞 とが 朝政 を 助け 申された 時に 相 並 

ん で內覽 とい ふこと になって ゐた。 それ故に 關 白と 內覽臣 とが 並んで 在っても 差 支ない とい ふ說も ある やう だが、 そ 

れは 例が 違 ふと 思 はるる。 ことに その 時 は 時 平は關 白で は 無かった から それと 1 樣に はい はれまい とい ふので ある。 

(兄のお とさ は 本性 おだやかに おはしければ、 思 ひ 入れぬ 樣 にて ぞ 過され ける。 ソ 兄のお と 1- は忠 通の こと、 この 人性 質 II 

厚であった から、 父 弟な どの 種々 の 難題 をう けたが、 何事 も 深く 氣に かけない やうに して 来られた とい ふので ある。 

今 鏡に 「馬 を 失 ひて なげ かざりけん 翁 (塞 翁の こと) などの やうに もお はし ましし けに や、 苦しき 世 をす ぐ させ 耠ひ 

ての ち はかく 榮 えさせ 給へ り。 作らせ 給 ひたる 御 詩と て 人の 申し \ は 

官祿 身- 1 ァ マリ テ世ヲ テラ ス トイへ ドモ、 素悶性 一一 ゥ ケ テ櫂プ ァラ ソハズ 
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とか や 作らせ 給へ る も その 心なる ベ し I と 云って ゐる。 

(近衛の 御門 暖れ給 ひし 比よ リ內 SS を やめられた リ しに) こ 、は 又鎮 長の 事に うつる。 近衞 天皇 崩御に なった 時 後白河 天 

^の 立た るる ことにな つたの は 主として 忠 通の 献言 によった ので ある。 隨 つて、 この 天皇 踐祚 あらせら るると 共に 兢 

長の 內覽を 止められた o( 公卿 補任に 見 ゆる) それによ つて 恨 をいだ いたと いふので あるが、 た ぐ それだけ ではない 事 

であらう が こ \ に は 略す る。 

(大方 天下 を 我 ままに 計られけ るに や、 崇德の 上皇 を 申し 勸 めて 世 を亂ら る〕 賴長 は忠 通の 世に なった 事に 恨 を 含み、 夭 

下 を 何も かして わが 心の 任に せう と 計られた ので あらう か、 崇德 上皇に、 皇位 を爭 はるる やうに 御す . A め. a. し 上げて 

兵 を 起さる る やうに 取 計った。 これの 結果が 保 元の 亂 となる。 

(父の 法 夷 》«駕 の 後、 七ケ B 計 ゃ在リ けん) 崇德 上皇 は 御子 重 仁 親王が 帝位 にもつき 耠 はず、 御 不快であった 所に 賴長が 

勸め 奉った 所から 急に 兵 を 起さる る 事に なった ので あるが、 それ は 御 父 鳥 羽 法皇 崩御の 後七ケ 日程の 事で 在った やう 

だとい ふので あるが、 七月 二日に 鳥 羽 法皇 崩御で、 崇德 上皇 は 五日に 兵を徵 されて ゐる。 こ \ に 七ケ日 許と いふの は 

九日に 崇德 上皇が 白 河の 前 齋院の 第に うつられ、 十日に 白 河北 殿に うつりて、 兵備 を 厳に せられた 事 を 主として 云つ 

たも の であらう。 

(忠孝の 道缺 けにけ る 事と 見えた リ) これ は解釋 する まで もな く 明白の 事で ある。 たと ひ、 後白河 天皇の 側に 如何 檬の御 

不都合の 取 計が あつたと しても 父 帝の 崩御 後 喪中に あらせら るるべ き 御身に 兵 を あげられ たとい ふ 事 は 孝 近に 於いて 

明かに 缺 けて ゐる。 又賴 長が 自らの 私憤、 或は 權勢を 得む が爲 に、 かやう の 志 を 起して、 上皇に もす \ め * 自ら それ 

の 中堅と なった とい ふ 事 は 忠臣の 道に 於 いて 一毫 もとるべき 所でない。 天下 第 1 の 博 學廣才 も 一 身を修 むる に すら 足 

ら なかった ので、 驚くべく 歎くべき 事で ある。 著者の 首簡 なれ ど、 その 意 極めて 深い。 

(法皇 も かねて S らしめ 給 ひしに や、 平涛盛 源義朝 等に 召し 仰せて、 內裏 を夺リ 奉るべき 由 勅命 在リ きと ぞ) ^羽 法. はも 

あらかじめ 變亂の 起る かも 知れぬ とい ふこと を 思 召 あらせられ たので あらう か、 崩御の 際に、 北面の 武士 十 人 をして 

誓 書 を 美 福 門院に 奉らし め、 鳥 羽 宫の事 は 一 切、 御 院の處 分に 從 はせ 給うた。 そこで 源 義朝等 十 人 讦命を 承った。 し 

かし それに は 平 淸盛は 漏れて ゐ たので ある。 然るに、 美 福 門院 は 遺 詔 を 矯めて、 淸盛も 遣 詔の 中に あると 云って 召し 

加 へられた ので ある。 本書に は それ を內 裏の 守護の 遺命と し、 又 はじめから 淸硗も その 遺 詔の 中に 在った やうに 書い 


て ある。 この 點は 少しく 事實に 齟齬す る。 

<; 上皇 鳥 羽よ リ 出て 給 ひて 白 河の 大炔 殿と 云 ふ 所に て 旣 に 兵 を 集められけ. れぱ) 崇德 上^の 常の 御 住所 は ひ？ 羽の 田 中 殿で 

あつたが、 そこで は 鳥 羽の 安樂 毐院 (法皇 御 住所) に 近くて 事 を あぐる に 不利で あるのと 、要害の 地 を 樺ぶ 意味で、 かく 

れて白 河の 北 殿 (： 白 河大炊 御門 殿と いふ。 その 南門が 大炊 御門 通に 面して ゐ るからで ある。 又大炊 御門 殿と も、 大炊 

殿と も いふ。) に 移られ、 そこで 兵 を 集められ たとい ふので あるが、 兵 は 旣に五 口から 召集 を はじめられて あつたので 

ある。 

(濟 盛義朝 等に 勅して 上皇の 宮を資 ぬられ、 官軍 かつに 乘リ しかば) この 事 は 保 元 物語 等に 委しく 見え 誰でも 知る 所で あ 

るから 委しく いはぬ。 淸盛義 朝 等が 天皇の 勅 を 奉じて、 その 手兵 を率ゐ て、 上^ 御所 在の. s 河 殿を拔 討に して 责 めて、 

上皇の 軍に は 源^ 義等 父子 ことに^ 朝な どが あってよ く戰 つたが、 義 朝が 火 を 放った 爲に 上皇の 軍が 破れ 官軍が 勝ち 

たる 勢に 乘 じて 责め， たてた から、 上皇の 軍 は 仝く 潰亂 してし まった。 

(上皇 は 西 山の 方に 運れ) 上皇 は 先づ、 東 山の 如意 嶽 より 所々 にしの びかく れつ、 西 山の 方に うつり、 仁 和 寺に 入らせら 

れ たので ある。 

(左大臣 は 流 矢に 曾 リて奈 茛坂邊 まて 落ち ゆかれけ るが、 終に 客死 せられぬ) 左大臣 賴長 は戰亂 中に 誰 人の 射た とも 知れ 

ぬ 矢 (それ故に 流 矢と いふ。 しかし、 愚 管 抄には 筑後前 司 源 重定の 射た の だと ある) が 頭に あって、 もの 言 ふこと^ は 

ず、 從 者に 抉 けられ 車に のり、 父忠 實が奈 良に 在る により、 それに 往か うとして 木津 川まで 至って、 これ を 忠^に $1 

げたが、 忠實が 拒んで 會は うとし なかった 爲に 憤って 舌 を 嚙み奈 良 坂まで 行き、 そこで 死した。 これ は 自殺であって 

戰死 ではない。 客死と は 旅 中に 死ぬ ことで ある。 害 死と あるの はとる に 足らぬ。 

(上皇 御 出家 在リし かさ も、 尙讃岐 國に遷 され 給 ふ) 崇德 上皇 は 仁 和 寺に 入 リ耠ひ 御 出家 あらせられた。 (仁 和 寺に 入らせ 

られぬ 前に 御 出家と いふ 說も ある) 赏 時の 慣例 その 罪 を 悔いて 出家した 人 は 處分を 幾 等か輕 くせら るる 例であった が、 

この度 は 御 出家 あらせられた) にも か \ はらず、 更に 御宥恕 なくて、 讃岐 國に遷 され 給うた。 

C. 大臣の 子 共國々 へ 遣 はさる) 左大臣 賴 長の 子供が それぞれ 國々 へ 人 刀ち 流し 遣され た。 即ち 兼 長 は 出 雲に、 師長 は 土 佐、 隆 

. 長 は 伊豆に、 範長は 安藝に 流された。 

(武士 共 も 多く 誅に 伏しぬ) 上皇の 御 方に 參 つた 武士 も誅 せられた ものが 多くあった。 それ は 1 々こ、 にあげぬ。 保 元 物 
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語に 委しい。  . 

(其 中に 源爲義 と 聞え しは義 朝が 父 也) 上皇の 御 方に 參 つた 多くの 武士の 中に 源 爲義と 云 ふ ものが 在った が、 これ は • 天 

なの 御 方と して 上皇の 軍 を 攻めた 義 朝の 父で ある。 

(いかなる 御 志 か在リ けむ、 上皇の 御 方に て義 朝と 各别 に成リ ぬ) 上皇の 御 方に 爲義 が參 つたので、 如何なる 關係 であつ 

たので あらう か。 何 か 特別に^ 義が上 辜； に 御 奉公すべき 事情が 在った ので も あらう か、 義 朝と 別にな つて 上皇の 御 方 

に參 つたと いふので ある or 御 志」 の 語に ついて、 「御」 の 字が、 衍 であると いふ 說も あり、 又 上皇の 御 芳志と 解す る說 

も ある。 しかし 「こ >, ろざし」 とい ふ 語 は 平安朝の 頃から、 他人に 好意 を 表する こと、 又 その 人に 表する 好意 を 云つ 

た。 されば、 こ \ も爲義 が、、 上皇に 特別に 好意 を 捧げた ので ある。 而 して、 本來は 自己の もので も、 他人に 捧げる と 

き は 「御」 の 字 をつ くる こと は 自己の 作った 葉 子で も 之 を 人に 捧 ぐる 時に 御菜 子と いふので ある。 それと 同じく.  ^ 

義が s 己の 好意 を 上 S に 捧げた、 その 好意 を 上皇の 御 使用になる 所から 見て 御 志と 云った もので、 當 時の 詞 遣で、 敢 

へて 誤と はい はれない。 即ち 御 奉公し ようとい ふ 志 を、 「御 志」 といった ので ある。 

(餘の 子供 は 父に S しにけ るに- 1 そ) 爲義の 男子 在京して ゐる もの 義 朝の 外に、 賴賢， 賴仲、 爲宗、 爲成、 爲朝、 爲 仲の 

六 人 在った が 皆 父に 屬 して 上皇の 御 方に 參 つたので あった。  - 

(軍 敗れて 爲義も 出家した リしを 義朝預 リて誅 せし こそ 樣 なき 事に は 侍れ) 白 河 殿の 軍 敗れて 爲義も そこ をの がれ 出で、 

合の 寺で 出家して 降 を 請うた。 そこで、 これ を義 朝に 預けられた のであった。 義朝は これ を 己が 家に 迎へ て 、しきり 

に 奏して 死罪 を 減ぜら れんこと を 請 ひ 奉った が、 淸 盛が 叔父の 卒忠 正の 同じく 上皇の 御 方で 降 を 請うた の を 勅命に よ 

つて 斬った の を 例と して、 朝廷で はどうしても 許されなかった。 そこで、 義 朝が、 自分の 郎等に 命じて これ を 殺させ 

たので ある。 

(說) この 事 は 靱廷の 取 計も殘 刻であった とい はなければ ならぬ が、 如何に 罪 ありと しても 子と して 手づ から 父 を 殺す と 

いふ こと は偷 常の 亂れ これより 甚し いもの は 無い。 著者が 「樣 なき 事」 といへ る は當然 である。 道 德の亂 は 一切の 人 

^愤 界の 崩壤の はじめで ある。 この 事 は 著者が なほ 次の 天皇の 條 下で 論じて ゐ るから そこに 讓る。 

(嵯 蛾の 御代に 奈莨 坂の 戰在リ し 後 は) この 戰は平 城 上皇の 時の 藥子仲 成の 亂を いふ。 

(都に ぉ萆 と 云 ふ 事な かリ しに) 兵 革と いふの は 軍兵の 器具の 事で あるが (兵 は劍弓 共の こと、 革 は 甲 青 類) それ を用ゐ 


たとい ふ 事から 兵亂 のこと をレ ふので ある。 かの 藥子仲 成の 亂に、 都で 軍 をした 事が あって、 その後 は 三百 四十 年 計 

の 間 都に 兵亂 とい ふ 事が 絶えて 無かった ので ある。 然るに、 こ、 に大 なる 戰亂が 起った ので ある。 

(是ょ リ亂れ 初めぬ る も 時運の 下リ ぬる 姿と ぞ鱟ぇ 侍る) 此度保 元の 亂が 起って、 それが、 亂れの 初めと なり、 その後 平 

治の 亂、 又は 源平の 亂、 承 久の亂 とい ふやう に 引っ^いて 戰亂が 起り、 さなくても、 天下が 亂れ てし まった ので ある 

が、 かやう になって しまったの も、 時運が 下劣に なった 姿で あらう と淺 ましく 思 はれます とい ふので ある。 


「营」 底本 梅 本 

による。 靑本 

の 「ィ」 亦 同 

じ。 
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此 君の 御 乳母の 夫に て少納 言通憲 法師と 云 ひし は菅 家の 儒 門より 出で た 

,  o 

り。 宏才 博覽の 人な りき。 され ども 時に あはず して、 出家した りしに、 

此 御世に、 いみ じく 用 ゐられ て、 內々 に は 天下の 事 さながら 計 ひ e. しけ 

り。 大內は 白 河の 御代より 久しく 荒廢 して、 里內 にの みまし ましし を 謀 

メゲラ  クニ ッ匕ェ  ッ クタ  タ  クジ  マヲ 、>  ォ コザ • スハ 

を 廻し、 國の費 もな く 作り立て  >、 絕ぇ にたる 公事 を も 申 行 ひき。 摅て、 

キヤウ チウ ダウ 口  ハ カラ キヨ  ムカシ 力へ  スガタ 

京 中の 道路なん ども 計ひ淸 めて、 昔に 歸 りたる 姿に ぞ ありし 


(此 君の 御 乳母の 夫に て少納 言逼憲 法師と 云 ひし は 管 家の 儒 門よ リ 出て たリ〕 此後. S 河 H<a の 御 乳母に 藤 原 朝 子と いふ 人 

. がゐ た。 その 朝 子の 夫が 藤 原通憲 である。 この 通憲は 南 豕武智 麿の 末裔で 大 學頭季 綱の 孫であって、 加 贺椽. 货 兼の 
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子で ある。 此家は 代々 の 儒家で 父實兼 も進士 文章 生から 出身し. たもので ある。 通憲は 一 旦高階 經敏の 養子と なった が、 

後に 本姓に 復 したので ある。 鳥 羽 崇德 近衞三 朝に 歷 仕して 正 五位 下 日向 守に 任ぜられた。 通 憲相法 を 善くし、 1 日 水 

に 鑑みて、 劍 難の 相の 在る こと を 自ら 察して、 出家して その 難 をの がれようと 志した が、 一期の 思 ひ 出に 少納 言と な 

つてから 出家せ うと 思 ひ、 屢々 鳥 羽 法皇に 請願して、 終に 天 養 元年に 少納 言に 任ぜられた。 その後 間もなく 出家して 

信 西と いふ 法號 をつ けたが、 少納 言通憲 法師と あるの も 出家 後の 稱 である。 こ \ に r 菅 家の 儒 門より 出で たり」 と あ 

るが、 通 憲は菅 原 氏で もな く、 又菅 原の 門人で あつたと いふ 證據も 未だ 見ない。 それで 白山 本 ゃ類從 本に 「藤 家」 と， あ 

る けれども、 「藤 家の 儒 門」 とい ふこと は古來 いはぬ 語であって、 後人の 意改 であらう。 これ は 畢竟 著者の 思 ひ 違 ひで 

あって、 正しく は 「南 家の 儒 門」 とい ふべき もので あらう。  • 

(宏才 博 K の 人な リき) 通憲 の才宏 く、 學 博く、 典故に 通じ、 佛敎 天文に わたり、 又當 時の 支那 語まで もよ くした 人で あ 

つた 事 は 合^、 今 鏡、 平 治 物語 等に 見 ゆる。 その 著書に も 本朝 世紀、 法曹 類 林、 日本 紀注 等が ある。 

(され さも 時に あはず して 出家した リ しに) この 宏才も 博學も 時世に あはず して 用 ゐられ ず、 纔に 多年の 宿望た る 少納言 

とまでな つて、 間もなく 出家した のであった。 その 事 は 上に 述べて ある。 

(此 御世に、 いみ じく 用 ゐられ て) 此の 後白河 天皇の 御代に 通憲が 非常な 御 信任 をう けたので あるが. それ は その^が 天 

皇の御 乳母であった のに 基づく。 今 鏡に 「此のみ かど 御め のと は 修理の かみ 基隆 のむ すめ、 大藏 卿師隆 のむ すめな ど 

二三 人お はしけれ ど、 ある はま かりいで、 ある はかくれ などして、 紀の 御と て 御 乳の 人と 聞こえし が、 をと こに て かの 少 

納言通 憲の子 あまたう みな どして、 今 は 御め のとに て やそ 島の 使 ひな どせられ ければ、 並ぶ 人 もな きに こそ」 と ある 

通り、 この 人 は紀の 二位と いつ て 名高い 女であった 。その 夫と して 天皇の 御 信任が ある 上に 博 學宏才 であった から、 い 

よ^ \ 重く 用 ゐられ たの であらう。 

(內々 に は 天下の 事 さながら 計 ひ 申しけ リ) 通憲は 身分 も卑 く、 且つ 出家の 身で ぁリ 官職 もない ので あるから、 表面に は 

もとよ リ あら はれない が、 內々 天下の 政事 悉く 天皇の 御 諮問に 應 じて 取 計った とい ふので ある。 これらの 事 は諸眷 に 

見 ゆるが 平 治 物語が 最も 詳しく 注して ゐる。 

(大內 は 白 河の 御代よ リ 久しく 荒康 して) 大內は 皇居 を さす。 皇居 は、 村 上 天皇の 天德四 年に はじめて 炎上が あって か 

ら、 翌年 新造あって 御 遷幸 あり、 その後 も數 回の 炎上が あった。 この^で は 白 河 天皇の 永 保 二 年 七月 二十 九：：： に. お 


及び 中和 院が 火災に か& つたが、 此時國 費が 窮乏 I て 再 造の 力がなかった。 しかるに、 新に 鳥 羽 離 {& を 造り、 其の 方に 

力 を 注がれた 爲に、 內裡の 再 造 は 打す てて 顧みられなかった。 此後 十七 年 を 經て堀 河 天皇の 承德ニ 年に 皇居の 造 眢をは 

じめ られ、 康和ニ 年 六月 十九 ni に 高陽院 から 新 宫に御 遷幸あった。 けれども、 此 時の 建築 は 頗る 粗末で、 しかも 完成 

に 至らず、 間もなく 又別宫 に 遷り耠 うた。 その 別宫は 所謂 里內褢 で、 土 御門 殿、 東洞院 殿、 六條 殿、 大炊 御門 殿、 堀 

河 殿、 W 條殿 等な どであって、 殆ど 1 定の 皇居と て はまし まさぬ 有樣 で、 かの 新造の 内裏 は 時々 修造 もあった が、 い 

つも 功 を 奏せず、 加 之 地震、 大風 等に よりて 倒れ 顚り、 漸次に 破褸 して、 近衞 天^の 久安六 年 八月 W 日に 大風が あつ 

て仁壽 殿が 倒れた 時に、 殆ど 全部が 荒 廢に歸 してし まった ので ある。 

サト ダイ リ 

(里內 にの みまし ましし を〕 里內と は里內 裏の 略稱 である 。里內 裏と は 皇居の 燒亡 などに より、 一 お または 大臣の 邸な 

どを假 皇居と 定めて、 そこに 天皇の まします をい ふので ある。 この K.: 內 にの みまし？ （\ たこと は、 大體永 保 二 年から、 

この 保 元の はじめまで 七十 五 年 程になる。 

(謀 を 廻し * 國の費 もな く 1 作リ たて $〕 通憲 が、 後白河 天皇の 御 信任 を 得てから、 內裏 再興の 案 を 立て、 種々 工夫 を こ 

らして 國 家に 大 なる 疲弊 を も舆へ ないやう にして 內褢 をつ くりた てた。 即ち 保 元元 年に 五畿 七道に 敕 して 大内を 造ら 

しめられ たが、 保 元 J1 年に^ 成し、 十月 八日に 新 宮 に 御 遷幸 あらせられた。 今 鏡に， この 時の 事 を 叙して 「十月に 大內 

造りいだ して わたらせた まふ。 殿舍 ども 門々 などの 額 は 關白殿 か 、せ耠 ふ。 ^造りた る國の 司な ど、 七十 二人と か 位 

給 はりな どす。 中頃 かば かりの 政な きを 千世に ひと 度す める 水なる べしと ぞ思ひ あへ る」 と ある。 

(絕 えに たる 公事 を も 申 行 ひき) 内裏が 完全でなかった 爲に、 朝廷の 儀式な ども 正式に 行 はれなかった のが 上述の 如く 多 

年であった 。所が この度 大內が 完成した から、 やがて 中絶して ゐた 公事 儀式 も 行 はるる 事に なった ので ある。 今 鏡に r 少 

納 言通憲 とい ひし 人、 後 は 法師に なりたり しが、 鳥羽院 にも 朝タ 仕う まつり、 この 御 時には ひとへ に 世の中 をと りお こ 

な ひて 古き あと を もお こし、 新しき まつりごと を も 速 かに 計ら ひ 行 ひけり」 と あり、 又 保 元元 年泰 正月 卄 n 內ぉを 行 

はれた ことにつ いて 今 鏡に は 「廿日 內宴 おこな はせ 耠 ふ。 ももと せ あまり 絕 えたる 事 を 行 はせ 給 ふ。 世に めでたし 一、 

と ある。 愚 管抄 にも 同じ 趣に 見 ゆる。 

(餽て 京 中の 道路なん ども 計 ひ 清めて 昔に 8»リ たる 姿に ぞぁリ し) この 事 は 今 鏡の 次の 文で 明に わかる 。「弓矢な どい ふ 物 

あら はに 持ちた る もの や はありし、 物に 入れ かくして ぞ 大路 を も ありき ける。 都の 大路 を も 鏡の 如く みがきたて >- つ 
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ゆきた なげなる 听 もなかり けり 一 と ある- 


「あさまし」 弦 

本 「漤 猿」 に 作 

る。 他 諸 本に 


よ る- 
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天下 を 治め 給 ふ 事 三年。 太子に 讓 りて 例の 如く 尊號 在りて 院中 にて 天下 


タ マ 


セィ ム 


を 知らせ 給 ふ 事 三十 餘年。 其 間に 御 出家 在りし かど も、 政務 はか はらず、 

シ ラカハ ト パ リャゥ ダイ  ゴト  ランセ ィ 

白 河 鳥羽兩 代の 如し。 され どもう ちつ づき 亂 世に あはせ 給 ひし 事 こそ あ 

ゴ ダイ  ミカ ド  フソ  P クジ フ口ク サイ ォマ シマ 

さまし けれ。 五代の 帝の 父祖に て 六十 六歲 御座し き。 


o 


o  o  o 


(天下 を 治め 給 ふ 事 一一 一年) この 天 &、 久壽ニ 年 七月 廿 四日の 踐祚 から 保 元三 年 八月 十一 日の 讓 位まで、 滿 三年 餘の御 在位 

である。 

(太子に 譲リて 例の 如く 苺 號在リ て) この 御 譲位 は 保 元三 年 八月 十一 日で、 同 十七 日に 新 帝の ニ條 天皇から 太 上 天皇の^ 

號を 上られた。 

(院 中に て 天下 を 知らせ 給 ふ 事 一一 一十 餘年) ニ條 天皇、 六條 天皇、 高 倉 天皇、 安德 天皇の 御代 を經て 後鳥羽 天皇の 建久 三年 

まで、 三十 四 年 程の 間. 院政 を 行 はせられ たので ある。 

(其 間に 御 出家 在リ しか ども、 政務 はか はらず 云々) 後白河 上皇 は 高 倉 天皇の 褢應 元年 六月に 御 出家 あらせられ、 それ か 

らは 法皇と 申し上げ たが、 法體 のま、 政務 を とらせられ たこと は 白 河 法皇、 鳥 羽 法皇の 兩 代の 通りで ある。 

(され どもう ちつづき 亂 世に あはせ 給 ひし 事 こそ あさまし けれ) 平 治の 亂 から 源平の 大亂 まです ベ て この 院政の 問に 起つ 

た 事で ある。 かやう にして 夭 下 麻の 如く 亂れ たの は 誠に あさまし い 事で ある。 

(五代の 蒂の 父祖に て ) この 天皇 御 在世の 間に 御子 孫が 五 人 天皇に 立ち 耠 うた。 それ は 次の 如き 次第で ある。 


後白河 


ニ條 

高 倉 


六條 

安德 


一 I 後鳥羽 

(穴 十六 歳 御座し き) 建久 三年 三月 十三 日の 崩御で、 御 歲は玉 葉、 帝王 編 年 記 等 多. 

代 要 記、 東鑀は 七十 七歲 とする。 


の 書に は 本書に 同じ 傅で あるが、 


「寅」 底本 「刀」 

とす、 他 諸 本 

による e 
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第 七十 八 代 *  二 條院、 諱は守 仁、 後白河の 太子。 御 母 贈 皇太后 籐原懿 子、 

ヅゥ ダイ ジャゥ ダイ. ジン プネ サネ  ムス メナ リ  クチ ノエ トラ トシ ゾク ヰ  クチ ノト ゥ カイ ゲン ネン ガウ  ヘイ-. B-  ィ  I 

贈 太 政 大臣 經實の 女 也。 戊 寅の 年 即位、 己 卯に 改元。 年 號を平 治 ^云 ふ 


(後白河の 太子) 百 鍊鈔に は 「後白河 院 第一 皇子」 と ある。 即ち 皇 長子で 久壽ニ 年 九月 廿 三日に 太子に 立 たれた ので ある。 

(御 母 贈 皇太后 藤屎懿 子、 贈 太 政 大臣 經 實の女 也) 百 鍊鈔に 「母 贈 皇太后 宮 藤原懿 子、 大納言 鸫實女 也」 と ある。 懿子は 

藤 原 經實の 女で あるが、 花園 左大臣 源 有 仁の 養女と なり、 後白河 天皇の まだ 親王で いらせられた 時に 女御と なり、 康 

治 二 年 六月に ニ條 天皇 を 生み 奉り 数日に して 薨 ぜられ た。 ニ倏 天皇 即位の 後に 皇太后の 尊號を 贈られた ので あるが、 

その 年月 は 明かで な い 。しかし、 平 治 元年 六月 二十四日に 贈 皇太后の 國 忌を柬 寺に 置かれた ので あるから、 その 前で あ 

る こと は 疑がない。 この 皇太后 は 花園 左大臣の 養女で ある けれど、 本 來藤原 氏で あるから、 百鍊鈔 にも 本書に も 藤^ 

氏と して あるので あらう。 その 父經實 は^ 焚の 子、 師 通の 弟で、 大炊 御門 家の 龃 である。 正 二位 大納^まで になり、 

崇德 天皇の 大治六 年に 薨 じたので あるが、 この 天皇 御 即位の 後 外祖父た る 故 を 以て 太 政 大臣 正 一 位 を 贈られた ので あ 

る o 

(戊 寅の 年卽 位〕 戊 寅 即ち 保 元三 年 八月 十一 日に 踐祚、 十二月 二十日に 即位の 鱧 を 行 はれた。 御 年 十六 歳。 

(已 卯に 改元、 年 號を平 治と 云 ふ〕 改元 は 保 元 四 年 四月 二十日に 在った ので ある。 こ、 にも 特に ^號を あげて あるの は 保 
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W 五 九 
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元の 場合と 同じく 平 治の 亂を いふ 豫備 であらう。 

§ これから 平 治の 亂の顚 末にう つる。 

ゥ ェ モン ノカミ フデ ヘラ ノノプ ヨリ  ィ  t ト  シ ャゥク ワウ  チョウ  タマ  テン 力  コト 

右衛門 督藤原 信頼と 云 ふ 人 あり。 上皇い み じく 寵せ させ 給 ひて 天下の 事 

ナ  チゴリ ココ 0- キザ  コンヱ  タイ シャゥ  ノゾ 

を さへ きかせら るるまで 成りに ければ、 儒 の 心 も 萠 して 近 衞の大 將を望 

マチ  ミチ ノリ ホフ シ ィサ  マテ  ソノ トキ ミナ モト ノ ヨシ トモ， ァ ソン  キヨ モリ ァ I ソン 

み 申しし を 通憲 法師 諫め 申して やみぬ。 其 時 源 義朝々 臣が淸 盛 朝臣に 

ゥラミ  フク  ァヒカ タラ  ホン ギヤ ク . ォモ  ク ハダ  ホウ ゲン  ラン 

おさ へられて 恨 を 含めり ける を 相 語 ひて 叛逆 を 思 ひ 企てけ り。 保 元の 亂 

ヨシ ト七  コゥ タカ  ハべ  キヨ モリ  ミチ ノリ ホフ， ン  ェン ジャ 

「な、 り」」 £ には義 朝が 功 高く 侍り けれども、 淸盛 は通憲 法師が 緣者 になり てことの 

り。 他 諸 本に  ホカ  メ  ッカ  ミチ ノリ ホフ シ キヨ モリ トウ ゥシナ  ョ  ホシキ ママ  ハ カラ 

よりて 削る。 外に 召し 仕 はる。 通 憲法 師淸盛 等 を 失 ひて 世 を 恣 にせん とぞ計 ひける。 

キヨ モリ ク マノ  マウ  t マ  ゥカガ  マヅ  シ ャゥク ワウ ギヨ ザ  サン デゥ ドノ  ィ  トコ o 

, . 淸盛熊 野に 詣で ける 隙 を 窺 ひて、 先、 上皇 御座の 三條 殿と 云 ふ 所 を やき 

ダイ ダイ  ゥッ  マテ  シュ ジャゥ  カタ ハラ オシ n  タ テマ？'  ミチ ノリ ホフ シ ノガ- 

て大內 に遷し 申し、 主上 を も 傍に 押 籠め 奉る。 通 憲法 師遁れ がた くや あ 

ミ タカ ラウ  ゾ /  n ド モャガ  クュ グユ  ナガ  ッカハ  ミチ ノリ  サイ ガク  nnp 

S を」 の 「を」 りけん， 自失せ ぬ。 其 子 共 纏て 國々 へ 流し 遣す。 通憲 もォ學 あり 心 も 

收 本な し。 他  オノ  t  ミ マウ ヮザハ .t フセ  チ ブン 

隨浐 によりて さかし かり けれども • 已が非 をし り、 未 萠の禍 を 防ぐ までの 智分 やかけ 


ノブ ヨリ t  ィサ  マチ  .  ヮガ n ドモ  ケン ショク ゲン クワン ノボ 

たり けん。 信頼が 非をぱ 諫め 申し けれども、 我 子 共 は顯職 顯官に 登り、 

他 諸 本に より  n ンヱ  ジ シャゥ  サン- ィ シャゥ  ゥ 

て改 む。 近衛の 次將 なん V- にさへ なし、 參議已 上に あがる も あり。 かくて 失せに 

コレ  テン ィ  タガ  トコロア  ィ  コト  ウタ ガ  キヨ モリ コノ  n ト 

しかば、 是も 天意に 違 ふ 所在り と 云 ふ 事 は 疑 ひなし。 淸盛此 事 をき、、 

ミチ  ノボ  ノブ ヨリ 力 タラ ォ  キン シン ラ  ゥチ， una  ビ トビ ト ァ 

道より 上りぬ。 信 賴語ひ 置きけ る 近臣 等の 中に 心が はりす る 人々 在り 

シュ i ャゥ  シ ャゥク ワウ * ンノ  イダ タ テマ ヅ  キヨ モリ  ィへ  ゥッ  マチ  スナ ハチ ノブ ヨリ 

. て、 主上、 上皇 を 忍びて 出し 奉り、 淸 盛が 家に 遷し 申して けり。 則信賴 

ヨシ ト モラ  ツイ トウ  ホド  ゥチ  ノブ ヨリ  クビ 

義朝等 を 追討 せらる。 程なく 打 かちぬ。 信賴 はとら はれて 首 を きらる。 

諸. 14- により  ョ シ トモ  トウ ゴク コ n  ロザ  ノガ  テ ハ リノ クニ  ゥ  ゾノ クビ  ケゥ 

てけ づる。 義朝は 東國へ 志して、 遁れ しが、 尾張國 にて 打 たれぬ。 其 首 を 梟せられ 

にき。  に 

(右衛門 督藤原 信 親と まふ 人 ぁリ) 信 鎮は關 白 道隆八 世の 孫從 三位 忠隆の 子で ある。 左 近衞櫂 中將、 參議を li て 平 治 元年 

に 權中納 一 百 正三位で 兼右衞 門督撿 非違 使別當 であった。 

(上皇い み じく 寵せ させ 給 ひて 天下の 事 を さへ きかせら るる まて 成リ にけ れぱ) この 信賴は 後白河， 上皇が 異常に 寵愛 せら 

れ たので、 その 御 信任 も 尋常でなかった。 その 事は藏 人頭に 任ぜられた 事で も わかる が、 天下の 大政 を も 1 々御 諮問 

ある 程にまで なった。 

(慎の 心も萠 して.： * 信賴は 權中納 言で あるから 天下の 大政に 仝く 無 闘 係の 地位で はない が、 上に は關 白、 太 政 大臣、 左大臣、 

右大臣、 大納言、 中納言 等の 顯官が あり、 信賴の 如き は 大政 を 第一 に 諮問 せらるべき 地位で は 決して 無い ので ある。 
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然るに、 上に ある やうに 一 々御 諮問 ある 程の 事であった から、 ^長して 驕慢の 心 を 生じた とい ふこと。 

(近衛の 大將を 望み 申しし を) 近 衞府は 左右 ニ府が あるが、 兵仗 を帶 して 禁中 を警衞 する 事 を 掌る もので、 その 長官 を大 

將と いひ 武せ中 最も 顯耍な 職と してあった ので ある。 從 つて その 大將は 大臣 又は 大納言のう ち 人 を 撰んで 任ぜられた。 

時として 中納言 も 任ぜられた 事 もあった が、 この頃 は、 それ は 攝政關 白の 嫡子に 限られて ゐた。 而 して そのうち でも 

左 近 衞大將 を 以て 最も 規模と した。 然ると ころ 信頼 は 左 近 衞大將 たらん こと を 望んで 上 ^ に 願 ひ 奉った ので ある。 當 

時として は執枘 家の 嫡子に も あらぬ ものが、 攉中納 言で 左 近 衞大將 を兼帶 せう とし^ 事 は、 甚 しい 我儘な 横暴な 願と 

認められなければ ならない 事柄であった。 

(通惠 法師 諫め 申して やみぬ) 上皇 は 寵臣 信賴の 願で あるに よって、 この 願 を かなへ て やらう と 云 ふやうな 思 召で いらせ 

られ た。 所が 通憲 入道が 固く 爭 つて 諫め 奉り、 唐の 安祿 山の 故事 (玄宗 の寵を 受け、 後 謀反した) を繪卷 物に つくつ 

てこれ を 上った。 上皇の 御 心が これによ つて 動いて、 信賴の 願は實 現せられ なくなった。 

(其 時源義 朝々 臣が涛 盛 朝臣に おさ へられて 恨 を 含め リ ける を) こ、 に義朝 朝臣、 淸盛 朝臣と いふ は、 當時 四 位 五位の 人 は 

その 名の 下に 朝臣 をつ けて 呼ぶ を尊稱 とした 故で ある。 保 元の- 亂の 時の 戰功 は義 朝の 方が 淸 盛よりも 颇る大 であった 

ので あるが、 義朝 はもと 左 馬 助であった のが 左 馬頭に 任ぜられ たに 止まった が、 淸盛は 元 安藝 守であった のが、 播麼 

守に 轉 じたので あるが、 それが 間もなく 太 宰大贰 に 任ぜられた のみならず、 一族 悉く 重 賞 を 受けた。 加之義 朝が 父^ 

義を 斬った の はもと より 不孝の 至で あるが、 元來義 朝の 本心 は 父 を 助けたい ので あつたが、 淸 盛が 叔父 忠正を 斬って 

1： く爭ひ 迫った. 爲 であった ので、 義朝 として 事 每に淸 盛から 壓迫を 受けた ので ある。 それ 故、 君子なら ぬ大 俗物の 義朝 

が 深く 淸盛を 恨んだ 事 は、 其の 是非 善惡の 判斷を 別にして い へ ば、 自然の 勢と も 云 ふべ き 事情 はあった ので ある。 

(相 語 ひて 叛逆 を 思 ひ < 止て けリ) 信賴は 上の 次第で 通憲を 恨み、 義朝は 又 淸盛を 恨んで ゐ たので、 この 不平 連が 結託して 

謀反 を 思 ひ 立った ので ある。 この 二人が 結託す るに 至った の は 次に いふ 如く、 1 方に 於いて 通 憲と淸 盛と が 結^して 

ゐた ことに 呸胎 する。 

(保 元の 亂に は義 朝が 功 高く 侍リ けれども 涛盛 は通蕙 法師が 綠者 にな リ てことの 外に 召し 仕 はる) 上に もい ふ 如く、 保 元 

の亂 には義 朝の 謀略と 武勇と によって 天皇の 御 方が 勝 を 制した ので、 淸 盛の 功は遙 に 及ばなかった の は 公平に 見る 人 

人の 目に は 必ず さう うつる 箬 である。 然るに 上述の 如くに、 義 朝が、 淸 盛の 下風に 立たねば ならぬ やうに なった の は 


公平な 恩賞の 道でなかった こと は爭 はれな い。 しか-もこれ は 執政 者の 過失と か 疎漏と か いふ やうな 單 純な 理由で かや 

うな 不公平の 事に なった のでなくて、 原 W は淸 盛が 通 憲の緣 者に なった 爲に、 その 肝 煎で^ 常の 榮建 をした 譯 であ 

る * その 緣者 になった 事 も 亦義朝 をして 怒らしむ る 原 の 1 になった。 はじめ 義朝 がその 女 を 通 憲の子 是憲の 妻に せ 

うとい ふ 事を^んだ 時に. 通憲 はわが 子 は學生 (學 者の 意) であって、 汝の 婿になる やうな もので は 無い と 云って 拒ん 

だ。 然るに 幾程 も經 ずして、 淸 盛の 女 を聘 して、 子 成範の 妻に したので ある。 

「_B 意 法師 演盛等 を 失 ひて 世を恣 にせん とぞ計 ひける) 即ち この 謀反の 企 は その 當の 敵の 通 憲淸盛 等 を 殺して、 さう して 

已れ 等が 天 F の權を 勝手にせ うとす るの が 目的であった ので ある。 . 

(済盛 熊 野に 詣て ける 隙 を 窺 ひて) これ は淸 盛が 都に 居て は 兵を舉 ぐるに 不便で あるから、 その 不在に 乘ぜ うとい ふ 方針 

で 時機 を 見計らって ゐ たが、 平 治 元年 十二月に 淸 盛が 子 重 盛と 共に 熊 野に 參詣 せんとして 出發 した。 その 時 をよ い 隙と 

窺って 兵 を 起した。 

(先、 上皇 御座の 一二 條 殿と 云 ふ 所 を やきて 大內 に遷し 申し) この間の 委し い 事 は 平 治 物語に 見 ゆるから こ、 に 略す るが、 

三 條殿は 三條 ^丸の 里內 裏で、 保 元の 時に おはし まレた 東三條 殿と いふの も 同じ 所で ある。 百 鍊鈔に 「平 治 元年 十二 

月 九日の 夜、 右衞門 督信鎮 卿、 下野 守 義朝等 謀反して 火 を 上皇の 烏 丸の 御所に 放つ」 と ある。 大內 はかの 信 西の 計畫に 

よ つ て 落成した 皇居で ある。 

0 王 上 を も 傍に 押 籠め 奉る) 主上 はニ條 天皇で あるが、 この 時 天皇 を黑戶 御所に 押 籠め 奉り、 上皇 を 一本 御 書 所に 押 籠め 

奉った と 平 治 物語に ある。 

(通 憲 法師 通れが たく ゃぁリ けん、 自失せ ぬ) この 騷 動が 起る 少し 前に、 通憲 法師 は その 事 を 察し、 しかも 我が身が、 そ 

の赏の 敵と ねら はれて ゐ ると 自覺 したので あらう。 身 一 つで 逃れ出で 大和 國に 至り 奈 良の 奧、 田 原の 山中に 入った が、 

京都の 變を 聞いて、 到底 その 難 を遁れ 難い 事 を さと リ、 地に 穴 を 掘って、 自ら その 中に 入り、 竹筒 を 用 ゐて氣 息 を 通 

じ- 念 佛 して 居た。. 平 治 物語に は 信賴の 部下が これ を 尋ね 出して その^ を 斬った と あるが、 愚 膂抄に は その 掘り出さ 

るる 前に 自殺して ゐ たと ある。 この 方が 本當 らしい。 本書 も それによ つたので ある。 

(其 子 共 鼸て國 々へ 流し 遣す) 通 憲の子 頗る 多く、 男子 はすべ て 十七 人、 その 內十 1 人 は 僧と なった。 この 時、 貞憲は 土 

佐に、 是憲は 佐 渡に、 修範 は隱岐 に、 靜賢 は安麼 に、 潦憲は 下野に、 宽敏は 上野に、 憲曜 は陸奧 に、 覺憲は 伊豆に、 明 

^三 ニ條院  四 六 三 


！&皇 正統 詆 * 義   W 六 四 

遍は 越後に、 勝憲は 安藝に 各 流された。 しかし、 それら は 後に 皆 召し 還され た。 

(通窻 も才畢 ぁリ、 心 もさ かし かリ けれども、 己が 非 をし リ、 未 萌の禍 を 防ぐ まての 智 やかけ たリ けん) こ 、に 「通 憲も」 

と ある 「も」 の 語 は 深い 意味 を 含んで ゐる。 これ は 恐らく は賴 長が 宏才 無雙で • 終 を 仝く せなん だのに 對 比して この 通 

憲も 同様な 事情と 運命と であった から 云った ものと 思 ふ。 即ち 通憲は 上に 云った 通り、 才學も あり * 又 心 もさと い 人 

であった けれど、 己が 心 や 行の 非 を さとり、 又禍 をば 未だ 萠 さぬ 前に 防ぐ. だけの 明 智が缺 けて ゐ たので あらう とい ふ。 

未萠 とい ふの は事變 9 未だ 生ぜざる 前 をい ふので あるが、 戰國 策に . 「愚者 喑 一一 於 成 事 一智 者 見 一 一 於未萌 1」 と ある 如く、 そ 

の 未 萠の禍 を 防いで こそ 眞の 智者と いふべき であるのに、 彼れ の 行動 を 見れば、 眞の 智者と いふまでの 位地に は 至つ 

てゐ ない と 思 はるる とい ふので ある。 それ は^の 一事で かる。 

(倍 賴が非 をば 諫め 申し けれども、 我 子 共 は顯蛾 顯官に 登リ、 近衛の 次將 なんどに さへ なし、 參議已 上に あがる も ぁリ) 

通 憲法 師は信 賴が左 近 衞大將 たらん こと を 願うた の は 非望で あると 諫め 申した。 それ は 一 往 道理の 事で ある けれども、 

自分の する 事 は 一向 その 議論に 一 致しない。 即ち 自分の 子 共 を 顯耍の 官職に 上ら しめたの である。 その 著し いもの を 

あぐる と、 俊憲 は^ に 上り、 貞 憲是憲 は少納 言に 任ぜられ、 修範も 參議に 上り、 成範は 後に 正 二位 權中納 言までに 

なった が、 平 治 元年に は 左 近 衞中將 であった。 近衛 次將は 中少將 であるが、 こ- -は成 範が左 近 衞中將 になった の を さ 

す。 この 近衞中 將も當 時に 於いて 頗る 顯耍の 職であった。 これら は、 通憲の 身分から いへば、 いづれ も 過分の 事で、 

信頼が 中納 言で 左 近衛 大將 を兼帶 せう としたの を 過分と いった 所の 通憲に 於いて は、 明かに 自家撞着の 事で ある。 

(か くて 失せに しかば) さて 通憲 はこの 亂の 時に、 上述の 如き 有樣で 悲慘の 最期 を 遂げた ので あるが、 これ を 見れば、 

(是も 天意に 溼ふ 所在 リとー K ふ 搴は疑 ひなし) と 著者が 判斷 したので ある。 この 判斷 はもと より 然るべき 事で ある。 

(演 盛此事 をき $ 道より 上りぬ) 淸盛 はこの 信賴義 朝が 謀反 を 起した 事 をき いて、 熊 野 參詣を 中止して 途中、 切 部 (愚 管 

抄に田 逢と いふ) から 引か へ して 上京した。 

(信 親 語 ひ 蘆き ける 近臣 等の 中に 心 かはリ する 人々 在リ て) 信賴に 1 味 同心 を 約束して おいた、 天皇 又 上皇の 近侍の 臣等 

の 中で、 後に 心が はりして 天皇 上皇 を 御 救 ひ 申し上げようと いふ 心に なった 人々 が 生じた の をい ふ。 それ は 大納言 胧 

原 經宗、 検非違使 別 當藤原 惟 方 等で ある。 

(ま 上 上皇 を 忍びて 出し 表リ、 涛 盛が 家に 遷し 申して けリ) 鸫宗、 惟 方 はは じめ、 信頼の 命に よって、 天皇の 在し ます 黑 


戶钧所 を 護って 居た が、 惟 方 は 兄 光親に 責められて 梅 悟の 念 を 起し、 鸫宗と 謀って、 天皇 上皇に 勸め 奉り、 淸 盛と 謀 

を 合せて、 十二月 二十 五日の 丑 時に 淸 盛の 六 波 緩の 邸に 行幸 をな し 奉り、 又 蔵人 藤 原 成賴は 上皇に す X め 奉って 仁 和 寺 

に 潜 幸せし め 奉った ので ある。 

つ 則 信 賴義朝 等 を 追討 せらる、 程なく 打 かちぬ) 內 裏に は 天皇、 上皇、 女院等 然るべき 方 はすべ てお はし まさず して、 攻 

むる に 面倒が 無くなり、 反 對に六 波羅に 天皇が まします によりて、 こ \ に 勅命 を 奉じて 謀反の 輩 を 追討す る 事に なつ 

た。 この 時 義朝は 六 波羅を 攻めた が、 天皇の 御座す によりて 人心が これ を 憚った のか、 事なら ずして 敗走して 官軍の 

勝が 決定した。 それ は 平 治 元年 十二月 廿 六日の 事で ある。 

(信 親 はとら はれて 首 を きらる) 信 賴は戰 場 をの がれ、 仁 和 寺に 赴いて 上皇に 哀を 請うた が、 天皇 は 赦し賜 はず、 斬に 處 

せられた。 それ は 百 鍊鈔に は 十二月 二十 六日と し、 公卿 補任、 帝王 編 年 記 は 二十 七日と して ゐる。 

(義朝 は 東國へ 志して 退れ しが、 尾 張 國に打 たれぬ。 其 首 を 梟 せらる) 義 朝は戰 敗れた から、 その 郎等 共の 多く 居る 柬國 

へ 赴かう と 志して 遁れ、 大 原から 近 江に こえ、 美 濃 をす ぎ、. 尾 張阈野 IE に 至って、 その 臣長 田忠 致と いふ もの、 家に 

宿った 所、 忠 致に 謀られて、 平 治 元年 十二月 二十 九日 (晦) に 殺された。 忠致は その 首 を 斬って 京都に 送った。 そこで 

その 首 をば 獄門に かけて 曝された。 

(說) これから この 平 治の 亂幷に 保 元の 亂の 起る に 至った 事に ついての 著者の 大 譏 論に うつる。 これに は 責任 を 問 はるべ 

き 人は少 くないが、 まづ義 朝から はじまる。 
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世に 歸ら ざる は 名 行の 陂れ 初めし に 依れる 事と ぞ 見えた る 


(義朝 重 re の 兵 は リし上 保 元の 勳功 捨てられが たく 侍リ しに 父の 首 を きらせられし 事大なる 科 也) 重代の 兵と は胭 先以來 代々 


の 武者で あると いふ 意。 即ち 賴光、 親 信、 賴義、 義家 など、 所謂 源氏の 武者と して 名高い 人々 の 出た 累代の 名家の 癖 

流で ある。 その上に、 保 元の 亂を鎭 めて その 武勳 は-第 1 であって、 その 功と いひ、 家柄と いひ、 容易く 輕 しめらる ベ 

き喾は 無い ので ある C 然るに、 如何に 罪 ある 者と はいへ、 その 父の 甘 をば 子た る 者に 命じて 斬らせられた 事 は、 これ 

は 朝廷の 大きな 罪惡 であると いふので ある。 

(說) これ は 子 をして 父 を きら するとい ふやうな 倫 常 を 無視した 命 AP を發 せられた 事に つ ひての 論で あるが、 しかし、 そ 

れと 同時に、 その 不倐理 の 命令 を その ま X うけて 實 行した 義朝も 重大な 道德 上の 罪惡を 犯した 事になる ので ある。 即 

ち 朝廷が、 人偷 五常の 道を强 ひて 破らし めた 事に なった ので ある。 上よりか やうな 命令が 下り、 下 また かやうな 不^ 

德を .1 ヌ行して は 天下 大亂に 至ら ざらん とすと も 及ぶべき でない。 機 を 察する 明 ある 人なら ば、 たにこの 一事 を 以て も 

日本 國が收 拾す ベから ぬ狀 態に ななで あらう こと を豫 言し 得た であらう。 平 治の 亂、 平家の 專橫、 源氏の 專權、 北條 

氏の 逆 謀、 足 利の 反逆、 戰國 の大亂 等、 要するに こ \ に投ぜ られた 一 の 不道徳の 朝政の 起した 波動に すぎない とも 見 

得る であらう。 治 亂の機 は實に 一 髮の差 にある ので ある。 それ故に、 著者が こ 》 に 於いて 大 議論 を發し たの も 勢 .ii む 

能 はざる ものが 胸に ひしく と 迫った ものに 相違な い。 今 注 者 もこの 篇 に至リ て、 胸せ き、 血 淚滂沱 たる ものが あって、 

1= ど 筆 を 逍る能 はざる ものである。 嗚呼 哀しい かな。 

(古今に もき かず、 和漢に も 例な し) かやうな 不道徳の 朝 命と、 それ をう けた かやうな 不道德 な 暴 舉とは 古今に も 和漢に 

も 例 ある をき かぬ とい ふので ある。 

(勳 功に 申 巷 ふと も自 退く ともな どか 父 を 申 助く る遒 なかるべき) かやうな 無理な 命令が 下った 時に、 義 朝が、 自己の 勳 

功 を 申し立て、 その 恩賞 を辭 返して、 その代りに 父の 命 を 請 ひ 奉る とい ふ 方法 も あり、 又 それ も かな はずば * 身 仝く 

官位 を 返いて、 父の 罪 を 償 ふとい ふ. 方法 も ある。 さやうな 方法 はいくら も あり、 それほどに、 心 をく だき 力 を^した 

ならば、 父 を 助く る 道 は 決して 無かった 譯 では あるまい。 然るに、 義朝 はた^ 父の 命 を 請うた だけで さやうな 思 ひき 

つた 方法に は 1 囘も 出でなかった。 それ故に、 この 點に 於いて は義 朝の 方 は^ 朝と して、 子た る 道を盡 して ゐ ると は 

斷 じて いふ ことが 出來 ぬので ある。 現に かの 同じ 保 元の 亂に賴 長の 父 忠實が 罪せられよ うとした 內議 があった 時に、 

忠 通が 身 を 以て 代らう とした 爲に、 その 議 が^んだ のであった。 

(名 行かけ はてに けれ ぱ) 「名 行」 は 「名 敎」 の 誤 かと も 思 はるる が、 今 は 本文の まんに 說く。 「名 行」 の 「名」 は その 分際 
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をい ふ詞 で、 名 行と いふ は その 分際に. 相應 した 德行 をい ふので あらう。 即ち 子なら ば 子 相應の 孝と いふ 德 行が、 その 

名 行になる ので ある。 それ 故五偷 五常と いふに 異ならぬ。 義 朝の なす 所が、 その 偷 常に 仝く 缺 けて ゐ ると いふので あ 

る。 「はて」 と は 仝く 盡き たこと をい ふので ある。 

(いかて か 終に 身 を 全くすべき) さやう に 人倫 を やぶり、 德行を 全く 失った 人間で あるから、 その 身 を 終りまで 完く すべ 

き 道理がない。 

(诚 びぬ る 事 は 天の 理也〕 さやうな 不道徳な 人間の 滅びて しまったの は、 天道 自然の 道理で 畢竟 自ら 招いた ので ある。 

(凡 かかる 事 は 其 身の 科 はさる 事に て 朝^の 御 誤 也〕 大體 上述の やうな 事 は義朝 自身の 不德は 固より 赏然の 事で 論ずる ま 

でも 無い が、 しかし、 かやうな 事 を 行 はせられ たとい ふ 事 は、 これ は 朝廷の なされ 方が 誤って ゐ るので ある。 

(我) こ \ に 「朝家の 御 誤 也」 と斷 じて ゐる こと 誠忠 無比の 親 一： SS をして この 言を發 しめた こと、 其 苦衷 深く 察すべき である。 

(能く 案 在る べかリ ける 事に こそ) 案 は 考案 工夫の 義で 今の 俗語に 思案と いふが 尤もよ く當 る。 即ち かやうな 事 は 果して 

實 行せ させて よい 事 かどう か 十分に 考へ ら るべ き 事で あるで あらう。 これ は 過去の 問題 だけで は 無く、 現在の 政治 上 

にも 反贫 顧慮 を 求む る 意味が ほのかに 見 ゆる。 

(其 比 名臣も あまた 在リ しに や) この 保 元 平 治 時代に も 名臣が 大勢 在った 事で あらう。 すべてが 暗愚であった 譯 でも ある 

まいのに、 かやうな 事に なった の はどうした 事で あらう。 

(又 通 憲法 師專 申し 行 ひしに など か 諫め， 申さ ざリ ける) 通憲ば 古今に 通じた 博學宏 才の士 とい はれ、 しかも 萬 事 政治 をと 

り 申して 行って ゐ たので あるから、 彼が 諫め 申す に 於いて は 必ず その 言が 探 用せられ たらう と 思 はる >T に、 何故に 諫 

め 申さなかった ので あるかと 著者 は いふので ある。 

(J® 著者 はか やうに 通憲を 責めて ゐ るが、 抑 も かやうな 事に なった の は 通憲の 責任が 重く 大きな ので ある。 保 元の 亂に 

源 爲義平 忠正等 十八 人が 降 を 請うた 時に 通憲が 死刑 を 以て 論じた 。その 時に 右大臣 藤 原雅定 、大納言 藤 原 伊通 等が 嵯峨 

天皇 以來 死刑 を 朝臣に 加へ ぬ ことが 三百 年 以上に 至って ゐる。 それ を 今遽に 死刑 を 行 ふは穩 でない から 死 1 等 を 減ぜ 

られ たいと 云った 時、 通憲が 極力 反對 して 終に 死刑 を 決行せられ、 その 結果と して 義朝 をして 父 を^さ しめられ たの 

である。 即ち 通憲 がか やうな 事の 發頭 人で ある。 彼が この 倫 常の 大變を 行 はせ. た 元兇で ある こと は 疑 ふべ くもない。 

(大義 滅 親と 云 ふ 事の 在る は) 大義に は 親を滅 すと いふ 格言 を 古から 人が よくい ふ。 これ は 支那の 古い 格言で ある。 大義と 


は 君臣の 大義 をい ふ。 親と は 親子の 私の 親しみ をい ふ。 即ち 君臣の 大義 を完 うせんが 爲には 父子の 私の 親愛の 情 を も 

犧牲 にせなければ ならぬ とい ふ 事 は 古から いふ こ- 0 であって、 この 義 朝の 場合 も 君臣と しての 大義 を 明かに せむ が S 

に、 親子の 私情 を 犠牲に したので あると いふ やうな 理窟 を 云 ふ もの も あらう か 知れぬ。 それで この 事 を こ、 に說 明す 

る o 

(石 瓸と云 ふ 人 其 子 を 殺した リ しが 事 也) 大義に は 親を滅 すと いふ 格言 は その 基づく 所 は 春秋 左氏傳 にある 石碏が 事から 

起った ので ある。 春秋の 隱公四 年に 「九月 衞人 殺-州 吁于濮 こ と ある 條の左 氏の 傳に 「九月 衛人便 =1 右 宰醜涖 _| 殺州吁 

濮 一石 碓使 1_1 其 宰^ 羊 肩 ま I 殺 石 厚 于陳？ 君子 曰 石 碏純臣 也。 惡， 一州 吁 一而 厚 與焉。 大義 滅， 親 其 是之謂 乎」 と あるの が 出典で あ 

る。 州 吁は衞 の 公子であって、 その 君を弑 して 自立した もので あり、 石 糙は衛 の 太夫で あつたが、 この 際に、 衛 人が 

その 謀反 人 を 殺した。 石 碏の子 石 厚が その 州 吁に從 つて ゐ たから、 父の 石碏 が、 その子、 厚 を 殺した ので ある。 その 時 

に ほ 子が、 この 「大義 云々」 といって ほめた ので ある。 杜預の 注に は 「子從 一一 弑, 君 之 賊ー國 之 大逆 不レ可 レ不レ 除、 故 ほ， 一大 

義滅 _ 親 明 =1 小 義則當 一一 兼 子 愛 T 之」 と ある。 かくの 如く、 私情 をす て 、大義 を完 うせう が爲 に、 止むを得ず 子 を 殺した こ 

オヤ  I 

と をい ふので ある。 「親」 と は 親愛の 情 をい ふので、 父！ i の オヤの 意で はない ので ある。 若し この 親 を 滅すを 親 を滅す 

とい ふ 意義に とるならば それ は 文盲の 譏 を 免れぬ。 通憲 は博學 であった からか やうな 誤解 はしなかった であらう から 

さやうな 愚論 は 述べなかった であらう と 思 はるる が、 著者が. こ、 にこの 論 をな す 所 を 見る と、 著者の 當 時に かやうな 

誤 見が 世に あつたの かも 知れぬ と 思 はるる。 これ また 淺 まし い 事で ある。 

. (父と して 不忠の 子 を 殺す は理 也) 父と して 不忠の 子 を 殺す こと は 石碓の 如き 場合で あるが、 これ は 私情に 於いて 忍びぬ 

所では あるが、 その子が 不忠な 場合. に は 止む を 得ぬ ことで、 それ は 正常の 道で は 無い が、 それ は 條理の 立って ゐる事 

である。 しかし、 

(父 不忠な リ とも子と して 殺せと 云 ふ 道理な し) である。 

•  @ 即ち 篛 朝の 如く、 父 爲義が 不忠で あると 云っても、 それ を 子と して 殺す とい ふ逍理 はない。 況んゃ 他から して 子た 

る ものに その 父 を 殺せと 强 ふるとい ふに 至って は 不條理 の甚し いもので ある。 かや うな こと は通憲 などが 學んだ 支那 

の道德 にもない、 ^んゃ 神ながら の 造に 於いて はな ほ更の 事で ある。 偷 常の败 缦甚 しいと いはねば ならぬ。 こ  >- に 於 

いて 著者. は 支那 古聖の 敎を 次に 引いて これ を 論じて ゐる。 
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(ま 子に 眷を 取リ ていへ るに， 云々) これ は 孟子の 盡心 章に 載せて ある 事で ある。 曰 はく 「桃 應問 曰舜爲 一一 天子 1 皐 陶^, 士 

サパテ  ノ クトラ ヘン  ザル ゼカ  ィ-ッ クン ゾ ゼン テ 

(刑法の {ほ) 瞽瞍 (舜の 父 で^な 人) 殺, 人 則 如， 1 之 何？ 孟子 曰 執之而 已矣。 然則 舜不， 禁與。 曰夫舜 惡 得 而禁レ 之。 夫 

有レ所 レ受也 (皐陶 の 法官た る こと は堯の 時からで、 その 法 は 今更 枉 ぐる 譯は 無い) 然則舜 如 一一 之 何？ 曰舜 視レ棄 一一 天下 1， 棄 

_1 弊^ 1( 弊れ た 草 15 也。 竊負而 逃、 遒 一一 海濱 1W 處。 終身 訴然 (欣然に 同じ ) 樂而忘 一 一 天下 こ と ある。 これ はもと より 實事 

では 無く、 孟子が この 譬喩 を 以て、 賢 聖の心 を 用ゐる 極意 を 示さう としたの である。 r 瞽叟」 は 正しく は瞽瞍 とかくの 

で、 舜 帝の 父で あるが、 頑な 人であった から それが 人 を 殺した と假定 して、 この 難問 を 試みた ので ある。 大现と は 支 

那の 古代の 名で、 今の 司法官に あたる。 春秋 元 命苞に は堯が 天子と なり. 皐陶を 得て、 大理 としたと ある。 しかし 

. 書經 には阜 陶を士 としたと ある。 大理 とい ふ は 夏の 時代から であるら しい。 しかし 士 といっても、 大理 といっても 同 

じく 司法せ である。 阜陶 は堯の 時から 舜の 時に かけて、 士に 任ぜられて ゐた 人物で ある。 これ は 孟子の 門人 桃應 とい 

ふ ものが 孟子に 問うて、 r 舜が 天子であった 時に、 其の 父の 瞽瞍が 人 殺 をした と假定 して、 その 時に 司法官と して 有名 

な阜陶 が 職に 在った 時には、 それ はどう 處分 する であらう かとい ふ。 孟子 は それに 無造作に 答へ て、 それ は 何でもな 

い。 捕へ たらよ いとい ふ。 そこで 桃應が 更に 問 ふの に， それで は、 舜が 天子で あるから その 父 を 執 ふること を 禁じな 

いので あるかと いふ。 孟子 曰 はく、 r 舜は 天子であって、 天下の 大法 を 維持して 行くべき 大任 を もつ ものである。 それ 

故に どうして、 惡人を 執へ て はならぬ と 禁ずる ことが 出来よう か。 ことに 阜陶 は堯の 時から 司法 {n になって ゐて、 そ 

の 法を傳 へて 來てゐ る。 今更 枉ぐ る譯 はない」 桃 應が曰 はく 「それならば 舜 はこの 時に 何い ふ處置 をと るで あらう 

か」 孟子 曰 はく  r 舜は； 大 下の 大法 を枉 ぐる こと はもと よりし ない。 さりと て 已の父 を 子と して 處分 すると いふ こと は 

道で はない。 そこで 舜は さやうな 場合に は惜げ もな く； 太子の 位 をす て \、 こっそりと 父 を 負うて 逃げ去って 世間離れ 

た 片田舍 の海濱 などに 行って、 貧し い 生活 をし っ&、 しかも 一 生涯、 心に は 別に、. 帝位 を 捨てた 事 を悔む やうな 事 も 

なく、 むしろ そんな 事 をす つかり わすれて、 漁夫に でもな つて 父 を 養うて 天然 を 終 ふるで あらう」 とい ふ。 これにつ 

いて わが 伊藤 仁齋は 次の 樣に 言って ゐる or 此の 章 は 孟子が 直に 義理に 據 つて、 聖人 心 を用ゐ るの 械を發 す。 一 は 以て 

天子の 尊き を 以て、 駁 へて 天下 之 法を枉 げざる を 見 はし、 一は 以て 天下の 富 を 以てしても 敢 へて 父子の 親に 易へ ざる 

こと を 見 はす。 仁 之 至、 義之 至、 孟子に 非 ずん ば 能く 言 ふこと 莫 きなり」 と 云って ゐる。 

OKS の » へ なれ ぱ、 忠 拿の 道 顯れて 面白く 侍リ) 大賢と は 孟子 を さす。 朱熹の 孟子 序說に rat 子 曰 額 子 去 一一 聖人 一 只 亳髮 


間、 孟子 大 g 亞聖 (即ち 弒子) 之 次 也」 と ある。 親^ は 朱 注を讀 まれた 箬 であるから 孟子 を大肇 とい はれた こと は 基 

づく所 明かで ある。 上の 比喩 はさす がに 大賢 人の 敎へ であるから、 忠孝の 道が よく 明かに 示されて、 實に 感動せ しめ 

ら るる o  ♦ 

(說) 以上 「面白く 侍り」 と 云った だけで カ强 くこれ を 主張せられ な いのは 物 足らぬ やうで は あるが、 これ だけの 說 明が 

あれば、 心 ある 人 は 皆 十分に 會 得する であらう と 思 ひ、 くどく 言って 厫 はしい 感を 起されて はかへ つて 如 なれば、 

あつ さりと 言って のけた もの であらう。 

(保 元 平 治よ リ以來 天下 a れて武 用 さか リに 王位 輕 くな リぬ) 保 元の 亂平 治の 亂と 打つ e いて 戰亂が あり、 それより 以来 

天下が、 とかく 騷 がしくな つて、 武士 を 用ゐら る. ^こと 盛んにな リ、 それが 爲に 天皇の 校 烕が輕 くな つたと いふので 

ある。 これ は 何 か 事 起れば、 武士の 力 を 借る ことになるから、 自然 武士の 力と いふ ものが 重んぜられて、 天皇の 掏稜 

烕も、 その 武士の 力 を 借りら る \ 事に なれば、 結局 實カは 武士に 歸 するとい ふ 事になる からで ある。 

(未だ 太平の 世に » ら ざる は) この 「未だ」 の 1 語 をよ みて、 淚を 落さぬ もの は 純 忠の士 に は あらざる べし。 保 元の 顷ょリ 

著者が この 書 を 草せ し^まで 約 二百 年。 然して 志 ある 士は 相應に 苦心 努力して わが 國家を 太平の 世に 安定せ しめむ と 

したに か  はらず、 その 事の 赏 現せられ ぬ 原 2： は 如何と いふに、 それ は- 

(名 行の 破れ 初めし に 依れる 事と ぞ 見えた る) と 著者が 述べ た 通りで ある。 

(說) 我 國の治 亂に對 して は 所謂 政^なる もの は 一時的の 對症 療法に 止まる ものである。 拔レ本 塞, 源の 方法と して は、 名 

行 を 正しくす るより 外に 方法 は存 しない。 保 元 平 治の 亂 はもと く、 名敎の 破れから 生じた 破綻で あるが、 それが そ 

の亂 によりて 一層 破れが 甚 しくな り、 富士山の 巔 より 大石を ころがし 落す が 如く 轉々 して 止む る こと 能 はずして. 亂 

は亂 をよ び、 たまく 之 を 正に かへ さう とすれば、 ますく 亂れて かの 南北朝の 大亂 となった ので ある。 著者の 大議 

論 はこ X に 至って 極まって ゐる。 この 點 から 見れば、 本書の 議論の 頂點 はま さに こ 、に存 する ので ある。 諌 者の 活^ 

を 開いて これ を 熟視す る を 要する。 

かくて 次の 段 は 武士 ことに 平氏が 攉 カを恣 にす るに 至った はじめ を 叙す る。 而し てこれ 皇室の 權 威の 衰へ の具體 的に 

見 ゆる はじめで ある。 
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神な 正統 記述 義   七 二 

>  , に" /シ^,  /  ,  > シ ュ，， シャカ シャゥ クワ^  ^^ナカ  .》 ュジャ 力 ハ ハカ タノ チデ ダイ ナフ ゴンヅ 本 

かくて 暫し鶄 まりしに 主上 上皇 御中 あしくて、 主上の 外 舅 大納言 經 

".7-  ,  '  -  ォ，\  コ  べッ タウ コレ カタ ラ シ ャゥク ワウ ギヨ イソ ム  キ 3 

宗^ 1^ おお 御め のミの 子、 別 當惟方 等 上皇の 御意に 背きければ、 淸 

fytj ソン， - K  *  メト *  ハイ -ンョ ッカ  コレ  キヨ モリ テン 力 

盛 鼽臣に 仰せて 召し 取ら へられ、 配所に 遣 はさる。 是 より 淸盛 天下の 

ホ-) "マ  / ホド.  ダイ， リャゥ ダイ ジン  ァガ  ゾノ コ ダイ ジン タイ. ンャゥ  ァ マサへ キヤウ ダイ 

權を 恣 にして 程なく 太 政 大臣に 上り、 其 子 大臣 大將 になり、 剩、 兄弟 

左右の 大将に てなら ベり き。 ほ； のい 凜3 ほお。 も あ 天下の ^ ョ&ク はおば きぐる 

.ケ リャカ  * クワン ヰ  ォホ  イチ モン  力 ボタ  ワウ シッ .K ン サラ 

まで 家領、 こなし 官位 は 多く 一門、 家僕に ふさげたり。 王室の 櫂 更にな 

きが 如くに 成 リぬ。 

(かくて & し 靜まリ しに、 ま 上 上皇 御中 あしくて) この 御中 惡 しくな つた 原因 は、 K 八皇は 親ら 政 をと らうと 遊ばさる るに、 

上皇 は舊來 のま \院 中で 政 をと りた まうて、 天皇に 御 政 を かへ さう とせられず、 これが 爲に、 朝臣の 間に も 二 淤の黨 

が出來 たやう であった。 さう して この 鹬蚌 の爭に 漁夫の利 を 占めたの が淸 盛であった。 平氏の 隆 盛は耍 する に、 皇室 

の內 に相爭 はれた のが 動機と なった といって よい。 而し てこの 御 不和の 事情 を 深く したの は、 次に ある 惟 方 鸫宗の 二 

人で ある。 それ は 愚 管抄に 「かやう の 事 どもに て、 大方 此 二人して、 世 をば、 院 にしら せま レら せじ、 內の 御沙汰に 

て あるべし と 云け る を 聞 召して、 院は淸 盛 をめ して 云々」 と 云って ゐ るので も わかる。 而 して その 次の 後の 事 も s^;:; 

抄に見 ゆるが、 それ は 後に ひく。 . 

(ま 上の 外 舅 大納言 a 宗 云々：' 外 舅 は 母方の 伯叔 父 をい ふ。 鯉 宗はニ 條天臬 の 御母懿 子の 兄弟で ある。 天^の 外 舅なる^ 

を 以て 御 親任が あつく、 保 元年 中に 權 大納言 正 二位に 至った。 平 治の 亂の 時に、 惟 方と 共に 信 親の 腹心と なった が、 


中 ごろ 心變 して、 天皇 を 救 ひ 出し 奉った 事 は 上に. 云った 通りで ある。 亂 平いで から、 更に 天皇 親政と いふ 事 を 主張し 

たこと は 上に 述べた。 この 人 はこの 時に 流罪に 處 せられた。 後應^  二 年に めし かへ されて {rKICT: を復 せられ、 高 倉 天皇 

の 御世に 左 近衛 大將、 左大臣 從 一位に 進んだ。 

(御め のとの 子、 別 $■ 惟 方 等) 惟 方 は 中納言 顳賴の 二子で、 その 母が、 ニ倏 天皇の 乳母であった 爲に、 天皇の 御 信任が あ 

つく、 平 治の 頃に は 參議、 左 兵 衞督、 検非違使 別當に 任ぜられて ゐた。 妹の 子 信 賴が亂 を 起した 時、 弒宗 と共に それ 

と 結託して ゐ たが、 兄 光鎮に 責められて 後悔し、 天皇 を 六 波羅に 出し 奉った こと は 前に 云った。 亂 平いで 後 も、 轾宗と 

結託して、 天皇の 親政 をす \ め、 これによ つて 天皇と 上皇との 御中 を さくやう になった。 「惟 方 等」 と あるの はこの 

二人 だけでなく、 他に も 仲間が 在った 事 を 示して ゐる。 今 鏡に は 源 光保 光宗 父子 も 流された 事が 見 ゆる。 

(上皇の 御意に 背き けれ ぱ涛盛 朝臣に 仰せて 召し 取ら へられ、 配所に 遣 はさる) この 事 は 今 鏡に 「世み な靜 まり たれば、 

內の御 まつりごと のま >t なりし に、 みかどの 御 母方、 又 御め のとな どい ひて、 大納言 綫宗、 別當^ 方な どい ふ& ふた 

り、 世 を 靡かせり しほ どに、 院の 御た め 御 心に たが ひて あまりの 事 ども. や あり けん、 ふたりながら 內に候 ひける 夜 あ 

さましき 事 ども ありて おも ひたた しき さまに 聞こえけ る を 法 性 寺のお ほお ど ど (太 政 大臣 忠 通ン の せち に 申し や はら ダ 

耠ひ ておのく 流されに き」 と ある。 又 愚 管 抄には 「かやう の 事 どもに て 大方 此 二人して 世 をば 院に しらせ まいらせ 

じ、 內の 御沙汰に て あるべし と 云け る を 聞 召て、 院は淸 盛 をめ して、 わが 世に ありな し はこの 惟 方經宗 にあり。 是ら 

思 ふ 程い ましめ てま いらせよ となく く 仰 有ければ 云々」 とあって、 その 程の 有樣を 書いて ある。 さて その 淸盛 をし 

て 二人 を 搦め捕へ しめられ たの は 平 治 二 年 (永曆 元年) 二月 廿日で あるが、 死 を 以て 臨まれた が、 前 關白忠 通の 諫 によ 

リて、 三月 十 一 日に 經宗は 阿波 國、 惟 方 は 長 門國へ 流され^。 

(說) 上皇が、 天皇の 左右の 權 臣を壓 倒せむ として その 爪牙と せられた の は平淸 盛で あつたが、 當時倫 常の 觀念甚 しく 衰 

へ、 た 糠 をのみ 得む と 希 ひ、 その 權を 得む に は 理否は 第二と して、 力の 強大なる ものが 實權を 得る とい ふの みで 正 

善と いふ 道に よらなかった から、 平涛 盛が 當 時の 力の 源で ある 狀 態で、 力の ある 所に 權 勢が 歸し、 攉 勢の あるが ま、 

に 振舞うた から、 かの 平氏 二十 年の 榮花を 導 いたので ある。 これ は あながち 上皇の 爪牙と せられた 爲 ばかりで はなく 

旣に親 房 卿の 論ぜられた 如く、 名 敎の衰 へが これ を 馴致した ので ある。 しかし、 その 間に 於いても、 何等かの 方法で 

これ を 挽！： せう とすれば、 1 時には 效を 奏せず とも、 甚 しきに 至らなかった であらう。 然る 處 上下 共に これに 心 を 注 
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及した と 云 ふので ある。 

(天下の 諸國 は半ぱ 過ぐ る まて 家 額と なし) 平家物語 にこれ を 「日本 秋津嶋 はわ づ かに 六十 六箇國 平家 知行の 國 三十 餘國 

すでに 半國 にこえ たり」 と 云って ゐる。 これ は 一門の 受領 (國 司) が 三十 餘國に 及んだ 事に よって 證 せらる るが、 その 

私領 たる 莊圚が 五 百 箇所に 及んで、 富 は 皇室に 比する に 至った とい はれて ゐる。 

(官位 は 多く 一門 家僕に ふさげた リ？ これ も 平家物語に 「すべて 一 門の 公卿 十六 人. 殿上人 三十 餘人、 諸阈の 受領 衞^ 諸 

司 都合 六十 餘人 也」 と ある。 

(王室の 權 更にな きが 如くに なリ ぬ) これ は 平家の 一族が 表面上 顯耍の 官職 を 占めたと いふ 事に 止まら 力い ので、 天下の 

權を淸 盛が 私して 皇室の 稜 威が 行 はれない^ 樣 であった 事 を いったの である。 表面上の 事 だけ を 見る と、 淸盛は 仁 安 

二 年 二月 十 一 日に 太 政 大臣に 任ぜられ 在官 三 ヶ月、 五月 十七 日に これ を辭 して ゐ るので その後 は 前 太 政 大臣た る 1 ^ 

人の 資格であった。 しかも、 その 薨す るまで 十三 四 年の 間 天下の 實權を 全べ 掌に して ゐ たので ある。 即ち この 時 はせ 

職 位階 等 は 表面 だけの 事で、 た^く 力の ある ものが、 夭 下 を 左右して ゐ たと. いふに 止まった と 云 はな けれ. ばなら ぬ。 

時世の 變は旣 に 事實に 於いて 絡 頂に 達して ゐ たと 云 ふべき である。 

n ノ テン ワウ テン 力  チサ  タマ  コト -ンチ ネン -ー ジフ サン サイ ォマ シマ 

此 天皇 天下 を 治め 給 ふ 事 七 年。 二十 三 歳 御座し き。 

(釋) 永 萬 元年 六月 二十 五日に 病に よって 皇太子に 讓位 あらせられた。 保 元 三 年 八月 十 一 日の 踐祚 からこの 時 まて、 約 七 

年で ある。 ついで、 七月 二十 八日に 二 條院で 崩御 あらせられた。 御 年に は 異說は 無い。 

ダイ- ンチ ジフ ク ダイ 口 ク.； ァゥ ヰン  ィ ミナ ノブ ヒト 二  .： プゥ  タイ i  オン ハハ  ォホ クラ ノセ フ T  A  ノ.， け；^ モ 

第 七十 九 代、 六條 院、， 諱は順 仁、 ニ條の 太子。 御 母、 大葳少 輔伊岐 兼 盛 

が 女 あ。 ま I ひ^。 まで 乙ト 藤の 年 即位。 w 戌に^ 元。 天下 を 治め 給 ふ 事 三 
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トセ  シ ャゥク ワウ ョ  シ  タマ  -I デゥ  i カド 干ト  オン ココ口  オン コト 

年。 上皇 世 を 知らせ 給 ひしが、 ニ條の 御門 本より 御 心よ からぬ 御 事な り 

ュヱ  ジャ ゥコク  コトァ  オン ゲン フク  ジフ サン サイ 

し 故に や、 いつしか 讓國の 事 在りき。 御 元服なん どもなくて 十三 歲 にて 

3  ハヤ  ( 

世 を 曰 T< しまし ましき 

(一 一條の 太子) 今 鏡、 百 鍊鈔に はニ條 天皇の 第二 子と し、 帝王 編 年 記、 1 代耍記 等に は 第一 子と して ゐる。 永 萬 元年 六月 

二十 五日 皇太子に 立ち、 その 夜に 譲 を 受けて 踐祚 せられた ので ある。 

(御 母 大雜少 輔伊岐 兼 盛が 女 也 云々) この 天皇の 御 母 百 鍊鈔に 「母 中宮 育子、 左大臣 實能女 也」 と ある。 しかも それ は 今 

鏡に 「この 帝 ( 六條) の 御 母德大 寺の 左大臣 (實 能) の 御む すめと 申す めり しも、 うる はしき 女御な どに 參リ耠 へる にあ 

らで 忍びて 僅に 參り 給へ るなる べし。 されば たしかに もえう け耠 はり 侍らず。 帝 尋ねいで 奉りて 後 中宮 (育子) 養ひ尜 

り耠 ひて 母后に おはします なり」 と あるから、 百 鍊鈔の は その 表面の 事實を 記した に 止まる ので あらう 。が、 今 鏡に も 誤 

りが ある。 今 鏡に は 德大寺 左大臣 實 能の 御 女と、 中宫 育子と を 別人と して 中宮 を 攝政忠 通の 子と して ゐ るが、 それ は 

驟で、 中宮 育子、 即ち 實 能の 女で ある。 それ は 結局 中宮が、 他の 所 生の この 天皇 を 子と して 育てられ たとい ふだけ の 事 

を誤傳 したの である。 しかし、 む その 御 母 は 女御な どよりも 身分の ひくき 方で あつたと いふ こと を傳 へて ゐ るので あら 

う。 愚 管 抄には 「母 不分明」 と 記しな ほ 「密事 大蔵 大輔伊 岐宗遠 女子 云々」 と あり * 轺運錄 に は 一 「實大 藏大輔 伊岐善 

盛 女」 と あり、 本書 は 亦 上の 如くち がふ。 いづれ が 正しい か 容易く はい ひ 難い。 しかし 父が 大藏 の大輔 か少輔 かで あつ 

て、 伊岐 氏の 女であった 事 は 一致して ゐる。 恐く はこの 伊 岐氏は 宮中に 奉仕した 宮人であった ので あらう。 注 は、 大 

抵 天皇 即位の 後に 御 母 及び 外祖 に贈官 贈位が ある 例で あつたが、 その 沙汰が 聞えない の は、 その 身分 家柄が 践 I くて 

その 事が 行 はれなかった のか も 知れぬ と 云 ふ。 

(乙 酉の 年卽 位) 乙 酉の 年 即ち 永 萬 元年 六月 二十 五日に 受禪 踐祚、 七月 二十 七日に 即位 あらせられた。 時に 御 年 二 歳。 

(丙 戌に 改元) 翌年 八月 廿 七日に 改元、 仁 安と 號 せられた。 


(天下 を 治め 給 ふ 事 三年 云々) 仁 安 一 二 年 二月 十九 日に 讓 位の 事が あった。 この 天皇 御 年 五 歳で あるから 何事 も 知ろ しめさ 

ぬ箬 で、 この 御 譲位 も 要するに 後白河 上皇の 御意に 基いた もので あらう。 今 鏡に 「世 をた もたせ 耠ふ事 三年に やお は 

しま すらむ。 1 院 (^白 河) おぼしめ しおきつ る 事に て 粟宮に 位 を 譲り 耠 ひて まだ 幼く おはし ますに 太 上 天皇と 申す も 

いと やん ごとな し」 と ある。 これ も あさましい 世相の あら はれの 1 である。 

(御 元服な どもなくて し 御 元服 もな くして 太 上 天皇に ならせられ たこと も 異例で あるが、 最後まで 御 元服 もな く、 童 形の 

ま、 で、 崩御に なった。 

(十三 截 にて 世 を 早くし まし ましき) 安元 元年 七月 十七 日に 病で 崩御に なった。 御 年に は 異說が 無い。 

ダイ ハチ ジフ ダイ ダイ シ ジフ サン セィ タカ クラ ヰン ィ ミナ ノ リヒト ゴ シラ』 カハ ダイ ゴ *  3-  3  ン" つ、 クヮ， 力 

第 入 十代、 第 四十 三世、， 高 倉院、 諱は憲 仁、 後白河 第五の 御子 御 母 皇 

ゴ ウタ ヒラ シゲ コ  ゾゥサ ダイ ジン トキ ノブ ムス メナ リ ツチ ノエ ネ トシ • ソク ヰ •_ ッ チノ.^ ペシ ，カ7. 々ル o 

后 平の 滋子、 st^- 贈 左大臣 時 信の 女 也。 戊 子の 年 即位 己 丑に 改元 

シ ャゥク ワウ テンカ  シ  タマ  コト モト  ゴト  • 

上皇 天下 を 知らせ 給 ふ 事 本の 如し。 

(後白河 第五の 御子) 1 代耍 記に は 第 四 子と あり、 百 鍊鈔は 第 一 一一 子と し、 愚 管 抄には 本書と 同じく 第五 子と して ゐる。 大 

日本史に は 御 年齢から 推して、 第 四 子が 正しい として ゐる。 

(御 母 皇后 平の 滋子 云々) この 御 方 は 初め 小 辨と稱 へた 宫 女で 後白河 上皇の 宫 女であった が、 殊窬 をう けて 應保 元年に 高 

倉 天皇 を 生み 奉り、 仁 安二 年に 女御に なられた ので ある。 高 倉 天皇 即位の 際に 皇太后 S 尊號を 上られ、 その 翌年 建 春 

門院の 號を 上られた ので ある。 それ故に 本書に 皇后と あるの は、 少しく 事 實に違 ふ。 

(S? 左大臣 時 信の 女 也) 建 春 門院の 御 父 平時 信 は桓武 天皇の 孫 高楝王 (淸盛 等の 祖 たる 高見 王の 弟) の 後で、 高 棟 王が 平 姓 

を 賜 はり、 それから 十 世の 孫で 生前 兵 部 少輔正 五位であった。 この 天皇 即位の 後外祖 たる 故 を 以て 左大臣 正 1 位 を 贈 

られた ので ある o 
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(戊 子の 年卽 位) 戊 子の 年 即ち 仁 安三 年 二月 十九 日に 踐祚、 三月 二十日に 即位の 禮を行 はれた。 時に 御 年 八 歳。 

(ru 丑に 改元〕 翌年 W 月 八日に 嘉應と 改元 せられた。 

(上皇 天下 を 知らせ 給 ふ 事 本の 如し) ニ條 天皇の 時には 天皇 親ら 政 を とらせられて、 とかく、 院の政 を 好まれなかった。 

それが 原 z で、 幼冲 な六條 天皇 もニ條 天皇の 御子なる 故に 退かれねば ならぬ 事に なった ので あるが、 高 倉 天皇 御 即位 

からまた 後. m 河 上皇の 院政が 本の 如く 自由に 行 はるる 事に なった ので ある。 
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「とぐ め 一 底本 
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石。 他 諸 本に 
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淸盛櫂 を專ら にせし 事 は 殊更に 此 御代の 事 也。 其 女德子 入内して 女御 や 」 

スナ ハチ リツ コゥァ  スヱ  カタ  トコ ロド コロ  ホン ラン  キコ  キヨ モリ イツ ケ t 

す。 即立后 在りき。 末つ方 やうく 所所に 反亂の 聞え あり。 淸盛 一家 非 

, かふん  o 

プン  テン ィ  ソム  チヤ クシ ナイ ダイ， ジン シゲ モリ  ココ 口  チチ 

分の わざ 天意に 背きけ るに こそ。 嫡子 內 大臣 重 盛 は 心ば へ さかし く 父の 

o  o 

ァク ギヤ ゥ  ィサ  ョ  ハヤ  ィ ョィョ テゴリ キハ  ケン  ホシキ ママ 

惡 行な ども 諫め、、 ，1 どめけ る さへ、 世 を 早くし ぬ。 彌々 懾を 極め、 隴を 次5 

O  O  O 

トキ  m ッ ヘイ  ボ ダイ ヰン  クワン パク モト フサ  オト ド  ナカ  ョ n 

にす。 時の 執 柄に て 菩提 院の關 白 基 房の 大臣お はせ しも 中ら ひ 宜しから 

〇 o 

コトァ  ，タ サイ ノゴン ノソッ ゥッ  ハイ ル  メゥ オン ヰン  モロ ナガ  オト ド  キヤウ ヂゥ 

ぬ 事 在りて 太宰權 帥に 遷し て、 配流 せらる。 妙 音院の 師長 の 大臣 も 京 中 を 

イダ  ソノ ホカ  ッミ  x* ト ォホ  ジゥ サム ミ ヨリ マサ  ィ  モノ  ヰン  ミ n 

出さる。 其 外に 罪せら るる 人 多 かりき。 從 三位 賴 政と 云 ひし 者、 院の 御子 

モチ ヒト  ォホ キミ  ゲン ブク  ァ  シン ワウ  セン  カタ ハラ  ミヤ 

以仁の 王 ごて 元服 は 在りし かど、 親王の 宣 なんど だに なくて、 傍なる 宮 

スス マウ  ク ニグ-一 ァ ゲン ジ プシラ ァ t フ  へ イジ ゥシナ 

おはせ しを勸 め 申して、 國々 に 在る 源氏の 武士 等に 相 觸れて 平氏 を 失 は 


「ぞ」 底本 「 ハ 」 

とす、 他 諸 本 

による C 


ハカ  n ト ァラハ  ワウ ジ  ゥシナ  タマ  ヨリ マサ  ホロ 

んと 計りき。 事 顯れて 皇子 も 失 はれ 給 ひぬ。 賴政も 減び ぬ。 か  >れ ども 


-. モ ァ 


それより 亂れ 初めてけ リ。 義朝朝 Hi が や g# ^兵 If 位下、 平 治の 比 S の 蔵人た 


へ ィ ヂ 


シ ザィ 


信 賴事を 起せる 時に 任官す とぞ。 

ォホ o 


平 治の 亂に 死罪 を 申しな だむ る 人 在りて 伊豆 國に 配流 せられて、 多くの 

年 を 送りし が、 以仁の 王の 密旨を 受給 はり、. 院ょリ も 忍びて、 仰せ 遣す 

道 在りければ、 東 國を勸 めて 義兵 を 起しぬ。 


(<«盛瘙 を專ら にせし 事 は 殊更に 此 御代の 事 也) 淸 盛が 太 政 大臣の 榮 位に 上った の は 前代 六倏 天皇の 御世であって、 この 

御せ に は 前 太 政 大臣 入道で あつたが、 しかし 淸 盛が 勢力 を恣 にした の はこの 天皇の 御代に 於いての 事で ある。 これに 

は その 原因 は  一 二で ある ま いが、 天皇の 御 母 建 春 門院の 姉が 淸 盛の 妻であった 事な ども、 相 當に關 係の あった 事と 考 

へらる る。 現に この 建 春 門院 又淸 盛の 妻の 兄で ある 時忠 が、 父が 生前 兵 部 少輔に 止まった のに- この 人 は 大納言 撿非 

違 使別當 となり、 その 弟 親 宗が中 納苜に 上って ゐた。 ことに 時忠は 時人から 平關 白と いふ 綽名 をつ けられた 程の 權勢 

家と なって、 淸 盛と 同心 1 體 になって 活動した ので ある。 而 して、 六條 天皇 御 譲位に も內々 は 策動 もした と 思 はるる 

さ ま が 愚 管抄 にみ ゆる。 

(其 女德 子入內 して 女御と す。 卽立 后在リ き) 百 鍊鈔に 承 安元 年 十二月 二日に 「入道 太 政 大臣 女 爲_ 一 上皇 御 猶子 一 參入」 と 

あり、 その 二十 六日に 女御と なり、 翌年 二月 十 R に 中宮に 立 たれた ので ある。 

(末つ方 所々 に S 亂の 聞え ぁリ) この 天皇の 御世の 末つ方で ある。 即ち 御 在位 十二 年 その 末の 頃 W 五 年から 世の中 さわが 

しくな つた" 大體 世の 亂れは 治 承 元年から 明かに 見え はじむる。 この 年に 白山の 僧徒が 神輿 を 奉じて 延跻 寺に 至り、 

延曆 寺の. 僧徒が 加擔 して 日吉 白山の 神輿 を 奉じて 宫闕を 犯す とい ふさ わぎが あり、 都下に 流言 麇行 はれ、 京都に 大火 

ありて 大內 裏に 延燒 し、 權 大納言 成 親 以下の 一 黨 平家 を 亡ぼさう と 謀った 事が あら はれて、 その 一類 或は 流され、 或は 
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殺され、 ー且は 落着した やうで あつたが、 それから 後人 心が 平家 を 離れた 事が 漸くに 明かに なり、 終に 大亂に 及ぶ や 

うになる の である o 

(珠 盛 一 家 非 分の^ ざ 天意に 背きけ るに こそ) 此 天皇の 御世の 末の世 間の 騷 がしくな つたと いふ 事 は 皇室の 權 威に 仝く 無 

關 係と いふ 事で は 無い が 、要するに、 平家の 分 不相應 の 榮花を 極め 、専横 をした 事に 對 する 反感が 主にな つたので ある。 

(嫡子 內 大臣 重 盛 は心ぱ えさ かしくて 父の 惡 行な ども 諫めと どめけ る さへ 世 を 早くし ぬ) 重 盛 は當時 平家 第 1 の 人^家で 

あつたと 見えて 愚管抄 にも 「この 小 松內府 はいみ じく 心うる はしくて、 父 入道が 謀反 心 あると みてとく 死なば やな 

ど 云と 聞え しに 云々」 と ある。 重 盛 は 治 承 三年 八月に 年 四十 二で 薨 じた。 

(彌懾 を捶め 權を恣 にす) 常に 父 を 諫め 極端なる 行動に 出で ぬ やうに 注意して ゐた重 盛 さへ 薨 じたから、 その後 は諫 むる 

人 も 無い ま、 に、 淸 盛が いよく 驕 をき はめ 櫂を恣 にした と いふので ある。 

(時の 執 柄に て 菩提 院の關 白 基 房の 大臣お はせ しも 中ら ひ 宜しから ぬ 事 ありて、 太. 05 帥に 遷 して 配流 せらる) 藤 原 基 

は忠 通の 二 男で 松 殿と いひ、 又 中 山と 號 した。 永曆 年中に 内大臣に 任ぜられ、 長寬ニ 年に 左大臣に 轉じ、 仁 安元 年 兄 基 

實の薨 じた 後 を 受け、 攝政氏 長者と なり、 嘉應ニ 年 太 政 大臣に 進み、 承 安二 年に 關白 となった。 この 人の 淸 盛と 中の よ 

くなかった 事 は、 愚 管抄に 見えて ゐる。 治 承 三年 七月に 平 重 盛が 薨じ たので あるが、 この 關白 流罪の さわぎ は 十一月 

で、 その 十五 日に 淸 盛が 奏請して、 基！ 1SS の關白 を やめて、 基^の 兄 基 實の子 基 通 (基 通の 母は淸 盛の 女 なれば、 基 通 

は 外孫で あり、 時に 年 二十に して、 右近 衞中將 であった) を內 大臣に 任じ、 關白を 命ぜられた。 かやう に、 大臣に も納 

言に も あらぬ ものが 1 躍して 關 白になる とい ふこと は古來 かってなかった 事で ある。 さう して 十七 日に は 太 政 大臣 以 

下 三十 九 人の 官稃を 止めて 十八 日に 基！ I& を 太宰權 帥に 左遷した。 この 太宰權 帥と いふ 官は、 實 際の 官職で は あるが、 

往々 大臣 以上の 人 を 配流に 處 せらる >| 時の 名義で、 その 精神で これに 任ぜられた 人 は事實 太宰府の 所在地に 配流 せら 

れ たので ある。 著し い 例は菅 原道眞 である。 基！ ISS ももと より 配流の 爲 であった から、 筑 前に 下るべき であった が、 そ 

の 途上 鳥 羽で 出家した。 そこで 昔から 流罪 人が 出家 すれば、 約束の 國に 遣さぬ 慣例であった によって 備前國 に 流され 

たのであった。 菩提 院と いふの は その 出家 後の 號 である。 

(妙 眘院の 師長の 大 E も 京 中 を 出、 さる) 師長 は 保 元の 左大臣 賴 長の 第二 子で、 久壽 年中 權中納 言に 任ぜられ たが、 保 元の 讯 

の 時 父の 罪に 坐して、 土 佐の.， 幡 多に 流され、 長寬ニ 年に 赦に逢 ひて 歸 京した。 仁 安 年中に 大納言に 轉じ、 左 近 衞大將 に 


任ぜられ、 安元 元年に 內 大臣に 任ぜられ、 治 承 元年に 太 政 大臣に 任ぜられ たが、 上述の 如く 治 承 三年の 十 1 月 十七 日 

に 官を奪 はれて、 尾 張の 井戸田に 流された。 やがて その 地で 出家した。 妙音院 とい ふの は その 出家 後の 號 である。 

(其 外に 罪せら る. * 人 多かリ き) これ は 後白河 法皇の 近臣が 卒家を 謀る とい ふ 事 をき いて、 淸 盛が 行った 暴擧 であった が、 

上述の 如く、 闕 白太 政 大臣 以下 法皇 昵 近の 人々 は 北面に 茔 るまで すべ て 三十 九 人の 官職と 位階 をと ^めた ので ある。 

この 人數は 平家物語に は 四十 三人、 源平 盛衰 記、 保 暦 間 記に は 四十 二人と あり、 山槐 記に は 四十 人の 名 をのせ て ある 

が、 玉 葉、 百 錁鈔に 三十 九 人と あるの が 正しい と 思 はるる。， 

(從 一一 一位 親政と 云 ひし 者) 頼 政 は源饌 光の 玄孫で、 その 父 は 兵 庫碩仲 正で ある。 久壽ニ 年に 兵 庫 頭に 任ぜられ たが、 保 元の 

の 亂には 勤王し、 平 治の 亂 にも 淸 盛に 屬 して、 すべての 源氏が 亡びた うちにた 一人 ゎづ かに その 家 を 保った ので あ 

つた。 この 人 武略に 長 じ、 射 術の 達人で あり、 又 和^ をよ く，. ：> た。 この 人が 述懐の 歌 をよ み、 それが 敫 聞に 達して 殿 

上人た る こと を 許され、 又從！ 11 位に 叙せられ たこと は 有名な 話で あるが、 その 從 一 二位に 叙せられ たの は 治 承 二 年 十二 

月サ 四日で あるが、 それから は 源 三位と 呼ばれた。 

(院の 御子 以仁の 王と て 元 股 はぁリ しか ど 親王の 宜 なんど だに なくて 傍なる 宮 おはせ し を) 以仁 王 は 後白河 法皇の 第二の 

御子で 高 倉 天皇の 皇兄 である。 學 識才藝 がお はしまして 人望の あった 方で あつたが、 どうい ふ譯 であった か、 年 三十に 

なりましても 親王の 宣下 もなくて 「かたはらなる 宮」 と は 片隅に 押し やられて ある やうな 宮樣 であると いふので ある。 

この頃 は 皇子で も 宣下がなければ 親王と 稱 する 事が 出來ぬ 慣例であった。 これ はもと より 親王と いふ 貴 ぃ稱號 を叨り 

に 授けぬ とい ふ 意味 もあった らうが、 一面に は經濟 がっき まとうた。 即ち 親王に は それく 品位 を 賜 はり、 それく 

相 當の品 田 食 封が 下賜 せらるべき 规定 であった から、 その 選を钹 にせられた のであった のが 本源ら しいが、 後に は 種 

々 の 事情が これに 伴った やうであった。 而 して 通例 は 元服 即ち 成人の 式 を 行 はるる 時に 親 主 宣下の ある 例と なった や 

うで ある。 それで この 皇子 は 永 萬 元年 十五 歲で 元服せられ たけれ ど、 親王の 宣下 もな く 諸 王で ゐられ たので ある。 そ 

の 理由 はこの 宮の御 母の 身分が 卑しかった とい ふけれ ど、 さう では あるまい。 この 宫の御 母は大 納首季 成の 女で、 御 

兄弟に 守覺法 親王が ゐら せらる る。 大臣の 女で こそな けれ、 大納言の 女の 腹から 出られ： 大 位に 即 かれた 例 は少く はな 

い。 それ故に 御 母の 身分が 卑しい とい ふの は 事 實と違 ふ。 これ もや はり 御 母が、 平氏と 緣 故のう すい 爲の 結果と 思 は 

るるので ある。 
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(勸め 申して 云々〕 賴 政が 以仁 王を勸 めて 平氏の 顚覆を 企てた こと は、 平家物語に 委しく 書いて ゐ るが、 それ は 殆承四 年 

g 月の 事と 見 ゆる。 さう して 源 行 家 を 使と して、 國々 に 散在して ゐる 源氏の 武士 共に 以仁 王の 令旨 を 下して、 平氏 を 

亡 さう としたの であった。 その 命 を 受けた 武士の 名 ども は 平家物語に 見 ゆる。 

(事顯 はれて 皇太子 も 失 はれ 給 ひぬ。 賴 政も逋 びぬ) 所が その 事が 間もなく あら はれて、 朝廷で は 以仁 王 を 土 佐に 流す こ 

とに 決定 せられて、 檢 非違 使 をして 王の 笫を圍 ませた が、 王 は その 前にの がれて 園 城 寺 (三 井寺) に 入り 給うた。 園狨 

寺 は 王の 入來 を光榮 として これ を 奉じ、 延曆興 福の 二 寺に 援を 求めた。 興 福 寺 は 承知して 援兵 を 送る こと を 約束した 

が、 延暦寺 は反對 した。 そのために 園 城 寺に 居て は危ぃ 事に なり 鎮政は 王 を 奉じて 奈 良に 赴かう とした。 所が、 平氏 

の 軍が あと を 追うて 來 た^に 宇治で 合戰が 起った。 賴政は 自ら 止まり 防いで、 その 間に 王を奈 良に 送り 奉らう とした 

が、 阜； 子 は 途中で 追 兵に 遭 ひ， 流 矢に あたりて 薨去 あり、 賴政 以下 も 多く は 宇治で 戰 死し、 1 且 この 戰は 落着した。 

この 宇治の 戰は治 承 四 年 五月 二十 六日の 事であった。 

(かかれ ども それよ リ亂れ そめて け =0 以仁 王賴 政の 騷動は 上の 如く  I 且 落着した が、 しかし その 以仁 王の 令 皆 を 下して 

諸 源 をして 平氏 を 攻め しめられた 事から して 天下の 大亂が はじまる ことにな つたと いふ。 

(義朝 朝臣が 子賴朝 云々) 賴 朝は義 朝の 第三 子で、 範 賴義經 等の 兄で ある。 賴朝は 平 治 元年に 六 位の 藏人 であった が、 平 

治の 亂の 時に、 信 賴が從 五位 下、 右兵衞 權 佐に 任じた ので ある。 

(平 治の 亂に 死罪 を 申しな だむ る 人 在リて 云々) この 時義 朝の 子 大人しき もの は 大抵 殺された。 賴朝は 父に 從 つて^ 國 

に 赴かう としたが、 途中で 道 を 迷 ひて、 平賴 盛の 家人 平 宗淸に とら へられて 六 波羅に 送られた。 賴 盛の 母池禪 尼は淸 

盛の 繼母 であるが、 賴 朝の 容貌が 禪 尼の 實 子で 早世した 家 盛に 似て ゐ ると 聞いて、 重 盛に よって 死罪 を 申し 宥めて 流 

罪せら るる ことにな つて、 伊豆の 蛭ケ 島に 流された。 

(伊豆 國に 配流 せられて 多くの 年 を 經たリ しが) 賴 朝が 流罪に 處 せられた の は永曆 元年で、 以仁 王の 令旨 を 受けた の は 治 

承 四 年で あるから 二十 1 年 目にあた るので あらう。 

(院 ょリも 忍びて 仰せ 遣す 道在リ ければ) 賴 朝に 以仁 王の 平氏 討滅の 令旨の 下った の は 他の 源氏と 大差 はない が、 賴 朝に 

は 他の 諸 源の 持た な い 平氏 討滅の 院宣が 後白河 法皇から 密に， 授けられ てあつた。 これが 後來賴 朝が 天下の 權 をと るに 

至った 2： をな す ものである。 この 法皇 院宣の 事は大 日本史に は 認めて ゐな いが、 平家物語に は 明かに ニケ所 もこれ を 
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書いて ゐる。 この 院宣と 以仁 王の 令旨と によって、 賴 朝が 立って 關東八 ケ國の 兵 を 集めて 兵 を 起した ので ある。 義兵 

と は 道理の 爲に 起す 兵 を いふ 賴朝 がかく 院宣 を 奉じて 兵 を 起した と いふ こと は、 公憤 の^に 兵を钹 めた と いふ 事に な 

* ので ある。 そこで 義兵 を 起した とい ふこと にもなる。 

シュ シャゥ フカ  ナゲ  タマ  ュ ハカ ゾンヰ 

をのみ なしければ、 主上 深く 歎 かせ 給 ふ。 俄に 遜 位の 

コトァ  ョ  イト  ュヱ  - テンカ- チサ タマ  コトジ フユ ネン 

事 在りし も 世 を 厭 はせ ましけ る 故と ぞ。 天 T を 治め 給 ふ 事 十一 一年。 」 

(澳 接い よいよ 惡行 をのみ なしけ れぱ、 _w 上 深く 歎 かせ 給 ふ) この 淸 盛の 惡 行と は 何 を さす か。 平家の しわざに て 最も 高 

倉 天皇の 宸襟 をな やまし 奉った の は 後白河 法皇 をば 淸 盛が 幽閉し 奉った ことで ある。 かやうな 事の 爲に 日. 5- 御 孝心 深 

く あらせられた 天皇に は いたく 御 心 を いため 給うた ので ある。 

(俄に 遜 位の 事在リ しも 世 を 厭 はせ ましけ る 故と ぞ) 治 承 四 年 二月に 天皇 不豫 あり、 二十 1 日に 俄に 御 譲位の 事が あった。 

これ は淸 盛の 跋扈に よりて 皇 威の 振 はぬ 事 を 薆ひ給 ひての 餘 りと 傅へ てゐ る。 平家物語に その 次第 を か いて ゐる。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 十一 一年) 仁 安一 二 年 二月 十九 日の 踐祚、 治 承 四 年 二月 二十 一 日の 讓 位で、 御 在位 は滿 十二 年 を 過ぐ る こ 

と 一ー1 日で ある o 

ョ  ナカ  オン ィ ノリ  ヘイ ケ  トリ ヮ  ァガ  マウ  力、 .》  アキ  ィヅ クシ マ 

世の中の 御 祈に や、 平家の 取 分き 崇め 申す 神な りければ、 安藝の 嚴 島に 

マ や  タマ  コノミ カド オン ココロ  メ  .ー. プ タ  カウ カウ  オン ココ ロザ シ フカ 

なん 參らせ 給 ひける。 此 御門 御 心ば へ も 目出度く 孝行の 御 志 も 深 かり 

クワン ゲン カタ  スグ  リン ガウ ァ  ホド-  ^  ハ"  ひ マ 

き。 管 铱の方 も 勝れて おはし ましけ り 尊號 在りて 程なく 世 を 早くし 給 
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ふ。 二十 一 歲 御座し き 一 


(世の中の 御 祈に や 平家の 取 分き 崇め 申す 神な リ けれ ぱ 安藝の 嚴島 になん 參らせ 給 ひける) 安藝の 鲩島 神社 は淸 盛の 殊に 

崇め 奉る 神であった から， 上皇と なりた まうて から、 世の中の 太平に ならん 爲の御 祈 も あり、 且つ は淸 盛の 心 も 和ら 

いで 又 法皇の 幽阴も ゆるやかに なるやう にとの 御 祈と 平家物語に 記して ゐる。 その 文 をよ む もの は 忝 さに 落 淚ぜぬ も 

の は あるまい。 當 時の 御幸の 有 樣は源 通 親の 記して おいた 漦島 御幸 記が あり、 又 厳 島の 神に 奉られた 願文 は 平家物語 

にの つて ゐる。 

(御門 御 心 ぱへも 目出度く 孝行の 御 志 も 深かリ き) 此 天皇の 御 心ば へ のす ぐれて 入らせられた 事 は 平家物語に 御 事蹟 をの 

せて ゐ るので も わかる が、 源 通 親の 高 食 院升遐 記に も 見 ゆる。 又 孝行の 御 志の 深かった の は、 これ も 平家物語に 見 ゆ 

るが、 御 母逑春 門院 崩御の 時に 悲み慕 ひ 遊ばされた 事 を 玉 葉に 記して ある。 

(© 紱の方 あ 優れてお はし ましけ リ) 音樂 にもす ぐれて 入らせられた 事 は 玉 葉 や 禁祕抄 に 見 ゆる。 

(鎵號 在リて 程なく 世 を 早くし 給 ふ 云々) 治 承 四 年 二月 二十 一 日 御 譲位 あり、 二十 七日に 新 帝から 太 上 天皇の 尊號を 奉ら 

れ たが、 翌年 正月 十四日に 崩御に なった。 御 年齢に 異說 はない。 


「丑」 底本 「未」 

に 作る。 他^ 

本に よりて 改 

む。 
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第 八十 一 代、 安德 天皇、 諱は言 仁、 高 倉 第 一 の 子。 

ダイ ジャゥ ダイ ジン キヨ モリ ノ ムス メナ リ  カノ エネ  トシ ソクキ  か ノト ゥシ  カイ ゲン 

す。 太 政 大臣 淸盛女 也。 庚 子の 年卽 位。 辛 丑に 改元。 

o 

ふ 


オン ハハ チウ グ ウタ. 


御 母 中宮 平德子 

ホフ ワウ ナホ ョ シ  タマ 

法皇 尙世を 知らせ 給 


(建躐 門院と 申す) この 院號は 養 和 元年 十 一 月 二十 五日に 上られた ので ある- 


(庚 子の 年 即位) 庚 子 即ち 治 承 四 年 二月 二十 1 日受禪 踐祚。 四月 二十 二日に 即位の 式 を 行 はせられ た。 御 年 三 歲< 

(辛 丑に 改元) 翌治承 五 年 七月 十四日に 改元、 養 和と 號 せられた。 

(法皇 闳世を 知らせ 給 ふ) 後白河 法皇が 引きつ づき 先帝の 御世 同樣に 院政 を 行 はれた こと をい ふ。 
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平氏 は彌 懾 をな し/諸 國は旣 に亂れ ぬ。 都 を さへ 遷 すべし と 云 ひて 攝津 

クニ フク ハラ  キヨ モリ  トコ 口  ァ  ギヤ ゥ カウ  マテ  ホフ ワウ シ ャゥク ワウ ォナ 

國福 原と て、 淸盛 すむ 所の 在りし に 行幸せ させ 申しけ り。 法皇 上皇 も 同 

ゥッ タテ マツ  t ト  ゥラ ミオ ホ  キコ  力へ  タテ マツ  イク ホド  キヨ モリ カク 

じく 遷し 奉る。 人の 恨 多く 聞え ければ にや 返し 奉る。 幾程な く淸 盛隱れ 

ジ ナン ムネ モリ ソノ アト  ッ  ョ  ミ ダレ  力 ヘリ  ナイ ダイ ジン  ニン  テン セィ チチ 

て、 次男 宗盛其 跡を續 ぎぬ。 世の 亂をも 顧みず、 內 大臣に 任ず。 天性 父 

ァニ  オヨ  ヰ パゥ  オト 口  トウ ゴク  イク サスデ  コ へ 

にも 兄に も 及ば ざり ける にや。 威望 も いつしか 衰へ、 東 國の軍 旣に强 く 

ヘイ ジ  ィ クサ トコ 9  ゥシナ  ホフ ワウ シノ  ヒ エイ ザン  ノボ 

なりて 平氏の 軍 所々 にて 利 を 失 ひける とぞ。 法皇 忍びて 比敎 山に 登らせ 

タマ  へ イジ チカラ  シ ュ t ャゥ  スス  マウ  サイ カイ  ボッ ラク  ナカ ミ トセ バカ 

給 ふ。 平氏 力 をれ とし、 主上 を勸め 申して、 西 海に 沒 落す。 中 三年 計り 

ァ  ヘイ， ジ コ トゴト メッ パゥ  キヨ モリ  コゥ シッ  ，ジゥ -I ヰ タヒラ  トキ コ  ィ  ヒト コノ キミ  イダ 

在りて 平氏 悉く 滅亡、 淸 盛が 後室、 從 二位 平の 時 子と 云 ひし 人此 君を懷 

タテ マツ  孓ンジ  フト np  ホウ ケン  コシ  サシ ハサ  カイ チウ  ィ 

き 奉り、 神璽 を懷 にし 寳劍を 腰に 揷 みて 海中に 人り ぬ。 あさまし かりし 

ランセ イナ リ  テンカ  ヲサ  タマ  コトミ トセ  ハツ サイ ォマシ マ  ュヰ ゼゥ トウ  サ タ 

亂世 也。 天下 を 治め 給 ふ 事 三年。 八 歳 御座し き。 遣 詔 等の 沙汰なければ 


卷三 安德 天皇 
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テン ワウ  ショウ マウ  チリ 

にや、 天皇と 稱し 申す 也。 

(平氏 は彌懾 をな し 諸國は as に亂れ ぬ) 以仁 王の 令旨で 東 國の諸 源が 先づ 蜂起し、 又 近 江河 內の 源氏 も 兵 を 起し、 木 曾義 

仲 は 信 濃より 起り て勢當 るべ からず、 養 和 元年に 至りて は 河 野 通信 は 南海 道に， 緒 方 惟 能、 菊 池 隆直等 いづれ も 源氏 

に簇 じて 平氏に 反いた。 而 して^ 城 寺、 延曆 寺、 興 福 寺の 僧徒 も 源氏 を援 けたれば、 淸盛は 園 城 寺を燒 き、 又奈 良の 

僧兵 を 討た しめたが、 東大寺、 與福 寺が 兵火に か、 りて 燒 失せた。 

(都 もさへ 遷 すべし と 云 ひて 攝津國 福 原と て 薄 盛す む 所の 在リ しに 行幸せ させ 申， しけり 云々) 百 鍊鈔に 「治 承 四 年 六月 二 

日 行-幸 攝 津國？ i 原 一 法皇 新 院同以 臨幸」 と あるの は、 こ の 事 を さす。 淸盛は 常に 毂山 南都の 僧徒の 日吉、 春 日の 神威 を 

かりて 屢々 宫闕 に玟訴 する こと を 厭 ひ、 都を攝 津に遷 さう と 欲して ゐ たが、 高 倉 宫 の亂の 有って から 益々 この 決心 を 

かため、 終に これ を 決行した のであった。 しかし 當 時には かの 事であって、 宮城の 設 がなかった から、 假 に弟賴 盛の 

別莊を 以て 皇居に あて、 己が 笫に高 倉 上皇 を， 弟敎 盛の 第に 後白河 法皇 を 入れ 奉る。 間もなく 己が 第 を 皇居と し 奉り 

上皇 を賴 盛の 第に 入れ 奉った。 この 時 淸盛は 大內裏 を 新 都に 營ま うとして、 大納言 藤原實 定、 參 譲 源 通 親等 チ をして、 

輪 田の 地 を 相せ しめたが 土地 狭くて 條里を わるに 足らなかった から、 或は 毘陽 野に 定む べしと いひ、 或は 印南 野に 定 

むべ しとい ひて 議論 まちく であった。 しかし 淸盛は 前 大納言 藤 原 邦 綱に 命じて 周 防國に 課して 假 の內褢 をつ くらし 

めた。 それが 十 1 月に 成って 十 1 日に 天皇 はこれ に 移り 住ませられた。 

(人の 恨 多く 聞え けれ ぱ にや 退し 奉る) 然るに、 延曆 寺から 屢狀を 上りて 舊 京に 還られむ こと を 請うた。 淸盛 はや、 侮 ゆ 

る 心あって、 百官 を 集めで 兩 都の 利害 を 一一 一一 しめた 所が、 多くの 人は淸 盛の 意を迎 へて 新 都の 美 をた、 へたが、 ひと 

"左 大辨藤 原 長 方の みが、 抗議して 新 都の 不便 を 主張した。 淸盛 はこれ を懌 ばなかった が、 俄に 公卿に 命令 を發 して 

舊都 にか へ らしめ、 十 1 月 二十 六日に 天皇 上皇 法皇 も舊 京に 還 幸な つて、 福 原 遷都の 攀は 徒らに 人心 を 動かした だけ 

の 結果に 了った。 

(幾程な く涛 盛騷れ て) 養 和 元年 閏 二月 四 日に 淸 盛が 年 六十 四で 薨 じた。 

(宗盛 其 跡 を 接ぎぬ) 宗 盛は淸 盛の 次男で ある。 淸 盛の 跡 は 嫡子 重 盛が つぐべき であった が、 父に 先だって 薨 じた 力ら 宗 


盛が その 跡を績 い^。 これ は淸 盛が 生前に 定めて お いた 事と 思 はるる 證が ある。 

(ft の 亂をも 顧みず、 內 大臣に 任ず 云々) 宗盛は 機大納 貢であった が、 父の 喪に 丁り て 解任し、 翌^ 永 元年 九月 四日に 喪 

を 終って 還 任-し、 十月 三日に 內 大臣に 任ぜられ たが、 その^ 年 二月 廿 七日に 辭任 したので あって、 父の 残 後 直ちに 官 

位 昇進した もので なく、 父の 喪に 在る こと 1 年 七 ヶ月に わたる。 而 して 事 寅 上 平家の 首班と して 當 時の 勢、 內 大臣に 

上る こと は 寧ろ 當然 で、 あながち 偕 越の 沙汰と もい はれぬ。 しかし、 ^國に 源氏が 峰 起して、 これ を 如何に 處骰 すべ 

きかが 問題で あるのに、 華美な 儀式 を 行って、 この 任 を 受けた 事 は 批難 を受 くべき しわざであった らう。 大體宗 盛 は 

重 盛 程の 德望も 無く、 淸盛 程の 丰腕も 膽氣も 無かった が、 この 人の 時に 卒家は 亡びた 饧に宗 盛の 暗愚が 平家 を 滅亡に 

導いた やうに 言 はるる が、 實は 平家の 運命 は淸 盛が 專撗を やった 事で 旣に 決定して ゐ たので、 その 衰亡 はたぐ 時間の 

問題に すぎなかった ので ある。 宗盛は その 素質が 父兄より 劣って ゐ たのと、 その 衰亡の 運 を 1 人で 负 つたのと で， そ 

の 本質 以下に 甚 しく 劣って ゐる やうに いはる る も 止む を 得まい が、 彼は惡 人で もな く、 全くの 陪愚 でもない。 治世で 

あらば、 好々 爺と して 1 世を完 くし 得た 人物で あらう。 

(威望 もい 0 しか 衰へ) これ は 上述の 次第で 明かで あらう。 

(東 國の葷 旣に强 くな リて 卒 氏の 軍 所々 にて 利 を 失 ひける とぞ) これより 先 源 賴朝を 討っ^に、 卒維 盛、 平忠度 等が 駿河 

國 まで 下った が、 源賴 朝の 勢威の 盛んなる に糜 倒せられ て、 戰 はずして 軍が 溃 えたと いふ 驚く ベ き 事件が あって、 平家 

の 威力の 衰 はこの 1 事で 天下に 暴露し、 これから 諸國が 一層 亂れ たのであった。 その後 所々 に 源平の 交戰 があって 必 

ずし も 平家が 败れ てば かり ゐ たので はない が、 木曾^ 仲が 信 濃から 越後 を 侵し、 越 中を從 へ、 加贺越 前まで これに 應 

ずるに 及んで、 卒 家又大 宽を發 して これ を 討った が、 越 中礪波 山の 戰で、 平家の 軍 は 大方 亡び、 次に 加 賀の篠 原で 又 

まけて 殘兵 僅に 京に 渡げ か へる とい ふ有樣 であって、 この 義 仲との 交戰は 平家の 運命の 決勝 點に 於いての 败北 であつ 

たので ある。 そこで、 義仲 は長驅 して 近 江に 入り、 比 叙 山の 僧徒の 同心 を 得て まさに 京に 攻め入ら うとした。 これ は 

壽永ニ 年 五六 月の 間の 事で、 七月に 義 仲が 近 江に 入り、 廿 二日に 義 仲が 延曆 寺の 總持 院に據 つたので ある。 

(法皇 忍びて 比截 山に 登らせ 給 ふ) 後白河 法皇 は その 七月 二十四日の 夜 ひそかに 法 住 寺 殿 を 出で、 比釵 山に 入り 延展 寺の 

阊融 房に 入らせられた ので ある。 

(卒家 力 をお とし、 主上 を勸め 申して 西 海に沒 落す.： * 平家 はかね て、 いよく 力及ばず とならば、 天皇 及び 法^ を 擁し 奉 
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つて、 自家の 安全 を 謀る 方針 を 立て \ゐ たらしい 事 は 平家物語 にも 見 ゆるが、 その 法皇が、 窃かに 平家の 手を脫 して 

義 仲の 據 つて ゐ る延曆 寺に 御幸 あらせられ たので あるから、 平家と して かねての 計 畫が脔 餅に 歸 したので 頗る 力 を 落 

した 事であった らうと 思 はるる。 そこで、 法皇の 御 事 は 止むを得ず として 天皇 をお す >t め 申して 西 海道へ 落ち行く の 

であるが、 この 時 天皇 は 御 年六歲 何事 も 平家の 心に 任せられた 事 は 止むを得ず として 誠に 申す も 長き 極みであった。 

平家 はこの 時 天皇 神器 及び 建禮 門院 を 奉じて 1 族攀 つて 供奉した ので あるが、 た 1 人賴盛 だけが 賴 朝の 内旨 をう け 

てゐ たので 都に 止った ので ある。 

(中 三年 計 リ在リ て 平氏 悉く 滅亡) 平家 1 旦 九州に 下り、 九州 四 國の兵 を 具して 室 山水 島 等の 戰に 勝ち、 攝津福 原の 葡地 

によって 城郭 を 構へ て 1 時 は 稍 勢力 を 恢復した が、 源範鎮 同義 經に 攻められて 落狨 し、 退いて 讃岐屋 島に 據 つたが、 

こ >r も 攻め とられ、 長 門の 壇 浦に 於いて、 義鐽の 攻擎に 遭って カ戰 したが 力及ばず、 宗盛 父子 等 少し 許り を 除く 外 は 平 

家 一 族 悉く 長 門の 海底の 藻屑と なった。 これ は 壽永四 年 三月 二十四日 である。 平家が 都 を 落ちてから 三年 目で ある。 

(清 盛が 後室、 從 二位 平の 時 子) 後室 は 後家 (未亡人) と 同じ 意で、 その 敬語で、 大臣 納言 などの 後家 を稱 ふる 語で ある。 

淸 盛の 妻 は、 建 春 門院の 御 姉で、 平時 信の 女で ある こと は 上に も 述べた。 從 二位に 叙せられ、 後に 出家した によって 

二位 尼と 稱 へられた。 

(此君 を 懐き 奉リ、 神 疆を懷 にし、 S 钿を 媵に揷 みて 海中に 入リ ぬ) 二位の 尼が、 この 壇 浦の 最後の 時に 安德 天皇 を 抱き 

奉りて 海に 入り、 恐く も 天皇 は 崩御 あらせられ たので ある。 この 事 は 愚 管抄に 「長 門の 門司關 だんの 浦と 云 ふ 所に て、 

船 いくさして 主上 をば むば (祖母) の 二位 (宗盛 母) いだき まいらせて 神璽 寶劍 とり 具して 海に 人 

りに けり。 ゆ-^ I 力り 

ける 女屎 也。」 と あり、 この 際の 神璽 寳劍の 事 は 次の 天皇の 條に 述べ て あるから こ >1 に は 省く。 

(あさまし か リし亂 世 也) 

(說) この 1 句 感慨無量 である。 名敎 の衰實 にこの 言語 道斷の 不祥事 を 現出す るに 至った。 先づ この 時に 於け る 平家の 行 

動、 天皇 を 擁して 天下に 號 令せ うとした その 根本 精神に 誤謬が あつたの である。 天皇 は 大日 本國の 君主で あらせられ、 

ただ 平家 1 門の 君主で はない。 平家 はか やうに して 天皇 を わが 家の 主人公と し 奉って ゐ たが、 大日 本國の 君、 王で あら 

せらる る こと を 少しく 顧みれば、 彼れ ら 1 門 はたと ひ 全滅す とも それと 共に 天皇 を 死 出の 旅に 伴 ひ 奉った とい ふこと 

は實に 天地の 容れ ぬ. 大逆で あると いはねば ならぬ。 平家の 日 比の 暴 逆 はこの 大逆に 比 ぶれば 物の 數 にも あらぬ 事で あ 


る。 然るに、 世の 歴史家 宗 盛の 暗愚 平^ を 滅亡せ しめた 事を咎 むる が、 この 安 德天皇 の 早世 を惹き 起し 奉った 責任 を 

と はぬ は 何たる 事で あるか。 わが 大日 本國の 君主の 御 命 を 非命に 終らし め 奉った 罪 は 平家 1 門の 全滅 を 以てしても 償 

ひうる もので は 無い。 平家 1 門の 喑愚 はこの 點に 於いて は 極まって ゐる。 この 故に 宗盛も 平時 忠 もこの 點に 於いて 

は 愚昧の 俗物に 止まった とい ふべき である。 しかし これ は 平家 一方 だけの 責任で はない。 源氏の 將 たる 範賴義 經がこ 

の 載に 天皇の 御座す 所 を 知って 如何 樣 なる 手績を とった の. であるか。 この 時に 主として 活動した の は義鸫 であるが、 

その 合戰の はじめに あたって 義經は 天皇の 御上に 對 して 何等の 手 綾 をと つた か、 史には 1 もこれ を傳 へない。 義經に 

して 君臣の 大義 を 心得て あるならば、 平家 は 攻めても 天皇に は 反抗し 奉る のでな いから、 天皇の 御 事に つ いて 豫め 方法 

を 立つ るな り、 平家に 交涉 するな りし、 御 安 仝 を はからなければ ならなかった 箬 である。 然るに 義經は 少しも この 擧 

に 出で なんだ。 賴朝 はかね てこの 事 を 憂へ て 屢範賴 に 手紙 を與へ て 深き 注意 を 加へ よと 云って ゐる。 その 手紙 は 束 it 

にある。 然るに、 義經 はこれ にっきて 何等の 方法 を 講じないで、 短兵急に 戰功 をのみ 急いだ のであった。 その 結果が 

この やうな 事に なった ので ある。 若し、 平家に も 道理の 分る 人が あり、 源氏に も 道理の 分る 人が あったならば、 主上、 

祌器、 建 鱧 門院 等の 御 事 は 決して かやうな 悲慘 事に 御 遭 ひ 遊ばされ ずして 穩當 な處 置が ついた 窖 である。 それに も拘 

らず雙 方 共た ^私 ある を 知って 公の 道 を 知らぬ 喑 愚の 徒輩の みであって、 かやうな 結果に 立ち至った。 この 1 事を以 

てして 平家の 後の な いのは 當然 ともい ふべ く、 義 經が賴 钥に容 れられ ず、 終を完 うし 得なかった 事 はこれ 亦自柒 お得 

果と いふべき であって、 その 點 から は 何等 義鲤に 同情し うべき 點を 感じない ので ある。 さりながら、 この 事 は、 平家 

と義經 とだけ を 青む る 譯には 行かぬ。 當 時の 宮廷に 大義の 分った 人が 幾人 居た か。 安德 天皇のお はします に、 はや 都 

に 夭 皇を 立て、 東西 二 天皇 あらせら るる 姿 をつ くり 出した の は當時 在京の 宫廷 では 無かった か。 正統の 天皇が 三種の 

神器 を 奉じて 西に 居た まふに、 別に 天皇 を 立つ ると いふ こと は 三種の神器 を輕ん ずる 所以で、 到底 正理の ゆるす ベ き 問 

題で はない。 そこで 東西 二 天皇の 居た まふ 時に、 愚 味な ものが 安德 天皇 を 蔑に し 奉る とい ふ 事 は 起り がちの 事で ある。 

かやう に 論ずる と、 源 義經の 如き 人物が 彼の やうな 擧に 出た 事の 半分 は 宮廷の 臣 僚の 負 ふべき ものである。 而 して、 

宮廷の 臣僚 をして 京都に 主な くして 一 日 も あるべ からず とい ふ 誤った 考 へ から 新 主 を 立 つる やうに させた の は、 平家 

が安德 天皇 を 私の 主の 如くに して 擁し 奉った 事から 起る ので ある。 かくして すべ て は當時 上下の あらゆる 人々 が愚眯 

にして 國 家の 大局、 公私の 別 を 知らなかった とい ふ 事に 基づく ので ある。 實 にも 「あさまし かりし 亂世 也」 とい ふべ 
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きで ある。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 三年) これ は安德 天皇 御 踐祚治 承 四 年 二月 廿 1 日から 壽永 三年 七月 廿 八日、 後鳥羽 天皇が 京都の 宮廷 

に 擁立せられ 給 ふまでの 三年 半ば かりにな るの を さし ヒ ので ある。 こ の 際 卽ち壽 永 二 年 八月 廿日に 强 ひて 尊號を 上つ 

て 御 譲位の 形に 取扱った ので ある。 しかし、 この 天皇の 御 在位 は 當然壽 永 四 年 三月 二十四日の 崩御まで^ あるべ きで、 

その 間 は 五 年 を 少しく 過ぎて ゐる。 本書に 三年と 云って ゐ るの は、 此の 著者が 未だ この 點 について 正しい 見識 を符て 

ゐ なかった からで ある。 

(八锼 御座し き) 八歲で 非命に はてさせ 拾うた 事 は 上述の 通りで ある。 

(遺 詔 等の 沙汰な けれ ぱ にや 天皇と 稱 し申レ き) 從來の 例 天皇 上皇 崩御の 際 遺 詔 ありて、 御 葬儀、 山陵、 尊號 等の 事を豫 

め 定めお かるる 事が 多い。 今 さやうな 事 もなかつ たから 某院と 申し 上ぐ る こと をせ ず、 安德 天皇と 稱し 奉る とい ふ。 

この 御號は 文治 三 年 四月 廿 三日に 奉られた ので ある。 建久ニ 年に， 敕 して 長 門 國に阿 彌陀堂 を 建て \ 天皇の 冥 SI を 薦め 

られ た。 
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「殖」 底本 「 德」. 

とす、 他 諸^ 

による o 


「おと V  I 底本 

r 臣」 とす、 

梅靑ニ 本に よ 

る C 


ダイ ハチ ジフ 二 ダ， 


ダイ シ ジフ シ セィ 


ヰン 


シチ デゥ 


1 ミナ  タ カヒラ  タカ クラ ダイ シ  コ  オン ノ 

第 八十 一 一代、 第 四十 四 世、 後鳥羽院、 諱は尊 成、 高 倉 第 四の 子。 御 母七條 


ヰン フヂ 


JT  2  T  ノ  -つメ ミー メミ  ニフ タウ シコ リノ タイ フ ノ フタ ズノ 

^兀 ifetsffiMJ 先代の 母 儀 多く は 后宮 さならぬ は 贈 后 也。 院 號在リ しは传 先立 后の 後 首 一 欠 多 里 k 4^ 1  一一 ーロ鱼 

K-iK^--  ^ の 定め 也、 此七 條院、 立 后なくて 院號の 初 也。 £1、 先 准 后の 妫 ぁリ： ^SCJ-uyd^f^ 


ブ ノブ タ. 


の 定め 也、 此七 條院、 立 后なくて 院號の 初 也。 但、 先 准 后の 勅 あ 


ムス メ十リ 


セン ティ サイ カイ 


リン カウ ァ 


ォホ デ ホフ ワウ 


女 也。 先帝 西 海に 臨幸 有りし かど も、 祖父 法皇の 御世な りし かば、 都 は 

セッ シャゥ モト ミチ  ヘイ ジ ェン  グプ  ィサ マウ 

か はらず。 攝政基 通のお と， >  ぞ 平氏の 緣 にて 供奉せられ しか ど、 諫め 申 

〇 O  O 

トモ ガラァ  ク テゥ  ォホ ヂ  トド  ゾノ ホカ ヘイ， ジ  シン ゾク 

す 輩 在りけ るに や、 九條の 大路より 留まられぬ。 其 外 平氏の 親族なら ぬ 

5J トビ ト  オン トモ ッカ マツ ヒト  クワン カウ ァ  ヨシ ヰン ゼンァ  へ イジ 

人々 は 御供 奉る 人な かりけ り。 還 幸有るべき 由 院宣 在り けれども  >  平氏 

M ヨウ イン  マウ  ョ  タイ シ ヤウホ フ ワウ  ミコト ノリ  コノ テン ワウ  タマ  シン ワウ 

承引し 申さず。 仍 りて 太 上 法皇の 詔 にて 此 天皇た ゝせ給 ひぬ。 親王の 

セン ジ  マ  ク ワウ タイ シ  スナハ チジュ ゼン  ギ  ョク ネン キノ ェ タツ  ァタ  トシ 

宣 旨まで もな し。 先づ 皇太子と し、 卽受禪 の 儀 あり。 翌年 甲 辰に 當る年 

シ ゲヮッ  カイ ゲ. ン  シチ グヮッ ソク キ  コノ ドウ ハウ  タカ クラ  ダイ サン  ミコ 

四月に 改元、 七月に 卽位。 此 同胞に 高 倉の 第三の 御子 ましく しか ども 
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「えらび」 底本 

「馔 ヒ」 とす、 

他^ 本 に よ 

る.^ 


法皇 此君を えらび 定め 申し 铪 ひける とぞ- 


o  o  o 

(御 母 七條院 云々) 七 條院は 藤原殖 子で 本書に いふ 如く 修理 大夫 信隆の 女で ある。 初め 建禮 門院に 事へ てゐ たが、 高 倉 ik 

皇の寵 を 蒙り、 典侍と なり、 天皇 を 生み 奉られた。 この 方 は建久 元年 四月 十九 日に 三 后に 准ぜ られ、 二十 二日に ヒ倐 

院の 尊號を 受けられた。 その 第が 七條に 在った からで ある。 

(先代の 母 僂 多く は 后宮 さならぬ は 贈 后 也 ：} これ は 今までの 記事 を 見れば わかる 事で あるが、 膾后 であらせられぬ は、 六 

條天^ の 御 母 儀 だけで ある 

(院狨 在 リしは 皆 先立 后の 後の 定め 也) こ-の 院號は 女 院の號 の 事で あるが、 その 女院號 は、 その 前に 先づ 皇后な リ、 皇 

太后に 立 たれてから 後に 奉らる る 例に なって ゐた。 その 1 二 例 をい はば 最初の 女院東 三條院 はもと^ 御で あつたが、 

先づ 皇太后に 立 たれ、 後に 東 三條院 の號を 奉られた し、 美 福 門院 は 初め 女御、 次に 三 后に 准 じ、 次に 皇后と なり、 後 

院號を 受けられた。 

(此 七 條院立 后なくて 院號の 初 也、 但先准 后の 勅 ぁリ) この. 准 后の 勅あって 後 院號の 在った 事 は 前に 云った。 さて 立 后な 

くして 直ちに 院號の あるの はこの 七 條院が 初めで あると いふ この 說は 著者の 記憶の 違 ひで あらう。 鳥 羽 天皇 第一 二の 皇 

子嗨子 内親王 は 何等 後宮に 入らせた まうた 譯 ではない が、 近衞 天皇の 久 安二 年に 三 后に 准ぜ られ、 ニ條 天皇の 應保元 

年に 准 母と して 八條院 の號を 奉られた。 されば 八 條院を 以て この 例の 初めと すべきで ある。 

(先蒂 西 海に 臨幸 有リ しか ども 祖父 法皇の 御世な リ しか ぱ都 はか はらず〕 安德 天皇が 平家に 擁せられて 西 海道に 臨幸 有つ 

たけれ ども、 御 祖父 後白河 法皇の 院政の 御世であった から、 政令 は 京都から 出た から 都 はや はり、 もとの ま >. であつ 

たと いふので ある。 

(說) しかし この 點、 著者の 意見 は瞹眛 である。 著者が、 後醍醐 天皇の 倏に 「内侍 所 神璽 も吉 野に おはし ませば いっく か 

都に あらざる ベ き」 と 云った 精神から いへば、 こ、 の 言 は 自家撞着 であると いはねば ならぬ。 正しい 天皇が 1 ^地方 

御 巡幸な どの 場合に は 都 はか はった とはい ひ 得ない が、 さう でなくて 天皇が 內侍所 を はじめ 神器 を 奉じて 他に 遷らせ 

,耠 うた 場合 は それ は 遷都で ある。 院政と いふ もの も 要する 天皇 親政の 代行に 止まって ゐる。 著者の 意見 はこ、 に 於、， 


て は 本末 を 誤って ゐ ると 評せねば ならぬ。 

(攝政 基 通のお とど そ 平氏の 緣 にて 供奉せられ しか ど 諫め 申す 輩在リ ける にや 九條の 大路よ リ 留まられぬ) 基 通 は 平淸盛 

の 外孫で、 淸 盛の 推薦で 攝政 になった 事 は 前に 述べた 通リ であるが、 その やうに 平家に 深い 緣 故が 在る から、 安德； A 

皇の西 海 臨幸に も 御供 申し上げ たので あるが、 その 途中で 諫 むる ものが あって C- これ は 進 藤 高直が 諫めた ので ある。) 

九條の 大路まで 供奉した が • そこから 引き かへ したと いふので ある。 この 事は舂 日 櫸現験 記に は卷： W 大明 神の 示現で 

I 慷 大宮邊 から 引き かへ された と あり、 平家物語に は、 同じく 春 日の 神の 示現で 七倏大 宮 から 引かへ したと あって、 

本書と 少しく 違 ふ。 百 鍊鈔に はこの 事 を 「攝 政自, 一 途中 一 廻, 轅 逐電」 と ある。 

(其 外 平氏の 親族なら ぬ 人々 は 御供 奉る 人な かリ けリ) これ は 如何にも その 通であった やうに 傳 へられて ゐる。 これ を a 

ると、 この 日顷 平家が 世間より 同情 を 失って ゐた さまが よくう かが. H るる。 

(還 幸有るべき 由 院宣 在リ けれども 平氏 承引し 申さず) この 事 は 1 再なら ず 行 はれた 事 は 玉 葉に 見えて ゐる。 常時 平家 < 

族 悉く 官職 を 解かれた が 只 1 人 大納言 平時 忠 だけが 解官 せられな かつ. た。 これ は時忠 が、 二位 尼の 兄で あり、 宗盛 

の 伯父で あるから、 それによ つて 平家 を 諭して 三種 神器 を 返納 させようと いふ 下心であった 事が 玉 葉に 見えて ゐ るが、 

玉 葉の 筆者 はか やうの 小細工 を 冷笑して ゐる。 當 時の 宮廷に は輕萍 なる 才子 だけで、 大局 を達觀 し、 大義 を. 守り、 名 

分 を 正しくす る やうな 正義の 士が 乏しかった ものと 見 ゆる。 嘆いても 足らな い 事で あると いふべき である。 

(仍リ て 法皇の 詔に て此 天皇た たせ^ ひぬ) 

(說) この 時の 事 は 愚 管 抄の說 が 簡明で あるから 次に ひく ノ曰 はく 「かくて ひしめきて 有け る 程に、 いかさま にも 國王は 

神璽 寶劍內 侍 所 相 具して、 西國の 方へ 落耠 ひぬ。 この 京に 國 主なくて はいかで か あらんと 云 沙汰に て ありけ り 。父 法 

皇 おはし ませば 西國王 安否の 後歟 など やうく に 沙汰 ありけ り。 この間の 事 は 左右 大臣 松 殿入逍 など 云 人に 仰ん 口 けれ 

ど 右大臣 (藤 原 兼實) の 申さる X 旨 ことにつ ば ひらか 也と て それ をぞ用 ひられけ る。 さて いかにもく 踐祚. H 有べ し 

とて、 高 食院の 王子 三人 を はします。 一 人 は 六 波糴の 二位 (淸盛 妻： y 養 ひて 船に 具し 參ら せて ありけ リ。 いま 二人 は」；； 小に 

を は I ます。 その 御中に 三宫 四 宫 なる を 法皇よ び 參ら せて 見 まいらせられけ るに、 四宮を もぎら ひもな くよ び を はし 

ましけ り。 又 御 うら (占) にもよ く を はし ましければ、 E: 宫を壽 永 二 年 八月 廿日 御 受禪行 はれに けり o」 と ある。 さう し 

て それ は 時の 右大臣 兼實の 意見に よられた ものと あるが、 その 意見 はこの 兼實の 日記 玉 葉の 毒 永 二た 牛 八月 六日の 條に 
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載せて ある。 「但 愚案 之 所, 及、 立 王于, 今 懈怠 愚臣之 所-傾 思 一也。 其 故 先 京華 狼藉 于， 今不, 止是人 主不， 一 御座 一 令レ然 也。 ^次 

须レ 被^-征討 1 之處 平氏 等 奉， 具， - 主上 及 三 神 一已 赴-海 西 一 不レ立 レ主有 I- 征伐 1 於 fc 有， 妨？! 次 我 朝 之 習不， 得， -劍 重- 踐祚 曾無レ 

例：. g 繼體 夭 皇爲- 一臣 下 1 被迎之 時、 如- 1 國史文 一書- 1 之 踐祚？ 甲 申 天皇 移- 樟葉宫 I 辛 卯 得-一 璽 符鏡劍 1 即位 云々、 往古 雖, 無 ：| ま 

位 即位 之 分別-如 _| 今 文 1 者 即位 以前 已稱- 天皇 一又 謂 _1 踐祚 1 卽被レ 移, 1 皇房 1 其 後 得, 1 劍重 ー卽位 云々、 然則 准據尤 可；. 合 之. 5 所レ 

存也。 凡 天子 之 位 1 日不, 可, 曠。 政務 悉亂 云々 于， 今遲々 之 條萬事 違亂之 ii 也、 早速 可， 有， 一 沙汰 一 不, 可, 有 _1 異議 1 者、 左 

大臣！ ^候- K々。 非-二 所 一兼 光參 上、 小 時 來歸云 所, 申 可， 然、 就 征伐 一可 レ奉， 立-一人 主 1 之 條事之 肝心 也。 仍早 可レ有 

a 立 王 之 事 1 云々 者、 愚案 次第 之 沙汰 悉以 違亂 散々 凡不 左右 I 々々未曾有 之 事 也、 天下 滅亡 只此時 也可レ 悲々々 」 と あ 

る。 これ 兼實が 三條の 理由 を あげて 京都に 帝王 を 立て 奉るべき を 主張した が、 そのうちの 第二 條を 主と せられた こと 

は 順序が 違 ふと 云って 慨歎した 言で ある。 もとより、 この 平家の 方に 安德 天皇のお はします に對 して、 征伐 を 行 ふが 

^とい ふやうな 事 は 最初から 間違った 事で あるが、 これ を 以て 新 主 擁立の 本旨と せら るるとい ふ 事 はもと よ. り 不當の 

事で ある。 さりと て兼實 のい ふ 所 も わが 日本 國體 よりして は 決して 認容す る ことが 出來 ぬ。 正しい 天皇 を 無視して 別 

に 天皇 をた て、 あまつ さへ、 神器な くして 踐祚 とい ふ 事 はありう ベから ぬ 事で ある。 繼體 天皇の 御 時と はこの 昨 の 事 

は 事柄が まるで 違 ふので ある。  .  • 

さて この 時 は 太 上 法皇の 宜命を 以て 踐祚 あらせられた 事で あるが、 その 踐祚 の宣命 は今傳 はって ゐ るか 否か を 知ら 

ぬ。 玉 葉の 八月 十九 日の 條には 「然者 太 上 天皇 詔-一 モ 皇子 並 踐祚、 前 主 不慮 脫履、 攝政 如， 雋事^ ヲ可 一一 書 載？ 於 『院^ 

上 - 奏^ 谱可， 傅-給 屮務 一之 由 可 レ仰， 一外 記 こ と あり、 當 曰の 條には 「次 大臣 召-一大 内 記 f 仰-一宣 命 事 一 可， 載， 一太 上 天皇 ¥は1 之 

3n 可 レ仰ー |ド 之 f 又攝 政事 可 レ 載 レ 之、 先帝 不慮 脫履事 同 可 レ 載歟」 と ある。 これ を 以て その 大要 は 察すべき である。 

(親王の 宜 S 曰 まても なし， 先づ 皇太子と し卽受 樺の 俵 ぁリ. >  この 時- この 天皇 はた だの 諸 王で、 親王と も 申し^ら なかつ 

たので あるが、 その 事が 急で あるに よって、 親王の 宣下 を 行 はるる ほどの 餘裕 もな く、 壽永ニ 年 八月 二十日に 皇太子 

として 即時に 受禪の 儀が あつたの である。 この 受禪 とい ふの は赏 時の 宮廷で 强 ひて、 安德 天皇に 尊號を 上って 御讓位 

の 形に し、 その 禪を うけて 踐祚 せられた 形に したので あらう。 安德 天皇が 正當の 方法で 御 位 を 譲られた のでない から 

これ を 受けら るる 道理 は 成立たぬ。 

(說) この間の 政治 は條理 がなくて 常識の 在る 者の これ を 理解し うべ からぬ 事が、 少 からず 平然として 行 はれた ので ある。 


人心の 喑黑 になって ゐた事 は 明に 考 へらる る。 これで は 皇室の 威權が 空しくなり 行く の も 止む を 得なかった であら 

ラ o 

(翌年 甲 辰に 當る年 四月に 改元) 甲 辰に 當る年 は壽永 三年で あるが、 その 四月 十六 日に 京都で 改元あって 元 曆と號 せられ 

た。 但し、 これ は正理 からい へば、 この 時 まだ 安德 天皇の 御 治世で あるから、 この 元曆の 年號は 正しき もので なく 闆 

年號 とい ふべき である。 

(七月に 卽位 i 壽永 三年 (元 暦 元年〕 七月 廿 八日に この 天皇の 即位式 を 太 政 官廳で 行 はれた。 この 時に 御 年五歲 である。 

(說) この 即位 も 正しい もので はない。 安德 天皇 御 在位の 間に、 强 ひて、 御讓 位の 形式 をと りて、 京都の お 殍で この 御 取 

計 をした ので ある。 剩へ、 三種の神器の 1 をも傳 へずしての 即位 は 決して 正位と は 認めら るべき 道理の 無い もので あ 

る。 若し これ を 正位と 認 むるならば、 天祖の 神勅 も 皇位の 神聖 もす ベて 無視 せらる >- に 至る であらう。 この 見易き 道 

理を 知る か 知らぬ か、 當時 1 人 も 正義 を唱 ふる 士の 無かった の は實に 驚くべく 嘆くべき 事と いはねば ならぬ。 この 時 

に 兼實の 述べた 意見 も あるが、 それ は 次に 述 ぶる。  • 

(此 同胞に 高 食の 第一 一一の 御子 ましく しか ども、 云々) この 事 は 上に 引いた 愚 管抄に 述べて あるから 委 くはい はぬ。 この 

擇 みに 洩れられた 方 は 愚 管抄に 三宫と ある 方で 惟明 親王で ある。 然る に、^ 鏡な どに は守貞 親王で あると 云って ゐる。 

これ は守貞 親王 を三宫 とする 誤 傅に 基づく ものである。 守貞 親王の 事 は 後堀河 院の條 に 述べて あるから、 そこ を參 照 

せらる X がよ い o 

セン ティ サン シュ  ジン ギ  ァ *- グ  タマ  H ヱ セン プ  ハジ  ヰ レイ ハべ 

先帝 三種の神器 を 相 具せ させ 給 ふ 故に 踐祚の 初め 違例に 侍りし かど も、 

ホフ ワウ クニ  ホン i ュ  シャゥ トウ  クラ ヰ ッタ  クヮ ウダ ィ ジン グゥ  アツ タ  力 ミア キラ 

法皇 國の. 本 主にて 正統の 位 を 傅へ まします。 皇太 神宮、 熟 田の神 明かに 

マボ  3 マ  コ ト  テン ヰ ッッガ  ヘイ ジホ P  ノチナ イシ ドコ 口， ンシジ  力へ 

守り 給 ふ 事 なれば， K 八位恙 まし まさず。 平氏 滅びて 後内 侍 所 神璽 は 返り 

^四 後鳥羽 垸  四 九 五 


!ta 正铳 記述 義   I  .  ,   四 九 六  

ィ  タマ  ホウ ケン  ッヒ  ゥミ  シヅ  ミ  ソ ノコ 口  ヒ  ゴザ  ギヨ ケン 

入らせ 給 ふ。 蠻劎は 終に 海に 沈みて 見えず。 其 比 ほひ は晝の 御座の 御劎 

ホウ ケン  ギ  ジン グゥ  オン ッゲ  シン ケン  タテ マツ  タマ  ョ 

を寳 劎に擬 せられた りしが 神宮の 御告に て 神劎を 奉らせ 給 ひしに 依リ 

チカ ゴロ  オン マ ボリ 

て 近 比までの 御 守な りき。 

(先 蒂ー 二種の 神器 を 相 具せ させ 給 ふ 故に、 踐祚の 初め 違例に 侍リ しか ども) これ は 論ずる まで もな く、 國體の 上より 論じ 

て 不正 理の 事で ある。 兼實は 神器な くして 踐祚 せられた 先例が 繼體 天皇の 御 時に あると 云った。 それ も 必ずしも 正論 

ではない が、 姑く それ を ゆるす としても、 神器な くして 即位 禮を行 はれた 事 は 明かに 國體を 蔑視した 事で ある。 この 

事 は兼赏 も、 屢 痛論して 朝廷に 訴へ てゐる ことが 玉 葉に 見 ゆる。 粲實の 言の  一 二 を 次に 抽き 出す。 「先 我 朝 之習以 一一 劍邋 

主 1 爲&王 1 不， 待， 璽 踐舴之 例、 書 契以來 未， 曾 ，聞 、然而 依, 無， 一止 事 1 有-立 王事 1 天子 位不, 空- 一  曰 1 之 故 也、 然而 至， | 于 即位 一 

者、 待， 一 劍璽 之歸來 一可 レ被, 行 也」 (壽永 三年 六月 廿六 曰) 「何 況不， 帶ー 一 劍璽 一 即位 之 例 出來者 後代 亂逆之 基 只 可， 在 ，1. 此ぎ」 

(同廿 八日) 「依. i 攝政及 左大臣 等 申 1 不レ 傭， ー劍重 一 踐， 一 天子 之 位 T 異域 雖， 有， 例 我 朝 曾 無， 蹤」 (廿 八日) しかるに、 粲赏が 言 

つた 如く  r 然而 依&慮 (法皇) 幷 識者 (在 廷の臣 僚) 等議奏 一 不， 知 一一 天意 一 不レ 測， 一 神慮 一所 レ被レ 行」 たので ある。 しかも、 兼 

實が 先に 踐祚を 主張した 事 も 根本に 於いて 誤謬で ある。 旣 に踐祚 あらば、 卽 位になる の はこれ は 自然の 順序で ある。 

兼 實がこ の 意見 を純粹 にせば 踐祚を も 諫めなければ ならなかった 箬 である。 

(法 £ 國の本 主にて 正統の 位を傳 へ まします) 

(說、 この 說は 便宜 論と して は 1 往尤の 樣に思 はるる が、 正しく 道理 を 立 つれば 成り立たぬ 論で ある。 大日 本 國の本 主 は 

天皇 御 1 人の 外に あるべ き 道理 は 無 い。 その 以外に 國の本 主が あると いふ 事 は 皇位の 神聖 を瀆す ものと いふべき であ 

る。 それ故に この 說は 侃々 譯 々の 著者の 論と して は 決して 本心 を 吐露して ゐ ると は 思 はれぬ。 今 1 步を讓 つて、 この 

本 主と いふ こと を、 本と 國 王に てまし まし、 又國 王の 御 正統の 基づく とい ふ ことにすれば、 實 質的に は 決して これ は 

不條理 とはい はれぬ。 しかも f 正铳の 位を傳 へまし ます」 とい ふの は 如何なる 意で あるか。 これ は 恐らく は 法皇から 


して その 正統の 位 を 後鳥^ 天皇に 傳 へまし ますと いふ 意で あらう。 しかし、 これ も、 天皇の 位 を 御 祖父た る 法皇が、 

與奪 せらる、 とい ふ 事に なって、 正しい 條理に は 合 はぬ。 しかし、 これらの 時代に は 平家が 旣に 安德 天^ を强 ひて 奉 

じて 居て、 私有の 如くに して ゐた 時代 だから 變篛の 止む を 得ざる に 出で たので あらう が、 その 情赏 からい へば 桀實の 

き n の 如くで ある。 さりながら 國體 無視 偷常を 敗る 如き 事の 頻々 として W でた 事 は眞に 名敎の やぶれた 生々 し い 事例で 

ある。 ただこの 際に 於いて、 我等の 心づ よく 思 ふ 事 は 後鳥羽 天皇が、 逆賊の 擁立した 事に よって 天位に つかれたので 

なく、 法皇の 御 本意に 基づ いた 事で ある。 而 して 法皇 は 院政 を 行 はれた 事に よって、 實際 上の 國權を 執行せられ たか 

らして 實 質的に は 皇室 以外に 大權が 動き 去った ので は 無かった 事 だけが せめても の 事であった。 著者 も 恐らく はこ の 

精神 e あつたで あらう。 

(皇太 神宮 熱 田の神、 明かに 夺リ給 ふ 事な れぱ 云々) こ 、にこの 二 神 を あげたの は、 後に 三種の神器 を 論ずる 伏線と もな 

るが、 事實は 伊勢の 皇太 神宫の 御神體 が、 夭 照大御 神より 傳 へられた 神鏡で あり、 尾 張の 熱 E 神お の 御 神體が 同じ 

く 天 照 大御祌 よ W 傳 へ られ た御劍 である 所から して 云った ものである。 この 三 稀の 神器に やどらせ 給 ふ 三 神のう ち 二 

神が、 明かに 守り 耠ふ 事で あるから、 たと ひ斂 鏡が 御身に II はずと も 二 神の 御 守護に よって この 天皇の 御身に 御 障 も 

在らせられぬ とい ふので ある。 これ は御恙 もなくて 安 德天莨 崩御の 後、 位 を 正しくせられ た 事 を 神明の 御 加護が^ つ 

たからで あると 云った ので あらう o 

(平氏 滅びて 後 ^侍 所 神璽 は 退 リ 入らせ 給 ふ) 壇 浦の 戦の 時に、 內侍所 即ち 神鏡 は ^攛に 納めた ま、 御座 船に おいて あつ 

たの を 大納言 卒時忠 が 守護して 義綞に 渡した。 祌璽は 上に 述べて ある 通り、 二位 尼が、 安 德天& を 奉じて 入水す る 時 

に懷に 入れて 海中に 入った が、 その 神璽 は笞に 入った ま、 海に 浮び 出て 漂うて ゐ たの を 義鸫の 部下 片岡鸫 春と いふ も 

のが. 取り上げ 奉った のであった。 そこで、 義經は これらの 次第 を 注進して 飛脚 を 以て 京都に 奏上し、 後 神器 を^ じ 

卒 家の 捕虜 を 具して 上京した が、 朝廷で は 鳥 羽まで 勅使 參 向して 迎へ 奉られた ので ある (百 鍊鈔に 曰 はく 「文治 元年 (爲 

永 四 年) 四月 「廿 五日 戊 寅 戌 時 神鏡 璽自， 一 鳥 羽 一 入御、 座-朝 所 1( 太政官 の 廳舍〕 權中納 言. i!^ 卿、 ^議泰 通 卿、 權辨 兼 

忠 朝臣 已： 卜 次將等 供奉」 と あり 又 r 廿 七日 庚 辰自 ー1 悶院 一行, 1 幸大內 1 内侍 所自 一一せ 朝 所 一渡-御 溫明殿 r ま 一 今^ 一三 ケ日 有., 御 

祌樂事 一 神璽 同 奉レ渡 也」 と ある。 この 事が 在って はじめて、 後鳥羽 天皇の 御 位が 正常の^ 位と なった^ である。 

(寰劎 は 終に 海に 沈みて 見えず) 二位 尼 入水の 時 三種 神器の 一 たる 寶劎を 腰に 挿んで、 海中に 入った が、 齊斂 はこの 際 海 
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底に 沒し たものと 見えて 見えず なった。 この 寳劎の 事 は 帝王 編 年 記に 壇 浦の 孅の事 を 叙して 「外祖母 准 后 二 品 取 ー| 寶 

斂 1， 懷 一一 先帝 一 沒 一一 于 海底 一 崩御 畢」 と あり、 吾妻 鏡に は 「二 品 禪尼持 一一 寳斂 一 按察 局？ 抱 一一 先帝 一共 以沒 一一 海底 こ と ある。 か 

くて、 範賴に 詔して 寶斂を 尋ね 奉らし め、 又廿ニ 社に 奉幣が あって この 事 を 祈請 あらせられ 1 さま，^ \ に搜り 求め 奉 

られ たけれ ども、 終に 求め 出で 奉る こと を 得 なくなった。 

(其の 比 ほひ は畫の 御座の 御 铋 を 蜜 51 に擬 せられた リ しが) 晝の 御座 は淸凉 殿の 內に 天皇の 晝 まします 所で ある。 こ X に 

常に 備へ おかせ 耠ふ御 劍を塞 御座の 御劍 とい ふ。 これの 最初の もの は 備前國 の 鍛冶 介 成 友成の 父子が、 一條 天 良の 永 

延年 中に 打って 上った ものであって、 長さ 二 尺 五寸四 分であった とい ふ。 その後 度々 紛失して 別の 劍を 用ゐ られ た。 

この 御斂 は御讓 位の 前に 攝關に 付して 新 帝に 上る のが 例と なって ゐた。 さて 贅劍が 失せた から その 當 時は晝 御座の 劍 

を 以て 寶^. に擬 せられた。 その 事 は 玉 葉に よると 文治 六 年 正月 一一 一日 後鳥羽 天皇 御 元服の 事の あった 時に はじめて、 こ 

れを 代用 せられた 事から 起った 樣に見 ゆる。 心 記に は その 事 を 委しく 記して ゐる。 

(神宮の 御告に て 神铋を 奉らせ 給 ひしに 依 リて近 比 まての 御 夺 なリ き) この 事 は順德 天皇の 御 撰の 禁祕御 抄に見 ゆる。 曰 

はく、 「御劍 者 (中略) 壽永 入, 海 紛失 之 後 院 (後鳥羽) 御 時 以後 廿餘 年、 被 , 用- 淸凉 殿御 劍 一 仍以レ 璽爲レ 先。 而承元 (土 

御門) 讓位時 有" 夢想 一 自 一一 伊勢 1 進レ之 已來、 又 准 一一 寳劍 一 以, 劍爲レ 先 也。 此劍 普通 蒔繪 也」 と ある。 

(晩) こ X に 神器の 一 たる 黉劍の 亡びた 事 は實に 1 大事 變と いはねば ならぬ。 而 して これにつ いて、 神代からの 寶劍が 失 

せて 正しい 三種の神器の 1 が缺 けた やうに 考 ふる 人間 も 無い と は いはれ ぬ。 次の 議論 は 著者が これ を 顧慮して のべた 

もので あらう。 
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「は」 底本 「 一- 」 

とす、 他睹本 

による o 


かど も、 先 づ內侍 所 は 神鏡 也、 人咫の 1 

；ガミ  マウ  シャゥ タイ  ク ワウ ダイ ジン ゲゥ  ィハ  タテ マツ  ナイ シドコ 口  ォマシ マ  シュ ジン  ミヨ  Tj 

I と 申す。 正 體は皇 太 神宮に 齋ひ 奉る。 內侍 所に 御座す は崇 神の 卸 代に. T 

. ^  オン 力 カミナ リ  ムラ カミ  オン トキ  テン トク ネン チウ  クヮ. ジ  ァ  タマ 

1 替 へられた りし 御 鏡 也。 村 上の 御 時， 天德 年中に 火^に 相ひ耠 ふ。 そ 


ヱンキ 力 


ュ ジャ. 


オン ト^ 


チャウ キゥ ネ ン チウ 


カサ 


t ァ 


「より 一 底本 脫 

す。 他 諸 本に 

より 補 ふ。 


れ まで 圓規缺 け まし まさず。 後朱雀の 御 時、 長久 年中、. 重ねて 火 在りし 

クヮ イジ ン  ナカ  ヒ カリ  タマ  テサ  ァガ タテ マツ 

に 灰燼の 中より 光 を さ ス せ 給 ひける を， 納めて ぞ 崇め 奉られけ る。 され ど 

，ンャ ウタ イツ ッガ  パン ダイ  リウ べゥ  ホウ ケン  シャゥ タイ  ァメノ ムラ クモ  ツル ギ 

も正體 恙なくて 万代の 宗廟に まします。 寳劎 も正體 は天聚 雲の 劎 謙^^。 

マテ  アツ タ  ジン グゥ  ィハ  タテ マツ  サイ カイ  シヅ  シュ ジン  i  ノ  ォ ナジ ック 

と 申す は 熟 田の 神宮に 齋ひ 奉る。 西 海に 沈みし は崇 神の 御代に 同く 作り 

力  ツル ギナリ  ゥ  コト  マッセイ  シルシ  ゥラ  アツ タ  力- * 

替 へ ら れし劎 也。 失せぬ る 事 は 末世の 驗 にやと 恨めし けれども 熱 田の神 

ァ ラタ  オン n トナリ  ムカシ シ ラギノ クユ  ダウ ギヤ ゥ ィ  ホフ シ キタ  ヌス タテ マツ 

新なる 御 事 也。 昔、 新羅 國 より 道行と 云 ふ 法師 來 りて 盜み 奉りし かど も 

^ン ベン  ァラハ  ヮガ クニ  ィ  タマ  カノ リャ ゥシュ  シ丫ゥ タイ ムカシ 

神 變を顯 して 我國を 出で 給 はず。 彼兩種 は正體 昔に か はり まし まさず。 

3 ョ  テン ワウ  トホ  オン マ ボリ  コクド  ァ マネ ヒカ" ナ  タマ  ゥ  ホウ ケン 

代々 の 天皇の 遠き 御 守と して 國 土の 普き 光と 成り 給へ り。 失せに し寳劎 

モト  ジョ サイ  コト  マチ  ハべ  シン ジ  ャ サカ ュ  マガ タマ  マウ  ジン ダイ 

は 本より 如 在の 事と ぞ 申し 侍るべき。 神璽 は 八 坂瓊の 曲玉と 申す。 神代 

イマ  ョョ  オン ミ  ハナ  オン マ ボリ  カイ チウ  ゥカ  ィ  タマ 

より 今に か はらず、 代々 の 御身 を 離れぬ 御 守 なれば 海中より 浮び 出で 給 

o  o 

n トヮ リナ リ サン シュ  オン コト  ョ  ココロ エタ テ マツ  ナリ  モノ  タグ t  . 

へる も理 也。 三種の 御 事 は 能く 心得 奉るべき 也。 なべて 物 しらぬ 類 は、 

シャゥ n  シン キヤウ  テン トク チャウ キゥ ヮザハ t  クサ チギ  ホウ ケン  ゥミ  シヅ  マウ 

上古の 神鏡 は天德 長久の 災 にあ ひ、 草薙の 寳劎は 海に 沈みに 
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傳 ふる 事 铮 るに や、 返々 僻事 也。 此國は 三種の 正體を 以て 眼目と し • 福 

o 

7 プン  コト  ，ジ ッゲッ  テン  メゲ  ホド  ヒ トツ  力  タマ  ナリ  アマ テラス 

田と する 事 なれば、 日月の 天 を 廻らん 程 は 一 も 缺け給 ふま じき 也。 天 照 

ォホ ミカ ミ  チヨ ク  ホウ ゾ  コ卜 ァメ ツチ  キ ハマ  ハべ  イカ ギ. 

太 神の 勅に 寶祚の さ かえ まさん 事 天地と 極り な か るべ しと 侍れば、 爭か 

ウタ ガ タテ マツ  イマ  ュ  タノ モシ  ォモ  タマ 

疑 ひ 奉るべき。 今より 行く さき もい と 憑 敷く こそ 思 ひ 給 ふれ • 


a 二種の 神器の 事 は 所々 に 申侍リ しか ども) これ は、 この 神器の 事 は 前に 屢々 述べた けれども、 こ X に 更に 論ぜう とする 

渗 

首の 前提で ある。 

(先 づ內侍 所 は 神鏡 也) 內侍 所の 事 は、 崇神 天^の 朝に 鏡劍を 摸造 せられて、 宮中に その 摸造の 鏡 を 止めて 奉齋 せられた 

所に 端 を 起す ので ある。 而 して 宮中に 於いて は溫明 殿に 泰齋 せられた が、 これ を 「カシ コドコ 口」 とい ひ、 文字で は 

「威 所」 (村 上天 皇宸記 扶桑 略記 等) 「尊 所」 (御堂 關. m 記) 「恐 所」 (小 右 記) r 畏所」 (中 右 記) 「賢所」 (日本 紀略) と 書く、 

上の 四 は 意義 を 以て 記し、 贅所は 借 字に て 示した ものである〕 こ X は內 侍と いふ 女官の 奉仕 守護す る 所なる が 故に 內 

侍 所と いふので ある。 

(正 體は皇 太 神宮に 齋ひ 奉る) この 御神體 は八咫 鏡で、 天 照 大御神 をい つき 奉らる 所で あるが、 內侍 所に 牵齋 せられて 

あるの はかの 摸造の 御 鏡であって、 天 照大御 神から 直接に 御 授けに なった 正體は 伊勢の 皇太 神の 宫に いは ひ 奉る ので 

あると いふの である。 

(村 上の 御 時 云々) この 事 は 村 上 天皇の 條に旣 に 述べ て ある。 

(後朱雀の 御 時 云々) この 事 も 後朱雀 天皇の 倐に 述べて ある。 

(され ども 正體 恙なくて 万代の 宗廟に まします) 上述の 如く、 崇神 天皇の 朝に 摸造 せられた 神鏡 即ち 內侍 所は甚 しからぬ 

まで も、 多少の 災厄に あはせられ たが 神代からの 本體 たる 神鏡に は聊の 故障 もな く、 祌 代からの ま， -に皇 太 神の 宮に奉 


齋 せられて、 萬 世 不窮の 宗廟と して 仰がれた まふと いふので ある。 これ は眞實 その 通りで、 この 著 を 撰して 後 今 まさ 

に 六 百年に 垂ん とする に 1 亳の變 化 もまし まさぬ ので ある。 

(S 效も正 體は天 叢 雪の^と 申す は 熱 田の 神宮に 齋ひ 奉る) 寶劍も 上述の 如く 摸造せられ たが、 その 正體 は、 天 叢 斂と申 

し、 天 照大御 神よ" 皇孫に 親しく 授けられた ものであるが、 それ はかの 崇神 天皇の 朝に 神鏡と 共に 別^に 来齋 せられ 

たが、 日本 武 尊の 東夷 征討の 時に これ を 奉じ 行かれ、 その 時の 緣 によりて 荩 薙の劎 とい ふ 名が 生じた が、 日本 武 尊が 

尾 張の 熱 E に 止めお かれた によつ て これ を 熱 田 神宮に 齋ひ 奉って、 これ も 今に 儼然たる ものである。 

(西 海に 沈みし は崇 神の 御代に 同く 作リ巷 へられし 铋 也) 崇 神の 御代に， 摸造 せられた 神劍は その後 正體 たる 劍の 代理と し 

. て 宮中に 奉安せられ、 代々 の 天皇う け傳 へられた が、 かの 境 浦で 終に 海底に 沈んで 失せた ので ある。 

(失せぬ る 事 は 末世の 驗 にやと 恨めし けれど〕 眞に然 り、 人心の 澆季 にならず ば、 か X る 大變の 起るべき では 決してない。 

これ は實に 痛恨 やる 方 もない 事で ある。 然しながら 

(熱 田の神) が 儼然として まします 故に 吾人 は 心を强 くすべき である。 況ん や、 その 靈感が 

(新なる 御搴 也) とい ふべき において を やで ある。 「新なる」 と は 神威の いつにても 盛んなる ことが、 神鏡の くもりな く か 

が やき わたりて 新しき 鏡の 如くなる をた とへ ていふ。 その 神威の あらたなる 事の 1 例 は 次に あげて ある。 

(昔、 新羅 國ょリ 道行と 一 K ふ 法師 來リ て盜 み奉リ しか ども 神變 を顯 して 我國を 出て 給 はず) これ は 天^ 天皇の 七 年に 在つ 

た 事で 日本 紀に 載せて ある。 曰 はく  r 是歳 沙門 道行 盜， 一 草 薙斂 一 逃 一 一 向 新羅 一而 中路 風雨 芒 迷歸」 と あり。 又 古語 拾 遣に 

も 「草 薙斂 者尤是 天重 自ー 一 日本 武尊愷 旋之年 一 留 在-尾 張 國熱田 社 一 外 賊偸逃 不^^ 出レ境 神物靈 驗以， 此可， 觀」 と ある。 

この 妖僧 道行 は 新羅の 爲に、 か \ る 非行 をした が、 この 寳斂を 身に 副へ て ゐる爲 に、 船に 乘 つても 暴風雨に^ つて 船 

が 本に かへ り、 もてあまして 棄 てうと すれ どもす つる ことが どうしても 出来ず、 困りき つた 末、 自白して 罪 を 請うた 

と ある。 それで 神 劎を敉 めて 罪に 行 はれた ので ある。 祌 威の 新なる こと を 見るべき である。 

(彼兩 種 は正體 昔に かはリ まし まさず) 眞 正の.！ t 鏡と 神斂と は、 崇神 天皇の 朝より 宮中に まさず して 別處 に奉齋 せられた 

が、 古今に 通じて 一毫の か はり もまし まさぬ こと は 上述の 通りで ある。 かやう にして、 お 神； 人^の f おき 慮の 如く、 

(代々 の 天皇^ 環： き御夺 として 國 土の 普き 光と 成リ給 ヘリ) 即ち 代々 の 天皇 をば 遠き 地よ" 御守りまして わが 大日 本^の 

臣民す ベての 仰ぎ奉る 神と して 光 を 垂れた まうて まします。 即ち 國民 すべて その 神威 を 仰ぐ 事を^る の も、 宫 中に 奉 
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齋 せられず して 何人も 仰ぎ奉らる X やうに 別處 に奉齋 せられた 爲 である。 この 事 は 今日に 至って ますく 意義深く 拜 

察し 奉らる >f ので ある。 

(失せに *し 資效は 本よ リ如 在の 事と ぞ 申し 侍るべき) 壇 浦で 失 はれた 寳劍は 失 はれた に は 相違ない が、 しかし、 その 正體 

は 熱 田 神宮に まし まし、 宫 中の 寶劍は その 代官で あらせられ たので あるが、 その代りに 晝 御座 劍 なり、 神宮よりの 祌 

劍 なり を 用 ゐられ て も、 正體 たる 寶劍の 代官た る贅 格に はか はり はない 喾 であるから、 やはり 在す が 如しと 云っても 

よ いと 思 はるる と いふので ある。 

(神 靈は八 坂^の 曲玉と 申す) この 八坂瓊 曲玉の 事 は 神代の 天孫 降臨の 倏に見 ゆるから、 そこ を 見ら るべき である。 

(神代よ リ今 にか はらず 代々 の 御身 を 離れぬ 御夺 なれ ぱ) この 神璽 は崇神 天皇の 御 時に 摸造せられ たとい ふ 事 もな く、 天 

照 大御祌 の 授けられた その ま \ の 正體が 代々 の 天皇の 御身の 守と して 離た せた まふ こと 無い 御拔 であ クて、 これが、 

現在 も宫 中に 至尊の 御 守と して 奉安 せられて あるので ある。 誠に 尊い 極みで ある。 さやうな 譯 であるか らして この 壽 

永の 大亂に 海中に 1 旦は 入れられ たが、 

(海中よ リ 滓び 出て 給へ るも理 也) とこの 著者が 感嘆して ゐ るの も、 それ も 道理で あると いふべき である。 

(一一 一種の 御 事 は 能く 心得 奉るべき 也) 三 穂の 神器の 御 事 は 能く 心 を 加へ て、 その 事實を 承り 知りて おくと いふ 事 は 臣民た 

る ものん 1 の大 なる つとめで ある。 

(なべて 物 しらぬ 類 は 上古の 神鏡 は 云々 ソ 1 般に 物し り顏 してし かも 事物の 道理 を 十分に 心得ぬ もの は 神代からの 神 銃 は 

村 上 天皇の 御代、 又 後朱雀 天皇の 御代の 火災に 逢 ひ、 又 草薙の 寳劍が 源平の 大亂に 海に 沈んだ などと いふ 事 をい ひふ 

らして ゐ ると いふう はさで あるが、 それ は 所謂 一 知 半解の 蒙昧の 徒輩の いふ ことで、 何と 云っても それ は僻說 である。 

神代からの 三種の神器 は、 その 神鏡 は 伊勢の 皇 大神宮に、 祌劍は 熱 田 神宮に、 神璽 は宫 中に と 三 所に 分れて 存し たま 

ふこと は、 儼然として 疑 ふべ からざる 事實 で、 わが 國體の 尊厳が これによ りて 標示 せられて あるので ある。 

(此國 は 三種の 正 » を 以て 眼目と し、 ！i 田と する 事な れぱ、 日月の 天 を 廻らん 程 は ーも缺 けた まふ まじき 也) 眼 は 人心の 

最もよ く 外物 を識認 する 所で、 又 人心の 最もよ く あら はる 所で あるから 眼目 は その 最 要なる 所 を さす。 福 田と は佛 

鹩 の 語で、 福德の 生ずる ことが 田地の 如くなる をい ふ。 即ち この 一ー 一種の 神器の 正體を 以て わが 日本 國の 精神の^る 所 

ともし、 又 わが 日本 國の 幸福 を 生ずる 源と もす る 事で ある。 それ故に、 日月の 天に 懸 つて ゐる間 はこの 三種の 正體は 


一 も缺 けた まふべき 箬 がない とい ふの はわが 日本 國 民の 信念で ある。 それ は 

(天 照 太 神の 勅に 寰祚 のさ かえ まさん 事 天地と 捶リ なかるべし) と、 かの 天孫 降臨の 際に 下された 神勅が ある、 この 誓が 

存 する 以上、 如何なる 人 も 

(爭か 疑 ひ 奉るべき) である。 されば、 

(今よ リ行 くさき もい と 憑 敷く こ^-思 ひ 給 ふれ) 「給 ふれ」 と は 謙遜の 敬語で、 「思 ひ耠 ふれ」 は 「思 ひます」 とい ふに 似 

てゐ る。 即ち 今まで も 三種の神器の 正體が 儼然と レて 日本 國に 普き 光 を 垂れ 铪 ふが、 今より 後 もこれ を 思へば、 わ 

が國 家の 萬 世 無窮なる こと を 思へ ば 憑 もし いこと であると いふ。 かくて 著者の 後 六 百年の 今日 かく わが 國は榮 えて 

ゐる。 著者の 信ずる 所 まことに 當を 得て ゐる。 
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モノ マヅ ジフ キヤウ 


へ ィ ヰ 


十 力 


平氏 未だ 西 海に 在りし 程、 源義 仲と 云 ふ 物 先入 京す。 兵威 を 以て 世の中 

コト  ォコ六  セ イイ シャゥ ゲン  ニン  コノ クワン  ムカシ  サカ ノウへ  タ ムラ マロ 

の 事 をれ さへ 行 ひけり。 征夷 將 軍に 任ず。 此官は 昔、 坂 上の 田 村 丸まで 

ト ウイ セ ィパッ  ユン  ヅノ  ノチ マサカ ド. ミ ダレ  ゥ ヱ モン ノカ i タダ フン  ァゾン セメ 

は 東夷 征罰 のた めに 任ぜられき。 其後將 門が 亂に 右衛門 督忠文 の 朝臣 征 

ト C シ ャゥゲ ン  力  セット  タマ  コノ カタ  ヒサ  タ  ニン  ヨシ ナカ 

東 將軍を 兼ねて 節 刀 を 給 ひしょり 以來、 久しく 絕 えて 任ぜられず。 義仲 

ハジ  ナ  ァ マリ  n トォホ  ^ャゥ クヮ ウォン ィキ ドホリ ユエ  キン シン  チカ 

ぞ 初めて K りに ける。 餘 なる 事 多くて、 上皇 御 憤 の 故に や、 近臣の 中 

ィ クサ  ォコ  タイ ヂ  n ト  十 カナ 力  n ト テキ 

に 軍 を 起し、 對 治せん とせし に、 事なら ずして 中々 あさましき 事 出來に 

o  o  o 〇 

トウ ゴク  ヨリ トモ  オト ゥト ノリ ヨリ ヨシ ツネ ラ  サ  ノボ  ヨシ 十 力  ャガ  ホロ 

し。 東 國の賴 朝、 弟 範賴義 經等を 指し 上せし かば、 義仲は 纏て 滅びぬ 
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キヨ クヮッ  ホ： 


さて 其より 西 海へ 向 ひて 平氏 をば、 平げ し 也。 天命 極り ぬれば 巨 猾も亡 

、  o 

ニン ミン  コト  トキ  サイ ナン  カミ  チカラ オヨ  タマ 

び やすし。 人民の やすから ぬ 事 は 時の 災難 なれば、 神 も 力 及ばせ 給 は 

ぬに や。 


(平氏 未だ 西 海に 在リし 程、 源義 仲と 一 K ふ 物 先入 京す) 義仲は 爲義の 孫で 義 賢の 第二 子で ある。 父義贅 は姪義 平に 殺され 

たので あるが、 その 時に 義仲は 二 歳であった。 齋藤實 盛が これ を憐ん で、 義 仲の 乳母の 夫 中原 鈹 遠に 託せむ とて 信 濃 

に 送る。 そこで 義仲は 信 濃の 木 曾で 育った ので あるが、 幼より 家門の 衰を 歎き 源氏 を 再興せ うとす る 志が あった。 年 

十三 の 時 ひそかに 京に 出で、 石淸水 八幡宮に 詣で \元 服 を 加 へ た。 以仁 王が 令旨 を 諸 源に 下された 時 義仲 もこれ に應 

じて 兵 を 起して、 源賴 朝に 應 じて 平家 を 攻めた が、 下野の 足 利、 甲斐の 武田、 上野の 那和 等の 豪族が、 來り 腸して 勢 

が 盛んになった。 養 和 元 牛 六月に 越後の 狨長 茂の 兵 を 破り、 越後の 國^ に 入り、 壽永ニ 年 四月に は 越 中 加賀に 於いて 

平家の 大軍を 破り 北ぐ る を 追うて 長驅 して 近 江に 入り、 比釵 山に 據っ たの は 七月であった。 その 時 後白河 法皇が 比黻 

山に 御幸な つたので、 平家 望 を 失. つて 七月 廿 五日に 都 を 落ちて 西國に 赴いた。 而 して 後 福 原に 歸り 1 谷に 城 を 築いた。 

大體 その 間が 義 仲の 都に 居って、 威 を 振って ゐた 時な ので ある。 

(兵威 を 以て 世の 事 をお さへ 行 ひけ リ) 義 仲が 京都に 入り 戰滕 の餘勢 をた のみて、 その 軍隊の 威力 を 以て 壓 倒し 天下の 趺 

事にまで も 干渉した こと をい ふ。 

(征夷 將 軍に 任ず) 百鍊鈔 によると、 後鳥羽院 元曆 元年 (壽永 三年，〕 正月 十】 曰に r 以 一一 伊豫 守義仲 { 可&ー 一  征夷 大將軍 一之 

由 被 レ下. - 宣旨 こと ある。 

(說) この 征夷 大將 軍と いふ 官は これから 後 武家の 統領の 稱號の やうに なった のであって、 當 時から 德川 幕府の 亡ぶ る ま 

では 特別の 意味 を 以て 考 へ られ たもの であるが >  次に 著者 は 特に これにつ いて 說明を 加 へて ゐる。 

(此官 は 昔 坂 上田 衬丸 まて は 東夷 征罸 のために 任ぜられき) 本朝に て 征夷と いふ 語の 本義 は 東夷 卽ち蜈 夷 を 征伐す る^. W 


t 


であった ので その 語の はじめて 史に見 ゆる は 元 正 天皇の 養老 四 年 九月に 多 治比驟 守が、 持 節 征夷 將^ に 任ぜられた 

ので ある。 次に 祌翁ニ 年間 正月に 天皇が 朝に 臨んで、 征夷 將軍已 下に 勳位を 叙せられ た 事が あり、 それから 後 多く は 

征東 將軍征 東大 使と 云って 征夷と はい はない。 桓武 天皇の 御宇に 征 東の 語 を 征夷に 改められ たので ある。 その はじめ 

は大伴 弟廣が 征夷 大籽 軍に 任ぜられ、 次に 坂 上田 村 ir かこれ に 任ぜられた。 又嵯峨 天皇の 御^に は、 文 屋綿麻 呂が征 

爽將 軍に 任ぜられ、 次に 征夷 大將. 軍に 任ぜられた。 が、 その後 は、 征夷 大將 軍の 任命 は 中絶した ので ある。 

(其 後 将£ が亂に 右衛門 «1 忠 文の 朝臣、 征東將 軍 を 兼ねて 節 刀 を 給 ひしょ リ以來 久しく 絕 えて 任ぜられず) この 忠 文の 事 

は、 上の 朱 雀 天皇の 條 にある から そこで 言った 事 はこ \ に はい はぬ。 節 刀と は 天皇から 將軍 出征の 時、 又 遣外の 大使 

に 賞罰 黜 陟の權 を附與 する 檩 として 授けら る、 刀で、 昔 は 宮中に これ を備 へて あった ものである。 而 して その 將^ 又 

は 大使が 任 を 終 へ た 時に 返納す る ものである、 さて この 忠 文の 時 は 征東將 軍であって 征夷 將軍 では 無い から 名義 は 同 

1 でない。 しかし それ とても 珍し い 例で ある。 

(義 仲ぞ 初めて 成リ にけ る. - この度 義 仲が 東夷 征伐に 無 闘 係な のに 征夷 大將 軍に 成った の は 先例 もな い 事で あるが、 かや 

うな 事が どうして 起った ので あるか。 何人 かの す \ めに よった もので あらう。 とにかく これが 先例と なって、 源鎮 朝の 

征夷 大將 軍と なった の も それに 基づ いた ものである。 義仲は 京に 人って から 從五 位下 伊豫 守と なり、 院の 昇殿 を騁さ 

れ、 卒 家の 故 地 百 十 ケ所を 賜 はった が、 己が 車 じて ゐた 北搾宫 (以仁 王の 王子) を 皇位に 即 け^らう と 望んだ が、 そ 

の 望が 達せられなかった ことから 橫暴を 始めた によって、 これ を 緩め む^に 征夷 大將 軍に 任ぜられ たので ある。 吾妻 

鎮に はこの 時の 事 を 叙して 次の やうに 曰って ゐる。 「粗 勘ぁ规 一 於.. 鎮守 K 旦下 一 者 坂 上 中興 以後 至 一一 藤 原 範季" Si 雖レ及 1 

七十 度 一至-征夷 使 一 者 僅 爲_ ー兩度 一 歟。 所謂 桓武 天皇 御宇 延曆 十六 年 丁 丑 十 1 月 五 n 被レ補 一一 按察使 兼 陸 奧守坂 上田 村^ 呂卿？ 

朱雀院 御宇 天慶 三年 庚 子 正月 十八 日被レ 補- 1 參議 右衛門 督藤 原忠文 朝臣 一等 也。 爾 以降 阜； 家 廿ニ 代歳曆 二百 M 十五 年絕而 

不レ補 一一 此職 1 之處、 今始ー 一 例 於 三 輩 一可， 謂 一一 希代 朝恩 一 敷。」 と ある。 

(餘 なる 事 多くて 上垦御 憤の 故に や、 近臣の 中に 軍 を 起し、 對 治せん とせし に 事なら ずして 中々 あさましき 事 出来に * し) 

上述の 如く、 義 仲の 心 を 和げ うとして 穂々. に 心 を とられた が、 義仲は 怒を敉 めず、 部下の 兵 をして 京都の 附近の 院の 

御領 以下. 公卿の 莊 E を 荒す こと を も 制せず、 貴賤の 資財 を 掠む る こと を さへ したから 京都が 騷 しく 成った。 毒 永 二 年 

十 一 月に 法皇が、 検非違使 平知康 とい ふ 無智の 近臣の す めに よって、 延暦寺 園 城 寺の 僧兵 を 召して 義仲を 討た うと 
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いふ 計畫を 立てられ たから、 義 仲が これ を 聞いて 大きに 怒リ、 法皇の 法 住 寺 殿 を 侵して、 その 兵 を 破り、 攝政基 通の 

職 を 留め 藤 原 1 家 (榴 大納言) を攝 政と し、 法皇の 近臣 數十 人の 官職 を 奪 ふに 至った。 これ を 本書に 「中々 (かへ つてと 

いふ 意) あさましき 事出來 にし」 といった ので ある。 この 後に 征夷 大將 軍に 任ぜられ たので ある。 

c 東 國の賴 朝、 弟 範賴義 經等を 指し 上せし かぱ， 義仲 は鼸て 滅びぬ) 範賴は 蒲 冠者と いって、 義 朝の 第 六 子で あり、 義綞 

は義 朝の 笫九 子で、 九郞 冠者と いった。 賴 朝が この 二人 を 以て 己が 代理と して、 部下の 兵 を 統領せ しめて 上京 させた の 

は元來 平家 追討の^で あった。 所で、 これらが 尾張國 まで 來た 時に 義 仲の 亂を聞 いたので、 賴 朝の 命 を 待った。 暫く 

しで 賴 朝から 先 づ義仲 を 討てと いふ 命が 來 たによ つて、 二手に 分れ 範賴は 近 江 勢 田から 義經は 山城 宇治から 攻めた。 

さう して、 義經が 京に 入って 義仲を 追 ひ 落した が、 義仲は 勢 田に 遣した 兵と 1 になって、 粟津で 戰 死した。 これが 毒 

永 一:1 年 正月 二十日で ある。 

(さて 其よ リ西 海へ 向 ひて 平氏 をぱ平 ゆし 也) 範賴義 經は義 仲 を 亡して から 西 海道の 方に 進發 して、 平家 を 亡した ので あ 

る o 

(天命 捶リ ぬれ ぱ巨嫫 も 亡び やすし) 猾 とは亂 をな す 者の ことで 賊と いふに おなじい。 W 大 なる 猾賊 とい ふこと。 は 

その 勢威に 乘 じて 一時 撗暴を なすこと ありても、 やがて 天の 命 數も盡 きて しま ふに よって、 さう なれば 亡び 易い もの 

である。 これ は 平家、 又義 仲の 如き 1 時 暴威 を 振った もの 、忽 にして 亡びた 理由 をい ふので ある。 

(人民の やすから ぬ 事 は 時の 災難な れぱ、 神 も 力 及 ぱせ給 はぬ にや) 上來 述べた やうに 保 元 以後 天下 太平なら ずして 人民 

が 安堵す る ことの 出来ない やうな 事の あるの は、 これ は 時の 災難で、 天然の 運命と はいふ 事が 出來 ぬので あるが、 こ 

の 時の 災難と いふ もの は、 人間の 身に 病の ある やうな 譯で、 神の 力で もこれ を 如何と もし 難い ものと 思 はるる とい ふ 

ので ある。 この 考へ は古來 わが 國 にあった ので あるか、 又 支那 印度から 傳 はった 思想で あるか、 委しい こと は 未だ わ 

からぬ が、 恐らく は 外 來の考 へ 方で あらう と 思 はるる。 淮南 子の 詮言訓 に 「内 修極而 撗禍至 者 天 也、 非レ人 也」 と ある。 

か やうな 思想が こ乂 にあら はれて ゐ るので あらう か。 

へ イジ メッ バウ  テンカ モト  ゴト  キミ オン  オボ 

かくて 平氏 減 亡して しかば、 天下 本の 如く， 君の 御 ま  >  なるべき かと 覺 


「守」 底本 「主」 

とす。 他 諸 本 

c よる e 


-モ クン n ゥ マコ 


タメ シ 


、ヅ カラ ケン 


ホシキ マ 


マタ ゥチ マ 力 


えしに、 賴朝勳 功 誠に 様な かりければ、 自も 櫂を恣 にす。 君 も 又 打 任せ 

ワウ 力  ケン  ィョ イョオ ト&  シ ョコク  シュゴ  ォ  コ クシ  ヰ 

られ ければ、 王家の 權は彌 々衰 へに き。 諸國に 守護 を 置きて、 國 司の 威 

.  o 

リム  ィ  コトナ パ カリ .-  ァラ ュル シャ ゥヱン ガウ ホウ  ヂ トウ  フ 

をれ さ へし かば 吏務と 云 ふ 事 名 計に ！4 りぬ。 所有 庄園 鄕 保に 地頭 を 補せ 

しかば 本听 はなき が 如く なれり き。 


(かくて 平氏 滅亡して しか ぱ、 天下 本の 如く 君の 御 ままなる ぺ きかと 6« えしに) さて 上述の 次镇で 多年 専横 を棰 めて ゐた 

卒 家が 滅亡した ので あるから、 これから は淸盛 出現 前の やうに 天下の 政が、 天皇 又は 上皇の 御 心の まんに 行 はるべき 

事 かとお も はるる 譯 であるのに、 結果 はさう はならなかった。 即ち 

(賴 朝勳功 誠に 樣 なか リ ければ、 自も 權を恣 にす) 賴朝は 鎌 倉に 居て、 自ら 手 を 下さなかった けれども、 義仲を 亡し、 平 

家 を 平げ た。 その 赏戰 上の 功績 は範 賴義經 にあった が、 しかし それ は 頼 朝の 命に よった ものであって 見れば、 これ を 

その 基づく 所の 親 朝の 大功と せねば ならぬ。 そこで 賴朝は 武士の 統領と して 日本 國の總 追 捕 使と なりて、 日本 仝國の 

转 察權を 統括し、 征夷 大將 軍に 任ぜられて、 新に 幕府 を 開いて 仝國の 武士に 號令を 下し、 又 轡察權 を 執行した ので あ 

る。 これによ つて、 政治 上の 實權 がお のづ から 賴 朝の 手に 歸 したので ある。 

(君 も 又 打 任せられ けれ ぱ、 王家の 權は彌 々褰 へに き) これ はは じめ 總追捕 使たら むこと を 奏請した 昨に、 法皇 は 過分の 

申條 哉と 仰せられ たさう， であるが、 朝廷の 臣 僚の 議 によって これ を 委任せられ たと ある。 この やうな 次第で 皇 家の 大 

權 も いつしか 賴 朝の 手に 盗まれて 皇烕 も衰へ たのであった。 

(諸 國に夺 護 を 置きて 國 司の 威 をお さへ しか ぱ 吏務と 云 ふ 事 名 計に 成リ ぬ.； 賴朝は 行 家義經 と中惡 しく 成った から 朝廷に 

迫って 院宣 を 下して 行 家 義經を 捕へ しめ、 大江廣 元の 議を用 ゐて北 條時政 をして 奏して 行 家義經 を搜し 捕へ むに、 聞く 

に隨 ひて 兵を發 して ゐては 郡國が 疲弊して 其 費用 はかられ ざら む。 因りて 諸 國には 守護 を 骰 き、 莊阈に は 地頭 を 置き， 
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に 作る。 

本に よる。 


、づれ も 己が 家人 を これに 補して、 二人の 所在に つ いて 檎へ しむる 時 はやが て勞 せず して 天下 定まるべし。 而 して 自 

ら i 地頭と なりて これ を 統べようと いふ 事であった。 法皇 はこれ を聽し 給うた。 守護と はもと 1 國を 守護す る 意の 職 

で、 奸.^ を甫 ふるだけ の 職掌で あつたが、 後に は縑倉 幕府の 烕を かりて、 行政. の 事に も 立ち入 W 國 司の 職 權をも 侵害 

する ことに 成り 行いた からして、 國 司の 行 ふべき 吏務と いふ 事 は 有名 無實 になった ので ある。 吏務 は 文字 面で は 一般 

に Y 上の 職务 とい ふ 事の やうに 見 ゆるが、 實際 はさう でな くして 地方の 民政 を さすので ある。 これ は 吏 は元來 官吏の 

すべて を さす 語で あるが、 後に は 位の 高き を官 とい ひ、 卑 きを 吏と いふ ことに もな り、 又 地方 官を さす ことに もな つ 

た。 漢書の 釵師 古の 註に 「吏 ハ理 也、 主 一 一理 其驟內 一也」 と あるの は 地方 官を 吏と 云った ので ある。 それ故に、 吏務 即ち 划 

方 宵の 喊務 とい ふこと になる 下 後醍醐 天皇の 條下 (六 一 六 頁) に 吏途と あるの も 同じ 事 を さすので ある。 

(S: き 庄園 鄕 保に 地頭 を 補せ しかば、 本 所 はなき が 如くな れリ き) 庄園 は 私有地で、 政府に 租 稅を輸 さぬ ものである。 此 

等 は その もと 先祖の 賜 はった 功田、 又は 空 閑の 地 を 賜 はって これ を 開墾した ものな ど を 子孫に 傳 へたの が、 S 然と 私 

^こ， 歸 して 庄園と なった ので ある。 その 庄園 を領 する もの を領 家と も 領主と も 本， とも 云った。 本 所の 下に 使 はれて 

庄の 事務 を 掌る もの を £ 長、 庄預、 庄 司と いふ。 櫂 門 勢家の 庄園の 多くなる につれ て、 公の 土地が 減少して 租 稅の收 

的も少 くな り、 朝廷の 財政 貧しくな り、 かくて 皇室の 權烕 も衰へ マ、 諸政 も廢 せられた ので ある。 鄕は 郡の 下に ある 行 

政區 劃の 名で、 今の 町村と いふ やうな ものである。 保 は 市街地の 坊の 下に ある 行政 區 劃の 名で あるが、 鄕保を 一 にし 

て 地方行政 區 劃の 單 位と 見るべき である。 地頭 はもと 莊 園の 年 實米ゃ 冥加 錢を 取り 立つ る 役で あつたが、 嫌 倉の 家人 

を 以て 莊 園と いはず、 鄕 保と いはず、 諸國 一圓に 地頭と いふ もの を 補した。 これ ももと は 兵糧米 徵發の 事 を 掌ら しめ 

たので あるが、 後に は 鎌 倉の 烕を かりて 庄園の 事務にまで も 干渉す る ことにな つたから、 領家も 本 所 も 亦 有れ どもな き 

が 如き 有樣 になった。 


ヨシ チカ ツイ トウ 


テツ カイ 


ク ャゥシ ヰ ゲ 


ョきト き は 位 ri*15l きなりし が、 義仲^ 討の 賞に 越 階して 正 四 位 k 

に i し、 g-ksi^ の 寅に^ 趣 隙して 雙 一^に^す。 歡 おの 初 メ にや、 始め 


r 


キヤ ウノ. ボリ  ャガ イチ ド  ゴン ダイ ナフ ゴン -1 ン  マ タウ コンノ タイ- ンャゥ ^  , ヨリ トモ. キ 

て 京 上して 纏て 一度に 權 大納言に 任ず 又 右近 大將を 兼ぬ。 賴朝 頻りに 

ジ  マウ  エイ リヨ  ョ  テゥ ，、ノヤ ゥァ  ホド  ジ タイ  モト 

群し 申し けれども、 叙 慮に 依りて 朝獎 在りき とぞ。 程なく 辭 返して 本の 

o  ,、 

力 マ クラ  タチ  クダ  リノ  ノチ セ イイ タイ -》 ャゥ ゲン  ハイ ユン  ソレ  テン 力  コト ト.^  ノウ 

鎌 倉の 館に なん 下りし。 其 後 征夷 大將 軍に 拜 任す。 其より 天下の 事 東方 

ナ  - 

のま.^ に 成りに き 

(賴 朝は從 五位 下 前右衛 佐な リ しが) 賴朝 のこの 官は 上に もい ふ 如く、 卒 治の 亂の 時に 、信頼の 取 計で 任 叙せられ たもの 

で、 そ， の 流罪に 逢った 以上 伉も官 もす ベて 見 任で はない。 しかし 壽永ニ 年 十月 九日に 本位に 復 せられた。 

(義仲 追討の 賞に 越 階して 正 四 位下に 叙し) 公卿 補任 をみ ると、 壽永 一二 年 三月 廿 七日 正 四 位下と あって 「追. I 討 前 伊 與守源 

義 仲！ 賞、 其 身 不一 1 上洛？ 猶在ー I 相 模國錄 倉 こ と ある。 越 階と は 位に 叙 せらる る は通規 では 1 階級 づ> "上せら るる 箬 だが、 

二階 三階と 一度に 超えて 叙 せらる る 特別の 取极 をい ふ。 

(平氏 追討の 貧に 又越睹 して 從 二位に 叙す) 公卿 捕 任 を 見る に、 從 二位に 叙せられ たの は 文治 元年 四月 二十 七日で ある。 

これ も 「召 一一 進前內 大臣 卒 朝臣 一 賞。 其 身せ. 一一 相 模國こ と ある。 

(建久 の 初に や 始めて 京 上して 鼸て 一度に 權大鈉 言に 任ず、 又 右近 大将 を 兼ぬ) 賴朝は 初め 屢 入朝 をす k めら れた が、^ 

倉 を 出で ずして 天下の 大權を 制して ゐた。 建久 元年 十 一 月に はじめて 京都に 上り、 七日に 先づ 後白河 法皇に 謁し、 然 

る 後に、 天皇に 朝す。 さて 十 1 月 九日に 櫂 大納言に 任ぜられ、 同 二十四日に 右近 衞大將 に 兼任 せられた。 

(賴 朝頻リ に辭し 申し けれども 截 慮に 依 リて朝 獎在リ きと ぞ) 賴朝 は元來 名より 實を とる を 主義と した 人と 見えて、 この 

大納言 大將 の兩職 をば 上奏して 辭 返した からして 同年 十二月 四日に 辭職を 認められた OC- この 辭職は 普通に 頼 朝の 謙遜 

であると いふ けれども 必ずしも さう では あるまい。 元來、 大納言 も 大將も 現任で ある 以上、 京に 住すべき 箬 である 。親 

朝 は 嫌 倉に 住む ものである からして これ を 完全に 奉仕す る ことが 出來 ず。 現任 を 完全に 果 すに は 鎌 倉 を 去って 京に 移 
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住しなければ ならぬ 譯 である。 それ故に、 賴 朝が これ を拜辭 したの は、 當 然の處 置であって、 謙遜な ど、.' ふ 筋合の も 

の であるまい。) さて かやう に 官職の 辭任を 許された けれども 後白河 法皇 は 頼 朝 を 厚く 遇せられて、 特に t 都の 車に 一； ネ 

る こと を 許し、 大功 田 一 百 町 を 賜 はった。 半靱車 は大將 以上の 乘る ものであるが、 大 將を辭 する もの はこれ に 乘るこ 

と を はな ぃ规定 であるが、 特に これ を 許された の は 即ち 敫 慮に 依つ て 朝 獎ぁリ と 云った 譯 である。 

(程なく 辭 退して 本の 鎌 倉の 館に なん 下リ し) 相模國 はかって 賴義が 守で 在った 時から 源氏に 由緒 ある 地と なり、 その 鎌 

倉の 地に は 八幡 宫も 在って 源氏に 緣故 ある 地であった。 賴朝は 安 屎 から 出て 關東 を徇 ふる 時に 鎌 倉 を根據 とする 方針 

を 定め、 その 大倉鄕 に 居 館を詧 み、 八幡宮 を その 隣 地 小 林 鄕に遷 し 奉った。 これが 今の 鶴 岡 八幡 宫 である。 初め 鎌 倉 

は漁戶 農家の 住む 地で 在った が、 賴 朝の 居 館 を營ん でから 天下の 實權の 所在地と して、 都會の 地と なった ので ある。 

(其 後 征夷 大將 軍に 拜 任す) 賴 朝が 征夷 大將 軍に 任ぜられ たの は建久 三年 七月 十二 日で ある。 

(其よ リ 天下の 事 東方の ま.' に成リ にき) 大將軍 は 遣外の 任で あるから、 その 居住の 地に、 その 事務 を 取扱 ふ^に 菘 ^を 

開いた。 幕府 は 元來將 軍の 軍務 を 取扱， ふ 役所で あるが、 賴朝は それ を、 京都の 執 柄 家の 政所の 制に 傚って 設けた ので 

あった。 執 柄 家で は その 家禮、 家政、 又莊 園な どに 下す 私的 政事が 多端であった。 それ を學ん で、 行った ので あるが、 

こ \ に. この 慕^ は その 頼 朝の 威權の 及ぶ 範圍を 以て その 職務の 範圍 とした もので、 その 權 威の 盛大になる につれ て菘 

府の 職務の 範 園も弘 まった もので、 後に は 天下の 實權 が、 袷 どす ベて こ X に歸 した 姿を呈 する 樣 になった。 

ヘ^- ジ  i ダレ ナント. トウ ダイ ジ コ ゥ プクジ  トウ ダイ ジ  シュ ンジ ヨウ ィ  シャ ゥユノ 

平氏の 亂に 南都の 東大寺 興 福 寺 やけに し を、 東大寺 をば 俊 乘と云 ふ 上ん 

フス  タ  クゲ  キュン  ヨリ トモ  フカ  ズヰキ  ぉド  ナノ 

勸め 立てければ、 公家に も 委任せられ、 賴朝も 深く 隨 喜して、 ^なく 再 

n 力 o クャゥ ギ フル  アト  タヅ  ォ n ナ  ァ  コ ト  ョフ トモ 

興す 供養の 儀 古き 跡 を 尋ねて 行 はれけ る、 有りが たき 事に や。 賴朝も 

カサ  ぺャ ウノ ボリ  カツ  ケ チェン  カツ クイ ゴ 

重ねて 京 上 しけり。 且 は結緣 のた め、 且は警 固の ためなりき。 


(平氏の 亂に 南都の 東大寺 興 5W 寺 やけに しも) これ は治尕 W 年 十二月に 南都の 僧徒 等が 以仁 王に 加勢した 事より して、 平 

重 衡が淸 盛の 命 を 受けて これ を 攻め、 交戰 中に 火 を 放って、 この ニ大 寺を燒 いた 事 をい ふ。 

(東大寺 を は 俊 乗と 云 ふ 上人 勸め 立てければ) 伎乘 は、 正しく は 俊^と 書く とい ふ說が あるが それ は 別人 (二 九 〇 頁に 見 

ゆ) である。 本名 は 重 源で 佼乗 坊と唱 へた。 姓は紀 氏で 刑 部 左衛門 尉と 云って 潇ロ左 馬允季 重の 三男であった。 出家 

して 仁 安二 年に 宋に 行き、 天ム 口山に 登って 修行し、 三年 を 綞て歸 朝し、 ^谷の 源 空の 弟子と なり、 東大寺の 再建 を勸 

進した ので ある。 その はじめに、 再建の 願を發 してから、 衆庶 を勸進 奉加して 之 を 達せう と 企て 朝廷に 申して 允許 を 

請うた が、 治 承 五 年 六月に 允許の 勅書 を 賜 はった から、 重 源 はこの 勅書と 自分の 勸進 帳と を 捧げて 1 输車 をつ くり、 

その 左右に 勅書の 要旨と 勸 進の 次第と を 記した 紙 を 貼し、 これ を曳 かしめ て 諸 國を鸫 廻って 勸 逸した。 賴朝も 喜んで 

歸 服して 大にカ を 添へ た。 即ち はじめに は 米 1 萬 石 黄金 1 千兩絹 1 千 疋を與 へ、 次に 播 磨の 租 稅を與 へ、 工事 を 監督 

させた。 それ故に 東大寺 造 立 供養 記に は 「大佛 成就 之 根尤， 始終 无 ！# 之 次第 偏 右 大將笨 之 威力 也」 と 云って ゐる。 そ 

れで 公家 武家 力 を 併せて 助成した から 建久六 年に 成就した。 重 源が 發 起してから 十五 年 目で ある。 

(供 赛の僅 古き 跡 を 尋ねて 行 はれけ る 云々) 大佛殿 再建 落成して 供養 は 建 久六年 三月 十二 日に 行 はれた。 この 式に は 天皇 

は 七條院 と共に 百官 を 率ゐて 臨御 あらせられ たが、 その 式 は聖武 天皇の 古き 式 を 尋ねて、 それに 港 じて 行 はれた。 こ 

の 時 天皇の 御 願文 あり、 諸佾 すべて 三千 人で ある。 聖武 天皇の 時の 1 萬 人に 比 ぶれば 三分 1 に 足らぬ が、 しかし 後世 

に 見ない 盛儀であった であらう。 「有りが たき 事」 とは^に 稀なる 事の 意で ある。 

(賴朝 も 重ねて 京 上しけ リ、 且 は絳緣 のた お 且は警 固の ためな リきソ 賴朝 はさきに 一 度 京 上した だけで あつたが、 この 東 

大 寺の 落成の 供養に 參 列す る爲に 再び 上京した。 この 時 は 妻子 を 伴った ので あるが、 建 久六年 二月 十四日に 出發 し、 

, 三月 四日に 上京し、 十日に 南都に 赴き、 十二 日の 式に 參 列し、 且つ その 隨兵 をして 非常 を瞥 固せ しめた。 それが 結緣 

の爲 であった 事. は 吾妻 鏡 建 久六年 二月 十四日の 條に 「將 軍家自 _1 鎌 倉 一 御 上洛， 御 臺所幷 男女 御 息 等 進 發耠。 是 南都 東大 

寺 供養 之 間 依 レ可レ 有 一 一 御結緣 一也」 と ある。 結 緣とは 佛に緣 を 結んで、 この 緣 によって 救 はれむ こと を豫 約す る をい ふ。 

フ ワウ カク  タマ  ^ ュ シ ャゥョ  シ  タヤ  スべ  テン *  チサ  タマ  コト * シフ _1 

法皇 隱れ させ 給 ひて、 主上 世 を 知らせ 給 ふ。 都て 天下 を 治め 給 ふ 事 十五 
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ネン r  タ イシ  ユタ  ソン ガウ レイ ゴト  ヰン チウ  マ タ\  一/ふ フ" 1;.!^  p  - けに 

年 在りし が、 太子に 讓 りて 尊 號 例の 如し。 院中 にて 又 二十 餘年 知らせ 給 

ジ ヨウ？ コトァ  ゴ シ ュッ/ ォ *： ノク- 一  び >-。 じ" フィ 一 チ ォ： K 

ひしが、 承 久に事 在りて、 御 出家 隱岐國 にて 隠れ 給 ひぬ 六十 ー歲 f 

座し き。  ， 

(法皇 縢れ させ 給 ひて、 -Hi 上世 を 知らせ 給 ふ) 後白河 法皇 は建久 三年 三月 十三 日に 崩御に なった。 法皇 御 在世中 は 院政で 

あつたが、 法阜； 崩御の 後 は 天皇の 親政に なった ので ある。 

(都て 天下 を 治め 給 ふ 事 十五 年在リ しが、 太子に 讓リ て載號 例の 如し。) 壽永ニ 年 八月 廿日の 踐祚 から 建 久九年 正月 十一 

日の 御讓 -4 まで、 滿 十五 年 LL 少しく 足らぬ。 この間 後白河 法皇の 院政が 約 九 年、 その後が 親政、 これ をす ベて 十五 年の 

間 この 天皇の 御 治世で あつたから 「都て」 と 云った ので ある。 太子 は 即位あって 土 御門 天皇と 申す。 この 方に 御讓忙 

になった が、 そ の 月 二十日に 新 帝から 太 上 天皇の 尊號を 奉られた。 

(院 中に て 又 二十 餘年 知らせ 給 ひしが) 土 御門 天皇の 御 在位 中と 順德 天皇の 御 在位 中と はすべ てこの 上皇の 院政で あつ 

て、 その 間 二十 三年 を 超えて ゐる。 

(承 久に搴 在 リて御 出家、 隱岐國 にて 隱れ給 ひぬ) 承久 三年 五月に 北 條義時 を 伐 たれた が、 官軍が 敗れた 結果、 その 實も 

を 受けられて 七月に 御 出家 あらせられ、 北 條氏は 恐 多く も 隱岐國 にう つし 奉った。 かやう にして その 地に おまします 

こと 十九 年。 四條 天皇の 延應 元年 二月 二十 二日に 崩御に なった。 

(六十 一 接 御座し き) 百 鍊抄、 ^鏡、 吾妻 鏡、 一 代耍 記に 御 年 六十と して ある。 增鎵に 「治 承 四 年 七月 T 五日に 生れ 耠ュ」 

と あるに よれば まさしく 六十 歳で ある。 その他の 諸 書に も 治 承 四 年 七月の 御 降誕で あるに は異說 が無レ されば 3 

書 は 誤りで あると せねば ならぬ。 

3? ハチ ジフ サン ダイ ダイ シ ジフゴ セィ タ チミ カド ヰ，/ ィ ミナ タメ 化ト； ト r.:J、  メイ/ ノ  o  ti^^vf 

第 八十 三代、 第 四十 五世、 土 御 門院 諱は爲 仁 後鳥羽の 太子 # 母 承 


メイ モン ヰ ンミ+ モト ノア リコ ナイ ダイ. ジン ミチ チカ ムス メナ リ3 チチ r カド ±:：  JiA. ワカ ノ^  一。  4 ノ 

明 門院 源 在 子、 內 大臣 通 親の 女 也 父御 門の 例に て 親王の 宣下な し 立 

タイ. ン  ギ f, カリ  ス十 ハチ セン ソ  ツチ ノエ ゥマ トシ リク ヰ  ツチ ノト t ッジ カイ ゲン テ々 力  チサ 

太子の 儀 計に て、 即踐祚 あり。 戊 午の 年. 卽位。 己 未に 改元。 天下 を 治め 

タマ コ ト.. シ フニ ネン タイ ティ ュヅ  ソン ガウ レイ ゴト 3 

給 ふ 事 十二 年。 太 弟に 讓リ て尊號 例の 如し  ん 

(後鳥羽の 太子) 後鳥羽 天皇 第 1 の 皇子で、 皇太子に 立ち 給うた ので ある。 

(御 母 承 明 «: 院源在 子 云々) 百 鍊抄に 「御 母 承 明 門院 SK£ii§t 一  と あり。 增 鏡に は 「御 母 は 能阒法 印と いふ 人の むすめ、 

宰相の 君と て 仕う まれる ほどに この 御門 生れさせ 給 ひて 後に は內 大臣の 御子に なり 耠 ひて 末に は 承 明 門院と きこえ 

き」 と ある。 能阒は 少納首 藤 原 顯憲の 子で 法 勝 寺の 執行 (法 印 は 最高の 僧位) であった。 能 圓の妻 は 刑 部 卿 藤原範 兼 

の 一女で ある。 平氏が 西 海に 走った 時に、 能阊は 平氏に 從 つて 都 を 去った が、 妻子 は 京都に と V まり、 在 子 は 源 通 親 

の 養女と して 宫 仕に 出た ので、 ^鏡の 說は 少しく 違 ふ。 この 天皇 即位の 後 三宫に 準ぜられ、 建 仁 二 年に 承 明 門院の 尊 

號を 上られた。 

(な 太子の 僅 計に て 卽踐^ ぁリ) 親王と 申し 上ぐ る 事な く、 建 久九年 正月 十 I 日に 皇太子に 立ち、 即日 禪を 受けて 踐祚ぁ 

ら せられた o 

(戊 午の 年卽 位) 戊 午 は踐祚 あらせられた 建久九 年で ある。 その 年の 三月 111 日に 即位の 鱧 を 行 はせられ た。 この 時 御 年 四 

歳で ある。 

(己 未に 改元) その 翌建久 十 年 四月 廿 七日に 改元、 正 治と 號 せられた。 

、天下 を 治め 給 ふ 事 十二 年。 太 弟に 讓リ て菌號 例の 如 * し) 承 元 四 年 十 1 月廿 五日に 御 譲位あった ので あるが、 御 在位 は滿 

十二 年 を 超えて ゐる。 皇太 弟に 讓位 になって、 十二月 五日に 新 帝から 太 上 天皇の 尊號 をう けられた。 
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「う つされ I 底 

本 「寫 され」 

に 作る。 他 諸 

本に よりて 改 

む。 


カド マ サ 


シャ ウチヤ ク 


オン n コ 口 


タダ 


キ コ 


タ マ 


i ャゥク ワウ ショウ アイ 

此 御門 正しき 正嫡に て、 御 心ば へ も 直しく 聞え させ 給 ひしに、 上皇 鍾愛 

ホド  ジャ ゥコク  リツ タイ シ  サ マナ 

にう つされ ましけ るに や 程なく 讓國 あり- 立太子まで も あらぬ 樣に 成， 


o  o  o  o 

ジ ヨウ キゥ i ダ- 


卜キ 


サマ ザ マ ィサ 


りに き。 承 久の亂 に 時の 至らぬ 事 を 知らせ 給 ひければ にや、 樣々 諫め ま 

コト ャプ  ギヨ クセキ トモ  ァ ハノ クュ  カク  タマ 

しけれ ども 事 破れに しかば、 玉石 共に こがれて 阿波 國 にて 隠れさせ 給 ふ。 

サン ジフ -ンチ サイ ォマシ マ 

三十 七 歳 御座し き。 


( 此御 E! 正しき 正嫡に て) こ- -の 正嫡 は 第 1 の 皇子と いふ 意で、 皇后の 御 出と いふ 意味 は 無い。 

(御 心 ぱへも 直しく 聞え させ 給 ひしに) ^鏡に 「父御 門より は 少しぬ るく おはし まし けれど、 御 情 ふかう 物の あはれ など 

聞し 召しす ぐさず ぞ ありけ る」 と ある。 

(上皇 鍾 愛に うつされ ましけ るに や 程なく 讓國 ぁリ) 上皇の 鍾 愛の 心に 移され ましました 爲 にか、 幾程 もな く讓 位の 事が 

行 はれた とい ふので ある。 この 際に 土 御門 上皇 は 御 年 十六 歲で ゐら せられた。 上皇が 順德 天皇 を鍾 愛せられた 事 は暫 

鏡に 「この 御子 を院 かぎりなく かなしき ものに 思 ひ 聞え させ 給 へれば、 になく きょら を盡 しいつ くしう もて かし づき 

泰り耠 ふ 事な のめなら ず」 と ある。 

(.W 太子 まても あらぬ 樣 に成リ にき) 從來の 例、 皇位 を 兄弟の 間に 讓り耠 うた 場合 は、 多く は 先帝の 皇子 を 今 帝の 皇太子 

に 立てら る 様になって ゐ たが、 この 土 御 門院の 場合に は院の 御子が 御 生れに なっても 皇太子に 立てら る乂 こと も 行 

はれぬ やうに 成って しまったと いふので ある。 

(承 久の亂 に 時の 至らぬ 蓽を 知らせ 給 ひけれ ぱ にや 樣 々諫め まし けれど； >  この 天皇の 後鳥羽 上皇 を屢 諫止せられ たとい ふ 

事 は 保歷間 記に も 見えて ゐる。 

c 事 破れし かぱ) 北條氏 討伐の 事が 失敗に 歸 したから とい ふ義。 
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(玉石 共に こがれて) これ は 書經胤 征篇に 「火炎- 1 息 阆 一玉 石俱 焚」 とい ふ 語から 出た もので、 玉 も 石 も 俱に燒 かるる とい ふ 

意で、 善き も惡 しき も 共に 亡ぶ る ことの 譬 である。 今 こ 、 の 場合 は 後 &! 羽 上皇、 順德 上皇 は 北 條氏を 伐た うとせられ、 

土 御門 上皇 はこれ を 諫められ たのに、 共に 同じ やうに 北倐 氏の 虐遇 をう けられた 事 をい ふ。 これ は北條 氏の 立場から 

の詞 であらう が、 言葉が 過ぎて ゐ ると 思 はるる。 但し、 この 土 御門 上皇 は舉 兵に 御關 係が 無い とい ふ 簾で、 とがめ 奉 

ら なかった が、 御 心からして^ 鏡に 「父の 院遙 にう つらせ 給 ひぬ るに、 のどかに て 都に てあらむ 事い とお そ" ありと 思 

されて 御 心 もて その 年閏 十月 十日 土 佐國の はたと いふ 所に 渡らせ 耠 ひぬ」 とい ふやう に 御 孝心の あまり、 北倐 氏に 父 

皇と 同樣の 取扱 をせ よと 仰せられ たので ある。 北 條氏は 最初、 土 佐に うつし 奉った が、 あまり 都が 遠い からと 云って、 

後、 阿波 國に うつし 奉った ので ある。 後堀河 天皇の 寛 喜 三年 十月 十二 日 阿波で 崩御に なった。 御 年に は 異說は 無い。 

ダイ ハチ ジフ シ ダイ -ジ ユン トク ヰン  イミ ナ モリ チリ  ゴ ト バ ダイ サン  n  オン ハ、 シゥ メイ モン ヰン フヂ ヘラ 

第 八十 四 代、 順 德院、 諱は 守成、 後鳥羽 第三の 子。 御 母、 修明 門院 藤 原 

シゲ n  ゾゥ サ ダイ ジン ノリ スヱ  ムス メナ リ カノ ェゥマ  トシ ソク ヰ  力 ノト t ッジ カイ ゲン 

の 重 子、 贈 左大臣 範季の 女 也。 庚 午の 年卽 位。 辛 未 改元。 

(後鳥羽 第三の 子) 百 鍊抄、 一代 要 記に は笫ニ 皇子と あり、^ 鎵には 二の 宫と ある。 しかし 明月 記の 正 治 元年 立太子の 事 

の 記事に は 「第三 皇子」 と あるから、 本書の 方が 正しい ので あらう。 

(御 母修明 門院 雜 原の 重 子 云々) この 門院 御名 重 子、 式部 少輔藤 原 範季の 女で ある。 後鳥羽 天皇の 後宮に 入りて 寵を 受け、 

建久八 年に 順德 天皇 を 生み 奉り、 建久九 年に 從 三位に 叙せられ、 尋 いで 從 二位に 進み、 承 元元 年に 三宮 に淮ぜ られ、 

修明 門院の 號を 上られた。 門院の 父 範季は 南 家の 儒 門の 出で、 大 學頭季 綱の 孫 式部 少輔能 兼の 子で、 兄大 學頭範 兼の 

E 子と なり、 承 安五 年に 式部 攉少輔 に 任ぜられ、 後 木工 頭に 進んだ が、 これ を辭 し、 建久八 年から 御侍諫 となり、 そ 

の勞 で、 從 三位に 叙せられ、 後、 從 二位まで 陞 つて 元久ニ 年に 薨 じた。 順德 天皇 御 即位の 後、 外 祖の故 を 以て 贈左大 

臣、 從 1 位に 叙せられ た。 

(庚 午の 年卽位 ) 庚 午の 年 即ち 承 元元 年 十 1 月廿 五日に 土 御門 天皇の 譲 を 受けて 踐祚、 十二月 二十 八日に 即位の 禮を行 は 
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れた。 

(辛 未 改元) その 翌年 n 一月 九日に 建曆と 改元 せられた _ 


コ ノ オン トキ 


タイ シャ ゥグン ヨリ トモ ノジ ラウ サネ トモ 


ゥ タイ ジン サ ダイ シ ャゥ， 


「は」 の 上 底本 

「ゾ」 あり I 他 

諸 本に よって 

改む。 

「が」 底本な 

し。 他 諸 本に 

よる e 


此御時 • 征夷 大將 軍賴朝 次郞實 朝、 右大臣 左大將 までに 成りに しが、 兄 

サ ヱ モン ノカ ミヨ リイへ  コ  ク * ケゥ  ィ  ホ フシ  コ&  マ タツ  ヒト  ヨリ 

左衛 門督賴 家が 子に 公 曉と云 ひける 法師に 殺されぬ。 又續ぐ 人なくて 賴 

トモ  アト  ナガ  タ  ヨリ トモ  コ ゥシッ  ジゥ ュ ヰ タヒラ  マサコ  トキ マサ  ィ  モノ 

朝が 跡 は 長く 絕ぇ にき。 賴 朝が 後室に 從ー 一位 平の 政 子と て 時 政と 云 ふ 物 

ムス メ  トウ ゴク  コト  ォコナ  ゾノ ォ トウ トヨ シ トキ ヘイ ケン  ート  M ャゥク ワウ t 

の 女な りし、 東 國の事 をば 行 ひき。 其 弟義時 兵權を 取りし が、 上皇の 御 

コ  クダ  マチ  ァフ  タテ マツ  ヨシ ソゥ  フ キヨ  ァ  ク. デフ， 

子 を 下し 申して 仰ぎ奉るべき 由 奏し けれども * 不許 にや 在り けん、 九條 

セッ シャゥ ミチ ィへ  ヨリ トモ  トキ  グ ワイセ キ  ヨシ ミ  ソノ コ 

攝政 道家のお とど は賴 朝の 時より 外戚に つづきて 好お はしければ、 其 子 

クダ  フチ  マチ  ォホ カタ  n ト  ヨシ トキ  ナ 

を 下して 扶持し 申しけ る。 大方の 事は義 時が ままに 成りに き。 


(此御 時 征夷 大將軍 賴朝次 郎實朝 右大臣 左大將 まてに 成リ しが) 鎌 倉 は、 頼 朝が 正 治 元年に 薨 じて、 長子 賴家 がその 職 を 

襲いだ が、 建 仁 三年に 伊豆に 幽せられ 尋 いで 殺された。 賴 家の 後は賴 朝の 次男 (次郎 は 第二の 男子の 義>赏 朝が、 その 

後 をつ いで 將軍 となり、 官途 は 建 保 六 年 正月に 權 大納言、 一二 月に 兼 左 近 衞大將 に 任ぜられ、 同年 十月に 內 大臣に、 十 

二月に 右大臣に 進み 左 大將を 兼ね、 父祖に 未だ 無かった 榮 位に 上った。 

(兄 左衛 門督賴 家が 子に 公 曉と云 ひける 法師に 殺されぬ) 賴家は 北條義 時の 手に 弑 せられた ので あるが、 その 長子 一幡 は 


先に 殺され、 次子が 法師に なって 公嗪と 云って ゐ たが、 後、 鶴 I： 八幡宮の 別當に 成って ゐた。 これが、 義 時の 使嗾に よ 

つて 實 朝と 義 時と を 父の 仇と して 狙って 居た が、 建 保 七 年 (承久 元年) 正月 二十 七日 八幡宮に 參詣 して 任 大臣 拜賀の 

式 を 行 ふ 際に 實朝を 粒した。 

(又續 ぐ 人なくて 賴 朝が 弒は長 く 接え にき) 賴朝兵 を 起してから 三代 四十 年で、 源氏の 正統が 絕 えたので ある。 

(賴 朝が 後室に 從 二位 平の 政 子と て 時 政と 云 ふ 物の 女な リし東 國の事 をぱ行 ひき) 政 子 は 北條時 政の 長女で、 頼 朝が 伊豆 

に 流人と して ゐた 時に、 七の 妻と なった ので 賴家、 實^ の 母で ある。 親朝薨 じて 後 尼と なった。 建 保 六 年に mi 野に 參 

詣 して 途 京都に 至り 從 三位に 叙し、 數 ヶ月に して 從 二位に 進む。 この 故に 世に 二位 尼と いふ。 幕府の 赏櫂を 掌握して 

ゐ たからして 尼將 軍と も稱 せられた。 ^鏡に は實 朝の 歿後の さま をい ひて 「いまだ 子 もなければ 立ちつ ぐべき 人 もな 

し。 事鎮 りなむ 程と て 故 大臣の 母 北方 二位 殿 政 子と いふ 人 二人の 子 を 失 ひて 淚 ほす まもなくし をれ 過す をぞ將 軍に も 

ち ひける」 と ある o 

(其 弟義 時兵權 を取リ しが、 上皇の 御子 を 下し 申して 仰ぎ 塞るべき 由 奏し けれども 不 許に ゃ在リ けん) 政 子の 弟 北 條義時 

が 政 子と 內 外相 應 じて、 幕府の 權 を專ら にして、 實 朝の 時から 實權 は北條 氏の 手に 歸 して ゐ たので あるが、 政 子は義 

時と 議 りて 朝廷に 奏し、 後鳥羽 上皇の 皇子 冷泉 宮 (職 成〕 六條宫 (賴 成) の 中 1 人を擇 びて 嫌 倉慕府 の 主と 仰がう として 

請うた が、 許されなかった と 見えて 實 現せられ なかった。 

(九 條攝 政道 家のお とど は賴 朝の 時よ リ 外戚に つっきて 好お はしけれ ぱ、 其 子 を 下し 扶持し 申しけ る) 道家 は關白 铖實の 

孫 攝政良 II の 子で 攝政關 白に なり、 光明 峯寺 殿と 云った。 この 大臣と 頼 朝との 緣故は 頼 朝の 妹が、 權中納 貢 藤 原 能 保 

の 妻と なり、 その 生んだ 女子 1 人 は攝政 良經の 妻と なって 道家 を 生み、 1 人 は 太 政 大臣 藤 原 公經の 妻と なり、 その 女 

が 道家の 妻と なり、 かくて 生れた 子が 賴 |§ である。 この 故に 外戚で は あるが、 賴 朝と は 血綠が 大分 濃厚で あるに よつ 

て、 政 子と 義時 とが 取 計 つて その 賴經を 申し 下して 嫌 倉の 主として これ を も" 立てた ので ある。 

(大方の 事は義 時が ままに 成リ にき) この 時に 賴經 はニ歲 である。 政 子 はもと より 大網 をと つて 放さなかった が、 幕府の 

政事 は 大牴義 時の 意見の ま >f に 行った ので ある。 ^鏡. にも 「萬の 事 さながら 右京 權大 夫義時 朝臣  、むの ま  >- なり 一 と あ 

る o 
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天下 を 治め 給 ふ 事 十一 年。 讓 國在リ しが， 事 亂れて 佐渡國 にう つされ 給 

シ ジフ n ク サイ ォマシ マ 

ひき。 四十 六歲 御座し き。 


o  o  o  o 


(天下 を 治め 給 ふ 事 十一 年) 承 元 四 年 十 1 月 二十 五日に 踐祚、 承久！ 一  一 年 四月 二十日に 讓位 であるから、 御 在位 は 十一 年 五 

ヶ月 許で ある。 

(» 困 在りし が、 事 亂れて 佐渡國 にう つされ 給 ひき) 上述の 如く、 四月 二十日に 御子 仲恭 天皇に 御讓位 有って、 二十 三日 

に院號 あって 新院と 申し 奉った ので ある。 これ は 主として 北條氏 討伐の 事の 便の 爲に御 讓位も 在ったら しいが、 五月 

に その 謀が あら はれて 戰亂 になり、 官軍が 败れて 後鳥羽院 は隱歧 にう つされ、 土 御 門院 は 土 佐に うつされ ましました 

が、 この 院も佐 渡に うつされ ましく た。 

(四十 穴歲 御座し き) 仁 治 三年 九月 二十 六日 佐 渡で 崩御。 御 年に 異說は 無い。 


タイ 
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コ セッ シャゥ ダイ 


廢帝、 諱は懷 成、 順德の 太子。 御 母、 東 一 條院、 藤 原の 光子、 故 攝政太 

ジャ ウダ ィ ジン ヨシ ツネ  ムス メナ リ 

政 大臣 良 經の女 也。 


(斑 帝) この 御 號は實 に 恐れ多い 極みで ある。 歷代臬 記に は 九條廢 帝と 申し、 帝王 編 年 記に は後廢 帝と S. し 奉る。 これ は 

かの 奈良 朝の 淳仁 天皇 を廢 帝と 申し 奉った に 次いだ 名目で あらう。 明治 三年 七月に 至って、 明治 天. M の 御意から して 

仲恭 天皇と いふ 謚號を 上られた ので ある。 

(順瑭 の 太子) 歴代 皇記 • 帝王 編 年 記 等に 順 德院第 1 皇子と する が、 阜； 代 記に は 第三 皇子と して ゐる。 建 保 六 年 十月 十日 

に 御 降誕、 十 1 月廿 1 日に 親王と なり、 同廿 六日に 太子に 立 たれた ので ある。 


1 


や 給: 


新; 
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卷四廢 帝 「仲 恭 天 皇. V 


五 1 九 


(御 母 東 一條 院藤 原の 光子 一 K々) この 巾宫に 名高い 後^ 棰攝政 良綞の 女で 入らせら るるが、 御名 は 1 代耍記 、 歴代 皇記、 

皇胤 鞀運 錄、 女 院小傳 等で は 立 子と ある。 光子と いふ 御名の 據を 未だ 知らぬ。 承 元三 年聚. K に 入り、 四 年 女御と なり、 

建曆 元年 中宮に 立ち 耠 うたが、 承 久の亂 後 淋しく 御 過し 遊ばされた。 後堀河 天皇 即位の 後、 東 1 倏院の 尊號を 上られ 

たので ある o 

ジ ヨウ キゥ サン * ン ハル  np  シ ャゥク ワウ オボ 二メ タ  ァ，.  Z  、  、  "一？ ハ， 力 ， ふ， t5IL^  / 

承久 三年の 春の 比より 上皇 思 召し 立つ 事 在り けれ は 俄に 讓國し 

ジ ユン トク オン-,、  力 H  カツ セン  コト  ヒ トツ ミ n コロ  タマ  ^Jl ハ *^ リ-" ト 

順德 御身 を輕 しめて 合 戰の事 を も 一 御 心 にせさせ 給 はん # 謀 に 

シュ ジャゥ 4- ァ  ソクヰ トウ ダン  ナ  イク サャプ  グ ペイ キゥ セむ 

主に 讓位 有りし かど も、 即位 登壇まで も 無くて、 軍 敗れし かば 外舅攝 

政ゥ 道家の 大臣の 第へ 遁れ させ 給 ふ。 三種の神器 をば 閑 院の內 裏に 捨てお 

ジャゥ ヰ  ノチ  二チ ジフ シチ ニチ ァ t ダ シ パラ ジン ギッタ  け マ  *  t 

かれに き。 讓 位の 後、 七十 七日の 間、 暫く 神器 を 傳へ給 ひし かど も 日 

ツギ  ク ハタ テマ ッ  ィ t トヨ テン ワウ レイ.  マチ  ..V パプ^ i 

嗣には 加へ 奉らず。 飯豐の 天皇の 例に なぞらへ 申すべき にこ そ 元服な 

ジフ シチ サイ  カク  ォマ シ マ 

ん どもなくて 十七 歲 にて 隱れ 御座す。 

(承久 一二 年の 春の 比よ リ 上皇 思 召し 立つ 事 在りけ れぱ) 上皇 は 後鳥羽 上皇であって、 これ は 北倏氏 討伐の 御 企 をい ふが、 

それ は 承. 久 三年から はじまった のではなくて、 かねて 縑倉 幕府の 專權を 憤らせられて 御計畫 はあった ものである。 せ 

鏡に 「院 のうへ (後鳥^ ) 忍びて 思した つ 事な ど あるべ し。 近くつ かう まつる 上達部 殿上人、 まいて 北面の 下菔 西お もて 


t  一  《 
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などい ふ も 皆 この 方に ほのめき たる は あけくれ 弓矢 兵仗の いとなみより 外の 事な し。 云々。 かやう の まぎれに て承久 

も 三年に なリ ぬ」 と ある。 さて こ 9 北條氏 討伐の 便宜の 爲に 俄に 順德 天皇 も御讓 位に なった ので ある。 この 時 新 帝 は 

御 年四歲 である。 

(順镝 御身 を輥 しめて 合 戰の事 を も 一 御 心 にせさせ 給 はん 御 謀に や〕" 後鳥羽 上皇が 順德 天皇と 御 謀り あ つ て 嫌 倉を滅 さう 

と 思 召し 立った から 頫德 天皇 は 俄に 位 を 新 帝に 讓り、 御身 を輕 く、 自由にして 討伐の 事 を 上皇と 共に 御計畫 あらせら 

れ ようとい ふ御考 であった やうで あると いふ。 ^鏡に 「新 院 はおな じ 御 こ、 ろに てよ ろづ 軍の 事な どもお きて 仰せら 

れ たり」 と 見 ゆる。 

(新 主に 壤 位有リ しか ども 卽位 登壇 まても 無くて) 御讓 位が 有りて この 天皇の 踐祚 あらせられ たの は、 承久 三年 四月 二十 

日で、 その後 まだ 御卽 位の 禮も行 はせられ ぬう ちに 戰亂 となった ので ある。 登壇と いふの は 高 御座に 登らせら るる こ 

とで 卽ち卽 位 齷を行 は せらる る こと をい ふ。 諸 書に 登壇 を大甞 祭に あたる かの やうに 說 いて ゐ るが、 根據 のない 事で 

ある。 壇の 字が 高 御座で ある 事 は 日本 紀雄 略卷に その 證が ある。 

(軍 敗れし かぱ 外舅攝 政道 家の 大臣の 第へ 遁れ させ 給 ふ) 官軍 敗れて 東軍、 京 を 犯した からして 天皇 は 七月 八日に 密に九 

條 道家の 邸に 遒れ耠 ふ。 この 事 は 百 鍊抄の 七月 八日の 條に 「今日 I 院丼修 明 門院 於-鳥 羽 殿 I 御 出家 云々。 主上 密々 渡 I 一 

御 九 條殿ー 云々」 と ある。 道家 は 良 鯉の 子で、 天皇の 御 母 東 1 條院の 兄であって、 この 天皇の 踐祚の 時 左大臣で 攝 政と 

なった ので ある。 

(一一 一種の 神器 をぱ、 閑 院の內 裏に 捨てお かれき) 閑院の 内裏 はもと 閑院 左大臣 冬嗣の 第で、 二 條の南 * 西 洞院の 西に 在つ 

て 東西 1 町 南北 二 町あった。 これが 太 政 大臣 公季に 傳 へられて 來 たが、 高 倉 天皇の 時から 皇居と なった。 その後 地震 

火災 等が あつたが、 建曆ニ 年に 將軍實 朝が 新造して 奉り、 その 賞に よって、 實 朝は從 二位に 叙せられ た。 この 時 は そ 

の 結構 槪ね大 内裏の 制に 準じた ので ある。 その後 また 火災に か \ つたが、 この 時 は 實朝造 進の 内裏であった。 この 時 

三種の神器 を內 裏に その ま >r さしおかれた 事 は、 本書 だけでなく、 皇 年代 略記に も 同じ 樣に傳 へて ゐる。 曰 はく 「祌 

璽 鏡 劍棄ー 1 置閑院 一 密令 レ返， 一九 條第 一 未- 卽位 1」 と ある。 この 事 は 甚だ 恐れ多い 事で あるが、 この 御有樣 では^だ I： 々しい 

事と いはねば ならぬ。 亂 劇の 際と はいへ、 廷臣の 中に 確かな 人物の 無かった 爲 であると 思 はるる。 

(躍 位の 後， 七十 七日の 間 暫く 神器 を 傅へ 給 ひし かど も、 日 嗣には 加へ 奉らず) 四月 二十日の 踐祚 から 七月 八日の 遜 位 ま 


で、 七十 七日 間の 御 在位で ある。 然れ ども 歴代のう ちに かぞへ 奉らぬ とい ふので ある。 

(說) 本書に はこの 主旨で、 この 天皇の 御代に は 「第 何 代」 とい ふ 標を笸 かぬ。 これと同じ 钹に 取扱って ゐる もの は、 百 

鍊抄 である、 百 鍊抄に は 

佐 渡院十 1 年 

不害入 之，. 

先帝 四 箇月 治 八十 日 

承久 三年 四月 受禪 四歲 

とい ふ 事が、 卷 十二の はじめに ある だけで、 この 天皇の 爲に 本紀を 立てぬ。 しかし、 歷代 皇紀に は 「八十 五代 九條先 

帝」 と 記し、 帝王 編 年 記に は 「八十 五代 後廢 帝」 とかき、 皇代 略記、 皇 年代 略記、 皇代 記に もまた 廢 帝と 書いて 月日 を 

繁 けて ゐる。 これ は當 然御歷 代に 入らせち るべき である。 或は 御 卽位禮 を 行 はせられ ぬから 眞の 天皇で ない とい ふ 論 

が あるか も 知れぬ が、 御卽 位は禮 儀の 方の 名目で、 皇位に つかれた 實は 踐祚の 時に 生じて ゐる ものである。 名分 を； 止 

しくすべき 著者が、 こ \ に 至って 俗論に 左^した の は その 意 を 得ぬ わざで ある。 如何に 本書の 議論と いふと もこの 說 

に は 承服す る こと は 出来ぬ。 大 日本史が この 天皇 を 本紀に 立て、 明治天皇が これ を 嘉納 せられて 謚號を 奉られた の は 

名分 を 正しく せられた 事で、 かやう にして はじめて 名数の 源が 淸 くなる ので ある。 誠に 忝い 事と いはねば ならぬ。 

(餌豐 の 天皇の 例に なぞらへ 申すべき にこ そ) 飯豐の 天皇 は 飯豐靑 尊の 事で、 この 事 は顯宗 天皇の 條に 出て ゐる。 

(元服なん どもなくて 十七 歳に て隱れ 御座す) この 天皇 四 歳に て 御 踐祚、 間もなく 位 を 遜れ 遊ばされ たが、 ^の 亂に逢 は 

せ耠 うた 爲に、 淋しく 閑居 あらせられ、 御 元服の 御 儀 もな く、 童 形の ま， 1 で、 文 暦 元年 五月 二十日 九 條院で 崩御 あら 

せられた。 御 年に は異說 はない。 

(說) これよ リ下は 承久亂 につ いての 著者の 議論 を 述べ たもので ある。 

ヅノョ  ミダレ  ォモ  マコト  スヱ  3  マョ t  コ nn  ァ  マ タシモ 

さても 其 世の 亂を思 ふに、 誠に 末の世に は 迷の 心 も 在りぬべく、 叉 下の 

上 をし のぐ 端と も 成りぬべし。 其 謂 を 能く 辨 へらるべき 事に 侍り。 賴朝 
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クン コゥ  ムカシ  タグ ヒナ  ホド  ヒトへ テンカ  タ ナゴコ 口  キミ 

勳功は 昔より. 類 無き 程 なれ ども、 偏に 天下 を 掌 にせし かば、 君と して 

ォ. お  メ  コトヮ リナ リ  ィ ハン ソ ノア トタ  コ ゥシッ  -ー コゥ  パイ シン 

やすから ず 思し召し ける も 理也。 況ゃ 其跡絕 えて、 後室の 尼 公、 陪臣の 

3 シ トキ  3  ナ  カノ アト  ケヅ  ミ ココ&  ィ 

義 時が 世に 成り ぬれば、 彼 跡 を 削りて 御 心の ま  >  にせら るべ しと 云 ふ も 

イチ ワウ  ィ ヘレ  ァラ  シカ  シ ラカハ  トパ  ミヨ  コロ  セィ ダウ  フ " 

一往の 謂な きに 非ず。 然れ ども、 白 河、 鳥 羽の 御代の 比より 政道の 古き 

スガタ  オト 口  ゴ シラ カハ  オン トキ ヒャ ゥガク ォコ  カン シン ョ  ミダ  テン 力  タミ 

姿 やう 衰へ、 後白河の 御 時 兵 革 起り て奸臣 世を亂 る。 天下の 民 ほと 

o  o 

「ほと ほと」 乾  トタン  ォ *  ヨリ トモ イチ ヒ  フル  ソノ ラン  タヒラ  ワウ シッ ィニシ へ 

^種 ほと、 塗炭に 落ちに き。 賴朝 一臂 を 振 ひて 其亂を 平げ たり。 王室 は 古に 

と： 卞  力へ  nny へ  チリ チサ マ  パン I カタ ヤス  シャゥ 力 

2 る蚧靑 本に 歸 るまで なかり しか ども、 九重の 塵 も 治り、 万民の 肩 も 息 まりぬ 上下 

「^J ま S_-Z5」  r  t ガシ  -ーシ  ソノ トク フク  サネ トモ  ナ  リム 

堵を やすくし、 東より 西より、 其德に 伏せし かば、 實朝 なく 成りても 背 

气 

モノ  キ n  n レ  ホド  トク セィ；  イカ.！ ァ  クッガ へ 

く 物 ありと は 聞えず。 是に まさる 程の 一 H まなく して、 爭 たやすく 覆さる 

タト t マ タウ シ  タミ •  シャゥ テン 

べき。 設又 失な はれぬべく とも、 民 やす かる まじく ば、 上天よ もく みし 

タマ  ツギ  ワウ シャ  ィ クサ  ィ  トガ ァ  トウ  キズ  ホ P ボ  3 リ トモ カウ 

給 はじ。 次に 王者の 軍と 云 ふ は 科 在る を 討 じて 疵な きを 亡さず。 賴朝高 

クワン  ノボ  シュゴ ショク  タマ  コレ ミナ ホフ ワウ  チヨ クサ イナ リ  ヮタ クシ ヌス  サダ 

官に 昇り、 守護 職 を 給 ふ。 是皆 法皇の 勅裁 也。 私に 盗めり と は 定めが た 


「彼が」 底本 

「カレ」 に 作 

る。 他 諸 本に 

上る。 


「反」 字 上に 

屢 いへ り。 


「ベ かりし」 底 

本 「ベ りかり 

し」 に 作る。 

他 諸 本に よ 


る 


n ゥ シッ 


シ トキ ヒサ 


ジン バウ 


後室 其 跡 を 計ら ひ、 義時 久しく 彼が 權を 取りて、 人望に 背 かざりし 

o  o  In  . 

シモ  イマ  キズ ァ  ィ  イチ ワウ  ィ ハレ ハカ  ッヰ トウ 

かば、 下に は 未だ 疵 在りと 云 ふべ からず。 一往の 謂 計りに て 追討せられ 

力 i オン トガ  マチ  ム ホン ォ n  テゥ テキ  リエ  ヒ リャゥ 

んは 上の 御 科と や 申す ベ き。 謀反 起した る 朝敵の 利 を 得た るに は 比 量せ 

トキ  イタ  テン  コト  ウタ ガ t  タダシ シモ 

られ がた し。 か 、れ ば、 時の 至らず、 天の ゆるさぬ 事 は 疑な し。 但 下の 

pi  コク  キハ  ヒ ダウ ナリ  ッヒ  ク ワウ クヮ  マツ II ハ ザ-  マジ， マコ ひ 

上を尅 する は 極めた る 非道 也。 終に はな どか 皇 化に 不， 順るべき 先 誠 

トク セィ  ォ コ ナ-  テゥヰ  カレ  コク  パカリ ミ チア  ソ ノウへ ■ コト 

の 德政を 行 はれ、 朝烕 をた て、 彼を尅 する 計の 道 在りて 其 上の 事と ぞ 

ハぺ  カツ  ョ  チ ン  スガタ  ョ  シ  タマ  ヮタ クシ オン ココロ 

え 侍る。 且は 世の 治 亂の姿 を も 能く 知らせ 給 ひて、 私の 御 心なく ば. 干 

ク ワウ ゴ  カュ ミヤ  力  テン  メイ  マ 力  ヒト- ノゾミ シタガ 

戈 を 動かさる る歟、 弓矢 を を さめら るる 欺、 天の 命に 任せ. 人の 望に 隨 

タマ  コト  ッヒ  ケィ タイ  ミチ  シャゥ P  力へ  ゴ シ リン 

はせ 給 ふべ かりし 事に や。 終に して は 繼體の 道 も 正路に 歸り、 御子 孫の 

o  o  o  o  -  -ン 

世に 一 統の聖 運 を 開かれ ぬれば 御 本意の 末 達せぬ に は 非 ざれ ども、 一 旦 


オボ 


カン 


タ マ 


クチ チ 


ハべ 


もし づ ませ 給 ひし こそ 口惜しく &れ _ 


(さても 其 世の 亂を思 ふに、 誠に 末の世に は 迷の 心 も在リ ぬべ く、 叉 下の 上 をし のぐ 端と も成リ ぬべ し) 其 世の 亂とは 承 
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久の亂 をい ふ。 この 承久の 亂を考 へて みるに、 これ は 我國史 あっての 大亂 であって、 これにつ きて よく 考を 定めて お 

かぬ とき は 後世の 人々 が 去就に 迷 ひ 順逆 を辨 ふること 能 はぬ やうな 點も あるに 至る であらう し、 又 その 事蹟 だけ を见 

ると、 下と して 上 を 侵す 端緒 を發 した ものと も 見えて、 後世の 亂臣 賊子に 口 實を與 ふるとい ふやうな 事に もなる 虞れ 

が あるので ある。 I 鏡に は 「今の やうに むげの 民と あらそ ひて 君の ほろび 耠 へる ためし、 この 國に はいと あまた も 聞 

ぇざン めり」 とい ひ、 又 「か、 れば ふりに し 事 を 思 ふに もな ほさり ともい かで か 上皇 今上 あまたお はします 王城の い 

たづら に 亡ぶ る 樣ゃは あらむ と賴 もしく こそ おぼえし に、 かくいと あやなき わざの 出で 來 ぬる はこの^ I ひとつの 事に 

も あら ざらめ ども、 まよ ひのお ろかなる まへ には猶 いと あやし かりし」 とも 言って ゐ るが、 如何にも 尤もの 事で ある。 

そこで、 著者 はこ の亂に 就いて 1 種の 意見 を もつ てゐる ので それ を これから 述べ ようとす る。 その 冒頭と して 

(其 謂 を 能く 辨 へらるべき 事に 侍リ) といって、 讀 みたま ふべき 人に 注意 を與 へて ゐる。 

(說) そこで^ 者 は その 意見 をば、 當 時の 形勢と 順逆 名分の 論と、 民政 上の 得失と 種々 の 方面から 論^して みて ゐ るが、 

. その 1 々は 次第に 明かになる であらう。 先づ、 賴 朝の 功罪から 論 を 起して ゐる。 

(賴朝 勳功は 昔よ リ類 無き 程 なれ ども、 偏に 天下 を 掌に せし かぱ、 君と してやす からず 思し召し ける も理 也，〕 賴 朝が、 義 

仲 及 平氏 を 亡して 天下 を 平げ、 朝廷 を 安んじ 奉った その 勳功は 昔より 比類の 無い 程の 事で あるが、 元來、 臣下の 逍と 

して、 その 本分 を！！ す精祌 であるべ きものと して 見れば、 總追捕 使、 總 守護、 總 地頭な どの 名目 を 以て、 天下の 政事 

上の 實權を 掌中に 握り、 大櫂を 盜んだ 形に なって ゐ るの は 不都合な 事で あるから して、 朝廷に 於いて、 甚だ 穩か なら 

ぬ 事で あると 思ひ铪 うた 事 は それ も 尤もな 事で、 決して 不道理の 譯 ではない ので ある。 

(况ん や 其跡絕 えて 後室の 尼 公、 陪臣の 義 時が 世に 成リ ぬれば、 彼 跡 を 削りて、 御 心のま^-に せらる べしと IK ふ も 一往の 

謂な きに 非ず) 賴 朝の 子孫が 絕 えたと いふ こと は、 1 面から いへば、 幕府 存立の 根柢 を 失った ものである。 賴朝は 源氏の 

正嫡で 在った 爲に御 親任 もあった ので その子 孫 はかれが 子孫と いふ 點で御 委任 も 在るべき はこれ 自然の 勢と もい ふべ 

きで ある。 況ゃ頼 朝に 大功 田 を 賜 はった が、 その 大功 田 は 世々 に傳 ふとい ふ 令の 規定で あっても、 その 世々 に受 くべ 

き 子孫が 絕 ゆると き は 朝廷に 返納す るの が 當然の 事で ある。 それ故に 實 朝が 殺されて 賴 朝の 子孫が 絕ぇれ と共に 慕莳 

の 存立の 理由が 無くなつ たと いふ こと は 名分 論から 言へ ば 當然の 事と いふべき である。 然るに、 賴 朝の 後室の 政 子が、 

將 軍の 實權を とり、 義 時が 源氏の 家臣の 身と して 天下の 大權を 私する とい ふ 事に 至って は、 名分 上から い へば K に极 


據 のない ものである。 それ故に、 その 賴 朝の 跡と して は 有名 無實 になった 幕府 (卽 ち北條 氏の 幕府と いふべき 實狀で 

あるが 故に) を滅 して、 天皇 上皇の 御 心の ま i に 天下 を 左右せられ ようとい ふ 事 も 1 往は 逍理の 無い 事で はない とい 

ふので ある。 

(說) 以上の 事 は 名分 上より 論じ， 又 純粹瑰 論から いへば、 必然的の 事で 「一往の 謂な きに 非ず」 などい ふ 方便 論で は 無 

いので ある。 その 點 からい へば、 著者の この 論 は 不徹底で 微^的 妥協 的であって、 國體の 本義 を 顧みれば、 容易に 左 

衹 し 難い ものと いはねば ならぬ。 しかし. 著者が かやう の 論 を 述べた の は その 胸臆に 深き 惱 みが ある ものと 考 へらる 

ろ。 それ は 何かとい ふに、 かの ニ條院 の. 倏で 「保 元 平 治よ" 以來 天下 亂れ て武用 さかりに、 王位 輕く なりぬ。 いまだ 

太 平の 世に か へらざる は 名 行の 破れ そめし によれる 事と ぞ みえた る」 と 云った 事が、 最も 大 なる 惱 である。 而 して そ 

の 名 行の 破れ そめた の は、 1 朝 1 夕の 事で はない が、 さやうな 名 行の 破れて ゐる やうな 政事で は 上が 上と しての 正し 

い 事 を 行 はれて ゐな いので、 その 結果 かやうな 不條理 ひ 事 を も 行 ふ 臣下の 生じた ので あるから、 その 源 を 正さず して 

末に 走って 遽に 名分 だけ 論じても、 事が 正しく 行 はるる 道理が 無い とい ふ 悲憤に 堪 へぬ 姿を呈 した 世態で ある。 それ 

故に その 名分 論 は 名分 論と して はもと より 至當の 事で ある けれど、 世^ を 正しくせ ずして は 行 はれ 難いから r 1 往の 

謂 云々」 と 云った ものと 見 ゆる。 それ 故、 次 下 は 政治の 實際 論に うつる ので ある。 

(然れ ども 白 河 鳥 羽の 御代の 比よ リ 政道の 古き 姿 やう （ ^衰 へ) これ は 白 河 上皇の 院政 を 主として 云った ものと 思 はるる 

が、 この 院政と いふ もの は 名分 論から 云へば 甚 しい 不合理の ものである。 院 にあり て 政治 を 行 は せらる \ 程なら ば、 

皇位に その ま ^ 御座して 親政 あらせら るべき 喾の ものである。 攝政閼 白の 專權と いふ こと はもと よりよ い 事で は 無い 

力. 天皇の 大權を 待たず して は攝 政に も關 白に もな り 得ぬ ものであるし、 又大 權の發 動に よって 攝關も 直ちに その 權 

限 を 失 ふ ものである。 それ故に 攝關の 專權 とい ふ も 大權の 範圍內 に 止まる ものである。 然るに 院政に 於いて は、 上皇 

は 實質上 天皇の 父で 入らせら る， t からして、 その 咸權の 偉大で あらせら る 事に は 異論 もない が、 ^皇 が國家 最高の 

、王權 者で あらせら るる 事が、 この 院政に 於いて 無視せられ てし まふので ある。 次に は、 天皇に あらず、 又 天 良より 委 

任 を 受けられ たるに も あらず して 天下の 大政 を 掌握 せらる \ とい ふ 事 は 名分 上から あるべ からぬ 事で ある。 そこで こ 

の 院政な. る もの は 皇室 親政と はい ひえよう が • 天皇 親政の 根 本義 を破壤 した 制度で ある。 卽ちこ >- に 於いて、 わが 國 

政治 上の 1 現象と して 實カ上 天皇 以上の 權カ 者を認 むる こと \ なった ので ある。 これ は 攝關. の專横 などい ふ區々 たる 

卷四暖 帝 (仲 恭天皇 )  I 
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問題ではなくて、 政治 上 ゆ \ しい 大事 件で ある。 而 して 1 旦、 天皇 以上に 實カ ある もの を認 むる 以上、 こ \ に その 實 

力 さへ あれば、 何事 も 出来る とい ふ 觀念を 生じ 易くなる。 卽ち 名分 論が、 この 院政で、 こ はされ た 形で ある。 されば 

朝廷に 於 いて 自ら この 名分 を 破られて ありながら、 臣下に のみ 名分 論を强 ひら るるとい ふ 形に 見 ゆる ときには 何人も 

. 心服し なくなる。 親 房の この 政治 論の 要旨 も その 世人の 心服 を 得なくて 何事 も 出來ぬ やうに なった 世相 を 論じて ゐる 

も の と考 へらる る。 

(後白河の 御 時 兵 萆起リ て奸臣 世を亂 る) これ は 保 元 平 治の 亂 からして 源平の 戰亂 まで を 云った ので ある。 奸 臣は賴 長、 

信賴、 淸盛、 義 仲の 如き を さす。 かやう になる の は、 單に 時世の 然 らしむ る 所と だけ は 言 はれぬ。 やはり 政治の 正し 

くな い 事と 名敎 のす たれた 事と が、 根本に なって ゐる こと は 申す まで もな い。 

(天下の 民 ほと ほと 塗炭に 落ちに き) 「塗炭に 落つ」 と は 書 經仲虺 之誥に 「有夏 昏德 民墜ー 一 塗炭 こと ある 語から 起った もの 

で、 これ は 夏の 桀の 政が 昏亂 して 下民 を恤 へず、 民の 危險な こと は 泥 (塗) に陷り (炭) 火に 墜 ちて、 救 ふ 者 無き が 如 

くに あるの をい ふ。 この頃の 政の さまが、 夏の 桀 ほどに はもと より 無い が、 民の 苦み は 殆ど その 時に も 近かった とい 

ふので あらう。 これ は 頗る 甚 しい 譬喩で あるが、 畢竟 君主 又は 執政の 臣 たる 人の 心得の 爲に 極論した ので あらう。 

(賴朝 一臂 を 振 ひて 其亂を 平 ゆた リ) 一 臂を振 ふと は 1 身の 力 を 以てする 意で あらう か。 賴朝は その 一 己の 力で、 ^仲 及 

び 平家の 亂を 平げ たとい ふので ある。 その 結果 は 

(王室 は 古に 鑤 る まてな かリ しか ども、 九重の 塵 も 治リ、 万民の 肩 も息リ ぬ) この 頼 朝の 功に よって 天下の 亂は靜 まった 

が、 その 結果 は 皇室と 民間と に 於いて 影響が 違った ので ある。 卽ち 皇室 は 往古の 姿に 復歸 する までに は 至らなかった 

が、 しかし、 京都に 戰亂 もな く、 宮中が. 馬蹄に かけら るるとい ふ 不都合 はなくな つた。 而 して 1 方 人民に 於いて 負擔 

も輕 くな り、 戰亂も ない によって いづれ も 安心す る ことにな つ た。 

c 上下 堵を 安くし、 東よ リ 西よ リ其德 に 伏せし か ぱ.； 「堵を 安くし」 とは堵 はかき で 人々 みな かきの 內に安 じて 動搖 せぬ を 

レふ。 「東より 西より 云々」 は 詩 經大骓 の 文 王 有 聲篇に r 自レ 東自, 西、 自, 南自レ 北、 無 一一 思 不,. 服」 と あるに よった もので、 

これ は 文 王の 德を 慕うて 四方の 人民が 歸 服した 事 を いふので ある。 今 この 語 を用ゐ て、 縑倉 幕府の 民政の. 要 を いって、 

上の その 前の 暴政に 對 せしめて ゐる。 これに よれば、 その 前 は 桀紂に 比せられ、 慕府の 民政が、 文 王に 比せられて ゐ 

る譯 であるが これ も、 1 種の 極論と いはねば ならぬ が、 在 上 者の 反^ を 求む る爲の 論であって、 稍 行きす ぎた 感が 
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ある。 さて かやうな 次第で 人民の 歸脤 する 所で あるから して、 

OR 朝な く 成 リても 背く 物 あ リとは K えず) と 著者が 言って ゐ る もの は その 赏狀 である。 實際 上、 この 時 源氏の 正統が 絕 

えたから、 幕府 を やめて 天阜： の 親政の 下に 1 統 しょうと いふ 事 を 下から いひ 出した 事 を 聞かぬ。 これ は 1 方 名 敎の地 

に墜 ちて、 天皇 親政が わが 國體の 本義で あると いふ 事 を 知らぬ ものが、 多かった とい ふ 事に もよ らうが、 その 主の な 

い 幕府に 反抗しょう ともせぬ の は、 その 民心 を 得て ゐ たとい ふ反證 にもなる 譯 である。 それ故に 

(是 に まさる 穡の德 政な くして 审か たやすく 覆さるべき. >  とい ふので ある。 卽ち賴 朝が 立てた 政治 は 人民から みれば I 種 

の 仁政と も 見られて ゐ. たが、 それに まさる 程の 仁 德美政 を 施されず して は、 たやすく その 幕府 を 覆しうべき もので は 

無い と いふので ある。 

(設又 失 はれぬべく とも 民 や すかる まじ <ぱ 上天よ もく みし 餘 はじ) たと ひ、 朝廷の 思 召が 道理で、 御 企の 通り 銖倉を 打 

ち 滅し耠 ふこと が當然 であると しても、 人民が 安堵せ ぬ やうで は、 上天 (支那 流の いひ 方で あるが 要する に 天神 地 

祇) も 恐く は 同意せられ ぬで あらう。 

(@ 以上 は 天理に 背いて は 事の 成り 難い こと を 述べた ので ある。 而 して 親 房の 政饴 上の 主義 は 大分に 支那 流に 近い もの 

で、 善政 を 行 はねば、 君主と しての 實 質が 不十分で あると する 方に 傾いて ゐ ると 見ら るる。 以上 は 政治 論で あるが、 

次に は 王者の 軍と いふ ことに 就いて 論ずる。 

(次に 王者の 軍と 云 ふ は » 在る を 討 じて 疵な きを 亡さず) これ は 支那 琉の 王道 論に 基づく ものである。 王道 は覉 道と 相對 

する もので、 功利 を 目的と し 力 を 以て 天下に 臨む を覇 とい ひ、 道德を HI 的と し 仁 を 以て 天下 を 化する を 王と いふ。 而 

して その 王者の 德は 書經洪 範篇に 「無， 偏 無レ黨 王道 蕩蕩、 無 レ黨無 匕 偏 王道 平平」 とあって、 中正に して 公平なる こと を理 

想と する。 而 して 天下 萬 民の 德を慕 ひ 往き歸 する 者 をば 王者と 云って ゐる。 兵書の 尉撩 子に 曰 はく 「王者 伐 「一 暴亂 一本， 一仁 

義 こと ある 如く、 叨 りに 武 を用ゐ ない のが 王者の 道で ある。 

(賴朝 高官に 昇リ、 夺護職 を 給 ふ、 是皆 法皇の 勅裁 也 云々，) 賴 朝が、 大納言、 大將、 征夷 大將 軍と いふ 高 に^った の も、 

仝 國の總 守護 職と なった の も >  いづれ も 後白河 法皇の 勅裁に 出で たもので ある こと は 明かで、 私に この 官職 を 盗んだ 

と は 決定し 難いと いふ。 . 

(說) こ \ に 「定めが たし」 とい ふに は 含蓄が ある。 これ はすべ て 快く 勅裁の 在った もので もない。 その 大納苜 大將の {WI 
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蛾 は、 京都に 住んで 朝廷に 奉仕せ ねばならぬ から、 賴朝 はこれ を辭 した。 而 して 征夷 大將軍 は 所謂 閬外之 任で あるか 

ら賴朝 は 喜んで これ を 受けた。 殊に 總 守護 職は强 請した 趣が 在る。 それ故に 全然 朝 意から 出た とはい はれぬ が、 しか 

も、 止むを得ずと はいへ、 勅裁 を 經てゐ るから 私に 盗んだ とは斷 言し 難いと いふので ある。 しかし、 この 著者の 言 は 

1 往 尤もで あるが、 賴 朝が 征夷 大將 軍と いふ 臨時の 任 を 常設の 官の 如くに して 天下の 武士 を 悉く 家人の 列と し、 守護 

地頭 をして、 國司、 莊 園の 職務 を 奪 はせ た。 卽ち 朝廷から 與 へられた 名義と 賴 朝の 行った 實 際と は 甚だ 違って ゐ るの 

であるから、 如何にしても 辯 護の 餘 地が あると は 思 はれぬ ので ある。 この 故に 「定め 難し」 といって 「さう でない」 

とは斷 言し 得ない の である。 

(後室 其 跡 を 計ら ひ、 義時 久しく 彼が 權を 取リて 人望に 背か ざリ しか ぱ 下に は 未だ 疵在リ と 云 ふべ からず) 鎌 倉 慕^と し 

て は 旣定の 事赏を その ま  > -櫞 承した とい ふ 事に 心得て ゐ たらしい ので ある こと は、 ^鏡に 義 時の 詰と して 「賤 しけれ 

ども 義時 君の 御た めに 後め たき 心 や は ある。 されば 撗 ざまの 死 をせ む 事 は あるべからず」. と 云って ゐ るが、 これ は自 

分が 不都合を働いて はゐ ない と 信じて ゐた 事を吿 ぐる もので あらう。 さう して 幕府の 政治 は 人民から 怨を受 くる やう 

の 事 も 聞えなかった からして、 これら を 見れば、 鎌 倉の 方に 大 なる 缺點 があった とは考 へられない。 

广 一往の SSS リ にて 追討 せられん は 上の 御 科と や 申すべき) ここにい ふ 一往の 謂と は、 上に いった 名分 論 を 主として 貫つ 

たもの か、 又 この 時 討 慕の^ 接の 動機に なった とい はるる 龜 菊の 事 (これ は 後鳥羽 上皇が 攝津國 長江 倉 橋の ニ莊 を. H 

拍子 龜 菊に 賜うた が、 地頭が 龜菊を あなどって 領主と しての 待遇 をせ ぬに よって 龜 菊が これ を 上皇に 訴 へたに より、 

義 時に 命じて 地頭 を 停め しめられ たのに、 義 時が 命 を 奉じなかった から 上皇 怒り 給 ひ、 終に 缣倉 討伐の 御 志 を 起し 拾 

ふに 至った とい ふこと である) をい つたの か、 いづれ にしても、 この 時の 勢 は 表面 だけの 道理で は 通用し なくなった 

とい ふ淺 ましい 時世で あつたので あるが、 さて さやうな 1 通の 理由で これ を 追討 せら るるとい ふ 事 は、 これ は 朝廷の 

御 無理で あると 申すべき やうに 思 はるる と いふので ある。 

(謀 W 起した る 朝敵の 利を搏 たるに は 比 量せられ がた し) これ は 如何にも 尤の議 翁で、 北條 氏が 錄 食の 執 權 として 陪臣で 

ゐ ながら 大政 を 左右した 事 は 不都合と はいふが、 それ も在來 のま >r の 事を循 行して ゐ たので ある 所に、 遽に 討伐と い 

ふ 事に なった から 防ぎ 奉った とい ふ 次第で あるから、 謀反 を 起した 朝 敲が利 を 得て 政權を 掠めた 事と は 比 S  (比べ 量 

る義) 卽ち 同じ 漾には 論じが た いとい ふので ある。 


(說) 水戶 にて 大 日本史 絹述の はじめに、 義時を 叛臣 傳に 人れ ようとい ふ 議論 もあった さう だが、 本書の この 論斷 によつ 

て、 終に 將 K 家臣 傳に 入れられ たとい ふ 事で ある。 

リ 「かおれ ぱ 時の S らず 天の ゆるさぬ 事 は sf な， し) 以上の 事情と 理由と を考 へて くると、 この 慕府 討伐と いふ こと は、 未だ 

時節 を 得なかった ので あるし、 又 天理に 於いても これ を ゆるさなかった ので、 それが^に、 成功せ なかった とい ふ 事 

は 疑ない とい ふので ある。 

(但 下の 上を尅 する は 極めた る 非道 也) 「尅 す」 は 「勝つ」 ことで ある。 下が 上 を 支配 するとい ふこと は、 道理に は づれた 

ことで、 支配 すれば 旣に 下でなくなる ので あるから、 この 上 も 無い 非道の わざで ある。 これ は北條 氏が、 陪 K の-せ を 

以て 皇位 を 左右し、 三 上皇 を遷し 奉った 事 を さすので あるが、 この 舉は 如何にしても 辯 護の 餘 地が 無い わざ. である。 

この 點は義 時 はもと より、 民政の 神の 如くに いはれ て ゐた泰 時 も 內心穩 かではなかった ので ある。 それ故に 泰 時は栂 

尾の 明惠 上人に その 苦衷 を訴 へて 辯疏 をして ゐる。 その 事 は明惠 上人 傳に見 ゆるから、 次に その 文 を あぐる。 

泰時 朝臣 この 山中に 入來 せり。 法談の ついでに、 上人 問 ひ 奉りて いふ。 古賢の 曰 はく、 人 多 時 則 勝レ天 天定破 i 人 云 

々、 しかるに 只 武威 を 以て 國を 傾けた まふと いへ ども 其の 德 なく は 果して 禍來 たらん こと 久しから じ。 贅聖 の詞疑 

ふべ からず。 古より 和漢 兩國に 力 を 以て 天下 を 取る 類、 更に 長く 持てる ものな し。 かたじけなくも 我が 朝 は 神の 代 

より 今に 至る まで 九十 代に およびて 世々 に 受けつ ぎて 皇祚 他を雜 へず、 百 王 守護の ！ 二十 番祌 末代と い へ ども あらた 

なる きこえ あり、 1 朝の 萬 物 はこと ごとく 國 王の 物に あらず とい ふこと なし。 然 れば國 王と して 之 を 取られん を是 

非に つきて 拘へ をし まんず る理 なし。 たと ひ 無理に 命 を 奪 ふとい ふと も、 天下に 孕まる る 類 義を存 せん もの^ いな 

む 事 あらん や。 もし これ を 背くべく ば 此の 朝の 外に 出で て 天竺 霞且 にも わたるべく、 伯 夷 叔齊は 天下の 粟 を 食 はじ 

とて 蕨 を 折リて 命を繼 ぎし を、 王 命に 背ける もの、 豈 王土の 蕨 を 食 せんと 詰られて 其の ことわり 必然たり しかば、 

蕨 を も 食 はずして 餓死したり き。 理を 知り 心 を 立つ る 類 かくの 如し。 されば 公家より 朝恩 を 召し 放 たれ、 又 命 を 

奪 ひた まふと いふと も 力なし、 國に 居ながら をし み 背き 奉りた まふべ きに あらず。 しかる を剩、 私に 武烕を ふる ひて 

官軍 を 亡し、 王狨を 破り、 剩、 太 上 天皇 を 取り 奉りて 遠島に うつし 奉り、 樂； 子 ^宫 を國々 に 流し、 月 卿 雲^ を 所々 

に 迷 はし、 或は 忽に 親類に わかれて 殿閣に 喚び、 或は 立 所に 財 寳を奪 はれて 路 巷に 哭 する 體を 聞く に、 まづ 打ち 見 

ると ころ、 其理に 背けり。 もし 理に 背かば、 冥の 照覽 天の とがめな からん や。 大に愼 しみ 給 ふべ し。 おぼろげの 德 

^四 駿 帝 (仲 恭 H< 壅： >  五 二 九 
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を 以て、 此の 災を償 ふこと あるべからず。 これ を 償 ふこと なくん ば、 禍の來 らんこと 踵 をめ ぐらすべからず。 なみ 

なみの 益 を 以て 此の 罪 を 消す 事 あるべ からず。 之 を 消す ことな くんば、 豈 地獄に 入らん こと 矢の 如くなら ざらん や。 

御 樣を見 奉る に、 これほどの 理に 背くべき 事し 給 ふべき 事に あらぬ に、 何と ありけ る ことに かと 拜謁の 度に は且は 

不 sli に 几 はいた はしく 存 ずと 云々。 泰時 朝臣 こぼれ 落つ る淚を さらぬ 體 におし 拭 ひて 疊紙を 取り出 だし、 鼻 かみ 

なんどして、 押し 靜 めて 答へ 申して 云 ふ。 此の こと 所存の 趣、 日來も 委しく 語り 申した く 存じ 候 ひつる を 指して 事 

の つ いで もな く 候 ひて 自然に 罷り 過ぎ 候 ひき。 故將 軍平大 相國禪 門の 一 類 を 亡ぼし、 龍顏を 休め 奉り 萬 民の 愁を助 

け、 君の 爲に忠 をつ くし、 忠の爲 に 私 を わすれ、 滋味 を 嘗めて はま づ 君に 備 へん こと を瞀 み、 珍しき 財 を 儲けて は、 

則 公に 獻 ぜんこと を赛 にす。 ある 時 は 諫め 申し、 ある 時 は隨ひ 奉りし かば、 大將の 門に ありと し 在る もの 上 一人 を 

まくし 奉らず とい ふ 事な し。 かくの 如きの 功 を 感じお ぼしめ しける にや、 官位 俸祿 日々 に そ ひ、 年々 に 重なり、 

大納言 大將 にな さるる のみに あらず、 日本 國の總 追 捕 使 を 賜られき。 か &る時 は 毎度 かたく 辭し 申されて いふ。 

頼 朝 凶徒 を鎭 めて 敫盧を 休め、 貧民 を 撫でて、 勅裁 を亂ら ざらん こと を存 ず。 是 わかき より 性に 禀 けて ひ來 たり 

し 所な り。. しかるに 今 飽くまで 官位 をき はめ、 恣に 俸祿に 飽き、 且つ は 此の 志 を 汚す に 似たり とて、 かたく 仔細 を 

申され けれども 勅定 再三に 及びければ、 力なく 勅命 背き 難き によりて 泣く く領掌 5 されけ り。 之に 依りて 親類 眷 

職 恩 貧に 浴す る 中に、 祖父 時 政、 父義 時、 殊に 鴻 恩に 誇る。 これ^ 故 法皇の 御 めぐみの 下 を 以て 榮運を 開けり。 さ 

れば 彼の 御子 孫に 於て はいよ く 無二の 忠を 致し、 益 純 1 の 功を勵 すべき 旨、 深く 心中に 挿み 候 ひき。 しかるに 法 

皇 崩御な り、 慕 下 逝去の 後 公家の 御 政 もす たれ 果て \、 忠 ある も 忠を失 ひ、 罪な きも 罪 を 被る 輩 あげて 計る ベから 

ず。 諸國大 にわ づら ひ、 萬 民 甚だ 愁ふ。 させる あやまり なき 族 * 重代 相 傳の莊 園 を 召し 放 たれ、 朝に 賜 ふ もの は 夕 

に 召され 昨日 下さる る 所 は 今日 改めら る。 1 . 郡 ー莊に 三人 四 人の 主 ありて 國々 に 合戰た ゆる 事な し。 處々 に浪牢 

の 人お ほくして 山賊 海賊 充滿 せり。 諸人 安堵のお も ひなく 旅客の 通ず る こと 稀な り。 さるに つきて は 飢寒に 责 めら 

る、 もの 多く、 妖 亡に 遇 ふ もの 数 を 知らず。 此の 事、 此の 兩 三年 殊に 放廣の 問關東 深く 歎じて 存 ずる 刻み、 紡 句 あ 

やまり なき 關乘亡 さるべき よし 內々 洩れ 聞え 候 ひし かど、 さした る支證 なく 候 ひし ほどに、 愁へ 申す に 及ばず、 譴 

みて 恐怖せ し 所に、 巳に 伊賀 判官 光末に 課して 數萬騎 の 官軍 關 東へ 發 向の よし 聞こえ 候 ひし 間、 父義時 ひそかに 予 

を 招き、 語りて 曰 はく、 旣に 天下 此の 儀に 及ぶ。 如何が 計ら ふべき。 內儀を 能く 談 じて 後、 竹の 御所に 參 りて 二位 


卷 
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家に 申し 合 はすべき よし a- し 候 ふ 間、 泰時 答へ 申して いふ。 平 大相國 禪門君 を惱し 奉り 國 を-おはし 候 ひしに よりて、 

故大將 殿御 氣色を 蒙りて 討ち 平げ、 上 を やすめ >  下 を 治めて ょリ 以來、 SS 柬忠 ありて あやまり なき 所に、 過な くし 

て 3 非 を 蒙らん 事 これ 鵂に 公家の 御 あやまり にあらず や。 しかれ ども、 1 天 悉く これ 王土に あらず とい ふこと なし、 

1 朝に 孕まる、 もの、 よろしく 君の 御 心に 任せら るべ し。 されば、 戰ひ 申さん こと 1- に 背けり。 しか じ、 頭 を 低れ、 

手を束ねて おのく 降 人に まゐ りて 歎き 申すべし。 此の上に なほ 頭 を 刎ねられば、 命 は義に 依りて 輕し。 何の いな 

む 所 か あらん。 力なき 事な り。 もし 又 御 優 免 を 蒙らば しかるべき 亊 なリ。 如何なる 山 杯に も 住み、 殘^ を 送りた ま 

ふべき かと 申したり しほ どに、 義時 朝臣し ばし 案じて、 尤 此の 義 さる 事に て あれ ども、 其 は^ 王の 御 政 正しく 阈家 

を さまる 時の 事な り。 今 この 君の 御代と なりて 國々 亂れ、 處々 安から ず、 上下 萬 人愁を 抱かず とい ふ 事な し。 然る 

に關 東進 返の 分國 ばかり、 聊 此の 王 難に およばず して 萬 民安穩 のお も ひ をな せり。 もし 御 1 統 あらば、 禍 W 海に 充 

ち、 煩 I 天に^ くして 安き 事な く、 人民 大に愁 ふべ し。 これ 私 を 存じて 隨ひ 申さざる にあらず、 天下の 人の 歎に 代 

. りて、 たと ひ、 身の 冥加！！ き 命を捨 つと いふと も 痛むべき にあらず。 これ 先踨 なきに あらず。 周の 武王漢 の 高龃已 

に 此の 義に 及ぶ か。 其 はな ほみ づ から 天下 を 取りて 天位に 居せ り。 これ は 關東若 運 を 開く とい ふと も 此位を 改て別 

の 君 を 以て 御 位に 卽け 申すべし。 天照大神 正 八幡宫 も 何の 御と がめ か あるべき。 ^を あやめ 奉るべき にあら す、 申 

し 進む る 近臣 共の 惡行を 罰する までに こそ あれ。 急ぎ 罷り 立つ ベ し。 此の 旨 を 二位 家に 申す ベ しとて 坐 を 立ちし か 

ば 力及ばず。 これ 又 1 義 なきに あらざる 上 は 父の 命 背きが たきに 依りて 隨 ひき。 仍 りて 打ち 立ちて 上^ 仕り 候 ひし 

に、 先、 八幡 大 菩薩の 御前に ある 赤 橋の 本に して 馬より 下リ、 頭 を 低れ て 信心 を 致して 祈り 申して いふ。 此の度の 

上洛 理に 背かば、 忽に泰 時が 命 を 召されて 後生 を 助けた まふべ し。 もし 天下の 助と なりて 人民 を 安んじ 佛神を 興し 

奉るべき ならば、 哀憐 を 垂れた まへ。 冥 慮 定めて 照覽 あらん か。 聊 私を存 せず と 云々。 また 二 所 三 島 明 神の 御前に 

して 誓 を 立つ る 事お なじ。 其の後 は 偏に 命 を 天に まかせて、 只 運の き はまらん こと を 待ちたり。 しかるに、 いさ 乂 

かの 難なくして、 今に 存 せり。 かくの 如き は始の 願の 果す所 か。 然るに もし 予 緩怠に して 佛神を 輿さず、 國 家の 政 

を大. に資 けずん ば、 罪 一 身に 歸 すべし。 仍 りて 一度 食す るに 士 来れば 終へ ずして 急ぎ- これ を 聞き、 1 度髮梳 るに 

士來 たれば 終へ ざるに、 まづ これに 逢 ふ。 1 休 1 寢 なほ 安から ず、 士愁を 懐きて 待たん こと を 恐る。 進んで はふ か 

く 萬 民 を 撫でん こと を はかり、 返き ては必 1 身に 失 あらん 事 をお も ふといへ ども、 天性 ^ 昧 にして 及ばざる 所 あら 
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んか。 誠に その 罪の がれが たし。 今 慈悲の 仰 を 承りて 感淚 禁じが たしと 云々」 

これに よれば， 北條 氏は內 心に 於いて 安んじなかった こと は 明かであって、 泰、 時の 仁政に これが 償 ひの 精神 も 含めら 

れ たので あるまい かの 疑が ある。 

(終に はな どか 皇 化に 不順るべき) 上の やうに 北條 氏の 致し方 も 亦 臣下の 道に はづ れてゐ るから して、 1 旦 彼れ ら がその 

志 を 得て 自由の 振舞 をしても、 終に は 皇室の 烕德 に服從 せぬ とい ふ 事 はない 箬 である。 

(晩) しかしながら、 それに は 相當の 道が ある。 その 道を踐 まれねば、 その 事 は 行 はれ 難い。 その 道 を 次に 述べて ゐる。 

卽ち、 

(先、 誠の 德政を 行 はれ、 朝 威 をた て、 彼を尅 する 計の 道 在 リて其 上の 事と ぞ覺ぇ 侍る) その 道と は 先、 眞實の 德政卽 ち 

人心 を感孚 する だけの 仁德の 善政 を 行 はれ、 それと 共に 名分 を 明に して 朝廷の 烕權を 立て >f、 朝廷の 烕德が 彼の 幕府 

の 徒輩 を壓 倒す る だけの 實質を 具へ てゐる ほどの 事 を 行 はれて、 その上で、 はじめて その 私して ゐ る政權 をと りかへ 

すなり 何なり、 然るべ き 方途 を 講ぜら るべ きこと である。 

C 說) しかし、 上の 如き 方途 を 立てられて それが 相當の 程度に 達した といっても、 これ 亦 1 槪に 俄に 行 はるべき ことで な 

い。 これに は 又 その 時勢 機會 とい ふ もの を 見計ら はなければ ならぬ。 として 次の 論を述 ぶる。 

(且は 世の 治 亂の姿 もも 能く 知らせ 給 ひて、 私の 御 心なく ぱ、 千 戈 を 動かさる る歟、 弓矢 を を さめら るる 歟、 天の 命に 任せ、 

入の 望みに 随 はせ 給 ふべ かリ. し 事に や) 卽ち 政治 は 活物の やうな もので、 單 純な 斑 論 だけで は 行 はれない ものであるから 

上の やうな 御 取 計 ひがあった とて、 それで 直ちに 何事 も 行 はるる とい ふ譯の もので 無い から。 1 方に 於いて、 古来の 

歴史に 鑑みて、 世の 治亂の 機の 存 する 所 をよ く 考へ耠 ふべき であるが、 かやう に內 外につ けて、 十分に 御 考究に なつ 

た 上で、 さて 朝廷に 於いて、 私慾な く 不偏 不黨の 大御心 ましますならば、 天命の 道理に 任せ、 人望に 隨 ひて、 或は 兵 

を 起さる M とも、 又は 兵 を 起し 給 はぬ とも、 いづれ にても その 時の 宜しき に 隨ひ給 ふべき 事であった らうと 思 ふとい 

ふので ある。 「干戈」 は 漢語で 兵器の 代表的の もの、 弓矢 は 日 あ 語で 軍陣の 代表的の 語と する。 いづれ も 兵器の 意に 用 

ゐて ある。 

^/  (說) 以上に して、 承 久の舉 兵の 評論 を 終へ たので あるが、 要するに、 表面的に は 朝廷に 道理の ある 事で あるが、 內赏に 


立ち入れば、 朝廷の なされ 方に 無理 も あり、 又 時機 は當を 得て ゐな いとい ふこと になる 。さりながら、 もと/ \ 嫌 倉 

幕府に 非理の 事が 在る のが 根源で あるから して、 一旦 は 上述の やうな 逆な 事 も 行 はれた が、 所謂 天定 つて 人に 勝つ の 

. 斑で、 終に 北條氏 亡び、 天皇 親政の 正しき にかへ つた 事 を 次に 述べて ゐる。 

(終に して は 織 ほの 道 も 正路に 歸リ) 承久の 大亂の 結末 は北條 氏の， 非道の 仕 打で、 三 上皇 播遷 とい ふ 非常 事件 を 生じた が 

しかし、 後に は 皇位の 櫞 承 も 正しい 道に 復歸 したと いふので ある。 が、 これ は仲恭 H<& 遜 位の 後に 後堀河、 四 條のニ 

代 もあった けれど、 その後に は 土 御門 天皇の 御子 後嵯峨 天皇 立ち 耠 うて、 やはり、 後鳥羽、 土 御門の 御子 孫が 皇位^ 

承の 御嫡統 となら せられた 事 を いふ。 その 關係は 次の 通リ である。 


(E 十三 世 


—(後 高 倉)— 後堀河 I 四 條 

(四十 四 世) (0 十ん *) (四十 六 世) (四 十七 *) (四十 八 世) (E 十九せ) 


高 倉^ I 後 鳥 羽， p  土 御門 I 後嵯峨 —龜 山— 後宇多 I 後醍醐 

厂順 德 I 仲 恭 

(御子 猱の 世に I 統の聖 運 を 開かれぬ れぱ) これ は 後醍醐 天皇の 御世に 至りて 北 條氏を 亡し、 幕府 を跷 して 天下 一統 天皇 

親政の 御 運 を 開かれた 事 をい ふ。 後醍醐 天皇 は 後嵯峨 天皇の 曾孫で 人ら せらる るから して、 後鳥羽 天皇の 御 素志 は 御 

子孫の 後醍醐 天皇の 御盡 力に よりて 實現， せられた 譯 である。 それ故に  • 

(御 本意の 末、 達せぬ に は 非 ざれ ども) と 云った ので ある。 さて かく 後に は 御 素志が 貫かれた 事で は あるが、 

(一旦 も しづ ませ 給 ひし こ そ 口惜しく 侍れ) とい ふ。 これ はたと ひ 一 時の 事と しても 三 上皇 播遷 とい ふ 重大 事に あはせ 耠 

うた 事 は 誠に 殘 念の 事に 思 はる 、と慨 いたので ある。 

(說) この 慨嘆の 趣旨 は、 承 久の擧 兵が 十分に 當を 得なかった 爲に、 皇室の 陵遲を まざく と國 民の 前に 示した 事 を 深く 

慨 いた も の であらう。 

著者の この 論 は上爲 政の 局に ある 方々 への 忠言と して 見れば、 善政 を 行 ふに. あらず ば、 名分 論 も、 十分の 效を 奏せぬ 

次第 を 諄々 として 說 ける ものと して 諒 とすべき 點 あれ ど、 純理の 論より 見れば、 不徹底と いはねば ならぬ。 大町^ 刀 

曰 はく 「承 久の舉 は建武 中興の 先驅 也。 承 久の擧 が 非なら ば、 建武 中興 も 非 也。 然るに 親^ は 建 武の舉 を 非と せず し 

て 承 久の擧 を 非と する は 如何に や。 義時朝 命 を 奉ぜず、 之 を 討ち 耠ふ， に 何の 非 か あらむ。 唯 建 武の際 は北條 氏の 德政 

卷四廢 帝 (仲 恭 天皇)  五 三 HI 


祌皇 正統 記述 義 I   五三 四  t  . 

衰 へたれ ども、 承 久の際 は北條 氏の 德政 正に 盛 也。 これ 承 久の舉 の 失敗に 終り、 建武 中興の 成功した る 所以 也」 とい 

つた。 これ は 正論で ある。 卽ち 國體の 本義から いへば、 北倏 氏の なす 所 是認すべからず。 しかも 世態 は 旣に變 なり。 

親 房の 論 は阈體 上の 論に あらず して、 敎育論 はた 政治 論な り。 基點 1 なら ざれば、 かくの 如き 相違 を呈 する も 亦 止む 

を 得ぬ とい ふべき であらう か。 

ダイ ハチ ジフ ゴ ダイ  ゴ ホリ カハ ヰン  ィ ミナ ユタ t ト  一一 ホン モリ サダノ シン ワウ  ダイ サゥ  コ 3  ^ 

第 入 十五 代、 後堀河 院、 諱は茂 仁、 二 品守貞 親王, H 第三の 子 御 

,,,,  キタ シラカ r キン  フヂへ ラメ チン シ  -ーフ ダウ チウ チフ ゴンモ トイへ  ムス メナ リ 

母、 北 白 河院、 藤原陳 子、 入道 中 納言基 家の 女 也。 

(一一 品 {寸离 親王 第三の 子) 守 良 親王 は 高 倉 天皇の 第二の 皇子で、 後鳥羽 天皇の 同 母の 御 兄で おはします。 壽永ニ 年に 卒家 

が安德 天皇 を桊 じて 西國に 赴いた 時に、 この 宮をも 伴 ひ 奉って、 皇位 御 編 承の 儲位に 擬 したので あつたが、 翎 平いで 

から 上京 せられた。 文治 五 年に 親王の 宣下が あった。 建久ニ 年に 三 品に 叙せられ たと、 皇 年代 略記に 見 ゆるが、 皇胤 轺 

速 錄には 二 品と ある。 本書 は その 二 品說に 依った ので ある。 後堀河 夭 皇 はこの 守貞 親王の 第三の 御子で ある。 1 代耍 

記と 吾妻 鏡と は 第二の 御子と して ゐる。 しかし、 帝王 編 年 記、 歷代 皇紀、 皇 代紀、 皇 年代 略記 等 は 第三の 御子と して 

ゐる。 守貞 親王 は 建 暦 二 年に 出家せられ たが、 この 天皇 御卽 位の 後、 太 上 夭 皇の 尊號を 上られ、 崩御の 後に、 後 高 食 

院と 申し 上ぐ る 事に な つ た。 

(御 母 北 白 河院藤 原陳子 云々 J> 北 白河院 は、 守貞 親王の 妃 として この 天皇 を產み 奉られた が、 天皇 卽 位の 後に 從 一二 位に 叙 

し、 一 二宮 に准じて 北. m 河院の 尊號を 奉られた。 その 父 は 中 納言藤 原 基 家で あるが、 天皇 卽 位の 後、 外 祖の故 を 以て 太 

政 大臣 を 贈られた。 

-I フ ダウ シン ワウ  タカ クラ ダイ サン  ミ n  ゴトパ ドウ ハウ  オン n ノカ i ゴ シラ カハ  オン  モ 

乂道 親王 は 高 倉 第三の 御子、 後鳥羽 同胞の 御 兄、 後白河の 御 えらびに 漏 


(入道 親王 は 高 倉 第三の 御子 後惠羽 同胞の 御 兄) 入道 親王と は 親王の 位地に 居らる る 方の 出家せられ たの をい ふ。 こ、 に 

いふ 入道 親王 は守貞 親王の ことで ある。 この 方が 後鳥羽 同胞の 御 兄と いふ こと は 相違ない が、 高 倉 第三の 御子と いふ 

こと は、 誤で ある。 尤も これは^ 鏡な ども 同じ 說 であって、 本書 だけで ないから、 一般に 誤り 傳 へられた もので あら 

ラ。 山槐 記に よると 守貞 親王 は 治 承 一二 年 二月 二十 八日の 御 誕生で、 同年 四月 十 1 日に 惟明 親王が 誕生せられ た。 こ の 

御兄弟 は 同年の 御 誕生で、 しかも その 月日の 隔 りが 少ぃ爲 に往々 次第 をと り 違へ て 傅へ られ たものと 見 ゆる。 

(後白河の 御 えらびに 漏れ 給 ひし 御 事 也) これ も 前に 述べ た 如くに 誤りで ある。 當 時守貞 親王 は 平家に 件 はれて 西 國にま 

しました のであって、 當時 京に 居られた の は 第三の 皇子 惟明 親王と 第 四の 皇子なる 後鳥羽 天皇と であって、 その 際の 

御 えらびに 漏れ 耠 うたの は 惟明 親王で あつたので ある。 しかし この 說も 古くから 誤り 傳 へられた ものと 見えて、 ^鏡 

にも 本書と 同じ やうに 記して ゐ る。 

(承 久に 事在リ て、 後鳥羽め 御 流の 外、 此 御子なら て は 皇胤 まし まさず) 承久 111 年の 大亂が 有って、 後鳥羽、 土 御門、 順 
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タマ  オン コ トナリ  ジ ヨウ キゥ  n トァ  ゴトパ  オン ナ ガレ ホカ  コ ノミ n 

れ給 ひし 御 事 也。 承 久に事 在りて、 後鳥羽の 御 流の 外、 此 御子なら では 

クヮ ウィン  ョ  コノ ヅ ン ワウ  テン ヰ  ッ  タ テマ ク  -ーフ ダウ シン ワウ ソン ガウ ァ 

皇胤 まし まさず。 仍 りて 此孫王 を 天位に 付け 奉リ、 入道 親王 尊號 在りて 

タイ シャ ゥク ワウ マテ  ョ  シ  タマ  ッヰ ガウ  レイ  モン ム  オン チチ クサ "力べ  タイ， シ  ナガ 一 

太 上皇と 申して 世 を 知らせ 給 ふ。 追 號の例 は 文武の 御 父 草 壁の 太子 を 長 

チ カノ テン ワウ  マチシ ァハ ヂ  ミカ ド オン チチ トネリ シン ワウ  ジン キヤウ テン ワウ  マテ シ ク ワウ ニン  オン チチ シ メキ 

岡 天皇と 申、 淡路の 帝の 御 父舍人 親王 を盡敬 天皇と 申、 光仁の 御 父 施 基 

ヮ ウジ  タ "ラノ テン ワウ  マチス サ ワラ  ハイ タイ シ  チン リャゥ  ヤス  シュ ダウ テン ワウ 

の皇. 子 を 田 原 天皇と 申。 早 良の 廢 太子 は 怨靈を 息 めら れんと て崇道 天皇 

ガウ  ォク  ヰン ガウ ァ  コ トコ イチ .1 プゥ ヰン 

の號を 送らる。 院號 在りし 事 は 小一 條院ぞ ましけ る 
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德の三 上皇 遷 され 耠ひ、 仲恭 天皇 御 遜 位に なった が、 北條氏 はもと より 後鳥羽 上皇の 御 一統 を 畏れて、 皇位に 卽き耠 

ふこと を 好まず、 その外に 皇胤 を尋 ぬると、 この 守貞 親王 以外に はまし まさなかった とい ふので ある。 そ. ^ はかの 淮 

明 親王 もこの 年までお はしました ので あるが、 その 月の 五日に 薨じ たまうた。 

(仍リ て 此孫王 を 天位に 付け 奉 =0 そこで、 この 親王に 依らう としたが、 入道して ゐ たまうた により その 御子 卽ち孫 王 を 

天位に 卽け 奉った のが、 後堀河 天皇で ある。 

(入道 親王 萆號在 リて太 上皇と 申して 世 を 知らせ 給 ふ) この 入道 親王 は 今上の 御 父で あるに よりて、 承久 三年 八月 十六 日 

に 太 上 天皇の 尊號を 上られた ので あるが、 霣時 天皇 は 御 年 十 歳であった から、 この 太 上 天皇が 院政 を 行 はれた。 

(說) こ \ に 天皇に あらず して 太 上 天皇の 尊號を 上られた につ いて、 その 舊例を 按じて 次に あげた。 

(追 狨の例 は 一 K々) 追 號とは 生前 皇位に 上らせられ ずして、 後に 天皇の 尊號を 上らる、^ いふ。 

(文武の 御父箪 壁の 太子 を 長 岡 天皇と 申) この 事 は持統 天皇の 條に說 いて ある。 

(淡 路の蒂 の 御 父舍人 親王 を盡敬 天皇と 申) この 事 は 淡 路廢^ の 條に說 いて ある。 

(光仁の 御 父 施 基の 皇子 を 田 原 天皇と 申) この 事 は 光仁 天皇の 條に說 いて ある。 

(早 K の 腹 太子 は 怨靈を 息 めら れんと て崇道 天皇の 號を 送らる、 この 事 は桓武 天皇の 條に說 いて ある • 

§ 以上 はみ な 追 尊 夭 皇 であって、 今の 場合の 太 上 天皇と は 趣が 違 ふ 。同一に 論ずべき でない。 

「院狨 在 リし事 は 小 一 條院ぞ ましけ る) こ の 事 は 後 一 條院の 條に說 いて ある。 

(說) 小 1 條院は 追 尊でなくて 御 在世中の 事で ある。 しかし これ は 太 上 天皇の 尊號を 受けられ たので はない し、 父 院號が 

在っても 院政 を 行 はれた 譯 でもない。 それ故に、 この 後高倉 院太上 天皇の 院政 はこれ また、 甚 しい 異例で ある- 從來 

の 院政 は 天皇のお りゐの 後の 政治で あるに、 これ は 皇位に つかれた 事 もない 方の 院政で ある。 名分の 亂れが こ i に 至 

つ てます， （^甚 しくな つ た 事 を 見る ベ きで ある • 


n  ノナン ワウ カリ トミ  トシ ヅク ヰ  ！ヅ ノエ ゥマ カイ ゲン チン 力  チサ  タマ  コ トジフ イチ ネン  タイ シ  ュヅ 

此 天皇 辛 巳の 年 即位。 壬 午 改元。 天下 を 治め 給 ふ 事 十一 年、 太子に 譲り 


プン ガウ レイ  ゴト  二 パラ  マツリ ゴト  シ  - タマ  二 ジフ イチ サイ  ョ  ハヤ 

て尊號 例の 如し。 暫く 政 を 知らせ 給 ひしが、 二十 一 歲 にて 世 を 早くし 

おはし ましき。 

(此 天皇 辛 巳の 年卽 位) 辛 巳の 年 は承久 三年で あるが、 七月 九日に 踐祚 あり、 十二月 一 日に 卽 位の 罎を行 はれた。 

(壬 午 改元) 翌年 四月 十三 日 貞應と 改められた。 

(天下 を 治め 給ふ搴 十一 年) 貞永 元年 十月 四日に 讓位 あり、 踐祚 から 滿十 一年と 三 ヶ月の 御 在位？ 0。 

C. 太子に 鏤リて 載號 例の 如し) 太子 は四倏 天皇で あるが、 十月 wcz の 御 譲位で、 同 七 E に 太 上 天皇の 尊號を 受けられた。 

(暫く 政 を 知らせ 給 ひしが、 二十 一 歳に て 世 を 早くし おはし ましき) 新 帝が 僅に 二 歳で 入らせられ たから 院政 を 行 はれた 

が、 中 1 年 を 隔て 文曆 元年 八月 六日に^ 御に なった。 御 年 は 二十 三 歳であった。 御 降誕が 建 暦 二 年で あるから 諸 書み 

な 二十 三 歳と して ゐる。 本書に 二十 1 歲と あるの は 誤で ある。 

ダイ ハチ ジフ ロク f  シ .1 プゥ ヰン  ィ ミナ ミツ ヒト  ゴ * リ カハ  タイ シ  オン ハハ サゥ へキ モン ヰン フデ ハラ ノ ソン シ 

第 入 十六 代、 四 條院、 諱は秀 仁 、後堀河の 太子。 御 母 藻 壁 門院 藤 原^ 子、 

セヅ シャゥ サ ダイ ジン ミチ ィへ  ムス メナ リ  ミヅノ ェ タツ トシ ソク ヰ  ミヅ ノト も  カイ ゲン レイ  ゴト 

攝政 左大臣 道家の 女 也。 壬 辰の年 即位。 癸 巳に 改元 例の 如し。 

o  o 

(後雜 河の 太子) この 天皇 は 百 鍊抄に 「後堀河 院第 1 皇子」 と ある。 寬喜 三年 二月に 御 降誕 四月に 親王 宣下、 十月に^ 太 

子に 立 たれた。 

(御 母 藻 壁 門院 藤原縐 子 云々) この 女 院は藤 原 道家の 女で、 寬直： 元年に 女御と なり •  二 年に 中宮と なられた。 この 天^ 卽. 

位の 後、 天福 元年に 藻 壁 門院の 尊號を 上られた ので ある。 

(壬 辰の年 即位 ゾ 壬 辰 卽ち貞 永 元年の 十月 四日に 受禪 踐祚、 十二月 五日に 卽 位の 蹲 を 行 はれた。 時に 御 年 ニ歲。 
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(癸 巳に 改元) その 翌年 W 月 十五 日に 夭 福と 改元 せられた。 

(例の 如し) これ は 天皇の 御代が はりに 改元 せらる る ことが 例規で あるから その 通り 行 はれた とい ふ ので ある。 

ヒト トセ パカ  ァ  シ ャゥク ワウ カク  タマ  グヮ イソ  ミチ ィへ  ワウ -ン， ッ  ケン 

一年 計り 在りて 上皇 隱れ給 ひし かば、 外祖 にて 道家のお とど、 王室の 櫂 

ト  ムカシ セッ シャゥ  ゴト  ァ  トウ ゴク  ァフ  セィ ィ タイ シャゥ 〃ン ヨリ ツネ 

を 取りて、 昔の 攝 政の 如くに ぞ 在りし。 東國に 仰ぎし 征夷 大將 軍賴經 も 

此 大臣の ^ 子 なれば" 文武 一にて 權 勢お はしけり とぞ。 

(一年 計 リ在リ て 上皇 隱れ給 ひし か は) 御幼冲 であった から 上皇の 院政で あつたが、 その 上皇 も 中 1 年 を 隔て 文 暦 元年に 

崩御に なった からして、 卽ち 

(外祖 にて 道家の たと ど 王室の 權を 顷リて 昔の 攝 政の 如くに ぞ在リ * し) 道家 は 先帝の 時 翻 白 職 を 長子 右大臣 敎 K に讓っ 

てあつた から、 この 天皇 踐祚 と共に 敎實攝 政と なって あった。 さて 敎實は 文 麼ニ年 三月に 病で 薨 じたから して、 道家 

が 再び 攝玫 になった。 さて その後 嘉禎 三 年 三月に 道家 は 攝政を やめて、 左大臣 璲原铖 經が攝 政に なった。 しかしな が 

ら^ 鏡に 「天の下 はさながら 大殿 (道家) の 御 心の ま、 なれば いと ゆ、 しくな む」 と 云って ゐる やうに、 今上の 外龃父 

として 昔の 攝政良 房な どの やうに 王室の 權を 左右して ゐ たのであった。 

(東 H に 仰ぎし 征夷 大将 8* 賴 « も此 大臣の » 子な れぱ) この 事 は 上 (五 一 六 頁) にいった。 

(文武 一にて 權勢 おはしけ リ とぞ) 文官と して は 帝王の 外龃 父と して 攝玫關 白の 權を 握り、 武家と しての 征夷 大將 軍の 父 

として あれば、 文武の 櫂 を 1 手に 握りた る狀 で、 權 勢が 盛であった とい ふこと である。 


「女」 の 下 底本 

「也」 あり、 他 

諸 本に なし。 


テン 力 


チサ  タマ  n トジ フネ ン  二 ハカ 


ジフ -I サイ ォマ 


天下 を 治め 給 ふ 事 十 年。 俄に 世 を 早くし 給 ふ。 十二 歲 御座し き- 

(36) 仁 治 111 年 正月 九日 疾 によりて 崩御。 踐祚 よりこれ まで 十 年に 滿 たぬ。 御 年に は異說 はない。 


^l*i、  iff 羝伫、 お 御 二の 御チ 

オンに  ゾゥク ワウ タイ コゥ ミナ モト ノ ミチコ ゾゥサ ダイ ジン ミチ ムネ  ムス メ ナイ ダイ ジン ミチ チカ  ゾ A タ ョナリ ，5 

御 母、 贈 皇太后 源 通 子、 贈 左大臣 通宗の 女、 內 大臣 通 親の 孫 女 也 


.ナ クュ 


ツチ i カド 牛ン ダイ ュ 


「土 御 門院 第二の 御子) この 天皇の 御兄弟の 次第 は 書に よりて 區々 である。 1 代耍 記に はこの 夭 皇を第 七 皇子と し、 大日 

本史 はこれ による。 本書と 同じ いのは 皇 年代 私記 皇代 略記 等で ある。 

(御 母 贈 皇太后 源 通 子 云々) この 方 は 源 通 親の 孫で 早く 身 ま かられた ので ある。 この 天皇 卽 位の 後 仁 治 三年 七月 十 一 日に 

追 尊して 皇太后の 位 を 贈られ、 その 父 通宗は 生前 參議 であった が、 外祖父た るに 依って 左大臣 正 一 位 を 贈られた ので 

ある。 


承 久の亂 在リし 時ニ歲 になら せ 給 ひけり。 通 親の 大臣の 四 男、 大納言 通 

方 は 父の 院 にも 御 傍 親， 贈 皇后に も 御 ゆかりな りし かば、 收 養し 申して 

雙 し 置き 奉りき。 十八の 御 年に や 大納言 さへ 世 を 早くせ しかば、 いと ど 

プライ  ナ  タマ  オン ソモ ジ ヨウ メイ モン ヰン  -j  i  7 

無賴^ 成り 給 ひて、 御 祖母 承 明 門院に なんう つろ ひま し^^ける 二十 


-キ ュ サ. 


ミチ チカ 


シ ナ ン  ダイ ナフ ゴ ン ミチ 
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一 サ， I  オン トシ  ハ 5 シャ ウダ ワット チカ  シ ギフ ヰン 二 ハカ アン ガ  クヮ ウィン  レ. ン シ  i  . コ 

二 歲の御 年、 春 正月 十日、 四條院 俄に 晏駕、 皇胤 もな し、 連枝の 御子 も 

ジ ユン トク ヰン  イマ  サド  ォ マ- ンマ  ミ コタチ  i ヤコ トドマ 

まし まさず。 順 德院ぞ 未だ 佐 渡に 御座し ける が、 御子 達 も あまた 都に 留 

タマ  ュフ ダウ セッ 、ン ャゥ ミチ ィへ  カノ ミコ  グ ワイカ  コノ オン 

り 給 ひし、 入道 攝政 道家のお とど、 彼 御子の 外 家に おはせ しかば、 此御 

チ ガレ テン 中  ッ  タテ マツ  モト  ゴト  ョ  シ  ォモ  ソノォ モムキ 

流 を 天位に 即け 奉り、 本の 如くに 世 を 知らん と 思 はれけ るに や 其 趣 を 

+-ホ  ソカハ  力 マ クラ  ヨシ トキ  コ  ヤス トキ ハ カラ  マチ  コノ キミ  ス  タテ マツ 

仰せ 造し けれど、. 鎌 倉の 義 時が 子、 泰 時計 ひ 申して、 此君を 居 慈 奉りぬ。 

マコト テン メイ ナリ  シ ャゥリ ナリ  ツチ ミ カド ヰン オン コノ 力. ミ  オン ココロ  カウ カウ  フカ 

誠に 天命 也、 正理 也。 土 御 門院 御 兄に て 御 心ば へ もお だしく、 孝行 も 深 

キコ  タマ  テン セゥ ダイ ジン  ミヤ ゥ リヨ  カハ  ハカ  マチシ  コ 卜ヮリ チリ 

^「ける」 ^  く閗 えさせ 給 ひし かば、 天照大神の 冥 慮に 替 りて 計ら ひ 申け るも理 也。 

本 I 巾 させ 給  o  o  o 

ける」 に 作る 

他 諸 本に より 

て 改も。 

(承 久の亂 在 リし時 二 歳に ならせ 給 ひけ リ し これ は 增鏡新 島 もりの 卷に 「去年の 二月に ゃ若宫 いでき たま へ り 。承 明 門院の 

御せ うとに 通宗 の 宰相 中將 とて 若く てうせ 耠ひ し 人 のむ すめの 御腹な り」 と ある 事實を さ す。 

(通 親の 大臣の 四 男、 大鈉曾 通 方 は 父の 院 にも 御 傍 親、 贈 皇后に も 御 ゆか リなリ しか ぱ〕 源 通 親 は、 土 御門 天^の 御 母 承 

明 門院の 養父で あるに より、 その子 大納苢 通 方 は 承 明 門院の 御兄弟で あり、 又 この 天皇の 御 母 贈 皇太后の 御 父 迎宗の 

弟で あるから 御緣 故が 深い 譯 である。 それ故に 承久の 亂 の 際に 通 方が、 この 天皇 を 

(收蹇 し 申して 隱し 置き 奉リ き) 卽 これは^ 鏡 上文の つづきに 「やがて かの 宰相の 弟に 通 方と いふ 人の 家に とぐ め 奉り 耠 

ひて」 と ある 事 を さすので ある。 

(十八 歲の御 年に や 大吶言 さへ 世 を 早くせ しか ぱ) 通 方 は曆仁 元年 十二月に 薨 じたから、 その 時 や 天皇の 御^ は 十九 歳で 


ある 害で ある。 

(、，とど 無 親に 成リ給 ひて) 無 賴とは 今い ふと は 意味が 違 ふ。 これ は依賴 する 所が 無い とい ふこと で、 保護者の 無い 事 を 

いふ。^ 鉸に 「大納言 さへ 暦 仁の^ うせに しかば、 いよく 眞 心に 仕う まつる 人 もな く 心 ぼ そげに て 何 を 待つ とし も 

なく、 かが つら ひて おはします も 人 わろ くぁぢ きな う 思 さるべし」 と あるの はこの 意で ある。 

(御 祖母 承 明 鬥 院 になん うつろ ひまし ましけ る) この 事 は 五代 帝王 物語に 委しく 見 ゆる。 

(一一 十二 歲の御 年、 春 正月 十四日 W 條院 俄に晏 駕、 皇 al もな し、 連枝の 御子 もまし まさず) こ \ に 二 十二^と あれ ど. 上の 

例よ リ 推して 二十 三 歳と あるべき である。 百 鍈抄も ^鏡 も 二十 三 歳と して ある。 又四倏 天皇の 御 を 本書に 正月 十日 

として あるが、 增 鏡 その他 諸 書に 九日と あって、 十日と ある 書 を 知らぬ。 何 か據の 在る 事で あらう か、 或は 誤で あら 

うか。 さて この間の 事 は isp 鏡に 見えて、 「いまだ 御. つぎ もお はし まさず、 又 御 はらからの 宮な ども 渡らせ 給 はねば 世の 

中い かにな り ゆかむ ずるに かとた どり あへ る さまな り」 と ある。 

(順 德院ぞ 来 だ 佐 渡に 御座し ける が). 順 德天皇 は 仁 治 三年 九月の 崩御で あるから この 正月に は 御 在世であった。 

(御子 達 も あまた 都に 留リ給 ひし) 順德 天皇の 御子 は 七 人 御座した が、 仲恭 天皇の 外に は法體 になら せ 給うた 方が 二人、 そ 

の 他に は 忠成王 善統 親王、 彥成王 等お はして 京都に 在住 せられた。 

(人道 攝政 道家のお とど、 彼 御子の 外 家に おはせ しか ぱ、 此御流 を 天位に 即け 表リ、 本の 如くに 世 を 知らん と 思 はれけ るに 

や〕 順德 天皇の 中宮 東 一 條 院は攝 政道 家の 姉で ある。 所で 道家が 擁立しょう とした 忠成王 は 中 納言藤 原 淸季の 女の 生み 奉 

つた 方で あるから、 忠成 王に 對 して は 道家 は血緣 はない。 しかし 忠成 王の 御 父順德 天皇に 對 して は 外戚で あるから、 

ひ ろく 外 家と 云った もので あらう。 

(其 趣 を 仰せ 遣し けれど、 鎌 倉の 義 時が 子泰 時計 ひ 申して 此君を 居 ゑ奉リ ぬ) 順德 天皇の 御子 忠成 王御卽 位あって 然るべ 

しとい ふ 事を關 東へ 通じた けれど、 鎌 倉で はこれ を用ゐ ずして、 此 天皇 をす ゑ 奉った。 この 時には 缣 倉の 實櫂 はもと 

より 北條 氏に あつたが、 義時は 後堀河 天皇の 元 仁 元年に 死んで その子 泰 時が 實權を 握って ゐた。 卽ち これ は泰 時の 苽 

計ら ひで ある。 

(誠に 天命 f 正理 也) かやう にして 土 御門 天皇の 御 末の この 天皇の 御卽 位に なった 事 は、 誠に 夭 命の 然 らしむ る 所で あ 

り、 又 正しい 道理に よった 所で ある。 と 著者が これ を 批判して ゐ るので ある。 そこで かやう に いふ 理由 を 次に 述べ てゐ 

卷四後 嗟峨院  五 四 I 


神皇 正統 記述 義 


五 四 二 


る- 


(土 御 門院 御 兄に て 御 心ぱへ もお だしく、  S 行 も 深く 聞え させ 給 ひし かば) 土 御門 天皇 は 後鳥羽 天皇の 長子で、 御 性赏溫 

和に あらせられた 事 は 上に も 一一 一 in つて ある。 又 御 孝行の 御 事 は、 かの 父 帝が 隱岐に まします に 1 人 安らかに 都に ある こ 

と は 恐 多い と 思ひ耠 ひて、 御 心から 出で、、 土 佐に うつらせられた 御行で も 明に 知らる る。 

(天照大神の 冥盧 に 巷リて 計ら ひ 申け る理 也) 泰時 のこの 取 計 は 天 照大御 神の 神慮に か はりて 行った ものと 思 はるる と い 

ふので ある。 

§ この 論 も 必ずしも 正しい とはい はれぬ。 この 時四倏 天皇 正月 九日に 崩御に なった のに、 皇室に 於いても 廷臣に 於い 

も 御 繼嗣を 定め 奉る こと 能 はず、 その 御 繼嗣を 定めようと 考 へた 前攝政 道家が さばかり の權臣 である けれども- • た， 

だ 關來の 鼻息 を 窺 ふだけ であって、 赏 時順德 天皇の 皇子 忠成 王の 側と この 天皇の 側と が、 ひたすら 閼 東からの 上申 如 

何と 氣を 揉んで ゐた事 は 1 ^鏡に 手に とる やうに 描かれて ある。 卽ち當 時、 皇位 を 左右す る もの は北條 氏であった ので 

ある。 泰時 はもと より 私心 を 挾まなかった かも 知れぬ が、 しかし これ は 仝く 冠履顚 倒した 世相で ある。 著者が これ を 

讚美して ゐ るの は 如何なる 趣旨で あらう か、 深く 考 へなければ ならぬ。 恐らく はこれ は 一 面に 於いて 朝廷に 正義 鲠直 

の 風が. 地を拂 つてな くな つ てゐ たこと を吿 ぐる もの 、 やうに も 恩 はるる。 次に は 正直に して 私心 を 挟まぬ ことが 祌道 

の 極致で あるから、 泰 時が 私心 を 挟まず 公平 亡 取 計った とい ふこと が 神慮に 通ず る ものと 考 へたので あらう。 さりな 

がら 泰 時の 承久の 時の 行動 はたと ひ 父の 命に よると は い へ、 決して 臣子 としての 正しい 行動と は いはれ ない。 然るに 

著者の 泰時を 謳 欲する こと は豫想 以上で ある。 これ は その 分 をよ く 守り、 又よ く 世 を 治めた 事 を 賞して 云った ものと 

思 はるる。  ， 

(說) 以上、 泰 時の 取 計 を 是認した につれ て泰 時に ついての 評論 を 次に 試みた ので ある。 


「すなほ」 底本 

「舜」 に 作る。 

他 諸 本に よ 

る o 

「と 5- め」 底本 

「SE  I に 作る。 


ォホ カタ ヤス トキ I- コ 


^ ヅリ ゴ- 


ハグ 


ク ゲ 


すン 


大方 泰時 心た ♦> しく 政すな ほに して、 人 を 育み、 物に 懾ら ず、 公家の 御 

o  o  o 

コト  ォモ  モハ  ホン ジョ  ヮノ ソラヒ  カゼ  マへ  チリ  テン カスチ ハチ シヅマ 

事 を S ひ、 專ら本 听の煩 をと y めし かば、 風の 前に 塵な くして 天下 則葡 


o  o  o 


他 諸 本に よ 

る o 

「塵」 底本 「岩」 

に 作る。 他 諸 

本に よる。 

「とれり I の 

「れ」 底本な し 

他 諸 本に よ 

る o 


カサ 


ヤス 卜キ 


チカラ 


チ シハぺ 


ヒサ 


「高き」 諸 本 

「高」 一 字と せ 

る を訓讀 す。 

白山 本のみ 

「高官 高位 一と 

せり o 

「なし」 底本 

「ナン」 に 作る 

諸 他 本に より 

て改 む。 


りき。 かくて 年 を 重ねし 事 偏に 泰 時が 力と ぞ申 侍る める。 陪臣と して 久 

ケン  ト  コト  ヮ カン リャ ウテ ゥ  セン レイ  ヅ ノシュ  ヨリ トモ  二 セィ  ス 

しく 權を 取る 事 は 和漢 兩 朝に 先例な し。 其 主たり し賴朝 すら 一 一世 をば 過 

ヨシ トキ  クヮ ハウ  ハ *  力 タフ  ハジ  ヘイ パ  ケン 

ぎず。 義時 いかなる 果報に か、 計ら ざ， る 家業 を 始めて、 兵馬の 權を とれり 

o  o  o 

タメ シ マレ  コト  サイ トク  キコ  マタ タイ メイ  モト  ホ n  ココロ ァ 

し、 樣 希なる 事に や。 され ども 才德は 聞えず。 又 大名の 下に 誇る 心 や 在 

ナカ フタ トセ パ カリ ァ  *t  カノ ヤス トキ ァヒ ッ  トク セィ 

りけん、 中二 年計ぞ 在りし。 身 まかりし かど も、 彼泰 時相 繼 ぎて 德政を 

サキ  ホフ シキ  カタ  オノ レ ブン  ハカ  シン ゾク チラ ビ ァラ ユ^ ブ シ 

先と し、 法式 を 固く す。 己が 分 を 計る のみならず、 親族 幷に 所有 武士 ま 

イマ シ  タカ  クワン ヰ  ノゾ  モノ  ソノ マツリ ゴ トシ ダイ  オト S! ッヒ  ホ a 

でも 誡 めて 高き 官位 を 望む 物な かりき。 其 政 次第の ままに 衰へ 終に 亡び 

テン メイ  テハ  スガ タナリ  シチ ダイ  カレ  ョ クン  ゥラ  トコ 口 

ぬる は 天命の 了る 姿 也。 七 代まで たもてる こそ 彼が 餘薰 なれば 恨む る 所 

なしと 云 ひつ ベ し。 


o  o 


(大方 泰時 心た だしく 政すな ほに して 人 を はぐくみ、 物に 慎らず〕 「大方」 とい ふの は槪 括す る 意で、 1 々について は^ 非 

さまざま であらう が、 槪 括して みれば、 泰時 はよ き 人物で ある こと をい はう とする ので ある。 泰 時の 政 诒は^ 儉 ^尜 

を 旨と し、 人民 を 子の 如く 撫 養し、 又 恭謙に して 驕ら なかった こと は 古来 有名な 話で ある。 その 驕ら なかった 1 例 を 

あぐる と、 「かって 法 華 堂に 詣 でて 堂 下に 拜せ しかば、 寺 僧が、 堂に 登り 給へ とい ひしに、 曰 はく 將； 4 在世の 日に 輙く 

近づく こと を 得 ざり き。 薨 じて 後 豈に體 節 を 易へ む やとい ひき」 と 東鎰に 見えて ゐる。 


卷四 後嵯峨 院 


五 四 三 


神 良 正^^ 述義   — 五 四 四， 

C 公家の 御 事 を 思 ひ) 公家 は 朝廷で ある。 朝廷の 事 を 大切に 思うた こと は、 承 久の時 父、 義 時より 計 策 を 問 はれた 時に 「天 

子に 抗 する は臣 子の 義 にあらず、 宜しく 身 を 束ねて 闕に詣 り、 唯 命 是れ聽 き、 天威 尙ほ 霽れざる 時 は 族 を 舉げて 刑に 

就く とも 亦 何 を か 憾みむ。 もし 赦宥を 蒙らば、 迹を 山林に 晦 まし、 一 もて 餘生を 保た む」 と 諫めた 事 あり、 又 出 發の際 

單騎 道よ リ 還りて 「もし 天子 親 征し給 は i -、 何 を もって 自ら 處 せむ」 と 義 時に 問うた こと も あり、 又 四 倐灭. M 崩 じて 

皇嗣な く、 その 報知が 鎌 倉に 至った 時 は、 泰 時が 叔父 時屎 と歡飮 して ゐ たが、 俄に 席 を 起ち 歎じて 「夭 位 は 至 重に し 

て、 神人の つかさどる 所な り。 吾 もし 箝默 して 廷臣 をして 專ら策 を 定めしめ なば、 安危 未だ 知るべからず」 とて やが 

て 戸 を 閉ぢて 沈吟し、 ほとんど 寢食を 忘れ、 鶴！！ 八幡宮に 詣で、 «を 探り、 終に 皇統の 正嫡た る この 後嵯峨 1K.M を 立 

て 奉った とい ふ 事で ある。 それ 陪臣と して 天位 を 左右した 事 はもと より 不可で あるが、 當時 朝廷の 臣に 正しい 政治 を 

行 はう とした 人が 居た かどう か 頗る 疑 はし いので、 泰 時が この 舉に 出た の は 時勢 或は 止む を 得なかった かも 知れぬ。 

それ以上の 事は述 者と して はいふ ことが 出來 ぬ。 

(本 所の 煩 をと どめし かぱ) 本 所 は 上に 言った 通り、 莊 園の 領主で あるが、 當時往 々地頭が 幕府の 烕を かりて 領主 を 蔑に 

して 命 を 行 はず、 又 租税な どに つ いて 爭を 起す こと 少 からず あつたが、 泰 時は理 否に よって 斷じ、 情實 を容れ なかつ 

たから、 地頭の 押妨を 禁じて 領家 をして 安堵せ しめた 事の 少 くなかった 事は當 時の 史乘に 散見す る。 

(風の 前に 塵な く-して 天下 則銶リ き) これ は 風塵と いふ 語に 基づく ので ある。 風塵と いふ は兵亂 をい ふ 熟語で、 「邊境 時 有- 1 

風麇 之猙 こ (漢書 終 軍 傳：； 「風塵 之變出 一一 於 非常 こ (晋書 陶 璜傳) などい ふので あるが、 こ  >  は戰亂 などの 事な く 天下 泰 

平に 治ま つ た 事 を い ふ。 

(かくて 年 を 重ねし 事 偏に 泰 時が 力と ぞ申 侍る める j 承 久の亂 以後、 IK 下に 兵亂 なき こと 二十 年 以上に 及んだ の は 泰時執 

描の 時代で ある。 それ は 結局が 政治の 致す 所で あると 世に 申し 傳 へ てゐる 。泰時 はこの 天 良 御卽 位の 年 仁 治 三 年 六月 十 

五日に 卒した ので あるが、 百鍊抄 にこれ を 記して 「都鄙 貴賤 如レ喪 一一 考妣こ と あるが、 これで 上下 一般に 惜 まれた 事が 

想像 せらる る。 

(陪臣と して 久しく 權を 取る 事 は 和漢 兩 朝に 先例な し) 北 條氏は どこまでも 鎌倉將 軍の 家臣で あるから、 天^から 见 たま 

へば 陪臣で ある。 然るに、 その 陪臣た る北條 氏が、 承 久の亂 以後、 事實上 夭 下の 大櫂を 左右して &た。 しかも それ は 

. 義 時から、 泰時、 經時、 時 頼、 時宗、 貞時、 高 時まで 七 代に 及び、 年 數は百 十三 年に 及んで ゐる。 陪臣が 1 時の 都合 


ゃ權宜 で阈政 をと ると いふ こと は、 多少 どこに も 有りがちの 事で あらう が、 かやう に 久しく 權を 取る とい ふ 事 は 日本 

にも 支那に も 先例がない と いふので ある。 

(其 IH! た リし賴 朝 すら 二世 をば 過ぎず) 北條 氏の 主人たり し賴朝 さへ 二世 を 過ぎぬ とい ふので ある。 頼 朝の 後 頼 家、 實朝 

の 二 代 あれ ど、 いづれ も賴 朝の 子で あるから 二せ で 亡びた と いふので ある。 

(義 時い かなる 果親 にか) 北條義 時が、 かやう に 陪臣に して 阈政 をと る こと を 初めた とい ふの は 如何なる 果報に よるので 

あるかと いふ。 果報と は 佛敎の 思想で、 過去の 听 業の 闪緣 によ "導かれて 生ずる 境界 をい ふ。 卽 ちか やうの 事の ある 

のは義 時が 過去に 如何なる 善業 を 行うた 果報に. よるの であるかと いふので ある。 

(計らざる 家業 を 始めて 兵馬の 權を とれ リし、 樣 希なる 事に や) 「はからざる」 は 思 ひも よらぬ とい ふ義。 北條氏 が賴朝 

の臣 として 錄 倉慕府 の執權 となって 將軍を 輔佐す る の はこれ は 自然の 事と いふべ きで あるが、 その 幕府の 執權 たる も 

のが、 兵馬の 大權を 掌握し、 進んで は 夭 下の 大政 を 左右す る 如き 地位 を 得て、 これ を 家業の 如く 世襲して 子孫に 傳 へた 

とい ふこと は、 これ は豫 期した 事で あるまい し、 又 實に傍 例 もない 事と 思 はるる。 

(され ども 才德 は閎 えず) 義時 はかくの 如き 大 果報 を 得た が、 さて その 人物に ついては 別に 才能 ありと も 聞えず，、 又有德 

の 人と も 聞えぬ と いふので ある。 

(IX 大名の 下に 誇る 心 や 在り けん、 中二 年 許 ぞ在リ し) 義時は 上述の 如き 榨カを 得た るに つけ、 その 大名 釋を e 負して 下 

の ものに 誇る 心が 在った であらう か、 中二 年 程で 死んだ とい ふので あるが、 義 時の 死 は承久 三年の 亂後ニ 年 を 隔て 元 

仁 元年であって、 それ は 近習の ものに 刺し殺された のであった。 

(身 まか リ しか ども、 彼泰 時相 繼 ぎて 德政を 先と し、 法式 を 固く す) 義 時が 死んだ けれども、 泰 時が その後 を耮 ぎて 執 權 

職と なり、 先に い へ る 如く 有 德の政 を 行 ひ、 又 有名なる 貞永 式目 五十 1 倐を 制して 幕府。 政治の 茶 礎 方針 を 定めた の 

である。 

(巳が 分 を 計る のみならず) 泰時は 一方に 於いて 節儉を 守り、 又 元来 陪臣と して 政權を 執って ゐ るので あるから、 將軍は 

幼少な りと いふと も、 これ を 貴んで 自ら 陪臣た る 分限 を 守って、 高位 高官に 昇らなかった。 所謂よ く 恭儉， ：：： を 持した 

ので ある。. かって 四 位に 叙 せらる \ 仰のあった 時に、 陰陽 助 安倍 忠尙を 召して 、「我 功勞 なくして、 胃り にお K を 進め 

らる。 恐らく は 終 を 全うし 難から む。 宜しく 神明に 禱 りて 寵錫を 保つ ベ し」 と 言って 泰山 府君を 家庭に 祭った と いふ。 
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かやう であるから、 己が 親族 丼に 所有 ゆる 武士 ども を もよ く誡 めた から、 泰 時の 時には それら は 高い 官位 を 望む 者が 

なか つた。 

(其 政 次第の ままに 袠へ 終に 亡びぬ る は 天命の 了る 姿な リ) その 泰 時の 善政、 又 その 政治 上の 方針が 次第 次第に 衰へ、 髙 

昨に 至って 終に 亡びて しまったの は 天命の 盡 きた 姿 樣 子と 見 ゆると いふので ある。 

(七 代まで たもてる こそ) 北 條氏は 通常 九 代と いふ。 それ は 時 政から 高 時まで e あるが、 次の 表に 見 ゆる 通りで ある。 

• 政所 別 S  弒權  S  .  弒權  執權  執權  執權  執^ 

〇 時 政 ——〇 義時 —— 〇泰 時 ——〇 時 氏 —— 〇 經時—— 〇 時賴 II 〇 時宗 I 〇 貞時 ——〇 高 時 

然るに、 時 政 は 政所 別當 であって、 當時 未だ 執 櫂の 名も實 もなかった 。義 時の 時、 侍 所別當 和田義 盛を滅 して、 政所 侍 

所の 職 を 併せて その 長と なり 執權 となって 幕府の 仝權を 掌握した の である。 それより 後 は北條 氏が 天下の 兵馬の 大髌 

を 掌る 事に なった の， であるが 泰 時の 子 時 氏 は 父に 先だって 死し、 孫綞 時、 時賴 が相繼 いで 執 櫂に なり、 その後 時 賴の子 

孫が 相 緩した ので ある。 そこで、 義時を はじめと して 執 櫂に なった もの をかぞ ふると 七 代になる から、 本書に 「七 代 

まで 保てる」 と 云った ので あらう。 . 

(彼が 餘藿 なれば、 根む る 所な しと 云 ひつべし)  力く 七 代まで つ e レ たの は泰 時の 德の餘 りであって、 若し 泰 時が 出な か 

つ たら、 かくまで 績か なか つた かも 知れぬ と いふ 意味が ある。 餘薰と は 香氣の 遠くまで 至り 及ぶ にたと へ て 先祖の 功德 

の なごりで 子孫が 榮 ゆる 事 を 云った ので ある。 "  . 

(說) 以上 泰 時論で あるが、 次に 更に 1 段 進めて、 前に 述べた 頼 朝 論 を も 受け、 二者の 政治 上の 位置 を 論じ、 以て 爲政者 

の鋭戒 としょうと いふ 精神 を發 揮す る豫備 とする ので ある。 


^ オヨ ソ ホウ 


オヨ ソ ホウ ゲン ヘイ デ  n ノ カタ  ？-ダ  ヨリ トモ  ィ  t ト  ス トキ  ィ 

凡 保 元 平 治より 以来の 亂 りが はし さに、 賴 朝と 云 ふ 人 もな く、 泰 時と 云 


ュ ホン コク  ュ ン ミ ン 


ふ 物な からまし かば、 日本 國の 人民い かが 成りな まし。 此謂を 能く 知ら 


*| トュヱ  ワウ ヰ  オト 口  プビ  ォモ  アヤ マリ 十リ 

ぬ 人 は 故 もな く、 王 威の 衰へ >  武備の かちに ける と 思へ る は 誤 也。 

(凡 保 元 平 治よ リ以來 の 亂リが はし さに 親 朝と 云 ふ 人 もな く泰 時と 云 ふ 物な からまし かぱ、 日本 國の 人民い かが 成リ なま 

し) これ は 賴朝泰 時が 民政 上の 功績 を あげた こと を 述べた ので ある。 賴朝泰 時が 大權の 一部 を 武門に 敉め たとい ふ 

事 は、 もとより よくない 事で あるが、 民政 上に は 多少の 功績 を 認めねば ならぬ。 卽ち保 元 平 治 以来の 亂れた 政治の 世に 

若し この 二人の 樣な 人が 出なかった としたならば、 理想 もた く、 法式 もた、 ぬ 名ば かりの 政治で あるに 相違が なく、 

それで は 人：^ が 塗炭の 苦を受 くる だけで、 安堵す る こと は 恐らく は出來 なか つたで あらう とい ふので ある。 これ は 政 

治 論の 範圍に 於いて は 否定し 得ない 事 實と思 はるる。 

(此謂 を 能く 知らぬ 人 は 故 もな く、 王 威の 衰へ、 武備の かちに ける と 思へ る は 誤 也) 此 1 由 を 能く 知らぬ もの は、 理由 も 

原 s: もな く 天皇の 稜 威が 衰へ、 源氏 ゃ北條 氏と いふ 武家が 勝った ので あると 思 ふの は 誤解で ある。 政權を 幕府 が-と 

つた 事 はもと より 不都合で あるが、 しかし 若し 賴朝、 泰時 などい ふ ものがなかったならば、 天下が どんなに 亂れ たか 

分らぬ、 恐らく は 非常の 大亂に 及んだ であらう とい ふので ある。 これ は 後世 足 利 氏の 政治の 結果、 應 仁の 大亂、 及び 

その 以後の 戰國の 狀態を 見れば、 思 半に すぐるで あらう。 

(說 ) 以上 泰 時の 取 計が 天意に 出づる こと を說 いたが、 これから は 上の 意 をう け、 更に 敷衍して &道も 畢竟 民 を 安ん ずる 

に存 する こと を說 く。 

ト コロく  シ ハべ  r- ト  アマ ッ t ツギ オン ュ タリ マ 力  ^ ャゥ トウ  力へ  タマ  ト 

所 々に^し 侍る 事 なれ ど、 天日 嗣は 御讓に 任せ • 正統に 歸らせ 給 ふに 取 

ヨウ ィァ  . コト  ハべ  ナリ  カミ  ヒト  ヤス  ホン セィ  テン 力  パン 

りて 用意 在るべき 事の 侍る 也。 神 は 人 を 安くす る を 本 誓と す。 天下の 万 

ミン  ミナ シン ブク チリ  キミ  タフト  イチ ユン  タノ  パン ミン  クル 

民 は 皆 神 物 也。 君 は 尊く まし ませ ど、 一人 を樂 しまし め、 万民 を 苦む る 
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コト  テン  エル  力 ミサ ィハヒ  ィハ  マツリ ゴト 力 ヒ  シタガ  ゴ ゥン  トウ 

事 は 天 も 許さず、 神 も 幸せぬ 謂れ なれば、 政の 可否に 隨 ひて d 御 運の 通 

ソク ァ  オボ  ハべ 

塞 在る ベ しと ぞ覺ぇ 侍る。 

r 所々 に 申し 侍る 事 なれ ど) これから は 天皇の 天職 を 論ずる ので あるが、 それ は 前の 所々 で 述べた 所で ある けれど、 更に 

一 括して 此 所で 論ずる と いふので ある。 

(天日 嗣は御 譲 に 任せ 正統に 歸らせ 給 ふに とリて 用意 在るべき 事の 侍る 也) 天皇 の 御 位 は 時として 傍系に 徙リ傳 はる こと 

が 在っても 天 照大御 神の 神慮の 御 計に 任せて、 & 然、 終に は 正統に 歸着 する こと、 前に 屢々 述べ 來 つた 所の 如き 次第 

である。 さやうな 譯 であるに よって、 皇統に 在らせら る、 方々 は 十分に それらの 事 を 御 心得 あるべき ことで あると い 

ふ の である。  • 

(神 は 人 を 安くす る を 本 整と す) 本 誓と は 本来の 誓約 をい ふ。 この 事 は 豐受太 神宮 御 鎮座 本 紀に党 ゆる。 「金剛 水 不レ朽 火 

不 レ燒、 本性 精 明 故 亦 名 曰-神明 r 亦 名 ー| 大神 s_l 大慈本 誓 一 毎人隨 レ思 雨 レ 寳 如- 1 龍王 寶珠 一 利 -1 萬 品 一如-水 德 f 故 亦 名- 1 御 氣都神 一 

也」 と ある。  - 

(天下の 万民 は 皆 神 物 也) 神 物と は 神の 物で、 一已 人の 所有物で はない とい ふこと。 この 語 は 御 鎖座傳 記に 倭姬が 受けら 

れた皇 太 神 並に 止 由氣太 神の 神勅と いひての せた 文の 中に ある。 「汝正 明 聞 給 接 人 乃 天下 之祌物 也。 英レ 傷-心神 一 云々」 

と あるの がそれ である。 

(君 は 尊く まし ませ ど、 一人 を樂 しまし め 万民 を 苦む る 事 は 天 も 許さず、 神 も 幸せぬ 謂れな れぱ) 君の 尊く まします こと 

はいふまで もない。 しかし、 君の 尊く まします とい ふこと は 下に 萬 民が ある 故で ある。 君 一人 だけお はしまして 下 K 

民が 無くて は 尊卑と いふ 考も 生ぜぬ 譯 である。 それ故に 下 萬 民 を 安んじ 給 ふ 天職 卽ち 天. の 御 位と いふべき である。 

されば、 上 一人 を樂 ましめ て 下 萬 民 を 苦む る 事 は 道理に 於いて 存在せ ぬわけ であるし、 又祌 もさ やうな 事で は 幸をド 

し 給 はぬ 道理で あるから と：； ふ 意。 こ \ の 天 は 支那 流の 語で あるが、 天道 卽ち 自然の 道理と いふ 稃の 意に 見ても 差 支 

ある ま い。 


「お ぢ」 底本 

r 烯」 に 作る 他 

諸 本に よる。 


r 田の」 の 「の」 

底本な し。 他 

諸 本に よりて 

補 ふ。 


(政の 可否に S ひて 御 運の 通 塞 在るべし とぞ 攝 え 侍る) 上述の やうな 逍理が 有る からして、 その 行 はるる 政治の 是非 良否 

によって、 その 天皇の 御 運命の 良否が あるで あらう とお も はるる とい ふので ある。 通と は 運命の 進路の 開いて ゐるこ 

とで 仕 合せの 善い こと、 塞と は その 進路の 塞がって ゐる ことで 仕 合せの 惡 いこと。 

(說) 以上 は 天皇の 人民 を 大切に し、 政治 を 慎ませ 耠 ふべき 事 を 論じた のであって、 これから 下 は， 人臣の 心得 を 論ずる の 

である。 


ジ ン シ ン 


にぬ 


增 して 人臣と して、 君 をた ふとみ、 民を哀 み、 天に せく  > まり、 

o  o 

ァシ  ヒッキ  テラ  ァフ  ココロ キタナ  ヒ カリ  ァタ  n ト 

き 足し、 日月の 照す を 仰ぎても 心の 黑 くして 光に 當 らん 事 をお ぢ、 雨露 

の 施す を 見ても 身の たゾ しからず して 惠に 漏れん 事 を 顧るべし。 朝夕に 

ナガ タサタ  イネ  タネ  クヮ ウォン ナリ  チウ >■ イク ヰ サク ヰ  ミヅ  卜 がレ ノ  シン トク 

長田狹 田の 稻の種 をく ふ も皇恩 也。 晝夜生 井榮井 の 水の 流 を 呑む も神德 

o  o 

チリ  コレ  ォモ  ィ  ァ  マ 力  ョク  ホシキ マ、  ヮタ クシ サキ  ォ ホヤ ケ 

也。 是を思 ひも 入れず、 在る に 任せて 慾 を 恣 にし、 私 を 前と して、 公 

を 忘る る、 い 在るならば、 世に 久しき 理 らじ。 


ァメ ヅュ 


c 增 じて 人臣と して 君 をた ふとみ、 民を哀 み) これ は 君命 を 受けて 人民 を 治む る 地位に 在る もの \ 道を說 いたので あるが 

それらの 人 は 上 は 君 をた ふとみ、 下 は 民を哀 みて、 善政 を 行 ふべ きこと はいふまで もない。 

(天に せく. * まリ、 地に ぬき 足し) これ は詩趑 の小雅 正月 篇に 「謂-天蓋 高 一 不一 一 放不 Ter  PI 地蕺^ 一 不一 一 欤不 -跻」 と あるに 

基づく 語で あるが、 天 は 高く 且つ 大 なれば、 いかに 脊を髙 くし 肩 を 張りて 步 くと も妨 ないやう である けれども、 や は 
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タケ 

り 丈 を 縮めて 行く がよく、 地 は 厚く 且つ 廣 ければ、 いかに 强く 踏む とも、 差 支へ ないやう である けれども、 やはり 足 

を靜 かにして 行く がよ いとい ふので. 人に 誇らず、 身を愼 むべき こと を譬 へて 言った ので ある。 

(日月の 照す を 仰ぎても 心の 黑 くして 光に 當 らん 事 をお ざ) 日月の 明らかに 照す を 見て はわが 心 を これに 比べ て、 果して 

黑ぃ點 が 無い かとお み" 邪に 穢れた 心で 日月の 淸き 光に あたる こと は 恐れ多い 事と 思へ とい ふので ある。 

(雨露の 施す を 見ても 身の ただしから ずして 惠に 漏れん 事 を 顧るべし) 自然 生の 草木、 田 畠に 作る 諸の 作物、 すべて 天地の 

雨露の 惠を うけて 育つ ものであるから、 それ を 見ても、 わが 身の 正しから ずして 天地の 惠に 漏れ ざらん 事 を 顧みお も 

へと いふ こと。 卽ち身 不正で は 天恩い かに 洪大で も、 惠を 下す に 由ない 事が 生ずる。 それ故に 心 を 直く 身 を 正しくせ 

よと いふ。 

(朗ク に 長 田 狭 田の 稻の種 をく ふ も皇恩 也) 朝夕に 米 をく ふ も 天皇の 恩で あると いふ こと。 これ は 今の 人 は 何とも 思 はず 

に、 こ の國に 生ずる 米 を 食うて あれ ど、 それ は その 源 を 思 はぬ からで ある。 わが 日本 米の 源 は 天照皇大神が 蒼生 の^に 

天 狭 田 長 田に つくり 給 ひし 稻穗を 皇孫 瓊々 杵 尊に 授け 給 ひ」 瓊々 杵尊 この 土に これ を植ゑ 生し 給 ひし その 稻稀を 源と 

して、 世々 の 農家が 心 を こめて 改良に 改良 を 加へ て 今日に 至った ものである。 而 して 年々 の新甞 祭、 天皇 御 1 代 1 度 

の 大^ 祭 はこれ の 報恩の 御祭で ある こと を 思 ふとき に、 誰れ の 人 か、 この 朝 タ食ふ 米が 天照皇大神の 天 狭 田 長 田の 稻 

の 棟で ない とい ひ 得る であらう か、 はた 又 これが、 歴史 ありて 以來 でも 三千 歳の 間、 その 以前 悠久の 古よりの^ 恩で 

ない とい ひ 得よう か。 01 本 米が 世界に 於いてす ぐれた 種で あると いふ 事 も かやうな 嚴 重な 事實に 基づく も ので ある。 

これ はわれら の 口 夕に 忘れて はならぬ 事で ある。 

(畫夜 生井榮 井の 水の 流 を 呑む も神德 也) 生 井 榮井は 善 莨な 井水 を あがめた V へて いふ 語。 その 井水 を吞 みて、 人 は 生き 

又榮 ゆるに よりて その 恩德を ほめて いふので、 決してた^ の 飾り 語で ない。 若し、 汚水、 濁水、 又は 鑛 物質の 甚 しき 

水 又は 毒 水な ど. のみであって は、 人間 は そこに 一日 も 生存し 得ぬ ので ある。 これ を 思へば、 その 生井榮 井の 水 を 害 夜 

飮 みうる 事 は 偉大なる 神の 恩惠 であると いふ 事が わかる 箬 である。 

(是を 思 ひも 人れ ず、 在る に 任せて 欲を恣 にじ 私 を 前と、 し 公 を 忘る る 心 在るなら ぱ 世に 久しき 理 侍ら じ) 上述の 如き 祌 

恩 良 恩の 忝ない 事 を 深く も考 へ ず、 日月 雨露の 忝い こと を ^ 忘れ これ を 疎略に し、 水の 如き もの 米の 如き もの 日常 在る 

に まかせて これ を妄に 費し、 ^慾 を恣 にし、 公の 務を 忘る \ やうな 心が 在るならば、 さやうな 人 は 世に 久しく 榮 えて 


GH や) 普通の 臣 として すら 上の 如くで ある。 まして その上に 位する もの に 於いて は 1 層實 任が 重い とい ふこと を 導き出 

す爲の 語で ある。 

(鬮柄 を 取る 仁に 営リ ) 「國 柄」 とは國 家の 政 柄と いふ こと、 「仁」 と はわが 國 中世 以降 「人」 と 略 通じて 用ゐ たので あるが、 

人物の 意味に 近い。 卽ち國 民の 上に 立って 政權を 取扱 ふ 人物に 於いて はの 意。 卽 ち攝關 大臣 等 をい ふ。 

(兵 權を預 る 入と して) 兵馬の 大 權を預 つて 天下に 號令 する 人 卽ち大 將軍を さすが、 今 は 幕府の 執權も そのうちに 入る。 

(說) 以上で、 上 天皇より 下 一般の 爲政 者の 心得 を 一 往 論じた により、 更に 立ち か へ りて 上 来の 論旨 を總 括して、 この 論 を 

結ばう とする の である。 

ヤス トキ  ムカシ  ォモ  マコト ァ  トコロア  シ： v ン  ホド  ココ H 

泰 時が 昔 を 思 ふに は 誠 在る 所在り けんかし。 子孫 はさ 程の 心 あら じ なれ 
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在る 道理 は あるまい とい ふので ある e 昔 妙 心 寺の 開 祖關 山 和- 3： は、 その 同行の 徒が 琵琶湖に 浴して 水 を 疎略に した 事 

を さへ 誡め たとい ふ 逸話が ある。 さう して さやうな 謙遜な 和尙の 開いた 寺で あるに よって 妙 心 寺 は 有鼷に 今日まで も 

荣 えて ゐ るので あると いはれ てゐ る。 古人の 謙遜な 心褂 はかくまでに ゆかし いもので ある。 而 して 關 山 和^ はこの 書 

の 著者と 時代 を 同じう する ので あるの を 見る と、 偉人の 言と 行と は 期せず して 1 致す る ものであると 思 はれて、 誠に 

慕 はし い 事で ある。 

(說) 以上、 人臣の 道を說 いたが、 ^に は そのうち にても 重要の 地位に 立つ もの を 特に 說 く。 


ィ： ン コク ヘイ  ト ♦ ジン  ァタ  ヘイ ケン  ァヅカ ヒト  シャゥ a  フ  、 

況ゃ國 柄 を 取る 仁に 當り兵 權を預 る 人と して 正路 を 踏ま ざらん にあき て 

爭か其 運 を 全くすべき。 
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ども 固く しける 法の ままに 行 ひければ、 及ばず ながら 世 を も 重ねし にこ 

f テゥ  コト  ラン ゲキ  ノリ  タメ シォホ  レイ  タ  ヮガ クー I 

異朝の 事は亂 逆にして 紀 なき 樣 多ければ >  例と する に 足らず。 我國 

^(  チカ  イチ 、ジル  シャゥ 力  ブン サ ダマ  シカ  ゼン ァク ム クイ アキラ 力  イン ゲヮ  コトヮ 

は 神明の 誓 ひ揭焉 くして 上下の 分定れ り。 然も 善恶の 報 明に、 因果の 理 

o  o  o 

，為ナ  カツ  トホ  コト ドモ  キン ダイ  トク シッ  ；、  ) シャゥ ライ 

空しから ず、 且は 遠から ぬ 事共 なれば ノ 近^ ゆ 得失 を 見て、 將來の 

ナリ 

誡 とせら る ベ き 也 


o  o  o 


(泰 時が 營 を 思 ふに は 誠 在る^ 在リ けんかし) さて 以上の 論 を 立て、 而 して 昔の 泰 時の 時の 事 を 思 ひめ ぐらす に、 彼泰時 

とい ふ 人物に は 至誠と いふ 心の 存 する 點が 在った ので あらう。 それ故に あれ だけの 事 も 行 ひえた ので あらう とい ふの 

である。  一 

(說) こ \ に 「誠 在る 所在り けん」 といって ゐ るの は 意味深長 である。 泰 時の 行うた 所 をば， 徹頭徹尾 謳歌して ゐ るので 

はなく、 彼の 行った 所 を 見る と、 どこかに 誠と いふ 心が 在る 所 を 認めうる とい ふので ある。 

(子孫 はさ 程の 心 あら じ なれ ども、 固く しける 法の ままに 行 ひければ、 及ばず ながら 世 を も 重ねし にこ そ) 泰 時の 子孫 は 

泰時 ほどの 至誠が あつたか どうか 疑 はしい、 恐らく は泰時 ほどの 心 は 持って ゐ なかった であらう けれども、 泰 時が 餵 

立して おいた 法式 や 遣訓を 守って 萬 事 行った から、 泰 時に 及ばない ながら も、 やはり 世の 固めと なって 五六 代まで も 

っ^ いたので あらう と いふ 意。 

(異朝の 事は亂 逆にして 紀 なき 樣 多ければ 例と する に 足らず) 外 國卽ち 支那 や 印度の 事 は、 本書の はじめに 說 いて ある 如 

く、 わが 國と 隨體が 違ふ爲 に逆亂 がっ^き、 君臣 上下の 紀律 もない とい ふやうな 實 例が 多い ので あるから、 それらの 

國 の事實 は、 わが 國の 先例と する に は 足らない。 

(說) この 1 句と 次の 1 句と はわが 國體の 特異なる 點に 基づく ものである。 


(我 國は 神明の 薔 ひ掲焉 くして 上下の 分 定れリ ) わが 國は 神明の 御 誓約が 著しくて 君臣の 分 昔より 定まって 少しの 馄亂も 

ない とい ふ 意。 卽ち 天照皇大神の 神勅 以来、 皇統 1 系 萬 世に わたりて 變ら ず、 支那 及び 諸 外國の 如く、 臣が 君と なる 

とい ふやうな 事 は開鬨 以來 更にない ので ある。 

(然も 客 惡の報 明に、 因果の 理リ 空しから ず) 上の 如く、 君臣の 分 は 明かに、 皇統 一系 萬 世 無窮で ある こと は 一 毫も 疑 ひ 

がな くその 點は 決して 動く もので 無い が、 しかも、 その 一系の 君統 のうちで、 種々 の 事が 起伏す る。 その 起伏す るの 

はつ まり は 因 あれば 果 あると いふ 理 によって、 過去の 善惡の 業に よって 相應の 果報 を 受けら るる 爲 であって、 その a 

法が 適切で ある。 この 理は 本書の 著者が、 これまで あちらこちらで 指摘して ゐる。 

(且は 遠から ぬ 事共な れぱ) それらの 因果 應 報の ありさま は 上代から 見 ゆるが、 ここに 論ずる 事の 如く そのうちに は 遠 か 

らぬ 世に も 著し い 事が 多く 見 ゆる 事で あるから と いふ 意。 

(近代の 得失 を 見て 锊來 の鑒誡 とせら るべき 也) かやうな 譯合 故に、 この 近代 (ことに 保 元 平 治 以後 を さすので あらう) 

の 政治の 得失 を 見て、 將來の 政治の 手本と も誡 ともせら るべき であると いふ 意。 . 

@ これで その 政治 論 は 一 且 結末 を吿 げたので あるが、 久米幹 文 曰 はく 「此 は泰 時を儸 りて 後に 尊 氏 を 論ぜむ とする 伏 

線な り」 といって ゐる。 如何にも さやう に考 へらる る。 讀者 はこ、 に 注意す る を 要する。 

なほ 以上の 政治 論 はもと、 泰 時が この 天皇 を 擁立した 事に 因んで 起した ものである。 今 この 論 を 終へ たから もとに 

返って、 この 天皇の 御卽 位の 事 倩 を 次に 述べる。 

ソ モソモ n ノ テン ワウ  シャゥ b  力へ  t ツギ  ゥ  タマ  サキ ダ  サマ 》^ キ ズィ ァ 

抑、 此 天皇、 正路に 歸 りて 日 嗣を 受け 給 ひし、 先立ちて 様々 奇瑞 在りき。 

マタ ツチ i カド， ヰン  ァ ハノ クニ  カウ モン  ィハ シ r. ヅ  ハチ マン グゥ  ケ イビ ャク 

又 土 御 門院、 阿波 國 にて 告文 かかせまして、 石淸 水の 八幡宮に 啓 白せ さ 

タマ  ソノゴ ホン ク ワイ  スヱ トホ  サ マ fii^t  ゴゲ ワン  ハタ  ァ ハン 

せ. 給 ひける、 其 御木 懷、 末 通りに しかば、 樣々 の 御 願を果 されし も哀な 
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オン コト ナリ  ヅ t  ケィ タイ  アル ジ  コノ オンス ヱ 

る 御 事 也。 終に 繼體の 主として、 此御 末なら ぬ はまし まさず。 

(抑此 天皇 正路に 饞リて B 嗣を 受け 給 ひし) 此 天皇の 前に 皇統が 一旦 傍系に わたった けれども、 この 天皇に 至りて、 正系 

に 立ち 歸 つて 天位 を 受け 給うた こと は の 意。 

(先立ちて 樣々 奋 瑞在リ き) その 御卽 位に 先立って 樣々 の 不思議な 瑞相 があった とい ふので ある。 その 事 は^ 鏡に 出て & 

るので あるが、 父 天皇 土 佐に 遷 され 給うた 時には この^ 皇 僅に 二 歳で、 外戚 源 通 方 をた よって 京に 止まって ゐられ た 

が、 通 方が 薨 じたから、 御 祖母 承 明 門院の 御 方に 徙り給 ひ、 長ず るに 及んで 世 を はかなみ 給うて 僧と ならう とせられ 

たが 承 明 門院が これ を 止められた。 そこで 天皇 は 御意に 決し かねて 潜に 石淸水 八幡宮に 詣で 通夜して 默禱 せられた 所 

が、 夢に 壇上で、 椿 葉の 影 再 改まる (これ は 新撰 朗詠に 載せた 德是 北辰 椿 葉 之 影 再改、 尊猶 南面 松 花 之 花 十 廻と いふ 

句で、 北辰 は 天子の 居に たと へ、 南面 は 天子の 位で あるから、 行末 天子に なり 耠 ふべき を 神の 告げ 給うた ものと 思 は 

れ ねばなら ぬので ある) と 聞え たから、 天皇 は覺 めて これ を 喜び、 僧と なること を やめて 是 から 學 問に 勵 精せられ た 

と ある。 又 上に も 述べた 所の 泰 時が 鶴 岡 八幡宮で 篛 をと つたが、 この 天皇 立ち 耠ふ べしと いふ 事が 出た 事な ど を さし 

たので あらう o 

(又 土 御 門院 阿波 國 にて 告文 かかせまして 石 清水の 八 權宮に 啓 白せ させ 給 ひける) この 事 は^ 鏡に 見えて ゐ るが、 土 御門 

上皇が 阿波から 願文 を 石淸水 八幡宮に 奉りて 祈願 せられた その 御 願意が 達した から、 この 天皇 は 篤く 石 淸水宫 を 信仰 

せられ、 みづ から 經論 を寫 して 八幡宮に 藏め、 毎 春 この 宫に詣 で &齋み 籠りた まふ こと 七日に 及ぶ と ある。 

(終に US の- W として 此御 末なら ぬ はまし まさず) この 天皇より して 後 皇位 緝 承の 方々 いづれ もこの 天皇の 御子 孫で あら、 

せらる 乂 とい ふこと。 


ミヅ ノエ トラ トシ ソク ヰ  ミ.？ N ノ トウ  ハ^ カイ ゲン  オン i  クッシ タマ 

壬 寅の 年 即位。 癸 卯の 春 改元。 御身 を 愼み給 ひければ にや 


タマ  コト ョ トセ  タイ シ  ォマ 、ン マシ  ジャ ゥコク  ソン ガウ レイ  ゴト  ヰン チウ 

給 ふ 事 四 年、 太子 を さなく 御座し かど も讓國 あり。 尊號 例の 如し。 院中 

ョ  シ  タマ  ゴシ ュッケ  ノチ  ュジフ ロクネ ンァ  シラ カハト 

にて 世 を 知らせ 給 ふ。 御 出家の 後 も か はらず、 廿六年 在りし かば、 白 河烏 

羽より 以来に は おだやかに 目出度き 樣 代なる べし。 五十 三歲 御座し き。 

(壬 寅の 年卽 位) 壬 寅 卽ち仁 治 三年 正月 二十日 踐舴、 三月 十八 日に 卽 位せられた。 钩年 二十 三。 

(癸 卯の 春 改元) 翌年 二月 二十 八日に 寛 元と 改元 せられた。 

(御身 を 慎み 給 ひけれ ぱ にや 天下 を 治め 給 ふ 事 四 年、 太子 を さなく 御座 * しか ども 讓國 ぁリ) この 天皇 寛 元 四 年 正月 二十 九 

日に 御讓 位が あった。 御 在位 滿四 年。 皇太子 はこの 時に 御 年 四歲で 入らせられた。 かく 幼ない 皇太子に 御 位 を 讓られ 

たの は、 御身 を 慎み 給うた 爲 であらう と いふ。 それ は 尊貴の 位に 永く ゐ たま ふこと を 御 謙遜 あ つたと いふ 意で あらう。 

(糠號 例の 如し。) 太 上 天皇の 尊號 例の 如く 新 帝より 上られた、 それ は 二月 十三 日であった。 

(院 中に て 世 を 知らせ 給 ふ) 御讓 位の 後 院政 を 行 はせられ た。 

(御 出家の 後 も か はらず) 文 永 五 年 十月に 御 出家 あらせられ たが、 院政 は 相 か はらず 行 はせられ た。 

(廿穴 年在リ しが は) その 院政 は、 後深草 龜 山の 二 代に わたり、 寬元四 年の 御讓 位から 文 永 九 年 二月 十七 日の 崩御まで、 

滿ニ 十六 年 を 超えた ので ある。 

(白 河 鳥 羽よ リ以來 に は おだやかに 目出度き 御代なる べし) 院政 を 行 はれた 方々 は 白河院 四十 餘年、 鳥羽院 二十 餘年、 後 

白河院 三十 餘年、 後鳥羽院 二十 餘年、 後堀河 院 三年で あるが、 後白河 後鳥羽の 二院の 時代 は 天下 大亂に 及ん， たので あ 

る。 この 院の 院政 時代 は 幕府 は泰 時時 賴の 執權 であって 天下が 治まって ゐ たので ある。 それ故に 白 河 鳥 羽 以後のお だ 

やかな 結構な 時代で あらう とい ふ。 

(©し こ V に 「おだやかに 目出度き 御代なる べし」 とい ふ 語に は 微意が あるで あらう。 

(S 十一 一一 歳 御座， しき) 御 年齢に 異說は 無い。 
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ダイ ハチ ジフ ハチ ダイ  ゴ フカ クサ ヰン  ィ ミナ X- サ t ト  ゴサガ ダイ ュ  3  オン ハハ  ォホ ミヤ ノヰン フデ ハラ 

第 入 十八 代、 後深草 院、 諱は久 仁、 後嵯峨 第二の 子。 御 母、 大宮院 藤 原 

キッ シ  ダイ ジャゥ ダイ ジン サネ ゥヂ  ムス メナ リ  ヒ ノエ ゥマ  トシ シ サイ  ソク ヰ  ヒ ノト ヒッジ カイ ゲン 

の始 子、 太 政 大臣 實 氏の 女 也。 丙午の 年四歲 にて 即位。 丁 未 改元。 

(後 二の 子) 皇服弒 運錄、 歴代 皇紀、 皇 年代 略記に は 本書と 同じく 第二の 皇子と すれ ど、 百 鎳抄、 帝王 編 年 記、 皇. 

代 記、 柬齄に は 第 1 子と ある。 蓋し この 第二 子と ある は 第 1 の 御子 宗尊 親王 を かぞへ 奉る からで あり、 第 1 の 御子と 

する の は 后 腹の 御子 だけにつ いて かぞへ 奉る ので、 結局 は いづれ も 誤で はない ので あらう。 

(御 母大 宮院、 藤 原の^ 子、 太 政 大臣 實 氏の 女 也) 大宫院 は 後嵯峨 天皇の 中宮で、 太 政 大臣 從 1 位 西 圜寺實 氏の 長女で あ 

る。 御名 は百鍊 抄に嬉 子と ある けれども、 誤で ある こと は 定論で、 本書の 如く 姑 子と あるの が 正しい。 正統 記で も 白 

山 本、 類從本 以下の 流布本み な嬉 子と して ゐ るが、 底本 梅 小路 本靑蓮 院本 は 正しく 書いて ゐる。 この 御 方 は 仁 治 三年 

に 女御と なり、 ついで 中 宫に立 たれた。 この 天皇 御卽 位の 後 寶治ニ 年 六月に 大宮院 の 尊號を 上られた ので ある。 

(丙午の 年四歲 にて 卽位) 寛 元 四 年 正月 二十 九日 受禪 踐祚、 一! 一月 十 一日に 卽 位の 罎を行 はれた。 

(丁 未 改元) 寬元五 年 二月 二十 八日に 寶 治と 改元 せられた。 

チン 力  チサ  タマ  n トジフ サン ネン  キ サイ パラ チャウシ  マ シマシ  オン ャマ  オハ シマ 

天下 を 治め 給 ふ 事 十三 年。 后 腹の 長子に 御座し かど も、 御 病 ひに 御座し 

ドウ ボ  オン オト ゥト ツネ ヒトノ シン ワウ  タイ シ  タ  ジャ ゥコク ソン ガウ レイ  ゴト  フ-ン i 

ければ、 同 母の 御 弟恒仁 親王 を 太子に 立て、 讓 國尊號 例の 如し。 伏 見の 

i ョ  シパラ マツリ ゴト シ  タマ  ゴ， ンュッ ケア  セィム  シュ ジャゥ  ュ. ソ 

御代に ぞ 暫く 政 を 知らせ 給 ひしが、 御 出家 在りて 政務 をば、 主上に 讓り 

マチ  タマ  ゴジフ ハチ サイ ォマ -ンマ 

申させ 給 ふ。 五十八 歲 御座し き。 


1 

(天下 を 治め 給 ふ 事 十三 年) 正 元元 年 十一月に 讓位 あり、 御 在位 滿 十四 年に 足らぬ こと 二 ヶ月。 • 

(后 腹の 長子に 御座し かど) 大宮院 の 所 生 は 後深草 天皇、 恒尊 親王、 癍山 天皇、 雅尊 親王、 貞良 親王、 月 華 門院の 六 人 ま 

しました。 その 長子で この 天皇 はいらせられた。 

(御 病に 御座し けれ ぱ) この 御 病の 事 未だ 他の 書に 見ぬ。 され ど、 著者 は 虚構の 事 を 記すべき 人で ない。 必ず 事實 であつ 

たらう と 思 ふが、 今 その 旁證を なすこと が 出来ぬ。 

(同 母の 御 弟恒仁 親王 を 太子に 立て、) 恒仁 親王 は 卽ち龜 山 天皇. である。. 正 嘉ニ年 八月 七日に 恒仁 親王 を皇太 弟に 立てら 

れ た。 本文 太子に 立てて と あるの は汎 くいった ので 必ずしも 誤で は あるまい。 而 して、 この 皇太 弟に 立ちた まうた の 

は 後嵯峨 院の思 召に よった 事 は 鏡 等に 明かで ある。  . 

(讓 圉) この 讓位は 正 長 元年 十 1 月 二十 六日であった。 時に 御 年 十七 歲。 

(JB 號 例の 如し) 正 長 元年 十二月 二日に 新 帝から 尊號を 上られた ので ある。 

(伏 見の 御代に ぞ 暫く 知らせ 給 ひしが) 龜山 天皇 御卽 位の 後 も 後嵯峨 院の 院政で あり、 後嵯峨 院 崩御の 後 は癍山 天皇の 親 

政で、 院政 は 行 はれず、 ついで 後宇多 天皇の 御代に は龜山 上皇の 院政であって、 その 問 三十 年ば かり はこの 天皇 は 政 

務に無 IS 係で 入らせられ たが、 伏 見 天皇 卽位 後、 院政 を 行 はせられ た。 しかし それ も 御 出家 在って から は 政務 を伏兑 

天皇に 御讓 りに なった から、 この 天皇の 院政 は 伏 見 天皇 御卽 位の 弘安十 年 十月から 正德 一 一 1 年 二月の 御 出家まで 三 年 未 

滿 であった。 

(五十八 歳 御座し き) この 天皇 は、 後ニ條 天皇の 嘉元ニ 年 七月 十六 日に 崩御に なった。 御 年 は^ 鏡、 歷代 皇紀、 皇 年代 略 

記に 六十 二と ある。 本書に 五十八 歳と する の は 何に よられた か 分らぬ が、 誤リ であらう。 

ダイ ハチ ジフ ク ダイ ダイ シ ジフ シチ セィ カメ ャャ ヰン ィ ミナ ヅ *•  t ト ゴ フカ クサ ヰン ドウ ボ オン オト ゥト ナリ 

第 八十 九 代、 第 四十 七 世、 龜 山院、 諱は恒 仁、 後深草 院同 母の 御 弟 也。 

ツチ ノト t ッジ  ト， ンゾク ヰ  カノ エサ ル  カイ ゲン 

己 未 の 年 即位、 庚申に 改元。 

卷四 後深草 院 翁山院  五 五 七 
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c 已 未の 年 卽位) 正 元元 年 十 一月 二十 六日 皇太 弟と して 受禪 踐祚。 十二月 二十 八日に 卽 位の 蹬を行 はれた。 御 年 十一- 

(庚申に 改元) 正 元 二 年 四月 十三 日に 文應と 改元 せられた。 
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此 天皇 を 繼體と 思 召し 置きて ける にや、 后 腹に 皇子 生れさせ 給 ひし を 後 

サが ト,' ヤシ ナ  タイ シ  タ  タマ  ゴ フカ クサ  ミコ 

嗟峨 取り 養 ひまして、 いつしか 太子に 立て 給 ひぬ。 後深草 Iff^ との 御子 

サキ ダウ マ  タマ  ヒ  o 

も 先立ちて 生れ 給 ひし かど も、 引き こされ ましき。 ^Is^^s 

ゴサガ カク  タマ  ノチ  キヤウ ダイ オン  ァラソ  タマ  n ト ァ 

後嵯峨 隱 れ させ 給 ひて 後、 兄弟の 御 あは ひに 諍 はせ 給 ふ 事 在りけ れ ば， 

ボ ギ ォホ ミヤ ノヰン  タヅ  マチ  セン ヰン  オン ゾィ  タウ ギン  ォマシ マ  ヨシ 

母 儀 大宮院 に 尋ね 申しけ るに、 先 院の御 素 意 は ^今に 御座す 由 

o  o  o 

コト サ^ マ  キン チウ  セィ ム  タマ 

を 仰せ 遣 はされ ければ、 事定 りて 禁中に て 政務せ させ 給 ふ。 


ン トウ  ボ ギ ォホ ミ- 

W より^ 


ォホ 


(此 天皇 を 櫪趟 と 思 召し 置きて ける にや、 后 腹に 皇子 生れさせ 給 ひし を 後嵯峨 取リ赛 ひまして いつしか 太子に 立て 給 ひぬ) 

後嵯峨 天皇が、 この 龜山 天皇 をば 皇位 櫞 承の 御 系統と 定めよ 3 と 思 召しれ ので あるで あら-う^、 この IK 皇の 皇后の 御 

腹に 皇子 (卽ち 後宇多 天皇で ある) の 生れ あそばし たの をば、 後嵯峨 天皇が 引きと リ 養育し 奉らせ 給うて、 やがて 間 

もな く、 皇太子に 立て 給うた とい ふので あるが、 この 立太子 は 文 永 五 年 八月で、 太子 二 歳の 時で ある。 

(後 深萆の 御子 も 先立ちて 生れ 給 ひし かど も 引き こされ ましき) 後深草 院 0、 の 文 永の 頃に は 後嵯峨、 後深草の 二院 まし 

ましたので、 後嵯峨 を 本院、 後深草 を 新院と 申し上げた) の 御子 (これ は 伏 見 天皇で ある) も 先立って (文 永 ニ^の 

御 降誕で、 後宇多 天皇より 二 歳の 御 兄) 生れ 耠 うたが、 先 を、、 されれ. i うれ。 


(太子 は 云々) この 注の 事 は 上に 述べた。 

(後 嗟 蛾 藤れ させ 給 ひて 後、 兄弟の 御 あは ひに 諍 はせ 給 ふ 事在リ ければ) 後 峨嵯院 の 崩御 は 上に いうた 通り、 文 永 九 年 二 

月で あるが、 この 崩御の 後に、 後深草、 龜山ニ 帝の 間に 皇位 繼 承に SS して 御 諍の 事が 在った。 これ は、 13? 鏡に よるに、 

御 父 後嵯峨 院、 御 母 大宫院 共に 龜山 天皇 を 愛し、 龜山 天皇の 御子 孫 をして 長く 大統 をつ がしめ むと 欲し- 後嵯峨 院崩 

ずるに 臨み、 大宫院 にこの 旨 を 遣 詔した まひ、 又 朝廷に 古から 奴 上田 村 麿の 斂を 藏め傳 へて 鎭國 の寶 として あつたの 

を も、 大宫院 が龜山 天皇に 傳へ耠 うた。 これによ つて 後深草 院 が大宮 院を 快から ず 思 はれた とい ふこと である。 

(說) この 御 諍 は、 院と 天皇との 御 諍と いふよりも、 その 祗候 人の 爭に 基づく ものと 思 はるる。 ^鏡に は 「か、 れ ばいつ 

しか 院方 (後深草) 內方 (龜 山) と 人の こころ）^ も 引き 分る る や 5 に、 うちつけ 事 どもいで きに けリ。 人 ひとりお は 

しまさぬ あと はいみ じき ものに ぞ ありけ る」 と ある。 さて 同じく 智 鏡に 「さてし もや はなれば、 このよし を も 關の東 

への 耠 ひっか はしける」 と ある。 これ は、 この 锎諍を 鎌 倉 幕府に 訴 へられた 事で、 これ また 皇烕 を輕 くす る漸 をな し 

たもので あって、 後の 兩統迭 立の 大事 を 起す 源と なる ので あるが、 これ も、 後深草 院の 近臣の 物の 理を 知らぬ ものの 

しわざで あらう が、 慨嘆に たへ ぬ 事で ある。 

(S の 東よ リ母儀 大宮院 に 尋ね 申しけ るに、 先院 の御棄 意は當 今に 御座す 由 を 仰せ 遣 はされ けれ ぱ) 後嵯峨 天皇が、 翁 山 

天皇の 御 血統 を 以て 皇統と おばし めした 事 は^ 鏡 「あすか 川」 の卷に 後嵯峨 天皇 崩御の 條に 「世の中 は新院 (後深草) 

かくてお はし ませば、 法皇の 御 か はりに 引きう つして、 さぞ あらむ と、 世の 人 も 思 ひ 聞え ける に、 當代 (龜 山) の 御 ひ 

とつす ぢ にて あるべき さまの 御 おきてな り」 とあって、 この 事 は 明かで ある。 さて その 事 をば 關 東より 大宫院 に 伺 ひ 

奉った 事 は、 本書 以外に は 未だ その 說を傳 へた もの を 見ない が、 これ はもと より 事實 であらう。 iSp 鏡 「あすか 川」 の 

卷に 「朝の 御 まもりと て 田 村の 將 軍より つた はり まゐ りけ る 御 はかし など を も、 かの 御け しきの しかお はし ましけ る 

にや、 御 かくれの 後 やがて 內裏 へたて まつらせ 耠に しかば、 それな ど を ぞ女院 ハ大 宫院) のうら めしき 御 ことに は院 

(後深草) も 恩き こえさせ 給け る」 と ある。 この 記事に よれば、 大宫 院が關 東の 伺に 對 して 本文の やうに 御^あった こ 

と は 當然 の 事で あつたと 思 はるる。 

(事 定リ て) その 諍 も 落着して、 この 天皇の 御 政と いふ 事に 治定 したの をい ふ。 

(禁中に て 政務せ させ 給 ふ) 天皇の 御 親政あった 事 をい ふ。 この 御 親政 も 北條の 諒解 を 得なければ ならぬ とい ふ 事に なつ 
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(天下 を 治め 給 ふ 事 十五 年) 正 元元 年 十 1 月の 踐祚 から 文 永 十 1 年 正月 二十 六日 御讓 位まで、 御 在位 は 足 かけ 十五 年で あ 

る o 

(太子に 醸リ て、 載號 例の 如し) 太子 は 後宇多 天皇で ある。 太 上 天皇の 尊 號は新 帝 踐祚の 後 文 永 十 1 年 三月 二十 六日に 上 

られ た。 

(院中 にても 十一 二 年 まて 世 を 知らせ 給 ふ) 御讓 位後院 中に 在りても 舊の 如く 政務 をと りた まふ こと 十三 年間で あると いふ 

ので あるが、 これ は 後宇多 天皇 御 在位の 間 この 院の 院政で あつたので ある。 

(事 あらたま リ にし 後に 御 出家し 事 あらたまり にし 後と いふの は、 北條 氏の 千涉で この 龜山 天皇の 御 1 統 のみが 皇位 をつ 

がせ 耠ふ べしと いふ 先帝の 遺 詔が 奉行せられ ずして、 後深草、 龜山ニ 天皇の. 血統が、 か はるぐ 立た るるとい ふ 新な 

內规が 出來、 それによ つて、 後宇多 天皇の 御讓 位で 伏 見 天皇の 御卽 位と なり、 世 は 後深草 上皇の 院政と なった こと を 

いふ。 それから はこの 天皇の 院政 はなくな つた。 その後に 御 出家あった とい ふので あるが、 御 出家 は 伏 見 夭 皇御卽 位 

の 翌年 正 應ニ年 九月で ある。  - 

(五十 七 歳 御座し き) 後ニ條 天皇の 嘉元 =1 年 九月 十五 日に 崩御。 御 年に 異說 はない e 

ダイク ジフ ダイ ダイ シ ジフ ハチ セィ ゴ ゥ タノ ヰ， ン  >  ィ， -ナ 3  t ト； カレ にマ I  J ノク， o  LL -、 ク r ジゴ. T 

第 九十 代、 第 四十 八 世、 後 宇多院 諱は世 仁 龜 山の 太子 御^ 皇后 


て ゐた事 を 思へば、 慨 いても あまり ある 事で ある。 

ナン 力 チサ タマ コト ジフゴ ネン タイ シ ユタ  ソン ガウ レイ ゴト  ヰン チウ  ジフ サン 

天下 を 治め 給 ふ 事 十五 年。 太子に 讓 りて 尊 號 例の 如し。 院中 にても 十三 

年まで 世 を 知らせ 铪ふ。 事 あらたまり にし 後に 御 出家。 五十 七歲 御座し き。 

o  o  o  o 
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フデ ハラ  キッ シ  サ ダイ ジン サネヲ  ， ムス メナ リ キノ エイ ヌ トシ， ソク ヰ； キノ トヰ *L ィ/ .vzo 

藤 原の 佶 子、 ^ お 1 左大臣 實 雄の 女 也。 甲 戌の 年 即位 乙 亥に 改元 

(御 母 皇后 藤 ほの 佶 子 云々〕 御名 をば、 1 代 耍記其 他に は 結 子と 見 ゆるが、 それ は 大宫院 の 御名で あるから 誤で ある。 又 

正統 記で も、 類從本 以下 は 娃子と して ゐる。 又慶 安本に は蔽 子と して ゐ、 白山 本に は實 子と して ゐる、 いづれ も 誤で 

あって、 本書の が 正しい ので ある。 この 方 は山喈 左大臣と いはれ た 西 獨寺赏 雄の 長女で ある。 文應 元年に. ケ御 となり、 

弘長 元年 二月に 中宮に 立ち、 八月に 皇后に なられた。 龜山 天皇 御 在位 中 文 永 九 年 八月に 崩御、 京 涵 院の號 を 贈られた。 

それ故に 本書に 「後に 云々」 といった ので ある。 

(甲 戌の 年卽 位) 文 永 十 1 年 正月 二十 六日に 受禪 踐祚、 三月 二十 六日に 卽位 罎 を 行 はれた。 時に 御 年 八歲。 

(乙 亥に 改元) 文 永 十二 年 四月 二十 五日に 建 治と 改元 せられた。 

t ノ エネ  ト， S  モ II コシ ヅゥ  ェゥ ティ トク ィゥ 二. ネン  ァタ  n トシ ホク テキ  シェ  モウ， コ ォ尸  ゲ •：/ 

丙 子の 年、 唐の 宋の幼 帝 德祐ニ 年に 當る。 今年 北狄の 種、 蒙古 起り て 元 

ホ ロボ 


二 ズ. <  w、  ^  D9^r^  FO 金國 起り にしより 宋は 東南の 杭 州に 遷 りて 百 五十 年に なれり。 蒙せ 起り 

5^L^  ^ 先金 國を せめ、 其國を あはせ-、 後に 江 を 渡て 宋 をせ めしが、 こ： ホ終に ほ 

.  o  o 

カノ トミ  トシ モウ コ  イク サォホ フネ  ヮ /力 クュ  3 リク— ォ< ホ" 

おさ 辛 巳の 年 蒙古の 軍 多く 船 を そろへ て 我 國をを かす 筑 紫に て大に 

カツ セン  シン メイ ヰ  ァラ  カタ チ ゲン  フセ  I はホ ► カゼ * に A  ォデ . 

合戰 あり。 神明 威を顯 はし、 形 を 現じて 防がれけ り.. 大風 俄かに 起り て 

ス ジフ マン リウ  ゾク セン ミナへ ウタ ゥハ メッ  マッセイ ィ  シン メイ , ヰ." -トひ フ f シ 、 

數 十万 艘の賊 船 皆 漂 倒 破滅し ぬ。 末世と 云へ ども 神明の 威德 不可 思 蒙 

也。 誓約の か はらざる 事是 にて 柙 計るべし。 
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(丙 子の 年、 唐の 宋の幼 _ 帝德祐 一一 年に 鬵る) この 天皇の 御世の 丙 子の 年 は 建 治 二 年で、 支那に は宋 の恭宗 皇帝の 德祐ニ 年 

に赏 る。 ここに 幼 帝と いふ はこの 恭宗の 事で ある。 

(今年、 北 狄の種 蒙古 起 リて元 國と云 ひしが、 栾の國 を 亡す) 北 狄卽ち 支那 北方の 夷狄の 種族で ある 蒙古が、 これより 前 

に 起り て 勢が 强大 になり、 金を壓 倒し 後宋と 連合して 金 を 亡し、 その後 は 直ちに 宋に 迫って 屢戰 つて これに 勝ち、 勢 

益大 になり、 わが 龜山 天皇 御卽 位の 年に は 元の 世祖 とい ふ ものが 位に 卽き、 その 至 元 八 年 (わが 國の文 永 八 年) に國 

號を 立てて 元と 云った が、 その 十三 年卽ち 德祐ニ 年に、 元は 宋を 攻めて、 その 帝都 を 陷れ、 幼 帝 及び 皇太后、 皇族 を 

とらへ て 北に 去り、 帝を駿 した。 ここに 於いて 宋は 1 且 亡びた ので ある。 然れ ども、 文 夭 祥、 張 世 傑、 陸秀 夫な どの 

忠ほ ありて、 恭宗の 兄 益 王是を 立てて 帝と して 宋朝を 興した。 この 帝 は端宗 とい ふので ある。 この 時德祐 ニ^ を 改め 

て i 炎 元年と した。 景炎 三年に 端宗崩 じて 衞王昌 が 帝と 稱 したが、 それ は 殆ど 名のみ で、 その 翌年に 軍 敗れ、 陸秀夫 

帝 を 負 ひて 海に 入って 宋全く 亡びた。 本書 は その 端宗の 時に 1 且 亡ぼされ たこと を 主として いったの である。 

(金 國起リ しょ リ、 荣は 東南の 杭 州に 遷リて 百 五十 年に なれ リ) この 宋の南 渡の 事 は崇德 の條に 述べて ある。 その 南 渡 か 

ら こ. の 時まで、 正しく 百 五十 年になる ので ある。 

(蒙古 起リて 先金 國を せめ 其國を あはせ、 後に 江 を 渡て 宋を せめし が、 こ 年 終に ほろぼさる) 當時宋 は 江 南に 偏在し、 支 

那の 本國は 金の 盤踞す る 所で あつたが、 蒙古 は 南宋と 聯合して 金國 をせ めて、 其國を あはせ、 その後 宋と獍 を 接する 

やうに なつてから 乂宋 をせ めて、 つ ひに これ を 亡した ので ある こと は 上に もい つた。 

(辛 巳の 年 蒙古の 軍 多く 船 を そろへ て 我 國をを かす) 辛 巳の 年は弘 安四 年で ある。 これより 先 文 永 五 年に 蒙古の 使者が 太 

宰 府に來 つて その 牒狀を 送った。 太 宰少贰 覺惠が これ を 受けて 鎌 倉に 致し 尋 いで 翊^ に 奏上した。 その 牒狀 はもと よ 

I  ん 

り 無禮の ものであるが、 そ の 本旨 はわが 國を 名義 上で もよ いから 屬國 とせう とする^お つたら し い。 もとより その 書 

辭 が不禮 であるに よって 返書 は 遣 はされ なかった ので ある。 しかし、 この 際 かねて 計畫 せられて あった 後嵯峨 上皇 五 

十の 御 賀の儀 も 中止せられ、 二十 二 社に 幣帛 を 奉って 國 家の 安寧 を 祈られた。 文 永 八 年に 又 蒙 4n の 使者が 來 たが、 こ 

れ亦 退けられ、 文 永 十 年に も 同じ 事が 繰 返された。 文 永 十 1 年 十月に は 終に その 兵が 對馬を 侵し、 壹岐を 攻め、 進ん 

で 博 多に 迫った が、 わが 軍 は苦戰 して これ を 退けた。 朝廷に は 折節 大嘗祭 を 行 は せらる る時ズ あった。 それで 御祭の 

儀、 節會 のみ 行. はれて、 五節 舞 等 は 止められ たとい ふ。 さて 建 治 元年に 蒙古の 使者が また 來 たから 鎌 倉の 執 權北條 時 


宗が これ を 斬. つた。 かやうな 譯で、 元と 我國 との 間に は 1 大 衝突 を 見ず ば 止まぬ とい ふ 勢に なった。 そこで 幕府 も武 

土に 命じて、 その 用意 を 怠らなかった。 弘 安四 年 五月に 元の 兵が 大舉 して 來り寇 した。 その 兵 十 萬と 稱 した。 

(筑 紫に て大に 合戰ぁ リ) この 役 は 主として 博多灣 附近に 行 はれ、 わが 軍 も苦戰 したが、 終に 元軍 を 塞に した こと は 今に 

人口に 膾炙す る 所で ある。 

(神明 威を顯 はし 形 を 現して 防がれけ リ。 大風 俄かに 起 リて數 十万 艘の賊 船 皆 |« 倒破逋 しぬ) この 年 開 七月 勅使 を 伊勢に 

遣し、 大神宮に 元寇 を やめむ こと を 祈りた まふ。 25" 鏡に よるに、 龜山 上皇 は 御 命を以 つて 國難 にか はらう とい ふ 御 願 

文 を 上りた まふと ある。 この 時に 大風が 起り て 元の 軍艦が 悉く 肥 前 魔 島の 邊で沒 して 元 兵が 殆ど 龕き たとい ふ。 その 

大風の 起った のは弘 安四 年 七月 晦日の 夜から 閏 七月 一日の 夜までで あつたと いふ。 又此時 宇佐 八幡の 宫 が 鳴動し、 鏑 

矢が 祌 殿中から 出て 西に 向って 飛び去った など いふ やうな さまざまな 說 があった。 本書 は これらの 說 にも よられた も 

の であらう o 

(末世と 云へ ども) 末世と は 佛敎の 語で 末法の 世と いふ こと。 末法と は 佛の世 を 去る こと 長く 遠くして 敎 法の 衰 へて 徵に 

なった 時期 を いふ。 

(神明の 威德 不可思議 也) これ は いふまで もない が、 末世と いひながら、 上述の やうに 神威 赫々 たる ものが あると いふの 

である。 八幡 愚童訓 にこの 時の 事 を 叙した 末に 「濁世 末代-一 ゥケ 謀叛 殺害 ノ時 ユア ュ ル ハ悲 トモ 云計ナ シト雖 トモ 大菩 

薩靈驗 新-一 不思議 祌變 現サセ 耠 ヘル 時-一生- ン 合セ、 結-和 光 同 塵緣 1 皆 得-解 脫惠 I 云々 末代 迄 モ盡セ ヌ 、ノ 只 八幡 大菩 踌靈 

威 也」 と あるの も 同じ 考へ である。 

n  ノ テン ワウ テンカ  チサ  タマ  コトジ フサ ンネン ォモ t ホカ ノガ  ジフ 3  * ンァ 

此 天皇 天下 を 治め 給 ふ 事 十三 年。 思の 外に 遁れ まし^-て 十餘年 在りき。 

ゴ ニギゥ  ミカ ド  タ  タマ  ョ  シラ  タマ  ィゥ ギ モン ヰン カク 

後 ニ條の 御門、 立ち 給 ひし かば、 世 を 知らせ 給 ふ。 遊義 門院 隱れ まして 

オン チゲキ ァ マリ  -ン ュッケ  タマ  サキノ ダイ ヅ ウジ ャ ゥゼン ジョ  オン シ  ゥ タ ヱン ユウ 

御 歎の 餘 にや 出家せ させ 給 ふ。 前 大僧正 禪助 を御師 として、 宇多 圓融の 
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「座」底 本 「府」 

に 作^、 他 諸 

本に よる。 

「ぞ」 底本 「ヲ」 

に 作る。 他跻 

本に よる。 
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レイ  トウ ；ン  クワンデ ャゥ  3r  ノ，、 ノ  r  I  ノ 《  *'  >  t 

例に より 東 寺に て灌 項せ させ 給 ふ。 珍ら かにた ふとき 事に 侍りき。 其 日 

ゴ ダイ ゴ  ミ カド  チ カツ カサ  シン ワウ  ワウ ケィ  ザ  オハ シマ  タダ イマ  nn 

は 後醍醐の 御門、 中務の 親王と て、 王 卿の 座に つかせ 御座す。 只今の 心 

o 

チ  r ベ  ゴ ュ デゥ カク  タマ  ノチ  ョ  イト  タマ  サガ 

地ぞし る。 後 二 條隱れ させ 給 ひし 後、 いと y 世を跃 はせ 給 ふ。 嵯哦の 

〇 

ォク  ダイ カク ジ  ィ  トコ 口  n ゥ ユン クワン ビヤ ゥ ムカシ オン アト  タヅ  オン テラ  アマ タタ- プ 

奧、 大覺 寺と 云 ふ 所に、 弘仁寬 平の 昔の 御 跡 を 尋ねて、 御寺な ど數 立て 

ォコナ  タマ  ゾ ノノチ  ゴ ダイ ゴ  t カド クラ ヰ  マタシ パラ  ョ 

ぞ行 はせ 給 ひし。 其 後、 後醍醐の 御門 位に ましく しかば、 又 暫く 世 を 

シ タマ ミ トセ パ カリア  ュヅ ォマ シマ 

知らせ 給 ひて 三年 計 在りて 讓り 御座し き。 


ハ， へ 

11」 


(此 天皇 天下 を 治め 給ふ搴 十一 二 年) 弘安十 年 十月 廿 1 日の 讓位 であるから、 踐祚の 時から 十 1ー 一年 を 過ぎ 十四 年に 近い。 

(思の 外に 通れ ましくて」 案外に 位 を 去らせ 耠 うたこと をい ふ。 これ は 執 權北條 時宗の 計ら ひで 位 を 皇從兄 伏 見 に 

讓り耠 うたこと をい ふ。 初め 後嵯峨 天皇 崩御 ありて 後、 後深草 上皇と 翁 山 天皇と 諍 を 生じ 給 ひ、 上皇 使を逍 して、 先 

帝の 素志 未だ 必ずしも 正嫡 を廢 して 庶流 を 立て 給 はざる なりと 宣 うたから、 時宗が これ を 御 母大宮 脘に伺 ひ 奉 つた 所 

が、 先帝の 御意 は龜山 天皇に ましました 由 を 仰があった から 巳む を 得ず、 その 儘で 止まった。 さて 後宇多 H<^ 御卽位 

に 及んで、 後深草 上皇が 憤られて、 出家せられ ようとい ふ 事 を 時宗が 聞いて、 御氣の 毒に 思 ひ 奉り、 因て 議 して、， 先 

帝の 御意が 專ら龜 山 天皇に まし ましたと 云 ふと も 本 を 推して 申さば、 後深草 天皇 は 先帝の 皇 嫡子に おはして、 御 在位 

中 も 別に 失德 もない。 されば、 皇太子 を 置かれむ に は 宜しく 後深草 上皇の 御子 を 立つべし と 云って 遽に龜 山上^に 赛 

して、 後深草 天皇の 皇子 熙 仁 親王 を 立て 後宇多 天皇の 皇太子と し 奉った。 この 時又關 東から 奏上して 御讓位 あるべき 

よしを 申し 奉った。 それにより 後宇多 天皇 は 心ならず も、 位 を讓ら せられた こと を 云った ので ある。 

(十餘 年在リ き) その 御讓位 後、 伏 見 後伏見 二 代の 間 十四 年 許の 間 は 閑散の 境遇に 居た まうた ので ある。 


(後 ニ條の 御門 立ち 給 ひし かぱ * 世 を 知らせ 給 ふ) 後ニ條 天皇 はこの 天皇の 御子で、 後伏見 天^の 後 をう けて 钩卽 位に な 

つた。 この 時に この 天皇 は 上皇と して 院政 を 行 はせ 耠 うたと いふので ある。 

(遊義 門院 隱れ まして 御 數の餘 にや 出家せ させ 給 ふ) 遊義 門院 は 後宇多 天皇の 皇后で 入らせら るる。 後深^ H<& の 長女で 

御名 を 鈴 子と 申す。 御子が 無く、 後ニ倏 天皇の 准 母と して、 伏 見 天皇の 正 應四年 八月に 遊義 門院の 號を 上られた。 後 

ニ條 天皇の 德治ニ 年 七月 御 年 三十 八で 崩御に なった。 この 上皇が 之を哀 ませられて 同月に 御 出家に なった ので ある。 

(前 大權正 樺 助を師 として 宇多 圃融の 例に より 東 寺に て灌 頂せ させ 給 ふ) 前 大僧正 禪 助は內 大臣 源 通 成の 子で、 仁 和 寺に 

入りて 僧と なり、 正應五 年に は 東 寺 長者と なり、 永 仁 元年に 大僧正に 任ぜられ、 同 二 年に 法務と なり、 七月 二日に 大 

僧正 を辭 した。 それ故に こ、 に 前 大僧正と ある。 仁 和 寺 御傳を 見る と r 德治三 戊 申年 正月 二十 六日 於 一一 東 寺 一 傳法灌 頂 

奉レ浼 一一 太 上 法皇 一 勸 賞以- 一益 信 僧正 一 號- 一本 覺 大師 こ と あり、 その 御灌 頂の 事を從 三位 哓長 卿が 記した 文 は 後宇多 院御灌 

頂 記と 題して 今に 傳 はり、 群 書類 だ に敉 めて ある。 この 時の 御 灌頂は 上の 如く 傳法灌 頂であった。 本書に 宇多 圓融の 

例に より 云々 と あるが、 それ はこの 二 法皇の 御灌頂 をう けられた 先例に よらせられ たとい ふので あるが、 元來 傳法灌 

頂 は密敎 でも 重大な 事であって、 深い 御 修養が 無くて はならず、 容易な 事で は 無い のであって、 こり 御 灌頂は 宇多 天 

皇の 先例に よらせられ たので ある。 (御謚 を 後宇多 天皇と 申し 上ぐ る も 尋常の 意味で は 無い) 鏜に 「仁 和 寺の 禪助僧 

芷を御 師範に て かの 寛 平の むかし を やお ぼ すらむ。 密宗を ぞ學せ させ 耠 ひける」 ともる。 それ故に 

(珍ら かにた ふとき 事に 侍リ き) と 云った ので ある。 

(其 日 は 後醒黝 の 御門 中務の 親王と て 王 磨の 痊に つかせて 御座す) この 御 灌頂は 上に 述べた 通り 德治 三年の 正月 二十 六日 

の 事であった。 績史 愚抄に 「二十 六日 丙 戌 法皇 被！. 遂， 一 御 灌頂於 東 寺？ 先 御 _| 于 灌頂院 f 王 卿 中 務卿尊 治 親王 右大 將"？ 巳 

下 三人、 殿上人 藏 人頭 治 部 卿 仲 親 朝臣 已下 十五 人 供奉。 次 於， | 西院 道場 1 有， 一 御灌頂 一大 阿 闍梨前 大僧正 禪助、 敎授無 品性. 

融法 親王 西院蓬 華 允院 勅使 蔵人 左少辨 光忠 參向。 今夜 法阜； 入-御 內 道場 一向， 曉 有-後 夜 御 入 堂？ 已上 奉行 院司嵇 右 中 辦哓ぉ 朝 

臣」 と ある。 この 隆 長の 記した 文が 上に 述べた 通り 群 書類 從 にも 敉 めて あるが ここに 中 務卿尊 治 親王と あるの が卽 

ち 後醍醐 天皇で ある。 この 時に 後宇多 上皇の 御 二子と して、 ここに 奉 事せられ たので ある。 この 親王 は槐治 二 年 三月 

に太宰 帥に 任じ、 W 月に 中 務卿を 兼任せられ たので ある。 「王 卿の 座」 とい ふ は、 朝 儀の 際の 親王 公卿の 座 をい ふ。 た 

とへば、 江 家 次第に、 元日の 節會に r 當 一一 御 帳 第二 間 中央 一 東西 兩行設 一 一 親王 公卿 座 こ と あるが 如き これで ある。 內褢式 
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によれば、 柬は上 首太玫 大臣、 次 左大臣、 次 大納言 等、 西 は 上 首 親王、 次 右大臣、 次 非參議 1 二位 等で ある。 後宇多 

院御灌 頂 記に 門外 行列に 先 殿上人 (十五 人) 次 公卿 (三人) 次 中務卿 親王と ぁリ、 又 著 座の 條には 「次 王 卿 着座」 と 

ぁリ、 又 王 卿の 列 立な どと 見ゐ る。 さて この 時 親王 御 年 二十 1 であらせられた。 

(只今の 心地 ぞし 侍る) その 時 を 今 思 ひ 見る に、 目の前に ある 如く 思 はるる とい ふので ある。 當時 親爵は 年 十六で、 從三. 

位彈 正大 弼 であった が、 當 時から 後醍醐 天阜： に 親しく 奉 事して ゐ たらう と 思 はるる から、 この 文 を かきつつ 往事の 盛 

儀と、 この 天 & の 御 若く あらせられた 時の はれ- <\ しさ を 思 ひ 出して 感慨 を 催した もので あらう。 

(後 ニ條 勝れ させ 給 ひし 後い とど 世 を 厭 はせ 給 ふ〕 後ニ條 天皇が 崩御 あらせられ たの は • 御灌 頂の 後間 もな く 卽ち德 治 三 

年 八月 二十 五日であった。 御子に 先立 たれさせ 袷 ひし 事で あるから、 一層 この 世 を はかなく 思 召し 厭 はぜ 給 ふ。 

(嵯 蛾の 奧大覺 寺と 云 ふ 所に 弘仁宽 平の 昔の 御 跡 を 尋ねて 御寺な ど數 立て 行 はせ 給 ひし〕 嵯峨の 里の 奧に あつれ 大覺寺 は 

もと 嵯峨 天皇の 離宮であって、 嵯峨 天皇 御 譲位の 後 はこ こに 遷り 御座し、 後に 淳和 天皇の 皇后 正子 內 親王 (嵯峨 天皇 

の 皇女) 尼と なりて ここに 居た まひ、 貞觀 十八 年に この 離宮 を 改めて 寺と なし、 勅額^ 賜 ひて 大覺 寺と 號し、 淳和夭 

皇の 皇子 恒寂法 親王 (廢 太子 恆貞) に 賜 はった。 さて 延喜 年中 宇多 法皇が、 この 寺で 兩部灌 頂^ 行 ひ 給うた。 それ 故 

に、 ここに 「弘仁 寛 平の 昔の 御 跡 を 尋ねて」 と あるので ある。 さて 文 永年 中に 後嵯峨 上皇 ここにう つり 給 ひ、 ず. 幽.： 

中には 龜山 法皇が 入らせ ましました。 (これによ つて この 御 一 流 を大覺 寺統と 申し 上ぐ る) 弘 安十^に 後宇多 天皇 讓位 

の 後 この 寺に 移りた まひ、 伽藍 僧 一： as を 建て、 更に 敎王 成就 院を 創めて 寺院の 法規 を 定め、 王法 佛 法の 訓誡 を 垂れ、 崩 

御の 際 皇子 性阒法 親王 を 住職と せ させ 給 ひ、 永遠に 密敎 を傳へ 遊ばされた。 

(其 後、 後 醛醐の 御門 位に ましく しか ぱ、 X 暫く 世 を 知らせ 給 ひて 一一 一年 計 在りて 讓リ 御座し き) さて 後 ニ條： K 皇の次 は 

花園 天皇で、 伏 見 上皇の 御 院政で あつたが、 文 保 二 年に 後醍醐 天皇 御卽 位に なつてから は 又 この 法皇の 御世と なつ 

大覺寺 殿で 院政 を 行 はれた が、 元亨 元年に 至って、 院政 を やめて、 今上、 後醍醐 天皇の 御 親政に 遊ばさる る やうに 御 

決心 遊ばされ たが、 御 一 存で 御き め 遊ばす ことが 出來 ぬので、 吉田 大納言 定&等 を 勅使と して 關 東へ 遣 はされ、 北條 

高 時の 承認 を 求められ たが、 十一月 九日に 勅使が 歸參 して 北條高 時が 御 承諾 申し上げ^ 事^-申し上げ おに ふって、 & 

. 夜に 關. G 藤 原 內弒を 以て 院 より 天皇に この 御 親政の 事 を 申され.. それから 後醍醐 天皇の 御 親政と なった。 

(說) 天皇の 御 親政 も 上皇の 御 院政 も 1 々幕府の 鼻息 をう かが はせられ た 世の 有樣は 今日の 吾等から 考 へ て も 慨歎に 堪へ 


ぬ 次第で ある。 iSp 鏡に この 時の 事 を 叙して 次の ゃケに 云って ゐる。 曰 はく 「その 夏の 頃、 定 房の 大納言 あづまへ 遣 さ 

る。 御門に 天の下の 事讓り 申さむ の 御 消息なる べし。 大方 はいと あさましう なりはて たる 世に こそ あめれ。 かば かり 

の 事 は 父御 門の 御 心に いと やすく 任せぬ ベ きもの をと めざまし けれど、 きの ふ 今日 はじま リ たるに も あらず。 承久ょ 

りこな たは かくの みなり もて 來 にければ なン めり。」 と 言って ゐ るが、 かやうな 狀態 であれば、 後酸醐 天皇の 幕府 を 亡 

さう と 御 企てに なった の も 赏然の 事と いはねば ならぬ ので ある。 本書に はこの 事を洩 L てゐる けれど、 これ はこの 當 

時の 相を考 ふるに 重要な 事で あるから あげたの である。 さて 又、 北條 氏が 外に 居て、 かくの 如く、 天皇の 御 位 を も 

御 政治 を も 左右す る有樣 であるが、 然 らば、 朝廷の 臣下 はどう かとい ふに、 これ また 不純な 人間が 多かった らしい。 

これは^ 鏡の 上文の つづきに 次の 如く 言って ゐ るので 考 へらる る。 曰 はく 「內に 近く さぶ らふ 上達部な どのな ま 腹ぎ 

たなき、 わが 思 ふ 事のと どこ ほりな どす る をな ほ 法皇 を うれ はしげ に 思 ひ 奉りて、 この 事、 いかで あづまよ リ申 すわ 

ざ もがな とい のりを さへ ぞ しける」 と ある。 かやうな 腹ぐ ろい 廷臣が 後醍醐 天皇の 御 左右に も 居た ので ある。 これ を 

以て 見る と、 建武の 中興が 一 旦 成って 而 して 間も無くく づれた 事 も、 かやうな 人間が 左右に 居た 爲 でも あらう。 しか 

し、 その 誰 人で あるか は 今日より して 知る ことが 出來 ぬ。 

さて これから は 少レく 方面 を か へ て、 この 天皇の 英明に わたらせられた 事を述 ぶる ので ある。 


「侍」 底本 「傅」 

に 作る。 他 諸 

本に よる。 

「文 學」 底本 

「文字」 に 作る 

他 諸 本に より 

て改 む。 


ォホ カタ コノ キミ  チウ 3 


n ナタ 


オン n_ 


マチ  ハべ 


ブン ガク 


o  o 


大方 此君は 中古より 以來に は 在りが たき 御 事と ぞ 申し 侍る べき。 文學の 

方 も 後 三條の 後に はか 程の 御才 聞え させ 袷 は ざり しに や。 


(大方 此君は 中古よ リ以來 に は在リ がた き 御 事と ぞ 申し 侍るべき) 概括 的に 申し あぐれば 此 後宇多 天皇 は 中古 以來 稀なる 

英主と 申し上げ 奉る ベ き 御 方で ある。 

(文 舉の方 も 後一 一 一條の 後に はか 程の 御才 聞え させ 狯は ざリ しに や) 後三條 天皇の 御 學才の 事 は その 御世の 條に 云って ある 
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が、 その 以後の 歴代の 天皇に は、 この 天皇 程の 御 學才を 有し 遊ばされた 方 は 出で 給はなかった やうで ある。 

(銳) これから、 上の 御學才 に 1 して 帝王の 御學 問に ついての 著者の 主張 を述 ぶる ので ある。 

クワン ビヤ ゥ ギヨ カイ  ナイ ワウ  オン ガク モン  グンシ ヨチエ ゥ  タ  ザフ プン  プ 

寬平 の 御誡に は 帝皇 の 御 學問は 群 書 治 要な どに て 足りぬ ベ し。 雜 文に 付 

セイジ  サマ タタ マ  ミ  ェンギ  テン リャク  クワン コゥ 

きて 政事 を 妨げ 耠 ふなと 見えた るに や。 され ども、 延喜、 天曆ノ 寬弘、 

ェン キゥ  i カド  ミナ クヮ ウサイ ハク ラン  ショ ダウ  シ  タマ  セイジ  アキラ  ォ；' シマシ 

延久の 御門 は 皆宏才 博覽に 諸道 を も 知らせ 給 ひ、 政事 も 明かに 御座し か 

サキ 二 ダイ  コ トフ  ッ  クワン n ゥェン キゥ  ケ ンシュ  マテ  ヮ カン 

ば、 先 二 代 は 事 古り ぬ。 次ぎて は 寬弘延 久をも 賢主と も 申す める。 和漢 

n ジ . シ  タマ  セィ ダウ  アキラ  ク ワウ ヰ  カロ  サ ダマ 

の 古事 を 知らせ 耠 はねば、 政道 も 明かなら ず、 皇位 も輕 くなる、 定れる 

「0」 究本な コトヮ リナ リ シャ ゥショ * ケゥシ ユン ゥ トク ホ  ィュ シへュ シタガ t カン ガフ ィ  フェツ イン カウ リウ 

い？ i 产に 理也。 尙 書に 堯舜禹 の 德を譽 むる に は 古 若 稽と云 ふ。 傅 說が殷 の 高 力： 小 

*J りク. 〇  o  o  o 

「古 「底本 「右」  チシ  コ トイ-了 ンへ シ  ョ  ナガ  コトェ ツキ  トコ ロナ リ 

る。 § を敎 へたる に は、 事 古を師 とせず して、 世に 長き 事 は說が 聞かざる 所 也 

「云 ュ」 底本  タウ  キゥ シ リャゥ  キン ジフ  クワン ジャ  ナイ ケン  ト  キハ  カン ジン ナリ 

I ぶ」 な は と あ. り。 唐に 仇士 良と て 近習の 宦者 にて、 內權を 取る 極めた る奸人 也。 ， 

と？ V しけれ  ソノ タウ ル ヰ  テシ  ジン シュ  ショ i  タテ マツ  ァソ  タハブ 

ば改 む。 其黨 類に 敎へ ける は 人 主に 書 を 見せ 奉るな。 はかなき 遊び 戯れ をして 御 

nnp ミダ  ショ  ミ  コノ ミチ  シ  タマ  ヮガ トモ ガラ ゥ  ィ 

心を亂 るべ し。 書 を 見て 此道を 知り 給 はば、 我輩 は 失せぬ べしと 云 ひけ 


I 


「ほと， l^a 

本 「程」 に 作 

る。 梅 本て よ 

る o 


「あさましき」 

同上。 


ン ビヤ ゥ ゲン 


メ-，  _J  -- 1  J>  rj  ：  tM  ゥ i  チェ ゥ  リ  タマ  "7 

る、 今 も 在りぬべき 事に や。 寬 平の 群 書 治 要 を 指しての 給 ひける、 部せ 

二  タダシ コ ノショ  タウ  タイ ソゥ  トキ  メイ シン ギ チョウ  エラ 

はきに 似たり。 伹此書 は 唐の 太宗、 時の 名 臣魏徵 をして 撰ばせられたり。 

ゴ *ジ， フ クワン  ゥチ  ゾラ ュル ゲイ シ ショ シ  メイ ブン  ゼン ケィ  ショ  サン シ トウ 

五十 卷の 中に 所有 經史 諸子までの 名文 をのせ たり。 全經の 書， 三 史等を 

ぞ 常の 人は學 ぶなる。 此 書に のせた る 諸子なん ど は A3? る 物 少し。 ほと /(^ 

h  y  o  o  o  o 

チ  ♦  シ  タ々 ヒ  パン キシ  タマ  コレ  マナ 

名 をた に 知らぬ 類 も あり。 まして 万機 を 知らせ 耠 はんに、 是 まで 學 ばせ 

タマ  コト  ホン ギヤ ゥ トウ  ナラ  ァ 

給 ふ 事よ しな かるべき にや。 本 經等を 習 はせ まし そに て は 在る ベ からず。 

, ザ 一つ： ゾノ  , ， 、 ケィ リン  ^ンガ ク* モン  ゥへ  コノ ショ  ゴ ラン  ショ シ トウ -サフ 

旣に雜 文と て あれ は 經史 の御學 問の 上に 此書 を御覽 じて、 諸子 等の 雜 

"1^:  ナリ クワン ビヤ ゥ コト ヒロ マナ  タヤ  シ ウエキ 

文 まてな くと もの 徇化也 寬平は 殊に 廣く學 ばせ 耠 ひける にや。 周易の 

^ ミチ  チカ サリハ ^ セ  ゥ  タマ  ェンギ  オン コト サゥ 

深き 道 を も 愛 成 博士に 受けさせ 耠 ひき。 延 喜の 御 事 は 左右に あた はず。 

"ン -、 )"J^1t< タ-ゾ にッ ， -づ， ：ノチ キ ナフ ゴン  ゼ ンシャ ゥコゥ トウ メイ.， シュア  プン ダウ 

菅氏 輔佐し 奉られき 其 後、 紀納 言、 善 相 公 等の 名 儒 在りし かば、 文 道 

) .  シャゥ n  オヨ  n  ノ ギヨ 力 イツ  テン シ  オン ガク モン 

の 盛な りし 事 も 上古に 及 ぺ りき。 此御誡 に付きて 天子の 御學問 さまでな 

くと もと 申す 人の 侍る • あさましき 事 也。 何事 も 文の 上に て 能く 料簡 在 

rl\  r\  r\  r,\  ef\  — 


o  o  o  o 〇 
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る ベ きを や。 

(宽 平の 御 誡には 蒂皇の 御 舉問は 群 書 治 要な どに て足リ ぬべ し。 雜文 に付きて 政事 を 妨げ 給 ふなと 見えた るに や) 寛 平の 

御誡は 上に も 云った 通り. 宇多 天皇が 御讓 位の 際に 醍醐 天皇に 遺し 耠 うた 御 敎訓の 文で あるが、 それ は 寬平御 遗誡と 

いふ 題 0 で 今に 傳 はって ゐる。 しかし 現存の 本 は 端が 闕 けて 不完全な 本であって、 ここに 引かれた 文 は 見えぬ。 けれ 

ども 明文 抄に はこの 文が 引用 せられて あるから もとあった ものである こと は 疑 ふべ くもない。 曰 はく 「天子 雖レ 不レ窮 < 

經史百 家 一而 有 一一 何 所, > 恨 乎、 唯 群 書 治 耍早可 一 I. 誦習？ 勿 1, 就 一一 雜文 1 以消 i 日月 t 耳」 と ある。 少しく 文句が 違 ふが 大意 をと つ 

たものと 见て、 卽ち この 文 を さすので あらう と 思 はるる。 群 書 治 要は 五十 卷 あって、 唐の 名 臣魏徵 が、 太 宗の勅 を 奉 

じて 撰した もので、 周易、 尙書、 毛 詩、 春秋 左 氏傳、 禮記、 周 鱧 その他 II 史諸 子等 群 書 六十 七 部の 中から 治 政の 耍に 

關 する もの を拔 いて 編した もので、 分ち て い へ ぱ 周易 治 耍 *  書治耍 等と いひ、 合して い へ ば 群 書 治 要と いふ。 蓆に 

て は 諸 帝 最も 此書を 重んじた ので あるが、 宋の 初めに は旣に 散佚して 傳 はらな くな つた。 この 書の 本邦に 渡來 したの 

は いつで あるか 明かで なレ が、 仁 明 天皇の 承 和 五 年 六月に 天皇 淸凉 殿に 御して 群 書 治耍第 一 卷を讀 ませられた ことが 

耩 日本 後紀に 見え、 その後 歷 代の 天皇 皆 これ を 尊崇 せられた 事 は 史籍に 明かで ある。 その後 第 四、 笫 十二、 笫 二十の 

1ー一 卷を 佚した が、 他の 四十 七卷は 今に 傳 はり、 德川將 軍が 元 和 二 年に これ を 出版し、 天明 五 年に 名 古屋藩 また これ を 

開 版した。 その. 後 支那に 傳 はり、 彼國 でも これ を 覆刻した 。「雜 文」 と は 治 要に 載せぬ やうな 種々 雜 多の 文章 をい ふ。 

(下の 著者の 言に、 群 書 治 要の 內の 諸子 類 をい ふとい ふが、 これで は 群 書治耍 自身 をも擇 ぶこと になり て意哝 徹底せ 

ぬ。 さやうな 事で はない。 治 政の 要旨に 關 係ない 雜文 さいふ ことで あるの は 明かで ある)  i» 

(延 葚天曆 寛 弘延久 の 御門 は 皆宏才 博鶩に 諸道 を も 知らせ 給 ひ、 政事 も 明かに 御痊 しか ぱ) 延喜は 醍醐 天皇、 天 歷は村 上 

天皇、 寛弘は 一條 天皇、 延久は 後三條 天皇 を さし 奉る。 この 御 方々 は 御 學才も 博く わたらせられ、 又痰學 のみならず、 

その他の 種々 の學藝 にも わたらせた まひ、 又 政事の 道に も 深く 通じて 御座し ましたから とい ふので あるが、 「御座し か 

ば」 から 下の 文に は 直ちに つづかぬ。 この 下に 或る 語がなくて はならぬ。 或は 略して いはぬ ので あらう。 略した とす 

れば、 たと へば 、「その 御 學問は 群 書 治 要-に 止まらせ 耠ひ しものと は 見えず」 とい ふやうな 意味が 在った と 見ねば なら 


ぬ o 

(先 二 代 は 事古リ ぬ) 酲醐村 上の 二 代の 御 事 は、 昔から いひ ふるして 誰 人 も 熟知の 事で あるから、 今更 申し 上ぐ るまで も 

ない との 意。 

(次ぎて は寬 弘延久 もも JK 主と も 申す める) 延喜天 暦の 二 代に 次いで は、 一條 後 三 倏のニ 代 を も 世に は g 王と 申し上げて 

ゐ ると いふ 意。 この 事 も 上に 述べて ある。 

(說) これから 天子の 學 問の 實體 一， 1 に 人る。 

(和漢の 古事 を 知らせ 給 はね ぱ 政道 も 明かなら ず、 皇位 も輕 くなる. 定 れる理 也) ここに 和漢の 古事と いふの は、 ただ 學 

者 机上の空論 として その 事躋を 穿鑿 するとい ふ 意味で はない。 時^と 人物と、 その 行 はれた 事赏と をよ く 照し 合せて 

考 へて、 政事の 要諦 を 知る 手本に する 爲に 古事 を 知る 必要が あるので ある。 古事 を 知れば、 大體 似た 樣 なる 事情が 生 

じた 時に そ、 の 先例 を考 へて、 これに 處 する 方法 を 略、 過誤な く 講ずる 事が 出来る 等の こと は少 くない。 それ故に 古來 

わが 國の 歴史の 書に、 大鏡、 水鏡、 今 鏡、 吾妻 鏡、 增鏡 などの 名を附 けて ゐ るの は、 古に 鉉 みて 今 を 知る 意に 基づく 

ものである 。「皇位 も輕 くなる」 をば、 群 書類 從 本に 「皇 威」 と 改めて ゐ るが、 それ はか へ つて 不可で ある。 ここ は 天 

皇の 位を輕 くす る やうな 事が 起る とい ふので、 天皇の 御 狡 威と いふ やうな 意味で はなく、  ^位 そのもの を輕 くす ると 

いふ 重大な 意味が あるので あるから 「位」 でなくて はならぬ。 卽ち 和漢の 古事 を 知らせ 給 はぬ 時 は 政事の 爲方も 明か 

でな く、 又 天皇の 位の 重い とい ふ 事 も 分らなくなる の は 必然的に 生じて くる 道理で ある。 而 して 夭 子學 問の 要旨 この 

1 句に こもって なる。 

"メ  f  シタ ガウ テフ ii ハ チ ナリ 

(闭 書に毚 fit 禹の徳 を 眷 むる に は 古 wse と 云 ふ) これ は 尙書堯 典の はじめに 「曰 若 稽レ古 帝堯」 舜 典の はじめに 「B 

若 稽レぉ 帝舜」 又 大禹謨 の はじめに 「曰 若稽， 古 大禹」 と ある 「若 古稽」 を 日本 流に 書いた ので ある。 その 孔氏傳 に 曰 

く 「若 ぼ稽多 也、 能順考 一一 古道 一 而行レ 之 者 帝堯」 と ある。 この 若稜古 は卽ち 古事 を掊 へ、 その 本旨 を 知りて、 ^面の 政事 

を處 置す ると い ふ 意で ある。 

(傳說 が SB の 高 宗を教 へた もに は、 事 古を師 とせず して 世に S き 事 は說が 5« かざる 所 也と ぁリ) 傅說は 支那 股の 高 宗の時 

の膂 者で、 高宗が 夢に 資人を 得て、 その 人の 姿を圖 して 天下に 求めて、 その 人 を 得て 宰相と したと いふ 名 臣でル ある。 こ 

の 人が、 高. 宗に敎 へたと いふ 語 は 尙書說 命下篇 にある。 それ は 「王 人 求 一 - 多 聞 一時 惟 建レ 事、 學 一一 于 古訓-乃 有レ 獲， 事不レ 
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クスル n トハ ァ ラズ 力 トコ ロニ ク 

師レ古 以克永 レ 世 匪, 一 說 攸 I- 聞」 と ある 文で あるが、 この 古訓 は 古来の 遺訓で ある。 その 古來の 遺訓 を 法と して 

これに よらねば、 ^1 を 永く 保つ こと は出來 ぬと いふので ある。 

(唐に 仇士 S とて 近習の 宦者 にて 內權を 取る 棰 めた る奸人 也) 仇 士良は 唐の 文宗の 時の 宦官で ある 宦官 は 宮中の 奧に仕 

ふる ド^の 〈M: 史で、 男子の 虛 勢した 者が 任ぜられて あるから 宦者 ともい はれる。 內權 とい ふの は 宮中に 於いての 權勢 

をい ふ。 ^に は 宦者を 宫 中の 近臣と して 用ゐ たが、 はじめは 人 數も少 く 位も卑 かった。 中宗の 時に 嬖倖 多く 宦官の 位 

も 高くな り、 七 品 以上の もの 千餘人 あるに 至り、 玄宗の 時には 三千 人に 上った。 これより は 宦官の 權强く 禁^ をつ か 

さどり、 政務に 參與 し、 終に 弑逆廢 立 をも恣 にす る やうに なった。 文宗も 宦官 王 守 澄と いふ 者の 擁立す る 所であった 

が， その^ 横 を 忌んで 仇士良 を拔擢 して 王 守 澄の 權を 分け しめたが、 後に は 他の 宦官の 勢力 ある もの を 殺して 仇士良 

獨り 樺を恣 にして、 皇帝 も 宰相 も 宦官の 府 たる 內侍^  (宦官の 役所 ：} の 決した 事 を 名義 上 行 ふ機關 となった。 ここに 

「秘めた る奸人 也」 とい ふの は 事 货 である。 

r 其 黛 類に 救へ ける は 人-王に * を 見せ 泰 るな、 はかなき 遊び 戯れ をして 彻心を s» るべ し、 書 を 見て 此道 を知リ 給はぱ 我輩 は 

失せぬ べしと 云 ひける) 仇士 良が 言 は 唐 書 宦官 列 傳仇士 良の 傅 中に 見 ゆる。 曰 はく  r 士 良之老 中 人舉送 レ還レ 第。 謝 曰、 

ン -ーハ * 力.  ァラ アラバ  ク ク 

- ： 事 一一 天子 一 能 pi 老夫誥 一 乎。 衆 唯唯。 士良 曰、 天子 不レ 可, 令-閑暇 f 暇必観 ，書、 見 一一 儒臣？ 則又納 レ諫、 智深隳 遠お 

玩好 - 省 _1 游幸？ 吾 屬恩且 薄而權 輕矣」 爲， | 諸君 一計、 莫レ若 殖 _| 財貨 1 盛-魔 馬 1 日以 _| 毬獵聲 色 1 蠱 * 其 心., 。極， | 侈 靡 | 使， 悅、 不レ 

知レ 息、 則 必斥テ  1 術 一 P 一外 事 一 萬 機 在 レ我恩 澤權カ 欲焉。 往哉。 衆 再拜」 と ある。 これ を さした ので あらう。 眞に 怖れ 愼 

むべき ことで ある。 

(今 も在リ ぬべき 事に や) 上の 仇， 士 良の 事 は 支那の 昔の事 なれ ど、 今日で もまた かやうな 事がない ともい ひ 難い。 されば 

帝王 はこれ に鏗 みて、 よく 學問 をし、 古今 治 亂の理 を 明らめて、 かやうな 奸 人の 近づかぬ やう、 かやうな 奸 人の 奸策 

にか かられぬ やうに し 給 ふべ しとい ふので ある。 これ は 現在で も 同じ 事で ある。 

(說) この 1 段 先づ、 若 稽古の 例 を あげて 聖 王の 行に つきて その 證を あげ、 次に 賢 臣の格 首 を 引いて その 說を 確に し、 末 

に 奸臣の 奸策を 以て 人 主を喑 愚に せう とする 反對の 事實を 以てして、 すべて 人 主に は 治 要の 爲の學 問の 必耍 である こ 

とを說 明した。 周到な 叙 論の 法と いふべき である。 

さて 又 立ち か へ りて 次に 群 書 治耍を 的と して、 實 際の 上から 天子の 學問を 論ずる。 


(宽 平の 群 書 治 要 を 指しての 給 ひける、 部せば きに 似た リ) 

(說) 寬 平の 御 遣 誡に群 書 治 要 を さして、 天子 は、 經史百 家の 書 を 窮めず ともよい、 唯 群 書治耍 1 部 をよ めば よいと 仰せ 

られ たの は、 その 御 眞意は 天子 は 生字引の やうな 物識りに なり 耠 ふこと はいらぬ、 政治の 要 道 を 知らむ が 1 ^に、 書 を 

讀 まる、 ので あるから、 それならば * 群 書の 治 要は この 1 書に 網羅して あるから、 それ 一部で 十分な 箬と思 召しての 

御 事と 拜 察しうる ので あるが、 この 著者 はこの 書 1 部で よいと 仰せられ たの は、 範圍が 狭い と 思 はるる とい ふので あ 

る。 そこで、 進んで 群 書治耍 につ いて 立ち入つ ていふ。 

(但此 書 は 唐の 太宗、 時の 名 臣魏徵 をして 撰ぱ せられた リ) この 事 は 上に 述べた。 魏徵は 唐 代の 賢臣 で、 大宗が 魏 徵を以 

て 鏡と するとまで いはれ た 程の 信任が あった 人で ある 

(五十 卷の 中に 所有 經史 諸子 まての 名文 をのせ たリ) この 事 も 上に 述べた か、 なほ 少しく いふ。 鸫は 修身 治國の 大道 を說 

いた 聖賢の 書 をい ふ。 群 書治耍 にと つた もので は、 周易、 尙書、 毛 詩、 春秋 左 氏傳、 禝記、 周禮、 孝鸫、 論語 等が そ 

れ である。 史は 所謂 膝史 であるが 群 書治耍 にと つた もので は史 記、 漢書、 後 漢書、 魏志、 蜀志、 吳志、 晋書 等が それで 

ある。 諸子と は綞書 以外で 學 者の 意見 を 記した 書 をい ふ。 これに 陰陽 家、 儒家、 道家、 ^家、 名家、 法 家、 農業、 兵 

家 等 種々 の 區別を 立 つ る ことが 出來る 故に これ を辘稱 して 諸子と いふ。 群 書 治 要に はこの 諸子 をと つた 部分が 少 くな 

い。 少しく その 名 を あぐれば 孔子 家 語、 六韜、 絜 子、 管 子、 司 馬 法、 孫子、 老子、 鵜 冠 子、 列 子、 ^子. 文 子、 曾 子、 

吳子、 孟子、 尉繚 子、 孫 卿 子 (荀 子) 呂氏 春秋、 韓子 (稗 非 子) 三 略、 淮南 子等で、 經史 あはせ て 十九 部、 諸子 あはせ て 

四十 八 部で ある。 さて それらの 諸 書のう ち、 政治の 耍 とする に 足る 名文 を抄錄 したの が 群 書 治 要で ある。 

(全經 の 書) 仝綞 は孝靈 天皇の 條に 「孔子の 仝鸫 日本に 留まる」 と ある 佥 鯉で、 鸫 書の 仝體 である。 鸫は 六綞と 云って、 

詩、 書 • 易、 醴、 樂、 春秋の 六で あるが、 樂には 書が 古から 無い ので、 他の 五鸫を 以て 仝經 とする。 この 五鸫 がわが 

國に 入った の は緞體 天皇の 七 年で、 百濟國 から 五綞 博士 を 貢した のが はじめで ある。 爾來 わが 阀教學 の 根本と なった 

ので ある。 

(一一 一史 ソ 拾 芥抄に 「毛 詩、 尙書、 鱧 記 * 周易、 左 傳已上 謂， 一 之五經 T 史記、 前 漢書、 後 漢書 已上 謂， 一 之 11 一史？ 或說史 1^、 漢書、 

東觀記 謂, 一 三史 一見 一一 史記發 題 一 也。 吉備 大臣 三史椴 入- 此三史 一 云」 と あるが、 普通に は史記 、 前 漢書， 後漢甞 をい ふ。 支 

那の 正史と して 最も 古い ものから 三 を 合せて いふ。 以上の 經書、 三史等 をば、 わが 國 のま：： 通の 人 は： & んでゐ るので あ 
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ると いふ こ と。 

(此 ♦! にの せた る 諸子なん ど は 見る 物 少し) これ は 如何にも 事實で 在ったら うと 思 はるる。 

(ほと^ /\ -名を だに 知らぬ 類 も ぁリ) 殆ど、 その 諸子の 書名 を さ へ 知らぬ やうな 人 も あると いふ こと。 

(まして 万機 を 知らせ 給 はんに、 是 まて 學ぱせ 給 ふ 事よ しな かるべき にや) 萬 機と は大 下の 政務の しげき をい ふ。 尙 書に 

r 一  日 二日 萬 幾」 とい ふ 語から 出た もので、 幾は櫟 ともかく、 樞 機の 機で、 其 機の 發 する 所 極めて 多端で あるが 故に 1ヹ 

日の 間に 萬に も 至る とい ふ 所から 萬 機と いふ。 普通の 學者 すら 五 經三史 位 を W 究 して ゐる だけで おりて ゐ るに、 況ん 

や 帝王 は 1 日 二日 萬 機の 政 をき かせ^ふ 事であって、 その 御 暇に 學問を 遊ばさる X 事 ゆ ゑ、 諸子まで 學 ばせ 給 ふこと 

は 必要が あるまい かと 思 はるる とい ふ。 

(本 經等を 習 はせ まし * にて は 在るべからず) 「本 經」 と は 群 書治耍 にあげた 經 書の 抄 文に 對 して その 全篇の ま、 の經を 

いふ。 「本鸫 等」 とい ふの は、 その 仝篇 のま、 の 五 經三史 を さす or 習 はせ まし そ」 と は 正しく は 「な 習 はせ まし そ」 と 

いふべき である。 それ は 「な そ」 の 格と いって、 上に 「な」 とい ふ 禁止の 語が あり、 下に 「そ」 とい ふ 念 を 押す 語が あつ 

て、 その 中間に 用言 を はさんで 禁止 を あら はす 古い 語格の 1 であるが、 この頃に 往々 上の 「な」 を 省き、 下の 「そ」 だけ 

で この 用に 供す る ことが 行 はれた。 厳密に 論ずれば、 誤と いふべき だが、 時世の 慣習と して 往々 この やうな 事が 行 は 

れた。 著者 もこの 誤 をして ゐ るので あるが、 その 意 は 了解 出來 るので ある。 寬 平の 御 遺誡に 群 書治耍 1 部 だけで よい 

と 仰せの あつたの は、 餒史の 仝 書 を御覽 あるの はよ くないと 仰せられた 御 旨 趣で-は あるべき でない とい ふ 意。 諸 註 本 

文 を^った ために 意 をな さず。 

(おに 雜文 とて あれ ぱ、 經史 の御學 問の 上に 此審 を御覽 じて 諸子 等の 雜文 まてな くと もの 御 心 也) これ は 著者が、 かの 寛 

平 御 逍誡の 「雜文 云々」 の 文に ついての 見解で ある。 この 見解で は r 雜文 にっきて 政事 を 妨げ 給 ふな」 と 見えて あるの 

を 見る と、 これ は經史 の御學 問の 上に この 群 書治耍 を御覽 じて、 その 中の 諸子 等の 雜文は 不用で あるとの 御意 見で • 

しるしお かれた もの であらう と い ふ 意で ある。 

(晩) こ この 文 を 著者 は 上の やうに とって ゐ るが、 旣に 述べ た 通り、 その やうな ことで は 「群 書治耍 などに て 足りぬ ベ し」 と 

仰せられた 意味が 徹底せ ぬ。 加 之た とひ それら は 諸子の 言で あると は い へ 魏徵が 金言と して 抄出した ものであって、 

それ を雜 文と いひて 見下す とい ふこと は、 群 書 治 要に て 足りぬ べしとの 御 精神に は 合致せ ぬ。 これ は 著者の ふとした 


思 違 ひで あると 思 はるる。 

(宽平 は 殊に 廣く I* ぱせ給 ひける にや、 周易の 溧き道 を も 愛 成 博士に 受けさせ 給 ひき) 字 多 天皇の 儺佛 二道に 通じ 拾うた 

事 は 有名な 事で あるが、 ことに 經 書中で も 最も 因 難な 周易の 深遠なる 道理 を大學 博士 善 淵 愛 成に 學 ばせられ た。 愛 成 

は 本姓 六 人 部 氏で、 兄永貞 と共に 今の 姓 を 賜 はった。 貞觀 中、 右中辦 山城 守と なり、 涛和 天皇の 爲に群 書 治耍を 讃んだ 

事が あった。 後大學 博士と なり、 侍讃 となった。 周易 を 進講した の は 仁 和 四 年 十月 九日から はじめられ たこと は日卞 

紀略 にも 見 ゆるが、 田 氏 家集に は 同 三年 六月 十三 日 講畢と 見 ゆる。 而 して、 その 御 研究の 名残 を拜 しうる 御 宸翰 周易 

抄が東 山 御文 庫に 傳へ ら れて存 すると 承る。 

(延審 の 御 事 は 左右に あた はず) 醍醐 天皇の 御 事 はと やかく 申 上ぐ る ことが 出来ぬ。 何と なれば、 

(苗 氏 輔佐し 奉られき) 菅原道 眞が御 輔佐 を 申し上げ 奉られた から、 いふ を またぬ とい ふこと。 

(其 後) 菅原 道眞左 逢の 後 

(紀納 *B 善 相 公 等の 名 儷 在リ. J かぱ) 紀納言 は 中 納言紀 ノ長谷 雄、 善 相 公 は參議 三善淸 行の こと。 參議の カ^が を 宰相と いつ 

たから 相 公と いふ。 これらの 人々 は 世に 稀な 儒者であって、 それが この 御世に 出た ので、 學 問の 道の 盛だった 事 は 上 

古に 匹敵す る 程度であった。 

(此 御誡 に付きて 天子の 御舉問 さまて なくと もと 申す 人の 侍る あさましき 搴也) さて 此の 寛 平の 御 遺誡 は活 學を學 び、 死 

學 をした まふな の 御 本旨で ある。 それ故に 治 要の 文を學 んで雜 文に 心 を 奪 はれ 耠 ふなと 諫められ たので ある。 然るに 

その 御 本旨 を 誤解して、 この 御誡の 文を證 として 天子の 御學問 はさ ほど 多くなくても よろしから うと 申す 人の あると 

いふ ことで あるが、 これ は 誠に 案外な 驚く ベ き 事で あると いふ 意。 

(何事 も 文の 上に て 能く 科簡 在るべき を ゃノ、 文の 上 は 書籍の 上と いふ ことで、 何事 も 古典な どに 照して よく 考へ、 よく t 

れば 分別が 生ずる ものであるに よりて、 學問は 大切で あると いふので ある。 (料簡 はもと 佛綞の 語で、 義理 を はかり 

えらび わくる ことで、 解釋 とい ふに 異ならなかった が、 俗語に は 思慮 分別の 意に 用ゐ る。) ここ は學 問が 無ければ 大 

事な 判斷 も出來 ぬと いふ 事 を 述べた ので ある。 

(晚) 以上で 帝王の 學問 についての 意見 を逑べ 終へ たから、 再び、 後宇多 天皇の 御上の 叙述に もどる。 
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n ノ キミ  ザィ ヰ  セイジ  シ  タマ  マ タヰン  ジフ シネン カン キヨ  タマ 

此君は 在位 にても 政事 を 知らせ 給 はず、 又院 にて 十四 年 閑居し 給 へ りし 

ケィ n  アキラ  ，ンョ ダウ  シ  タマ  ゴシ ュッケ  ノチ  ネ ンゴ卩 

かば、 稽古に 坝 かに、 諸道 を 知らせ 給 ふなるべし。 御 出家の 後 も 念 比に 

ォコナ  シ ャゥク ワウ シ ュヅケ  タマ  コト  シ ャゥム  カウ ケン  ヘイ. ゼィ  セ イワ 

行 はせ ましく き。 上皇の 出家せ させ 給 ふ 事 は 聖武、 孝 謙、 平 城、 淸和、 

ウタ  シュ シャク  ヱン ユウ  クヮ ダン  ゴ サン - チウ  シラ カハ  トパ  シュ トク  ゴ シラ カハ  ゴトパ 

宇多、 朱 雀、 圓融， 花 山、 後 三條" 白 河、 鳥 羽、 崇德、 後白河、 後鳥羽、 

ゴ ► サ，、 I ゴ フカ クサ カメ ャマ  ダイ ゴ イチ.： ァゥ オン ャマ ヒォモ ナ 

後嵯峨 後深草、 龜 山に まします。 醍醐、 一條 は 御 病 重く 成りて ぞせさ 

o  , 

タマ  力 ャゥ  アマ タキ n  タマ  カイ リツ  ゲ ゾク  シ ジフ 

せ 給 ひし。 加 檨に數 聞え させ 給 ひし かど も、 戒律 を 具足し、 始終 かくる 

コ^-  ミツ シゥ キハ  ダイ ァ ジャ リ  - タマ  コト ァ  オン 

事な く 密宗を 極めて 大阿闍 梨 を さ へ せ させ 給 ひし 事い^ 在りが たき 御 

コト十 リ， n  ノ オン スヱ  イツ トウ  ゥン  ゥ トクヨ クン  ォモ  タマ  ゲン 

事 也 此御 末に 一統の 運 を ひらかる ゝ、 有 德の餘 薰とぞ 思 ひ 給 ふる。 元 

-, ォマシ マ 

§ れ 御座し き。 ， 

(此君 は 在位 にても 政事 を 知らせ 給 はず) 此 天皇 御 在位の 間、 十三 年 は 仝く 龜山 上皇の 御 院政で、 この 天皇 は赏 際の 政事 

に は御關 保がなかった。 

(又院 にて 十四 年 閑居し 給 ヘリし かば) さて 又御鶄 位の 後 院には 居させられた けれども、 伏 見 後伏見 二 代の 間 十四 年 はこ 

の 君の 御 院政で なか つたから、 仝く 閑居の 御 有樣で 居させられた ので ある。 

(ほ 古に 明らかに 諸道 を 知らせ 給 ふなる ベ し) かやう に 引きつ V き 三十 年 近く も 御 閑散の 御身で 居させられ たからして、 


學問も 諸道 もよ く 修め 袷 ふこと になった ので あらう。 「秸 古」 は 上に あげた 佝書 9 「若 稽古」 から 起った 熟語で、 古 追 

を考 へ 明らむ る ことで あるが、 主として 儒 敎の學 をす る こと を いふ。 

(御 出家の 後 も 念 比に 行 はせ まし/ \ き) 御 出家の 後 もな ほそれら の畢問 諸道 をば 心 をと めて 行 はれた とい ふ。 

(上皇の 出家せ させ 給 ふ 事 は 云々) この 十七 方の 事 は旣に 上に 述べて 来た。 

C.8SI 一條 は 御 病 重く 成 リてぞ せ させ 給 ひし) 酷 鋤 天皇に は御讓 位の 後 御 病 重くな り 延長 八 年 九月 二十 九日に 御 出家 あつ 

て、 その 日に 崩御、 一條 天皇 は 寛 弘八年 六月 十三 日に 病氣 によって 御 譲位あって 御 出家、 二  f,  二日に 崩御に なった。 

この 事 を い ふ ので ある。 

(加樣 に *sa えさせ 給 ひし かど も) 上皇の 御 出家と 云 ふ 事 は 上の 漾に 多くお はしました けれども、 下にい ふ 如く この 天皇 

の 如き は 稀で あると いふので ある。 

(戒律 を 具足し 始終 かくる 事な く) この^ 律ば 佛敎の 語で、 分 くれば 戒 法と 律儀と になる が、 戒律と 熟すれば 戒 法と 同じ 

意で ある。 戒 法は佛 がその 弟子の 爲に 制定した 法規で、 五戒、 八戒、 十戒 等 あり (律 は 梵語 毘奈 耶の譯 で道德 的^ 律の 

意. >  その 戒法. を 具足す とい ふの は 具足 戒を さすので あらう 。「具足」 とは阊 滿の義 で、 比丘、 比丘尼の 持すべき 戒法を 具 

足戒 とい ふ 所以 は、 比丘、 比丘尼 は佛の 制し 耠ふ 所の 戒法を 1 として 持せ ざるな きが 故で ある。 而 して 比丘に は 二百 五 

十戒、 比丘尼に は 一二 百 四十 八戒 あり。 今、 後宇多 法皇 は 比丘と しての 具足 戒を 完全に たも たれて 始終 かくる 事な く あ 

ら せられた とい ふので あるが、 この 事 は^ 鏡 を 見ても その やうに 傳 へて ゐる。 浦 千鳥の 卷に曰 はく！. 院も それ ゆ ゑ (遊 

義 門院の 御 事) 御ぐ しおろ して、 ひたぶ るに 聖にぞ ならせた まへ る」 又 曰 はく 「御ぐ しおろ し 給 ひて 後 は 大方 女房 はつ 

かう まつらず、 男、 番 におり て御臺 など もま ゐら せ、 よろ づ にっかう まつる。 いつも 御持齋 にて おはします」 と ある。 

(密宗 を 極めて 大阿闥 梨 を さへ せ させ 給 ひし 事い と在リ がた き 御 事 也) 阿 閽梨は 梵語の 音 譯で軌 銃 師と譯 する。 弟子 僧俗 

の學解 行儀 を轧正 指導す ベ き 師範 職であって、 この 名目 は 天台宗 眞言 宗律宗 の 間に 用ゐら るる。 さて 天台 眞貢 の兩 お 

では 祕密 眞言の 解 行の 勝れた 者の 學位 として これ を與 ふるが、 東密卽 ち、 仁 和 寺 東 寺 一流で 金剛 界眙 藏界兩 部の 大 

法を傳 法した もの を 傳法灌 頂大阿 S 梨 位と い つて 械位 とする。 こ の 法皇 は 東密の この 大阿闍 梨と なられた ので ある。 

花園 院^ 記 正中 元年 六月 二十 五日の 條 にこの 法皇の 御 事 を 記されて あるが その 文中に 「中 遇 一一 港 養 門院 之 《f 世 - 一 旦落 

飾 入- 佛道 1 綾 有， 1 後 ニ條院 之 晏絮 1 彌 厭-俗塵 一 深 降- 釋家ハ 習， 一 律義 1 學， ー密宗 1以_ 一 西郊 大覺寺 1 有， 一 栖霞之 仙 居 一 擬，， 1 寬平 法皇， M- 仁 
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和 寺？  ^治 中對 _| 前 大僧正 禪 助-度- 祕密灌 頂 一 以来 密宗之 高 德少， 1 比, 肩 者で 一品 親王、 道 意 僧正 以下 受., 法皇 之 密灌頂 1 者 多 

矣」 と ある。 これ を 以て その 盛んな 御 修行の 有樣を 髮 髴 として 知るべし である。 

(此御 末に 一統の 運 を ひらかる.'、 笮德の 餘薰と ぞ思ひ 給 ふる) 此御 末と は 御子 後醍醐 矢皇を さす。 後醍醐 天皇の 御世に 

慕 府を糜 して 天下 1 統、 天皇の 親政に 復 するとい ふ 御 運 を 開かる >f とい ふこと は、 後宇多 天皇の 御高 德の餘 薰と思 は 

る 、となり。 

(說) この 1 節 は 事 も 無き やうで、 しかも 天皇の 御學 問と いふ もの は 不要の ものであると いふ 說は、 この 天皇の 御 有德の 

餘薰と いふ 事 を考へ て みても 不可で あると いはねば ならぬ こと を 示して ゐる。 この 天皇の 御 有 德の德 ^の 及ぶ 御子 

孫に 及んで、 この 天下 1 統 とい ふ承久 の大亂 以後の 皇室 陵遲の 大勢 を挽囘 しうる 事に なった とい ふ 意 を 示さう として 

ゐる こと は 明かで ある。 

c 元 事の 末 甲子の 六月に 五十八 歲 にて 簾れ 御座し き) 後醍醐 天皇の 元 亨四年 甲子の 歳 (この 年 十二月 九日に 正中と 改元. せ 

られ たにより て 元享の 末と 云った) 六月 二十 五日に 大覺 寺で 崩御 あつたく 御 年に 異說 はない • 

ク J ジ r ィ t ズ、 _v\t  J^.y'i  ィ r ナ ヒロ ヒ ゴ フカ クサ ダイ イチ I- オン ハ ハ^ン キ モン ヰン プデ ハラ ノ 

第 九十 一代 伏 見院、 諱は熙 仁、 後深草 第一 の 子。 御 母玄輝 門院、 籐原 

イン シ  ^ ダイ ジン サネチ  ムス メナ リ  ゴサガ  £ カド  .K ィ タイ  なメ  r マ  すボシ *  .ts ズ 

愔子、 左大臣 實 雄の 女 也。 後嵯峨の 御門、 繼體 をば、 龜 山と^ 召し 定め 

\  ♦ 、フカ *"サ<  ^^ナガ レ  オボ  カメ ャ マテ イジ ユン ギ  オボ シメ 

けれ は 深 草の 徇流 いか， >  と覺 えし を、 龜山弟 順の 儀 を 思 召しけ るに や、 

コ> ノタ x  ,  •  トウ/ 々ゥ  タマ  "ノ  ノチ オン コ np  ァシザ マ 

此君を f 猶子に して 東宮に すゑ 給 ひぬ。 其 後 御 心 も ゆかず、 恶檨 なる 

1 コ 1  * イチ 、 八： \ソ： J  .  D ヒノ トキ  トシ ソクヰ  ッ チノ  H ネ カイ. ケン トウ クウ  ュ / 

事 さへ 出来て 踐舴 在りき。 丁亥の 年 即位。 戊 子に 改元。 東宮に. さへ 此 


テン ワウ  ミ n ヰ タマ  テンカ  チサ  タマ  コ トジフ イチ * ン  タイ シ  ュ.？ s  ソン ガウ レイ 

天皇の 御子 居 給 ひき。 天下 を 治め 給 ふ 事 十一 年。 太子に 讓 りて 尊 號 例の 

ゴ卜 

口  )o 

(後 深箪 第一の 子) 一 代耍 記、 帝王 編 年 記 も 本書と 同じく 第一 の 皇子と あるが、 歴代 皇紀、 皇 年代 略記、 皇代 略記 等に は 

第二 子と して ある。 大 日本史 は 第二 子說を 正しい といって ゐる。 

(御 母玄輝 門院 藤 尿^ 子 云々〕 この 方 は 左大臣 實 雄の 女で、 龜山 天皇の 皇后 京 械院の 妹で ある。 後^草 天皇の 宮に 入りて 

東 御 方と 申し、 この 天皇 を 生み 奉って 後、 弘安 三年に 從 三位に 叙し、 この 天皇 御卽 位の 後、 一 一 一宮に 准ぜ られ、 正應元 

年 十二月 十六 日に 玄輝 門院の 尊號を 上られた。  . 

(後 嗟 蛾の 御門 繼 » をぱ龜 山と 思 召し 定めけ れぱ) こ の 事 は 龜山院 の條 下に 見 ゆ る。 

(溧箪 の 御 流い か. X と 整えし を) 深 草の 御 流と は 後深草 天皇の 御子 孫 をい ふ。 「いか ビと覺 えし. 一と は いか^ あらん かとお 

も はれた とい ふ。 卽ち 後深草 天皇の 御 末. が阜； 統を つがせら るる かどう かとお も はれた と いふ 意。 

(通 山 弟 順の 僅 を 思 召しけ るに や 此君を 御 猶子に して 東宮に すゑ 給 ひぬ) この 天皇の 東宮に 立た せ耠 うた 時の 事 は 後宇多 

天 S 御讓 位の 倏に 述べた 通りで、 北條 時宗の 奏上に 基づいた ので、 龜 山上臬 の 御 素志ではなかった ので あらう。 され 

ば 若し、 龜山 上皇が、 後嵯峨 天皇の 御 遺 詔と いふ 事 を强く 主張せられ たなら ば、 どの やうな 結果 を 生じた かわから 

ぬ。 卽ち龜 山 上皇が 穩 便に すむ やうに その 奏上 を聞屆 けられた こと をば、 こ 乂に言 つて ゐる ものと 思 はるる。 さて こ 

の 伏 見 天皇 をば 龜山 上皇の 御 猶子と せられた とい ふ 事 は 他に 未だ その 證を 知らぬ。 しかし この 事 は、 著者が 近く 見聞 

した 時代の 事で も， あり、 又 著者が かやうな 國 家の 大事に 輕々 しい 言 を もい ふ 喾 がない から、 いづれ 他から これ を證す 

る事赏 が發^ せらる るで あらう。 この 東宮に 立ち 耠 うたの は 建 治 元年 十 一 月 五日で ある。 

(其 後 御 心 も ゆかず 惡樣 なる 事 さへ 出来て 踐砟 ぁリ き) 「御 心 も ゆかず」 と は 思 ひの 通りに ならず 滿 足せぬ こと、 こ 、は 伏 

見 天皇の 御 側から みた 詞 ではなく、 後宇多 天皇の 御 側から 見た 詞 である。 卽ら不 偸 快で 不都合な 事まで が 生じて、 後 

宇多 天皇の 御讓 位が 在った こと を さす。 それ は關 東から 御讓位 あるべき 由 を 申し出でた。 この 邊の事 は、 1»3 銃 は その 
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立太子の 事 を 叙した ところに 「新院 (龜山 〕 は 御 心 ゆく とし もな くや ぁリ けめ ど 大方の 人め に は 御中い とよくな りて 云 

々」 と。 又 この 御讓 位の 時に 關 東の 使が 屢々 京都に 往復し、 後深草 龜 山兩院 から も 使 を 鎌 倉に 遣 はされ たので ある。 

これらで 大分 こみ 入った 事の 在ったら し いとい ふこと を 想像す る。 さて この 天皇の 踐祚は 弘安十 年 十月 二十 1 日で あ 

る o 

(丁亥の 年卽 位) 丁亥の 年 は 弘安十 年で あるが、 御 卽位は 弘安十 1 年 三月 十五 日で ある。 時に 御 年 二十 四。 本書 は 誤で あ 

. る。.  - 

(戊 子に 改元) 戊 子 卽ち弘 安 十 1 年 四月 二十 八日に 正應と 改元 せられた。 

(東宮に さへ 此 天皇の 御子 居 給 ひき) 後深草 天皇の 御 末と して 御卽位 ある こと も、 はじめは いか^と 危 まれた が、 今は皇 

太子 もこの 天皇の 御子が 立 たれた とい ふので ある。 こ-の 東宮 は 後の 後伏見 天皇で， 正 應ニ年 四月に^ 太子に 立ち 給う 

たので ある。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 十 一 年) 弘安十 年 十月 二十 1 日から 永 仁 六 年 七月 廿ニ 日， 9 御讓 位まで 足 かけ 十 1 年で ある。 

「太子に 讓リ て筠號 例の 如し) 永 仁 六 年 七月 二十 二日 御讓 位。 八月 三日 新 帝から 太 上 天皇の 尊號を 上られた。 

ヰン チウ  ョ  シ  タマ  ホド  トキ ゥッ.  ナ カム トセ ベ. カリア 

院中 にて 世 を 知ら-せ 給 ひしが、 程なく 時遷 りに かし ども、 中 六 年 計 在り 

マタョ  シ  タマ  クワン トウ トモ ガラ カメ ャマ  シャゥ リウ  ゥ  タマ  コ トシ  ハへ 

て、 又 世 を 知り 給 ひき。 關 東の 輩も龜 山の 正 流 を 受け 給へ る 事 は 知り 侍 

チカ ゴ ロナ  ョ  ウタが  ォモ  リ ャゥク ワウ オン チ ガレ 

りし かど も、 近 比^ 成りて 世 を 疑 はしく 思 ひければ にや、 兩皇の 御 流 を 

マチ  ァヒハ カラ  ノチ， ン ュヅケ  タマ  ゴジフ 

か はる-/^ すゑ 申さん と 相 計 ひけり となん。 後に 出家せ させ 給 ふ。 五十 

サイ ォマシ マ  ， 
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(院 中に て 世 を 知らせ 給 ひしが) 御讓 位の 後 は 御子 後伏見 天皇の 御世であった から 院政 を 行 はせられ たの をい ふ。 

(程なく 時遷リ にし かど も) 後伏見 天皇の 御 在位 は 三年で、 後ニ條 天皇の 御世に なって は 時世が か はって、 この 上皇 は院 

政 をき こしめ さぬ 事に なった の を いふ。 

(中 六 年 計 在 リて又 知リ給 ひき) さて 後ニ條 天皇 は 六年餘 あって 崩御 あり、 花園 天皇が 御卽 位に なった。 この 天皇 は 又 こ 

の上皋 の 御子に ましました から 院政 を 行 はれた ので ある。  . 

(闢 東の 輩も龜 山の 正 流 を 受け 給へ る 辜 は 知 リ侍リ しか ども 近 比と な リて世 を 疑 はしく 思 ひければ にや 兩皇の 御 流 を か は 

るく すゑ 申さん と 相 計 ひけ リ となん) 關 柬の蘩 は北條 氏の もの ども をい ふ。 これらが、 後嵯峨 天皇の 遺 詔に よ" 龜山天 

皇の御 1 流が 正し い 繼體の 君で まします と いふ 事 は 知って 居た が、 この頃に なって 世 を 疑 はしく 思うた とい ふの は、 龜 

山 天皇の 御 一 流 は 政 權御囘 敉の御 志が 傳 へられて あるので ないかと 疑 ひ を 思 ひつ いたと いふので あるが、 これ は 伏 見 

天 or か密に 執權貞 時に！ i して、 麁山 天阜： 位に おはしました 折、 汝の 先糚義 時が 後鳥羽 天草： を 海 島に 遷し 奉った こと を 御 

憤りあって これに 報いようと 思 ひた まうた が、 機會 がなくて 輕々 しく 動き 耠は ぬので ある。 それ 故 もし その 御子 孫 を 

して 代々 位に 在らし めたら、 必ず 汝の 家の 爲 になるまい。 睽は 先帝の 餘德 によって 天位に 卽 いたが、 顯 はく は 汝と心 

を 同じう し カを戮 せて 天下の 安 仝 を はからむ と宣 ひしに よって、 貞時 深く その 旨を然 りと して、 翁 山 天皇の 後の 復大 

統を承 けらる \ こと を 望まず、 伏 見 天皇と 謀りて 後伏見 天皇 を 太子に 立て、 終に 御卽 位に もな つた。 是に 於いて 後 宇 

多 上皇が 不快に 思 召し、 使 を 鎌 倉に 遣し、 貞時 をせ めて r 阈にニ 主 あるべからざる に 何故に 先帝の 港 詔に 背く か」 

と 仰せられた によって、 貞 時が、 遂に 後深草 龜山ニ 天皇の 後 をして 十 年 を 限りて 迭に 立ちた まふべ しとい ふこと に^ 

し泰 つた。 これが 所謂 兩統迭 立と いふ ことの 始まりで ある。 その 後深草 天阜； の統を 持明院 流と いひ、 瘫山 天皇の 統を 

大衆 寺 流と いふ。 これ は いづれ も その 御 居所に ついて 名 づけた ので ある。 その 御 略 系と 皇位 II 承の 次第と は 次の 通り 

である。 (代数 は 本書のに よる) 

持 明院流 後深草 II 伏 見. 

^九  九 0 

大覺寺 流 龜山 I 後宇多- 
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によりて^ 
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CI 


「弘」 底本 「和」 

とす。 他 諸 本 

による e 


而 して 元弘 以後の 大亂が こ \ に胚眙 する ので ある。 

(後に 出家せ させ 給 ふ) 花園 天皇の 正 和 二 年 十月に 院政 を 後伏見 上皇に 讓 つて 御 出家 あらせられた。 

(五十 綾 御座し き) 文 保 元年 九月 三日 崩御。 御 年 五十 三 歳で ある こと は 御 降誕の 年から 計算して 明かで ある。. 帝王 編 年 

記、 皇胤 紹運錄 等^ 五十 三と ある。 本書 は 誤った ので ある。 
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經 氏の 女な り。 戊戌の 年 即位 

ス イジ ャゥ  n ト  ソン ガウ レイ  ゴト 

推 讓の事 あり。 尊號 例の 如し 

タマ  卜キ  £ カド  オン ォ卜 ゥト 

給 ふ。 時の 御門 は 御 弟 なれば 
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第 九十 二 代、 後伏見 院、 諱は胤 仁、 伏 見 第一 の 子。 御 母、 永 福 門院 籐原鑌 

o 

ジ  ニフ ダウ ダイ ジャゥ ダイ ジン サ * カヌ  ムス メナ リ  ジッ  オン ハハ  ジ ユン サン ゲゥ フヂ ハラ  ツネ コ  ュフ ダウ サン ギ 

子、 入道 太 政 大臣 實 兼の 女 也。 實の御 母 は 准 三宮藤 原の 經子、 入道 參議 

ヅチ ノト ヰ  カイ ゲン  テン 力  テサ  タマ  コト  ミ トセ 

己 亥に 改元。 天下 を 治め 給 ふ 事、 三年。 

シ ャゥヮ  コ 口 チチ  シ ャゥク ワウ オン ュヅリ  ョ 

正 和の 比 父の 上皇の 御讓 にて 世 を しらせ 

ゴ ィゥ シ  ギ  ゲン コゥ  ョ  ナカ ミダ 

御 猶子の 儀な りと ぞ。 元弘に 世の中 亂れ 

o 

事 あらたまりても、 か はらず 都に すませ 


まし/、 しが、 出家せ させ 铪 ひて 四十 九 歳に て かくれさせ まし^^き- 


(御 母汆 輻 門院 藤原鎳 子、 入道 太 政 大臣 實 兼の 女 也) この 御 方 は 太政大 t. 西 園寺實 兼の 女で、 伏 見 天皇の 中宮と なりた ま 

うたが、 御子が 無い により 敕し てこの 天皇 を 以て 子と せられた。 この 天皇 御 受禪の 後 永 仁 六 年 八月に 尊號を 上りて 永 

福 門院と 號 せられた。 


(耷の 御 母 は 准 一一 一宮 廉 原の 袋 子、 入道 參議理 氏の 女な リ) この 方 もこの 天皇 卽 位の 後 三 后に 准ぜ られ、 中 圜の准 后と. E. し 

上げた。 

(戊戌の 年卽 位) 永 仁 六 年 七月 二十 二日に 踐祚、 十月 十三 日に 卽位。 御 年 十一。 

(己 亥に 改元) 永 仁 七 年 四月 二十 五日に 正 安と 改元 せられた。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 一一 一年) 正 安三 年 正月 二十 一 日の 御讓 位まで 御 在位 は 足 かけ W 年で あるが、 滿ニ年 半 許で ある。 

(推 讓の事 ぁリ) 正月 二十 1 日に 皇太子に 御讓 位に なった ので あるが、 これ も關 東よ リ使を 上せて 御 譲位 あるべ しと 奏上 

したのに よった ので ある。 それ故に 御 本心から 出た 御讓 位で は 無 か つたので ある。 

(筠號 例の 如し) 同年 正月 二十 八日に 新 帝から 太 上 天皇の 尊號を 上られた。 

(正 和の 比 父の 上皇の 御讓 にて 世 を しらせ 給 ふ) 正 和 は 花園 天皇の 時で、 その 二 年 十月まで 伏 見上& の 御 院政であった が 

その 政 を この 上皇に 御讓 りに なった から、 その 時から この 上皇が 院政 を 行 はれた ので ある。 而 して それ は 花 ^天 &の 

御世 文 保 二 年まで つ e いた。 

(時の 御門 は 御 弟な れぱ御 猶子の 儀な リ と^-) 花園 天皇 は 御 弟で あるから、 御 猶子の 御 取扱で、 それで 院政 を 行 はれた の 

である さう だと いふ こと。 

(元弘 に 世の中 ii れし時 又し ぱ らく しらせ 給 ふ) 元弘六 年に 北條 氏が、 後醍醐 天皇 を 推しお ろし 奉り、 この 上 .M の 御子^ 

太子 量 仁 親王 を 擁立して 光鲩 天皇と 稱 して ゐた 時に 二 年まで 院政 を 行 はれた。 

(搴 あらたま リても か はらず、 都に すませ ましく しが) 「事 改まる」 と は 建武の 中興と なりて、 量 仁 親王の 帝位 も廢 せら 

れ たが、 後醍醐 天皇の 方から は 別に これと いふ 御干涉 もな く、 相變ら ず、 都に 御 住み 游 ばされ たがと いふ 意 * 

(出家せ させ 絵 ひて) 元弘 三年 六月 持 明 院で御 出家 あらせられ たので ある。 

(四十 九 歳に て かくれさ せまし くき) 延元 元年 四月 六日 持明院 殿で 崩御。 御 年に は 異說は 無い。 
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源 基 子、 內 大臣 具 守の 女 也。 辛 a の 年 即位。 壬 寅に 改元。 天下 を 治め 

タマ コトム トセ ァ  ョ  タマ  ュジ フシ サイ 

給 ふ 事 六 年 有りて、 世 を はやくし 給 ふ。 二十 四歲 おまし 


き 


(御 母 西 花 E 院源基 子、 內 大臣 具 夺の女 也) 內 大臣 堀川 具 守の 女で、 宮中に 奉仕して 帝 を 生み 奉った。 後ニ條 天皇 崩御の 

時 出家し、 延慶 元年に 准三宮 となり、 西 花 門院の 尊號を 受けられた。 

(辛 丑の年 卽位」 正 安二 年 正月 二十 一 日 踐祚、 三月 二十四日に 卽位。 御 年 十七。 

(壬 寅に 改元) 正 安四 年 十 一 月 二十 一 日に 乾 元と 改元 せられた。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 穴 年有リ て、 世 を はやくし 給 ふ) 德治 三年 八月 二十 五日に 崩御、 御 年 二十 四で あるから 世 を 早くし 耠 

ふと 云った。 御 在位 は 中 六 年、 足 かけ 八 年で ある。 御 年齢に 異說は 無い。 
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第 九十 四 代の 天皇、 諱は富 仁、 伏 見 第三の 子。 御 母顯親 門院 藤 原 季子、 
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左大臣 實 雄の 女 也。 戊 申の 年 即位、 改元.。 父の 上皇 世 を しらせ 給 ひしが. - 
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御 出家の 後に は御讓 にて 御 兄の 上皇 しらせます。 法皇 かくれ 給 ひても 諒 

アン  ギ  シ ャゥク ワウ ゴ ィゥ シ  ギ  レイ  チリ  テン 力  チサ  タマ 

闇の 儀な かりき。 上皇 御 猶子の 儀と ぞ。 例な きこと 也。 天下 を 治め 給 ふ 

ジフ イチ ネン  ノガ  タマ  ゾン ガウ レイ  ゴト  ョ  ナカ ァラ タマ  シ ュッケ  タマ 

こと 十一 年に て 遁れ給 ふ。 尊號 例の 如し。 世の中 改 りて 出家せ させ 給 ひ 

o 

き 


(第 九十 四 代の 天皇. - 

(說) これ はこの 著述 をした 延元四 年の 時に しても、 又 修正した 與國四 年に しても この 天皇の 御 在世の 時で あるから 御謚 

號の 在る 道理が 無い。 隨 つて 右の やうに かくより 外に 方法が 無かった 喾 である。 然るに 明治 年間 以後の 祌皇 正統 記の 

殆 とすべ てが 、「第 九十 e: 代 花 II 院」 と 書いて あるの はどうした 理由に よるので あるか 。「花 圜院」 とい ふ 稱號は 遣 詔に 

よる こと は. M 年代 略記に 「奉 レ號ー 一 花園 院 一依 a おせ」 と あるので も わかる。 今 底本と する 本に は 「天皇」 の 傍に 「花園 院」 

と 小く 注して あるが、 これ は 後人の 記入に W 違ない。 而 して 梅 小路 本、 淸家 本に は完 仝に 「天皇」 と ある だけで ある C 

又慶安 の 版本と 川 喜 田^ 彥の 評注 本と に は 「天皇」 の 下に 「花鬧 院又號 萩原 院」 と 二 行に 注して ゐ るが、 これ も 後人の 

記入に 相違ない。 しかし、 以上の 記入 はみ な 本文と は 別にな つて ゐ るから、 後人の 記入で ある こ を 譏 別し 得る ので あ 

る。 然るに、 今の 流布本 は 「花園 院」 として 「天 臬」 の 文字 を 省いて ゐ るが、 古書の 實 を渚亂 する ものと いはねば な 

らぬ。 そこで、 この やうた 事が どうして 起った かと その 源 を しらべて 見る と、 今、 阈寶 になって ゐる. m 山 本と 群 書類 

從 本と は 「天皇」 の 二字 を 削って 「花園 院」 として ゐる。 これによ ると、 この 二 本 は 後人の さか しら を 加へ た 本た る 

事 は 明かで あるが、 從來群 書類 從本は 善 本と 信ぜられて ゐ たからして、 今の 流布本 はこの 群 書類 從本 によった ものら 

し い。 而 して 白山 本と 群 書類 從 本との 同樣な 杜撰 はな ほ 下に も ある。 

(御 母顯親 門院 藤 原 季子、 左大臣 資 雄の 女 也) この 方 は 京 械院、 玄輝 門院の 異母 妹で ある。 伏 見 天皇 崩御の 後 御 出家 あら 

せられた が、 嘉暦 元年に 三宫 に准ぜ られ、 顯親 門院の 號を 上られた。 

(戊 申の 年卽位 改元) 德治 三年 八月 廿 五日 後 ニ條 天皇 崩御に より 二十 六日 踐祚、 十 1 月 十六 日に 卽 位の 鱧 あり。 御 年 十二。 

これよ リ先 十月 九日に 改元あって 延 慶と號 せられた。 

(父の 上皇 世 を しらせ 給 ひしが 御 出家の 後に は御讓 にて 御 兄の 上皇 しらせます) 御卽 位の 常時 は 父 伏 見 上皇の 院政で あつ 

たが、 伏 見上^ 正 和 二 年に 御 出家の 後 は、 その 御 譲に よりて 御 兄の 後伏見 ト； 皇が 院政 を 行 はせ たまうた。 

(法皇 かくれ 給 ひても 諒 S の 僂な かリ き。 上皇 御 猶子の 儀と ぞ〕 ^鏡 浦 千鳥 卷に 「そこ はかと なく 御惱 月日へ て、 文 保 元年 

九月 三日 かくれさせ 耠ひ にき。 伏 見院と 申しき」 と あり、 又 「御門 は御輕 服の 儀 なれば 天下 も 色 か はらず」 と ある。 

これ は 花園 天皇 は 伏 見 法皇の 御子で は あるが、 後伏^ 上皇の 猶子に ならせ！ t うて あるに よって、 御 m 父の 俵で あるか 

らして 御 ま， 服の 錫狞を 召させ 給 ふに 及ばぬ よしで 隨 つて 天下 も 諒闇で なく 黑 衣の 喪服 を 著 用し な いとい ふので、 こ、 
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の說 明に 役立つ 文で ある。 

(例な き 事 也) 先帝の 崩御に 諒闇が 行 はれぬ とい ふ 事 は， 先例の 無い 事で あると 批判した ので ある。 

(貌) これ は 1 言で ある けれど、 非常に 重大な 事で ある。 名敎 の廢れ とい ふこと はか やうな 事に よって 證明 せらる る もの 

であり、 又 かやうな 事から ますく 名敎が 廢れて ゆく ので ある。 それ故に 1 言 なれ ども 重い と 見る。 

(天下 を 治め 給 ふこ， と 十一 年に て 通れ 給ふソ 延慶 元年 八月 二十 六日の 踐舴 から 十 1 年 目の 文 保 二 年 二月 二十 六日に 御 譲位 

にな つた ので ある。 

(肇號 例の 如し) 文 保 二 年 三月 十六 日に 新 帝 後醍醐 天皇から 太 上 天皇の 尊號を 上られた。 

(世の中 改リて 出家せ させ 給 ひき) 建武 中興の 後、 建 武ニ年 十一月に 出家 せられて、 萩原 殿に 居られた によりて、 世に 萩 

IS 法皇と 申し上げた。  . 

(說) 底本、 梅 小路 本、 淸家 本、 靑蓮 院本 慶安 版本、 川 喜 多の 評注 本み な 上の 通りで 終って ゐる。 然るに、 今の 流布本 及 

び c 山 本、 群 書類 從本 「五十 1 歳お まし ましき」 と ある。 今 これ を考 ふるに、 この 御 享年 は 崩御の 後でなくて は 書き 

あら はす 事の 出來ぬ ものである こと は 明かであって、 本書の 著述 赏 時の 文で ない 事 は 明白で ある。 つまり これ は 上の 

「天皇」 の 文字 を 「花園 院」 と 改めた と 同じ 人間の した さか しらで ある。 これらの さか しら を 加へ てゐる 本の 信憑す 

るに 足らぬ こ と はいふ を またぬ。 かやうな 惡 本のみ が 跋扈して ゐる こと は 道の 爲に嘆 はし いこと である。 

ダイ ク ジフ ゴ ダイ ダイ シ ジフ ク セィ ゴ ダイ ゴ テン ワウ イミ ナ タカ ハ ~  ゴ ウタ ダイ ュ  ^ 

第 九十 五代、 第 四十 九 世、 後醍醐 天皇、 諱は尊 治、 後宇多 第二の 御子 

オン ハハ ダン テン モン ヰン フヂ ハラ ノタダ コ  チイ ダイ ジン モロ ッグ  ムス メ ジヅ -I フ ダウ サン ギ タダプ ゲノム ス. メナ リ ォ-ン r 

御 母、 談天 門院 藤原忠 子、 內 大臣 師繼の 女、 實は 入道 參議 忠繼女 也。 御 

ォホ ヂ カメ ャマ  シ ャゥク ワウ ヤシ ナ マテ  タマ  コゥ アン  トキ  カメ ャマ  ゴ ウタ ョ 

祖父 龜 山の 上皇 養 ひ 申し 給 ひき。 弘 安に 時う つりて 龜山、 後宇多 世 をし 

クヮ ン トウ  ォホ  タマ  テン メイ  コ トヮリ カタ ジケナ 

ろしめ さず なりに し をた びく 關 東に 仰せ 給 ひし かば、 天命の 理 忝 
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ソノ オン アト  マウ  タマ  ァ マサ  ショ ダウ  コノ  タマ 

ましし に、 其 御 跡 をば よくつ ぎ 申させ 耠 へり。 剩へ 諸道 を 好み しらせ 給 

ふこと、 ありがたき ほどの 御 事な りけん かし。 佛法 にも 御 心 ざし 深くて 

シン ゴン  ナラ  タマ  ハ. ジメ ホフ ワウ  ゥ  ノチ  サ キノ ダイ ソゥ 

むねと 眞言 を 習 はせ 給 ふ。 始は 法皇に 受けまし^^ ける が、 後に 前大儈 

ジャ ゥゼン ジョ  コカ  ウタ マ  テン シ クワン ヂャゥ レイ  タウ テゥ 

正禪 助に 許可まで 受け 給 ひける とぞ。 天子 灌 項の 例 は 唐朝に もみえ はべ 

ホン テゥ  セィ ヮ  オン トキ  キン チウ  ジ カク ダイ シ クワンデ ャゥ ォコナ  シュ シャゥ  ハジ 

り。 本朝に も淸 和の 御 時、 禁中に て慈覺 大師 灌頊を 行 はる。 主上 を 始め 

タテ マツ  チウ ジン コゥ  ゥ  チェン  クワンデ ャゥ  マチ 

奉り、 忠仁 公な ども 受けられ たる、 これ は 結 緣の灌 頂かと ぞ申 すめる。 

マコト ジ ュシキ  オボ シメ  ナホ コ 力  サダ  ソレ 

このたび は 實の授 職と 思 食し しに や。 され ど猶 許可に 定まりき とぞ。 其 

マタ ショ リウ  ゥ  タマ  マタ -ンョ シゥ  ス  タマ  ホン テゥ ィ テゥ ゼン モン 

ならず。 又 諸 流 を 受けさせ 給 ふ。 又 諸 宗をも 捨て 給 はず。 本朝 異朝 禪門 

ゾゥ ト  ゥチ  タマ  スべ  ヮ I カン  ミチ  アキラ 

の 僧徒まで も內 にめ してと ぶら はせ 給 ひき。 都て 和漢の 道に かね 明かな 

る 御 事 は 中 比よりの 代々 に は 越えさせ まし./ \- ける にや。 

§ 以上 は先づ 後醍醐 天皇の 御 生 立と 御 人柄と を說き 奉る こと を 主と した ものであるが、 先々 の 御^の 倏の 始めに 比す 

れば遙 に 委し いのは、 著者が この 天皇の 御世の 記事に 主力 を 注ぎ、 又大に 論ぜむ とする 勢 を 指示して ゐる ものである。 

(御 母談天 門院 藤原忠 子え々. - この 方 は 參議花 山 院忠繼 の 女で、 同族 內 大臣 藤 原師繼 (有名なる 師肇の 祖父，) の 養女と して 


後宇多 天皇の 宮中に 入り 典侍と なリ、 この 天 & 等 四 人 を 生み 奉られた。 正 安三 年 七月に 三 宫 に准ぜ られ、 嘉元 元年 九 

月に 出家せられ たが、 この 天 &御卽 位の 後 文 保 二 年 四月に 談天 門院の 尊號を 上られた。 

(御龃 父龜 山の 上皇蹇 ひ 申し 絵 ひき) この 天皇の 御^の 事 は 本書の 記事 を 第 1 の典據 とすべき 事で、 他に 傍證を 求む る必 

耍 のない 事で ある、 しかし、 この 事 は^ 鏡に も 見 ゆる。 曰 はく 「この 帥宫 (この 天皇) と 聞 ゆる を 法皇 (龜 山) とり 

わき 御 傍 さらず なら はし 奉り 耠 ひて、 いみ じうら うたがり 聞え させ 耠ひ しかば、 人よ" 殊にお ぼし 歎くべし。」 

(弘 安に 時う っリ て) 弘安 年間に 時世が か はった とい ふ 事で あるが、 それ は、 伏 見 天皇の 御卽 位で、 後深草 天皇の 御 流の 

御世と なつ たこと を さす。 

(<« 山 後宇多 世 をし ろしめ さず なリ にし を) 後宇多 天皇 御讓 位と なった が、 院政 は 後深草 上皇の 御手に 出で、 龜山 後宇多 

二 上皇と もに 政務に 御關 係の ない 事に なった の を いふ。 

(たびく 關裒に 仰せ 給 ひし かぱ) さて 伏 見 天皇の 後に、 更に その 御子の 後伏見 天皇が 卽 位せられた 事 は、 後嵯峨 天皇の 

御 遣 詔に 背く  3!: を龜. W 上皇から 北條 氏に 對 して 青め 耠 うたこと。 

(天命の 理 忝く おそれ 思 ひけれ ぱ にや) 天命 は 天皇の 仰せ をい ふ。 この 天皇の 御 下命に は 道理の ある 事で あるに よりて 忝 

く 恐れ 奉 つ た ので あらう。 

(俄に 立太子の さた あ リ- しに) 北條 氏が 遽に 後伏見 天皇の 御 譲位と いふ 事 をい ひ 出して、 その後 をつ ぎ耠 ふべき 皇太子 を 

立て 奉る ことにつ いて の 評議が 在った こと。 

(趣 山 はこの 君 をす ゑた てま o ら むと 思 食して 八幡宮に 告文 を 納め 給 ひし かど) 「八幡 宫」 は 男 山なる 石淸水 八幡宮で あ 

る。 この 時の 御告 文 は 述者は 知らぬ が、 著者が 當 時の 事 を かいたので あるから 信ずべき ことで ある。 

(1 のみこ さした る ゆ ゑなくて 捨てられが たき 御 事な リ けれ ぱ、 後一 一條 ぞゐ給 ヘリし) 1 の 御子 は 後宇多 天皇 第 1 の 御 

子卽ち 後ニ倐 天^で ある。 これと. いふ ほどの 事故な くして 第 一 皇子 を さしおかるべき でない によりて、 後ニ倏 天皇が 

皇太子の 位に 居耠 うたと いふ。 

(され ど、 後宇多の 御 心 ざし も淺 からず) こ X に龜 山上 M の 御名の 無 いのは、 後ニ倐 天皇の 嘉元ニ 年に 崩御に なった から、 

その後 は 御 父 後宇多 上皇の 思 召 を 主と すべきで あるに よる。 さて 龜山 上皇の 御 寵愛 は 1 方でなかった が、 後宇多 天皇 

も 御 同様に 深く 御 寵愛あった とい ふこと。 
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广御 元服 あ リて村 上の 例に ょリ太 窣の師 に) 御 元服 は 後ニ條 天皇の 嘉元 元年 十二月に 行 はれ、 その 時 三 品に 叙せられ 翌ニ 

年 11ー 月に 太宰 帥に 任ぜられた。 これ は 村 上 天皇が 當代朱 雀 天皇の 皇弟 として 太宰 帥に 任じて 後に 皇太 弟と なり、 卽位 

せられた その 先例 を 追 はれて、 赏代 後ニ條 天皇の 皇弟 として 太宰 帥に 任ぜられ たとい ふこと。 

(節食な どに 出て させ 給 ひき) 節 會は惊 例 又 臨時の 賴廷の 儀式 及び 宴會 のこと。 恒例に は 元日、 白馬、 踏跃、 豐 明の 節會 

など あり、 臨時に は御卽 位、 立 后、 立太子、 任 大臣の 節會 などが ある。 智 鏡に、 この 天皇の 御子 尊 良 親王の 事 をい ふ 

, うちに 「む 月の 十六 日の 節會 (踏 耿) にめ づ らしく 出で 耠ふ。 御門 も (後醍醐) 德 治の^、 (績 史愚抄 に、 德治ニ 年 正月 七 

曰と ある) 帥に て 七 曰の 節に いで させ 給へ りした めしむ ぼレ いづるに や」 と ある。 

(後に 中務の IS を 兼せ させ 給 ふ〕 こ の 兼任 は德治 H 年 五月に 命ぜられ たこと 歷代 皇紀、 皇 年代 略記 等に 見 ゆる。 

(後一 一條 世 を 早くし ましくて、 父の 上皇 歎 かせ 給 ひし 中に も、 よろ づ この 君に ぞ委附 し 申させ 給 ひける) 後ニ條 天皇の 

崩御 を 後宇多 上^の いたく 歎 かせられた 事 は、 後宇多 法皇 佛法 御歸 依の 事 を 述べ た 下に 引いた 花園 院宸 記の 文で 見て 

も 明かで ある。 しかし、 さる 御 歎のう ちに も 萬 事 この 君の 御上に 望を屬 して 御 出に なった とい ふこと。 

(纏て 儲 君の 定め 有リ しに) 後ニ條 天皇 崩御の 後 は その 時の 皇太子が 御卽 位に なった。 卽ち 花園； 大皇 であるが、 その 皇太 

子に は 大整寺 統の御 方が 立ち 給 ふべき 約束であって、 その 詮議が 在った とい ふこと。 

(後一 一條の 一 のみこ 邦 5 の 親王 ゐ給 ふ-べき かと 聞え しに) 順序から い へ ば、 後宇多 天皇の 第 1 の 御子が、 後二条 ニ皇、 そ 

の 第 一 の 御子が、 邦 良 親王で あるから、 邦 良 親王が 儲 君の 位に ゐ耠 ふべき かとい ふとり 沙汰が あった けれどもと いふ 

こと o  - 

(思 食す ゆ ゑぁリ とて 此鼸王 を 太子に たて 給 ふ) 後宇多 天皇が 思 召す 次第が あると て、 この 親王 を 太子に 立て 給うた とい 

ふこと。 この 立太子 は延慶 元年 九月 十九 日で ある。 ^鏡に この 時の 事 を 次の やうに 書いて ある。 「大覺 寺 殿 (後宇多 ソに 

は遊義 門院の 御 事に (後 ニ條 崩御) うち そ へ て 御淚の ひる 世な くお ぼ さるべ し e 帥の みこ (後醍醐) の 御 事 を あづまへ の 

給 ひ 遣した る、 相違な しとて 九月 十九 日立 太子の 節會 ありて 坊 に居耠 ひぬ」 と ある。 

(彼 一の みこ を さなく まし ませ ぱ、 御子の 儀に て傳 へさせ 絵 ふべ し、 若邦茛 親王の 早世の こと あら ぱ、 此御末 »« たるべし 

とぞ しるしお かせ ましく ける) 彼 一 のみこ は 邦 良 親王で ある。 邦 良 親王 は を さなく まします から (後醍醐 天皇 卽 位の^ 

に 邦 良 親王 は 御 年 十九で 天皇 は 御 年 llj 十 1) 御子の 儀で、 御 位 を 傳へ耠 ふこと X せらるべく、 若し 邦 良 親王 早世の 事 


もあるなら ば、 この 天皇の 御子 孫が 皇位 樺 承の 順位に た 》 せ耠 ふべ しと 後宇多 法皇が 記しお かせられ たとい ふこと で 

あるが、 然 らば、 この 事 を 記して 後世に 示された 文書が あつたに 相違ない ので ある。 それ は 御 遣吿の 形式で あつたか 

どうか、 今日で はこれ を 見る ことが 出来ぬ かも 知れぬ が、 著者の ず を 信ずべき である。 而 して、 この 天皇 踐祚の 後間 

もな く、 文 保 二 年 三月 九日に 邦 良 親王 を 皇太子に 立てられ たので ある。 

(かの R 王 鶴 譲の 御 病 有リて あや ふく 思 食し ける ゆ ゑなる べし) 钱 膝の 病と は 鶴 膝 風と 云 ふ 病で ある。 諸 病 源 候 總 論に 「小 

兒察 生血 氣不, 足、 卽 肌肉不 レ充、 肢體 柴瘐、 骨節传 露、 如 一一 镇之脚 節 一也」 と ある。 かやう の 御 持病が 邦 良 親王に あった 

ために、 將來危 くお も はれ、 それが ために、 この 天皇 を 皇位に つけ 奉り、 又 上述の やうな 御文 書 を も殘し かれた の 

であらう o 

(說) 以上、 この 天皇が、 第二 皇子と して 天位に 卽き耠 ふ 事に なつたい はれ を說 いたので あるが、 これから、 この 天皇の 

御 人柄 を 申し 上ぐ る ので ある。 

(後宇多の 御門 こそ ゆ. 'しき JW 古の 君に まし/ \ しに、 其 御 a をぱ よくつ ぎ 申させ 給 ヘリ) 「稽古」 の 意 は旣に 述べた 。「稽 

古の 君」 とは學 問に すぐれられた 君主と いふ 義。 「ゆ \ しき」 はこ \ では 並々 ならぬ の 意。 上に 述べて ある 如く、 後 宇 

多 天皇 は 非常に 學問 にす ぐれられた 君主に 御座した が、 この 天皇 は 其の後 繼 として 恥ぢぬ 英明の 御 方で あらせられた 

： 、 、 o 

とレュ 

(翻 へ 諸道 を 好み しらせ 給 ふこと、 ぁリ がた き ほどの 御 事な リ けんかし) この 御 事 は 太平 記に も 見 ゆるが、 せ 鏡に は 「才 

(御 學才) もい と はしたなう ものし 耠 へば、 萬の 事く もりな かン めり。 三 史五經 の 御 論議な ども ひまな し」 と あり、 又 和 

欲 管絃の 道に も 達せられた 事が 同書に も 見 ゆる。 又建武 年中行事 及び 日中 行事の 御 著述な ども 見 ゆる。 かやう の 御 著 

^は 後三倏 天皇、 順德 天皇 を 除き 奉れば. 先例が 無い 程の 御 事で ある。 それ故に 著者が 上の やうに 述べた ので ある。 

(傅 法に も 御 心 ざし 深くて むねと 萬 言 を 習 はせ 給 ふ〕 儒學又 諸道の みに 止まらず 佛法 にも 御 熱心であって、 佛 法の 中で も 

眞貢宗 を 主として 學 ばれた と いふ。 これらの 事 も 太平 記に 見 ゆる。 

(始は 法皇に 受け ましく ける が、 後に は 前 大傕正 SS 助に 許可 まて 受け 給 ひける とぞ ) 最初 は 後宇多 法皇に その 密敎 を傳 

へ 受け 遊ばされ たが、 後に は 法皇に 密敎を 授け 奉った 前 大僧正 禪助 ( この 人の 事 は 後宇多 天皇の 條に見 ゆる) に學ば 

れ たとい ふので ある。 許可と は 許可の 灌 項の 事で、 この 事 は 宇多 天皇の 御世の 條に 淳祐が 元杲に 許可 を 授けた 條の下 
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祌皇 正統 記述 義    ^五 九 二   

に 述べて ある。 (ー11 五三 頁) 

(天子 灌 頂の 例 は 麿 朝に も 見え 侍リ) この 事 は 天寶五 載に 唐の 玄宗 皇帝が 不空 一 二 蔵から 灌頂を 受けた 事な ど を さした ので 

あらう o 

(本朝に も逮 和の 御 時 禁中に て慈覺 大師 灌頂を 行 はる、 云々) これ は 在位の 天皇の 御灌 頂の 例 を あげたので、 宇多、 阊融、 

後宇多 三代の 讓位 後の 御灌 頂の 事と は 別で ある。 こ の灌 頂の 事 は涛和 天皇の 御代の 條に見 ゆる。 

(これ は SS 緣の灌 頂かと ぞ 申す める」 こ の涛和 天皇の 御 時の 禁中の 灌頂は 結緣灌 頂であった やうに 申し 傳へ てゐる やう だ 

とい ふこと。 結 緣^. S と は 結緣の 爲の灌 頂で、 結緣 とは佛 法に 緣を 結ぶ こと、 卽 ち未來 得度の 因緣を 創む ると いふ 意 

である。 この 灌 -m の 儀 は灌頂 壇に 入れて、 その 本尊の 印、 眞言 を授 くるので あるが、 傳法灌 頂と 異なる 第一義 は祕法 

の 授受が 無 い ことに ある。 

(このたび は 實の授 職と 思 食し しに や、 され ど、 撻 許可に 定ま リき とぞ) この 時の 灌頂 をば 天皇 は授職 灌顶を 受けようと 

思した やうに 思 はれた が、 I かし そこまで 許されず、 許可 灌 頂に 定まった とい ふこと である。 この 灌頂は 何時 行 はれ 

たこと か、 明かで ない。 禪助 大僧正 は 元 德ニ年 二月に 寂して、 この 天皇 御 卽位後 十一 一一 年間 生存して ゐ たから、 その 間 

に 在った 事で あらう。 

(其なら ず、 又 諸 流 を 受けさせ 給 ふ) 眞言 宗は 先づ、 小 野 廣澤の 二流に 分れ、 その 各 流 又 各 六 派に 分れた が、 この 天皇の 主 

として 受け 游 ばされ たの は、 仁 和寺卽 ち廣澤 流の 密敎 であるが、 その他の 諸 流の 密敎 をも傳 へ られ たとい ふので ある。 

(又 諸宗を も 捨て 給 はず) 密敎 のみならず，、 他の 諸宗を 捨て 耠 はなんだ とい ふこと。 この 事實は 1 々その 證據を 知らぬ が、 

禪宗の 事 は 次に 記す。 

(本朝 異朝 躍 門の 僭 徒 まても 內 におして とぶら はせ 給 ひき.； 禪 門と いふ 語 は 禪定の 法 門と いふ 義 であるが、 普通 在家に し 

て入逍 した 人 を某禪 門と いふ 習慣に なって ゐる けれど、 こ \ はさ やうな 意ではなくて 達磨 所 傳禪宗 の 法 門の 義で、 卽 

ち 禪宗の 事で ある。 禪宗所 傳の戒 法 を 禪門戒 とい ひ、 禪宗の 書名に 禪門 寶訓、 禪門諸 祖^ 敛 など レ ふの がその 例で あ 

る。 この 天皇の 禪 宗に歸 依せられ た 事の 著しい 證は、 大德 寺の 開 g. 大燈國 師宗峰 を 信じ 給 ひ、 淸凉 殿に 請 じて 說法 を 

悶き 給うた こと ぁリ、 その 禪法御 問答の 御 宸翰が、 今 も大德 寺に 黉蔵 せられて 國寳 となって ゐる。 又元德 年中に 支那 

シ ン i ン キ 

の 元から 來 朝した 禪僧楚 俊 ( 所謂 饯明極 J- を 宮中に 引見して 禪法を 問ひ耠 うた ことがあり、 やがて 南禪 寺に 居し めら 


れた事 は 名高 い 話で ある。 

(都て 和漢の 道に かね 明かなる 御 事 は 中 比よ リの 代々 に は 越えさせ ましく ける にや) 「にや」 の 下に 「あり けん」 を 補 ひ 

て 見よ。 

ツチ ノエ ゥマ トシ ソク ヰ  ツチ ノト ヒッジ ナツ シ グヮッ  カイ ゲン  ゲン ォゥ  ガウ  ハジメ  ゴ ゥ タノ ヰン 

戊 午の 年 即位。 己 未の 夏 四月に 改元、 元 應と號 す。 始 つかた は 後 宇多院 

オン マツ. リゴト  ナカ フタ  * ハカ リア  ユタ  マテ  タマ  ゾレ 

の徇 政 なりし を 中二と せ 計 有りて ぞ讓り 申させ 給 ひし。 せハ より ふるき 

ゴト  キロ クシ ョ  ョ  タミ 

が 如くに 記錄所 をお かれて、 つとにお き、 夜 はに お ほとの ごもり て 民の 

愁を きかせ 給 ふ。 天下 こぞり て 是をぁ ふき 奉る。 公家の 古き 御 政 に歸 

3  タカ  ィ ヤシ  • 

る べき 世に こそと 高き も賤 きも かねてうた ひ は ベ りき。 

(戊 午の 年 即位) 戊 午 卽ち文 保 二 年 二月 二十 六日に 花園 天皇の 讓を 受けて 踐祚、 三月 二十 九日に 卽 位の 醴を行 はれた。 

御 年 三十 。 

(己 未の 夏 四月に 改元、 元 應と號 す この 改元 は 文 保 三年 四月 二十 八日に 行 はれた。 

(始 つかた は 後 宇多院の 御 政な リしを 中二と せ 計 有リて ぞ讓リ 申させ 給 ひし) この 事 は 後宇多； 大^の 倐の 下に 說 いて あ 

る。 さて 後宇多 上皇の 政 を かへ された の は元亨 元年 十二月 九日で あるから、 その後に 御 親政が 行 はれた ので ある。 

(其よ リ ふるきが 如くに 記 錄所 をお かれて) 記 錄所は 後三條 天皇の-御世に 置かれた ので あるが、 この 天皇の 時 これ を 再興 

せられた ので ある。 この 事 は 太平 記、 保曆間 記に も 見 ゆる。 

(0 とに おき. 夜 はに た ほとの ごも リて) お ぼとの ごもり」 は 天皇の 御寢 ある をい ふ。 これ は 詩 經小骓 、小 宛篇に 「夙 與夜 
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ハタ カシム ル r- ト  チ 

寐， f 忝 「爾ノ 所 生 こ から 出た 語で、 朝 は 早くより 起き、 夜 は 遲く寢 て、 その 職に いそしむ こと を いふ。 ここ は 天皇 

が 御 政に 勵精 せらる る こと を い ふ。 

(民の 憋を きかせ 給 ふ) これ は 上の 記 錄所 をお かれて 政務に いそし まれた その 目的 こ、 にあった こと をい ふ。 S は 愁へ^ 

ふる 所で ある。 

(天下 こぞ リて是 も あ ふぎ 峯る) 天下の 人 悉く この 天皇の 御 政 を歡迎 して 感謝し 仰ぎ奉つ たとい ふこと。 せ 鏡に こ の 御 親 

玖の 事 を 叙して r 院の文 殿 (文 殿 は 院政の 時に 院 中に 置かる る もので、 禁中の 記錄 所の 變形 である。 名目 抄院 中の 條 

に 「文 殿、 御 治世 之 時被レ 置レ 之、 移， - 記錄所 こと ある) 議定 所に うつされ、 (これ 卽ち院 の 文 殿 を こ >! にう つして 記錄 所の 

もとの 姿に 復 せられた ので ある) 評定 衆. など、 せう く か はる も あり、 さて 世 をした & めさせ 耠ふ 事、 レ とかしこう 

あきらかに おはし ませば、 昔に 恥ぢ ず、 いとめで たし」 と ある。 

(公家の 古き 御 政に 鑤 るべき 世に こそと) 公家 は 皇室で ある。 天皇 御 親政の 古に 復 する、 卽ち 王政の 復古すべき 御世に こ 

そ (あらめ〕 とい ふ 意。 

(S きも 賤 きも かねてうた ひ は ベリき) 「高き」 は 身分の 尊き もの をい ふ。 貴賤 上下 いづれ も、 王政復古に なるべき 御^で 

. あらう と豫 期して C. かねて) 謳 欲し 奉った とい ふこと。 「うた ふ」 は 謳 欲と いふ こと を譯 したので あらう。 謳馱 とは孟 

子に ある 語で 大 子の 德を稱 へ 詠 じて これにむ かひ 歸 する 意味 をい ふので ある。 後の 事で は あるが、 この 天 泉 崩御の 

事 をき いて、 中院 一品 記に 書した 語に 「天下 之 重 事、 言語 道斷之 次第 也。 公家 之 衰微 不, 能 一 一 左右 T 愁歎 之 外 無， 一 他事？ 

^道 W 與 偏在 ュ彼 御代 f 贅才 卓， -鑠于 往昔 一 衆人 不レ 可レ 不一 一 悲歎 1 者羧」 と 云って ゐる。 北朝の 廷臣 さへ かやう に惜み 奉つ 

てゐ る。 その 人^のお はしました 事 はこれ で 1 斑 を 推す ことが 出来る。 

ホド  ゴ ウタ ノヰン  タマ  トウ グゥ オン カタ 

か  > りし 程に 後 宇多院 かくれさせ 給 ひて、 いつしか 東宮の 御 方に さ ぶら 

t ト 》^  キコ  クワン トウ  シセッ  ヅカハ  テン ヰ  ァラソ  オン 

ふ 人々 そばく に 聞え しが、 闘 東に 使節 を 遣され、 天位 を 諍 ふまでの 御 


「狯ひ ぬれ」 底 

本 「耠フ へ シ」 

に 作る。 梅 あ 

靑本 等に よる 
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中ら ひ に 成り. に き。 あづま にも 東宮 の 御 事 を 引 立 て 申す 輩 有り て 御い き 

ハジメ ナ  ゲン カウ キ ノエ ネ  ク グヮジ  ャゥャ  n ト アラ^- 

ど ほりの 始と 成りぬ。 元亨 甲子の 九月の すゑつ かた、 漸く 事顯れ にし か 

ゥケ タマ ハ ォコナ チカ  n トイ  キ  ォホ カタ 

ども、 承 り 行 ふ 中に： いふか ひなき 事 出で 來 にしか^、 大方 はこと なく 

ソノ  ノチ ホド  トウ グゥ  タマ  シン リヨ  ソ ク ワウ オン 

て やみぬ つ 其 後程な く、 東宮 かくれ 給 ふ。 神慮に も かな はず、 祖皇の 御 

タマ  オボ  イマ  コノ テン ワウ 

いましめ にもた が はせ 給 ひけり とぞ覺 えし。 今 こそ 此 天皇うた が ひなき 

シャゥ トウ  タマ  • バウ ゴ フシ i タイ イチ i コ 

の 正統に さだまらせ 給 ひ ぬれ。 され ど 坊には 後^見 第一の 御子、 

o  o  o  o 

XJ ト  シン ワウ  タマ 

仁の 親王 ゐ させ 給 ふ • 
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(か、 リし 程に 後 宇多院 かくれさせ 給 ひて) 後宇多 法皇の 崩御 は 元亨四 (正中 元) 年 六月 二十 五日で ある。 

(いつしか 東宮の 御 方に さぶ らふ 人々 A- ぱ くに 聞え しが) この 天皇と 東宮 邦 良 親王との 御中、 よくなかった 事 は ^ 鏡の 

- 後宇多 法皇の 崩御の 際 東宮が 法皇の 御所に 行啓あった 時の 記事に 、「御門 (後醍醐) の 御な から ひ、 うはべ はいと よけ 

れど もまめ やかなら ぬ をい と 心苦しと 思 さるれ ど、 ことにいで 給 ふべき ならねば、 云々」 と ある o  r そば そば」 は 源氏 

物語 や 宇都 保 物語な どに ある 「そば そばし」 とい ふ 形容詞の 語幹で 副詞に 化した ものである。 その 意 はよ そくしく 親 

しからぬ とい ふこと である。 さて 法皇 御 かくれの 後 は この 御中の よくお はし まさぬ 事が 漸く 露骨. になって 來 たとい ふ 

ので あるが、 こ に 

(東宮の 御 方に さぶ らふ 人々) と ある こと は 注意 を 要する。 これは^ 鏡に よると、 中 御門 大納言 經繼、 その子 左衞 門佐佼 

顯、 六 倏中納 言 有忠、 右衞門 督敎定 などで ある。 元来、 かやうな 高貴の 方々 の 御中の よくない やうに 見 ゆるの は 多く 
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神皇 正統， 記述 義     I  , 五 九 六  

は 側近の 臣の 私から 出で て 事 を 構 ふるので ある。 而 して、 この 時代の 事 はかって 花園 院宸記 を拜讀 して 當 時の 廷臣の 

有樣を 推察し、 天皇の 御 慨嘆の 樣を想 ひ 奉りて 落涙した 事であった。 

(闢 東に 使節 を 遣され、 天位 を 諍 ふまての 御中ら ひに 成リ にき) この 事 は^ 鏡に も 明かに 記して ゐる。 曰 はく 、「有 忠の中 

納； 一一 一： 先 坊の御 使に て柬に 下りに し、 いつしかと 思 ふさ まなら む 事 をのみ 待ち 聞え つる、 踐祚の 御 使の 都に 參ら むと 问 

じ やうに のぼらむ とて、 いまだ かしこに ものせられ つるに、 かく あやなき 事の 出で きぬれば、 いみ じと もさら なり。 三 

月 三十日 やがて、 かしこに て かしらお ろす」 と ある。 これ は 邦 莨 親玉 薨去の 後の 記事で あるが、 この 記事に よれば、 中 

納言六 條ぉ忠 が 早く 東宮 御卽位 あらん 事 を 望み 御 使と して 關 東に 下向して 東宫 の踐祚 あるべき こと を^ 求した が、 そ 

の 梨 を 達した。 卽ち 北條高 時が これに 同意して 東 宫踐祚 の 爲の使 を 都に 上せう とい ふ 事に なった から、 それと 同道せ 

うと 思うて、 鎌 倉に 滯留し てゐ るう ちに 東宮 薨去 の 事に なった。 そこで、 有忠は その ま、 鎌 倉に 居て 後に 出家した の 

である。 公卿 補任 を 見る と嘉曆 元年の 條に 「前 權中納 言 正 二位 源 有忠、 月日 出 一一 家 於關柬 1 法名 贅忠」 と ある。 卽ち、 

この 時 高 時 は 後醍醐 天皇 御讓 位、 邦 良 親王 卽 位と レふ 事に 極めて ゐた事 は 明かであって、 邦茛 親王が 薨去せられ なか 

つ たなら ば、 嘉曆 元年に は 後醍醐 天皇 は讓 位せられなければ ならなかった こと \考 へ ら るる。 

(あづまに も 東 {0D の 御搴を 引立て 申す 輩 有リて 御い きど ほ リの始 と成リ ぬ) 關 東で 東宮の 御 方に 加擔 した 事 は 上の 通りで 

あるが、 上の^ 鏡の 記事で は嘉曆 元年の 事、 だけが 記して あるが" それ は 最後の 事 を あげたので あるから 後宇多 法&崩 

御の 後 間もなく この 事が 企てられ、 關 東の 輩と 內 外相 應 じて 策 を 行った もので あらう。 その 事 を こ  > 'に 云って ゐ るの 

であらう。 さやうな 譯で この 事が、 後醍醐 天皇が 北條氏 討伐の 御 志 を 起した まふ 端緒と なった とい ふので あるが、 こ 

れ はもと より 今の 語で いふ 動機と なった だけの もので、 天皇の 遠大の 御 志 は 幕府 を廢 して 天皇 親政の 古に 復し耠 ふ こ 

とに あつたの であらう。 

(元享 甲子の 九月の すゑつ かた) 元亨 甲子 は 元 亨四年 (十二月 九日に 正中と 改元 せられた) 九月の 十九 日に 土岐 十郞賴 

兼、 多 治 見 藏人國 長と いふ ものが 京都で、 六 波羅の 兵に 攻められて 自殺した。 これ は 後醍醐 天皇の 討幕の 密勅 をう け 

てゐ たとい ふ 事で ある。 これから 一 事變が 生じて その 月下 旬 は これが 爲に 天下 大騷 動と なった or 漸く 事顯れ にし かど 

も」 とい ふの はこの 事 を さす。 さて ここに 「事 顯れ にし かど も」 とい ふ 語 は 次の 一句と 相 並んで その 下の 「大方 はこ 

となくて やみぬ」 につ くので ある。 


(_»; リ行ふ 中に いふか ひなき 事 出て 來 にし かど) 「承" 行 ふ」 と は 天皇の 命 を 承って その 事 を 行 ふ ことで あるが、 「いふか ひ 

なき 事」 と は 折角の 企が、 未だ 熟せぬ うちに 早く も あら はれて その 效の なくなった 事 をい ふ。 卽ち. この 事 露れ て か 

の 二人の 武士 は 自殺し、 そ の 計 蜜に 専ら 當 つた 權中納 言 日野資 朝、 右 中 辨藤原 俊 基の 二 入 は 九月 廿 三日に 捕 へられて、 

やがて 關 東に 護送せられ たので ある。 • 

(大方 は禀 なくて やみぬ) かやう に大騷 動に なって、 贅朝は 佐 渡に 流さ るるとい ふやうな 事 もあった が、 (俊 基は釋 されて 

京に 歸 つた〕 先づ大 體穩に 落着した とい ふので ある。 その 落着した の は、 後醍醐 天皇から 誓 書 を 北倏高 時に 賜った 爲 

である。  . 

(其 後程な く 東宮 かくれ 給 ふ. >  邦茛 親王の 薨去 は その 騷 から 中 1 年 を 隔てた 嘉曆 元年 三月で ある。 

(神慮 こ-も かな はず、 祖皇の 御い ましめ にも-たが はせ 給 ひけ リと ぞ甍 えし) これ は 邦 良 親 Hi の 早く 踐祚 あらせられ むとし 

て、 かやう に 天皇と 御 位爭の やうな 事 をした まうた 事 は 矢祖の 神慮に 叶 はぬ 事で あらう し、 又 御 祖父 後宇多 法皇の 御 

^詔に 違 はせられ た 爲に御 早世に なつ た 事と 思 はるる と いふ 著者の 想像で ある。 

(今 こそ 此 天皇うた が ひなき 繼體の 正統に さだまらせ 給 ひ ぬれ) これ は 上に ある 邦 良 親王 立太子の 時の 後宇多 上皇の 仰せ 

に對應 して ゐ るので、 あの 仰に は 「若し 邦 莨の 親王 早世の 御 事 あらば、 この 御 末繼體 たるべし」 と 仰せお かれた 旨に 

よると、 邦 莨 親王 早世 ましました によって、 この 天皇の 血铳が 繼體の 正統と 定まらせられて、 彼是の 疑 論 も なくなつ 

たとい ふので ある。 

「され ど、 坊には 後伏見 第一の 御子 量 仁の 親王 ゐ させ 給 ふ) 後宇多 天皇の 御 遺 詔で は、 この 天皇の 御繼體 とい ふ 事に 確定 

して ゐ たので ある けれども、 北 條高時 はや はり、 雨統迭 立の 事 を 主張して、 坊 (卽 ち泰 宫坊の 略で、 柬宫の 事 を さす) 

に は 持 明 院統の 御 方 をと いふ 事で、 後伏見 天皇 笫 1 の 御子 量 仁 親王 をす ゑ 奉った。 この 立太子 は嘉曆 元年 七月 二十 四 

日に 行 はれた。 

(說) これから 所謂 元 弘の大 亂の事 を 叙す る。 

. ゲン コゥカ ノト ヒッジ トシ ハチ グヮッ 二 ハカ ミヤ コ ィ  タマ  ラ - カタ  リン タウ ァ 

かくて 元弘辛 未の 年 八月に 俄に 都 を 出で させ 給 ふ。 奈 良の 方に 臨幸 有り 

ゾノ トコ 口  カサギ  ィ  ャマ "！ ブラ  カリ ミヤ  、 r- コ ロザ- 

しが、 其听 よろしからで、 笠 置と 云 ふ 山寺の ほとりに 行宮 をし め 御 志 
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ク、 モノ..' ァソ  カツ セン ァ  ォ ナジ キク グ ヮ？'  トウ ゴク イク サォホ 

ある 丘ハを 召し集めら る。 たび-^ 合戰 有りし が、 同 九月に、 _s の 軍 多 

アツ マ  ノ. ポ  コトナ  タ ショ  タマ  ォモ？ ホカ 

く^り 上りて 事 かたく K りに ければ、 他所に うつらせ 給 ひしに、 思の 外 

.  o  o 〇  L  t 

コト f  キ  P ク： ラ  ジ ヨウ キゥ  トコ 口  £ は * 

の 事 出で 來て、 六波羅 とて 承久 よりこの かた、 しめたる 所に 御幸なる 

オン ト dj  、ベ  カン ダチ メ  t  アル t  アル ヒ. V-  ノ 

御 共に 侍りし 上達部う へ の をの こども も、 或は とられ 或は 忍び かくれた 

る も あり 

(かくて 元弘辛 未の 年 八月に 俄に 都 を 出で させ 給 ふ) 辛 未の 年 は 元德四 年で ある、 その 八月 十日に 元弘と 改元せられ たの 

である。 この 年 五月から 天皇 御 病に 臥させ 耠 ひて ゐ させられた。 その 頃に、 幕府が かの 一 旦 ゆるした 佼墓を 捕へ よう 

としたが、 俊 基 は 禁中に 逃げた の を 武士 共が 禁中に 闖入して これ を 捕へ た 事が ある。 天皇の 御 病中 を も かへ りみ ず か 

かる 不敬な 事 を 敢行した ので、 ここに 又 天皇の 御 憤りが 一 曆甚 しくな つて、 かねての 討幕の 事 を ここに 速に 赏行 せう 

として 御用 意あった とい ふ 事を^ 鏡に 言って ゐ るが、 俊 基の 捕 へ られた の は その 計畫が 中止せられ ずして 繼锾 せられ 

て ゐた事 を北條 氏が さとった ので あらう。 さて この 時分 皇女 一品 懼子內 親王が 伊勢の 齋宫に 定まらせ 耠ひ、 この 九月 

すぎに 伊勢に 發向 あらせら るるから、 その 御 支度が 終ったら、 先 づ六波 羅の北 條氏を 御 征伐 あるべし とい ふかね ての 

宣 旨が あり、 源 中 納言具 行が 內々 その 事 を 奉行した と智 鏡に 見 ゆる。 さう して この 事に は延暦 寺の 衆徒 も加擔 すると 

いふ やうな 事 も 在った が、 その 事が 北條 氏に 漏れ聞え て 彼 も その 用意 をして ゐ たが、 元弘 元年 八月 二十四日に 天皇が 

記錄 所に おはしまして 人民の 雜訴を 聞 召し、 後 その 日の 御 政務 も 終って 御 休息あった 所へ、 大塔宫 尊 雲 法 親王から 內々 

の 御 使が あって、 關 東の 使の 上洛す る 事、 その 目的 は 又 天皇 を 遠 國に遷 し 奉る こと、 尊罄法 親王 を 死罪に 行 はう とす 

る ことであります から、 今夜 急ぎ 奈莨の 方へ 御 忍び あるべ しと 內 奏せられ たから 俄に 都 を 出で さ 叱られた ので ある。 


(奈 S の 方に 酶 幸 ぁリ しが) かねての 御 計 寮で は比釵 山に 行幸あって、 そこで 兵 を 召さる る 御豫定 であった が、 俄な 事て 

その 事の 豫定 通りに 運ばなくて、 尊 雲 法， 親王の 內奏の 通り 奈茛に 赴かせられ たので あるが、 奈茛に は 二十 五 B にっき 

給うた。 

(其听 よろしからて 笠 SB とい ふ 山寺の ほと リに 行宮 をし め 御 志 ある 兵 を SL 集めら る) 奈茛 では 御 都合が よくない ので、 

巾 一 日あって 廿 七日に 山城の 相 樂郡和 束の 梵峯 山金眙 寺に 入らせられ たが、 そこ も あまり 御 要害の 地でなくて、 同じ 

郡の 笠 置 山に 行幸な り、 その 山寺の 邊に 行宮 をつ くりこれ に居耠 ひて、 近 國の兵 を 召し集められた。 ^鏡に よると 、「太 

和、 河內、 伊賀、 伊勢より 兵 ども 參り つど ふ」 と あるが、 楠 正 成が はじめて 天皇に 拜 謁した の もこの 行宮で ある。 

(たびく 合戰 有リ しが) さて 延暦寺 へ は 大納言 師 賢が 天皇と 稱 して 赴き、 K 上に は 天皇が 延曆 寺に 入らせ 給 ふと 披露し 

たから、 北條 氏の 兵が 比釵山 をせ めた が、 後に 天皇の 笠 置に おはし ますと いふ 事が 明かに なって、 今度 は北倏 氏の 軍 

が^: 笠 置に 押しよ せて、 たびく 合戰の 在った 事 をい ふ。 

(同 九月に 東 國の軍 多く 集 リ上リ て) 賊將 大佛貞 直、 金澤貞 冬、 足 利 高 氏が、 北條高 時の 命 をう けて 上り 来り、 大 軍を以 

て 九月 二十 七日に 笠 置に 逼 つた-の である。 

(事 かたく 成リ にければ) 「かたく」 は 事 難儀に 及んだ こと をい ふ。 卽ち、 賊 兵が 笠 置の 後方から 上りて 御 親 兵 を 敗り、 行 

在所 を 侵した ので ある。 これ は 九月 二十 八日. である。 

(他所に うつらせ 給 ひしに) かねての 手 喾には 楠 正 成の 献策に よって、 笠 置が 若し 危く なったら、 河 內の正 成の 許に 至り 

給 ふ豫定 であった から、 この 時に 笠 置 を 立ち 出で て 河内へ 志した まうた ものと 思 はるる。 この 事 は 增 鏡に 明記して あ 

, る o 

(思 ひの 外の 事 出て 来て) 山城 國辍喜 都多賀 村と いふ 處で賊 兵 山城 國の 民、 深 須五郞 入道と いふ ものに 見出され 耠ひ、 そ 

れ から 賊將 大佛貞 直の 手に 渡らせ 給うた こと をい ふ。 御 本意と 仝く 違った 事件と なった ので ある。 これが 九月 三十日 

の 事で ある。 

(六 波羅 とて 承 久ょリ このかた、 しめたる 所に 維 幸なる，) 六 波 羅は六 波羅密 寺の あった 所で 地名で あるが、 ここに もと 平 

淸 盛の 邸が あつたの を 平家が 亡びてから 賴 朝が 占領し、 それから 慕府の 出張所 を ここに 設けた ので あるが、 承 久以來 

ここに 南北 二つの 役所 を 置き、 京都 守護 二人が これに 居った。 この 時 戰亂の 際の 萬 1 を はかって、 北 倏氏は 持 明院の 
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後伏見、 花園の 兩院 及東宫 量 仁 親王 を 「六 波羅の 北に 代々 の將 軍の 御料と てつく りおけ る 撿皮屋 ひとつ あるに 兩院舂 

宫 いらせ 耠ふ」 と^ 鏡に ある やうに ここに 移し 奉つ てゐ たので ある。 さて 後醍醐 天皇 をば 一 旦 宇治の 平等 院へ 行幸な 

し 奉り、 十月 三日 都に 入らせ 給うた が、 かの 六 波蘿の 北の 檢皮屋 に は兩院 春宫が 在し ますに よって、 この 天皇 をば 北 

方の 板屋に すゑ 奉った ので ある。 

(御 共に 侍リし 上達部う への をの こども も 或は とられ 或は 忍び かくれた る も ぁリ) これ は 笠 置の 行宮に 御 共した 公卿.、 殿 

上人の 身の上 を あげたの であるが、 天皇の 笠 置 を 出で 給 ひし 時に 御 共に 參っ たもの は 中 納言藤 原 藤^、 同源 具 行、 大 

納 一一： ほ 藤 原師贅 等で あるが、 これらの 人々 は 皆 この 時に 捕 へられた。 その他の 人々 は あちらこちらに^ げか くれたと い 

ふので ある。 


「もよ ほし」 底 

本 r 偟シ」 に 作 

る。 他 諸 本に 

よりて 改 む。 


トウ グゥク ラヰ 


タマ 


ヅギ 


ハルオ キ 


ク ユ 


かくて 東宮 位に つかせ 給 ふ。 次の 年の 春隱 岐の國 にう つらし め まします • 

タチ  タマ  ヒ ャゥプ キヤウ モリ ヨシ ■ シン ワウ ャ マヤ マ 


みこ 達 も あな こなたた にう つ され 給 ひしに、 兵 部 卿 護 良の 親王 ぞ山々 を 

ギ ヘイ  ク ハダ タマ  カフ チノ クニ  クス ノキ  マサ， ンゲ 

めぐり もよ ほして、 義兵 をお こさむ と 企て 給 ひける。 河 內國に 楠の 正 成 


o  o  o  o 

モ. 


カフ チ 


ャマ 


サカ； 


ン ガウ セ ン 


と 云 ふ 者 ありき。 御 志 深 かりければ、 河 內と大 倭との 境に、 金剛 山と 


力 マ 


キン ゴ. 


シ m  n ク 


云 ふ 所に 城 を 構へ て、 近 國をを かし 平げ しかば， あづまより 諸 國の軍 を 

集めて 責めし かど、 かたく ま ぼり けれ. ば、 たやすく 落す にあた はず。 世 

ナカ ミダ  タ 

中亂れ 立ちに し。 


(かくて 東宮 位に つかせ 給 ふ) 東宮 量 仁 親王が、 北條高 時の 取 計で 御踐祚 とい ふ 事に なった。 これ 卽ち 光^ 院 である。 こ 

の 御踐祚 は元弘 元年 九月 二十日の 事であって、 後^醐 天 &の笠 置に おはしました 間の 事で ある。 この 時、 後醍醐 天皇 

は 內侍所 を はじめ 祌 wa 袞劍を も 御 伴 ひ 奉られた からして、 この 御 踐祚に は 神器 は傳 へら. れ なかった。 これが、 この 光 

^院の 御 位 をば、 大 日本史 その他に K 位と 認めない 根本の 理由で ある。 紳器は その後 北倏 氏が 後 1^ 胡 天皇に 强請 して 

十月 六日に 皇居に 渡御あった とい ふ 梨で あるが、 な 年代 略記に 「^說 祌璽聊 有. - 子細 こ と ある C これ は 後酷醐 天.： r か 

僞器を 渡された ので あると い ふ。 さて 新 帝 光 铍院の 御 卽位式 は元弘 元年 三月 ニナ 二： W に 行 はれた。 

(次の 年の 春隱 歧の國 にう つらし め まします) 北 條氏は 承 久の亂 の 先例に まかせて 後^醐 天 皂 を 1 岐阈 にう つし^ るべ き 

事に 定めて、 長 井 右馬助 高 冬と いふ 者 を 上せて、 この 事 を 行 はせ た 。天皇 は 元 弘ニ年 三月 七日に 都 を 出 でられ、 e: 月 

二目に 隱岐國 の國分 寺に 着かせられ たとい ふ 事で ある。 

(みこ 達 も あなた こなたに うつされ 給 ひしに) 北倐 氏が 後醍醐 天 &の皇 子 達の 成人し 給 へる をば、 各所に 配流し 奉る こと 

としたの である。 卽 ぢ尊茛 親王 は 土 佐に、. 尊 澄 法 親王 は讃岐 に、 恆茛 親王 は伹 馬に、 いづれ も遷 され 給うた。 

(兵 部 s 鼸 w の 親王 ぞ山々 をめ ぐ リ あよ ほして 義兵 をお こさむ と 企て 給 ひける」 護 S 親王 は、 その 常時 は大 塔の^^^ 親 

王と 申し 奉った ので あるが、 かの 際に 危き所 をの がれて、 北條 氏の 手に かからず、 彼方此方と さすらへ おはし ましつ 

つ 山々 寺々 をす すめ、 王政 を復 せむ と 謀り、 令 旨 を， 方に 下して 義兵 を 募られた。 その 間に c ら^ 俗せられ てもとの 

御名 護 莨 親王 を 名のられ たので ある。 又 兵 部 卿 も 御剃髮 以前の 御 任 {R であった。 さて 建武 中興の 時 六月 十三 日に 新に 

征夷 大將 革、 兵 部 卿に 任ぜられ 給うた。 而 して その 間に 令 3:： をう けて 兵 を 起した ものが 綾々 や： じたが、 そのうちの 中 

堅と なった の は 楠 正 成で ある。 ^銪久 米の さら 山の 卷に曰 はく、 r 大 塔の 法 親王、 楠 木の 正 成な どは^; 同じ 心に て K を 

傾けむ 謀 をのみ めぐらすべし」 と ある。 

(河 內國に 楠の 正 成と 云 ふ 者ぁリ き) こ こに 「あ" き」 と あるの は 他と 例が 違 ふ。 恐らく は これ は この 記 を 起^した 時に 正 

成 は 旣に肚 に 亡き人であった ので、 それ を 追懐す る 心地で 記した もので あらう。 錠 むら 時雨の 卷に笠 置に ての 事 を 

叙して、 「事の はじめより 賴み 思され たりし 楠 木 兵衛正 成と いふ もの あり。 心猛 くす くよ かなる もの にて 河內國 にお の 

がた ちの あたり をい かめし くした \ めて、 この おはします 所 もし 危 からむ をり は 行幸 を もな しき こえむな ど 川 おしけ 

り」 と ぁリ、 後醍醐 天皇の 笠 置 を 出で 耠 うたの も、 その^ 成の 館 を 心 ざして 出で ましたの であった。 それで 護 S 親王 

四 後酸麟 六 〇1  I 


祌、 正統 記^^   ^  -I!  ；! ハ 0  二   

と 心 を 合せて 復興の 事 を 謀った ので ある。 正 成 は 橘 諸兄の 末孫で、 世々 河 內國赤 坂 城に 住み、 この 以前から^ 間に も 

北倐 氏に も 名 を 知られて ゐた 勇士で あ つた 事は赏 時の 史乘に 明かで ある。 

(御 志 深かリ けれ ぱ) 諸の 註 释^、 天皇が 正 成に 御 志 ふかく 依賴 した まひし かばの 意に とるべし と 云って ゐ るが、 これ は 

阈 詰と いふ ものに 何の 理解 も 無い 無 の 徒の 言 とい ふべき であるの みならず、 極 言 すれば、 甚 しい 不敬な 語で あると 

もい はねば ならぬ。 上の 註獰 書の やうな 解釋は 正しい 國誥 として は 未だ かって 見聞せ ぬ 所で ある。 これ はいふまで も 

なく、 正 成が-： K 皇に御 奉公の 志が 深く 在った からと いふ 意で ある。 ^鏡 つげの 小 櫛の 卷に龜 山 法皇 崩御の 後の 事 を 叙 

して 「誰もく 夢の 心ち して ほの くと 明け ゆく 程に、 おの おのま かで 耠ふ。 一一 一條 大納言 人逍公 貫、 萬 里 小路 大納， ^ 

m 一た ど は、 とり わき 御 志 深くて 御 荼毘の はつる まで 墨 染の 袖を鈸 におし あてつ、 候 ひ 給 ふ」 と あり、 又 本書の この 下 

にも 「都 近き 所々 にも 御 志 ある 國々 の 兵より，， ^うち 出づれ ば合戰 もた び/ \ になり ぬ」 と あり、 なほ 他に 同じ 詰が あ 

る。 これ は 御^に 志 を 蓮ぶ こと をい つたので 當 時の 語 遣で ある。 諸の 註釋 書の やうに すれば、 上の 例 ども を どう 解釋 

すべき か 解らぬ 事になる。 本書に は 上に も、 屢 この 語が 昆 ゆる。 (四 五 M 頁、 五 九 七 頁) 

c 河内と 大 倭との 境に 金剛 山と 云 ふ 所に 城を搆 へて、 近 國をを かし 平げ しか ぱ〕 これ は 河 內と大 倭との 境に 金剛 山と 云 ふ 

所が あるが、 その^ 剛 山と 云 ふ 所に とい ふ 程の いひ 方で ある。 その 城 は 所謂 千 早 城で ある。 增鏡 くめの さら 山の^に 

「正 成 は 金剛 山ち はやとい ふ 所に いかめしき 城 を こしら へて、 え もい はず、 武 きもの ども 多く 籠り 居たり。 さて 大塔 

宫 の 令 23 とて^々 の 兵 を かたら ひければ 世に うらみ ある ものな ど、 ここ かしこに かくろ へばみ て をる かぎり は あつま 

りつ どひけ り。 や；： (大 塔宮) は 熊 野に もお はしける が、 大峯 をった ひて、 しのびく 吉野 にも 高 野に もお はし まし か 

よ ひつ、、 さりぬべき くま/ \ に はよ く 紛れ ものし 給 ひて、 武き御 ありさま をのみ 顯し耠 へば、 いと かしこき 大將ャ 4- 

にて いますべ しとて 附隨ひ 聞 ゆる もの いと 多くな り 行きければ、 六波藕 にもい と 安から ぬ 事と もて さわぎて、 k か の 

千 はや をせ めく づ すべし とい へば、 つ はものな どの ぼり かさなる と 聞 ゆ。」 と ある。 

(あづまよ リ諸國 の 覃 を 集めて 賫 めし かど- かたく まぼリ ければ、 たやすく 落す にあた はず) この 時の 北條 氏の 軍 は 太平 

記に よれば、 「千劎 破 城の 寄 手 は 前の 勢 八十 萬 騎に又 赤 坂の 勢、 吉 野の 勢馳加 はりて 百 萬 *a に餘 りければ、 城の 四方 二 

三 sf 一が 間 は 見物 相撲の 場の 如く 打圍で 尺寸の 地を餘 さず. 充滿 たり」 と あるが、 これに は 誇張 も あると^ はるる が、 

北倐 氏が 日本 11 の 軍兵 をつ くして 攻めても 袼し 得なかった こと は事寶 である。 ^鏡久 米の さら 山の 卷には 「^成 は聖 


德 太子の 御堂の 前 を 軍の そのに して、 いで あ ひ， かけひき、 寄せつ 返しつ 潮の みちひく 如くに て、 年 はた だくれ に 幕れ 

よて ぬれば、 春に なリて 事 ども あるべし などい ひしろ ふ も いとむ づ かしう 心 ゆるび なき^の ありさま なり」 とい ひ 

太平 記に は 「千 敛破城 軍事」 を はじめ 「楠 出張 天 王 寺 事」 などの 倐に 於て て、 これらの 事實を 叙して ゐる。 

(世 中亂れ 立ちに し) 大塔宫 の 令旨、 又 楠 正 成の 奮鬪 で、 北條 氏の 權 威が、 段々 に簿 らいで 天下が 戰亂の 巷と なるべき も 

樣 とな つ た こと。 

次の 年 癸 酉の 春、 忍びて 御船に たてまつりて 隱岐を 出で て、 伯耆 にっか 

タマ  クニ ミナ モト ノチガ トシ. ィ  モノ  i カタ  r; 十 ノウへ  ィ  ャマ タフ 

せ 給 ふ。 その 國に源 長年と 云 ふ 者 あり。 御 方に まゐ りて 船 上と 云 ふ 山寺 

ミヤ  タ  タテ マツ  カノ  グ ン ビヤ ゥ  キホ ー 

にかり の宫を 建てて ぞ すませ 奉りけ る。 彼 あたりの 軍兵し ばらく は 競 ひ 

て 襲 ひ 申し けれど、 皆な びき 申しぬ。 

(次の 年 癸 酉の 春、 忍びて 御船に たてま 0 リて 隱岐を 出で て伯耆 にっかせ 給 ふ) 癸 酉の 年 は元弘 三年で ある。 その 開 二月 

二十四日に 後醍醐- 大皇は ひそかに 隱岐を 出で させ 耠 ひて、 その 日に 出雲國 にっき 給 ひ、 廿 五日に 伯耆國 にっき 給うた 

ので ある。 

(その 國に源 長年と 一 K ふ 者 ぁリ) ^鏡 月 草の 花の 卷に 「この 國に奈 和の 又太郎 長年と いひて、 あやしき 民 なれ ど、 いとま 

うに 富める が、 たぐ ひひろ く、 心 もさ かくしく、 むねく しきもの あり」 と ある。 この 人 は 村 上 源氏で、 仉^ 前 司 

行 盛 の 子、 本名 は 長 高と 云 つたの を 後醍函 天， M よ り 長年の 名 を 賜 はって 改めた ので ある。 

(御 方に ま ゐリて 船 上と 云 ふ 山寺に か リの宮 を 建て. * ぞ すませ 泰リ ける) 船 上 山 は 伯 耆國東 伯 郡 以西 村に ある C  ^凝^ 草 

ィ J1 ホ ヒ 

の 花の 卷に 「かれ (長^.) が もとへ 宣旨を 遣し 耠 ひたる にいと かたじけな しと 思 ひて、 とりあへ ず 五 百 餘騎の 勢 に 
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て 御迎に まゐれ り。 又の日 賀 茂の 社と いふ 所に たち 入らせ 給 ふ。 都の 御社お ぼしい でられて いとたの もし。 これより 

船 上 寺と いふ 所へ おはし まさせて、 九重の 宫 になず らふ」 と あり、 又 「これより ぞ國々 のつ はもの どもに 御 かたき を 

亡す ベ きょしの.：：：： 旨せ』 はしける。 比敛の 山 へ もの ぼせられ けり。」 とも ある。 

(彼 あた リの 軍兵し ぱ らく は 競 ひて 襲 ひ 申し けれど、 皆な びき 申しぬ) 隱岐の 守護 佐々 木淸 高が、 天皇の 遁れ 給うた 事 を 

翌日に さとり 兵 を 率ゐて 攻めて 來 たが、 長年 等が これ を败 りて 追 ひかへ した。 梅 松 論に r、H- 上に は 舟 上 臨幸の^： W 佐 

々木淸 高 三百 餘騎に § 寄たり ける に、 長年が 親類 身命 を 捨て 終日 攻戰ふ 間、 寄 手の 軍勢 數輩討 捕られ 創 を 被る 者 多 

かりければ 引返 畢」 と 見 ゆる。 

ミヤ コ チカ. ト np<-«  オン ココ 口 ザシ  クュ .？t\> ッハ モノ  ィ  カク セン 

都 近き 所々 にも 御 志 ある 國々 の 兵より /\ うち 出 づれ ば、 合戰 もた び 

キヤウ チウ  シ ャゥク ワウ . シン シェ  ロクハ  ラ 

^^になり ぬ。 京 中 さわがしくな りて は、 上皇 も 新 主 も 六波羅 にう つり 

タマ  ハウ キ  ィ クサ  つ、  キ ナイ キンゴ ク  オン コ、 ザシ  トモ ガラ 

給 ふ。 伯^ ^ よりも 軍 を さし のぼせら る。 爰に畿 內近國 にも 御 志 ある 輩、 

ャ ハ タヤ マ  デン  バン ドウ  ッハ モノ ゥチ - フヂ ハラ ノ チカ ミツ  モノ  力 ノヤ マ 

八 • 山に 陣 をと る。 坂 東よりの ぼれ る 兵の 中、 藤 原 親 光と いふ 物 も 彼 山 

ミ カタ  ト モガ ラオ ホ  十  ミナ モト ノ タカ ゥヂ キ コ 

に馳 せく ははる。 御 方に ま ゐる輩 多く 成りに けり。 源 高 氏と 聞え し は、 

ムカシ  ヨシイ ヘア ソン  ュ十 ンョ M クニ  ィ  コ ウィン  カノ ヨシ クニ  マゴ  ヨシ ゥヂ 

昔の 義家 朝臣が 一 一男 義國と 云 ひしが 後胤な り。 彼 義國が 孫な りし 義氏は 

*t ラノ ヨシ トキ ァ ソン  ゲ ワイ ソン チ is  ヨシ トキ  ョ  ナ  ゲン- ジ  ガウ  ヨウ シ  ココロ 

平義時 朝臣が 外孫 也。 義 時が 世と 成りて 源氏の 號 ある 勇士に は 心 をお き • 

O  ,  V 

ければ にや 押しす ゑた る樣 なり もに、 これ は 外孫 なれば、 取り立て 領す 


r と」 底本 「ノ」 

に 作る t 他 諸 

本に よりて 改 

む C 


「か へ りみ」 底 

本 「願」 に 作 

る * 他 諸 本に 

よりて 改 む。 


る 所な ども あまた はから ひお き、 代々 になる まで 隔てなくて のみ 有りき 

タカ ゥヂ  ミヤ コ  ウタが t  ノガ  カウ モン  力  ォ 

高 氏 も 都へ さし のぼせけ るに、 疑 を遁れ むと， にや 告文 を 書き置きて ぞ 

シン パッ  ミヤ ゥケン  ココ 口  ミ カタ 

進發 しける。 され ど、 冥 見 を も かへ りみ ず、 心が はりして 御 方に まゐ る。 

3  o  o  o 〇 

クワン ゲン チカラ  ェ  -コ ゲヮ ツヤ ゥカ  ミ ヤコ  トウ ゲン  ャプ 

官軍 力 を 得し ままに、 五月 八日の ことに や 都に ある 東軍み な 破れて あ つ 

ココ p  ォ. ュ  リャ ゥヰン シン ティ ォナ  ミユキ  ァ フミノ クニ， パン パ  ィ 

まへ 心 ざして 落ち行き しに、 兩院新 帝 同じく 御幸 あり。 近江國 馬場と 云 

トコ p  i カタ  ココ ロザ、 ン  トモ ガラ  ィ  ブ 二 

ふ 所に て 御 方に 志 ある 輩う ち 出で にければ. 武士 はた、 かふまで もな く 

ォぉ  ジ メッ  リャゥ ヰ ン シ ン ティ  ミヤ コ 力 へ タテ マ ヅ  クワン グン コレ  マテ 

多く は 自滅し ぬ。 兩院新 帝 は 都に 返し 奉り、 官軍 是をま ぼり 申しき。 か 

ミヤ コ  ュ シ  シヅマ  クヮ ン カウ  タマ  マコト 

くて 都より 西 ざま ほどなく 鎭り ぬと きこえければ、 還 幸せ させ 給 ふ。 實 

にめ づら かなりし ことにな む。 


(都 近き 所々 にも 御 志 ある 國々 の 兵よ リ^ \ うち 出 づれ ぱ合戰 もた びくにな リぬ) 近畿 地方に も, 兵が、 彼方此方に 打 

ち 立ちて、 北 條氏を 攻めた こと を述 ぶる。 楠 正 成が この 復興の 義兵の 中心で、 ま (の 勢が 强 くて 屈伏し なかった 事が 

仝 國の士 氣を振 ひ 起した ので あるが、 正 成の 鼙 兵と 前後して 備 後の 人 櫻 山玆佼 がー 宫械を 築いて 兵 を 起し、 っノ， いて 

赤松 則 村が、 護 S 親王の 令旨 を 奉じて 播 磨に 兵 を 起し、 山陰 山 ゆ 兩道を 絶ち、 進んで 京に 人ら うとし、 元弘 三年 二月 

に は 伊豫の 人 土 居 通 治， 得 能 通 言の 二人が 義兵 を 起し. 延曆 寺の 僧徒 も 亦護茛 親王の 令旨に よりて 兵 を 起して 京都 を 
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攻めた。 かやう にして 到る 所に 勤王の 兵 起り て 合戰が 各地に 行 はれた とい ふ。 

(京 中 さわがしくな リては 上皇 も 新 一 W も 穴波羅 にう っリ給 ふ.) ^鏡 月 草の 花の 卷に曰 はく 「やよひ (元弘 三年 ：>  にもな り 

ぬ。 十 n: あまりの ほど、 俄に 世の中い み じうの、 しる。 何ぞと 聞けば 播 磨の 國 より 赤松な にがし 入道 圓 心と かやい ふ 

もの、 先帝の： i に從 ひて、 攻めく るな りと て 都の 中 あわて まど ふ。 例の 六 波羅へ 行幸な り。 兩院も 御幸と て 上下 たちさ 

お， ぐ。 馬車 走りち が ひ 武士 どもの うちこみの、 しりた る さまい とお そろし」 と ある。 上皇 は 後伏見、 花園の 兩院 で、 

新 主 は 北條髙 時の 擁立した 光钹院 である。 これ は 三月 十二 日の 事で ある。 

(伯 省よ リも軍 を さし のぼせら る) 後醍醐 天皇 はこの 時 まだ 伯耆船 上 山に まし ましたが、 左 近 衞中將 源 忠顯に 勅して 山陽 

山陰 兩逍の 兵 を 帥ゐて 赤松 阅心 入道 則 村を援 けて 京都 を 攻めさせられた。 この 勅 は 三月 十三 日に 下された ので あるが 

忠^ は 丹 波に 至りて 仉 馬の 守餽太 田守延 が恒茛 親王 を 奉じて 歸順 する を 容れ、 四月に 恒茛 親王 を 奉じて 京都に 迫って 

西 山の 祟 堂に 陣 をと リ、 これより 屨京都 を 攻めた" 

(爱 に截 內近國 にも 御 志 ある 輩 八幡 山 ii 陣を とる) 八幡 山 は 石淸水 八幡宮の 鎭座 する 男 山 を さす。 この 山に 官軍の 據っ 

た はじめは、 三月 十五 日に 赤松 則 村が、 男 山と 山 崎と. に屯營 して 西 海道 を 塞いだ 事に 起る。 かくて、 この 地が、 京都 

を攻 むる ^取の 根據 となり、 四方の 義兵が ここに 集まる ことにな つた。 四月 八日に は 源 忠顯も 京都 を 攻めた が 敗れて 

^山に 入つ た ので ある" 

(坂 東よ リ のぼれる 兵の 中り 藤 原 親 光と 云 ふ 物 も 彼 山に 馳 せく ははる) 藤 原 親 光 は 結 城 氏、 宗廣の 子で ある。 陸 奧の白 川 

の 豪族であった。 こ の 時宗 廣は縑 倉に 在リ、 親 光 は北條 氏の 催促 を 受け. て 京都の 軍勢 中に 在った が、 この 時に 歸 順して 

八幡 山のお 眾に 加入した ので ある。 この 時、 ここに は 赤松 阒心、 左 近 衞中將 中院定 平、 源忠顯 等が 主颌 としてもた。 

(稅) こ こに 特に 結 城 親 光の 名 を あげたの は、 親 光の 歸 順と いふ こと は 官軍の 勢力に 大きな 影響 を與 へ た點 にもよ る 事 勿 

論で あるが、 その後 親 光 は 足 利 高 氏を剌 さんと して 事 成らず して 戰 死し、 その 父宗廣 その後 勤王 を 以て 終始して 伊勢 

に 客死した が、 親 光の 弟 親 朝が 白 河に 居て 兩端を 持して 形勢 を觀 望し、 著者が この 書 を 草せられ た當 時- 常 陸 國關城 

は北倐 氏の 大 軍に 包 園せられ 危急の 秋であって、 親 Has は 屢書を 送って 駿 朝の 來援を 促した 時であった から. ことに 親 

光に 關 心する 點が 深かった 爲 でも あらう と 思 はるる。 

(源 高 氏と 聞え し は 昔の 義家 朝臣が 一一 男 義國と 云 ひしが 後 撒. なリ) 源 高 氏 はいふまで もな く 足 利 高 氏で ある。 昔の 義家朝 


臣 とい ふこと は、 昔 名高かった 義 家と いふ 意で ある， - 義 家の 長男 は義 親で その子 孫が 鎌倉將 軍と なり、 二 男義國 その 

長男 義 重が 新 E 氏の 祖で" 次男 義康が 足 利 氏の 祖 である。 義 康 から 六 代に して 贞氏、 その子が 高 氏で ある。 . 

(饺 義國が 孫な リし義 氏 は 平義時 朝臣が 外孫 也) 足 利 義國の 子 義康、 その子 義^、 その子 義氏 であるから、 義 氏は義 國 の 

骨 孫で ある。 又篛 氏の 母 は 北倐時 政の 女で あるから、 義氏は 時 政の 外孫で ある。 本書 は 記憶の 誤りで あらう。 

(義 時が 世と 成リて 源氏の 號 ある 勇士に は 心 をお きければ にや 押しす ゑた る 樣なリ しに) 北條義 時が 贲櫂を 握る 世に な つ 

て は、 源氏 を號 して ゐる 武勇の 士には 用心 をして、 成るべく 勢力 をつ けない やうに 應 迫して ゐ たので あるが、 • 足 利 だ 

け は 特によ い 待遇 をした ので ある。 

(これ は 外孫な れぱ 取リ 立て P する 所な ども あまた はから ひお き、 代々 になる まで 隔てなくて のみ 有リ き) この やうに 

諸の 源氏が、 北條 氏に 厫 迫せられ たるう ちに 於いて、 足 利 氏の みが、 多少 勢力の あつたの は、 ここに 記して ある 通り、 

北條 氏と 娴戚 の關 係に 在った 爲 である。 もと 足利義 康の 妻は賴 朝の 妹で、 賴 朝と 親しかった 上に、 その子 義 兼が 賴朝 

の 妻の 妹北倐 氏を娶 り、 その子が 義氏 である。 故に 義氏は 三男で あつ， たけれ ど、 北條 氏の 外孫で あるが 爲に足 利 氏の 

本宗 と. なり、 北倐泰 時の 女 をお つた。 而 して^ 久の亂 に北倐 氏の 爲に大 に 力 を 致し、 屢食 S を^し、 義 氏の 子 泰氏、 

又 北條泰 時の 外孫と して 勢力 あり、 泰 氏の 子賴氏 も北條 氏の 外孫で あり、 頼 氏の 子 家 時、 家 時の 子 ^氏、 この 貞氏も 

北倐 氏の 外孫で 高 氏の 父で ある- かくの 如く 北條 氏と 足 利 氏と は 極めて^い 姻戚の 關 係が あるので ある。 

(高 氏 も 都へ さしの ぼせ ける に、 疑 を遁れ むと にや 告文 g 書き置きて ぞ進^ しける) 高 氏 は 以前に も 笠^ 攻の將 として 上 

せられた ので あるが、 この 時 又 六 波羅の 援兵と して 大將名 越 高 家と 共に 上京の 命 を 受けて 進發 したので ある。 增 鏡 月 

草の 花の 卷に曰 はく 「卯月 十日 あまり、 又 あづま よりもの 、ふ 多くの ぼる 中に、 をと、 し 笠 置 へ もむ かひたり し 足 利の 

治 部 ノ大輔 源 高 氏 のぼれり。 院 (後伏見) にも たのもしく きこしめして、 かの 伯 賓の船 上へ むか ふべき よし 院 .〕1； たま はせ 

け リ。 東 を 立ちし 時^う しろめた く 1 1 心 ある まじき よしおろ かならずち かごと ぶみ を 書きて けれども、 そこの 心 やい 

か^あら む。 とかく 聞 ゆるす ぢも ありけ り。 この 高 氏 はいに しへの 賴義 朝臣の なごりな りければ、 もとの ねざし はや 

むごと なき 武士 なれ ど、 承 久ょリ このかた 頭 さしいだ す 源氏 もなくて、 うづ もれす ぐしながら、 たぐ ひひろ く、 勢 四 

方に みちて、 國々 に 心よ せの もの 多 かれば、 かやう に 國の危 きをり をえ て 思 ひたつ 道 もや あらむな ど、 したに さ^-め 

くもし るく ぞ見 ゆる 一と ある。 これによ ると この^ 高 氏に 野心 ぁリ とい ふ 風聞が、 旣に^ 1 に 行 はれて ゐ たものと 思 はる 
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る。 それで、 その 疑を遁 れむ爲 に、 起請文 を かいて 北條高 時に 出して 上京した ので あらう。 告文と はこの 起請文 を さ 

すので あらう。 この 迻の事 は 太平 記に も 同じ 趣に 見えて、 一枚の 起請文 を 書きお いて 上洛した 由に 見 ゆる。 

(され ど箕見 もも か ヘリみ ず、 心が はリ して 御 方に まゐ る) かやう に 起請文 を 書いて 北條 氏に 二心 あらば、 ^ちに 神 a を 

蒙るべし など 書いた に 相^ない のに、 その 神明の 幽冥界からの、 照覽 あらむ こと を も 顧みず、 卽ち 起請の 事 を 無視し 

て、 變 心して 後酸醐 天皇の 御 方に 參 じた。 卽ち 後伏見 院 から 伯 者の 船 上 山に 發. s すべき 旨の 院宣 を 受けた が、 四月 廿 

七日に は 名弒髙 家が 久我繩 手で 戰 死して 形勢 利 あらず と 見た 爲 でも あらう。 伯 者に 向 ふべ しとして 出發 し、 丹 波の 篠 

村まで 行きて そこより 引き か へ して、 五月七日の 未明に 源忠顯 等と 策動して 共に 俄に 六 波羅を 攻めた ので ある。 

, 官軍 力 を 得し ままに、 S 月 八 B のこと にや 都に ある 東軍み な 破れて あづまへ 心さして 落ち行き しに 兩院新 一 帝 同じく 御垚ぁ 

«0 さて 五月七日に 源 忠顯、 足 利 高 氏 聯合し て 六 波羅を 攻め たのに は 東軍 敵し か ねて、 五月 八日に は 雨 六 波^の 北條仲 時 

同時 益 は 京都 を 引き あげて 東國を さして 返却 を はじめた。 この 時に 北條 氏の 兵に 擁せられて、 後伏見、 花 闞 一 1 上お 及 

•  ヒガシ 

び- 新 帝 光铍院 も 共に 東國を さして 出發 あそばされ たので ある。 ^鏡 月 草の 花の 卷に 「雨 六 波 羅柬を さして あづまへ 

と 心がけて 落ちければ、 御幸 もお なじ さまになし 奉りけ り」 と ある。 

近江國 馬場と 云 ふ 所に 御 方に 志 ある 輩う ち 出て にければ、 武士 はた、 かふ まても なく 多く は自减 しぬ) この 時 六 波羅の 

仲 時、 時 益 以ドの 武士が、 兩院新 帝 を 奉じて、 柬國 さして、 近江國 から 美 濃 路を鸫 て 行かう として^ん だが、 所在に 

兵が 起り てこれ を 脅かし、 又 京都から 追 兵も來 た。 それが 爲に、 南 六 波 羅の將 北倐ゅ 益 は 守 山で 戰 死した。 北 六波羅 

の 北 條仲時 は 兩院新 帝 を 奉じて 近 江國^ 場と いふ 地の 寺まで 至った が. ここで、 勤王の 兵に あ ひて H 殺した。 (これ は 

五月 九日の 事で ある) この 時の 事 を 太平 記に は 近 江 美 濃 等の 强盜溢 者 共 二三 千 人が、 龜山院 の 第五の 宫を 奉じて 仲 時 

等 を 討った と あるが、 ^鏡 月 草の 花の 卷には 次の 如くい ふ。 「さて 御幸 は 近江國 にお はします ほどに、 いぶきと いふ ほ 

どに てな にがしの^: (守 S 親王) とか や 法師に て いまし ける が、 先帝 (後醍醐) の 御 心よ せに て かやう (武勇) のかた^ ほ 

の 心え 侍りけ るに や 待ちう けて 矢 を 放ちた まふ。 又 京よりも 追手 か、 るな ど 聞え ければ、 六 波羅の 北と いひし 仲 時、 

內 (光厳) 東宮 (邦 良 親王の 御子 康仁) 兩院 具し 奉り、 番 馬と いふ 所の 山のう ちに 入れ 奉りぬ。 手の もの ども も、 なほ 殘 

りて 隨 ひっき けれども、 戰も かな はず や ありけ む、 遂に この 山に て 腹切りに けり」 と ある。 ここにな にがしの 宮 とい 

ふは龜 山； 大. M の 皇子、 守茛 親王で、 法名 を 覺靜と 申し、 五辻^と 稱 ^ちれた 方で ある。 番場は 近 江！： 阪 田 郡岚 鄉村大 


字番 場で、 その 路傍の 佛 寺に 入れ 奉った ので ある。 その 時に 自殺した もの 仲 時 以下 四百 三十 餘人、 それらの 墓 及び 過 

去 帳が 今 もこの 地の 蓮華 寺に 存 する。 - 

(兩院 新蒂は 都に お 一し 泰リ、 官蕈是 を まぼリ 申しき) この 時、 後代 見、 花園の 二 上皇、 光^ 院 をば 守護して 都に かへ し 奉 

りて ま 軍が 守 "奉った とい ふので ある。 その 御 還 幸 は 五月 二十 八日で ある。 これより 先 五月 三日に 柊- 醍 3S 天皇が^ 忠 

顯に軍 中の 條制 をド された。 その 文 は 光明寺 殘篇に 載せて ある。 そのうちに 「^軍 等 於 一一 仙洞迻 一 不レ 可， 致 一一 狼藉 一 若^ 而 

有 一一 無 鱧 事 一可 重科 こ と ある。 又 この 際に 後伏見 院 から 後醍醐； 大^に 對 して 御 消息あって 各院 共に 御 出家の 御 希望 

であると 申された けれど、 後醍醐 天皇が 同く 出め られた 由で ある。 ^鏡 月 草の 花の 卷に曰 はく 「1 院は歸 り 入らせ 給 

ふ 御門 (歸洛 あらせら る 天皇の 意) に 御文 を泰り 給 ひて、 面々 に 御 出家 あるべし などまで 申させ けれども 思 ひも よら 

ぬ よしを かたく 申され 給け ると か やと ぞ聞 えし」 と ある。 

(かくて 都よ リ西 ざま ほどなく 鎭リ ぬと きこえければ、 遷幸せ させ 給 ふ) 「都よ" 西 ざま」 は 京都 以西の 國々 をい ふ。 京都 

以西が 皇 威に 服した によ" て 後醍醐 天皇 は 京都へ 還 幸の 途に 出で立 たれた とい ふので ある。 諸 書 これ を漭 京の 事に と 

る 故に、 とかくの 議論が 生ずる ので ある。 これ は 伯 耆を發 して 京都へ 還 幸せら るる こと をい ふので ある。 事實、 この 

捷報の 船 上 山に 達した の は 五月 十二 日であって、 當日 群臣 を 召して 還 幸の 事を議 せしめられた。 その 時に 勘 解. e 次官 

藤 原 光守 は、 京都に は 北 條の餘 貧が あらう から 今 暫く 船 上 山に まします べき 旨 を 奏上した。 天皇 これ をき かれて 猶豫 

せられた が、 御 親ら 周易 を 以て 卜 はれた に吉を 得られた からして、 乃ち 敕 して 還 幸の 用意 を 命ぜられ、 二十 三日に 船 

上 山 を發駕 せられた ので ある、 卽ち、 前年の 一二 月に はこの 邊を 隱岐へ いで まさう とい ふ 事で 逋御 せられた が、 I 年後 

の 今 は 花々 しく 還 御の 御 族に 出で立 たれた ので ある。 これ 故に 

(實 にめ づら かな リ しこと になむ) とい ふ 感は誰 人に もあった であらう。 

アジ マ  カウ ッ ケノク -I ミナ モト ノョ シサダ ィ  タカ ゥヂ イチ ヅク ナリ ョ ミタレ 

東に も 上野 國に源 義貞と 云 ふ もの あり。 高 氏が 一 族 也。 世の 亂に おも ひ を 

セィ  力 マ クラ  ゥチ ノゾ  タカ トキ ラ ゥン メイ キ ハマ 

おこし、 いくばくなら ぬ 勢に て 鎌 倉に 打 臨みけ るに、 高 時 等 運命 極り にけ 
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れぱ 國々 の 兵 付き 隨 ふこと 風の 草 をな びかす ごとくして 五月 廿 一 一日に 

タカ は H ハジ  ォホ  ィ>  Tfv, 、ナ ジ ノバ  力 マ クラ マ タタ ヒラ  フ ケィ 

や 高 時 を 始めと して 多くの 一族 皆 自滅して ければ、 鎌 倉 又 平ぎ ぬ。 符契 

コト  ッ クシ  クニ  ミチ ノク. デ ハ  ォク  ォナ  ツキ 

を あはす る 事 もなかり しに、 筑 紫の 國々. 陸奧出 羽の 奧ま でも 同じ 月に 

口 クシ チ セン リ  ァヒ^ イツ シ  ァ  トキ  ゥン 

ぞ しづ まりに ける。 六 七 千里の 間、 一 時に おこり 合 ひに し、 時の いたり、 S 

キ、 マ  -\ギ  ノ  ooo 

の 極り ぬる はか 、る ことに こそと 不思議に も は ベ りし もの かな。 君 はか 

くと もしら せ 給 はず、 攝津國 西の 宮と云 ふ 所に てぞ きかせまし^^ ける。 

(東に も) この 一句 は 上の 「都より 西 ざま 程なく しづ まりぬ」 に對 していつ たので、 東國 にも 下に 言 ふやうな 事が 迫った 

と い ふ ので、 「縑 倉又ギ ぎぬ」 までに か、 るので ある。 

(上野 國に源 義貞と 云 ふ もの ぁリ、 高 氏が 一族 也) 新田 氏 は 足 利 氏と 1 族で は あるが、 足 利 氏の 末で はなく、 寧ろ 足 利 氏 

の祖の 兄の 家で ある。 その 關係は 次の やうで ある。 

(新 (足 利義 液と 同ク， 異人) 

義家 I 義 lly 義 重 I 義 翁— 義 房 I 政 義 I 政 氏 I 基 氏 I 朝 氏— 義貞 

一— 義康 (足 利祖) 

かやうな 家柄であって、 足 利 氏に 對 して は 寧ろ 嫡流であった けれども、 賴 朝に 媚びなかった^ に、 勢力 を 得なかった 

ので、 自然 足 利 氏の 1 族と いふ やうに 世間から 見られて ゐ たので ある。 

(世の 亂に おも ひ をお こし〕 義貞も はじめは 北條 氏の 命 を 奉じて 金剛 山城 を攻 むる 軍に 加 はって ゐ たが、 この 時に 己が 源 

氏の 名家で ありながら、 北條 氏の 命 をう けて 奔走す る こと を： t しとせ ず、 勅命 を^-じて 北 條氏を 亡し 家名 を 恢復せ う 


とい ふ 志 を 生じたら し いので、 その 志 を護茛 親王に 通じて 令旨 を 受け、 病と 稱 して 鄕國 にか へ つて その 用意 をして ゐ 

たもの らしい。 この^-は 增鏡 月^の 花の 卷に 「さる 程に 東に も かねて 心得け るに や、 高 氏の すゑの 1 族なる 新田/小 四 

郎義貞 とい ふ もの、 今の 高 氏の 子 (義詮 〕w になり ける を 大將^ にして (これ は訛傳 であるの を その ま、 採った ので あ 

る。 叵 しこれで 見ても、 當時足 利 氏と いふ もの は 源氏の 名 族と して 世に 信用あった 事が わかる) 武藏國 より^ をお こ 

しけ り」 と ある o  *  . 

ベい くぱ くなら ぬ 勢に て 鎌 倉に 打 臨みけ るに) この 事 は 大卒 記に よると 頗る 誇張して 書いて あると 思 はるる が、 五月 八日 

に 上野 國生 口頭 神の 御前で 旗 を 舉げ綸 ほ を拜讀 して 後 笠 懸^に 打 出で、 五月 九日に 武藏國 に 打 越えた 時に、 五左衛門 

とい ふ 者 高 氏の 子 千壽王 (義詮 ) を 奉じて 二百 餘駱 で參 加し 是 より 上野、 下野、 上總、 常 陸、 武藏の 兵 共、 催さざる 

に馳せ 集りて その 日の 暮 程に 二十 萬 七 千^^に なった と ある。 これ を 下^ 「阈々 の 兵 付き 隨 ふこと 風の 草 をな びかす 

がごと くして」 と 云った ので ある o 

(高 時 等 運命 捶リ にけ れぱ) これ は 事實を 述べ たの は 勿論で あるが、 「運命^り にければ」 とい ふ 語ば 運命の 盡 きて 亡ぶ ベ 

き 時が 来たと いふ 意 を あら はし、 ただ 人力 だけで はなく、 天運の 然 らしむ る 所で あると いふ 意 を 示して ゐる。 當 時： 

れを 人力の みに 歸 して ゐ たらし い 事に 對 しての 一 種の 反動の 思想 を舍 んでゐ ると 思 はるる ので ある。 

(五月 廿ー！ 日に や 高 時 を 始めと して 多くの 一族 皆 自滅して けれ ぱ識倉 又 平ぎ ぬ) ^鏡 月 草の 花の 卷に曰 はく 「嫌 倉 はじま 

りし 賴 朝の 世 時 政より 今に い たるまで 多く 年月 をつ めり。 僅かなる 新田な どい ふ阈 人に たやすく いかで か は 亡 さるべ 

きと 焭 えしに 程なく 十五 日に かたき 旣に嫌 倉に 近づく よしき こえて 家々 を 毀ち さわぎの 》 しる。^ の滅 する にやと お 

ぼえ しと ぞ人 はかたり 侍りし」 と あり、 又 「四 郎左 近大夫 入道 (北倐 高 時の 弟泰 家、 義 貞を計 手の 大將： ) 軍に うち 負 

け >f るに や、 隨ふ 武士 ども 殘 りなく 新田が 方へ つきぬれば、 えさらぬ もの どもば かり 五六 百騎 にて 十六 日の 夜に 入り 

て、 鎌 倉 へ 引き かへ る。 僅に 中 一 日に て かくな りぬ る 事 夢 かと ぞ おぼえし。 かくて 日々 の 軍に うち 負けければ 〈 おな 

じき 廿 二日 高 時 以下 腹切りて 失せに， けり」 と ある。 

(符契 を あはす る 事 もなか ひしに) 符 は竹符 といって 竹の 割符で、 もと 支那 漢の 制に 竹の 長さ 六寸 なる を 打ち割りて 兩片 

となし、 各 其 一 を 持ちて 信と したの をい ふ。 契 は (合 之 以^ 一一 徵信 一 者 也) も 同樣の もので、 本邦の 古制、 木片に 須要の 文 

字 を 記して これ を 打ち割りて 兩片 となし、 各 一 片を 持ちて 信と した。 これ を 木 契と いふ。 竹 符木契 いづれ も 「わりふ」 

卷四 後醍醐 天皇  六 二 
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とい ふ。 これ は 各片を 合すれば、 その 1 致す るか 否かに よりて 眞僞を 判し うべ く、  K なれば ニ片完 仝に 一お する ものた 

れば、 さやう に 二者の 完全に 一致す る こと をた とへ て 符契を あはす とい ふので ある。 が、 ここ は その外に、 なほ 意^ 

が ある。 元來 この 符契は 多く 兵を發 する 時に 用ゐら るる 物で あるが 故に." 孟子 離茧 下篛に 「地 之 相 去 也 千 有 餘&、  ^ 

之 相 後 也 千有餘 載、 得, 志 行 一一 於 中阈： 右レ 合-符節 こ と ある。 これ は 東西 約束し 合った 事 もなかつ たがと いふ 意 を 一： 小す。 

(筑 紫の 國々、 睦奧出 羽の 奥まても 同じ 月に ぞ しづ まリに ける) 京都の 兩六 波羅の 亡びた の は 五月 八日で 、嫌 倉の 北條 1 

族の 自殺した の は 五 n 二十 二日で ある。 この 月に、 越 前の 平 泉 寺の 僧徒 兵 を 起して 賊將淡 河 時 治 を 越 前に誅 し、 能 登 

越 中の 勤王の 兵が 越 中の 守護 名 越 時 有を誅 し、 長 門 探^ 北 條時直 は 僧佼雅 について 下り、 四國 は、 既に 土 居、 得 能に 

よりて 歸 順し、 一九 州で は 菊 池 武^! が 九州 採 題 北 條英時 等を誅 して、 九州 平定の 旨 を 各地より 六月 十日に 上奏し、 陸處 

出 羽 兩國の 事 は 結 狨宗廣 が、 その 兩國の 兵 を率ゐ て、 柬國 平定の 功 を 立てた 事 を 六月 九日に 上奏して ねる。 

(六 七 千里の 間、 一 時に おこ リ合 ひに し) ここにい ふ 1 里 は 六 町 を 以て かぞ ふる 一 里で ある。 日本 全 國の間 到る 處に、 勤 

王の 兵の I 時に 振 ひ 起った こと はとい ふ義。 

(時の いた リ 運の 極リ ぬる はか、 る ことに こそと 不思議に も は ベリし もの かな) 時節の 到來 する こと (これ は 天泉 の 御 親 

玫の 方に つきて いふ) 遝の 極り てし まった こと (これ は北條 氏の 運命の 終 をつ げた 方に つきて いふ) とい ふの はか や 

うな こと をい ふので あらう と不 思議 に 思 はれた ことで あると いふ 意。 

(君 はかくと もしら せ 給 はず、 攝津國 西の 宮と 云 ふ 所に てぞ きかせ まし/ \ ける) 後醍醐 天 ^は 京都の 北條 氏が 沒 ^した 

によりて 還 幸に なった ので、 關柬 の北條 氏の 亡びた こと はま だ 御存じなくて、 攝津 1： 西 宮と云 ふ 所で はじめて その 報 

を 受けと り 袷うた とい ふ。 後醍醐 夭 皇は 五月 二十 三日に 船 上 山 を 御發輦 になり、 二十 七日 播 磨の 書 寫 山に 幸し 給うた。 

さて 太平 記に は 三十日に 兵庳 にや どらせ 給うて、 力 月朔に 義貞の 使が 兵 庫に 至りて 捷書を 上った と ある。 然るに 保^ 

間 記に は 「先帝 攝津 國西宮 迄 御上 有り」 と ある。 されば、 西宫で 捷報に 接せられた とする 本書の 說を 正しい とすべき 

である o 

ix ク グヮヅ ョ 力. ト ウジ  タヤ  ミヤ コ  t トビ ト マ ヰ  アツ マ  ヰ ギ 

六月 四日、 東 寺に いらせ 袷 ふ。 都に ある 尺々 參り 集りし かば、 威儀 をと 


モト  ミヤ  クワン カウ  タマ  シャ ゥパッ  サダ  リャ ゥヰン シン ティ 

とのへ て 本の 宮に還 幸し 給 ふ。 いつしか 賞罰の 定め ありし に、 兩院新 帝 

をば、 なだめ 申し 給 ひて 服に すませまし^ \- ける。 され ど、 新 帝 は僞主 

ギ  i ャゥヰ  モチ  カイ ゲン  シャ ゥケィ  ィ  モト 

の 儀に て、 正位に は 用 ゐられ ず。 改元して 正 慶と云 ひし を も 本の ごとく 

ゲン コゥ  ガウ  クワン ヰ ショウ シン  トモガ ラ ミナ ゲン コゥグ ワン ネン ハチ グヮッ 

元 弘と號 せられ、 官位 昇進せ し 輩 も 皆元弘 元年 八月より さきの ま  > にて 

了 

ぞ有 りに 

(六月 四日 東 寺に いらせ 給 ふ) この 事^ 公卿 補任、 皇 年代 略記、 保曆間 記の 1 致す る 所で あるが、 太平 記 は 五日と する。 

これ も 大卒 記の 誤で あらう。  . 

(都に ある 人ケ參 リ集リ しか ぱ) 梅 松 論に 「去 程に 京都に は、 君 伯 者より 還 幸な りし かば 御迎に 參られ ける 卿相 雲 客、 行 

粧花 をな せり」 と ある。 

(威 儘 をと k のへて 本の 宮に還 幸し 給 ふ) 增 鏡 月 草の 花の 卷に曰 はく T さて 都に は伯卷 よりの 還 御と て^の 中 ひしめ く。 

まづ東 寺へ 入らせ 給 ひて、 事 ども さだめら る。 ニ條の 前の 大臣め しあり て 參り耠 へり。 こたみ 內袈へ 入らせ 給 ふべき 

儀、 重祚な どに て あるべ けれども、 璽の 箱 を 御身に そ へられ たれば、 只 遠き 行幸の 還 御の 儀式に て あるべき よし 定め 

らる」 と あり、 又 「六月 六日 東 寺より 常の 行幸の さまに て內 褢へぞ 入らせた まひけ る。 めでたし とも 言の 紫な し」 と 

ある。 但し ここに 「六日」 と ある は、 公卿 補任に 「同 五日 如 匕兀入 一一 御 ニ條富 小路皇 お 一お 立 登極、 仉不レ 及 一 1^ 蚱禮 こと 

あり、 ^年代 略記、 官 公事 抄、 大德寺 文書 等に も 五日と あるから、 五日 を 正しい ものと 認 むる。 

(いつしか 寊罸の 定め ぁリ しに) この 赏罰黜 陟の事 は、 天皇が 船 上 山に ましく た 時から、 旣 によりく 行 はれた。 卽ち 

五月 十七 日に SIA 藤 原 冬敎、 左大臣 藤 原 茶 嗣の官 を 停めて、 左大臣 藤 原 道 平、 搽大納 首 左 近^ 大將 慇^ 鸫 通- 郴大納 

言. ^近 衞大將 藤 原 道 敎の官 を復 せられた。 京都に か へらせられてから 賞罰の 沙汰の あった 亊は いふまで もない。 
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Illlllllllllmlllllllllllllll  I  ■ 

(兩院 新 蒂をぱ なだめ 申し 給 ひて 都に すませ ましく ける) 後伏見 花園の 兩院、 及 北條の 擁立した 新 帝 光嚴院 をば 何事 も 

なく そのまま 都に 住ませ 奉られた とい ふので ある。 これ はかの 保 元の a に 讃岐院 の 先例な どい ふやうな 酷薄な^ 麼を 

ば これら 三 院に對 して は 執られなかった 事 を 述べた ので ある。 保曆問 記に 曰 はく 「先帝 位に 付せ 賜 ひければ 後 伏兑院 

幷先 御門 今 は 新院と 《. 何なる H を か 見ん ずらん と 思 食 歎せ 給 けれども、 天 照 太 神 御 計に や 無 一一 子細 1 て 都に 御座し」 と ある。 

七月に は 後伏見 花阏兩 上. M 及 永 福 n- 院 (伏 見 天皇の 后) の 御領 を 故の 如くなら しめ、 尋 いで 播磨國 を 光 籁院の 御料 所 

とした まふ。 而 して 十二月 十日に は 光 鈹院に 太 上 天皇の 尊號を 上られた。 

(され ど 新 帝は僞 -W の 儀に て 正位に は 用 ゐられ ず) 上の 如く、 三 院には 御 優遇の 御 取扱 はあった が、 新 帝 光厳 院は偕 偽の 

君と いふ ことで、 正統の， M 位に 卽き 給うた 事と して は 取扱 はれぬ とい ふこと。 これより 先元弘 三年 五月 二十 五日に 伯 

者から li 害を發 して 新 主を廢 せられた が、 しかも、 ここに は 正位と は 認められぬ とい ふので ある。 これ は北條 氏が 先に 

後醍醐 天皇に 神器 を 新 帝に 渡し^られ むこと を强 請した 時、 止むを得ず 御 渡しに なった が、 神璽 は 御身 を はなた せ耠 

はず、 止むを得ず 偽 器 を佯り 授けられた 事と 關 係して & ると 考 へらる る。 ^鏡に よれば、 上に あげた 文の 通り、 祌璽 

は 後醍醐 天曳の 御身 を 離し 給 はなんだ こと は 明かで ある。 

(改元して 正 慶と云 ひし を も 本の 如く 元弘 とせられ〕 新 主の 卽位鱧 後 元 弘ニ年 四月 二十 八日に 改元が あって 正慶と 云った 

の であるが、 元 弘ニ年 五月 二十 五日 新 帝を廢 せらる る 時に、 その 年號を 停めて 元 弘の年 號に復 せられた ので ある。 

(官位 昇進せ し辈も 皆元弘 元年 八月よ リ さきの ままに て ぞぁリ し) この 事 は 本書の 說を 以て 典據 とすべ きこと いふまで も 

無い が、 .き牛 代 私記に 注して、 「E 一一 伯 州 一止 _| 正 慶年號 Is 元弘 一二 年 T 又 去 五月 詔、 去々 年 已來任 ^已下 勅裁 悉可 一一 停^ こ 

と あり、 又 公卿 祯 任に は 正慶ニ 年の 下に 注して 「元 號 -B 一 一 元弘 一 元年 九月 已後 任官 叙位 皆停廢 之. a 被 レ仰レ 之」 と ある。 卽 

ち 本書に いふ 所と 1 致す るの を 見る。 

ヘイ ヂ  ノチ  ヘイ ジョ  ニジフ 口 クネン  プンデ  ハジメ ヨリ トモ ケン  モ ハラ 

平 治より 後、 平氏 世 をみ だり て 二十 六 年。 文治の 初、. 賴朝 權を專 にせし 

フシ ァヒッ  サン ジフ シチ ネン  ジ ヨウ キゥ  ヨシ トキ ョ  • ォコナ  ヒャ ク.， シフ サン ネン 

より 父子 相續 ぎて 三十 七 年。 承 久に義 時世 をと り 行 ひしょり 百 十三 年、 
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都て 百 七十 餘 年の 間、 大 宅の 世 を 一に しらせ 給 ふ事絕 えに しに、 此 天皇 

ミヨ  タナ ゴコロ  イツ トウ  タマ  ソゥ べゥ  オン 

の 卸 代に、 掌 を か へ すよりも やすく  ！ 統し給 ひぬ る. こと 宗廟の 御 はから 

ひも 時節 有りけ りと 天下 こぞり て 仰ぎ奉り ける。 


(說) 以上で、 幕府が 倒れた から、 ここに それにつ いての 感想 を 述べて ゐる • 

(平 治よ リ後 平氏 世 をみ だリて 一一 十六 年) 平 治 元： 牛から 平氏 滅亡の 壽永 四^まで 滿 二十 六ギ である。 

(文治の 初め 賴朝權 を專 にせし ょリ 父子 相 綾き て 一一 一 十餘 年) 文治 元年 (壽永 四 年) に賴 朝が 總追浦 使と なつてから 頼 家實朝 

の 二 代 を 經て實 朝の 殺さる る承久 元年まで 三十 五 年で ある。 

(承 久に義 時世 をと リ行 ひしょ リ百十 一 二 年。) 承久 三年から 元弘 三年の 鎌 倉 幕府の 滅亡まで 百 十三 年。 

(都て 百 七十 餘 年の 間大宅 の 世 を 一 にしら せ 給 ふ 事 箱え にしに) 平 治 元年から 元弘 三年まで 百 七十 五 年で ある。 この間 は 

平家、 源氏、 北條 氏が 天下の 實權を 半 以上 握って ゐて、 朝廷が 天下 を 完全に 統一して 治め 耠ふ 事が 行 はれず して 中絶 

して ゐ たので あるが とい ふ 意。 

(此 天皇の 御代に 掌 を かへ すよ リ もやす く 一  統し給 ひぬ る こと 宗 鹿の 御 はから ひも 時節 有 リけリ と 天下 こぞ リて 仰ぎ奉る〕 

「掌 を 反すよりも 易し」 とい ふ は 支那の 成語で ある。 漢書 枚 乘傳に 「易 一一 於 反 T 掌 安一 一 於 泰山 ことあって、 物 を 成す ことの 

容易い のに 喩 ふるので ある。 卽ち 後醍醐 天^の 兵 を 起された の は元弘 元年 八月で、 中^に 隱岐 遷幸の 大厄が あつたが 

前後 二 年に 充 たずして 百 五十^も の 積 咸をも つて ゐた鎌 食 慕お が、 僅かに 十五 日に して 義貞に 亡され たとい ふ 如き は 

いはば、 夢の 如き 有樣 である。 かく 容易く 天下 を 一統して 王政の 古に 復し耠 うたの も皇職 皇宗の 御 計 ひで ある。 今 こ 

そ 宗廟の 御 計 ひで 天下 一統の 時節が 到来した ので あると いって、 萬 民が こぞって 仰ぎ 牵 つたと いふ ので ある。 梅 松 論 

に 「保 元、 平 治、 治^より 以來 武家の 沙汰と して 政務 を恣 にせし かど も、 元弘 三年の 今 は 天下 i 統に 成し こそめ つら 

しけれ」 と あるの も 同じ 意で ある。 


「侍れ」 底本 

「侍 シ」 て 作 

る。 他 諸 本に 

よ る。 


「彼」 底本 「後」 

とす。 他睹本 

による。 
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同き 年の 冬 十月に 先、 東の 奧を しづ めら るべ しとて、 參議 右近 中 將源顯 

ィへ キヤウ  ミチ ノク ノカミ  ッカハ  ョョ  ヮ カン  ケィコ  ヮザ  テ ウタン  ヅカ 

家 卿 を 陸 奥 守に なして 遣 さる。 代々、 和漢の 稽古 を 業と して 朝 端に 仕へ、 

セィ ム  ミチ  マナ  ハべ  リト  カタ  ブ. ヨウ 

政務に まじ はる 道 をのみ こそ 學び 侍れ。 吏途の 方に もなら はず、 武勇の 


O  O 


マ チ 
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藝 にも たづ さはらぬ 事 なれば、 たび/^ いなみ 申し、 かど、 公家 旣に 

トウ  ブン プ  ミチ フ タヅ  ムカシ  ワウ ジ ワウ ゾン  シッ セィ  ダイ ジン 

統 しぬ。 文武の 道 一 一なる ベから ず。 昔 は 皇子 皇孫、 もし は 執政の 大臣 

シ ソン  ォホ  ィ クサ  タイ シャゥ  イマ  ブ  ：ン 

の 子孫の みこ そ 多く は 軍の 大將 にも さされし か。 今より 武を かねて、 蕃 


ォホ 


屛 たるべし と 仰せ 給 ひて 御み づ から 旗の 銘をか ス しめ 給 ひ、 さま/. \ の 

兵器 を さ へ くだし 給 はる。 任國に おもむく 事も絕 えて 久しく 成りに しか 

フル  タメ シ  タヅ  マ カリ マチ， A ギ  ゴゼン  チヨ クゴ  ギヨ イオン 

ば、 古き 例 を 尋ねて、. 罷 申の 儀 あり。 御前に めして 勅語 ありて、 御衣 御 

馬な ど を 給り き。 猶奧 のかた めに もと 申し 請けて 御子 を 一 所と もな ひ 奉 

る。 かけ まく も かしこき 今上 皇帝の 御 事 なれば、 こまかに は 注さず。 彼 

r  o 

國 に付きに ければ、 { 賞に 奥の 方 ざま、 兩阈を かけて 皆な びき 隨 ひに けり e 


(說. >  これから 建武 中興の 政治 を 叙し、 かねて、 著者が 平素 懐いて ゐた 政治 論、 君 道 論、 臣道論 を 披瀝す るので、 正統 記 

の 最も 精彩 を發 揮して ゐる 部分で、 正統 記 1 部の 重 點がこ の 文 以下に 存 する ものと 認めら るる。 

(同き 年の 冬 十月に 先 東の * を しづ めら るべ しとて 參議 右近 中 將源顯 荥卿を 睦奥夺 になして 遣 さる) 元弘 三年 八月に 叙位 

除 目が i 仃 はれて 又 論功行賞が 行 はれ、 左 近衛 中將 北畠顯 家は從 三位に 叙し 陸 奧守を 兼任せ しめられ たので ある。 同年 

十月 十日 叙位 除 目に 顯家は 正三位に 陞叙せられ たが、 同月 二十日に 北 畠 顯家は 任に 赴き、 陸 奥の 外に 出 羽 を も 管理せ 

しめられ たので ある。 顯家は 本書の 著者 親^の 長子で ある。 ここに 卿の 敬稱を 加へ たの は 我が 子に 對 してい ふに あら 

ずして 朝廷の 高官 を稱 ふる 鱧で ある。 三位 以上の 位階 參議 以上の 官職 を稱 ふる 敬稱 である。 この 時に、 東の 奥 を 鎮め 

む爲 に、 顯家を 下された の は、 餘程 重大な 意義が 在った ものと 見え、 下に もい ふやう に 親王 を 1 方 伴 ひ 奉り、 又顯家 

の 父親 © も 同道し、 又奧 州で 勢力の ある 武士 結 狨宗廣 を も 伴って 下った ので ある。 保 暦 間 記に 曰 はく 「東國 の 武士 多 

は 出 羽 陸 奧を領 して 其 力 も あり、 是を取 放さん と議 して 當 今の 宫 1 所可レ 奉； 卜と て國 司に は 彼 親王に 親く^. レ 成け るに 

や、 土 御門の 入道 大納言 親 房、 息 男 顯家卿 をな して 父子 共に 下さる。 誠に 關 東の 侍 も 多 付て ぞゲ りけ る。 彼 兩國は 日 

本半國 なんど 申す 國 なれば、 如 レ 此計 給け る も 謂れ あり」 と ある。 これ は 如何にも 實際を 語って ゐ るかと 思 はるる。 

「代々 和漢の » 古 を 業と して 朝 端に 仕へ 政務に まじ はる 道 をのみ こそ 學び 侍れ) これ は顯家 卿の 事 をい つたので あるが、 

親 房 自身の 事 ももと ょリ これに こもつ • てゐ る。 北 畠 氏 はかの 具 平 親王 並に その子 師！ S3 大臣の 後裔と して 代々 學問を 主 

として 来た 家柄で、 朝廷に 仕へ 奉る にも、 朝廷の 大政に 參與 して 或は 詔勅と か官符 とか、 除 H とか 公事と か節會 とか 

とい ふやうな 政務に まじ はる 道 を 主として 學び來 たもので あると いふ こと 。「朝 端」 とい ふ 語 は 流布本に 「朝家」 と改 

めて ゐる けれど • 古本 みなこの 通りで あるから、 ^りに 改 むる こと は 出来ぬ。 この 語 は 白 氏 文集 卷 一 「哭 一 一孔 ^こ の 

ハフ ノ マサニ テ 

詩 中に 「人ず-明明 代、 合 w 置 在-朝 端 こ と ある 如く、 その 據が 明かで ある。 「朝」 は 朝廷の こと、 「端」 は 「正」 の義 で、 

六 朝 時代に 宰相 を 端揆、 麼 代に 侍 御 史を辜 端と いふ 如く、 その 首たり 正た る 職 を さす" されば、 ここにて は 大臣、 納 

言の 如き 重職の こと を さす こと 明かで ある。 

(吏途 の 方に もなら はず) 吏途は 吏務と もい ふが、 文字の 義は 官吏の 執る 事務と いふ 事で ある けれども、 上に 吏務の 倏で 

云った やうに 單に さやうな 意味 を あら はした ものではなくて 地方 官の 事務の ことで ある。 藤 原 公任の 北山 抄は 十卷で 

あるが、 第 1、 二 は 年中 耍抄 (年中行事に 關 する 要務 を 記す) 第 nl、 四 は 拾 遣雜抄 (恒例 臨時の 公事に つきでの 要務 

卷四 後醆翻 天皇  六 1 七 
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を 記す) 第五 (御卽 位に 關 する 公事 1 切〕 第 六 備忘 (以上の 卷々 の 公事に 關 する 政務の 補遺) 第 七 都 贫雜事 (太 政官 

の 政務に 腿す る 稀々 の 件) 第八大 將要抄 (近 衞大將 の 執るべき 政務) 第 九 羽 林耍抄 (近 衞次將 の 執るべき 政務) 第 十 

吏^ 指南と 分けて ゐる。 而 して 吏途 指南と した 卷十 にあげた 項目 は 國同 下向 早晚、 罷申、 計歴、 延任熏 任 等から は 

じめ て、 すべて 二十 四 項 あるが、 すべて 國 司の 執るべき 政務 事務で ある。 されば、 吏途は 要するに 地方 官 として 行 ふ 

べき 事務 を さすと いふ 事 は 明かで ある。 さやうな 事務 上の 經驗も 無い とい ふこと である。 吏途 とい ふ 語 も 朝 端と 同じ 

く 日本製の 語で なく、 支那で 用 ゐてゐ たの を 襲用した ので ある。 唐の 沈佺 期の 詩に 「中年 忝 一一 吏途 一」 と あるので も わ 

か るで あらう。 

(武勇の 藝 にも たづ さはらぬ 事な れぱ) 北 畠 氏 は 武士の する 如き 弓馬の 藝 にも たづ さはった 事 

(たび/ \ いなみ 申しし かど) 吏 途の事 も 知らず、 武勇の 藝も 無い から、 地方 官 として 武士の 上に 立ちて これ を 制御す る 

こと も困雜 であるから 度々 辭 返し 奉った けれど 許されなん だと いふ こと。 

(公家 旣 に 一統し ぬ。 文武の 道 一一なる ベから ず、 昔 は 皇子 皇孫 もし は 執政の 大臣の 子孫の みこ そ 多く は 軍の 大將 にも さ 

されし か、 今より 武を かねて 蕃屏 たるべし と 仰せ 絵 ひて. >  これ は建武 中興 王政の 理想 を 語って ゐる 所で ある。 公家 は 天皇 

であって、 天皇に 於いて 旣に 天下 1 統の 政治 を 布 かれた. ので ある。 從來は 公家 武家と 分れて ゐた がその 弊 を 打破せ ね 

ぱ ならぬ。 從 つて 文武と 道 を 二つに 分く ると いふ 事になる と、 再び、 武家政治 を 生ずる 虞れ が あるに よって 文武 1 途 

にして 武家と いふ 階級 を 生ぜぬ やうに せねば ならぬ。 わが 國の昔 を 見る と、 武人と か 武家と いふ 特別の 職務 を もった 

もの は 無くて、 軍の 大將 になる もの は (天皇 親征の 場合 は 別と して) 多く は 皇子 皇孫が なられた。 その 例 は 本 害に も 

よりく 載せて ある 0( 四道將 軍、 日本 武尊， 高 市 皇子な ど) 或は 又 執政の 大臣の 子と か 孫と かが 軍の 大將に 命ぜられ 

たので ある。 その 例 は 武內宿 繭の 子、 紀 角が 百濟を 伐ち、 葛狨襲 津彥が 新羅^ 征し たこと などで ある 。それ故に、 今 

から 後 はこの 古の 文武 途を 1 にした 政治に 復 して 武家 專 樺の 弊 を 防がねば ならぬ からして、 北 畠 氏 も 亦武を かねて、 

靭廷の 1 方の 守と なれよ とい ふ 仰せが あつたと いふ。 藩屛と はかき であるが、 藩屛が 家の外に あって、 それの 擁護に 

當る にたと ふ るので ある。 

(みづ から 旗の 銘を か- - しめ 給 ひ、 さまく の 兵器 を さへ くだし 給 はる) この 旗 は 軍陣の 用に 供す る もので あらう。 その 

銘 として 書き 給うた 文字 は 今にして 知る ことが 出來 ぬ。 しかし、 旗に 銘を かく こと は柬楚 などに も 見え、 又 後の 事で 


は あるが 永 享年 中に 足 利 持 氏 を 追討の 時に、 後花園 天皇が 追討 軍の 爲に 旗の 銘 として 欲 を 下された 事が ある。 それら 

によると、 この 事 は 虚構で は あるまい。 

(任國 に おもむく 事 も 絡え て 久しく 成リ にし かば、 古き 例 を 尋ねて 痛 申の 儀ぁリ ：} 中頃 朝 綱衰へ 平安朝の 末 頃から 國 守に 

任ぜら るる も 多く 在京して 目 代に 國務を 任せて おく やうな 弊が 出來 て、 眞 面目に 任國に 赴く 國守も なくなつ たが、 今 

は 王政復古の 事で あれば、 その 任國に 赴く こと も 法令の 通りに 厲行 せらる る ことにな つた。 それで 古き 例 を 尋ね 勘へ 

て罷 申の 儀 を 行 はれた。 罷とは 返く ことで 貴所より 返 出す る ことで、 罷 申しと は 俗に 御 暇 乞 ひとい ふ 程. の 意味で ある 

が、 この 儀式 は 新 儀式、 侍 中 群 要、 西宫 記、 北山 抄、 江 家 次第、 禁 祕御抄 等に 記して あり、 詳には 「奏_ 一 赴任 由 一事」 (新 

儀式) ともい ふが 多く は r 罷申」 と ある。 これ は國 守に かぎらず、 太 宰帥幷 に 大甙、 鎭 守府將 軍、 出 羽 秋 田狨介 等に 

も、 これ を 申す 儀式が あつたの である。 

(御前に めして 勅語 ぁリて 御衣 御馬な ど を 給リき ) これ 卽ち罷 申の 儀に つきての 恩賜で ある。 罷 申の 時 は いづれ も、 御前 

に 召して 洒肴を 賜 ひ、 勅語が あって、 後に 祿を賜 はるので あるが、 その 祿には 幾分 かの 差等が あった やうに 見 ゆる。 

御衣 を 賜 はるの は、 國司 では 陸奧守 だけで これ は 特別の 待遇で あつたと 思 はるる。 又 御衣と 御馬と を 賜 はるの は太宰 

帥 大 贰の罷 申の 儀に ある。 ここ は太宰 帥、 大贰の 例に 准 ぜられ たものと 思 はるる が、 その 任務が 尋常の 國 守よりも 

頗る 大 であった からで あらう。 

(猶 奥の かために もと 申し 請けて 御子 を 一 所と もな ひ 表る、 かけ まく も かしこき 今上 叟蒂の 御 事 なれば、 こまかに はしる さ 

ず) この 事 上の 說 明に 引いた 通" である。 この 皇子が、 著者が 本書 を 記して ある 時 吉野宮 で 天下 所 知す 天皇で あらせられ 

るから、 畏れ 多い によって 委しく 記さぬ とな リ。 

广彼國 に付きに けれ ぱ、 實に奧 の 方 さま 兩國を かけて 皆な びき 隨ひ にけ リ) 元弘 日記 裏書に 云 はく 「十月 皇子 蕤良、 幷顯 

家 卿 下， 一 向 奥州 〖 上野 入道 道忠 (粽 狨宗廣 〕 奉， 一 輔佐 1 之 間、 國中 早速 靜謚 訖」 と ある。 


ォ ナジ キジ フニ ゲヮ， サ * マノ 力 ミミナ モト ノ タダヨ シ ノア：' ンサガ ミノ カミ ケン  ゲ カウ  シ ホン カウ タケ ノ タイ， ンュ 

同 十一 一月 左 馬頭 源直義 朝臣 相 模守を 兼して 下向す。 これ も 四 品 上野 太守 

卷四後 酸 豳 天皇  ，  . 5TT^ 
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ひ リヨ シじン ワウ  タ-ゾ マツ ,  シン ワウ ノチ  セ イイ タイ シャゥ グン. ケン 

成 良 親王 をと もな ひ 奉る この 親王 後に しばらく 征夷 大將軍 を 兼せ さ 

タマ  タダ ヨシ  タカ ゥデ  オト ゥ トナリ 

せ 給 ふ。 直 義は高 氏が 弟 也。 

(闳 十二月 左 馬頭 源 直 If 朝臣 相模夺 を 兼して 下向す レ 足 利 直 義が左 馬頭に 任ぜられ たの は元弘 三年 六月で、 十 一 月 八日に 

相模 守に 兼任した の である.。 而 して 同年 十二月 十四日に 京を發 して 任國に 下り 鎌 倉に 鎭 した。 

(これ も 四 品 上野 太 夺成莨 親王 をと もな ひ 奉る) 元弘 日記 裏書に 「元弘 三年 十二月 成 良 親王 幷左 馬頭 直義 下, I 向 嫌 倉 こと 

ぁリ、 又 保 暦 間 記に 「同 十二月、 主上の 宮成良 親王と 申に、 尊 氏 舍弟左 馬頭 W 義 朝臣 相 副て 關 m 八 ケ國爲 ，1 守護 一 下向 

あり。 鎌 倉の 將萆 とぞ 申け る。 され ども 出 羽 奧州を 取 放さる \ 間 東國の 武士 多は奧 州へ 下る 間、 古の il 柬の 面影 も， 欺 

りけ り」 と ある。 成 良 親王 は 後醍醐 天阜； 第 七の 皇子で ある。 四 品に 叙し 上野 太守に 任ぜられ たの は 翌建武 元^ 正月 十 

U1 日の 除 目の 時で あるが、 前に 囘 して かいたの であらう。 この 親王 を 伴 ひ 奉らせられた 本旨 は、 奧 州の 場合と 似た ま 

味であった ものと 思 はるる。 

(この 親王 後に しばらく 征夷 大將軍 を 兼せ させ 給 ふ) 成 良 親王の 征夷 大將 軍に 任ぜられ たの は 建 武ニ年 八月 1 日で ある。 

これより 以前に 征夷 大將軍 護 良 親王 は 足 利 高 氏の 讒に遭 ひて 官職 を剝 がれて、 鎌 倉に 幽閉せられ たが、 • 建 武ニ年 七月 

に 北條高 時の 逍子時 行 を 奉じて 兵 を 起す もの ぁリ て、 缣 倉に 迫った から 直 義は護 良 親王 を弑し 奉り、 成 良 親王 を f:. じ 

て 西に 走った。 高 氏 はこの 時、 自ら 時 行を征 せむ とし、 征夷 大將軍 總追捕 使たら むこと を 天皇に 强 請し 奉った が、 そ 

れは 許されず して 遽 にこの 親王に 兼任せ しめられた ものである やうに 見 ゆる。 卽ち この 時、 天下の 形勢 は ® だ險^ に 

なって ゐ たものと 思 はるる。 

(遒義 は 高 氏が 弟な リ〕 これ は 世に 周く 知られた 事で ある。 

(說) この 1 句 を 以て、 1 轉 して 高 氏 論に 人ら うとす る。 爾下は 著者の 高 氏 論であって、 本書 中で も 頗る 議論の 高潮に 淹 

して ゐる 部分で ある 9 
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V.  1 -  ノノ コゥ  マコト  チョウ カウ ァ 

00 きおに まゐれ りし 其 功は實 にし かるべし。 す y ろに 寵幸 有 

0 'ウー >>ゥ  ヒトへ  ヨリ ト モノ キヤウ テンカ  シヅ  *  ,  ,  m 

りて 從賞 せられし かば、 偏に 賴朝卿 天下 を鎭 めし ま ？ の 心さし にの みな 

テツ カイ  シ ヰ  ジョ  サ t ャ ゥヱノ カミ  ユン I ハ 叫が * 

りに ける にや。 いつしか 越 階して。 四 位に 叙し、 左 兵 衞督に 任ず 拜賀 

のさき にやが て從 三位して、 程なく 參議從 二位までに のぼりぬ。 三箇國 

<  ノ」 ゴ t ョビ  ゲン シャゥ  タマ  オト ゥト タダヨ シサ マノ カミ  ユン *  ^1  ^  . 

のおず、 お 護 及 あまたの 郡 庄を給 はる。 弟 直義左 馬頭に 任じ 從四 位に 

クン，' ゥ ,  カウ クワン カウ キ  コト  ラ ュセィ 

■ す。 賴朝 ためしな き勳功 有りし かど、 高官 高位に のぼる 事は亂 政な 

シ クン  カウ クワン  マチ 

り。 i,- たして また 子孫 もはやく たえぬ る は 高官の いたす ところ かと ぞ申 

ッタ  タカ ゥデラ  ヨリ トモ サネ トモ トキ シン ンゾ  は1ドョ、 - >lx  >  ノ。 

し^ へ たる。 高 氏 等 は 賴朝實 朝が 時に 親族な ど ク て 優^す る 事 もな し 

ケ ニン レツ  サネ トモコ ゥ ハチ マン ゲゥ ハイが  ヒ ド； ケ T い？ W 一  1 - 一"  >  "チ 

た ダ 家人の 列な りき。 實朝公 八幡宮に 拜賀 せし 日 も 地下 前^ 一 一十 人の 中 

にァき 彬ハれ り。 たと ひ賴 朝が 後胤な りと も、 今更 登用す ベ しと もお ぼえず。 

、「ゥ  キゥ シャゥ 

が儿ゃ 久しき 家人 也。 さした る 大功 もなくて かく や は抽賞 せらる ベ きと あ 

やしみ 申す 輩 も 有りけ りと ぞ。 
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(抑 彼 高 氏， 方に ま ゐれリ し 其 功は箕 にし かるべし) これ はつ 高 氏が 上述の 如く 歸 順して、 京都の 六 波羅を 亡した 事 を さ 

すので ある。 高 氏の 功は耍 する にこの 時 だけの 事であって、 正 成な どと は 比較に ならぬ こと はいふ を またぬ。 而 して 

高 氏が この 時 遽に歸 順した 動機 はもと より 疑問で ある。 

(すすろ に 寵幸 有リ て) この 時 高 氏 異数の 御 恩賞 を 蒙った 事 は 史乘に 明かで あるが、 精忠 を抽ん でた とも 見えぬ のに 如何 

なる 事情で 此の 事が 在った のか 不審で ある 。而 して 寵幸の あまり 天皇の 御諱の 1 字 を 賜 は つて 名 を 尊 氏と 改めさせら 

れた 程で ある。 本書に その 尊 氏の 文字 を 使 はないで、 もとの 髙氏を 用 ゐてゐ るの は、 ただ 彼 を 僧んで して ゐ るので は 

ない。 高 氏が 謀反 をした 爲に、 建 武ニ年 十 1 月 二十 六日に その 官爵 を褫 奪せられ た。 この 時に 當然、 その 賜 はった 尊 

の 字も搋 奪せられ た箬 であるから、 條理を 正せば、 本書の やうに する のが 當然 である。 高 氏 は 自ら 終世 尊 氏と 書いて 

ゐ たやう であるが、 それ は 如何なる 精神で あつたか、 いづれ、 謀反 をす る やうな 人間で あるから、 常规を 以て 論ぜら 

れぬ。  . 

(抽贊 せられし かぱ〕 抽は 多くの 物から ある もの を抽き 出す こと、 高 氏が、 他と 同列で なく、 特別に 拔き 出されて 數の 

赏を うけた 事實 をい ふ "その 事 は 下に あぐる。  . 

(偏に 頃 朝 卿 天下 を 鎮めし ま $ の 心 ざしに のみな リに ける にや ソ 賴戟が 諸 源の 統領と して 平家 を滅 して 天下 を しづめ たの 

と、 天下 勤王の 士が 蜂起して 北條 氏が 旣に 危殆に 瀕した 時に 高 氏が 歸 順して 源 忠顯、 赤松 則 村 等と 力 を 合せて 京都 を 

掃蕩した のと は 比較に ならぬ 事で ある。 しかし 高 氏は賴 朝が 天下 を鎭 めて 幕府 をた てた その 通りの 志に のみな つた や 

うだと この 著者が いふ。 これ はこの 著者の 臆測で はない。 前に あげた 通り、 北條 氏の 餘黨が 北 條時行 を 奉じて 鎌 倉に 

迫った 爲に直 義が成 良 親王 を 奉じて 西に 走り、 缣 倉に は 北條時 行が 入って 據 つた。 この 時 高 氏 は 自ら 行きて 時 行 を 伐 

たうと 請 ひ 奉った こと はよ いとして、 それと 同時に、 征夷 大將軍 總追捕 使た らんこと を 請 ひ 奉った。 これ を 以て かれ 

が賴 朝の 後 櫞者を 以て 任じて ゐた事 は 明かに 證明 せらる る。 この 時 その 事 勅許な くして 征東將 軍に 任ぜられ たので あ 

るが、 かれの 謀反 はこの 幕府 を 開始す る ことの 望みが 達せられなかった 爲 である。 かれが 護 良 親王 を 讒言した の も そ 

の 征夷 大將 軍の 職に 護 良 親王が 居られた から、 その 地位 を 奪ふ爲 であった 事 は いふ を またぬ。 

(いつしか 越 階して 四 位に 叙し、 左 兵 衛督に 任ず) これから その 抽賞 せられた 事實^ あぐる。 越喈 すと いふの は 規定の 順 

位を經 ずして、 順位 を 超えて 上 階の 位に 叙 せらる る こと。 彼 はもと (元應 元年に) 從五 位下、 治 部大輔 であった が、 同 


二 年に 治部大 輔を辭 し. 正慶 元年 六月 八日 (卽ち 光 嚴院の 時) に從 五位 上に 叙せられ てゐ たが、 後酲醐 天皇 隱岐 から 還 

幸の 後、 元弘 三 年 六月 十二 日に 從四 位下に 叙し 左 兵 癔督に 任ぜられた。 これ は 正 五位 下、 正 五位 上の 二階 を 超え 三階 

1 時に 上った ので ある。 これ 卽ち越 階で ある。 左 兵 衞督は 左 兵 衞府の 長官で ある。 

C. 拜賀 のさき にやが て從 一一 一位して) 拜賀 とい ふの は、 叙位 任官の 際に、 その 御 體の爲 に參內 して 聖恩 を 謝する 儀 tl を いふ。 

その 拜贺を 行 はぬ うちに 間もなく 又從 三位に 叙せられ たとい ふので あるが、 それ は 同年 八月 五日であって、 との 日に 

尊 氏の 名 を 賜 はった ので ある。 

(程なく 參議從 二位 まてに のぼ リぬ) さて その 翌年 建武 元年 正月 五日に 正三位に 叙せられ、 九月 十四日に 參議に 任ぜられ、 

建 武ニ年 八月 一 ー一 十日に 從 二位に 叙 ぜられ た。 この 從 二位 は、 高 氏が 征夷 大將 軍に 任ぜられず、 憤って 鎌 倉に 向った 後 

に 彼れ を 宥めら るる 铉 に 特に 遙に 叙せられ たので あるから、 姑く 別と して 見る に、 元弘 三年 六月 以前に 從五 位下で あ 

つた ものが、 建武 元年 九月 十四日に は 正三位 參議 までにな つて ゐる。 (卽ち 一年 三 ヶ月の 間に)、 これ は 確に 異数の 抽 

賞と いはねば ならぬ。 而 して 勤王の 元勳 たる 楠 木 正 成は從 五位 下 左衛門 尉に 止まった ので ある。 

(一二 苗國の 吏務 夺睐 及 あまたの 都 庄を給 はる) ここに いふ 三 箇國は 太平 記に よると 武藏、 常 陸、 下璁の 三箇國 であるが、 太 

平 記に は 守護との みあって、 吏務 は 見えぬ。 しかし、 これ はこの 書の 方が 正確で ある。 そこで 吏務 を 賜 はると いふ こ 

と は 如何なる 事で あるか、 未だ 詳か ではない が、 多分、 國 司の 管理す る 事務 を も 委任せられ、 從 つて 公領から 奉る 祖 

稅をも 賜 はった もので あらう。 あまたの 都庄と ある 「都」 とい ふの は國 都の 郡ではなくて、 た 5- 庄圜を 賜 はった 事 を 

文飾して いった もので あらう。 この 時 高 氏が 何程の 庄園 を 賜 はった か 明かで ない が、 官位の 異数な 點 から 推せば、 や 

はり 他に 異なって 多かった であらう。 

(弟 直義左 馬頭に 任じ、 從四 位に 叙す) 直 義は嘉 暦 元年に 從五 位下 兵 部 大輔に 叙任 せられて ゐ たが、 元弘！ 一！ 年 六月 十二 日 

に 左 馬頭に 任ぜられ、 同年 十月 十日に 正 五位 下に 叙せられ、 建武 元年 七月 九日に 從四 位下に 叙せられ た。 

(說) 以上 は 高 氏 異数の 抽 賞と、 彼の 野心と を あげたが、 これから その 抽 賞と 彼の 野心と にっきて 論評せ むと する ので あ 

るが、 先づ その 抽 賞の 異常であった 事に ついての 評論 を 下す のが、 次 下の 文章で ある。 

(普 親 朝た めしな き 動 功有リ しか ど、 高官 高位に のぼる 事 は a 政な リ) この 論 は 著者の 持論と 見 ゆる。 それ は 勳功を 賞す 

るに 官位 を 以てする 事が 誤りで あると する 意見に 基づく ので ある。 この 事 は 下に 「上古に は勳功 あれば とて 官位 を 進 

卷 四 後醍 S 天 皇  六 二三 
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むる 事 はな かりき 云々」 とい ふ 所に 行って 明かになる。 さて、 ここの 文章 は 稍 略して ある C こ \ は賴朝 は 昔に 例の ない 

幼 功が あった 事 は 有った に 相違ない が、 そ の勳 功に よ つて 大納言 右近 衞大將 正 二位と いふ やうな 高き 官 高き 位に のぼ 

つたので あるが、 かやう に勸 功が 在った からと 云って 高官 高位に 昇る とい ふこと は それ は、 正し い 政治が 行 はれた の 

でな く、 政^の 亂れ であると いふ^で ある。 

(* たして また 子孫 もはやく たえぬ る は 高官の いたす ところ かと ぞ 申し 傳 へたる) 賴 朝の 子孫が、 ニ^で 滅亡して しまつ 

たとい ふ 事 は、 その 身分に すぎた 高 背に 昇った 爲に、 果報が 盡 きて しまったの ではない かと 世に 申し 傳 へて ゐる とい 

ふので ある。 

(高 氏 等 は 賴朝贲 朝が 時に 親族な どと て優恕 する 事 もな し、 ただ 家人の 列な りき) これ は 高 氏が 源氏の 正統で はない とい 

ふ 事 を 明かに する ので あらう。 前に 言った やうに 賴 朝の 後は實 朝で 終って その後が 絡え た。 高 氏 は 前に も ある やうに 

頓 朝り 族に して 同時に 姻族 上の 緣も あつたが、 さりと て、 これ を 親族で あると 云 ふ 事 を 以て.. 特別に 優待した 譯で 

もな く、 ただ 家人 (卽ち 家來) の 間に つらなって ゐ たので ある。 

(實朝 公 八幡宮に 拜賀 せし 日 も 地下 前觝 二十 人の 中に 相 加れ リ) この 拜賀の 日 は 上に 述べて ある。 この 地下 前^の 人名 は 

本書の 裏甞 にある。 次に それ を あぐる。 

今日 扈從 人々 

公卿 

横 大納首 忠信 卿 左 衞門贅 實氏卿 三位 光盛 卿 宰相 中 將國通 卿 刑 部 卿 宗長卿 

殿上人 

接^ 屮將信 純 朝臣 文章 博士 仲 章 朝臣 左 馬 權頭純 茂靭臣 闪幡少 將高貍 伊與 少將實 効 

伯耆 前^ 師孝 右兵衞 佐賴貍 

地下 前 駅 

右" 權大 夫義時 修 顼榷大 夫維義 甲斐 右馬助 宗泰 武藏 守泰時 駿河 右馬助 敎利 藏人大 夫 重 綱 

铳後前 司賴時 藤 藏人大 夫有佼 長 井遠 江 前 司親廣 相 模守時 房 足 利 武藏前 司篛氏 丹 波藏人 大夫忠 

國 前 右馬助 行 光 伯 耆前司 包 時 駿河前 司季時 信 濃^ 人大 夫行國 相模前 司綞定 突 作 蔵人 犬お 


公 近 藤 勾 當賴隆 平 勾 當時盛 

(たと ひ賴 朝が 後 なリ とも、 今更 登用すべし とも おぼえす 云々) たと ひ賴 朝が 後胤で ある： として も、 その 頼 朝の 後 風 

であると いふ 事で 以て、 今更 登用すべき ものと も 思 はれない。 ^んゃ 高 氏 は 百 数十 年 相 钕 いて 来た 源氏の 家来で あ 

る o 

(さした る 大功 もなくて かく ゃは抽 せらる べきと あやしみ 申す »* も 有 リけリ とぞ) 高 氏の 功 は 上述の 如くで、 一 功が 無い 

とい ふ 事で はない が、 他に 抽ん でた 功と いふ 事 は出來 ぬ。 然るに かやう に抽賞 せらる る こと は赏を 得ない 事で あると 

不審に 思 ふ 人々 も 有った とい ふので あるが、 早くから 高 氏の 野心 を 看破して ゐられ たの は 護 良 親王であって、 S これ 

を 除かう とせられ たが、 かへ つて 高 氏の 奸策 にか つて 害に 遭 はれた ので ある。 その他に は この 著者 親 房 など もこの 

奸謀を 苦々 しく 恩って ゐた 一 人で あらう。 

(說) 以上で 抽 賞の 不赏を 1 往 論じた によ リ、 韓 じて 高 氏の 非 謀に 論 を 進む るので ある。 


「なれ」 の 下 底 

本 「バ 一 あり. 
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關 東の 高 時、 天命す でに 極り て、 君の 御 運 を 開きし 事 は 更に 人力と 云 ひ 

プ シ ト. モガ ラ  ス ダイ チウ テキ ナリ .t カタ  ソノ ィへ ゥシナ 

がた し。 武士た る 輩、 いへば、 數 代の 朝敵 也。 御 方に まゐ りて 其 家 を 失 

はぬ こそ あまさへ ある 皇恩 なれ。 さらに 忠を 致し、 勞を 積みて ぞ、 理運 

o  o  .  ン 

の 望 を も 企て 侍るべき。 而を 天の 功を盜 みて おのれが 功と 思へ り。 介 子 

推が いましめ も 習 ひ 知る 者な きに こそ。 かくて 高 氏が 一， 族なら ぬ 輩 も あ 

また 昇進し、 昇殿 を ゆるさる 、も 有りき。 されば、 或 人の 申されし は 公 
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家の 御世に か へ りぬ るかと 思 ひしに、 中々 猶 武士の 世に 成りぬ ると ぞ有 

りし。 

(ra 東の 高 時 天命す でに 捶リて 君の 御 運 を 開きし 事 は 更に 人力と 云 ひがたし) これ は 上に 「高 時 等 運命 極り にければ 云々」 

とい ひ、 又 「時の 至り 運の 綞り ぬる はか、 る 事に こそと 不思議に も 侍りし もの かな」 とい ひ、 「すべて 百 七十 餘 年の 間 

お ほやけ の 世 を 1 つに しらせ 給 ふ事絕 えに しに、 この 天皇の 御代に 掌 を かへ すよりも やすく 1 統し給 ひぬ る 事 宗廟の 

御 計 ひも 時節 ありけ りと ぞ 天下 こぞり て 仰ぎ奉り ける」 と 云 つて ゐる こと を 意味す る の で、 それ は 神慮に 基づく もの 

で 人力と は いひ 難いと いふので ある。 但し、 仝く 人力が 無い と は いはれ ぬ。 護 莨 親王 Y 楠 木 正 成 や 櫻 山玆佼 等の 默身 

的 努力がなかったならば、 たと ひ 天運と はいふと も かやう に 早く は 恢復し なかった であらう e それ故に 全く 人の 力が 

關係 せぬ とい ふこと は 公平な 意見と は 受け取られない。 恐らく は、 この頃に、 到る 所に その 功に 誇る 徒輩が 多かった 

によりて 著者が 公憤の 結果、 反動的に 出で た 論で あらう。 しかし 又 全然 人力で あると いふ 事 はもと よりい ふ 事の 出來 

な いのは 勿論で ある。 

(武士た る 輩い へぱ數 代の 朝敵 也) ここに 武士た る 輩と いふの は 一般的に 槪 論した ので、 武士の 中には 承 久の亂 に 勤王し 

たもの も 多く、 又元亨 の^に 王事に 死んだ もの も少く はない。 今 は それら を さすので はなく、 主として 幕府に 風した 

もの ども を さすので あらう。 それらの 徒輩 は 論じつ めて 行けば、 いづれ も 数 代 相 つづいての 剠敵 であると いふので あ 

る。 これ は 足 利 も 新田 も か はり はない 事で ある。 

(御 方に ま ゐリて 其 家 を 失 はぬ こそ あまさへ ぁる皇 想 なれ) 「あまさへ ある」 と は r 剩 りさへ ある」 とい ふ 語で、 餘 分に 物 

が 加 はって ゐる こと をい ふので ある。 今の 語で は 過分と いふに 近い。 流布本に 「あまり ある」 としたの はさ かしらで、 

古本 は 皆 この 通りで あるの みならず、 それで は 意味が 通ぜ ぬ。 昨今 形勢 非な りと 見て取って 俄に 勤王し-て、 これによ 

つて その 家 を 失 はぬ とい ふ 事 だけで も、 餘 分に 賜 はった 皇 恩と いふべき ものであると いふので ある。 これ は 眞に然 り 

で、 どこまでも 北條 氏に 義理 を 立てた もの は 皆 滅亡した ので、 ゎづか 1 日の 差で も 勤王した 爲に 助かった もの は少く 


ない ので ある。 

(さらに 忠を 致し 勞を 積みて ぞ理 運の 望み を も < 止て 侍るべき) 「さらに」 は 「：史 めて」 といん 意で ある。 卽ち、 一 且歸 順し 

たらば 家門 を存績 せら るるとい ふ ことが 過分の 皇恩 であるから、 それだけ で滿 足す ベ きもので、 若し それ 以上 に^む 

所があるなら ば、 新に 忠勤 を 致し 功勞を 積みて、 さて はじめて その 望 を 達せう とすべき である。 理 運と いふの は 自然 

の 道理に 基づ いて 導かる る 運命と いふ こと。 卽ち 忠勤 を 致し、 功勞を 積めば、 自然に 朝廷から 相赏の 待遇 も 行 はるる 

譯 であるから、 さやう にすべき ものであると いふ 意。 

(而も 天の 功を盜 みて おのれが 功と 思 ヘリ、 介 子 推が いましめ も 習 ひ 知る 者な きに こそ) この 文 は 支那 春秋 時代の 晋の臣 

介 子 推が 事 を 知らねば 明か. に は 分らない。 介 子 推が 事 は 春秋 僖 公二 十四 年の 左 氏 傳に見 ゆる。 その 文に 曰 はく、 

晋侯賞 _|從，亡 者？ 介 子 推不， 首.，， 祿 、祿亦 弗ん。 推曰獻 公之 子 九 人 唯 君 在矣。 惠懐 無， 親、 外 內棄， 之、 天 未 fei 晋、 

ス ラム ト ル ノテハ スシテ ゾャ  ェ ケリ  セル ハガト ァラザ ラン フル-一 ム モノ テバ ヲ  ヲト  リテ 

必將レ 有， 主。 主- 晋祀 1 者 非 レ君而 誰 I 天 實置レ 之。 而 二三 子以爲 _| 已カ 1 不__ 亦誣ー 乎。 竊， 一 人 之 財 1 猶 謂-之^? 況食， 一 夭 

之 功 I 以^ 已カ 1 乎。 下義ー 一 其 罪 1上 賞-其 姦 t 上下 相 蒙 難- 與處？ 其 母 曰、 盍- 亦 求 以， 死 誰 慰" 曰尤 面效, 之.. 罪 X 甚焉。 

メパ  ハ  キナ ラバ 

且出， I 怨言 一 不レ 食， 一 其 食？ 其 母 曰 亦 使 い 知：. 之 若 何〕 對曰言 身 之 文 也。 身將， 隱焉、 用 , 文：. 之是求 ,顯 也。 其 母 曰 能 如い^ 乎 

ト ン ギ トモ-一  フ 

與レ 女 偕隱。 遂隱而 死。」 

と ある。 介 子 推 は 晋の文 公の 臣で、 文 公が 國 難に 居る こと 十九 年。 介 子 推 も 他の 臣 と共に 功が 有った が、 文 公が 國に 

入って 君と なる に 及び、 從臣を 賞した のに 介 子 推に 及ばなかった。 子 推 は 上の 文の 如くに 言って 終に 隱れて 死んだ の 

である。 卽ち文 公が 十九 年間 も浪々 の 身で 終に 國 にかへ つて 君主に 立った の は 仝く 人力で はなく 天運の 然 らしめ たる 

ふろ ま 

所で ある。 然るに 自分ら の 力で かやうな 事が 成就し かの やうに 翔 ふとい ふこと は、 これ は 天の 功 を盜ん で已が 功で あ 

ると して 誣 ふるもの であると いふので ある。 卽ち、 この 天皇の 1 統の 天下 もい は ゆる 天の 功で 人爲 では 無い。 それ を 

ば、 人々 がお のれら の 功で あると 主張して その 功 を 誇らう とする もの は 所謂 天の 功 を 盗む ものである。 昔の 介 子 推が 

戒めて お いた 事蹟 を も學び 知って ゐる 人間が 無い の であらう とい ふので ある。 

(かくて 高 氏が. 一族なら ぬ 輩 も あまた 昇進し、 昇殿 を ゆるさる る も有リ き) 高 氏が 1 族と いふの は直義 新田 義 き 等 をい ふ 

ので あるが. 高 氏の 一族なら ぬ 輩と いふの は 楠 木 正 成、 名 和 長年、 赤松 則 村. 結 域 親 光 等の 恩賞に ぁづ かった 事 をい 

ふので あらう。 梅 松 論に 「武家 楠.. 伯 者 守、 赤松 以下 山陽、 山陰 兩 道の 輩 朝恩に 誇る 事 傍若無人と もいつつ べし」 と 
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ある。 但し 武士と して^ 殿 を 許された もの は 高 氏 1 人であった らしい。 公卿 補任 を 見る に 高^の 昇殿 を 許された の は 

元 弘三ギ 六月 五： 3 の^で ある。 而 して、 他の 武士 は 足 利 一族に 比すれば 3 升 進の 度 も遙に 低い。 たと へば 楠 木 正 成は逑 

武 f 兀年ニ  に從五 位下に 叙せられ たの を 以て も その 1 斑 を 察する ことが 出來 る。 

(されば 或 人の 申されし は、 公家の 御世に か ヘリぬ るかと 思 ひしに、 中々. 猶 武士の 世に 成リ ぬると ぞ有リ し ：} この 或 人と 

ある は 何人で あるか、 今にして これ を 知る こと は 出來な いで あらう が、 身分の ある 方で あつ たこと は、 こ こに 「申され 

し」 とい ふ 敬^ を 用 ゐてゐ るので わかる が、 それ も 大納言であった 著者が かやう にい はるる 所 を 以て 推せば、 大臣 以 

上の 人で あるに 相違ない。 その 人の 仰せられ たのに は 後醍醐 天皇の 討幕の 御 企が 成就して、 天皇 親政の 古の 風に 復る 

ので あるで あらう かと 思って ゐ たのに、 却って (中々 は 「却って」) やはり 武士の 勢力 を 振 ふ 世に 成って しまったと 仰が 

有った とい ふので ある。 梅 松 論に 「保 元 平 治 治 承より 以来 武家の 沙汰と して 政務 を恣 にせし かど も、 元弘！ 二 年の 今 は 

天下 一統に 成し こそめ づら しけれ」 とい ひ、 又 「抑 累代 毂慮 を以、 關東を 亡され し 事 は 武家 を 立てら る まじき 御爲な 

り。 然るに 直義 朝臣 太守と して 鎌 倉に 御座 有ければ. 東 國の輩 是に歸 服して 京都へ は應ぜ ざり しかば、 一 統の御 本意 

今に をいて 更に 其 益な しと 思 召ければ、 武家よ リ又 公家に 恨 を ふくみ 奉る 輩 は賴朝 卿の ごとく、 天下 を專 にせむ 事 を 

いそがしく 思へ り。 故に 公家と 武家 水火の 爭 にて 元弘 三年 も暮に けり」 と ある。 これにて 當 時の 天下の 有樣を 想像す 

る ことが 出来る。 


「力」 底本 「事」 

の革體 とす。 
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凡 政道と 云 ふ 事 は 所々 に 注し 侍れ^、 正直 慈悲 を 本と して 決 斷のカ ある 

o 

チリ  アマ テラス ォホ ミカ ミ  アキラ  オン テ、》  ナリ  ケッ ダン  ィ 

べき 也。 これ 天照大神の 明かなる 御敎人 也。 決 斷と云 ふに とりて あた^ 

ミチ  t トツ  ゾノ ヒト  クワン  ニン  クワン  ヒト，  トキ  キミ  スヰ 

の 道 ぁリ。 一に は 其 人 を えらびて 官に 任ず。 官に その 人 ある 時 は 君は垂 

o  o  o 

キ ヨウ  ホン テゥ  ィテゥ  コレ  チセィ  モト  フ タツ  コク 

拱して まします。 されば、 本朝に も 異朝に も是を 治世の 本と す。 二に は國 


グン  ヮ タク- ン  ワカ  トコ ロカ ナラ ソ ノコ トヮリ  ミツ  コ ゥ  力 4- ラ シ t ゥ 

郡 を 私に せず， 分つ 所 必ず 其理 のま 、にす。 三に は 功 ある をば 必ず 賞し、 

クミ  カナ ラ  パッ  ゼン  ァク  ミチ チリ  コレ  ヒ トツ 

罪 ある をば 必ず 罰す。 これ 善 をす ゝめ、 恶を こらす 道 也。 是にー もた が 

ふを亂 政と はい ヘリ • 

(凡 政道と 云 ふ 事 は 所々 に 注し 侍れ ど) これから 政道の 論に 入る ので ある。 この 政道 論 はこ 又に いふ 如く、 これまで 所々 

に 論じて ある。 先づ、 天孫 降臨の 條 (八 一 頁) 應祌 天皇の 條の末 ( 一 六 五 頁) 嵯峨 天皇の 條の末 (二 九 六 頁) 酲醐天 

皇の倏 (三 五 七 頁) ニ倏 院の倏 (四 六 五 頁) 廢 帝の 條 (五 ニー  頁) 後嵯峨 院の條 (五 四 二 頁) 後 宇多院 (五六 八 頁〕 

等に 見えて ゐ る。 

(正直， 慈悲 を 本と して 決 斷のカ あるべき 也、 これ 天 照 太 神の 明かなる 御教へ 也) これ は 三種の神器 について 下した ま は 

つたと いふ 祌勅を さすので ある。 天孫 降臨の 倏に 委しく 見 ゆる。 

(決 斷と云 ふに とリて あまたの 道 あ =0 ここの 決斷 とい ふ は、 ただ ある 事 を 決定 するとい ふ 意味で はなく、.  ^慧の 作用と 

して 行 はるる 決斷 であって、 物の 理非 を 明らめて、 その 正理と 信ずる もの を斷 じて 行 ひ、 不正と^ むる もの を 決して 

. 行 はぬ こと をい ふので ある。 さう して その 政治 上の 決斷 とい ふに は 多くの 道が あると いふ。 著者 はこ こに 次の 通り 三 

を あげて 說 明して ゐ る。 

(一に は 其 人 を えらびて 官に 任ず) 決斷の 第一 は 適任の 人を擇 びて その 官に 任ずる ことで ある。 この 事 は 下にな ほ詳 にし 

ある。 列 子に 曰 はく 「治 fa 之 難 在レ 知， 贅、 而不レ 在 1ー自 賢 こと。 

チサ マ ル 

(官に その 人 ある 時 は 君は垂 拱して まします) r 垂拱」 と は 書 經の武 成篇に r 垂拱而 天下 亂」 と あるのに 基づく ので あるが、 

コマ ヌ 

垂は衣 を 垂る& こと 拱 は 手 を 拱く ことで、 何事 を もせず、 端坐して 居る こと をい ふ。 せに その 適任の 人 を 任命して そ 

の 職務 を 行 はし むれば、 天下の 事 は 天子の 手を勞 せず して 治まる とい ふこと を 云った ので ある。 

(され は、 本朝に も 異朝に も是を 治世の 本と す) 異朝と いふの はこ こ は 支那 を さす。 我國 でも 支那で も、 その 適任の 人 を 知 
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りて それ をせ に 任ずる と いふ こと を 以て 世 を 治む る 根本と すると いふ こと。 帝 範の求 賢 篇に曰 はく 「夫 國之匡 铺必待 _1 

チ  ル トキ-一 ハヲ ォ ラル  ナリキ チ プル テ  ズ ルコト チ シ. ス^ ガ 

忠 K 一任 使 捋 一一 其 人 一 天下 自治」 と。 又 審官篇 に 曰 はく 「夫 設レ官 分 レ 職 所 一一 以闡 レ化宣 - 風。 故 明 王 之 任, 人 如 _ 一巧 匠 之 制 P 

木。 © 者 以^, 轅、 曲者 以^, 輪、 長者 以爲 II 楝梁？ 短者以 爲_| 拱 梢 一 無 一一 曲直 長短 一 各 有, 所, 施。 明 王 之 任， 人 亦 猶如, 是也」 又 

曰 はく 「君 擇, 臣 而授レ 货、 臣量, 己 而受, 職 則委, 任責, 成、 不, 勞而 化。 此設, 官之 審也ピ 

(一一に は 國都を 私に せず、 分つ 所 必ず 其理 のま V にす) ここに 「私」 とい ふ は 不正 不公平な こと をい ふ。 國郡卽 ち 土地 を 

分ち 與 ふるに、 秕の愛 僧に よらず して、 道理 を 基と して 處置 をす る をい ふので あるが、 この 時代 前後に この 愛惯 によ 

つ て 行 はるる ことが 少く なか つ た 故に、 こ の 言が あるので あらう。 

(一一 一に は 功 ある をば 必ず 赏し罪 ある をぱ 必ず 8JS す) 史記 范睢の 上書に 曰 はく 「明主 立レ 政有レ 功者不 -1 得不 1. 賞、 有， 能 者 不-得 

不％、 勞大 者其祿 厚、 功多 者 其^ 尊。 能 治， 衆 者 其 官大。 故 無能者 不 _| 敢當 _ 礎 有 レ能者 亦？ 得- 蔽隱？ 云々、 語 曰庸主 賞レ所 

レ愛、 而罸レ 所, 惡。 明主 則不， 然。 賞必 加-於 有功？ 刑必斷 於， 一有^?」 孝 經孔氏 傳に曰 はく 「賞罸 明而不 ,可, 欺、 法 禁行而 

不 レ可レ 犯」 これ は 賞 罸の漦 明に 行 はるべき こと をい ふ。 

(これ 善 をす $ め惡を こらす 道 也) これ は 上の 通り 賞 罸を 明らかにする こと は 人々 をして 愈 善に 進まし め、 惡には 懲りて 

これ を： 冉 びせ ざら しむる 道で あると いふ こと。 白 虎 通 諫諍篇 に 曰 はく 「賞 _| 1 善 一而 衆 臣勸、 罰 一一 一 惡 一而 衆臣 懼。」 漢書 賈 

誼 傅に 曰 はく  r 慶賞 以勸レ 善、 刑罸 以懲, 惡」 又 同書 韓延壽 傅に 曰 はく 「以爲 賞 罸所ー 一 以勸レ 善禁" 惡政之 本 也」 と、 これ 

らの 意で ある。 

(是 に 一 もた がふ を亂 政と はい ヘリ) 上に いへ る 三 要項 は 政務の 灸 所であって、 これに 一で も 違 ふ もの は卽ち 亂れた 政で 

あると いふ。 卽ち これ を 正しく 行へば、 其の 政治 正しくて 天下 は 治まる ので ある。 

へ 挽) 以上 は 政道の 耍諦を あげたの であるが、 これから は、 それ を 事實の 上より 說き あかさう とする。 先づ 上古の 例から 

はじめて ゐる <* 


上古に は勳功 あれば とて 官位 をす、 む 事な かりき。 つねの 官位の 外に 


イク 卜ゥ 


ジフ 二 


ム ヰ 


『かたどり」 の 

下 底本 r キ」 あ 

り。 他 諸 あに 

よ り て 割る 0 


クン I- ゥ 

ど、 勳功 


位と 云 ふしな をお きて 一 等より 十一 一等まで あり。 無位の 人 なれ 

イツ トウ  ジャ ゥザム i  シモ  ジゥ サム i  カミ 

たかくて、 一等に あがれば 正三位の 下、 從 三位の 上に つらなる べしと ぞ 

みえた る。 又 本位 ある 人の これ を 兼ねた る も 有るべし。 官位と い へ る は、 

力 i サン コゥ  -,. -モ ショ シ  イチ プ  イタ  ナイク £<ン ィ  シ ョコク  力 i  i シヤ 

上 三 公より 下 諸 司の 一分に 至る、 これ を 內官と 云 ふ。 諸國の 守より 史生 

グン シ  イタ  タク ワン ィ  テン モン  チリ  オノ オノ 

郡 司に 至る、 これ を 外 官と云 ふ。 天文に かたどり、 地理に のとり て 各つ 

o  o  o  o 

カタ  ソノ サイ  t ーン ヨウ  ナリ  ナトウ ッハ モノ 

かさ どる 方 あ^ば、 S ハオなくて は 任用 せらる まじき こと 也。 名與 器と は 

X- ト  ィ  テン  ッカサ  t トソ レカハ  ィ  キミ 

人に かさず とも 云 ひ、 天の ェに人 其 代る とも. 云 ひて、 君の みだりに さづ 

ビゥ キヨ  シン  ゥ  -ン ロク  ビゥ キヨ  シ&ク  コクカ 

くる を謬擧 とし、 臣の みだりに 受 くる を尸祿 とす。 謬擧と 尸祿と は國家 

ャプ  ハシ  ワウ ゲフ  ヒサ  モト ヰナリ 

の 破る、 階、 王 業の 久しから ざる 基 也と ぞ。 


(上古に は勳功 あれ ぱ とて 官位 をす $ む 事な かりき) ここに 上古と いふ は、 大化 以後 大齊 令の 實 行せられ た 藤 原奈茛 二 朝 

及び、 平安朝の 初期 を さす もので あらう。 何と なれば、 その 以前に は 官位の 制度がなかった からで ある。. 勳 位と 官^ 

とが 上古に は 別途の 取扱であった 事 は 下に 詳 にして あるが、 官位 は 文 武官 共通の 地位で あるが、 勳位は 下にい ふやう 

に 主として、 軍功 ある ものに 賜 はった 名譽の 地位で ある。 從 つて、 軍功 あるに よって^ 時 高位 高官に 進む ものが 多 か 

つた 事が、 上古の 制に は 背いて ゐる とい ふこと をカ說 しょうと する のが 本旨で あるら しい。 
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(0 ねの 官位の 外に〕 常の^ 位と いふ は 正 1 位より 少初^ 下までの 並 1： 通の 位 をい ふ。 これ は 常設の 官職に 附隨 する 等：. . 

次であって、 本來は 今い ふ 官等に 似た 意味の ものである。 (現今 賜 はる 位階 は 名目 は 古代の ま、 であるが、 性質 は 違つ 

てゐる ：>  これ を 文 位と いって 下にい ふ勳 位と 區 別した。 

(勳 位と 云 ふしな をお きて 一等よ リ 十一 一等 まて ぁリ) 勳 位と はもと 武勳 のために 設けられた 位喈 である。 この 勳位 十二 等 

の 事が 史に 始めて 見 ゆる は、 大寶 元年に 新 令に よって 官位の 名號を 改め 制せられた 際に 見 ゆるが、 この 時の 新制で あ 

るか、 大 化の 時から 在った もの か は 明かで ない。 これが 軍陣の 勳功 によりて 賜 はる ものである 事 は、 軍 防 令に 勳 位に 

關 する 一切の 事務 を规定 して ある 事に よっても 知らる \。 

(無位の 人 なれ ど、 勳功 たかくて、 一等に あがれば 正三位の 下、 從 一一 一位の 上に つらなる べしと ぞ みえた. る) この 事 は 官位 

令に 明に 示して ある。 卽ち 「諸 王 諸臣、 正 一 位、 從 一 位 太 政 大臣、 正 二位 從 二位 左右 大臣、 正三位 大納言、 勳 一 等、 

從 三位、 太宰帥 + 勳ニ等 (以下 略： こと ある。 これ は勳 一等 は 正三位に 相當 し、 勳 二等 は從 三位に 相赏 するとい ふので、 

その 朝廷に ての 位次 は 本文に いふ 通りで あるが. その 喈 級が 正三位よ 刀 卑^と いふので』 ない。 さう して、 それと、 

文 位との 相當は 次の 通りで ある。 

正三位 I 勳 1 等 從 三位— 勳 二等 正 四 位下— 勳 三等 從四 位下 I 勳四等 正 五位 下 I 勳五等 從 五位 

下— 勳六等 正 六 位下 I 勳七等 從六 位下— 勳八等 正 七 位下 I 勳九 等. 從七 位下— 勳十等 正 八 位下 

I 勳十 1 等 從八 位下— 勳十 二等 

(又 本位 ある 人の これ を 兼ねた る も 有るべし) 本位と いふの は 上に いふつ ねの 官位 卽ち文 位 をい ふ。 卽ち 官職に よりての 

位階 を帶 して ゐる 人が、 軍功に よりて 勳位を 賜 はりて これ を帶 して ゐる もの も * もとより あるべき である。 その】 例 

は 古事記の 序に 正 五位 上 勳五等 太 朝臣 安 萬 侶と あり、 吉備眞 備が惠 美 押 滕の亂 を 平げ た 功に よって 勳 二等 を 賜 はった 

など、 古の 例は少 くな い。 

(說) 以上 は 勳位を 主として 說 いたので. 眾 事に よっての 勳功 はもと より 賞 せらるべき であるが、 それ は 官位と は 別の 事 

であつ て、 武勳 は武勳 として これ を 賞し、 ご- れと 通の 官位と を馄 同す る ごと はよ く 無い と い ふ 事 を 明かに しょうと 

する のが 本旨で あり、 これ を 露骨に いへば、 建武 中興の 武勳 によりて、 髙氏 はじめ 多くの 武士が 高位. S 位に 進められ 

たこと は 政の 亂れ であると いふ 趣旨と なること がらで ある。 但、 著者 はこれ を 明言せ ぬが、 上の r 亂 政と いふ」 とい 


ふ 事に 當る こと は 疑がない。 さて これから 常の 官位と いふ ものの 本質 を說く 段と なる。 

(官位と い へ る は) ここに 官位と いふ ことの 說明を 下さう とする ので あるが、 それに は^ 者 は 所お 內 {g 外 官のニ 大別 を 立 

てて 說 明して ゐ る。 

(上 一一 一公よ リ下諸 司の 一分に 至る、 これ を內官 と 云 ふ) 三 公 は 支那の 名目で あるが、 ここ は 本邦の 太 政 大臣、 左右 大臣 を 

いふ。 この 三 大臣が 太 政官の 長官で、 天皇 を 輔佐し 天下の 大政 を統理 する 最高の 官職で ある。 諸 司と いふの は官 廳 中 

の 最下 扱の 官 庭の 名目に 畫ェ 司、 諸 陵 司、 造兵 司、 ^親 司、 市 司 (以上のう ちに 後に 改廢 せられて 名目の 改められた 

ものが 多い。) など 司と いふ 文字 を 用ゐて ある 故に 最下 級の {R 鹺の義 に 用ゐて ある。 1 分と は史 生の 別名で ある。 これ 

スヰ n 

を 1 分と 名づ くる 譯は 公廨稻 (これ を 出 舉卽ち 貸しつ けて、 其の 利 を 以て {JH 舍の 用度 及び、 官 人の 俸に も充 つる) を 

差分す るに 長官 五分、 次官 四 分、 判官 一ー一 分、 主 典 二分、 史生 一分 (以上 は內官 での 規定、 諸國 太宰府 等に て 多少 率 は 

違 ふが、 史 生の 分 は 計算の 基礎と 見えて いつも 1 分で ある。 かやうな 點 から 史生を 1 分と-いふ やうに なった もので あ 

る。) 史 生と いふ は 判 補 の官 で、 今、 書記と か 書記 生と かいふに 似た 官職で ある。 內官は 京 拭に 在る 諸せ をい ふので、 

又京官 ともい ふ。 今い ふ 中央 官廳 とい ふに 似て ゐる。 

(諸 國の夺 よ リ史生 郡 司に 至る これ を 外 官と云 ふ) 外官と は內官 以外の 諸官 のこと で、 今い ふ 地方 官 とい ふや 5 な 意味の 

ものであるが、 それに は 國司都 司 又 太宰府 鎮守府 等 を もい ふ。 國 司と は 諸國の 長官 を 守、 次官 を 介、 判官 を掾、 主 典 

を 目と いひ、 その 下の 史 生に 至る まで をい ひ、 都 司 は大領 (長官 ) 少領 (次官) 主 政 C 判官) 主 帳 (主 典) をい ふ。 

(天文に かたど リ、 地理に のと リて、 各 つかさどる 方 あれ ぱ) これ は 官制の 根 本義 をい ふ。 大化 以後の 官制 は大體 支那の 

制麽に 據られ たもので あるが、 支那での 官制に も 沿革が あるが、 その 基づく 所 は 主として 周官の 制度で ある e 周 は 

天官 冡宰、 地官司 徒、 春官宗 伯、 夏官司 馬、 秋官 司寇、 冬官司 空の 六官を 立て、 六 官の屢 又 各 六十 官 ありて、 すべて 

三百 六十 官 として ゐる。 その上に 太 師太傅 太 保の 三 公 あり、 三 公 は 天の 三ムロ 星に かたどる とい ふ。 その 下に 九牧 あり、 

九の 州の 牧民の 官 である。 これらに 基づ いて 立てられた 官制で あるに よりて この やうな 說が 生ずる。 

(其. IV なくて は 任用 せらる まじき こと 也) 支那で も 三 公の 如き は有德 の^人 を 登用せられ たが、 その 以下 は德行 だけで は 

なく、 才能 をも顆 みて 適材 を 適所に 任用した ので ある。 

(名と 器と は 人に かさず とも 云 ひ) これ は 春秋 左 氏傳成 公二 年に 見 ゆる 語で ある。 曰 はく 「新築 入 仲 叔于奚 救 一一 孫桓子 T 桓 
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子是以 兌。 旣衛人 賞 レ之以 レ邑。 辭 請. i 曲 軒 01S 侯の 樂 器)、 繁纓 (諸侯の 服飾) 以朝？ 許レ 之。 仲， 尼 聞 之 曰、 惜也、 不, 如，. 一 多 

與. -之 邑-。 唯器與 名不レ 可レ假 i 人、 君 之 所レ司 也。 名 以出レ 信、 信以守 i 器、 器 以藏， 鱧、 鱧 以行， 義、 義以 生， 利、 利以 平, 民、 

政 之大節 也。 若 以假レ 人 與_1 人 政 1 也。 政 亡 則國家 從レ之 弗 レ可レ 止 也已」 と ある。 名 は名爵 で、 器 は名爵 に相當 する 車 (ノリ モ 

ノソ服 (キ モノ) である。 こ の 二 は 天子の これ を 持ちて 臣下 を 御す る 所であって、 決して これ を 入に 假り にも 與 ふべ 

からざる ものである。 資治 通鏠の 首卷の 論に 曰 はく 「司 馬 光 曰、 夫禮辨 一一 貴賤 一 序 一一 親疎 1 裁 一 I 群 物 1 制 一一 庶事？ 非レ 名不レ 著非レ 

器不レ 形、 名以 命， 之器以 別, 之。 然後 上下 燦然 有 ,偷、 此禮 之大經 也。 名器 旣亡、 則 鱧 安 得 一一 獨在 1 哉。 云々」 と。 この 意 

である。 

(天の H に 人 其 代る とも 云 ひて) これ は 尙書阜 陶謨に 「無， 曠 _| 庶官 T 天工 人 其代レ 之」 と あるに よった 語で ある。 この 文の 

意 は 庶 の官は 人が 天に 代りて その 職務 を 行 ふ ものである からして、 その 人に 非ざる ものが 任ぜられたならば、 それ 

を官 を曠 くす ると い ひ、 任に あらず して その 官に 位する もの を 夭の ェを 私する と いふので ある。 

(君の みだ リ にさ づ くる を 謬 凝と し、 臣の みだ リに受 くる を户騄 とす) これ は 文選 李 注卷 一一 一千 七 曹子建 求自. 試 表に- 「夫 論レ德 

而授 者 成功 之 君 也。 量 i 能 而受, 爵者畢 命之臣 也。 故 君 無， ー虛授 一臣 無， 一 虛受？ 虛授 謂， 一 之 謬舉？ 虛受 謂， 一 之尸祿 t 詩 之 素 愛 

所 一一 由 作 一 也」 とい ふ 文に 基づ いた ものである。 謬 擧とは 文字の 通り その 任に 適せぬ もの を 謬り て 登用す る こと、 尸祿 

と は 其 職を勉 めず して、 唯 其祿を 食む をい ふ。 

(謬舉 と尸綠 とは國 家の 破る る 階、 王 業の 久しから ざる 基 也と ぞ〕 これ は 帝範に 「君 擇レ 臣而授 レ官、 臣 已 而受， 職. 則委レ 

任 貴 レ成而 化。 此設官 之 霧 也、 斯 二者 治 亂之源 也」 と あるに 同じ 心で ある。 

以上 は 上古の 制、 文位勳 位の 別 を 立て 官に 任ずる に濫 なら ざり しを說 いて 治 道の 根源 を說 いた。 これから 中古の 實 


チウ コ *  ナ， --  タ ヒラノ マサカ ド  ヅ ヰ トウ  シャゥ  フヂ ハラ ノ  t. デ サトジ ャゥシ ヰ ゲ  ジョ  ム サ.， - シモ ッケ 

中古と 成りて 平 將門を 追討の 賞に て 籐原秀 鄕正四 位下に 叙し、 武蔵 下野 

y ゥコク  カミ  ケン  タヒラ ノサダ モリ ジ ャゥゴ ヰ ゲ  ジョ  チンジュ フノ シャゥ ゲン  ユン  ァ べノ サダ タフ 

兩國の 守 を 兼す。 平 貞盛正 五位 下に 叙し、 鎭 守府將 軍に 任ず。 安陪 歲庄 


1 


「與」 底本 「勢」 

に 作る。 他 諸 

本に よりて 改 

む o 

「職」 底本 「識」 

に 作る。 他 諸 

本に よ リて改 

「法に」 の 「に」 

底本 脫す。 他 

諸 本に よりて 


ァゥ シゥ 


-ナ モト ノ ヨリ ヨシ ァ ソン ジフ 一一 ネン 


ガイ セン 


t ジャゥ シ ヰ タ 


奧州 をみ だり し を 源賴義 朝臣 十一 一年まで にた ス かひて 凱旋の 日 正 四 位下 

ジョ  ィョノ カミ  ユン  カレラ ヅ ノコ ゥ タカ  イチ ニン シ ゴ 力 ネン  ^ ョ クナリ 

に 叙し、 伊與 守に 任ず。 彼等 其 功 高し といへ ども、 一任 四 五箇 年の 職 也。 

o  o 

ナホ シャゥ コ  ハフ 

これ 猶 上古の 法に はか はれ リ。 


(中古と 成リ て) ここに 中古と いふ は延 畧天曆 から 院政 以前 顷 まで を さした ものと 思 はるる。 

(平 將門 を 追討の 赏に藤 原 秀鄉正 四 位下に 叙し、 武藏 下野 兩 國の夺 を 兼す、 平 廣盛正 五位 下に 叙し 錢 夺府將 軍に 任ず) 將 

門の 事 は 朱 雀 天皇の 御代の 事で その 條に あるが、 秀鄕は 日本 紀峪、 扶桑 略記、 百鍊鈔 によれば 從四 位下に 叙せられ た 

ので ある。 本書の 正 四 位下に 叙せられ たとい ふの は 著者の 思 違 ひで あらう。 下野 武藏 雨國の 守に 任ぜられた 事 は 扶桑 

略記 古事 談 にも 見 ゆる。 炎 盛 は 扶桑 略記 今苷 物語に は從 五位 上に 叙せられ たと あり、 日本 紀 略に は從五 位下に 叙す と 

あり、 將門 記に は 正 五位 上と あり、 いづれ も 本書に 1 致せぬ。 いづれ が 正しい か は 未だ わからぬ。 貞 盛の 鎭守府 將 34 

に 任ぜられて ゐた事 は 日本 紀 略に 見 ゆる けれど、 將門 追討の 赏 であるか、 ぶう か は史に 明記して ない。 而 して 以上 二 

人 もと 六 位 以下であった から、 名 だけ 云って ある。 

(安陪 賁任 奥州 をみ だリし を 源賴義 朝臣 十一 一年 まてに た $ かひて 埶旋の 日 正 四 位下に 叙し 伊 與夺に 任ず) こ の 賴義十 一 ！ 年 

の 役の 事 は 後^泉 院の 御代の 條 下に 說 いて ある。 賴 義は赏 時、 陸 奧守錤 守府將 軍であった から 賴義 朝臣と 記して ある。 

(朝臣 は 四 位 五位の 敬稱) 賴義が 其の 功を赏 せられた の は、 所謂 前 九 年の 役の 終に 於いての 事で、 康平六 年 二 丹 二十 七 

日に 正 四 位下に 叙し、 伊豫 守に 任ぜられ たので ある。 

(彼等 其 功 高し といへ ども。 I 任 四 五 窗 年の 镞也) 秀鄕貞 盛 賴義等 は その 功 は 高く 大 であると いふと も、 四 五 年 を 一 囘の 

任期と する 國 守に 任ぜられ たにす ぎぬ とい ふ。 國司は 滿四年 を 以て 一 任と する ので、 足 かけ 五 年に わたるから 「四 五 

箇 年の 職 也」 と 云った ので ある。 

(これ 鐽 上古の 法に か はれ リ) 彼等の 功の 高い の に國 守と いふ^し く 高貴と も いはれ ぬ 官職に 任ぜられ たとい ふこと は 功 
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に 比して 職が 卑 いやう にも 見 ゆるが、 それすら 上古の 勳功 ある ものに は 相 赏の勳 位 を 賜はリ て、 官職 をば.. かやうな 

赏與に はせ ぬと いふ 上古の 法の 精神に はかな はぬ ことで あると いふので ある。 

§ これ は 勿論 著者の 論ずる 所が 正しい ので ある。 しかも、 この 後に は 1 層甚 しくみ だれて 來た。 その 亂れの 著しい の 

は 保 元 平 治の 頃からで ある。 それで 著者 は 1 步を 進めて これ を 論ずる。 

If  ：  K ゥゲン  シャゥ  ヨシ トモ サ マノ カミ  テン  キヨ モリ ダ ザ イノ；^ ィ -ー  ュ • ノ  コノ ホゅ. ジ /- リ ャゥ， ケンビ .. ヰ... 

「に  1 ^，他 拾 諸」 保 f の 賞に は 義朝左 馬頭に 轉じ、 淸盛太 宰大贰 に 任ず 此外 受領 檢 非違 

本に よりて 改 ン  トキ  ハジメ ナ  ヘイ g 

「むみ だり」 底本 使に なれる も あり。 この 時 やみ だり が はしき 始と 成りに けん。 平 治より 

「ミ^レ 一 こ ャ  o  o  o 

O^L34 ^ひ? 7  n  ノ  .5 タ  ク ワウ ヰ コト  ホカ  オト 口  キヨ モリ テン 力  ゲン  ヌス  タイ ジャゥ 夕 ィ ジン 

n  ^ 皇威 事の 外に 衰 へぬ。 淸盛 天下の 權を盜 み、 太 政 大臣に あが リ、 

コ ドモ ダイ ジン タイ シャゥ ナ  ゥ ヘイ  コト  テゥ テキ 

子 共 大臣 大將に 成りし 上 は 云 ふに たらぬ 事に や され ど 朝敵に なりて や 

メソ パゥ ノチ レイ ヒ  ヨリ トモ イツ -ンン チカラ ヘイ 

がて 減 亡せ しかば 後の 例に は 引きが たし。 賴朝 はさら， に 一 身の 力に て 平 

ジ ラン タヒラ -ー ジフ ヨネ ン オン  タテ マツ ユカ シ *  ^ «  ^ 

氏の 亂を 平げ、 二十 餘 年の 御い きど ほり を やすめ 奉りし 昔 神武の 御 

トキ ゥマシ マミ ミコト チカ ック 一一 ク ワウ キヨ ク ギヨ ゥ タイ ショク ク^ン ソこ ^ イチ モン 

時、 宇 麻 志 麻 見の 命の 中州 を しづめ、 皇 極の 御宇に 大織 冠の 蘇 我の 一門 

ク ワウ 力  ノチ  タゲ匕  ホド  クン コゥ  o  メ- 

を ほろぼして 皇家を またく せし より 後に は 類な き 程の 勳功 にや それす 

キヤ ウノ ボリ  ダイナ フゴン タイ シャゥ ニン  マテ. ン  .t. シ, -ド J  . 

「かたく」 底本 ら京 上の 時、 大納言 大將に 任ぜられし を はかた くいなみ 申け る を 押而な 


後 
醍 
醐 
天 
皇 


七 


て 他； み ( 

M 諸 底ぬ 上 
ふ 本本」 同 

Q に脫の _( 二 


されに けり。 公私の わざ は ひに や 侍りけ む。 其 子 はかれが 跡 なれば 大臣 

ダイ ニヤ ゥナ  サラァ トイ  テ ン ィ 

大將に 成りて やがて ほろびぬ。 更に 跡と 云 ふ ものな し。 天意に はたが ひ 

キミ  ハ ジ  タマ  タイ n ゥ 

けりと みえた リ。 君 も か  >  るた めし を 始めさせ 給 ひしに よりて 大功な き 

モノ  ミナ  コト. ォモ  ヨリ トモ ヮガ i  ず キヤウ ダイ 

者まで も 皆 か  >  るべき 事と 思 ひ あへ り。 賴朝は 我 身 か 、れ ばと て 兄弟 

イチ ゾク  ォサ  ヨシ ツネ ゴヰ  ゲン ビ ヰ- レ  ノリ tn リ 

一族 をば かたく 押へ ける にや。 義經 五位の 檢 非違 使に て やみぬ。 範賴が 

o  o  o  o  o  o 

參川 守な りし は賴朝 拜賀の 日、 地下の 前蚯に 召し 加へ たり。 おごる 心み 

リャゥ ティ  ッヒ  ゥ i ナ  シン ゾク  ォホ 

えければ にや、 この 兩弟を も 終に 失 ひに き。 さならぬ 親族 も 多く ほろ ほ 

ョ  ヒサ  ィ へ 

されし はお ごリの はし を ふせぎて、 世 を も 久しく 家 を も しづ めんと に 

ァ  セン ゾ ツネ モト  チカ  ク ワウ ソン  ジ ヨウ ヘイ  ミ ダレ セィ トウ シャゥ ゲン タダ フン 

や 有り けん。 先祖 經基は 近き 皇孫な りし かど、 承 平の 亂に征 東 將軍忠 文 

ァ ソン  フク シャゥ ゲン  セット  プヨ ウイへ  ソっ 

の 朝臣が 副將 軍と して かれが 節度 をう く。 それより 武勇の 家と なる 其 

コ マン デゥ  ヨリ ノブ  ヨリ ヨシ  ヨシイへ  ァヒッ  テゥカ  ヒ メ 

子滿 仲より 賴信、 賴義、 義家、 相續 いで 朝家の かためと して 久しく 召し 

c  o  o  o  o 

仕 はる。 上に も 朝 威 まし- \、 下に も 其 分に 過ぎず して、 家 を 全くし は 


「堅 ク」 に 作 

る。 梅. 不 によ 

る o 


「仲」 底本 「中」 

とす。 他 諸 本 

によりて 改 

む o 

「相 緩いで」 慶 

安本に よる。 

古寫 本^ 「相 

菝て」 と あり。 
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「かねて」 底本 

「兼」 に 作る。 

他 諸 本に よ 


る- 


「有るべく や」 

他^ 本 「ァカ 

ル へ クャ」 と 

す o 


- ダレ 


チウ 


ョ シ トモ マ 


ベり ける にこ そ。 爲義に 至りて 亂 にくみして 誅に ふし、 義朝又 功 をた て 

.  セン ゾ  ホン ィ  ウタ ガヒ 

ん とて ほろびに き。 先祖の 本意に そむきけ る こと は 疑な し。 されば よ 

セン ショウ ヮキマ  トク シッ  カン ガ  ミ  タ  ィへ  マタ  ミチ 

く 先 蹤を辨 へ、 得失 を 勘へ て、 身 を 立て、 家 を 全くす る こそ かしこき 道 

ォ ロカ  タゲヒ  キヨ モリ ヨリ トモ  ショウ シン  ミナ  コト  ォモ  タメ 

なれ。 愚なる 類 は、 淸盛賴 朝が 昇進 をみ て、 皆 あるべき 事と 思 ひ、 爲 

ヨシ ヨシ トモ  ギヤ ク シン  ホロ  き  チカ ゴロ  フシ ミ  オン トキ 

義義 朝が 逆心 をよ みして 亡びた る ゆ ゑ を しらず。 近 比、 伏 見の 御 時、 

ミナ モト ノ タメ ヨリ ィ  ダイ リ  ジ ガイ  シ ヨシヤ 

源 爲賴と 云 ふ をの こ內 裏に まゐ りて 自害した リ しが、 かねて 諸 社に たて 

o  o  o 

Y  ソノヒ  Y  ダイ ジ Y ゥ ダイ， ジ ン ミナ モ トノ タメ ヨリ  力 

まつれる 箭 にも、 其 日い ける 箭 にも 太 政 大臣 源 爲賴と 書きたり し、 いと 

コト マチ  ヒ トコ コ n  スガタ  ォ 

を かしき 事に 申す めれ ど、 人の 心の みだりに なり ゆく 姿 はこれ にて 推し 

ハカ  ヨシ トキ  ァ  ジ ャゥシ ヰ * ケ 

量る べし。 義 時な どはい かほ ども 有る ベく や ありけ む。 され ど、 正 四 位下、 

o  o  o  o  o  / 

サ キヤ ウノ ゴンノ ダイ プ  ヤス トキ  ョ  ナ  シ 7- ン  スヱ 

左 京權大 夫に て やみぬ。 まして 泰 時が 世と 成りて は 子孫の 末 を かけて よ 

ォ  ホ a  ッ匕  カウ クワン  ノボ  シャゥ 力  ソ イセ ッ 

くお きて 置きければ にや、 滅びし まで も 終に 高官に 昇らず、 上下の 禮節 

ミダ  チカ  コレ サダ  ィ  モノ  スィ キヨ  ョ  ，ンュ リノ ダイ プ 

を亂ら ず。 近く 維 貞と云 ひし 者、 吹擧に 依りて 修理 大 夫に なりし を だに 


マ ？ 


ハ. へ 


「を」 底本 「ゾ」 

に 作る C 他 諸 

本に よる。 


いかがと 申しけ るが、 實に其 身 もやが て 失せ 侍りに き。 父祖の おきてに 

たが ふ は 家門 を 失 ふしる し 也。 


(保 元の 贊には 義朝左 馬頭に 轉じ、 溥盛 太宰大 K に 任ず、 此外受 箱 接 非 建 使に なれる も ぁリ) 保 元の 亂の事 は 後白河 院の 

御代の 條 にあり、 そ 0 際の 義朝涛 盛の 軍功の 事 も 同じ 條に見 ゆるが、 この 二人の 任官の 事 は、 次の 天皇 二 倏院の 御世 

平 治の » の 原因 を說く 文の 注の 中 (四 六 二 頁) に 述べて お いた。 「此外 受領 検非違使に なれる も あり」 と ある は檢 非違 

使 源 義康を 蔵人に 補せられ、 源 重 定が爲 朝 を 捕へ た 功に よって 筑後 守に 任ぜられた 事な どが、 その 著し いもので ある。 

(この 時 やみ だリが はしき 始と 成リに けん) 武士 をば、 軍功 ありと いふ 事 を 以て 高官に 任ぜられ たの は 保 元の 亂 からで あ 

るから 著者の この 言が ある やうに 見 ゆるが、 單に それだけで、 かやうな 事を霄 つたので はない。 下に いふ 如く、 甴河 

院の 時まで はや は" 任官に つ いて は 厳重に せられた ので、 白河院 の院玫 以後 卽ち 崇德 天皇 以後に はこの 制が ゆるみ、 

終に かやうな 風に なった ものと 思 はるる。 卽ち 著者の 一一 一 1〔 は 1 往赏を 得て ゐ ると いはねば ならぬ。 しかし、 それ もや は 

り、 前代からの 積弊の 導く ところで 1 朝 1 夕の 故で あるまい。 要は その 精 弊 は 勢の 赴く 所に まかせて これ を 矯正す る 

こと をせられ なかった 爲に 一層 甚 しくな つたので あらう。  . 

(平 治よ リ以 來皇威 事の 外に 袞 へぬ) この 事 は、 上に よりく 著者が 慷慨して 論じて ゐる。 

(珠接 天下の 權を 盗み 云々、 一 K ふに たらぬ 事に や) 涛 盛の^ 業 は 言 ふまで もない とい ふこと。 これ も 本書に 旣に 論じて 

ある。 

(され ど 朝敵と なリて やがて 速 亡せ しか ぱ 後の 例に は 引きが たし) これ は 極端に 惡事を 行 ひ、 それに 對 して 現 然 たる 應報 

のあった 事で あるから、 後の 例に 引いて 彼是と 論ずる まで も 無い とい ふこと。 

(賴朝 はさら に I 身の 力に て 平氏の 亂を 平げ 二十 餘 年の 御い きど ほリを やすめ 泰リし 云々、 類な き 程の 勳功 にや) この 頼 

朝の 功績の 論 は 上、 後鳥羽院の 條中 (五 〇 七 頁) 廢 帝の 條中 (五 二 1 頁) 後嵯峨 院ハ條 中 (五 W 六 K) に 述べて ある。 

「II 十餘 年の 御い きど ほリ」 と は 平氏の 專攉 した 時期の こと。 而 して 著者 は、 賴 朝の 平氏 を 亡した 功績 をば、 神武 天蛊 
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の 時 宇 麻 志 麻 見の 命の 大和 國を しづめ た 功績 ( 1 〇 六 頁) 皇極 天皇の 時に 鎌足が、 蘇 我 氏の 一 門 を 亡して 皇室 を 安泰 

に K いた 事から 後に は 比類すべき ものの 無い 程の 勳功 であらう と 云って ゐる。 

(論) これ は 若し 頼 朝の 功が 祌武 天皇の 中州 戡定、 皇極 天皇の 時の 鎌足と 同一 であると いふ 精神であるなら ば、 それ は^ 

めすぎ てゐ ると いはねば ならぬ が、 その 以後に は 比類が 無いだ けと 見 ゆるから、 まづ さう としてお いても よいと 思 ふ 

が、 しかも 平家 は ^横と はいへ、 天位 をう かが ふとい ふ 事 はかって なかった ので あるから、 專横 二十 年に わたると い 

ふでう、 將 I： の亂を 平げ たの や、 蒙古 襲來 を反擊 したに 比して はま さって ゐる かどう か、 公平に 論ずれば 疑 はしくな 

るので ある。 しかし 今 はこれ を 論ぜぬ。 

(それすら 京 上の 時大 Si 曾 大將に 任ぜられし &ぱ、 かたくい なみ 申け る を押而 なされに けリ) この 事 は 後鳥羽院の 條中 

(五 〇 九 頁 >- に 見 ゆる。 

(公私の^ ざ は ひに ゃ侍リ けむ、 其 子 はかれが 跡な れぱ 大臣 大将に 成リて やがて ほろびぬ 云々) ここに 「其 子 云々」 と ある 

は 赏朝を さした ので あるが、 實 朝の 事 は順德 院の倏 (五 一 六 頁) に說 いて ある。 さて 賴 朝が 軍功に よって 高官 高位に 

上った と 云 ふこと は 朝廷に 於いても 古の 锭に違 ふとい ふ 缺點が あり、 源氏の 私に とりても 過分の 昇進と いふ 缺點が あ 

り、 いづれ の 方面から 見ても 禍 であった ので あらう、 その子に 至りて 大臣 大將 とい ふ榮 春の 地位に 上りて まもなく 亡 

び、 その子 孫と 名づ くべき もの も 更に なくなった。 

(天意に はたが ひけ リ とみえた リ) 以上の 事實 によりて 推す に、 賴 朝の 行動 はや はり 天意に 建って ゐ たので あらう と 思 は 

るる e 

(君 も か ， るた めし を 始めさせ 給 ひしに ょリて 大功な き 者 まても 皆 か 、るべ き 事と 思 ひ あ ヘリ) この 事の 災は 源氏に 限ら 

ず、 朝廷に おかせられても かやうな 事 を 始められた によりて、 それ を 先例に とりて、 さほどの 大功な き 者まで も^ 頼 

朝の やうに 軍功に よりて 高官 高位 を 賜 はるべ きものと 思 ひ あ ふやう になった と いふ。 

(頼 朝 は 我 身 かかれば とて 兄弟 一族 をぱ かたく 押へ ける にや 云々) 賴朝は 自身 高官 高位に 上った からと て、 兄弟 1 族に は 

高官 高位に 上る こと を 厳重に 禁じた ものと 見 ゆる。 賴 朝が 義仲を 亡し 平家 を 平げ たの は、 主として 弟義 鍵範賴 二人の 

力で あるが、 その 義. i は 一谷 戰の後 左衛門 少尉に 任じ 檢 非違 使に 補せられ、 從五 位下に 叙せられ た。 後平 家 全滅の 後 

伊豫 守に 任ぜられた けれども、 賴朝 はこれ を 認めなかった。 範賴は 1 谷戰の 後に 參河 守に 任じ、 從五 位下に 叙せられ 


た。 その 範賴 を賴朝 拜贺の 日に 地下の 前 駅に 召し 加へ たとい ふので あるが、 これ は建久 元年 十 1 月に 賴 朝が 上洛して 

榷 大納言 兼 右 近衛 大將に 任ぜられた 時の 事 を さした ので あらう。 この 時 は 拜賀の 際 のみでな く、 その 入洛の 行列の 際 

にも 先陣の 三十 一番に 參河守 (範賴 ) 相模守 (大內 惟義) 里 見太郎 (義 基) と三騎 並んで ゐる。 さて 九日に 權 大納言 

に 任ぜられ、 十 一 日に 石 ^SK 八幡 岔 等に 賴 朝が 參詣 する 行列の 後 騎に參 河 守 範賴の 名 を I、 サ 二日に 右近 衞大將 に 任 

ぜ られ、 十二月に 拜贺の 爲に仙 洞 及び 內 裏に 參じた 時には 前 K 十 人のう ちに 前 參河守 範賴の 名が 見 ゆる。 以上 は東鏜 

によった ので あるが、 本書の 言 は 誤らぬ ので ある。 

(おごる 心み えければ にや、 この 雨 弟 を も 終に 失 ひに き) 義綞範 頼 は 平家 滅亡まで は 頼 朝の 胶肱 であった。 然るに、 これ 

らも 奢る 心が 有った かして 賴 朝が これ を 亡して しまった。 この 事 は 史上に 著し い 事で あるから、 委しく いふに 及ばぬ。 

(さならぬ 親族 も 多く ほろぼされし は) 範賴義 1. 以外の 親族 も 多く ほろぼされ たとい ふので あみが、 それ は義 仲、 行 家 を 

はじめ、 志 太三郎 先生 義廣 など を も 云った もので あらう。 

(おご リの はし を ふせぎて、 世 を も 久しく 家 を もし， つめん とに ゃ有リ けん) 賴 朝が 臣下の 驕奢 を 禁じた 事 は 有名な 事で あ 

るが、 彼 は 上述の やうに して、 親族 及び 臣下の おごりの 端緒 を 防ぎ、 天下 を も 久しく 鎮め、 源氏の 家 を も 久しく 保た 

うとい ふこと を考 へて、 かやう にした 事で あらう。 

(先祖 經 基 は 近き 皇孫お リし かど、 承 平の 亂に征 東 將軍忠 文の 朝臣が 剷將 軍と して かれが 節度もう く) 源經基 は旣に 述べ 

て ある 通リ、 淸和 天皇の 御 孫で、 六 孫 王と いはれ た 人で、 源の 氏 を 賜 はった 人で ある。 承 平の 亂は將 門の 亂 のこと で 

あるが、 この 際の 事 は 朱 雀 天皇の 條中 (三 六 六 頁) に 述べて ある。 「節度」 の 節と はもと 支那の 古代に 使臣に 授けて 其 

の 身分 を保證 する しるしと した もの の 名で あるが、 兵を領 する もの の 指令 を 節度と いふ ことと なった。 後 漢害劉 ま- 傳 

に 「初 詔令 w 公孫 瓚討 一一 烏桓 一 受中虞 節度 上」 と ある。 その 意味から して、 軍事上の 指令 をい ふ。 

(それよ リ 武勇の 家と なる) 淸和 源氏と 云って 武人の 頭目と なった の はこれ から 始まる ので ある。 

(其 子滿 仲よ リ賴 信.、 賴義々 家相 綞 いて 朝家の かためと して 久しく 召し 仕 はる) 淸和 源氏の 系統 は 次の 通りで ある。 

鸫基！ 滿仲 II 賴信 I 賴義 II 義家 .1— 莠 親 ！， 爲義 —— 義朝 II 賴朝 

「朝家の かため」 と は、 武人と して 朝廷の 赘護、 叛賊の 鎭撫 として 奉仕した こと をい ふ。 卽ち、 滿 仲から 義 家まで、 い 

づれ も武將 として 代々 よく その 任 を つくした 事 を いふ。 
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(上に も 朝 威 まし， -\ 、 下に も 其 分に 過ぎず して 家 を 全くし は ベリけ るに こそ) 卽ち義 家 ま での 間 は 朝廷に も 威光 まし 

まして 濫赏 などの ことなく、 下 源氏の 人々 も その 分 を 守り、 過分の 振舞 をせ ずして、 その 家を完 くして 無事にす ごし 

てきた こと をい ふ。 「こそ」 の 下に 略語が ある。 たと へば、 「はべりけ るに こそ あり けれ」 などい ふべき もので あらう 0 

(爲義 に 至リて a にぐ みして 銖に ふし、 義朝又 功 をた てんとて ほろびに き) 源氏 も義 家まで は 無事で あつたが、 義 家の 子 

義親は 謀反に よりて 誅 せられ、 その子 爲義は 保 元の 亂に 上皇 方に くみして 誅 せられ 、(この 事 は 後白河 院の條 「四 四 八 

頁」 に 見 ゆる) その子 義钥は 平 治の 亂に その 家 を 興さう として、 信賴 にくみして かへ つて 亡びて しまった。 

(先 龃の 本意に そむきけ る こと は 疑な し) 源氏で も義 家まで は 家を與 したが、 爲義義 朝 は 上述の 有樣 である。 これら は 皆 

先祖の 本意に 反對 した 行動 をと つたこと は少も 疑が なく、 從 つて、 かやうな 結果 を 招いた の も當然 である。 

(され ぱ よく 先 蹤を辩 へ 得失 を 勘へ て 身 を 立て 家 を 全くす る こそ かしこき 道 なれ) 「先 蹤」 と は 先 に^く 人の 足 あとで ある 

が、 ここ は 古人の 行った 實例を さす。 卽ち、 古人の 先例 をよ く辨 へ判斷 し、 又 その 事の 是非 得失 を 勘へ みて、 身 を 立 

つる こと もし、 又 已が家 を も 全く するとい ふこと が、 資ぃ 道で あると いふ。 

(« なる 類 は 濟盛賴 朝が 昇進 をみ て、 皆 あるべき 事と 思 ひ、 爲義義 朝が 笾心 をよ みして 亡びた る ゆ ゑ をし らネ) これ は 俗 

人 はた だ これらの 人々 の 昇進の あと をのみ 慕 ひて、 それらの 人々 の 失敗の あと を考 へない とい ふ 弊が ある こと を 言つ 

たので ある。 

(近 比 伏 見の 御 時源爲 頼と 一 K ふ をの こ內 裏に まゐリ て自窖 した リ しが、 かねて 諸 社に たてまつれ K, 二 IS にも 其 B いける IS にも 

太 政 大臣 源爲 親と S きた リし、 いと を かしき 事に 申す めれ ど、 入の 心の みだ リ にな リ ゆく 姿 はこれ にて 推し 量るべし) こ 

れ は正應 三年に 在った 事で ある。 ^鏡 今日 9 日影の 卷に曰 はく 「同じき 三年 三月 四日 五日の 頃 紫宸殿の 獅子、 ^犬、 中 

より われた る、 驚きお. ぼして 御 占 あるに、 血 流るべし とか や 申しければ、 いかなる 事の あるべき にかと、 誰もく お ぼ 

しさ わぐ に、 その 九日の 夜 右近 衞の陣 よりお そろ しげなる 武士 三 四 人馬に 乗りながら、 九重の 中へ はせ 入りて 上に のぼ 

りて 女襦が 局の 口に 立ちて や X とい ふ もの を 見 あげたれば * 丈 高く おそろ しげなる 男の 赤地の 錦の 鏜直垂 に ひ を どし 

の 鎧 着て、 只 赤 鬼な どの やうなる つらつき にて、 『掏 門 は いづく に 御よ るぞ』 と 問 ふ。 『夜のお どと に』 といら ふれば 

sz> がしき 

『いづく ぞ』 とまた 問 ふ。 『南 殿より 東北の すみ』 と をし ふれば、 南 ざまへ 步み ゆく 間に、 女蠕內 より 參 りて 權大納 i" 

す け 

典侍 殿、 新內侍 殿な どに かたる。 うへ (天皇) は 中宮の 御 方に 渡らせ 耠 ひければ、 對の屋 へしの びて 逃げさせ 給 ひて^ 日 


殿へ 女 ids の やうに て いと 怪しき さま をつ くりて 入らせ 耠ふ。 內侍劍 璽 を 取りて いづ。 女 襦は玄 象 鈴 鹿と りて^ ザけ り。 

春宫 をば 中宮の 御 方の 按察殿 抱き まゐら せて 常 磐 井 殿へ かちに て 逃ぐ。 その 程の 心の中 どもい はむ 方な し。 この 男 を 

ば淺 原の なにがしと かいひけ り。 辛く して 夜のお と V へ 尋ね 參 りたれ ども、 大 かた 人な し。 中宮の 御 方の 侍の 1^さ贵 砍 

とい ふ もの、 名のり 參 りて、 いみ じく 戰ひ 防ぎければ、 疵か うぶり などして ひしめ く。 か、 .る 程に 二 ^京 Ig のか ビり 

や びん ごの 守と かや、 五十 餘騎 にて 馳せ參 りて 鬨 をつ くるに、 合する 萆 僅に 聞え ければ、 心 やすくして 內 にまゐ る。 

御殿 どもの 格子 ひき かな * くりて 亂れ 入る に、 かな はじと 思 ひて 夜のお と 2- の 御し とねのう へに て淺原 自害し ぬ 。云ケ _ 

と ある。 又 保曆間 記に は 「同 三年 三月 十日、 甲斐 國小笠 原 1 族-一源 爲賴ト 云 者 ァリ。 S 達！ i_<g 所領 ナント モ得替 X 強弓 

大力 也ケ レ バ諸國 II テ惡黨 狼籍ヲ 致ス。 ィヅク - 一 テモ 見合 ハ ン所 II テ可, 誅 ぉ諸國 へ 觸 ラル。 難レ叶 -1 依テ 如？ P ナル企 

一一 ャ有 ゲン、 內褢 へ參テ 夜半- 1 紫宸殿 II 籠 ケリ。 近 キア タリ ノ 武士 等責ケ レバ 父子 腹ヲ切 了。 其 時 射 W シ タリ ケル矢 

驗 - 一太 政 大臣 漪爲 頼ト書 タリ ケリ。 不思議 企 哉ト 覺ュ」 と ある。 卽ち 本書に いふ 所 は 浮きた る ことで はない。 こ t 

間 は 甲斐 源氏 小 笠 原の 1 族で、 淺原 三郞行 信の 孫、 小 三郎賴 行の 子で ある。 この 淺 原の 所行 は 何の 故と も わからぬ が.. 

爲賴の 佩きた る 刀が、 前參議 藤原實 盛の 家に 傳 はった 鯰 尾と いふ 寳 刀であった ので、 實 盛に 銀 疑が か 召 捕られた 

とい ふこと が 智 鏡に 見え、 それに は龜山 上皇が、 後嵯峨 上皇の 遺 詔が 行 はれぬ の を 憤られて ゐた、 その 事と 閼 係が あ 

る やうに 當時 世間で 取沙汰したら しいので、 上皇 驚き 铪ひ、 さやうな 箏 の 無い 由を闢 東に 仰せ 遣され て 無事に を さま 

つたと いふ ことで ある。 但し 淺 原の 企て は 明かに は 分らぬ が、 自ら 太 政 大臣 某と その 矢に 銘を つくる 程の 人間で あれ 

ば、 常識で 論ずる ことの 出来ぬ 愚かな ものであった であらう。 

(いと を かしき 辜に 申す めれ ど、 人の 心の みだ リ にな リ ゆく 姿 はこれ にて 推し量るべし；； かやう に 匹夫 下 菔が太 政 大臣な 

どい ふこと を そ の 矢に 書いて ゐる など は 甚だ 笑 ふべ き 事で あると 人々 いづれ も. 《■ しあ ふ樣 では あるが * しかし 人の、. 5 

のみ だり が はしくな り ゆく 婺が、 かやうな 事柄に よって 示さる る ものであるから、 それによ つて あさましい 人、.： b り^ 

を 推し量るべき である。 

(義 時な どはい かほ ども 有るべく ゃぁリ けむ、 され ど 正 四 位下 左 京權大 夫に て やみぬ) 北 倏篛時 は 鎌 倉 幕府の 赏櫂を 手に 

し、 また 天皇 上皇 を も 左右し 奉る 程の 事 をした 人間で あるから、 我がまま は出來 たか も 知れず、 官位な ども、 いくらで 

も 昇進す る 事が 容易く 出來 たで あらう に、 かれは 正 四 位下 左 京攉大 夫で 止まって その上に はの ぼらなん だので ある。 

卷四 後醍醐 天皇  , I 


祌 a 正統 m 述^ 


六 四 四 


(まして 泰 時と 成 リては 子孫の 末 を かけて よくお きて 置きけ れぱ にや 滅びし まても 終に 高官に 昇らす、 上下の 禮節 を亂ら 

ず) ^暴な^ ゆで も 上の 通で ある。 まして 恭儉を 以て 名の ある 泰時 となって は" 自已 一身の こと は 申す まで もな く、 子孫 

の 末々 にまで かたく w 伟を 立てて おいた からで あらう、 北條 氏が 滅びて しま ふまで も その子 孫 は 終に 高官 高位に 上る 

こ ともなく、 又 上下の 禮節 をみ だして 偕 上の 振舞 をした もの もなか つ た。 

ひ 近く 維 ほと 云 ひし 者， 吹擧に 依リて 修理 大夫 にな リし& だに いかがと 申しけ るが、 實に其 身 もやが て 失せ 侍リ にき」 維 

貞は 北條時 政の 子 時^の 後で、 大佛宣 時の 孫で、 宗宣の 子で ある。 正 和 四 年 九月 十八 日 上洛して 六 波緙の 南に 居て、 

京都 守護の 職 をと り、 正中 三年 三月に 鎌 倉 幕府の 執事と なった。 曾 龃父朝 直 は 武藏守 g 五位 下、 祖父 宣時， 及び 父宗 

宣は 共に 陸 奧守從 五位 下で あつたが、 維 貞は 高祖父 時 房の 跡 を 追うて 修理 大夫從 四 位下に なった。 これで は大 體北條 

宗家の 執事と 同格になる から、 人々 が 「いかが」 と 傾いた ので あらう。 維貞 が、 修理 大 夫に 任ぜられ たの は 明かで は 無 

いが、 將 執權 次第に よれば、 正中 元^に はま だ 任ぜられて ゐ ない。，" 正中 二 年に は 其の 名が 載せて なく、 翌嘉暦 元年 

に は 修现大 夫と あり、 嘉曆ニ 年 九月 七日に 年 四十 二で 死んだ と ある。 恐らく は嘉曆 元年に 任ぜられて 翌年 死んだ ので 

あらう。 「吹 搫」 とい ふの は 人 を 上に 推し 薦 むる ことで あるが、 ここ は 何人の 吹舉 であるか 明言して は 無い が、 或は 朝 

廷の 朝お であった ので あらう か。 

(父祖の おきてに たが ふ は 家門 を 失 ふしる し 也) これ は說 明す るまで も あるまい。 
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人 は 昔 を 忘る る 物 なれ ど、 天 は 道 を 失 はざる べし。 さらばな ど 天 は正理 

のま まに は 行 はれぬ と 云 ふ 事うた が はしけれ ど、 人の 善^ は身づ からの 

クヮ ホウ ナリ  ョ  ヤス  トキ  サイ ナン ナリ  テン タウ  ミン メイ  コト 

果報 也。 世の 安から •  さる は 時の 災難 也。 天道 も 神明 もい かにと もせぬ 事 

なれ ど、 邪なる 者 は 久しから ずして ほろび、 みだれた る 世 も 正に かへ る 


o  o  o 


「えらび」 同上 


n ン コトヮ リナ リ 


ヮキ マ 


ケィ n 


「の」 底本な し 

他 諸 本に よる 


ムカシ 


は 古今の 理也。 是 をよ く辨 へしる を 稽古と 云 ふ。 昔、 人 を えらび、 もち 

ゐられ し 日 は先德 行を盡 す。 德行 おなじければ、 才用 ある を もち ゐる。 

サイ ヨウ  *  、 ラウ カウ-  マタト クギ  セィ -》 ン  ク ヒヤゥ  カク ゴン  シ ゼン 

才用 ひとし けれ は 勞效 ある をと る。 又 德義、 淸愼、 公平、 格 勤の 四 善 

をと ると もみえ たり。 又 格 條には 朝に 磨 養 たれ ども、 夕に 公卿に 至る と 

云 ふ 事の 侍る も 德行才 用に よりて 不次に もち ゐらる ベ き 心 也。 寬弘 より 

あなたに は 實に才 かしこければ、 種 姓に か、 はらず、 將 相に 至る 人 も あ 

クワン n ウイ ラ" フ-, ダイ  サキ  ヅノ ゥチ  サイ  トク  ァ  ショク カナ 

り。 寬弘以 來は譜 第 を 先と して、 其 中に 才も あり、 德も 有りて、 職に 叶 

ひぬ べき. < をぞ えらばれ ける。 世の 末にみ だり が はしかる ベ き 事 をい ま 

しめらる るに や 有り けん。 七 箇國の 受領 をへ て、 合格して、 公文と ー14 ふ 

事 勘へ ぬれば、 參議に 任ずと 申しなら はした る を、 白 河の 御 時、 修理の 

かみ 顯季と 云 ひし 人、 院の 御め のとの 夫に て 時の きら 並ぶ 人な かりし が、 

此勞を 募りて 參議を 申しけ るに、 院の 仰に、 「それ も 物 書きての う へ の g」 
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とす。 他 諸 本 

による o 


tl ノ ヒ- 
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と 有りければ、 理に ふして やみぬ。 此人は 歌道な ども 譽 あり. しかば、 物 

かかぬ ほどの 事 や は あるべ き。 又參議 になる まじき ほどの 人に も あら じ 

ヮ カン  サイ カク  ァ  シ ラカハ  I ョ  クワン 

なれ ど、 和漢の 才學 のたら ぬに ぞ有 りけん。 白 川の 御代まで はよ く官を 

乡 マ  キコ  フ ダイ  ケン サイ 

もお もくし 給 ひけり と 聞え たり。 あまり、 譜第 をのみ とられても 賢才の 

いで こぬ はし なれば、 上古に 及び難き 事 を 恨む る やから も あれ ど、 昔の 

o  o 

ままに ては彌 みだれぬ ベければ、 譜第を 重く せられけ るも理 也。 但才も 

资く德 も あら はに して、 登用せられ むに 人の そしり ある まじき 程の 器な 

らば、 今 とても 必ず 非 重代に よる まじき 事と ぞ覺ぇ 侍る。 其 道に は あら 

イツ タン  クン n ゥ  ィ  パ カリ  ブ ケ ダイ >\  パイ シン  カウ クワン サヅ 

で、 一旦の 勳功 など 云 ふ 計に、 武家 代々 の 陪臣 を あげて 高官 を 授けられ 

むこと は 朝議の みだり なる のみならず、 身の 爲 もよ くクっ しむべき こと 

o 

と ぞ覺ぇ 侍る。 もろこし にも 漢の 高祖 はすず ろに 功臣 を 犬に 封 じ、 公 相 

の 位 を もさ づけし かば、 果して おごりぬ。 おごり ぬれば、 ほろぼす。 仍 


15  -J£J^  ノト  コゥ シン  ナ  *  ゴ カン  ク ワウ ブ 

【お r と」^ りて 後に は 功臣の こりな く 成りに けり。 後漢の 光武 はこの ことに こりて 

他 諸 本に よる  O  O  O  z 

コゥ シン ホウ シャク  ァタ  ソノ カシラ  トウ ゥ  ホウ、  .^n  ロシ ケン  * 

おお^ 功臣に 封爵を 與 へ ける も 其 首たり し鄧禹 すら 封せ ら るる 所 K 縣に すき 

他 諸 本に よる  クワン t  ブン リ  モト  コ ゥ t  o  ，  Z  ,  5>- 』 

「えらび」 同前 ず。 官を任 f るに は 文 吏 を 求め えらびて 功臣 を さしおく これに 依りて 

o  o  o 

二 ジフ ハチ シャゥ ィへ ヒサ  ッタ  ムカシ  n ゥ- ムナ  チウ  ， メイ シ ォホ  モチ 

二十 八 將の家 久しく 傳 はり、 昔の 功 も 空しから ず、 朝に は 名士 多く 用ゐ 

ク ワウ クワン  カノ  二 ジフ ハチ シャゥ ゥチ  トウ ゥ  力 フク 

られ て、 曠官の そしりな かりき。 彼 二十 八將の 中に も 鄧禹と 賈復と は そ 

ァヅカ  クワン  カン テゥ  ムカシ  ブンプ  サイ 

「えらび S 前 の えらびに 預 りて 官 にあ リき。 漢朝の 昔 だに， 文武の 才を そな ふること 

o  o  o  ， 

いと ありがたく 侍る にこ そ。 

(人 は 昔 を 忘る V 物 なれ ど、 天 は 道 を 失 はざる べし) 人 は往々 昔 を 忘れて あらぬ 事 を も 行 ふこと ある もの なれ ども、 天 は 

所謂 天 行 健に して、 昔 も 今 も 同じ やうに して その 道 を 失 はぬ もの であらう とい ふ 意。 

(さら ぱ など 天 は正理 のま まに は 行 はれぬ と 云 ふ 辜うた が はしけれ ど) 天が その 道 を 失 はぬ ものと するならば、 何故に 夭 

が 正しい 道理の 通り その 逍を行 はれぬ ので あるかと 云 ふ 事に つ いて 人智で はは かられぬ 點も あり、 多少 疑 はし いとい 

は V 疑 はし いと もい はるる やうで は ある けれどもと いふ 意。 

C 人の 善惡 は身づ からの 果報 也) 人の 身に あら はるる 善 惡の事 は、 その 人の 身から 起った 事實を SI 緣 としての 應 報で、 結 

局 そ の 原因が 本人に あるので ある。 

(世の 安から ざる は 時の 災難 也) これ は 易に いふ 積善 積 不善 云々 の考 へと は 頗る 趣の 異なった 思想で あるが、 恐らく は淮 

南 十に いって ゐる やうな 考へ 方で あらう。 その 詮言訓 の 終の 邊に 「君子 爲レ 善不， 能， 使 一一 福必來 T 不レ 爲レ非 而不レ 能， 使 一一 禍 無で 
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至。 福 之 至 也 非- 一 其 所 _ 求、 故不, 伐 一一 其 功？ 禍之來 也 非， 一 其 所,. 生、 故不， 侮 一一 其 行？ 內 I 極 而橫禍 至 者 皆 天 也、 非， 人 也」 と ある。 

これ は 道敎の 思想であって、 禍福 は その 人の 行の 善惡と 必ずしも 一致して あら はるる もので 無い とい ふこと で、 佛敎 

の 因果 思想より は 一 段の 高地 を 占めて ゐる。 

(天道 も 神明 もい かにと もせぬ 事 なれ ど) その 人の 自ら 招く 禍 とか、 • 時の 災難と かいふ 事 は、 天道 もこれ を 左右す る こと 

能 はず、 神明 も 亦 これ を變 ふることの 出来ぬ 事で は あるが の 意。 

(邪なる 者 は 久しから ずして ほろび、 みだれた る 世 も 正に かへ る は 古今の 璦也) この 事 今更 論ずる まで も あるまい。 

(是 をよ く辩 へしる を S 古と 云 ふ〕 この 古今 を 通じて の 道理 をよ く辨へ 知る が、 卽ち 稽古と いふ ものである。 稽古の こと 

は 後 宇多院の 條下 (五 七 1 頁) に旣に 述べて あるが、 ここ はた だの 學問 をい ふので なくて、 學問 をな す 本旨が ここに あ 

ると いふので ある。 

(說) 上に 「人 は 昔 を 忘る \ 云々」 とい ひ、 又稜 古と いふに 言及した について、 ここに 古昔の 政道 を 1! ずる^に 及ぶ。 

(普、 入 を えらび もち ゐられ し 日 は 先 德行を 翁す、 德行 おなじけ れぱ、 才用 ある を もち ゐる、 才用 ひとしけ れぱ、 勞效 ある 

をと る) ここに 「昔」 と は 藤 原 朝 奈良朝 等 を さす こと 上に おなじ い。 さて こ こに あげた 事 は大寶 令の 選 叙 令の 文で ある。 曰 

はく 「凡 應, 選者 皆赛 一一 狀迹？ 銓擬之 日先盡 一一 德行 1( これ は 人物 を 銓衡す るに は 第 一 に德行 ある 人 を 以て そ 5 採用の 德 準と 

する。 德 行ない もの は、 才 用が あっても 候補と はせ ぬ こと、 又德 行の すぐれた もの を先づ とる こと を 最初に 示して あ 

る の である) 德行同 取 一 一才 用 高 者 - (德 行の 上に 甲乙な くして いづれ を 先 づ採撵 すべ きか 明かで ない ときに、 はじめて そ 

の用ゐ るに 足る 才能の 高い 者から とる〕 才用同 取 一一 勞效多 者 1( 德行も 才用も 同等で ある 場合に は、 その 公事に 奉仕した 

年功 又は 功勞の 多い 方 を さきにす ると いふ こと)」 

(又 德義、 溥愼、 公平、 恪 勤の 四 善 をと ると もみえ た =0 これ も大寶 令の 規定で あるが、 その 考課 令に T 德 義有レ 閉者爲 一二 

善^ s 愼顯 著者 爲 一一 一 善 t 公平 可レ 稱者爲 _1 1 善 r 恪勤 匪レ 懈者爲 一一 1 善 こ と ある。 これ は官 人の 成弒を 考察して 黜陟を 行ふ規 

定 であるが、 この 四の 善の 外に 各 職掌に つ いて その 最 (最上の 成績) を规定 してあって、 r 1 最 以上 有 _ 一四 善 一 爲 _| 上上？ 1 

最 以上 有 一 一 三 善 T 或无 ,最 而有 一一 四 善 一 爲 一一 上 中 一 云々」 とい ふ 詳細な 規定が ある。 德義は 性 得 高 い 行が あって 裁 制 S しきに 合 

する をい ひ、 淸 愼は淸 廉潔. m で 謹慎なる もの をい ひ、 公平 は 私 を 去り 心 を 平 直に 用ゐる をい ひ、 t 勤 は 敬み て カを盡 

す をレ S 


(又 格 « に は 朝に 瓛 養 たれ ども、 タに 公敏に 至る と 云 ふ 事の 侍る も) 本朝 文粹卷 二に 載す る 天 長 四 年 六月 十三 日の 太政官 

符に 「a 夫 王者 之用レ 人、 唯才 是賁、 朝爲ー 一 廝養？ 夕 登-一公 卿 こ と ある 文 を さした ので ある。 今傳 ふる 格 は 零 本で この 官 

符は 見えぬ が、 本朝 文粹 の！？？ 題に は 「格」 と 注して ゐる。 當時格 は 完備して ゐた であらう。 r 廝養」 と は 烹炊供 蹇の雜 

役 をな す もの をい ふ。 この 語の 意 は 上文の 如く 「王者の 人 を用ゐ るに は 唯 才を货 しとす」 とい ふ^を^ かにす る爲の 

たと へ である。 

§ 以上 は 大齊令 及び、 その 以後の 制度に して 其の 精神 を 失 はざる ものに つ いて 云 ふ。 以下 は 一 倏 天皇 以來の 稍 ％ れた 

時代の 事 をい ふ。 

(寬弘 以來は 雜第を 先と して、 其 中に 才も ぁリ、 德も 有リて 職に 叶 ひぬべき 人をぞ えらばれけ るし 寬弘" 一條： 大&の 御世 

の 年狨、 その 頃より 後 は 官吏 登用の 法稍變 りて、 家柄 を镔 一 として、 ここに 門閥 を 主と する 習慣と なリ、 其の 中に て 

才用も あり、 德行 もあって その 職に 適すべき 人物 を 選びて 任ぜられた o( 譜第は 元 來系阖 のこと であるが、 轉 じて 家柄 

の 意に なり、 再轉 して 代々 その 官職 を 世襲す る 家柄の 意に なった) これ は旣に 1變 した ものである。 當時 藤原氏の^ 

權 時代で あつたから 自然に かやうな 風に なった ものと 思 はるる。 

(七 苗國 の^ 領を へて 合格して 公文と 云 ふ 辜 勘へ ぬれば、 參議に 任ずと 申しなら はした る を) これ は參議 になる 1 の 道 を 

のべた ので あるが、 この 事 は、 この 同じ 著者の 職 原抄に 「任 II 參議 一有 一 1 數道 f 左右 大辦幷 近 衞中將 有， I 其才 I 者、 蔵人 頭、 

及 勘 一一 七箇國 公文 1 受領 等是 也」 と ある、 その I 道で ある。 卽ち 「七 箇國の 公文 を 勘へ たる 受領」 が ここに 述べて ある もの 

である。 ここにい ふ 公文と は 地方 官 として 自己の 後任 者の 出す 解 ft 狀を いふ。 これ は七箇 國の阈 守の 任 を 過失な く、 

完仝 につく  L た 事を證 明す る ものである。 この 七 筒國の 公文 は 官職 秘抄 にも ある。 曰 はく 「 參は ^一 一  七 蔵人！ 

大辦、 近衞 中將. 有 一 1 年勞 1 左 中辨、 式部 大軻ぉ 一一 帝 王師 1 者、 七筒國 合格 受領、 散 一； 一位 等 也」 と ある。 されば、 缣介ゅ 代 

の はじめに は 七箇國 となって ゐ たこと は 明かで あるが、 今 鏡 や江 家 次第に は 五 n: 國と ある。 その 江 家 次^の 文 は r 參 

議、 藏 人頭 毎度 闕被 " 任、 非參議 大辦、 近 衞中將 有， 一年 藤-者。 式部 大粞 侍讀 - 者、 ョ ケ國蔡 吏 政迹 叶， - 格式 f 散 位 三位^ 

年勞 一 者」 と ある。 又 北山 抄には r 阈司加 階 事。 1^ 國從 上、 三 筒 ！： 正 下、 四 筒阔四 位、 3 筒阈從 上、 七^ 國可レ 任 _-1ー一 

木 一 (參 議ノ 略書) 是 常例 也」 と ある。 これに よれば、 やはり 古くから 七 筒 國の阈 司 を經て 合格 すれば 參議に 任ずる 例 

であった ので ある。 「合格」. S- は 江 家 次第に 「叶 格式」 と あると 同じ 意で、 格式の 規定に 背かず、 完全に 職 责を果 したの 
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をい ふ。 

(白 河の 御 時 修理の かみ aslf と 云 ひし 入院の 御め のとの 夫に て 時の きら 並ぶ 人な かリ しが〕 顯季は 左大臣 藤 原 魚 名の 末で 

^經の 子で ある。 六條^ 丸に 邸が 在った によって 家 を六倏 と^へ た。 修理 大夫正 二位までに 成り、 白 河 院の御 乳母の 

夫と して 棟 勢が 在った ので ある。 

(此勞 を^ リて 參議を 申しけ るに) 顯季は 讚岐、 安屎、 丹 波、 尾 張、 伊豫、 美 作、 播磨 等の 守に 歴任した 事 は 公卿 補任、 

尊.^ 分脈に 見 ゆる。 卽ち この 功勞を 申し立てて 參議に 任ぜられ むこと を 望んだ もので あらう。 而 して 今 鏡に よれば、 

一 二位の 時と i ゆるから、 堀 河 天皇の 康和 六年從 三位に 叙せられ てから 後の 事で あらう。 

(院の 仰に それ も 物 きての うへ の 事と 有リ ければ 理に ふして やみぬ) こ の 事 は 今 錡釣リ せぬ うらく の 卷に見 ゆる。 曰 

はく 「人の つかさな どな させ 耠ふ事 も、 よし ありて たは やすく もな させた ま はざリ けり。 六條の 修理 大夫 顯季 とい ひ 

し 人世， のお ぼえ ありて おはせ しに、 敦 光と いひし 博士の、 など 殿 は 宰相に はなら せ耠 は. ぬぞ。 宰相になる 道 は 七つ 侍 

るな り。 中に 一一 一位に おはす めり。 又い っ國 (五國 ) 治めた る 人 も 成る とこ そ は 見え 侍れ、 とい ひければ 顯季 もさお も ひ 

て御氣 色と り たりし かば、 『それ も 物 かくうへ の 事な り』 と 仰せられ しかば、 申す にもお よばで やみに きと ぞい はれ 侍 

りけ る」 と ある。 本書に 「物 かきて のう へ の 事」 は 今鲩の r 物 かくう へ の 事」 の 記憶の 違 ひで あらう。 「物 かく」 と は 

詩跌 文^-を つくる こと 乂、 書道な ど をも汎 くい ふので あるが、 ここ は 下に も 云って ある 如く、 當時 男子の ^も^: の わ 

ざと した 漢詩 漢文 をつ くる 才能 を さした ので ある。 卽ち物 かく 才能が 在りて さて その上に、 さやうな 功勞が あらば^ 

議 になり うるで あらう とい ふ 意。 そこで かやうな 仰であった によって、 ， 道理 御尤もな りと して 拜 承して その 望 を やめ 

たとい ふ こと。 

(此人 は歌遒 なさ も 眷ぁリ • し かぱ、 物 か 、ぬ ほどの 事 や は あるべき) 顯季は 後 拾遺、 金 葉、 詞花、 千載、 新 古今 以下 代々 の 

勅撰 和 欲 集に その 作 多く 入り、 又 その 家集 も傳 はり 欲 人と して 名のあった 人で あり、 その子 顯輔、 佾顢昭 等 は 六條家 

の耿學 者と して 1 世に 師表と なった ので ある。 か やうな 人で あるから 物 かかぬ とい ふ 程の 事 は .K 際なかった であらう。 

(又 參讁 になる まじき ほどの 入に も あら じ なれ ど 和漢の 才舉 のたら ぬに ぞ If リ けん) 又 この 人の 生れ も、 さほ. ど 下 藤で 

もな く  (參 議贲季 の^子) 又 その 綫歷は 上述の 通りで あり、 後に 正 二位まで 陞 つた 人であって 兑れ ば、 參議 になる こ 

との 出來 ぬと いふ 身分で はない。 大方 和漢の 學 問が 足らぬ によって 白 河 院が上 の樣に 仰せられ たので あらう。 


(白 川の 御代 まて はよ く官を もお もくし 給 ひけ リと SW えた リソ 白 河 天皇の 御代に なに 任ずる に 十分に 淸 撰せられ た 事 は 上 

のお； 季の 事で も わかる が、 今 鏡に はな ほ 藤原顳 隆、 大 外記師 遠な どの 任官に 關 しても 同 樣に魃 i の 仰せの あった 事 を 

記して ある。 卽ち この 院の御 時まで かくの 如く 任^ をた やすく はせられ なかった ので ある。 佤し、 この^に は 旣に金 

穀を默 ずると いふ 事 を 以て 國司 其の 他の 官に 任ぜられた ことが 行 はれた からして、 1 概には 論ぜられぬ やうで ある。 

但し、 それ は 地方 官又 その他の 徵官徵 職に 限った 事で、 朝廷の^ 耍顯 貴の 官職に ついては 上述の 如く s^sl! に淸撰 せら 

れた。 

(あま リ 睡 第 をのみ とられても 暨才 のいて こぬ はしな れぱ) 餘 りに 門閥 家柄 をのみ 重んじて 官に 登用 せられて は、 その 範 

園が 狭くて、 家柄が よくない 中に も 贤才が あらう が、 それらの 賢才が、 下にう もれて 世に あら はれない 事になる 基で 

あるから と いふ 意。 

(上古に 及び 糠き 事 を 根む る やから も あれ ど) されば、 かやうな^ 職 任用の 方途 は 上古の 大寶 令の 制度に は 及ばない とい 

^事を^ 憾に思 ふ 者 も あるが と いふ 窓。 

(普 のま まに ては彌 みだれぬ ベければ、 譜 第き 重く せられけ る も 理也) 今 は 人心が 《! れてゐ るから して、 昔の やうに 「朝 

に廨養 たれ ども々 にへ ム躑に 至る」 とい ふ 採用の 法 を 行 はれたならば、 いよく 人心の； g 亂が甚 しくなる であらう から 

して、 譜锒 を^く して 秩序 を 保た うと せらる るの も 止む を^ぬ 道理で あると いふ こと。 

(但才 も E く镞も あら はに して S 用せられ むに、 人の そし リ ある まじき 程の 器なら ぱ今 とても 必ず 非 重代に よる まじき 事 

と ぞ蹈ぇ 侍る〉 上述の 如く 今は譜 第を菓 くせら るるとい ふ は 止む を 得ぬ が、 しかし それ も 例外 を 認めぬ とい ふ 事で はな 

い。 所謂 德行才 用が 十分に あって、 何人が 見ても、 明らかに あの人な らば 申 分が 無い とい ふ 程の 大人物であるなら ば、 

今日 とても 必ずしも 彼 人 は譜第 (重代 も 同意) に 非ざる が 故に 採用せ ずと いって 斥く るに は 及ぶ まじい 事で、 さやう 

な 器量の 人 は 採用せられ たと て 何人も 異存 を 申さぬ であらう と 思 はるる。 

(說) 以 h は 著者が 平素 抱いて ゐる 官吏 登用に ついての 一般論 を 述べた ので あるが、 ここで 立ち かへ つて 再び 高 氏 を 登用 

せられた 事に 論及す る。  . 

(其 道に は あ. らで； - 背 吏 登用の 笾は、 上古 は 德行才 用 を 主と せられた ので あり、 中頃 は 譜第を 主として 才德の ある もの を 

次と せられた ので あるが、 それらの 道に よらず してと いふ 意。 卽ち高 氏が 參讒 になった 事な ど は參議 としての 德行才 

春 四 後^ 豳 天皇  六 五一 


祌皇 正統 記述 義  ^六 五： 

W が あるに よった 譯 でもな く、 又譜 第に よった 譯 でも 無い から、 かやう に 論ずる ので あらう。 

C 一旦の 動 功な ど 云 ふ 計に 武家 代々 の 陪臣 を あげて 萵官を 授けられ むこと は 朝議の みだ リな るの みならず) 軍事上の 一 時 

の勳 功な ど 云 ふ； y けの 事で、 參議 などい ふ 高官 を 授けら るる 事 は、 上に 論じた 如く、 古の 文 位の 外に 勳位を 設けられ 

た 精神に そむき、 又せ を 任ずる に は 德行才 用 を 主と するとい ふ 規定に もはづ れてゐ る。 而 して かやうな 事で^ 家 

の陪 hh を 以て K ちに 公卿の 高い 地位 を與 へらる る こと は 譜第を 重く するとい ふ 中古の 制に も 一致し ない。 しかも、 そ 

れが、 才も资 く德も あら はで 萬 人が 御尤 であると いふ 程の 器で もない とすれば、 さやうな 人間に この やうな 高-. i を授 

けらる る こと は、 朝廷のと り 計 ひがみ だリ である こと を 示して ゐ るので あると いはれ なければ ならず、 なほ そ t の.^ 

ならず と の 意。 

(身の 爲も よく  0  むべき こ とと ぞ！ K え 侍る) さて その 高官に 任ぜられた 人の 身に とっても、 慎む ベ き 事で あらう と 田 3 

はるる とい ふ。 卽ち 源平 二 氏が 其の 家を滅 したの もみな 一 時の 功に 誇って 高位 高官に 昇った 爲 である。 されば この や 

うな こと は 高 氏 s 身の 爲 によくない 事で あると いふ 意。 

(晚) さて 以上 は、 本朝の 古来の 制度 を^いて、 みだりに 高官に 昇る ことの 不可 を說 いたが、 次に は 支那の 例 を 引いて そ 

の說を 確かに 示さう とする。 

へ もろこし にも 澳 の萵祖 はすず ろに 功臣 を 大に封 じ、 公 相の 位 を もさ づけし かば、 果してお ごリ ぬ。 云々) 「すずろ」 はし 

まりのない こと。 「公 相の 位」 は 一二 公 丞相の 位 をい ふ。 功臣と は蕭 何.. 韓信、 張 良 等で あるが、 高祖 は これらの 臣 僚の 

助力に よって 天下 を 平げ たにより、 韓 信を楚 王と し、 彭越を 梁 王と し、 英布 を淮南 王に 封 じたが、 いづれ も 後に 一 R を 

謀リ 自立 を 企てた からして 亡して しまった。 

(後 » の 光武 はこの ことに こ リて功 E に 封 爵を舆 へけ る も 其 苜たリ し酆禹 すら 封 せらる $ 所四縣 にす ぎず」 これ は 名高い 

話で ある。 後 漢書 列傳卷 十二の 末に ある 二十 八將の 論に 曰 はく 「論 曰 中興 二十 八將、 前世 以 爲上應 十八 宿 一未. -之詳 一 

也。 然咸能 感¥ 風雲 1 奮-其 智 S 稱爲 _| 佐 命？ 亦 各 志 能之士 也。 議者多 非.. 光武 I 不.. 以- 功臣^^ 職。 至&, | 英婺 茂耪委 而勿, - 

用。 然 原-夫 深 圃遠算 一 罔 將有, 以 焉爾。 若 乃 王道 旣衰、 降 及， 一 覇德？ 狼 能 授受 惟庸。 勳贅 ^序、 如 .4： (仲〕^ (朋) 之 迭升纖 

桓 (齊桓 公) S 先 (先 鰺) 趙 (衰) 之 同列 * 文 (晉 文へ 6 朝. -可レ 謂., 兼 通 一 矣。 降^ «_ー 秦漢 1 世資， 一 戰カ 於？ 扶王運 一 传 武人^ 起、 

亦 有 一一 鬵& (灌嬰 を さす) 屠！ 狗 (焚 喰 を さす) 輕滑之 徒 一 或 崇以, 一連 狨之賞 一 或 任以, 一 阿 衡之地 T 故 勢 疑 則^ 生、 カ侔則 » 起。 


蕭 (何 •) 樊 (噜) a 猶、 縲紲、 信越 終 見&戮 1不_ -其然 - 乎。 自， 兹 以降お- 于孝 武^. 輔 五世莫 ，非_- 公侯？ 遂 使-潜 神道 塞、 資能 

蔽 3 朝 有-世 及 之 私 一 下 多 11^ &之怨 i 其懷， 道 無 ，聞委_| 身 草 弊 1 者 亦 何 可-勝 首？ 故 光武 鑒_1 前 之 違- 存_| 矯托之 志 寇 (恂 ) 

鄧 (禹) 之 高勳耿 (弇 ) 賈 (復) 之鴻烈 一分 i 不， 過 _ 一大 縣數四 一 所， 加 特進 朝！ II 而已。 «_| 其 治平 臨 fe 評 職 一? 咎、 將 所謂 導レ之 

以， 政、 齊 ぃ之 以 ^ 刑 者 乎。 若 格-之 功臣 一 其 傷 巳甚。 何者^ Ji 則虧， 一 喪舊恩 T 徺 則 違-^ 禁典？ 選, 德則功 不_| 必厚？ 翁レ勞 

則 人 或 未 參仵則 群 心 難 &r 並列 則其敝 未， 遠， 不， 得 r 不， 校， 一 其 勝 否 一 卽以， 事相 故 高秩厚 鱧、 允莶 _ 一元 功 T 峻文深 

憲 y 成 吏 職？ 建 武之世 侯 者 百餘莽 I 夫數公 1 者 則與參 _11 議 1 分-均 休狞？ . 其 餘並優 以_| 寬科 I 完- 其封祿 1 ぎ 不 |.終以_| 功名 一延 • 

慶于 後. -。 昔留侯 以爲， 高祖 悉 用- 蕭曹 故人？ 而郭伋 亦 譏-南 陽多顯 T 鄺與又 戒_| 功臣 專仕？ 夫崇 i 恩 偏 授易, 啓 _| 私溺之 失 T 

至 公 均 被必廣 -ー 招 賢 之路 一意 者 不一 I 其然 1 乎。」 と ある。 本書の 論 は 主として これによ つた もので あらう。 

(鄧禹 すら 封ぜら るる 所四縣 にす ぎ *0 鄧禹は 後漢の 中與第 一 の 功臣で あるが、 それすら 高密、 曰 I 安、 夷 安、 淳于の 四 魁 

の 地に 封 ぜられ たに 過ぎぬ。 (支那に て は 都の 下に 驟が あるから して 縣 はわが 國の 都の やうな 程度の 土地 區劃 である) 

(官を 任ずる に は 文 吏 を 求め えらびて 功臣 を さしおく.： * この 事 は 上の 二十 八將 論の 中に 旣に 論じて ゐる。 

(二十 八將の 家) これ は 所謂 二十 八將 であるが、 王 莽が漢 の 王室 を 亡して 自立して から 天下 亂れ、 光武が 出で て漢を 復興 

した。 その 時の 功臣 は 必ずしも 二十 八 人に 限らぬ ので あるが、 後 漢の明 帝の 永 平年 中に 前世の 功臣 を追感 して 二十 八 

將を 南お の 雲 蹇 に阖畫 せしめた のが、 この 名稱を 確定した ものと 恩 はるる。 その 二十 八 將の名 は 次の 通り、 

鄧禹 吳漢 賈復 耿弇 宼恂 岑彭 馮異 朱祐 祭遒 景丹 

蓥延 铫期 耿純 臧宫 馬武 劉隆 馬 成 王 梁 陳佼 杜茂 

傅 俊 堅镡 王覇 任 光 李忠 萬 脩 邳彤 劉植 

(彼 二十 八将の 中に も 鄧禹と 賈復と は その えらびに 預 リて官 にあ リき) 後漢害 賈復傳 に 曰 はく 「是時 列 侯 唯 高密、 固始、 

膠 mill 侯 與_1 公卿 1 參, 一議 國家 大事 1」 と。 高密 侯 は都禹 であり、 固 始侯は 李 通で あり、 膠柬侯 は賈復 である。 この 三人 は 

いづれ も 中與の 功臣で あるが、 李 通 は 二十 八將 のうちに 入らない から、 二十 八將の 中で は鄧禹 賈復の 二人 だけが、 國 

務 に參與 したので ある。 

つ 漢朝の 昔 だに. 文武の 才を そな ふること いと ぁリ がた く 侍る にこ そ) 文武の 二道 をかぬ る こと は、 よほどの 人で なければ 

出來ぬ こと は、 昔の 漢の實 例で 見ても わかる と いふので ある。 

^四 後^醐 天皇  六 五三 


神 & 正統 逑義 


六. 五 四 


(說) 以上 は 政 要の 一 たる 「その 人 を 選びて 官に 任ず」 とい ふ 事に つ いての 委細の 說明 である。 これから 次の 二 件た る r 國 

郡 を 私に せず 分つ 所 必ず その 理 のま >- にす」 とい ふ 事と t 功 ある をば 必ず 賞し、 罪 ある をば 必ず 罰す」 とい ふ 事と に 

つ いて 論ずる ので ある。 


「やす」 底本 

「安」 に 作る e 

仙^ 本に よる 


「いる はれ」 の 

「れ」 底本な し 

他^ 本に よる 


ツギ 


n ゥ ギ ン 


ムカシ 


シタガ 


タイ ジャゥ チウ タ 


タテ 


次に 功田と 云 ふ 事 は 昔 は 功の 品に 隨 ひて 大 上中下の 四の 功 を 立て 田 を あ 

かち 給 ひき。 其數皆 さだまれり。 大功 は世ゲ にたえず、 其 下つ かたは 或 


サン セ. 


ッタ 


マゴ n 


クタ 


テ ン 力 


チサ 


は 三世に 傳へ、 孫子に 傳へ、 身に と， >  まる も あり。 天下 を 治む と 云 ふ 事 


コク ゲン 


モ ハラ 


ソノ  3- 


は國 郡を專 にせず して、 其 事と なく 不輸の 地 を 立てら るる 事の なかり し 

クニ  f  コホリ リャゥ  イツ コク  ゥチ  コク メイ  -ンタ 

にこ そ * 國に守 あり、 郡に 領 あり。 一 國の內 みな 國 命の 下にて を さめし 

ュヱ  リム  タミ  n ク シ  カウ セキ  カン ガ  シャゥ パク  テンカ  コト 

故に 背く 民な し。 かくて 國 司の 行 迹を 勘へ て 賞罰 ありし かば、 天下の 事 

タト- f ぃサ  ォコナ  ソノ ゥチ  シ ョ ヰ ン ，ン ヨキ ゥ  -i フ  -ン V ワウ ダイ ジン  マタ 

掌 を 指して 行 ひやす かりき。 其 中に 諸 院諸宫 に 御 封 あり、 親王 大臣 も 亦 

o 〇 

カク ノゴ トシ プノ ホカ クワン. テン  ショ クープ ン  ミナ クワン フ  タマ ハ  ソノ トコ 口 シャ ウサイ 

如， 此。 其外官 田、 職 田と て ある も 皆 官符を 給り て、 其 所の 正稅 をう くる 

クニ  ミナ コ ク 、、一  9 ム  タ, シ タイ コゥ  モノ  イマ  シャ ゥヱン 

ばかりにて、 國 は皆國 司の 吏務なる べし。 但、 大功の 者ぞ 今の 庄園な ど 

ッタ  ゴト  クに  ッタ  チウ コ  ナ  シャゥ K ンォホ 

とて 傳 ふるが 如く、 國 にいろ は^ずして 傳へ ける。 中古と 成りて 庄園 多 


「の j 底本 「ク」 

とす.. 他 諸^ 

による.、 

「三」 底本 「 一 」 

とす。 他 諸 本 

による C 

「こそ」 底本 

r ョソ 一に 怍る 

他 諸 本に よる 


「を さあ」 底本 

「納 メ」 に 作る 

梅 本に よる。 

「庄」 底本 「店」 

に 作る。 他 諸 

本に よる。 


コロ イデ *- 


ラ-ン 3 ク 


-ャゥ n 


く 

カタ 


く 


立てられ、 不輸の 所 出来しより 亂國と はなれり。 上古に はこの 法よ 

スィコ テン ワウ  オン トキ ゾ * 力.  ォホ ォミ  フコ  ヮ  テソ 

堅 かりければ にや、 推 古 天皇の 御 時 蘇 我の 大臣 わが 封戶を 分けて 寺に よ 

ゾゥ  ヅヒ  ク ワウ ニン テン ワウ  ナガ  ジン .ジャ ブッ ジ  ョ 

せんと 奏せし を 終に ゆる されず。 光仁 天皇 は 永く 神社 佛 寺に 寄 せられし 

チ  エイ. ジ  イチ ダイ  カギ  ゴ サン デ ゥヰン  ミヨ  n ノウ ヒェ 

地 を も 永の 字 は 一 代に 限るべし と あり。 後 三 條院の 御世 こそ 此費 をき か 

o  c  o  o 

タマ  キロ クシ ョ  クニ ゲ-  -ンャ ゥコゥ  モン ジョ  メ  ォホ  チャウ ハイ 

せ 給 ひて、 記錄所 をお かれて、 國々 の庄 公の 文書 を 召して 多く 停廢 せら 

シラ 力 ハト， パ I  オン トキ  -ン ンリフ  チイ ョ イョオ ホ  十  3 タシ  トコ ロヒ ャクプ 

れし かど、 白 河 鳥 羽の 御 時より 新 立の 地彌 多く 成りて 國司 しる 所 百 分が 

イチ ナ  ノチ  コ クシ ニン ォモム  ナ  ソノ  - ーン 

一に 成りぬ。 1 ざまに は國 司、 任に 趣く こと さへ 無くて、 其 人に も あら 


ガ ン 3? 


ク -I 


く 

-カ デ ラ- 


ぬ 眼 代 を さして 國をを さめし かば、 爭 か亂國 となら ざら む。 況ゃ 文治の 

o  o  o 

ハジメ  クニ  シュゴ ショク  フ  シャ ゥヱン ガウ ホ  ヂ トウ  カタ  サラ ィュシ へ 

始， 國に 守護 職 を 補し、 庄園 鄕 保に 地頭 をお かれしよ りこの 方 は 更に 古 


ス ガタ 


セィ タウ 


ォコナ 


ミチ コ トゴ トク 


マ タマ イツ- 


の 姿と 云 ふ 事な し。 政道 を 行 はるる 道盡 たえはて にき。 適 一統の 世に 歸 

フル  ヅヒェ  ァ ラタ 

り ぬれば、 このたび ぞ、 古き 費 を も 改められ ぬべ かりし か》、」、 それまで 
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は 剩の事 也。 今 は 本 所の 領と云 ひし 听々 さ へ皆勳 功に 混ぜ. られて 累家も 
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ほと く 其 名ば かりに 成りぬ る も あり。 これ 皆 功に ほこれる 輩 君 をお と 
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し 奉る に 依りて、 皇威 もい とどかろ くなる かとみ えたり。 かかれば、 其 
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功な しとい へど も、 古より 勢 ある 輩 をな つけらん ために、 或は 本領 也と 

て 給 はる も あり、 或は 近 境 也と て 望む も あり。 
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ら ざれば、 國郡 に付きた りし 地 若 は 諸家 相 傳の領 まで も 競 ひ 申しけ りと 

ぞ。 を さまら むとして 邇 亂れ、 やす からん としてます- あや ふくな 匁 
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にけ る、 末世の 至り こそ 實 にかな しく 侍れ。 


(次に 功田と 云 ふ 事 は、 昔 は 功の 品に 隨 ひて 大 上中下の 四の 功 を 立て 田 を あかち 給 ひき) 功田と いふ は 1 家に 勳功 ある も 

のに 其の (A として 與 へらる、 田で あるが、 この 事 は大寶 令の 田 令に 其の 規定が 見 ゆる。 それに は 大功 田. 上 功田、 屮 

功田、 下 功田の 區 別が ある T あかち」 と は 古語で 「わかつ」 とい ふと 同じい。 而 して それ を 賜 はった 人 は その 田より 

输 する 租を 得る だけで ある。 

(其數 皆 さだまれ リ) 功田の 数の 規定 は 現存の 史乘に は 見えぬ。 古来の 內規 があった ので あらう。 

(大功 は 世々 にたえず、 其 下つ かたは 或は 一二 世に 傅へ、 孫子に 傳へ、 身に とどまる もぁリ .} 田 令に よるに、 「凡 功田、 大功 

世世 不レ 絕、 上功傳 一一 三世 f 中 劝傳,  一 一 } 世" 下 功傳レ 子、」 と ある。 それ故に、 ここに 「その 人 1 身に とどまる」 と あるの は 14- 

りで あり、 下 功で も 子に は傳 へられ、 その子までで 恩賜の 義が 止まる ので ある。 功 E を 賜 はった 例 は大齊 三年に 大賓 

令 を^め た 功に より 下 毛 野 朝臣 古 麿に 功田 二十 町 を 賜 はり、 延曆 十七 年に 和氣淸 麿に 功田 二十^ を 賜 はり、 子 係に 傳 


• へ しめられた 事が あり、 又 平將門 追討の 賞と して 藤 原 秀鄕に 功田 を 賜 はり 永く 子孫に 傳へ しめられ、 又^ 淸盛、 源賴 

朝な ども 大功 田 を 賜 はった。 

(天下 を 治む と 一 14 ふ 事 は、 國 郡を專 にせず して) 「國都 を 尊に せず」 と は 國都を 勝手次第に 分ち 與 ふるとい ふやうな 事 をせ 

ぬ をい ふ。 

(其 事と なく) この 語 は 明かに それと 1 々 ことわる やうな 事 はせ ずして 而も 哈默の 間に 一お の 方針 をと りて 動かぬ をい ふ。 

(不 蛾の 地 を 立てら るる ことのな かリ しに こそ) 大黉令 以來の 田 制に^. 租 田、 鲩地子 田、 不^ 租 田の 別が ある。 輸租 田と い 

ふ は 位田、 職 田、 功田、 口分田、 粲 田の 類で、 租を官 に 納め、 其餘を 己が 所得と する。 输地子 田と いふの は、 公 s、 

沒官 田、 逃亡 除籍 口分田の 類で、 1 年 を 限って 官 よりその 田 を 貸し 與 へその 地 子を徵 する をい ふ。 不輸租 田と は祌 m. 

寺 田、 勅旨 田、 公廨 田の 類で、 租も地 子 も官に 納めず、 穫る 所を義 くと るので ある。 卽ち 功田と て 賜 はる 所 も、 や は 

り鲩租 田の 一種で、 不输の 地で はない。 不 輪の 地と は 官に祖 稅を納 むる 義務 を 課せられない 土地で、 上述の 不輸租 田 

又 後世 發 達した 莊 園の 如き をい ふ。 

(國に 守 ぁリ、 都に 領ぁ び) 國 都に は いづれ も 地方 官が ある。 國の 長官 を 守と いひ、 郡の 長官 を大領 とい ふ。 

(一 國の內 みな 國 命の 下にて を さめし 故に 背く 民な し) 國々 はすべ て その 國 司の 命令の 下にて 治めた から、 それに 順 はぬ 

人民 は 無かった ので ある。 

(かくて 國 司の 行 迹を 勘へ て黉 罸ぁリ しか ぱ、 天下の 事鞏を 指して 行 ひやす かリ き) 國 司の 行迹は 一 方 考課 令の 規定に よ 

り、 一方 は 勘 解 由 使に よ リて跋 重に 考察 せられた。 考課 AP に 曰 はく 「强 一一 濟 諸事 一 肅 一一 淸所部 一 爲ー 一 國司 之^ こ と あり、 ヌ 

「凡 國郡司 撫育 有レ 方、 戶ロ^ 益 者」 をば、 その 成迹 によりて、 考を 進められ、 「若 撫育 乖 レ 方 戸口 減損 者」 は 又 その 如何 

によりて 等 を 降され、 更に 又 「其勸 一一 課 田 農 一能 使 一一 農疏 一 者」 も 亦考を 進められ、 これに 反する もの は 降 さるる。 又^ 司 

解任の 際、 後任より 事務^ 滯 なかり し 由の 解. E 狀を とりて これ を 朝に 進 むれば、 勘 解 由 使 これ を 審査し 功過 を 明かに 

する ので ある。 さやう にして 賞罰 黜陟を 行 はれた からして、 天下の 政事 は 手のひら を 指して 見る 如く 行 ひ 易く あった 

ので ある。 

(其 中に 諸 院諸宮 に 御 封 ぁリ) 諸 院とは 太 上 天皇 を院と 申し上げ、 又 皇太^ をば 太 上天 a に準じて 女院と 申し上げた、 その 

院女院 を 一括して 諸院 とい ふ。 諸 宫とは 中宮、 良 后宮、 皇太后 宮等 の宫々 をい ふ。 今^ 族 を 申し 尜る宮 とい ふ 意味と 
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は 違 ふ。 御 封と は 正しく は 食 封と いひ、 その 品 は戸數 によりて 計算 せらる る 故に 封戶 ともい ふ。 院宫の 御 封で あるに 

よりて 御 封と いふ。 院女院 の 御 封、 中 宫三宮 の 御 封 は 其の 時の 宜しき によりて 定めら るる ことで、 令に 规定 はみ えぬ。 

すべて 食 封の 地 は 神 田、 寺 田、 口分田、 功田 等 相 銑り て轍租 あり 不轔租 あるが、 その 封 主 は その 祖 のみ を 得る ので あ 

り、 その 各戶 より 出 す^を も 得る ので ある。  - 

(親王 大臣 も 亦 如此) 親王に も 大臣に も 食 封が ある をい ふ。 祿 令に 曰 はく、 「凡 食 封 者 一品 八 百戶、 二 品 六 百戶、 三 品 四百 

戶、 W 品 三百 戶、 內 親王 減 半」 と ある。 これ は 親王の 食 封の 規定で ある。 大臣 以下に 對 して 同じく 上文の つ V きに 曰 

はく 「太 政 大臣 三千 戶、 左右 大臣 二 千戶、 大納言 三百 戶」 卽ち 中納言 以下に は 食 封 を 給せられ ぬので ある。 又 曰 はく 

「正 1 位 三百 戶、 從 一位 二百 六十 戶、 正 二位 二百 戶、 從 二位 1 百 七十 戸、 正三位 一 百卅 戸、 從 三位 一 百戶」 而 して 四 

位 以下に は 食 封 を 給せられ ぬので ある。 

(其 外 IB 田 職 田と て ある も) 官田は 古の 「みた」 で 天皇の 供御 田で あるから、 ここにい ふ 所の もので はない。 ここの 官田 

は 位 E の^で あらう。 位田 は 品位 ある 親王 及び、 翠 位 以上の 諸 王 諸臣に 品位の 差に よりて 賜 ふ 田で ある。 田 令に 「凡 

位田、 一 品 八十 町、 二 品 六十 町、 三 品 五十 町、 四 品 四十 町、 正 1 位 八十 町， 從 一位 七十 四 町， 正 二位 六十 町、 從 二位 

五十 四 町、 正三位 四十 町、 從 三位 卅四 町、 正 四 位廿四 町、 從 四位廿 町、 正 五位 十二 町、 從 五位 八 町女滅 一-一分 之 こと ある。 

職 田と は その 官職に よって 耠 する ra であるが、 これ を 賜 ふ 者 は內官 では 太 政 大臣" 左右 大臣、 大納言 及び.. • 諸道の 博 

士、 商^、 坊 令で、 外官 では 太宰府 諸國の 長官から 史 生までに 耠 せらる る。 その 數は太 政 大臣 は 四十 町、 左右 大臣 は 

雷 町、 大納言 は廿町 等で ある。 

(« 官符を 給 リて其 所の 正稅 をう くる ぱかリ にて 國 は皆國 司の 吏務 たるべし) 御 封 も 位田、 職 田、 功田 いづれ も. 太政官 

^  (太 政^の 命令書) を 賜 はりて これ を證 として その 所の 正稅 即ち (田から 出す 租米) を受 くる だけに 止まって、 國 

土の 支配 權 はもと より 國家 にあれば 國 司の 吏務と して、 それらの 事 を 掌った ので ある。 要するに 上の 食 封 位田 職 田 功 

田す ベ て經濟 上の 事で 統治の 櫂 力にまで は翻伟 しないの である。 

(但 大功の 者ぞ 今の 庄園な どと て傳 ふるが 如く 國に いろはれ ずして 傳 へた リ) 「いろはれ ず」 と は 十涉^ 受けぬ こと をい ふ。 

大功 田 は 上に いふ 通り、 子孫に 世々 傳 ふるもので あるから して * それの 經濟 上の 事項に ついては 全く 國 司の 千 涉を受 

くる こと はない やうに 思 はるる が、 しかし、 その 土地の 支配 權を もって ゐ るので な 仁して、 租稅 を敉納 する 權 だけて 


あるから して 國 司の 支配 を受 くる こと は當然 にして 又 必然の 事で ある。 本書の 說は 少しく ^つても ると 思 は. るる。 

(中古と 成リて 庄園 多く 立てられ、 不 » の 所 出来しよ リ鼠國 と はなれ リ) 大 化の 改新 は 主として 不輪租 の 地 を 立てない と 

いふ 方針であった らしい が、 後お 然に莊 園と いふ ものが 出来した。 莊鬧は 字義から いへば、 田 莊と阈 地と である j 田 

を 外に 有する もの は敉穫 等の 爲に 其の 地に 屋舍を 置く 必耍が ある。 この 屋舍 が田莊 である。 阖地は 桑 漆 等を植 うる 爲 

に 各戸に 耠 せらる る もので、 その 戶 口が 絶えぬ 限り 子孫に 傳 ふること を 令に 許して ある。 そこで、 その 莊阖 をば 私有 

不 輪の 地の 名目に かりて 禁を 犯した のが 後^い ふ 莊圃の はじまり であらう。 この 事 はいつ 顷 より 起った か 明確に はわ 

からぬ が、 醍醐 天皇の 延喜ニ 年に 太 政 官符を 以て、 新 立の 莊隠を 禁ぜられた 事が あるが、 その 頃に 旣に弊 を 生じた 事 

と 思 はるる。 花 山 天皇の 時 また これ を 禁ぜられた 事が あるが、 これ は その 弊の 段々 烈しくな つた^ を吿 ぐる もので あ 

る。 かやう にして 莊 園が 多く 立てられ、 租稅を 公に 納めぬ 地が 多く 生じた ので あるが、 この 事から して 日本 國は 亂れ 

たので ある • 

(上古に は、 この 法よ く 堅かリ ければ にや 推 古 天皇の 御 時、 蘇 我の 大臣お が 封 一 尸 を 分けて 寺に よせんと 奏せし を 終に ゆる 

されず) 多くの 莊 園の 中には 自己の 封 戸と か 功田と か を 神社 佛 寺に 寄附して 莊阓 とした もの も ぁリ、 中には 名義 上 寄附 

してな ほ もとの 持主が それの 實權を 握り、 これによ りて 公の 支配 を脫 せう と 企てた もの もあった が、 かやうな 方法 を 

行 ふこと は 上古に は 全く 難かった ものと 思 はるる とい ふので あるが、 これ は 全く 著者の いふ 通りで ある。 伹し、 推 古 天 

^の 御 時に 蘇 我の 馬子が、 わが 封 戸 を 分けて 寺に よせんと 奏した とい ふ 事 は 史乘に 所見が 無い。 これ は 或は 日本 紀推 

古 夭5 一 一 十二 年 冬 十月の 條に 馬子が 奏請して 「葛 狨驟者 元 臣之本 居 也、 故 2_| 其縣 一 さ 姓名 一 是以冀 T 之 常 得, 一 其 S 以欲 * 

臣 之封縣 上。」 と 願 ひ 奉った が 天皇が 許されなかった 事が 委しく 出て ゐ るが、 それ を 誤" 傳 へたので なから うか。 

(光仁 天皇 は 永く 神社 佛 寺に 害せられし 地 を も 永の 家 は 一代に 限るべし と ぁリ) この 事 は 緩 日本 紀に見 ゆる。 齊龜 三條灭 

六月の 條に曰 はく 「勅、 封 一 百 戸 永 施， 一秋 篠寺ー 其 櫂 人-食 封 一 ^立-令 條？ 比 年 所， 行甚 違-先 典？ 天長地久 帝 者代醉 物： 大 

下物 非， 一 一 人 用？ 然緣， 有, 所, 念 永 入， 一件 封？ 今 謂， 永者是 一 代 耳。 自今 以後 立 爲-恆 例？ 前後 所， 施 一 准-於 此ー」 と。 かやう 

にして 「永く」 とい ふ は 寄附 せられた 人の 一代 限りで、 その後に は 及ばない とい ふこと に 規定せられ たので ある。 

(後一 一一 條院の 御世 こそ 此費 をき かせ 給 ひて 記錄所 をお かれて 國々 の庄 公の 文書 を 召 じて 多く 停 腹せられ しか ど) 後 十 一 年 

皇の 記錄所 をお かれた 事 は 上に 述べて ある。 (四 一 七 1.20 この 記 錄所は 記 錄莊園 券 契 所と も 莊阅^ 錄所 とも 云って、 茈 
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岡の 券 契の^ 非 を 勘 決して 記錄 する 役所で ある。 「庄 公」 と は 庄園と 公田と にして、 公田と は莊園 以外 國 司の 钤 轄に屬 

する E 地 を SI 稱 する。 卽ち國 々の 庄園 又 公田に 屬 する 文書 を 召し寄せて、 仔細に 調査して、 多くの 不當 の莊閼 を停餒 

せられた こ と を い ふ o 

(白 河 鳥 M の 御 時よ リ新 立の 地彌 多く 成 リて國 司し る 所 Ra 分が 一 に成リ ぬ) この 御 時に 庄園 を 新に 立てられた 事の 多 い こ 

と は旣に 述べて ある。 かやう にして 公領 は 日に く 減じて 國 司の 治む る 所 百 分 1 になった とい ふ。 

(困 司 任に 趣く こと さへ 無くて. 其 人に も あらぬ 眼 代 を さして 國を をさぬ しめし かば 爭か 亂國 となら ざら む) 眼 代 又 目 代 

ともい ふ、 國 司の 代官に して その 人の 耳目に 代る 意。 「其 人に も あらぬ」 と は その 人柄で もない の 意。 かやう に國 司の 

治む る 所も少 くな つたから して、 後々 に は 然るべき 人物で もない 如何 はし レ 人間 を 眼 代と 名 づけて、 その 國に 差し 下 

して 國を 治めた から、 亂國 となる のが 當然 である。 亂國 とならぬ 箬 がない とい ふ 意。 これ は國政 をば 1 種の 請負の 如 

くにした ので、 亂 政の 甚 しい ものである。 (つまらぬ 人間が 目 代に なった 話 は 今昔 物語な どに 見 ゆる o) 

(况ゃ 文治の 始、 國に夺 護 職 を 補し. 庄園 鄕 保に 地頭 をお かれしよ リ この 方 は 更に 古の 姿と 云 ふ 事な し) この 事 は 後. お 羽 

院の條 に 述べて あるが、 かやう になって は國 司と いふ もの は 仝く 無用の 物の やうに なり、 天下に は 公領と いふべき 地 

が 袷 どなくな つて、 せの 姿と いふ もの は 更に なくなって しまつ だ。 

(政遒 を 行 はるる 道靈 たえはて にき) 君 は官を 任じ、 それによ つて 地方 を も 治めら るる ものであるに、 上の やうに なりて 

は、 政治 を 行 はるる 方法が、 無くなって しまったので あるから. 帝王の 統治と いふ 事 は 行 はれ なくなって しまった。 

§ 以上 は 古から 常時までの 土地 制度 地方 政治の 有樣を 述べて、 國郡 にっきての 上の 說 につぎ ての 意見 を 敷衍した ので 

r, あるが、 これから は建武 中興の 政治に 論及す る。 

(適 一統の 世に 歸リ ぬれば、 このたび ぞ、 古き 費 を も 改められ ぬべ かリし かど、 それ まて は 剰の 事 也) 今後 醍醐 天皇の 御 

代に たまく 天下 一統して 夭 皇 親政の 世に 復 つたので あるから して、 今度 は 古來の 弊政 を も 改めて、 古の 正しい 政^ 

に復 してし ま はるべき であった けれど、 そこまで 望. んだ の は餘り 望みす ぎた 事であった。 卽ち赏 際 は そこまで ^底し 

た 政治が 行 はれなん だ こと をい ふ。 

(今 は 本 所の 頟と云 ひし 所々 さへ 皆勳 功に 混ぜられて 累家も ほと く 其 名 ぱかリ に成リ ぬる も ぁリ) 莊 園に は 幾 mk も 所 

有 權が行 はれて ある やうに 見 ゆる。 公卿 豪 民 等に して これ を颌 して ゐる もの を 領家义 は 領主と いひ、 更に その上に.^ 


りて、 その 租入 を受 くる もの を 本家 又は 本 所と いふ。 その 本家 又は 本 所 は 主として、 院宫攝 であって、 その 莊圜に 

對 しての 1 切の 權カを 掌握して ゐ るので ある。 これらの 關係は 「本家 御 敎書領 家 御 下知 之狀進 候」 とい ふ 文句の ある 

文書 (京都 革 島 文書、 正 和 元年 十 1 月 十九 日の 預狀 など) に 兌 ゆる。 本 所と 領 家と を 1 にす る說も あるが 認 であらう。 

今 は 本 所の 領 といった 所々 までが、 ^勳 功の 賞と して その 方に 與 へられ、 累代の 名家 も、 鸫濟の 基礎 を 奪 はれて 殆ど 

その 名ば かリに 成って しまった もの も あると いふ こと。 

(これ 啻 功に ほこれる 辈君 をお とし 奉る に 依 リて皇 威 もい と V- かろくな るかと みえた リ) 「君 をお とし 奉る」 は 君 を 輕んじ 

あなどり 奉る こ と。 

(か. * れぱ其 功お しとい へど も、 古よ リ »; ある 輩 をな つけられん ために、 或は 本領 也と て 給 はる も ぁリ、 或は 近 境 也と て 

望む も ぁリ) 古から 勢力 ある もの を 懐けられ むが 爲に は、 さほどの 功が なくと も 何とか かと か 名目 をつ けて 土地 を與へ 

たまうた もの も ある。 これ は 高 氏の 如き 輩 を 主として いふ。 さて その ロ赏は 或は 本の 領地で あると か、 或は 自分の dii 

所に 近い 場所で あると か 云って 望む と、 それに 對 して 賜 はると いふので ある。 

(M 所 を もて 行 はるる にたら ざれば) 闕 所と いふの は官 に沒敉 せられた 地所 を いふ。 ここにて は 北條氏 及び その 一 黨の所 

領 の沒官 せられた もの を 主として さすので あらう。 それら を 以て、 今の所 望の 者に 下賜 せらる るに 不足で あるに よつ 

て の 意。 

(國 都に 付きた リし 地、 若く は 諸家 相 傳の領 まても 競 ひ 申しけ リ とぞ) 國郡 に付きた りし 地と は 國司郡 司の 支配すべき 公 

領の 土地 をい ふ。 諸家と は院 宫攝閼 等の 諸の 本家 をい ふ。 これら をも與 へられむ こと を 要望した とい ふ。 

(を さまら むとして 彌 sg れ やす からん としてます/ \ あや ふくな リに ける 末世の 至リ こそ 箕 にかな しく 侍れ) 梅 松 論に 

「爱に 京都の 聖斷を 聞 奉る に 記錄所 決斷所 をお かるる とい へ ども 近臣 臨時に 内奏 を綏て 非義を 申斷間 綸言 朝に 變じ甚 

に改 りし ほどに.. 諸人の 浮沈 掌 を 返す が 如し。」 とい ひ、 又建武 年間 記に 載す る ニ倐河 Ig^ 書と いふ ものの 語 中に 「俄 

大名 迷 者、 安堵 恩賞 虛軍、 本領 ハナ ルル 訴訟 人、 文書 入 タル 細 葛、 追從讒 人禪律 僧- 下克上 スル成 出 者、 器用 ノ堪否 

沙汰 モ ナク、 モ ルル 人ナ キ決斷 所」 とい ひ T 朝- 1 牛馬 ヲ飼 ナガ ラ、 夕 一一 變 アル 功臣 ハ、 左右 -1 及ハ ヌ事ソ カシ、 サセ 

ル忠功 ナケレ トモ、 過分 ノ 嵙進ス ル モア リ、 定 テ損ソ アル ラント 仰 テ信ヲ トル ハカ リ、 天下 1 統メッ ラシ ャ」 と ある。 

これら いづれ も 時世の 姿の 1 端 を 示した ものと 見ら るる。 

卷四 後 IK 醐 天皇  .  FF! 
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六 六 二 


(說) ここに 常時の 人心の 險惡 になって ゐ たこと につれ て、 それ を誡 め、 その反^ をうな がさむ が爲 に、， 次に 臣ドの 道 を 

論ずる。 その 文 は 痛切 直ちに 肺肝に 迫リ、 熱烈 ことに 賊子の 膽を奪 ふに 足る ものである。 本書 中 最も 熾烈なる 熱誠 を 

披歷 せる 大 文章で ある •  ， 


「 いたし」^ 本 

「至し」 とす o 

他銥 本に よる 


「いたす」 同前 


才 3ゾ ワウ K 


チウ 


イノ チ  ス 


ジン シン  ミチ 


カナー 


凡 王土に はらまれて 忠 をいた し、 命を捨 つる は 尺臣の 道な り • 必ず、 こ 

o  o  o 

れを 身の 高名と 思 ふべき にあらず、 しかれ ども 後の. < を はげまし 其 跡 

を あはれ みて 賞 せらる る は 君の 御 政 也。 下と して 競 ひ 諍 ひ 申すべき に は 

あらぬ にや。 ましてさせる 功な くして 過分の 望 をいた す 事み づ から あや 

o  o  o 

ぶむ る はし なれ ど、 前車の 轍 をみ る こと は實に 有りが たき 習 也け むか 

し。 


(凡 王土に はらまれて 忠 をいた し、 命を撿 0 る は 人臣の 道な =0 王土 は 帝王の しろしめす 土地 をい ふ。 人 はこの 王土に 孕 

まれて 生れ 出で たる ものである。 その 人 iE がお に忠を 致し 命を捨 つる は、 これ は 人臣と して 赏然の 道 をつ くした まで 

の 事で ある。 

(必ず これ を 身の 高名と 思 ふべき にあらず ：>  王事に 力 を 盡すは 當然の 本務 を 遂行した だけの 事で、 身の 高名 手柄と 思 ふべ 

きで はない とい ふこと。 これ は 千古の 金言で ある。 

(しかれ ども. 後の 人 を はげまし 其 跡 を あはれ みて 赏 せらる る は 君の 御 政 也) 王事に 身命 を拋 っは臣 子の 本分で 赏然の 事 


では あるが、 しかし、 後の世の 人 を獎勵 し、 又 その子 孫 を あはれ みて 赏 せらる る こと は、 それ は 君の 行 はるる 政と い 

ふ ものである。 

(下と して 競 ひ 諍 ひ 申すべき に は あらぬ に §0 これ は 赏然の 事で ある。 臣 子が 國 家の 爲に 身命 を投 出して はたらく の は 當 

然の 事であって、 それ を 1 々申し立てて、 貧 を铰ひ 望み、 功 を 諍って. S- し 立つ るが 如き こと は あるべき 事で はない。 

(ましてさせる 功な くして 遇 分の 望 をいた す 事み づ から あやぶむ る はし なれ ど) 相應の 功勞を 立てた とても 自ら 競 望す ベ 

きで ない のに、 まして さほどの 功 もな くして 身分に すぎた 望 をす る亊 は、 かへ つて 已が 身を危 くす る 基で ある けれど 

もとい ふ 意。 

(前車の 轍 をみ る 事 は實 に有リ がた き 習 也け むかし) 糠 は 車の 輪の 迹を さすが、 「アト」 とよむ がよ い。 前車の 轍 をみ ると 

いふ 事 は 漢書の 賈誼傳 に 「前 ポ稷 後車 誡， 秦世所 一 一 以^ 絕ー者 其 轍 迹可レ 見。 然而不 レ避、 是 後車 又 將レ筏 也」 と あるのに よ 

つた 語で、 前に 行く 車の 筏った 轍の 迹を 見て、 後に 行く 車が 齊戒 すべきで あるが、 さやう に 古人の 行迹 をかん がみて 

我が身 を 顧み、 その 失敗の 二の舞 をせ ない 樣に するとい ふ-事 は、 實 地に は 行 ひ雞ぃ 事で あるので あらう とい ふこと。 

チウ 3  t ト  ガウ キヤウ  イマ シ  ガウ キヤウ ナ  カナ ラ 

中古まで は 人の さの み豪强 なる をば 誡 めら れき。 豪强に 成り ぬれば、 必 

ずお ごる 心 あり。 果して 身 を 亡し、 家 を 失 ふためし あれば、 誡 めら るる 

コトヮ リナ リ  トパ ノヰン  ミヨ  、ンョ n ク  ブ -、ー  ゲン ヘイ  ィへ  ゾク  トド 

も理 也。 鳥 羽院の 御代に や、 諸國の 武士の 源平の 家に 屬 する こと を 止む 

べしと 云 ふ制符 度々 有りき。 源平 久しく 武を 執りて 仕へ しか ども、 事 あ 

る 時 は 宣旨を 給 はりて 諸 國の兵 を 召し 具し ける に、 近代と 成りて、 やが 

カタ  ィ  ャ カラ ォホ  ョ  コノ セィフ  クダ  ハタ  イマ 

て 肩 を 入る る 族 多くな りしに 依りて、 此制符 は 下されき。 果して 今まで 
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の亂 世の 恭 なれば、 云 ふかひな き 事に 成りに けり。 

(中古 まて は 人の さの み 豪 強なる をば 誡 めら れき) 「中古」 は 先に もい ふ 通り 平安 遷都 以後 1 倐 天皇の^ まで を さした もの 

であらう。 「豪 强」 とは權 勢の あり、 武力 を もって ゐる こと。 その 中古まで は 人々 が豪强 になる こと をば 誡 めら れ たと 

いふ。 これ は 1 方に は權 力の 下にう つ ら むこと を 防ぎ、 I 方に は 勢力の 1 方に かたよる こと を も 防がれた ので あらう。 

(裹 強に 成リ ぬれ ぱ， 必ずお ごる 心 ぁリ) これ はいふまで もな く、 かくな り 易い ものである。 

(果して 身 を 亡し 家 を 失 ふためし あれ ぱ誡 めら るる も理也 ；} これ は 多くの 叛臣に 常に 見る ことで ある。 それ故に、 豪 强に 

ならぬ やうに 誠 めら るる も 尤な譯 である。 

(鳥 羽院の 御代に や 諸國の 武士の 源平の 家に 屬 する こと を 止むべし と 云 ふ制符 度々 有リ き) 鳥 羽院の 御代に 此の 禁令が 在 

つたと いふ こと は 未だ 所見が 無い。 堀 河 天皇の 寛 治 五 年 六月 十二 日 「給，！ 宣旨 於五畿 七道 一 停 V 止 前 陸奧守 源義家 隨レ兵 

入レ京 並諸國 百姓 以. "田 畠公驗 一好 寄 一 1 義家 朝臣 1 事 こ とい ふこと が 百 鍊鈔に 見え、 翌六年 五月 五日に 義 家の 構へ 立てた 諸 

國の莊 園 を 停止せ しむる 由の 宣旨を 更に 下された 事 を 後 二 條師通 記に 載せて ある。 これら は 諸國の 住人が、 その 所有 

の莊閬 等を義 家に 寄附して その 家人と なるとい ふ 事が 盛んに 行 はれた 事 を反證 する ので あるが、 恐らく はか やうな 事 

を さした ので あらう。 而 して ここに は 堀 河 天皇の 御代の 事 は 少しも 言 はないで、 次の 御代の 鳥 羽 天皇の 御代と 明 首し、 

又 度々 制符が 在った と あるから、 勿論 上述の 事 以外に その 事 實が存 したので、 著者が 決して 勝手に 言った ので はな か 

らう。 た^、 今、 その 史料が 傳 はらぬ ^に 明かに はわから ぬので あらう * 

(源平 久しく 武を 執リて 仕へ しか ども、 事 ある 時 は 宜旨を 給 は リて諸 國の兵 を 召し 具し ける に) さて 上の 如き 制符を 下さ 

れた譯 は、 昔から 源氏 も 平家 も 久しく 武人と して 奉仕して は 居た が、 それ も 平素、 兵 を 養うて ゐた譯 でもな く、 义勝 手 

に 兵 を 集めた 譯 でもな く、 一朝 事 ありて 兵 を 動す 必要の 在った 時に、 その 度 毎に 宜 ！t 卽ち 勅命 を 下し 賜 はり、 その宜 

旨に よりて 諸 國の兵 を PC しつれ て、 戰爭 にも 出かけた のであった のにと いふ 意。 

(近代と 成リ て、 やがて 屑 を 入る、 族 多くな リ しに 依 リて此 制符は 下されき) 然るに 近代に なって は宜 旨に も よらず、 私 

に 勝手に 源平 二 氏に 肩 を 入る る (方 人 をす る こと、 味方と なること) 者が 多くな つたに よりて、 この 制符を 下された 

ので ある。 卽ち、 これが、 源平 二 氏の 家人と か 郎等と かいふ ものが 多くな り、 武士と いふ 1 社會の 生じた 墓で ある。 


「耠 へ」 底本 

「耠 り」 と あれ 

ど-誤 ならむ。 

他寫本 「耠」 一 

字に 作る。 慶 

安本に よりて 

よむ。 


「出で 来る」 底 

本 「出来」 に 

作る 栴靑諸 

本に よりて よ 

む C 


「潁」 底本 「穎」 

とす。 梅靑ニ 

本に よる。 


(果して 今 まての 亂 世の 基な れぱ、 云 ふかひな き 事に 成リ にけ リ) 源平 二 氏に 武士が 馬して、 その 家人に なリ、 武門と い 

^ものが 生じた^に、 ^元 平 治 以後 近世まで の亂 世と いふ ものが あら はれた ので ある こと は いふまで もない。 


1 


n  ノ  n 


ィ クサ 


ァ ルイ ィへ ノコ ラウ ジゥ セッ 


タゲ 


はし ともなり、 又戟 威の かろ 


ン ン 


スゥ キ 


ァカ ラサ マ 


此 比の ことわざに は 一 たび 軍に かけあ ひ、 或は 家 子郧從 節に しぬ る 類 あ 

ヮガ コゥ  二 ホン ゴク  タマ  モシ  ハン ゴク  タマ 

れば我 功に おきて は 日本 國を給 へ 若 は 半 國を給 ひても たる ベ からず など 

o 

マテ  マコト  ォモ - n ト.  * 

申す める。 實 にさまで 思 ふ 事 は あら じ なれ ど やがて これより みたる る 

ォ  ゲン ギヨ 

しさ も 推し はからる る ものな り。 言語 

は薪チ の擴 黴な りと いへ り。 ..0 地に も 君 をない がしろ にし、 人に おごる 

サキ  二ん  ハべ  ゴト  力 タキ n ホリ ，ンモ  フ 

こと は あるべ からぬ ことに こそ。 先に 注し 侍りし 如く、 堅 氷 は 霜 を 踏む 

よりいた る 習 なれば、 k 臣 賊子と， 云 ふ もの は 其始心 ことば をつつ しま ざ 

イク  ョ  ナカ  ，  マテ  ヒ ツキ  ヒ カリ 

るより 出で 來る なり。 世の中のお とろ ふると 申す は 日月の 光の か はるに 

o  o  o 〇 

も あらず、 草木の 色の あらたまる にも あら じ。 人の 心の 惡 しく なり 行く 

マッセイ  ムカシ  キヨ ユウ  ィ  ヒト  ティ ゲゥ  クュ  ヅタ  ァ 

を 末世と はいへ るに や。 昔、 許 由と 云 ふ 人 は 帝堯の 國を傳 へんと 有りし 

キ  • エイ セン  ミミ  ァラ  サゥ フ  コレ  キ  ミヅ 

を ffl きて 潁 川に 耳 を 洗 ひき。 巢父 は是を 聞きて この 水 を. だに きたなが り 
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六 六 五 


「あさまし」 底 

本 f 淺猿」 に 作 

る。 他 諸 本に 

よりて 改む。 


「顧み ざら む」 

底本 「顧 ラ ム 」 

に 作る。 他 諸 

本に よる。 


二の 「反」 諸 本 

「叛」 とす。 誤 

著しき により 

て改 む。 


祌& 正統^ 述 義 


六 六 六 


ゴ ザゥ 


てわたらず。 其 人の 五臓六腑 のか はれる に は あら じ。 よく 思 ひなら はせ 

ュヱ  ナホ ュク スヱヒ トコ コ！1 ォモ  ォホ カタ 

る 故に こそ あらめ。 猶 行末の 人の 6 思 ひやる こそ あさまし けれ。 大方お 

o 〇 o  o 

イツ シ ンォン  マ ン 二 ン  ゥラミ ノコ  力 ヘリ 

のれ 一身 は 因 3 に ほこる とも、 万人の K を殘 すべき こと をば、 など か 顧み 

o  o 

キ？ *  *、 ンセ *|  了レ * ノ  方 ギリ  キ  为 ，vv» リ  じ ト 

ざら む。 君 は 万 姓の 主にて まし ませば、 限 ある 地 を もちて. 限な き 人に 

o  o 

わかた せ耠 はむ こと はおしても は. かり 奉るべし。 若、 一 國づっ のぞむな 

口 クジフ 口 クー ーン  イチ グン  ィ  ュ ホン  ゴ ヒャク クジフ 

らば 六十 六 人に て ふさがり なむ。 一郡 づ つと 云 ふと も、 日本 は 五 百 丸十 

シグン  ゴヒャ ククジ フシ ニン  ヨロ  n  セン マン  ヒト  ィハ 

四 郡 こそ あれ、 五 百 九十 四 人は悅 ぶと も、 千万の 人 は よろこば じ。 況ん や、 

ュ ホン  ナカ パ コ n  口  i ナ  ティ ワウ  タマ 

日本の 半 を 心 ざし 皆ながら のぞまば、 帝王 は いづく を しらせ 給 ふべ きに 

n  n  P キザ  ィ  ォモテ  イロ  ム ホン 

か。 かかる、 いの 萠 して、 ことばに も 出で、 面に はづる 色の なき を 謀反の 

o 

ハジメ ィ  ナリ  ムカシ マサカ ド  t エイ ザン ノボ  ダイ ダイ  ヱン ケン  ム ホン  ォモ 

始と云 ふべき 也ノ 昔の 將門 は比釵 山に 登りて 大內を 遠見して、 謀反 を 思 

ク ハダ  タゲヒ  ハべ  ムカ シヒト  タダ  マサ カド 

ひ 企てけ る も かかる 類に や 侍りけ む。 昔 は 人の 正しくて おの づ から 將門 

に 見 もこり、 聞 もこり 侍りけ む。 今 は 人々 の 心 かくの み 成りに たれば、 


梅 

本 


に— 


不ロ 不口 
は 


て 他 


せ 


よ 字' 
ると 底 
° す 本 


補 諸 ， 

ふ 本 底 
。に 本 
ょ脫 
り す 


コノ ョ  カン - カウ ソ  テン 力  セゥ ガ  チャウ リャゥ 

此世 はよ くお とろへ たるに や。 漢の 高祖の 天下 をと りし は蕭 何、 張 良、 

カン -ンン  チカラ ナリ  サン ケ ツイ  マン ニン  スグ  ケ ツイ  I チカ 

韓 信が 力 也。 これ を 三 傑と 云 ふ。 万人に 勝れた る を 傑と 云 ふと ぞ 中に 

チャウ リャゥ カウ リシ  ヰ チャウ ゥチ  力  コト 

も 張 良 は 高祖の 師 として、 はかりごと を 帷暖の 中に めぐらして 勝つ 事 を 

セン リ  ホカ " ケッ  ヒト  タマ  -  チャウ リャゥ 

千里の 外に 決する はこの 人な りとの 給 ひし かど、 張 良 はお ごる ことなく 

リウ  ト .n  &  ホウ  •  コゥ 

して 留と いひて すこしき なる 所 を のぞみて 封せられ にけ り。 あらゆる 功 

i ン ォホ ホロ  チャウ リャゥ ミ マタ  チカ ョ コト  ヨリ、 トモ 

臣 多く 亡びし かど、 張 良 は 身 を 全くした りき。 近き 代の 事ぞ かし。 賴朝 

トキ  プン チコ n  ォク  ヤス ヒラ  ッヰ トウ  ムカ  コト 

の 時まで も 文治の 比に や、 奧の 泰衡を 追討せ しに、 みづ から 向 ふ 事 あり 

o 

タヒ ラノシ ゲタダ  セン ヂン  ソノ コゥ  ゴ -ジフ シ ゲン  ゥチ 

しに、 平 重忠が 先陣に て 其 功す ぐれたり ければ、 五十 四 郡の 中， いづく 

ナガ テカ  n ホリ  チ ヒサ キト コ H  タマ 

. を も のぞむ ベ かりけ るに、 長 岡の 郡と てき はめた る 小 所 を のぞみ 給 はり 

o  o  o 

ヒト  シャゥ  ォ n ナ 

ける とぞ。 これ は 人に ひろく 賞 を も 行 はしめ むがた めに や、 かしこ かり 

マタ ナホ ザネ  ィ  - モノ  t ト トコ a.  クダシ フミ -I 

ける をの こに こそ。 又 直 實と云 ひける 者に 一 所 を あた へ たま ふ 下 文に 日 

ホン ダイ イチ  カウ  モノ ナ リカ  タマ  ヒト  カノ クダ シプミ  ゾゥ モン 

本 第 一 の 剛の者 也と 書きて 給 ひて けり。 一 とせ 彼 下 文 を もちて 奏聞す る 
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i 觸フ い 


神 M  ^ 統詆 述義 


六 六 八 


「と 一 底本な 

し。 他^ 本に 

よりて 補 ふ。 


「國」 字 底本な 

し。 他 諸 本に 

よりて 補 ふ。 

「燧」 底本 「に」 

とす。 他 諸 本 

によが て改む 


ヒト ァ  ホウ ビ コト パハ十 ハダ  ァタ  トコ 口 

人の 有りけ るに、 褒美の 詞の甚 しさに 與 へたる 所の すくな さ、 まことに 

ナ  ォモ  リ  カロ  コト  ク チ^チ 

名 を 重く して 利を輕 くしけ り、 ，いみ じき 事と 口 •々 に ほめ あ へ りけ る、 

〇 

かに 心得て ほめけ むと いと を かし。 これまでの 心 こそな からめ。 事に 

キミ  タテ マツ  I  タカ  トモ ガラ  ォホ  ョ  トウ 

れて君 をお とし 奉り. 身 を 高く する 輩の み 多く なれり， ありし 世の 東國 

o 

フ ウギ  クゲ， フル  スガタ  ョ 

の 風儀 も か はり はてぬ。 公家の 古き 姿 もな し。 いかにな りぬ る 世に かと 

ナゲ  トモ ガラ  ナカ ヒト  マコト  イツ トウ 

歎き はべ る 輩 も ありと きこえし か》」、 中 一 とせば かり は實に 一 銃の しる 

ァメ  シタ  アツ マ  ミヤ コ ゥチ 

し おぼえて 天の下 こぞり 集りて 都の 中 はえ -/.\» しく こそ はべ り けれ。 

(此 比の ことお ざに は 一 たび 軍に かけあ ひ、 或は 家 子郎從 節に しぬ る 類 あれ ぱ我 功に おきて は 日本 國を 給へ 若 は 半 國を給 

ひても たるべからず など 申す める) 「軍に かけあ ひ」 は 軍陣に て 敵と 戰 ふこと。 家 子 は その 1 族^ 者 ども。 郎從は 俗にい 

ふ 家來 のと と or ことわざ」 と は 常の 言 ひぐ さで ある。 

(贲 にさ まて 思 ふ 事 は あら じ なれ ど) 微 しばかりの 功 を 申し立て、 これ だけの 事 をした から、 日本 國を賜 はらう、 若し 日 

本 牛 國を給 はると いふ 事で は 足らな いなどと 眞實に 思うて 言 ふ 事 は ある ま いと 思 はるる がと いふ 意。 

, (やがて これよ リ みだる、 はしと もな リ) しかし、 やはり かやうな 事 を 言 ひ ちらす とい ふこと は、 世の 亂れを 導く 端緒と 

もなる もの である。 

(又、 朝 威の かろ /\ -し さも 推し はからる る ものな リ) かやうな ことば を 吐き 散らす ものが あると いふ 事 は、 朝廷の 威光 

の か ろくな つてし まって ゐ ると いふ こと も これから 推量ら るる ものである。 


(首 語 は 君子の 椹 IB なリ とい ヘリ) これ は易經 にある^ である。 その上 槃辭傳 に 曰 はく 「言行 君子 之祸 機。 稱機之 發榮辱 

之 主 也。 言行 君子 之 所 w 以 動-天地 1 也、 不, 可 レ愼乎 (中略) 亂之所 レ生也 則 言語 以 1? 階。 君不 ^ 密則 失：. 臣、 臣 不&? 則失レ 

身。 幾 事 不レ密 則 害 成。 是 以^子 愼 密而不 ^ 出 也」 と ある。 樞は扉 を 動かす くる." であ リ、 桷は弩 を はじく 本と なる 所 

で、 いづ. d も、 その 形と その はたらきと は 些細な 樣で、 大 なる もの を 動かす 基で ある。 これ は 言語 を 慎むべき こと を 

いって、 上の 漫言 放 語 を 戒めた ので ある。 

(白地) は あからさま とよむ； ここ はかり そめの 意で ある。 

(先に 注し 侍リし 如く 堅 水. は 霜 を 踏む ょリ 至る 習な れぱ) 「先に 注し 云々」 は應神 天皇の 倏 (一 六 六 頁) である。 易 經坤卦 

に 「初 六 履 霜^ 氷 至 ラン トス」 と ある。 その上 象 傳に曰 はく 「履 レ霜堅 氷 陰始凝 也。 馴- 一致 其^ 一 至 一一 堅 氷 一 也」 と ある。 霜のお 

くの はやが て 堅き 氷の 生ずる はじめで あると いふので、 何事 も はじめは 微々 たる やうで、 後に は それが つもりくて 

大事 件になる とい ふ こと を 示した もの で. ある。 

(» 臣 賊子と いふ もの は 其始心 こと をば 0  $ しまざる ょリ 出て 來 るな リ) 「亂臣 賊子」 は亂 賊の臣 子と いふ ことで、 E た，、 

子た る 道 を 亂り賊 ふ もの をい ふ。 孟子に 「孔子 成 一一 春秋 一 而亂臣 賊子 懼」 と ある。 さやうな 亂 E 賊子と いふ もの も 生れ 

ながらの 亂臣 賊子と いふ もの はない ので、 . ただ、 かれら は その はじめに 心 をつ 、しみ、 一一 k 語 をつ 、しまなかった 事よ 

りして 昂じ來 た 結果、 その やうな ものに なりはて たので ある。 

(世の中の おとろ ふると 申す は 日月の 光の か はるに も あらず、 箪 木の 色の あらたまる にも あらず、 人の 心の 惡 しくな リ 

行く を 末世と はいへ るに や) これ は 如何にも 偉大な 語で、 この 人に して はじめて 道破し えた 千古の. 金言で ある。 深く 味 ふ 

ベき 一 一 一一：： である。 

；說 ) ここに 人心の 惡 しくな り ゆく を 末世の さまと いったに つけて、 心の 淸 かった 支那の 古人の 話 を 次に 述べ て ある。 

(普 許 由と 云 ふ 人 は帝堯 の 國を傳 へんと 有 リしを 聞きて 潁 川に 耳 を 洗 ひき) この 事 は 高士 傳に見 ゆる。 曰 はく 「許 由字武 

仲、 陽城槐 si 人 也 (中略) 堯讓， 一 天下 於 許 由 r 許 由不， 受而逃 去。 於是遁 耕 _| 於 中 岳 潁水之 陽、 箕山之 下？ 終身 無.. 經- 一天 

色よ、 堯义召 S 九州 長 一 由不, 欲，？ ravN, 洗 一一 耳 於 潁水濱 1( 下略)」 と ある。 

(巢 父は是 を 聞きて この 水 を だに きたなが リて * たらず) m 父 は 許 由の 友人の 名で ある。 許 由の 一名と いふ 說も あるが、 

，別人と する 說が 普通で ある。 高士 傳に 前文の つづきに 「時 其 友 羝父牽 牛 欲 之、 見 一一 由 洗 T 耳 問 一 1 其 故 f 對曰堯 欲 w 召レ我 
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神皇 正統 記述 義 .  六 七 0     

^,1 九州 長 ー惡^ 1,1 其聲 f 是故 洗, 耳。 巣 父 曰、 子 若 處_| 高 岸 深 谷 人道 不" 通、 誰 能見レ 子。 子 故 浮游 欲 |_| 聞-求 其名譽 一汗., 冉犢 

口？ 雍 11 植 上流 1 飮レ 之」 と あるに よった もので あらう。 

(其 人の 五贜 六腑の か はれる に は あら^) かやう に 高潔な 人 も あるが、 さて その 五臓六腑 (五臓 は胖、 肺、 腎、 肝、 心の 

五 をい ひ、 六腑 は 大臈、 小腸、 膽、 胃、 一 一一 焦、 膀胱の 六 をい ふ。 總 じて 身體內 部の 構造 をい ふ) が 普通の 人と ちがつ 

てゐ ると いふ 譯 では あるまい とい ふ 意。 

クへハ ト 

(よく 思 ひなら はせ る 故に こそ あら 钐) これら は 千 字 文に 「克念 作 レ聖」 とい ふ 如く、 その 心の 持ち 方 如何によ る もので あ 

つて、 その 人々 は S 慮が 高^: であるに よる ことで あるが、 それ も 自ら かやう に 思慮 を 練った 結果で あらう とい ふ 意。 

(猶 行末の 人の 心 思 ひやる こそ あさまし けれ) かやう の 事に つけても、 なほ 將來 人間の 心が 如何 樣 になり 行く かと 考 へて 

みれば、 まことに 慨か はしい ことで あると いふ。 

(大方お のれ 一身 は 恩に ほこる とも 万人の 恨を錢 すべき こと をぱ など か顴み ざら む) 先、 概括 的に 論ずれば、 その 賞を受 

くる 人間 その 一身 は. 如何にも 特別の 恩顧 を 受けて、 それ を自已 の榮譽 なりと して ほこる とい ふこと は それでも よい 

として、 さて 考 へて 見れば、 それが 爲に 他の 多くの 人の 恨みと いふ ものが、 それの かげに 殘 つて ゐる箬 である。 卽ち 

ある 人が、 分 不相應 に 恩賞 を受 くれば、 その 反 對に分 不相應 に 恩賞 を 受けない 人間が 存し、 なほ 又 分 相應に 恩賞 を受 

けた 人間 も、 その 不相應 に. 特恩を 蒙った 入 間に 比 ぶれ は、 不足の 感が 生ずる e さやう にして 多くの 人々 をして 種 々 Q 

點で恨 を 生ぜし むる と いふ こと を、 何故に 顧慮せ ぬ ので あるか。 

(君 は 万 姓の 一 W にて まし ませ ぱ、 限 ある 地 を もちて、 限な き 人に^ かたせ 給 はむ こと はおしても はか リ泰 るべ し) 天皇 は 

天下 萬 民の 主で まします ので あるから、 その 萬 民から 勝手な 事 を 望み. &す 時に、 その 望み を- 1 々御 採用に なりうる 事 

かどう かよく 考 へ てみ るべき であ. る。 上 に 述べ たやう に、 わが 功に おきて は 日本 國を たま へな どい ふ 族が 多 か つたと 

して、 それが 可能の 事 かどう かを考 へて みるが よい。 國 家の 土地に は 限が ある。 その 限り ある 土地 を 以て、 その 限 

りなき 人間の 限りなき 望の 通りに 分た せ耠ふ 事が 出来る 事 か出来ぬ 事 か、 ことぐ しく 論じなくて もも わかりきって 

ゐる箬 だとい ふ 意。 

(一郡 づ つと 云 ふと も、 日本 は 五 百 九十 四 郡 こそ あれ、 SIB 九十 四 人は悅 ぶと も、 千万の 人 は よろこ ぱじ) 日本 は 五 百 九 

十四 郡と いふ こと は 何に よった か 明かで ない。 延喜 式に は 總計五 百 九十 都で あり、 和名 抄 では 五 百 九十 二 郡で ある。 


而 して 室町 時代に 出来た 拾^^に は 六 百 五 郡と なって ゐる。 ここの は 和名 抄 以後 二 郡の 增加 であるが、 これ は、 いづ 

れ かの 二 郡が、 各 ニ郡づ つに 分 たれた ので あらう。 この 文意 は、 今 かりに 一郡 づっ賜 はると いふ ことにしても、 五 百 

九十 四 人で、 仝 國が分 たれて しま ひ、 その 以上 は 賜 はる 餘地 はない ので あるから、 さすれば、 その 五 百 九十 四 人は悅 

ぶこと であらう が、 その他の 千 萬の 人 は 決して 滿 足しな いで あら. うと いふ 意。 

(况 んゃ B 本の 半 を 心 ざし、 皆ながら のぞまば、 一 帝王 は いづく を しらせ 給 ふべき にか) 一都 づ つと 云っても 不可能の 事 は 

上述の 通リ であるのに、 況んゃ 日本の 半 を 心 ざし、 又 仝國を そつく ^下された いと いふ 事で あると すれば、 帝王の 統 

治せら るる 所が 何處 にある とい ふ 事になる か、 さやうな 事の 行 はるべき でない 事 は いふまで もない。 

(か/る 心の 萌して こと ぱ にも 出て、 面に はづる 色の なき を 謀^の 始と云 ふべき 也) これ 卽ち 上に いふ 霜 を 履み て 堅 永 至 

ると いふ ことの 所以で ある。 

(昔の 將門は 比 5S 山に 登リて 大內を 遠見して 謀 X を 思 ひて <止 ける も か.' る 類に ゃ侍リ けむ) 將 門が 比 叙 山に 登りて 大內を 

遠く 望みて 謀反 を 思 ひ 企てた とい ふ 事 は 現存の 書で は 本書より 古き ものに は 見えぬ。 然し、 これ は 古から その 傳說が 

あ つたの を 本書に 記した もので あらう。 

(昔 は 人の 正しくて おの づ から 將 門に 見 もこ リ、 H もこ リ侍リ けむ、 今 は 人々 の 心 かくの み成リ にたれ ぱ此世 はよ くお と 

ろへ たるに や) これ は 著者の 感慨 を 述べた ので あるが、 この 感は 古今 を 通じてい つも 存 する 所で ある。 

(說) これから 又 古に 過分の 望 をせ なんだ 賢い <々 の 例 を 引いて 前 の 意見 を確證 せう とする。 それにつ いて は 支那の 古代 

とわが 國の 近代との 事 を あげて ゐる。 

C 漢の 高祖の 天下 をと リし は蕭 何、 張 良、 韓 信が 力 也、 これ を 一一 一 傑と 云 ふ、. 万人に 勝れた る を 傑と 云 ふと ぞ) この 三人 を 

三 傑と いふ こと は 元 來高龃 の 言に 基づく。 史 記の 漢 高祖 本 紀に曰 はく 「高祖 曰、 夫 運 一一 篛 帷帳 之 中 一 決 一 一 勝 於 千里 之 外 T 

吾不 k 如., 子？ (張 良の 字)。 鎮， 1 國家 1 撫， 1 百姓 1 給- 餽鑲 1 不 糧道 一 吾不， 如 _|蕭 何！ 連-百 萬 之 兵 一 戰 必勝、 攻必取 再 不レ如 _|韓 

信お 三者^ 人傑 也。 吾 能 用, 之、 此吾所 w 以取ー 一 天下 ご と ある。 

(万人に 勝れた る を 傑と 云 ふと ぞ. } 英雄と か 豪傑と かいふ も 锊 多くの 人に すぐれた 人 をい ふので あるが、 萬 人に すぐれた 

の を 傑と. いふ こと は漠の 班！： の 白 虎 通に 禮 別名 記 を 引いて 云って ある の が 出典で ある。  * 

(中に も 張 莨 は 高祖の 師 として はか リ ごと を 帷帳の 中に めぐらして 勝つ 搴を 千里の 外に 決する は この 人な リ との 給 ひし か 
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ど) 張^ を 帝王の 師 とい ふこと は 史記 にい ふ 所で ある。 留侯世 家に 張 良が 言と して 曰 はく 「今以 一一 三す 舌 1^ 一一 帝者師 一封, 一 

ISIln-l 位 列 レ^、 是布衣 之 極、 於 レ良足 矣」 と ある。 その 「はかりごと を 云々」 の 事 は 高祖の 語で 上に 引いた 通りで ある。 

お， H は 攻城^ 戰め赏 際に は 長 じて は 居なかった が、 大本 詧の 中に ありて 謀 をめ ぐらして 兵 を 指揮す る こと は その は 意 

とする 所で あつ た。 

(張 莨 はお ごる ことなくして 留と いひて すこしき 所 を のぞみて 封せられ にけ =0 「留」 とい ふ は 支那 河南 省 開封 莳陳 留縣で 

ある。 ^が 天- トを 一統して 功臣 を 封 じた 時に、 高祖が 張 良の 功 を 賞して 齊の三 萬 戸に 封 じょうとした 時に 「§w」 に 封 

ぜられ たら 十分で あると 云って これ を 望んで 留侯 となった ので ある。 

(あらゆる 功臣 多く 亡びし かど 張 莨 は 身 を 全くした リき) 漢の 高祖の 功臣が、 た きに 封 ぜられ た爲に 侈り て 終に 亡ぼされ 

た 事 は 上に も 述べ て ある。 それらのう ちで 張 良 だけ 身 を 全くして 終った の は 過分の 事 を 望まなん だ爲 であらう。 

(近き 代の 事ぞ かし ：>  上に 支那の 古の 事 を 述べた から、 ここに それに 對 して、 本邦の 近代の 事 を 次に 述べた ので あらう。 

(賴 朝の 時 まても) 賴 朝の 時まで 古の 風お 俥って、 功に 誇る ことがなかった として、 次に 畠 山 重忠、 熊 谷^^の 例 を あげ 

たので あるが、 この 1 句 は 上の 六 六 八 頁の 「いと を かし」 までに か X る。 

(文治の 比に や 奥の 泰銜を 追討せ しに、 みづ から 向 ふ 事ぁリ しに) 賴朝は 陸 奥の 藤 原 泰衡が 義經を かくまうて ゐ たの を 罪 

として これ を 討つ ことにして、 文治 五 年 七月 十七 日に 部署 を 定め 三 道より 進む ことと し、 畠 山 重 忠を中 軍の 先鋒と し、 

十九 日に みづ から 中 軍 を 率 ゐて鎌 倉 を出發 し、 道々 泰衡の 兵 を 破り、. 八月 二十 二日 平 泉に 入り 泰衡は 平 泉 をの がれた 

が、 九月 三日に 郎從に 殺され、 賴朝は 九月 十八 日に 悉く 奧羽を 平げ た。 

(平 重忠が 先陣に て 其 功す ぐれた リけれ ぱ、 五十 四 郡の 中、 いづく を も のぞむ べかリ ける に、 長 岡の 郡と てき はめた る 小 

所 を のぞみ 給はリ ける とぞ 云々) さて 賴朝は 九月 二十日に 諸 將士の 勳功を 論じて 賞 賜 を 行うた。 こ の 時に 本文に 一一 ほった 

事が あつたの である。 平 重 忠は卽 ち 畠 山 重忠 で、 この 人が 中 軍の 先鋒であって、 大 なる 軍功の あった 事 はお^ 錢に載 

せて 紛れ もない 事で ある。 さて その 時の 事 を 吾妻 鏡で 見る とまさし く 本書に いふ 所と 趣旨が 1 致す る。 日 はく 「^山 

次 郎ま忠 賜 II ^岡 郡 1 是狭少 之 地 也。 ま忠 PI 傍人 1 云、 今度 重忠雖 U 奉， 1 先陣？ 大木 戶之 合戰 先登 爲_ 一 他人 I 被^- 畢、 于時^ i 

知-子細 1盟 忠耽不 執 一 是爲レ 令 i 周-其 賞 於 傍輩 1 也。 今 I？ 之、 果而 預， I 数 箇所 廣傅恩 1 恐 可 i，m 忠 芳志！ 欺 云々」 と あ 

り。 なほ 大木 戶の戰 に 畠 山 を 出し 拔 いた 武士 七騎 につ いても 八月 十日， の條に 畠 山が 本意 をのべ てゐる C 义十 1 日に は 


和田義 盛に 功 をゅづ つて ゐる。 その 精神 はこ こにい ふやう に 「人に ひろく 賞 を 行 はしめ むがた め」 であった こと は 吾 

妻 鏡に も 明かに しるして ある。 5! しこ こに 長 岡 都と ある を 吾妻 鈸にぉ 1： 都と 書いて ある。 而 して 葛 岡 郡の 名 は 他の 所 

にも 見 ゆる。 然 らば、 本書に いふ 長 岡 都 は 吾妻 鏡に いふ 葸岡 郡と 同じい ので あるか、 若く は いづれ かが 訛った もので 

あるか。 ^^の 郡 名 は 延喜式 等に 見 ゆるが、 の 都 名 は 見えない。 しかし ここにお！： と ある 地、 今 玉 造 都內に 村の 

名と して 傳 はって、 そこが 畠 山の 采邑 であった とい ふ。 

(これ は 入に ひろく 赏をも 行 はしめ むがた めに やかし こか リ ける をの こに こそ) この 事 は 上の 文に 云った。 重 忠は眞 に そ 

の當 時から 賢人 を 以て 稱 せられた 男であって、 鎌 倉 武士 中 稀なる 人物であった こと は 疑が な い。 . 

(又 直 實と云 ひける 者に 一所 を あたへ たま ふ 下 文に B 本 第 I の 剛の者 也と 寥 きて 給 ひて けリ) 直 赏は熊 谷ぼ赏 である。 こ 

/ の 下 文 は 如何なる もので あつたか、 本書 以外に これ を傳 ふるものが 無い。 

(一とせ 彼 下 文 を もちて 赛閎 する 入の 有リ ける に 云々) これ は 何時の 御世の 事で あるか 明かで ない。 しかし、 親^が 親し 

く 見聞した 時の 事に 相違ない と 思 ふから、 先 づは後 宇多院の 時 か、 後醍醐 天皇の 御世 かであった であらう。 

(まことに 名 を 重く して 利を輕 くしけ リ 云々) この 事 は 實に名 を 重し として、 利を輕 しとした もので 感ずべき 事で あると 

御前に あった 人々 が いづれ も與ロ 同音に ほめあった とい ふ こと。 

(いかに 心得て ほめけ むと いと を かし) 賴 朝が かやうな 下 文を舆 へたの は 如何なる 心 もちであった であらう、 と 甚だ 感心 

したと いふ こと C 

(これ まての 心 こそな からめ、 事に 摘れ て 君^お とし 泰リ、 身 を 高く する 辈 のみ 多くな れリ) 賴 朝の やうな 心、. ^山^ 忠 

の やうな 心まで 有れば 中 分な いので あるが、 しかし それまでの 心は容 Ilk "にあり がた いもの だが、 今 は そこ どころ でな 

く、 よると さはる と、 君 を 輕んじ 奉り、 わが 身 を 高ぶる もの ども だけが 多くな つた。 

(ぁリ し 世の 東國の 風儀 も かはリ はてぬ、 公家の 古き 姿 もな しいかに なリ ぬる 世に か) 頼 朝 時代の 閼 東 武士の 風儀 も 今 は 

仝 く か はって なくなって しまったし、 又 朝廷の 古代の 樣子も なくなった、 かやうな 事で は 1 體 この 世の中 は 如何 樣に 

なって しま ふで あらう かとい^ 意。 

(云々 と敦き はべ る 輩 も あり. 0 きこえし かど) 歎く 人々 も あると いふ 事であった がの 意。 

(中 一とせ ぱかリ は實に 一統の しるし おぼえて、 天の下 こぞ リて 集リて 都の 中 はえく しく こそ は ベリ けれ) 「中 一年」 と 
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六 七 四 


「反」 底本 その 

他 「奴」 とす、 

^なる こ と 著 

しきに よりて 

改む。 


「かねて」 间前 


いふ は 後醍酖 天皇が、 隱岐 から 還 幸せられ たのが 元弘 三年 六月の 頃で * 建 武ニ年 七月に 北條時 行が 兵 を 起して 又 天下が 

亂れ 出した の で、 天下の 靜 かで あつたの は その 中間 建武 元年 一 年間 位の ものであった から、 かやう にい ふので あるが、 

これが 所謂 逑武 中興で ノ その 際に は實に 天皇 親政の 下に 天下 一統した しるしが 見え、 京都が、 日本 國の 事實 上の 中心 

地と して、 g; 方から あらゆる 階級の ものが 集りて、 京都の 中が 繁昌して 光彩 まば ゆい 程の 事であった。 

(說) この^ 後の 1 節で、 上來の 諄々 說き來 つた 論 を 統べく くって、 また 厫 史上の 事實を 叙す る 方面に 展開す るので ある o 

1 ク r ム * キノ， ひキ ) 、  タカ トキ ョル ヰム ホン  力 マ クラ 

^武乙 亥の 秋の ころ ほろびに し 高 時が 餘類 謀反 をお こして 鎌 倉に いり 

ヨシ- -r ン ワウ  ァ  力 マ クラ  マテ  オヨ * 

良の 親王 こと 有りて 鎩 倉に おはし ましけ る をば、 つれ 申す に 及ばず、 う 

マテ  ミダレ ナカ  i ュ クイ  ァ  ヤコ 

しな ひ 申して けり。 亂の中 なれ ど， 宿意 を はたす にや 有り けん。 都に 

,  ソ" ーポひ  ケ， ン ギ  チカ  ゴン ダイ ナフ ゴン キン ムネノ キヤ ウメ 

も 力ね て 陰謀の きこえ ありて 嫌疑せられ ける 中に、 權 大納言 公宗卿 召し 

コノ  チウ  ジ ヨウ キゥ  クワン トウ  カタ ウド  、ンチ ダイ 

あ 力れ しも 此 まぎれに 誅 せらる。 承久 より 關 東の 方 人に て 七 代に なりぬ 

タカ トキ  シチ ダイ  ホ 口  クン 

るに や。 高 時 も 七 代に て 滅び ぬれば、 運の しからし むる かと はお ぼ ゆれ 

> コゥ -1 ン 4  シ サイ  ノチ  ノブ ヨリ  トキ  n ト  マチ 

ど 弘 仁に 死罪 をと どめら れて 後、 信頼が 時に こそめ づら かなる 事に 申 

ノ  -  N  ,  一  y  o  .T キ》 リ 1  *  ヒ^  f ナフ ゴン ィ ジャゥ イタ  ォナ 

し はへ り けれ 戚 里の よせ も 久しくな り、 大納言 以上に 至りぬ るに、 司 


じ 死罪な りと も、 あら はならぬ 法令 も あるに、 承り 行 ふ 輩の あやまりな 

りと そき こえし 


(建武 乙 亥の 秋の ころ、 ほろびに し 高 時が 餘類謀 亙 をお こして 鎌 食に 入 リぬ) 後醍醐 天皇 還 御の 翌年 甲 戌 正月 廿 九日に^ 

武と 改元せられ、 乙 亥 は その 翌、 建武ニ 年で ある。 その 年 秋 七月に 信 濃の 詖訪 頼甫 父子が、 北條 氏の 遣臣を 語ら ひ 北 

條高 時の 二 男 時 行 を 奉じて 兵 を 起し、 武藏に 入った が、 足 利 直義が これ を 拒いで 利 あらず して 嫌 倉 をの がれ 出で たか 

らして、 七月 廿五 日に 時 行 等 は 鎌 倉に 入った。 

(直 義は成 良の 親王 を 引きつれ 申して 參河國 まて 遁れ にき) 足 利 直 義が成 良 親王 を 奉じて 嫌 倉に 居た の は、 かやうな 騷亂 

を鎭撫 する を 職務と して ゐ たので あるから、 上に あげた 如く 武藏に 出で て 女 影 原、 小手 指 原 等で 拒いだ けれども いつ 

も 敵 兵に 敗られて、 封 底 かな はじと 見た ものと 見え、 七月 二十 三日に 成 莨 親王 を 奉じて 鎌 倉 をの がれ 出. で、 京都 を さ 

して 退却した ので ある。  . 

(兵 部 猶護 莨 親王- J と 有 リて鎌 倉に おはし ましけ る をぱ、 つれ 申す に及ぱ ％、 うしな ひ 申して けリ) 護 良 親王 は逑武 中興 

の 元勳 として 兵 部 卿 征夷 大將 軍に 任ぜられて おはし ましたが、 かねて 足 利 高 氏の 逆 謀 を さとりて これ を 除かう とせら 

れた 事が 度々 有った が、 いつも 其の 事 を 成就し 得られなかった。 高 氏 は 又 この 親王の 世に いらせら るる こと は. H 分り 

非望 をと ぐるに 妨げ あるに よりて、 これ を 除かう と 企て、 終に 廢立を 謀らる る 由を讒 奏して， これ を 捕へ 嫌 倉に 下し 

て 土 窟の內 に 幽閉し、 弟直義 をして 監視 させて おいた ので ある。 然るに この 時 直 義が嫌 倉 をの がれ 去らう とした *- に、 

腹心の 逆徒 淵邊義 博と いふ もの をして 親王 を弑 せしめた ので ある。 

(亂の 中 なれ ど、 宿意 を はたす にや 有リ けん) 宿意と はかね てから 企てた くんで おいた こと をい  ふ。 卽ち かやう-よ 戚 a^o- 

中で は あるが、 かねてから 護 良 親王 を 除かう とい ふ 方針で あつたから、 この どさくさ まぎれに その 旣定の 方針 を赏行 

したので あらう とい ふ 意 C 

(都に も かねて 陰謀の きこえ ぁリて 嫌疑せられ ける 中に 權 大納言 公宗靱 召しお かれし も此 まぎれに 誅 せらる し 權 大納言 公 
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^卿と は 西3 寺 公宗 である。 この 西 園 寺 家 は 下に も ある 通り、 代々 北條 方であった ので あるが、 この 公宗 は北條 氏が 

亡びて 後 も か計賓 して ゐ たものと 見え、 建 武ニ年 六月 二十 二日に、 夭 皇に 奏請して、 己が 北山の 第に 臨幸 を 仰ぎ 

そこにて^ を 設けて； 大^ を弑し 奉らう とい ふこと を 企てて ゐ たが、 公 宗の弟 公 重が 變を 奏し 奉った からして^ 中から 

遽に^ ^あって、 中院忠 平、 結狨親 光、 名 和 長年 等 を 遣 はして、 公宗 及び その 黨與を 捕 へられて、 これ を 鞠 問して 赏 

を 得た。 而し てこれ は 確かに、 北條時 行の 擧 兵と 呼應 する ものであった 事が 明かに なり、 これ を 拘禁せられ てあつた 

が、 七月に 時 行の 搫 兵で、 天下 再び 大亂 になら うとす る やうに 覺 えたた めで も あらう か、 八月 二日に 公宗 及び その 黨 

與を誅 せられた ので ある。 

(承久 ょリ關 東の 方 人に て 七 代に なりぬ るに や) 西 園 寺の 祖公經 は 承久の 時に 義 時に 內 通して 朝廷の 企を洩 してから、 こ 

の 家 は 11 まの 幕府の 荷擔 人で、 いつでも 葸 府の爲 にょい 様に 取 計った 家柄で あるが、 蓋し、 これ は北條 氏と 結 托して 

己が 家に 政權 を鷇斷 しょうとして、 それが、 代々 の 家風の やうに なって しまった もので あらう。 七 代に なった とい ふ 

の は 次の 系 II で 见れば わかる。 

- 位太玫 大臣. K 氏 同 公 相 同 實兼 同上^^ 從 一 位 左大臣 實衡正 1 一位 g 大臣 八ム宗 

(高 時 も 七 代に て 滅びぬ れぱ) 北條 氏も義 時から 高 時まで 七 代で 滅びた こと は 上に あげて ある。 その 系阖を 次に 示す • 

義時 I 泰時 I  (時 氏) —— 時賴 I 時宗 I 貞時 II 高， 時 

(運の しからし むる かと はお ぼ ゆれ ど) 承 久の亂 に 非道の 事 を 行った 義時 がその 子孫 七 代で 亡び、 その 義 時と 內 外相 應じ 

て 皇室 を 窮地に 陷れた 西 II 寺 家 も 七 代 目の 公宗に 至って、 大逆 を 企てて 誅 せられた とい ふこと は、 天下 一統の 時勢が 

運り きたと 同じ様に、 北條 氏と 同樣の 事になる 天運の 然 らしむ る爲 であるか とも 思 はるる が、 しかし、 かやう に 公卿 

を誅 せらる る こと は穏 かな 處锭 でない とい ふこと を 次に 述べ てゐ る。 

(弘 仁に 死罪 をと & めら れて 後、 信賴が 時に こそめ づら かなる 事に 申し は ベリ けれ) 嵯峨： 人な： の 御代に 死罪 を K 施す る こ 

と を 停められてから 永く この 內规を 守られて、 日本 國に 死刑 を實 施せられ なかった 事が、 ここに 三百 四十 年 許、 平 治の 

亂に 信頼が 誅 せられた 時に、 世に 希なる 事と 云って ゐ たので ある。 然るに ここに また 死罪 を實 施せられ たので ある。 

(戚 里の よせ も 久しく) 戚里は 支那 漢 代に 天子の 外戚の 住居すべき 地域 を 長 安城 內帝宮 の柬に 設けた その^の 名目，。 「よ 

せ」 は 心 を 寄す る こと を體言 化した もの、 信頼と か 人望と か いふに 近い。 西 園 寺 家 は阜： 室の 外戚と して 幾. 代 もつ づき、 


身分の 高い 家柄で ある こと をい ふ。 卽ち赏 氏の 女が 大宫院 (後嵯峨の 后、 - 後深草、 龜山ニ 帝の 母) 東 ニ條院 (後深草の 

后) であ リ、 公 相の 女が 今 出川院 (龜 山の 后) であ リ、 實 兼の 女が 永 福 I： 院 (伏 見の 后、 後伏見の 養母) 昭訓 門院 (癰 山の 

妃) 鏡 成 門院 (後醍醐の 后) であ リ、 公衡の 女が 廣義 門院 (後伏見の 后、 光厳の 母) である。 

(大鈉 首 以上に 至リ ぬるに) 大納首 以上に 至った ものに 對 して はの 意。 

(同じ 死罪な リ とも あら はならぬ 法令 も あるに) 死罪と は 死 を 以て 斷ぜ ちる る 罪で ある。 公 宗は弑 逆 を はかった ので ある 

. から 律に 所謂 八 虐の第 一 たる 謀反であって 死罪が 當然 である。 しかし 大納言 以上の ものに は あら はならぬ 法令 も ある 

とい ふ。 あら はならぬ 法令と は 所謂 內规の やうな ものの 意味で あるが、 ここ は 所謂 六議を さすので あらう。 六 議とは 

1 に議 親、 二に 議故、 三に 議資、 四に 議能， 五に 議功、 六に 議 貴と 云って、 これら ひ筒條 に該當 する ものが 死 雜を犯 

した もの はすべ て 上奏して 裁可 を鸫 ざれば、 これ を 決定す る こと を 得ず、 又 流 3 非 以下 は 1 等 を 減ぜら るる 内 M が存す 

る。 但し 八虐を 犯した もの はこの 六 議の律 を 適用せ ぬと ある。 本 著者 はこ こに この 六議の 規定に よりて どこまでの. 事 

を考 へて ゐ たかは 今にして 知る ことが 出来ぬ が、 公宗は 先づ第 一 の議 親に 該赏 する。 議 親に は 律倐に 「謂 ー-皇 親 及 皇帝 

五 等 以上 親、 及 太 皇太后 皇太后 四 等 以上 親、 皇后 一 二等 以上 親 こと あるから である。 次に は笫 六の 議 貴に 該當 する。 そ 

れは 「謂-三位 以上 こと あるから である。 しかし 律條 によると、 八 虐には 減刑が ないから 死罪 は 常 然とい ふ 事になる。 

そこで この 六 議の條 文通 リに 見て、 それの 適用 を 十分に しなかった こと は 「議定 奏裁」 を經 ずして 死刑 を t 行した 事 

だけにな るので あるが、 著者 は單に それだけで なく 死罪 を宥 せらるべき であった 事 を 述べて ゐ るので あらう。 このお 

は 次に のぶる。 

(承り 行 ふ 輩の あやま リ なりと ぞ きこえし) これよ" 前、 公 宗が捕 へられてから 罪 を拗當 せられた が、 天皇 は 死刑 を^し 

て、 出 雲 國に流 3 非 せらる べしと 議定 せられて ゐ たので ある。 然るに、 その 流罪に 行 ふべき 命 を 受けて ゐた名 和^ 年 等 

が、 遽 にこれ を 斬った ので ある。 これ は 勅命 を 矯めて 行った ものの やうに 思 はるる。 その 事 を ここに 述べて ゐ るので 

あらう o 

4^  、マチ  、 .ト カゴク ムカ  セ イイ シャ ゥグン  i ョ コ ク ソゥッ ヰ 

高 氏 は 申しう けて 東 國に向 ひける に、 征夷 將 軍なら びに、 諸^の 惣追 

卷 四 後股醐 天皇  , 
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とす。 他 諸 本 

による o 

「反」 同上。 


ブク シ 


-ゾ 


セィ トウ i ャゥ ゲン 


コ 卜ゴ - 


ホド 


ゴ ク 


捕^ を 望み けれど、 征東將 軍に なされて 悉く は ゆるされず。 程なく 東國 

タカ ゥデ  トコ 口 タツ  ム ホン  ヨシ キコ 

は しづ まりに けれど、 高 氏 のぞむ 所 達せず して 謀反 を. おこす 由 聞え しが、 

〇 

ジフ イチ グ ワット ヲカ ァ マリ  ヨシ サダ  ヅヰ トウ  ヅ ウジ ャゥ タテ マツ  スナ ハチ 

十 一 月 十日 餘 にや、 義貞を 追討すべき よし 奏狀を 奉り、 則う つての ぼり 

キヤウ ヂゥ ソゥ ドウ  ッヰ トウ  ナカ ッカサ キヤウ タカ ヨシ シン ノ ワウ -ジャ ゥシャ ゥグン 

ければ、 京中騷 動す。 追討の. ために、 中 務卿尊 良 親王 を上將 軍と して、 

ヒ トビ ト  プケ  ヨシ サダ ァゾン  ハ-ジ  ォホ 

さるべき 人々 も あまたつ か はさる。 武家に は義貞 朝臣 を 始めて、 多くの 

ッハ モノ クダ  ジフ- 一 グヮッ クワン グンヒ  シリゾ  セ キゼキ  カタ  ツギ 

兵 を 下されし に、 十二月に 官軍 引き返き ぬ。 關々 を 堅められし かど、 次 

トシ ヒ ノエ ネ  ハル シ ャゥグ ワット テカ クワン ゲン マ タヤ ブ  テゥ テキ  チカ- ッ  ョ  ヒ エイ ヂン ヒガシ 

の年丙子の春正月十日官軍又破れて朝^^すでに近付く。 仍 りて 比 敏山東 

サカ モト  ギヤ ゥ カウ  ヒ ョ C  ヤシ 口  ダイ リ  スナ ハチ  ルヰ ダイ  チョウ ホウ 

坂 本に 行幸して 日吉の 社に ぞ ましく ける。 內裏も 則 やけ、 累代の 重蠻 

ォホ ■ ゥ  ムカシ  ホド  ラン ゲキ 

も 多く 失せに けり。 昔より ためしな き 程の 亂逆 なり。 


(高 氏 は 申しう けて 東 國に向 ひける に 征夷 將葷 ならびに 諸國の 惣追捕 使 を 望み けれど、 征東將 軍に なされて 悉く は ゆるさ 

れず) 足 利 直 義が鎌 倉 をの がれ 出で 關 東が 亂れた によりて、 高 氏 は 自ら 住いて 北 條時行 を 討た うとい ふ 事 を 券^し、 な 

ほ 征夷 大將箪 並に 諸 國の總 追 捕 使たら むこと を 望んだ ので ある。 これによ つて かれが、 賴 朝の 後繼者 として 幕府 を 再 

興せう と 企てて ゐた 事が 判然と わかり、 又 自己が 征夷 大將 軍と ならう とする に は 護一 良 親王 を 除かねば ならなかった 事 

も わか をので ある。 とにかく、 高 氏 はこの まぎれに かねての 計 畫を實 行しょう とした 事 は 明かで ある。 しかも それ 

は 王政復古の 御 本 志に R する のみならず、 再び 慕 府を設 くる 程なら ば、 承 久以來 皇室に 於いて 慘愴 たる 御^ 心 も 迸ば 
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されなかった 喾 であるから 勅許の な いのは 當然 である。 然るに 尊 氏 はか やうの 事 を 中し 捨て、 勅許 を も 待たずに 勝手 

に 八月 二日に 進發 したので ある。 そ. こで、 朝廷 は 止むを得ず、 八月 九日に 征東將 軍に 任ぜられ たが、 征夷 大將 軍諸國 

の 總追捕 使た る こと は 許されなかった。 

(程なく 東國は しづ まリに けれど) 高 氏 は 八月 十八 日 北條時 行の 兵 を相模 川に 破り、 十九 日に 嫌 倉に 入り、 東 國は間 もな 

く しづ まった ので ある。 しかし これからして 高 氏の 謀反が 事實 として あら はれた。 

(高 氏 のぞむ 所 達せず して 謀 友 をお こす 由 聞え しが) 高 氏が、 征夷 大將 軍、 總追捕 使た る こと を 得ない の を 恨み 謀反 を 企 

つる 由 夭 下に 評判 頻 りであった からして、 八月 三十日に は 特に 從 二位に 叙せられ、 十月 十五 日に は藏 人頭 中 院具光 を 

銖 倉に 遺して これ を 慰め、 上京すべき 由 を 仰せられ たが、 高 氏 は應ぜ ずして、 鎌 倉に 於いて 幕府の 舊址に 邸 を 構へ て 

幕府 再興の 企 を 武士に 示した。 それの みならず、 八月 三十日に はやく も 一族 斯波 家長 を奧 州の 管領と して 反 謀 を さ を 

さ怠リ なか つたので ある。 

(十一月 十 B 餘 にや 義貞を 追討すべき よし 奏狀を 奉リ、 則う つての ぼリ けれ ぱ， 京 中 騒動す) 十一月 某日に 高 氏 は 新 

貞を 討つ とい ふ 奏狀を 上りて、 直ちに 兵 を 率ゐて 京に 向った。 これ は 兵 を 起して 京都 を責 むる^の ロ實 であった 事 は 

明かで ある。 この 奏狀が 十一月 十八 日に 京都に 達して 京 中 大に騷 動した ので あるが、 とれ は 著者 自らの 見聞 を 記した 

も の であらう。 

C 追討の ために 中 務卿尊 莨 親王 を上將 軍と して さるべき 人々 も あまたつ か はさる、 武家に は義寅 朝臣 を 始め 多くの 兵 を 下 

されし に 十二月に 官軍 引き 退きぬ) 十 一 月 十九 日に この 任命が あった。 尊 莨 親王 は 後醍醐 天皇 第 1 の 皇子で ある。 この 親 

王を將 軍の 上筲 とし 武家に は 新田 義貞を はじめ 多くの 人々 が これに 從ひ 奉って、 高 氏 追討の 爲に 下された。 官軍 は 道 

々賊軍 を 破りて 駿 河に 入り、 十二月 十 1 日に 相模. の 竹 下、 箱极 等で 镄 つたが、 大友貞 載が 高 氏に 內應 した^に 官軍が 

敗れて 返却し、 高 氏 は その後 を 追うて 上京 を 企てた ので ある。 

(闢々 を 堅められし かど- 次の 年 丙 子の 春 正月 十 B 官軍 又 破れて 朝敵す てに 近づく) 官軍 は 退却しつつ、 所々 で これ を 喰 

ひ 止めよう としたが 叶 はず、 翌 三年 (延 元元 年) 正月 一日に は 千 稀 忠顯、 名 和 長年、 結 城 親 光 等が 勢 多 を 守りて 賊軍 

と對峙 し、 七日に は 楠 木 正 成が 宇治 を 守った が、 八日に は 高 氏が 八幡 を 攻めて 取り、 義貞と 大波に 戰 つた。 十日に は 

脇 屋義助 等の 守って ゐた山 崎の 軍が 破られて、 高 氏の 徒 細 川定禪 等が、 終に 京師に 入った ので ある。 

卷四 後醍醐 天皇  六 七 九 
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(仍リ て比戳 山東钣 本に 行幸して 日吉の 社に ぞま しまし ける) それで 一 月 十日 遽に 神器 を 奉じて 天皇 東 奴 本に 行幸 あらせ 

られ、 口，：：： 神社の 大宫 彼岸 所 を 行 在と せられた ので ある。 

c 內裏も 則 やけ 累代の 重齊も 多く 失せに けリ * 昔よ リ ためしな き 程の 亂 逆な リ，} この 時內 裏の やけた の はこ， の 時 打ち 入つ 

た 細 川お 禪の 手兵の 放火した のであった。 かやう に內 裏に 漫 りに 放火す るな どい ふこと は古來 なき 所で ある。 ^者が 

. 「^よりため しなき 程の 亂逆 なリ」 といった の は 尤もな 事で ある。 かくて 翌十 一 日に 高 氏が 都に 入った ので ある。 

ァヒダ ミチ ノク ノカミ チン ジュ シャ ゥグン アキ ィへ キヤウ  i, タ  キ  シン ワウ 

かかりし 間に 陸 奧守鎭 守の 將軍顯 家の 卿、 この 亂れを 聞きて 親王 を さき 

タテ マツ  ミチ ノク デ ハ  グン ビヤ ゥ  ヅ ッ  セ  ォ』 -ジ キ.、 ンフ サン -ー.- ァ or  ノ クニ  リ 

だて 奉りて、 陸 奥 出 羽の 軍兵 を 卒して 責めの ぼる。 司 十三 日 近江國 にけ 

c  c  o  -  1  T  •  、  ru  / 

ソゥ モン  *  シフ シ ニチ カウ  サカ モト 

きて ことの よしを 奏聞す。 十四日に 江 を わたりて 坂 本に まゐ りし かば、 

クリング ン ォホキ チカラ  ヱ  サン モン  シゥ ト-.  パン £ィ .C  /) 

官軍 大にカ を 得て、 山門の 衆徒まで も 万歳々々 とよば ひき。 

o  o  o  o  o 

(か、 りし 間に 睦奧夺 縵 守の 將軍顯 家の 鄉 この 亂れを 聞きて 親王 を さきだて 奉 リて睦 奥肚 羽の 軍兵 を 卒して 資め のぼる) 

顯家 卿が、 義良 親王 を 奉じて 陸 奥の 任 所に 居た 事 は 上に 述べて ある。 所で、 この 高 氏の 反亂 により 詔 を 承って 顯家 S 

が、 親王 を 奉じ、 ii 奧出 羽の 軍兵 を 卒して 高 氏 を 責めよう として 上って きた。 その 出 發は逑 武ニ年 十二月 二十 二日で 

あつたが、 高 氏が 奥州 管領と してお いた 斯波 家長が、 又 その後 を 追うて 責め 上った のでお る。 この 時 著^ 親^も M じ 

く 軍 中に 在ったら うと 思 はるる。 

(同一 一 IB 近江國 に付きて ことの よしを 奏聞す 云々) この 事 はこの 著者の 實歴を 書いた ものに 相違ない が ^松 論に も 次の 

やうに 見 ゆる。 「去 程に 正月 十三 日より 一 一一 筒 日の 間 山 田 矢 橋の 渡船に て宫幷 北畠禪 門 (卽ち 本書 g 讓教) 出 羽 陸 奧附國 . 

の 勢 ども 雲鍰の ごとく 東 坂 本に 參 著しければ 頓 て大宫 の 彼岸 所 を 皇居と して 三 塔の 衆徒 殘ら ず隨ひ 奉る」 と ある。 

(十四 B に 江 をホ たりて 钣 本に まゐリ しかば 云 今) これ も 上の 梅 松 論で、 明かに わかる 事で ある。 


「落ちに けり」 

上に 「なむ」 あ 

れば 「落ちに 

ける」 と ある 

ベ きなり。 锗 

本 かくの 如し 

この 比すで に 

誤れる か。 

「任」 底本 「住， 1 

とす。 他 諸 本 

による o 


(官軍 大にカ を 得 山門の 衆徒 まても 万歲々 々とよば ひき」 山門 は延曆 寺の こと、 衆徒 はもと 寺に て 持戒の 淸 僧の Hi 稱 であ 

るが、 漪 平の 頃から は 兵 甲 をと つて 戰鬨 にも 從 事した と 見 ゆる。 萬歲 は長壽 を貺 I て 慶賀の 辭 として 支那に 用ゐ たの 

を かりた もので、 本邦の 古制に て は 主として 武人の 上る 贶賀 の辭 とせられ たので、 ここに はふ さはし いので ある。 


ォ ナジ キジ フ n クュ チ 


カツ セン 


サン ジフ -1 チツヒ 


テゥ テキ 


同 十六 日より 合戰 はじまりて， 三十日 終に 朝敵 を 追 ひ 落す。 やがて 其 夜 

クワン カウ  タマ  タカ ゥヂ ラ 十ホ ッノ クニ  ァ  キ n  カサ  ショ シャゥ 

還 幸し 給 ふ。 高 氏 等猶攝 津國に 有りと 聞え しかば、 重ねて 諸將 をつ か は 


ュ グ ヮッ. ジフ サン -ーチ マ 


テゥ テキ 


フネ 


サイ コク 


す。 二月 十三 日 又是を 平げ つ。 朝敵 は 船に 乘り、 西國 へな む 落ちに け，^ 

o  o  o  o  0 


シ m  • ンャゥ 


- ワン ゲン 


力へ 


諸將 および 官軍 はかっ^ \ '歸 りまゐ りし を、 東國 のこと お ぼつ かなしと 

シン ワウ  マ タカへ  タマ  アキ ィへ キヤウ  ユン ショ  力へ  ォホ  ヨシ 

て 親王 も 又 歸らせ 給 ふべ し、 顯家卿 も 任 所に 歸 るべき よし 仰せら る。 義 

o 

サダ  ッ クシ 

貞は 筑 紫へ つか はさる。 

(同 十 穴 日よ リ合戰 はじまりて、 三十日 終に 朝敵 を 追 ひ 落す」 同年 正月 十六 日に 足 利 高 氏が、 钿川定 禪等を 遣して 園狨寺 

を 授けさせ たが、 義貞、 顯家 等が 園 城 寺 を 攻めて これ を 破り、 進んで 高師直 等と 戰 つたが、 賊兵 防ぎ かねて 京都に 退 

いたから して、 義貞 等追擎 して 京都に 至り、 高 氏直義 等と 對陣 したが、 廿 七日、 廿 八日、 三十日と 數 日に わたりて 交 

戰 した 結果、 賊徒 終に 敗れて 高 氏 は 丹 波に のがれた。 

(やがて 其 夜 還 幸し 給 ふ) 後醭醐 天皇 は 高 氏の 敗走した 正月 三十日の 夜に 京都に 還 幸した まひ、 先づ 成就 護國院 にお はし 

まし、 後に 花 山 院の亭 に 入らせられ たものと 見 ゆる。 これ は 先に 賊軍が 內裡を 焚いた からで ある。 

【に-有 リと 聞え しかば 重ねて 諸 將 をつ か はす) 高 氏 は 丹 波よ リ うつりて 攝津に 居る とい ふ 聞え があった か 


卷四 後酲翻 天皇 


六 八 


神 奉：， 正統 記述 義   六 八 二   

らして、 更に それ を 追 ひ 討つ 爲に 諸將 をつ か はされ た。 卽ち楠 木 正 成、 新田 義^: 等が 勅命 を 受けて これ を 討った ので 

あるが、 二月 十日の 戰に 再び 高 氏 を 攝津で 敗った。 

(二月 十三 日 又是を 平げ つ〕 高 氏が， 正 成 義貞に 破られて 兵 庫に 走った の は 二月 十日の 事で ある。 而 して 高 氏の 西に 走つ 

たの は、 梅 松 論に よれば 二月 十二 日で ある。 本書に 二月 十三 日と ある は その 高 氏の 西 走の 日 を さした ので あらう が、 

これ は 本書 を 正し いとせ ねばなる まい。 

(朝敵 は 船に 乘リ、 西國 へな む 落ちに けリ) 高 氏 直 義等は 兵 庫から 船に 乘 りて 九州 を さして 落ちて 行った。 

(諸將 および 官軍 はかつ かつ 鑤 リまゐ りし を東國 のこと おぼつかな しとて 親王 も 又 鑤らせ 給ぶべし、 顯家卿 も 任 所に 歸る 

べきよ し 仰せら る) こ の 年 二月 二十 九日に 延 元と 改元せられ たが、 一一 一 月 十日に この 勅命が 下った ので ある。 

(義 寅は筑 紫へ つか はさる) これ も 同日の 勅命で ある。 

シン ワウ ゲン ブク  タマ  タダチ サン ボン  ジョ  ミチ ノ^,  J メシュ  ユリ *  ,  o 

かくて 親王 元服し 給 ひ、 直に 三 品に 叙し、 陸 奥の 太守に 任じ まします 

n ノ クュ タイ シュ ハジ  二 * ン ひ マ ャゥ 

此國の 太守 は 始めた る ことなれ ど、 たより ありと て 任じ 給 ふ 勸賞 によ 

ドウ ボ オン コノカ i シ ホン ナリ ヨシ  タ マコ ァ キイへ P ゥ - マウ * マチシ 

りて 同 a の 御 兄、 四 品 成 良の みこ を こえ 給 ふ 顯家卿 は 態と 賞 を は 申う 

け ざり ける とぞ 

(かくて 親王 元服し 給 ひ、 直に 一二 品に 叙し、 陸 奥の 太夺に 任じまし^ す 云々) 卽ち この 日に 花 山院內 裏で 義茛 親王 元服せ 

られ たので あるか、 後に その 折 を 思 ひ 出で て 詠 ぜられ た 御製が 新 葉 集に 見 ゆる。 

逑武の 比 花 山 院を內 裏にな されて 侍け る 時 御 元服 ありし 事な ど；^ ぼしめ し 出て よませ 給う ける 後村上 院 御製 

花 山の 初 もと ゆ ひの 春の 庭 わかた ちま ひし 昔戀 つ、  . » 

(直に 一二 品に 叙し) と は 親王の 位階 は 四 品まで あり、 順序より いへば 先づ四 品に 叙 せらるべき であるが、 それ を 越えて 直 


「播」 底本 「幡， I 

に 作る。 他 諸 

本に よる。 


ちに 三 品に 叙せられ たこと をい ふ。 「太守」 と は 親王が、 國 司の 長官と なられた 時の 官名であって、 古来 親王の 任國は 

上總、 上野、 常 陸の 三國に 限られて ゐ たもので あつたが、 この 時 便宜に よりて 陸奧の 太守の 新 例 を 開かれた ので あつ 

た。 この 品位 及び 任官 はこの 度 朝敵 追討の 勸 賞の ためで、 同 母の 御 兄 四 品成茛 親王 を 超えられ たので ある。 

(顯家 F よ 態と 贊をぱ 申う けざリ ける とぞ) これ は 親 房の 主義と して 本書に 述べ 来た 如くで あるから 賞 をう けなかった の 

であらう o 


a シ サダ ァ ソン  や I  r  メ/ 

義貞 朝臣 は筑紫 へ くだりし が、 播磨國 に 朝敵の 黨類 有りと てま づ是 を對 

.*/  ヒ  Vj グヮッ  タカ ゥヂ ラ サイ コク  キヨ ゥ トー 

ゅロ すべし とて 日 をお くりし ほどに、 五月に もな りぬ。 高 氏 等 西 國の区 徒 

ァヒ カタ  カサ  セ  クワン グン リナ  ミヤ コ  >  サン  ^  -、 

を 相 語ら ひて、 重ねて 責めの ぼる。 官軍 利 無くして 都に 歸參 せし 程に 

ォ ナジ キニジ フシ チニチ マタ サン モン ■ "ン カウ  タマ  ハチ グヮッ イタ  ， タメ， \  *y ン ^ 

同廿 七日に 又 山門に 臨幸せ しめ 給 ふ。 八月に 至る まて 度々 合 戰ぁリ しか 

クワン ゲン 

ざ ま 事い とすす まず 


クク シ 


ハリ マノ クユ 


テゥ テキ 


トウル ヰ ァ 


(義貞 朝臣 は筑 紫へ くだ リ しが、 播磨國 に 朝敵の 黨 頃 有リ とて 是を對 治すべし とて 日 をお くリ しほ どに 五月に もな リぬ) 

義虚は 勅命 を 奉じ、 九州へ下 向した が、 播磨國 に 赤松 則 村が 白旗 城に 兵 を 起して 高 氏に 應 じて 義貞の 西 下 を 妨げた に 

あって、 これ を對 治せう とて 日 を 送って ゐる うちに 五月に なって しまった。 「對 治」 は 佛敎の 語で、 もと、 煩 惱を斷 ち 

破る こと をい ふの を轉 用した もの である。 

(高 氏 等 西國の 凶徒 を 相 語ら ひて 重ねて 資め のぼる) 高 氏 はさきに 攝津で 官軍に 破られ、 舟に のりて 九州 さして 落ちた が 

足 利 氏の 名 だげ では 非望 を 遂げ 難い 事 を さとり、 元弘の 時の 新 主、 今は院 として ゐ させら るる 光厳 院に內 々に 奏^し 

て、 その 院宣と いん を 申しう けて、 持明院 統と大 覺寺統 との 御 位 爭の體 にして 人心 を^ 欖 しょうと したので あるが 
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神 皇正铳 詆逮義    六 八 四   I 

その 院究 をば 高 氏 は、 備 後の 鈉津で 受けと つたので ある。 これからして その 院宣なる もの を かざして 九州に 下リ 大兵 

を 集めて、 四月 三日に 博 多 を發し 五月 五日に 鈉 にっき、 つづいて 京 を さして 責め 上る とい ふこと であった からして、 

朝廷 は 新 S 義貞を 召し か へ して、， 又 楠 木 正 成 等 を 遣 はし、 力 を あはせ てこれ を 防がせられた。 

(官軍 利 無くして 都に 參 せし 程に) 五月 二十 五日. に 義貞正 成が、 高 氏 直 義の兵 を 攝津湊 川で 逆へ 討った が 衆 寡 敵せ ず、 

HI 成は戰 死し、 義 貞は 兵 を 率ゐて 京都に 返いた。 

(同 廿. PB に 又 山門に 臨幸せ しめ 給 ふ) そこで、 高 氏 は その後 を 追うて 京に 責め 上る 由 聞え たから、 五月 二十 七日に 後醍 

醐 1K 皇は又 神器 を 奉じて 比敦 山に 行幸 あらせられ、 前と 同じく 東 坂 本に 行 在 を 定められた。 

(八月に 至る まて 度々 合 戰ぁリ しか ど 官軍い とす.' まずし 高 氏 は 先づ弟 直義を 京都に 入れて 比 敦山を 攻めさせ、 己れ は 形 

勢 を 見て、 六月 十四日に 入京した。 これから は 官軍と 賊軍との 間に 屢交戰 があった ので ある。 六月 五日に は 千 種忠顯 

が戰 死し、 同月 三十日に は 官軍 大 摯 して 京都 を 攻めた が、 名 和 長年が この 時に 戰 死し、 爾來 八月まで、 京都 附近に 屢 

戦あって 多少の 勝敗が あつたが、 官軍 は 有利に 發展 しなかった ので ある。 

3  ミヤ コ  ゲン コゥ ギ シュ  オン オト ゥト サン  ミ コ ユタ ヒト  マチ  クラ キ  タテ マツ 

仍 りて 都に は 元弘僞 主の 御 弟に 三の 御子 豐 仁と 申しけ る を 位に つけ 奉 

ジフグ ワット チカ  n  n  シュ シャゥ ミヤ コ  ィ  タマ 

る。 十月 十日の 比に や 主上 都に 出で させ 給 ふ。 いと あさまし か り しこと 

■ マ. タュク スヱ  オボ- ンメ  ミチ ァ  トウ ダウ  ホク コク  ギヤ ゥケィ  サ ヱ 

なれ ど、 又 行末 を 思 食す 道 有りし にこ そ。 東宮 は 北國に 行啓 あり。 左衞 

モン ノカミ サネ ョ  キヤ ウイ ゲ  ヒト <\  サ チウ シャゥ ヨシ サダァ ソン  ハ. ジ  ッハ モノ 

門 督實世 の 卿以 下の 人々、 左 中 將義貞 朝臣 を 始め て さ る ベ き 兵 も あ ま た 

シュ シャゥ ソン ガウ  ギ  ミコ コ 口  タテ マツ 

つかう まつりけ り。 主上 は 尊號の 儀に てまし-^ き。 御 心 を やすめ 奉ら 

タメ  チリ ヨシ シン ノ ワウ  トウ グゥ  タテ マツ 

ん爲 にや、 ^良 親王 を 東宮に すゑ 奉る。 


(仍リ て 都に は 元弘僞 主の 御 弟に 一 一一の 御子 la 仁と 申しけ る を 位に つけ 奉る) 高 氏 は 朝敵の 名 をう けて は 到底 望み を 達せら 

れぬ こと を 思って、 持 明院、 大覺 寺兩統 の御國 爭の體 にして 人心 を敉欖 しょうとして、 光 鲛院の 院宣 を かざして 兵 を 

, 集めた ので ある。 五月 二十 七日に 天皇 山門に 行幸の 際、 光 嚴院は 病と 稱 して 京都に 止まられ たが、 足 利 高 氏の 沙汰と 

して 俄に 六條 殿に 迎へ 入れ 奉リ、 六月 三日 高 氏が 八幡に 入った 時に 光厳 院 及び 御弟璺 仁 親王 を 同所に 迎へ 奉り、 十四 

日に^ 及び 親王 を 奉じて 京都に 入リ、 その 當時暂 く は光鲩 院の院 .K で 萬 事の 指揮 をして ゐた。 しかし それで は 名分が 

立たぬ 事で あるから であらう、 終に 八月 十五 日に 豊仁 親王 をして 御踐祚 あらしめ 奉った。 後伏見 天皇 第 一 二の 皇子で あ 

つて、 光 婊院の 御 弟で ある。 この 時に、 三種の神器 はすべ て、 後醍醐 天皇の 御 許に 有り、 しかも、 天皇の 御意に 反し 

ての 踐祚 である。 これ は 何等 合法の 手績 とい ふ ものが 無い。 結局 高 氏が、 己れ の 非望 を^く する のに 名義がなくて 不 

便で あるから 立てた ので ある。 元 弘の僞 主 は 光 铍院を さす。 

(十月 十日の 比に や 一 M 上 都に 出て させ 給 ふ) その 八月 九月 十月に わたりて 官軍と 賊軍との 蛾 はやまなん だが、 後醍醐 天皇 

は 京都に 還 幸 を 仰せ 出され、 十月 十日に 花 山 院の亭 に 入らせ 耠 うた。 

(いと あさまし かリ しこと なれ ど、 又 行末 を 思 食す 道 有り. J にこ そ) この 時の 還^の 事情 は 今日よ リ して は 十分に 分ら 

ぬ。 高 氏が 太平 記の 說の 如く、 天皇 重祚の 議を 申し 且つ 歸 順した によりて 還 幸 あらせられた とも 考 へられず、 さりと 

て 後醍醐 天皇が、 高 氏の 虔置を 是認せられ たと はもと より 考 へられぬ 事で あるが、 恐らく は 官軍 不振の 結果、 窮餘の 

策と して 局面 を 打開す る爲 に、 高 氏に 乗ぜられ たる 如くに 見せて、 第二の 方 案 をめ ぐらされ たので あらう。 本書の 文 

面 は その 意 を ほのめかして ゐる やうに 思 はるる。 「行末 を 思 食す 道」 とい ふの は、 その 局面 打開の 策 を さすので あらう 

か。 

(東宮 は 北國に 行啓 ぁリ、 左衛 a:«B 實 世の 鯽 以下の 人々 左 中 锊義貞 朝 S を 始めて さるべき 兵 も あまた o かう まつ リけリ ) 

束 { おは 恒良 親王で ある。 この 時に これらの 人々 を 北^に 遣 はされ たの は、 かの 「行末 を 思 食す 道」 の 一端で あらう。 卽 

ち、 これらの 人々 を北國 にっか はして、 そこの 兵 を 糾合して やがて 再與を はからう が 爲の御 企と S はるる。 この 事 は 

かの 篛良 親王 を 奉じて 北 畠 氏が、 奥州に 鎭 した 事と 同 樣の御 精神で あつたと 考 へらる る。 この 一 行 は 車駑の 京都に 向 

はぜら るる 前日、 十月 九日に 出發 して 越 前に 向った ので ある。 その 路 次の 事 は 太， 平 記に 叙して ある。 

广 -IH 上は鎵 號の傻 にて ま. J くき) この 時の 高 氏の 提出した 條 件の 如何なる もので あつたか は 今 知る を 得ない が、 天皇が 

巻 四後酹 W 天 皇  置  六 八 五 
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花 山 院^に 入らせら るる や、 武士 共 これ を警 固し 奉って 恰も 幽閉 せられた 如くであった 事 は 梅 松 論に 述べて ゐる。 さ 

て 高 氏 は、 天皇に 迫りて 神器 を 新 帝に 讓られ むこと を 請うた。 天皇 止むを得ず、 これ を 許され 十一月 二 m にこれ を 渡 

された が、 かねて 計騫 のあった 事 か、 それら は 皆僞の もので あつたと いふ。 それ故に 本書に はこの 神器 授受の 事に は 

1 言 も 及んで ゐな いの であらう.。 この 時の はすべ て僞 器であった 事 は 正 平 六 年 十二月 二十 三 W に 北朝の 神器 を 南都に 

收 めら れた 時の 事 を 記した 阖太 暦の 文に 明かで ある。 しかしながら、 新 主の 方で は 知りて か 知らず て か、 恐らく は 高 

氏の 政略 上からで あ、 りうが * 十二月 二日に 神器 授受の 儀 をば 行 はれ、 同日 後醍醐 天皇に 太 上 天皇の 尊號を 上られた。 

(御 心 を やすめ 泰 らん 爲 にや 成 良 親王 を 東宮に すゑ 奉る) 高 氏 はな ほ 後醍醐 天皇の 御 心 を 安め 奉らう とい ふ譁 であるか、 

十 1 月 十四日に 成茛 親王 を 新 帝の 皇太子に 立て 奉った。 この 親王 は 前々 より 高 氏 直義の 奉じて ゐた御 方で も あり、 か 

たがた 立て 奉った もので あらう。 

ォ ナジ キジ フ-ー ゲヮッ  シノ  ミヤ コ  ィ  カフ チノ クニ  マサ シ. ケ  イチ ゾク ラ 

同 十一 一月に 忍びて 都 を 出で ましくて 河 內國に 正 成と いひし が 一 族 等 を 

召し 具して、 芳 野に いらせ 給 ひぬ。 行宮 を 造りて わたらせ 給 ふ。 もとの 

ごとく 在位の 儀に てぞ まし^ \ 'ける。 內侍 所もう つらせ 袷 ひ、 神璽 も 御 

i  ，レ タガ タマ  マコ トメ キ ドク  コト 

身に 隨へ給 ひけり。 實に 奇特の 事に こそ はべりし か。 

(同 十二月に 忍びて 都 を 出て まし/ \ て 河內國 に 正 成と いひし が 一族 等 を 召し 具して 旁 野に いらせ 給 ひぬ) 延元 元年 十二 

月 二十 一 日に 後醍醐 天皇 はしの びて 花 山 院亭を 出で ましくて 大和 國芳野 山に 入りまして、 そこに 行 在 を 占めて まし 

• ました。 如是 院 年代記に 「帝 從 一一 楠 木 一 類 一 潜 一一 入 芳野こ と ある。 卽ち楠 木 正 成の 遣 族た る 正行已 下が 帝 を 奉じて 芳 野に 

入れ 奉った 事 は 明かで ある。 保曆間 記に は 「然るに 顯家卿 舍弟顯 信 朝臣 伊勢の 國 にて 義兵 を擧、 內々 申 通ず る 事 有て 秘 

に 先帝 都 を 出させ 給て 又 同 十二月に 三種の神器 を奉レ 具、 吉野 山へ 入せ 耠ふ」 と ある。 然れ ば、 これに は 北. ME 氏の^ 策 


广 


が大關 係が ある やうに 思 はるる が、 本書に これ をい はぬ。 恐らく は已が 功に ほこる やうに とらら るの を 憚った ので あ 

らう e 

(行宮 を造リ てお たらせ 給 ふ、 ものとの 如く 在位の 儀に てぞ まし/ \ ける 云々) 後^醐 天皇 は 太 上 天皇の 尊 號を用 ゐられ 

ず、 もとの 如く.^ 位の 儀で あらせられた 事 は 大乘院 口 記 H 錄に 「十二月 廿 H 先帝 後 SS 院吉野 密儀 也、 帝位 如レ 元、 te. 

號如レ 元延元 也。 所詮 吉野 は延 元々 年、 京都 は建武 三年 也。 一 天兩帝 南北 京 也」 と あるの が、 本書と 同じい。 この 時 一一 一 

種の 神器 を 安 仝に 奉ぜられた 事 は 疑がない。 さなく. は、 この 偏 地で、 皇位 を稱 せらる る 道理がない 箬 である。 こ の點 

を 以て 著者が 

(黄に 奋特の 事に こそ は ベリし か) と 感歎して ゐ るので あらう。 

ヨシノ  サキタ  ギ ヘイ  トモ ガラ ハべ  リン カウ  ノチ  クュ A\ 

芳野 のみ ゆきに 先立ちて 義兵 をお こす 輩 も 侍りき。 臨幸の 後に は國々 に 

オン ココ &ザシ  タク ヒ  ツギ  ト-ン  ク  マタ  トシ  ツチ ノエ トラ 、ル 

も 御 志 ある 類 あまたき こえし かど、 次の 年 も 暮れぬ。 又の 年、 戊 寅の 春 

一一 グヮッ チン ジュ タイ シャゥ ゲン アキ ィへ キヤウ マタ シン ワウ  サキ ダ  マテ  カサ  ゥチ  カイ ダウ  クニ 

二月 鎭守大 將軍顯 家 卿 又 親王 を 先立て 申. し、 重ねて 打の ぼる。 海道の 國 

/\ コトゴ トタヒ  イセ ィガ  へ  ャ マト  十ラ  キヤウ  ッ 

々盡く 平らぎぬ。 伊勢 伊賀 を 經て大 倭に いり、 奈 良の 京に なむ 付きに け 

トコ カツ セン  タガヒ ショウ プ ハべ  ォ十 ジキ ゴグヮ ツイ タミ ノ クニ 

る。 それより 所々 の合戰 あまたた び 互に 勝負 侍りし に、 同 五月 和 泉國に 

トキ  チウ カウ  ミチ  コケ 

ての たたか ひに、 時 やいたら ざり けむ、 忠孝の 道 ここにき はまりぬ。 苔 

ミタ  イタ ダラ ナ  ココ a 

の 下にもう づ もれぬ ものと て はた だ 徒に 名 をの みぞと >、J めて し。 心う き 

ョ  ハべ  クワン ゲン ナホ n コ n  チ トコ. T マ  ヂン  カツ セン 

世に も 侍る かな。 {吕 軍 猶心を はげまして 男 山に 陣を とり、 しばらく 合戰 
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テゥ テキ  i ャ ダン  ャ *• ハラ  コト  ヒ. vr シリゾ  ホク 

ありし かど、 朝敵し. のびて 社 壇 を燒拂 ひしょり 事なら ずして 引退く。 北 

n ク  ァ  ヨシ サダ -  ノボ  3 トナ 

國 に^: りし 義貞も たびたび めされし かど、 登り あへ ず、 させる 事無くて 

空しく さへ なりぬ ときこえ しかば、 云 ふば かりなし。 

(秀 野の みゆきに 先立ちて 義兵 をお こす 輩 も 侍りき〕 延元 元年に 足 利 高 氏が、 西國 から 攻め上った 當 時から して、 諸國に 

勤王の 兵が 起って 足 利 黨と戰 つて ゐ たもの が少 くなかった。 天皇が、 京都に 還らせられてから も、 同じく 所在に 義兵 

が 起って 足 利 黨と戰 つて ゐた。 それら は 今一々 こ，， れ を あげぬ。 

(ra 幸の 後に は國々 にも 御 志み る 類 あまたき こえし かど、 次の 年 も ま れぬ) ズ 皇が吉 野に 臨幸の あった 後に は、 《更に 諸 

國の^ 兵が 多く 起った。 而 して 天下 は 勤王 方 武家 方に わかれて 所在に 戰 鬪が絕 えなかった が、 形勢 は大體 同じで いづ 

れ にも 展開せ ずして、 延元 元年 はもと より 延元ニ 年 も 同じ やうな 有樣で 年が 暮れて しまった。 

(又の 年 戊 寅の 春 二月 钂夺大 將犟顯 家 胸 又 親王 を 先立て 申し、 重ねて 打の ぼる 云々.： * 天皇 は延 元元 年 十二月 廿 五日に 勅書 

を 北 品 顯 家に 賜 はり、 吉 野に 幸し 給うた こと を 告げ、 坂 束 諸 國 を徇 へて 上京すべき ぽを傳 へ 給うた。 然るに 陸 奥に 

も 足 利^が 蝾 起して、 合戰 度々 であって 直ちに 上京す る こと を 得ず、 延元ニ 年 正月 サ 五日に 勅書に 奉答して 東北の 形 

勢 を 奏し 同年 八月 十 1 日に 義哀 親王 を 奉じて 陸 奥 雷 山を發 し、 下野から 上野 武 藏を經 て、 十二月に 缣 倉に 入り、 延元 

1ー一 年 (戊 寅) 正月 二日に 錄食を 立ち 東海道 を 攻め上り、 美 澳國に 入り、 靑 野原に 戰 ひ、， 轉 じて 伊勢に 入り、 伊賀 を^ 

て、 二 月 二十 一日に 奈 莨に 入った ので ある。 

(それよ リ所々 の含戰 あまた $ び 互に 勝負 侍リ. j に、 同 五月 和 泉 園に ての たたか ひに 時 やいたら ざリ けん. 忠孝の 道 ここ 

にき はま リぬ) さて、 それから 足 利 黨と顯 家の 軍と が、 度々 所々 で合戰 したが、 五月 二十 二日に 足 利の 臣高師 直と 和 泉 

國堺沛 及び 石津で 蛾って 顯 家が 討死した。 この 時 顯家は 年 二十 一 であった。 「忠孝の 道 ここにき はまりぬ」 と は 薨去の 

事 を 述べた ので あるが、 萬 事 休矣の 意が よく あら はれて ゐる。 忠を盡 し 孝 を 盡す笾 が、 ここに 終 をつ げたと いふので 

あ & が、 その 人の 父と しての 悲愴の 愦を 察すべき である。 


(苔の 下にもう づ もれぬ ものと て はた だ 徒に 名 をの みぞと どめて し) これ は 和 泉 式部が その 女 小 式部 內 侍の 死 を^んで よ 

んだ欲 「もろともに 苔の 下に は 朽ちず して 埋れぬ 名 を 見る ぞ かなしき」 (金 葉 集に 見 ゆる) に 基づく ものであるが、 そ 

れは、 親が 子の 死 を 悼ん お 欲で 上句 は 己が、 後に 殘 つて ゐる とい ふこと をい つたので あるが、 ここで は 己が、 子に 先 

だ たれた とい ふ 意で はなく して、 ただこの 欲の 下の句の 意 を 主として、 身 は 死して 名のみ が 残ったと いふ こと をい ふ 

ので あらう o  , 

(心う き 世に も 侍る かな) 上の 「忠孝の 道 ここに 椟 りぬ」 と 相照應 して 考 ふるに、 著者の 悲痛の 心 を あら はして ゐ るが、 

それにつ けても、 皇室 與復の 道が、 ここに 1 つ 失 はれた とい ふ 公の 憤 も 深く 動いて ゐ たと 思 はるる。 

(苷軍 撻心を はげまして 男 山に 陣 をと リ しばらく 合 戰ぁリ しか ど、 朝 鼓し のびて 社 壇 を燒拂 ひしょ リ搴 ならず して 引退く) 

これより 前延 元三 年 三月 十三 日に 北畠顯 家の 弟顯 信、 男 山に 據り、 足 利の 黨と對 杭して ゐ たが、 顯家戰 死の 後に は、 

中 將源持 定と源 家 房、 春 日 顯國等 殘兵を 集めて、 男 山に 據 つた。 六月 十八 日に 朝敵 高師 直、 師泰 等が 兵 を 合せて 攻め 

て 来たが、 よくこれ を 防いだ。 七月 五日に 再び 攻め 來り、 其 夜 賊軍が 石淸水 八幡宮の 瓧に 放火して これ を 焚き、 なほ 

合戰が 有った が、 十一 日に 終に 兵糧 盡 きて 官軍 引き返いた。 

(北國 に有リ し義貞 もた びくめ されし かど 登り あへ ず、 させる 辜 無くて 空しく さへ なリ ぬと きこえ し^ぱ 云 ふ ぱかリ な 

し). 新田 義 貞は 延元. 元年 十月 天皇 京都に 還 御の 前に 北 II さして 行 ♦ き、 越前國 金ケ峙 城に 據 つて ゐ たが、 延元ニ 年 三 

月 六日に 金 略狨陷 り、 皇太子 恒茛 親王 捕 へられ 給 ひ、 尊茛 親王 自殺した まひ、 一條 行 房、 新田 顯房等 死し、 義 貞は その 

前に 出で て杣 山城に 在った。 それより 後 所在 を 攻めて、 合轔の 絡え 間がなかった。 天皇 は^ 笨の 勅書 を 下して 薮貞を 

召された が、 北國 にての 攻戰に 暇なくて、 上京す る こと を果 さず、 延 元三 年閏 七月 二日に 斯 波高 鸫と越 前 藤 島で 戰ひ 

て 討死して しまった。 かやう にして 官軍の 勢力 漸々 に衰 ふる 有樣 であった によりて、 著者 は 「云 ふば かりなし」 (言語 

逍斷の 意) と 嵌 歎して ゐる。 

ミチ ノク  マタ アジ マ  タマ  ♦ 

さてし もやむべき ならず とて 陸奧 のみこ 又 東 へ むか はしめ 給 ふべ きさた 

サ セゥ シャゥ アキノ プノ ァソ ン チウ シャゥ テン  ，ジゥ サム *t  ジョ  ミチ ノク ノスケ  チン ジュ シャゥ ゲン 

め あ 巾。 左 少將顯 信 朝臣 中 將に轉 じ、 從 三位に 叙し、 陸奧 介、 鎭守將 軍 
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六 九 〇 


「あら はさせ」 

底本 「さ」 なし 

梅 本に よる。 


「こえさせ」 底 

本 「こさへ さ 

せ」 に 作る。 

梅 本に よる。 


「ただよ はれ 

侍りし」 底本 

r タゝ m ハセ 

シ」 に 作る。 

他 諸 本に よる 


- ングン n トゴト カノ セット 


シタガ 


ォホ 


を 兼ねてつ か はさる。 東國の 官軍 悉く 彼 節度に 隨 ふべ きょし を 仰せら る。 

シン ワウ チヨ クン  タマ  マテ  タマ  ミチ 

親王 儲 君に たたせ 給 ふべき むね、 申しき かせ 給 ひ、 道の ほど も かた じけ 

なかる べし、 國 にて は あら はさせ 給 へ となん 申されし。 異母の 御 兄 も あま 

*  O  o  o  o 〇 

ドウ ボ  ォ ン コ ノカミ  サ キノ トウ グゥ ツネ ョ シノ シ ン ワウ  十リ ョ シノ シ ン ワウ 

たまし^-き。 同 母の 御 兄 も 前 東宮 恒良 親王、 成 良 親王まし^^ しに か 

タマ  テン メイ  カタ ジケナ  -ンチ グヮッ  スヱ  イセ 

くさ だまり 給 ひぬ る も 天命 なれば 忝し。 七月の 末つ かた 伊勢に こえさせ 

o  o  o  o 

タマ  ジン グゥ  ケィ  ミ フネ  ク グヮッ  ハジメ 

給 ひて 神宮に このよし を 啓して 御船の よそ ひし、 九月の 始、 とも づ なを 

トテ カゴ 0  コト  カツ サ  チ チカ  ソラ  ケ シキ 

とかれし に、 十日 比の 事に や、 上 總の地 近くより 空の 氣色 おどろく しく 

カイ シャ ゥァラ  マ タイ ヅ  サキ  ィ  カタ  ハべ 

海上 荒くな りし かば、 又 伊豆の 崎と 云 ふ 方に ただよ はれ 侍りし に、 いと 

〇o〇oo し 000 

ナミ カゼ  フネ ュ キ カタ  ハべ  ミ n 

ど § おびただしく なりて、 あまたの 船 行方 しらず 侍りけ るに、 御子の 

- フネ  イセ  ゥミ  タマ  アキ ノブ ノア ソン  ミ フネ 

御-船 はさ はりな く、 伊勢の 海に つかせ 給 ふ。 顯信 朝臣 はもと より 御船に 

ォナ  カゼ  ヒガシ  ヒタチ  クニ  ゥチ  ゥミ  ッ 

さ ぶら ひけり。 同じ 風の まぎれに、 東 を さして、 常 陸の 國 なる 內の 海に 付 

フネ ハべ  カタ <\  ナカ  コノ フ タツ  フネ ォナ  カゼ  トウ ザィ  フ 

きたる 船 侍りき。 方々 にた だ. よ ひし 中に 比 一 一の 船 同じ a にて 東西に 吹き 


メタ 


マ ゥケ 


「わけけ る」 底 

本 「亂ケ ル 」 に 

作る。 梅本靑 

本に よる。 

「ぞ」 底本 「 コ 

ソ」 に 作る。 

他 諸 本に よる 


「侍りに き」 底 

本 「に」 なし。 

他 諸 本に より 

て 補 ふ。 


わけけ る、 末の世に は 珍ら かなる ためしに ぞ 侍るべき。 儲の 君に さだま 

c  o  o  o  o 

タマ  タメ シ  オン  ス メォホ ミカ ミ 

らせ給 ひて、 例な きひな の 御す まひ もい かがと おぼえし に、 皇太 神のと 

どめ 申させ 給 ひける なるべし。 後に 芳 野へ いらせ まし/,^ て 御 目の前に 

テン ヰ  タマ  ォ モア ハ  タフト  ハべ  カナ  マ タヒタ 

て 天位 をつ がせ 給 ひし かば、 いと ど 思 ひ 合せられて 貴く も 侍る 哉。 又 常 

チ  ココロ  カタ  オン コ no ザシ  トモが ラ  ギ ヘイ 

陸 はもと より 心 ざす 方 なれば 御 志 ある 輩 あ ひ はから ひて 義兵 こはくな リ 

ァゥ シゥ ャ 、ンゥ  カミ  ツギ  トシ  ハル  ゲ カウ  オノ オノ クニ  ク  ハべ 

ぬ。 奥州 野 州の 守 も 次の 年の 春 かさねて 下向して 各々 國 に付き 侍りに き。 

o  o  o  o 

(さてし もやむべき ならず とて) かやうな 事情に なった とて、 それで そのままに さしおく べきで なく、 善後策 を 講ぜねば 

ならぬ とて の 意。 

(睦 奥の みこ 又 東へ むか はしめ 給 ふべき さだめ ぁリ) 陸奧 のみこ は陸奧 太守 義茛 親王で ある。 この 親王 又 東 國に卞 向 せら 

るべき 事に 評定が あった。 

(左 少锊顯 信 朝臣 中 81 に 轉^, 從 一一 一位に 叙し 睦 奥介鎭 夺將軍 を 兼ねてつ か はさる) 顯信は 親 房 の 第二 子で、 兄顯 家の 職 を 

襲いだ ので ある。 この 任官 叙位 は その 月日 は 明白で はない が 本書 を據 とすべ きもので ある。 

(東國 の官覃 悉く 彼 節度に 隨 ふべき よしを 仰せら る) この 勅 は延元 一 ニ年閏 七月 廿 六日に 下された ので ある。 「節度」 の 語義 

は旣に (六 四 一 頁) のべた。  . 

(親王 儲 君に たたせ 給 ふべき むね 申しき かせ 給 ひ) これ は義茛 親王の 皇太子に たたせ 耠 ふべき 由の 勅 詫が あつたの を 記し 

たので あるが、 本書 は、 その 點に 於いて 根本の 史料で ある。 

(道の ほど も かたじけな かるべし， 國 にて は あら はさせ 袷へ となん 申されし) 彼の 國に 降ります 道中に この 事 を 公に せら 
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れ むこと は 憚 ある 故、 姑く、 これ を 秘密に せられ、 陸 奧國に 降り 着き 給うて からこれ を發 表せられ よと いふ 勅 詫で あ 

つたこと を 示す。 

(異母の 御 兄 も あまた ましく き、 同 母の 御 兄 も 前 東宮 恒莨 親王 成 莨 親王 まし ましし に、 かくさ だま リ給 ひぬ る も 天命な 

れぱ 忝し) 異母の 御 兄 は 尊 一良 親王、 宗 S 親王、 護茛 親王、 世 一良 親王 等で ある。 (僧に なられた 方 は 除く： >而 して^ 茛奴 王 

は 金^で 自殺せられ、 護 莨 親王 は 直義に 殺され、 世 K 親王 は 早世せられ、 宗茛 親王 だけが のがれ 給うた。 この 親王の 

御 母 は 新待叟 門院で、 御兄弟 は 三人 まし ましたが、 恒茛 親王 は 成 一良 親王と 共に 京都に 幽閉 せられて ゐ給 たうが、 足 利 

高 氏に 毒殺せられ 給うた。 かやう に 多くの 兄の 親王が あらせられた うちから この 親王が、 かやう に 東宮に さだまられ 

た 事 は これ も 天命で あると いふ 直。 

( 七月の 末つ かた 伊 勢 にこえ させ 給 ひて 神宮に このよし を 啓して 御船の よそ ひし、 九月の 始 とも づ なをと かれしに) この 

時には 著者 親 &が 御！： 行 申 しあげた ので あるから、 この 記事 はこれ を笫 一 の 證 とすべ きもので ある。 

(十 B 比の 事に や、 上 驄の地 近くよ リ 空の 氣色 おどろ/ \し< 海上 荒くな リ しかば、 又 伊豆の 嗨と云 ふ 方に た、 X よはれ 侍 

リ しに、 いと ど浪風 おびただしくな リて あまたの 船 行方 しらず 侍リ ける に 御子の 御船 はさ はリ なく 伊勢の 海に つかせ 給 ふ 

云々) これ も 本書 を 第 1 の 史料に すべきで あるが、 元弘 日記 裏書に も 見 ゆる 。「八月 十七 日 解總. 九月 十一 日 於 一一 伊 S 峙ー 

遇 一一 大風 一 数 船^ 沒、 親王 顯信卿 等船歸 一一 著 勢 州 T 上野 入道々 忠 (結 狨宗廣 > ^一 一 此 御船 一 云々」 と ある。 

(同じ 風の まぎれに 東 を さして 常 睦の國 なる 內の 海に 付きた る 船侍リ き) この 船 は 著者 親 ds の乘 つたる 船で ある。 それ 故 

にこれ 亦 これ を 第 一 の 史料と すべきで あるが、 元弘 日記 裏書に は 上の 文の つ^きに 「入 逍 一 品 (親 屎) 船 著 一一 常陸國 一 訖。 

尊 澄 法 親王 (宗茛 〕 尊 良 親王 第 1 宫 著-御 遠 江國、 井伊 城 <  花園 宫 著-御 四國？ 牧宫同 著， 一 御四國 T 可， 有 w 御 下 < 向鎮西 こと あ 

る o 

(方々 にたた よ ひし 中に 此 二の 船 同じ 風に て 東西に 吹き^け ける、 末の世に は 珍ら かなる ためしに ぞ恃 るべき) この 事^ 

にっきて 著者 は 1 種の 奇蹟と 信じて ゐ たもので あらう。 その 意 を 次に のぶる。 

(储の 君に さだまらせ 給 ひて、 例な きひな の 御す まひ もい かがと おぼえし に) 皇太子に 定 らせ耠 うた 方が E 舍に 住ませ 給 

ふと いふ 事 は 古來例 もな く、 又 ある まじき 事の やうに 思 はれて いか^ であらう かと 恐れ多く 思つ てゐ たがと いふ 意。 

C 皇太 神宮の とどめさせ 給 ひける なるべし) 即ち 皇太子の 田舍に 住ませ 給 ふこと ある まじい 事と して 天照^大神の 御と ど 


め あらせられ たので あらう とい ふこと。 新 葉 集 神祇 欲に 前 大僧正 親 意の 欲の 詞 書に これに 同じ 意 を 記して ゐる。 曰 は 

く 「延 元三 年 秋、 後村上 院 かさねて 陸奧國 へく だら せまし くけ るに、 いく 程なく、 御船 伊勢 阈篠島 (今、 尾 張國知 

多 都と す) とい ふ 所へ つきた るよ しき こえし かば 勅使と してまい りたり ける に、 このたび 大風な のめなら ずして、 御 

ともなり ける 船 どもお ほく そんじけ る をお なじ 風の まぎれに 御船ば かり はこと ゆ へな くこの 國へ しもつ かせ 給 事し か 

しながら 太 神宮の 御 はから ひたる よし 祌 つかさど も よろこび 申ければ、 やがて このよし 奏し 侍け る 次に」 と ある。 

(後に 芳野 へいら せまし まして 御 目の前にて 天位 をつ がせ 給 ひし かば、 とど 思 ひ 合せられて 貴く も 侍る 哉) 下 文に この 

親王、 翌年 三月に 芳 野に 入らせ 耠 ふと 見 ゆる。 而 して、 後醍醐 天皇 崩御の 前に 御 譲位 あらせられ、 後醍醐 天皇の 御 目 

前で 天皇と して 卽位 ましました ので ある。 これによ りて 思 ふに、 この やうに 暴風の 爲に芳 野に 引き かへ された のは^ 

位 をつ がせ 給 ふべき 爲 であった と、 後に 至りて 思 ひ 合せられて 貴く 思 ひ 奉った とい ふので ある。 それ は 延元四 年 三月 

に芳 野に かへ り 入らせ 耠ひ、 その 年の 八月に 後酷醐 天皇 崩御の 事が 在った ので、 若し この 時に、 親王が 東國に 在し ま 

したならば、 後醍醐 天皇 大漸の 時 如何なる 事に なった かも 知られなかった と 思 はれて、 甚だ 際どい 事であった。 著者 

が 「貴く も 侍る 哉」 と 思った の は眞實 ほっとした 心 持 を あら はした もので 今に 於いても その 意 を 推して 共鳴し うる 听 

. である。 

(又 常 陸 はもと ょリ心 ざす 方 なれ ぱ御志 ある 輩 あ ひ はから ひて 義兵 こはくな リぬ) 親 爵の船 は 常 陸 國の內 の 海と あるから 

霞 浦の 或る 湊 につ いたので ある。 烟田 文書に よると 柬倏庄 につ いたと ある。 ここに 「常 陸 はもと より 心 ざす 方 なれば」 

と ある は 親 房の 强 がり を 云った ので はなく、 眞實に 常 陸 を さして お出した ので ある。 それ はかの 顯 家が 再び 陸 奧國に 

下向した 時に、 「本の 兩國に 常 陸 下野 を 賜 ふ」 とい ふこと が 保 暦 間 記に 記して ある。 これ はこの ニ國 が陸奧 に隣リ して 

ね るから 便宜 その 支配に うつされ たので あらう。 されば 海上より して はこの 常 陸に 着す る ことが 目的で あつたの であ 

る。 この 意味 を考 ふれば、 上に 「この 二つの 舟 同じ 風に て 東西に^ きわ けらる」 と 云った 語の 本義が 考 へらる る。 かやう 

に 本来の 目的地に 親 房が 着いた からして 勤王の 兵が 力 を 得た 事 は當然 である。 これ を 「義兵 こはくな りぬ」 といった。 

(奥州 野 州の 夺も 次の 年の 春 かさねて 下向して 各々 國 に付き 侍リ にき) 次の 年 は 延元四 年で ある。 奧 州の 守 は 陸 奥 守で あ 

るが、 この 時 太守 義良 親王お はし まし、 陸奧 介が 北畠顯 信であった。 されば 厳密な 意味に ての 陸奧守 は赏時 任命の な 

かった 事て あるが、 太守の 任ぜら るる 時には 介が 守と しての 實務 をと るので 往々 通俗的に その 介 を 守と 唱 へたので あ 

メ  1% 黍  % 
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る^、 ここ も 恐らく はさう であらう。 さう すると 顯 信が、 延元四 年の 春に その 任國に 下った 事と 思 はるる が、 その 事 

は 本書 以外に は その 證を 見ぬ。 元弘 日記 裏書に は興國 元年 五月 十九 日に 「顯信 卿 下 一一 着 白 河 城 こ と ある。 この 褢書を 

正しと すれば、 本書 は 誤と なり、 本書 を 正しと すれば、 裏書 は 誤で あると 見ら るる。 然るに、 結 城 文書に 敉 むる 親 琼 

の 六月 廿 九日 (與國 元年と 認めら る >0 の 書 狀に去 十一 日將軍 被向奧 候け る 云々」 と ある。 これ は顯 信が、 この 日に 多 

贺國府 に 向った 事 を 示した ものであって、 その 前に 東國に 下向して ゐ たこと は 思 はざる を 得ない。 結 城 文書に 見 ゆる 

延元 it 年 二月 廿 二日に 親^が 結 城 親 朝に 與 へ た 書狀の 中に 春 日中 將と いふ 人の 下向 を 告げて ゐ るが、 ， 更に 三月 廿日の 

同様の 書 狀には その 春 日中 將が、 下野に 入りて 諸 城 を陷れ たる 由 を 報告して 奥州の 路を 開く ベ き 事 を 請求して ゐ る。 

關城 書考に はこの 春 日中 將を顯 時で あると して ゐ るが、 それ は 誤で、 恐らく は顯 信で あらう。 顯 信を舂 日少將 といつ 

た 事 は 北.： IE 系圖 にも 太 平記 にも 見 ゆる。 而 して、 顯 信が この 時に 中將 であった 事 は 明かで ある。 然 らば、 春 日中 將は 

顯信 であって、 この 年の 二月に 常 陸に 下向し 下野 常 陸に 轉戰 して、 翌年 五月 十九 日に その 鎭所 たる 白 川 城に 入った も 

ので あらう。 然 らば、 本書 も 裹害も 誤を傳 へた もので ない とい はねば ならぬ。 次に 野 州の 守 は 下野 守の 事で あるが、 

その 人 は 誰であった か。 結 城 文書に 某 年 十 一 月 三日に 左 中將道 世と いふ 人が、 結 城 親 朝に 贈った 書狀が ある。 それに 

は 「下野 留守 事 云々」 と 見 ゆるが、 關城 書考に は、 この 文書に ついて この 人 を 「下野 國司. にて いまだ 下向せ ず吉 野に 

在りし 人と 見えたり」 といって ゐ るが、 その 文書の 文面で かやう に解釋 する L 當 つて ゐ ると 見る が、 その 曰附 をば 大 

日本史 料に 延元四 年と して ゐる。 さう すると 本書に この 年の 春に 下野 守が 下向した と いふ 文と 1 致せぬ。 恐らく は こ 

の 書は延 元三 年 十 一 月に 吉 野から 發 したので、 この 人と 顯 信と 相伴って 延元四 年の 春に 下向した ので あらう。 本書の 

^述 が、 延元四 年の 秋に 成った ので あるから、 すべて は その 前の 事で なければ ならぬ。  ， 

キゥ ト  クチ ノエ トラ  トシ  フユ カイ ゲン  リャ クオ ゥ  ィ  ヨシノ  ミヤ 

さても 舊 都に は 戊 寅の 年の 冬 改元して 曆應 とぞ云 ひける。 芳 野の 宮には 

ェン ゲン  ガウ  クュグ 二  ォ モヒ^-  ガウ ナリ 

もとの 延 元の 號 なれば、 國々 も 思々 の號 也。 もろこしに はか かるため し 

ォホ  コノ クニ  タメ シ  ョ  ォホ ャマ ト -ンマ 

多 けれ 》」、 比 國には 例な し。 され ど 四と せに もな りぬ るに や。 大日 本島 


「の，」 梅 本 白 本 

によりて 補 ふ 


ネ  ク ワウ トナ リナ イシ ドコ P シン ジ  ヨシノ  ミ ヤコ 

根 はもと よりの 皇都 也。 內侍所 神璽 も芳 野に おはし ませば、 いづく か 都 

にあら ざ るべき 

(さても！ a 都に は 戊 寅の 年の 冬 改元して 曆應 とぞ云 ひける) 舊都は 平安 城で、 これ は建武 の年號 のま、 で 進んで きたが、 

高 氏の 擁立した 光明 院が、 元弘 日記 裏書の 如く 高 氏の 取 計に よりて 延元 三年 八月 二十 八日に 改元して 暦應 とせられた 

ので ある。 然るに 本書に は 冬と あるの は、 著者が、 反對 して ゐる 側の 事で、 しかも 常 陸で 傳 聞した # であるから、 かや 

うな 誤 もあった であらう C かやうな 誤 はかへ つて 著者の 立場 を 正しく 推 紫 さする 材料と なる。 元弘 日記 裏書に は 「十 

月 尊 氏 卿 改建武 五 年 爲暦應 元年」 と ある。 されば、 この 書 も 冬と 認めて 居た 譯 である。 

(芳 野の 宮に はもとの 延 元の 號 なれ ぱ 國々 も 思々 の號 也」 卽ち、 芳野 朝廷の 正朔 を 奉ずる もの、 足 利 氏の 鼻息 を 窺 ふ も 

の とまち-/. \- になつ たので ある。 

(もろこしに はか かるため し 多 けれど、 此國に は 例な し) 支那に は主權 者と 稱 する 者が、 あちこちに 爭ひ 立って 年號 がい 

くつ も 行 はれた とい ふやうな 事 も 度々 あるが、 わが 國には 先例の な ぃ亂國 となった ので ある。 

(され ど、 四と せに もな リ ぬるに や) かやうな 狀 態を呈 して 甚 しい、 混亂の 世と なった が、 それ もはや 四 年に なった とい ふ 

の である。 

(說) これ は吉 野に 入らせ 耠 うてから 四 年に なった とい ふ 事で あらう。 然 すれば まさに 延元四 年の 秋に 草した 事と なる。 

さて かく 吉野 にお はしまして 四 年に なつ た 事 を こ こに 述べた の は、 この 年に 後醍醐 天皇 崩御の 事が あり、 今 まさに そ 

の 事 を 叙せ むとして 囘 顧して 感慨に 堪へ ぬので あらう。 それ故に 筆 は 一 轉 して 次の 言になる。 

(大日 本島 根 はもと よ リの垦 都 也) 大和 國は 神武 天皇 以來奈 良 朝までの 舊き皇 都の あった 土地で ある。 されば 吉野も その 

大和 國 のうちで あるから 皇都 とする に 何等の 揮る 所が 無 いと いふ 言 を 含め てゐる の であらう。 

0E 侍 所 神璽 も芳 野に おはし ませ ぱ いづく か 都に あらざる べき) これ は 天皇が 內侍所 神璽 を帶 してお はします 所 ならげ い 

づく でも 都で ない とい ふ 所 はない ので、 いづく でも 都で ある。 今 天皇 もお はしまして 內侍所 神璽 も芳 野に おはし ませ 

ば、 芳野は 正しい 帝都で ある。 何人が これ を 否定し うべき もので あるか。 とい ふ 意 を 語 を簡 にして 言った ので ある。 
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「いまに」 底本 

なし" 他 諸 本 

によりて 補 ふ 

「して」 底本 

「ノ」 とす。 梅 

,;: 二 本に よる 


—な」 底本 脫す 

他 諸 本に より 

て 補 ふ。 


： ッ キ 


力 アマ リム ュ 


アキ ギリ 


さても 八月の 十日 餘 六日に や 秋 霧に を かされ させ 給 ひて、 かくれ まし 

ナカ  ュメョ  ナラヒ  シ 

ましぬ とぞ きこえし。 ぬるが 中なる 夢の 世 はい まに はじめぬ 習と は 知り 

o  o  o  . 

ながら、 かずかず 目の前なる 心地して 老の淚 も かき あへば、 筆の 跡 さへ 

o  o 

ムカシ チウ ヂ  クヮ クリン  フデ 

と どこ ほりぬ。 昔 仲 尼 は 獲 麟に筆 をた つ と あれば こ こに てと ビま りたく 

ハべ  ジン ワウ シャゥ トウ  ョ コ トヮリ マ ヲ  ノ  ソィ  スヱ 

侍れ ど、 神皇 正統の 橫 しまなる まじき 理を 申し 演べ て 素 意の 末 を も あら 

o  ,  、  ， 

はさま ほしくて、 しひて 注しつ け 侍る 也。 


(さても 八月の 十日 餘 六日に や 秋 霧に を かされ させ 給 ひて かくれ まし ましぬ とぞ きこえし) これ は 親^が 天皇の 崩御 を 常 

陸の 軍陣 內で傳 ベ 承った 事 を 述べ たので ある。 「秋 霧に を かされ させ 給 ふ」 と は 八月の 上旬より 御 病に 冒され 耠 うたこ 

と を 言った もので あらう。 天皇 は 延元四 年 八月 十六 日に 吉野宫 に 於いて 崩御 あらせられ たの である。 

(ぬるが 中なる 夢の 世 はい まに はじめぬ 習と は知リ ながら、 かずかず 目の前なる 心地して 老の误 も かき あへ ねば 筆の 跡 さ 

へと どこ ほリ ぬ) 娑婆 世界 は寢 ぬる 中に 兇る 夢の 如き 世で ある こと は 佛敎の いひ ふらした 事で、 そ の 事 は いまさら 驚く 

べき 事で はない とい ひ はする も. のの、 この 天皇 御 在世の 間の. 種々 雜 多の 事が、 いづれ も 目の前に ある 如く 思 はれて 追 

憶の 念に 堪 へず、 老の误 (時に 親 房 四 十六 成 か) もと どむ る ことが 出来ぬ からして、 文字 さ へ 書き 得ぬ 程に なった と 

いふ 意。 

(普、 仲 尼 は 獲麟に 肇 を絕 つと あれ ぱ) 仲 尼 は 孔子の 字で ある。 孔子が 春秋 を 記して 饕の 「^公 十 有 四 年 泰西 狩 獲睐」 と 

いふ 所で 筆 をと どめて， あと を 書かなかった。 その 心 もちで いへば の 意。 

(ここにて とどま リ たく 侍れ ど) この 天皇 崩御の 事 を 記した 所で 記事 をと めた いと は 思 ふけれ どもの 意。 


1 


(神 皇 正統の 横し まなる まじき 理を 申し 演 べて繁 煮の 末 もも あら はさま ほしくて しひて 注しつ け 侍る 也) 神 皇正袜 とい ふ 

こと は 本書の はじめに 述べて ある。 その 神皇の 正しい 位が、 横し まであって はならぬ 逍理を 十分に. S. しのべて、 自分 

が、 もとより 思って ゐる ことの 結果の 點 まで を 明かに したく 思うて、 進まぬな がら 心を勵 まして、 しひて 注しつ くる 

のであります の 意。 

ト *  タマ  ョ  シン ワウ  サ ダイ ジン 

かねて 時 を もさと らしめ 給 ひける にや、 ま へ の 夜より 親王 をば 左大臣の 

ティ  ゥッ タテ マツ  サン シュ  ジン ギ  ヅタ  マチ  ノチ  ガウ  ォ ホセ  ゴ 

亭 へ 移し 奉られて 三種の神器 を傳 へ 申さる。 後の 號 をば 仰の ままに て 後 

ダイ ゴノ テン ワウ  マチ  テンカ  チサ  タマ  コ トニ ジフ イチ ネン  ゴ ジフ - サイ 

醍醐 天皇と 申す。 天下 を 治め 給 ふ 事 二十 一年。 五十二 歲 おましく き。 

(かねて 時 を もさと らし め 給 ひける にや まへの 夜よ リ 親王 をぱ 左大臣の 寧へ 移し 表ら れて 三種の神器 を傳へ 申さる J あら 

かじめ 崩御に なるべき 時日 を さとって ゐら せられた ので あらう、 崩御の 前の 夜卽ち 八月 十五 日の 夜から して. - 左大臣 

近 衞經忠 の 邸へ 皇太子 義良 親王 を迎へ 奉られて、 御讓 位の 事が ぁリ、 從 つて 神器 を傳 へられた ので ある。 

(後の 號 をば 仰の ままに 後醒鋤 天皇と 申す) 遺 詔に 依りて 後醍醐 天皇と 申し上げ たので ある。 本書に はこ こに 明に 天皇と 

あり、 又 この 天皇の 倏の 最初に も 後醍醐 天皇と ありて、 さきく の 某院と 申し 奉った と は 趣が 仝く 違 ふこと を 注意せ 

ねばならぬ。 これ を輕々 しく 見す ごす やうで は、 この 天皇の 卓識 义 親^の これ を 奉 承した 忠誠の 心 を 認めぬ やう. にな 

るで あらう。 

(天下 を 治め 給 ふ 事 二十 一年) 文 保 二 年 二月 二十 六日の 踐舴 から、 この 崩御まで 滿 二十 1 年 を こ ゆる こと 約 六 ヶ月。 その 

間 はじめ 十五 年間 は、 鎌 倉 幕府の 在った 時で、 その後の 六 年間 は 建 武中與 の 一年 を 除き 他 は 仝國が 戰亂の 巷と 化した 

御世であった。 

(五十一 一歳お まし ましき) 御 齢に は異說 はない。 
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六 九 八 


r さり」 底本 

「ナリ 一 とす。 

他 諸 本に よる 


「さだめ」 底本 

「サ メ」 に 作る 

他お 本に より 

て 補 ふ。 

「なき」 底本 

「ナ ク」 に 作る 

梅 本 による。 


ムカシ  チウ アイ テン ワウ ク マリ  タ r  Jvl  ir  J/  J 

昔、 仲哀 天皇 熊 襲 を 責めさせ 給 ひし 行宮に て 神 さり まし ましき され ひ 

o  o 

ジン グゥ ク ワウ ゴ ゥホド  サン カン  タヒラ  ショ ワウ ジ  ラン  タイ チウ  テン ワウ 

神 功 皇后 程なく 三韓 を 平げ、 諸 皇子の 亂を しづめ られ て、 胎 中の 天皇の 

i ョ  サダマ  n ノ キミ セ ィゥン  ヒ ヤクシチ ジフ ョ ネン  ナカ タ  イツ トウ. - 

御代に 定 りき。 此君聖 運 まし ましし かば、 百 七十 餘年、 中絕 えに し 一統 

の 天下 を しらせ 給 ひて、 御 目の前にて 日嗣を さだめさせ 給 ひぬ。 功 もな 

o  o  o 

く、 德 もな きぬす 人世 をと りて 四と せ あまりが 程宸襟 をな やまし、 御世 

o  o  ♦ 

をす ぐ させ 給 ひ ぬれば、 御 怨念の 末むな しく 侍りな む や。 いまの 御門 又 

アマ テラス ォホ ミカ ミ  シャゥ トウ  ゥ  オン ヒ カリ 

天 照 太 神より このかたの 正統 を 受け ましく ぬれば、 この 御 光に あらそ 

タテ マツ モノ  ナカく  トキ  ゥン  ォ M  ハべ  o 

ひ 奉る 者 や は ある べき。 中々 かくて しづ まる ベ き 時の 運と ぞ覺ぇ 侍る 

(普、 仲哀 天皇 熊 襲を賈 めさせ 給 ひし 行宮に て 神さリ まし ましき) この 事 は 上、 仲哀 天皇の 條に見 ゆる。 ここに これ を說 

くの は、 同じく 賊徒 を 討た うとして 行宫で 崩御 あらせられた 例と 見て あげたの であらう が、 下に その 崩御 後天 下 定ま 

つた 事 を あげて ある の は 微意が あると 思 はるる。 

r され ど、 神 功 皇后 85! なく 三韓 を 平げ 諸 皇子の 亂を しづ めら れて胎 中の 天皇の 御代に 定リ き.) 仲哀 天皇 は 行宮で 崩御に な 

つたが、 神 功 皇后 は その後 をう けて、 • 間もなく 三韓 を 平げ、 麇 .4 忍 熊 二 皇子の 亂を しづめ られ て、 眙中 天皇 卽 ち應祌 

天皇の 御代に 確定した とい ふので あるが、 今 も、 亦 その やうに、 御聖 運が 後に ひらく  、あらう とい ふ 微意 を 示して 

ゐ る。 而し てこれ はこの 段の 末の 「中々 かくて しづ まるべき 時の 運と ぞ覺ぇ 侍る」 に照應 する 意が あると 見 ゆる。 

(此 君聖運 まし ましし かば. IB 七十 餘 年中 緩え にし 一統の 天下 を しらせ 絵 ひて) この 天皇の 一統の 天下 を しらせ 給うた 事 


タマ 


カリ ミヤ 


カム 


と 


はこ こに 「聖運 まし/ \ しかば， I と あるが、 それだけ ではなく、 赏際 英明で 在らせられた 事 は 疑がない。 北朝の 臣下 

もこれ は 十分に 認めて ゐ たこと は中院 一品 記に、 この 天皇 崩御の 報を傳 承して 記した 語に 「天下 之 i 事、 言語 道斷之 

次第 也。 公家 之 衰微 不， 能-左右 一 愁歎 之 外 無-他事？ 諸道 再興 偏在- 1 彼 御代？ 贅才 卓- 爍于 往昔？ 衆人 不， 可 レ不& 者歟」 と 

云って ゐる。 

(御 目の前にて 日 嗣を さだめさせ 給 ひぬ) これ はかくの 如き 英主が 天命 を 受けて いらせら るる。 その 英主が、 目前に 定め 

られた 天日 嗣 であるか らして、 これ 卽 正統の 君で あると いふ こと を强 調した ので ある。 

(功 もな く德 もな きぬす 人) これ は いふまで もな く 足 利 高 氏 を さす。 

(世 をと リて 四と せ あま リが 程度 襟 をな やまし、 御世 をす ぐ させ 給 ひぬ れぱ) さやうな ぬす 人 高 氏が 世の 大政 を 私して、 

四 年 餘の間 天皇の 御 心 をな やまして 御 1 期 を 終らせ 給うた からと いふ 意。 

(御 怨念の 末むな しく 侍リ なむ や) 天皇の 殘 念に 思 召しな された その 御 恨の 結果 は 無い とい ふ 事 はなから うとい ふ 意。 太 

^記に この 御意 中 を 記して 曰 はく 「只 生々 世々 の 妄念と も 成べ き は 朝敵 を 悉く 亡して 四海 を 泰平なら しめんと 思 ふ 計 

なり パ 云々) 玉 骨は縱 南山の 苔に 埋る とも、 魂魄 は 常に 北 闕の天 を 望まん と 恩 ふ。 若 シ命を 背 義を輕 ぜば君 も 繼體の 君 

に 非ず。 臣も 忠烈の 臣に非 じと 委細に 綸言 を殘 されて 左 御手に 法 華鐽の 五" 卷を 持せ 給 ひ、 右 御手に 御劎を 按じて 八 

月 十六 日 ノ^ノ 刻に 遂に 崩御な りに けり」 と ある。 卽ち この 御 怨念の はるる 時が 來る であらう とい ふ 意) 

(いまの 御 s: 又 天 照 太 神よ リ このかたの 正統 を 受け まし ましぬ れぱ、 この 御 光に あらそ ひ 奉る 者 や あるるべき) いまの 御 

門 は 後村上 天皇 を さす。 後村上 天皇 は 本書に 述べ 來 つた 如くに 天照大神からの 正しい 皇統 をう けて、 正しい 道羅 によ 

つて 皇位に つかせられ たので あるから、 この 皇位の 御烕 光に 何人が 爭ひ 得る であらう か、 さやう の 事の 出来る 者 は 1 

人 も 無い 箬 である。 

(說) この 1 句が、 本書 最後の 斷案 である。 卽ち天 照 太. 神の 正しい 皇統 をう けて、 皇室の 正統に ましまして、 正しい 道理に 

從 つて 三種の神器 を 受け まします ことが、 大日 本國の 皇位の 根本で ある。 而 して 後村上 天皇 はこの 极本條 件 を 完全に 

具へ てゐら るるから して、 神皇の 正統 はま さしく こ の 天皇に 傳 はって あると いふ ことが、 こ の 正統 記の 結論で ある。 

而し てこれ 實 にわが 國體の 根本で ある。 この 1 句 を 眼目と 考 へずして は神皇 正統 記の 結末 は 無い ことになる。 讀 者に 

三思 を 希 ふ 所で ある。 
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七 00 


(中々 かくて しづ まるべき 時の 運と ぞ蜀ぇ 侍る) 「中々」 は 却り ての 意。 r 覺ぇ 侍る」 は 「思 はれます」 の 意。 かやう に 唯今 

は 亂 世の やうで は あるが、 か へ つて これが 世の 治るべき やうになる 時運と して 一時 かやう の さまにな つたので あらう 

と レヱ意 o 

(說) 著者 はこ こに かやう に 前途 を 祝福す る やうな 言 を 述べた が、 實際は 何人も 知る 通り 容易に 天皇 親政の 時代 を實 現し 

えずして、 爾来 五 百年の 間 武家 專權の 世を實 現した。 これ は、 上、 ニ條院 の條に 「保 元 平 治より 以來 天下 亂れ て武用 

さかりに 王位 輕 くな リぬ。 いまだ 太平の 世に か へ ら ざる は 名 行の 破れ そめし によれる 事と ぞ みえた る」 と 論じた 通り、 

德敎 地に 委した 結果が ここに かやうな 世相 を實 現した のであって、 これ を 一朝 1 夕の 政治で 恢復しょう とする こと は 

不可能で あつたので あらう。 而 して 德川氏 執 櫂の はじめから 文敎を 盛んにして、 以て 自己の 政權を 永遠に 傳 へようと 

した 事が、 わが 國體 に對 する 自覺を 復活せ しめて、 その 結果と して 天皇の 親政が はじめて 實 現した。 名数の 與廢は 遠 

く 三 fa 年 五 百年の 末 を も 支配す る ものである。 而 して 明治の 皇政 復古 を 指導した 原動力の うちの 最も 著し いのは この 

書で ある。 然 らば、 著者の この 著 は、 當 時に 於いて Isl 接の 效は 無かった かも 知れぬ が、 やはり、 後醍醐 天皇の 中興の 

御 精神 をよ く 後世に 傳 へ て、 終に その 貫徹 を 致した ものと いふべき であらう。 


「させ」 梅 本に 

よりて 加 ふ。 


ダイ ク ジ フ口ク ダイ ゴ ジフ セ. 


テン ワウ 


ゴ ダイ ゴ テン ワウ ダイ ハチ ノミ コ 


オン ハ 


ジ ユン 


第 九十 六 代 第五 十 世の 天皇、 諱は義 良、 後醍醐 天皇 第 八 御子。 御 母、 准 

三宮藤 原の 廉子。 此君 はらまれ させ 給 はむ とて、 日 をいだ くと なむ 夢に 

見 申させ 給 ひける とぞ。 されば あまたの 御子の 中に ただなる まじき 御 事 

とぞ かねてき こえさせ 給 ひし。 元弘癸 酉の 年、 あづまの 陸 奥 出 羽の かた 

めに て おもむかせ 給 ふ。 甲 戌の 夏 立 親王。 丙 子の 春、 都に のぽら せまし 


オン ゲン ブク 


ン t ダリ 


スナハ サン ボン 


ミチ ノク 


「天日 嗣」 底本 

「天ノ 日嗣」 と 

す。 梅 本靑木 

其 他に よる C 


まして 內 裏にて 御 元服、 加冠 左のお とど 也。 卽ち三 品に 叙し、 陸 奧の太 

シュ  ニン  タマ  ォ ナジ キッ チノ エトラ トシ ハル  マタ  タマ  ヨシノ  ミヤ 

守に 任ぜ させ 給 ふ。 同 戊 寅の 年 春、 又の ぼらせ 給 ひて 芳 野の 宮にま しま 

アキ シ チグヮ ツイ セ  タマ  トウ セィ  ナホ ィ セ 

ししが、 秋 七月 伊勢に こえさせ 給 ふ。 かさねて 東征 ありし かど、 猶 伊勢 

力へ  ツチ ノト ゥ  トシ サン グヮ ツマ タ ヨシ ノ  タマ  アキ ハ ツキ ナカ  イツ 力 

に歸り まし、 己 卯の 年 三月 又芳 野へ いらせ 給 ふ。 秋 八月 中の 五日 ゅづり 

ゥ  アマ ヅヒ ツギ  ッタ 

を 受けて 天日 嗣 をう け傳 へ おまします。 

o  o  o 

(第 九十 穴 代 第五 十 世の 天皇) ここに 天皇との みある は、 當 今の 天皇で まします によって のこと である。 後村上 天皇と 申 

す は 崩御 後の ことで ある。 

(御 母 准 一 二宮 藤 原の 簾 子) 簾 子 は 右 近衛 中 將藤原 公廉の 女、 太 政 大臣 藤 原 公資の 養女で ある。 後醆醐 天皇の 後宮に 入り、 

皇太子 恆良 親王、 成 良 親王 及び この 天皇 を 生み 奉られた。 建武ニ 年に 三宫 に准ぜ られ、 正 平 六 年に 新侍贅 門院の 尊號 

を 上られた o 

(此君 はらまれ させ 給 はむ とて 云々) こ の 事 は 本書 以外に は 見えぬ が、 本書 は僞を かく 喾が ないから 信ずべき である。 

(元弘 癸 酉の 年 あづまの 睦奥出 羽の かために て おもむかせ 給 ふ) こ の 事 は 上に 述べ て ある 通りで、 元弘 三年 冬の 事で ある。 

(甲 戌の 夏 立 親王) 建武 元年 五月に 親王 の 宣下が あ つ た。 

(丙 子の 春 都に のぼらせ ましまして 內 裏にて 御 元服、 加冠 左のお とど 也) 延元 元年 陸 臭より 上京して 高 氏 を 討ち 返 けられ 

た 際の 事で ある。 その 一 二月 十日に 內 裏で 元服せられ たので あるが、 加冠の 役 は 左大臣 藤 原 公賢が これ を 奉仕した。 こ 

れは 御母廉 子の 養父で ある。 

(卽ち 三 品に 叙し 陸 虞の 太夺に 任ぜ させ 給 ふ) この 事 は 上 (六 八 二 頁) に 述べて ある。 而 して、 再び 陸 奥に 下向 あらせられ 

たので ある。  - 
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(同 戊 寅の 年 春 又の ぼらせ 給 ひて 劳 野の 宮にま しまし しが) これ は元弘 三年に 顯家 がまた 京に 上った 時の 事で あるが、 こ 

の時顯 家が 奈 良に 着いて から 所々 に轉戰 したが、 その 間、 芳 野の 宮にま しました ものと 見 ゆる。 その 事 は元弘 日記 裏 

害に も 見 ゆる。 

r 秋 七月 伊勢に こえさせ 給 ふ 云々) この 事 も 上に 述べで ある。 

(S 卯の 年 一二 月又芳 野へ いらせ 給 ふ) 延元四 年 三月に 伊勢から 芳野 にか へ り 入らせ 耠 うたので ある。 

(秋 八月 中の 五 B ゅジリ を 受けて 天日 嗣を うけ 傅へ おまします〕 延元四 年 八月 十五 日に 受禪 ありて、 天皇の 位を踐 ませ 耠 

ふ 。その 事 も 上に 述べて ある。 
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伏 見， 正應 六， 正， 廿九 生る。 (准 后傳)  (一) 

六、 廿四 叙爵 (從 五位 下) 

(永 仁 元、) (八、 五、 改元)  . 

二， 正 、六 從 五位 上  (二) 

五 * ir 廿八， 正 五位 下  -  (五) 

六， 五， 廿三從 四 位下  (六) 

後伏見、 正 安二， 正、 五 從四位 上 (新 院當 年給)  《八) 
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德 治 元 _ 


花圜、 延慶， 元 _ 

三. 


正， 廿左近 衞少將  (十一) 

十二、 十七 正 四 位下 

ナニ、 卅 右近 衞中將  ， 

十二， 卅 櫂 左少辨 (父師 重 權大納 言 を辭 して 申 し 任す。) (十 三)， 

(月 日 、准 后傳 による。 師 重の 辭 任に 符合す る 故) 

十二、 廿ニ 左少辨  (十四) 

七， 廿八 家督に 立つ。 (父師 重出 家に 因る。 准 后傳) (十五) 

十一， 一 左少 辨を辭 し、 彈 正大 弼に 任ず。 (賴俊 朝臣、 辨に加 

はる 間 腹 立 之餘云 々) 
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祌皇 正統 記述 義附錄  ，  七 〇 八 


四、 三、 廿 八幡 行幸、 親 房 卿 事 を 

大 納 言 に 任ぜられ， し 

任此年 佚す、 而 して 明 

て 任 日 を 注せ ざれば 

(正中 元) (十二、 九 改元 )- 

二、 正、 七 內敎坊 別當に 補す。 


行 ふ。 

年旣に 

な 3 


(卅 二) 

に 在らむ • (公 卿 補 

大 納 言 として あ b 


三、 二， 九 

(嘉曆 元) (四、 廿六 改元) 

二、 閏九、 卅 

元德 二、  二 

九， 十五 


按察使 を 辭す。 (息 顯家を 右左 衛中將 に 申し 

任 i  、 
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0 三) 

(卅 四) 


法 勝 寺 上 卿， 

中 殿 歌 御 會、 親 房 勅 を 奉じて 和歌 序 を誊 

題 は 契 花 萬 春 S 后傳) 

太 宰帥世 良 親王 薨 ず、 親 房 卿 之 を 歎い て 出家せ 

ん とす。 天皇 其の 志を感 じ 給 ふ 。(准 后 傳) 
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こ 


還 幸。) 


三， 正、 十 (尊 氏 京都 を 侵す、 天皇 東 坂 本に 幸す。) 

正、 十三 顯家、 親王 を 奉じて 行 在に 詣る。 親 房 

.  にして 至る。 (梅 松 論に よ る、 准 后傳は 

. 房 卿 上洛と す。) • 

正， 三十 (官軍 尊 氏 を 敗ら、 天皇 京都 

二、 十二  (尊 氏、 鎭 西に 走る。) 

(延 元元) (二、 廿九 改元) 

三、 十 顯家 再義良 親王 を 奉じて 

五、 廿五 (尊 氏 東上し、 官軍 この 日 兵 

楠 正成戰 死し、 新田 義負退 

五、 廿七 (天皇 再 山門に 行幸。) 

時に 親 房 卿 病みて 宇治に 

六、  親 房 卿 伊勢 國に赴 き、 次 男 

野 等 を 催して 山門 を援け 


(四十 四) 

卿 行 を 俱 

十 月 に 親 
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任 國に赴 

車に 拒ぎ て 

い て 京都に 


禾まら す 

入 る 。J 


在り。 S 后傳) 

顯信 以下 從ふ、 愛洲 矢 

んと 欲す。 ； 
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を 奉じ、 

けて 行 


後 5T 


日 河內に 走り、 義良 親王 吉野 

五， 廿ニ 顯家， 和 泉に 戰 死す、 年 二十 一。 

閏、 七、 廿六 顯 信、 陸 奥 介 鎮守府 將 軍に 任 じ、 義 良 親王 

往 きて 陸 奥に 鎭し、 親 房 卿 をして 之 を輔 

を倶 にせし む。 

八、 十七 義良親 王、 宗 良 親 王、 伊 勢 を發 して 東 國に航 せら 

• る。 親 房、 顯 信等從 ふ。 

九， 十一 海上 颶に遇 ひ、 義良 親王、 顯信は 共 

宗 良 親王 は 遠 江 に、 親 房 卿 は 常 陸 

.  后傳) これより 後 親 房 卿、 常 陸 小 田 

，春 (義良 親王 吉 野に 歸も 東宮に 立ち 給 ふ。) (四十 七) 

， 十五 《天皇 譲位)  ： 

， 十六 (後醍醐 天皇 崩ず") 

秋  神皇 正統 記 を 著 す • (常 陸 小 田 城に 在.^ て 草す ひ 
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- 一 
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八 


伊 勢 
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ふ。) 
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五、 

(興國 元) (四 

五， 


十 


二 職 原 抄を著 す。 (同 上)  (四 十 八) 

廿八： 改 元) 

十六 親 房 卿、 奧 方の 諸氏の 請に 依る、 一 重將 をして 己 

に 代りて 赴かし む。 

六、 十六 (高師 冬、 小 田 城に 逼る、 爾後 屢戰ぁ ho  (四十 九) 

一、 十 小 田 城主 小 田 治久、 賊に通 ず、 親 房關 城に 移る， 高 

師冬轉 じて また 之に 逼る。 

是 より 先， 親 房 卿 小 田 城に 入らて ょゥ屢 (五十一) 

書 を 結 城 親 朝に 贈 b 、そ の 父兄の 功 勳を吿 げ、 來 

も 援 ふこと を 促しし か ど、 親 朝 依 違して 應ぜ ず， 

で こに 於いて 終に 賊， に 通じて 叛す。 

七  神皇 正統 記 を 再び 修 治す。 (關 城に 在 A 

一、 十一 常 陸 關大寶 の ニ城陷 る。 親 房 卿 以下 伊勢に 還 

る。 (但そ の 月日 未詳) 


十 


四、 八、 十九 


平 


七 


- 1 

ハ 


五 


是 

八 

十 

是 

是 

余 

改 
元 

ま 

歳 

東 

本 曰 

熱 

准 

且 

文 

さ 

の 

c 

家 

^3、 

愈 ^L. 

田 

ノし 

大 

ノ  、 

ナ 

ノゝ 

あ 
W ソ 

后 

に 

れ 

n レ 

-レ- 

の 

9 必 

本 

集 

臣 

臣 

儀 

y 

ビ 

頃 

傳 

^ 紀 

七 

の 

し 

ら 

つ 

同 

z 

を 

士 

口 

神 

. を 

卷 

且 

年 

ざ 

の 

下 

野 

敎 

卷 

を 

或 

月 

る 

司 

後 

し 

に 

し 

を 

撰 

は 

宫 

ま 

z 

奥 

和 

. 返 

傳 

て 

撰 

z 

と 

と 

大 

國 

州 

る 

各 

顯 

す。 

准 

の 

を 

明 

明 

七 

宇 

力、 

m 

后 

時 

混 

か 

力、 

の 

年 

陀 

卷 

に 

后 

の 

同 

'な 

唐 

の 

郡 

后 

を 

校 

傳 

事 

せ 

ら 

b 

名, 

曰 

を 

傳 

く。 

か 

し 

ず 

の 

本 

領 

に 

X 

な 

恐 

而 

紀 

せ 

は 

m 

內 

ら 

ら 

し 

署 

正 

し 

m 

む 

< 

て 

あ 

平 

む 

傳 

藏 

o 

は 

れ 

と 

宮 

然 

准 

大 

ば 

年 

あ 

五 

ら 

后 

臣 

未 

の 

b 

五 

十 

十 

ば 

傳 

の 

た. 

願 

十 

四 三 


北 a 親^ 卿^ 譜咯 


七 I 五 


. 1 . 

ハ 

五 

十 

五 

四 

一 

八 

一 囊 

1    ■  • 

- 

廿 

十 

十 

廿 

廿 

四 

五 

四 

一 

四 

S 

之 

朝 か 

し 

醍 

月 

河 

願 

に 

— «— * 

撰 天 

氏、 

を 

廷 ^ 

て 

醐 

に 

內 

園 

文 

幸 

師 

せ 皇 

非 

足 

事 

寺 

し 

國 

法 

を 

し 

it 

し 親 

詮 

と 

利 

書 

ft 

れ 

皇 

觀 

口 

む 房 

の 

す 

氏 

を 

房 

を 

代 

崩 

心 

い 

野 

。 卿 

降 

る 

進 

進 

玄 

河 

莊 

ず 

寺 

で 

を 

に 

を 

に 

す 

賀 

内 

地 

i こ 

大 

侵' 

命 

許 

依 

る 

此 

名 

敎 

頭 

納 

和 

し 

じ 

す 

る 

所 

事 

生 

奥 

を 

め 

賀 

行 

て 

、 . ノ 

の 

書 

に 

寺 

領 

て 

名 

宫 

古 

和 

事 

は 

參 

に 

せ 

生 

を 

今 

親 

書 

参 

b 

寄 

し 

隆 

に 

集 

の 

を 

し 

親 

附 

め 

を 

遂 

< 

新 

哦 

郤 

南 

房 

す 

ら 

祈 

幸 

天 

注 

止 

< 

北 

る 

る 

し 

皇 

V 

親 

に 

十 

0 

て 

紀 

卷 

房 

和 

面 

皇 

伊 

を 

卿， 

の 

居 

等 

條 

五 

と 

の 

件 

十 

十 

す 

十 

十 

九 

八 

- 1  ^ 

ハ 

 ^ 

五 

神 ％ 正統 Pi 述 義附錄 


七 1 六 


閏 七 

十 十 

五       四       ニニ  二  ニー 


1 

U 

I 

廿 

M 

U 

-ft 
ノし 

ft 
八 

日 

— ^ 
是 

顯 

天 

天 

m 

v レ 

北 

V 

If . 

北 

八 

V 

家 

ひ3 

白. 

白. 

主 

車 

m 

Pro 

h 

ソ 

幡 

k 

の 

i ゆ 

nfin 

八 

lit 

IT 

后 

ノ  u 

1 

の 
レノ 

尤 

宽 

壯 

_ t— 

喊 

士 
口 

旦 

— 一 

^屮 

JUL 

6 

義 

福 

地 

都 

に 

に 

后 

下 

年 

皇 

詮 

を 

頭 

に 

幸 

幸 

と 

Z 

を 

に 

及 

軍 

反 

祈 

職 

至 

す 

す 

記 

の 

賀 

し 

皇 

退 

し 

る 

を 

b 

す 

. 、 严- 

名 

て 

太 

さ 

八 

高 

m 

に 

生 

天 

弟 

天 

幡 

野 . 

能 

あ 

行 

下 

直 

皇 

を 

山 

に 

る 

宮 

仁 

賀 

攻 

に 

代 

へ 

に 

統 

親 

名 

む 

寄 

b 

し 

收 

す 

王 

生 

る 

附 

て 

園 

む、 

を 

に 

Z 

し 

. 蘑 • 

太 

親、 

廢 

と 

て 

都 

房 

す 

幸 

念 

祖 

の 

卿 

延 

す 

な 

考 

事 

の 

元 

b 

及 

を 

時 

の 

元 

此 

子 

行 

■ 重 - 

ハ 

の 

事 

年 

十 


北 畠 親 Has 卿 年譜 蛴 


■ 1 七 


九' 
九、 

. % 

八 
ハ 

冬 

正 
統 
記 
述 

義 
附 
錄 

小 

五 

ji 一 

歲 十 

-ft 

7L 

に 

親 

房 

の 
曰 

記 
な 
ど 
を 
材 

料 
と 
せ 
る 

あ 

b 

< 

信 
ず 

ヽ * 
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を 北と 必 を 名 薨 陀 

明 畠せ す、 二 生 人 郡 

力、？ 隹 るし 月圓 m 福 

に 后杜も も 寂 后 西 

せ 傳撰信 先と 傳莊 

ねに あずお 記 奢 灌 

ど據' り。 ベち す樂頂 

ま. る かて 記 寺 

町 所 ら記然 に 阿 

時少 す: せれ 四彌 

代カゝ こる ど 月 陀 
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からず と雖 も、 全 然 無稽の ものに あらず。 ^の畲 

傳本 稀な， 9 とい ふ、 余が 藏 する もの は 故 男爵 北 

畠 治 房 氏の 特に 手づ から 寫 して 佘に與 へ られし 

ものにし て， そ の 原本. は 田 中 勘兵衛 氏の 藏書 とい 

ふ。 その 福 西 莊灌頂 寺に て薨 ずと いふ 傳の 如. き 

は 無稽の 語に あら ざら む。 乙の 寺と 親 房 卿との 

關係 は瑚璉 集の 奥 書 にても 推知 しうべし。 又 卿 

の 著書に 就いて 僞書說 行 はるれ ど も、 確 證 なき 限 

う、 漫然 否定す るは學 者の 道に 非ず。 故に、 今 これ 

を收錄 して 後の 研究に 待つ。 


昭和 七 年 四月 十二 日 


山 田 


孝 雄 


北 .n 親 &卿 年 譜 略 


七 一 九 


神皇 正統 諸 本 解說略 


今 ここに 述 ぶる 所 は、 本述義 著述の 際に 實 杏せ しもの を 主と したる ものにして、 余の 實 見せ ざ 

る もの は、^ だ そ を 略述 し、 且 つ その 由 を 明 言 しおけり 


第一 白山 本.  ン  - 

白山 比咩 神社 藏本 (國寶 ) S 冊 (完本) 

美 農-お袋 綴に して、 竪八寸 八 分 横 約 六寸。 墨書 片 假名 交りに して 宣命 書に 似た る所少 からす • 一  頁 八 

行 に 書 く。 

^ 一  冊 は 表紙に (これらの 表紙 は 後に 加へ しなら む) 

. 神皇 正統 記 一 

と 記し、 內題 なし。 紙數 三十 六 枚。 神代に て 終る。 第二 册は 表紙に 

神皇 正統 記 二 

と あ り、 次 の 紙に 

柳 皇 正統 諸 本 解說珞  七 二 一 


ig^ 正統 記述 義附錄  七 一三 

祌皇 正統 記 皇世^ 1 

と 記 し、 そ の 紙の 末 行に 

神皇 正統 記 二 

と^し、 次の 紙より 本文 を 書く。 本文 は 四十 五 枚. 文 武 天皇に て 終る。 第三 册は 表紙に 

神皇 正統 記 三 

と あるの みに して、 次の 紙より 直ちに 本文 を喾 く。 本文 は 四十 四 枚、 掘 河 天皇に て 終る • 第 四册は 表紙 

に 

祌皇正 銃 記 四 

と ありて、 本文 は E ちに 書きつ r  く。 五十 七 枚 あ^ て、 鳥 羽 天皇より はじむ。 かくて 第五 十 枚 裏 四 行に 

て 後村上 天皇の 條を 終へ、 次の 行より、 次の 文 を 書く。 

此 記者 去 延元四 年 秋 爲示或 童 蒙 所 馳老筆 ヲ也旅 宿 之 間 不審 一 卷之 文書 釋- 尋最略 皇代記 任 彼 篇目粗 

勒 子細 畢 其 後 不能 再 見 已-- 及 五 稔不圖 有 展轉書 寫之輩 云 々驚而 披見 之 處錯亂 多端 癸未 秋 七月 聊 

加 修治以 此可爲 本 以前 披見 之人莫 嘲^ 聞 

この 文 は德富 氏應永 本、 梅 小路 本、 淸 家 本の 卷 首、 藤 田 氏靑蓮 院本の 卷 末に あると 同じ 文に して、 一 二字の 

異同 あるに 止まる ものな.^。 かくて、 この 文より かきつづけ にして 次の 文 あり。 

右 本 兩帖者 北 畠 源 准 后 I が 御 筆 也延文 元年 之 比 大和 國信貴 山 居住 之 時以彼 家僕 瀧 口 左 衞門尉 基 


邦 之 本 令寫畢 


と あ 

る 力 

く も 

^1 書 


グ  一一-一一 n 

本書 

力 fl 一 .-n 


り 


この 延文 元年 は 北朝の 年號に 

正 銃記寫 傳の奧 書と して は 現今 知 

これ を 書寫し 傅へ たる こと は 本書 

に はな ほこの 次に 行 を 改めて、 

第 九十 六 代 光 嚴院云 々(一二 行) 

第 九十 七 代 後醍醐 還 着 云々 (二 行) 

第 九十 八 代 光明 院云 々(二 行) 

第 九十 九 代崇 光. 院 云 々(三 行) 

第 百 代 後光 嚴院云 々(三 行) 

第 百 一 代 後 圆融院 云 々(三 行) 

第 ぼ 二 代 後小松 院云 々(三 行) 

第 百 三代 稱光院 云 々(三 行) 

事 ありて 終る。 この 增 補の 部は繽 

は 上述の 如く 四 冊に 分ち たれ ど、 そ 

ならざる のみなら す、 そ の 魔 目の 不 


し て 著者 親 房 

られ たる 中に 

の歷 史上の 位 


於 

0 


の薨ぜ 

いて 最 

を 考 


神 皇正銃 記の 

の內 部に は卷 

明嘹 なる もの 


を 

あ- 


し 正 平 九 年より 二 年の  後 (正  平 十  一 年) な 

も 古き ものな り。 加 之 北朝 側の 人の 早 

る ものに とりて は重耍 なる 事實 たり。 


をな せ 

分つ こ 

え 


る ものと 認めら る • 

と 九なる が、 そ の 分ち 方 は 何に よる もの 


神皇 正統 諸 本 解說略  七 二 H 


神な 正統 記述 義附錄  七 二 四 

イ^に は虚々 に 奥 書の 如き もの 叉樂 害に 似た る 記 人 あり • その 文 を 見れば 頗る 無稽の 語 を 弄する も 

の あり 今^る 所 あれば、 j 々これ をのせ す。 ただ その 書寫の 年代 を 知らむ 料と して 數個を あぐべし。 

^ 1 冊の 末の 文に は 二 行の 文 ありて、 

永享十 年初 夏 書寫之 

同校 了 

と あれ ど、 そ れの 筆者の 名な し。 第二 冊の 末に も 

、水 享十年 孟夏 天 書寫之 

同校 合 了 

と お し^ s: 册の 末に は 

享祿十 年 五月 筏 原 親王 御子 孫 

白山 神主 

とおせり。 この 筏 原 親王と ある は 第 四 册の將 門 亂の邊 の 記入に 

^原 新 王 十五 代 後胤 

上 道 氏 

と ある を 以て 見れ ば、 葛 原 親王の 末. な る 上 道 氏と いふが 白山 神主たり しもの あり て、 その 某 が、 k 享十年 

に 喾寫 せし ことと 考 へらる。 本書に は. この 外に 又 第一 冊の 末 に、 上 の 奥 書 Q 次に、 


の 

恐 


享祿 一一 年 三月 廿 五日 行年 五十 九歲 

白山 西 神主 上 道氏榮 

識語 ありて、 これ を 抹消せ り。 而し てこの 筆 

らく はこれ 永祿 の傳寫 本に あらざる か。 な 

寬政六 甲 寅年 五月 下句 受之 

上 道 相 傳東建 氏 

記せり • これ は 本書の 傳來を 語る ものなら 

加へ て、 その 傳來 を考 霉 せり。 本書に は 本文 

脫 頗る 多 く、 擧 術 上の 價値 多から す。 ことに 

笫四 十九 代 花園 院 …… 五十 一 歲ヲ マ シく 

書け る 如き は 決し て 原本の ま \ にあら すし 

なり。 され ど その 延 文の 奥 書 は 本書の 爲に重 

第二 應永本 


と 

吳 

と 


蹟を 以て 本文に 比する 

ほ こ の 外 第三 册 の 內部 


に異 筆と すべから ざる 

の 「神 皇正銃 記 六」 と 記せ 


に 似た. 

る 次に 


む。 卷 末に 嘉永 元年 七 

に 假名 をつ けたれ ど、 杜 

花園 院 の條に 

キ 

て、 正 平 三年 花園 院 崩御 

要なる 史料たり とい ふ 


月廿三 日 の 森 田 良 見 の 

撰 多し。 而 して 全 體に 


跋. 文 三枚 

わたりて 


の 後の 改竄なる こと 著 

ベ し。 


しき も Q 


德富氏 藏應永 本  ニ册 (完本) 

美 濃 判 袋 綴、 上、 六十 五 枚、. 下、 五十八 枚 

神皇 正統 諸 本 解說略  七 二 五 


神 & 正統 記述 義附錄  七 二 六 

一面 十一 行、 漢 字片 假名 交りに て 書く • 

各冊、 卷末 表紙 內 面に 「登 壽 院藏」 とよ まる.^ 朱 長 方 印を捺 す。 

上 册は第 一 枚に f 祌武 天皇」 乃至 「陽 成 天皇 j の 御名 を 記す。 蓋し 目次なら む。 第二 枚に 

1 本奧 -1 有 之 

此 記者 去 延元四 年 秋爲」 俨 或 直 蒙-所 鼬- 老 筆-也。 旅 宿 之 

間， 不 • 一  卷之文 舊 冒 最略之 皇 代 記 I 任-彼 篇 

目 1 粗 勒 -1 子 細- 畢。 其 後 不， 能- 1 再 見 S 及， 1 五 稔 1 不 圖 有- 展 

轉書寫 之 W1 云 々 驚而 披見 之 處錯亂 多端。 癸未 秋 

七月 聊 &修 治 1 以& 可 レ爲， 本。 以 前 披覧之 人 莫-- 嘲 ， 

可 耳 

二 

自 天 祖至地 神 五代 爲甲帖 

自 神武 至淳和 爲乙帖 

自仁明 至安德 爲丙帖 

自 後鳥羽 至當— 爲丁帖 

の 文 を その 表面に 書 き、 第 三 紙より 本文 を 記す。 その はじめは 第一 行に 

神 皇正銃 記 一 甲 粘 


と あ り、 次 行より 本文と なる。 

上册 本文 は その 目錄の 如く 陽 成 天皇の 記事 を 以て 終れる が、 それ は 第 六十 四 枚の 表 第二 行に て 終り、 そ 

の 次 一 行签 白^して その 次に 

日本 紀八 仲哀云 ， 々(四 行) 

叉 云筑 紫/伊都 縣主祖 云々 (六 行)  . 

愚案 云々 (二 行) 

. * 多 & 文-、 九月 十六 曰 外 宫.^  3  k  &•  jat  二月 午 口 

伃^ R 铒タハ 同 十七 曰內宫 與； B1.K 神 辜 十一月 卯 B 

の 文 を 載せ、 次 二 行 签白 にして、 その 次に 

日本 紀云々  • 

核 日本 紀云々 

日本 後紀 云々 

の 文 を 記 し、 屐 後の 一 行に は 四 行に わたりて 

， 絞 日本 後紀 云々 

文德 實錄 云々 

三代 寳錄 云々 

外 記番記 云々 

神皇 正铳諸 本解說 IS?  七 二 七 


神な 正統 記述 義附錄  七 二八 

の 文 を 記 し、 以 下 さ- 白な り。 その 袅に貼 紙 あ ひ て、 そ れ に 

「u 力 ヲ ッ ミ テ」 云 々 よ り 「常 ノ 官位 上 ル  一二までの 下卷の 末つ方に ある 文 を 記せ" • 

下册笫 一枚に は 上 冊の 如く、 目次と して f 光孝 天皇」 乃至 「後村上 天皇」 Q 御名 を 記す。 第二 枚に 

神 皇實錄 云々 (一二 行) 

神 皇系圖 云々 (三 行) 

天 口 事 書 云 々 (三 行) 

の 文 あり て、 以 下 空 白な り。 第三 紙の 第 一 行 に は 「神 皇 正 統. 記」 と のみ あり て、 第 二 行より 本文 を かく • そ 

の 次第 は 目次に 一致す。 本文 はお 五十 五 枚 表 第 丸 行に て 終り、 以下 签白 なタ。 第五 十六 枚に は 「關 白始 

事」 と かき はじ め、 そ の 文 は 第五 十八 枚 表 第二 行まで つづく。 その 裏に 

應永四 年れ 十二月 上旬 書 之。 此本 少年 之 時 書 

寫僻字 落 字 等 可 在 之。 此 記者 北 畠大納 言 親 房 

卿 於 南方 書 進 後村上 院云々 深 秘于函 內輙勿 出 

四 旬 老士實 位 

の 奥 書 あり • 本書に は往々 誤寫 ありて ビれを 朱に て， 訂せ ると 墨に て訂 せる と あり、 叉ー監 にて 打せ る あ 

り。 朱に. て訂 せる に は、 た だ， 訂 せる もの と 「ィ」 と 注せる と あり。 

この 書. 下册^  十二 枚の 表 第 七 行より 第 四十 八 枚 裏 第 一行までの 間錯簡 たり。 その 復舊 せる さま を 
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神な 正統 記述 義 附録  七三 Q 

^四十 四 枚 表 四 行  此 費ヲ キカセ J 

自四 十二 枚 裏 十 行 「給 テ記錄 所 ヲ ……  

(約 十三 行) 

至 四十 三枚 裏 一 行  モ 競 巾ケリ j 

自四 十二 枚 表 七 行 「ト ソ納 マラム トテ ……  • 

(約 十四 行) 

至 同 襄十行   コトヮ サ-ー ハ」 

自四 十八 枚 裏 一行 ニタヒ 軍-一力 ケ  

今 これ を 以て 考 ふる に、 そ の錯簡 は十箇 にわか れ、 それが 後より 次第に 逆に 連絡す る 所 を 以て 見れば、 こ 

れは その 原本 胡蝶 装の 本な りしなら む が、 そ のうちの 五 紙 一 折 (木 口 十 枚) を ば 逆に 折り 違 ひて 綴ぢ たる 

もの を ば、 復 寫の際 に、 そ のま \ 書き 延べた るが 爲 にか X る 姿を呈 せし ものと 考 へらる。 ここに この^ 

永 本の 原本 は 胡蝶 装の ものな.^ しこと 疑な き 事と なる。 

池 W 龜鑑氏 藏靑蓮 院本 三 冊 (续闕 )  . - 

^濃 钊斐 紙袋 綴 丁子 引 紙表紙。 外 包の 疊紙 あり。 それに 

靑蓮 院尊 純 法 親王 奥 書 

神皇 正統 記  三 冊 

と 記す。 然れ ど も、 然 見 ゆる 奥 書 は 無し。 或は この 本の 原本に ありし もの か" 


本文 は 行草體 漢字 平 假名 交りに て 書く •  ， 

上 卷には 

祌皇 正統 記^  I ま (ここに 稱德の 二字 あるべき なれ ど、 字 形頗缺 く) 

の 外 題簽 ありて、 その 下 に 「卜：」 の 文字 を 記せり。 この 題簽 は 本文め 同筆と 見 ゆ。 禮紙 一 枚、 次に 目次 一枚 _ 

この 目次の 表 に 「靑 蓮 王府」 の 朱 方 印 あり。 本文 は 初 行より 

人皇 第 一 代 云々 

と 書きて 內題 なし。 目次に ある 通り 稱德 天皇の 條 にて 終る。 本文 終りて 後附錄 として 

日本 紀曰 一； ム々 (これ 德富應 永 本の 附錄 十二 行の 文に 略 同じ) 

の 文 一 枚. 

當帖篇 目條々 事 

と 題す る 文 二 枚 ありて 次に 禮 紙一枚 あり。 その 附錄第 一 枚の 餘白 に、 德 富 本 附錄の 

1 本 

^勢 御祭 云々 より 

「外 記番記 光孝 以 後」 ま で 

の 文 を 0 し、 「ィ 本」 と 肩書せ. 又 末の 禮 紙に 

ィ 本 祌皇 實錄曰 ■ 云 々 

の 記入 あり。 末忆 朱に て 二 校了 」と 記す。. 叉 「源隨 印」 の 朱 方 印を捺 す。 

砷皇 正統 諸 本^ 說略  七三 一 


神な 正統 記述 義附錄  七 一一 三 

屮卷 も體裁 略；！ 1： 栊 にして、 これに は 外題に 「自. 光仁 至安德 j と 記し、 本文 これに 一致す。 Im 錄の 紙に 靑蓬王 

府の 朱印 あり。 末に は 

常帖篇 0 條々 事 

と 題して 記せる もの 二 枚 あ^。 禮紙 一 枚、 そ の 表の 端に 近く 

寬永第 七 躐十有 七 校合 了 

の 朱書 及 び 「源 隨印」 の 朱印 あり。 

下 卷も略 同様にして 後鳥羽 天皇の 記より 後村上 天皇の 記に 至る。 はじめに 禮紙ー 枚、 目 錄 一枚 ある こ 

と 上に 同じ。 但し、 この 目 錄には 印な し。 本文 第一 枚の 表 に 「靑 蓮 王府」 の 朱印 あり。 本文の 後に 

な帖篇 目條々 事 

と 題しての 記入 一 枚、 次 に 奥 書 を 記せる もの 一枚。 これに は 表面 に、 德 富 氏應永 本の 上 冊 第二 枚に ある 

此 記者  莫嘲^ 耳 

の 文 を 記す。 これ は 『最 略 之皇代 記」 「書 寫 之 S の 「之 李 な き と 「披 覧 之 人」 の 「覧 j 字 が 「見」 字 になれ る と、 末 の wr」 の 

字が 正しく 書かれた るとの 異 あり。 次に その 裏面に 德富 本の 下 冊の 末に ある 奥 書と 同じ 文 を 載 せ、 そ 

れ に 「本 云」 と 肩書. せ り。 その 文 は 略 同じ けれど、 こ れには 末 を 

勿 出圃外 

と 記せり。 蓋 しこの 「圃 外」 は 「閫 外お 訛寫 にし て、 德 富 本 は 書寫の 際お、 これ を脫 しビ の 本 はこれ を 誤れる 


ものなら む。 この 次に 禮紙 ありて、 これに は 表の 初に 

或本ィ 

押 帋云親 房 卿 制作 伊勢 國司 先祖 也 神風 和 氣同作 

&ミ 外記以 本朱點 校合 等畢 後伏見 院 以後 不見又 神-, 代 之 儀 今度 寫之加 之 也 

慶 長 十 二 年 七月 九日 

と 記し、 このう ち 「或 本ィ」 と 「本 云 淸外記 云々」 以下と は 朱な り。 叉 表の 端に 稍 近く 

寬永七 年 臘月 十 有 一 校合 了  - 

と^し、 前の 奥 書の 下に 近く 「源隨 印」 の 朱印 あり。 これに よれば 本書 は 後に いふ 淸. 家 本 を 以て 寬永七 年 

に 校合. y しもの たる こと 明かな り。 本書 は 上の 如く 神代 卷を缺 ける ものな り。 慶 長の 奥 書に これ を 

寫し 加へ たる 由に 見 ゆれ ど、 今 存 せす。 本文に は 朱に ての 校合と 墨 字に ての 校合と あり。 朱に ての も 

のは慶 長の 時の 淸家 本との 校合なら む • 本文 はこの 校合の 外に 誤字 脫行 ある 點ま まあり。 

こ， の 本 は 正統 記 研究 史上 名高き 本に して、 明治時代に 出で し 正統 記の 善 本と 目せられ しもの すべて 本 

書 を准據 とせり。 され ど、 そ は いづれ も秘 閣に存 する 寫 本よりの 傳寫 によれる ものな り。 しかも それ 

らっ寫 本 は 決して 善 本と たた へ つ べき ものに あらす して 吾人 をし て、 失 望せ しむる こと 久し かりし が 

禺 池^^^^の 藏 に. そ の 原本の 存 する を 知り て、 は じめ て、 ここに 靑蓮 院本の 正しき もの を 見得た ひ。 

この 本は德 富^ 本と 略. 一 致す る ものなる が、 德 富 本の 如き 錯簡 の存 せざる を 見れ ば、 そ の 源と する 本 は、 

紳皇 正統 諸 本 解說路  七三 三 


祌阜； 正統 記述 義附錄  七三 四 

同一 にあら すして、 應永 以後 各 別の 傳本 ありて 各 それらより 傳寫 せし ものの 如し • 

三 彰考館 藏應永 本  S 冊 (完本、 未見 一  . 

袋 綴 漢字 片 假名 交りに かく。 

笫 一 册 祌 代より 允恭 天 皇 まで 

第二 册 安康： 大皇 より 陽 成 天皇まで  ， 

^三 册 光孝 一大 皇 より 條院 まで 

第 四 冊 後嵯峨 院 より 後村上 犬皇 まで 

二種の 奥 書 は靑遝 院本に 同じ。 而 して 後醍醐 天皇の 條の錯 簡は德 富 本に 一致す。， なほこの 本に は-; ハ 

藏寺本 を 以て 校合せ し 朱の 記入 あり。 

(右文 擧士永 井 行 藏氏報 を 略取す。) 

四 平 松 家 本神皇 正統 記 (京都 帝 國大擧 圖書館 寄託) 二 冊 (完本) 

德富 本に 略 一 致 し、 後 醍醐 天皇の 條の 錯簡も 一致す。 (永 井 行藏氏 報告) 

第三 梅 小路 本 ， 

1 德富 氏藏梅 小路 本  三 冊 (完本) 

本^ は卷 頭上 部に 「梅 小路 府」 の 方形 朱印 及び、 下部 に 「定 福」 の 白 字 朱印 あるに よりて 名と す • 


大美濃 判 紙袋 綴。 外題な し。 本文 二 貝 十二 行 、漢字 片 假名 交に^ す • 

上 卷には 先、 禮 紙 一 枚、 次 に德富 氏應永 本の 第二 枚に ある 

此 記者 …… ， 

自 後鳥羽 至當 j 爲丁帖 

と 記せる もの 一枚 あり。 これに は 明かに その 文の 末 を 「莫 嘲殍 可」 と 記せり。 本文 は 初 行より 書き は じ 

め、 そ の 初 行の 上 旁に 

神 皇正銃 記" 甲帖 (朱) - . ？ V...... つ" にお マ-. V お.：  . . 、  ,w 

と 小く 書け り。 宣化 天皇の 條 にて 終 り 、別 に 一 枚の 紙 を 加へ て、 

諸 神秘 抄之事 

熊 野 神靈驗 新-坐 • ス …… 

の 文 を 記す。 

中 卷は禮 紙一枚、 本文 四十 枚。 欽明 IK 皇 に-はじまり、 堀 河院に 終る。 下卷は 本文 四十 枚、 鳥 羽院 より はじ 

まる。 終に 禮紙ニ 枚、 その 初の 禮紙 表に 次の 奥 書 あり。 

官本 云 

本 云 

S 上中下 Is 大 t 入道 ilisnsill 冊き II 一一 一？ 旨云 々於 南山 述作 之 

この 本に は 墨の かなつ け あり。 朱の 校合 あり。 誤寫と 思しき もの まま 見 ゆ： 

神^! il 統諸本 解說略  七  一二 五 


神な 正統 記述 義附錄  七 三 六 

本窨下 卷の禮 紙に 德富 蘇峯 氏が 昭和 三年 一 月 二十日 御 進講の 際に この 書 を^ ゐし 旨の 識語 あり 

二  ^熊 氏 藏聖護 院舊藏 本 三册 (完本、 未見)  ， 

この 本 は 内容 及び その 體裁 すべ て 梅 小路 本に 同じ もの なれ ど、 書 込みな く、 書 寫は窒 町 時代の 中期 頃 な 

らんと いはる" 「聖護 院藏書 記」 の 文字 ある 圓形 朱印 あるに よ. CS て その 舊藏者 を 知るべし。 この 本に は 

^に 「樟 陰山 房」 の 朱 方形 印 あり。 卷 末の 奥 書に は 

本 云 

の 一お 寄の みあり て、 「宫 本 云」 の 肩 書 な し。 これ を 梅 小路 本に 比する に 時代の 上より しても この 奧書 

よりしても 梅 小路 本の 原本に あらす やと 疑 はる。 (永 井 行藏氏 報吿) 

1 一， なほこの 外に 同じ 系 銃の 本 新しき ものと して 京都 伏 見 稻荷祌 社に 委託せられ たる 森 本本 (袋 綴 四 

冊) あ りと これ も 永 井 氏の 報吿 にあり。 

四 宮内省 御藏 神宮 A 神主 舊藏本 五册 (完本) 

こ^は 伊勢神宮 八 神主の 藏せ しもの を {呂 内省に 獻ぜ しものと い ふ。 

卷 五の 末に 

此 一 ニ之卷 足代 草 春 寄附 也 北 畠 准 后 御 筆 下 三 札 後に 書 加 度會 朝臣 朝貞書 

と ありて、 一 二の ニ册 は 「北 畠 准 后 親筆」 と いふ j 樂 軒の 極 札 ありと いふ。 その ー卷は 神代に して ニ卷は 

齊明 天皇に 至る とい ふ。  •  * 


そ 3 卷 頭に I 永 本な どの 卷頭 にある 文 あ り、 そ れ卽ち 著者の 自筆の 序文な りと い 

雨天の 檩 注神皇 正統 記の 卷 頭に 模刻を 載す。 北 畠 治 房 氏 はこれ 親 房の 筆に 非す 

然ら む。 

本書 は 未見の 書 なれ ど、 故 井上 賴閎 氏が、 群 書類 從 本に その 異同 を 注記し おかれし 

今 その 校合に よりて 推考す るに、 こ の 書 は 群 書類 從本 白山 本の 系統に あらす して 

铳に霉 し、 特 に 梅 小路 本に 最も 近き ものと 思 はる。 この 故に 如く ここに^:^ す 

第 四 淸家本 _ 

村 岡 典 嗣氏藏 淸家本 壹册 (殘闕 ) 

美 濃 紙袋 綴。 中味 八十 八牧。 跪 紙表紙。 

外題に 

(慶長 二 年 十月 寫) 朱 書 

神皇 正統 記 全 

と あり。 第 一 枚に 應永本 白山 本 梅 小路 本の 首 書と 同じ 文 を 載す • 但 そのうちの 「癸未お 文字 を 「矣 未」 に 

作れり。 

一 頁 十三 行 漢字 片 假名 交りに 書け り。 但雄略 天皇の 邊には 平 假名 を も用ゐ る。 さて 第一 枚 初 行に 

神 皇正銃 記 一甲 帖.  .  , 

祌皇 正統 諸 本 解說路  七 一一 一七 


ふ。 これ は 佐 伯 三 木 

と 斷ぜり • 恐らく は 

もの 無窮 會に藏 す • 

、應 永 本 梅 小路 本の 系 


神 .： 

と お し、 第 一 1 行 

の 異本の 校合 

甲帖終 

と i^i し、 「諸祌 秘 

^er 笫 二十 

祌皇 正統 

と 記し、 笫ニ行 

快賢厶 云 

と あ.^。 この 

條を終 ふ。 そ 

丙帖 

と 記せり。 そ 

一 冊の 末に あ 

應永本 上 冊に 

かくて 上の 白 

神 皇實錄 


部分 あ り、 墨 に て 

す • その 次 半 枚. 

敷 JQ 次 に 

にて 淳和 fK 皇の 

1 紙に 應永 本^ 

て 推す に、 以上 は 


K 正統 記述 義附錄  七三 八 

より 本文 を麇き つづく。 處々 假名 付 あり。 叉 朱に て 旁に 書き入れ たる 

あり。 第 十八 枚 裏にて 神代 を 終る。. その 第 十二， 行に 

抄之 事」 と 題 し、 次 一 枚 半に わたり、 梅 小路 本 第一 冊の 末の 文と 同じ 文 を 載 

枚 初 行に 

記 ニ乙帖 

より 神武 fK 皇の條 を 記す。 孝 安 天 皇の條 中 注文 「說文 云々 jQ 末 「若 取此義 

从大从 弓 者爽此 文字 之裒窮 之 了見 者 僻 案 也 

快 賢と いふ 人 は 本書の 傳來 に關係 ある 人なら む。 第五 十四 枚 裏 第 六 行 

の 六 行と 七 行 (仁 明 天皇の 條) と の 間の 上攔に 

れ より 三 枚 (第 五十 七 枚) 裏 五行に て 陽 成 天 皇の條 を 終へ、 以下 空白。 次の 

ると 同じ 文 を 記す。 この 次に 白紙 一枚 あおて 牛 面ぶ 4! 白な .os。 これ を以 

大體 一致す る ものな 力。  . 

紙の 裘 面に 

云 々 


の 文 あり • これ は應永 本下册 第二 紙なる と 同じ。 第 六十 枚 第一 行に 

神皇 正統 記 

とのみ あり て 、ニニ さ も f 丙 I もな く、 次 行より 光孝 天皇の 條を かき はじむ。 この 點も應 永 本に 似たり • 第 

七十 七 枚 裏 五行に て安德 天皇の 條を 終へ、 六. 行より 後鳥羽 天皇の 條に うつる。 その 五行 六 行の 間の ヒ 

欄 に 

. 丁帖 

と 記入せ り。 第 八十 七 枚 襄第九 行 は 

第 九十 二 代 後伏見 院諱ハ 胤 仁 伏 見 第 一 ノ子御 母 (以下 五六 字 分 空白) . 

と 書き さして その 下 は 書かす。 (この 紙、 以 下 四 行 分 空白) これ 卽ち 本書 を 殘闕と 目す る 所以な り • 

最終の 紙の 笫 一 行に 

押帋 -1 云 親 房 卿 制作 伊勢 國司 先祖 也 神風 和 氣同作 

と 記 し、 そ の 裏の 第 一 行より 

靑 松 軒，1  . 

右 一 冊 www 之 御 本 於 神 護 寺 令 書寫畢 

慶長ニ 年 十月 日 少内記 賢. 好 

と^せり。 その 墨 滑の 下 を 透し 見れ ば 【國 賢 朝臣 j とよ まる。 これ は 蓋し 淸原國 R を させるな ら む * 國 

賢 は慶長 十二 年 十 一 月廿 七曰從 三位に 叙 し、 廿 八 曰に 殍 髪の 爲高 尾に 登山す る. 5  ^ 長 日忭錄 にみ え^ 

神皇正 铳諸本 解說路  七  一二 九 


祌皇 正統 記述 義附錄  七 STO 

K 十九 年 十二月 十八 曰に 歿す。 時に； 4- 七十 一歳。 この 筆者 少內記 賢 好と いふ 人 は 系統 未だ 精査せ ね 

ど國 賢の 一族なる べし。 本窗を 書寫 せし 廣長ニ 年の 頃 は 國賢は 五十 四 歳に して 從 四 位 上 た り。 この 

時に その i 書 を 高 尾 山 神 護 寺に 於いて 書寫 せし と は 如何なる 事情に よる か。 國 賢が藉 髪の 際に 高 尾 

山に 登りし を 見れば、 この 寺と 國 S と は 特別の 由緖 ありし こと 推察 せらる べきが、 それの 最も 著しく 黾 

ゆる は國 賢の 弟眞海 が 、高 尾 山 法身 院權 儈芷 として そこに 住せし ことなり。 或は この 書の 原本が その 

^海の 許に 保管 せられて ありし 時に 書寫 せし にあらざる か。 

この 4 に、 後 伏 兒院の はじめ を 記して 以下 を 記さざる は 如何なる 理由なる か、 今 にして これ を 知る を 得 

ざる 次^ なれ ど、 これにつ き考 へらるべき 事情 は 二 あるべし。 一 は 以下が 原本に 缺 けて なかり しか 二 

は^ 下 力、 錯 亂 あり て、 書 き つづく るに 堪へ ざり しか、 この 兩 者の 一 を 出で ざるべし。 若 し. そ の錯 亂の爲 

と あらば、 これ は その 原本 が、 德富 氏應永 本の 如き 錯亂 ありし 爲 なるべき か。 しかも 德富氏 本の 錯亂 は 

後^醐， 人皇の 條の 中頃より なれ ば、 そ の錯亂 によりて、 この 邊 より 書寫を 中止すべき 理由な し。 然るに 

德^ 氏 應永本 は、 恰も この 邊の處 より 筆蹬を 異にして、 他の 本 を 以て 補 ひし かの 疑 あり。 かたぐ かの 

本と この 本と は 或る 種の 深き 關係 ある 本な りと いふ こと を 知らる。 

本書の 奥 書 は 叉 池 田 氏靑遝 院本と も關係 深き ものな タ。 彼の 本の 奥 書に ある 

或本ィ 

押帒云 云 々 

は 本書の 「押帋 云云々 j の 同じ 文な り。 而 して その 次の 「本 云淸外 記以本 云々 後 伏 昆院 以後 不^ 云 々j とめ 


る慶長 十二 年 七月 九日の 奥 書に 見 ゆる 淸外 記の 本と い ふ もの は、 本 書 若く は その 原本た る 靑松軒 本 を 

させる こと 明かな り。 而し て、 本 書 を 以 て、 靑 蓮 院本の 朱 字の 校合に 照す に、 多 少 齟齬す る 所 あれ ど、 大 體 

1 致す るな り。 卽 ちその 齟齬 は 校合の 粗漏より 生じた る ものと 推せら る。. 

本書と 同じ 性質の 本 は 從來花 山 院本と 稱 せられ たれ ど、 本 書が 最も 基礎的の もの なれ ば、 今 淸家 本の名 

を 以てよ ぶこと とせり。 

二 靜嘉堂 文庫 藏淸家 本 壹册 (殘闕 ) . . 

美 濃 紙袋 綴 

こ の 本、 大體 一の 村 岡氏藏 本に おなじ。 た だ、 最 後の 奥 書 は 

押 帋-ー 云 親 房 卿 制作 伊勢 國司 先祖 也 神風 和 氣同作 

と あるの みに して 他に なき ことのみ なり。 この 書に は卷首 に 「高 崎 文 庫」 の 印 あ り、 末 に 「瑞 乾 家 匿 印 あ 

り， 書お は 村 岡 本より 下ら す、 或 はや-古から むか- 

三 無窮 * 藏花山 院本 登 冊 (殘閼 ) 

美 濃 紙袋^ 

こ の 本、 大 體村岡 氏 本に おなじ • 

この 本に は 次の 奥 書 あり。 

右^お 以花山 院殿之 本 於 狨都令 書 寫畢但 後伏見 以下 者以 異本 可 寫者也 一 校合 畢 

神 正統 諸 本 解說略  七 四 一 


祌^ 正統 記述 義附錄  七 四ニ 

应安 元年 三月 吉辰 加茂淸 雄 (花押) 

卽 ち、 そ の麼 安の 書寫 本な り。 原本た る 花山院 家の 本 今 あり. や 無し や。 その 原書の 如何 を 知ら や • こ 

の 故 に、 今、 同 系統の 本 を その 來歷の 明かなる 本に よりて 清 家 本と 稱し 改めた 力。 內容に 於いて は 三本 

同 一 とい ひても 差 支な き 程度の ものな り。 

この 本 井上 頓閎 氏の 舊藏 にして 世に 名高き 本なる が、 今 無窮 會 に藏 せ" • 

四 久原 文庫本 ニ册 (完本) 

^ 刈 谷 文庫本 一冊 (完本) 

この 二種 は 未見。 永 井行藏 氏の 報吿 により この種なる を 知る • 

- 第五 小槻本 

1 帝 國圖書 館 藏小槻 本 四 冊 (完本)  - 

この 本 は 末に 繽神皇 正 銃 記 を 併 載す。 

^ 1 第二 册 はニ卷 本の 上 卷に當 り、 第 三 第四册 は， 下 卷に當 る • 第 四 冊の 後村上 院 にて 終 り、 次 に 

神 皇正銃 記 終  , 0^  i, 

と 記 し、 次 に 

古 ^拾^^ 云 第 七 伊^: 諾陽神 云々 

の 文 ありて、 末 に 「詳 在師鍊 師釋壹 と 記し、 次 ^ 


神 皇實錄 曰 云々 

神 皇系圖 曰 云々 

H<  口 事 書 曰 云々 

の 文 あり。 これら は 前述の 諸 本のに おなじ。 次に 

第 九十 六 代 光嚴院 云々  ノ 

の 文より 

第 百 代 後花園 院云 々 

の條ま で を 書 き、 末 に 

當今 

と 標記せ り。 これらの 部分 は 卽ち鑌 神 皇正銃 記の 文な りと す。 かくて 最後の 奧書は 

神皇 正統 記 至 

. 後醍醐 院令錄 之 全部 也 

光 嚴院以 來韆嗣 奉加 載之爲 老後 之 忘氣也 

匪敢番 繽柒矣 小 槻宿禰 判 

右慶長 壬 子 夷 則下擀 以仙 洞 御 本 令 謄寫者 也 

中大夫 淸原 朝臣 

祌^ 正統 諸 本 M 說略  七 SIH 


神皇 正統 記述 義附錄  七 四 四 

と ありて 慶長書 寫の實 物と 考 へらる。 慶長壬 子 は 十 七 年に して 中大夫 は從四 位下な り e 而し てこの 

四： M 下た る (秀 賢 この 年 正月に 叙 す) も の は秀賢 なれ ば、 こ の 人の 書寫と 認めら るべき 


時沾^ 氏に し て 從 

ものな り。 

こ の 本 の 小 槻宿禰 

i," な ウノ これによ 

天皇の 御宇に 著し 

兌 る に 、原 本 以外の 

て帝皇 退位 御 出家 

たく 見 ゆ。 

本書 は 叉 後嵯峨 院 


の 奥 書 は 

りて 考ふ 

たる こと 

文の 記入 

崩御 等の 


本書と 繽 

れば 、この 

著 し く、 そ 

と覺 しさ 

年月、 山陵 


の條 よりして 世數 


を 加へ たり。 これ を 摘出 すれば 次の 

第 八十 七 後嵯峨 院 (第 四十 六 世 を 

第 < 十九 ® 山院 f お 鄉四 

第 九十 代 後 宇多院： p^l 四 

第 九十 五代 後醍醐 天皇 馆 

第 九十 六 代 後村上 院 天 皇 


神皇 正統 記と にわた.^ たる もの 

本の 原本 は旣 に小槻 家に 傳 へし 

の 著者 は 三條西 實隆公 記に は 小 

もの 少 からす。 たと へば 各 天皇 

の 所在 等 を 注す る  力 ，5  し。 而し 

をかぞ ふること を 除 き、 ま ま 「亦 曰 

n ン。 

^ し 

除 く) . 


に し て、 そ の 原本た る 仙 洞 本の 奥 

なり。 鑌神皇 正統 記 は 後土御門 

槻宿 禰晴富 作と せり。 今 本書 を 

の 記事の 末に 往々 「或 本 云」 と 題 し 

て 文章 も 稍 亂れて 確證と はしが 

云々」 として 天皇の 名の 下に 世數 


卽ち ビれは 南朝の 正統なる 由 を 著者が 世の 次第に て 示さむ とせる を 北朝の 正統 をい はむ と て、 試 に 除 

き し が、 さ りと て 除き も 了せ すして 「亦 曰 云々」 として 加 へ しものに して、 本書 が、 著 者の 原本の ままの もの 

にあらざる こと 火 を瞎 るよりも 嘹 かな リ" なほこの 外に 

第 九十 四 代の 天皇 

と ある を  . 

第 九十 四 代 荻原院 

と し、 

. 第 九十 六 代 第 十五 世の 天羞 

と ある を 

第 九十 六 代 後村上^ 天皇  . 

とせるな ど は、 い づれも 後人の さか しらな り。 本書の 正しから ぬ こと は 其の 他の 點 にも 少 からす 伃す * 

然れ どもな ほ 古體を 存 し、 群 書類 從 本の 如き 甚 しき 杜撰 はなき もの なれ ば、 參 考 とする 價値 あ.^ 

二 故 北 is 治 房氏藏 中原 本 二 冊 (完本) 

美 濃钊袋 辍。 

外題 は 各 

「北 畠 一 畝 乾」 「北 畝 一 畝坤 J 

神神 芷統諸 本 解說略  七 四 五 


神な 正铳記 述義 附録  七 四 六 

と^し、 禮 紙に  一^と^す。 卷 首に <|> の 印と 「中原お 文字 ある 欸防 あり。 卷 末に 國 U の 印 あり。 卽 

ち これ もと 屮 職忠 の所藏 たりし こと 知らる。 職 忠は萬 治 三年に 八十 一歳に て 歿した る 人なる が、 こ 

の 本の f:zn の^代 は それより-も 古 く、 慶 長 以前 かと 思 はる。 

この 本 は 文お を贫 略せる 所少 からす。 村 上 天皇の 條中 の 「皇 孫に は あまた あ り」 よ り 「愼 み 思 ひ 給 ふべき 

事 也」 までの 文、 冷 泉 院の條 の 末の 尊號 論の 文， 章、 後 三條院 の條の 天皇の 賢明に まします 事、 鳥 羽 院の條 の 

大 部 分、 後 白 河院の 條の大 内の 事 等、 土 御 門院の 條の 「太 弟に ゅづり て」 よ り 「玉 石と もに こがれ て」 ま で、 後 掘 

河 院の條 の 異例の 院政の 事、 後嵯峨 院の 條の御 生 立の 事、 政道 論 の 部分、 末 の 院政の 記事， 後 宇多院の 條の 

帝 .MK の^-問の 論、 伏 見 院の條 の 記事の 大部 分、 後 醍醐 天皇の 條の 政道 論の 後半 「人 を えらび もち ゐられ し 

日 * 云 々 」 よ り 「有 かたきなら ひなり けんか し」 ま で臣道 論の 末の 『叉 直實 とい ひける ものに 云々」 よ ひ 「都 の 屮 

は え しく こそ はべりけ れ」 ま でを脫 せり。 これら は 決して 原本に 無 かりし ものに あらす し て、 こ の 

木に 省略せ しもの なること は 疑 ふべ からす。 

この 本 は 應永本 以下の 諸 本に 似た る點少 からね ど、 帝 國圖 書館藏 の小槻 本に 最も 近き ものと 認め ら る。 

その 宣化 天皇の 條を 終へ たる 後に 應永 本の 卷首 にある 文 をば、 

寫 本云此 記者 云々  . 

と^し はじめて 載す。 然 らば その 本 はこ こ を 以て ある 卷の 末と せる ものにし て、 梅 小路 本の ここ を以 

て卷 上の 末と せる に 一 致す。 この. 本が 小槻 本の 一 類なる 事 はかの 後嵯峨 院 以下の 世 數を涂 きたる 點 


なり。 而 して 少しく 異なる は 

第 九十 六 代 後村上 院 IK 皇 第五 

と ある 點 のみな り。 且つ 又 「第 九十 四 代 荻 原院」 「第 九十 六 代 後村上 院 天皇」 と ある 點も 一 致せり • なほ そ 

の 他の 仔細の 點に 於いても 二 本 一 致せる 點 にして 上述の 他の 諸 本に なきもの 少 からす。 この 故に、 こ 

の 本 は小槻 本の 一 類と 認 むべき ものな り。 

三 朝 事 片玉所 牧大慈 峰 本 二 冊 (完本) 

これ は帝國 圖書藏 朝事片 玉と 題す る 叢書 中に 牧 むる ものにして 上下 ニ卷の 本な り。 

上卷卷 頭に 序文 あ り 、こ れは應 永 本 等に ある もの、 二三の 異同 あれ ど 同文なる が、 そ れには 
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と 題せ り。 奥 書に は 

延德贰 庚 戌 夏 五 廿有三 於 防 州 大慈峰 書 之 

此本上 卷之端 五六 枚定 林寺昏 湖西 堂 之 墨 跡 也 其 餘當國 之 佾侶書 之. 以證本 爯三令 校合 而已 

延德ニ 年季 冬日  . 

と ある なれ ど、 そ の書寫 は 寛 文 頃の ものな り • 

こ の 本 は 北 a 家中 原本と 甚 しく 似た る もの なれ ば、 そ の 系 ，統 に屬 すべき ものな. ^ 

下卷の 終りに 「父 母 「兄 弟」 等 の 文字 凡 二十 一 語 を 記して よみ 方 をつ けたり。 

祌& 正統 諸 本 解說略  七 W: 七 
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故 大澤淸 臣氏藏 本 (未見) 

こ の本實 見せ ざれ ど、 佐 伯！ ニ木兩 氏の 標注 

大 澤淸臣 氏の 所藏に 係る 古寫 本な り- 

本な り。 

いへ り。 故 男爵 北.： S 治 房 氏 曰 は く 「大 澤 

よりて 思 ふ に、 北 畠 家の 中原 本に 似た る 

家は卽 ち、 小槻氏 なれば、 かの 續神皇 正統 

べき ものな り。 

第 六 群 書類 從本 

群 書類 從本 參冊 (完本) 

は 缟保己 一 編の 群 書類 從卷 第廿九 
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神皇 正統 記の 

- 奥 書な し。 

本 正統 記 は 壬 

ものなら ば、 小 

記の 著者の 家 


例 言 に 

故に 其 

生宫務 

槻 本の 

に傳へ 


年代 を詳 にす る， 事 能 は ざれ ども 頗る 善 


の 本に して 同 

系統に 屬 すべ 

たる 本なる こ 


氏藏 本に 似た り」 と。 こ れ 

き喾 なり、 而 して 壬生宫 

と 明か なれ ば、 こ の 類に 入 


に牧 めた る もの にして 世の 熟知せ る听 なれ ば、 た だ 必要の 點 


に 注意すべき は、 そ の 奥 書な り。 曰 

五 年 甲 戌 三月 十二 日 於 坂 本 田 中 宿 


永 八 季刊 六月 廿三 日 書 之 惠潤廿 三 


は く 

所 書 寫畢點 校了 輙不 

法 


可 流布 之敢 不可 處聊爾 者 也 

橋 春 全 § -ノ判 


と あ.^ て、 そ の 末に 

右神皇 正統 記 以常陸 國六段 田 六 地藏寺 本書 寫 校合 

と あれば、 この 群 書類 從本は その 六 地 藏寺本 を 刻せ しものと 見ら るるな り • 然るに その^ 地^ 寺 木の 

原本 は 今 存否 を 知らす とい へば、 本書が 六 地藏寺 本の その ま.^ なり や 否や を詳 かにす る こと 困難な り 

この 本 如何なる 理由 を 以て 群 書類 從に牧 めし か 明かなら すと いへ ども、 蓋し 善 本と 認めし が爲 なる ベ 

し。. 然れど も、 本 書に は 杜撰なる 事少 からす。 その 最も 甚 しき は 後深草 院を 

い 第 八十 八 代 第 四十 七 世 後深草 院  • 

と 記し、 龜山院 の 第 四十 七 世 を 削りて、 單に 

第 八十 九 代 龜山院 お^-.  V0  -  VIS^S- ； 

とモ とる ことなり。 若し これ を 追 ひて 行かば、 後 宇多院の 「第 四十 八 世」 後醍醐 天皇の 「第 M 十九 世」 及び ボ 

九十 六 代の 天皇の 「第五 十 世」 の 文字 を 削り、 伏 見、 後伏見の 御世 數を 記す べきに 、か-る 事 を もせす おら 

ば、 可の 爲に龜 山院の 世數を 削り， 後深草 院の 上に のみ 世數を 加へ たる か 殆ど その 理由 を 知る に 苦む も 

のな り。 これ 恐らく は、 小槻 本と 精神 同じく して 方法 反對に 出で、 北朝の 正統 を 世 次に て 示さむ とて 先 

づ、 その 源た る 後深草 院の條 に 世 を 加へ たれ ど、 その 次々 を 動す こと 能 はす、 その ま.^ にせし ものなる ベ 

し。 次に 杜撰なる は 白山 本と 同じく 

第 九十 四 代 花圜院 …； 五十 一 歳 を まし ましき 

神 皇正铳 諸 本 解說路 
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と ある ことにし て、 こ れは 白山 本と 同じく 後人の さか しらな り。 その他の 杜撰 は 一 々あぐる こと をせ 

す。 世人の この 本 を 善 本と 信す る は 痛ましき ことな リ とす。 諸傳本 中の 最も 惡 しき 本な リ。 

- ： 第 七慶安 版本 

版本と して は慶 安本 を 最も 古しと す。 群 書類 從本も 版本 たれ ど、 旣 に 述べ たれ ばビ れを除 き、 そ の 他の 

もの を あぐ。 

麼 安二 年 風月 宗知 刊行 本 六 冊 

誤 脫少 からね ど、 群 書類 從 本の 杜 撰な るに はまされ ね。 

二、 譲 雄 神皇 正統 記 川 喜 多 眞彥注 六 冊 

^安本 を 底本と して 評注 を 頭に 加へ、 慶應ニ 年 九月に 出版した る ものな り- この 本 は 美 濃 判なる を 明 

治 十五 年に 半紙 判 六 册に複 刻せ る もの あ.^。 大阪 人の 伊藤 猪次郞 とい ふ 者の 飜 刻な. o- 

以上の 外に 

守 矢 氏藏本 神代 卷 のみの 殘闕 一 冊 

阿刀 氏藏本 神代 卷及 神武 天皇までの 殘闞 一冊 あ ひ。 

これ. は いづれ も窒町 時代の 古冩 本に して、 零 本な りと い へど も、 神 皇 正統 記の 研究 上 重要なる ものな 

り。 これが 寫本は 永 井行藏 氏の 好意に よりて 見る を 得 たれ ど、 實 物 は 未見の ものなる のみなら す、 本 

述義 には參 照せ ざり しもの なれ ば、 說 き 及ぼさす。 
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神皇正 統. 記 の 如何なる 書なる か は 世 

し。 然れ ども その 本旨と 特色と につい 

の 敎へを 請 はむ と 欲す。 

世に は 本書 を以 て、 歷 史の 一 なりと 說 

皇を檩 出し て、 そ の 時代に かけて 意見 を 

ものに あらす とい へ ど も、 こ れを 歷史と 

の 誤謬の 點は 著者 匆卒の 起稿 なれば 記 

と 忍へ ど も、 歷 史と いふ ものの 性質より 

粗略に してし かも 誤謬 ある もの は果し 

ら す、 本 書の 俗 川と 15 値と は 依然として 

!g  £1 开 お さ" 諭 


の 熟知す る 所に して、 ここに 事々 しく 論す る を 要せざる ものの 如 

て はま ほ 嚙 す. ヾ き餘^ ありと 思 ふが 故 に、 こ こに 管 見 を^して 世 


も 


の少 からす。 如何にも 國家創 生の はじめより^ 代までの 天 

^ベて あるが 故に、 その 體 裁より 見れば 歷史 とい はばい はれざる 

して 見る 時 は 頗る 粗略に してし かも 往々 誤謬 ある ものな り。 そ 

憶の 誤に 出で たる ものにして 深く 咎む ベから ざる ものなる べし 

見れば、 かくの 如き は 看過し 得べ からざる ものな り。 かくの々 く 

て感史 として 十分の 價 値を與 へうべき ものなる か。 ^るに も拘 

千古に^ くもの あり。 これ は 軍に 歷史 たりと いふ^の 爲 にあら 
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すして、 本書の 本領 他に 存す るが 故なる ことい ふまで もな し。 多少の 錯誤 はもと より 鞍 蓬と して^む ベ 

きこと なれ ど、 そ の 本領と する 點に 照して 考 ふれ ば、 そ の 錯誤 は大 なる 累を なす ものに あらざる によりて 

本書 は 燦然た る 光輝 を 以て 千古 を 照す ものに あらす や。 本書 を 以て 歷史 なりと する もの は 一 を 知りて 

未だ 二 を 知らざる ものと いふべ し， 

世に は 又 この 書 を 以て 所謂 文明 史 なりと 說く者 あり。 而し てこれ を 本邦に 於け る 文明 史の嚆 矢な ひ 

と 論す るな り。 然れ ども 本書 は 果して 文明 史な りと いひうべき ものな り や。 如何にも 本書に は 多少 文 

化の 由 來を說 き、 文明の 源委を 述べ たる 點 なきに あらす といへ ども 文明 史、 文化史 を 以て 目す ベ き 一 貧の 

现路は 決して 見る を 得べ きに あらざる なり。 本書 を 目して 文明 史 なりと い へる 論者 は 著者 親 房の 偉大 

なる 識見 を 賞揚せ むが 爲な るべ からむ とも 思 はれざる にあら ね ど、 か くの 如く^ら^ て は 著者 は 寧ろ そ 

の 本旨の 沒 却せられ たる を遣憾 とすべき なり。 

或は 叉 本書 を以 て、 史 論と なす もの あり。 如何にも 本書 は 一面 は 歴史の 如くに して 到る 所に 自家の 所 

見 を 披瀝して その 史實を 論じて あれ ば、 史 論と いふ 名目 は 毫も 該當 せす とい はれざる なり。 され ど、 史 ， 

と は何ぞ や。 世相 一般につ きて その 推移の 流れ を 論す る ものに あらす や。 今 この. 意 を 以て 本書 を 見れ 

ば 本書 は 如何にも 治亂與 敗の 迹を 論す る點 多き を以 C 一  種の 史論と いはば いはれ ざるが 如き ものに あ 

らす 然れ ども これ を 史論と して 見れ ば、 本 書 は 頗る 不十分の ものたり とい ふ を 免れす。 たと へば 大化 

め改 i の 如き は 一 言 これ を說か す、 又 その 改新 を 誘 ひたる 源と 目すべき 氏族制度より 官職 制度に うつお 


行く  rff 相の 一大 變更の 如せ も 亦 これに 觸れ たる 點を 見ざる にあら す や。 若し 史論と して 本書 を 見る と 

き は、 その 債 値 甚だ 高き ものと はいふべ からす。 しかも 本書 は その 偉大なる 識見 を 盛りた るが 爲に 燦然 

として 千古 を 照す ものな り。 

. さえば、 これ を歷史 とし、 文明 史 とし 史論と して 見る が 如き は 未だ. 本書の 本旨と 本領と を 十分に 認めた 

る ものに あらす とい ふべ きな リ 

二 

この 書の 本旨と 本領との 世に 十分に 認められざる 事 は 上に 述べた る 如き さまな り。 果して 然 らば 本 

書 は 何 を 本旨と し、 本 領 とする ものなる 力 

世に は 本書 を 以て 皇統の 正閏 を 論す る ものと し、 こ れを 以て 本領と 認む 

す 人の その 精神 は諒 とすべき もの あり。 然るに 本書 一部 を 通じて これ を 

正し かるべき 事と は 到る 處 にこれ を 論說 すれ ど も、 正 と 閎とを 分つ が 如き 

字す る ことなし。 著者の 態度 は 皇統の 正 を 閬明 する にあり て、 閡 と 正と を 

る 言 論 は 一 毫も これ を昆 す、 徹 頭徹尾 堂々 たる 絕對的 態度 を 以て 臨めり。 

を 以て 皇位の 正閏 を 識別す る 尺度と して これに 進據 せし はこれ もとより 

も、 本 書 を 以て 正閨を 論じたり とい ふ は、 そ の 見 甚だ 徹底せ ざる ものな お 

紳皇 正統 記 論 


る もの 少 からす。 この 論 をな 

見る に 皇統. の 正しき 事と 當に 

相對的 態度 を とれる 點は 一 も 

甄^ せよ とい ふが 如 き、 薄 弱 な 

さ れ ば、 後 人が この 害の 說く所 

當然 にして 然るべき^ なれ ど 

たと へ ば、 これ を 卑近なる 一 例 
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を 以てせむ か。 ここに 一の 定規 あり。 この 定規 を 以て 吾人 は 

然る 時に その 定規 を 用ゐて 曲直 を檢 したりと い ふ 事は考 へ ら 

とはい ひうべき にあら す。 それと 同じ く、 本 書の 說く 所に より 

を 得べ し。 され ど、 そ れと 本書 自身が 正閏 を 判別した りと いふ 

先に もい ふ 如 く、 皇 銃の 正しき 事と 當に 正し かるべき 事と は 直 

態^ を 以て 臨める ものなら ば、 決 して その 閏 なる ものに つきて 

安 德 人，：^ の 末と 後鳥羽 天皇の 初との 間に は 大いに 論議す ベ き 

或る 點 より ほれ ばビ こに^お に對 して 異議 を呈 すべき 餘 地の 

及せ ざるな り。 これ 蓋し 最初より 正統と いふ こと を 主眼と し 

その 胸中に 無 かりし ものなら む。 これ 一は 著者の 信念の 確乎 

想の 存せ ざり しが 爲 なるべく、 一  は. も とより 純 一 なる わが 皇統 

なりし なるべし。 この 故に 皇 銃の 正閏 を 論す る を 目的と した 

本旨の 十分に 認られ ざる を 遣憾 とすべき なり。 

然 らば 本書の 本旨と 本領と は 如何なる 所に 存す るか。 この 

なり。 曰 はく、 

神代より 正理 にて 受傳 ふる 謂 を 述べん 事 を 志して 常に 


ある 線の 曲直 を檢 する 標準と する を 得む。 

るれ ど も、 定 規 そのもの が、 曲 直 を 撿 したり 

て 吾人 は 皇統の 正と 閨とを 判別す る こと 

ことと は 同一に あらす。 今 本書 を 見る に 

言 憚らざる もの なれ ば、 若 し、 著 者 が、 相 對 的 

論破す る を辭せ ざり しなら む。 たと へば 

餘地 あるに 關せ す、 著 者 はこれ を 論ぜす。 

存 する ものな り。 然るに 著者 はこれ に 論 

て、 そ の 他 を 顧みる が 如き こと はもと より 

不拔 にして 他 を 顧みる が 如 き、 薄 弱なる 思 

の 本質 必 すかく あらざる ベから ざるが 爲 

おとい は ば、 著 者 は 地下に 於いてな ほその 

事 は 著者 が、 そ の 著の 中に 明かに 言 へる 听 

聞 ゆる 事 をば 載せす。 然れば 神皇の 正^ 


記と や 名け 侍る ベ き (三 八 頁) 

と。 これ 卽ち この 著作の 精神な り、 はた 目的な り。 卽ち 著者 は 皇統の 正しく 繼承 せらる るい はれ を宣べ 

ん こと を 志して、 普通に 知られて ある 事實は 載せす と 明 言 せるな り。 卽ち 本書 は史 實を詳 かに 述 ぶる を 

口 的と せる にあら す。 況ん や、 博識 を 街 ふが 如き を や。 當時 兵馬 倥惚、 矢 石の 間に 死生 を 賭せる 際、 あに 閑 

人の 閑 事業に 類す る 如き こと を敢 へて すべき 餘裕 あらん や。 されば、 本書 は はじめより 歷史 として 著し 

たる ものに あらざる や 明かな り。 これ を 文明 史と いはむ も 史論と いはむ も 論す る 人の 心々 に まかす ベ 

き 事なら む が、 著 者の 本旨 は 然る ものに あらざる はいふまで もな L 

惟 ふに 著者の 一意 心 ざした る 所 は. 皇統の 正しき 事實と 正しく 繼承 せらるべき 道理と を 明かに せむ と 

する にあり しなら むと いふ こと は、 本書 を熟讀 せば おの 、づ から 領會 せらるべき なり。 

三  ， 

本書 著作の 精神 はた 目的 は 上の 如くに 明かな り • これ を具體 的に 實 現せむ が爲に 著^ は 如何に その 

說を 述べし か。 今 これらの 點 にっきて 考察 を 試みむ とす。 

著者が、 本書に 於いて 說 かむ としたる 要旨 は 一 言 すれば、 皇位の 繼承は 神代の 昔より 一に 正理 によりて 

行 はれ ヒ りと ハ ふこ あり。 ここに 直ちに 考 へらるべき こと は、 この 尊厳なる 皇位の よりて 起る 丹の^^ 

と、 その 皇位 繼 承の 正しと いふ ことの 事實と 道理と にあ リ。 ここに 問題 は 大^より 兑 て國體 論と， M 位^ 
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祌^ 正統， 記述 義附錄  ヒ^ 六 

承 論との 二方 西に 展開すべし。 今まづ 著者が 國體 について 如何なる 說を 下しし か を 見む。 

著^の 國體觀 は 本書の 最初に 喝破せ る、 

大日 本 者神國 也。 

の 一 言に 盡 きたりと いふべ し。 この 言 簡にして要を得たり とい へど も、 これ を 明 II に 示す にあ 

をして 首肯せ しめ 難 かるべし。 卽ち この 意 を 明細に 示せる もの、 この ー卷の 書な りと いはば い 

しかも、 そがう ちに 國體の 尊厳に 主力 を 注ぎて 說 ける は 初頭の 數章 なり。 著者 はわが 國 體の特 

國 家が 神 成の ものにして 人爲 にあら す、 從 つて 他の 諸國と 建國の 初より 異なりと いふ こと を 力 

これ 本窨の 初頭 數章. を 費して 印度 及び 支那の 創世 說を あげたる 所以な り。 然るに その 印度の 

比較的に 詳細に 說 ける を 以て、 著者 を 目して 佛敎 思想に 惑溺せ ゥ と批議 せる もの 往々 字す 然れ ど. もこ 

れ 本書 を熟讀 せざる によるの 罪に 屬す。 かく 印度支那の 創世 說を あげたる もの はこれ を 以て わが 國家 

の创^ と 彼れ らの 創世 說 との 區別を あげて 內外 國體の 差異 を 示し、 ょリて 以て わが 國體の 特色 を 明かに 

せむ との 用意に 出で たる ものなる が、 支那に は 創世 說と いふべき 程の ものなければ 說 くこと 委しから ぬ 

なり。 而 して これらの 說を なさむ として 先づ場 言 し て、 

天^ 開 の始は 何く も か はるべ きなら ね ど 三國の 說各異 也。 (三國 と は 日 本、 支那、 印度 に し て、 當時 R 

られ たる 世界の すべてな り) 

と % ひ、 わ が^  IS と 印度と を 比較して は 


我 朝の 始は 天神の 種 を 受けて 世界 を 建立す る 姿 は 天竺の 說に 似た 

は 天祖より 以來 繼體遠 はすして ただ 一 種 まします こと 天竺に も 其 類 

と い ひ、 支 那の國 體に對 して は 一 言 を 以て 

伏犧 氏の 孩 天子の 氏 姓 を 替 へたる 事旣に 三十 六、 亂 の甚 しさい ふに 

と斷 じたる 所 を 見ても 著者の 本意 は 知らるべし。 かくて 神代の 卷の 最終 

窮 あるべからざる は 我が 國を傳 ふる 寶祚 也。 仰ぎて 尊み 奉るべき 

おはします。 

といへ る、 そ の 本意の 存 する 所 甚だ 明かな りと いふべ し 0 然るに この 周到 

して 印度 思想に 惑溺せ りと 論す る は、 こ れ實に 本書 をよ く讀 めり とはい ふ 

按す るに か く、 支 那 印度の 國體と 比較して わが 國體の 特色 を說 くこと は 

本書よりも 約 二十 年 前に 成りて 乙夜の 覧に 供せ し元亨 釋， 書 に旣に 存， す る 

序 中に 

予博 見-印， 度 支那 之諸籍 1 未， 有- 1 此方 之醇淑 1 也。 . 何者 神 世 一 百 七十 九 萬 

1 刹 利 種 系 聯禪讓 未， I 甞移革 箱 胤 亦然。 閻浮 界裏豈 有-如 レ是 至 治 之 域-乎。 

と い ひ、 篇 末の 論の 中に も 

吾 讀- 國 史 I 邦 家 之 根基 根.. 於 自 然- 也。 支 那 之諸國 未- -甞 有 1矣" 

神皇 正統 記 論 


る 方 も 有る にや。 され ども" 冗 

无し。 


足 

と 


ら ざる もの を や， 


日嗣を 受けた まふ 皇 になん 


用意 を認 むる こと 能 はす 

ら さるな り 

に はじまる にあら すして、 

ろな り。 その 王 臣篇の 小 


千 四百 七十 餘歳、 人皇 二 千年。 


七 五 七 
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と い ひ、 支 那は屮 I： とい ひ 文物の 國と いふと も わが 國に 及かざる を 論 じ、 叉 印度の 國體を 論じて 

天竺 者 閻浮之 本邦 也 。翁 有- 此 等 篡 亂？ 況 諸 夷 乎。 

と斷じ 、 

夫 有 以 來 不 お- 蠻 夷之 鎮 ，者 未， お 如， -吾 國之純 全 1矣* 

と い ひ、 或 は 

我 見 4  二 支 之 事-如-我 國之渾 厚 1 者 未-之 有 I 矣。 

といへ り。 され ば、 か く 比較して 論す る こと は 著者の 獨創 にあら すと い へど も、 こ の 方法 は その 意見が 獨 

斷 にあらざる を 示す と 共 に、 認 識の 基礎 は 差別に 存 すと いふ 理法に かなへ る を 以て、 その 論の 內容は 時世 

につれ て 進展すべし とい へど も、 この 論證の 方法 は 今日に 於ても 合理的の 方法と して 批難 を 加 ふべき 餘 

地な きものな り。 

著者の 國體 論の 方法に つきて は 一往の 論を經 たり。 次に 論すべき は その 內容 なり。 

按す るに わが 國を 神國 なりと する 思想 は 日本 紀に旣 に 見 え、 降 お ては貞 觀十 一 年に 梦 勢 大神^ 石^水 

八幡せ の 二 神宮に 獻られ し 告文に も 見え、 又 長 元 四 年 八月の 宣命 (小 右 記) 等に も 見え、 その 他、 太 神 お 諸 雜 ：0 

記お 大寺 要錄、 平戶 記. 玉 槳、 玉 蘂、 吾 妻 鏡、 平家物語 等に も 見え たれば、 新ら しき ことに は あらお。 然^ ども 從 


念 は茫 t たる ものに 止まり て 、要 する に 神明の 擁護した まふ 國と いふ 程の^ に 解 せら 

然るに 著者の いふ 所の 神國の 意義 はさる 淺 薄なる ものに あらす して、 

を 開き、 日 神 長く 統を傳 へ 給 ふ。 我國 のみ 此事 有り。 異朝に は 其類无 し。 此 故に 神阈 


來の 神國と いふ 觀 

れ たりし が 如し。 

天祖 始て基 

と 云 ふ 也。 

と說 明し、 又 これ を 要約して、 

. 神明の 皇統 を傳へ 給へ 

と說 けり。 これ 實に 著者が 

りと いふ ことに 歸す。 おも 

の 人々 も、 こ れ を 感じて は あ 

いづれ の國 か祌國 とい ひ 得 

の 思想が^ したりし による 

の 喝破に よりて はじめて 神 

著者 は 國體學 の 史上 签 前の 

著者が 國體舉 史上 空 前の 

とい ふに あらす。 たと へ ば、 比 

元亨釋 書の 蹤を ふめる ものな 

神皇 正統 記 翁 


とする が 如き 方法 は、 恐らく は 

を兑る を 得 ざるな り。 これ 吾 

七 五 九 


る國 也。 (一九 頁) 

主張せ る 祌國の 意義に し て、 こ の神國 たりと いふ こと 卽 ちわが 國體の 特色た 

』 に、， 國と いふ 思想の 中核 はま さに^ 者の 說 ける 所の 如き ものにし て、 古 來 

りしなら む。 若し 然ら すして 神明の 擁護した まふと いふ 程の 意 0 みならば 

ざら む。 然るに 古來 わが 國を 祌國 なりと rtn 重し 来りし 所以 は、 そ の极柢 にこ 

ものなら む。 然れど も、 こ れを 明かに する もの 一 人 も 無 かりし がビ こに^ 者 

國 とい ふことの 意 を さとるに 至りし ならむ。 この^より 見れ ば、 恐 らく は 

境地 を 開拓せ しものと いひて 可なる べし。 

境^ を 11 拓 せし^の なりと い ふこと は それが 先蹤 をな す もの 無き にあら す 

較 研究に よりて わが 國體を 正當に 認識せ む 

るべ し。 さ. d ど 、釋 書に 於いて は 神 國の說 明 
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人が 先蹤 あるべき を 認めつつ も、 かの 神國の 意義に 於いて は 著者が はじめて 喝破した る ものと 信す る も 

のな り。 

この 先蹤 にっきて 事の 序に 一 首すべき こと は、 世に は 本書 を 目して 日蓮の 影響 を 受けた ひとか^く は 

その後 繼 なりと 論す る點 なり。 本書の 說く所 は 日 莲の說 く 所な どと は 日 を 同じう して 語るべき 程度の 

ものに あらざる のみなら す、 日蓮が 如何程 わが 國體の 眞義を 知リて 在りし か は 一 の 疑問 なれ ど、 今 は 之 を 

論すべき 際に あらねば 默 すべきが、 この 著者が、 日蓮と いふ 人物の 存在 を 知りし か 否か は 一の 疑問な り。 

假 りに その 人の 存在 を 知りたり としても これ を 認めし か 否か は 明かに 疑問な り。 著者の 主義と して 沸 

敎の 盛，： おの 大^ はおす ことなく これ を 記せる 喾な るに、 日蓮の 名 も 主張 も 宗義も 更に 言及せ る を 見す。 

この 故に、 大町 佳月 は これらの 點を 評して、 

怫 臭の 親 房が 傳敎 弘法 をカ說 する はさ も あるべし。 傳敎の 天台、 弘法の 眞言 を說 くつ いでに 專來 

せる 諸 宗を說 い て その 耍を 得たり。 獨り怪 む、 傳來 の諸宗 のみ を說ぃ て 一 lill も^: 土、 眞、 日遝の 三宗に 

及ばざる は、 知ら ざり しか、 輕視 した リ しか、 ひろく 諸宗 を容れ よと 說 きながら 自家 撞 著に 陷る、 惜 むべ 

き 哉。 

とまでい へるな り 然れど も、 こ れも今 を 以て 古 を 論す る ものにし て、 本 書よりも 約 二十 年 前に 成， r> ろ 佛 

敎^^  EZ の 書た る 元亨釋 書に も これらの 三 宗を認 むる ことなく、 その 祖 たる 三人のう ち、 法然 のみ は^も 

ぁォ ど、 他の 二人 は傳 だに なきな タ* されば、 これら は當時 未. だ 勢力 微弱に して 一部の 信者 間 こは傳 りで 


れ ど、 弘 く  rff に 認められざ^ しもの ならむ * これ を 以て 親 房を賫 むる はもと よ ひ 酷に 過ぐ るが、 それ はさ 

て おき、 本書 を 讀 まむ もの は、 その 日蓮の 思想が 本書に 影響したり とい ふべき 餘 地の 存 せぬ を認 むる をう 

ベ し。 

要するに 著者の 神 國の說 明 はこれ 獨特の ものにして 叉 破天荒と もい ひつべき ものなる が、 それと 同時 

に^も よく わが 國體の 特色 を發 揮した る ものと いはざる ベから ざるな り。 

五 

著者の 國體論 は 「神 國」 の 一語に 盡く ともい ひうべき こと 上に 說 ける 如し。 而し てこの 神國 とい ふ 思想 

の 一方 面 は^ 道に あり。 ここに 國體と 神道と は 二に して 一なる 關 係の 存 する を認 むべ し。 この 故に^ 

體論は その 源に 溯れば 勢、 神 道 論に 入らざる ベから す。 これ を 以て 著者 は 到る 所に 神道 論 を說 けり • こ 

れ 決して 好事の 爲に も、 博 識を街 ふが 爲 にも あらす して 必至の 勢 なれば なり • この 故に 著者 曰 はく、 

是、 併 ら 神明の 御 誓 新に して 餘國に 異なるべき 謂れ 也。 抑、 祌 道の 事 は 容易く 顯 はさす と 云 ふ 事 有 

れ ど も、 极 元 を 知ら ざれ ば、 叨 しき 端と も 成りぬべし。 其の 弊を濟 はん 爲 に、 聊 か 勒し侍 り。 (三 八 頁) 

と • これ 卽ち國 體の基 は 神道に あり て、 神 道 を 知ら ざれば 國 體の极 元 を 知る を 得すと する によるな り • 

然 ら ば、 本 書に 說く 所の 神道 は 如何なる も のぞ。 

今 この 問題 を 提げて 本書 を 撿 する に、 そ の 說、 隨 處 にあら はれて あれ ど、 一 系統 をな して これ を 明かに せ 
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りと はい ひう ベ か 

具體 的に 見る をう 

ま2 に 就かむ よりも 

の 舉ぜし 神道 は 所 

皇の條 にこ の異說 

りと 思 はるる 神道 

しこと は 勢 已むを 

次 に 常時の 祌逬 

五部窨 を はじ め、 親 

關 する 種々 の 事項 

名 稱を八 正道に 融 

する 點大 なりし こ 

道 は 同時に 支那 傳 

て庞伶 神^ は 後世 

とりて 以て 自家の 

が蔡 的組微 をな さ 


らす。 され ど、 著 者の 神道に 關す 

ベ く、 而 して それらに 說く 所と 本 

上の 諸 書に 就く を捷徑 とすべき 

謂 度會祌 道に して 外宮の 祭神に 

を あげたり。 かくの 如き はもと 

は AJ の度會 神道 なれ ば、 著 者が こ 

55 ざる ことなり とす。 

は 所謂 純 神道に あらす して 怫法 

房が 親しく 披閲 したる 類聚 神祇 

の 如き は 佛敎の 思想 を 以て 神 

合せる 點 など 附 會の說 たる こ 

と を 思へ ば、/ j の 附會は 無意義 

來の 陰陽 五 行說、 及 び 宋擧 の 理 

の 所謂 純 神道に 比 ぶれ ば、 甚 だ 

藥^ 中の ものと せむ とする そ 

むと する 當 初に 於いて は已む 


る 識見 は、 元 々 集、 東 家. 秘傳、 廿ニ社 註記に よ 

書に 說く 所と 一 致す る點を 昆れ ば、 著 者 の 

1 二の 耍 

あ る 


つ き 

よ り 

れを 


道 

と 


に 習 

に 附 

は 疑 

無效カ 

氣說に 

の 態度 

を 得. ざ 


て は 

採る 

擧び、 


れ 

そ 


合 せ 

の 如 

會 し 

な し 

の も 

も 影き 

る もの 

は、 全然 

りし も 


る 

の 


き 

お 

の 


と 

說 

を 


今 ここに 

異なる 說 

にあら す 

擧び たる 


ろ あり • 

この 傾向 

のた る は 

ど も、 そ れ 

あら ざり 

くる こと 

ど、 佛 敎、 道 

斥すべき に 

な る ベ く、 叉 


こ 

れ 


然 


に よ 

度會 

あ り 

顯著 

や 力 

し な 

^\ 力 

敎、 儒 

あ ら 


も の 

れ ど 

hv て 


點 をい 

なり。 

も、 當 時 

多少 偏 


神道 

一 こ 

な り 


の 基 づ 

とに 八 

と す。 

て 八 正の 道 

リ。 なほ 又 

ら ざる もの 

敎を 包含し 

す、 一 面より 


り 

最 


てこれ を 

首 一  M  -H お 

、、ス H お -W*  --ノ 

む か、 著 者 

書 雄 略^ 

も 進歩 せ 

る點 あり 


所の 神道 

大 菩薩に 

の 八幡の 

修^に 资 

の度會 神 

り。 面 し 

て、 そ の 長 を 

い へ ば、 神道 


汎く 思想 的に 見れ ば、 か く の 


如き 包容 的の 態度 は 自ら 

かくの 如く なれ ば、 著 者 

として 動かざる を 見る。 

る 思想 は 未だ 見す とい へ 

く 佛法を 主と し 王法 を 容 


は 明 

ひ 、怫 

き關 

道が 

は 無 

も の 


こ 

も 


かなり。 

法の 思想 

係に ある 

その 中心 

しとす。 

に. 力 も 

凡祌書 

しお 力る 

八 頁) 

に 舊事本 


ただ その 神 

を 以て 國體 

ものな り、 

と な り、 主 と 

叉當時 もさ 

とせし こと 

にさ ま <^ 

べし。 彼の 


紀を あげて 

とし て、 著者 を責む る 

神皇正 统紀驗 


大 

は 

、十" 

に 


に 至らむ と 欲する 

神道 說 は 一 見 甚だ 

の 神道 は 怫敎 に 習 

も、 然 も佛を 主にし 

する 思想 は 全く こ 

と い ふ、 內 部に 佛敎 

逼 るが 如き 態度 は 

れ ば、 こ の 神道 は そ 

り て それら を 補助 

( の 神道 說ぁリ 

次の 言に てこれ を 

異說 有.^。 日本 紀 

の 中に 獍 一 決せ ざ 


もの のとるべき 態度なる べき か- 


雜駭 なりと いふべき な 

合し、 本 地 垂迹の 思 想 も 

て 神道 を 抑 ふることば 

れを昆 す。 いづこまで 

の 或る も の が 要素と し 

1 亳 もこれ を 見ざる な 

の內 包に は佛、 道、 儒 の 三 

分子と し て 含める もの 

しなる が、 著 者 は それら 

推知すべし。 曰 はく、 

舊 事本紀 古語 拾 遣 等に 

る 事 多し。 況ゃ異 書に 


事 記 を あげざる は遣憾 なきに あらす とい 

腾躇 せざる ベから す。 とにかくに 著者が 


り • 然れど も、 そ の 中心思想 は儼然 

明かに 存 し、^ を 抑へ て 神道 を揚ぐ 

毫も これ を 見す。 はた 愚 管 杪の如 

も 國體と 神道と を 中心とせる こと 

て 含有 せられて ありと い ふに 止ま 

り。 道 敎儒敎 とても 大體 かくの 如 

敎の 或る 要素 を 含む とい へど も、 祌 

な れ ば、 主 客を顚 倒せる が 如き 錯誤 

の 雜說に 惑 はされ す、 一 意 純正なる 

載せ ざらん 事 は 末 學の輩 偏に 信用 

於き て は 正と すべから ざる 敷。 (四 

へ ど も、 そ れは 時世の 未だ 到らざる 

正しき 古典 以外に 據る ベから すと 
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せろ 態 庞は、 ゆ W 的に 見て 正々 堂々 たる ものにし て、 そ の 精神に 於いて は 後世の 純 神道 家と 一 毫も 讓らざ 

る もの あり。 

以上の 如き 態度 を とれる 神道 說、 以 上の 如き 精神に よれる 神道 觀を もってして 臨める もの なれ ば、 そ の 

^雜駁 なる が 如しと い へ ども 毫も 國體 に累を 及ぼす ことな く、 よ く 國體の 本源 を 明かに し 得た る ものと 

さて 又 その 神道 論 は 一 面に 於いて 下に 論すべき 神器 論に 密接の 關係を 有し、 一 面に 於いて これ も 下に 

<M する 君德 論、 政 治 論と 關係を 有する ものな り。 かくの 如くに して 著者の 本書に 說く所 は 思想 的に は 結 

^ 一  丸と なるべき を豫想 しうべし。 

^者の 國體觀 とその 基た る 神道 觀とは 大略 上の 如し。 次に 論すべき は 皇位 繼承 論な リ* 

六  . 

皇位 繼承論 は 木 宵に いふ 神皇正 銃の 論な ゥ。 而 して これが 本書の 本領に して 書の 名 もこれ によりて 

起れ り。 この 事 は旣に 上に 引ける 著者の 語に て 明かなる が、 後 醍醐 天皇 崩御の 事 を 記した る 後に、 

仲 尼 は 瘦麟に 筆 をた つと あれ ば、 こ こに てと どま. 《N たく 侍れ ど、 神 皇正 銃の 橫 しまなる まじき 理 

を 巾 し^べて 素 意の 末 を も あら はさま ほしくて しひて 注しつ け 侍る 也。 (六 九 六 頁) 

かく  jfz:  一  貫して、 

天地 開けし 始めより 今の 世の 今日に 至る ま で、 日 嗣を 受け 給 ふ 事 邪なら す。 0 ーヌ 一き 


とい ふ 事 を事實 上より 證明 し、 叉 理論 上より 說 明せ むと 企てた 

す る に、 本 書 一部の 本 旨、 本 領は ここに ありと いふべき なり • 

ここに 考 ふべき は、 わ が國の 古より 皇位の 繼承 にっきて 時に 

を 見す。 かの 持統 天皇 朝の 葛 野 王 

承の 本義に つきて 千古に 輝く 正論 

以て 一 書 を 著せり • これ は 何に よ 

人々、 著者が 程 朱の 擧を まな び、 又 资 

て、 本 書 を 目 し、 宋 の儒學 及び 朱熹の 

る 結果と して 生じた る ものと せり- 


ふ  語を以 

の 復奏等 

し を 見す 

從來、 本 

に よ る) の 

正統 論な 

實は必 す 

抑 も 通 

资 治通鑑 

立てて 綱 

て， 深く 春 

も、 こ れ は 

る ものに 


て 論 をな し 

はも 1J より 

, 今 著者 は 

書の 著者 を 

傳說 あるに 

どの 感化 を 

しも <!i らざ 

鑑 綱目 は 宋 

によりて つ 

とし と 偽 

秋の 法に 合 

朱熹に はじ 

し て、 そ の 基 


しもの 

皇位 繼 

これ を 

論す る 

基づき 

受けた 

るな り， 

の 朱熹 

くりし 

と はこ 

する も 

まる も 

づく所 


が舂 秋の 義に本 づき 舊史の 書法 を 

ものにし て、 そ の 二三 朝倂 立せ る も 

れを 分注す るに 止めて、 一 目 瞭然た 

のとして 朱學に 於いて はこれ を 尊 

のに あらす。 ただ 朱熹に 於いて こ 

の資 治通鑑 が、 春秋 左 氏 傳の繽 編と 
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る もの 卽ち 本書な りと いふべき なり • 耍 

は 多少 の 問題 も 在りし ならむ に、 正統と い 

の 論 (懷風 藻 を 見よ) 稱德 天 皇 朝の 和 氣淸麿 

なれ ど も、 未 だ 正統の 語 を 以て これ を 論ぜ 

る か、 そ の 理由と 考 ふべき もの あ ひや 如何。 

治 通鑑宋 朝通鑑 等を繙 きしこと (尺 素往來 

通鑑 綱目に あら はれた る史舉 に. 3 來 する 

- この 論 一往 は 首肯す べきが 如くに して 

正して 前代 君臣の 事躞を 褒貶せ むと 欲し、 

のにつ きて は 正と 不正と を 15!; 训 し、 正 統 を 

らしめ たる ものな り、 その 書法 嚴密 にし 

ぶこと 經 典に 異ならざる ものな り。 しか 

の 事 顯著嚴 正にせられ たりと いふに 止ま 

して 編 If せられし を 見ても 忍 半に すぐべ 
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きなり • 

今 本 0 を兑る に、 そ の 正統と いふ 語 及び それに 該當 する 觀念は 或は これらより 得たり しなら む。 然れ 

ど も、 朱 0 の 所謂 正 銃なる もの は、 帝 王の 血統の 連繽 にも あらす。 又 帝王の 位の 正しき 授受 をい ふに も あ 

ら すし て、 H< 下 一 統の世 を さ し、 若 く は 數朝併 立の 際に 正朝と 立つ べき もの を 論定した るに 止まり て、 た V 

现論 上の 事に 止ま り、 わ が國の 如く 一  系桕 うけて 永く 正統 を傳 へらる る ものと は 全然 異なる ものな れば、 

^し 朱蕺の 正統 論の 影響 をば 本書が 受けた る ものと せ ば、 そ は た £ 正 統 j と い ふ 語 と、 これ を强 調す ベ き こ 

とと を^び たりと いふべき 程度の ものな り。 而 して その 精神と する 所 を 按 する に、 本 書 は 朱 K、  ^ 右 く は 司 

^光の ぶ 流 を 汲む にあら すして 直ちに それらの 源 頭た. る 春秋の 精祌 によれり とい ふ を安當 なりと す。 

もとより 本 寄に K する 棻漢 以後の 事蹟 等 は 司 馬 光、 朱熹等 の 著書より 擧び 得し 所も少 から ざり しなら む 

が、^ 神 は 寧ろ 春秋に 在りし こと は 疑 ふべ からす。 大義 を 明かに し、 名 分 を 正す こ と、 內 を 尊び 外を卑 むこ 

と、 王 を 尊び 覇 を賤 しとす る こ と、 こ れ 明かに 春秋の 精神に して 通鑑 綱目に よりて はじめ 明かに なりし も 

のに あらざる はいふまで もな し。 ただ それら を以 て、 こ れ らを强 調すべき 模範と せし こと は必 すし も 無 

かりきと はいふべ からす。 

以上の 外 正 銃 論を强 調せ しこと はこれ 時世の 急 調に 迫られし 結 粟な りしなら む。 本書が 皇位の 正閨 

を 論お せむ とい ふ 如き 薄弱なる 精神に あらざる ことに 旣に 述べた る 所なる が、 當 時 足 利 高 氏 が、 正 統を無 

視 して 逆 を 以て 世を隨 へむ とせし によね て 正統の 天皇 ここに まします とい ふこと を强 調すべき 必要て 


迫られし が爲 にこの 論 をな すに 至りし な 

る邪說 僻見 を 燒き盡 さすん ば あらざる 概 

かざる もの あり。 明 治 • 維 新の 原動力 この 

やどる ところ この 正統 論に あ. OS とい ふべ 

七 

さて. ここに 考 ふべき は その 正統と い へ 

承と いふ 事と その 繼 承の 正し かるべき 事 

しと 目 せらるべき 點は 如何なる もの か。 

わが 皇 di の尊嚴 なること は 本書に も 引 

演繹 すれ ば、 そ の 神勅の 本旨に よりて これ 

いふべき なり。 され ば、 歷 代の 天皇 はこれ 

して これ を實 現せら るべき 方々 にます と 

上に て は 天祖の 純なる 尊嚴 崇高なる 血脈 

國家を 統治 せらるべき こと を さすと いふ 

の 御 本意の 發露 とい ふこと なりと いふべ 

て繼承 せらる る 時には 一 毫も これ を 論す 

神皇正 矿 言 0 


らむ。 この 故に 本書 は^ 

あり。 其の tin 壯烈 、千歳の， 

一 書に 存す とい はるる こ 

きな ね。 

る は 如何なる 意義 あるか 

とい ふ 二の 觀念を 含める 

ける か の 天壌無窮の 神勅 

が 無限に 開展し 行くべき 

天照大神の 無窮の 延長の 

いふ こと は 明かな り。 こ 

をう けられ 、精神 の 上に は 

こと 明かな り。 ここに 於 

き 論 を 生すべし。 然も こ 

る 必要 を 感ぜす。 この 故 


統論 

^人 

と も 


と 

い 


に 一 

を し 

と よ 


及す る 毎に 


い 

に 


ふ こ 

な 込 

り て 

，こ れ 


て 


て 


感奮 與起 

當然 にし 


と 


於い 

の 神 

正統 

の 正 銃の 論 

に 本書 も 亦 


，て 

と 


光輝 萬 丈、 あらぬ 

せしめ すん ばお 

て、 そ の 原動力の 


なり • こ 

然 ら ばビ 


れには 皇位の 繼 

の 皇位 繼 承の 正 


かなる ことなる が、 こ れ を 

の 天 壊 無窮の 本旨な りと 

まし ま し、 fK 祖の祌 意 を IS 

正統と いふ こと は 血統の 

を 受けて、 これ を 基と し て 

い ふこと は、 これ！ K 照大神 

は、 その 正統 が、 事 故な くし 

この 正 銃の 論 をな せる 听 
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は 櫞體灭 皇、 光 仁 犬 皇、 光 孝 天皇の 如 く、 皇 位繼 承の 上に 重大 事件の 存 したりし 時に 關 しての みいへ り • た 

とへば 镟體 天皇の 條に 

仉、， ： ^胤 絶 えぬ ベ かりし 時 群臣 擇ひ 求め 奉りて 賢 名に 依りて 天位 を傳へ 給へ り。 天照大神の 御 本 

意に こそと 見えたり • 

とい ひ、 光孝 fK 皇の條 に、 . 

我國 は神國 なれば、 H< 照大 神の 御 計 ひに まかせられ たるに や • 

とい へり。 これによ りて 考 ふれば 著者が 正統と いへ る こと は. 祖 神の 神慮に よりて 定まる ものと いふに 

似たり <  然れ ども われら 凡人 は 神慮 を はかり 知る こと 能 はす • 凡人と して 皇統の 正しく 繼承 せらる る 

こと を 明かに せむ に は 如何にすべき か。 ここに 著者 は その 神慮に かな は せらるべき 條件 とし て、 道 德 を 

修め 政治 を 正しく せらるべき を强 調せ り。 たと へ ば、 武 烈 天皇の 條に、 

仍 りて 天 舴も 久しから す、 仁 德 さし も聖德 御座し か共此 皇胤 爱に絕 えに き • …… 先祖 犬なる 德ぁ^ 

とも. 不德の 子孫 宗廟の 祭 をた i ん事 疑な し。 

といへ り。 これに よれ ば、 天 祖の 神慮 を體 して 聖德を 世々 につぎ たま はば 天 壌 無窮の 神勅に かな ひて こ 

こに 萬 世に 傳 はらむ と. いふに 似たり。 果して 然ら ば、 著 者 は 支那 流の 有德爲 君の 思想 を 以て わが 皇銃繼 

承の 第一 義 とせる ものなる か。 

今 著者の 論 を 見る に、 到る 虑に 帝德 論、 道德 政治 論 を 鼓吹し て、 皇位 の實 質と して は、 fK 皇 に道德 あり て、 よ 


く道德 政治 を 實 現す るに 在りと 主張す る ものの 如し。 もとより 不德の 君主 不德の 政治に て は 君主 も國 

家 も 存績. しうべき ものに あら ざれ ど ゼれが 唯 一 絕 對の條 件なら ば、 わが 特異の 國體の 尊厳 も 支那の 政治 

思想と 何等の 差異な きに 到らむ。 著者 は 果して か-る 思想 を 主張せ しかと いふに 必 すし も然ら す。 繼 

體 天皇の 條に曰 はく、 

皇統に 其 人 まし まさん 時 は 賢き 諸 王お はすと も 爭か望 を 成した まふべき。 皇胤 絶え 給 はんに と 

りて は 賢に て 天日 嗣に そな はり 給 はん 事 則 又 天の ゆるす 所 也。 

と。 これによ^ ば、 皇 亂を 根本の 條 件と し、 そ の 正統に てつぎ 給 はむ とき は、 賢 さの 度 を 以て これ を 次第し 

奉るべき にあら すと せり。 ここに 於いて その 皇統の 正と は 何 を さす かとい ふ 問題 生す これ にっきて 

著者 は 如何に 說け るか。 著者 曰 はく、 

只我國 のみ 天地 開けし 始めより 今の 世の 今日に 至る ま で、 日 嗣を受 ふ 給 ふ 事 邪なら す、 一 種 姓の 中 

に 於ても 自 傍より 傳へ給 ひしす ら猶 正に 歸る道 有^て ぞ持 ちまし ましけ る。 (三 八 頁) 

といへ り。 ここに 傍よ. cs 正に 歸る道 ありと いへ る は 如何なる 事 を さす か。 これ はたと へ ば、 光 仁 天皇の 

卽位を 論じて、 

天武世 をし り 給 ひしょり 爭ひ 申す 人-^ かりき、 然れ ども IK 智御 兄に て 先日 嗣を うけ 給 ふ。 當初 

逆臣 を誅 し、 國 家 を 安くし 給へ り。 此君 のかく 繼體 に備り 給ふ猶 正に 歸 るべき^ なる にこ そ。 

とい へ る 如く、 一 時 旁 系に うつる 事 ありと も、 所 謂 灭 定まって 人に 勝つ の理 にて いつしか 正系に か へ ると 
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いふ 意なる が 如し。 而 して かの 景行 天皇の 次に 日本 武尊 立ち 給 ふべき に 早世 ありし か ば、 成 務 天皇 傍よ 

り 立ち 給 ひし か ど、 そ の^に 日本 武 尊の 御子 仲哀 天皇の 立ち 給 ひしが 如き を させり。 著者 はかく 傍 正の 

系 銃 を 明かに 示さむ が爲 に、 仲哀 天皇の 時より 以後 天皇の 代數 と世數 とを區 別せ り。 これ 一 は その 所謂 

正統 こ-に 在る を 一 目嘹然 たらしめ むが 爲の 用意と 思 はれたり。 

かくて 考 ふべき は その 系 銃の 正と 傍と は 何に よ リて钊 別せ り やとい ふ 事な り。 著者が 後 一條 fK 皇の 

條に、 

冷.^ は 兄に て 御 末 も 正統と こそ 申す ベ かりし に 云々 • 

といへ る を 見れ ば、 正 銃と いふ は 主として 皇 長子と その 直系の 方々 との 相 機が るる ことに ありと する を 

則と する もの i 如し。 この 原 则は實 に 萬 世 一 系の 皇銃を 永遠に 持鑌 せし むる 根本原理 にし て、 寺 に 變 

ありて 止む を 得ざる 楊 合の 外 はこの 原則 は嚴 重に 守らるべき ものな り。 然るに この 原則 をば 著者が お 

重に 考 へたり やとい ふ に、 必 すし も然ら ざるの 疑 ある を 見る。 これ 余輩 が、 著 者の 偉大なる 識見と 功績と 

をば 諧^す るに 於いて 人後に 落ち ざら むこと を 期しつつ も、 この 點に 就いて 少しく 異論な きこと 能 は ざ 

る 所以な り。 

凡そ 系統の 傍と 正と は、 そ れ が 直系 相鑌ぐ か、 兄弟 相 及ぼす かにより て區 別す る を极本 篛 とすべき は 著 

者 を またす して 明かな り。 今 わが 國が萬 世 一 系の 皇統 を 戴きたり とする はわれら の 世界 萬國 にむ かつ 

て 誇りと する ， 所な る が、 若 し 直系の 子孫 まします に 兄弟 相 及 ぼす に 及ばば、 二 系より 三 系に 及 び、 こ \ に 亂 


の 階と なるべきな り。 事實 上、 わ が 國史を 見る に、 兄 弟 相 及ぼされ たる 後に は 必す國 威を墮 せる を 見る • 

今少しく これ を說 かむ。 仁德 天皇の 後、 頎 仲、 反 y  、允 恭！  二 帝 兄弟 を 以て 相 及ぼされ てより 後、 紛 亂の端 を 開 

き、 骨 肉 相殺す の 悲劇 を演 する こと 一 再なら すし て、 皇 銃 漸く 微 にし て、 遂 に、 越 前の 田舍 より 繼體 ：大 皇を迎 

へ 奉る の 一 大事 件を呈 せり。. しかも 鏺體 天皇の 後 ま た、 安. 閑、 宣化、 欽， 明 の 三 帝、 兄弟 そ以 て 相 及ぼさ れ、 欽明 

天皇の 後又敏 達、 用 明、 崇峻の 三 帝 兄弟 を 以て 相 及ぼ され、 內亂 相つ ぎ 國烕渐 く 縮まり、 fK 智 ，天皇の 時 三韓 を 

放棄す る端旣 になれ お。 天 智 天皇 一 且、 皇 太 弟 を 立てら る や、 壬 申の 亂階 こ-に 生じたり とい ふべ し。 桓 

武 、犬 皇の 後平 域、 嵯 峨、 淳 和の 三 帝 また 兄弟 を 以て 及ぼした まひし かば、 その 間に 藥 子の 亂ぁ り、 叉 皇太子の 

廢 せらる る もの 二 人、 こ の 間に 立ち 漁夫の利 を 占む る 藤 原 氏 旣に專 權の端 を 得 て、 終 に 陽 成 天皇の 廢立 を 

斷行 する 如き 勢に 至れり。 村 上 天皇の 後 は 兄弟 相 及ぼさる i こと 恒例の 如くな り て、 皇 銃の 純 一 こ \ に 

保 たれ す、 藤 原 氏の 專橫 その 極に 達せり。 後三條 天 皇 より 四 代 1 系相鑌 がれし によりて fK 下 暫く 平 かな 

り し が、 崇 德、 近衛、 後白河 三 帝 相 及ぼされて、 終に 保 元 平 治の 大變を 起して 皇 威ます ます 衰へ、 土 御門、 順德ニ 

帝 又 兄弟 を 以て 相つ がれし が爲に 朝廷に ニ黨を 生じ 承久の 一 擧 かへ ウて皇 威 を 失墜せ し め. 後嵯峨 天皇 

の 後 叉 後 深 草、 iS 山の 二 帝 兄 * 相 及ぼされて ビ\ に 南北朝の 大亂を 誘 ふ 因と なれり。 これ を 以て 見 れば、 

正 銃 を 論す る もの は笫 一 に先づ 直系 繼承を 根 本義と すべ く、 そ の 他の もの は 第二義と すべきな り。 然る 

に 著者 はこ の 根 本義 を 籁密に 認めたり やとい ふ に、 余 は 未だ これ を 知らざる なり。 著^: の說く 所を兑 る 

に、 か へりて この 兄弟 相 及ぼされ たる を 以て 謙譲の 美德を 發 揮せられ たりと する ものの 如し • たと へば、 
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!t 皇 正統 記述 義附錄  七 七 二 

蜣峨 fK 皇の IS 和大皇 に讓位 ありし 際の 事 を 叙して、 

1 旦國を 譲り 給 ひしの みなら す、 行 末まで も 授け まし まさん の 御 志に や、 新 帝の 御子 恆世 親王 を 太 

子に 立て 給 ひし を 親王 叉 固く 辭 退して 世 を 背き 給 ひける こそ 有難 けれ • 上皇 深く 謙讓 しまし ける 

に、 親王 叉 かく 遁れ給 ひける、 末代までの 美談に や。 昔仁德 兄弟 相 讓り給 ひし 後に は 聞 かざりし 事 也。 

. (三 〇 五 頁) 

といへ る にても その 一 端 を 知るべし • もとより 謙讓 は、 兄弟 相举 ふに 比すれ ば、 倫 を^す る美德 なれ ど、 皇 

位の 繼承 は國 家の 絶大 公事に して 區々 たる 私德を 以て 律すべき ものに あらす。 はた 叉 皇位の 繼承は |K 

皇ひ 祖宗に 對 せらる- T 第一 の 本務に し て、 私 的の 權利 にあら す。 然るに 著者 はこの 根 本義に ふれ す、 區 々 

たる 私德を 以て、 この 一系 相承の 道の 亂れ むと する 階梯 を 讃美す る は何ぞ や。 余 はこの 點に 於い て、 著 者 

の 正統 論 は 第 一 義に 於いて 正鵠 を 失へ る ものな りと 認 め、 深 く惜 むべき ものな りと 思 ふ。 

八 

正 銃 記の 名 を檩榜 せる この 書が、 正 銃の 第 一 義に 於いて 當を 失せ^と 認 

これ 或は この 論 をな す 余輩の 偏見に して 著者の 譴を受 くべき ならむ も 知 

て、 そ の 正統 を繼 がれた る こと を 如何にして 表明す るかと いふ 問題に うつ 

わが 皇位の 尊厳なる は、 神代 以來 天祖の 神勅の まに まに 一 系 相承け て、 か 

して その 尊齩 にして 一 系 相承け て か はらざる 事實を 表明す る もの は 貪に 


むる こと 上の 如し。 然れ ども 

られ す。 今 ここに 方向 を 轉じ 

Sd む。 

つて あやまらざる にあ^ • 而 

コー. 種の 神器に あり。 道理 を以 


て 皇位 を繼 承せられ たる fK 皇は必 す、 その 皇位 繼承 の實を 證 する 爲に 道理 を 以て この 神器 を 受けら る i 

W- 力 わが 國家創 生以來 かって か はらざる 事實 なり • 神 國の實 を 目前に 檩示 する もの は 實に^ 器に あり。 

この 故 に、 著 者 は、 

1K 地 も 昔に か はらす、 日月 も 光 を 改めす、 況ゃ I  二種の 神器 世に 現在し 給へ^。 窮り 有るべからざる 

は 我 國を傳 ふる 寳祚 也。 

と い ひ、 叉。 

此國は 三種の 正體を 以て 眼目と し、 ，幅 田と する 事 なれば 日月の 天 を 廻らん 程 は 一 も 缺け给 ふま じ 

き 也。 天照大神の 勅に 寶祚 のさ かえ まさん 事 天地と 極り なかる べしと 侍れば、 爭か疑 ひ 奉るべき。 

今より 行く さき もい と 憑 敷く こそ 思 ひ 給 ふ れ， (五 〇〇 頁) 

とい ひて、 神器に 就いて 論議す る 所 頗る 詳 かなり。 

今 著者が この 神器に 關 して 說く 所を觀 察する に、 まさしく その 史實の 記述と 著者の 神器 觀 との 二方 面 

ありと 考へ らる。 

神器 は 皇位 繼 承の 標識と して 傳 へられし ものな れば、 この 神器の 由來を 明かに せば、 自然に 皇位 繼 承の 

事實と 皇位の 尊厳と 同時に 正統 觀の 誤らざる ものと を 得べき は 見やす き理 な^。 この 故に 著者 はおよ 

り證據 の 態度 を 以て この 史實を 明確に 傳へ むと 企てた る もの X 如し。 

卽 ちその 三種に つきて 各 その 起原と 由来と を^ かにし、 これが、 皇位の 檩識 として 授受せられ しこ と d 
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祌 a 正統 記述^ 附錄  -; 

神 弋^つ 御 ぼに 鏡劎を 模造せられ しこと よりして、 その 一方 は 伊勢神宮、 熱 田の神と 開展し 行く 次第、 又 そ 

の： >ホ た 以來ト に 儼然と 傳 はれる 所 を 叙し、 一 方 は 宮中なる 內侍所 及び 劎 璽の 史上の 事實を 叙して 

毫末 も それら を 曲筆して 人 を 誤る が 如き 事な き は、 眞に 偉大なる 見識と いふべ し。 たと へば、 天曆 の時內 

お 炎上 ありて 祌鈸災 にか \ ら せられし 事 を 叙して この 時 神鏡が 南 殿の 櫻に か" らせ給 ひたる を 小野宫 

右^-, -」 が 歎き 巾し ければ、 その 袖に とび 移らせ 給 ひたりと いふ 俗說の 以前より 行 はれたり し を 僻事な り 

と ネ乂ル する が 如き、 公平なる 態度と いふべ し。 かくして 叙し 來 りて、 著者の 當時 この 祌 器が 後醍醐 天皇よ 

り^ 村 上-人皇に 正しく 傳 へられて 芳 野の 宮に存 すと いふ こと を 明かに し、 よって 以て 芳 野の 朝廷 力 正統 

たる こと を斷. ぜウ。 本書の 最後の 到達 點 正しく こ X に存 す。  - 

神器の きこと、 叉 重ん すべき こと はもと より 著者 を まちて はじめて 知らるべき 事に は あらね ど、 著者 

が この 祌器 にっきて 本書に 說く所 は 詳細に わたれり。 これ もとより 然るべき ことにして、 この 神器な く 

んば、 何に よりて 皇位の 正統 を 明かに し 得べ けむ や。 而 して 著者が 神器の 正しく 授けられた るか 否か を 

见て. その 皇位 を 正しく 繼 承せられ たる か 否か を 判別すべき こと を 明かに せる は、 かの 天孃 無窮の 祌勅を 

受けられ たる 瓚々 杵 尊の 條に論 やる 所に 明かな り 

吾 凝 尊下り 給 ふべ かりし 時 は 天照大神 三種の神器 を 傳へ給 ふ。 叉 後に 瓊々 杵尊 にも 授け まし ま 

しに 饒速日 尊 は 是を得 給 はす。 然れば 日嗣の 神に はまし まさぬな るべ し。 (七. 一 一 頁) 

これ、 壞々 杵 尊と 繞速日 尊との いづれ が 正統に まします か を 三種の神器 を傳 へられた るか 否かに よりて 


^  SI したる ものにし て、 皇 銃の はじめに 於いて 先づ この 論 をな す 所の も の、 眞意ま ことに 明かな りと いふ 

ベ し。 

抑 も 著者の この 論 は その 源、 舊 事 本 紀に饒 速 日 尊 を 以て 瓊々 杵 尊の 兄たり とする に 基づく ものにして、 

舊事 本紀を 信じた る點に 於いて 著しき 弱點 あるな り。 然るに、 著^:. かく 饒速日 尊 を 以て 皇兄 なりと 信じ 

つ -も なほ 三種の神器 を 授けられぬ を 以て ik 日嗣 にあら すと 斷ぜ る、 そ の 確乎たる 識見 は實に 偉大な り 

とい ふべ く、 こ の 精神 卽ち この 著 一 卷の 精神と いひて 決して 過 言 にあら ざるべ く、 神 皇 正統の 實 はこの 神 

器の 授受に よりて、 はじめて 明かに 示された る ものな り。 されば 著者が、 この 神器に 關 する 事實の 記述に 

力 を こむ る/ j ともとより 然る べき ことなり。 

要する に、 神 器の 授受 を 正しくす る ことこれ 神皇 正統の 根 本義た る を 儼然たる 態度 を 以て宣 W せる も 

の卽ち 本書な りと す。 

著者 は 上の 如く 神器の 由来と 尊 嚴とを 明かに して 世の 蒙 を 啓かむ とせる が、 他 面に 於いて この 神器に 

よりて 示された る 思想 を あげ 示せり、 これ を 著者の 神器 觀 とす。 

この 三種の神器 は 皇位の 絕對 標識な. ると 同時に ビれは 天皇の 德と 道と を 示された る ものな りと する 

ことこの 著者の 意見な り。 卽ち 著者 はこの 三種の 祌器を 以て || 敎の 所謂 知 仁 勇の 三德 に.^ 常す る もの 

を 表象せられ たりと して これ を說 くこと 詳 かにし て、 事 に觸れ てこれ を 述べざる なし。 而 して 同 にこ 

れを 以て 逍 徳政 洽を行 ふべき 規準 を 示された る ものと せり。 著者の この 論に 似た る もの、 むしろ この 極 

神皇 正統 記 諭  七 七 五 


祌皇正 1? 記述 義附錄 

の兑 解の 萠芽と もい ふべき もの は 

も、 こ れ 
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り， 


くして こ の 神器 觀 

なり、 臣道 論と なり- 

を もな すに 至れり- 

九 

も 著者の 道 德觀政 

見る。 著者 は先づ 

鏡 は 一 物 を 貯へ 

ひて 感嗨 する を 德 
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し 


台 


す $ 
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面 著者 
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係 あ 


て述 
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日本 紀に旣 に 見えた る もの 

く 明かに せる は 著者 を 以て 

が 神聖 を說 くこと 力めたり 

地位に 立てり とい ふべ し。 

の 神道 論に 基づく ものなる 

の 神器 觀は祌 道 論に 基づき • 

もの なれ ば、 こ こに こ^らの 


る 所 は帝德 論と 

治 論と もなる。 


にして、 これ は 決して 

著しと す。 僧 師鍊の 

も 未だ 著者 


り、 皇 道 論 

X に 於い 


といへ ど 

べき は 疑 

_ その 神器 

意見 はす 

と な り、 更 

て 著者 の 


ふへ 力ら す 

の 神聖なる 

ベ て 渾 然と 

にこれ を 敷 

意見 は 一面 


著者の 附 

著した る 

の 如き 論 

- 而 して 

は 國體の 

して 1 と 

衍 すれば I 

に 於いて 


含に あら ざ 

元 亨釋 書中 

に 觸れす • 

その 神道 論 

第一義た る 

なるべき も 

1 般 の道德 

國 民道德 論 


そ の 

の 道 

の 心 


耍を とへば すべて 

德的 意義 を說 きて 

无 くして 萬 象 を^ 


三 

曰 


種の 神器 

は く  • 

に 是非 善惡 の姿彰 


によ.^ てこれ を 表明せられ たる ものと す 


はれす と 云 ふ事无 し。 其 姿に 頓 


とす。 是れ 正直の 本源 也。 玉 は 柔和 善 順を德 とす。 慈悲の 本源 也。 11 は 剛利決 


斷を德 とす 智慧の 本源な り。 此の 三德を 翁せ 受けす して は 天下の 治らん 事 誠に 難 かる ヾし *  (八 

1 頁) 

これ は 一面 は 著者の 抱け る德治 主義の 一 端を說 ける ものと 見ら るれ ど、 主と する 所 は 著者の 觀卽ち 

道 德觀を 表明せ りと も 見ら る。 かくて^の 三德中 いづれ が 最も 重. きか. とい ふに、 著者 は、 

中に も 鏡 を 本と し、 宗廟の 正體と 仰がれ 給 ふ。 鏡 は 明 を 形と せり。 心性 明らか なれば、 慈悲 決斷は 

其 中に 有り。 

といへ り。 これ 鏡の 德たる 明卽ち 正直 を 其の 中心とする こと を 明言せ るな り。 この 事 は 著者が、 本書に 

反復して 說 ける 所な"。 たと へ ば應神 ^皇 が 八幡の 神と あら はれ 給 ひて A 正道 を 說き給 ふとせ るが そ 

れ にっきても 

凡そ 心 正 なれば、 身 口 は 自ら 淸 まる。 II 一 業に 邪な くして 內外眞 正なる を諸佛 出世の 本 寅と す • 巾 

明の 垂迹 も 叉 是が爲 なるべし。 (一 五 九 頁) 

とい ひ、 

fK 照 大神も 只 正直 をの みぞ 御 心と した ま へ る 。(一六 三 K) 

とい ひ、 更に 又 この 正直の 敎は祌 道の 極致と する 所以 を 切言せ り。 曰 はく、 ， 

されば 二 所 宗廟の 御 心 をし らんと 忍 は „ 只 正直 を 前と すべき 也。 大方 ！K 地の 間 ありと ある 人 陰 

陽の 氣を 受けたり。 不正に して 立つ ベから す。 殊更に 此國 は神國 なれば、 神 逍に逮 ひて は | 日 も 8 

砷皇 正統 記 論  ヒセセ 


神^ 正統 記述^ 附^  七 七 八 

月 を 戴く まじき 謂れ 也。 

といへ り。 

然 ら ば. そ の 正直と は 如何なる 事 をい ふか。 著者 曰 はく、 

仉、 北 ハぶ を學び て 源 を 明め ざれば、 事に 望み て覺 えざる 誤 あ 其 源と 云 ふ は、 心に 一物 を 貯 へざる 

を 云 ふ。 然も^ 無の 內 に^るべ からす。 天 地 あり、 君 親 あ リ、 善 惡の報 影響の 如し。 己が 欲 をす て、 之 

を 利す る を 前と して 境に 對 する 事 鏡の 物 を 照す が 如く 明々 として 迷 は ざらん を 誠の 正道と 云 ふべ 

きに や。 ( 一 六 六 頁) 

誠 を說き て、 か くの 如 く、 切 實 周到なる もの 蓋し 稀な り。 まことに 至 言 とい ひつべし • 

ら ば、 そ の 正直の 德を養 ふ 道 如何。 著者 曰 はく、 

少しの 事 も 心に ゆるす 所 あれば 大きに 誤 まる 本と 成る。 周易に 霜 を 履て 堅 氷に 至る と 云 ふ 事 を 

孔 f 釋 しての 給 はく、 積善の 家に 餘慶ぁ り、 積 不善の 家に は餘殃 あり。 君 を 殺し 父 を 殺す 事 もー翊 

1 夕の 故に 非す と 云へ り。 毫^ も 君 をい るかせ にす る 心 をき ざす 物は必 す亂臣 となる。 芥藩も 親 

を おろそかに する 形 在る 者 は枭し て、 賊 子と なる。 此 故に 古の 聖 人、 道 は 須臾 も 離る ベから す、 離 る ベ 

き は 道に 非す と說 けり。 ( 一 六 六 頁) 

と。 修德の 心得と して はこれ 亦 間然す る 所な し。 而 して その 修德の はじめと して 首 語 を愼 むべき こふ 

を 論ぜる は 誠に 肯綮に あたれり とい ふべ し。 曰 はく、 


霄 語 は 君子の 樞機 なりと いへ り • 白地に も 君 をない がしろ に し、 人 にお ごる こと は あるべ からぬ 

ことに こそ、 先に 注し 侍りし 如 く、 堅 き 氷 は 霜 を 踏む よお いたる 習 なれば 亂ほ 賊子と 云 ふ もの はせ：. 

始心 ことば をつ つし まざる より 出で 來 るな り。 (六 六 五 頁) 

といへ り。 

凡そ 著者の これらの 論、 道 德の根 柢、 修 德の 心得と し て、！ w は簡 なりと い へど も、 よく 要 を 得て、 今 曰と い へ 

と も、 こ ^^上の 理な く、 ヌ これ を 用 ゐて盡 くる ことなき なり。 ことに 臣 たる ものの 邁を ^じて、 

凡そ 王土に はらまれ て、 忠 を f い たし 命 を捨 つる は 人臣の 道な り。 必す これ を 身の 高名と 思 ふべき 

にあら す。 (六 六 二 頁) 

と 述べた ると こ ろ、 道 德の 本性た る、 道た るが 故に 行 ふとい ふ 眞理を  一 W にして 喝破せ る ものにして 火焰 

萬 丈、 千 古 を 照す とい ふべ し。 これ を 以て も 著者が 優越せ る 道 德觀を 有せし を 見るべし。 

更に 叉道德 を 以て 世の 善惡 を判斷 すべき 原理と せる こと は 著者が 疆 所謂 末世と いふ ものの 意義 を說 

ける にて 知らる。 曰 はく、 

世の中の おとろ ふると 中す は 日月の 光の か はるに も あら す、 草 木の 色の あらたまる にも あら じ • 

人の 心の 惡 しくな り. 行く を 末世と は い へ るに や。 (六 六 S  .5 

といへ り。 至言と いふべ し。 然り而 して、 世の 治亂は 畢竟 この 德敎の 行 はるる か 否かに よるとい ふこと 

を 著者 は 信ぜり。 故に かの 保 元 平 治の 亂の 際に 朝廷より して 義 朝に 命じて 爲義を 斬らせられ しこと を 
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論 じ て、 後 

保 元 平^より 以 來、 fK 下亂れ て武用 さかり に、 王 位輕く 成りぬ。 未だ 太平の 世に 歸ら ざる は 名 行の 

破れ 初めし に 依れる 事と ぞ 見えた る。 (四 六 六 頁) 

といへ る はこれ 亦 至 一 1 目 に し て、 治 亂の an に德敎 にか かりて 存 する こと を 知れる ものに あらす ばい ひ 得 

ざる 祈な り。 

以上の 如く なれ ば、 著 者 は その 當 時の 世相に 對 して は その 道 德の敎 の 地に おちた る こと をいた く愤り 

も し、 叉 s へ もした る こと は 明かなる が、 然 らば 著者 はこれ を悲觀 せし かとい ふ に、 決 して 然ら や。 

代 下れり とて 自賤 むべ からす。 天地の 初 は 今日 を 初と する 理 あり。 加 之 す、 君 も 臣も祌 を 去る 事 

遠から す、 常 に 冥 の 知見 を 顧 み、 神 の 本 誓を覺 りて 正に 居 せん 事 を 志し、 邪な からん 事 を 思 ひ 給 ふべ し。 

/  二 六 六 頁) 

と。 これ 豈に 悲觀 論者の 霄 ならん や。 又、 後 村 上 天 皇の 御世 を 申す とて、 

いまの 御門 叉、 天 照大 神より このかたの 正 銃 を 受け ましく ぬれば、 こ の 御 光に あらそ ひ 奉る 者 や 

は あるべき。 中々 かくて しづ まるべき 時の 運と ぞ覺ぇ 侍 る。 (六 九 八 頁) 

著者の この 信念 は 短日月の 間に 容易に 實現 する こと を 得 ざり しが 如く なれ ど、 數 百年 を經 て、 今 日の 聖世 

を^き 出した る、 そ の 原動力 は 著者の こ の 思想， の 力なれ ば、 決 して 著者の 勞は效 なくして 終れり とい ふべ 

拳 

からざる なり。 


以上 述べ 来り て、 著 者の 論の 根 

帝王の 學と 道と を說 き、 叉 政治の 

の 觀察を なさむ とす。 而し てこ 

る る が、 先 その 點 より 說 かむ。 

惟 ふに 帝王 舉と いふ もの あり 

王 をして 帝王た る 道 を 行 はしめ 

き 意 を 以てすれ ば、 本 書 は 帝王 學 

先づ その 國體と 皇位 繼 承との 

り。 本書 はこれ を 明かに する を 

のの 德を修 むべき こと を カ說せ 

正道の 說 明に 於いても これ を 强 

叉此鏡 の 如くに 分明なる 

下 をし ろしめ せ。 神 劎を提 

て 皇統 一 種 正しく まします 

又 曰 はく、 

神 ^ 正^ 記 論 


柢 とする 部分 は 略 これ を 窺 ひたり。 然れ ども 

要 道 を 述べ、 又臣 たる もの の 道 を 論 ぜ り。 今 こ 

に 於い， て 帝王の 學と 道と を 說 くこ 


れら のうち 

や 否 や、 わ れ 

むこと を 說 

の敎科 害と 

重大なる 所 

目的と せる 

り。 この 事 

く說 けり。 

を 以て 天下 

ザて- H 下 P 

事 誠に 是 等 


これ を 知らす。 然れど も、 帝 王 をし 

くもの あら ば 、こ れを 帝王 擧と いひ 

いひても 可なら む。 

以と事 實とを 知る こ と、 も とより 帝 

こと 旣に說 ける 所の 如し。 更に 進 

はか. の 三種 神器の 條 にも 力 說 せる 

曰 はく、 

に 照臨し 給へ。 八 坂瓊の ひろがれ 

る^ を 平げ 給 へ と 勅し まし け 

の敕に 見えたり。 (七 八 頁) 


上述の 目的の 外に 加へ て 

れらの 方面に つきて 一 往 

と は 特に 丁寧な りと 思 は 

て 君た る 德を備 へし め、 帝 

て も 可なら む。 かくの 如 

王に 絕待的 必要の 事件な 

みて は 本書 は 帝王た る も 

が、 更に、 八幡 大神 の 條の八 

るが 如くに 曲 妙 を 以て 天 

ると ぞ。 吐國 の神靈 にし 


七 八 1 
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力 く 

觀察 


と 一 


と い 

の 故 


此 三種に 就きた る 祌敕は 正しく 國を 

の 如くに して 祖宗の 御 精神 を體 して こ 

せらる。 _衣 曰 はく、 

我國 は神國 なれば H< 照 大祌の 御 計 ひ 

しからす、 又 終に は 正路に 歸れ共 一 旦も 

三 七き 

叉 曰 はく、 

十 善の 戒カ にて H< 子と は 成り 給へ ど 

正に 歸 り、 元 を 元と して 邪 を 捨てられん 

へり。 かくの 如 く、 帝 王た る實を あげら 

に 


と 


と い 


持ち まします べき 道なる 

の國に 君臨 せらるべき も 

に まかせられ たるに や。 

沈ませ 給 ふためし も あり" 


も、 代 々 の 御行 迹善惡 又 ま 

事ぞ祖 神の 御 心に は 叶 は 

れ むに は そ の德を 十分に 


ベ し。 (八 一 頁) 

のな りと する が、 著 者の 本旨な りと 

さ れ 共、 其 中に 御 誤 あれ ば、 曆數も 久 

是は皆 自らな さ せ 給 ふ 御 科 也。 (三 


ちく 也。 か- T れ ば、 本 を 本と して 

せ 給 ふべ き 。(三！ 二 七 頁) 

供 へられむ こと を 必要と せり。 こ 


聖德は 必す百 代に まつらる とこ そ 見え たれ 共、 不 德の 子孫 あら ば、 其宗 を 減すべき 先踨甚 多し 八 

八 頁) 


ひ、 

か X れ ば、 先 祖大 なる 德 あねと も 

ひ て、 反省 を 王 者に 求む る こ と切實 


不德 

な り 


の 子 孫、 宗 廟の祭 をた たん 事 疑な し 。(一九 〇 頁) 


^くの 如くに して 著者 は 帝王の 舉の 第一と して 修養 を勸 むる こと 丁寧 到らざる なし • 然ら ばビ の f 

むべき 德は 如何なる もの かとい ふ に、 汎 く 人と して の德 すべ てこれ 帝王 も修 むべき も ひ. にし て、 そ の 一 ^ 

性に つきて いは r  、特 に 帝王の 德と いひて 狹く すべきに あらね ど、 帝 王の 帝王た る 所以 は その. 大覆は ざ 

るな き 絶大なる 地位に あれ ば、 こ の德の 大、 そ の 道の 大は 臣民な どの 局部に 偏せ る ものと 同日に して， す 

べきに あらす。 これ 著者が、 そ の 帝王の 德の 修養に ことに 力 を 注げる 所以なる べし。 然 らば 帝王の 德の 

修養 は 如何。 

この 事 も 亦 一 般の 修養と 同 一 にして 特に 帝王の 修 養， と して あぐべき 點 なきが 如しと い へど も、 し か も 

帝王 力 その 地位より して 往々 陷り 易き 點 あるに つきて 著者 は 頗る 力 を 致して これ を說 けり。 それ は^ 

ぞと いふ に、 往 々にして 臣下の 爲に その 明を蔽 はるる が 如き 弊 ある ことなり。 この 點 にっきて は 著者 は 

頗る 苦心せ る 所 ありと 見ら る。 應神 H< 皇が讒 を 信じて 武內宿 禰を誅 せむ とした まひし 事 を 叙して は、 

上古 神靈の 主鐽か X る あやまち ましく しかば 末代 爭 かつん しませ 給 はざる べき 二  ^五 頁」 

とい ひ、 又菅公 左遷の 事に 關 して は、 

猶御 幼年の 故に や 左 相の 讒 にも 迷 はせ 給 ひけん。 聖も賢 も 一失 は 有べき にこ そ、 其 趣經 書に 兑ぇ 

たり。 されば 曾 子 は 吾 曰 三 省， 一 吾 躬 一と 云 ふ、 季 文 子 は 三思と も 云 ふ。 聖德 のき 御座さん に 付ても 彌愼 

みます べき 事 也 。(三 五 七 頁 } 

とい ひ、 到る 所に 帝王 修德の 心得 を說 け.^。 然して その 具騣 的の 御 謂と して は 主として 宇多 天^御^ 誠 
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を あげたり。 これ 亦 もとより 當然 

w tci 論に 次いで は 帝王の 舉 問の 

ぜ る が、 後 宇 多： 人皇の 條に 於い て、 最 


せ 奉 

し と 

といへ る 

主 たる も 

力く の 

て 諸道 を 

九 六 

この 事 は 


に仇士 良と 

るな。 は 力 

云 ひけ る、 今 

• そ の 續 痛 烈 

のの 顧る ベ 

如くに して 

弘く 知らる 

は 徘&に 力 

頁) 

犟に 帝王の 


七 八 四 

の 事と して 用意周到 間然すべき 所な しとい ふべ し。 

丁寧な り。 これ も亦寬 平の 遺誡 を 基と して 論 

^。 ことに、 


て 近習の 宦者 

なき 遊び 戯れ 

も 在りぬべき 

-奸 佞の 徒 をし 

き耍點 たり。 

著者 は 帝王の 

ベ き を 論 ぜ り。 

ぎら す 儒道 の 

學 たりと いふ 


必要 を 論す る こと 頗 

も詳 かに これ を 痛論 

に て 內 權を 取 り、 極 め 

をして 御 心を亂 るべ 

事 に や。 (五六 八 頁) 

て膽を 寒から しむる 

而 して 又 帝王 輔佐の 

舉 問の 必要 を 到る 處 

- この 事 は 嵯峨； 大皇 

ニ敎 乃至 諸の 道賤き 


る 

し 一 

の 


る奸人 也。 其 黨 類 

- 書 を 見て 此道を 


に敎 

知り 


の あり 

臣の恒 

カ說せ 

條に說 

まで も 


- ことに 末 

に紳に 書し 

る が、 そ の 擧 

く 所 最も 著 

おこし 用ゐ 


の 

し 

る 


へ け 

給 は 

鐘 は 

る ベ 

一 に 


る は 

ば、 我 

千古 

力 ら 

そ の 

と 云 


人 主 

輩 は 


に 

ふ 


わ 

ベ 


に 書 を 見 

失せぬ ベ 

たりて 人 

金言たり 

不可と し 

曰 はく、 

き 也。 (二 


に 止まら す、 王 道と し 

しても 著者 は 信ぜるな り。 著者 は神皇 正統の 道 を說き て、 さ て 曰 はく、 

此 理を覺 り、 其 道に 違 はすば 內 外典の 擧問 も此に 窮まる べきに こそ 

は 外典 * 布の 力 也と 云つべし。 魚 を 得る 事 は 網の  一 HI によるな れど、 

4 


て かく あるべき を、 そ の 本源た る 神道の 精神より 


され ど此 道の 弘 まるべき 事 

衆目の カ无 けれ ば、 是 を 得る 


事 難き が 如し。 應神 天皇の 御代より 儒 書 を 弘 めら れ、 聖 德 太子の 御 時より 釋敎を さかりに し 給 ひし 

是皆權 化の 神聖に まし ませ ば、 天 照大 神の 御 心 を 受けて 我 國の道 を弘め 深く し 給 ふなる べし。 (八 一 一 頁) 

とい へり。 これ 卽ち儒 佛ニ敎 を 以て 皇道の 羽翼と すべき こと を 主張せ る ものにして、 帝王の 學 もまた こ 

の 態度に 出づ べき を 精神と せり。 かくて その 擧問 は儒敎 のみなら す、 佛 敎 にも わたるべ く、 怫 敎に 於いて 

も 諸宗を 洽く 知りた ま はす ば、 帝 王の 道に たが ふとして、 これ を說 くこと 一 斑な が ら、 諸 宗に わたれり。 從 

來の擧 者、 著 者の この 用意 を 顧みす して、 著者が 佛 道に 偏せ りと なす。 余 惟 ふに ビれ 決して 偏せ るに あら 

す。 當時 人心の つながる 所 主として この 佛敎 各宗 にあれ ば、 そ れらの 宗^の 如何 を 知らす して わが 國を 

台め むこと 難 かりし ならむ。 著者の 見る 所 は單に 信仰より のみい ふに あらす し て、 平 々蕩々 たる 帝王の 

一 視 同仁の 精神より して 洽く 諸宗 にわた り、 諸 道に 通じて まします べき を 主張と せる が爲 なり。 

著者 は 上の 如き 精神 を 以て 音樂 より はじめ 諸藝諸 能に つきても 決して 疎に せらるべからざる を 論ぜ 

り。 かくの 如き 見地より 見れ ば、 著 者 が、 支 那の藤 代 を概說 せる こ と、 又 儒 敎佛敎 道 敎の祖 とその 敎の大 皆 

を說 くこと との 如き は 神皇正 銃の 本旨より 見れ ば、 殆 ど 無用の 言の 如く 見 ゆる ことなれ ど も、 賁 は 帝王の 

擧 として、 必要の 事た る こと を 知るべき なり。 著者の この 精神 を 酌まざる もの は、 叉 上述の 支那 藤 代の 興 

亡の 如き は 無用の ー一  一一 口 を 弄する が 如くに 見 ゆべき なり。 

かくの 如く 支那 歷 代の 興亡に つきて 注意 を 怠らざる 著者 が、 わ が國の 政治 上の 治 亂婢收 に 注意 を 怠ら 

すして その 要 を あげて これ を 論す る こと ある はもと より 當然の 事と いふべ し。 これ 一 而 より 兌^ば 政 
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洽 史、 文 明史の 如く 見 ゆる 點 にし て、 最 初に 論ぜし 如 く、 本 書が 歷史 なりと 論ぜられ たる 點 ここに あれ ど ど 

れ はもと より 史論 をな さむが 本旨に あらす して、 この 治亂與 敗の 跡 を 論じて 以て 君德 輔導の 一 端に 供せ 

むと せし ものと 見ら る。 この 故に その 論は犟 なる 放 言 にあら すし て、 こ の治亂 興敗の 跡 を 顧みて 以て 政 

仏山 を 行 はる べき を 到る 處に切 言 せるな り。 

十一 

この^ 亂 興敗の 迹を 論す る は 上述の 如く 帝王 擧の 一 端と して 述べたり と考 ふべき もの なれ ど、 その  一 W 

を 兄 る に、 同 時に 執政 輔佐の 任に 當る ものの 鑑戒 とせよ と 論 すると ころ 少 からす これ この 書 が、 帝 王 の 

みなら す、 執 政 輔佐の 任に 當 るべき 人に も參考 になれ かしと 冀 ひて 編せ るが 故なる べし。 而 して その 治 

亂興收 の迹を 論じて これ を 判す るに は 一 定の檩 準な かるべ からす。 ここに これが 標準と したる 著者の 

政 近 論 を 一 瞥 せむ とす。 

先 づ^^ が 政^の 指針 を いづれ に 求めた るかと いふに、 旣 にも 述べた る 如く、 これ を 三種の神器 により 

て 示されたり とするな^。 そ はかの 正直 慈悲 智慧の 三德を 叙した る 後に、 

此の 三德を 翕せ 受けす して は 天下の 治まらん 事 誠に 難 がるべし。 神敕 明かに して 詞約 かに 旨廣 

し。 剩へ 神器に 彰れ給 ヘリ。 いと 忝な き 事に や。 (八 二 頁) 

と い ひ、 叉、  ， 

凡、 政道と 云 ふ 事 は 所々 に 注し 侍れ ど、 正直 慈悲 を 本と して 決 斷のカ あるべき 也べ 六 二 八 S 


ての 行動 一切 處僞な り 

治の 道に かぎる ベから 

政治 あらん や。 著者の 


といへ り • 言 簡 なれ ど、 政 道の 要 をつ くせり。 正逭は 誠な り。 誠なら ざれ ば、 す ベ 

虛僞 にして 天下の 治まるべき 喾 なし。 され ど， 誠 は 一 切の 道の 根柢に して 特に 政 

す。 政治の 道と して は その 決斷 にある ことい ふまで もな し。 決斷 なくして 何の 

言 簡にして要を得たり とい ふ はこの 故な り。 

さて その 決 斷卽ち 政道の 要諦 は 何かとい ふ に、 著 者 は 曰 はく、 

. 決 斷と云 ふに とりて あまたの 道 あり。 一 に は 共 人 を えらびて 官に 任す。 

は垂 拱して まします。 されば 本朝に も 異朝に も、 是 を 治世の 本と す。 二に は 

必す 其理 のま まに す。 三に は 功 ある をば 必す賞 し、 罪 ある をば 必す 罰 す。 こ 

す 道 也。 是に 一 もた がふ を亂 政と はいへ り。 (六 1 1 八 頁) 

と。 これ 卽ち 政治の 實 地の 方途 を 示せる ものにして、 一 國の治 亂與亡 は 一 にこの 

か 否かに かかりて 存す。 かくして それの 詳細に わたりて 論す る 所 反覆 丁寧に し 

ことに かの 建 武中與 の 成敗に 論及せ る 所、 爲 政 者の 服膺して 常に 鑑 むべき 所た る 

だ その 言、 頗 る 委しく して 一 々これ を 引用し 得ざる を遣憾 とす。 しかも 謬 擧と尸 fi と を戒 むる こと 痛切 

に、 功 を 賞す ると 官に 任す ると を峻刖 すべ. きこと を 論じて 濫赏を 戒めた る 如 き、 現 代に 於いても まさしく 

服膺 せらるべき 金石の たりと す。 

以上お する 所 は 主として 政治の 形式な り。 ここに 其 政^の 實質 にっきて 著者の 論す る 所 を：^ む。 C 
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すべし。 民の 賦歛 
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は 誤 也。 (五 四 六 頁) 

ひ、 さ て、 王政の 復古に つ 


き て、 そ れ に該當 すべき 實績 あるべき を 主張せ り。 卽ち、 


所々 に 申し 侍る 事な れ ど、 天 日 嗣は御 讓に任 せ、 正 銃に 歸らせ 給 ふに 取りて 用意 在るべき 事の 侍る 

也。  (五 四 七 頁) 

とい ひ、 

我國は 神明の 誓 ひ揭焉 くして 上下の 分定れ り。 然も 善 惡の報 明かに、 因果の 理り签 しから す、 且 は 

遠から ぬ 事共 なれば、 近代の 得失 を 見て 將來 の鑑誡 とせら るべき 也。 (五 五 二 頁) . 

とい ふなり。 この 用意 は 如何なる 事 かとい ふとい ふ に、 著 者が 承 久の變 の 論の 中に い へる 言に、 

先、 誠 の 德政を 行 は れ、 朝 威 をた て、 彼を尅 する 計の 道 在りて 其 上の 事と ぞ覺ぇ 侍る。 且は 世の 治 1 

%  ヾニ， に" 

の 姿 を も 能く 知らせ 給 ひて. 私の 御 心なく ば、 干 戈 を 動かさる る 敫、 弓 矢 を を さめら るる か、 天 の 命に 任 

せ 人の 望に 隨 はせ 給 ふべ かりし 事に や。 (五 二 三 頁) 

と あり。 卽ち 民政に 於い. て眞に 民心の 悅服 する 所 無く ば、 決 し て、 眞 の 王政復古 は 得られす とする ものた 

る や 明らかな り。 

かくの 如き 兑 地に 立ちて は 勢 やむ を 得 す、 賴 朝泰 時が 民政 上の 功 を 認めざる を 得 ざり しなら む。 古來 

著者の 賴朝泰 時論 は、 識者の 論議す る 所に して、 かの 伴 蒿蹊の 如き 人 をして 「あやしぶ に 足れり」 と 評せし む 

るにまで 至れるな り。 神皇 正統の 記に し て、 又 h 下の 分 を 正しくせ む を 本旨と する 本書に し て、 上 の 如く、 

不臣の 賴 朝、 泰 時 等 を 謳歌す る 如く 思 はしむ る  一一 一一 口 議 ある は、 恐 らく は 著者の 本旨に あらざる べし。 然 れど、 

時世の 變、 若 しビ れらの 人々 なく ば、 『日本 國の 人民い かに かな リ なま し」 と 思 ふ 時 に、 自 然 にこの 論に 出で ざ 
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る を 得 ざり しなるべし。 而し てこれ は^: に 王者た る も の、 又 その 輔佐の 重臣に 仁政 を 施す にあら す ば、 決 

して 君主た るの 實を完 くす る もの にあらざる を 敎 導せ むが 爲の 苦衷より 出で たる 微 f  一  n に 外なら じ。 そ 

の 苦衷の 微 # を 0 せ す、 表 面の 語の みに て 著者 を 論す るが 如き は、 未 だ 著者の 本旨 を さとらぬ もの にあら 

ざる か。 こ. の兒 地より して 余 は大町 桂月の 見 を 以て 群 を 絶せ りと す。 曰 はく、 

この 一節 仁政 をカ說 す。 頼朝泰 時は處 にして 仁政 は實 也。 親 房の 賴朝泰 時を褒 むる は卽ち 仁政 

を褒 むる 也。 千古の 公論 也。  ， 

と。 余 曰 はく 桂月の 論 も 亦 千古の 公論な りと。  • 

抑 も 武家政治 はわが 國 體 よりして 見れば、 決して 容認すべからざる 變態 なり。 建武の 中興 はこの 變態 

を 正に かへ されし なり。 然れ ど、 そ れ に相當 する 實質を 政治の 上に 真へ すして 失敗せ るな り。 目の あた 

りこ の 事竄に 直面せ る 著者の 胸裡枭 して 如何なる ものな リ しか。 今より して 想像す る こと 能 はざる 程 

の 苦 悶 ありし ならむ。 而し てこの 變態を 惹き 起せる 史觀は 著者 をして 如何なる 意見 を はか しめたる か。 

抑 も、：. K  ,! ^親政の 政治の 上に 著しき 變態を 生じた る は 藤 原 氏の 攝關 政治 を 以て はじめと す。 著^ はこ 

れを 如何に 觀 じたる か。 著者 は淸 和の 御 時 藤 原 良 房が 人臣に して 攝政 たる ことの 始を 叙した る條 に、 

此 fK 皇の御 時 良 房 大臣の 攝 政より して ぞ、 正 しく 人臣に て攝 政す る 事は始 りけ る。 

とはい ひたれ ど、 こ れ にっきて は 何等の 批評 を 下さ す、 藤 原 氏 が國政 をと る は 神代 以来の 宿命な りと する 

ものの 如し。 され ど、 か くの 如き はもと より 藤 原 氏 一 家の 言 にして 公論^ あらす。 著者が これ を sp せ ざ 


る もの は 時世 上 已むを 得 ざり し 事なる ベ けれど、 もと-より 公論に あらざる なり。 更に 叉 基 經が廢 立 を も 

行した るが 如き も 決して 臣節 を盡 したりと い ふ を 得ざる なり。 しかも 著^ また 「いと 目出度し」 と贊 せり。 

かくの 如ぐ にして 著者の 攝闢 政治に 對 する 議論 は 公正な りと いふ こと は 躊躇 ぜ ざるべからざる なり。 

かくて この 攝關 政治の 弊に 堪へ すして これ を 打開せ むと せられ. しが 後 三條^ 皇 なり。 天皇 はよ く 藤 

原 氏の 專横を 抑へ 耠 ひし かど、 不幸に して 世 を 早くし ましまして、 親政の 基 を かたくし 給ふ遑 あら ざり き C 

白 河 天皇 その後 をう けて 親政の 實を あげられし かど、 讓 位の 後院中 にて 政 を 知り 給 ふこと 四十 餘年。 こ 

こに 前代未聞の 院政と いふ 變態を 起されたり。 

院政に ついての 著者の 評論 は 肯綮に あたれり。 曰 はく、  , 

墦 して 此 御代に は院 にて 政 をき かせ 給へ ば、 執 柄 は 只 職に 備 りたる 計に 成りぬ。 され ども、 是 より 

又 古き 姿 は 一 變 する にや 侍り けん。 執政 世 を 行 はれし かど も、 宣旨 にて こそ 天下の 事 は 施行せられ 

しに、 此御 時より 院宣、 廳下文 を 重く せられし に 依りて 在位の 君 又 位に 備り 給へ る 計 也。 かか^  Q.^ 

れる 姿なる べきに やぎ 一 五 頁) 

と。 この 言、 僅かに  一 二言せ るに 止まる やう なれ ど、 能く 味へば、 千 萬の 言 を 費せ るよりも 有力なる 批難な 

り。 抑 も 攝關の 政治 は 如何にも 大權を 千せ る 如く なれ ど、 それ は內 部に ての 事に して、 その 行 ふ 所 は 一 々 

悉く 勅命 及び、 g 命に よりて 委任せられ たる 太 政官. の 公式に よりて 執行せ る もの なれば、 法規 上 一 點の批 

議 すべき ものな し。 これ 著者が これ を 容認す る を 得し 所に して、 この 點 よね 見れば、 われら も 亦 同じく 然 
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りと いふに 蹿躇 せす。 卽 ちその 頃 は 藤 原 氐專 撗の實 ありと いへ ど も、 勅 命 を 經る にあら ざれ ば、 一 毫 も .E 

.E にこれ を 行 は ざり しな^。 卽ち藤 原 氏 は專橫 なりと い へど も 一 天の 君の 主權を 干犯す る ことな かり 

しなり。 

凡そ 國.^ の、！ f- 權 が絡對 最高 唯 一 . の ものなる 以 上、 在 位の 天 皇の 上に ありて これ を 左右す る ものの 存す 

べき 理 なし。 こ の 故に TK 皇讓 位の 後 は、 當 代の 天皇 は 血統 上 卑屬に まします と いへ ども 唯一 最高の 天位 

に まします 以 上、 法 理 上、 上 皇、 法 皇は 臣下の 地位に ありと いふべき 關係 にあり。 この 故に 宇多 法皇の 如き 

は 常 代の 君に 上表して 臣 某と 稱 せらる るに 至れり。 かくの 如き は 臣民た る ものより 彼是の 論議 を 加へ 

奉るべき ものに あらざる べしと い へど も、 法 理の 上より 論 すれば まさしく 然るべき なり。 隨 つて 遜 位の 

上皇 力 政治に 嫁 を 容れら るるが 如き こと は存 すべから ざる ものと せり。 然れば i 者 者 は 曰 はく、 

おり ゐ にて 世 を 治らせ 給 ふ 事 昔 はな かりし 也。 孝 謙 脫屣の 後に ぞ廢帝 は 位に 居 給 ふ 計と 兄え た 

れ ど も、 古 代の 事 なれば 確なら す。 嵯 峨、 淸 和、 宇 多の 天皇 も只讓 りての かせ 給 ふ。 圆融の 御 時 はやう 

やう 知らせ 給 ふ 事 も 在りし に や、 院 の 御前に て 攝政兼 家のお とど 承りて 源の 時 仲の 朝臣 を參議 にな 

された ると て 小 野 宫實資 大臣なん ど は倾け 申されけ ると ぞ。 (四 一 一 四 頁) 

と • これ 在位の 天皇の 上に 加 ふるもの ある 時 は 天皇の 神聖 はこ こに 害せら れ、 主 權の 最高 絕對の 地位 は 

保 たれざる が爲 にして 天皇 を 至上と する こと は 千古 不磨の 公規たり。 然る に、 こ の 院政 は ；大 皇の 上に 院 

と い ふ 實權者 あり て こ れを 左右し、 勅宣、 太 政官符 の 上 に 院宣. 院廳 の 下 文と い ふ もの あ り、 そ の 勢力 これ を 


左右す る もの あ り、 こ こに 天 皇 以上 ひ實權 者 あら はれた る ことと なる。 これ もとより 攝關の 專橫を 抑へ 

て、 皇 窒 に政權 を囘收 せられむ が 爲の擧 なること は 明かな りと い へど も、 fK 皇の 法理 上の 大權が 害せられ 

たる ことこれ より 甚 しき はなし。 これ 著者が、 

世の 末に 成れる 姿なる べきに や。 

と浩 嘆せ る 所以な り。 こ の 弊政 は、 著者の 時まで 繼續 せり。 こ の 故に 本書 を 見ても、 往々、 

. 戊 午の 年卽 位。 已 未の 夏 四月に 改 元、： 兀 應と號 す。 始 つかた は 後 { 、于多 院の御 政な りし を 中二と せ 

計 有りて ぞ讓り 中 させ 給 ひし。 (後醍醐 天皇の 條) 

と あるが 如 く、 御 卽 位 と、 御 政と は^ 途 になり しなり。 かくの 如き はビ れ 5J! に變 態とい はざる ベ けむ や。 

而し てこの 始は. ill 河 天皇の 院政に はじまる。 わが 皇位の 輕く なりし はま さしく この 時に あり。 著者が 

これ を 極 言 せし はもと より 當を 得たり とい ふ べきな り。 

かくの 如き 變態 政治の 行 はれた る はこれ もとより 著者の 主張す る 如 く、 人 心の 惡 しく なれる^^ に 外 

ならす。 論す るまで もな く、 こ の .21 河院の 時より わが 國家は 有形無形に 變態を 起したり しなり。 これが 

爲に 一 轉 して 保 元 平 治の 亂 となり、 ここに 平氏 專權の はじめ をな し、 平 氏の 專權が 因と なりて 反動的に 源 

氏の 勃與を 促し、 ここに 武家政治と いふ 一 大變態 を 生 じ、 公 家の 院政と 内 外相 應 じて、 わが 國家 をば 未曾有 

の變態 政治に 導きた るな り。 この 變態 政治 はもと より 天皇 親政の 根 本義に 牴觸 する こと 甚 しと い へど 

も、 勢 蓋し 己む を 得ざる もの ありし ならむ 3 
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神^ 正統 記述^-は 錄  七 九 S 

武^政治に つきて は 著者 は その 創始に 閼 して、 

平氏 滅亡して しか ば、 天 下 本の 如 く、 君 の 御 ままなる べき かと 覺 えしに 賴朝勳 功 誠に 樣 なかり けれ 

ば S らも 權を恣 にす。 君 も 又 打 任せられ にければ、 王家の 權は彌 々衰 へに き。 

とい ひて 一 旦 はこれ を 批難せ る が、 し かも 勢の 已むを 得ざる 所 ありと して これ を 認めざる を 得ざる こと 

をい へり。 その 承 久の亂 の 論の 中に 曰 はく、 

賴朝勳 功 は 昔より 類 無き 程 なれ ど 偏へ に 天 下 を 掌に せし か ば、 君 として や す 

るも理 也。 況ゃ其 跡 絶えて、 後窒の 尼 公、 陪 臣の義 時が 世に 成り ぬれ ば、 彼 跡 . を 0 

らる べしと 云 ふ も 一往の 謂な きに 非す。 然れ ども 白 河 鳥 羽の 御代の 比より 政 

袞へ、 後白河の 御 時 兵 革 起り て姦臣 世を亂 る。 天下の 民 ほと ほと 塗炭に 落ちに 

て、 其亂を 平げ たり。 王窒は 古に 復 るまで なかり しか ど も、 九重 の 塵 も 治り、 萬 民 

. 下堵を やすく し、 東 より 西より 其の 德に 伏せし かば 實朝 なく 成りても 背く 物 あ 

まさる ほどの 德政 なくして 爭で たやすく 覆さる ベ き 。(五一 一 二 頁 —— 五 ニニ 頁) 

お 者の 武家政治に 對 する 態度 はま さに かくの 如し。 要するに 武家政治 は 名 敎の廢 

て^ 者の 根本主義 よりい へ ば、 も とより これ を 否認す る ものな りと い へ ど も、 そ の 民 

よりも^に まされり とする ものな り。 この 故に 實際 上、 こ れに とりて か はるべ きも 

政^ 古の 實は あがる ベから. f とする もの これ 著者 胸中の 積懸 なりし ならむ。 しか 


力 

の 


ら 

肩 

と 


すお ぼし 

御 心の ま 

古き 姿 や 

も S まり 

は^! えす 


め 

う 

ぬ 


れ 

も 


に 因す る もの 

は、 當 時の 公家 

の 存在せ ぬ以 

こ れ を建武 の 


しけ 

に せ 

振 ひ 

是 に 

と し 

政治 

上、 王 

中與 


に實 現す る こと を 得 やして 签 しく llnll に寓 して 後代の 知己 を 待て る、 著者の 苦衷 を 思へ ば、 感慨無量な る ^ 

の あり。 然れど も、 著 者の この 苦衷 は 六 百 歳の 後に して はじめて 報いられたり。 然 らば 著者の この 書 を 

著しし もの 決して 徒勞に 終ら ざり きと いふべき なり。 

十： 

著者の 政治 論 は 一 面 帝王の 參考に 供せ むが 爲の ものにして、 一 面 は 執政 輔佐の 任に 立つ 者の 訓誡と せ 

る もの. あり。 ここに その 臣道 を說 ける 方面に つきて なほ 一往の 觀察を 施さむ。 

著者 は 政治 論 を說く 毎に. この 執政の 臣に 注意 を與 ふること をば 決して 忘れざる なり。 曰 はく、 

國の 主と もな り、 輔 政の 人 ともなりな ば、 諸 敎を 捨て 機 を 漏 さすして 得 益の ひろ からん 事 を 思 ひ 袷 

ふべき 也。 且 は怫敎 にか ぎら す、 IT 道 のニ敎 乃至 諸の 道賤 しき 藝ま でもお こし 用ち ゐるを 聖代と 云 

ふべき 也。 (一 一 九 五 頁 I  二 九 六 頁) 

と い ひ、 又、 

我 國は王 種の か はる 事 はな けれど も、 政 亂れ ぬれ ば、 曆 數 久しから す、 繼 體も逮 ふため し、 所 々に 注し 

^りぬ。 況ゃ 人の 臣 として 其 職 を 守るべき におき て を や。 (二 九 七 頁) 

といへ るが 如き これな り。 

かくて 一般に 人臣の 道を說 ける は 後嵯峨 天皇の 條下 にあ ひ。 曰 はく、 

^して 人臣と して、 君 をた ふと み、 民 を 哀 み、 天 にせく ぐ ま り、 地 にぬ き 足し， 日月の 照す を卬 ぎても 心 
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の黑 くして 光に 當ら 

し。 朝夕に 長 m 狹田 

ひも 入れ す、 在 るに 任 

況ん や 國枘を 取る 仁 

す ベ き。 k 四 九： A — I 

と。 更に 後醍醐 IK 皇の條 

その 要 を 摘め ば * 

されば よく 先蹤を 

盛敉 朝が 昇進 をみ て 

A 頁) 

とい ひ、 

屮ト： ： まで は 人の さ 

身 を 亡し 家 を 失 ふた 

といへ る が 如き、 い づ れ も- 

適切なる 言の 多き を 見る 

^ ^の^ 種より 出 


ん事 をお ぢ、 雨 

の 稻の種 をく 

せて 慾 を恣に 

に 常 り、 兵 權 を 

五 五 一 お) 

に 至れ ば、 人 臣 

辨へ 得失 を 勘 

呰 あるべき 事 


露の 施す 

ふ も 皇 恩 

し^-をお 

預る 人と 


を 見 

也。 


し 

て 


て も、 身 

晝夜生 

て 公 を 

• 正 路 を 


の た 

井榮 

忘 る 

踏ま 


だ 

ざ 


し 

ら 


力 

む 


ら 

こ 


す し 

流 を 

な ら 

お き 


て惠 

呑む 

ば、 世 

て ま 


に 漏れむ 

も 祌德也 _ 

に 久しき 

.S 力で 力 


事 

- こ 

理 侍 

其 運 


れを 

ら じ „ 

を 全 


へて 身 を 

と 恩 ひ、 爲 


立 

き 


て 

0 


家 を 

^ 力 


全 


く す 

心 を 


る 

よ 


そ 

し 


し こ 

亡び 


き 道 

た る 


な 

ゆ 


れ 

ゑ 


を 


愚 

し 


な る 

ら す- 


の  み豪强 なる をば  誡め 

めし あれば 誡 めら るる 

人臣の 心得 を說 ける も 


ら 

の 


れ 


な 


き。 豪 

也。 (六 六 

る が、 そ 


强に成 

三 頁) 

のうち 


め 

田し 


の 道 を說 くこと 反覆 丁寧に して 一 々これ を あぐる に遑 なし。 今 


類 は 

- (六 


淸 

三 


り ぬれ ば、 必 すお ごる 心 あり。 粟して 


に も、 著 者の 一 門た る 源氏の 論に その 


でぬ る 人、 蔭 を 憑み て、 いと 才な ども 無 く、 あ まさ へ、 人に 扇ゥ 物に 馒 する 心 も 在ろ 


と- 


べきに や。 人臣の 禮に遠 ふ 事 在りぬべし。 

させ 給 ひける にこ そ。 皇胤 は 誠に 他に 異な 

の 御末國 をた も ち、 臣 は 天 兒屋の 御 流れ 君 を 

也。 德も なく 功 もな く 高官に 昇りて 人に 驟 

これ 己が 1 族に さとす を 主と したる 言 な る 


寬 平の 御 記に 其 端の 見え 侍りし なり • 


るべき 事な 

助け 奉る ベ 

ら ば、 一 一 祌 の 

べきが、 一 般 


れ ど、 我 國は 神代よりの 

き 器と なれり。 源 は あ 

御と がめ 在りぬべき 事 

に 人臣と して 心得、、/ き 


誓 に 

らた 

そ 力 

事な 


後 を も 能 々鑑み 

て 君 は 天 照 大 神 

に 出で たる 人臣 

し。 (三 八 〇 頁) 

る はいふ を また 


虔 忠誠の 人たり 

をうる なり。 


しか を 昆 るに 足る ベ 


著者 自らが その 一 族 を さとす 上述の ！ 一  一一 n を^て も、 著 者が 如何に 敬 

し。 かかる 敬虔 忠誠に して はじめて 言 々句々 人の 肺腑に 入る こと 

十三 

以 上、 略 本書の 所說 にっきて 論議 を 加へ たり。 ここに 著者 その 人の 識 M0 度 等に つきて なほ 一往の 考 


察 を 試みむ とす。 

著者の 國體 觀、 道 德 觀、 政 治 

に、 そ の內容 甚だしく 多様に 

著者の 思想 は 旣に述 ベ. た 

に 出で たる もの なれ ば、 そ の 

少 不純の 嫌な きに あらざる 

紳皇 正統 記綸 


觀は略 これ を 述べたり • 而 して それら 

して 包容力の 犬なる こと は、 蓋 し 比類 稀 

る 如く、 神道 怫敎儒 敎道敎 諸般の 擧藝 一 

內容の 多様なる と共に 雜駁の 弊 を 生じ 

は 時世の 罪と して これ を 看過すべき も 


の 源泉た るべ き 

なる ものなる ベ 

切を攝 取して す 

易き なり。 而も 


著お の 思想 を考 ふる 

し。 

て ざら むと する 態 度 

そ の 思 想 を 兌る に、 多 

のなる べし。 而 して そ の 內 容 を な す 

七 九 七 


神皇 正統 記逑 義附錄  七 九. >  , 

、- レ たる もの は 神道と 佛敎 と懦敎 との 三者たり とす。 かくて この 三者の 關係を 見る に、 著者 は 能く その 主 

客の^ を 心得て ありき と 思 はる。 

^敎 と^ 者との 關係は 遊 だ 深く、 著者 は壯 年に して 旣に怫 門に 歸し 、爾来 世 を 終 ふるまで これ を 棄てざ 

りき 而 して 佛敎 にっきての 造詣の 深き こと は 本書 をー閲 しても 知らるべし。 この 故に 論者 往々 著者 

を E して 怫に 佞せ りと する もの あり。 然れ ども、 余輩 を 以て 見れば、 著者が 佛に 佞せ りと する 處は 一 も發 

^せざる のみなら す、 かへ りて 反對の 現象の 存 する を 見る。 この 事 は 慈 鎭和尙 の 愚 管抄と 比較す る 時に 

お もよ く  了解し う べし。 

本書と^ 管抄 との 關係 にっきて は 世に 往々 本書 を 以て 愚 管 抄の亞 流 若く は後繼 者の 如くに 說く者 あ 

り 然れ ども 汲 管杪の 本旨と 本書の 本旨と は 本質的に 相 容れぬ もの あれば、 この 說は 決して 當ら ざる も 

のな り。 もとより 博覧なる 著者が 愚 管抄を 見す とはい ひ 難く、 强 記なる 著者が 讀 みたら ば、 その 耍を 記憶 

したりし なるべく、 又 その 襟度の 廣き 著者が、 その 意見の 贊 すべき はこれ をと るに 躊躇せ ざり しなら む。 

この 故に 愚 管 抄の霄 に 似た る點 の往々 存 する はもと より 否定す 4 へきに あらね ど、 本質的に 異なる こと、 下 

におの づ から 論及す る 如く なれば、 これが 後繼 者た^ とい ふ は 愚 管抄を も 本書 を も味讀 せざる ものの^ 

斷に 止まれり。 

愚 セ抄と 本書との 思想 上の 著しく 別なる 點を いは K 愚 管抄は 王法 佛法 相互に 助く る ものと せる が、 寧 

ろ^ 法 を 道く し、 それ を 以て 王法 を 第二 位に おきて 論す る所少 からす。 本書が 佛法を 輕視 せざる は 勿， 


な 丄 ど * そ t はもと より 神道 を 助 け、 皇 道の 羽翼た る ものと し て. 皇道 が 主と なりて 佛法を ^取す とい ふ^ 

皮, JrflT で り。 この 故に 一 毫も 佛法 の理 によりて わ. が神皇 の 道 を 曲解せ むとした る 態度 を 見す。 次ぎ 

に 愚 管 抄は怫 者の 所謂 末世 思想 を 以て 當 代.. に 臨み、 著しく 悲觀的 退嬰的な リ。 本書の 末世の 解釋の 如き 

又、 

代 下れり とて 自賤 むべ からす。 天地の 初 は 今日 を 初と する 理 あり 。(一六 六 頁) 

とい へ. るが 如き は、 佛者の 所謂 末世 末法の 思想より は 夢想 だに し 得ざる 堂々 たる 態度たり。 叉、 

葺不合 尊 八十 三 萬餘年 まし まし- に、 そ の 御子 磐余彥 尊の 御代よりに はかに 人 王の 代と なりて^ 

^も 短く 成りに ける 事 疑 ふ 人 も 有るべき にや。 され ど 神道の 事 押して 計り 難し。 s 具に 磐 長 姫の 詛 

ひける ま X に 壽命も 短く 成りし か ば、 神 の 振舞 ひに も か は り、 鑣 て 人の 代と 成りぬ るに や。 天竺の 說 

の 如 く、 次 笫 有りて 減じたり と は 見え す。 (九 六 頁) 

といへ るが 如き は、 毫 も 印度の 創世 說に累 せられて あらぬ を 知る に 足るべし • 叉、 

叉 百 王 まします べしと 申め る、 十 々の 百に は 非ざる べし。 極り なき を 百と 云へ ゥ。 百官 百姓な ど 

云 ふに て 知るべき 也。 (九 六 頁) 

といへ る 所 は、 愚 管抄の 退嬰的 悲觀的 限定. 的の 百 王の 解 釋とは 明白に 對角線 的に 反對 せりと いふべき な 

り。 加 之、 そ の 名分 論に 於いて^ 管抄は 頗る 模糊た る もの ありて、 本書の 公明正大なる ものに はか けても 

及ぶ ベから す。 更に 叉 愚管抄 は 「道 现」 と いふ 瞹昧 なる もの を 捻出して 時世 變遷の 解釋の 原理と せる が、 本 
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神^ 正統 記述 義附錄 

統と祌 ^と 仁政と を 以て これ を 論ぜ 

41 敎 との 關係 如何。 著者が 懦敎の 影 

る こと は その 神道 說の 上に も 見えた 

と、 王 道 を 尊 び、 霸 道 を 斥く るが 如き は 

採れる ものにし て、 そ の學 風の 陷り易 

もの の 最も 陷り 易き 弊 は その 擧を貴 

X る 弊な く、 よ く 内外の 輕重を 知れり- 

異國に は 此國を 東夷と す。 此國 より 

る 如き 一 言 に し て、 よ く內 外の 別 を 明 

說く 所の 如く^ 者の わが 國體を 失墜 

故ら に 誇大す る 精神 は 決し て 有せ ざ 

叉 扶桑 國 とも 云 ふ 名 も あるか。 東海 

有 れ ば、 よ そへ て 云へ る か、 此 國に彼 木 

るが 如 き. そ の 公平なる 態度 を 見る ベ 

1： 名に つきて なほ 一 il 一一 a すべき こと あ 


八 〇〇 


る ものと 同日 を 以て 論すべき 

響 を 受けた る こと は 著しき も 

るが、 春秋の 本旨 を體 して 大義 

朱 熹の舉 風に よれる 點も なし 

き^ 文 縟禮の 弊 を 受け ざり し 

ぶ あまりに 支那 を 尊 び、 わ が 國 

. たと へ ば、 孝靈 天皇 の條 に、 

は 叉 彼國を も 西 蕃と云 へ るが 

かにせ りと いふべ し。 

せ ざら む 用意 到る 處に 瞥見す 

りしな ひ。 たと へ ば 、抉 桑の 名 

の 中に 扶桑の 木 有り。 日の 5S 

ありと 云 ふ 事 聞えねば 確なる 

きなり。 

り • 本書の はじめに わが 國の 


にあら ざ 

の あ り 

名分 を 正 

とせす。 

は 多と す 

を 輕んす 


な ゥ* 

とに 宋擧の 影響 を 


う し、 內 を 

かも 朱擧 

きなり。 


尊 

よ 


ことに あ P- 


び、 外 を 

り は そ 

も 儒 舉 

一 今 著 


如し。 (一 一 九 頁) 


る をう ベ 

にっきて I 

る處 也と 

名に は 非 

名に つき 


霄 頗る 委し。 これ 何の 爲ぞ とい ふ に、 皭 敎 に 所謂 正 名の 精神より 出. でた る も 


し。 

の 


りと て 著者 は 


え た 

る ベ 

に し 


り 


し。 (一 

述ぶ 

て、 名 


本 も 東 

1 ^あり 

義を正 


しくす る こと は、 一 面、 古 Q 精神 を 正しく 傳 ふること なれば なり。 かくて かの 百 王の 解 釋の如 き、 愚 管：^ な 

どの 怫敎 惑溺 者 流の 言 と 相距る こと 天 地の 差 あるに 至れるな.^。 

この 正 名に つきて は 吾人 はな ほ  一 二 論すべき 點 ある を 思 ふ。 本書 を 繙 くもの はわが 國 の主權 者の 名 

目と して 神代より は 「神』 を 以て 標と し、 神 武 IK 皇 以降 は 【天 皇」 を 以て 檩 とせる が、 そ の 問に 「神 功 皇 后」 を 一 代 と 

して 加へ たる こと は旣に 論す る 如く 不徹底な り。 され ど、 天 皇 として 卽 位せられ たるに あらね ば、 こ れ を 

「辜： P 一と して 標 出せる こと は當を 得たり とい ふべ し。 かく て、 村 上 天皇まで は 皆 「天 皇」 を 以て 稱し 奉る に、 次 

代より は 冷.^ 院、 圓 融院の 如く 院を 以て 稱し奉 り、 天 皇を 以て 稱し 奉れる もの は 安 德、 後 醍醐の 二 帝に 限れ 

り。 これ 著者の 私意に あらす し て、 そ の 頃よりの 稱謂 かくの 如くに ありし なり。 この 故にせ^: は 冷.：： 水院 

の條 下に 

此 御門より 天皇の 名 を 申さ す、 叉 宇多より 後謚を 奉ら す、 遣 詔 在りて 國忌 山陵 を 置かれざる 事 は 君 

父の 賢き 道 なれ ど も、 尊 號を とどめら る-事 臣 子の 義に 非す。 神武 以来の 御 號も皆 後代のお 也。 持 

統元 明より 以來遜 位 或は 出家の 君も謚 を窣 る。 天皇との みこ そ. & すめれ。 中古の 先賢の 議なれ ど 

も、 心 の 得ぬ 事に 侍る 也。 (三 九 1 1 頁) 

と疝 論せ り。 これ 亦 至當の 論に して、 名 敎の廢 せむ とする や 先づ、 名の 正しから ざるより はじまる。 而し 

て、 又 名敎 を與 さむと する や、 先 づ名を 正しくす るより はじめざる ベから す。 か く 、天 皇の 名稱を 以て 標 =：： 

し 奉れる 安德 天皇 は 御 生 前. 院 に 在し まさす、 又 某 院と稱 すべし との 御 遣 詔 も 在し まさす。 これによ りて 

祌皇 正統 記 論  八 oi 


it 皇正統 記述 義附綠 


に 堪 

の 臣 

な 


つ 

ベ 

ひ 


力 

て 


へざる な ひ。 こ 

にして よくこの 

れ， 

例 を あげ 


つ 

力 

さ 

力 

と 

P 


い て 

は 某 

^> き 

に あ 

れば _ 

く の 

天 皇 

これ 

な .2^ 


の 天 

正 名 

む 力 


^  M に^づき て、 安 德 天皇と 中し 奉りし こと は 著者の 

かく  fK 皇と稱 し 奉るべき こと はこれ 御 遣 詔に 基づく 

こに また 五六 百年 間の 名分の 紊れを 矯正せられ しこ 

皇 にして はじめて、 王政 復 十：： の 眞義を 名に 於いて 正し 

を 千古に 傳 へたり とい ふべ し。 本書 を 讀 まむ 人 ここ 

サ者 者 の 正 名の 態度 は、 臣下の 名 を 記す 上に 於いて 嚴 

四 位： A 位の 人に つきて は 某 朝臣と いひ (義家 朝臣、 平義 

家 卿) とい ふ。 これ 皆 朝廷の 公式に 基づく ものな り。 

ざる ものに は 或は 異様の 感を與 へむ か。 され ど、 こ れ 

尊^すべき 事 を 知ら ば、 こ の 公と 私との 差別に よる こ 

の 如き も、 そ の はじめに は 源 義貞と 記 し、 官 位 進みて 後 

足 利 高 氏の 名 をば 決して 尊 氏と 書 かざりし こと は、 こ 

5」 の 字 は當然 召し かへ された るに よる ものな り • そ 

るべき なり。 而し てこれ また 一 面、 春秋の 名分 を 正す 

十四 

要するに 著者が 懦敎 より 受けた る 所 も 概して その 長 を 採りて 短を棄 てたり とい ふべき が、 た だ 一 事、 た 


^したる 事に て 明かな え 

ものなる， こと 著者の 吿ぐ 

と を 見 て、 吾 人 は 欣喜の 情 

たま ひた. ON と いふべ く、 こ 

の 重大 事 を 輕視す る こと 

肅 なリ。 今、 後 醍醐 天皇の 

時 朝臣 等) 三位 以上 の 人に 

かの 己が 子 を 源顯家 卿と 

は 朝廷の 公事に して 家庭 

と を 正しく 認識すべき な 

に は義貞 朝臣と 記す。 す 

ォ亦 力れ 力  謀反せ し 以上 

の 記述に 名分 を 正したり 

精神に 基づく 所 ありと い 


八 0  二 

後醍翻 天皇に 至りて は 

る ことにて 明かな り。 こ 


は、 名分 を 

ら す。 官 

がの 新田 

如し。 さ 

より 賜 は 

らの 例に 


、し r  , 

職 の 

義貞 

れば 

り し 

て 知 


とへば かの 嵯峨 天皇の 

義 なり とす る 精神より 

にして 國 家の 大位を こ 

な り。 然るに 著者 はこ 

とせざる なり。 

なほ これらの 外 著者 

ー淸和 の 條) も とより 當然 

皇の祌 器な くして 踐祚 

皇 正統の 本義よ リ 見れ 

著者の 論す る 所は槪 

の 弊な く、 槪 して 日本 思 

抱 か す、 g 暴，： y 棄 に陷ら 

正系たり。 著者 は、 そ の 

人 は 昔 を 忘 る ふ 

ふ 事うた が はしけ 

もい かにと もせぬ 


條に見 ゆ る、 皇 位 を 相 讓らる X こと 

出づる ものにし て. 王 位 を 私物 と 見 

れ にて 律す る は 不條理 にし て、 わ が 

れを贊 美せ り。 されば この 點に於 

の 態度に 吾人の 慊ら ざる もの を あ 

な る が、 か くい ひなが ら、 こ れを第 十 

ありし を 是認す るが 如 き、 仲 恭 天 皇 

ば、 著 者の 態度 は 不徹底と 評する の 

してい は ば、 包括的 積極的に し て、 そ 

想の 正系 を 得た る ものと 評しつ ベ 

す、 あ くまで も 罪 惡と戰 ひ て、 正 義 の 

正義の 一行 時 はれざる さまに 見 ゆ 

物 なれ ど、 天 は 道 を 失 はざる べし。 

れど、 人 の 善惡 は身づ からの 艰報也 „ 

事 なれ ど、 邪 なる 者 は 久しから すし 


を 以て 美德 とする が 如き は、 かの 泰 

る 支那に は美德 とせる ならむ が、 要 

國體の 根本主義と 容れ ざる こと 旣 

い て 著者 4- た 支那 思想に 累 せられ 


げ むか。 たと へば、 神 功 皇后 を 攝政 

五代と したる は 矛盾と 評する 外な 

をば 代數 にか ぞ へ 奉らざる が 如き 

外な し。 

れが爲 に 多少 不純の 嫌 は あれ ど、 排 

きなり。 ことに 如何に 苦境に 陷る 

勝利 を 前途に 認 むる も の、 こ れ眞に 

る ことにつ きて 說 いて 曰 はく、 

さらばな ど、 天 は正理 のま X に は 行 

_ 世の 安から ざる は 時の 災難 也。 

て ほろ び、 み だれた る 世 も 正 にか へ 


す 

. い 


の 三 

る に 

論す 

る a 

した 

，後 M 

づれ 

•PL  yyi 

も悲 

本 思 


はれぬ 

天 道 も 

る は 古 


讓を 

私德 

る 所 

な し 

る は 

3 ァ 

も祌 

極 的 

觀を 

想 0 

と 云 

今の 
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神^ 正經記 述^ 附^  八 〇 四 

也。 2 ハ四四 ■ 


は 


11/ 


て 


と これまさ しく 正義が 終局に 

となれ る ものな り。 

以上 論す る 如 く、 著 者に 對 して 

これ を 缺陷に 比較 すれ ば、 も と よ 

及ぼして 人心 をして 國體に つき 

あ り。 

要 す る に、 本 書 は 國體の 尊嚴を 

IH 的と せる ものと いふべ く、 わ が 

の これ を 著せる 事情 を 見れ ば、 昔 

の 徒と、 五經 を修 め、 春 秋 を 筆 削し 

十 W 

按. f るに 著者が この 著 をな し \ 

延 より 後醍醐- 大皇 晏駕の 悲報の 到 


勝利 を 占む ベ き を 確信せ る もの 


孑 

て 


吾人 は 徹頭徹尾 讚 辭 を 呈 しう 

論す るまで もな く韋大 にして 

純正なる 觀 念に 目を醒 さしむ 

かにし てビ れに對 して 正しき 

體 思想の 發 達に 一 大 時期 を 劃 

子 が、 天 下 を 周遊. し て、 そ の 道の 

天 下 萬 世の 嚮ふ所 を 知らし め 

は 常 陸國小 E 绒に 在りて、 死生 

りし 時に 在り。 これ を 草し つ 


にして、 やが て、 王 政 の 復古 を 導く^ 動力 


る も 

、そ の 

る に 

し た 

容易 

た る 


のに あら 

偉大なる 

至れる そ 

を 加 へ 確 

る 大著と 

こ  一 了 ま.^ 

^'ノ V-  .i=» ォ 

にも 似た 


の 衢に 馳驅せ 

X 在りし 當時 


す と 

功績 

の 原 

力 な 

評 す 

ざ る 

り と 


い へ 

は 永 

動力 

る ！ 一一 一口 

ベ き 

を 見 

い ふ 


ど も、 そ 

く 感化 

まさし 

念を樹 

ものに 

て、 退 い 

ベ し。 


の 功鑌は 

を 後世に 

く 本書に 

立 す る を 

し て、 著者 

て 七十 子 


し 時に して、 同時に 芳野朝 

の 著者の 胸中^して 如何 


ぞゃ。 內には 絡 世の 英主と 仰ぎし； 大皇に 別れ 奉り、 新 帝 輔佐 


の 大任 を 梨し うべき 臣僚 果して 誰ぞ やの 懸 


念 あり。 外に は 足 利 一 黨 のます く 跋扈せ むの 惧 ありて、 神皇 正統の 大義 殆ど 地に 墜 ちた るかの 觀 あり 


し 時に こ Q 1 篇を 草せ しもの なり • 吾人が 多少の 缺陷 をと りて 本書の 批評 をな すが 如き は 思へば 傺越 

の 事と いはざる ベから す。 あ \ 若 しこの 時に 於いて 本書 出で すん ば、 わ が 國體は 果して 如何なる 事に な 

りたり しぞゃ • 

本書 一 たび 世に出 で、 H< 下の 少しく 良心 ある ものみな わが 國體の 本義 を さとりし なる ベ く、 北 朝の 臣僚 

0  士、 外 而强 硬なる 如く 裝ふ もの も內 心、 自 ら 疚しと せざる もの 無 かりし な r む かくの 如くに して.^ 朝 

は 漸く 勢威 を 失 ひたる が 如く なれ ど、 神 皇正 銃の 大義 は 本書に よりて 渐 くに 世に 明かに なりし そ の， 事 證 

は歷々 として 存す。 

今 加賀國 白山 比咩 神社に 傳 ふる 神 皇正銃 記 を 見れば、 著者の 薨後ニ 年に 北朝 方の 某なる ものが、 著者の 

家臣より この 書 を 借りて 傳寫 せる こと を 知る。 本書が かく 北朝 側に 傳 へられし に 及びて は、 早 くも これ 

に對抗 せむ とい ふ 企ての ありし もの i 如し。 かの 群 書類 從 本の 祌皇 正統 記の 如き は^ 山院の 上なる 笫 

g:T- 七 世の 文字 を 削りて これ を 後深草 院の 上に 加へ たる もの の、 そ の 後 を 如何と もす る こと 能 はすして 

止める 滑秸を 演出せ り。 又 かの 白山 本の 末に は 「光嚴 院」 乃 至 「稱 光院」 の 略記 を 加へ たれ ど、 本書の 文 を 如何 

ともす る こと 能 は ざり き。 叉 後土御門 院の 時に 小槻晴 富が 編せ る 綾 神 白 | 正 銃 記 は 白山 本の 追加の 順序 

を 追 ひて 後花園 院.. VI 加へ て 記事 稍 細かに、 後土御門 院を 「當 今」 と 標記せ る ものなる が、 正 阖を論 する ことな 

し • 

かくの 如く 北朝の 系 銃に 於いて 種々 の 企て を 行へ りと い へど も 結局 は 本書の 主張 を 左右す る こと 能 

祌， M 正統 記 諭  八 〇 五 


紳皇 正統^ 述 義附錄  ゾ C ブ 

は ざり しなり。 これ もとより 當然の 事に して、 本書の 說く所 は 天理の 當然 をい へる に 止まりて 人 爲の事 

にあら ざれば なり。 かくの 如くに して 本書 は 結局、 足 利 氏の 幕府 時代 を 通じて 天下 人心の 標準と なりし 

は^だ 奇異なる 現象と いふべき に 似たり。 たと へ ば 彼の 文 安 年中に 撰せ し 太子 傳玉 林杪の 如き、 叉 同じ 

頃に 觀勝 寺の 佾行譽 が 撰せ し^ 囊抄 は窒町 時代の 常識 敎科 書と いふべ ^ものなる がそれ に 本朝の." 籍 

として 主として 引ける が 本書な りし こと、 叉 彼の 生前 自ら 菅 公に まされり と 傲 語せ し 一 條兼 良が 將 軍足 

利^ 尙の爲 に 治 道を說 ける 樵談治 要の 如き 本書の 影響 を 蒙れり と認 むべき なきに あらざる は 人の 知る 

所なる が、 吾 人が 最も 奇異に 感 する は 本書と 善隣 國寶 記との 關係 なり 

善隣 國寶記 は 我國の 外交 史の 最初の ものにして、 後土御門 天皇の 文 正 元年に 僧 周 鳳の 編せ しもの なり 

その 序の 中に 曰 はく、 

或 記 之 首 略 述， -神 代 事 1 何 也。 曰、 此 方學徒 讀-- 震 旦 書-者 知 = 其 國 山川 人 物 ー讀_- 天 竺 書-者 亦 然。 吾 國 雖 "有-六 

ムシ 口 アヤ マ テル  • 

國 史 等 書- 而 讀者鮮 矣。 故 知-本 國 事-者 幾 希 矣。 捨レ近 取レ遠 無 乃 左 乎。  . 

今 錄-兩 國相通 之 事-先 ft  S 國 之 爲-神 國-之 由& 述- 十 一 一 一一 耳。 此 皆祌皇 正統 記 中 所& 也。 共 記 過半 

倭 字 今 改作-漢字 1 矣。 

と あり。 この 言 恰も 現代人の 弊 を 論す るに 似 たれば、 さる 方 にても 讀 者の 一 顧 を ゎづら はすべき 價値ぁ 

りと す。 かくて その 首章 は 本書の 國 家の 創始と 國 號の說 明と を 漢文に 譯 出した る ものな リ。 而、 して 曰 

は く 


し  一 •  a, 

と 力 

蜀 鳳 

永享十 

錄 司と 

傦錄司 

•±  、周 M 

をす ぶ 

當時儈 

その 最 

とれる 

はます 

たりと 

と を 担 


右 神 皇正銃 記 所 fe 大概 如 レ斯。 

く て、 本 書 を 引用せ る 所、 な ほ少 からす 存す • 

は 瑞溪と 號し臥 雲 山人の 名 を 以て 世に 知られた る 

二 年に 相國 寺， に 住持たり。 嘉吉 元年に は 將軍義 政 

な ひ、 翌 年 これ を罷 め、 康 正 二 年 再び 鹿苑に 住して 儈 

となる。 時に 年 七十 七。 文明 三年 後土御門 天皇の 

は 一 代の 宗師 として 世に 重んぜられし 事 を 見る ベ 

る 所に し て、 同 時に 當 時の 外交文書 を 管理す る 職た 

侶 は 智識 階級の 第 一 に 位した る ものにして、 五山 は 

上に あり。 か くの 如き 當 時の 思想界の 第 一 人 者に 

を 見れば、 本書の 思想 が、 窒 町 時代の 思想界の 主位に 

く甚 しく 亂れ たる 如しと い へど も、 思 想界の 歸趨點 

いふべき に 似たり。 而 して これらの 思想 が、 か の 五山 


五 山 

の 請 

錄司 

召 に 

し。 


り， 

し 


ま し め、 又 豐 臣秀吉 をして f わが 國は 神國な り. 一 と 外 交 文 


さ 

書 


の名佾 なり。 足 利將軍 

に應 じて 鹿苑 寺 (卽 ち 俗 

となり 職に 在る こと 五 

よ りて 戒法を 授け 奉れ 

而 して そ の 僧錄司 の 職 

これ この 善隣 國寶 記の 

に その 首位に あり。 而 

宛然 正統 記の 著者の 更 

られて ありし を 見る ベ 

著者の 時代よりも かへ 

使儈又 倭寇 の 徒 をして 

の 冒頭に 喝破せ しめた 


力 


の 如くに して 著者の 國體論 は 漸くに 世に 認められ て、^ んで大 日本史と な り、 明 

神皇 正統 記 諭  八 〇 七 


義敎 の歸依 をう け 

稱 金 閣) に 住して 佾 

年。 應仁 元年、 また 

り。 之 を 以て 見れ 

た る や、 天 下の 儈侶 

著 ありし 所以 なり。 

し て 周 鳳 の 地位 は 

生せ る 如き 態度 を 

きなり。 卽ち 世相 

りて 明かに 示され 

孟子 を 舶載す る こ 

る ものなる べきな 

治の 維新の 原動力 


神皇 正統 記述 義附錄  八 〇 八 . 

ともなり しなり。 更に 又 著者の 神道 論 も 一 條漦良 等に よりて 繼 承せられ て、 漸次に 改善せられ、 著者の 道 

德ぶも 亦林羅 山、 熊澤蕃 山、 雨 森芳洲 等に よりて 繼 承せられ 、漸次に 改善 せられて 今日に 至れ リ。 され ど、 そ 

れらの 事 は 今一 々說 く遑を 有せす。 

颇 みて、 S 者が 垒町 幕府 時代の 思想界に 於け る 待遇 を 見る に、 三 光 院內大 臣 (三 條西實 枝) が 北 畠 具 房 に、 著 

して 與 へたる 三 內ロ訣 を 見る に、 曰 は く、 

於 < 南朝 1# 進 之 人 一 切不， 用 乏 候。 然處此 親 房 卿 計 北 昌准后 天下 稱レ之 候。 御 家 規模 無-比類-事 候。 廣矛 博覧 

ぼ 世 之 推, 候。 

と い ひ、 又、 小 槻晴 富の 著した る 續神皇 正統 記に も 

抑 此記は 北 畠 准 后 親 房 卿贿錢 ro^s ば 南朝の 寵ほ として 錄 出せり。 

とい ひたり。 これ は 南北 合一 後 南朝に ての 宫位は 一切 認められ ざり し が、 た ビ親房 一人の み は、 こ れ を 認 

めた る こと をい ふに ある が、 三 內ロ訣 も 鑌神皇 正 銃 記 も その 理由 をい はす。 按 する に、 こ れた K 著者が 博 

舉廣才 なる によるの みに あらす し て、 著 者の 主張 は、 如 何に しても これ を 否定す る こと 能 はすし て、 寳 に 當 

代の 指南たり しが 故なる べし。 • 果して 然ら ば、 著 者の 主張 は旣に 一 世 を 風靡した る ものにして、 著者 はま 

さしく！：！ g 思想 上の 宗師 たりし ものな りと いふべき なり。 

^者 は、 かの 保 元 平 治の 亂を 叙して 後 歎じて 曰 はく、 

未だ 太平の 世に 歸ら ざる は 名 行の 破れ 初めし に 依れる 事と ぞ 見えた る。 


と • 名 教 が、 正 義の 勝利 を 導くべき 唯一 の 指導原理 たる ことい ふ を またざる 所なる が、 こ の 保 元 平 治の 亂 

も その 源 は攝關 政治の 創始の 頃より 萠 せる もの なれば、 まさしく 著せの 時代より 五六 百年の 昔に 發 せし 

ものな り。 かくて 著者の 時より 五六 百年の 後に して はじめて、 眞 正の 意義に 於いての 皇 政に 復古し、 國體 

の 觀念も 明かに なれり。 これ を 以て 見れば、 わが 國史 はこの 前後 一 千年 許の 間に 於いて この ー卷 の神皇 

正 銃 ^ヒ II！ 機と して 一大 囘轉 をな せりと いふべき に 似たり。 この 書を讀 まむ 人 宜しく 眼 を 髙處に 置き 

て、 この 里 を達觀 し、 名敎の 興廢が 如何に 偉大なる 力 を 有する かを鑑 むべ きなり。 
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